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來 るべき 世界 變 局が 如何なる 方向 を 取る にもせ よ、 其の 中に あって 支那が 演じなければ 

ならぬ 役割 は 重大で ある。 此の際 凡ての 狀 勢の 判斷の 基礎と して、 支那に 對 する 列 國の利 

益の 實態を 確認して おく ことが 緊急 事と 思 はれる。 然るに 從來、 支那の 國際 經濟關 係の 總 

體的 研究 は 極めて 乏しく、 此の 重要な 事 實が甚 しい 不明 白裡 にあった ので ある。 

原著者 レ ー マ I 氏 は、 十 餘年前 上海 聖約 翰大學 に敎鞭 をと つて ゐた ときから 此の 問題の 

研究に 着手し、， 歸國 して 一 九 二 六 年に 發 表した 『支那の 外國 貿易』 に は、 旣に 同氏の 見地 

に 大體の 輪廓が 舆 へられて ゐた。 然るに 偶々 世界 恐慌の 前夜、 濃厚な りし アメリカ 資本 支 

都 進出の 氣蓮を 反映して、 一九二 九 年の 太平洋 問題 調査 會の 京都 會議に 於いて は、 列國の 

對支 投資が 主要な 議題の 一 つと して 上程され る こと、 なった。 此の 會議を 前にして、 ァメ 

リカの 有力な 調查機 關の發 意に よって 對支 投資の 大規模の 調査が 企てられ、 レ I マ 1- 氏 は 

その 主宰 を依囑 され、 こ 、 に 同氏 年来の 硏究 題目 は 徹底的に 究明され る 機會を 持った ので 


一 一 

あった。 

此の 調查は 多大の 努力の 結果 完成され、 C.  F. l^emer:  Foreign  Investments  in  China とし 

て 一 九 三 三年に 一一 ュ，. 'ョ I クに 於いて 出版され た。 その 表題の 示す 如く、 對支 投資の 調査 

がその 主要部 分 を 占めて をり、 これ は 此の 分野に 於け る 劃期的の 勞 作と 見ら るべき もので 

あるが、 レ ー マ I 氏 は 更に、 投齊の 調査 及び 其の 他の 諸 要素の 推算 を 基礎と して 支那の 國 

際 貸借 を 表示 するとい ふ、 新ら しい 困難な 事業に 踏み込んで、. これ を 達成して ゐ るので あ 

る。 本書 は 著者の 意圖 せる 如く、 支那の 國際 經濟關 係の 全面的 繪圖 として、 支那 研究 上の 

大 なる 貢献で あると 信ずる。 

本譯 書が 廣く 支那 問題の 理解に 役立ち 得れば 幸甚である。 飜譯は 太平洋 問題 調查會 日本 

理事 會 によって 任命され た 委員の 一 員と して 本 調査に 協力せ る 平 井 « 夫が 之 を擔當 した。 

昭和 九 年 十二月 

I  ？ 東亞 經濟 調査 局 


支那に 於け る 外國の 投資 及び 支那の 國際 金融 的 地位の 統計の 中に 現 はれる ままの、 支那の 國際 經濟關 係の 眞の f』 圖は 

如何なる もの か？ 此の 問題 は 一 九 1 一八 年 六月に、 II ュ 1*ョ ー クの社 會科擧 硏究會 (social  Science  Research  council) 

によって 召集され た 委員 會の會 合に 於いて 定式化 された。 此の 會合 はコ ン ビア 大擧の ショット ゥ H ル 教授が 主宰した 

が、 その 席上、 調査に 對 する 提案が なされ、 それ は 其の 年の 十月に 着手され た。 研究 會の 役員 a バ ー ト .3,ラ インド 氏 

及び ロバ ー ト .T* クレイン 氏 は 終始 此の 事業に 與味を 持って ゐた。 ワシントン 市の ブル ッ キング ス 研究所 (Brookings 

Institute) は 顧問 委員 を 任 命す る やう 依賴 された。 ハロルド .0*乇 ー ル トン 氏- クレオ ナ*ル ウイ ス孃 及び ロバ ー ト 

• タツ チン スキ 氏が 此の 委員 をつ とめ、 そして 是等 諸氏が 計畫 及び 問題の 考究に 多くの 時間 を與 へられた こと を 感謝し 

たい。 のみなら すモ ー ル トン 氏 及び ルゥ イス 嬢から、 原稿の 批判 及び その 訂正に 對 する 多くの 晤示を 頂いた。 

左の 各國に 於いて 實行 さるべき 調査に 對 する 計畫が 作られた 11 支那、 イギリス、 日本 及び 合 衆！；。 支那に 於け る 調 

查は、 外 國 投資の 問題に 就いて 彼の 國に 於いて 得られる 報吿を 集めた。 それ は、 若干の 分野に 於いて は 唯 一 の椎 算を提 

供し、 そして 他の 資料からの 推算と 突き合せ 撿證 する こと を 可能なら しめた。 當時 支那 政府の 一 つの 部の 統計 處長 をし 

てゐた劉大^£氏が支那の調查を檐當した。 
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其の 他の 諸國に 於いて は、 各 その 國 民の 對支 投資に 就いて、 新ら しい 推算が なされた。 太平洋 問題 調査 會 (Institute 

of  Pacific  delations) は、 當 時の 調査部長 ンド リツ フ 氏が 最初から 此の 全 研究に 深い 輿 味 を 持ち、 一 九一 一九 

年， 京都の 會議に 於いて、 支那に 於け る 外國の 投資 を 取扱 ふ計畫 をして ゐた。 ン ドンの 王立 國際 問題 研究所 (Roy ヒ 

Institute  of  International  Affairs) は 此の 京都 會議 のために、 支那に 於け る イギリスの 投資の 研究 を 引受けた。 此の 調 

茶の 結 某 及び その後の 諸報吿 は、 一 九 三 一 年 》 -ン ドンに 於， いて、 原 報告の 秘 扱の 性質 を 保持す る條 件の 下に 私に 提供 さ 

れた。 此の 研究 及び 王立 國際 問題 研究所の 一 般的 協力 は 最大の 價値 ある ものであった。 

日本の 調 杏 は， それが 太平洋 問題 調査 會の 京都 會議に 對 する 材料と なる 見込みで 着手され た。 調査 會の 日本 理事 會に 

よって 委員が 任命され、 中間報告が 京都 會議に 提出され た。 ー曆の 研究の 必要が 感ぜられ、 そして 日本の 委員 會の 繼續 

せる 勞作 は、 本書 第一 ー篇 中の 日本の 投資の 章の 基礎 をな して ゐる。 

アメリカの 調査 は 私の 直接の 責任であった。 アメリカの 對支 投資 を 推算し ようとい ふ 企て は、 非常に 多くの 個人 及び 

アメリカの 商社 ゃ會 社の 援助 を 含む もので、 私 は 適當な 感謝の 意 を 表する こと も * また 各個に 御禮 をす る こと も 期しえ 

ない 程で ある。 合衆國 政府の 官吏 諸氏 は 此の 調査 を 助ける ために 多大の 勞を 採られた。 一一 ュ 1- • ョ ー ク 及び ま 那の諸 都 

市の アメリカの 諸 銀行家 は 特に 貴重な 援助 を與 へられた。 私 は布敎 慈善 諸圑 體を擔 任せる 諸氏が 關心を 持 たれ 援助され 

たこと を 感謝したい。 アメリカの 調査の 豫備的 結果 は、 太平洋 問題 調査 食の 京都 會議に 役立つ やうな された。 

〔一！ a 一〕 その他 1 般的 研究に^ 事せ る 他の 人達の 協力 を以 つて、 ハ タ， I ド 《 'スが 擔當 した フランス 及び ドイツ の對支 投資の 中 


間報吿 もまた 同樣 であった。  , 

諸國に 於け る これ 等の 諸 研究の 結果 は 可な り 大部な 報告書であった。 材料 は 充分 比較し うる 形態に なかった、 そして 

1 曆 研究 を 要する 諸 矛盾が あった。 豫備 的勞作 は， II シァ の對支 投資の 檢 討の 必要 を 知らせた。 研究され 推算され ねば 

ならぬ その他の 諸國の 投資が あり、 そして 支那の 國際 貸借に 關 する 一 歷 十分な 報吿を 得る 必要が あった。 

1 九 三 〇 .—— 一九 三 一年 は >  此の 勞 作の 基礎 をな す 推算の 照査、 檢證 及び 補 遣の 目的で、 主要な 諸 闘の 訪問に 費され 

た。 此の 訪問に よって、 支那に 於け る 投資 及び 支那の 國際 金融 的 地位の 問題 を、 可な り 多數の 有識者 達と 討議す る こと 

をえ た。 此の 時間の 大部分 は、 勿論 支那に 於いて 費され た。 然し、 豫備的 研究の 結采の 討議 は、 日本 及び イギリスに 於 

いて 試みられた。 なほ • 現に 天津に 住める a シァの 經濟擧 者 }*1*セ レブ レー 1 コ フ氏 による a シァの 投资の 研究の 手 答 . 

をき める こと をえ た。 ドイツ 及び フランスの 研究の 結果 は 官吏 及び 事業家 諸氏と 共に 考究され、 そして 他の 諸國 につい 

て 仕上げられ ねばならぬ 報告 を 可能なら しめたと ころの 報告が 獲られた。 

宽 集され た 全 材料 は， 一 九， 三 一年の 秋に ァシ • ァー ボアに 於いて 纏められた。 それ は できるだけ 比較し うる 形態 を與 

へられた。 各個々 の國 について、 支那に 於け る 投資に 對 する 報告書が 書かれた。 材料 CM 般的 分析が 試みられ、 そして 

支那の 11 際 貸借の 新ら しい 推算が 仕上げられた。 本書の 第一 篇の諸 章が 最後 的 形態 を與 へられる こと をえ たの は， やつ 

と 一 九 三 二 年の 夏の 終りであった。 ~ 

此の 全 企圜の 背後に は * 結果に よって 立證 された と 私 は 信す ると ころの * 確信と 期待と が橫 はって ゐる。 期待と いふ 
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の は、 感 問題 を以 つて 充 たされて をり、 そして 最も 廣汎 な！： 際 的 協力 を 必要と せる 分野に 於いて、 經濟擧 の 諸 範疇 Q 

下に 事實を i 集す る ことの 可能なる ことが 立證 される であらう とい ふこと であった。 此の 勞 作が 鬼 も 角 完成され えたと 

いふ 事實 は， 四 ケ年を 回顧して、 勝利に 類す る ものであると 私に は 思 はれる。 

確信と は、 經濟的 分析に よって 要求され た 事實の 組合せが、 有意義な 結果 を窗 すだら うとい ふこと であった。 何れの 

箇人 でも、 又は 何れの 圑體 でも， 他の 者の 行 爲を撿 討し、 それ 等から 結論 を 抽出す に當 つて、 全然 客觀 的で ありうる と 

いふ こと を 私 は 固執し ない。 社 會科擧 に 就いては、 かくの 如き 超然たる 平靜 はない と 私 は 信す る 。種々 の國々 に 於け る 

經濟學 者 達に よって 一 般に 承認され た 概念 は、 吾々 をして 事實を 探求し、 夫 等 を 綜合し、 分析す る こと を 可能なら しめ， 

そして 吾々 の 結論 は單に 吾々 の 偏見 を 反映す る もので ない とい ふ 保 證を以 つて、 また それが 指示す る 政策に 就いて 遙か • 

に 意見 を 異にすべ き 人々 の 同意 を も 掌握す べしと いふ 信念 を以 つて、 夫 等から 結論 を 抽出す こと を 可能なら しめる とい 

ふこと を； は 主張す る。 完全な 客観性が 不可能な 世界に 於いて、 社 會科學 者 は できるだけ 客觀 的で なければ ならない。 

恐らく、 支那の 研究に 當 つて は、 他の 何れの 國の 場合に 於け るより 以上に、 客 觀牲を 強調す る ことが 必耍 である。 こ 

れは、 感情 及び 偏見が 强く、 利益 關 係が 俾 つて ゐる ためば かりで なく、 また 支那の 經濟 問題の 研究者 達の 中には、 理論 

とい ふ もの は 支那に は 適用され ない とい ふこと を両 執す る ひねくれた 神秘主義の 舉 派が あるから である。 支那の 研究者 

は， 勿論 此の 國に 就いて 歸納 する 場合に は 用心が 必要で あると いふ こと は 卒直に 承認し なければ ならない が、 然し 彼 は、 

何等の 法則 も 適用され ない と 主張す る 人達に 對 して は、 上海 又は 天津で は 銀行 勘定 は 東京 又は a ン ドンに 於け ると 同樣 


に 決算して はいけ ない のかと 反問した くなる。 

支那に 於け る 外國の 投資の 算定 は、 此の 調査に 捧げられた 時 問の 大部分 を 占めた 仕事で ある。 外國人 所有 財産の 財產 

目錄 は， 支那の 國際 貸借に 於け る 重要な 諸 項目の 推算 を 可能なら しめた。 國際 貸借に 關 する それ以上の 勞作 は、 華 倚の 

送金 及び 其の 他の 重要な 諸 項目の 全然 新ら しい 調査 を 包含した。 此の 送金の 調 茶に 關 して、 外 國爲替 を 取扱 ふ^ 港の 諸 

銀行家に， 彼等の 援助 を 感謝したい。 外國 投資に 關 する 牧支 は、 華僑から 支那への 送金 及び 國際 貸借の 其 他の 諸 項目 を 

參 酌して、 支那の 阈際 經濟關 係の 描寫を 可能なら しめたの であって、 それ は 或る 正當 さを以 つて 新ら しい 綺圖 であると 

言 はるべき ものである。 

仕事 は 勿論 不完全で ある。 重要なる 諸 要因に 集中され た 結 ET その他の ものが 閑却され る こと- - なった。 そして 支那 

の國際 貸借の 重要なる 諸耍 素が 精確に 知られた と は 言；！ いえない。 吾々 は 支那 人の 海外に 於け る 所有 財産の 一 暦 完全な 報 

吿 及び 數 年に 一旦って 繼續 された 支那の 國際 貸借の その 時々 の 研究 を 要する。 支那 は その 華 儒の 所有 財産の 中に、 その 力 

は自國 民に も他國 民に も 充分に 評價 されて ゐ ない 國民的 經濟 政策に 對 する、 支持 を 見出す であらう とい ふこと を；？^ は敢 

て豫 言す る。 適當な 制限 を 加へ て、 支那に とって は 銀 問題が 國際 貸借に 於け る 一問 題で あると いふ 主張が なされうる。 

私 は、 第二 篇の各 國に關 する 諸 章の 中に、 私が 何の 程度に 他の 人達の 發見を 報告す るか を 指示し ようと 試みた。 然し 

私 は それ 等に 新ら しい 形態 を與 へた、 そして それ故に 私 はこれ 等の 諸 章に 對 して 責任 を 負 はねば ならぬ。 第一 篇の 解釋 

及び 分析に ついては， 私 だけに 責任が ある。 


此の 調査 は 日本、 支那、 ロシア、 ドイツ、 フランス 及び イギリス、 同じく 合 衆國に 於け る 勞作を 包含した 。一 それ は 多 

數の 都市に 於け る 實業家 達、 銀行家 達 及び 政治的 指導者 達との、 そして ジュ ネ，' ヴに 於け る國際 聯盟の 吏員 達との 諸會 

議を 意味した。 感謝 さるべき 人達 は あまりに 多くて 私 は 一 々名前 を 擧げる こと をえない。 私 は 直接の 援助に is? して 支那 

に 於け る數 百の 人. に 負うて ねる" それ 等の 中には 上海の 聖約翰 大擧に 於け る 私の 以前の 擧生 達の 多數 及び 支那 政府に 

勤務せ る 多くの 人々 が ある。 私 は 仕事 を 進める こと を 助けて くれた 凡ての 人々^ 對 して 私の 感謝 を 表明す るの を以 つて 

滿 足しなければ なち ない。 

？ は 研究の 間 を 通じての 私の 妻の 犬なる 援助 を 感謝したい。 上海 及び 天津に 於いて 私に 事務所 を 提供して くれた ァメ 

リカの 商會 なる ェ ル ブルック 會社、 華北 協和 語擧校 (North  China  Union  Language  school) 及び 上海の H•H•モ1 

リス 博士 夫妻に 厚遇 を 感謝し なければ ならない。 私 は 私の 秘書 をつ とめて くれた 次の 諸氏に 感謝したい —— 現在 武昌の 

セント • ヒルダ 畢 校の ルイズ. ポイントン 孃、 上海の Koh  Ching-hung 氏、 b ン ドンの ベッティ • フレ ー ザ ー 夫人 及び 
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支那に 於け る 外 II の 投資 は、 此の 國の 國際經 濟諸關 係の， 及び 支那の 國際 諸關係 一 般の 一 様相に すぎない。 是 等の 

關係を 夫 等の 妥當な 背景の 中に 觀る こと は、 その 中で 支那が 一役 を？ m じて ゐる 世界 を^る ことで あり、 是 等の 諸 關係を 

理解す る こと は、 現代の 世界 を 理解す る ことで ある。 誰が、 支那の 諸 外 國に對 する 諸關 係の 中に 人り 込む 凡ての 耍 2： を 

數へ 又は 測定し うる か？ 誰が、 世界 を全體 として 觀、 その 經濟 的發 達の 趨勢 を 理解し、 そして 支那 を總 體的緖 11 の 中 

に 於け る その 眞の 地位に 於いて 觀てゐ ると 主張し え やう？ 

社 會科擧 の 凡ての 分野に 於いて、 一 つの 配景を 組立 てんと 努力した がその 配景は その後の 出来事に よって 謬れ る こと 

が立證 された 實例、 或は 一 つの 背景 を 描かん と 努力した がその 背景 は 時の 經過 によって 無意味たら しめられた 實例 は、 

手近に ある。 經濟舉 者の かくの 如き 失敗に 引證 さるべき 此の 種の 例を兑 出す に は、 二三 ケ年 以上に 遡る を 要しない。 一 
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九 一 一九 年 以前の 繁榮 期に 世界の 諸問題に ついて 書いた 人達 は 厦々、 安易なる 樂觀 のまに まに 結論に 導かれて ゐ たが、 そ 

れは 後年の 不景氣 によって 否定され た" 戰 後の 世界の 經濟的 困難の 早い 時期に 書いた 人達 は 屢々、 安易なる 悲觀を 反映 

すると 言 はれうる 程に、 非常に 陰 な 背景 を 用意した。 

世紀の 轉換 期に 於け る 諸 論述 は 一 歷 此の 問題に 適切な 附加 的例證 を 提供す る。 歷 史家 は、 シァの 膨脹の 東方への 壓 

迫、 及び アジア を 横切って ぺ ル シァ から 黑龍 江に 百 一る 前線に 沿へ る 口 シ ァとィ ギリ ス との 利益の 衝突 を 描く ことによ つ 

て、 彼れ の 解 說に對 する 舞臺を 設ける 傾向が あった。 ョ ー II ツバ の 工業化 及び 西洋の 世界に 於け る 利潤率の 使 下の 中に、 

帝國 主義が 卽 時の 將來を 支配すべく そして アジアが 引き 續き 起る 爭鬪の 場面と なる だら うとい ふこと を 信す る 理由 を 見 

た 經濟舉 者 は、 一人に 止まらなかった。 後から 見れば 藤 史家が 多くの場合に、 日本の 輿 起 を 正當に 重視し なかった とい 

ふこと を 看取す るの は 容易で ある。 一 九 一 四 年 以後に は、 今世紀の 開始 期を戰 前期と して 關說 する ことが 容易であった、 

が 然し、 戰爭 はョ 1E1 ッパ に 於いて 戰 はれ、 イギリスと 口 シァと は 同盟 國 であった こと は 注意 さるべき である。 經濟舉 

者 は 一 九 〇o 年に は、 數十年 以内に 自動車が 西洋 諸 國內に 於け る 道路 及び 工場に 對 して、 支那の 鐵 道に 用途 を 見出す ベ 

き 資本の 何 倍 もの 投資 を 生ぜし める だら うとい ふこと を豫 見し 難かった。 

舞臺を 設ける、 又は 背景 を 描く 仕事 は 屢々、 あたかも それが 趣味の 問題で あるかの 如くに 扱 はれる やうに 見える。 ソ 

ヴ エト •  ti シァに 於いて は、 支那に 於け る 時事問題 を 赤で 装って 飜譯 する のが 好みで ある。 帝國 主義者 及び 帝！： 主義の 

辯 護 者 は、 彼れ の 支那の 解說を 彼れ の國の 旗の 色を以 つて 飾る こと を 好む。 若く して 激情 的な 支那の 國民 主義者 は、 海 

賊の黑 旗の 中に、 彼れ の 國に對 する 列強の 態度の、 ヨリ 相當な 象徵を 見出す。 然し、 それ は 演說の 洗練され た 姿勢で は 


なくて、 分析の 分野に 於け る 困難な 事業た るべき ことなの であ る。 

人 は、 その 中に 於け る 支那の 地位が 眞に 示さるべき 世界の 縫圖を 作る 仕事に、 輕々 しく 踏み込んで はならない。 最近 

の出來 事に 不相應 な 強調 を與 へる 觀點は 容易に 避けられない。 人 は國、 階級 及び 民族の 強力な 影響 を 免 かれえない。 是 ， 

等 及び その他の 諸 影響の 結 菜 は、 多くの 人達が 支那 問題の 說明を 企て、 そして、 考究 さるべき S: 収も 困難 且つ 重要な i? 题 

に對 する 出來合 ひの 解決 を 齎らす ところの、 背景 を 用意 するとい ふこと になる。 それに も か.. - はらす、 危險 はあって も， 

力 レン トな狀 勢の 意義に 關 して 何等か 提供され ねばならない とすれば、 そして 若し 集められた 報告が 註釋 されねば なら 

ない とすれば、 此の 仕事 は 避けられえない であらう。 

支那の 地位 を 示す ところの 世界 諸國の 分類に 對 する 第 一 歩と して、 私 は敢て 東洋 を 西洋から 分つ ところの 嬉銃的 、 

を 採用す る。 此の 區別は 文 擧の中 及び 東洋 西洋 雙 方の 通常の 會 話の 中に 見られる。 此の 區 別が 一般的に 採用され てゐる 

こと は、 私 は 思 ふに、 實在 せる 重要な 差異に 基け る こと を 意味す る。 

東洋と 西洋との 問の 差異 は、 中世の 西洋と 現代の 西洋との 間の それと 同種の ものであると、 屢々 想像され てゐ る。 勿 

論、 支那と 中世の 西洋と は、 技術に 於け ると 同じく 經濟的 及び 社會的 組織に 於いても、 多くの 類似 を 示す こと は 事實で 

ある。 然し、 こ.^ に 於いて すら 、『中 世紀への 借り 馬 的 關說は 歎 か はしく も餘 計な 仕事であって、 しかも 多くの ことが 言 

ひ殘 されて ゐ る。』 圃 際 經濟關 係の 觀點 から 顯 著な 重要性 を もてる 事實 は、 支那 は 中 世紀 的なら ざる 西洋 を 包括せ る 世 

界の 中に 生活して ゐる とい ふこと である。 現代的 西洋 は 支那の 對外關 係の あらゆる 様相の 中に、 重要な、 還々 支配的な 

役割 を 演じて ゐる。 支那の 現在の 諸問題の 多くに 形態と 內容 とを與 へる もの は、 EI 洋の 存在で ある。 若し 吾々 が 早い 時 
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代の 西洋 を 知って ゐ れば、 支那 人の 社會的 及び 經濟的 生活 を 理解 せんとす る 吾々 の 努力の 助けになる であらう。 然るに 

若し、 吾々 が、 あたかも 産業革命の 諸 結果が 世界に 出現し なかった かの 如く、 そして 强 力な 現代的 國民 的諸國 家が 存在 

しなかった かの 如くに、 支那に ついて 考 へるならば、 肯 鬚 を 外れる であらう。 

【一! lis  一  〕  Tawney,  R.  II.,  Memorandum  on  Adrlanlture  imd  Tndustry  in  chimj  Honolulu,  1929, つ. 13. 

吾々 が、 朿洋 西洋の^ 別 を かくまで 普通な 解釋 たらしめ る 諸 差異 は 何で あるか を 尊ね る 段になる と、 吾々 は 色々 な 答 

を 見出す. - 胡適に よれば T 東洋の 文明 は 手 押 車の 文明』 であって、 西洋の 文明 は 『自動車 文明』 である。 兩 者の 境界線 

を 彼 は、 人力車が 一 區 域で 用 ゐられ 自動車が 他の 區 域で 用 ゐられ て ゐる哈 爾賓の 町に 於いて 見出した と 主張して ゐる。 

動カの源^！^として人^の勞カと機械との對照の中に、 吾々 は 最も 疆々 擧 示される 差異 を 見る。 

【一 M 二〕  lis  Shih, (胡適) -civilizations  of  the  East  and  West"  in  tecard,  Charles  A.  (H(lo,  Whither  MmUrtd,  New  Y ミ k, 

sus. 『此 所で 私 は 現代 地理に 於け る 大發見 をした。 ； 1^ は is- 西 文明の 間の 境界線 を 見出した。 哈爾賓 市 は 人力 隶 文明 を，； a 動 車 文明 

から lEi: 割す る ことによ つ て、 柬洋を 西洋から lEi! 劃して ゐ る。』 

吾々 は 他の 人達に よって、 西洋に 於け る 鑛 物の 廣汎 なる 使用が それ を 東洋から 區 別し、 東洋 は 『植物』 文明 を 持つ と 

語られる。 或る 支那の 經濟 はヴ H ブ レ ン (veblcn) に 做って、 西洋文明の 實際 的な ことの 中に 主要 4i 差異 を 見出す。 

彼 は 之と、 禮、 仁と いふ やうな 抽象的 概念の 東洋の 精神 上に 於け る カを對 照して ゐる。 柬洋を 知れる 何人も、. 恐らく 或 

る 時に、 概括し やうと いふ 衝動に 驅られ たで あらう から、 か、 る 例は增 加され るで あらう。 

經濟的 分析の 目的の ために、 私 は 此の 東洋と 西洋との 間の】 R 別 を、 工業 的 進歩 及び 經濟. g:i を； i 準と して、 世界の 


iHi: 分の 中に 持ち込む こと を 提議す る。 若し 『發達 J とい ふ 語が 中性 的の 意味に 用 ゐられ るなら ば、 母.： 界は發 達せる 諸國 

と 比較的 未發 達の 諸 國とを 呈示して ゐ ると 吾々 は 言 ひうる。 有意義なる 爲 めに は、 此の 分類 は ー歷 推し 進められ ねばな 

らす、 そして 吾々 は 左の 如く 類別し うると 私 は 信す る ー! 一高 度に 發 達せる 西洋、 卽 ち西ョ ー a ツバ 及び 合 衆 固、 ニ發 

C  ( 

達に 對 して あまり 障害の ない、 カナダ、 アルゼンチン、 ュ！ ゴ ー • ス ラヴ ィァ 等の 如き 阈を 含む 比較的 未發 迷な 西洋， 

ill 例へば 中部アフリカの 如く、 發 達に 對 して 恒久的な 障害 を 提供して ゐる 熱帶的 地域 を 含む 熱帶、 四 比較的 未發 達で、 

西洋の 線に 沿ふ發 達に 對 して 變革的 綱領に 基け る 抗拒 を 提供せ る P シァ、 そして 最後に、 冗 支那、 印度 及び 日本の 如き 

C 

諸國を 含む 東洋。 

東洋 は 比較的 未發 達で あるが、 發 達せる 西洋から 區 分され てゐる 他の 集 圑とは 重要な 點に 於いて 相違し ゐる。 卽ち未 

發 達な 西洋 は 稀薄な 人口と 多くの 未 利用 地 を 示して ゐ るが、 東洋 は 稠密な 人口と 僅少な 未 利用 地 を 示して ゐる。 束洋は 

西洋の 線 上に 於け る發 達に 對 して、 a シァの 如き 强 力な 變革的 綱領に よる 障害で なくして、 西洋の それと 異なれる 文 

及び 文化に 基け る 經濟的 及び 社會的 組織に よる 障害 を 提供す る。 

概括 的に 言って、 東洋 は その 政治的 生活の 中に 或る 特殊の 宗敎的 是認に 基け る 政^の 盤踞 を 示して ゐる。 その 社會的 

及び 經濟的 生活の 中に 於いて は、 家族が 最高の 重要性 を 持てる ものと して 目立って ゐる。 丁度 西洋 を 理解 せんと 欲する 

東洋人が、 國 民的國 家の 壓倒的 重要 胜 を 念頭に 置かねば ならぬ 如く、 東洋 を 理解 せんと 欲する 西洋人 は、 家族の m 要 性 

を 見失って はならない。 農民 家族 は 農村の 基礎 及び 支柱で あり、 そして 農村 は アジアの 特徵 的な 社會的 及び 經濟的 現象 

である。 吾々 は 支那に 於いて、 現代の 世界の 中に 生存の 道 を 見出さねば ならぬ 農村 文明 を 見る。 これが、 支那に 於いて 
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進行し つ.^ ある 犬なる 革命 を 理解す る 鍵で ある。 

東洋と 現代の 两洋 との 問の 顯著な 差異 は、 西洋が 用ゐ うる 資本 装備の 潤澤 及び 効果的な こと 0 中に 存 する。 一般に， 

未發 達の 諸 圏の 特徵 は、. かくの 如き 資本 装備の 缺乏 である。 吾々 は それ故に、 資本が 世界の 高度に 發 達せる 諸國 から 比 

較 的未發 達の 諸國へ 移動す る こと を兒 32 す笞 である。 此の こと は實 際、 一 九 一 四 年 以前に ありし 如き 世界に 於いて 吾々 

が 見出す ところで ある. - 資本の 流れ は戰爭 によって 犬に 變更 された が、 私が 提示した 世界 諸國の 分類 は、 吾々 は 將來に 

於け る戰 前の 资 本の 流れの 繼 繽を豫 想し うると いふ 結論に 導く。 若し これが 眞 ならば、 吾々 は 次の 世紀の 經濟的 及び 政 

治的關 係に 於け る 若干の 重要な 諸事 實を 容認され たものと してよ からう。 

未發 達な 諸國の 中に、 西洋と 東洋との 間の^ 別が 立てられて ゐる。 未發 達な 西洋 は 資本の 流人に 對 して 殆んど 障害 を 

提供し ない。 カナダ 又は アルゼンチンへの その 流人の 容易 さ を 想 見せよ。 一方 東洋 は、 種々 の 妨害 や 障壁 を 提出す る。 

是 等の 障害 は 支那の 場合に は、 それ は未發 達な 東洋 諸國 への 資本の 流入 は是 等の 諸國の 資本 を 受容れ そして それ を 有効 

に 利用し うる 能力に 依存 するとい ふ 概括に 導く 程に 重要で ある。 

私が 提示した 分類 中に 於け る a シァの 地位 は、 尙ほ 他の 一 つの 適用 を なすこと をえ せしめる。 西洋の 經 濟的發 達は資 

本 主義 的で あり、 シァの それ は 共産主義の 下に 企てられて ゐる。 東洋に ついては 吾々 は 何と 言 ふべき か？ 支那の、 

同様に 印度 及び 日本の 經濟 的發達 は、 過去に 於いて は、 家族 をして 土地 及び 資本 装備の 所有者たら しめる ところの 社會 

組織の 下にあった。 此の 東洋の 組織に 對 する 適當な 名稱を 見出す ために 努力が なされた。 それ は、 若し か \ る 言葉が あ 

れば、 家族 主義 (Familistic) と稱 ばれうる であらう。 一 方に n シァ、 他方に 日本に 於け る 趨勢 は、 支那の 發達は 共産 


主義 的 或は 資本主義 的の 何れ かで なければ ならぬ と 想像す る こと を 尤もなら しめる。 然し これ は あまりた やすく 容認 さ 

るべき でない。 資本主義 も 共産主義 も 支那に 於いて は變 化を受 くる ことなしに は傳播 しえない。 また、 束洋は 新ら しい . 

或る ものた るべき 家族 主義の 變形を 作り上げる かも 知れぬ とい ふこと が 念頭に 置かれねば ならない。 

屢々、 世界 は 太平洋 時代に 向って 動いて をリ、 そして 此の 傾向 は 支那の 國際 經濟關 係の 說^ に對 する 最善の 緒論 を提 

^^すると主張される。 此の 見解 は事實 によって 支持され す、 そして 屢々 東洋 及び 支那の 諸經濟 問题の 偏狹な 地方 的兑解 

の 基礎と して 役立つ ことに 於いて、 人 を 迷 はす ものであると 私に は 思 はれる。 太平洋への 排水 地域 は 太 西洋への それよ 

りは遙 かに 小さい。 太 西洋 は全ョ ー 口 ツバ 及び 南 • 北アメリカから 一 層 容易に 到達され る。 地理 的關 係はパ ナ マ 運河の 

開鑿に よって 大 に變更 された。 是等は 考慮され ねばならぬ 諸事 實 である。 

〔一！ 三】 アメリカの 著書に 於いて はこれ を 支持す るた めに、 シ J^I ド (wm.  H.  Seward) の、 『太平洋、 その 諸 沿岸、 その^ 

及び その 彼方の 廣大な 地域 は、 世界の 偉大なる 將來に 於け る 事件の 主耍 な舞臺 となる であらう』 と 言った の を 引用す るか、 又 

は テオドル ズヴ エル ト (Theodore  Roosevelt) の 、『地 中 海 時代 は アメリカ 發見 と共に 死んだ。 大西洋 時代 は 今や その 發违 

の頂點 にあり、 そして 間もなく その 支配 下に ある 資源 を 用ゐ盡 さねば ならぬ。 凡て の 中の 最大の ものた るべ く 運命 づけ 、りれ た 

太平洋 時代 は、 正に その 黎明に ある』 と 言った の を 引用す る を 常と する。 

吾々 が 特に 一 九 一 四 年 以來、 太平洋 地域に 於け る 貿易 及び 生 產の强 方なる 生長 を 見た こと は眞實 である。 將來 太平洋 

が 大西洋と 同等の 重要性 を 得る であらう とい ふこと は豫 期される が、 然し 大西洋が 陰蔽され 又は 推し 除 けられる と貌像 

する こと は 不可能で あると 思 はれる。 支那 は 其の 他の 東洋 諸國と 一緒に、 世界 經濟關 係に 於いて 一 歷重耍 な 役割 を： g す 

ると いふ こと は 期待され るが、 然し、 歷史 及び 地理 を餘 りに 單 純化す る ことに 基く 容易なる 歸納 は、 眞の見 透し として 
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役に立たない であらう。 

私が 提供した ところの、 世界 諸國の 分類に 基け る 分析 は、 多少 推し 進め えられる。 吾々 は卞 M 洋諸國 の 集圑の 中に、 支 

那と 日本との 間に 於け る 如き 差異 を考 へうる。 日本 は 支那より は 速 かに 現代的 仕方に 順應 したと いふ こと は  一 ^に 言 は 

れる ところで ある。 その 1： 〈史、 その 政治 組織 及び その 經濟 組織 は、 支那の 場合に 於け るよりも、 國內 及び 國 外に 於け る 

资本隨 得の 問題 を 容易なら しめた。 日本 は、 その 現代的 方法の 採用が 製 出す る こと をえ せしめる ところの 商品に 對 して 

市場 發兑の 困難に 當 面する 點 にまで、 その 發達を 推し 進めた。 日本の 國際經 濟關係 を 理解す る 鍵 は、 その外 國 貿易の 中 

に 見出され ると 思 はれる。 

支那 は、 他方に 於いて、 その 生活の あらゆる 様相に 觸れる 犬なる 革命の さ 中に ある。 それ は經 濟的變 革に 直面し、 そ 

して 此の 分野に 於け る變 革の 多く は 餘剩を 必要と する。 その 國民の 貧窮 は、 それが 國內に 於いて 何等 犬なる 餘剩を 見出 

しうる こと を ありさう もない ことにする。 その 社會 組織 は、 それ を 外國に 於いて 獲得す る こと を 困難なら しめる。 ま^ 

の經^ 關係を 理解す る 鍵 は、 ま づ外國 投資の 中に 見出されうる。 


第二 章 支那の 人口 及 び 資 源 

1 、地 理 

支那に 關 する 諸事 實は、 吾々 がその ごく 概括 的な こと を以 つて 滿足 する かぎりに 於いて、 確信 を以 つて 叙述す る こと 

がで きる。 吾々 は 多少の 確信 を以 つて、 支那 は 世界人 口の 約 五分 ノー  を以 つて 世界の 土地 面積の 約 十三 分ノ 一  を， めて 

ゐ ると 言 ひうる。 若し 吾々 が 西藏、 新疆 及び 蒙古 を 除外す るなら ば、 支那に 於いて は、 世界人 n の 五分 ノ 一 が 世界 土地 

の 一 一十 五分 ノ 一  以下 を 占めて ゐ ると 言 ひうる。  * 

此の 地域の 廣さ 及び 位地 は、 他の 例に ならって、 若し 吾々 が 支那の 地圖 を、 緯度の 正確さから 離れない やうに 北ァメ 

リカの それに 重ねるならば、 最も 容易に 把握し うる。 ま那の 全地 域 は 合衆國 より、 東西 は 少し 長く 南北 は 可な り畏ぃ 面 

積 をい ：！ めて ゐる のが 見られる であらう。 上海 は 南部 ジ オル ジァ 海岸 の 東に、 シベリアの 支那の 境界の すぐ 向 ふの ゥ ラ ジ 

ォ ストック は、 ボストンの 近くに、 そして 廣柬 はハヴ アナから 遠くない 所に 當る。 北京 及び 天津 は 中部 オハイオに、 漢 

口 は アラバ マの モ ビルの 近くに ある。 滿洲の 黑龍江 省の 北方への 凸出部 は ハドソン 灣の 南端に 觸れ、 新疆の 西方への 凸 

出 部 は サン フ ラ ン シ ス ス の 西に 當る。 支那 十八 省 及び 滿洲の 諸 省 を 合せれば * ハ ド ソン 灣と ハ ヴァ ナ との 中部 力 ン 

i&  二 章 支那の 人口 及び 資源  .  九 
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サス 以柬の 地域と 略 等しい 地域 を 占める。 

然し 支那 は 合 衆國と 異なる。 支那 は 只 一 つの 海岸 を 有し、 西方への 唯一 の 出口 は 長途の 陸路に よる。 支那と- 之に 對 

應 する 北米の 地域との 問の もう 一 つの 重要な 差異 は、 若し 吾々 がフ n リダ を 把手と して、 口 ツキ I 山脈 以東の 北米 をミ 

シシ ツビ 河 を 東 流させる まで 回轉 させる と 想像 すれば、 明らかにされうる。 その 場合 若し 吾々 が、 一一 ュ ー ョ ー クと 一一 ュ 

I オルレアン スとを 結合して 此の 河口に 大都市 を 作れば- 吾々 は 稍 支那の 如き 地域と、 重要性に 於いて 上海に 似た 一 都 

市 を B^l るで あらう。 

S  一  〕  Bain,  H.  R,  oi  and  radus  in  the  Far  7?a さ New  york.  1927,  p.  35, は これ を 指摘し て ゐる。 ペイン は 也簡を 重ね 

る 工夫 を 用 ゐ てゐ る。 

ま那 は、 これと 對應 する 北米の 地域より は大 なる 氣溫 の變 化を呈 する。 夏 は ヨリ 暑く、 冬 は ヨリ 寒い やうで ある。 if 

雨 は a ツキ ー 山脈 以東の 合 衆 國 と 異ならない。 アメリカ は 乾燥せ る 西部、 支那 は 乾燥せ る 北西 部 を 持って ゐ ；？。 支那 諸 

省の 北西 端 は 降雨量 二 〇 时以 下であって、 乾燥 度 に 於いて 中央アジアの 沙漠 地帶に 近い。 

〔！ MID 香港に 於け る 平均 年 降雨量 は 八 四 吋、 ヒ海 e に 四 四时、 そして 北 平で は ニ四时 である。 Stamp,  L.  eudley.  As/a,  New 

York,  1929,  p.  45G 參 照。 ^ほ Buck,  J.  li  CJh-mcse  Farm  Kco さ ymy-  Shanghai.  19,"0,  pp.  S, 13. も參 照。 

ま 那と合 衆 國 との Si の 最後の 相異點 は、 支那の 方が 遙 かに 山が 多い ことで ある。 支那に は 犬なる、 肥沃な、 そして 平 

坦なミ シ シッピ 流域に 對應 すべき 何もの もない。 北 支那の 平野 は 肥沃なる 土地の 犬なる 擴 がり を 示す が、 然し それ は 合 

衆 IT の アイオワ 及び イリノイ ス よりあ まり 大きくない。 若し 吾々 が 滿洲の 平野 及び 揚子江の それ を 加へ るなら ば • その 
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面積に 於いて、 ミ シ シ ツビ 流域の 全體 でな くその 西部と 匹敵す る 地域 を 得る であらう。 支 it の 山 は 利用し うる 土地の 割 

合 を 減じ、 交通 を闲 難に し、 地方 主義 を 強化し、 そして 支那 を ビルマ 及び 印度から 切り離す のに 役立った。 

〔ぼ 三】 ？ 1§は是 等 諸 平野の 面接 を Cressy,  George  JB.,  rH^S  Geographic  K-et 二 §s  of  China 、ゝ, in  the  Annals  。J  the  i4?neri.ctm 

Acculcs  Nov.,  1930,  1).  3. から 採った。 尙ほ、 Stamp,  L.  Dudley,  China,  p.  44C, 參照、 『印度に 於け るより は遙 かに 犬なる 割 

合の 面接が 山地であって 利用 不可能で ある。』 

支那 は 山脈 及び 沙漠に よって 隔離され て をり、 そして 此の こと は 藤 史家 達に よって 屢々 繰り返へ されて ゐ るので あつ 

て、 是 等の 感 史家 は、 彼等の 國は 『中 國』 であり、 支那 は 世界の 事物の 中心で あり、 そして 彼等の 政治 組織が 世界の 組 

織で あると なす 支那 人の 考へ に對 する 物質的 背景 を その 中に 見る ので ある。 支那の 社會： "及び 政治 哲舉 の 自己 滿足性 

は、 地理に よって 說 明され ると 否 とに か X はらす、 その 初期の！： 際關 係の 重 耍な樣 相であった。 

〔！ M 四〕 或る 最近の な 家 は、 交通に 對 する 地理の 影響の 中に、 支那の 歴史 を 貫け る 南北の 對 立に 對 する 甚礎を 見出した。 

S1SP,  r.  vV.,  -The  ccographical  Farts-  in  the  Development  of  Chinese  civilization/ ヽ The  Gcoffmphlc(d  Eevlsv,  New  York- 

Jan.  1922,  vol. 12,  no. 】， pp. 】9, 亡. 

I  最近に 於け る これ 等の 諸關 係の 經濟的 様相に 眼を轉 すれば、 吾々 は 若干の 地域的 差異 を 見る やうに 思 はれる。 南 

支那 は 海外に 押し 強く 出かけて、 永く 重要な 關係を 持って ゐた。 これ は 一部分 は、 南海 岸の 諸 都市の 山の 多い 背後 地に 

負 ふ もので あらう。 南方に とって は穩 かな 太平洋 は ヨリ 誘惑 的であった。 今日で も汕 頭の 商人 は、 漢 口よりも シ アムに 

於け る出來 事に ついて よく 知って をり、 そして マ 二 ラと 厦門との 間の 經 的紐帶 は、 厦門と H<;^ii: との 間に 於け るよりも 

緊密な こと を 人 は 見出す。 北 支那 は アジア 大陸に 向って その 面 を 向けて ゐる やうに 昆 える。 そ， d は 陸に よって 動く こと 


を 選ぶ。 その 貿易 は ヨリ 最近に 發 達し、 そして 南方に 比して 僅かの 海外との 接觸 しか 持たない。 第三の 地域 は滿洲 とい 

ふ、 その 周圍 地であった ところの、 山を繞 らした 平野で ある。 滿洲の 貿易 は 獨特の 様相 を 有って ゐる。 それ は 輸出超過 

を 持って ゐ ると いふ 點で 其の 他の 支那の 貿易と 異なって ゐる。 満洲に 於いて は、 支那の 中に 住める 外國 人の 『居留お . 

圑』 が 犬なる 重要性 を 得た、 そして 支那の 國際關 係 は 通常 支那の 境界 內の 出來 事に 關聯 して ゐ たので ある。，. 

二、 資 源 

支那の 諸 省 は 世界の 土地の 二十 五分 ノ 一  の 上に 世界の 人口の 五分 ノ 一 を 持って ゐ ると 吾々 は 言った。 然し、 若し 吾々 

がー 曆 詳しく 調べて みれば、 すぐに 吾々 の 根據は 薄弱な の を 見出す。 例へば、 支那の 土地 (私 £5 舊 十八 省 及び 滿洲を 含 

める) の 如何な 割合が 耕されう るかが 知られて ゐ ない。 それ は 約 五 〇％ なる 合衆國 より は 可な り少 く、 約 一 五 ％ なる 日 

本より は 可な り 大きい とい ふ こと は 疑 ひ を 容れな い。 

支那に 於け る 耕地 は 通常 全面 積の 二 五 ％ より 多 少少い と 見 積ら れてゐ る。 若し 吾々 が 或る かくの 如き 數字を 容認し、 

そして 四 億と いふ 人口統計 を 容認 すれば、 支那 は 毎 H 1 力 ー に 約 二人、 卽ち毎 平方 哩に  一、 二八 〇 人 を 持って ゐる こと 

を 見出す。 吾々 は、 ま那を 西洋と 比較して、 それ は イギリス、 オランダ 及びべ ルギ ー 以外の 何れの 西洋 諸國 よりも 大な 

る、 とい ふの は 主として 農業に 依存せ る 何れの 西洋 諸國に 於け るよりも 犬なる、 耕地 單位當 り 人口 を 持って ゐ ると fB ひ 

うる。 吾々 は 支那 を 東洋 諸國と 比較して、 支那 は 耕地 單位當 り 日本の 人口の 約 牛 分 を 持って ゐ ると 言 ひうる。 共の 他の 

比較 は 特定の 地域に 對 する 注意 を 要求す る。 フィリッピ ン群 島中の セブ £iB 及び 蘭領 東印度の ジ ャヴァ .Ji 叩 は、 大部分 農業 

笫ニ章 支那の 人口 及び 資源  ，  1 一 ュ 
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に 依存して 略 支那 位に 犬なる 耕地 當り 人口 を 持てる 地域の 例で ある。 

〔註 五〕 Jamieson は 一 九 〇 五 年に 旣 耕地 を 四 億 H 1 力， I と 見 積った が、 信じ 難い 大數 である oc:<7/w.i  Fsr  Book,  1914,  p.  436) 

一九 一八 年度 農 商 統計 を 利用 せんとす る 試みの 結果 は 一 億 七 千 二百 五十 萬 H  I 力，' の見猜 となった。 (La  Fleur,  A.  ssd 

I-OSCLle, li.  G.,  "Ag^l-icLlllLIral  TVoduction  in  Cliiua へ、 Economic  Gsgnlphy,  vol. 3, ミ？  3,  PI).  297—308.  Balsr,  O.  K, 三， and 

utililizntion  in  China,-  Prohl 震 of  the  Padfic,  1927,  pp.  324138,  table  on  p.  326〕 農 商：^ 計の 舊號 i  二 億 五 千 萬 ェ- 力一 

と して  ゐる。  (Lieu,  D.  JC,  pus  Industries  and  .Fi 霞 Is,  pekinw,  1927,  pp.  84—6 參 Koo 一  層！： き.！：.」 の j 推算よ 三十 二 萬 三 

千 方 魄卽ち 二 億 七 百 萬 ェ ー 力-と 見 積って ゐる。 (cressy,  George  B., ミ he  Geogral.aphic  negions  of  China,-  Awm/s  of 

tJie  AJnencml,  、一 ccidemy,  Nov.,  1930,  ?  3,) 

支那の 土地 資源の 研究家 達 は、 支那に は 耕作し うる 未 利用 地が あると いふ ことに 一致して ゐる。 滿洲 以外で は、 それ 

を 利用し うる やうに する ために、 資本の 支出 及び 技術的 諸問題の 解決 を必耍 としない ところの-此の 種の 土地が 多く 存在 

すると 信す るの は 困難で ある 。兹に 吾々 は 科擧的 農業、 灌漑-治水 及び 植林の 可能性に 觸れる 0 之れ 等の 諸問題に 對 する 注 

意 は、 疑 ひもな く、 利用し うる 土地 を增 加す る。 支那の 土地 資源の 問題 は、 全然 面積の 問題で はなく-恐らく は 主として 面 

積の 問题 でもな くして、 その 中で は 多くの 要因が 役割 を演 すると ころの 問題で ある。 支那の 廣 九なる 境域 內に は、 適當に 

利用 すれば、 現在 此の 境域 內に 生活せ る 程の 人口に 對 して、 一 暦 高い 生活 程度 を 可能なら しめる に 充分な 土地が ある。 

ま 那の鑛 物資 源 は、 以前に 想像され た 程 大きく はない。 ドイツの 地質 擧者 リヒト ホ ー フ H ンは 一八 七 〇 年頃 山 西に つ 

いて、 『それ は 最純粹 な 鐡鑌の 非常な 富 を 示し、 そして 生產は 「莫大な 增加」 が 可能で ある』 と 言った。 同じ 省の 炭田に 

ついて 彼 は. 『旣 知の 世界に 於いて 之 等に 比 i$ すべき もの はない』 と 言った。 かくの 如き 意見 は、 その後の 研究の 結 菜、 

思 ひ 切り 訂正され た。 そして 今日の 傾向 は 恐らく、 小く 見 積る 方向に ある。 

【一 Sa 穴〕 これ 等の 引用 は witt「op:eI,  K  A.,  Wirtschaft  urul  acsoasch  一. ft  Chi 舊， Leipzig,  1931,  PI). 96, lis. (平野 義太 都監譯 「支 

那の社 會と經 濟」、 上卷、 1 二 四、 一 四 七 頁) からで ある。 リヒト ホ-フ ユン は 一 八 七 〇| 1 八 七 二 年に 支那 を 旅行した。 彼れ 
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の 報 ホ：： は 上海 商業 會議所 宛の 手紙の 形式 を 採って をり、 そして 其の後の 著作 は 支那の 地質 學に關 する ものである。 彼れ の 研究 

の 價値は 之 等の 關說 から 判斷 さるべき でない。 リ t トホ ー フ ェ ンは、 山 西 だけの 石炭 埋藏量 を 一 兆 二 千 六 百億 嗽と 見 横った。 

或 程度の 確信 を以 つて、 支那 は 明かに 十分な 石炭の 供給 を 持って ゐ ると 言 ひうる。 支那の 石炭 埋藏量 は、 一 九 一 三年 

の 編纂 物の 中には 約 一兆 トンと 兒ら れてゐ た。 支那 は 合 衆國の 次ぎ、 カナダの 上位で、 世界 諸國中 第二 位が 與 へられて 

ゐた。 そのと き 見 積ら れた 極東の 石炭 埋藏量 は、 支那が 壓倒的 割合 を 占めて ゐる こと を 示す。 其 後の 兒 積り は 農 商 部 地 

質 調査 所 (Geological  Survey  of  China) の 調査 及び その 調査の 一 層 最近の 訂正 を 中心として ゐる。 一 一千 百 七十 六億瓲 

とい ふ 見積りが 一 九 一 一八 年に 發 表され、 そして 翁 文 潔 氏に よる 此の 見積りの 訂正 は總計 三千 一 一 百億 瓲と 算定して ゐる。 

天津の 北東の 諸 炭坑 (開平) は、 可な りの 鐵 及び 鋼 工業 を 支持す るに 充分な 粘 結 性 石炭 を 供給す る。 吾々 は 利用し うる 報 

吿を參 酌して、 支那の 石炭 資源 は 此の 國の 必要に 對 して 充分で あると 言 ひうる。 石炭 は、 支那に 於け る金屬 工業の 可能 

的發 達に 於け る 制限 的 要因で はない。  . 

第 I 表 極東に 於け る 石炭 埋蔵量 *  (單位 百 萬 gl>  wain.  Ores  and  r-dustf  the  Far  East,  p.  33, 1 九 一 三年の^ 際 

地質 學大會 のために 編 募 さ れた 数字。 


〔一. H 七〕 數字は トロントの 國際 地質 學大會 のために 編纂され、 Coal  R 藤 xes  of  the  World,  Toronto,  1913 の 中に 發 表され、 そ 

して wain,  H.  F.,  01 mid  Indus  in  thG  Far  Ea,  New  York,  1927  p.  33. に再錄 されて ゐる) 

CHS 八〕 Far  Eastern  Jf さ, May,  1.928.  p.  237. 
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S2  rf  Fear  B8k,  1929.1930,  p.  g. 是 等の 数字と 一 九 一 三年の それとの 間の 大 たる 相違 は、 主として 定義の 相違と、 

そして 1 部分 は、 地質 調 杏 所の 端に 控 目な 傾向に よる ものである。 George  P.  Cressy 敎授 は、 一 九 三 CX ヰ 六月 十二 日の ァ 

ン • ァ ，ボアに 於け る講： おに 於いて、 八 千 六 百 四十 億 と いふ 見 積が 合理的で あると いふ 結論に 達した。 

【一! S  I  o】 此の 結論の 支持と して 左を參 g 一せ よ、 ュ… II- 1  つ.、 Ores  ami  rndiry  in  the  Far  Ei,  25.  p  及び Smilh, 

Wilfred,  ^  Geographical  Study  of  Coal  sia  frcm  in  off  Livcrp,)ol,  192C.  pp.  7G-7, 『無 盡藏で はない が、 支， 4 が の 石炭 資源 は 

支那 rtl 身の 必耍 及び 極 iG^ の それに 應 ずるに 充分で あり. そして 地質調査 所の 杞憂に も か、 はらず、 その 幾 資源 は 支那 自身の 必要 

を充 たす に 充分で あるが、 然し その 諸 隣邦の 工業の 要求 を充 たす に は 充分で な い。』 

錢 及び 石炭 は 現代 工業の 主要な 支柱であった， そして それ 等の 代替物が 發兒 される こと はあり さう もない 「吾々 が 石炭 

资 源から 鐵 鎖の それに 眼を轉 するとき は、 支那の 資源 は 現代的 工業の 基礎と して は 全く 不充分で あると いふ 意見に 重要 

な 注意 を拂 はねば ならない。 今日 有能なる 觀察者 達 は、 リヒト ホ ー フ H ン 及び 彼れ の 追 隨者達 は 支那の 利用し うべき 鐵 

鏔に關 して 全然 謬って ゐ たとい ふ 意見で ある。 それだけ 支那の 鐵鏔床 は 小さい と 認められなければ ならない。 權威 者と 

して 廣く 認められて ゐるチ ー ゲン グ レ ンは鐵 鑌埋藏 量 を 九 億 五 千 萬 ts! と 見 積って ゐる。 支那の 鐵鑛 資源 は 11 とテ ー ゲ 

ング レン は 言 ふ 11 『その 經 濟的發 達の 可能性 を 考慮に 入れる とき は、 非常に 控目、 或は 僅かで あると さへ 稱 されねば 

ならす、 そして 將來に 於け る 不快なる 故障 を豫 防す るた めに は、 最も 嚴密な 節約が 必要で あらう。 一例と して、 鐵鑌の 

0- 

全量 (現存の 及び 潜在的の) は —— 合 衆 國の鐵 工業に よって 九 年 以下に 消費され るで あらう とい ふこと が 指摘され うる o』 

〔！ M  I  I 】 Edwin,  F.  Gay 敎授 は、 wain,  II.  F.,  OS  aud  rndiru  in  the  Far  Kast,  p  v-viii の i:^: 文の 中で、 支那 及び 極^ 

の 銪物资 源の 不充分なる ことに 關 する 此の 結論の 經濟的 意味 を 述べて ゐる。 Bain 及び C.K.  I-eith  upcm>l  Affairs,  April, 

102G) は此の結諭の根據とたってゐる鑛山技師達の^!5見稜りを述べてゐる。 丁 文 江 氏 cv.  IC.  Th-e 及び 翁 文灝氏 (W.  II. 


fs はかくの 如き 見猜 りを發 表した 最初の 人達の 中に 居た。 彼等の G,r<d  s,i  of  the  Mif  Diry,  Special 

Report  of  the  Geological  Survey  of  China,  No. 1, June,  1921 を 見よ。 T.  T.  Head 及び F.  R.  Tegens.en は  一 ？ X こ 七 

の 分野に 於け る 有能なる 櫂 威 者で あると 認められて ゐる。 Tegengren の 主な 研究 は 地質調査 所の ためにな され、 そして そし に 

よって 出版され た。 

【sal  一一〕  Bain,  P  R,  Ores  and  Indus  in  the  Far  Fast,  p.  84 に、 Tegengren,  F.  R.,  rsn  oi  i  Iron  r-d 羞 of 

。Ff  IVTemoirs  of  the  Geological  Survey  of  China,  Peking,  1921-1924 から 引 P さ.^ て る。 

第二に、 支那の 鐵鑛床 は廣く 散在して ゐる。 此の 事實 こそ 恐らく、 初期に 於け る その 總 量の 過大な 見積り を說 明す る 

もので あらう。 重要な 鑛床 は、 以前に 滿洲 及び その他の 支那が 151! 劃され てゐた 二十 一 省の 中の 約 十二 省の 中に 見出され 

る。 此の、 及び 其の 他の 理由に よって、 支那の 鐵鑛 は、 それ を 大規模に 操作す る ことになると 困難が 現 はれる。 満洲の 

鑛床は 非常に 低率な ものであって、 大量 的に 廉價 なる，. 銑鐵を 作り出さう とする 研究 及び 實驗 は失收 し、 そして 日お 人 は 

3 

その 供給の ために 極東の 其 他の 部分に 轉向 しつ. T ある」 比 絞 的 高率な 鑛石は 揚子江 流域の 多くの 場所に 發 見され る。 此 

4- 

の 鑛石は 散在して はゐ るが、 滿 足すべき 交通 手段に 全く 接近して をり- そして それ は 過去に 於いて 支那の 鐵 生産の 主要 

な 源泉であった ので ある。  . 

【註 一三〕 本書 第 十七 章、 日本の 投资、 三の 4 及び； 5。 

【！ H 一四〕 テ I ゲン グ レン は 揚子江 沿岸に 十七の 繽 床を擧 げてゐ るが、 その 最大な もの は 湖北の 大冶 にある ものである。 wain, 

H. ヒ., 03  and  rl~dustry  in.  the  Fsr  Fast, で. 81. 

支那の 鐵鑛 供給の 不充分 なること は、 ゲイ 敎授 (Gey) によって、 極東の 工業 的發 達の 見地から 考察され た。 極東が ル 

1 ル •  口 レイン 地方の 如き、 又はべ ン シ ルヴァ 一一 ァと ミネソタの 資源 を 結合す る ことによって 合 衆！； に 起った やうな 發 
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第一 篇總翁  一八 

Si! の 約 朿を與 へない とい ふの はさ も あるべき ことで ある。 然し 此の ことから、 支那の 鐵鑛が 工業 的發 達に 對 する 直接の 

制限と なるとい ふ 結論に はならない。 支那 は 工業 的發 達の ために * 西洋の 研究者に は 中位と 見える かもしれ ない が 同時 

に 支那に とって 重要な 意義 を 持ちうる ところの 鑛石を 有って ゐる。 

あまり 重要で ない 鎮 物に 眼 を轉 すれば、 支那 は 近年に 於いて 世界の アンチ モ 二. I 產 額の 七 〇％ 以上 及び 世界の タン グ 

ステ ン產 額の 約 五 〇％ を生產 したと 言 ひうる" 錫 及 マ ン ガン 鑛も 同様に 多少の 重要性 を 持って ゐる。 

支那の 石油 資源 は 何れの 調^者に よっても 少ない と 認められて ゐる。 へ ロイ (W.B.  Ileroy) の 意見に よれば、 支那 

の 石油 資源 は、 『恐らく 合 衆國の それ Q 1% 以下で ある r 滿洲の 油 母 頁岩の 岩層 は廣大 であるか もしれ ない が、 その 含 

油 率 は 话く、 そして その 唯一の 工場の 能力 は 小さい。 アメリカの 一 商社 は 一九 一四 年に 直隸省 及び 陝西 省の 石油 資源 開 

發の權 利 を 得た。 是 等の 權利 は鑌山 技師に よる 調査の 後 消滅す る ことが 許されて ゐた。 石油が 支那の 動力資源 のうちで 

重き をな すで あらう とい ふこと は、 最も ありさう もない —— たと へ 吾-^ は 多くの 著者の 如く、 吾々 の 知識が 不足して ゐ 

ると いふ こと は 附言し うるが。 

【sl 一 五】 oain,  H.  F.,  Ores  and  IndvMvy  in  th&  Far きさ IT  116. 

支那の 水力 資源 は 全然 知られて ゐな いと 言って ぃ&。 私が 知りえ た 唯一 の 推算 は、 潜在 資源 を 合衆國 及び 印度の それ 

6 

より 低く、 カナダの それより は 僅かに 高く、 そして 開發 された 資源の 總計は 考慮の 價値 のない 程 小さい となして ゐる。 

支那の 資源 は 散在して をり >  それ 等 は開發 される だら うが、 然し 除々 にで あり、 そして それ 等 は 現狀に 於いて は 比較的 

重き をな さない とい ふこと は 確から しい。 


〔一 la 一  穴】 Shing,  T.,  and  Wong  W.  H.,  "An  Outline  of  the  Power  Resources  of  China",  Tra 霞 ctiotts  0」 the  F:rst  wcrtd 

pir  pnfcreme,  Loncionjlo^^,  vol.  I,  739-47. 

支那の 天然資源の 不充分 なること は、 此の 國の 經濟的 及び 工業 的發 達に 對 する 卽 時の 又は 手近かな 制限と いふより は 

寧ろ、 遠隔な 究極 的な 限界と 見ら るべき である。 此の 限界が 存在す るかぎ り、 それ は 又た 此の 國に 於け る外闽 投資に 對 

する、 換言すれば 支那の 資本 受容 能力に 對 する^ 界 である。 支那の 經濟的 發達は 天然資源に 於け る 何等の 窮極 的 壁に 

も 遭遇す る ことなしに 遠く 進められうる。 これ を 了解す るた めに は、 人 は 交通の 適當な 組織に よって 起り うべき 變化を 

考 へて みれば い X。 支那の 鐵道缺 乏の理 は、 その 石炭 及び 資源の あまり 多くない ことの 中には 見出されえない。 そし 

て 常に、 現代の 工業 は發 明の 進歩に よって * それが 過去に 於いて 要求した と は 何等か 異 つた 天然資源 を 要求す る やうに、 

又は 過去に 於いて 用 ゐられ なかった 資源 を 用ゐる やうに 變 化される だら うとい ふ 可能性が ある。 

〔一！ S 一  セ】 此の 點は I-  B.  Condliff,  -Industrial  Dselopmeut  in  the  Far  Fast,-  Ohinese  Social  and  Politkal  Scieme  .Review, 

J£y,  1928,  vol. p  No.  3. に 論ぜられて ゐる。 

支那 国 • 民の 諸 制度 及び 諸 傳統の 中に 横 はれる、 經濟 的發達 及び 資本の 運動に する 限界 は、 一瞥 卽時 的の 意味 を 持て 

る ものと 私に は 思 はれる。 然し 土地 所有の 如き 傳銃 及び 慣習に 於け る變化 は、 天然資源 を 一 曆潤澤 ならしめ る 効 を 持 

ちうる とい ふこと を 忘れて はならぬ。 吾々 は 土地 及び 資源 は 可な りの 發 達に 適し、 そして それ 等 は 制限 的耍 因 を 形成し 

ない とい ふ 確信 を以 つて、 支那に 於け る來 るべき 半世紀の 問題に 着手し うる。 . 

お 二  ^支那の 人 q 及び 資源  - ^ 


支那の 人口に 就いては、 大差の ある 様々 な 敫 字が 集められうる T 中華 續翻 委員 會」 ("chig.  Continuation  committee") 

の 下に 協働せ る 諸 委員 會 組織の 一 圑 によって 遂行され た 調査 は、 一 九 一 九 年に 十八 省 及び 滿洲の 人口 四 億 四千 九十 萬と 

いふ 総計に 到 违 した。 支那 郵政 局の 一 九 一 1〇 年 現在の 推算 は 四 億 一 一千 七 百 七十 萬であった。 一 九 一 一六 年 現在の 郵政 局の 

推算 は 四 億 八 千 五 百 五十 萬であった。 支那 海關の 一 九 一 一八 年 現在の 推算 は 四 億 五 千 百 八十 萬、 一 九 三 〇 年 現在 は 四 億 三 

千 八 百 九十 萬であった。 支那 政府 統計 處の 最近の 調査 は 約 四 億 八 千 萬と いふ 總 計に 到達す るで あらう とい ふこと を 示し 

S 

てゐる 0 

【一 1?1 一 八〕 郢 政：； 5 の 推算 は Q 一  ina  FBr^BOOA の 中に 收錄 されて ゐる。 中華 續辦委 1!!<^1 の 推算に つ いて は、 The  Christian  OccupaHm 

of  Ohina,  Shanghai,  1922,  p.  2§. 及び その他の 個所 を 0^ よ。 诲 ！！ の 推算 は Afmi  Jicport  §  the  Foreign,  Trl-dc  oj  Chirm 

の 中に ある。 ひ就計^1§からの数字は近年時々 Qdn(l  CrUik  (上海) に 現 はれて ゐる。 

支那 人口の 有能なる 硏究者 達の 諸 推算 は、 上述の 諸數 字より 一 暦 大きな 差異 を さへ 示して ゐる。 

此の 問題 は 東京に 於け る國際 統計 舉會の 一 九 三 〇 年度 大食に 於いて 注意 を抽 いた。 此の 分野に 於け る 以前の 研究で 著 

名な ウィル コック ス 博士  (W.F.  wmcox) は、 舊 十八 省に 對 して 三 億 一 1 千 三百 萬と いふ 推算 を 提示した。 ウィル コック 

ス 博士 は、 滿洲を 含めて ゐ ない。 滿 洲に對 する 確かに あまり 大きくない 數字を 採って、 吾々 は 此の 總計を 十八 省 及び 

滿 洲に對 して 三 億 五 千 萬に 纏める ことができる。 同じ 大會に 1 1 人の 支那の 研究者に よって 報告書が 準備され た。 陳華寅 


(warren  H.  Chen) は 『全 支那の 確から しい 人口  J を 一九二 九 年 現在 四 億 四千 五 百 萬と 推算し、 そして 陳長繭 (Chen 

chang-heng) は 『支那の 現在の 總 人口 は 四 億 六 千 百七ャ 萬の 近くで ある』 とい ふ 結論に 達した。 

2 一  九 J  Cti ひ n/Warre 口  H.,  <^A.n  Estimate  of  tti ひ pof-lllauon  of  China  in  19^9》、 及び Clien  chlang-llrtng,  <<cllina、s  Pojnilat;ion 

Problem." 是 等の 報告書 は 最初 一 九 三 〇 年に 上海で 印刷され た。 是等は Bulletin  of  the  rnteT  tf ^  Imtitute ゥ f  Skitistics に 

出て ゐる。 

かくの 如き 諸 推算の 間の 不同 は、 種々 の 點に對 する 意見の 相違に 因る ものである。 初期の 人口調査の 信頼し うべき 程 

度， 前世紀に 於け る戰爭 及び 飢饉の 結果と しての 人口 減少、 最近 年に 起った かもしれ ぬ 回復 等が 議論の 對 象であった。 

顯 著な 差異 は、 一 九 一 〇 年の 人口調査の 信頼し うる 程度 及び 支那 流に 編纂され た 戶數を 人口 數に 換算す る爲 めに 採 川し 

なければ ならぬ 一 戶當り 個人， の 問題に 觸 れてゐ る。 ウィル コックス 教授が 一 戶 平均 個人 數の 彼れ の 推算 を 彼れ の 初期 

の W 究に 於け る 四 • 三から 五に 增 加す るの が適當 であると 見て ゐ るの は 意味が 深い。 他の 人達 は 平均 は 多少 これより 高 

いと 主張して ゐ る。 例へば 陳長蘅 は 五 二 一 を 合理的な 數字 として 採用して ゐる。 かくの 如き 異論が あると いふ こと を 指 

摘す る こと は、 正確な 報告の 缺乏 とい ふ 一 點に對 する 論證と はなる。 吾々 は 普通に 言 はれて ゐる四 億と いふ 數字を 容認 

しそして、 ウィル. コックスが 言って ゐる やうに、 『誰も 支那の 人口が 幾何で あるか を數 萬 以下まで 知って ゐる もの は 

ない』 とい ふこと を 承認す るの 外ない。 

【一 KS 一一 01 wuck,  J.  Lossing,  Chi 讓 Farm  Ec 賺 mjj,  Shanghai,  1030, によって 調査され た&^ 家 は、 一 戶 平均 約 五 • 六 人で あ つ 

た。 此の 著者が 一 九 二 〇 11 一  九 二 1 年の 飢饉の 赏時關 係して 居た 飢民 救濟 所で 荒 集され た 直隸の 1 〇 ニケ 村の 數字 は、 1 戶 

當り四 • 八 人と いふ 平均 を 示した。 ウィルコックス 敎授は 五 •  二、 五 • 三、 五 • 七 を 示す 諸 研究 を， 鱗げ てゐ る。 
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第一 篇總  重  ニニ 

若し 吾々 が、 支那の 人口と して 四 億と、 支那に 於け る 耕地の 合理的 推算と して 二 億 H 1 力 ー とい ふ 數字を 承認す るな 

らば、 吾々 は 支那と 合 衆 國とを 更に 比較す る ことによって、 此の 地位が 持つ 意義 を闡 明す る ことができる。 合衆國 は、 

一九 三 〇 年の 人 n 調査に よって、 一億 二 千 二百 八十 萬の 人口と、 五 億 二 千 二百 四十 萬 HI 力 ー の 耕地 を 有する と 報告 さ 

れてゐ る。 是 等の 數字 は、 合 衆國が 一 入當り 支那の 約 九 倍の 耕地 を 有する とい ふこと を 示す。 若し 合 衆 國が約 十億の 人 

口 を 有つ とすれば、 此の 國に 於け る 耕地 一 H 1 力 ー 當り人 數は略 支那に 於け る それと 等しいで あらう。 世界の 人口 は 通 

常 約 二十 億と 報告され てゐ るが、 さう すれば 世界 總 人口の 半分が 合 衆國の 境域 內に 住み、 そして 個人 當り 現に 支那 人が 

持って ゐ ると 略 同じ 程の 耕地 を 持ちうる と 言 ふこと がで きる。 是 等の 事 實は、 支那が 考察され る 場合 常に 念頭に 置かれ 

ねばならぬ。 そのこと は强 調しても なほ 足らぬ ところで ある。 事實上 支那が 直面す る 凡ての 經濟的 及び 政治的 問題 は、 

此の 支那 國 民の 數 によって 一 署困雞 に —— それ は 時として 絡 望 的に 困難に 見える 11 される ので ある。 • 

〔一！ a 一一 一】 私 は 支那に 於け る 耕地との 比較に 合衆国の 『作付 面镜』 四 億 一 千 三百 二十 萬 H I 力 —及び 『農場の 中の 耕しうべき 牧 

草地』  一 ^^九百ニ.^萬ェ —力. 'を 採った〕 Fijtsth  Qft?i  of  the  ulli-tcd  States  :  AgrlcuUttre,  vol. 1, 1, 8. 

例證を まげて 行く うちに、 支那の 人口に 關 する 附加的 事實が 示される。 人口 は 兎に角 增 加して はゐ るが、 急速に 增殖 

して は をら す、 支那 は 高い 出生率 及び 死亡率 11 實 際幼兒 殺害が 決して 稀で ない とい ふ 決 論に 導く 程に 高い 死亡率 11 

を 持って ゐる とい ふこ と を 信す る 充分の 理 由が ある。 

【5la 一一 二〕 上海の 街 上 及び その 郊外で は、 年々 一 萬 八 千の 幼 兒死體 が 埋葬の ために 拾 ひ 上げられ (ウィル コ ッ クス！ ^授の 報告書 

の 一 五 T<H を 見よ .}、 香港の 街 上で は 千 三百が 拾 ひ 上げられ ると 報告され てゐる o^orth  phla  Daily  K 霞, Shanghai,  Marcli 

257, 19;{1 を 見よ )。 


農村 人口の 割合 は 通常 八 〇％ と 言 はれて ゐる。 各省 別 全 戶數に 封す る 農家 戶數の 割合 を 示さん とする 數， f 守が 最近 發轰 

された。 それ 等 は、 南方の 廣東 省の 六 コマ 七， ，0 ル から、 北部の 山 東 省の 八 八 *九％ までの 差異 を 示して をり、 平均 は 七 四 • 

五 ％ であ ls。  Leonard  Hsu の 推算に よれば、 『吾が 人口の 六 六 ％ は 人口  二 千 五 百 以下の 村落に、 二 〇％ は 人口 一  萬 乃至 

五 萬の 小 都市に、 そして 六 〇％ は 人口 五 萬 以上の 大都市に 住んで ゐ る』。 最近の 推算 は 以前の 推算に 比して、 都市 人口の 

少しく 大きな 割合 を 示して ゐる。 然し 此の ことから、 都市への 測定し 得べき 人口 移動が あると いふ 結論 を 柚き 出す の は 

安全で あると 言 ひ 難い。 

〔ま 二三〕 China  。き， June  2, 1932,  vol, 5,  No.22,  548. 統計 は 「統計 月報」 • の 農築 特別 號に據 る。 

r- 王 二  3〕  Leonard  Hsu,  -population  Problems  in  China".  Sociology  and  Sjdal  Research,  vol.  xiii.  No.  5,  p.43i. 

人口の 地方 的 分布 こ. ついての 顯 著なる 事實 は、 最も 稠密な 人口が、 最も 富める そして 最も 肥沃な 農業 地域に 於いて 見 

出される ことで ある。 西ョ ー ロッパ 及び 合 衆國に 於いて 見出される やうな 工業 一 R 域 は 何等 存在し ない。 人口の 職業的 分 

布に ついて 顯 著な 事 實は、 農業 人口が 壓倒的 割合 を 占めて ゐる ことで ある。 交通 業の 割合が 異常に 大きい とい ふの は あ 

りさうな ことで あるが、 これにつ いて 吾々 は 想像し うるに すぎない。 

是 等の 事 がらに 關 する 議論の 中で、 人口 過剩 とい ふ 言葉 程 普通に 用 ゐられ る もの はない が、 然し 人口 過剩 とい ふこと が 

凡て を說 明す る もので ない こと は、 鐵鑛 の缺乏 とい ふこと が說明 しないと 同様で ある ズロ 過剩は 『技術の 狀態」 つまま ヨ， 

ArtsJ に關聯 して ゐる。 支那に 於け る 多くの 問題の 窮極 的 解決が、 人口の 調節な しに は 不可能で あると いふ こと は 疑 ひ 

ない。 然し かくの 如き 調節に 依らない 生活 程度の 向上の ために * 多くの ことが なされうる こと も 殆んど 疑 ひ を容れ ない。 
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0 ー篇總  論  二 四 

人口 過剩の 最も 強い 客觀的 徴候 は、 支那の 多數の 研究に よって 示されて ゐる やうに、 小 家族 は都會 では 小額の 牧人 を以 

つて、 また 田舍 では 小さな 農地 を 以て やって ゐる とい ふこと、 そして 最小の 家族 は都會 では 最小 額の 牧人 を以 つて、 ま 

た田舍 では 最小な 農地 を以 つて やって ゐる とことの 中に あると 私に は 思 はれる。 デ イット マ ー の 北京の 近 村に 關 する 硏 

究、 陶の 北京に 於け る 生活 程度の 硏究、 バックの 山 東 省に 於け る 多數の 農場に 關 する 研究、 中國華 洋義賑 救災會 (China 

Famine  Relief  commission) の 勞作等 凡て は、 最小の 農地 又は 收人を 有て る 人達の 問に 於いて 平均 家族 數が 最小で ある 

と いふ 同じ 紡 論に 導く。 牧人の 大きさと 家族の 大きさとの 間の 此の 種 の 關係は 西洋に 於いて は —— そして ス H I デ ン で 

はさう 認められて ゐる —— 產兒 制限の 喜ぶべき 結果の 證左 であると 認められる であらう。 然るに、 意識的 產兒 制限の 證 

跡の 無い 所では、 家族の 大きさと 農地 又は 牧人の 大きさとの 間の 密接な 關係を 支持して ゐる もの は 何 か？ 明かに 暮し 

6 

向きの い- -老 達の 問で は、 サ ー ヴ イスが 指摘して 居る やうに、 牧人が 同棲す る 『大」 ： 家族の 員數を 決定す るので あるか も 

しれない が、 然し 極貧 者の では 此の 種の 撰擇 はない。 貧民の 間で は 此の 事 貝の 明白な 說明 は、 糊口 手段に 對 する 人口 

の墜 迫、 或は 寧ろ、 不充分な 收 人の 人口に 對 する 壓縮的 影響で ある。 此 所で 吾々 は 高い 幼兒 死亡率、 窮乏に 因る 夭死、 

强壯 なる 肉體的 及び 精神的 發 達の 缺乏、 それ を以 つて 變化を 成就すべき 資力 又は 精力の 剩餘の 欠乏、 幼兒 殺害の 實行、 

之 を 要するに 生存 するとい ふこと を 困難た 事なら しめる 程に 背 酷な 條 件の 下に 於け る 生活 を 見出す ので ある。 收 人に 對 

する 家族の 適合が なされる。 そして それ は眞に 赤貧と 言 ふべき 貧窮の 結果で あると いふ 結論に 吾々 は 達せざる をえない 

ので ある。 

つ ilJill 五〕 り ittmer,  C.  G.,  <<An  Estimate  of 一 lie  stanAard  of  Living  in  China,"  Quarterly  J, Sim ミ 。J  Economies,  N()ye ョ her. 


1918,  vol. p  No. 1. Tao,L.  E:.,  Llvelihsd  in  FeMny,  1928.  wuck,  T.  Lossing, 」 さ Ecommic  :7td  Social  S  rvey  of  1.50, 

irarrns  in  Yensfum  。震 ty,  Nanking,  J.une,  でで， C3-4.  Gamble,  3.  D.,  PeH さや. >r  ^ai  Survey,  New  York  19W1, づ. 0 

此 所に は敎會 によって 行 はれた 二 つの 調查 からの 結論が 示されて ゐ る。 

〔一!： Sarvis,  G.  w.,  *n:he  standard  of  ;Living-  in  China  and  Its  JVIeaning ノ  JbsTSN  of  sociotogy,  vol. 

19じ4|1925,  p.  187. 

支那の 人口 は、 あらゆる 機會の 間隙に 這 ひ 込んで それ を充 たす ものであると 觀察 者に は 思 はれる。 何等の 餘剩 も出晃 

せす、 そして 如何なる 變化も 支那 人の 或る 集 圑の卽 時の 狀態を 一 層惡 くす る 可能性 を 有って ゐ ると 思 はれる。 资 本の 運 

動 及び 經濟 的發 達の 見地から は、 此の こと は、 外國 資本の 輸入な しに 成し 途げ えらるべき 何れの 發逹も 非常に 重要で あ 

ると いふ こと、 然し 同時に、 外國 資本な しの 發 達の 可能性 は 明かに 狹隙 であると いふ こと を 意味す る。 

支那に 於いて は、 急速なる 工業 的發 達に 對 する 犬なる 鑛物 資源な き國 なる ために 農業に 依存せ る、 そして 恐らく 人 近 

的に 言って 高價 であり 新ら しい 思想 及び 新ら しい 方法の 受容 及び 應 用に 依 據 せる 變化を 困難なら しめる 程に 現在の 機會 

に順應 せる、 巨大な 數の 貧民が 居る。 新ら しい 思想 及び 方法 は、 敎育 的實際 的の 頭腦の 人達に よる 支那 經濟 問題の 繼被 

的 研究、 改革に 對 する 凡ての 機 會を捕 ふべき 指導、 及び 最も 賢明なる 經 濟を以 つて 使用され ねばならぬ 外 阈资本 を 必要 

とする。 

【一！ 一七〕 支那から 外國へ の 移民 は、 支那の 人口問題 解決の 手段と して は眞面 0 にと る こと はでき ない。 南 is- 海岸 地方からの 侈 

R は、 思想の 輸入 及び 支那の その他の 諸國 との 金融 的 勘定 を 均衡させる のに 重要な 役割 を 演じて ゐる。 
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第三 章 傳統的 支那 

稚  き 

近代に 於いて 支那が 現代的 諸國 民と 接觸 せしめた ところの 社會 的、 經濟的 及び 政治的 組織 は、 傳銃的 支那の それと 呼 

ばれうる。 現代的 外！： 貿易と 共に 開始され た、 そして 外國 投資 及び 現代的 工業と 交通 手段の 發 達と を 起した ところの 變 

化 は、 傳統的 ま那の 上に 深刻な、 そして 私 は 信す るが、 分解的な 効果 を 及ぼして ゐる。 起り つ \ ある、 そして 豫 期され 

ると 思 はれる 諸變 化の 根本的 性質 は、 多くの 分野に 於いて 支那 人の 考へ 方に 影響した。 サ 1* フレデリック • ホワイト 

(sir  Frederick  whytc) が 言って ゐる やうに、 今日 支那に 於いて は 多くの 革命が 進行し つ、 あると いふ こと は眞 である 

が、 また 只 一 つの 革命が 豫 期される とい ふこと も眞 である、 それ は 即ち 傳統的 支那の 現代的 世界への 順應 である。 胡適 

は 曰く T 如何にして 吾々 支那 人 は、 吾々 自身の 文明と して 永く 見て ゐた ところの ものと、 一 瞥 して かくまで 相違して 見 

ゆる 此の 新ら しい 世界に 於いて， 安易 を 感じうる か』 と。 

【_.s 一〕 比 で 吾々 は T*ang  Leaug.li の 例に 從 ふ。 彼れ の The  Fmiidation  。J  Modem  OFP  Louden,  1928. の 第 六 章の 標題 

を 見よ。 

リ 一:11  二〕  、？ 7、=cs  (LolldcIO,  January  5, 1928 

〔11111  一二〕  一 Shih, ( 胡適) The  さ pslc 、に of  ZJOaica!  Method  in  Awienl  Chim,  Shang;-hai,  19^2, で. 0. 


外國 人に とって は、 傳統的 支那 を 客観的に 見る こと は 困難で ある。 彼 自身の 文明に 對 して 批判的な 西洋人 は、 屢々 彼 

れの 要求に 適合す る やうに 支那 を 創造した。 現代的 經濟舉 者の 最初の もの、 即ち 重農主義者 達 は、 支那 は 農業、 土地 私 

有の 上に、 そして 自然と いふ 思想の 上に 立てる 國家 であると いふ こと を學ん だ。 彼等の 見地から は、 是等は 理想的 社 會 

生活の 基礎であった、 そして 彼等 は 支那 を以 つて r 牧歌的 幻想』 を 作らん と 努力した ので ある。 他方に 於いて、 支那 文明 

に對 して 批判的な 學徒は 層々、 彼れ の考 へが 豫定 した 善い 或は 悪い 終末に 来なければ ならぬ 支那 を 創造した。 或る フラ 

ンスの 銀行家 は 最近 私に、 支那 は 必す强 力な 資本主義 を發 達させる にち が ひない と說 明した。 モス コゥの 共産 學士院 の 

或る 支那 専門家 は、 支那に 於け る 次の 一 歩 は 共産主義の 成功で あらう とい ふこと を 同様に 確言した。 是等兩 者 は 支那 を 

よく 知って をり、 そして 何れの 場合 も、 結論 は 此の 國の 社會的 及び 經濟的 生活の 餘縱た < き 分析に 基いて ゐ るので ある。 

例 は 澤山擧 げられ るが、 然し 是等 は、 疑 ひもな く、 困難なる こと を更 めて 强 調す るに 充分で あらう。 

〔一 Kiran  DaszyAska-Galiiislsa,  So で hie.  La  pine  et  le  oysteme  Physworatique  e さ .tyance,  Varsaviae,  ； U ら 中の 說明 を兑ょ o 

傳銃的 支那の 政體 は、 理論に 於いて は、 天の 子と して 或る 神聖 さと 道 德的權 威 を賦與 された 最上の 君主に よって 統治 

される 絕對 君主 制であった。 然し 實 際に 於いて は、 代議制な き 一種の 立憲君主 制であった。 不文の 憲法が、 支那の 家族 

の 慣習の 中に、 農村の 傳統の 中に、 そして 帮 (Guild) や、 公所 (club) や、 合夥 (Association) の 古来の 規雜の 中に 在つ 

た。 君主 制 は 官吏に よって 代表され、 そして それ故に 政^ は、 多くの 點に 於いて 自治 的であった 家族 や 組合の 上に m はか 

れた 官僚と して 叙述す る ことができる。 皇帝 及び その 官吏 は、 儒敎 の傳說 によれば、 德の その他の 凡ての 校範の 上に あ 

つた。 善政 は 人民の 尊敬 を あつめ、 忠節 を 獲得す る やうに 德 を發镩 する ことで あると された。 西洋 は、 政治の 目的 は 好い 
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生活で あると いふ 主義に 馴れて ゐ るが、 支那の 經 典に 於いて は、 それ は 同様に 政治の 手段と しても 提示され て ゐる。 人 

はこれ を立證 する ために、 經 典から 相當 詳細に 引用す る ことができよう。 私 は 例 だけ を擧げ る。). 無爲 にして 治まれる 者 

は 其れ 舜な るか。 夫れ 何 をか爲 さむ や。 已を 恭しう して 正しく 南面せ るの， JO』 かくの 如き 皇帝の 官吏 は、 帝國の 凡て 

の 部分 —— そして これ は 文明 世界の 凡ての 部分 を 意味す る 11 に 於いて 天子の 模範的 德を 代表 又は 反映す ると 看做され 

てゐ たと ころの、 彼れ の 大臣 達で ある。 此の 天子の 模範的 德と いふ 主義 は、 それと 共に、 世界の 铳 治に 對 する 理論的 根 

據を窗 したので ある。 

〔一. SIS  Erkes は KuHung-mingQt 鴻銘) al,Gotha,1919,p.l03 の 之に 關 する 記述 を 引用して ゐる OS3 穴〕 論語、 衞蔞 公。 

ほ統的 支那 はかくして その 國民 主義の 問題の 解決 を 有ち、 そして 支那の 政治 組織 は その 哲學 を以 つて 世界的 性質 を 宵 

つたので ある。 支那の 宫吏は 同時に 人民の 貢納が 宮廷に 行く 途中で 強奪す ると ころの 牧稅宫 僚で ある。 課稅の 理論 は 貢 

納の现 論であった。 與 へられた 世話に 對 する 支 拂 とい ふ考は なかった。 宫吏達 は、 彼等 自身 土着 紳士と して 引返し 生活 

する ために 相 常の 財産 を 積む こと を 努めた。 理論的に 絡 封 君主 制に 對 する 憲法 的 制限と 稱 ばるべき もの は、 家族 や 村 や 

組合の 消極的 抵抗に よって 實 行され た。 天の 命令の 慣例的 擬制 は叛亂 を正當 化した、 何故ならば、 習慣 及び 傳 銃に 牴觸 

した、 特に 若し その 牴觸が 人民の 福利の 破壞 された とい ふ 證據を 伴 ふ 場合 は、 天の 命令 は 何れの 皇帝 又は 王朝から も撤 

囘 される とされて ゐた， からで ある。 支那 人 は 習慣の 上に 立った 政治 組綠を 有ち、 それ は 同時に、 叛 亂に對 する 餘宥を 作 

つた。 然し、 それ は、 若し 支那が 現代的 國家 となるべき 場合に 遂行され ねばならぬ やうな 革命的 變 化に 對 して は 餘宥を 

作らなかった。 或る 慧敏な 觀察者 は、 支那 人に ついて、 彼等 は 凡ての 國民 のうちで r 最も 革命的で なく、 そして t も叛 


亂的』 であると いった。 

【ー&3 セ〕 Meadows,  T.  T.,  The  chise  a さ d  Their  Bebdliom,  j>.  25. 

傳統的 支那の 政治 組織の 缺陷、 及び 政府が 支那 人の 外國 人と 認めた 王朝の 手中に 在った とい ふ事實 は、 早くから 政治 

の 分野に 於け る 分裂 を 惹起して ゐた。 然し、 現代の 經 濟諸關 係の 政治的 諸條件 は、 初期の 政治 哲舉 に由來 する ことが 非 

常に 犬で あると いふ こと を 忘れて はならない。 支那の 偉大なる 諸先覺 の敎義 及び 支那 國 の 政治的 經驗 は、 人：' 日 吾々 の 

目的に とって 重要な 方法で 顯 現して ゐる。 

第一 に 哲擧的 アナ ー キズム が、 多くの 支那 人に よって 考 へられた 理想 國の 中に 於いて 一 役 を 演じて ゐる。 支那 人 は、 

社會的 及び 經濟的 生活への 國 家の 干涉の 望ましき ことに 對 して 深い 疑 ひ を 持って ゐる。 

〔！！ a 八〕 古典的 表現 は 老子の 道 德經の 中に 在る。  , 

正しい 人の 統治 は 多くの 支那 人 を强く 感動させる。 この こと は、 目的が 正義に 合せる 場合に は干涉 するとい ふ、 官吏 

の、 即ち 現代語で は、 政府の 權 利を隨 伴す る。 換言すれば 正しい 宫吏 は或點 では 法律の 上に あるので ある。 それ故に 政 

府の行 爲に對 する 憲法 的 制限の 西洋の 概念 は 容易に 把握され ない。 同時に 叛亂の 權利は 忘れられた 敎義 ではない。 軍事 

的獨 裁の 下に 於いて さへ 政府の 行 爲に對 する 抑止が ある。 制限 は 過去に 於け ると 同じく、 商人 又は 地主が 秩序 的 訴へを 

なすべき 憲法 的 規定より は、 寧ろ 人民の 反抗の 中に 在る。 

幾 世紀 もの 實踐 から 結論され る 第三の 原則 は、 正統 性と いふ ことが 官吏の 地位に 對 して、 直 要な 資格 だとい ふこと で 

ある。 これ は、 正義の 典型 は 自然の 中に 見出しう ると いふ、 そして それ は德の 例示に よって 建てられ うると いふ 思想 14 
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由來 してね る. - 異端 は、 支那に 於いて は 人民 を 迷 はせ るの 故を以 つて 担 否され たやう に 見える. - 此の it 統は 今日の 支眾 

に 於いても 依然として 強力で ある。 宫 吏の 地位の ための 正統 性の 試験、 孫 博士の 三民主義の 遵守に 與 へられた 重要性、 

官吏 は 彼等の 生活の 中に 革命 を顯 はすべ きで あると いふ 思想 11 今日 支那に 於いて 厦々 論評され る 事 がら —— は、 此の 

國の 政治 生活の 中の 古来の 廛統に 由来して ゐる。 

社會組 IS の 分野に 於いて は、 家族 は 無上の 重要性 を 有って ゐ f^。 親孝行、 即ち、 家族 關 係の 中に 於け る 若い 人達の 適 

當 な行爲 は、 傳統的 支那に 於いて は 主要な 德 として 頌揚 され そして 千 百の 方法で 敎へ 込まれた。 家長 をして 道德 的に も 

法律 的に も その 家族 等の 行 爲に對 して 責任 あらしめ ると ころの、 代表 責任の 原則 をして 適切な ものたら しめたの は、 支 

那の 家族 連帶 である" 支那の 家族 は その ま- 1、 個人主義の 利益の 或 者 を 有つ に 充分な ほど、 小さく そしてよ く 訓練され 

た圑體 である。 海外 及び 滿洲の 移住 地に 於け る 支那 人の 威 功 は、 大いに 此の 圑體的 個人主義に 負 ふ ものである。 その 經 

濟的 方面に 於いて、 ま那 人の 家族 連帶 は、 例へば 土地 は國有 たるべし とする 社會 主義の 教義と 同様に、 私有 財產の 西洋 

の 概念 を も 適用し 難き ものと する。 家族 は、 事業 組織と しての 合名會 社の 重要性の 背景 をな して ゐる。 それ は 政治 及び 

事業に 於け る 閨閥 を 助けて ゐる。 それ は 老後に 對 する 保證を なし、 そして 雇主 及び 官吏に 對 する 防禦で ある。 家族 組織 

は 子供の 必要 を隨 伴す る。 一 言に 云へば、 家族 を 通じて 爲 されうる こと は 何でも 支那 は 之 をよ くす る。 そして 一 曆大な 

る 個人主義 又は 一 警廣ぃ 連帶を 要求す る こと は 何でも あまりよ くしな いと 言 ひうる ので ある。 

【1M 九】 それ は 『大』 家族であって、 個別 = 或は 小 家族で はない 0 

【註  一 o】 孟子 は 曰く、 『不孝に 三 有り、 後 無 さ を 大と爲 す』 と 0  (孟子、 離婁) 


農村に 於げ る 家族 は、 主要な 社 會的單 位を顯 著な 經濟 的單 位たら しめる。 家族の 力 は、 支那の. K 給 農業 (subsistence 

agriculture) を說 明す るし、 また その 結 である。 土地 は 家族の ために 食糧 を生產 する 手段と して 所有され るので あつ 

て、 事業 投資と してで はない。 餘剩 食糧 は贩賫 された が、 然し それさへ も、 傳統的 支那の 倉庫 制度の 下で は、 家族 主義 

の 下に 取扱 はれた。 支那に 於いて 今日、 家族 は 3 朋 壌し つ-あると いふ ことほ ど、 層々 記述され る こと はない。 此の 記述 

は、 首肯せ しめる やうな 立證を ふこと 稀で あるが、 私 は その 通りで あると いふ ことが、 多數の 支那 人 及び 在 支 外國人 

達の 確信で あると して 記錄 しなければ ならない。 現代 產業 ひ顯 著な 影響の 一 つ は、 家族 連帶の 弱まった ことで あると 言 

はれて ゐる。 外國 人が 批評 的に 判斷 する ことの 困難な 離婚、 自由結婚、 新婚の 人達が 彼等 自身の 家 を 起す こと、 等に つ 

いて 多く 語られて ゐる。 支那の 現狀の 下に 於け る 家族の 運命 は、 舉者 のみなら す、 政治家 及び 實業 家の 主要な 考慮で あ 

るに 違 ひない。  . 

傳銃的 支那の 社 會的諸 階級 は、 支部 文明の 背後に ある 經濟 組織の 性質 を 示す。 吾々 は 官吏 階級 を 第一 に 置く ことが で 

きる。 それ 等 は その ま- - 最高の 社 會的 地位 及び 富に 對 する 最大の 機會を 代表して ゐる。 第二の 集圑は 土着 紳士から 成つ 

てゐ る。 官吏 は 通常 紳士 地主の 子弟から 募集され、 そして 宫吏は 引退 すれば 彼等の 間に 位置 を. HI めた。 支那で は、 彼等 

が國 土の 大 なる 部分 を 所有して ゐ ると 一 般に 想像され てゐる  たと へ、 恐らく 叛亂の 結 门，^ として 時々 W 分配が あり、 

そして 今日 かくの 如く 所有され てゐる 土地の 割合 は 省に よって 可な りな 差異 は あらう が。 地主と 小作人との 關係 は、 幾 

世紀 もさう だった やうに、 今日中 心的 重要性 を もつ 經濟 問題で ある。 現 時 支那に 於いて 共産主義と 呼ばれる ところの も 

の は、 屢々 その 經濟的 基礎 を 小作人と 地主との 關 係の 中に 有つ とい ふこと が 見出される。 商業 及び 金融の 上に 繁榮 して 
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ゐる 商人 及び 銀行家が、 恐らく その 次に 勢力 及び 重要性 を 持つ もので あらう。 彼等 は 廣々、 彼等が 事業 を營ん で ゐる町 

の 者で なく、 そして その 地方に 於け る 地主 階級と 竝 行して ゐた 社會的 名聲の 幾分 を 失った。 彼等 は 官吏 階級の 知識 分子 

から 重んぜられて をら す、 そして 或る 程度に 於いて、 官吏の 要求に 對 して 土着 紳士よりも ー黡無 防禦であった。 是 等の 

事に ついて 彼等の たよりと すると ころ は 組合 及び 省會 館であった。 

【一 一 一】 『^會 館』 とい ふの は 特定の 都市に 於け る 他の 省 又は 他の 都市 出身の 人達の 會を 意味す る 支那 語で ある 0 上海に 於け る 

^與會 館 は その 例で ある。 

職人の 親方 及び 彼れ の 職人 達が その 次ぎに 來る。 家族 及び 帮が 彼等の 生活 を 支配し、 そして 彼等 は， そ Q 生産物 及び 

方法 は 習慣に よって 定められた 工業 を續 けて ゐた 。彼等 は帮 によって 支持され てゐる 徒弟制度の 組織に よって 競爭 から 

護ら れてゐ た。 

農 は その 數 のために 非常に 重要で あつたし、 今 もさう であるので、 彼等 は 13 巿 職人の 上位に 置かれねば ならない。 

土地 を 所有せ る もの は 確かに ヨリ 好い 地位に あった、 然し 多數の 農民 は 恐らく 暮し向きが 好くなかった。 土地 を 所有し 

ない 者のう ちに は 小作の 保證 (security  of  tenure) を 持てる ものが ある。 小作 情 態に， なると、 支那に は ビンから キリ ま 

である。 然し 常に、 彼等の 體 力より 外に； 會に 提供すべき 何物 を も 持た す、 生活の 手段 を壓 迫す る 程に 多數 であり、 自 

由な 移動 を^ f 吋す る 程に 家族に よって 支配され、 如何なる 經濟的 進歩 を も 困難なら しめる 程に 習慣 及び 傳統 によって 規 

雜 されて ゐる ところの、 土地な き 農民 及び 勞働 者が あった。 田舍に 於け る 日傭取り 及び 都市に 於け る 苦力で あるの は、 

土地な き 農民で ある。 彼等 は 街 上の 手柙 車夫、 蹂^ 者、 及び 人夫で ある。 


支^に そ 〇顯 著な 特徵 を與 へる もの は、 小 地主 及び 小作人た る 農民で ある。 支那 は 農民 文明であった、 そしてへ， もさ 

うで ある。 支那の 農民 は强 固な li 立 性 を 有って ゐた、 そして 今 も 有って ゐ るので あって、 それ は 彼れ の 牧人 及び 利益の 

機會が 考慮され る 場合 は 驚くべき ものが ある。 此の 獨立性 は、 彼が 孤立して ゐ るので なく、 家族の 一員で あり、 そして 

彼れ の鄕 村の 中に 一 つの 地位 を.^ めて ゐ ると いふ 農民の 感情に よって 說明 さるべき ものであると 私 は 信す る。 

種々 の 經濟的 分野に 於いて、 支那の 國民 は、 長年の 試驗 及び 過誤 を 通じて、 彼等の 僂統的 方法 を 可な りの 程度の 優秀 

さに 稚し 進めた。 支那の 農業 者 は、 彼れ の 經驗の 全 期間に 於いて、 昆蟲類 及び 傳染病 を 支配す る こと を舉 ばす、 また 種 

子の 選擇 及び 動物の 飼養に ついて あまり 舉 ばなかった とい ふこと は眞實 である。 彼 は 化舉的 肥料 を應 用し えなかった。 

彼 は、 作物 を變 化つ.^ ある 需要 及び 新ら しい 市場に 適應 させる ことが 綏漫 であった し、 今 もさう である。 支那の 農 衆 は 

農地が 接 緩して をら す 細 小な こと 及び 各個 別 農場の 小面 精なる ことによ る 浪費 を 克服す る 道 を 3- 出さなかった。 然し、 

支那の 農業 者 は、 あらゆる 種類の 廢物 及び 莢 豆の 使用に よって、 地力 を 維持す る： 事 を 摩んだ、 そして 彼は是 等の こと 

が 西洋に 於いて 知られる 以前に 舉ん だ。 彼 は 輪作 及び 作物の 地味 及び 氣 候への 適應を 事んだ。 

支那 人の 織工、 工匠 及び 鍛冶の 巧妙 さ を 思へ。 簿統的 支那の c: 十く からの 紙幣の 使用、 銀行 手形の 魔い 流通、 述河 及び 

道路の 組織、 及び 犬なる 內國 商業 を 思へ。  . 

二、 傳統的 支那に 於け る 銀行業 及び 金融業 

傳統的 支那 は 青銅、 並びに 銅貨、 及び 鑄 造され ない 形態で 銀 を 貨幣と して 使用した。 ；刚 本位 制の 主義に 基いても、 又 
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た 補助 貨幣の 主義に 基いても、 銅と 銀と を 合 一 せる 體 系に 持ち 來 すため の 努力 はなされなかった。 金の 排除 はなされす 

そして 赏際 上、 時として 使用され た。 支那 は 『並行 J  ("parallen 本位 制 を 持って ゐ たと 言 ひうる。 貨幣の 分野に 於け 

る赏踐 及び 習惯の 相違 は、 習慣の 地方 的 相違の 如くであった。 帝國 政府 は是 等の 事柄に 若干の 注意 を拂 つた、 然し、 一 

般に それ 等 は 商人 逹 及び 銀行家 逹の關 心事であった。 支那 人 は、 或る 著述家 達の 想像す ると 思 はれる やうに 無意味な 繁 

雜に對 する 願望 を 表 はした のではなくて、 彼等の 廣ぃ 國內で 物事が 遇然 さうな つたのに すぎない ので ある。 

傳銃 的の 種類の 支那の 銀行業 は、 第一 に兩替 から 成って ゐた。 特徵 的な 制度 は 『錢舗 J  ("exchange  shcp") であつ. た。 

一 つの 重要な 附帶的 機能 は、 銀行 手形の 手段に よって 他所に 於け る 支拂を 容易に する ことであった。 此の 內國 爲替 業務 

を營 むこと は 上海の 銀行家 達の 主耍な 活動だった のであって、 彼等 は 一九 一一 年の 革命 以前 一 世紀 又は 一 一世紀の 間 支那 

の 最大の 銀行家 達であった。 預金 を 受ける ことが、 傳統的 支那の 銀行の 第三の 機能であった。 預金 を 持って ゐる ことの 

通常の 危險 は、 凡ての 可能なる 財 に 鋭い 關心を 持って ゐた 官吏の 態度に よって 何 倍に もされて ゐた。 受取った 政府の 

諸 本位 貨も、 銀行家 及び 商人に 對 して 殆んど 有効な 保 證を與 へす、 そして 現 實の實 踐は厦 々かくの 如き 人々 を 官憲の 貪 

愁に 委ねた。 預金 は 通常 少 くも 六 ヶ月の 定期と され、 そして 銀行 は 非常に 低い 利子 を拂 ふか 或は 全然 利子 を拂 はな かつ 

た 0 

是 等の 资 金の 用途に ついては 吾々 は あまり 報吿を 持たない。 銀行 は、 私が 可な り 廣汎な 質問の 後、 月 約 二分と 見當を 

つけん と 欲する 利率で 商人に 信用 を與 へた。 彼等 は 質屋に 年 一 割 八 分 或は それ 以上で 金 を 貸した とい ふこと はよ く 知ら 

れてゐ る。 地方 的 米屋 及び 銀 商人 は、 恐らく、 かくの 如くして 調 逹 された 資金の 再 借用者の 中に あったらう。 私 は她. 1^ 


的 金貸しに よる 銀行からの 借 入れの 證據を 見出さなかった が、 然し 疑 ひもな く、 かくの 如き 取^ は 行 はれた。 

大衆 は 彼等が 必要と する 資金 を 種々 の 方法で 調達した。 家族 は 第一 の 重要性 を つもので あった 。その 次に 篾耍な ひ 

は 質屋であった。 その 利息 は 月 二分 乃至 五 或は 六 分で あり、 そして 支那の 多くの 社會に 於いて、 質屋で は 凡ての 物が 質 

人れ できた と 言 ふの は眞に 近い。 地方 的 穀屋、 商人、 及び 地主 は 還々 金貸しであった。 臨時の 出費の 場合に は 順繰りに 

會員を 助ける ために 小さな 講 (societies) が 組織され た。 是 等の 貸金の 大部分 は 個人 及び 家族に 對 する 消費財の ためで あ 

つた。 

【一 一 一一〕 或範 園に 於いて 質 凰 は 安全な 寄托の 場所と して 役立った 0 

資本 装備に 對 する 資金の 供給 は 著しく 缺 乏して ゐた。 私 は 支那の 職人が 彼れ の 目的の ために 彼れ の帮 から 又は 銀行 か 

ら资金 を 調達した 證據を 見出さなかった。 雇主が 同時に 商人で あると いふ 組織 は、 若干の 銀行 資金が 工業 的 口 的に W ゐ 

られる こと を 可能なら しめた。 疑 ひもな く、 同じ 結粱を 到達す る 他の 道が あった。 然し、 支那に 於け る 銀行業 及び 金融 

の 比較的 高度の 發達 は、 傳統的 支郊の 金融 機關 がその 國の 手工業に 對 して 正常 的に 資本 を 供給すべき 道 を、 實際上 伴 は 

なかった とい ふこと が强 調され ねばならない。 支那の 親方 職人 は 彼れ が 必要と する 僅かの 資本の ために 家族に た賴 つて 

ゐ た。 

SS 一  三〕 『問 尾』 Qputting  03 制度、 卽ち 商人 = 製造者の 下に 於け る 生庋。 

傳統的 支那の 公共財 政 は 主として、 宫廷 への 送金の ための 地租 徴收 から 成って ゐた。 政府 は 或 程度に 銀行 組織 を 利^ 

したが、 然し 早くから 紙幣が 使用され たに も か- - はらす、 公俊 は あまり 發 達しなかった。 政府 證券 は 投資の 便利な 形態 
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を 提供し なかった し、 また、 西洋に 於け る 如く 資金の 集中 及び 『生産 的』 投資に 好都合な 觀念 及び 見地 を 作り出す 働き 

をし なかった" 反對 に、 金融の 全 事業 は、 凡ての 可能なる 財源に 對 する 歡迎 されざる 宫 吏の 關 心の ために， 地下に 追 ひ 

込まれる： if 向が あった。 そして 官吏が 彼等の 財產を 集積す るに 成功した 場合 は、 資金 は 商業 及び 工業に より は 寧ろ 土地 

及び 目醒 しい 又は 贅澤な 消費財に 注ぎ込まれた。  、 

三、 傳統的 支那の 經濟 

靡統的 支那の 經濟は 家族 經濟 であって、 それ は 此の 語の 本來の そして 文字通りの 意味 を 例示して ゐる。 西洋で は、 吾 

々は 夫れ を國 民經濟 (political  economy) と 呼ばなければ ならぬ と 感じて ゐ たとい ふこと は 意味 深い ことで ある。 西洋 

の 現代 經濟史 に 於け る 重要な 一 様相 は、 政治と 經濟 との 關 係の 中に 在る。 國民 的諸國 家に 組 II され、 强 力ならん こと を 

欲し、 そして 勢力 は 多くの 點に 於いて 經濟 的で あると 認識して、 西洋 は 人民の 經濟 活動に 對 する 國 家の關 係を强 調す る 

國 民生 活を创 造した。 國民 主義の 雰圍氣 の 中で は、 經 濟は國 民經濟 でなければ ならない。 經濟と 政治との 正しい 關係は 

西洋に よって、 重商主義、 自由主義、 及び 現 時の 新 重商主義 又は 經濟 的國民 主義の 如き 思想 及び 政策の 體 系の 中に 人れ 

られ た。 

傳統的 支那 は是 等の 事柄 を 全く 異なって 表現して ゐる。 傳統的 支那 は 文明であって 國 家で はない。 皇帝 は 同等の 諸國 

家の 統治者 達と 權カを 競って はゐ なかった。 彼 自身 如何なる 直接の 方法 を以 つても 彼れ の 人民の 經濟 政策に、 又は 物質 

的 一 i 利に 關係 しなかった。 彼 は iS 銃 及び 習慣に よって、 缺乏 丁ノび 受難に 對 して 一 般的 責任 を 負 ひ、 そして 早魃 及び 洪水 


が 彼れ の 人民の 窮乏 を 急迫 的なら しめた ときには、 贖罪の 上諭 を發 する こと を餘 儀な くされて ゐた。 然し 凡ての 實際的 

目的の ために は、 皇帝 は 物質的 福利の 問題に は無關 心であった。 商人、 銀行家， 職人、 及び 班 業者の 經濟 活動 は國 家に 

よって 統制され なかった。 宫吏 達の 關心は 統治者の 公然の 注意に！^ 上らない 方法で 表現され、 そして 通常、 一 般の 福利 

のた めの 經濟 活動の 統制 を その 目的と して 持たなかった。 傳銃的 支那に 於いて 行 はれた 銃 制 は 家族 及び 組合の それで あ 

つた。 支那の 組織 は 厘々 個人主義 又は 自由主義 であると 說 かれて ゐる。 それ は 同等の 眞實性 を 以て 家族 共産主義 又は 組 

合社會 主義で あると 稱 ばれうる。 支那の 組織 は、 それが あつたと ころの、 そして 大部分な ほ あると ころの ものと して 理 

解され ねばならない のであって、 それに 西洋の レッテル を 貼りつ ける ことによって は现 解され ない。 經 s^l 的圃民 主義の 

世界に 於いて、 顯 著なる 事實は 經濟と 政治との 分離で ある。 

【註 一 四〕 支那が 相戰 ひ、 競爭 しつ、 ある 諸王國 から 構成され てゐた 時代に は 思想家 は國 民. 1 濟の 問題に 注意 を狒 つた 0 支那 古 

典の 中に 於け る、 例へば 孟子の 書の 中に 於け ると、 西洋の 重商主義者の 著書に 於け るとの、 人口に 對 する？ i 度 を 比較せ よ。 

拉て 吾々 は、 支那の 組織 を 稍 完全な 輪廓に 於いて 眺めん として ゐる。 支那 人 は、 國民 主義の 問題の 解決 を擔 へる 政治 

組織 を 西洋との、 及び 興起し つ \ ある 日本の 國民 主義との、 現代的 關 係に 持ち 來 した。 民衆の 間で は國民 主義 は 家族 制 

度 及び その 地方 的 忠義の 中に 沒却 された。 それ は 世界 を 支配 せんとす る 天子の 政治的 要求 Or 中に 呑み込まれて しまった。 

それ は、 政治的に 便宜で あり 自然に 順って ゐた ところの 世界主義 を 目 ざして ゐた 擧者 達に よって 排斥され た。 支那の 

經濟 組織 は、 經濟と 政治との 關 係の、 西洋の 難問題の 解決 を 持って ゐる。 天子 はかけ 隔 つて をり、 經濟 問題 は 家族制^ 

及び 人民の 習慣 及び 傳統 に、 ；？！ が 支那の 圑體 個人主義と 稱ん だと ころの ものに 委 されて ゐた。 
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支那 は 革命な しに は 西洋の 政治 組錢 に出舍 ふこと はでき なかった。 その 政治 組織 及び 哲舉は 不適 當 であった。 その 1K 

子 は 世界の 可能，. なる 支配者で あるか、 さもな くば 天子た るに 價しな いかの；^ 目に なった。 滿洲 朝廷 は、 現代 世界に 於い 

て その 世界 支配の 抱負 を 生き 買 かう として 悲 槍なる 場面 を 演じた。 滿洲 人の 沒落 及び 宫僚 階級の 崩壞 は、 現在 進行し つ 

つ ある 革命 中の 附帶 事件で ある。 此の 革命の 經濟 的樣相 は、 支郊國 民の 物質的 福利に 對 すさ國 家の 關 係の 必然的 變 化の 

中に 在る。 

此の、 r 國 民の 生計』 に對 する 國 家の 關 係の 問題が 考察され る 場合、 三つの 可能なる 答へ が ある やうに 思 はれる。 それ 

等 は、 その 下に 經濟 的發 達が 起るべき 方針と して 述べられうる。 

第一 に、 玄那は 凡ての 權 力が 政府 及び その 官吏に あると いふ 傳統の 下に 進みうる。 これ は稍國 家社會 主義に 似た もの 

の 下に 經濟 的發 達を齎 すで あらう。 支那の 政治的 傳統 はこれ に 好都合で あるが、 然し 官吏 階級の 訓練 及び 傳統は その 成 

功に 不利で ある。 

第二の 可能性 は、 支那の 圑體 個人主義の 下に 於け る 私的 企業の 發達 である。 支那の 經濟 的傳統 はこれ に 好都合で ある。 

然し それ は、 新ら しい 概念が 形成され なければ ならす、 そして 人民と 同様に 官吏 を抅 束す る 憲法の 下に、 私的 企業が 自 

由 及び その 權 利の 保 證を與 へ られ なければ ならな いとい ふこ と を 意味す る。 

第三の 可能性 は、 共産主義の 或る 形態で ある。 支那の 村落の 傳統 はこれ に 好都合で あり、 そして 共産主義 は、 若し そ 

れが 何ら か 成功の 手段 を 持つ べしと すれば、 家族 及び 村落に 順應 しなければ ならない。 土地改革 を 獲得 せんとす る 農お 

間の 運動と しての 共產 主義 は、 今日 若干の 勢力 を 持って ゐる かもしれ ない が、 然し 共產 主義 運動が、 此の 國の經 濟的發 


達に 對 する 指導 を 提供し うると 想像す る こと は 困難で ある o 

次ぎに 人 は 進んで、 三つの 可能性の 下に 必要なる 資本 調達の 問題 を 考察す る ことができる。 國 家社會 主義 は！： 家が 外 

國 から 大規模に 借人れ る. こと を 意味す る。 私的 企業 或は 支那に 順應 せる 資本主義 は、 個人、 團體、 及び 商社に よって、 

大規模に 成功 的に 外國 から 借人れ る こと を 可能なら しめる やうな、 法律 的 及び 政治的 條件を 作り出す こと を 意味す る。 

共産主義 は、 若し それが 支那 を發 達させる とすれば、 貸すべき 資本 を 持たない ロシア からか、 然ら ざれば 現在の ロシア 

に 做って 作り出された 何等かの 方法に よって、 外國 から 借り入れる こと を 企てなければ ならない。 

支那の 産業 的發 達の その他の 諸問題 は、 輪廓 を 示された 三つの 可能性の 下に 考察され うるで あらう。 此の 問題 は、 然 

しながら、 もう 一度 考察され なければ ならない。 何故ならば、 それ は 傳統的 支那の 研究に よって 見出され るより 以上の 

こと を 包含す るからで ある。 それ は 國際的 政治 關係 及び 資本の 現實の 源泉の 考察 を 包含す る。 支那に 於いて 爲 されうる 

こと は獨. ^支那の みに 依って 爲 される ので はない。 
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第 四 章 現代的 經濟關 係 

1 、 初期の 貿易 

S- 統的 支那 は 商業 關係を 通じて 西洋 を 知る やうに なった が、 然し 初期の 貿易の 直接の 經濟的 影響 は 微弱であった。 そ 

れは、 貿易が 廣 東に 限定され てゐた 一八 四 二 年 以前に は知覺 されなかった に 相違な く、 そして 十九 世紀の 最後の 四 分の 

一 以後に 於け る 貿易の 增 進まで は、 支那 國 民の 經濟 生活の 上への その 諸效 は 考慮され る を 要しなかった。 初期の 貿易 

は 他の 理由に よって 重要であった。 

廣 東に 於け る 少数の 西洋の 商人に よって 代表され た、 貿易 權に對 する 此の 初期の 要求の 背後に は、 現代の 初頭に 於け 

るョ ー:1 ツバの 全 海外 發展 が橫 はって ゐた。 貿易への 支那の 緩漫な 開放 は、 西洋に 於け る 商業 革命の 遲れ た隨俾 現象で 

あつたが、 然し 支那の 貿易 は、 產業 革命が ョ ー 0 ツバの 經濟 生活に その 變化を 及ぼす まで は 重き をな さなかった。 西洋 

の胃險 商人 は廣 東へ 入る こと を 強要した が、 然し 十九 世紀の 後半に 於いて 貿易の 障害 除去に 關心を 持った の は 西洋の ェ 

業 家であった。 支那の 政治的 及び 經濟的 組織 は 西洋人の 強要に 消極的 抵抗 をな したが、 それ はまた 逆に、 西洋の 政治的 

及び 經濟的 組織の 結果で もあった。 支那が 初期に 於いて 西洋に 出會ひ 且つ 影響され る こと を 避けえなかった こと は、 現 


在 西洋が 東洋 諸國に 於け る國民 主義の 高潮から 流出す る 影響 を 避けえない と 同様で ある。 

〔一- M 一〕 かくの 如き 貿易に 對 する 支那 人 特に 地方 官吏 及び 商人に よる 反對 があった と. 王 張す るので はない。 

洋 との 初期の 貿易の 情 態 は、 その 目的で 支那に 來 た外國 商人に よって 貿易が 行 はれる とい ふこと を 誘致した。 人 極 及 

び 政治的 歸羼に 於いて 支那 人と 異なり、 彼等の 居住の ために 當 てが はれた 地域 を 占め  >  彼等の 成功せ ると 否と が 支那の 貿 

易 及び 經濟 的發 達に 依存せ ると ころの 集圑が 支那に 存在せ る こと は、 支那の 諸關 係に 於け る 特徴 的な 様相で ある。 支那に 

於け るかく の 如き 外國の 『居留民 集團』 は、 たと へ 年の 經過 と共に その 重要性 は變 化した と は 言へ、 廣皇， 商館 X"flictori 

3 を 作り出した ところの 情況に よって 說明 さるべき ものである。 現代の 上海 は 初期の 廣柬に その 起原 を^って ゐる。 

〔！！ a 二〕 支那と南東ァジァとの5=^易は、 是 等の 國に 居住せ る 支那 『居留民』 によって 營 まれて ゐる とい ふこと は 注意 さるべき で 

外阈 貿易 は、 狭く とも、 支那と 西洋との 一 全般的な 關 係への 通路であった。 それ は 列强の 側からの 支那との 平等に 對 

する 永い 鬪爭 を資 らした。 平等 は、 偉統的 支那の 皇帝の 銃 治の 基礎た る 假定に 反する ものであった。 平等 を 要求す る こ 

と は、 ョ ー 口 ツバ 人に とって は、 國際關 係の 明かに 必要な 條 件の 設定 を 要求す る ことにすぎ なかった。 然し、 平等 を 許 

容 する こと は 支那 人の 觀點 から、 特に 支那 人なら ざる 滿洲 朝廷の それから 觀れ ば、 支那の 世界の 政治 組織の 礎 を 弱め 

る ことであった。 此の 情勢 は 支那の 對外關 係に 心理的 譜 節を與 へたと いふ こと は 理解され ねばならない。 外！： 人が 關與 

したす ベての 取 極め は、 支那 人に は、 支那から 强 奪され た 讓與、 又は 外國 人が 支那に 或る 危險 を與 へて、 しかもつ まる 

ところ 彼れ の 要求 を壓 しっける 力に 外ならぬ 理由に よって、 享受す る 特權と 見られる 傾向が あった。 外 函人 は、 彼れ の 
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見た やうに、 平和的 貿易の 通常の 條 件の 設 { だに 對 して 繼續的 抵抗に 逢った。 彼 は當惑 もし、 怒り もした 0 外國 及び 支那 

の 双方に 於け る 心理的 背景が、 厦 々事件の 進路 を 定める のに、 厘々 言 はれる 法律 的 及び 經濟的 紛糾より は、 一層 重要で 

あった〕 『帝國 主義』 及び r 不平等』 條約 等の 言葉に 含まれる 感情 は、 一 部分 此の 心理的 背景に 歸 因す るので ある。 

二、 若干の 重要な 諸 制度 

支那と 西洋との 問の  一 的 差異 は 稍 詳細に 取扱 はれた。 それ 等 は、 私が 思 ふに、 支那の 國際 經濟關 係の 問題 を 理解す 

るのに、 最善の 背景で ある。 その 下に 外國 人が 支那に 於いて 生活し、 事業 を營 んでゐ ると ころの、 そして その 下に 他の 

諸國 おが 支那と 貿易す ると ころの 全 一 揃 ひの 取 極め、 卽ち數 年 前まで 重要なる 變更 なしに 存立して きた 組織 は、 生きて 

働いて ゐる 調整と して 見られなければ ならない。 

治 外法 權は、 此の 組織の 中に 於け る 最も 重要な 制度で あつたし、 また 人つ もさう である。 治 外法 權は、 諸外國 政府の 法 

權の 支那に 於け る 彼等の 國 民の 上へ の 延長、 又は 是 等の 國民を 支那 政府の 司法 權 から 除く ことで あると 見る ことができ 

る。 治 外法 權の 現行 組織 は、 支那と 諸 外國 との 問の 一 聯の條 約の 中に 表現され て をり、 その 最初の もの は 一 八 四 三年に 

最後の もの は 一 九 一 九 年に 締結され た。 治 外法 權は、 世界 戰爭の 始めに 於いて は、 實 際外國 人に して 支那の 司法権の 下 

に 支那に 住める ものはなかった 程に 一般的であった。 現在で は ドイツ人、 ォ ー スト リア 人、 ハン ガリ ー 人 及び ロシア 人 

は、 且つて 持って ゐた治 外法 權的 地位 を 失って ゐる。 西ョ ー & ツバ の 諸 新國家 及び ラテ ン • アメリカの 諸共 和國の 多く 

の國民 は， 支那 裁判所の 司法 權に 服して ゐる。 然し、 非常に 多くの 外國 政府が 治 外法 權の 行使 を繼繽 して をり、 それ 故 


に 依然として それ は、 支那に 於いて 其の 下に 外國 人が 生活せ る 組織の 基礎 をな して ゐ る" 

〔ま 三. 1 "obengier,  Charles  S.,  on  Hxtraterritoriality,  Corpus  Juris,  American  ； Law  IBook  rompany.  New /ork, 19 は 1, 

vol. p  p.  300.  _ 

【*-gn 關係 せる^: P の 条項 は Beport  二  the  cfommissist  on,  Extratcrrltoridity  in  phla.  Washington,  1926,  pp.  の 

錄 一 に列擧 されて ゐ る。 

治 外法 權は 商社に、 及び 民事訴訟に 適用され、 そして その 經濟 的に 重要な 意義が あるの は 此の 分野に 於いてで ある。 

諸外國 政府 は條 約の 條項 を實 施す るた めに 裁判所 を 有ち、 そして 或る 場合に は、 支那に 於いて 事業 を營 むた めの 商社の 

創立に 關 する 法令 を 制定した。 かくの 如き 商社 は、 外國 人と 同様に 支那 人の 成員 を以 つて 組織す る ことができる。 此の 

事 は 支那に 於け る外國 投資の 算定 を 犬に 複雜 にす る "それ は 事業 競 爭の條 件の 多様性 及び 課稅の 複雜な 問題 を 作り出す。 

か&る 問題 は、 外國 商社が 海港に 於け る 輸出 人 業に 局限され てゐ たと きで も 困難で あつたが、 支那 政府の 法權 から 除外 

された 外國 商社に よって 支那の 重要な 鐵 道が 所有され る ことによって 附 加され る 困難 を 思 ひ^ょ。 かくの 如き 鐵 道が 外 

國 政府に よって 所有され てゐる 場合 は、 投資の 經濟的 意義 は、 政治的 意義に よって 蔽 はれる であらう。 

【一 M 五〕 例へば、 本書 察 十五 章 「支那に 於け る 米國の 投資」 四の 6 支那 貿易 條 令の 說明を 見よ 0 

第二の 制度 は 條約港 又は 開港 場であって、 其 所で 外國の 事業家 は 居住し、 土地 を 獲得し、 そして 彼れ の 事業 を^む こ 

と を 許されて ゐる。 かくの 如き 港の 設置 は、 多くの場合、 條 約の 規定の 結 栗で あるが、 然し それ 等の 中の 若干 は 支那 政 

府の 法令に よって 開放され たもので ある。 私 は 此の 倏約 港と いふ 言葉 を、 海岸に あると 否と を 問 はす、 外！： の 商人 及び 

外國 との 直接 貿易に 開かれて ゐる 支那の 都市に 對 する 便利な 名稱 として 用ゐ やうと 田.- ふ。 條約港 は、 支那に 於け る外國 
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『居留民』 が、 其 所では 治 外法 植の 施行に よって 彼等が 外國 司法 攛の 下にあった ところの、 比較的 少数の 中心地に 居住せ 

る外國 人の 群から 形成され てゐ ると いふ 狀態を 作り出した。 條約 港、 開港 場、 商埠 地、 卽 ち外國 商人の 營業 及び 居住の 

爲に 閒 放された 場所の 數は、 一 九 三 〇 年末に は 約 八十であった。 是 等の 場所の 中 五十一 一に は稅關 があった。 條約 港の 數 

は 一 八 四 1 一年の 五から、 一 八 九九 年に は 三十 一つ 一 九 一 三年に は 四十 八に 增 加した。 夫 等の 中で 上海 は、 貿易 及び 投資 

から 見て、 顯 著なる 重要性 を 有ち、 そして 此の 國の 主要な 金融 中心地で ある。 

【一 ぼ 六〕 Willoughby,  \V.  \V.,  Foreign  Rlyhfs  §d  Jhfas  i さ Ohina,  vol. 2,  p.  736. 

【一 ぽセ〕 せ ：i^l 建 は 一 八 六 〇 年 以來、 支那 『內 地』、 卽ち條 約 港なら ざろ 所に 於いて 土地 を 獲得す る 權利を 有って ゐる。 

willoughl-y,  \V.  w,.  Foreign  lilyhfs  and  Litercsts  in.  Chi さ a,  vol. 2,  PP-.  706 1 IP 

條約港 地域の 若干 は外國 人の 居住の ために 取って 置かれた。 其 所では、 或る 場合に さう である やうに 地方 政治の 全 管 

が 支那 當 局の 手中に 在り、 治 外法 權の 施行と いふ ことが 外國人 居住地 域に 或 程度の 分離 狀態 を與 へて ゐ るつ 或る 都市 

に 於いて は、 外國 人の 居住の ために 取って 置かれて ゐる 地域 は、 協定に 基く 政治の 下に あり、 その 協定に よって 地方 政治 

が 或 程度に 外國 人の 手中に ある。 上海の 外國 居留地 は、 支那 政府に よって 布告され た 土地 規則に 基く 一種の 特權を 有つ 

てゐ ると 認められうる。 此の 特權の 下に、 そして 治 外法 權の 下に、 自治 的 居留地が 選擧 された 評議 會を以 つて 成長し、 

る 程度に 列國の 地方 領事 達 及び 是等 列國の 駐支 大公 使 達に 隸屬 して ゐた。 或る 都市で は 『專管 居留地 J  ("concessicnj 

が發 生した。 『共 管 居留地」： ("seltlcmenr) は專管 居留地が 有って ゐ ない 若干の 阈際的 性質 を 有って ゐる 0 專管 居留地 は、 

關係 せる 外！： に 土地 及び 市政の 管理 を與 へる ところの、 外國と 支那 政府との 間の 協定に 基いて ゐる。 せ 界戰爭 の 始めに 

5,:ls つて は少 くも 二 汁 g: の專管 居留地が 支那に 在った。 例へば、 天津に は 八つ もあった。 共 管 居 S£ 地と 專管 居留 他と は- 


警察力と 市政と が 支那 當 局の 手中に 無い とい ふ、 此の 重 耍な點 に 於いて は 同様で あると いふ こと を 注意す る ことが 阡 

である 0 

〔5!a 八〕 Feetham  Report  一  vol. I,  p.  26. (滿鐵 調査 課譯フ イタ- ム 報告 上 篇三六 頁) は 一八 四 五 年の 布吿 を再錄 して ゐる。 

〔！ほ 九】 ism  Report  Chapter  I く，  pp.  8419  ( 邦 譯上篇  一 二三 11 九 頁) は 土地 規則に 體 現された る 市 『憲法』 を 示して ゐる。 

〔1M  一  0〕 八つ は、 イギリス、 フランス、 日本、 ィ タリ I、 ドイツ、 ロシア、 ベル ギ I、 及び ォ. I スト リアの それであった 0:^ 

等の 中 四つ は 支那に 回收 された —— ドイツ 及び ォ ー スト リアの は 一九 1 七 年に、 ロシアの は 1 九 二 〇 年に、 そしてべ ルギ ー の 

は 1 九 一一 一 〇 年に。 上海 は その 1 つの 租界 (フラン ス ：>  と國際 居留地と を以 つて 顯 著な 對 照 をな して ゐる 0 

第 四の 制度 は 『租借』 地と 呼ばれうる ところの ものである。 實例は 南滿洲 の遼柬 半島に 於け る 日本の 租^地、 廣州灣 に 

於け る フランスの 租借地、 香港の 對岸九 龍に 於け る イギリスの 租借地、 威海 衞に 於け る イギリスの 以前の 租借地、 及び 

膠 州に 於け る ドイツの 以前の 租借地 等に 見出しうる。 租借地 は稻借 期間 中 完全に 外國の 管理の 下に ある。 かくの 如き 地 

域に 於いて は、 軍事的 防備 は 支那 政府と 相談な しに 施され、 そして 他の 外 園の 治 外法 權は 適用され ぬ ものと されて ゐる。 

【一 ぼー 一〕 威海 衞は 1 允一 二 〇 年 十月 I 日に、 1 九 三 〇 年 四月 十八 日の 協約に 從 つて 支那に 回收 された。 CFa-  NP  Sa930)， 

Cmd.  3590. 

協定 == 又は 條約 關稅 はも はや 效カを 失った が、 是 等の 制度の 中に 擧 げらるべき である。 j 九 一 一八 年 及び 一 九 一 一九 年に 

支那 は關稅 自主 權を 獲得す る ことに 成功した。 國定 關稅は 一 九 一 一九 年 一 一月 一 日に 實 施され、 第二の 關稅法 は 一 九 三 一 年 

1 月 一 日. に實 施された。 協定 關稅の 期 問、 卽ち 一 八 一 一八 11 1 九 一 一九 年に 於いて は、 支那の 關稅 率は條 約に よって 從價 

約 五分の 基礎の 上に 決定され てゐ た。 關稅 は、 事實上 大部分 從量稅 であって、 此の 組織の 如何に 厳然たる ものであった 
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か は、 此の 期 にわ づか 三回、 卽ち 一 八 五八 年.' 1 九 〇 二 年 及び 一 九 一 九 年に 修正が あった だけ だとい ふ事實 によって 

1： 斷 しう， るで あらう。 條約關 稅に對 する 支那 人の 主な 反對 は、 それが 支那 政府の 牧人 を 制限 するとい ふこと、 そして そ 

れが 奢侈 品に 對し、 又は 產業 保護の 目的の ために 高稅を 課する こと を 妨げる とい ふこと であった。 

銀 は、 支那の 現代的 貿易の 期 問 を 通じて、 國際的 取引の 支拂 手段と して 認められて ゐた。 國內に 於いて は、 銅 は 特に 

現 世紀に なつてから 次第に 重要性 を 失った が、 これ は 一 部分 外國 貿易の 增 進に 因る ものである。 支那と 取引す る 商人 は 

その 日 4f の變 動、 或は 數 年に わたる 高低、 世界 戰爭 中に 於け る 騰貴 或は 一 九 二 九 年 以來の 下落 等の 言葉の 中に 銀 を考へ 

る。 是 等の 動 搖は 貿易に 不確實 性の 要素 を 持ち込み、 そして 投機 を 不可避 的に する。 それ 等 は 支. g の 金融 中心地 上海と 

外國 金融 中心地と の^の 資金の 流動 を 阻害す るに 役立つ。 支. 那に 於け る 短期 投资 は、 若し 支那が 金本位制 又は 金 爲替本 

位 制であった 場合に 有りうべ きょり は少 い。 釵價 の動搖 は、 事業家に よる 長期 對支 投資 及び 支那 政府に よる 長期 借 入れ 

の危 險を增 加した。 略 一 八 七 〇 年頃からの 可な りな、 そして 明らに 繼繽 的な 銀の 金價 格の 下落の 效 roj- は、 貿易の 分野に 

於いても、 投資の 分野に 於いても、 そう 容易に は 見出されない。 1 般 的に 私 は 銀に 對 して、 通常 想像され てゐ るより は 

少ぃ 重要性が 附 せらるべき であると 信す る。 支 it にと つて は 銀 問題 は 通貨 問題で ある。 大 貿易 諸國と 通貨が 異なって ゐ 

る こと は、 世界 戰爭 以前 西洋が 自動的 金本位制の 上に 在った と 言 はれうる 時期 程に は 重要な 意義 を 持って ゐ ない。 特定 

の國の 貨幣 本位 制 は、 むしろ 國民的 政策の 問題で ある。 かくの 如き 情況の 下に 於いて は、 考慮すべき 重耍な こと は、 銀 

の 國 際 經濟關 係の 分野に 於け る 影響より は、 その國內物價及び支那內部に於ける事業狀態に對する^^；^響でぁらぅ。 


三、 十九 世紀 最後の 四半期に 於け る外國 貿易  • 

支那の 貿易 は、 事實上 十九 世紀の 最後の 四 半期に 於いて 成長し はじめた。 銀價 格に 於いて、 增加は 三倍であった。 此 

の增 進に 繽 いて 又は 同時に、 一 八 六 九 年に 於け るス H ズ 運河の 開通、 蒸汽鋼 使用の 急速なる 增加、 及び 口 ン ドン • 上 

海 間の 電信の 開通が 起った。 

【一 ーぽ  一二〕 私の Fordyn,  Trade  of  chf  pp.  33144. に、 私 は 支那の 細目 的 研究 を 一八 七 一 年から 始める 理由 を說 明して なる。 

此の 期 問の 變化は 貿易の 凡ての 様相に 11 れた。 廣束 貿易の 時代から 茶と 鍋と は 支那からの 主要な 輸出品であった。 そ 

して 今日 西洋の 通常 人の 頭の 中で は、 支那 はや はり 大豆の 國 であるより は、 茶と 絹の 國 なので ある。 七十 年 時代の 初め 

に は 茶と 錯と 合せて やはり 支那の 輸出の 九 〇，^ を 占めて ゐ たが、 一九 〇〇 年に は 半分 を 占める にす ぎなかった。 同時に 

支那から 茶、 及び 日本から 鍋の 輸出が 增進 しつ \ あった。 現 世紀の 初年に 於いて、 支那 は 茶 及び 鍋の 主要 輸出 國 たる 地 

位 を 失った。 

十九 世紀の 最後の 四半期の 問に、 綿製品が 支那への 輸 人品の 第一位 を 占めた。 石油が 支那 人に 受 用され 通常の 消費財 

となり、 そして 支那 内地に 於け る 窓ガラス、 石鹼、 時計、 懐中時計、 及び 小麥粉 等の 如き 廣汎な 種々 の 消費財 使 W の大 

なる 增進 があった。 

【一！ 一  三〕 綿製品 は 一 八 八 五 年に 阿片の 地位 を 奪った。 阿片の 輸入 は 急速に 減退し、 一 九 一 七 年に は 『租借地 內の 消費 の^に 』 依 

然として 大 連に 輸入され てゐた 以外 は、 仝 部 政府の 報告から 消 減した。 阿片 はまた 地方 的 阿片 專寶に 使用す るた めに 香港に 輸 
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入され た。 

此の 時期に 於け る 貿易 は 大部分 イギリス 帝國 との 間であって、 イギリス 帝 國內の 分配の ニ大 中心地、 香港と ロンドン 

との 間に 行 はれて ゐた。 此所 にも 又た、 意味 深き 變 化の 證據 があった。 一 八 七 一 年に 於け る 支那の 外國 貿易の 八 五ズま 

でが グレ， I ト • ブリ ティン、 印度 及び 香港との 間であった。 その 世紀の 終りまでに、 パ ー セ ンテ ー ジは六 〇 に 下った。 

共の 他の 諸國 との 間の 貿易が 增 加し、 そして その他の 諸國 との 直接 貿易が 著しく 增 進した。 

前世紀の 終り 頃まで は、 機械 又は 鐵道村 料の 輸入 は 無かった。 かくの 如き 輸入の 開始 は、 支那の 西洋との 經濟關 係が 

變 化しつ \ あると いふ ことの、 そして 現 時の 貿易が 事實上 一 九 〇〇 年頃に 始まった とい ふことの、 もう 一 つの 證據 であ 

, る。 

四、 支那の 最近の 貿易 

支那の 外 同貿. ^の 銀價額 は、 一 九 一 一九 11 1 九 三 一年に は、 世紀の 轉換 期に 於け る それの 約 五倍であった。 此の 增加 

の 約半分 は 世界 戰 (サ以 前に、 他の 半分 は ヨリ 近年に 起った。 此の 增進は 支那の 經濟的 地位に 於け る 眞の變 化 を 表示して 

ゐる。 支那の 經濟は 除々 に 世界 貿 の 流れの 中に 引き入れられて ゐる" 此の方 向への 振動 は、 過去 三十 年間に 於いて 强 

かった。 

然し、 他の 諸國 との 比 _ ^を 可能なら しめる 諸數字 は、 變 化の 緩 漫さを 示す とい ふこと が 注意され ねばならない。 支那 

は、 世界 諸國の 人口 ー當り 貿易 を 示す 如何なる 表に 於いても、 最下位に 在る。 ま那の 人口 一 當り 貿易 は 一 九 〇〇 11 1 
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九 一 三年 0 間に 倍加し、 一 九 I 四 11 1 九 三 〇 年の 間に 再び 倍加した。 それに も か k はらす 支那の 人口 一  常り^ は、 

近年に 於け る ロシア 及び 印度の それの 約 半、 日本の 十分 ノ 一 に 過ぎす、 そして IS 洋の 高度に 發 達した 諸 國 の 人口  一  り 

貿易の 三 又は 四 ％ を 超えなかった。 

〔ほ】 一四〕 近年の 數字 は國際 聯盟の 國際賈 易 及び 國際 貸借に 關 する 記 錄 c^§sr§s;§o の 諸號の 中に 發 見され る。 

世界の 貿易の 中に 支那が 占める 割合 を 示す 數字を 見れば、 吾々 は 同様の 狀態を 見出す。 支那の 贸：： は、 此の 世紀の 頭 

初に 於いて は 世界 貿易の 約 丁 五 ％、 世界 戰爭の 直前に は 一 • 七 ％、 近年に 於いて は ニニ 1% である  1。 墦進は 著しい。 印 

度の 割合 は 今世紀に なつてから 殆 んど增 加し. なかった。 然るに 日本 は、 一 九 〇〇 年の 割合の 三倍に なった。 そしてせ ^ し、 

支 i: の 面積、 人口、 及び 資源に 比して 現在の ニニ 一，^ を 考慮 するとき は、 支那に とって 重要な 變化 も、 世界の 地から 

はや はり 比較的小 さいと いふ 結論に 到達 せざるをえない。 

〔ー！^3 一  五〕 早期の 諸 年の 數字は Statistisches  Jhhrbuch  flkr  das  deutschc  Rdch に 據リ、 其 後 の 諸 年 に 就いては 聯盟の .M.morcm- 

dwn に據 る。 
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支那からの 輸出品の うちで、 原料、 特に 農業 生産物の それらに 於いて、 著しい 增加 があった。 滿洲の 植民 及び 開發と 

密接に 關聯 せる 大豆、 豆粕、 及び S 油の 輸出 增加は 周知の ことで ある。 種々 の 油 料種實 及び 堅果の 輸出が 增 加した とい 

ふこと は、 さほど 一般に 知られて ゐ ない。 過去 二十 五 年 乃至 三十 年間に、 西洋の 發 達せる 諸國 は、 熱帶 地方 及び 東洋 か 

ら益々 多量の 植物油 を 購入して をり、 支那 は その 中で 一役 を 演じて ゐる. - 卵 及 穀物の 輸出 は增 加した。 若干の 金 屬、 例 

へば アンチ モ 一一 ー の 如き は 多量に 輸出され てゐ る。 最後に、 海 關當局 は、 一九二 一 年 以來、 支 都から 輸出され る 『機 製 

洋式 貨物 J の、 別の 表を發 表して ゐる。 是 等のう ちの 主要な もの は 綿 織 糸であって、 一 九 一 一 五 年 及び 一 九 三 〇 年に 於け 

るかく の 如き 諸 生産物の 總價額 は 約 七 千 五 百 萬 海 雨に 上った。 

輸入品の うちで、 凡ての 種類の 綿製品 は 第一位 を 維持した が、 近年 多少の 減退が あった。 綿糸に 就いては、 輸入 は 非 

常に 少く なり、 支那 は 今では、 支那に 於いて 廣汎な 市場 を 見出す 製品の 第一位の もの \ 1 つであった 此の 商品の、 輸出 

超過 園に.. 5, < つた。 機械、 自動車、 及び 電氣 装備 等の 如き 輸入の 新ら しい 品目 は、 一九 〇〇 年に は 識別され 難かった とこ 
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ろの、 變 化の 進行 を 示す。 その他、 食料品が 支那の 輸入品の うちで 或る 重要性 を 獲得した。 

近年に 於け る 輸入品 及び 輸出品の 主な 諸 群の 重要性 は 次ぎの 表に 示されて ゐる。 一 九 一 一六 年 は、 極 々の 方而に 於いて 

正常 的と 呼ばる ベ き 最後の 年で あると いふ ことが 念頭に 置かれねば ならない。 イギリス 商品の ボイ コ ッ トは その *^ は衰 

退し つ \ あり、 そして ヨリ 最近の 日本 商品の ボイ コ ットは 未だ 始まらなかった。 

第一 一一 表 商品 類别 による 支那の 貿易 *  (價 額に よって 配分され た 百分比) 
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八： i{ 料 及飮料 


原料 及 半製品 
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食料 及飮料 一 原料 及 半製品 


* 國際 聯盟の メモランダム 及び 支那 海關銃 計の 數 字に 據 る。 

一九 〇〇| 一九 三 〇 年に 於け る 支那の 外國 貿易の 方向に 於け る顯 著な 變化 は、 日本との 貿易の 著しい 增 加と、 合衆國 

との 貿易の 大 なる 增 加であった。 イギリス 本國 との 貿易 は銀價 格に 於いて は 多少 增加 したが、 支那の 總贸 u さ  1 に對 する 

割合と して は 減退した。 また 此の 期間 を 通じて、 香港との 貿易の 割合の 繼續的 減退が あった。 最後に、 支那 人の 听 §i 南 

洋、 卽ち全 南東 アジア 及び 東印度 諸島が、 支那の 貿易に 於いて 重要性 を 加へ たとい ふこと が 注意され ねばならな.^。 
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第一 篇總粛  五 二 

DM 一  穴〕 重要な 諸國と の 貿易に 於け る變化 は 第二 編の 各 章 の 最後 の 諸 表に 示されて ゐ る。 

支那の 贾： の 配分 を 示さん とする 企て は、 香港 地位に よって！； 難に される. - 過去に 於いて は それ は 不可能であった。 

香港 貿 の數字 は、 今では 一九 三 〇 年の 最後の 九 ヶ月に ついて 利用で きる。 是 等の 數 字に 基け る 計算 は 吾々 をして、 過 

去に 於いて 可能であった よりも 明瞭な 配分の 數 字に 到達す る こと をえ せしめる。 若し 香港 を 支那の 一 部と して 取るなら 

ば、 吾々 は 支那の 統計の みから 到達され ると ころの ものと は 重要な 差異 を 示す 百分比 配分に 到達す る。 次の 表に 於いて、 

第 一 欄 は 支那の 貿易に 對 する 百分比と しての 各國 との 貿易 を 示し、 第一 ー攔は 支那 及び 香港の 貿易 總 額に 對 する 百分比と 

して、 各 國の對 支 及び 對 香港 貿易 を 示して ゐる。 

【一一 は 一 セ〕 Honglsn^  Trfvde  and  shiopills-  Returns:  Noronha  &  Co.,  D ひ c., lonp 

第 四 表 一九 ilio 年、 若 千の 諸 園の is 支 貿易と 對支 = 及び 香港 貿易 


支那 總^ 易 紋に對 する 百 


香 暹 


海 


港 羅 


、、ク 


植 


民 


ビ 
ン 地 


七 〇 〇 一 

二 四 六 三 


二 〇 二 

二 九 


八 六 • 三  八？ 〇 

最 重要な 三國、 即ち 日本、 合衆國 及び イギリス は 支那の 貿易の 四 九 ％、 支那 及び 香 の貿 の 五三 • 三％ をい：： めて ゐ 

る。 尙ほ 附言せ ねばならぬ ことがある。 實 際は對 米で ありながら 統計に は對 日と 報吿 されて ゐる ところの、 日本 を經. E 

する 米 支 貿易が ある。 シン ガボ ー ル 及び 印度 を經 由し、 對英 として 報吿 されない 對英 貿易が ある。 若し 凡ての 報告が^ 

集され たなら ば、 此の 三つの 主要 貿易 國は 全く 他の 諸國を 凌駕して をり、 支那の 貿易の 約 五分 ノ三を 占めて ゐる ことが 

見出される であらう。 是等 三國は 支那の 貿易に 於いて、 香港 を 含む 數 字が 示す より 以上に、 相 近似せ る 重要性 を 有って 

ゐる とい ふこと は 疑 ひ を容れ ない。 對 南洋 貿易 は、 若し 香港 を 含めるならば、 支那 海關銃 計が 示す 六 *五％ ではなくて、 

實際は 一 五ズ になる とい ふこと に 注意すべき である。 實際 支那の 貿易に 於いて 四つの 重要な 諸國が ある 11 順位に 擧げ 

れば、 日本、 合 衆國、 南洋、 及び イギリス である。 かくの 如き 叙述 は 吾々 をして、 支那 海關就 計に よって 可能なる よ 

以上に、 支那の 商業 關 係の 眞の 繪圖を 見る こと をえ せしめる。 
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綿糸に 關 する 備考 

支那の 綿糸 貿易の 消長の 物語り は、 支那に 於け る諸變 化、 及び 近年に 於け る 極東の 經濟史 の 上に 照明 を投 する。 前世 

紀の 七十 年代 以前 は、 イギリスから 少量の 綿糸が 支那に 輸 人され てゐ た。 此の 貿易 は 綿糸 舫績が 印度に 於いて 若干の 進 

歩 をな すまで は發 達しなかった。 七十 年代の 末に 綿糸 錘 數總計 は 百 萬に 達し、 印度 綿糸の 對支 輸出 は 急速に 增 加した。 

綿糸 貿易 は 增進を け、 一九 〇〇 年までに、 支那に 輸入され る 綿糸の 價額 は、 織物の 總 貿易 額と 同じ 位に なった。 一八 

九九 ギには 五 千 五 百 萬 海 關兩の 六 五 ％をド らぬ 額が 印度から 来た。 

一 九 一 五 年に は、 一 八 九九 年と 略 同じ 位の 綿糸が 支那に 輸入され た。 その 支那の 總 貿易に 對 する 割合 は ヨリ 小さ かつ 

たが、 數量は 略々 同じで 價額は 稍 之 を 凌駕して ゐた。 差異 は その 輸出 國の 中に 在った。 一 九 一 五 年に は 綿糸の 半 以上が 

日本から 來た。 一 九 一 五 年 以降 は、 支那の 外國 からの 綿糸 購入 は 明かに 繼鑌 的に 滅 返して ゐる。 此の 減退し つ i ある 貿 

易の 中で、 日本 は增 進し つ 、ある 分 前 を 取った。 一 九 一 一 一 一年 及 一 九 1 1 三年に は 綿糸の 三分 ノニ 以上が 日本から 來た。 

一 九 一 一 五 年 以後、 綿糸 輸入の 減退 は 急激であって、 その 年の 四千 萬 海關兩 から 一 九 三 〇 年に は 一 千 萬 海關兩 になった。 

1 九 三 〇 年に 於け る 日本からの その 輸入 は 四 〇ゲふ を 超えなかった。 日本の 分 前の 減退の 說明は 恐らく 日貨 排斥で あらう。 

世紀の 轉換 期に 於け る 支那への 總輸 人の 二 0,^ に 上った 貿易 は、 一九 三 〇 年 迄に 〇• 五％ に 落ちた。 綿糸 は 阿片の 後 

に顯 著に 增 進した 第一 の 輸入品であった。 印度の 工業 的發 達が 先づ 起り、 その 對支 輸出 は 一九 〇 五 年に 頂點に 達し、 そ 

れ から 減退した。 日本が その 發 達に 從 つて 主役 を演 する に 至った。 その 輸出 は 一九 一 五 年に 頂點に 達し、 それから 減退 


した。 令 日で は 支那に 於け る 諸 工場が 事實上 綿糸に 對 する 需要の 全部 を 供給して をり、 支那 は 一 九 二 九 年 以来 輸出超過 

國 になって ゐる。 他の 如何なる 商品 も、 綿製品の 一般的 貿易に 於いて 迎る 傾向の ある 道程の、 それ 程簡單 明瞭な 實例を 

提供し はしない。 綿糸 貿易の 盛衰の 中に、 印度、 日本、 及び 支那の 初期の 工業 的發 達が 反映され てゐ るの を 吾々 は兑 る。 

五、 約 說 

支那 は、 現代の 資本主義 的 意義に 於いて は 比較的 未發 達な 東洋の 國 であると して 紹介され てゐ た。 彼は經 濟的發 達に 

對 して は、 その 時代に は强 力で あり、 现 論に 於いて は 世界的で あり、 そして 實踐に 於いて は當時 彼に 知られて ねた 凡て 

の 世界 を 抱擁して ゐた ところの、 傳銃的 組織に よる 抗拒 を 向ける。 支那 は 家族に よって 支配され、 業に 依存し、 そし 

て 赤貧が 多数の 者の 常態で ある 程に 犬なる 人口 を 持てる、 農村 民の 文明で ある。 資本 装備 は 貧弱で ある。 銀行 及び 金融 

の 諸 制度 は n 十い 時代に 組織され、 それ 等 は 工業より は 寧ろ 商業 を 助けた。 此の 支那の 文明 は、 貿" 勿の 分野に 於いて^ 洋 

と 遭遇した。 その 帝 EI 政府 は、 その 世界 支配の 要求 を 遂行す る こと をえなかった が 故に、 そして 支那 人 は それ を 外來の 

ものと 認めて ゐ たが 故に、 此の 遭遇の 試練に 耐 へなかった。 ま那 人が 直面す る 問題 は、 國民 的國家 建設の それで ある。 

西洋 は 政治 組織と 經濟的 福利との 關 係と いふ、 國家 組織の 根本的 問題 を兑 出した。 支那の 國民 的國" おは 此の 問題に +吐面 

しなければ ならぬ、 或は、 支那の 國民的 國家は 此の 問題の 解答 を 周って 建設され るで あらう と 言 ふ 方が い X。 支那 人 は、 

孫 逸 仙 博士の 言葉 を かりれば、 國 民の 生計の 問題 を 解決すべき 政治的、 壯會 的、 及び 經濟的 組織 を 作り出さねば ならぬ。 

傳統的 支那の 解 體が何 所まで 進む だら うかと いふ こと は、 何人も それ を 言 ひうる 程 賢明で ない。 

笫四 ^ 現代的 II 濟闘係  五 五 
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此の 分析 を 吾々 の 目的に 適用 すれば、 此の 問題 は經 濟的發 達の 直接の 手段の 問題になる。 思想の 輸入に よる 進歩の 凡 

ての 可能性 は 培養され ねばならな いが、 然し 結 極、 外國资 本が 要求され るで あらう。 如何にして それが 来る だら うか。 

政治 組織の 即時 的 可能性 は 、官僚 階級 叉 は その後 繼者 による 國 家社會 主義 か、 農民 階級 出身の 新人 達の 指導 下の 共産主義 

か、 或は 實業家 達の^ 導 下の 支那に 順應 せる 資本主義 であると 思 はれる。 是 等の 可能性の 何れが、 充分な 額の 外國 資本 

を 持ち込み、 外資 を 賢明に 使用し、 その 使用の 政治的 危險を 避け、 そして 支那 をして、 經濟發 達の 初期の そして 最も 困 

難な 段階 を 通過せ しめる のに、 最も 見込が あるか。 私の 目的 は、 差し 當り、 如何なる 程度の 確實 性を以 つても 答へ うる 

問題 を 尋ねる ことで なくして、 根本的 重要性 を 有つ 問題 を 提起す る ことで ある。 

次ぎに 私が 向 ふ 仕事 は、 支那に 於け る外國 投資の 输圖を ありの ま i に 表示 せんとす る 企てで ある。 外 國投资 に關 する 

諸事 實を 述べた 後、 是 等の 諸事 實 及び 此の 分野に 於いて 利用し えられる 其 他の 報吿 を， 此の 國の國 際 貸借 表に 纏め 上げる 

とい ふ 企てが なされて ねる" 私 は 可能性 及び 蓋然性の 判斷 から、 以下の 第 一 ー篇に 示されて ゐる諸 研究の 分析に 轉 する" 

その 目的 は 支那の 國際 金融 的 地位の 合理的に して 論理的に 一 貰せ る 鎗圜を 作る ことで ある。 若し 支那が 占めて ゐる 世界 

的 地位に 關 する 私の 判斷が 全く 誤って をり、 そして 將 來に對 する 私の 推算が 誤 まって ゐる としても、 それに も か \ はら 

す、 支那に 於け る外國 投資に 關 する 諸事 實は 45 憑すべく、 國際 貸借 表 は 合理的で あると いふ こと は 容認され るで あらう， - 

讀者 は、 將來を 推算 せんと 企てる 如何なる 分析に 對 しても 懷疑 的で あるに 充分な だけ， 支那 をよ く 知って ゐる であらう。 

彼 は變更 する こと を 欲しない 彼 自身の 分析 を 持って ゐる であらう。 何れにせよ、 彼 は 以下の 諸 章 01 中に、 支那に 於け る 

外！！ 投資に 關 する 新しい 材料と、 支那の 1： 際 貸借と いふ 困難な 問題に 對 する 新ら しい 攻究と を 見出す であらう。 


第五 章 支那に 於け る外國 投資の 一 般 的描寫 

1 、 一 般的 諸數字 

支那に 於け る 外 國投资 は、 以下の 諸數 字を單 一 の數 字に 纏めて、 一 九 三 一年に は 三十 一 一億 四千 一 一 百 萬 米 弗になる。 除 

外した 分が あるの を 認めて、 此の 額 は 大ざっぱに 三十 三 億 米 弗と 見 積る ことができる" かくの 如き 推算の 何れ かに 於け 

る 誤りの ある こと を 考慮に 人れ て も、 やはり 或る 確實 さを以 つて、 總額は 三十 億 米^と； 一； 十五 億 米 弗との 問に あると 言 

ふこと がで きる。 

總計は 以前の 二つの 年度に 對 して 提供され うる。 その 第一 は 世紀の 轉換 期に 近い 年で ある。 現實の 年は國 によって 異 

なる が、 一九 〇 二 年が 代表と して 選ばれうる。 一九 〇 二 年の 支那に 於け る外國 投資の 總額は 七 億 八 千 七 百 九十 萬 米 弗で 

ある。 第一 一は、 世界 戰爭 以前の、 そして 支那 革命の 一 般的效 が顯 然となる 以前の 狀態を 示す ために 選ばれた 一 九 一四 

年に 對 してで ある。 一 九 一 四 年に 於け る 總額は 十六 億 一 千 三十 萬 米 弗で ある。 

若し、 推^ を 一九 〇〇 年まで 遡らす ことができる とすれば、 總額は 疑 ひもな く 一  九 〇 二 年に 於け るより は稍少 く、 ま 

あ 七 億 五 千 萬ま^と いふ 所で あらう。 若し 凡ての 國に對 する 一九 一四 年の 推算が 存在す ると すれば、 その 數字 はもう 少 

第五 章 支那に 於け る外國 投資の 1 般 的描寫  五 七 
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し 大きく、 まあ 十六 億 五 千 萬 米 弗と いふ 所で あらう。 支那に 於け る外國 投資 は圑 匪事怦 から 世界 戰& までの に 一 一倍し * 

そして 世界 戰爭の 始めと 一 九 三 一 年 九月に 於け る 日本の 滿洲 占領 開始までに、 更に 二倍した。 

二、 他の 諸 國に關 する 數字 

此 所に 含まれる 諸 金額の 大きさ は、 其の 他の 諸 國 に關 する 推算との 比較に よって 評價 されうる —1 たと へ 支那 に^す 

る？ i 數字は 恐らく 一  歴 包括的で あると いふ こと は 念頭に 置かれねば ならない とはい へ。 支那の 面積 及び 人口 は 印度との 

比較 を 暗示す る。 印度に 就いては 何等 承認され た數 字が なく、 そして！ 一十 億 米 弗から 三十 五 億 米 弗に 至る までの 諸總計 

が 見出される。 

サ ーニン ョ ージ.ぺ ィ シ (sir  George  paish) は 一九 一一 年に ィ ギリ ス の 印度 及び セィ 口 ン に對 する 投資 總額を 三 億 六 

千 五 百 萬 It と 推算し，^。 ハヮ ー ド (H.  F.  Howard) は 同年 頃に 於け る 推算 をな して、 印度 だけに 對 して 四 億 五 千萬碟 

とい ふ總 計に 達した。 廣く 引用され る 推算 はシラ ス (P  F.  shimls) の 一九 一 八 年に 於け る それであって、 それ は 總額を 

ヽン  、ノ 

約 五 億 七 千 萬 磅と兒 積って ゐる。 アブラハム ス (sir  Lionel  Abrahams) は 略 同年 頃の 數字を 四 億 接と 見 積って ゐる。 

ェ コノ、 、、スト 誌 (ロンドン) は、 イギリスの 對外 投資の 調査の 中に、 一九 三 〇 年 印度に 於け る イギリスの 所有 資產を 三 億 

五 千 四百 萬磅と 推算して をり、 此の 總 計に は、 固 債 及び 市債 二 億 一千 九 百萬磅 及び 『商業資本 J 一億 三千 四百 萬 磅が含 

まれて ゐる。 シラ ス による、 イギリス 所有の 印度 政府 證券の みの 一 九. 一 1 九 年に 於け る 推算 は 三 億 五 千 三百 萬磅を 

\ノ 

下らない。 是 等の 諸 推算の まちまちな こと は、 何等かの 滿 足すべき 總 計に 到達す る ことの 困難 さ を 暗示して ゐる。 外國 


资 本の 印度 へ の 流入 を 考究す る 目的で 住 命され た 一 委員 會は、 一 九 一 一 五 年に、 如何なる 計算 も 大部分 推測で なければ な 

フ 

らぬ とい ふこと を 指摘した。 私が 意見 を聽 いた 口 ン ドン 經濟擧 校 (Londn  sclsoi  of  Kcono ョ ics) のコ 1- トマ ン敎 

(J.  Coat ョ an) は、 四 億 磅と七 億 S-Q 限界 を 暗示した。 眞實は 小さい 方の 数字に 近いと いふの が 彼れ の意昆 である。 此 

のこと から 吾々 は、 精確な 推算 は 存在 しないと いふ こと、 支那に 於け る 外 國投资 は 今日 恐らく 印度に 於け る 外 國投资 よ 

り 大きい とい ふこと を 結論す る ことができ、 そして 支 都に 於け る 外 國投资 は 現 世紀に なって、 印度に 於け るより 一 

かに 增 加した と 推測す る ことができ るので ある。 

【謹- US  一  〕  sos.g^  of  Jhe  pill  st(distioal  Society,  Jan.,  1911,  vol. 74,  Ft.  11,  p.  186. 

p ほ 一一〕 彼れ の " India  and  the  Gold  Standard,"  1911 の 中に あり、 Pillai,  P.  I*.,  Eoonomic  Condih: 裏 in  r~ldia,  Lonclop 

1925,  p.  232 に 引用 さる o 

〔一!! S 一一 一】 ま l【sl  t-.vmmce  and  Bankmn,  lylp 

【！ liJ 四〕 1 九 一 九 年に 或る 委員 會 の 前で なした 彼れ の 證ー 百、 t  Epst  India  ：  Committee  on  Indian  Exchange  sd  Currency,  J 

vol.  2,  Maes  of  Evidence, で. 2§.  Cmd.  528,  1920.  、 

【sss〕  The  Ecmomisi  (London),  Oct  25,  ； TJno,  .  751. ェ コノ ミス 卜 は 『公債 及び 社債』 に 對 して は Sir  ncbert  Khidersley 

の 總計を 採って ゐる。 H コノ ミストの 推算 は兩 種の 投资 に對 して 恐らく 小さす ぎる であらう。 

【一- US 穴 J  G.  F.,  "Gold  and  writish  r,lj:>itill  in  India,"  F.conomic  JolL-rual,  I)ec,  1929, で. C34. 

『印度に 於いて 活動して ゐる 外部からの 養 本の 額 を描势 せんとす る 企て は、 何等か 责際的 目的に 役立っでぁ、？フと|^^;:々 

は考 へない』 とい ふ 委員 會 の 決 論 は、 その ほ 的から 見て 奇異に 思 はれる。 Government  ：  Legislative  council ： Report  of  ih、、 

Eictemcd  Committee,  192o. 

H .0  • モ ー ルト ン による 日本に 於け る外國 投資の 最近の 推算 は、 一 九 一 一九 年に 於け る 總額を 十 一 一億 七 千 五 百离米 = ^と 
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見 積って ゐる。 これ は 純粹の 額で はなく、 差 引くべき 日本の 對外 投資の 項目 を 引 去って ない 總額 である。 一九 一三 年に 

對 する 推算 は十惊 三千 五 百 萬 米 弗で ある。 一 八 九， 八 年に 就いては、 日本に 於け る外國 投資 は 非常に 少なかった と 語られ 

てゐ る、。 是 等の 推算 を 承認して、 吾 々は. 支那に 於け る外國 投資 は 日本に 於け る それの 二倍 半で あると 結論す る ことが 

できる. - 日本の 場合 は、 增加は 一 九 〇〇 年から 一 九 一 四 年の 間に 非常に 急速で、 一 九 一 四 年から 現在までの 間 i 一は それ 

程 速 かでなかった とい ふこと は 疑 ひ を容れ ない。 

d は 八〕 Milton, II.  p,  ./.spi,  PI).  5C0,  510,  524. 

戰 前の a シァ との 比較が なされうる。 。 シァに 於け る外國 投資の 總額 は、 パス ヴ オル スキ ー 及び 乇 ー ル トンに よって 

約 三十 八 億 八 千 二百 萬 米 弗と 根算 されて ゐる。 これ は 二十 七 億 六 千 萬 米 ^の： SLfie、 巿愤 及び 保證 社債と、 十一 惊ニ千 

1 一 百 萬 米 弗の r 私人』 投资を 含んで ゐ ふ，。 

〔！!I5i 九. 1 I)llsv()lsl ヨ Leo,  arid  Moulton,  H.  p,  Ji~!s.uau  Dnbts  rf ミ/ lice 舊 f.nstiou,  washillL;()n, 10にー4,  pp.  177,  179,  182. 

Apost ヒ, P.  N.,  JRSfl  p-huc  J ふ. s§ce  durivg  the  TFWr,  New  Haven,  1928,  J、p.  2. さ, 24 お は 赏熨 的に 一 致せる 數字 を？！ げ 

て ゐ る 0 

ま那に 於け る 外 阈投资 は、 此 所に 提供され てゐる 包括的 推算に よれば、 戰 前の a シァに 於け る外國 投資より は 可な り 

小さく、 印度に 於け る 外 國投资 より は 稍 大きく、 そして 常に 日本に 於け る外國 投資より は 大分 大きかった コ 一九， 一四 年 

に 於け る イギリス 所有の アメリカ 鐵道 證券 は、 支那に おける 外國投 资 總 額の 一 九 三 1 年の 數 字と 略 同額で あつたと いふ 

ことが 附 fB さ， d うる。 


三、 支那 人の 研究 

上述の 諸總計 及び 以下の 諸 章に 於け る外國 投資の 描寫 は、 本書 第二 篇に 述べられた ー聯の 研究に 基いて ねる。 是 等の 

研究の 各 は、 特定の 場合に 結果が 到達され た 方法の 簡單な 叙述 を 伴って をり、 そして 全體 として 見て 是 等の 叙述 は、 可 

なりな 量の 國際的 協力が なされた こと を 指示して ゐる。 各個の 國の 研究に 加へ て、 外國 投資の 全般的 研究が 支那の 著名 

.5.- 經濟學 者 劉大鈞 によって 試みられ だ。 全 一組の 研究 は、 支那、 イギリス、 日本、 及び 合 衆國に 於け る國際 的經濟 f 査 

の 分野に 於け る、 數 年間の 努力の 結 菜で ある。 それ は豫 期された にも か- - はらす、 諸 研究の 圑體に 現 實に從 事せ る 何人 

も、 眞實の 描寫に 到達 せんとす る 吾々 の 共通の 關 心事の 分野 以外の 理由から、 何時か 方法の 變更を 提起し 又は 紡 * を 疑 

はなかった こと は 記 錄に價 する ことで ある。 

【_H^  I  01 お の W 究の 結果 及び 其の後の 訂正 は Foreign  Imimi  in.  <Jhf と い ふ 標題の 下に 太平洋 問題 調査 會の TAfw 现 事"^ 

によって 出版され た。 夫 等からの 私の 引用に、 私 は 1 九 二 九 年と いふ 時日 を 記さう。 早い 方の 著 害 は、 各個の 研究の：^ を 照 

査 する ために 引用し 得る 唯 1 の 全般的 勞作 であった。 劉の 著作 は 愿々、 支那 語に 於いての み 利用し うる 资 料に 基いて ゐる。 か 

くの 如き 資料 を 指示す る 努力 はなされて ゐ ない —— たと へ 主要な 標題の H 錄 は飜譯 して 解題の 中に 見出される とはいへ。 

【註 一 一〕 他の 資料からの 特別の 引用が 指示され てゐ ない 場合 は、 示された 報告 は 常に 第二 篇 中の 個別の 硏究 に據る ものである 

と 認める ことができる。 劉の 著作 は 持 別の 引用 指示が なされて ゐる。 

四、 支那の 總 計に 含まれて ゐる もの 
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支那に 於け る外國 投資 は 三十 三 億 米 弗になる とい ふ 叙述 は 說明を 要する。 若し 吾々 が 不當な 結論 を 避けん とするなら 

ば、 そして 若し 吾々 が 投資と 國際 貸借との 研究 を區別 せんとす るなら ば、 吾々 は諸數 字が 何 を 意味し そして 意味せ ざる 

か を 知らなければ ならぬ。 

總額 は、 それから 支那 人に あらざる 人々 によって 牧人が 受 取られ 又は 正常 的に 豫 期される ところの、 支那の 內部 にあ 

る 凡ての 源泉の、 合理的な 評 價額を 含む ものである。 總 計に 加 ふべき か 否かの 試金石 は それが 支那 を 去る とい ふこと で 

なく、 それが 支那の 經濟 からの 支出で あると いふ ことで もな くして、 それが 支那 人に あらざる 或 人に 支拂 はれる とい ふ 

こと だとい ふこと を 注意す る ことが 肝要で ある。 外國 投資 は、 支那の 內 又は ま那の 外に 居住すべき r 外國人 J によって 所 

有されて ゐる收 入の 源で ある。 

從 つて、 外國 投資 總額 は、 財産 又は 收 入の 源の 購買 又は 取得の ために ま那に 送金され た 額で はない。 國際 貸借の 研究 

のために は、 支那への 受取 勘定に 於いて 幾何が、 三十 三 億 米 弗の 外國 投資の 創造に 伴って ゐ るか を 知る ことが 肝要で あ 

り、 そして 此の 目的に 充てられた 諸 章に 於いて 之 を 推算 せんとす る 試みが なされて ゐる。 また、 此 所で 外國 投資に 與へ 

られた 意味から、 此 所で 外國 投資と して 報告され て ゐる額 は、 それからの 牧人が 外 國に送 金され、 そして 支那 經濟 から 

の 支拂を 構成す ると ころの 資本 額より 大きい とい ふ 結論になる。 更に、 支那の 國際 貸借 を 研究す る SI 的の ために は、 ま 

拂 勘定に 關 する 幾何が、 三十 三 億の 外國 投資に よって 惹起され てゐ るか を 知る ことが 阡 要で あり、 後に 此の 問題が 考察 

される 場合に 一 つの 見積りが なされて ゐる。 私の 現在の 仕事 は、 此 所で 了解され てゐる 如き 意味の 外 國投资 の 算定で あ 

る。 年々 の 支那への 資金の 流入 及び 支那からの 流出の 見地からの 此の 投資の 意義 は、 附加的 調査 を 要する 事 がらで あつ 


て 下に 別に 取扱 はれて ゐる。 

外國 人と は 支那 人に あらざる 者で あると 定義す る ことができる. - 支那の それに あらざる 政府へ の 政治的お 從 とい ふこ 

とが 通常 含まれて ゐ るが、 そうでない 場合 も ありうる。 北滿洲 及び 其 他の 支那に は、 他の 何の 國 家の 承認され た巿： i: で 

もない 數 千の：！ シァ 人が 居る。 是 等の ロシア 人は此 所では 『外 國人』 と 認められ、 彼等の 財產は 支那に 於け る 外 國投资 に 

包含され てゐ る。 

私の 現在の 仕事 は、 外國 人の 所有者が 支那の 內に 住める と 支那の 外に 住める とに か. - はらす、 外 函人の 手中に あると 

9- 

ころの、 支那に 於け る 牧人 を 生む 所有 財 產の總 額 を 示す ことに あると いふ こと を、 私 は できるだけ 强 調したい。 此 所で 

用 ゐられ た外國 投資の 定義 は 普通の もので はない が、 然し それ は 支那の 狀 態に 適合せ る 唯一 の ものである。 第一に、 原 

調査に 於いて. 區別を なすこと が： 小 可能であった とい ふ實際 的の 理由が ある。 例へば、 或る アメリカの 商社の 全 事業 財產 

は 合理的な 正確さ を以 つて 算定し えたが、 屢々、 それに 關 する 牧 支の 報吿を 得る ことが 不可能であった。 第二の 现出 は、 

支那に 於け る外國 『居留民』 と 私が 呼んだ ところの ものの 重要性で ある。 たと へ それ は 何等 國際牧 支 を 生ぜし めない にし 

ろ、 居留 外國 人の 經濟的 意義 は 支那の 國際 經濟關 係の 閑却し えない 一 様相で ある。 支那の 內 部に、 治 外法 權の 下に 外國 

商社が 存在す る ことによって 提起され る課稅 問題 を 思へ。 共同 租界、 フランス 租界、 及び 完全に 支那の 司法 權の 下に あ 

る 周圍の 市街が 存在す る 上海の 如き 中心地に 於け る勞働 問題の 複雜性 を 思へ。 かくの 如き 諸問題 は、 外！： 人が 外！！ に 於 

いて 居住し 且つ 牧入を 受取る と、 彼等が 支那の 內 部に 居住し、 此の 國の國 際 金融 的 地位に 何等の 影響を及ぼす ことなし 

に 彼等の 收入を 受取り、 消費し、 投資 するとに か.. - はらす、 外國 人に よる 支那に 於け る 投資 を、 一 つの 總 計に 纏めん と 
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する 試みに 對 して、 充分の 理由 を與 へる ものである。 

【一 Ml  5 幸に、 外 ir 即ち 香港よ リ向 ふに 住んで 支那の 內 部に 收 入の 源 を 所有す る 支那 人 を 取扱 ふ 必要がなかった。 か る 例 

は ある.〕 例へ ば 廈門で は 十 一 の アメリカ の 商社が フ イリ クビ ン の 支那 人に よ つ て 所有され て をリ、 そして 廈門 及び 福 州で は 曰 

本の 市民た る 臺灣の 支那 人に よって 所有され てゐる 投資が ある。 包 合された る 額 は 小さく、 それ 等 を 推算 せんとす る 企て はな 

されなかった。  • 

五、 基本的 分類 

支那に 於け る外國 投資の 總額を 推算 するとい ふ 仕事 は、 各個の 國の 投資 を 研究す る ことによって なされ、 そして 示さ 

れ た諸數 字は是 等の 研究に 基いて ゐる。 各國 について、 基本的 分類 は、 事業 投資と 政府 債務と になされ た。 その 第一 の 

理由 はまた、 實際 的の ものである。 政府 債務の 推算 は、 借款 契約， 公^ 發行、 及び 貸付 國 間の 證券 移動の 硏究を 包含す 

る. - 是 等の 债務 は、 明かに 頻繁な 說明 及び 報告の 主題で あり、 發 表された 可な りな 資料が ある。 他方、 事業 投資 は 未だ 

かって 注意 深く 推算され たこと がなかった。 此の 仕事 は 新ら しい もので、 主要な 諸國 について 各個の 事業にまで 研究 を 

進める こと を 必要と した。 徹頭徹尾 協力 を 必要と したの はかくの 如き 研究であって、 それ は、 一 つの 國籍の 商社 は 異な 

れる 國籍の 調査 者に は 此の 事業の 詳細 を 殆んど 報告し ないだら うとい ふこと は、 明かに 確かであった からで ある。 報告 

は、 比 絞の 可能性 を 確保し、 偏見 及び 猜疑 を 避け、 各個の 商社の 秘密 を 尊敬 するとい ふ 約束 を 慎重に 守り、 そして 同時 

に 結果 を 得る とい ふやう に、 集められねば ならなかった。 約言 すれば、 困難な 分野に 於け る 新ら しい 研究が 試みられな 

ければ ならなかった。 他の 何 所に も發 見され えない 報告の 多く は、 此の 事業 投資 を 算定す る 仕事の 遂行の 成功の 程度に 


負 ふ ものである。  • 

S 一  三〕 支那 政府 債務の 若干の 發 表されて ゐ ない 推算 を もまた 利用す る ことができた。 

實際 的の 理由に 加へ て、 事業 投資と 政府 債務との 間の. 區別を 基本的の ものと する 他の 諸 理由が あった。 それによ つて 

資本が 支那に 來る こと をえ、 そして 來た ところの 三つの 道が ある。 それ は 外國の 事業家 又は 外 國の會 社に よって 持ち 來 

られる ことができ、 そして 外國 人の 法律上の 所有の 中に 留まる ことができる。 それ は 支那 政府の 外國 からの 借人れ の 結 

茶と して 來る ことができる。 最後に、 それ は 支那 會社 による 外國 からの 借 入れの 結果と して 來る ことができる。 是 等の 

方法の 第三の もの は、 將來に 於いて は大 なる 重要性 を 持つ ものと なりうる ものであるが、 過去に 於いて は あまり 重要性 

を 持たなかった。 此の 種類の 投資 は 日本の 場合に だけ 別に 推算され た。 支那の 會社を 通じての 對ま 投資の 問題 は、 次章 

に 於いて 取扱 はれて をり、 此 所での 吾々 の 分析から は 除外され うる。  • 

外國 資本が 現 實に來 た 方法 は、 鼓に 於いて、 事業 投資 及び 政府 借人れ である。 是 等の 第一 の もの を 吾々 は痕接 投资と 

呼ぶ — それ は 財産が 外國 人の 管理 及び 支配の 下に あるから である。 直接 性 は、 外國 の投资 者と 彼れ の 投資に 含まれた 

る 事業 危險 との 間に 何者 も 介在 しないと いふ 事實の 中に ある。 第一 一の もの は 間接 投资 である .11 それ は 支那 政. 肘 側の 法 

律 的 債務が 發 生し * そして 外國 の投资 者と その 資金の 現實の 使用に 含まるべき 凡ての 危險 との 間に 介在す るからで ある。 

此の 直接 及び 間接と いふ 語 を 使用す る こと は、 支那の 場合に は 全く 明かに 適切で ある。 外國 人が 支那の 會 社の 債務の 中 

に 投資した とい ふ 稀な 場合に は、 資本 装備 は 支那 會 社の 债務を 彼れ の 手中に 持てる 外！： 人の 法雜 上の 所有で ないから、 

間接 投資で あると いふ ことが、 起り うべき 如何なる 誤解 を も 避ける ために、 附首 されなければ ならない であらう。 
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CM 一  四】 『直接』 及び 『問 接』 とい ふ 用語 は此 所では、 事業 投資の 此の 新ら し い 分野に 於け る 他の 人達に よる 使用と 一 致せる 用法 

で 使用され てゐ る。 外 國= 及び 內國 商業 局 (wureau  of  Foreign  and  L>()m。stic  commerce) の 1 よ， i 一  1. 】). ご irkeiis は 直接 投 

资と いふ 語 を、 特別に さう は斷 はらずに、 富 業 危險、 及び 通常 法 揮 上の 所有 權が 投資 者に 在る ところの 投资を 意味す るた めに 

用 ゐてゐ る。 彼れ の "American  Direct  Investments  iii Fcreisyn  countries,"  wasllinpton,  19--K},  Trade  TnJbnnnHon  Bld- 

sn.  No.  731. へ の 序文 を 見よ。 

六、 支那に 於け る 初期の 投資 

支那 は、 『最初の 對外 投資 者 は 商人であった』 とい ふ ホブソンの 叙述の、 立派な 實例を 提供す る。 最初の 投資 は 支那の 

海岸に 於け る外國 商人の 直接 事業 投資であった。 彼 は 彼れ の 事業 を營 むのに 若干の 財産 及び 装備、 及び それと 同じく 銀 

の 可な りな 貯藏を 必要と した。 一八 三 〇 年頃 廣 東に 於け る アメリカの 投資 は 約 三百 萬 米 弗で、 その 中銀貯 藏は總 額の 六 

分ノ 五で あつたと 推 される。 

S 一  五〕 lIcl)son,  C.  K.,  The  l^kport  oj  Capital,  London,  p.  79. 

機に 觸れ て外國 商人 は、 其の後 貿易に 直接に 隨伴 せる 簡單な 工業 的 過程 を營む やうに なった。 現代的 絹製絲 業に は 若 

干の 外國 人の 參 加が あつたが、 然し 支那 政府 は 日本との 戰爭を 終結せ しめた 一 八 火 五 年の 條 約に 於いて その 權 利が 與へ 

られ たまで は、 外 Ei 人は條 約に よって 支那に 工場 を 設ける 權 利がない と 主張す る ことに 一 般に 成功して ゐた。 

航 業の 分野に 於いて は、 一 八 四 二 年に 五 港が 通商の 爲 めに 開かれる と 直ぐに、 外 國人は 指導 的 地位 を^め た。 外國貿 

易に 於け る 航業は 勿論 外國 人の 手中に あつたが、 これ はま 那に 於け る 投資と は 認められない。 開港 場 間の 汽船 航業、 海 


關 報告に 於け る 『國 內』 航 業に 於いて、 外 國人は 直ちに 指導 的 地位 を 占めた。 七十 年代に 於いて アメリカ 航 業が 重要な 

地位から 衰退した 後 は、 事實上 支那の 現代的 沿岸 及び 河川 航 業の 全部が、 一九 〇〇 年頃まで イギリスの 掌中に あった。 

七十 年代に、 アメリカの 河 用 汽船の 大 船隊の 新たに 組織され た 招 商 局 (China  Navigation  company) へ の廻航 以前に • 

支那に 於け る アメリカの 投資 は、 七 百 萬 米 弗の 總 額に 達した と 推算され てゐ る。 航 業に 加へ て、 上海に 於け る 土地 所有 

が 此の 總 額の 中 重き をな して ゐた。 同時に、 『一 つ を 除く 凡ての 外國 銀行 及び 上海の 大 商館の 四 分 ノ三は イギリスの もの 

であった。 アメリカ は 七十 年代に 於いて 恐らく 第二 位 を 占めて ゐた であらう が、 イギリスの 投資 は アメリカの 總 額の 何 

倍 もで あり、 そして 恐らく 其 他の 凡て の國を 合せた よりも 可な り 大きかった であらう。 

【-ま  一 -iAJ  sare^ent.  A..  J.,  ATtalo-chirtese  Obmmercs  and  Diplomacy,  Oxford,  1907.  p>. 141. 

傳統的 支那の 公共財 政 は 紙 の 使用 を 包含して ゐ たが、 公債 證書 及び 其 他の 政府 證券の 使用 を 包含し なかった。 支那 

の 官吏 達 は、 時として 現實 の牧稅 以前に 送金 をな す爲 めに 地方 的 財源から 資金 を 調達した こと はありう るが、 然し 銀行 

又は 公衆に よる 政府 債務の 所持と いふ ことはなかった。 此の 公共 信用の 缺 けて ゐ たこと は、 傳統的 支那が 投資の 便 {且 を 

發 達させえなかった こと を說 明す る 助けと なり、 そしてた とへ、 初期に 於け る外國 からの 借 入れ を 阻止す る ことによ つ 

て 支那 にと つて 多少 有利 に 作用 したと はいへ、 それ は 尸 ン 、、テ ィ キャップで あつたと 私 は 信す る。 これと 同様に、 支那 

政 狩が 外資 を 利用す る ことの 遲 かった ことに 對 する、 他の 諸 理由が あった。 現代の H ジ ブトに 就いて、 その 尊 制 的 政府 

が西ョ ー n ツバ の 信用の 便宜と 近付きに なった の は 不幸で あつたと 言 はれて ゐる。 支那の 政府 は、 现 論に 於いて は審制 

であるが、 それ 自身の 傳統 及び 輿論に よって、 初期の そして 大膽な 外資 使用から 抑制され た。 寄 悪 は^ 止された が、 政 
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府は國 の 發達を 指 f お-しゃ うとい ふ 何等の 考 から も緣遠 いものであった。 

OIS 一  七〕 c^^^^  ^^^--^^i"  7,、ides^.7mo?e,Gotlla,  S27,  p-  2. は 公共 信用の 缺 けて ゐ たこと は 利益 

であった とい ふ意兑 を 表明して ゐる。  . 

【333 一  八〕 H 一一 e  Karl ()f  cl.omer.  Modem  I- ご ypt.  New  York,  1909,  vol. 1, p. 

支那 政 1  衬の 外國惜 人れ が 始まった 時期に 關 して は 多少の 疑 ひが ある。 劉 は 一 八 六 五 年に 於け る シ ァに對 する 償金 支 

の  の 

拂の ための、 約 百 四十 萬薛 の對英 借款 を 報告して ゐる。 其の 他 S 人達に 從 へば、 最初の 借款 は 七十 年代の 初期に、 ィギ 

リ ス の 銀行からで、 そして 西部 支那に 於け る回敎 徒の 叛亂 鎭壓の 資金 を 供給す るた めであった。 吾々 は是 等の 初期の 借 

款の 中に、 其 後の 融資の 或る 顯 著な &相を 見る。 それ 等 は 支那に ある 外阈 銀行から であり、 關稅 によって 擔 保され て を 

り、 戰爭 及び 償金の ためで あり、 そして 交涉を 運んだ 宫 吏の 側に 可な りな 自由が あった やうに 見える。 可な りな 規模に 

於け る 借人れ は、 一八 九 四 年に、 日本との 戰爭 及び 日本に 對 する 償金 支拂 と關聯 せる 借款 群と 共に 始まった。 是 等の 諸 

借款 は、 一九 〇 一年 末 現在 額の 非常に 大きな 部分 を 代表して ゐる。 

【-ー jjj 一  九〕 Lieu,  1).  K.,  (1^ 大錄) Eordtm  fuvcsfnwut  In  Qdua,  Ir-iiy, づ. 13. 

〔一 Ki  二 〇】 Morse  isd  MarNair,  Far  Kistcm  rlltcnmaomd  lidntion, ゾ Shanghai,  1928,  p.  500. 私は是 等の 借款に 關 する 關說を 

合 衆國に 於いて 發 行され た 版の 中には 見出しえ なかった。 "1  S.  Department  of  State  ：  Report  SI  the  Commcrcifd  Jid 一  Itlsta 

oj  the  U.  S, さ Ifh  Foin  Cowitrlea  for  the  yisr  ISjS,  Washington,  1871>, で. ^に 5. 
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七、 近年に 於け る 事業 投資 及び 政府 借款 

1 九 〇〇 年、 一 九 一 四 年 及び 一 九 三 一 年に 對 する 全般的 數 字の 第 一 の 分析 は、 事業 投資 及び 政府 債務の 分類に 據る。 

直接 事業 投資 は 支那に 於いて は 常に 壓倒的 重要性 を 有て る もので あり、 またあった。 支那 は 恐らく か- -る 投資が 優越せ 

る 場合に 對 する、 世界的に 顯 著な 例で あらう。 此の 狀態は 次の 數 字に 示されて ゐる。 


事 案 投資 は 支那に 於け る外國 投資 總 額の 八 〇％ 近く を 占め、 そして 此の 割合 は增 加して 來た。 是 等の 諸事 實 及び 夫 等 

の 意義の 一 曆 充分な 檢討は 次の 一 一章に 於いて 見られる 害で ある。 

注意すべき は、 圑匪 賠償金に 含まれる 債務が 一九 一四 年の 數 字から 除外され てゐ ると いふ ことで ある。 これが なされ 

たの は、 團匪 賠償金が 一九 〇 一年 末の 數 字に 於いて 何等の 役割 を も 演じて ゐす、 そして 一九 三 〇 年末に 於いて は 非常に 

小さな 役割 を 演じて ゐる にすぎないから であり、 更に. その他の 理由と して、 圑匪 賠償金 は 常に 支那 政府の 他の 债務と は 

別視 されて ゐ たからで ある。 若し 吾々 が 政府 債務の 中に 圑匪 賠償金 を 含める とすれば、 吾々 の數字 は、 事業 投資 は總額 

の 五六 • 五，^、 政府 債務 は 四 三 • 五 となる であらう。 
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注意され そして 何時も 念頭に 置かれねば ならぬ 第一 の 概括 は、 事業 投資 11 とい ふの は外國 事業家 及び 商社の 法律 的 

所有の 下に ある 直接 投資 は、 支那に 於け る外國 投資の 主要 形態で あると いふ ことで ある。 如何なる 研究 も、 事業 投資 を 

閑却して は、 支那の 狀 態の 眞の描 寫を與 へる こと はでき ない。 

【は ニー〕 支那の 狀態を 他の 諸國の それと 比較 せんとす る 若干の 努力が なされた。 私の 槪算 によれば、 外國の 事業 投資 は、 直接 

及び 間接 を 含めて、 印度 及び 戰 前の 口 シァに 於け る外國 投資の 約 三分 ノ 1 、 日本に 於け る外國 投資の 約 一 〇％ を 占めて ゐ る。 

八、 投資 は 如何に 使用され たか 

現 世紀 を 通じて、 運輸 事業 は外國 投資の 最も 重要な 分野であった。 此 所では 事業 投資と、 支那 政府に よって 外國 から 

借 入れられた 资金 とが 結合して、 總額 を增加 させて ゐる。 イギリスの 諸 汽船 會社、 滿洲に 於け る 日本の 鐵道、 ま那 政府 

の諸鐵 道、 及び 自動車 工業に 關與 せる アメリカの 諸會 社の 投資 は 凡て 此の 分野に 屬 する" 一九 〇 二 年に 於いて は それ は 

重要な 地位 を 占め、 二 億 八 千 四百 八十 萬 米 弗、 支那に 於け る外國 投資 總 額の 三 六 •  一  ％ を 占めて ゐた。 一九 一四 年に は 

五 億 三千 百 十 萬 米 弗、 その 年に 於け る外國 投資 總 額の 三 三 ％ になった。 その他の 分野に 於け る 新ら しい 發展 はあって も， 

1 九 三 一 年に は その 總額は 八 億 四千 五 百 十五 萬 米 弗に 達し、 全 體のニ 六.  一 ％ であった。 

鎖 道 及び 通信事業 以外の 目的の ための 支那 政府の 借人れ は、 支郛 政府の 一 般的 目的と いふ 項目の 下に 集計され てゐ る。 

これ は 初期の 戰爭 = 及び 賠償 借款、 一 九 一 三年の 善後 借款、 及び 其 後の 多數の 一 「無擔 保』 つ unsecured") 借款 を 含有して 

ゐる。 支那 政府の 一般的 目的 は、 一九 〇 二 年に 於け る外國 投資の 三 丁 五ズ、 一九 一四 年に は 二 〇.五％ 、そして 一九 三 
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一九 〇 二 年の 總 額に ついては、 それ以上の 分類 を なすことの 不可能なる ことが 發 見され た。 一九 一四 年 及び 一九 三 1 

年の 數字は 右の 表の 中に 見出される。 事業 投資の 分野に 於け る 精力 的な 發展が 注意 さるべき である。 分類 は 一 九 一四 年 

について は、 一九 三 一年に ついて 程 完全で はない。 
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年に は 一 三 1% を 占めて ゐた 0 


第五 表 一 九 一 四 年 及び 一 九 一一 一 一 年 * 支那に 於け る外國 投資 (事業 の 目的 义は 種類 別) 
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四 年 


九 三 


年 


單位百 萬 米 弗 


總 額に 對 する ％ 單位百 一 米 弗 總 額に 對 する/。 OS 


支那 政府の 一般的 目的 

運輸 業 

通信 及び 公益事業 

鑛 業 

製造業 

銀行業 及び 金融 紫 

不動産 

輸出入 業 

雜 (分類され ざる も の) 

外國人 自治 圑體 の债務 
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九、 地理 的 分布 

此 所では、 外 國投资 は 滿洲、 上海、 及び 其 他の 支那、 即ち 滿洲 及び 上海 以外の 支那に 於け る 投資に 分けられる。 外國 

人 は 支那に 於いて 住 意の 所に 投資す る 自由 を 持って ゐ なかった とい ふこと が 記憶され なければ ならぬ。 彼れ の 投資 は、 

彼が 支那 政府との 間に 特別の 協定 をな した か、 或は： 「內地 J に 於け る開發 のために 支那 政府に 金 を 貸した かで なければ、 

條約 港に 限られて ゐた。 法律 的條件 は、 條約 港內に 於け る 投資と 條約 港外に 於け る 投資と に 分類す る こと を 命令す る や 

うに 見える。 然し 現 實の狀 態 は、 此 所に 提示され た 分類 をー歷 意味 深き ものと する やうに 私に は 思 はれる。 

上海 は、 それに 特別な 地位 を與 へる こと を正當 とする 程に、 諸條約 港の 中で 重要性 を 有って ゐる。 滿洲に 於け る 投資 

の 額 及び 其 所に 於け る狀態 は、 特別の 考察 を 望ましき ものと する。 鐵道 『附屬 地』 の 存在、 二 大外國 鐵道會 社の 諸種の 活 

動、 及び 多數の 都市の 開放 は、 條約 港と 内地との 區別 を、 其 所では その他の 所に 於け る 程 意味 を 持たない ものと する。 

上海 以外 及び 滿洲 以外に 於け る 凡ての 投資 は、 一 項目の 下に 入れられて ゐる。 是 等の 投資の 大部分 は 支那 政府の 鐵 道で 

あるが、 夫 等 はまた、 支那 政府に よって 賦與 された 『特許』 ("concessions^ を 含む 夫 等 を 包括して ゐる。 雲 南に 於け 

る フランス の鐵道 及び 多 數の鑌 山 企業 はこ- -に 入る。 

投 资 の 地理 的 分布 は 次の 表に 示される。 然し、 投資の 全部 を 分類す る こと は 不可能で あつたと いふ ことが 指摘され な 

ければ ならない。 支那 政府の 一 般的 目的の ための 借款が 地理 的に 分類され えなかった こと は 明瞭で ある。 表の 中で 分類 

されざる ものと して 報吿 されて ゐる額 は 大部分 かくの 如き 借款で ある。 百分比 は 分類され ざる 額 を 含む 外國 投資 總額を 
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若し 吾々 の 報告が、 吾々 をして 日 淸戰爭 及び n シァの 滿洲進 人 以前に 遡る こと を 許したならば、 實 際外國 投資の 全部 

は條約 港の 中に あり、 その 殆んど 半分 は 上海に 在る の を 見出した であらう。 一九 〇 二 年 迄に、 。シ ァの鐵 道の 建設 及び 

支那 政. 时 による 惜 入れが 變化を 惹起した。 一 九 〇 一 一年に は 投資 總 額の 四分ノ 一 以上が 滿洲 にあり、 上海 は 一 四 ％ を 占め 

るに 過ぎなかった。 

一九 〇 二 年 以後に 於け る顯 著な 變化 は、 上海の 相對的 重要性の 增 加であった。 一方に 於いて 滿洲 は、 一九 〇 二 年から 

一 九 一 四 年の 間に 相對的 重要性 を 減じ 一 九 三 一 年に は 一 九 〇 一 一年に 於け るより は總 額に 對 して 稍 小さな 割合 を 占めた。 

上海の 場合に 於け る增加 は、 或る 小 範圍に 於いて は、 一九 三 一年に 於け る 報告が ー署 完全であった ことに 起因す るが、 

然し 此の 三十 年 問、 特に 一九 一 四 年 以來、 上海の 相對的 重要性が 急速に 增 加した こと は 疑 ひ を 容れた い. - 一 九 三 一 年の 

支那に 於け る外國 投資 總 額の 三分 ノ 一 は 上海の みに 投ぜら れてゐ た。 上海 及び 滿洲を 合せれば、 世界 戰爭 及び 支那 革命 
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第 六 表 一 九 0 二 年— 一 九 三 一 年、 支那に 於け る外國 投資の 地理 的 分布 


一 II  ^ il  Q  LL  —年  一 I 1 — 九 11 四 年  一 II 一—  —九— 」 一一—  — 一 年 

S5f 位 百 i3? 米 弗 ー總 額に 對 する- % 一  單位 .0 萬 米 弗 ー總 額に 對 する ％ 一  單位百 萬 米 弗 ー總 額に 對 する ％ 


上  海 

滞  洲 

其 他の 支那 

分類され ざる 額 

計 


以前に 於け る 外！： 投资總 額の 約 四 〇>ル をお めて ゐ たこと * そして 現 時に 於いて は 六 〇，^ を 占めて ゐる こと を 吾々 は發見 

する。 是 等の 事 實は、 支那の 國際關 係に 於いて、 滿洲 及び 上海の 近年 增加 しつ X ある 重要性 を說 明す るに 足る もので あ 

る。 

一 〇、 諸 債權國 

イギリスの 商人 及び 銀行家 は、 事業 投資 及び 支那 政府 借款の 双方に 於いて 指導 的 地位に ある。 日 淸戰ゅ 後の 政治 狀態 

は、 ロシア 及び ドイツ を 引き入れた。 吾々 の豫 想し なければ ならない やうに、 一九 〇 二 年に は是 等の 諸國は 支那に 於け 

る 主要 投资國 であった。 イギリス は總 額の 三 三 ％、  ロシア は 三ー丄 ニ％、 ドイツ は 二 〇.九％ を 占めて ゐた。 

一九 一四 年に は、 イギリスの 指導 的 地位 を ひどく 脅かす もの は 他に なかった。 當時略 同様な 重要性 を 持てる 四つの 國 

ドイツ、 ロシア、 日本 及び フランスが あつたが、 夫 等 は 凡て イギリスと は 犬なる 徑庭 があった。 最も 著しい 變化は a 本 

の 地位であって、 その 支那に 於け る 投資 は、 一九 〇 二 年に は數 ふるに 足らなかった が、 一九 一四 年に は總 額の ニニ 丄ハ 

% を 占めた。 

一 九 三 一 年の 數字は 多くの 變化を 示して ゐる。 日本 は 今や 口 シァの 一 九 〇 一 一年に 於け る 地位 を 占めて ゐる。 それ は 依 

然として 指導 的 債權國 なる イギリスに 次ぎ、 是等兩 者 は 他の 凡て を遙 かに 凌駕して ゐる。 シァ、 合 衆國、 及び フラン 

スが 今や 略 等しく、 其の 他の 諸國は あまり 重要で ない。 日本 及び アメリカの 投资は 長足の 發達 をな し、 日本 は 一九 一 S 

年の 五倍 以上、 アメリカ は 四 倍に なった。 ドイツの 投資 は 一 九 一 四 年の 三分 ノ 一  に 減じ、 一 九 01 一年に は總 額の 一 5^ 
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を 占めて ゐ たもの が、 一九 三 一年に は 約 三.^ に 落ちた。 

以下の 二つの 表の 中の 數 字に 示された 三十 ケ 年の 全 期間 を 見渡して、 顯 著な 事 實は、 イギリスの 首位の 維持、 日本の 

可な りな 與起 11 アメリカの 投資の 增加、 及び ドイツの 投資の 衰退で あるの を 吾 々は兑 出す。 

第セ表 一九 0 一一 年、 一九 一四 年、 一九 一一 二 年、 支那に 於け る外國 投資 

•  (債 權國別 11 分布の 百分比) 
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第 八 表 一 九 0 二 年、 一 九 一 四 年、 一 九 一一 一 一 年、 支 に 於け る外國 投資-王 要 諸 國に關 する 指數 

(一九 一 四 年に 於け る 投資 11 1 〇〇〕 


一 一 、 他の 諸國の 投资に 於け る 支那の 重要性 

吾々 の 概觀を 完全なら しめる ために は、 對支 投資 は 世界の 大 資本 輸出 諸 國の園 外 所有 財産の 小 部分 を 占める に 過ぎな 

レ とい ふこと を 見なければ ならない つ イギリスの 對外 投資 は、 通常 約 二百 億 米 弗と 推算され てゐ る. - 若し 吾々 が 此の 推 

算を採 川 すれば、 支那に 於け る イギリスの 投資 は、 イギリスの 總 額の 五 *九％ である こと を 吾々 は發 見す る。 

【！！ JS  一一 二〕 最近の 推算 は ロンドンの Kcmi,  Oct  25, l(ho の それであって、 此の 總計 を擧 げてゐ る。 Sir  Robert  Kill- 

(lersley, さ §ol.c  ./ivl,  J§e,  】9no の 推算 はこれ ょリ稍 小さい。 若し 凡ての 國に 於け る 直接 投资を 含めれば、 恐らく 二百 

1^ 米 弗よ リ 大き いで あらう。 

合 衆 國の對 外 投資 は 種々 に 推算され てゐ る。 吾々 は 百 五十 億 米 弗と いふ 總額を 合理的で あると して？？ 木 用す る ことが で 


きる。 これ は 合衆阔 政」：^ 商務省に よる 最近の 推算で ある。 此の 推算に 基いて、 吾々 は アメリカの 投资の 一 二 11% が 支那 

に 在る こと を發 見す る。 フラ ン ス 及び ドイツの 投資 は 大ざっぱに 夫れ夫れ 四十 億 米 弗 及び 一 一十 億 米 弗と する ことができ 

る。 支那に 於け る フランスの 投資 は 右の 總 額の 四 • 八义、 ドイツ は 四 丄ニ％ である。 イギリスの 對支 投資 は、 他の 何れの 

西洋の 進歩せ る 諸國に 於け るよりも、 該國 にと つて 犬なる 重要性 を 持って ゐる。 

〔一-! ^一一  一二 J  M>ickens,  Paul  !>.,  一 CA.  New  Estilnate  of  American  Investment  A.h-road,  一 *  Trade  rnJormtu。n  ButleUn,,  No.  7f-7, 

Washington,  1931.  Max  Winkler による 是れ より 稍 大き い 推算が 二 ュ ー ョ，' クの Foreign  Policy  Association の 通信の 

一 九 三 二 年 二月 三日 號の 中に 在る。 

吾々 が 日本に 來 ると、 狀態は 全く 異なって ゐる。 日本人 は 支那に 於け る 投資と 他の 僅かの 投資と を 持って. ゐる。 井上 氏 

は、 他の 投資 は 南洋に 於け る 一 億 三千 四百 萬圓 及び 口 シ ァに對 する 計算す る を 要しない 若干の 戰債 であると 報. して ゐ 

る。 支那 以外に 於け る 日本の 凡ての 投資 を 蓋 ふに 充分で あると して、 二 億 五 千 萬 米 弗と 見 積れば、 總 額に 對 する 對支投 

资の 割合 は 八 一 • 九％ とい ふ數に 到達す る。 ソヴ H ト 聯邦 は對支 投資 を 持たなかった。 支那に 於け る &シァ 居留民の そ 

れ であると 言 ひうる d シァの 支那に 於け る 事業 投資 を 計算 外に 置けば、 吾々 は：！ シァ 政府の 財產 なる 柬支錢 道 及び 若干 

の 小 財產を 考慮し なければ ならない。 若し ソヴ H ト 政府が 外國に 所有せ る 收人を 生む 財産の 總 額が 知られる とすれば、 

支那に 於け る 部分 は 恐らく その 非常に 大きな 部分で ある ことが 發 見され るで あらう。 

【一 Ki 二 四〕 井上準之助 著 「我國 際 金融の 現狀及 改善 策」、 東京、 一九二 六 年、 二三 二： 员 及び 附錄ー 〇。 

B シァの 場合 は 特殊で ある。 私が 一 九 三 一 年の 六月に 此の 事に ついて 議論 をした モ ス コゥの 共産 學士院 の 成員 建 は， 

ソヴ H ト 聯邦 は對支 投資 を 持たない と 主張した。 彼等 は、 ソヴ H トの 經濟は 外國に 投下され た资 本からの 收 益を收 人の 
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正常的源^：水としては期待しなぃとぃふことを私に傳へ ょぅと欲した。 彼等 は 同時に、 東 支 鐵道は 口 シァ 政府の 所有で あ 

ると いふ こと、 それ は 或る 小額の 牧人の 源で あると いふ こと、 そして 此の 鐵 道に 於け る a シァ 政府の 諸 權利は ロシアに 

とって 或る 經濟的 重要性 を 持つ 事項で あると いふ こと は 容認す るに 吝 でなかった。 &シァ の 支那に 於け る 利益 は、 彼等 

の 言葉 を 用 ふれば、 資本主義 的帝國 主義の それ 等と は 異なった 形態 をと つて ゐる とい ふこと を 附言し うる。 支那に 於け 

る ロシアの 塞 業 投資の 問題 を 提起す る ことなしに、 そして 名稱の 問題 を 追及せ すに、 ロシア 政府 は 支那に 於いて 牧入を 

生む 財產を 所有す ると、 そして a シァの 外部に 於いて フ てれが 所有す る 牧人 を 生む 財產の 非常に 大きな 部分 は 支那に 在る 

と 言 はう ではない か。 狀態 は、 表面的に は 日本の 場合に 於け ると 類似して ゐる。 

約言 すれば、 支那 は 西洋 的 世界の 諸 資本 輸出 國の對 外 投資に 於け る 僅か 小 部分 を. 田め てゐ るに 過ぎない。 支那に 於け 

る 投資 は、 その外 國に 於け る 所有 財産の 五分 ノ 四が 支那に あると ころの 日本に とって は、 犬なる 相對的 重要性 を 持って 

ゐる" 數年問 を 除いて は 資本 輸入 者であった 此の 國の 側に 於いて、 對外 投資が かくの 如く 大いに 優勢 だとい ふこと は、 

說 明され る こと を 要する。 部分的に は、 說明は 日本 及び n シァ について 同じであって、 彼等の 滿 洲に對 する 關 係の 應史 

の 中に あるので ある。 

ニー、 結 び 

此の 繪圖の 輪廓 は 描かれた。 支那に 於け る外國 投資と は、 外！： 人に よって 所有され たる 此の 國の內 部に ある 事業 牧人 

の 凡ての 源泉の 價： @ 及び 外國人 所有の 政府 債務で あると すれば、 吾々 は是 等の 投資が 一 九 〇〇 年から 一 九 一 四 年までの 


間に I 一倍し、 そして 一 九 一 四 年から 一 九 三 一 年までの 間に 更に 一 一倍し、 そして 今日で は 約 三十 三 億 米 弗で ある こと を發 

見す る。 事業 投資 は 卓越せ る 重要性 を 持って をり、 そして 外國 事業家が 始めて 支那 海岸に 地歩 を 占めたと きから さう で 

あつたと いふ こと を 吾々 は發 見す る。 私が 此 所に 定義した やうな 支那に 於け る 外 國投资 の、 殆ど 八 0,^ が 直接 事業 投资 

である。 これ は 恐らく、 世界の 他の 何れの 國に 於け るよ リも大 なる 割合で あらう。 資本 は 第一に 交通の便の ための 設備 

に投 ぜられ た。 上海 及び 滿洲が 投資の 約 四 分 ノ三を 占めて をり、 そして 上海の 相對的 重耍性 は、 特に 一九 一 四 华以來 

大した。 イギリス は 常に 主要 債權國 であって、 一九 〇 二 年に は ロシア、 一九 三 一年に は 日本が 之に 追隨 して ゐた。 

此の 緒圖 と關聯 して、 私の 仕事 は、 支那に 於いて 外 國人は 何 を 所有す るか、 そして 金 を 受取るべき 如何なる 權利を 彼 

は 有する か を 示さん とする にあった とい ふこと が 記憶され なければ ならない。 私 は 今 は、 支那に 永住し^ 爾賓に 小さな 

店 を 所有せ る &シァ 人 も、 支那 を 見た ことなくして 支那 政府 公愤を 所有せ る イギリスの W 舍純士 も iHil 別し ない。 彼等 は 

等しく 支那に 於け る外國 投資 者で ある。 然し 他の 目的の ために、 是 等の 外國 投資が 支那の！： 際 勘定に 於いて 何 を 意味す 

るか を 吾々 は 知らなければ ならない。 これ は 後の 考察に 留保され た 問題で ある。 今 は 私 は 二 大分 類の 各の 下に 於いて， 

外國 投資の 1 1^ 完全な 說 明に 轉 じょう。 
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第 六 章 事業 投資の 槪觀 

支那 は、 未開 發の 資源、 明かに 高度の 經濟 組織、 勤勉なる 國民、 貧弱なる 資本 装備、 及び 高い 利率 を 有て る國 であ 

る。 しかも 資本 は外國 人に よって 持ち込まれた 場合の 外、 支那に 到来す る ことがなかった。 外國 投資の 特徵 的な 形態 は 

直接 事業 投資で あつたし、 また ある。 

支那の 現狀の 下に 於いて は、 投資 は 支那に ある 外國 『居留民』 ("colony") を 通じて、 叉 は外國 『諸 居留民， K"co】onies、*) 

を 通じての 投資で ある。 資本 は、 彼れ 自身 支那に 居る か 或は 支那の 外に 居る 人 を 代表す る外國 人に よって、 支那に 持つ 

て 來られ た。 それ は外國 人の 法律 的 財産と して 存し、 そして 彼れ の 支配の 下に ある。 治 外法 權が 存在す る 限り、 その外 

國 人の 財 產 及び 身 體は 支那 裁判所の 法權 から 除外され てゐ る。 r 共 管 居留地』 又は r 専管 居留地』 又は 『租借地』 に 於い 

て は、 その 地域 は 部分的に 或は 完全に 一 國 又は 多 數國の 政治的 管理 下に ある。 

『居留民』 とい ふ 用語 は その 國內に 住める 外國 人の 集 團に對 する 中立の 又は 無色な 名稱 であると 解 さるべき である。 

それ は 支那 の 法權の 下に 在 る外國 人と その 下にない 外國人 と を 含む。 それ は 法律 的の 混亂を 避けん と 欲した ので あつ 

て、 政治的の 意味な しに 用ゐら れてゐ る。 

勿論、 支那の 現狀の 下に 於いて、 直接 事業 投資の 政治的 意義 を 極小に せんとす る意圖 はない。 かくの 如き 投資 は、 時 


として、 支那の 領土の 獲得 又は 其 他の 政治的 野心の 遂行 を 目的と する 政策の 道具と なった。 然し！ 方に 於いて、 夫 等 は 

屢々、 如何なる 種類の 政治的 企圔 にも 全然 關知 せざる 人達に よる 純然たる 事業 的 試みであった。 

一 、 支那 諸會 社へ の 日本の 投資 

前章に 示された 事業 投資の 一 般 的諸數 字の 中には、 若し 吾々 が 嚴密に 直接 投資に 限定 せんと すれば、 除外され ねばな 

らぬ 若干の 小 項目 を 含んで ゐる。 是等は 支那 會 社に 對 する、 一九 一四 年に 於いて は 千 七 百 五十 萬來 弗、 一九 三 一年に 於 

いて は 三千 八 百 七十 萬 米 弗の 日本の 投資で ある。 此の 項目 は 小さく、 そして 夫 等 は 正確に 分類され てゐ ると いふ こと は 

確 首し えない。 それに 含まれる 二つの 重要な 會社 は、 漢冶萍 公司 及び 江 西鐵路 公司で ある。 兩 者の 場合と も、 雨！： 政」 5 

の 利益 は 表面の すぐ 下に 横た はって をり、 そして 債務の 性質 は 外交的 折衝の 結果 何時 變更 される かもしれ ない もので あ 

る。 それの みならす、 日本の 借款 は、 支那の 諸 公益事業 會 社へ 九 百 三十 萬 米 弗 及び 支那の 諸 妨績會 社へ 四百 萬 米 弗が は 

入って ゐる。 

右の 諸 投資 は、 日本の 資金が 長期に わたって 支那の 諸會 社に 闬 立てられた ところの 金融 的 取引で あると 報告され てゐ 

るが 故に、 直接 投資から 區 別され たので ある。 此の、 吾々 が 間接 投資と 呼びうる ところの 形態が 試みられ たとい ふこと 

は、 重要な ことで ある。 然し 此の 試み は、 日本 或は 支那の 何れから 見ても 成功と は 言 ひ 難いと いふ 事實 によって、 此の 

重要性 は 減少して ゐる。 是 等の 小額 を 除外して、 吾々 は 支那に 於け る 直接 投資 を 考察す る ことができる。 

【！ M 一〕 本書の 支那に 於け る 日本の 投資の 章 は、 かくの 如き 投資の 詳細な 叙述 を與 へて なる。 
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若し、 右の 諸 年 のみでな く、 吾々 が 前世紀 を 通じて 短 かい 諸 期 問 を 置いての 諸 數字を 持って ゐた とすれば、 それ 等 は 

此の 期 問 を 通じての 事業 投資の 持 績的增 進 を 示す であらう とい ふこと が 想像され うる。 此の 率 は、 疑 ひもな く、  千の 

事件に よって 促進され たで あらう。 例へば、 一 八 九， 五 年に は、 外國 人が 條約 港に 於いて 工場 を 建設し 所有す る 權利を 縫 

得した。 一八 九 七 年に は、 ロシア 人が 束支鐵 道の 建設に 着手し、 それ は 急速に 完成に 向って 推し 進められた。 一九 .〇 七 

年に は大 速が 貿易に 開かれ、 日本の 投資 は 急速なる 增進を 始めた。 事業 投資の 持 續的增 進と 對 照して、 支那 政府の 借 入 

れは 全然 異なった 繪圖を 示す。 一 八 九 四 年 以前に は塞實 上 外國^ 人れ はなかった。 二十 五 年 乃至 三十 年間 それ は 外國投 

资 の增大 せる 總額を 作り出す に 若干 重要な 役割 を 演じた。 其の後 夫 等 は 衰退した。 

最近 三十 年 問に 於け る 諸事 實は 一 層 詳細に 考察され うる。 前揭 の指數 を、 政府 借款に 對 する 指數、 一 九 〇 二 年の 五 四 • 
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、 一般的 諸事 實 


直接 事業 投資 は 一 九 三 一 年に は 一 一十 五 億 米 弗と 見 積ら れて をり、 それ は 支. S に 於け る 外國投 资 の 四分ノ 三で ある. - 此 

の 年 及び それ 以前の 諸 年に 於け る 數字は 左の 如くで ある。 
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ま 


+1 


第一 篇總論  八 六 

1 、 一九 一 四 年の 一 〇〇、 一 九 三 一 年の 一 三 五 • 一 と 比較せ よ。 事業 投資と 借款と は 一 九 0  一  丁 一九 一 四 年の に は 略 

同じ 率を以 つて 增 進した とい ふこと が 明かで ある。 然るに、 一九 一四 11 一九 三 一年の 間に は、 事業 投資 は 略 以前の 率 

を以 つて 增進 したが、 政府 債務の 增進は それより 遙 かに 小さかった。 

【一 一一〕 團匪賠 愤金は 一 九 三 一 年に は 小額の 外 含まれて ゐな いとい ふ ことが 念頭に 置かれなければ ならない。 

前揭の 事業 投資の 諸總額 は、 それに 含まれた る 額の 大きさに 對 する、 及び 該 期間 を 通じての 持 緩的增 進に 對 する 或る 

概念 を與 へる。 然し かくの 如き 投資の 意義 は尙ほ 一 朁の 分析な しに は 理解され ない のであって、 か- -る 分析 は 以下の 諸 

In; に 於いて 試みられて ゐる" 

然るに、 此 所に 示さねば ならぬ 一 つの 表が ある。 それ は 報告が 得られた 各 投資 國の、 そして 恐らく ボルト ガル 以外の 

凡ての 重要なる 諸 國の國 「おの、 支那に 於け る 事業 投資 を 示す ものである 。此の 表 は 特別の 注意に 價 する. - それ は 一九 三 

一年に 於け る 事業 投資の 總額 二十 五 億 米 弗 を 分析して 示す ものと 思 はれる。 然し それ は 分析 以上の ものである、 とい ふ 

の は、 それ は 如何にして 總 額が 構成され たかを 示す からで ある。 それ は 第二 篇に 於け る 個別 的 研究に 於いて 提 佻され た 

諸 數字を 築 計し、 そして 事業 投資の 全 一 組の 調査の 結 菜 を 最も 簡單な 紙面の 中に 示す ものである。 

第 九 表 一 丸 1 一一 一 年、 支那に 於け る 國别專 業 投資 
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三、 事業 投資 は 如何に 使用され たか . 

四つの 國、 卽ち イギリス、 日本、 ロシア、 及び 合 衆國の 各の 事業 投資が、 一九 三 一年に 於け る 資金の 用途 を 示す に充 

分な 細目に 直って 研究され た。 是 等の 四國は 一 一十一 一億 六 千 九十 萬 米 弗の 價 値の 直接 投資 を 持って をり、 それ は 事業 投 

總 額の 約 九 〇％ である。 其の 他の 諸 國に關 する 報告 も 次の 表に 現 はれた 狀態 を變更 しないで あらう とい ふこと は 全く 確 

かで ある。 

第 十 表 一 九 三 ！ 年、 四国の 蘖業 性質 别 直接 投資 (單位 百 萬 米 f:) 
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イギリス 人 及び 日本人 は 凡ての 分野に 於け る 直接 投資の 最も 重要な 所持者で あるが、 只 運輸 梁 だけ は 例外で、 其 所で 

は 東支鐵 道が ロシア を 第一位たら しめて ゐる。 アメリカ人 は 只 一 つの、 公益事業の 分野に 於いての み 重要性 を 持って を 

り、 そして これ は、 現在 上海 電九 公司 (Shanghai  rowercolnpany) によって 經營 されて ゐる 上海 ェ 部局 電氣所 (The  elec- 

tricity department  of  the  Shanghai  Municipal  council) の 最近に 於け る買牧 により、 また 以前の 上海 華 洋得カ 風 有限 

公司 (Shanghai  Ml-tual  Telephone  company) の 持 分の 最近に 於け る 獲得に よって 說明 さるべき ものである。 


四、 運 輪業へ の 直接 投資 

蓮 輸業は 主要なる 四國の 直接 投資の 四分ノ 一 を 占めて ゐる。 航 業に 於いて 吾々 は 支那に 於け る 直接 投資の 最も 古い 形 

態の 一 つ を 見出す。 蓮 輪業の 項目に 於け る イギリスの 總 額の 大部分 は航 業で あり、 そして 日本の 此の 分野に 於け る投餐 


公 益 事 0 

鑛  業 

0 造 業 

銀行業 及 金融 紫 

不動産 

輸出入 業 


II 公一 

Is; 

1 七； 亍 S 

二  m 山ハ 

1ー0テ一 一一 

1  一 S- し 人 

1. 八ん 


は、 若し 吾々 が 船舶の みならす 南滿洲 鐵道會 社の 港灣 I が 備ゃ堆 頭 を も 含めれば、 約 六 千^ 米 = ^になる。 支那の 沿岸 及び 

內水航路(香港航路を含むが凡て の外國貿易航路は除外する)及び沿岸の諸補助^^設及び諸設備 へ の外國投资の總額は、 

確かに 二 億 米弗內 外で ある。 支那の 水面に 於け る 汽船の 半 以上が 外國 人に 所有され * そして 外國 旅の 下に あると いふ こ 

と は 殆ど 疑 ひ を容れ ない。 他の 諸國に 於け る內水 航路 は 通常 其の 國の國 民に 留保され てゐ る。 支那に 於け る變則 的狀態 

は條 約に 基く 諸權 利の 中に その 法律 的 基礎 を 持って ゐる。 その 持鑌 は、 此の 分野に 於け る外國 人の.！^ 力な ことに 經濟的 

基礎 を 持ち、 そして その上に 立って ゐる。 支那の 會 社なる 招 商 局 (China  IVlerchants  Steam  Navigation  company) は 支 

那 政府から 賦與 された 特 權を以 つて 平い 頃 出陣した。 然し 此の 支那 會社は 何時も、 諸 外國會 社の 持續的 成功 を 露に 脅か 

す ことはなかった。 

【註 一一 n 簡 單な歴 おめ 觀觀 として は、 chamberlain,  J.  P.,  Ford  on  Flags  in  Qhina  一  s  Intemot  Navlgafsn,  American  council. 

Institute  of  Pacific  Relations,  lOHl, 2).  5112 を 見よ o 

招 商 局の 藤史 は、 支那の 會社を 通じての 對支投 资に對 する 障害の 多く を 例示す る。 それ は 一部分 公募され た资金 を以 

つて 宫吏 によって 創立され た 私的 企業で ある。 それ は 政府から 借金し、 政府へ の 借款に 應じ (その 或る もの は强 II- 仏 款)、 

そして 今 は 南京 政府の 直接 管理の 下に 全く 固 家へ あ-業 化される 過程に ある。 此の 支那 會 社の 下に 內水航 業が しな かつ 

たこと は、 此の 事業に 關與 せる 支那 人に よって、 外 國の條 約 上の 權 利に 起因す る もの だとお へられて ゐる。 

5i 四〕 招 商 局の 簡單 な展史 は、 Chi 一 na  Fmr  BSJC,  Igl,  pp.  107—9 に 見出される。 

鐡 道への 直接 投資が 運輸 業の 主要 項目で ある。 是れは 若干 意外の 感を 起さし める。 直接 投资 は、 條約 港の 中に 始まり 
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そして 條約 港に 適應 せる 方法な ので あるが、 然 かも 吾々 は、 最大 0 投資 は 支那の 廣大 なる 地域 を橫斷 する 鐵道 へ である 

こと を： In- 出す ので ある。 鐵道 投資の 法律 的根據 は、 1^ 道 を 建？； i 又は 經 til する 權 利の、 支郑政 から 外國會 社へ の 特許 义 

は 賦與の 中に 見出さるべき である。 最初の 特許 は 一 八 九 六 年に 口 シァ 入に 對 してであった。 治 外法 權の 下に 存在す る 法 

律關 係と 結合せ る 此の 種の 特許 は、 支那の 政治的 安定に 對 して、 及び 國民 的經濟 政策の 可能性に 對 して、 條約 港に 於け 

る 直接 投資の 存在よ. リ 以上に 障害と なれる ものである。 支那に 於け る 『特許 J 鐵道 又は 『外 國」 鐵 道へ の 直接 投資 は、 . 

一 九 三 一 年に は， の 如くであって、 支那に 於け る 直接 投資 總 額の 1 五 *八％ に當 ると いふ こと を 私 は 見出す 0  J 

單位百 萬 米 弗 

二 19 五  . 
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廣九鐵 道の イギリス 區間 

フランス 


1 三 八丄ニ 

二  土 

二  •〇 

七 人 


雲 南鎮道  三 二  •〇 

§ョ へ. 

【一 M 五】 本書 第 十八 章 * 支那に 於け る ロシアの 投安、 二の 2 

【一 151 六】 ils- 十 表に 於いて 分類され た 直接 投^ に は 合 ま れ て ゐ な い 


鐵道 及び 航 業に 加へ て、 自動車 及び 自動車 装備に 對 する 小額の 投資が ある。 若干の アメリカの 會社は 自動車の 組立 及 

ぴ 修繕の ための、 及び 草體の 建造の ための 工場 を 所有して ゐる。 自動車 又は 乗合自動車 による 田舍 道の 運輸が あると し 

て も それ は 閑却され てい. - 程に 小さな ものである。  - 

直接 投資 へ の 諸外國 政府の 關與 

『特許』 諸鐵 道と 關聯 して、 特殊の 重要性 を 持てる 一 様相 を 指摘す る ことが 必要で ある。 それ は、 是 等の 鐵道を 所有 

せる 諸會 社への、 諸外國 政府の 關與 の範圍 である。 

東 支鐵道 建設の 提案が 初めてな された とき、 これ を E1 シァ 政」 府が 所有す る ことに 對 する 支那 側の 反對 があった。 此の 

反對を 避ける ために 一 つの 會 社が 創立され、 その 株の 全部 は シァ 政府の ために 購入され た。 此の 政府に よる 束 支鐵道 

の 完全なる 所有 權は、 如何なると きも 有効に 疑 はれた ことはなかった。 支那 政府 は 此の 鐵 道に 對 する 權 利の 半分の 所有 

者で あると いふ 聲明 は廣々 なされた が、 然し 支那 政府と ソヴ ェ ト 政府との 諸 協定 は 管 及び 收 益の 分配 を處现 して ゐる 

のであって、 所有 權を ではない。 藤お の 偶然に よって、 共産主義 政府が 他の 政府の 領域の 內 部に 於け る鐵 道の 所有者で 

あると いふ ことが 起った。 ロシアの 場合に 於け る 政治的 諸問題 は、 治外法權がもはゃ存在しなぃとぃふ1^^*^にょって大 

に簡單 にされ てゐ る。 

【一 S1 セ〕 本書 第 十八 章 支那に 於け る n シァ 投. 资 1 二の 2 

【一 ui 八〕 同、 五 

笫六 章事纖 投資の 槪鹳  九 一 


第 一 篇總  諭  九 二 

南 滿洲鐵 道 は、 日本 政府が その 株式 资 本の 半分の 所有者と して 常に 支配的 持 分 を 持てる ところの、 一つの 會 社の 財産 

である。 此の 會社 は鐵道 及び 工場ば かりで なく、 非常に 多種な 產 業に 於け る 資本 装備の 所有者であった。 一九二 五 年 か 

ら 一九 三 〇 ハキ 迄の 問に、 此の 財産の 多くが、 鐵 道自體 及び 若干の 鏔山 以外 は、 南滿洲 鐵道會 社が 支配的 持 分 を 持つ とこ 

ろの 多 數の子 今-社に 譲渡され た。 日本 政府の 全 關與を 算定す る こと は 困難で ある。 鐵道會 社 自身 は 三 億 一 千 八 百 九十 萬 

米 弗の 事業 財産の 所有者で ある。 之に 加 ふるに その 諸子 會 社への 持 分 は 約 二 千 八 百 萬 米 弗で ある。 それ は 滿洲の 諸鐵道 

に對 して 約 二 千 五 百 米 の 借款 を 支那 政府に 與 へた。 若し 吾々 が、 南滿洲 鐵道會 社から 供給され たもの の 外、 諸子 會 

社の 拂込资 本の 額 を 加算す ると すれば、 之れ は 略々 五 千 萬 米 弗になる であらう。 日本 政府 は 周知の 會社 組織の 方法に 

よって、 略 四 二 千 五 百 萬 米 弗の 總 額に 達する 事業 財產を 支配して ゐる。 私 は 下の 表に 於いて 南滿洲 鐵道會 社の 直接 事 

業 財産の みを揭 げた。 

〔一 M 九】 本書 第 十七 章、 支那に 於け る 日本の 投資、 三の 9 

雲南鐵 道の 場合 は、 フランス 政」 おが 常に 鋭い 關心を 持てる 一 つの 會社 である。 支那に 於け る鐵 道に 投ぜ られた 資本の 

四〇％を下らぬ額が 印度支那の梳！^！^地政府から來た。 此の 鐵道會 社の 支配 權は フランス 政府に 在る と 言 ふ ことができ 

る。 廣九鐵 道の イギリス K£i， 卽ち 香港 對 岸の 本線の 九 龍 租借地 內の iHi: 問 は、 香港 帝領 植民地の 政- 1- によって 建設され 

その 政 狩に よって 所有され てゐ る。 

【：ほー0】 本書 第 十九 章、 支那に 於け る フランスの 投資  . 

吾々 は、 外！； 政府に よって.' 又は 外 1； 政府が ま 配 的 持 分 を 保持せ る會 社に よって 所有され ると ころの、 支那に 於け る 


直接 事棄 投資 の 總額 を擧げ る ことができる 

I  . 單位百 萬 


南 滿洲鐵 道  一 一二 八 • 九 

東 支 鐵 道  二 一〇i 

廣九鐵^2(ィギ" ス區間)  七 • 八 

雲 南鐵道  11  一二 •〇 

.  五六 九 *ニ 


投資 總額五 億 六 千 九 百 一 一十 萬 米 弗 は、 支那に 於け る外國 事業 投資 總 額の ニニ， 五 ルを下 ら ない。 この 總額は 行政 的义は 

統治 的 目 的の 爲の 財產、 例へ ば 領事館 の 如き もの を 含まな いとい ふ 事が 念頭 にお かるべき である。 若し 吾 々 が^ 滿洲錢 

道會 社の 諸子 會 社の 资本を 加へ ると すれば、 諸外國 政府 はこの 國に 於け る 直接 事業 投資 總 額の 約 四分ノ 一  を 支配して ゐ 

ると いふ こと を發 見す るで あらう。 この 額の 大部分 は、 満洲に 於け る 日本 及び：！ シァ 政府の 所有 財産 を； はして ゐる。 

外國 政府の 關與の 重要性 は、 私が 報吿 する やうな 事業 投資が、 全然 私的 事業 組織の 手中に あると 假定 される 危險を 防ぐ 

ために 强 調され たので ある。 こ- -に 述べた 政府 支配の 範圍の 政治的 意義 は 明白で ある。 

五、 輸出入 業に 於け る投资 

支那に 於け る 外國人 は、 いつも 貿易業 者で あり、 そして 貿易の 直接の 利益が、 滿洲 以外に 於け る 外 圏 居-切 民の 最大 部 

分の 關 心事であった。 若し、 長 城 以南の 諸鐵 道が さう である やうに、 滿洲に 於け る諸鐵 道が 支那 政府 を 通じて 財政され 
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てね たと しても、 輸出 人 業 及び 一般 商業 は、 今日に 於いて 第 十 表 中の 他の 何れの 項目の もとに 見出されう るよりも 大き 

な、 支那に 於け る外國 投資の 部分 を 包含す るで あらう。 この 分野に 於け る 投資 は、 外國 商品の 輸入、 支郑 Q 生産物の 輸 

出 及び 支那の 開港 場に 於け る卸寶 及び 小寶 商業に 關聯 せる もの を 含む。 かくの 如き 投資 は、 私が 今 取扱って ゐる S 國に 

就いて ^億 八 千 三百 七十 萬 米 弗で あると 報告され てゐ る。 これ は總 額の ニー  *四％ である。 

こ k にい ふ投资 は、 上海、 天津、 及び 大速 等の 如き 港に 常に 保有され てゐる 商品の 犬なる 貯藏を 含む ものである。 そ 

れ等 は、 恬和 洋行 (Jardine,  Matheson  cv、  Co.) 、太古 洋行 (Butterfield  &  Swire) 等の 如き イギリス 人の 諸會 社、 美 孚火油 公司 

(standard  oil  cospany) 、亞細 Is! 火 油 公司 (Asiatic  l)etroleum  t:o.)、 及び 英美烟 公司 (British-American  Tobacco  00s. 

p§y) 等の 如き、 アメリカの 及び イギリスの 國 旗の 下に 於け る外國 商品の 大 分配者 達の 所有 財産 を 含んで ゐる。 輸出入 

貿易に 關 する 顯 著な 事 實は、 投下され た 資本の 大部分 を 支配す る 比較的 少 數の大 商社が 存在して ゐる ことで ある。 

〔！ Ml  I〕 是 等の 諸 侖-, 社 及び 其 他の 舉 げられ た諸會 社の 所有 財產は できるだけ 分類され た。 恰和 洋行の 諸 繊維 工場 は 製造業の 項 

目の 下に、 太古 洋行の 航業は 運輸の Is^ 目の 下に 報告され てゐ る" 大 なる 諸 石油 會 社の 所謂 『諸 設備』 (Installations) は 此の 項目 

の 下にで あるが、 それ 等の 航業 及び 製造業へ の 投資 は區 別され てゐ る。 

これ 等の 大 商社と 對 して、 主要 貿易港に 於け る 多 數の小 貿易業が ある。 こ.^ に 吾々 は、 小規模の 輸出入に 從事 せる 數 

百の 小會社 又は 個人の 商人 を 見出す。 アメリカの 場合に 於いて は、 商社の 半數は 上海 だけに 事務所 を 持ち、 他の 何處に 

も 代理 所 を 持って ゐ ない とい ふこと が發 見され た。 これ 等の 小 商社 は、 支那に 於け る アメリカの 事業 投資の 總 額の 五 ％ 

以上 は 支配して ゐ ない。 イギリス、 日本、 及び！！ シァの 場合に 於いても 同 樣の狀 態が 存在す る。 


條約 港に 於け る小寶 商人の 財 產が又 この 項目の もとに 包含され る。 吾々 は兹 で、 上海に 於け る惠羅 公^ (whiteaway, 

Laidlaw  &  Co.) 及び 泰興 公司 (Lane,  Crawford  &  co.)、 大 連に 於け る 日本の 百貨店、 及び 哈爾贫 に 於け るチ ュ ー リン 

商 舎 (chourin  &  company) 等の 如き 諸 商社 を處现 する。 支那 人に よって 所 布され そして 香港の 諸 法^の 下に 組織され 

た 若干の 大 商社が、 近年この分野に於ぃて外國商社の有カなる競ハ^-者となった。 これ 等の 支那 商社のう ち 最もよ く 知ら 

れた もの は、 永 安 公司 (win-〇n  company) 及び 先 施 公司 (sincere  company) である。 

こ の 分野 に 於け る 支那 人の 成功 は、 航 業の 分野に 於け る 招 商 局 の 失敗と 對照 さるべき であ る。 

六、 製 造 業  -  ,, 

製造業に 於け る 外！： 投资 は、 四國 の投资 fi 額の 一 四 ％ を 占める。 上海 及び 支那の その他の 條約 港に 於け る纖維 工業 

への 日本の 投资は 約 一億 米 弗に なり、 それ はこの 分野に 於け る!^ 資總 額の 四 分の 一 以上で ある。 n 本の 諸紛緒 工場 は顯 

著な そして 興味 ある 例 を 提供す る。 織 維 工業 は 世界 戰爭の il に 日本に 於いて 繁榮 した。 この 繁榮は その 工業 を 支那の 諸 

條約 港へ 移轉 させ、 そこで 日本人の 經營 はかなり の 程度の 成功 を もたらした。 日本の 場合に 於いて は、 大豆油 及び その 

他の 植物油の 搾 出 及び 取引への 投資が 約 九 百 五十 萬來 弗で、 第二 位 を 占めて ゐる。 この 工業の 屮 心地 は 大述 である。 

【1in  二】 是 等の 投資に 關 する 詳細な 報吿は 本誊笫 十七 章、 支那に 於け る 日本 投資、 一二の S に 見られる。 

日本の 諸 紡 緩 工場の m 要 性 をして、 製造業に 於け る イギリスの 總投资 額が 日本の それより は 稍 大きい とい ふ 事 赏を隱 

蔽 せしめて はならぬ。 イギリス 人 は 非常に 多種の 製造 工業に 於け る先驅 であって、 事實上 支那に 於け る 凡ての m 要な 
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條約港 に 製造 工場 を 持って ゐる。 

製迭業 は、 現代的 t_ 類の 資本 装備 を 直接に 支那に 持 込んだ ところの 工業で ある。 それ は 外國の 管理 法 及び 外國の 技術 

的 熟練 を 持って きた。 製造 梁に 於け る 接 投資 は、 支那に 於け る 現代的 工業の 直接の 發達を 意味した。 

七、 不 動 產 

特に 上海に 於け る 不動産 所有 は、 前世紀の 七十 年代 以来 外國 投資の 一 つの 重要な 形態であった、 - 研究され た 四 國の全 

支那に 於け る 所有 總額 は、 三 億 一 千 六 百 三十 萬 米 弗で ある。 こ ひ 總額は 恐らく 投資の 他の 分野の 場合に 於け るより は、 

外！： 所有 財産の 完全なる 數 字 を距る こと 遠いで あらう。 合理的に 正確な 總 額に 到達す るた めに は、 フラン ス人 及びべ ル 

ギ ー 人の 犬なる 土地 所 1^ が 加 へられなければ ならない。 牧人の ため 及び 居住の ための 不動 產 所有、 並に ホテル 及び アバ 

. -» トメ ント • ハウスへ の投资 が 四 億 米 弗と いふ 總 額に 達する とい ふこと は • ありさうな ことで ある。 これ は滿洲 及び 支那 

の？ i 條約 港に 於け る 土地 所有 を 含む。 各個 別 的 研究に 於て 準備され た 報告に よれば、 上海の みに 於け る 不動産の 外國人 

所有 財産 は， 二 億 二 千 五 百 萬 米 弗と. いふ 總 額になる とい ふこと は、 ありうべ きこと である。 劉 氏の 指摘せ る 如い、 これら 

の 所有 財産り 市場 價値 は， 現 所有者に 對 する 原 價 より ははる かに 大きい とい ふこと は、 全く 明かに 眞實 である。 また 支 

那 への 拂 込みが、 これらの 原價 より はかなり 少なかった とい ふこと も眞實 である。 それば かりで なく 支那の 諸條約 港に 

於いて 所有され る 土地からの 收入 は、 通常 支那に 居住せ る 人々 に支拂 はれる。 不動産 所有 は、 支那に 於け る外國 居留民 

の 概念の 直 要 性 を 表面に 持ち出す ものである。 不動 鹿の 一 大部分が、 外 固 居留； y の 成員た ちに よって、 ま 郑の內 部に 於 


いて 受取ら れた牧 入のう ちから 購入され、 そして 支那に 於いて 消费 される ところの 收 入を發 生せ しめて ゐ る." 換貢 すれ 

ば、 外國人 土地 所有の 研究 は、 支那の！： 際 貸借の 中に 入る ところの 諸 要因の 檢討を 殆ど <，：： まない ので ある。 

【_-!;» 一  三〕 Lieu,  D.  K. (劉大 鈴), ForeUjn  I 靈 i-i  in  China,  1931,  p. 12. 

土地 所有 は 製造業と 對 照され うる。 それ は 支那への 現代的 工業 的 方法の 導入と 殆ど 關 係がない。 同時に 支那の 他の 

都市 は、 上海の 發展 から 都會的 土地利用に 就いて 舉ん だ、 そして 舉 びつ- - ある。 

八、 其 他の 分野に 於け る 投資 

銀行業 及び 金融業への 投資 は、 二 億 一千 四百 七十 萬 米 弗、 總 額の 九 *五％ になる。 この 總額 のうちに、 支那 人への 貸 

付けと 共に、 銀行業. - 及び 金融業 諸會 社の 現實の 有形 的 財産 を も 含める とい ふ 試みが なされた。 支那の 外^^::^ の 金融 

の 大部分 は、 支那の 外部の 諸 銀行に よって 營 まれて ゐる。 『金」 f 貨 建ての 證券が 發 行され ると M 時に、 金融 は 海外から 

なされる。 上海 は 支那の 大金 融 中心地で あるが、 それ は 銀 爲替に 依って、 及び その他の 理由の 爲 めに、 外！： 金融市場 か 

ら Q 短期 借款の、 如何なる 相當な 規模に 於け る 使用から も 切り離されて ゐる。 かくの 如き 資金の 使 ffl は、 一九 三 〇 11 

一九 三 一年の 間に は 平常より 少なかった。 上海に 於け る 銀 貯藏は 非常に 大きく、 そして 地方 的 資金 は 容易 に^られた。 

支那の 諸 中心地に 於け る 多くの 銀行家が 一 九 三 〇 11 一 九 三 一 年の 冬の il に；？ I に 語って、 彼等 は 支那 人の^ 金 者た ちに 

依って 充分の 資金が 供給され て をり、 それ故に 彼等 は 支那に 於け る 投资を 全く 持って ゐな いと 言 ふこと がで きる と ：マ" つ 

た。 これに 對 して は、 外國 銀行 は 所得 を 生む 企業で あると いふ こと、 そして 所得 は 通^ 支那の 外に ある 外阈人 所有者た 
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ちに： a すると 答へ る ことができる J  i 右 干の 銀行に よって 一定 年 を ：迪 じて 燥 けられた 純 〔化 を 資本に 還 冗した もの は、 こ 

の 分野に 於け る 投资の 私の 數 〔子に 對 する 吟味と して W ねられた" 

鑛 葉の 分野に 於いて は、 條約 港で なく、 一一-特許 J, を 基礎と せる 一 億 九 百 萬 米 弗の 投资が ある。 此の 分野に 於いて は 日本 

が 首位 を 占めて をり、 撫順 だけで 近ハ 牛に 於いて 支那で 採掘され る 石炭の 約 四分ノ 一  を 生産して ゐる。 支那の 石炭 生産高 

の う ち 、 ) • 外國 人』 g 山 からの 生 ^高 のい ；： める 割合 は 約 四 〇 ％ である。 

【一 M 一  四〕 翁 文^ OV.  H.  WS  一  to は ！ 九 二八 年の 左 C 如き 数字 を pf 1,3  P-  に ST げてゐ る。 

生產者  石炭 百 萬 總生產 It に對 する VI 

日本人 諸-: 灰 1^  七丄ハ  三 〇- 五 

イギリス 人々  一丁 五  九 • 八 

ロシア 人ク  1 • 六 

ド イク 人グ  •〇 七  〇•  二 

これ は 高率で あるが、 然し、 地方 的反對 及び 其 他の 諸理. S による 多數の 計靈の 失， 敗がなかった とすれば、 一 ヱ咼 いで 

あらう。 支那の 現代的 錢ェ棄 は 大部分 外闽食 社の 手中に 在る。 滿洲に 於け る 鐵錶業 は 日本人に よって 開發 された が、 日 

本 は 揚子江 流域に 於いても 同様に、 E;^ 大の 1、 山の 所有者なる 漢冶萍 公司へ の 惜款を 含む 利益 を 持って ゐる。 金鑲 業に は 

可な りの 外國 人の 關與が あるが、 アンチ モ 一一 ー は 殆んど 全部 支那 人の 手中に 在る。 此の 分野に 於け る 最大の 企業 は夭渗 

に 本 1^ を 持つ！！？； 1 礦務局 (K:ailim  Mining  Ad ョ inistraticll) であるつ それ は イギリスの 會 社と 支那の 會 社との 組合で あ 

つて-. それに 對 して イギリス 會 社が 共同 资 本の 大部分 を据 供した ので ある. - 開灘 諸坑は 支那に 於け る 他の 何れの 集圑ょ 


ゆ も 多くの 石炭 を 生産し * そして 開 溱 の 企業 は， 滿洲 以外の 支那に 於け る 如何なる 『特許』 にも 劣らす 財政 的に 成功し 

てゐる 0 

〔一 M 一  五〕 フランス 及び イギリス 資本の 雲 南 公司 (syndicat  du  Yunnan) の 火败、 四川の is- 方 企業 會社 (Eastern  pioueer 

company, 、の 失敗、 支那 政府と 美 孚火油 公司 (standard  oil  company) との 組合 企業の 計査の 失收。 

公益事業の 分野に 於いて は、 主要なる 諸條約 港に 於け る イギリス 及び アメリカの 投資、 並びに 滿洲に 於け る 日本の 投 

资を 吾々 は 見出す。 これ は アメリカ人が 多少 重要な 役割 を 演じて ゐる只 一 つの 分野で ある。 一九二 一年 以來、 此の 分野 

に 於け る 急速なる 發達 があった。 最近の 一 著述家 は、 支那に 於け る 約 五 百の 電燈 = 及び 電力 工場 を舉 げてゐ る。 それ 等 

の 大部分 は 小規模で 地方 的に 所有され てゐ る。 信用 を以 つて 装備 を 供給す る ことによって、 此の 分野への 若 千の 外國投 

资 があった が、 然し 吾々 は此 所に、 支那に 於け る外國 投資の 障害 及び 困難の 一例 を 持つ ので ある。 

「一 SB  一  .Kl Tstia  Kyung-we, (缀 露. 二"〕 lectiic  Ldaht  and  Power  pl.anis  la  Chlmi,"  Chines ひ Esncluic  JcurDLal,  Julv,  1931, 2). 

il-72s. 

外！： 投資の 種々 の 分野 は、 夫 等が 現代的 装 倫 を 支那に 持ち込んだ 範 圍に對 して 若 千の 注意 を拂 つて、 第.！ -^i ^に 列舉さ 

れて ねる。 これ は 運輸 事業、 公益事業、 鑛業、 及び 製造業に 於いて 望 ：€女 であった。 投资の 約半分が、 工業化の 過程と 結 

合されて ゐ たとい ふこと が 推算され うる。 同時に、 汕 頭に 於け るレ ー ス 及び ド 口 ー ン ヮ T クハ拔 きか^り 細工) ェ 戴に 於 

ける 如き、 若干 の 小規模 投资 が、 產業糾 織 のより 古い 形態 を擴 張す る の に 役立 つたと いふ ことが 記錄 さるべき である。 

そして 更に、 上海 等の 如き 中心地に 於け る外國 人の 土地 所有 は、 此の 國の產 業の 現代化 を 直接に 刺， 微 しないと いふ こと 
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^汎に 於け る 投资は 日本人 及び n シァ 人の それだけ として 示されて ゐる。 若し ィ ギリ ス 及び アメリカの 滿 溯に 於け る 

投资が 知られた としても、 滿洲の 總額は 恐らく 四千 萬 米 弗 以上 は增 加し ないで あらう。 上海に 於け る イギリスの 投资は 

やはり 滿洲 及び 上诲に 於け る 日本の 投資 位に 犬で あると 算定され なければ ならない。 曰 本の 研究に 於いて、 日本の 上海 

に 於け る投资 は、 一丸 一 g: 年から 一九 三 一年の 間に、 日本の！ i 洲に 於け る 投資より は 急激な 率を以 つて 增 加した とい ふ 
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が記錄 されなければ ならない。 

九、 四國の 直接 投資の 地理 的 分布  • 

1 九 三 一 年に 於いて、 重要な 諸國の 直接 投資の 約半分 は 上海に 在る とい ふこと が發兑 された。 三分 ノ 一  以上 は滿洲 

約 六分ノ 一  は 其の 他の 支那に 在った。 是 等の 諸 数字 は 次の 表に 示される。 

第 十 一 表 一 九 三 一 年、 四國の 111 接 辜 業 投資の 地理 的 分布 C 單位百 萬 米 弗) 
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ことが 示されて ゐる。 また、 滿洲 以外の 支那へ の 日本の 綿製品の 輸屮 Z は、 一 九 一 四 (牛 以來、 滿洲へ の、 J 屮 Z より^ 速に I？ 

加した とい ふこと を 示して ゐる。 日本から 兑て さへ、 上海の 重要性 は增 大して ゐ， る、 況ん や：； i ハの 他の 地に あまり 利益 を 

持たぬ 他の 諸國 は猶更 である。 

【註  一 +0 本 害 第 十七 章、 支那に 於け る 日本の 投資 、一二の 00。 

sn 八〕 同、 三の 4。 

一 〇、 六國の 事業 投資 

支那の 狀態を 理解す るのに 基本的の 意味 を 有する 若干の 一般的 結論 は、 次の 三つの 表の 研究に 基いて ねる。 その^ 一 

は、 一九 ，〇 二 年、 一九 一四 年、 及び 一九 三 一年に 六國の 各に ついて、 事業 投資が 總投资 額の 中に 占める 百分比 を 示す。 

百分比の 基礎と なれる 總額 は、 各の 場合、 當該 年に 於け る その 國の 事業 投資 及び 政府 債務の 所有 額で ある。 此の 表 は 外 

國 投资 の 形態 の 變化を 現して ゐる。 

第 十二 表 六 國の各 投資 總 額の 一曰 分 比 を 以て 示せる 事業 投資 
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第三の ii;^ は、 一 九 一 四 年に 於け る その 國の 事業 財產總 額の 百分比と しての、 各 國 の 事業 投資 を 示す ところの 指數 を提 

供す る。 此の 表 は 各！； の硏究 された 期^に 於け る 增加率 を 現して ゐる。 


第二の 表 は 事 紫 投資の 六國 への 配分 を 示す。 此の 表 は 一 九 〇〇 年以來 の 期^に 於け る 各 EI の 相對的 重要性 を 現し 一. 
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是等 三つの 表に 現 はれた 一般的 變化を 明かに する ために は、 最も 簡單 な說 明で：： 疋 りる。 先づ、 一九 一四 年の 歉 a- を 1 

九 〇 二 年と 比較して 見よ。 イギリスの 投資 は、 總額 中事樂 投資の い ：！ める 百分比に 於いて 加 を 示して をり、 そして 他の 

凡ての 國に 就いては • 變化は 僅かであった (第 十一 一！^)" イギリス は 六 國の投 资總額 中に い：： める 否 分 比に 於いて. ^な W たる 

增加を 示した (第 十三 表 )。 イギリス は 最も 急速なる 增加率 を 示した (第十叫：^^)。 一九 〇 二 年 以後 イギリス はや：：： 位に 上 

り、 それ を 世界 戰爭 まで 維持した。 日本の 奥， 起は顯 著で あつたが、 然し 一 九 一 四 年 迄に は 第一 一次 的 化 性の？ ii: の 仲 

以上に は 進まなかった。 シァは 第一 位 か ，ら 下って 日本と 同位に なった。 其他顯 著な 變 化はなかった。 

1 九 一 四 i 一  九 三 一年に 於け る變 化を考 へよ。 日本 及び 合衆國 について は、 投資 總額中 業 投資の い：： める 百分比 Q 

第六窣 事業 投資の！！ 觐  1 〇 三 


第 十 EI 表 國别 事業 投資 を 示す 指數 〔一九 一 四ハ 牛に 於け る價額 = 1 〇〇) 


一  ^  論  ー〇 四 

減退が あった。 これ は、 彼等が これに 代る 形態、 即ち 支那 政府 借款 を みみた こと を 意味す る。 然し 意味 深い 點は第 十三 

^に 明かに されて ゐ るので あって、 日本 及び 合 衆國は 一 九 三 一 年に 於いて、 一 九 一 四 年より は 六 國の總 額に 對し て大 な 

る 割合 をみ めた。 竹ル 十四 に 於いて これ は 他の， 询 度から 示されて ゐる。 一 九 三 一年に 於け る 日本の 投资は 一 九 一 叫： 牛の 

叫 倍 以上で あり、 アメリカの 投資 は 三倍 半で ある。 アメリカ人の 投资 は、 勿論 一九 一四 年に は 比較的小 さく、 そして そ 

れ 等の 增 加は總 額に 對 して は 比較的小 部分 をい：： めて ゐた。 第一 一位から 上って イギリスと 並んで 第 一 位 を 占める に 至った 

の は 日. ：4 であった。 その 事業 投資が 四 佑 以上に なった の は 日本の みであった。 

他方に 於いて、 ドイツの 場合に 於け る 衰退 を考 へよ。 その 一 九 三 一年に 於け る 投资は 大部分 最近の 投資で あり、 そし 

て それ 等 は 一 九 一 四 年の 總 額の 半分 を 殆ど 超えなかった. - n シァの 地位 は、 それが 東支鐵 道の 所有 權を 保持した ので ド 

イツの 地位より 多少 善かった。 フラン スは總 額に 對 する 事業 投资の 割合に 於いて 急激な 增加を 23- せた が、 然し その 事 梁 

投资は 僅かに 六 〇/% 增 加した にす ぎす、 そして フランス は 一 九. 三 一 年に 於け る總 額の あまり 大きくない 割合 を. h: めて ゐ 

る. -  . 

ィ ギリ ス は：；；^. も 判斷に 困難で ある。 イギリス 人 は 事業 投資の 形態に 於いて、 彼等の 總 額に 對 する 增加 しつ. - ある 割合 

を 維持して ゐる。 凡ての 國の 投资總 額に 對 する ィ ギリ ス の 割合 は 增加を 緩け、 そして ィ ギリ ス の 投资の 價額は 一九 一四 

年の それの 二倍 半であった。 ィ ギリ スは 堅實な 中心的 地位 を 把握して をり、 そして 一 九 三 一 年に 於いても、 一 九 一 四 年 

に 於け ると 殆ん ど！： 様に 强 固な 地位 を 保持して ゐる やうに 見られる。 此の 期^に 於け る！？ 加が、 日本 及び 合 衆 國に歸 し 

たとい ふこと は M 〈實 であるが、 然し イギリス は 第 一 位 を 緩け てゐ る。 その 地位が 外見 程 有利であった とい ふこと は 何の 


道 確かで ない。 上海に 於け る 所有地 及び 初期に 獲得され た 財産 は その 價値 を^ 加した。 ィ ギリ ス の 一 九 三 一 年に 於け る 

地位 は、 新ら しい 投資の 若干の 增 加と 同時に、 初期に 於け る 彼等の 事業 的 賢明 さ を 示した。 イギリス は戰 前の^ ハ 牛に 於 

け る顯 著な 發展 の 惰性 を 以 つて 推進され たので ある。 

若し 一 九 〇一 一年から 一 九 一 四 年の 期間が イギリスに 屬 したと すれば、 一 九 一 四 年から 一 九 三 一 年の 期^ は 日本に 屬し 

た。 イギリス をして 一九 三 一年に 至る まで 指導 的な 地位 を 維持 させた もの は、 上海の 著しい 發展 であった. - E 本の 地位 

を 高めた もの は滿洲 及び 上海の 發展 であった。 合 衆國は 重要性 を增 したが、 彼 は 支邠に 於いて は、 世界の 他の 場所に 於 

ける 如く 明かに は、 世界 經濟 問題に 於け る 新ら しい 地位 を 示さなかった。 

槪觀 は、 運輸 業 及び 輸出入 業が、 支那に 於け る外國 投資の-重要な 分野なる こと を 示す。 增加は 恐らく、 製 #3 業 及び 小 

動産の 如き、 上海と 關聯 せる 分野に 於いて 最大であった。 外國の 事-紫 投资は 上海 及び 滿洲に 在り、 上海 は 近年 著しく 一延 

要 性を增 した 。投資 は イギリス 及び 日本に 屬 する。 n シァは 一度 首位 をお め、 日本 は投资 では 首位に 上った こと はない。 

本の 興起 は顯 著で あつたが、 然し 吾々 が 考察し っ& ある 期， 問が、 一九 三 一年 九月、 滿洲に 於いて 始まった 事件に よつ 

て 終結され た ときには、 イギリス は 依然として 支那に 於け る 事業 投資の 所有者と して 第 一 位に あった。 
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第 七 章 事業 投 資 の 意 義 


外 國投资 の 中に 於け る 事業 投資の 大 なる 重要性の 說明 のために は、 吾々 は簿統 的 支那の 經濟的 及び 政治的 組^に 溯ら 

なければ ならない。 支那の 經濟 は、 たと へ 如何に それ を耍 求しても、 換-百 すれば たと へその 有効な 利用に 對 する 機會が 

如何に 大きくても. 资 本が 得られなかった。 人 は 支那が 『中世 的』 或は 『アジア 的』 であると 言 ひうる。 ；！^ は 『東洋 的 J. 

(-Eastern:) とい ふ 語 を 選ぶ が、 然し 此の 名稱は 現在の 複 雜な狀 態の 理， 5 に對 する 識^の 代用 語と して 受 取られた いか 

ぎり、 殆ど 差異 を 生じない。 支那 は 進んで 資本 を 外國に 求めなかった から、 彼 は 外！ E 人が 持ち込んだ 资本 だけ を 受取つ 

たのであって、 しかも 彼 は 此の 资 本の 導入に 對 して、 外阔 貿易 及び 西洋 的 = 又は 現代的 概念に 對 すると 同様た 消極的 抵 

抗を以 つて 迎 へたので あ る。 直接 事業 投資 は、 他 の 形態 の外國 投資が 重要 で な か つ た が爲 めに 道耍だ つたので ある。 

" 一〕 ウィット フォ I ゲシ ovittfogel) は 此の 語の 使用に 於いて マルクスに 從 つて ゐ る- 彼れ の m-i き hajt  t  p§s 

Qdum,  Leipzig, Ch.  XV,  p.  703. を 見よ。 

是 等の 他の 形態 は 支那 諸會 社に よる 外 園からの 借人れ である。 支那 政府の 偾務は 次章に 於いて 取扱 はれて ゐ るが、 然 

し 前述の ー般的描^：^は、 それ 等が 直接 投資より 遙 かに 小さい こと を 示して ゐる。 支那 諸會 社が 外國 資本 導入の 手段と し 

て 役立ちえなかった こと は、 簡軍た 考察 を 要する。 


1 、 支那 會社を 通じ て の 外 國投资 

支 邪の.？ 濟. ps:^ は.' 一 九， 〇 三年に 現代的 會社 形態の 組織が 用 ゐられ る やうに なされる まで、 外國 から 借 入れる 能力 あ 

る 一 裂 梁 單位を 持たなかった。。 ー是 等の 法規 は 一 九 一 四 年に 多少 改正され、 支那の 狀 態に ヨリ 好く 適合せ しめられた。 支那 

の會 法の 最近の 形態 は、 一 九 一 一九 年 十一 一月 一 一十 六日に 國， 政府に よって 發 布され た。 此の 法^の 下に 创 立され た.^ = 社 

數は近 化. 增加 したと 言 はれて ゐ る。 それに もか& はらす、 會社 形態の 成功 は 現在まで 大 ならす、 そして、 その 社 偾が外 

國 金融市場に 流通され うる 支那 會社は 存在し ない と 首 ふの は、 恐らく 眞實 であらう。 これが、 外闽资 本調逹 の 此の 手段 

が 用 ゐられ ない 主要な 理. S である。 

【！ 二〕 此の 年に、 袁世凱 及び 伍 廷芳が 委員であった 委 M 會の 仕事の 結果、 諸 法律が 發 布され た。 

iB 英！ t„ -ュ Eastern  Review,  vol. 12,  No.  4,  Sept.,  1915,  pp.  125—33 に 見出される。 

〔！ 王^ 1 Jhe  Narfa  Gover 雇 rds  Lam  and  Beg 昏 tlons  Afjsil  Trad,  cfmcrcc,  き., Britii-h  n-r^l««.  of  r03. 

m ひ rce,  Sha3ra.}1ai,  1930、.  vol. ひ, p- で. 1114s. 

若干の 大會社 は- 支那 政府の 特^法に よって 支那に 於いて 創立され た。 招 商 局、 原の 支那 土木 驟 ~S 會社 (Chinese 

Engineering  and  Mining  company) 及び 漢冶萍 公司 (Hanyehping  colnpany) 等が その である。 力く グ- 如き ^會. ポ 

は 政府の 援助 を 受け、 そして 彼等の^ 務は、 彼等が 外！： 人と 取引せ る 場合に は、 厘々 支那 政 "せの^ 務 となった。 かくの 如 

き 企業の 歷史 は、 外國 借人れ の 成功せ る 例 を 殆ど 提供し なレ。 何れの 八 r- 社 も、 官廳 の、 乂は 政府の 何等かの 關與 なくし 

て外國 から 借人れ る こと はでき さう にない。 
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〔一； は 五】 漢治萍 公司の B 本の 貸 主に 對 する 務は約 四千 萬圆 である。 本書 第 十七 章、 支那に 於け る 日本の 投资、 三 Q お。 

〔一！； li 六〕 會社を 通じての 外お 投资の 困難 は、 支那に 於いて 永い f 驗を 持てる 1。.- る 人に よって 次の 如く 述べられて ゐる。 『宫 吏 達 は 

常に、 如何なる 成功せ る 企業に も 割込まう とする。 彼等 は 競爭を 排除 せんがた めに 彼等の 特權- ど Hi- ゐん とする。 彼等 は そこで、 

is^ 業 上 及び 技術 上の 諸問題 を ほ； 面目に 考へ る こと を 拒 絡し、 そして 企業 を 破滅せ しめんと する。』 

支那の 諸會 社に よって、 前章に 揭 げられ た 諸 数字が 示す より 以上の 借人れ がな されて ゐ たので ある。 とい ふの は、 か 

くの如き借人れは支那に於ける：Ji^s來的偏兑にょって反對され、 そして それ故に 屢々 秘密に されて ゐ るからで あるつ 

ロ，； 小人 は、 私の 信す るに は、 通例の 投資 銀行業務の 上に なされた 貸付と 引換へ に その 借款 を 引受ける ことによって 支 

那の， 社と 取引した ところの、 唯一 の 銀行家 及び 事業家で ある。 私 は 此の ことにつ いて、 彼れ の會 社の 試み は 失敗で あ 

つたと 認めて ゐた ところの 日本の 或る 銀行家と、 稍 詳細に 論議す る 梭會を 持った。 此の 失敗に 對 する 原因 を 彼 は、 支那 

人の 工場 經營 の經 驗を缺 ける こと、 支那の 會社 は、 會 社が 財政 的に 成功して ゐ るかぎ り 殆んど 借 入れ を しないと いふ 事 

實、 及び 支那の 裁判所に 持 出される 如何なる 事件 も 所理が 困難な ことの 中に 見出した ぶ 此の 人の 意見に よれば、 彼れ の 

會社は 通例の 種類の 直接 投資に 向った 方が よかった であらう と。 吾々 は 此の 日本の 會 社の 經 験の 中に、 直接 投资 の重耍 

性に 對 する I- 由の 具 體的實 例 を 持つ こと は 明白で ある. - 日本の 場合 は 公平な 試金石で はない かも 知れぬ。 とい ふの は、 

民衆の 偏兑が 日本の 事業 を、 弱い 會社 又は 財政 的に 困難せ る會 社に 限定す る 傾向が あつたか も 知れない からで ある。 ^ 

方に 於いて、 此の 日本の 銀行家に よって 示された 失敗の 现， S は、 支那の tj. 業 的 指導者 達 及び 銀行家 達に よって 可な りの 

重み を 持つ ものと して 容認され てゐる G 

Lie 七〕 本 害 t か 十七 章、 支那に 於け る 日本の 投 资、. 1 の 3 參照。 


此 所で 吾々 は 政策の 分野に 觸れ る。 支那の 會社 は、 若し 外函の 利益が 支那の 會 社に 於いて 支配的 持 分 を 持つ ことが ゾ讦 

されたならば、 やはり 直接 投資の 長所の 或る もの を 保持し っ&、 支那に 於け る外國 居留民の 资本、 又は 外國 からの 资本 

まで を も、 支那の 法. 禅の 下に 持ち 來 たす 手段と なりえ たで あらう。 これ は 許されす、 そして國21^政府常：11^の説明は治外 

法權の 存在と いふ ことで ある。 支那に 於いて 事業に 從事 せんとす る 外 II 人 は、 外 國會社 11 或る 場合に は 港の？？ 法律 

又は 支那 貿易 條例 (China  Trade  Act) の 下に 支那の 狀 態に 適合せ しめた もの —— の 形態 を W ふる か、 或は 彼が 支配的 持 

分 を 所有す る こと をえない ところの 支那 會 社に 參 加す るかの 一 を 選ばなければ ならない ので ある。 

〔ー！^^八〕 一九二 九 年の 社 法 は外國 人の 支配的 持 分 を 禁じて ゐ ない。 第 百 七十 九 K 政治 〈1= 議を 通過し、 一九 三 〇 年 三 3 十三 日に 

立法 院に 回附 された 中央 執行委員 會の決 譏 は、 次の 諸 條件を 定めて ゐる 11 支那 人の 株 は 五  一 V ン 以上なる ベ く、 支那 ムは 取締 

役會に 於いて 過半数 を 占むべく、 そして 取締役 會の 議長 及び 支配人 は 支那 人た る ベ し 。 

これ は 然し、 小さな ことで ある。 一勝 ま 要な 事實 は、 支那の 會 社が 外國借 入れの 手段と ならなかった ことで ある。 i 右 

し 支那が 私的 企業に よって、 團體的 個人主義と 呼ばれた ところの ものの F に發 達せ しめらるべし とすれば、 外^お 木の 

源泉に 到達す る 力 を もてる 支那の 會社叉 は 組合の 發： 途 がなければ ならな い ので ある。 かくの 如き 發 達に 必 な？； |變_*!- 

は、 政策が 者 察される 場合に 取扱 はれた 方が 適當 である。 

二、 直接 投资と 治 外法 權 

直接 投资 の大 なる 重要性が 支那 人 及び 在 支外國 人の 注意 を抽 くやう になった ときに、 提供され た 通 《もの 說明は 治 外法 
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第一 篇總瀹  一 一 〇 

權と い ふ 一 H 架で あ つ て 、 この 一一 一一：： isff 、  國 人が 此の 國に於 い て その 下に 生活し 事業 を經ぉ 3 す ると ころの 全 法制 を"： 一 は 味し 

たので ある， - 明瞭なら しめんが ために は、 それ を 治 外法 樣、 條約 港、 及び 外國會 社への 特許の n 度と 呼ぶべき である 3 

此の 說 は 私の 信す るに は、 餘 りに 容易に 受け 容れら れてゐ る ひであって、 私 は それ を 吟味し ようと 思 ふ. - 

勿論、 事業家 及び 外 國會社 は、 條約 又は 支那 政府の 法令に よって 陚 典され たと ころの、 若干の 場所に 於いて 土地 

を 所有し、 工場 を 所お し、 事業 を經營 し、 そして t 仅等自 .1^ の 裁 1： 所の 法權の 下に 在る 權利を 持って ゐる とい ふこと は眞 

賞で ある。 此の 效^ を 持つべき 若干の 協定の 存在な しに は、 外國 居留 及び 外 國投资 は 全く 法禄的 极抵を 持たなかった 

であらう。 此の 意味に 於いて 治 外法 權は、 若し 私が 此の 全 狀態を 表示す る爲 めに 此の 語 を W ふべ しと すれば、 直接 投資 

の 基礎で ある。 これに 伴 ふ 困難 は、 それが あまりに 多くの ものであると いふ ことで ある。 かくの 如き 推論に よって、 支 

那の 對外關 係に 於け る 凡ての こと は、 治 外法 權に負 ふ ものである として 說 明され うるので ある。 

直接 投資が 重耍 だとい ふこと は、 存在す ると ころの、 治 外法 權 によって 創 S 一；^ された のでない ところの、 そして その 除 

去は條 約の 協定に 依據 し， ない ところの、 若干の 狀態を 反映す る ものである。 是 等の 第一 は、 支那が 借 入 者と して 成熟し 

てゐ ない とい ふこと である。 西洋に 於け る 資本 移動 の -險史 は、 外同貿 め に 從事 せ る 商人 の 直接 投資が 最初 の 形態 で あ る 

こと を 示して ゐる。 全く 近代に 於いて、 かくの 如き 投資の 實 例が ある。 フランスに 於け る 最初の 鐵道は イギリス 人の 

接 投資で あり、 そして イギリスの 諸 會社は アルゼンチン 及び 南米 諸國の 悶發に 可な りな 役割 を 演じた。 印度 及び：：； I 本に 

於け る 非常に ni 'い 時期の 投资は 此の 種 類の ものであった。 そこで、 或る 國へ の 資本 輸入 P 初期に 於いて 重要で あると い 

ふこと は- 直接 投资 にと つて 變則 ではない ので ある。 若し 支那が 異なって ゐる とすれば、 それ は 直接 投資が 主要 形態，.^ 


して 持績 して ゐる とい ふこと である。 支那の 經濟 は、 可な りの 直接 投資の 刺激の 下に 於いて すら、 その他の 形態 を發逮 

させる こと をえなかった ので ある。 

〔一!^ 九】 Jenlcs,  MV.  H.,  Jh&  Mlgrouon,  of  Bi-lUsh  Capital  to  JS75,  New  yorlf,  1927,  p>. 141. 

第二に、 支那 人 は 現代 産業の 技術に 容易に 順應 しなかった。 支那 人の 經營の 技術的 效 に對 する 凡ての 疑惑 は、 直接 

投資の 重要性 を 維持す るのに 役立つ に 違 ひない。 支那 人の 經營 及び 産業の 傳 銃が、 現代的 產 業の 技術の 習得 を 困難なら 

しめる とい ふこと は、 意外とす るに 足らぬ ことで ある。 外國 からの 技術的 援助の 必要 は、 一般に 支那に 於いて 承認され 

てゐ る。 然し、 技術的 過程 は 妥協 を 許さぬ それ 自身の 主權を 有つ とい ふこと は、 さう 一 般に 理解され てゐ ない。 機械 産 

業の 中には、 日本人、 a シァ 人、 印度人、 そして その 事に 關 して は 西洋 諸國 人と 同じく、 支那 人が お得し つ. r あると こ 

ろの、 紀律が ある。 

もう 一 つ、 直接 投資の 重要性に 對 する 理. S は、 法律 及び 計理の 分野に 於け る S 干の 概念 を缺 ける ことの 中に ある。 人 

は狀態 を描寫 する より はむしろ 晴示 すると ころの 言葉 を 用 ふること を餘 儀な くされて ゐる 0 西洋の 商法 及び Ig; 洋 の計理 

は、 現代 産業の 勃興の 影響 を 受けて、 一 曆 個人的に なって ゐる。 是 等の 事柄に 就いて、 支那 人 は 現代的の 仕方に 適せ ざ 

る 個人的 見地 を 保持して ゐる。 支那 人の 見地 は、 法律に よって 銃 治される とい ふこと は 全く 尊敬すべき ことで はなく 注 

、ソ 

意 深く 勘定 を するとい ふこと には賤 しさが あると する 傾向が ある。 實踐に 於いて は 此の こと は、 商法 は 事業の 競- a- の强 

制 的 條件を 設置せ す、 そして 簿記 は 一 般に そして 非 個人的に 事業 政策の 指標と して 容認され てゐ ない とい ふこと を 意味 

1 

する。 
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第一 篇總論  一 一 二 

「一!； S  一  0〕  I に, Shie, (き iip.  The  Devdop~nent  of  Loylml  Istod  in.  Artcimt  Qlim,  Shangliai,  の 第五 章 緒論の 節 を 見よ。 

【へ d 一 一 〕 法律 的樣？ 5 の 1 般的 議論に ついては w£u.e,  Hdith  E,  :Busims3  and  Politics  in  the  .Ftw  East,  New  Ila  く  en,  1932. 

特に 第二 篇 第二 章 及び 第三 章 を 見よ。 

適 常な 法律 的、 技術的 及び 計 现的觀 念の 缺乏 から 起る、 投資の 分野に 於け る 諸 困難に 對 して は、 支那の 銀行家の 圑體 

と Q 會議の に展 11 された 討論より 好い 例 は 提供され えない。 私的 金融と いふ 通常の 方法に よる 支那に 於け る 外 固 投資 

の 問題 は、 上海に 於け る 現代的 銀行家が、 『內 地』 へ 投資す るに 當 つて 直面す ると ころの 問題と 同じで ある。 支那の 現代 

的 銀行 《おは、 彼に 两洋 的の 及び 傳統的 支那の、 双方の 見地 を现 解せ しめる ところの 地位 を 占めて ゐる。 是等 上海の 銀行 

家 達 は、 支那に 於け る 他の 何れの 者よりも 明かに、 私的 企業の 手段に よる 支那の 經濟的 閗 發の 仕事の 性 1^ 只 を 理解せ る 集 

團を 形成して ゐる。 

上海に 於け る 此の 會議に 於いて 支那の 銀行家 達 は、 外國 から 借 入れて 支那で 貸付け るた めに 組織され た 支那の 銀行 シ 

ンヂケ ー トを 通じて 外國 資本 を 支那に 導 人す る ことの 可能性 を 考慮す る やう 依賴 された。 かくの 如き 計畫 は、 外 國に對 

する 唯一 の負^^は上海の シ ンヂケートのそれとなるでぁらぅから、 偏兑及び術策を避けしめ^<;でぁらぅ。 それ は 銀行 シ 

ンヂケ ー トと 外！： 人との に 於け る それの 外 は、 治 外法 權に伴 ふ 紛議 を けしめ るで あらう。 贷 付 は 支那 人に よって 支 

那 内部に 於いてた される であらう。 

銀行 {き1 は 此の 提案に 對 して 眞 面目な 考慮 を與 へた。 支那 側からの その 實行 可能性に 對 する 凡ての 疑惑 は、 分析の 結 

^、  に 考察され た 事柄に 基いて ゐ ると いふ ことが 發 見され た。 技術的 效衆を 確保す るのに 困難が あるで あらう とい ふ 


ことが 主張され た。 支那の 事業 組織の 計理 方法が 他の 困難 を 惹起した。 法雞的 機構が 非倘 人的に そして 有效な 機能 を發 

揮し えなかった 諸實 例が 擧 げられ た。 支那の 銀行家 達 は、 私が 支那 會社を 通じての 投资を 討議した 口 本の 銀行 〔尿に よつ 

て 言 はれた ところの、 多くの こと を 言った。 

現狀が 指示され た。 是 等の 狀態は 現代的 方法の 影響の 下に 變 化しつ- - あり、 そして 變化を 助ける 最も 積極的な 影響 は 

支那の 現代的 銀行 組織であって、 それ は 其の上 海の 中心から 非 個人的な、 計理 的に 統制され た 事業の 方向への 赌迫を 加 

へつ \ あるので ある。 支那が 外國 から 借りる ことができない 最後の 理由 は、 若干の 概念の 缺 如で ある。 これ は 通常 支那 

の 裁判所に 於け る 信 賴の缺 如の、 及び 或る 技術的 分野に 於け る 支那 人の 經營の 非效^ 的な ことに 對 する 现， S の、 諸實例 

を 崖々 擧げ うると ころの、 在 ま 外國人 Jeli^ 業 家に よって、 一層 悲劇的に 述べられて ゐる。 適當な 概念が 創造され るまで 

は、 治 外法 權の 制度が 存鑌 すると 否と にか X はらす、 直接 投資の 或る 形態が 重要で あらう。 

三、 關稅 及び 銀 

支那の 關稅は 一 九 一 一九 年の 初めの 條約關 稅を繼 承した。 新 關稅は 一 九 三 一年 一月 一 日から 實 施された。 それ 等の 多く 

は 從量稅 であり、 一 九 一 一九 年の 關稅は 銀 建で あるのに 一 九 三 一 年の 關稅は 金單位 建で あるから、 稅率を 比較す る こと は 

0- 

困難で ある。 一 九 三 一 年の 關稅は 協定 關稅の それより は 可な り 高率であって、 それ 等 は 若干の 產 業に 對 する 適度の 保護 

を 意味す る。 例へば 綿布に 對 する 從價稅 は、 一 〇>0/ 乃至 1 1 一 .五％ であり、 其 他の 形態の 綿製品に 對 して は 七 っ五％ 乃至 

二 五 ％ である。 羊毛 製品に 對 する 關稅は 四 〇％ である。 最高の 關税は 明かに 輪 人贅澤 品に 對 する 稅 であるが、 是 等の 中 
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に 於いて すら、 若干の 保護 を齎す ものが ある。 

一二〕 米 弗と 等 價の海 關金軍 位が 一九二 九 年の ゲン メラ I 財政 委員 會 Kefllluc-rcr  Fiiia 一  icial に imiissiolo によつ 

て 提案され た。 類似の 示唆が サ，' •  ロバ." ト， ハ，' ト (sir  E.obel.t  liart) によって ml- い 時代に なされた と 言 ふ。 

保 謹 關稅は 若干の 國に 於いて は、 一部分 は 外國の 資本 を 吸引す る 目的で 採用され、 そして 其 他の 國で はさう 計畫 され 

たと 否と にか- - はらす か \ る 結 菜 を 誘起した。 一九 三 一年の 關稅の 結 菜が、 か \ る 效果を 示す のに は 充分な 時が 經 つて 

ゐ ない。 その 證跡は 直接 投資の 增加 である i 舌で ある。 

【註 一三〕 カナダ は 前者の、 そして 合 衆國は 後者の 例と して 擧 げられ うる。 

かくの 如き 結 ra^ は、 支那に 於いて は、 滿 足より は 寧ろ 屢々 恐怖 を 以て 見られる。 或る 支那の 經濟擧 者 は、 外國 投資に 

對 する 態度に ついて、 私に 對 する 聲明を 上海の 支那 語 新聞紙 上に 發 表した。 彼 は 上海 又は 靑 島に 工場 を 設ける ことによ 

る 外！： 人の、 通常 日本人の、 支那 關稅の 回避に 對 する 多くの 引證を 見出した 中華 國貨 維持 會 (Chinese  National  Products 

Salvation  Association) は、 『外 國』 工場に 重稅 及び 其 他の 制限 を 加 ふる 事に よって 一. 此の 強力なる 外國 商人の 商業 的 侵略』 

を 阻止 せんこと を 提議した。 過去 三 筒 年の 問、 條約 港に 於け る 若干 ひ 『外 國』 工場の 生産物に 對 して 支那 鐵 道の 運 賞に 於 

いて 差別 を 設ける ために、 熱心な 努力が なされた。 通常の 保護 論に 馴れた 者 は、 かくの 如き 提案に 相 遇する の を 奇異に 

思 ふ。 それ 等 は 明かに、 支那に 於け る外國 r 居留民』 及び その 直接 投資からの 保護の、 文字通りの 翻譯 である。 指導者 達 

の 目的 は 何う あらう とも、 公衆の 目的 は、 第一 に 此の 國の 經濟 的開發 でな くして、 支那 人に よる その 開發 である。 

多く 語られる 他の 一 つの 事 は、 一九二 九 年 以来の 銀の 急激なる 低落の、 ま那に 於け る 工業への 影響で ある。 推論 は- 


銀價の 下落が、 輸 人生 產を銀 建價 格に 於いて 一 曆高價 ならしめ る ことによって、 地方 的 産業 を刺戰 する 苦 だとい ふので 

ある。 最近の 銀價 下落 は、 支那の 外部に 於け る 商品の 金建價 格の 一 般的 下落と 共に 進行した。 此の こと は、 豫言 された 

影響の 多くが 出現し なかった ことの 大部分 を說 明す る。 下落し っ& ある 銀 は 資金 を 支那の 中に 保持した が、 然し それが 

何等か 可な り の 額の 資金 を外國 から 吸引した とい ふこと を 示す 證跡 は殆ん どな い。 高まり つ i ある 關稅 及び 下落し つ 

ある 銀 は 直接 投資 を 多少 刺戟した かもしれ ない。 これの 證 跡が 發 見され たの は 日本の 場合 だけで ある。 . 

〔註 一四〕 若干の 上海の 不動産への 投資 は銀價 下落 一によ つて 刺激され たか もしれ ぬ。 

〔I!al 五〕 本書 第 十七 章、 支那に 於け る 日本の 投資、 三の s。 

四、 上海の 重要性 

上海の 重要性 は、 支那に 於け る外國 投資の 三分の 一 以上、 直接 投資の 約半分が 其 所に 在る とい ふ 程の ものである。 こ 

れに對 する 一般的 理. H は 充分よ く 知られて ゐる。 それ は、 早い 出 發の剌 激を與 へたと ころの、 上海の 地理 的 位地 及び 外 

國 人の 貿易、 居住の ために 早く 開放され たとい ふこと を 含んで ゐる。 其 所に 保有され たる 商品の 大貯藏 の 重要性が 擧げ 

られ うる。 一九 一四 年 以來增 進し っ& ある 上海の 重要性 は 前 揭の第 六 表に 示されて ゐる。 此の 增進は 一九二 五 年 以來加 

速度 化された と 私 は 信す る。 その 一寸した 證跡は 上海に 貯藏 された 銀の 急速な 增加 である。 此の 近年に 於いて 重要性の 

增加 せる 原因 は、 一部分 は强 力に して 健全な 發 達の 繼續 せる ことで ある。 これ は 上海に 於け る、 現代 産業の 興起と いふ 

點 から 見ての 發 達の、 原因で あると 同時に 結果であった。 一 九 一 一九^から 一 九 三 一 年に 至る 上海の 土地 價 格の 增 加は此 
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の^ 全な 發達 及び これに 加 ふるに、 支那の 一 殺 的 經濟的 混亂を 反映して ゐる。 支那に 於け る 內亂の 經濟的 影響 は 一 九 一 一 

g:-: 千 以後 感ぜられ 始めた とい ふこと を 信す る 充分の 理. S が あると 思 はれる。 是 等の 影響の 中には、 上述の 銀 貯蔵の 增加 • 

利率の 低下、 及び 土地 價 格の 騰貴が ある。  - 

上海 は、 支那に 於いて 廣く行 はれて ゐる 制度の 下に 於け る、 條約 港の 經濟 的發 達の 犬なる 檩 本と して 目立って ゐる。 

それ は 外^^お に 於いて 第一位， 滿洲 の大連 及び 哈爾 {焦 を 除いて は外國 人人 口に 於いて 第一位、 そして 外 固 投資に 於い 

て は、 たと へ 吾々 がそれ を 全 滿洲と 比較しても 第一位で ある。 それ は 東洋の 最大の 都市 的中 心地で ある。 それ は 支那の 

最大の 工業 的中 心地で あり、 此の 國の 金融 的 首府で ある" 私的 企業の 下に 於け る 支那の 經濟 的發逹 の 將來は 上海、 及び 

それの その他の 支那への 影響と 結ばれて ゐる。 その 地位 は 一部分 は外國 居留地の 存在に 依存し、 そして 此 所に 於いて、 

條約港 及び 外國 居留民 を 通じての 直接 投資の 諸 影響が 注意すべき 仕方で 成就され つ 、あるので ある。 

五、 満洲の 重要性 

滿^ は 投資 地と して 上海の 次ぎに 位する。 此 所では 條約 港より は 寧ろ 鐵道 特許が 外國 投資の 基礎であった。 此の 發達 

の 性質 及び 範圍 は、 第二 篇の 日本の 投资の 報告の 中に 述べられて ゐる。 滿洲の 史は 上海の それと 對 照され うる。 滿洲 

に 於いて は外國 人の 政： 一れ 的 利益が 彼れ の 經濟的 利益に 先行した。 a シァ は、 東 支 鐵道を 提案し 遂行した ときに、 滿洲に 

於いて 何等の 投資 を も、 否、 事實上 何もの を も 持って ゐ なかった。 &シァ の 場合に は 投資が！； 旗に 追從 し、 そして 鐵道 

『附場 地』 が 夫れ を 受容れ るべ く 待って ゐた。 主要な 直接 投資なる 鐵 道自體 は、 言葉の 通常の 意味に 於け る 事業 的 企業 


ではない。 此 所に 吾々 は、 私的 發 意の 下に 於け る 事業 = 及び 金融 中心地と しての 上海の 發逹と は 全く 異なれる 或る もの 

を 見る。 一 九 三 一年に 於いて 滿洲は 主要な 直接 投資の 敷地で あり、 その 中に 於いて 外！： 政- 1^ が 支配的 持 分 を 所お して ゐ 

ると いふ こと は旣に 示された。 

滿洲に 於け る 日本の 利益 は、 11 シァの それの 如く、 それが 經濟 的で あるより 前に 政治的 及び 軍略 的であった。 日本の 

投資 は 日本人の 他の 諸 利益に 追從 した。 日本の 政 狩 は 常に 第一 の 重要性 を 持てる 役割 を 演じた。 南 滿洲鐵 道 會社は 事業 

的 成功で あつたが、 然し それ は、 事業の 見地からの 活動に 極限され てはゐ なかった。 

治 外法 權と 結合せ る 直接 投資 は、 支那 人に は、 不可避 的に 外 國 の 政治的 干涉 に、 そして 支那に 於け る 外 園の 政治的 支 

配に 導く ものと 見られる。 傳統的 支那の 消極的 抵抗に、 近年の 勃興し っ& ある 國民 主義 は 一 層^^^極的な反抗を附加した" 

反抗 は 上海 及び 滿洲に その 注意 を 向けた。 研究者 はこれ 等 を 別し、 滿洲に 於け る 直接 投资 は、 直接的に そして 卽時的 

に經濟 的で ない 利ハ を 追 ふとい ふこと を 示さん と 試みる ことができる。 彼 は、 直接 投資が 必 しも 政治的 紛糾に t ゆく もの 

でない とい ふこと、 それが 世界の 何れの 1： にも 存在 するとい ふこと、 それが カナダに 於いて 異常に 大きい とい ふこと、 

そして 直接 投資の 或る 形態が 疑 ひもな く將來 支那に 於いて 重要な 役割 を 演じ 綾け るで あらう とい ふこと を 指摘し うる。 

滿洲 問題が 解決され ぬ il は、 或は 滿洲が 支那から 分離され てゐる 間 は、 國民 主義者 は 直接 投資 及び それに 隨 せる 狀態 

を 支那に 封す る 危險と 見る こと を續 ける であらう。 

六、 イギリス 及び 日本 
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直接 投資の 概觀 は、 イギリスの 繼縯的 重要性 及び 日本の 急速なる 勃興 を 明かに した。 イギリス は 主として 早期の そし 

て 成功 的な 出 發の結 ST 首位 を 維持して ゐる。 戰举以 來の變 化 は イギリスが 間もなく 第二 位に 下る かもしれ ぬと いふ こ 

と を 指示す る やうに 見える。 然し 豫言 は危險 である。 世紀の 轉換 期に 於いて、 シァが 支那の 對外關 係の 凡ての 樣 相に 

於いて ィ ギリ スに とって 代らねば ならぬ とい ふこと が 公然と 豫 言され、 そして 今日 B シァの 中に 將來 の大 なる 影響 を 見 

出す 人々 が ある。 多くが、 日本の 急速に 重要な 地位に 上った 理由に 對 する、 人の 分析の 如何に か \ つて ゐ るつ 

日本の 事業 投資の 急速な 增進は その 支那に 近いと いふ ことに 因って ゐた。 かくの 如く 支那に 近接せ る 如何なる 國も、 

彼に 開かれた 支那の 部分に その 發展を 持ち込む ことなしに、 日本の 如く 急速に 發展 する こと はでき なかった であらう。 

それ はまた、 彼が 現代的 運輸 及び 機械工業の 技術 を 早く 習得した ことに 因る ものであった。 それ は戰爭 中に 日本に 來た 

繁榮 によって 大いに 加速度 化され、 そして 彼れ の歷 に 於いて 初めて、 輸出し 得べき 资本を 彼に 與 へた。 直接 投資 は、 

1 つの 國の 中に 資本と 同じく 經營を 持ち込む のであって、 日本が 最も 強い 經濟的 役割 を 演じた の は 企業家と してで あつ 

た。 然し 日本が 當 面する 重要な 制限が ある。 日本 は 正常 的に 资 本の 輸人國 であった し、 今日 もさう である。 支那に 於け 

る 日本の 直接 投資の 繼績 的な 急速な 增 進の ための 资本 は、 何 所から 來 なければ ならぬ か。 

合 衆 國の增 進せ る 重要性 は指數 のみから 測らるべき でない。 アメリカの 投 资はィ ギリ ス 及び 日本の それより は遙 かに 

小規模で ある。 合 衆國が 支那に 於いて、 それより 以上 重き をな さない とい ふこと は 說明を 要する。 それ は、 彼が 世界 戰 

爭 以來ョ ー 口 ツバ に氣を 取られて ゐる ことの 中に、 そして 彼が 中央 及び 南アメリカ 諸國に 近い ことの 中に 見出さるべき 

である、 と 私 は 信す る。 アメリカの 投資の 犬なる 增進 は、 上海に 於け る 公 事業に 於いてであった。 アメリカ人 は、 大 


なる 資本 支出が 高度の 技術的 分野に 於け る 事業 經營と 結合せ る 所に 於いて， 最も 重き をな して ゐる。 合 衆 國 の 资本輸 S3 

者と しての 新しい 地位 は、 一九 三 一年に 於いて は、 彼れ の 支那との 經濟關 係の 中に 犬なる 變化を 惹起して ゐ なかった-— 

—たと へ變 化が 起り つ、 あると いふ 證跡 はあった にしても。 

七、 結 び 

先の 章に 提示され た 支那に 對 する 經濟 組織の 諸 可能性の 中に、 官廳的 指導の 下の！： 家社會 主魏、 及び 事業家の 指導の 

下に 集團 個人主義に 順應 せる 私的 企業が あった。 支那 政府が、 經濟的 開發に 必要な 外 國资本 を る ことに 何の 程度に 成 

功し たかは、 次章に 於いて 考察され てゐ る。 經濟 組織の 第二の 形態に 於け る 將來の 可能性 は 何う あらう とも、 今までの 

ところ あまり 重要性 を 持たない ことが 發 見され た。 事實 上外國 資本 は、 支那の 會社を 通じて は 支那に 道 入らなかった。 

事實は 直接 投資が 常に 第 一 の 重要性 を 持てる ものであった とい ふこと である。 來た资 本 は外國 人に よって 支那に 持ち 

來られ たので ある。 それ は外國 『居留民 J を 通じて 來、 そして 外國 人の 管理 及び 支配の 下に 留まって ゐた。 此の 狀 態の 

意味 を 指摘 せんとす る 試みが なされた。 廣く 見て、 直接 投資、 條約港 及び 治 外法 權は、 支那と 西洋と は 異なって ゐ ると 

いふ 事實に 基いて ゐ ると 主張され うる。 此の 意味に 於いて、 直接 投資 は 治 外法 榴と 結合され てゐ ると 曾 ふ ことができ 

る。 治 外法 權は 支那の 國民 主義の 發 達と 矛盾し、 そして 疑 ひもな く 終り を つげる であらう。  • 

直接 投資の 重要性 は、 或る 形態に 於いて、 基礎 をな せる 經濟狀 態が 存緩 する そして 投資の 其の 他の 道が 閉 されて 

ゐる間 は持繽 するとい ふこと が豫 期されうる。 
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第 八 章 支那 政府の 外債 

支！^ は 西洋と 始めて 接觸 した 時、 園 內の經 濟的狀 態に は 何等 實際 的な 關心を 持つ ことのない 政府 を 有して ゐた。 支那 

人の 經濟は 未だ 公的 信用 を發 達させて ゐ なかった。 政府 は外國 から 借人れ を爲す 可能性 を 利用す る ことに 通 かった。 而 

して、 支那 海關 とい ふ、 もし、 支那 政府に して、 外國 から 借人れ ようと 思へば、 容易に 借人れ できた であらう 程に 立派 

に 統制され た 牧人 制度 を もつ やうに なつてから でさ へ もさう だった。  . 

同時に 支那の 經濟狀 態 は、 もし 支那に して 他國 家の 間に 伍し もしくは 支那 人民 大衆の 生活 榡 準の 高 上 を 計らん とする 

ならば、 速に 外資 を 人し、 敏捷 且つ 經濟 的に 使用せ ねばならぬ やうな 妝 態に 在った。 支那 人の 利用し えた、 急速な 經 

濟 的發展 のた めの 唯一 の 手段 は、 支那 研究者の 目に は、 支那 政府に よる 外資の 輸入であった やうに 思 はれる。 然し 乍ら 

支那の 古い s 習の 全 重壓は それ を 妨げた。 支那の 支配者 及び 指導者 は、 自國 家と 他國 家との 眞實の 關係を 明瞭に 認識す 

る 能力 を もたなかった か、 もしくは、 支那 人民の 貧困が 惹き 起す 危險と 弱 點とを 理解し なかった やうで ある。 

今日に 於け る 支那の 基本的な 問題 は、 借 入れ 及び 政府 財 產を廣 汎に擴 張す るか、 もしくは、 個人 企業の 成功の 爲に必 

要な 諸 條件を 設定す るかに よって、 支那の 經濟 的發展 のために、 指導 誘 掖を與 へる 所の 堅 實な政 倚 を 樹立す る ことに あ 

る。 私：^ 上來 行ひ來 つた 偉 銃 的 支那の 分析の 歸 結 は、 正忙 そめこと であった。 


支那の 鐵逍. 一九 三 一年 九月 現在 
(支那政|^]=鐵道と 直按投^に よる ものと を 示す〕 
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支那 政」.^ の外國 人への 增大 しつ. M める 負債 は * 以下に 簡單に 分析す る 如くで ある。 この 負債 は 戰爭、 排外 騒擾、 內亂 

及び 政治的 陰謀と 關聯 して 發 生した。 尤も 支那 政府 は鐵道 建設の 爲に若 千の 資本 を 輸入した が、 大きな 額の もので はな 

かった。 後揭の 支那の 闽際 貸借 表 は、 極めて 短い 時期 を 除く 外 は、 元利 金の 支拂を 計算に 入れて、 政府 財政の 結 rai- とし 

て 支那への 资 金の 流人が、 その 流出 を 超 加した ことがなかった こと を 示して ゐる。 この こと は、 支那 政府 は外國 人から 

借 入れた 額よりも、 それに 支拂 うた 額の 方が 多かった こと を 意味す る。 然し 乍ら、 私の 目下の 關心 は、 支那と 外國 間の 

資金の 移動ではなくて、 現在に 於け る 及び 過去の 一 定の 時期に 於け る 負債の 實狀 そのものの 分析に 在る。 

一、 一九 〇 一年 末に 於け る 支那 政府の 債務 

日 淸戰爭 の 終結した 一 八 九 五 年 以前に は、 支那 政府 は外國 銀行 もしくは 外國 金融市場に 少しも 依頼す る ことが なかつ 

た。 外國 からの 借人れ は、 支那 人の 語 を 用 ふれば、 數千 萬に すぎなかった。 然るに、 一 九 〇 一 年末迄に は 賠償 借款が 起 

され、 政府の 外債 總額も 今や 二 億 八 千 四百 七十 萬 米 弗の 多額と なった。 借款の 大部分 は 周知の ものであって、 その 總額 

に 疑義 を 挿む 理. S は 別にない。 而 して、 それ は 支那に 於け る 總外國 投資の 三 六 •  一  ％ に當 るが、 これ を 直接 投資 五 億 三 

百 一 一十 萬 米 弗と 比較すべき である。 

鐵道 愤務は 小額で、 三千 五 百 三十 萬 米 弗に すぎなかった。 その 中には、 後に 京奉鐵 道と して 知られる やうに なった 鐵 

道の 一部 を 建設す るた めに イギリスから 借人れ た 借款 及び、 京漢鐵 道布設 のた めの 一 白 耳 義財圑 からの 原 借款 を 含んで 


ゐ た、」 鐡道 借款の 外に、 百 二十 萬 米 弗に 達する 鐵道 以外の 交通 機關 のた めの 借款が あった。 それ は 上海- ；大津 間の 海底 

電線 借款であった。 かくて、 これら 『生產 的』 目的の ための 借款 は、 一 九 〇 一年 現在 債務 總 額の  一 二  .八>0, にす ぎな か 

つた。 

S 一】 『後の 出来事 はこ の シン ヂケ. I 卜が、 ロシ ァ的 傾向 を 有する フラン ス， ベ ル ギ ー 共同 財團 なること を 示した』。 Kent,  P. 

H.,  tsAJOay  Enterprise  in.  Qhirm,  London,  1907,  ； p.  97. アメリカ人 とべ；^ ギ I 人と が 主要な 競 ゆ 者 だ つた。 

それより 遙に 大きな 部分、 卽ち、 全 體の八 七 • 一  一 ％ に當る 一 一億 四千 八 百 一 一十 萬 米 弗と いふ 額 は、 支那 政 狩の 一 般的目 

的の 爲に 起された もので、 その 中三大 賠償 借 欺の 現在高 は 二 億 千 九 百 九十 萬 求 弗より 少 くなかった。 一九 〇一 年の 愤務 

は 主として イギリス、 及び フランスに 負 ふ ものであった。 それ は發行 場所に 從 つて さう 云 ふので あるが、 恐らく、 フラ 

ン スは 元來ロ シ ァで發 行され た 公債の かなり 多額 を 所持し、 また イギリス も 他國發 行に か \ る 色々 な 公债を 保有して ゐ 

たらう こと は 有り さうな ことで ある。 

03 六ケ 國に對 する 借款の 地琎的 分布 は 後揭第 十六 表 を 見よ。 

二、 對日 賠償 借款 

日 淸戰爭 を 終結 させた 下 關條約 は、 支那 政府に 二 億 庫平 雨の 賠償 義務と、 その 擔保 として 日本軍が い ：！ 領 した 威海 衞占 

領 費の 一部の 支拂 義務と を 負 はせ た。 ジ ヨセフが 云って ゐる やうに、 條 約が 調印され た その 當 日に、 a シァは それ を 
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へす 手段に 着手した。 日本 は C1 シァ、 フラ ン ス 及び ドイツに よって、 條約 中に 割讓 された 遼東 半島の 放棄 を勸吿 された。 

最後 的な 戰爭 解決の 眞の交 涉者は 日本と 支那ではなくて、 日本と 千涉 した 三國 とであった。 その 財政 的 方面に 於け る 結 

M は、 遼東 半島 返還 代償 金 三千 萬兩を 加へ 償金 一 一億 三千 萬 雨への 增加 であった。 而 して これに 附 加すべき 威海 衞の 占領 

費 は 百 五十 萬兩、 合計 二 億 三千 百 五十 雨と なった。 

【！！ JS 三〕 Joseph.  Philip,  Fordull  mprolmcu  in  chf 189411900,  iLondon,  1928.  p.  124. ジョ セフ の 著書の 第 六 章 は 最近の 資 

料に 基く、 露 沸 借款の 秀れた 政治 裏面史 を爲 して ゐる。 

この 全額 は、 一八 九 五 年 十月 三十 一日と 一八 九 八 年 五月 八日の 問に、 ロン、 ドンで、 日本 政府に 拂 渡された。 支 拂は約 

定換 率に よる 英貨 を以 つて 爲 され、 總額 一億 八 千 五 百 三十 萬 米 弗に 達した。 これ だけの 金 は 借人れ する 以外に は、 支 

那 政府に よって 調達され る ことができなかった。 而 かも 李鴻章 は、 たと へ 必要な 額 を 借 入れる ことに 成功す るに しろ、 

その 利子 支 拂の爲 に 支那 政府に 堪 へがたい 負擔を 課す ことにな らうとの 意見だった。 これに 伴った 諸 借款 は、 支那 政府 

財政の 或る 特質 を 明かに して ゐる ものであって、 簡單な 注目に 價 する。 

L!M 四〕 J&atsukata.  M. (松 方 正義) J に }§t  §  the  Adoption  oj  the  Gold  stlard  Japan-,  Tokyo,  ls§,  pp.  171—3 英貨 額 

は 三千 八 百 八 萬 二 千 八 百 八十 四磅 であった.， 一 

〔！ M 五〕 媾和 條約笫 一 草案に 對 する囘 答。 『耍求 額 は 現在の 租税 制度の 下に 在って 支那の 負擔 しうる 能力 を 超 加して ゐる。 この 時 

に？ おって、 國內稅 をお 加す る こと は、 大 なる 不滿と 恐らく は^ 虱と を 惹起す る 所以で あらう』 と。 Volpirclli,  ZSO 一  i<pseiid. 

Vladimir)，  The  c/d-a-J<lplu  Her,  Tbml (ョ, Isor-.  p-  ^1.4. に 引 s=o 

第 一 に、 新 借款 は 強制の 結 ak" に 基く ものであった。 支那 人 側から 進んで それに をつ；^ た^で ねない。 債務の 性質 il 


その 事 を 明かに して ゐる。 最初の 第 一 歩 を 嫌々 ながら そして 強制の 下に 踏 出した 一 政府が、 たと へ 他の 條件は 有利で あ 

つたに しても、 外資の 輸入に よって 國 家の 經濟的 發展を 奮し うると か、 もしくは、 資す だら うな どと 期待す る こと は、 

全く 無理な ことであった。  . 

第二に、 賠償 借款 は始 から 政治的 考慮に 支配され てゐ たもので、 普通の 金融 的 取引と は 大いに 類 を 異にして ゐた。 所 

謂露怫 借款なる 最初の 借款に 於いて は、 „1 シァ 人の 諸交涉 中に 於け る 重要性 そのものが そのこと を認 明して ゐた。 卩 シ 

ァ は元來 資本 輸入 國 であって、 ロシア 政府 は外國 からの 借主であった。 そこで フランス 人が 借款 契約の 條 項に 從 つて 资 

金の 大部分 を 供給した。 然し、 彼ら 全 體の分 前 は、 疑 ひもな く、 それより かなり 多かった。 フランス は 何故 0 シァ人 を 通 

じて 支那に 投資 を 欲して ゐ たか？ 口 シァは 何故 支那に 於け る これ 及び その他の 胃 險に對 して、 フランス の 財政 的 援助 を 

獲得 するとが できた か？ その 答案 は當 時の 國際的 政治 情勢の 中に 見出さるべき である。 この 最初の 借款に 對 する 擔保そ 

の ものが、 それ以上の 證據を 提供して ゐる。 異常の ことで は あるが、 本 借款 は a シァ 政府に よって 保設 された。 そして 

支那 政府 は 別箇の 議定書の 中で、 もし：！ シァ 政府が その 被 保 證債權 者 達に 支拂を 要求され た 場合に は、 海關收 入の 上に 

設定され た 契約 所定の 檐 保の 外に、 a シァ 政府に 新なる 擔保を 提供すべき こと を 承認した。 而 して 『か、 る 迫 加 的 捲 保の 

様式 は、 在 北京の 兩 國全權 委員に よって 兩國 問に 締結 せらるべき 特別 協定の 题 H たるべき』 ものと された。 イギリス 人 

は これらの 規定 中に、 從來 イギリス 人の 占む る 所と なって ゐた 總稅務 司の 地位 を 弱め、 もしくは、 總稅務 ：！H- の 地位 を 除 

かんとす る a シァ 人の 努力 を 看取す るに 鈍ではなかった。 追加 賠償 借款の 交涉の 進行 中に、 イギリス は、 將 來もィ ギリ 

C 

スの 貿易が 優勢 を 占めて をる 限り、 イギリス 人が 總稅務 司と して 繼 緩すべき ことの 保 證を與 へられた。 追加の li 借款 即 
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ち、 一 八 九 六 年 及び 一 八 九 八 年の 英獨 借款の 爲の 借款 協約 は、 本 借款の 流通 期間 中 は海關 事務 は 一 「現妝 の 通り 攛續』 す 

べき 旨の 條項を 含んで ゐ たつ この 海關 事務の 爭 奪の 中に、 吾々 は 何故 支那 政府が 借 入れ を 絶えす 嫌って ゐ たかの 理由 を 

說 明す るに 足る 政治的 相貌 を 見る ことができよう。 この やうな 事情の 下に、 借款の 回避が、 よし 政府 自らに よってで は 

なかった にせよ、 支那 人民に よって 外交 上の 成功と して 見做される やうに なって 來た。 

【！！ a 穴〕 借款 表 中には 一 八 九 五 年の 支那 帝國 政府 四 分利 金貨 借款と 呼ばれて ゐる。 期限 三十 六 年 四 億フラ ン (千 五 百 八十 二 萬 米 

弗) であった。 

【一 M 七〕 本書 第 十八 章、 支那に 於け る D シァの 投資- 二の 1。 

【一！ S 八〕 借款 契約 第九倏 MacMurray,  Jchn  V.  >..,  Tit さ id  A ミ CG- き ds  With  0;.  Oouccnihi 一/  China,  18iM—l 二 15,  vol. 1. p. 

"7. 及び 一 八 九 五 年 七 六日の 議定書 第三 項 ibid,  p.  41. 

tlKS 九〕 Joseph.  Philip,  Fovdgn  spl 震 ey  in  ohi-m,  1S94!1<J00,  h§(loll. 19 じ 3.  p.  0 英露關 係に 就いては *  Jiritl.sh  Dom 

«5I  on  tlie  Origins  of  tl5  mw, 18981,  一 914,  vol. 1. pp.  中の ティ レイ (J.  A.  C.  Tillcy) による 覺書を 見よ。 

【一 US  一  o〕  MacMurray.  John  V.  A-,  Tmltig  and  >r、nx ミ， -7 き With  slfz  Co 纏 i さ。 dhhuh  1894 i lys.  vol. 1. づ. 1.05. 借款 協 

定の諸 規定に 付いて は 五 七 及び 一 〇 九 頁 を 見よ。 

【一 ぽ 一 一〕 1 八 九 六 年の 千 六 百 萬榜の 支那 帝國 政府 五分 利金 款 及び 一八 九 八 年の 同額の 四 分 五 厘 金款。 この 二 借款 は 同額 づっ 0 

ン ドン 及びべ 少 リンで 發 行され た。 

賠償 借款の 第三の 特質 は、 支那の 國際 貸借 上 考慮すべき 重要な 事項 を爲 して ゐる。 抑々 三つの 借款 は 支那 政府に 約 二 

億 一 千 三百 萬 米 弗の 純 額 を 融通した。 然るに 日本との 協定に 從 つて、 約 一億 八 千 五 百 三十 萬 米 弗 は n ン ドンで 日本に 拂 

渡され、 支那に 實際拂 込まれた 額 は、 二 千 七 百 七十 萬 米 弗 以上 を 超 ゆる ことができ なかった。 即ち、 名目 上 は 二 億 三千 

三百 萬 米 弗に も 及び 乍ら も、 而 かも その 僅か 十分 ノ 一  を 出た 位の 金額し か本國 に寶ら さなかつ たやうな 借款、 これが 當 


時の 賠償 借款の 第三 特質だった ので ある。 この種の 借款の 海外 借 入れ は、 何ら かの 方法に よって 支那の 國成. 的 もしくは 

經濟 的支拂 能力 を 大せ しむる 所以で なく、 たビ 支那の は W 務を $F 加させる 一 方だった。 

これらの 初期の 諸 借款 は、 支那 政府に よる 有効に して 有益な 借 入れ を 妨げる 障害の 具 體的例 を 提供して ゐる。 政响は 

强制 による ほか 借人 をし なかった。 交涉は 借款の 條件 をめ ぐる 諸列强 間の 外交的 紛擾の 機會 であつ、 た。 しかも その^ 款 

たる や 一文 も 新たな 資金 を 支那に 裔 らし はしなかった。 支那に 於け る 或る 特殊な 國の 政治的 影響が、 當該圃 への 支那の 

债務 額に よって 測定せられ ない 迄 も、 それによ つて 指示され るに 至った の は、 これらの 諸 借款 以來の 事で ある。 

【一 M  一二〕 この 事 は 支那に 就いて 記述す る 者が、 とかく 政. 債務の みに 偏-化して、 事業 投资を \ 過し 勝な 一 つの 巾で ある。 

三、 一 九 一 三年 末に 於け る 支那 政府の 債務 

一九 〇 二 年に 至って、 二三 年 前の 對日 賠償 借款の 後 をう けて、 所謂 圑匪 賠償金なる 支那 政府の もう 一 つの 大 if2 務が發 

生した。 對日 賠償 借款が 小額し か 直接 支那 國內 へ支拂 はれなかった とすれば、 圑匪 賠償金の 方 は 皆無だった。 そして ま 

た 海外 借人れ によって その 支 拂に應 じたので もなかった。 この 债務は 一 九 〇 一 年末に はま だ 存在して ゐ なかった。 そし 

て 一 九 三 一 年に は 極めて さ- - やかな 極めて^ 減され た數 字を以 つて 現 はされ てゐ るので、 それは最^^政府總^務額中の 

極く 僅かな 部分 を 占めて ゐる にすぎない。 これらの 事實に 鑑み、 比較の 便宜上 私 は 圑匪賠 惯金は 控除す る ことにした U 

圑匪 賠償金 を 含めた、 一 九 一 三年 末 現在に 於け る 支那 政府 e& 務總額 は、 八 億 三千 五 百 萬 米.^ であった。 そのうち- こ 

の 時期に 於け る團 11 賠愤 金の 現在 額 は 三 億 九 百 二十 萬 米 弗と 計算され た。 又、 對日賠償借^^のそれは、 一 九 一 三年 末に 
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1 億 七 千 四百 六十 萬 米 弗であった。 かくて、 吾々 は、 この 兩者を 合計した^ 億 八 千 三百 八十 莴米弗 即ち、 支那 政府の 總 

iS5 務の五 七 • 九 ％ に 相當す る 部分が、 こ の 兩 賠償金 の 果 であった こと ： て發兑 する。 こ の 兩者は 年 々 關稅牧 入 の 頗る 大 

きな 部分 を^ 去った ので、 次の 大债 務、 即ち 一九 一 三年の 善後 借款 は 稅收 入を以 って擔 保と された のであった。 

一三〕 最初の 債務 は 四 億 五 千 萬 雨、 約定 換^率 (一雨 11 一志 —譯者 註〕 に從 つて、 六 千 七 百 五十 萬榜 の金货 償と された。 米貨 

に 換^すれば 三 億 三千 三百 九十 萬 米 弗であった。 

圑匪 賠償金 を 控除す る 時、 吾々 は 支那 政府の 债務 額が 五 億 二 千 五 百 八十 萬 米 弗であった こと を 見る。 これ を、 總 額の 

六 一 一 . 八 ％ に當る 支那 政. 肘の 一 般的 目的の 爲の三 億 三千 三十 萬 米 弗の 债務 (對日 賠償 借款 もこの 中に 入る) と、 全 體の三 

七 • 一  一 ％ に 當る鐵 道 及び 通信事業の 爲の 一 億 九 千 五 百 五十 萬 米 弗の 債務に 分つ ことができよう。 支那 政府の 一 般的 目的 

の爲 にす る债務 中の 新たな 部分 は、 共和 園の 初期に 於け る 財政 整理の 企畫 からして 生じた ものであった J 一九二 一年の 

克利斯 浦 借款 及び 一 九 一 三年の 善後 借款の 一 九 一 三年 末に 於け る 現在高 は、 一 億 四千 六 百 萬 米 弗であった。 鐵道 借款 は 

一九 〇 二 年 以来、 大に增 加した。 現在 支那 政 狩の 管轄 下に 在る 鐵 道の 大部分 は、 今世紀の 最初の 十 年代に 建設され たも 

ので ある。  、 

ィ ギリ スは 一九 一 三年に、 支那 政椅 債務 を 保有す る 主要な 國 家であった。 發行 場所に 基いて 計算され たィ ギリ ス の 支 

那公 保有 高 は、 二 億 七 百 五十 萬 米 弗で、 全體の 殆んど 正確に 四 〇％ であった。 フランスと ドイツの 保有 高 は 何れも、 

一 億 米 = ^を 幾らか 越えて ゐた。 そして イギリス 以外に 重要な 唯 一 つの 國々 であった。 現 實にィ ギリ ス 及び フラ ンス 人の 

所有に か- T る 支那 公 は、 疑 ひもな く、 こ. d らの數 字より は 幾らか 多かった 笞 である。 然し、 どの位 多かった かの 滿足 


する に 足る 評價 はなしえ ないひ 

四、 善 後 借 款 

對日 賠償 款借 及び 圑匪 賠償 借款に 次いで、 支那 政府の 第三の 大债務 となった もの は、 一 九 一 三ハ 牛の t: 後 借款で あるひ 

その他 若干の 債務が 之れ と關聯 して ゐる がその 多く は 現在、 一 九 二 五 年の 財政 整现 委員 會の 『不 確實擔 保』 债務+ ぉ屮に 

載って ゐる。 後 借款に は 簡單な 註釋を 加へ る だけの 俯 打が ある。 盖し. - それ は大戰 前に 於け る 情勢 を 照し 出す ところ 

の 好個の 具體 的な 例を爲 して をり、 そして 吾々 はこの 惜款 によって、 對日 賠償 借款 をめ ぐる 九十 年代に 於け る 列强對 支 

那 の 交 涉以來 の , 諸變 化の 意義 を 評價す る ことができる からだ。 

本 借款 は 所謂 『舊 借款 圑』 (old  consortium) によって 交涉 された。 その 起原 は 一九 一 〇 年 三月 廿 三日、 湖 糜鐵道 布 

設に關 して、 英、 怫、 獨、 米 間に 協同 投資の 調印 を爲 した ことに 發 して ゐる。 最初 は英、 伊、 獨 のみの 共同 事 戴だった 

の を、 一九 〇 九 年に アメリカが 強硬な 態度 を以 つて 參加を 主張して、 遂に その 一員と なる に 至った ものである。 この 四 

闺財围 は、 一九 一 一年の 末に、 長期の そして 紛糾せ る 討議 を 開始した。 その 結 架と して 遂に、 一 九 一三 年 四月 卄 六日に 

調印され たのが、 この 〈f 後 借款な ので ある。 

【一 ijn 四〕 本書 第 十五 章" 支那に 於け る アメリカ 投資、 三の 5 參 gi。 

S 一  五〕 契約 並 に そ の附 i§ 書に つ いて は、 IVIacM ョ -ray,  John  V.  A.,  T7& き 雲 I  Agroemmts  With  s- 。養 cml-g  OFf lr>94l 

1 一 )1 ヌ vol. U,  i>p.  1007—ns を參 ii。 
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第一 篇總諭  一 三 〇 

1 九. 一一 年 十：：^ 十日の 澳 口に 於け る 革命運動の 勃發 と共に 始 つた 諸事 件 は、 資金な くた 增加 する 一 方の 不拂 IS 務を 

しょい こんだ 政 i:^ の 手に 政 權を轉 がし 込んだ。 所で 善後 借款の ^i;^. 向上の 趣 ほ は、 この 新政」 肘 を 財政 的に 支持し、 新 共和 

制の 下に 秩序 的な 進歩の 諸 條件を 創造す る こと を 援助す る 目的の ために、 廣汎な 國際的 協同の 手段に よって 资金を 供給 

すると 云 ふに 在った。 だが、 その外 衣の 下に は 何が 潜んで ゐ たかは、 一九 一三 年 以来の 支那に 於け る 諸事 件の 進行の 分 

祈に 待つ 外 はない。 

支那 政府の 資金の 必要 は、 一九二 一年の 初期に 急迫と なって 來た。 二月に、 借款 圑の 代表者た ち は、 支那 政」 財から 卽 

時 前 貸を耍 求され、 且つ 政府 は 六 千 萬磅の 惜款を 考慮 中なる 旨 を吿 げられ た。 若干の 前 貸が 爲 され、 借款 圑は 一般的な 

整理 を 目的と する 廣汎な 借款 計畫に 優先 權を 有する £ni の 保 證を與 へられお。 然るに 數 日なら すして、 支那 政府 は 北京 張 

家 口 錢道財 產收益 を擔 保と する 百 萬磅の 借款 を、 ベル ギ 1- 資本 圑 (Belgian  syndicate) と 締結して しまった。 その 結 ST 

四 國財團 との ^ の 交涉に 最初の 裂 目が 生じて しまった。 それが 再び^ かれる に 至った の は、 やっと 支那 政府が ベ ルギ I 

借款の 廢泰. ^承諾す るに 至ってから であった。 叫 阔肘團 の 代表者に 『契約の 明かなる 遠 約』 と 見えた もの は、 支那 政 狩 

及び 四！： 肘團 以外の 銀行家に とって は、 支那 惜款巿 場 を獨ト ：！ せんとす る 叫國財 圏の 企 岡 を 打破ら うとす る 努力であった 

の だ。 

【- 一は 一 力」 1  二  eld,  I-redericlc  V.,  American  Pdcip-Hon  in  the  ahl-m.  cbwss ま. ts ヌ 1931, づ. 73. 1^ 音 はジ ェ 1*ビ.|* モルゲン .1 

會の 許： H- を 受けて， 通信 を閱讀 する こと を 許された 0 

0 一  七〕 大 總統袁 世 凱からの 手紙が MacMurray,  ibid,  vol. 1. p.  S52 に揭 、れ てゐ る。 

0 1 八】 引用 は ウイラ ー ド. ス ト ゾ 1 ト (willard.  straigM) の 許釋 から！^ された もの。 Field,  Fredericlt  V.,  A 蒲ん can  rarer 


dpnum  in.  the  China,  Consomwns, 193 1. f-.  78 に 弓 用 さわて ゐる。 

〔ま 一 一 九〕 『四 國財圑 はこ の 合法的な 競爭 を寬容 できな いので ある』 と は、 aulka さ dc  1<1  s。d、t い Bdrje  (Vrtak3  sopfps 

1912. 中の 峻烈な 非難の 一節で ある。 

^國財 園に 口 シァと 日本と を 加入させる とい ふこと は、 數 ヶ月の 討議 を 要した 事柄であった。 抑々 アメリカ 肘 阁は四 

國財團 への 參 加に 當 つて、 幣制 改革 及び 特刖 滿洲に 適用の ある 實紫板 興 契約 を 持 込んだ ものであった。 これ 一九 一 一年 

四月の 所謂 幣制 實業 借款で あるが、 これ は 日本 及び ロシア 側からの 反對を 招いた。 かくて、 この： を 財 園 中に 引 人れ 

ようとす る交涉 が、 支那 政府の 承知の 下に 藩 手され、 そして 一九二 一年 六月に 成功 的に 締結され た。 日本と a シァ との 

加入と 共に、 吾々 は、 元來 海外からの 借主であって 貸方ではなかった 國 が財團 中に 包含され るに 至った こと を 兌る ので 

ある。 實際、 借款が 發 行され た 時、 日本の 分 全部 及び 口 シァ のかな りの 部分 は、 ョ la ツバの 金融 中心地で 發 行され た 

のであった。 

【一! Ji  二  0】 ァメ  V 力 財 園と の 『豫備 協定』 は、 MacMurray,  John  V.  A.,  Tnvdies  and  A(」rcc!llcuts  With  or  cowsdng  Chiim, 

—1919,  vol. 1, p.  S51 に 出て なる。 この 借款 は 四 國財園 借款と なった が、 決して 發 行され る ことがなかった。 

かくて、 善後 借款 は投资 銀行の 營業 によりも、 むしろ、 支那の 國際的 政治問題に 共通の 利害 を 有して ゐた國 家 群に よ 

つて 最後 的に 調印され た。 この こと は 疑 ひもな く 不可避な ことであった。 そのこと は 借款 圑が、 究極に は、 その 經濟的 効 

某に よってで はなしに、 その 政治的 諸 結果に よって 刺斷 さるべき である こと を 意味す る。 通常 資本 輸入 國 である 國 家が 

支那に 資本 を 輸出す ると 云 ふこと は、 必す しも 常に さう と は 限らぬ が、 厦々 政治的に のみ 理解せられ ると ころの 一 問 1^ 

2 

. を 提供す る ものである。 
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第一 篇總議  1 三 二 

【註 ニー〕 六國 借款 圑は まさに この 理由から して、 猛烈に ロンドンで 攻 擎 された。 一九二 一年 九月 廿 一日の 『エコノミスト』 は、 

ェ ド ヮ 1ド，グ レ ィ 卿に 『仝 部 もしくは 袷ん ど 全部の 金をィ ギリ スが 貸して 僅に，： ハ分ノ 一  しか 管理 權を 得な い こ との 愚 を 悟』 ら 

れんこと を 望んで ゐ る。 ハ ー トレ ィ* ウイ ザ ー ス Cjlartley  withers) は 一 九 一 六 年、 ニュ I ョ I グ發& の 「一 iter  national  Finance, 

づ p. 108 11 9 に 次の 如く 書いて ゐる。 『ィ ギリ ス とフラ ン ス の 金融 力が、 純 金融 的な 立場から は 支那へ の 資本 供給の 事業に は 何 

ら參 加す る 權利を 有して ゐ なかった 國々 と、 政治的な 理由の 爲に、 頒 たれねば たらなかった』 と。 

〔！！ J1 ニニ】 ま 3 通 資本 輸入 國 である 一 !i が、 その 國 民が 技術的に 秀れ てゐる 分野に 於いて、 海外へ 直接 事業 投資 を やる こと はありう 

る。 日本の 在 支 紡績工場 は その 意味から 云って、 經濟 的に 說 明で きる。 然るに善後借^?^ へ の 日本の 參加は それが できな い。 

支那 政府と 六 國財團 との の 交 涉は圆 滑ではなかった. - 支那 代表 は 借款 使途の 監督に 關 する 定め、 及び 銀行 圑 によつ 

て 提案され た 如き 借款の 條 項に 反 對 した。 その 問， 支那 政府 は 財政の 急迫から して， 俄かに 借款 圑 以外から 借 入れに 着 

手し つ \ あった。 一九  一 二 年 八月 卅 日に、 支那 政府の 代表者と イギリスの クリスプ 會社 (PBirch  Crisp  and  company) 

との に、 n ン ドンで 借款 契約が 調印され た) この 借款の 成立 史は、 金融 方面に 於いて 成功に 必要な 一致 行動 をと る こ 

とが • 如何に 困難で あるか を 物語る ものである。 

【！ ほ 二三】 MacMurrav,  T.  V.  A.,  Treaties  and  vls.eftmsfs  With  or  cernlng  China,  1894—1919,  vol. 11, で. 9b、. 

この度 は， 借款 を 引受けた 獨立 的な 銀行業 者 は， 事 も あらう に六國 借款 團に 代表者 を 出して ゐた 一 國卽ち イギリスに 

屬 してね た。 彼らの 行動 は 口 ン ドンの 『シティ』 (London  "  city-0 魂に とって 貴重な、 政府からの 獨 立と いふ 傳統に 

從 つて 行 はれた のであった。 イギリス 外務省 は クリスプ 借款の 交涉を 中止 させようと 努めた。 外務省 は クリスプ 會 社に 

向って、 『よし 陛下の 政府 は 借款に 關與 せる シ ンヂケ I トに壓 迫 を 加 ふること はで きないに せよ、 ま那 政府に は 相當の 壓 

迫 を 加 ふること はでき るし、 また 直ちに そ. e を爲 すに 躊路 しないだ らう』 と 迄 云 ふに 至った。 これ は六國 借款 團に屬 す 


る 他の 國 では、 恐らく 見られなかった やうな I？ 景 である。 日本 や & シァの 政" 肘なら 彼らに 背いた 一 銀行 〔<A を片附 けて し 

まう に 苦 をし ないだら う。 フランス や ドイツで は、 彼ら を 金融市場から 遮斷 してし まう ことができ たらう。 アメリカの 

銀行家と なると、 實際 は、 政府の 要求で 活 励して ゐ たにす ぎない つ かくて、 世間の 采を 博した にも 拘ら す、 クリスプ 

借款 は 失敗だった。 一 千 萬磅の 僅か 半分が 發 行され たに 止り、 契約 は 十五 萬 ゆ-の 賠償金 を會 社に 支 柳って 一九二 一年 十 

1 一月 一 一十三 日に 破棄され てし まった。 

〔一 IJi 二 13〕 イギリスの 新 聞に、 クリスプ 會社を 支持した。 1 部分 は 彼らが 政府の 支配 を 好まなかった からだが、 一部分 は 彼らが 

八 吃；^ 引に 捲き 込ま れ て ゐる 政： is 的 問題 を 理解す る ことができなかった ためで ある。 

〔註 一一 五〕 OF  No.  2, 1912,  p. 15. 

【一 S  二 六〕 各 政府 の自國 銀行家に 對 する か、 る權カ の 相^ について は、 Feis,  IL,  Europe,  the  wds  Banjcer,  New  Have-, 

1930.  pp.  4551c に 簡單に 論ぜられて ゐる。 

【は 二  4.n  MacIVlLirray.  John  V.  A.,  Treaties  き r 鶴 ents  With き concmlin-g  China,  1S94 1 1919,  vol  IT,  pp.  9C7.  1034 

クリスプ 借款の 後に、 交涉 はた ど/ \と 進行した。 一 九 一 三年の 始めに、 借款 はやつ と 調印と いふと ころ 迄 清ぎ つけ 

たが、 又 新たな 困難の 種が 生じた。 今度 は 顧問 任命の 問題であって、 フランス 人 は ドイツ人の 顧問 を 好ます、 n シァ人 

は自國 出の 顧問 を 欲した。 この 爭論は 非常に 長引いた ので、 支那の 財政 部長 は 銀行家た ちに 向って 『现. H なき 延期の 繼 

績』 について 一言 御說敎 する ことの 正當な こと を 感じた 位であった。 

【一.！ S  一一  rtn 一九 1 三年 11 一月 十 一 日の 手 就 d.  S.  Foref  Ecfm,  133,  pp. Icp  China  Fsr l"。ok  24. 

然るに 今度 は アメリカ 財圑の 借款 圏からの 脫退 となった (一 九 一 三年 三月 )o 藍し、 タフトの 後を繼 いだ. J:- イルソン 
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新 大統領 は、 アメリカ 財 圏に 交渉 繼續を 要求す るの を 担 絶した からであった。 この アメリカの 脫退は 支 fs- 人から は 好意 

ゥ 

的た 態 i$S とはられ、 多くの ァメ リカ 人から は 不合理な 驚愕の 目を以 つ て 眺められた。 ァ メリ 力の. 睨 退 は •： 父涉を 早めさせ 

た。 然し、 恐らく は、 別に 獨立 借款が 成立し はしまい かと 云 ふ 懸念が、 他の 五ケ 國 をして 交涉 を^が せた ヨリ 有効な 動 

機だった の だら う。 赏際、 支那 政府 は あと 最後の 調印 二 週 と 云 ふ 所で、 ォ -I スト リア 借款に 調印して しまったので、 

最後0ドタ ン場で變更の必：^^-が生じた。 一 九 一 三年 四月 八日に 北京で、 國會が 召集され たこと もまた、 最後の 手 一 f を 急 

がせた。 |::^し> 國民黨 に 所 場す る この 議會の 議員 達 は， 猛烈に 調印に 反對 して ゐた からだ。 彼らの 指導者 孫 逸 仙 博士 は 世 

E,.^ に 向って 本 借款の 阻止 方を訴 へ、 且つ、 袁世凱 は 供 仏 れた资 金を以 つて その 政敵 を破壞 せんとす る計畫 であると 非 

雞 した。 彼れ の 信奉者た ち は 今日、 彼の 電報の 次の 如き 一節 を 指して、 彼らの 意見 を 表白せ る ものと 爲 して ゐる J 曰く、 

『人民が 今 共和 國の存 績の爲 に、 生死の 鬪 ハヤの 中に 引す り 込まれる こと を餘 儀な くされるならば， そ は 民衆に 恐るべき 苦 

難 を 蒙らす 許りでなく、 遂に、 不可避 的に 支那に 於け る 一 切の 外國 利益 を 害する に 至る であらう』 と。 これ は 『無政府 

的 諸 勢力に 對抗 して、 支那に 於け る事實 上の 政府の 手 を 強める ことが、 政治的に 好都合なる 時期が 到來 したとの 確信の 

下に』 種々 な外國 政府に よって 支持され た 取引に 對 する 孫 博士の 意見だった。 

LilS  二 九〕 本^ 笫 十五 章、 支那に 於け る アメリカの 投資、 三の 5。 

〔一！ S 一二 0〕 或る 货業家 は 言った、 『金 を 货す國 は商資 を る』 と。 他の 實業家 は 曰く、 『吾々 は 牛 世紀 も 前に 引お された』 と。 

Tha  Qdua  P 、さ.？,  Shanghai,  Ap-  il さ, 11?". 

【！ Ml ニー〕 一  九 一 三年 五月 三日の 口 ンド ン* タイム ス第七 頁に 揭載。  ， 

【一 KJl 一 一  一一〕  of  No.  2, 1912,  p.  4. 


扱て、 最後の 結末 をつ けなければ ならない。 善後 借款 は對日 賠償 借款より は、 多くの 資金 を 支那に 流入 させた。 だが 

その 額 は 驚くべき 程 小額だった。 借款の 名目 上の 額 は 二 千 五 百萬磅 だった が、 支那 政-肘の 實牧額 は 約 二 千 百 萬&ゾ であつ 

た。 而 して 約 その 半額 は、 以前の 前渡金、 延滯 政府 債務、 各省の 外偾 及び 支那 革命に よって 外人の 蒙った 損害に 對 する 

賠償 债務等 を返濟 する 爲に、 直ちに 外國 人に 拂 渡されて しまった。 次に、 二百 萬 の 額 は 務整现 費と して 控除され、 

殘 りの 八 百 五 十 萬磅が 軍隊 解散 费及 び 政府の 行政 費と して 利 W しうべき 額であった。 

【！ Si 三 三】 これらの 債務の 爲に 控除され た 額 は 二百 萬磅 であった。 こ の 中には 革命の 爲に賈 られ ずに 残った^ 品の 利益が 見穰 ら 

れてゐ ると 云 はれて をる。 Harvey,  T,  Edmund,  ^International  Extortion  in  China"  contcm-porary  Bevies,  vol. 10?  ？ 

31C1- き. 

かくの 如きが、 等 後 借款 交涉 の經緯 だった。 その 間、 獨立 的な 競爭者 排擊の 努力 あり、 日本と a シ ァの參 加と ァ メリ 

力の 脫退 あり、 政治的 利害 以外に 貸すべき 一文の 金 もない 國 家の 代表者の 出現 あり、 顧問々 題に 關 する 摑み合 あり、 監 

理 手段に 對 する 支 郑 政府の 反抗 あり、 支那に 於け る 革命 圑體 の反對 があった。 支那 政府 は 一 八 九 五ハ牛 同様、 國 内の 經ぉ 

的 發展の 精力 的な 指導者た る ことな ど 問題外であった とすれば、 諸 列強 も 亦、 政治的 偏見から 解放 さる- - ことなき こと 

以前と 同様であった。 

五、 一 九 三 一 年に 於け る 政府 情務 

1 九 三 〇 年末 現在の、 支那 政 狩 及び 政 狩 諸機關 の^ 總額 は、 七 億から 七 億 五 千 萬 米^の W である。 これと：；^ 近の 調 
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j^, にか、 る それよりも 多い 計算との 比較と 云 ふ 問題が 起って くるが、 一 九 三 一 年に 於け る 局面の 大觀が 明かに される 迄 

は、 私 は それ を 延期したい。 支那 政府 財政の 混亂 した 絲 はきれ いに ほぐし 屍され る もので はない" 從 つて どんな 數字だ 

つ て 確信 を以 つて 云 ふこと はでき ない。 一 方、 かくの 如き 不確實 な狀 態の 理由 そのものが 局面 を 明かに する 助けと もな 

る ものである。 それで 吾々 は 利用し えられる 報吿の 分析に よって 多くの こと を a- ぶこと がで きる。 

もし、 支那 政府の 外 を 借款 契約 及び 負債の 存在 を證 する その他の 村 料 を 計算の 基礎に して 研究す るなら ば、 その！^, i 

5^ は 七 億 二 千 三百 十 萬 米 弗に 達する 總額を 得る. - 私の 信す る 所では、 この 額 は 最も 眞實に 近い ものと S ふが、 分析の 都 

合 上 私 は それよりか 多少 小額の 數字を 用 ふべ く餘 儀な くされる。 

吾々 が この 七 惊ニ千 三百 十 萬 米 弗なる 總額を 採用 するとして、 次に、 依然 借款 契約 を 基礎に しつ \、 支那 政特 のィギ 

リ ス 义は ドイツ人に 負 ふ 額 如何 を發 見しょう と 始める と、 その 結 栗 は 恐ろしく 不良で 採用す る こと はでき な い。 支那の 

外 を、 發行 場所に 基いて 俊權國 間に 分類す ると 云 ふの が、 In^ い 時代に 用 ゐられ た 方法であった。 然し、 これ は 一 九 三 

K 牛に は 利用で きない。 例へば、 ロシアの 場合 をと つて 見る に、 發行 場所の 原則に 從 へば、 n シァ人 は 一九 三 〇 年末に 

千 三百 九十 米 弗 だけの 支那 公 isl^ を 持って ゐ たこと が 示される。 同時に 口 シァ 投資の 章が 示す やうに、 a シァ人 は 支那 

公！ を 一 枚 も 持って ゐな いので ある。 或は ドイツの 場合 をと つて 見よ。 こ.^ でも 發行 場所の 原則に 從 へば、 一 九 三 〇 年 

末に ドイツ人 は 八 千 二百 萬 来 弗の 支那 公债を 所有して ゐ たこと を 示して る。 然し、 同時に ドイツ 銀行家 やその 他の 消息 

通に よれば • そんな こと は 全く 不可能の ことで あると し、 千 乃至 千 二百 萬 米 弗の 数字 を 擧げて ゐる。 

これらの 困難 を 一 々述べたら 相當 長くなる だら う C ドイツへの 鐵道 债務の 場合 をと つて 見よ C 1 九 二 九 年末の 狀態を 


示す 爲に 支那 政府の 鐵道 部に よって 作成され た 表 を 兄る と、 支那 政府の ドイツ へ の 鐡道ほ 務は約 三千 萬 米 弗と なって ゐ 

る。 これ は ドイツ 銀行家が 現在 ドイツに 在る ものと： n5S3 つて ゐる ものの 約 三倍に 常る。 だから、 もし 法 上の 務 もし 

く は發行 場所 を 分析の 基礎と して 採用す る 時 は、 とんだ 不合理な 結果 を 来す。 例へば、 今 の擔 保と なって ゐる圑 匪 

賠！ Igi 務のォ ー スト リア • 尸 ン ガリア 分が ある。 これ は 今でも 尙法雜 上 は 關稅收 人を擔 保と する 法律上の 務 となって 

) 

ゐる おわけ だが、 現在 ォ ー スト リア • ハン ガリ I を 支那の 债權者 中に 數へ 入れる の は、 一文 も そんな！ S 權を もって ゐ ない 

n シァ を债權 國と數 へ るのと 同じ 位に 不合理な ことで ある。 

nllss 一一 一四 J  Qdnc さ Govc-m ョ cut  Loan ず §  and  ob!lg~dlom 一  Ban に of  rhlna,  Shanghai,  10"0,  pp. 14, 100. 

そこで 殘 された 唯 一 つの 道 は、 各國に 於け る 支那 證券 及び 债務 の現實 保存 高の できるだけ 完全な 評 價を 得る ことで あ 

つた. - 明瞭な 困難に もか& はらす、 この 試み は爲 され、 その 結^、 六 億 九 千 六 百 四十 萬 米 ゆの 總額を 得た。 換霄 すれば 

諸 外 國で六 億 九 千 六 百 四十 萬 米 弗と いふ 俊 務額を 見出す ことができた。 と共に、 他方、 支那の IM^ 務額は 七 億 二 千 三 % 

十 萬 米 弗 だけ 存在す る こと は 前述の通り である。  . 

兩 者の 差額 1 一千 六 百 七十 萬 米 弗の 說明は 極めて 容易で ある。 成程、 それ は 支那の 外债 證券で 支那 内に 保^されて ゐる 

ものの 評價 として、 私の 爲に 上海で 作製して くれた 評價 より は 少ない。 これら 支那 內 部で 保 されて ゐる公 愤の若 千 は、 

『外 國』 諸 銀行 及び 諸 金融 機關 の、 その他 は 支那 諸 銀行の 所有に なって ゐる。 その 總計は 四千 萬 米 弗と 評價 された。 その 

うち 千 五 百 萬 米 弗と 評價 された 『外 國』 筋の 保有 高を國 別に 分類す る 何等の 試み も爲 されなかった し、 乃至 は 支那 人の 

所有して ゐる或 物 は 外國の 金融 諸 中心地に、 或 物 は 上海に 存在して ゐ ると いふ 事實 によって 提起され る 問題 を片附 ける 
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試み も爲 されなかった。 とまれ、 これらの 公^ こそ は、 前回の 圈 別によ る 支那 债務 の現實 保有 額が、 支那 政府 外債の 發 

行 地 に 基 いて 計算され た總 額より 少ぃ 所以の、 主要な 要因な の である。 

【一 Si 三 五】 一九 三 一年 一月に、 一 フランス 金融 會社 は、 百萬榜以上の^_ぉ後借款公債を所^5?してゐた。 支那銀行たる淅江地方實業 

銀行 cchckiang  Industrial  walllo は、 三百 磅の 善後 惜款 公债 及び 一 九 二 五 年の フラ ンス 賠償 借款 二十 萬 米 弗 を 所有して ゐた。 

かくして、 支那政^^债務の總額を、 分析の 便宜上 六 億 九 千 六 百 四十 萬 米 弗と 見る ことができる。 これに、 香港 政廳、 

上海の 共同^界 自治 體 及び！ Kig: の イギリス 專管 居留地の 债務 中、 ィ ギリ ス國內 に 於け る 保有 高 千 四 西一 一十 萬 米 弗 を 加へ 

なければ ならな.^。 さう すると、 全體の 合計 は 七 億 千 六十 萬 米 弗になる。 これが 支那の 政府 及び 政府-機 關 の债務 中、 

海外で 保有され てゐる ものと して 知られた 總 額に 當 るので ある。 

nSS 三 穴〕 本甞 ii^^ 十六 章、 支那に 於け る イギリスの 投资、 三の 5( 口) 

拉て、 この 總額 によって 示される 支那 政， 债務の 性質 別 を 示せば 次の 通りで ある。 


單位百 萬 米 弗  全 1^ に對 する..。 パ 

支那 政府の 一般的 nl 的  四 二 七丄ハ  六 〇•  二 

支那 政府の 鐵 道债務  二 四 八 • 五  三 五 •〇 

支那 政府 の 鐵道3^外 の 通信 機關 の ^の 俊務 二 〇丄 一一  二  • 八 

外國 租界.：：： 治體の 債務  一四 •！ 一  一 マ 〇 


今- 計  七  一 9 六  5C6 


一 ^的 目的の^ マが の增加 は、 一 九 一 四 年の 歌 態と 異る唯 一 の 顕著な 變化 である" そして その 大部分 は， 日本への 『不 


確實』 擔保 務の 非常な 增加 によって 說明 できる。 

支那 政府 愤務 中の 主要な 新 項目 は、 始めから 數 へて 先 づ 一八 九 五 年の 對日 賠償 借款、 それから 一九 〇 二 年の 團匪賠 

償金、 績 いて 一 九 一 三年の 善後 借款、 それから 一 九 一 八 年の 所謂 『西 原』 借款に よって 代表され てゐる 日本の 戰 後の 『不 

確實擔 保』 借款が それであった。 前の 二者 卽ちロ シァ、 イギリス 及び ドイツに よる 賠償 借款と 五國 借款 團 による 善後 借 

款 について は、 多少 詳しく 說 明した 通りで ある。 それらの 借款 は 資本 輸入 國 として 無能力な 支那 政府の 姿と、 何ら か 

效な 金融 をす るた めに は 極めて 不都合な 政治的 諸條 件と を 曝露した。 『西 原」 借款に 至って、 吾々 は 支那 政.：^ の 海外 金融 

に 於け る最 劣悪 點に 達した。 一 方で は、 吾々 は 支那 政府が 將來の 借款の 優先 攛の 絶望的な 質 人れ とも 稱 すべき 政策 を遂 

行し っ& あるの を 見る。 そして 他の 一 方で は、 日本人の 一群が 後に 日本 政」 によって 肩替 りされ た 諸 借款 を、 .2: 亂 及び 

政治的 陰謀に 使 川 さるべき 資金の 代償と して 進んで 引受よう としつ. - あるの を 見る。 こ、 では、 凡そ 經濟 的發展 の爲の 

資本 輸入と い ふ 概念 は、 數萬 通 も 遠方に 吹 飛んで しまって ゐ るの だ。 

本誊 おか 十七 章、 支那に 於け る 日本の 投資、 四の ，ぬ 中の 表に 示されて ゐる。 原』 惜款 の， 記^ 1?问 お 十四の？ -を见 よ。 

一 九 三 一 年に 債 權國の 首位 を 占む る もの は、 一 九 〇 一 一年 及び 一 九 一 四 年と 同様に、 ィ ギリ ス であった。 だが、 今度 は 

日本が！： じく その 首位 を 共、 に.^ めて ゐる。 その他の 重要性 を もった 债權國 はフラ ン ス だけで ある。 次表に 示す 所の もの 

は 债權國 別によ る 债務總 額であって、 一 九 三 〇 年末に 於け る 狀態を 現 はして ゐる。 

單位百 萬 米 弗  體に對 する ％ 

イギリス  ニニ 五 入  三 了 八  . 
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日  本  ニニ 四 •！  三  一 • 五 

フランス  九 七 ，11  ニニ  *七 

ベル ギ一  四 八 •〇  六 人 

ィ タリ-  四 二  •〇  五 • 九 

合  衆  EZI  四 了 七  五 • 九 

ォ ランダ  一八-七  一 ェハ 

ドイツ  一 一丁 〇  一 • 七 

ス カンゲ ナヴ ィァ 諸國  〇• 九  〇• 一 

合計  七 一 〇。 六  一 00.0 


六、 一九 〇 二 年、 一九 一四 年 及び 一九 三 一年の 相互 比較 

严 

先づ 第一に、 三十 年間の^ 入金の 使途に 關 する 比較 を 試みるならば、 次表の 如くで ある。 

0^0 外 園の 保有に かかる 支那 政 .t&« 務の 使途 别 分類表 


0 道 俊 ルへ切 

g 道 以外の f^llt" 機關 

外！： 租界 ほ i^t^ 愤務 
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【1JSI 一一 八〕 阁匪賠 惯佥を 除外す 0 

唯 一 の篾 要な 變化は 一 九 〇一 一 —— 一 九 一 四 年 の 鐵道债 務の增 加で ある" も 一 つ の 重要な 變化は 本 表の 表面に は 現 は 

れてゐ ない が、 一 般的 ほ 的中に 含まれて ゐる 所謂 一,不 確 實擔保 J 借款の 增加 がそれ である. - この 『不確 實擔保 J 借款な 

る 言葉 は、 革命 後に 生じ、 當 時に 於け る 支那 財政の 紊亂狀 態の 證左 である 一 聯 の！^ 務を取 分けて 稱 する 場合に 用 ゐられ 

る 言葉であって、 『西 原』 借款の 大部分 を 含んで ゐる。 これらの 债務は 支那 政府の 財政 整理 委員 會 によって 調査され、 一. 

九 二 五 年の 總額 として 四 億 七 百 二十 萬 支那 弗より 少 くない 額が 算出され た。 更に、 一九二 七 年末に は、 四 億 七 千 五 百 萬 

支那 弗と 評價 された。 前表に 含まれた 總額は 一 億 八 千 九 百 一 一十 萬 米 弗で ある。 そのうち 一 億 米 弗より 少 くない 部分 は、 

對 日！ 1? 務 である。 支那 は 一九 三 〇 年 五月に これらの 债務處 理の爲 に 會議を 召集す る 事に 同意した。 そして、 か- -る 會議 

問 催の 豫備 手段が 同年 十 一 月に 取 か &られ た。 

nai 一一 九〕 數字は 同 委員 の 發行 にか k る 一 聯の 出版物 中に 見られる。 現在の 觀點 からして 重要な もの は、 『財政 部の 不疏實 外債 

表』 及び 『交. 通 部の 現在 货債』 の 二つ e ある。 前表 は 『各 iili: 外債 及び^ 匪 賠償金』 (支那 文) なる 標題の 財政 部の 未公表の 記 

錄 中に 於て、 一九二 七 年に 至る 迄の 分が" 加 計算され てんる。 これらの 總額は 劉の Ford,  [  in  Qd-m,  1929, 1).37 に 

揭 載され て- Q る。 

〔一 M 四 0〕 本書 第 十七 章、 支那に 於け る 日本の 投資、 四の？ -參 i ；。 

第 I 一の 比較 は 支那 政府の 债務 のみに ついて、 その 中に 占む るィ ギリ ス、 日本、 口 シァ、 アメリカ、 合 衆國、 フラ ン ス、 

ドイツ の六主耍國の^£;|耍性如何に關する。 左に 二つの 表 を 描げ ておいた が、 各國の 占める 百分率と 各國 保有 高の 比較 指 

數を 一； 外す ものである。 これらの 表に よると、 イギリスが 一 丸 01 1 年と 一 1 四 年に 首位の 愤權國 であった ことが わかる。 
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然るに 一 九 三 一 年になる と、 イギリスの 總額は 日本のと 僅かの 差逮 しかない。 一 九 〇一  一 I 一  九 一 四 年 問に、 ィ ギリ ス 

の 占む る 支那 政府 债務の 百分率 は增 大した。 而 かも イギリス の 保有 高 は 他の 重要な 何の 阈 よりも 4. わ 速な 割合 を以 つて 生 

長した。 日本と アメリカ は 一九 一四 ハ牛迄 は、 やっと 舞臺に 登場した に留 つて ゐた。 

第 十六 表 支那 政府 廣務 の各國 分類 並に その 百分率 
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一 九 一 四 11 一  九 三 一 年 問に、 重要な 變 化が 生じた。 今度 は 日本が 首位に 立った コ ち、 日本の 支那 政府 債務の 保有 

高 は、 一九 一. 四 年の 二十 三倍に も 達し、 全 體の三 八ぶ をい ：！ める に 至った。 イギリス は 日本と 共に 首位 を頒 ち、 ： お 者は斷 

然 他を拔 いて ゐる。 アメリカ だけ は 高い 增加率 を 示して ゐる 他の 唯一 の國 であるが、 その 支 11 债務 保有 高 は 一九 三 一年 

に顯 著な ものではなかった。 その他の 國の 保有 高 は 反って 減少 を 見た。 ドイツに ついては 初期の 十分 ノー  以下に、 ロシ 

ァ について は ゼロに なって ゐ る。 

1 九 一四 11 一九 三 一年間に、 支那の 外國债 務は增 加した。 だが、 支那 は イギリスとの 多年の 財政 的關 係に も か&は 

ら す- ィ ギリ ス から は 借 入れなかった。 支那の 借 入れの 歷史 から 見れば 理論 上 イギリスが 俊權 者と なるべき 害であった ハ 

支那 は、 また、 アメリカ 合衆國 がその 期間 中、 世界最大の 债權國 であった にも 拘ら す、 アメリカから も 借 入れな かつ 

た。 世界情勢から 見れば 理論 上 アメリカ がその 债權 者と なるべき 害であった。 然るに 1 债務の 大部分の 增加は * 日本に よ 

つて 保持され たぶ. H 務に 於け る ものであった。 成程、 支那への 接近 及び 戰時的 好況に 基いた 日本の 進出に は、 經濟的 觀點か 

ら 見て、 若干の 論理 を 含んで ゐる。 然し、 主要な 說明は 他の 方面に 求められねば ならない。 1^ 務の 大部分 は、 政治的な 

後援の 保證 なしに は、 どんな 金融 家 團體も 引受けなかった やうな 借款から 成って ゐる。 『不 確實擔 保』 借款の 增加を 別に 


しても、 滿洲 の鐵道 借款に 若干の 增加 があった。 この 期^ 中、 滿洲に 於け る鐵道 建設 は、 それが 日本との 可能な 政治的 

紛爭を 意味した 時には 支那 人に よって 押し進められ、 それが 支那 及び 口 シァ との 可能な 政治的 紛爭を 意味した 時には 日 

本人に よって 押し進められた。 金融 方法 は、 一 九 一 八 11 一  九 一 一 〇 年に 造られた 『新』 借款 圑の發 動 を 免れ、 かくて ィ 

ギリス 及び アメリカの 資金 を用ゐ しめない やうな 方法が とられた。 かくて、 一九 一四 11 一九 三 一年^の 支那 政-:^ の 新 

债務 は、 戰時 中の 好 景氣は 暫時の 問 日本 を 貸 主に 變 へたと は 云 ひ條、 過去に 於いて 資本 輸出 國で はなかった 一 國家 たる 

B 本に よって、 政治的 理由の 爲に 支配され たのであった。 

七、 支那 鐡 道に 於け る外國 *f 本 

支那 は 一 八 九 四 年に 約 一 一 百 哩の鐵 道 を 有して ゐた。 外债は 未だ 起されす、 外國の 投資 は 事 實上ゼ 口 に 均しかった。 

然るに、 一九二 二 年に は 鐵道は 旣に約 六千哩 となって ゐた。 そのうち 約 二 千哩は 外！： 會社 によって 所； F されて ゐた。 

そして それらの 鐵 道に 對 する 外國の 直接 投資 は 三 億 八 千 三百 萬 米 弗であった。 その他の 四千 哩は 大部分 支那 政府の 手中 

に 在った。 そして 一 億 九 千 1 1 百 三十 萬 米 弗に 及ぶ 海外 借人れ の 政府 鐵道 债務 があった。 かくて、 一 九 一 三年の 支那 錢道 

に 於け さ 外 國の投 资總額 は、 五 億 七 千 五 百 三十 萬 米 弗であった。 

一九 三 一年に は、 全國 中に 約 一 萬 哩の鐵 道が 在った。 約 千 哩は省 政府 鐵道、 及び 鑛山、 工場 等と 聯 結した 鐵道 もしく 

は 私設 鐵 道から なって ゐた。 一九 一 三苹 以來增 加した 鐵 道の 半 數 以上 は、 一九二 三年 以後に 建？. 乂 P された 滿 洲の鐵 道で あ 

つた。 直接 投資の 行 はれた 鐵道 線路の 延長 は、 一九 一三 年よりも 山柬鐵 道の 二百 十哩 だけ 短くな つて ゐた。 然して、 一 
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丸 三 〇 年末に 於け る 鎖 道への 直接 投资 は、 三 億 九 千 二百 八十 萬 米 弗であった。 他方、 支那 政府の 管理 下に 在る 約 七千哩 

の錢道 は、 二 億 四千 八 百 五十 萬 米 弗の 外！ g を 負うて ゐた。 これら を 合する と、 一九 三 一年に 於け る 外國の 總鐵道 投资は 

六 億 il 千 百 三十 米 萬： i§ になる。 

〔！ほ 四 一〕 ラブ レ Hv-Labculayco は 一 九 〇 九 年若く は 一 九 一 〇 年に ついて 同じ やうた 評價を 試みた。 彼れ の 計算で は總 外！： 投资 

は 三 億 二 千 三百 萬 米 弗で あ つた。 I、aboulaye,  Hdouard,  n:s  oft  de  J、er  de  07s: さ e,  r-al.is,  121,  p.  0 

鐵道 投资の 他の 形態から 支那 政府 债務を 切 離す と、 次の 如くなる. - 卽ち、 

1 九 〇 二 年  三 五 • 三百 萬 米 弗 

1 九 一四 年  一 九亍三 ZZ 

一九 三 一 ギ  二 四 八 i  ,^ 

これ は 一 九 〇一 一年 11 1 九 一 四 年^に、 非常な 增加 があった こと を 示す も Q である。 一 九 三 一 年に 支那 政府の 管理 下 

にあった 大部分の 鐵道 は、 支那 革命 以前に 建 ^；! された ものである。 京漢、 京 奉、 滬寧 及び 津浦鐵 道が それで ある。 

外 國 投資家と 支那 が^んだ 支那の 鐵道 契約の •  賸史 は、 最近に 至る 迄 支那の 管理 下に ある 鐵道 の渐次 的 增加を 示して ゐ 

/ノ 

る J ベ ー 力 ー は 外圈參 加の 程度に 從 つて 分類した t れ道表 を 作成した が、 それによ ると 古い 契約になる に從 つて 外 國の大 

きな 監督 權を 規定して ゐる。 この 頻向は 漸次 少なくな つて、 遂に 津浦鐵 道 契約に 至って は單に 外國の 技術的 監督 を 規定 

3 

したに 止まる. - 然るに、 滿洲に 最近 建設され た鐵道 は、 再び 退 後 運動 を 示して ゐる. - 卽ち、 外國の 監督 權が 廣大 になつ 

てゐ るので ある 0  . 


〔註 四 二〕  taker,  J.  E., "Iransportaton  in  l^llin?  K4§ 、ミ 3  of  the 卜 ms.cfs  Aeaty  of  pouilcot  and  Sodd  Service,  ^05 

【L;iEn 一一〕 津 5i 鐵道 契約 は 支那 政府の 錢道 契約に 新 時期 を 劃す ものと して 注 Z3 された。 warry,  A.  J., 丄 laihvay  Devcrp ョ en- 

ill  China,  一一  J 灣 ml  of  tJw  rtoypl  Soddy  of  、Ir ヌ vol. 57,  p.  542 を见 よ。 一九 一四 年の 英國. ホ - リン グぉぉ (raulinq  and 

company.} との S の 沙興鐵 ^契約 は、 新 段階 を 劃した ものであった。 外 國商會 は^ん ど 3f なる J^g ね教に 外なら なかつ. -,。 ^し 

こ の ^1ぉ-.^1はパか-設されなカ つ た。 nhep  Far  Eastern  Marlcds  for  PMUUSy  M き ials,  Washintrton  1919-  ^.  50 參？ w:o 

更に、 鐡道惜 約の 締結 及び 建 の 方面に、 支那 鐵道史 に 於け る j 變革が 認められる。 卽ち. 支那の 鐵道 契約 は 支那 政 

府の 弱かった 時に、 數倍 化した。 一 八 九 五 年 及び 一 九 〇〇 年 の 『利 權戰』 を T1^.> へて 見よ。 劉が 指摘して ゐる やうに 

『隨海 (せ 肅省蘭 州 ！ 、江 蘇 省 海 州)、 同 成 (山 西 省 大同 府 -—— 四川 省 成 都)、 浦 信 (江 蘇 省沛ロ  11 河南 省 信 易 V 寧湘 (南 

京 11 長 沙)、 沙輿 (湖北 省沙巿 11 貴 州 省 興 義)、 欽渝 (廣采 省欽州 11 四川 省重慶 )- ハ ル ビ ン II ブラ ゴヴ H チ H ンス 

ク、 吉長、 四鄭、 及び シ ー ムス • カレ，.' 商會の 手に よる 一 千 一 百哩の 大鐵道 契約』 等 は、 皆 僅か 四 年の 間に 締結され た 

ものである。 一方、 鐵 道の 實際 上の 建設 は 支那 政府が 比較的 强カ である 時に 進歩 を とげて ゐ， 一九 〇 二 II 一九 一 一 

せ 問の 實 際の 鐵道 建設、 及び 平和であった 頃の 滿洲 の鐵道 建設、 それから 新國民 政府の 勢力が 埒大 しつ、 あった 一 九 二 

七 11 1 九 三 一 年の 時代 を弯 へ て 見よ。 

【ぽ四 四〕 1」さ， D.  K.,  Foreign  ras  in  OF  1929,  p.  24. 劉 は 云って ゐる 『利 權-劬 ひで なくして、 どこ こそんな： 

が ありえよ うか』 と。 

5^ 道の 現在の 財政 狀態 では、 ま那の 内亂と 騷擾は 一 九 二 四 年頃 迄 は その 影響 を 現 はさなかった と晃 る意兑 に浪. ^が あ 

る。 この頃まで は、 錢道は 沒牧と 軍隊 輸送に 使用され る危險 があった が、 その 商 紫 的 活動に 對 する 何ら 大きな 千涉 はな 
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かった. - 又、 村 料 供給に 基く かなりの 债務 があった が、 外國 公"，： W への 利拂は 一 般に 停滞して ゐ なかった。 然るに 一 九 二 

四 —一九 三 〇 年になる と、 騷援の 影響 は 十二分の 效 を 現 はして 來た。 亂 はかなり の 部分が、 鐵道 所有に よって 軍部 

指導者 達が 徴牧 する こと をえ た 鐵道收 入、 または、 誅求 によって 贿 はれた。 商業 的 活動 は 邪魔され、 車輛 は破壞 され も 

しく は 持ち去られ、 そして 鋭 道の 永久 的 設備 は 毀損され た。 その 結 は、 外 國债務 の利拂 延滞が 一般的と なり、 遂に 銀 

の 下落に よって された 困難の 加 はると 共に、 今日 延滞して ゐ ないやうな 债務を 持った 支那 鐵道 は、 もし あると せば、 

1 一三し かない やうな 狀 態に 迄 立 至った。 

【一 四 五〕 以下の 鐵道は 以下に 示す 諸 時期 以來 利子 を 延滞して ゐる。 隴海鐵 道 一 九 二 五 11 一九二 六 年、 河南 鑀道 1 九 二 

六ギ、 津浦鏹 道 (イギリス 發行： M 九 二 五 1 - 一九二 六 年、 廣九鐵 道 一九二 五 年、 山 15^ 徵道 一九二 七 年。 詳細 は 各國の 投資 を投 

つた 車に 出して ある。 

最近の 諸事 件 は、 財政 的 M 復の若 千の 希望 を與 へる ものが ある。 圑匪 賠償金 中の 免除 額 は 京漢鐵 道の 完成と その他の 

線の 設備の 爲に 使用され る ことにな つて ゐる。 鉄道の 財政 的 秩序 を 若干 回復しょう とする 試みが 爲 され、 旅客び 貨物の 

運赁が 引上げられ だ。 然し、 この 問題 を 解決す る 爲には 金融の 廣汎な 計畫を 必要と する だら う。 

【-マ hgno 運せ スの 値上 は 銀の 下落と 關聯 して ゐる。 吾々 はこ  >- で、 支那 內の鐵 道 運賃 は 『金 货』 國 から 物品 を 輸入した 場合と： 一 

事情 e あらう こと を 見る。 蓋し、 鐵道 資本の 多く は外國 から 輸入され たもの だからで ある。 運 貸 値上の 公告に つ いて は 麼ー 

Qdm  Ih  -ly  Ncm,  April 9, Isl 參照 o 

支那の 鐵道 債務 は、 支那 政府の 一般的な^ 權國 として 主要な 諸國 家に よって 保有され てゐ る。 フランス は 一九 〇 二 年 

に 最高 額 を 占め、 ィ ギリ ス はフラ ン ス とすれ ぐの 第一 一位 を 占めて ゐた。 一 九 一 四 年になる と、 總 額の 約 五分 ノー 一は ィ 


ギリスに 屬し、 フランスの 殆んど 二倍に 當 ってゐ た。 次に、 一九 三 一年の 主要！！ の 保有！ 務額は 左の 如くであった。 

日  本  八 三 丄ハ百 萬 米 弗 

イギリス  七 0 四 ク 

ペル ギィ  三 七-五 ク 

オランダ  一八 丄 一々 

アメリカ 合衆國  一 五 •〇 ク 

フランス  .1 三 • 九 ク 

マックス • ゥェ ー パ ー の 曰く 『鐵 道は歷 史上に 知られた 最も 革 <f 叩 的な 道具で ある』 と。 たしかに、 支那に^ 入 さ，^ I た 

どんな 近代的 經濟的 設備 も鐵道 ほどの 大きな 影響を及ぼした ものはなかった。 一 八 九 五 11 一  九 〇〇 年^の 支那の！； 際 

關係 は、 鐵 道利權 政治に よって 支配され た。 鐵道は 最初から 帝國 主義の 手段であった。 鐵道は 支那の 經濟的 及び 政治的 

傳統の 上に、 深大な 影響 を與 へた。 鐡道は 國民的 觀點と 有力な 中央政府の 要求 を もたらす。 この こと は滿洲 王朝に よつ 

て 認められた。 實に 一九 一 一 年の 革命 は、 鐵道を 集中 化さん とする 彼らの 努力に よって 早められた ものである。 支那に 

新しい 內亂が 起る ごとに この こと を 痛感 させて ゐる。 革命的 支那 は 曾って 淸 朝の 鐵道 集中 策を攻 掣 したの だが、 その 同 

じこと を爲し 遂げる ことので きる やうな 政府が 成立す る 迄、 王朝 反對の 革命 は 最後 的な 成功 をうる ことができな いとい 

ふパ ラドッ タスに 面した。 支那の 政治的 組織 は、 鐵道 によって 提起され たかくの 如き 問題 を處理 せんとす る 努力に よつ 

て 打 立ら れつ & ある。 
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【一 M 四 七】 但し、 本書 第 十九 章、 支那に 於け る フランス 投 一安、 三の 1 の 說明を 見よ。 

【一 M 四 八〕 一 Vebcr,  Max,  Ge 霞- I  Economic  instory,  tr;ins!atctl  by  F. 11.  ICnight,  Mew  York,  Isr,  p. は 97. 

1： 有錢道 制の 計畫 は、 一九二 〇 华の新 借款 團の 成立に 遡る 諸 交渉に 於いて、 一 つの 役割 を 演じた。 鐵 道に 依存して ゐ. 

る" シァと 日本の 滿洲に 於け る 經濟的 地位 を 弱めよう とする、 ，： 交郑 政- lb の 側に おける 努力 は、 最近 年の 滿洲に 於け る 諸 

藤 を 捲き 起す 種と なって 來た。 不拂鐵 道债務 と 執拗な 外 固 一:!!^ 權 者と は 內亂の 招いた 結 2:- の 一 つで ある。 然し、 道 問 

題 は 回避 せらるべく もない。 蓋し、 鐵道は 極めて 有效 にして 有利な & 一代 的 設備の 一 つで あり、 從 つて 鐵道は 一寸した 楼 

會 さへ ありさへ すれば、 擴張 しつ 2^ け、 そして 有利な 投資 を 誘引し つ^ける からで ある。 

八、 他の 諸氏の 評價總 額と 圑匪 賠償金 

支那 政府の 對外债 務の總 額 は、 旣述の 如く、 一九 三 一年に 約 七 億 二 千 五 百 萬 米 弗と 評價 された。 この 額 を 最近の 他の 

諸 調査の 給 と 比 絞して 見る と、 相當 少ない。 A  .0*クー ンズの 一九二 六 年末の 評 慎で は、 丁度 十億 米 弗 ほどに 連して 

ゐる。 劉 は 一九二 八 年末の 總 額が 約 八 億 千 萬 米 弗で ある こと を發兑 した。 ケ メラ ー 委員 會の 事業 は、 外債と 內： S との. m 

^はこれ を 嚴密に 立てる ことができな いとの 理解の 下に 運ばれた やうで ある。 委員 食の 事業の 詳細な 結 2^ は 未だ 公表 さ 

れてゐ ない が、 利用し うる 同 委員 會の總 計から 推して ケ メラ ー 委員 會 の評價 は、 一 九 一 一九 年の 分と して 約 九 億 米 € -見當 

でない かと 思 はれる。 

〔一！：！ i 四 九】 Cooiis,  A.  G.,  ThG  Fordi 一一 I,  I ノ-ー bUc  Jkbt  of  chLi,  r-llil;l(l つ Ipliia,  lp"o,  pp.  10112.  I.ieii,  I).  K..,  Ford 一 />>.  rli, 

tnsue  t>*  Chim, 19 き, pp.  S713. ケ メラ ー 委 US; 众： のり 一-い. a- の^ 字に Cldm  rstr  Bsk 一  193,  pp.  ；  一  (；！-7 に 出て ゐる C 


私の 到達した 總 額と 他の 人々 の 得た 總 額と c> 間の 主な 相違 は、 圑匪 賠償金の 項目の 下に 外 r3 として 揭 げられ て ゐる額 

0 

を 如何に 見 積った かに 在る。 例へば、 ク ー ンズ は圑匪 賠償金 現在高 を 約 一億 九 千 五 百 萬 米め-として ゐる。 その他の 人々 

の も赂々 同額の もの を 含んで ゐ るに 違 ひない。 これらの 總 額が 算出され るに 當 つて 依據 された 原則 は、 外國政-：^^に對し 

て 負 はねば ならなかった 諸 義務に 關聯 して 支那 政府の 支拂 はねば ならぬ 法 I 係 上の 義務であった やうで ある。 この 事 はむ 

ろん、 もしも 吾人の 觀點 が支邠 政府の 直面に ある 國靡的 問題の それであるなら ば、 極めて 合理的な ことで ある。 圑匪賠 

惯金は それ を 外 國债務 と爲す 所の 歷史を もって ゐて、 外國政」份が關係してゐるところの法律上の諸取^めにょって|^^^ 

されて ゐる。 だから、 それ を 外 國债務 とも 言へ ない 事 はない、 事實 多くの 研究者に はさう 思 はれて 來た。 

然し 乍ら、 圑匪 賠償金なる もの は、 元金と して 相 當な額 を 揭げる ことができる やうな 外 として は、 赏際 上、 消滅し 

て しまったと 云 ふの が事實 である。 私 は 同額の 拂込 があった かどう かに 拘ら す、 とにかく 支那から 支拂 を合现 的に 期待 

し えられる もので ない 限り、 一切 元金と して 算入すべき でない とい ふ 原則 を 有効な ものと して 採用した。 だから、 團 Mi 

賠償金と して 支那の 外 總 額に 算入 せらるべき 唯 一の もの は、 スペイン、 ボルト ガル、 ノル ゥ H 1 及び スゥ H  TV フンへ 

の 賠惯金 だけで あると 主張す るの なら 當 つて ゐる。 

〔51:15 五 0〕 卽ち約 四千 r=? 磅。 

【一 一〕  ^；！の計算にょれば七百八十萬米弗の、 支那からの： f 出しと 兑 做しうる 相 常の 支拂 がー 九 一一 ：〇3f に $1 された。 然し， 凡 

そ 元金な どと 云 ふ 槪念を 4.: 然 無意義な らしめ る や うな 狀？？ -の 下に 於 いて あった。 

. 然し、 一九 三 〇 年末に は、 フランスと ベル ギィの 分を擔 保に 發行 された 最近の 二つの 米お g! 借け〉 I があった。 この 合 

に は 賠償金 そのもの は 消滅に 歸 したわけ である。 即ち、 もし 賠愤 金が 懺 絞して ゐ たなら 支拂 はれ た^の 分 は、 これらの 
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二 ^款の 基礎と 爲 され、 その 收 入金の 使途 は 關係政 一 付 間に 協定され た。 これら は 恐らく 新 務と 見做す ベ きで あらう？ 

然し、 もしも この 賠償金が 支那 政府に 『返還』 されなかった 場合に は、 爲 されねば ならなかった らう 支 挑が この場合 も 

依然 支那 政府に よって 繼 緩され てゐ るので あるから、 これらの 债務を 賠償 愦務 として 見做して ぃ&。 而 して これら 債務 

の 現在高 は フラン スの約 四千 萬 米 弗、 ベ ルギィ の 四百 萬 米 弗であった。 

以上の 二 借款と スペイン、 ボルト ガル、 ノル ゥ H 1 等の 殘存 現在高 を 合計して、 私 は圑匪 賠償金の 現在高 を 四千 五 百 

ず Z ぶ = ^と 計算した。 その他の 部分 は 全然 私 は 控除した。 その 理， E は簡 單に說 明で きる. - ドイツ、 ォ ー スト リア ==ハ ンガ 

リイ 及び。 シァの 分 は、 大戰と n シァ 革命の 結 架と して 取消され た。 所謂 國際 的债攛 は德華 銀行 (Dclch-Asiatische 

Bank) の 整理に 包含され、 そして 一 九 一 九 年 七月 支那 政府の 手に 渡った。 

〔一 1J1 五 二〕 正確な 數は、 私の 七 億 二 千 三百 十 萬 米 弗の 總額 中に 含まれて ゐる 四千 五 百 1 萬 三千 二百 二十 二 米 弗、 及び 私の 六 億 九 

千 六 百 四十 萬 米 卯の 總額 中に 含まれて ゐる 四千 四百 八十 八 萬 八 百 五十 米 弗 e ある。 

3S 五一 二】 圑匪 賠償金の 最も 秀れた 歴史 は、 Stanley  F.  Wright,  The  coususl  a:4  J)rpo き I  of  the  Cfii き is  Rove 讓， shal€lili, 

1  一 pp.  91I12「>  の それで ある。 

聯 八：： Ei 側 (米國 も： Hi 11 譯者 註) の 分 は、 一 九 一 七 年 十一 一月 以降 五ケ 年 問^ 豫 された" 然し、 再び 支拂が 開始され た 

時、 最 n 十 これらの 愦務を 外債と して 存在して ゐる ものと 目す る ことができな いやうな 處 置が 採られた。 卽ち、 イギリス 

の 分 は イギリスの 國靡收 入と はせ すに 特別 會 計に 繰 入れられ、 それによ つて 得る 資金の 處分は 一 九 三 一年の 支那 賠償金 

使用 條令 (China  Indemnity  Application  Act) によって 定められた。 卽ち、 その 金 は 支那に 送らるべき 付 料 費に 充てら 

れ るか、 支那に 於け る 受託 者の 處 分に 委ねられ るかに なって ゐる。 n 本の 分 も 一 九 一 一三 年 三月 三十日の 法律に よって 處 


理 された。 それに よれば 日本 は 支那から 受取る のと ほ^ 同額の 金 を 支那に 小 乂拂ふ 勘定に なって ゐる。 フランス とべ ルギ 

ィの分 は、 上述の やうに 新 借款の 基礎と なった. - ィ タリ I へ の 支 拂金は 一 九 三 〇 年 七月 以來 華義 銀行 (Italian  Rsk  fcr 

Chi na) によって 保管され てゐ るが、 敎育 及び 慈善 的 目的の 爲に それ を充當 すべき こと を-要求して ゐる 所の 計赛に 從 つ- 

て、  最後 的な 處分 方法が 講ぜられる ことにな つて ゐる。 ィ タリ ー への 支 拂は將 來は諸 村 料费に 充てられる だら う、 然し 

6 

最初 の 賠償 債務 は 最早 存在 して ゐ ない。 

〔註 五 四〕 本 法律案 は 一九 三 一年 三 H 十七 日に 法律と なリ、 一九二 五 年 六月 三十 曰の 條 令を廢 止した。 

【一 M 五 五〕 Wright,  S.  F.,  op.  of  p.  117. 

【一 五六】 詳細に 就いては 坂 極めて 闊聯 して 一九 三 一 年 支那に 滞在し ゐたマ ルコ • 口 ー ゼン タ.. 'ル (Marco  Rosentha ご に负ふ 所 

が 多い。 

1 九 〇 八 年に 免除され なかった アメリカ 合 衆 國の分 は、 一 九 一 一四 年 五月 廿 一 日に 裁可され た 議^の 合问決 31 によって 

處 分され お。 在米 支那 留擧生 及び アメリカの 支那 協會 (ch 一 g  Institute) に支拂 はれる 金額 は、 之を最 n 十圑匪 賠償金と し 

て の 支那の 外債と 見做す わけに ゆかない。 次の オラ ンダの 分 は 黄河の 研究に 充てられる ことにな つ て をり、 その 资金は 

一九二 六 年 一 月 以来 支那で 蓄積され てゐ る。 新たなる 取扱で も爲 されぬ 限り は、 將來 本賠惯 依務が オランダに 支 拂を必 

S 

要と する に 至る だら うと 想像すべき 何の 理由 もない。 

r- 王 ld4JJ  l\lacl\lurray,  J.C1U1 <. A-.,  Treaties  and  Agr 籠き With 碧 I  cmceing  chhl?  waslllnwton, 19 は 9. 

vcl. 1. p.  132. 

【；！ ； IS 五八〕 Qdwt  r§-  Book,  p.  §. 
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かくて、 私の. S 額と 他の 氏の^ 近の 調査に か、 る それと 0 間の 差額 は、 圑 11 賠债金 を 以上の やうに 分析 整理して 見 

ると、 比較的小 額で ある ことが わかる。 それ以上の 比 絞 は、 ^かい 內譯の 分類 や 『不 確實 J 擔保 債務の 取扱 上の 兩 者の 

相 逮の爲 に 困難で ある。 

九、 結 び 

吾々 の EE 的 は 支那 政府 Q 外 俊の 大觀に 在った。 吾々 は 支部の 外 俊の 露の 開始が、 政治的 要素に よって 支配され た 借款 

すな はち、 對日 賠償金 支拂 ひの 爲の 借款 を以 つて 始 つたこと を 兑 た." 而 かも その 借款た る や、 支那へ 新 資金 を窗ら すと 

云 ふこと に は 殆んど 貢献す ると ころがなかった ので ある。 初期の 鐵造利 横が 諸 外！： に與 へられた のち、 支那 政， 一;^ は 支那 

として はかなり 大規模な 鐵道 建設の 目的 を以 つて， 海外からの 借人れ に 着手した やうで ある。 その 結 Ei- 一  九 〇 一 lii.- 1 

九 一四 年の に、 海外 借人れ は、 吾々 が 直接 投資の 場合に 發 見した 增加 率に^々 均しい 割合 を以 つて 增 大した。 この 時 

代 は 革命の 初期 數^ に 於け る 新 借款の 成立 を以 つて 終って ゐる。 而 して 入れ は 世界の 一 一大 資本 輸出 國 であった ィ ギリ 

スと フランス とから 行 はれた。 實に、 支那 政^ は それ 以前 もしくは その後の どの 時代よりも、 今 世 期の 初年 代に 於いて 

は、 支那の 經濟 的^;^ の爲 の外资 輸入 機關 たる ことに 近かった のであった。 

一 九 一 四 .11 一  九 三 一 年 の^は、 支那 政府の 外 國债務 の 增加は 少なかった。 そして 鐵道 债務に 至って は 一 曆少 なかつ 

た。 借人の 質と 量との 双方に 於いて 比較的な 衰退が 行 はれた。 支那 は 支那 政」  1〕 を 通して 國 內の 經濟發 展の资 として 多額 

の 外 を 輸入す る ことはなかった。 而も 輸入され た资本 そのもの は 西洋の 资本 輸出 國 から 來 たもので はたかった。 ^ち 


日本から やって 來 たもので、 日本 政府の 政治的 政策と 結びつけられて ゐた。 

今世紀の 初年 代に 於いてなら， 支那 政府. は 支那の 經濟的 發展を II る爲 に外资 の 任務 を 荷 ひ 始めつ- - あつたと 一 W へ 

ば 言へ ぬ こと もなかった かも 知れない. - 然し、 その後に 於け る 諸事 件の 進行 は、 か. -る 主張に 殆んど 根 據を與 へて ゐな 

い。 支那に 於け る國民 政府の 成立 以來、 卽ち、 一 九 二八 年 以來、 海外 借人れ は 試みられて ねない。 もし、 支那 政府の 手 

によって 外資 を 輸入し、 賢明なる 用途に 當て 且つ 重大な 國際的 政治的 紛糾 を 齎らさし めまいと すれば、 支那 政府 は 過去 

に 於いて その 解決 を等闕 にした 所の 諸問題 を 解決せ ねばならない ノ 


1^ 八 聿支邠 政府の 外儻  1 五 五 
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第 九 章 外國の 投資..」 國際 貸借 

穆  黒 

本章 以下の 數車 は！： 際 貸借なる 厄介な 問題 を 取扱った ものである。 觀 點は 前の 諸 章の それより は廣 いと 共に 同時に 狹 

い。 ^いと 云 ふの は、 資本の 移動の み を 扱 ふので はなくて、 支那へ もしくは 支那から 資金の 移動 を 資らす あらゆる 取引 

が 考察され ねばならぬ からだ。 狹 いと 云 ふの は、 注意が 資金の 移動の みに 向けられて ゐて、 他の 局面に は 殆んど 注意が 

向けられて ゐ ないから である。 

支那に 外！！ 人が 居住す る ことから 起る 經濟的 及び 政治的 諸問題 は、 今の 場合、 無視して い.^。 吾々 の觀點 からすれば 

外 11 一-居留民」 なる もの は、 吾々. が 今世界の 他の 部分との 金融 關係 をめ-味 せんとす る 地域の 中に 存在して ねる ので ある。 

概念の 明確 を 期す る 爲に私 はこの 地域 を 支那 經濟 地域と 呼ぶ ことにす るが、 その 中に 支那の 領域 全部と 香港 を 含んで ゐ 

る。 私 は 暫く 讀 者に 向って 政治的 及び 法律 的 諸問題 を 忘れ、 外國 のな り 支那の なり 一 切の 國家的 政策の-考慮 を 離れて、 

注意 を 募ら 國際 貸借なる  一 § ^題の みに 築 中 されん こと をお 願 ひする。 考察 を 要する 問題 は 次の ものである. - 曰く、 支那 

は 支那の 外から 得る も. のの 代償と して 如何に 支拂 うか？ もしくは 他の 言 ひ 方 を すれば、 支那 は その 支拂， に 引換えて 何 を 

外から 得る か？ 支那 經濟 地域の 世界の 他の 部分との 經 濟的關 係が、 その. £關 係が 資金の 運動 を惹き 起す 限りに 於いて 吟 


昧 されねば ならない o 

支那の 正しい 國際 貸借の 姿 を 描き出す 爲の 努力 は、 „4 なる 數舉 上の 操作 以上の ものである。 とかく- tU 子 を 蔑視した が 

る 人々 が 厘々 避ける こと だが、 種々 な 方面に 於け る評價 に、 首尾  一 I 只せ るか 否かの 定性 試驗を 加へ る 必要が ある。 吾々 

は 爆々 吿 げられ る、 支那 は 違 ふと。 それ は事實 だ、 西洋と 支那の 相 遠の 重要な ことに 就いては 上來 示し 來 つた； 迎り であ 

る。 然し、 支那が 違 ふと 云 ふの は、 何も 支那が その 代償 を支拂 ふこと なしに 毎年 毎年 輸入 超 加を受 とる ことができ ると 

云 ふ 様な 意味に 於いてで はない。 國際 貸借 表 作製の 試みの もう 一 つの 効能 は、 それが 包括的で {ーガ 全な 計 I* を， 求す ると 

いふ 點に 在る。 完全な 繪畫は 何を寫 して ゐ るか を强調 する。 それ は 偏頗 的な 兑解を 排斥す る。 この こと は 支那の 經濟問 

題の 研究者に とって 役立つ のみなら す、 政策の 方面に 於いて 解決 を 要すべき もの を 有して ゐる 凡ての 人々 にと つて 役立 

つ。 一例 を 擧げれ ば、 資本 運動の 領域で 直接 投資の 重要性 を 無視す る 政策 は、 致命的な 弱さ を もって ゐる。 同様に、 よ 

P 一  般 的な 諸 分野に 於いて、 華僑の 地位 を 無視す る 政策 も 亦 さう である。 國際 貸借の 方法 は 一 切の： 耍 因の 考察の 助けと 

なる ものであって、 完全な 計算 は 一 般的 重要性 を もって ゐ るので ある。 

但し、 完全な 計算に 對 する 要求 は 容易に 滿 される もので ない こと を 卽刻附 け 加へ ねばならない。 支那の！： 際货 借の 分 

野に 於け る 一 切の 勞作は 未開地の 開拓に 屬 して ゐる、 またそう 判斷 されねば たらぬ。 とまれ 若干の 新 村 料が 以 T の？ g ま！！： 十 

に 提供され、， そして 全 題目に 直って 再吟味が 加 へられた。 私の 結論 は 僅に 大ざっぱな 概算に 過ぎない が、 の 諸 計^ は 

實 質的な 一 歩 前進 を 構成して ゐ ると 私 は 信す る。 完全な 鎗圖を 描き出す ことの m 大 性が、 ；？^ の 試み を，〉：： お- g ある ものと し 

てゐ ると 思 ふ。 
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ご、 支那 弗の 使用 

外 國投资 0 計算に 私 は 米 弗 を 使 川して 來た。 私 は！： 際 貸 偕に は 支那 f か を 使用 せんこと を？ S 案す る。 金 貨幣 を 投资の 場 

合に 用ね たの は^々 の现， S による。 支那 政」 肘の 外 阈！！ 5 務は、 殆んど 例外な しに、 何れ かの 金 通貨 —— 通常 は英磅 11 に 

よって 支拂 はれる ことにな つて ゐる。 又、 或る 若干の 大會 社の 投资は 外貨 を以 つて 公表され てゐ る。 南 滿洲鐵 道 會社は 

その 顯 著な 例で ある。 この 慣習 は 北部の 日本人 會社 0 間で は 普遍的な ものであるが、 決して 彼等の みに 限られて ゐ ない。 

ま那に 支店 を 有する 外 國會社 は" 通常 彼らの 保有 高 を 外貨で 報告して ゐる。 上海に 在る 輪 人品 ストック は 通例 海外から 

の講 入に よって Q み： 史 新され、 從 つて 通常 「金』 で評價 されて ゐる。 か&る 場合、 銀 を 使用す る こと は 不便で あり、 『金 j 

で評價 する ことの 合理的な こと は 明白であった。 

【一！ a 一〕 こ の 期間 中、 アメリカ 合衆國 がず つと 金本位の！ EI であった 事お は、 米 弗 を 圆ゃ碌 ょリは 一 層 便利な 單 位たら しめた。 

KJi 二〕 级ぉ债の巾には贐海^！逍の若干の借？^^及び京翁副線借款の 一部が ある。 上海 ェ 部局の 債券 は m 々銀 を 以て 發 行され た。 

ケ メラ-^ 員 < ^は 支那 政府の 內外债 の 七 五， ％ 'は、 外货 によると 評 憤した。 Project  of  J き for  the  d  ndwilon  of  p 

Gotd-sicsuhtrd  Curronitcy,  Chinese  dovenlnlcut,  ronlmlssion  of  fiu.-lncial  Hxperts,  Nov. 11. VJHi).  n.  752. 

HE 際 貸借に 支那 弗 を 使用した の は、 それが 支那で は廣く 使用され てね るのと、 他の どの 釵單 位よりも よく 外國に 知ら 

れてゐ るに よる。 海 關兩の 方が もっと 好都合だった かも 知れない が、 それ は 支那 政府に よって 何時 廢棄 される かも 知れ 

、ノ 

匁い。 どの 單位 をと るか は 軍； 犬でなくて、 むし ろ^かの 銀 單位を 使用す る ことが 重耍 たので ある。 支那 は 海外 支 拂を銀 


で爲す 方法 を 見出して をり、 また 銀行の 準備金 及び 通貨と な つて ゐ る 可な り 多量 の 銀 を受と つてね る。 諸 稅は銀 もしく 

は 銀 を 必要と する 紙幣に よって 徵 集され てゐ る" また 事業 利潤 は 銀に よる 諸 取引の 結 衆 出て 來る" 或る 船舶 或は 妨績ェ 

場 叉 は 鐵道は 或は 金で 支拂 はれた ものが あるか も 知れぬ、 また 所有 主の 張 簿には 金で 記 人され てゐ るか も 知れぬ。 然し 

支那の 中で は 銀を以 つて やって 行かねば ならない ので ある。 華僑 は 彼らの 送金 を 銀で 考 へて ゐる。 そして彼らの^^金額 

は 銀爲替 相場に よって 左右され てゐる 銀を以 つて 記載され た 國際收 支 は 爲替の 上に 加 へられる 壓 迫の 量と 方向 を 示す。 

簡單に 云へば、 支^ は價格 及び 金錢牧 入が 銀を以 つて 表 はされ、 その 諸國際 勘定 は 最もよ く銀單 位を以 つて 記載され る 

所の 國 なので ある。 

〔一！ a 三〕 支那の 貿易 統計 は、^ 關 によって 採用され て をる 所の 銀の 計算 單位 たる 海關兩 によって ゐる。 ^は 一 海 關兩を 支那の  一 • 

五 〇 弗に 均しと 見て 來た。 金に よる 計算 單位 たる 海 關金單 位が 今 採用され つ、 ある。 それ はケ メラ ー 委 M 命" によって 金お 替本 

位の 單位 として 提案され た 一 孫の 重量た る 〇， 四 〇 米 弗に 均し い。 

r ま 四 1 雷って 香港で 次の やうに 言 はれた。 香港 弗が 〇 • 五 〇 米^ 以下 だと 送金が 1^ され、 それより 高い と外國 におめ？^ はかれた 

と。 最近の 相場 は その 事 を 不可能なら しめた。 一 丸 三 〇 年末に 於け る 香港^ は 約 〇•  二 七 米 弗に 均しかった。 

三、 表 示 方法 

本章に 於いて は 私 は、 政府 债務と 事業 投資に 關聯 して ゐる 支那からの 支拂 及び 支那への 受取り を 扱 ふ。 次いで、 華 橋 

の 送金 を 扱った 次章が 緩く。 支那からの 輸出が 低く 評價 されて ゐ ると 信す る 理由 は、 必要な 修正 を 加へ た評價 と共に そ 

の 時 提出す る。 主要な これら 諸 項目に 考察 を 加へ たのち、 その 結果 は國際 貸借に 關 する 一 般 的な 窜の 中に 纏めて おいた。 
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そこに は 主要な 項目の みならす、 利用し えられる 限りの 何ら かの 報告が 存在す る 限り、 一切の 項目の 評 價が祸 げられ て 

ゐる。 

主要 項目の 表示の 爲に、 私 は 平均 もしくは 代表 年度に よる 算出の 方法 を 採用した。 讀者は 第 十二 章に、 一 丸 〇 二 11 

一 丸 一 三年の 時期 及び 一 九 一 四 11 1 九 三 一 年の 時期の 代表 年度の 主要 項目 を 示した 表 を 見出される であらう。 三十 年 

問の 全 期 に 一口 一る 諸 傾向 及び 諸變 化に 關 して 發 見し えられる 一 切の 事柄 は、 この 二 代表 年度の 數字を 比較す る ことによ 

つて 明かに されて ゐる。 

最近の 數 年に 爲 された 勞作 は、 吾々 に 一 九 二八 年、 一 九 二 九 年 及び 一 九 三 〇 年度の 數字を 提出す る こと を えさせる。 

これら 諸 年度の 数字 は主耍 項目に 關 する 章で 討議 を 加へ ておいた が、 それ を 最後 的に まとめて 提供した の は 第 十一 一章に 

至ってから である。 計 は 主要 項目 を 討議し、 そして 上述の 二 時代に 於け る 代表 年度に 於いて それらが どの位 大き かつ 

たかを 示し、 且つ 最近 數 年に 於け る 一 切の 項目 を 示して！ 15- ようと 云 ふに ある。 

大部分の 項目に 關 して 利用し えられる 報吿 は、 何ら かの 性質の 累計 的總 額と 照らし 合せて 見る ことので きない やうな 

年次 的な 諸評價 からな つて ゐる。 资本諸 項目に 就いては、 各 年々 の數 字の 結果 を 各 時期 末に 於け る總 計と 照らし 合せて 

見る ことができねば ならぬ 答で ある。 吾々 は 前の 諸 章 及び 第 一 ー篇に 於け る 吾々 の 研究の 結 4" として T 外 國债務 及び 外國 

投資 J の目錄 乃至 は 『現勢 調査』 を 有して ゐる。 もし 吾々 が 妥當な 年次 的數 字が あるなら、 それから 所謂 『現勢 調査』 

なり 目錄 なりに 合致す る 累計 を 計 出す る ことができる 害で ある。 但し、 支那 政府の 財政に ii 聯 して その 同 際 牧支を 示す 

所の 年次 的 數字は 作成され た。 それ 故、 一 九 一 四 年 もしくは 一 丸 一ニ 一 年 現在の 支那 府 務を， それ 以前の 諸 年に 於け る 


ll 際 的 支拂と 比較して 見る こと は 可能で ある。 

〔ま 五】 この 言葉 は Lewis,  clecna.  The  mai  t80p  New  York,  1927.  pp.  97—3, lOS の 年次 的數 字と， 週期 的？？ 勢 

調査^の 關 係を說 明した 場所から 引用した ものである。 

然し、 事業 投資の 場合 は、 毎年 毎年 何が 起った かに 闘して、 吾々 は 事實上 何らの 報告 を も 有して ゐ ない。 こ、 で 吾々 

の もって ゐる もの はた 週期 的な 財 產目錄 のみで ある。 從 つて、 私 は 事業 投資の 場合に は、 この 週期 的な 總 計に 基いて 

年次 的な 評價を 算出す るの 大膽 さを敢 てした。 私 はこの 方法の 胃 險と不 確 實さを 認める、 然し、 それ は 最も 直 要な 分野 

開拓に 向って 進む 唯 一 の 方法で あつたので ある。 但し、 この 年次 的 評價を 算出す るに 當 つても、 苟 くも 何 か 一 寸 した 報 

吿 の斷片 でも 存在して ゐた 限り は、 必 すそれ を 利用せ すに おかなかった こと を 附言して おかう。 

以上の 前提 を以 つて、 私 は先づ 支那 政府の 財政に 關聯 した 國際牧 支に 目を轉 じょう。 然し 乍ら、 私は讀 者に 向って 最 

後に 一 つの 警吿 をつ け 加へ てお かねば ならない。 即ち、 吾々 は 比較的 未知な 山腹 を 目が けて 困難に して 勝手の 分らぬ 山 

道に さし か V つて をる の だとい ふこと を。 もし この 登攀が 成功したならば、 吾々 は 支那の 國際的 金融 及び 經濟關 係の 廣 

汎な 分野 を 一 望の 下に 眺める ことので きる 頂上 を 征服す る ことになる だら う。 

四、 支那の 受取り 勘定と 政府 借 入れ 

時期に くぎって 示す こと を 要する 重要 項目の 第一 の もの は、 • 支那 政府の 借 入れに 關聯 した 支那の 國際 t 父 取り 勘定で あ 

る。 これ は 資本 項目で あり、 又 その やうに 現 はされ てゐ る。 政府 勘定に 基く 支拂ひ 受取りに ついては 特殊な 研究が 爲さ 
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れ たに 拘ら す、 この 资 本の 受取に 對照 する 償却の 爲の 支拂を 分離し うるに 足る だけの 充分な 報告がない。  . 

〔！ 穴〕 この 研究の 給果は 本章 末尾の 附錄 屮に褐 げられ てゐ る.； 

扨て、 この 支那 政-:^ の 受取 支 拂に關 する 研究の 結 栗、 吾々 は 或る 程度の 確信 を以 つて、 一八 九 四 .11 一九 〇 一年 問の 

支那への 總拂込 額 は 一 億 七 千 一 一十 萬 支那 弗で あつたと 云 ふこと がで きる。 一 八 九 四 年 前に 於け る 支那 政府の 外國 借人れ 

は、 僅かの もので しかなかった こと を 記憶せ ねばならぬ。 一 八 九. 五 年、 一 八 九 六 年 及び I 八 九 八 年の 大 借款 は、 對日賠 

償 ま 拂の爲 であった。 日本への 支拂は 英國で 磅を以 つて 爲 された。 日本への 現實 の支拂 は、 決して 支那の 受取と ならな 

かった。 從 つて、 吾々 は 一九 〇 一 年末の 負 tlw 目錄 が、 支那への 資本 的 受取に よって 說 明され るよりも 遙に多 頭の 總計を 

示して ゐ るの を 見る。 即ち、 政府！^2務の現在高はニ億八千四百七十萬來弗で、 これ を 前 八 年間の 平均 爲替 相場 ( 一 米 弗 

n  二  •〇〇 支那 弗) を以 つて 支那 弗に 換算 すれば、 五 億 六 千 九 百 四十 萬 支那 弗であった。 これが 一九 〇 二 年に 於け る 支那 

の負！^^額だった。 而か もこの 負！ W の 成立 は、 支那に 僅か 一 億 七 千 二十 萬 支那 弗 位の 受取し か 齎らさなかった ので ある。 

【一 ほ 七】 この 爲替 相場 は海關 兩に對 する 海 關ぉ替 相場 を、 一 •£〇 支那 弗-," 1 •〇〇 海 關兩 8 割で 支那 弗の 爲替 相場に 直した もの 

である 0 

1 九 〇ー 一年から 一 九 一 三年に 至る 期間に 目を轉 すると、 吾々 は 政府の 海外 借人れ に^く 總 牧人が 七 億 三千 百 八十 萬 支 

那 弗であった こと を 見出す。 この 期 は鐵道 建設の 爲 のかな り 多額の 借人れ があった 時で、 一九二 二 年の 善後 借款に 基 

く收 人を以 つて 終って ゐる。 總收人 額 は 一 九 〇一 一年 前より は  一 i& 負愤目 錄の總 額に 接近して ゐる。 即ち 一 九 一 三年 十一 一 

月卅 一 日 現在の 外 國债務 總額は 五 億 1 1 千 五 百 八十 萬 米 弗だった。 これ はこの 期間 中に 於け る 1 一億 四千 百 十 萬 米 弗の 增加 
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に當 り、 この 時期の 爲替 相場 (一 •〇〇 米 弗." 二 丄 八 支那 弗) を以 つて 換算， すれば， 五 億 二 千 五 百 六十 萬 支那 弗に 達す 

る" かくて、 支那 はこの 期間 中 七 億 支那 弗 以上 を 資本 勘定に 於いて 受取り、 そして その 末に 於け る 負 懂增加 額 は， 五 億 

支那 弗 以上であった。 この 差額 は 償却の 爲の支 拂が負 债總額 を 減らした 事實 によって 說 明し えられる。 

もし 團匪賠 度 金 を 含めるならば、 一 九 一 三年 末 現在の 負 债目錄 の 增加額 は、 上記の 一 一億 四千 百 十 一 萬 米 弗に 加 ふるに 

尙三億 九 百 二十 萬 米 弗 を 示したら う。 即ち、 支那 弗で 十二 億の 增 加に 當る。 だから 團匪 賠償金 を 含ませる 限.^、 負债總 

額 はこの 場合 も 受取の 方面の 研究から 想像され る 以上の 早 さで 增 大した ことが 見出される。 その 說明は 前の 時期の 場合 

と 同じで ある。 た^この 時期の 新债務 たる 圑匪 賠償金 は 支那に 一 文 も 牧人 を寶ら さなかつ ただけ である。 

1 九 一 四 11 一九 三 一 年に ついては， 吾々 は 支那 政府の 债務に 基く 受取 總 額が， 本章 末尾の 附錄に 示した 表に 從 へば、 

四 億 四百 四十 萬 支那 弗であった こと を 見出す。 然るに 一方、 政」.^ の 债務總 額 は 七 億 二 干 三百 十 萬 米 弗であった。 この 額 

と 一九 一 三年 末の それとの 差額 は 一 億 九 千 七 百 三十 萬 米 弗で ある。 この 時期の 平均 爲替 相場 ( 一 •〇〇 米 弗り- 1 • 九 一 一 支 

那弗) で 換算して、 三 億 七 千 八 百 八十 萬 支那 弗の 增加 である。 受取 總額 は從 つて この 時期の 負 债增加 を 少し か 超過して 

ゐ ない。 海外への 償却 支拂 は、 利子の 延滞に よる 負 债の增 加 及び 支那へ 何らの 拂込を も裔ら さなかった 他の 負债 項目の 

增加 によって 相殺され たものと 想像し えられる。 

〔-ぼ 八〕 これ は 現在高 總額を 示す 借款 契約の 調査に 墓く 數字 であって、 海外に 於け る現實 保有 高の 調査に 基く 数字で はない。 

附錄の 表 中に 示された 年次 的 受取が、 一 九 01 一 1 1 九 一 三年 及び 一 九 一 四 11 1 九 三 一 年の 一 一期に 於け る 各 代表 年 

度の！： 際 貸借 を 算出す る 基礎と なって ゐる。 この 二期に 於け る 受取 額と その 年 平均 を 支那 百 萬 弗を以 つて 示せば 次の 如 


くで ある。 

受取 總額  年 平均 額 

1 九 〇 二 11 1 九 一 三年  七三 一 ，八  や、.  一 •〇 

1 九 Ig! 11 1 九 三 一 年  四 〇 四， 四  二三 • 八 

政，， ^借 入れに 基く 毎年の 受取 は、 政府 债務 に關 する 前の あらゆる 議論に 於いて 注意して おいた 一 九 一 四华 以前と 以ま 

の 二 時期の 相違 を 明瞭に 浮 出させて ゐる。 受取の みを觀 察するならば、 吾々 は 一 八 九 四 年から 一 九 一 三 ハ+迄 は  一 ^5: な 

上向 的 傾向 を、 一 九 一 四 年から 一 九 三 〇 年 迄 は 下向 的 傾向 を 見出す。 この 相違 は 十一 一分に 強調した 通りで ある。 もし 吾 

吾が ヨリ 精密に 觀 察するならば、 異常に 多額の 受取が あった 年 は、 一 九 〇 三年 迄 四 年 置きに、 それから 一九 一九 年 迄 は 

五 年お きに 起って ゐ るの を 見る であらう。 私 は なぜ この やうな 年が、 驚く 程の 規則正し さを以 つて 繰返して ゐる のか 說 

明で きない。 私 は 不斷の そして 增大 しつ X ある 受取の あった 一九 一 一年、 一九二 一年 及び 一 九 一 三年の 三年 を 除いて、 

これらの 受取が より 精密な 調査に 値する 程、 支那の 國際的 經濟關 係 を 支配した ことがあ ると は 思 はれない。 私 はこ.， の 

說 明に 於いて は、 支 鄄は四 年 乃至 五 年の 期 間を置いて 海外から 借 入れた とい ふ事實 に、 注意 を 喚起す る 以上の こと を爲 

しえない 0 

五、 政府 負債に 基く 支拂 

政府 負 S に 基く 支拂 は、 二 時期に 對 する 私の 一般的 數 字の 中には 流動的 支：；： として 描げ て ある 3 その 中には 元金 支拂 
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を 含んで ゐ るに 徇ら す、 さう した。 と 云 ふの は 必要な 分離 をす る こと は事實 上 不可能だった からで ある。 それに、 對日 

賠償 借款と 圑匪 賠償金の 兩债務 に 於いて は、 資本 的支拂 (capital  payments) と 流動的 支拂 (current  rpy ョ ents) の區 

別 を爲す こ と は 無意味と 思 つたから であるつ 

政府負！^2に基くま拂の概觀は、 支那 政府が 支拂の 若干 を爲 しえなかった 革命の 初 数年 問の 激減 を刖 にして、 一九二 二 

年に 至る 迄 毎年 漸次 的な 增加を 示して ゐた。 一 九 一 三年 以来の 減退 は大戰 中に 於け る 銀價の 上騰と 關聯 して ゐる。 一 丸 

二 〇 年に は その 最下 點に 達した、 實に、 一八 九 八 年 以来の 最低 點 である。 一九二 〇 年から 一九 三 〇 年 迄 は 政府 勘定の 支 

拂は增 加して ゐる。 而も その 增加は その 末年 中 異常に 大きくな つて ゐる。 實に、 一 火 三 〇 年に は、 支那 政府 は 一九 一 五 

年以來 のどの 年よりも 多額な 海外 支拂 をな して ゐる。 これらの 支拂 は、 大部分の 鐵 道债務 及び 若干の その他の 借款の 利 

拂が行 はれなかった にも 拘ら す、 必要と された ものである。 その 理由 は 政府が その 延滞金 を返濟 し、 その 財政 を 整理し 

ようと 銳意 努力し つあった 一 九 一 一九 年に 始まった ところの、 銀價 値の 激 落に 求むべき であらう。 

1 火 一 二 年の クリスプ 借款に 基く 支拂 は、 諸事 情の 不幸な 結合 を 例示して ゐる。 支那 政府 は國民 政府に よる 支配の 第 

1 华 たりし 一 九 I 一八 年に、 三十 一 一 萬 五 千 一 一 百磅の 年賦 支 拂を爲 す ことができなかった。 この 支 拂を爲 すため に は、 約 三 

百 一 一十 八 萬 六 千 支那 弗 を 必要と したら う。 新 政府の 施政の 下に、 この 延滞金 は 一 丸一 一九 年と 一 九 三 〇 年に 償還され た。 

支拂の 正確な 時日 は 分って ゐな いが、 一 九 1 一九 年の 爲替 相場で は 必要 額 は 三百 六十 八 萬 支那 弗、 一 九 三 〇 年の 爲替 相場 

では 五 百 十六 萬 支那 弗であった。 英佛 借款 及び 湖 廣鐵道 借款の 一九二 八 年分の 延滯分 も、 同様 償還され た. - この 三 借款 

に 基いて、 約 二 年に わたる 支 拂延滯 は、 支那 政府に 約 二百 五十 萬 支那 弗の 损失を もたらした。 これ は銀價 値の 下落が 支 


那 政府の 國 庫の 上に 與 へた 影響の 具 體的說 明で あり * 1 九 二八、 一丸 二. fr 及び 一 九 三 〇1 牛の 三年 間に 於け る 支那から 

の 多額の 支出 を說 明す る ものである。 

【註 九〕 支那 財政 部 li^ の 聲 明、 North  chi-la  DuUy  N.3m  .Shanghai,)  Oct., 1, 1920,  Dec., 19,  ISO. 

1 九 〇一 一年 以前 は 政府 負務に 基く 支那からの 支拂 は、 負 度 そのものが やっと 出來 かけた ばかりの 所であった ために 小 

額であった。 令 この 初年 代 及びの 次の 二期に 於け る 支 拂總額 及 年 平均 額 を kn 萬 支那 弗 を もって 示せば 次の 如くで ある。 


支 拂總額  年 平均 額 

一九 〇 二 年 前  一六 七 •  二  二 〇• 九 

1 九 〇 二 ，11 一九 一三 年  一、 〇 七 〇41  八 九 •  二 

一九 一 四 I «ー九三〇年  一、ニ〇五*六  七 〇• 九 


六、 政府 勘定の 支拂 超過額 

以來 考察 を 加へ 来った 諸 支 拂は、 後 章に 於いて 他の 諸 支拂と 結合され て國際 貸借に 於け る 地位 を 示されて ゐ る。 八 マ、 支 

那 政府の 债務 に關聯 して 資金の 支那の 内外への 純 移動 を 示す 爲に、 それら を まとめて 見る こと は 望ましい ことで ある。 

本章 末尾の 附 錄に附 した 表 は、 この やうな 支 拂額を 決定しょう とする 努力の 結 たる ものである。 支拂 は！^ 務 及び 延滞 

に 闢 して 知られた 一切の 事寳を 考慮に 人れ た 上、 種々 變 動す る爲替 相場に 從 つて 計算した ものである。 これらの 數 字に 

對 して 正確 は 要求で きないが、 それ は 事件の 一 般的進行を示すものでぁ.^、 そして 年々 の 變化を 示す ものと して は信較 

して 差 支ない ものと 私 は 信じて ゐる。 
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支那への 资 金の 流入 超過の あった 年 は 僅かし かない。 それ は 一 八 九 四 年、 一 八 九 五 年、 一 八 九 六 年 及び 一 八 九九 年で、 

すべて〉 がー の 時期に 羼 する。 一九 〇 二 年から 一九 一 三年に 至る 間で は-受取 超過の あった 年 は 一 九 一 一年- 一九二 一年、 

及び 借款 圑 から は 前渡金の 交附： が あり 他方で は獨立 銀行 圑 による 借款が ある 一 方 善後 借款が 交涉 されて ゐた 一 九 一 三年 

であった。 もっと 下って は、 一丸 一八 年の みが 受取 超過 を 示した 唯一の 年で ある。 この 年 は 『西 原』 借款の 年だった の 

である。 

原則 は支拂 超過であった。 一丸 〇 二 年に 圑匪 賠償 支拂が 開始され、 一 九 一八 年に 至る 迄 一 年に 約 千 四百 萬 米 弗の 年次 

的 支 拂を耍 した。 支 拂超加 は 一 九 一 五 年に は 異常に 大きかった が、 この 年 は 異常に 大きな 受取の あった 數 年の 後 を 承け 

て、 大きな 支拂超 加の 始まった 最初の 年を爲 して ゐた。 吾々 が 事態の 不斷の 一 層の 惡化を 見出す の は、 一 九 一 九 年 以後 

に 至ってから のこと である。 圑匪 賠償 IS 務の 大きな 部分の 猶豫を 得た る支郑 政府 は ノ 幾多の 鐵 道公债 及び その他の 或 


お 一 篇總諭  二へ, > 

先づ 第一 に、 牧 支の 項目 を 時期^に する 時に 明かに される 諸變化 を 考察しょう。 それ は 次表に 示す 如くで ある。 

第 十八 表 時期别にょる政^3^债^,タに基くに砹支(§5!-位百萬支那^ソ 


の if? 務 の利拂 をして ゐ なかった 時に、 銀で 签々 增大 する 額 を 海外に 送金した。 下落し つ、 あった 銀價の 負擔は 一 九 一 一九 

年と 一 九 三 〇 ハゃを 通じて 愈々 加 へられて 來た。 支那 政府 は •  膝史始 つて 以來の 大支拂 超過 を さねば ならぬ と 云ぶ-小. il 快 

な 展望の 下に、 一 九 三 一 年と いふ 年に 入った" 最近 年に 行 はれた 爲替 相場で.、 支那の あらゆる： _ ^務の 全額 利 拂を實 行し * 

延滞利子 を皆濟 し、 無擔保 負债を 整理し その 支拂を 開始しょう とする 如何なる 計畫 も、 支那 弗に よる 頗る E 額の ハキ々 の 

支出 を 必要と し、 從 つて 支那 政府が その 資金 を 見出す こと は 到底 不 可能 の 1!.^ だ ら う。 

〔！！^|0〕 圑匪 賠償金の 支那からの 支拂 は、 私の 計算に よれば"；^ 近の 数年に 左の 如くであった。 

1 九 一八 I 一九二 一 年  一一 一九、 五 七 二 米 弗 

一九二  二 年  II 二八、 〇 六ーク . 

1 九 三 二 年  三、 ニズ  一、 £ 三. 公 

一九二 四 年  三、 三 六 一、 八 七 六." 

一九二 五 年  六、 五六 六、 三 一 〇， メ  . 

一九二 六 年  七、 八 五六、 三 1 一三々 

一 九 二 七 年  七、 八 五六、 三 一二 17 

1 九 二八 年  七、 三 五 〇、 八 〇〇ク 

一九二 九 年  七、 八 四 〇、 七 八四ク 

一 九 三 〇 平  七、 八 四 o、 七五^ グ 

【一 KS 一一〕 一  九 三 〇|1 九 三 二 年の 諸事 件 は、 支那 政府の 財政 的 任務 を 一 層 困難なら しめた。 最近 数年に 於いて 公收 入の 殆んど 

半分が 軍事的に 使用され た こと は事赏 である。 (財務 部長の 一 九 二八— 一 九 二 九 年 及び 一 九 二 九 I 三 〇た ヰ 度の 年次 報 を よ) 

然し、 これらの 骨； 用は急 に 中止す る わ はに は 行かな い。 よし その 試みが^ される としても、 恐らく 別の 經濟 が 起って 來 

る こと だ らう C  • 
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支那 經濟の 海外 支拂 能力 は、 この やうな 諸註釋 中には 含まれて ゐ ない。 そして 义、 國際 貸借に 於け る 他の 諸 項目 を考 

慮に 人れ すに 論す ろ わけに はいかない。 同時に、 政府 勘定に よる 受取 を 支那 政府が どう 使った かとい ふこと が、 政府の 

財政 的 及び 經濟的 能力 双方に 影響 を與 へて ゐる こと も 明瞭で ある。 

或 種の il3 務は收 人 事務の 整理 を 伴った ものが あった。 例へば、 善後 借款の 結 栗と して、 腹 稅徵牧 事務 は ヨリ 効果的な 

管理の 下にお かれ、 その 整理 改 £： ^資金が 準備され た。 圑 匪償賠 金は條 約關稅 率の 改正 を もたらした。 これら は徵 稅機關 

としての 支那 政府に とって 有利な 出来事であった。 

支那に とって 利用し えらる るに 至った 资 金の 若干 は、 支那 經濟 をして 海外 支拂 によ. り 能力 あらしめ る やうに 使用され 

た。 鐵近 は布設 され その他の 交通 機關も 設置され た。 鐵道は 支那 政府に 牧人 を もたらし、 外 11 貿^の 上に 促進 的な 効 栗 

を 及ぼした。 だが、 鐵 道债務 は债務 現在高 總 額の 三分 ノ 一  を 殆んど 出て ゐ ない 狀態 である。 

對日 賠償 借款 及び 圑匪 賠償金の やうな 债務 は、 負 擔を荷 ふ 方の 經濟 機構に とって は、 何ら 直接の 助けと ならない 負擔 

であった。 支那 政府 負 俊の 大きな 部分 は、 終始 この種の ものであった。 別言すれば、 支那 政府 は 資本 輸入の 機關 である 

と： K ふより は、 賠償金 支 拂機關 であった の だ。 

七、 事業 投瓷に 基く 受取 

次に 私 は 事業 投資に よる 支那の 受取 額の 評價に 移らう。 評價の 方法 は 問題の 一 一時期の 各々 の 期間 中に 於け る， 投資の 增 

加 額 を 見出し、 その 增 加が どの 程度 迄 支那の 受取と ならない 諸變 化に 基いた も 0 か を 決定し、 それによ つて 年々 の 平均 


二三 〇 四 i«= 
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受取 高 を 算出す るに 在る 

支那に 於け る 外國の 事業 投資の 總額は 一 九 0 一 一年に 五 億 三百 一 一十 萬 米 弗、 一 九 一 四 年に 十億 八 千四ぽ 五十 萬 米 弗と！^" 

價 された。 これ は その 期間 中に 五 億 八 千 百 三十 萬 米 弗の 增加 のあった こと を 意味す る。 然 らば これ だけの 增加を 來す爲 

に は どれ 位の 金が 支那に 送られた か？ この 增加は どの 程度 迄 國內に 於け る諸變 化に 基いた か？ 

この 問 こ 答 ふべき 手懸. ^となる 殆んど 僅かの 報吿 しかない。 吾々 はィ ギリ スの 上海に 於け る 土地 財産が この 期 を 

通して 重要であった こと を 知って ゐる。 それ は 一 九 〇一 一年に 三千 三百 六十 萬 米 弗 及び 一 九 一 四 年に 八 千 七 百 萬 米 弗と 評 

價 された。 吾々 は 亦、 一 九 〇 三年に 於け る 土地の 銀 價格は 一 九 一 六 年の 約 四〇.^ であった こと を 知って ゐる。 イギリス 

の 土地 保有 價 額が 地 價と略 同 一 率 を もって 增 加した 事實 は、 外國 投資 額の 增加は 支那 へ 僅かの 送金し か嗇ら さなかった 

とい ふ證據 にこ そなら ざれ、 たしかに か \ る强 固な 推測 を 裏書す る ものである。 

S 一 一 一〕 中央 及び 北部 の地區 に 於け る (そ の 面積 は 不變〕 土地 の 課税 評價額 は、 次の 如くであった。 OS 囊 お f  i. ピ 

341. 滿鐵 調査 課譯、 中編 1 1 四 〇— 三 頁に ある。) 

年次 

1 九 〇 三年  11 一九、 八 〇 一 (單位 千 上海 雨) 

一九 一六 年  九九 、一四 九 グ  1 

一九二 七 年  ニニ 九、 一四 〇 ，^  二 

一九 三 〇 年  三 一九、 九 七 一 ク 


南滿洲 鐵道會 社に つ いて は、 その 一九 一 四 年の 財産 保有 高 は 一 億 五 百 萬 米 „ ^であって、 そして ンド ンで資 出した 债 
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券と 日本で 寶 出した 新株の 手 取 金、 約 六 千 五 百 米 弗の 結局 全部が 實 際に 支那に 送られた こと は 知られて ゐる。 南 滿洲鐵 

道會 社の 歷史 を信賴 すべき 指標と して 採る に は、 一九 一四 I 牛に 於いて はへ i りに 日が 淺 すぎた。 然し、 一九 一四の 保有 財 

康の價 格が、 その 以前の 期 に總 額の： S 六 〇％ の 支那へ の 送金額 を 含んで ゐ たとい ふこと は 意味 ある ことで ある。 

0 一  三〕 詳細に 付いて は、 本書 第 十七 章、 支那に 於け る 日本の 投费、 四の 1、 2、 を 見よ。 

か&る 報告に 基き、 及び もっと 適當な 報告の 存在して ゐる 後年の 結論に 比較して 見て、 私 は 一九 〇 二 11 一九 一 三年 

中支那に 送金され た 額 は 事業 投資 額の 半分で あつたと 決 論す る。 五 億 八 千 百 三十 萬 米 弗の 半額 は 1 一億 九 千 七十 萬 米 弗で 

あって、 當 時の 爲 相場 ( 一 •〇〇 米 弗 =ニ* 一  八 支那 弗) によって 換算して 六 億 三千 三百 七十 萬 支那 弗になる。 即ち、 事 

業投资 に 基いて 支那に 年々 平均、 五 千 二百 八十 萬 支那 弗が 送金され たこと になる。 

一 九 一 四 -11 1 九 三 一 年に 於いて は、 事業 投資 額 增加は 十億 八 千 四百 五十 萬 米 弗から 一 一十 五 億 三千 百 九十 萬 米 弗への 

增加、 即ち、 十四 億 四千 七 百 四十 萬 米 弗の 增 加であった。 私 は それに 含まれた 送金額の 評 價を爲 すに 當 つて、 その 手懸 

となる ベ き 報告に 簡單な 者 察 を 加 へ ねばならな い。 

上海に 於け る 土地 財產は 一 九 三 〇 年末に 於いて、 ィ ギリ ス財產 中の 重要な 要素で あり、 又 日本 及び アメリカの 總財產 

中に 若干の 重要性 を 占めて ゐた。 銀價 格に よる 地價の 上騰 率 は 前の 時期よりも 高かった が、 この 上騰 は 銀が 下落し つ 

あり、 そして 金惯 格に 於け る 地 1^ の 騰貴 はそう 大きく はなかった この 時代の 末年に 於いて 最も 急速だった。 と は 云 へ、 

その 金價 格に 於け る地憒 騰貴 は、 考慮に 入れない わけに いかぬ 程 大きかった ので ある。 

南 滿洲鐵 道に 關 して は、 吾々 は 一 九 三 〇 年现 在の 總 投資 額の 約半分が 日本から C- 送金に よって 調達され たもので ある 


こと を (小す 評價を 有して ゐる。 鐵道 經營の 評價が この こと を 裏書して ゐる。 もし 南滿洲 鐵道會 社の 子會 社に 於け る 保有 

髙を 計算に 入れるならば、 吾々 は 多少 低い 評價を 得る。 即ち、 日本からの 送金 は 約 四 〇％ である。 上海に 於け る 日本人 

の 財産 保有 高に 付いて は、 一 銀行家 及び 日本 政」 肘の 一 役人の 評 價に從 へば、 總 額の 『五 〇％ かそれ より 低い』 額が 送金 

された。  • 

〔！！ a 一四〕 本書 第 十七 章、 支那に 於け る 日本の 投資、 四の 9 の數字 をき 考す るに？ ぱ つて、 イギリスからの 借 入 は 前の 時代に (：：！ さ 

れ たもので ある こと を 記憶せ ねばならな い。 

三千 七 百 十五 萬 一 千 米 弗に 達する 投资 財産 を 所有せ る アメリカ 諸會 社の 赵に 報告した 所に 從 へば、 これ だけの 投資 は 

千 三百 三十 九 萬 五 千 米 弗に 達する 支那への 送金 を 伴った。 即ち、 送金額 は 投資 財 產の時 價の約 三 六 ％ であった。 その 全 

財產が アメリカ 合衆國 からの 送金から 成って ゐた アメリカの 商社が あった。 また、 その 事業 を 『草鞋 一足から 始めた r 

もしくは 『無 一 文から 築 上げた』 商社 もあった。 

a シァ について は、 支那の 永住者た る 口 シァ 人の 事業 財産 は、 一 九 三 一 年に 約 六 千 萬 米 弗であった ことが 分って ゐる。 

B シァ 投資の 章に 示す が 如く、 一  九 一 四 年の 總 額より 千 三百 萬 米 弗 だけ 多かった この 財產 は、 實 際のと ころ 支那に 一 文 

の 送金 も 伴はなかった。 ロシアの 亡命者た ち は、 毛皮、 金 及び 寶石 その他の 動産 を この 國に 持って 來 たもの らしい。 

以上の 諸 報 吿を综 合して、 私 は 支那への 送金 を 必要と した 增加 投資 部分 は、 前の 時期よりも 少なかった と 信す る。 私 

は それ故に 四 五 ％ と 見 積る。 

十四 億 四千 七 百 四十 萬 米 弗の 四 五 ％ と 云 へ ば、 六 億 五 千 百 三十 萬 米 弗で、 即ち、 これが 一 九 一 四 11 1 九 三 一 ハ 牛の 時 
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期に、 事業 投資に 基いて 支那の 受取った 全額で ある。 この 期間の 平均 爲替 相場 (一 •〇〇 米 弗 = 丁 九 二 支那 弗) によって 

換 S すれば、 十二 億 五 千 五十 萬 支那 弗で、 年 平均の 支那への 送金額 は 七 千 三百 六十 萬 支那 弗と なる。 

八、 事業 投資に 基く 支拂 

事業 投資に 基く 支拂 は、 各國の 事業 投資 總額を 算出す るに 當 つて 發兑 された 諸 報告から 評價 せねば ならない。 ァ メリ 

力に ついては、 一 億 五 千 五 百 萬 米 弗の 事業 投資に 基いて、 支那から 送金され る 額 は 五 百 萬 乃至 千 米 萬 弗と 評價 する ことの 

できる 充分の 報告が あった。 日本の 事業 利潤の 受取り は， 九 億 千 三百 萬泶 弗の 事 葉 投資 總 額に S5a して、 最近 諸 年に 於い 

て 約 三千 七 百 五十 萬 米 弗と 見 積ら れた。 II シァの 事業家の 財產に 基いて 送金され る 額 は 事 實上ゼ a であって、 ソヴェ 1 

ト 所有の 東支鐵 道の 收入 送金 もさう 多くはなかった。 發 見し えられた 支 拂額は 僅かに 千 二百 五十 萬 米 弗であった。 九 億 

六 千 三百 萬 米 弗に 達する ィ ギリ スの 事業 投資に よる 支那からの 支拂 は、 最近 諸 年に 於いて 一 一千 五 百 萬 米 弗から 五 千 萬 米 

弗と 兑 積ら れた。 これらの 諸事 實は、 事業 投資に づく 支那からの 送金が、 投資 總 額の 四 ％ の 割合で 爲 された とい ふ 評 

價 を根據 づける。 

KJi 一  五〕 これ は FincmcieU  and  J ゥ cortomic  .4si  o/  J.ap§,  1931,  p. 154 に、 『海外の 長期 资本 投資から 生ずる その他の 利 

子 及び 配當』 として、 外國 證券の 利子 を 扱った 項目の 後に 報告され て ゐる總 額に よって 裏書され てゐ る。 一九二 八 年の 数字 は 

六 千 四百 七十 萬圓、 一九二 九 年の は 八 千 四百 八十 一は 圓 e あった。 これらの 投 IX の 非常に 大きな 部分が 對支 投資であった。 

一九 〇 1 11 一九 一 三年の 時期に 於け る 平均 總 事業 投資 額 は 七 億 九 千 三百 九十 萬 米 弗であった。 これ はこ の 時期の： S 
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と 終に 於け る總 額の 中問數 である。 この 四 VI は 三千 百 八十 萬 米 弗で、 これ を この 時代の 平均 爲 替 相場で 換算す ると 一九 

〇 一 一 11 一  九 一 三年^に 事業 投資に 基いて 年々 支那から 支拂 はれた 平均 額 は 六 千 九 百 三十 萬 支那^と 云 ふ 計お になる。 

同じ 計算 方法に よって， 吾々 は 一 九 一 四 11 一  九 三 〇 年 の 毎年の 支 拂が七 1百 三十 萬 米：^ であった こと を 知 山。 

この 時期の 平均 爲替 相場に よって 換算す ると、 一億 三千 八 百 八十 萬 支那 弗に 相當 する。 今、 事業 投资 に關聯 して 支那が 

牧 支した 數字を 示せば、 第 十九 表の 如くで ある。 

第 十九 表 專 業 投資に 基く 時期 收支 L 單位百 萬)  1!  I 


〔！！ 一穴〕 卽ち、 十億 八 千 四百 五十 1=? 米 弗と 二十 五 億 三千 百 九十 萬 米 弗の 巾 間た る 十八 傥八百 二十 la? 术 卯の 

九、 一九二 八 年、 一九二 九 年、 及び 一九 三 〇 年の 數字 

第二の 時期 末の 三年の 數字 は、 個々 の 項目の 額に ついて 直接 評價 する 機會を 提供す る。 第二 篇の 調査 はこの 目的に と 

つて 有用な 報告の _鬼 集 を 必要と した。 そして 全 時期に 一 且つて 重要でなかった 小 項目の 評價を 可能に した。 

例へば、 一九二 九 年と 一九 三 〇 年間の 滿洲に 於け る 日本人の 新 事業 中には、 撫順 炭の 取扱の 爲の營 口に 於け る £r 頭の 
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建 J は、 抱 順 炭坑に 於け る K 岩 油 工場の 完成、 及び 鞍 山製鐵 所に 於け る 五 百噸熔 纊爐の 建設 を 含む こと を發 見した。 同期 

問に、 上海の 地方 的 公益事業に 於け る アメリカの 投資に 急激な 增加 があった。 また イギリス 事業家に よる 上海に 於け る 

土地の 新 購入が 報告され、 イギリス 人の 關 係して ゐ るかな り活 澄な 建築 活動 も 行 はれた。 これらの 諸發展 は、 事業 投資 

の 下に 示されて ゐる资 本 勘定に、 可な りの 額の 受取の あった こと を說 明して ゐる。 

四百 萬 支那 弗の 一 項目 を 除いて は、 支那 政府に よる 新 海外 借 入れはなかった。 前者 は、 一 九 一 一八 年の 發行 にか. -る內 

國 公俊の、 主として アメリカ 合 衆 n 內に 於け る 海外 賫出を 現 はす ものである。 こ の 公！ は 所謂 濟南 事件に 關聯 した 日 支 

の紛 後に 發 行され た。 私の 評惯は アメリカに 於け る 支那 銀行家た ちの 報告に 基いて ゐる。 新诲外 融資に 對 する 支那 

國民 政府の 態度 は、 最近の 報告に 於いて、 財政 部長 宋子 文に よって 表現され てゐ る。 曰く 『財政 部 は 外 度に よって 財政 

的授 助を受 くる こと を 試むべき であるとの 提議が 屢々 爲 された。 然し、 財政 部の 政策 は 我が 公俊の 將來の 買手に 對 して 

提供し うる 條 件が 相當の もので あり、 而も 支那の 財政 的 保全 を 害する ことなしとの 保證 がっく 迄 は、 努めて この 方面の 

交渉 を さへ も 避けん とする に 在った』 と。 

S  I  £ 華 倚 は 支那 政府 證券 を 僅かし か 買はなかった こと は事實 である。 其虚 の I- 濟的 生産が 華 倚に よって 支配され て ゐる都 

市で ある 慮 門と 汕頭 では、 銀行業 者の 報告に よれば 上海で 支那 政府 證券の 取引が 一 要 e あった 時に、 實際上 皆無であった。 こ 

のこと は 近代的な 支邠 銀行が その 檬な 取引 を 懸命に 獎勵 して ゐ. るに 拘ら ず！ 1M 賁 なので ある" 

〔一 M 一八〕 『一 九 二八 i 一  九 二 九 年の 财政 年度に 對 する 年次報告』 七 ：s«;。 

資本 支拂の 中に、 外國 證券 買 入れなる 見出の 下に 毎年 一 項目が のって ゐる。 支那に は 小額の 外！；  J ？』 券が 保有され てゐ 


る 以外、 私が 他の 場所で 指摘した やうに、 上海の 銀行 及び 金融 機關は 外國發 行の 支那 政府 公债を 若干 買 入れて ゐる。 1 

九 二 九 年に 於け る これらに 基く 支拂 は、 他のどの年ょり多かったと私は見積ってゐ^5.。 

〔註 一九〕 支那 政府の 官吏が 外國 證券 を 大量に 買 入れて ゐ ると は、 愿々^ に 潔 高く 囁かれた ことで ある。 は 支那 人に よる 外國 

證券の 買 入に 關 する 報告 を 手に入れる 例 的なる 機會を 得た。 その 結果、？ は 支那 政府 公 儕の 外 1 發行 にか 》 る もの を 除いて、 

1 九 三 〇 年末に 外國 證券の 支那 人 保有 高 は、 四百 萬 乃至 五 百 萬 米 弗 以上で あつたと は 信じな い。 こ の 現：： n は 餘り不 確で あるの 

で、 ^||の總>1中には入れてなぃ。 私 は 耳語の 意 妹す る 所の もの を正當 とする やうな 大量 的 買 入れ を證 明す る、 何、 りの 證據 も？ I- 

觅 しなかった。 通常 『歸 國學 生』 たる 若干の 支那 人 は、 11 ュ ー ョ ー クのブ 口， '力 I と 取引 を 持 緩して るる * そして 外^ 證券 は 便 

利に 上海で 買 入られる。 然し、 1^ 引 額 は 小額で ある やうで ある。 

流動 項目 は 支那 人の 所有す る外國 證券への 小額の 利子 支拂を 含んで ゐる。 が、 重要な の は その 支拂 項目で ある。 その 

中には 本章 附錄の 表 中に 見出される 支那 政府に よる 海外 支拂を 含んで ゐる。 加 ふるに、 事業 投資 收入 及び その他 一 切の 

事 葉 利潤の 支那からの 支拂が ある。 私 は 後者が 一 九 三 〇 年に は 米 弗で 計算して、 それ 以前の 諸 年よりも かなり 少 かった 

と 評 憤して ゐる。 一九 三 〇 年 にこの 項目が 二 億 支那 弗 もの 多額に なって ゐ るの は、 銀の 下落した ためで ある。 

第一 一十 表 一 九 一一 八、 一 さ 一九、 一 九 一一 10 年に 於け る 政 及び 事 投資に 基く 牧支 
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人れ であった。 一九二 九 年、 一九 三 〇 年に はゼ でさへ あった。 他方 事業 投資の 方 は 根強い 增加を 示し， sj^ 近年で は 平 

均 額 を さ へ 超過して ゐ る ので ある。 
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年 の支拂 と を 示せば 左の 如くで ある。 (。4 位 百 萬 支那 弗) 
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以上の is^ は、 支那 政府の iiS 務 及び 對支 事業 投資から 生す る 諸 取引の 國際牧 支の 領域に 於け る 諸 結 2 ^の-、 總體的 觀 察 

を 可能なら しめてね る。 こ \ からして 次の 結論 は 不可避 的で ある やう だ" 即ち、 これらの 諸 取引 は 支那から 資金の 超過 

流出 を來 たさ しめたと つ この 事 は、 支那の 輸入超過 は 新 海外 借 入と 外國 事業家に よる 新 投資 を 現 はして ゐ ると 云 ふ廣く 

行 はれて ゐる兒 解と 對 立し ゐる だけ、 それだけ 强 調して おく 必要が ある。 支那 は その 受取った 以上の もの を、 負债 及び 

投资に 基いて 支拂 つて 来たと 云 ふ、 正に 反對の 結論 こそが 打 立て^れる やう だ。 從 つて 吾々 は、 もしも 吾々 が 支那が 大 

輸入超過 —— 而も (仗々 增大 しつ \ ある —— によって 投 起されて ゐる この 謎の 解決 を 兌 出さん とするならば、 支那の 國際 

貸借に 於け る 他の 項目に 目 を轉ぜ ねばならない。 

政府 勘定 の 收支表 並 に その 註釋 

第二 十 一 表 一 八 九 四 I 一  九 三 0 年簡に 於け る 支那 政府 債務に 起因す る 國際收 支 

(單位 一 千 支那 弗) 
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支那 政府の 债務に 起因して 年々 牧 支され た 額 は、 必す しも 公式の 借款 契約 又は 正式の 償還 表 を參考 して、 發 見し えら 

れ ると は 限らない。 量々 他の 資料 を 利用し、 場合によって は 或る 種の 借款に ついて 記 人 さるべき 年次 額 を 決定す るに 當 

つて、 或る 專恣 的な 方法 を 採用す る ことが 必要だった。 從 つて、 上記の 表 を 作成す るに 當 つて 吾々 の 用ゐた 資料の 表と 

共に、 特殊な 借款の 取扱に 關 する 短い 說明を 以下に 掲げる ことにする。 

一 、 六 百 七十 五 萬 米 弗に 達した I 漢鐵 道の 建設費に 基く 受取 は、 次の 三年に 振當 てられた。 即ち、 一 九 Q〇 年に 三百 
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萬 支那 弗、 一 九 〇一 一年に 五 百 萬 支那 弗 及び 一 九 〇 三年に 五 百 萬 支那 弗で あるひ 

1 一、 對日 賠償金の 支拂 に關聯 して 支那 政府の 締結した 初期の 三 借款、 即ち、 一 八 九 i 年の 露佛 借款 及び 一 八 九 六 年 • 

一 八 九 八 年の 第 、 第一 一英 獨 借款に 就いては、 借款牧入と日本へ の支拂金との差額のみを受取として^^^人した。 

三、 滬寧鐵 道 契約 は 了 x〇 三年 七月 口 十々 に 締結され たが、 その他の 雑多な 準備 手^が、 ン ドン 布 場に 於け る 公 iS の 

事實 的な 發行を 一 九 〇 四 年 七月 迄 遲ら かした。 然し 乍ら、 第 一 回發 行の 總額 (一 一 百 一 不五萬 薛ノ- は 疑 ひもな く、 その後の 

三年 に 一旦って 送金され たので あるから、 この 額 を 分割して、 一九 〇 四 年、 一九 〇 五华 及び 一九 〇 六 年に 各 七十 五 萬&プ 

づ. -記 人して おいた。 第二 回 發行分 は、 發行 年度た る 一九 〇 七 年の 受取と して 記入して おいた。 

四、 it 洛鐵道 借款 契約 及び その 追加 借款 契約 は、 一 九 〇 三年と 一 九 〇 七 年に 公式に 締結され たもので あるが、 本仍 けが 

による 受取 は、 白 國鐵路 公司 (soci6t6  welge  de  Chemins  de  Fer  en  chine) によって 報吿 された 本 公 债發行 期日に 從 

つて、 一九 〇 五 年から 一九 〇 八 年の 間に 振當 てられた。 

五、 善後 借款 附屬 書に 從 つて 處 置され た 所の、 支那 政府に 對 する 各 稱 銀行の 借款が 窗 らした 支那の 受取 は、 これ を 事" 

恣 的に 分割して、 三分の 一つ ^一九 一 〇 年、 一九 一一 年、 一九二 一年の 各 年に 割當 てた。 

六、 一九 一 七 年に 認可され た 九十 萬 米 弗の 大遝河 借款 前 波 金 は， 一 九 一 八 I 一九二 一  年の 四ケ 半に； つて 行 はれた。 

七、 四 平 街" 桃 南 線の 爲の、 南滿洲 鐵道會 社の 前渡金 は、 一 さ 一 五 年に 略 三千 一 1 百 萬圓に した" 一 九 一 九ハ やと 一 九 

1 一 〇 年中に 支拂 はれた 金額 は 確め えられる にしても 殘餘の 部分 (五 百萬圓 以上) の 月々 の 前渡金の 形式で 行 はれた もの 

に 就いては 正確な 報告がなかった" この場合 用ゐた 方法 は、 この 殘 りの 部分 を尊恣 的に 四 分して、 それ を木錢 道が 建^ 
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されて ゐた四 年^ ( 一 九 一 一 〇 11 1 九 二三 年) の 各 年に 割當 てること だった。  - 

八、 一九 一 七 年の 吉長鐵 道惜款 による 支拂 は、 單に 利子 を 含んだ のみで ある。 本 借款の 正確な 條 件が 不明で あるた め 

これらの 支拂は 一 九 一 一七 年 以後 は 消滅した ものと 見た。  • 

九.、 京綏錢道&^^^に對しては只 一 回の 元金 償還が. なされ、 それ は 一 さ 一〇 年に 於いてであった- - 1 部分の 利子が 一 九 

1 一 一 年に 支拂 はれた が、 その 年 以来 何等の 支拂 もな されなかった。 

一 〇、 日本人の 所有して ゐる 支那 政府 不確 實檐保 借款 中、 最も 重要な もの だけが 支那に 拂 込まれた ものと 考 へられ 

た。 即ち、 西 原 借款 群 中の 六 借款、 第二次 兵器 借款、 印刷 局 借款 (三 井)、 及び 漢ロ 製紙 廠 借款が それで ある。 

1 一、 一九， ニニ 年の 對日九 六 公 へ借替 へられた 受取り 金額 は、 一九 一七 年の 水災 借款 を 除いて、 一 九 一八 年、 一九 

一 九 ハ牛及 一九二 一 年の 各 年に 等分の 割合で 專恣 的に 振當 てた。 

一二、 一  九 一 一三 年 交通 部の 記 錄に徴 すると、 車輛 購入の 爲の 一 丸 一 九 年の 道 淸鐵道 借款に、 一九二 一年と！ 九 一 一三 ケ ：• 

の 二度に、 一 萬 二 千 六 百 八十 三磅づ つの 元金 償還が 爲 された ことにな つて ゐる. - よって、 同額に 相當 する 支那 額 を この 

兩 年に 記 人して おいた。 

ニニ、 一 九 一 三年の 隴海鐵 道 公 债に對 する 最後の 利子 支拂 は、 一九二 五 年に 爲 された ものと 考 へられた。 元金の 支拂 

は 未だ 一 文 もない。 

一四、 一九 一 一〇 华の隴 海鐵道 支那 政府 八 分利！； 庫 證券より 生じた 受取 は、 ブラッセル 及び アム ス テル ダムで 公 匱の 發 

行され た 時日に 應 じて 扳當 てた。 即ち、 一 丸一 一 〇 华に約 千 百 萬ま那 弗、 一九二 一 年に 七 百 萬 支那 弗 及び 一 さ 一 三年に 千 


四百 萬 支那 弗で ある o 

十五、 一九二 一 年の 京 奉 副 線 借款の 英貨の 分の 元金 償還 は、 次の 如く 割當 てた。 即ち、 一九二 二 年に 五 萬磅、 一九二 

三年に 九 萬磅、 一 九 一 一四 年に 十一 ー萬磅 及び 一 九 一 一 五 年に 一 一 萬 一 一千一 一 百 五十八 磅 である。 本 借款の 利拂は 一 文も爲 されて 

ゐ ない。 

十六、 例へば 滬寧鐵 道、 湖廣鐵 道、 上海 11 楓淫鐵 道、 (一九二 五 年後) 及び： t 洛鐵 道の 場合の 如く、 銀行の 公^ 手数 

料が 顯 著な 額に 達した 場合に は、 この 手 數料を 支那 經濟 からの 支拂 として 吾々 の數 字に 包含 させて おいた。 

一七、 一九 一九の シカゴ 銀行 借款 は、 單に 一九 一六 年の 五 百 萬 米 弗の 借款 を辨濟 したに 過ぎない 故、 支那の 受取に 影 

響し ない ものと して 考 へた。 

一 八、 鹽- 稅を擔 保と する 借款に 基く 支拂 は、 一九二 九， 年に 支那 政府に よって 吿 知され たプ グラムに 從 つて 爲 された 

ものと 考 へられた。 一九 ，〇 八 年の 英佛 借款に 就いては、 一九二 八 年中に 利子 十二 萬 三千 七 百 五十 ゆがく 一九二 九 ¥ に は 同 

年分の 利子と 一 九 一 一八 年分の 年賦 拂元金 合計 三十 六 萬 一 一千 五百磅 及び 一 九 三 〇 ケヒに は 同年 分の 利子と 一 九 一 一九 ハ牛 分の ハ牛 

弒拂 元金 合計 三十 五 萬 千 二百 五十 磅を 記入した。 クリスプ 借款の 一 九， 二八 年の 支拂 はなかった。 然し、 一 九 二 九， ハ 牛に は 

一 九 1 一八 年分の 利子 0 不一 一 萬 九 千 二百 八磅) が支拂 はれ、 一 九 三 〇 年に は 一 九 一 一九 年 及び 一 九 三 〇 年分の 利子 支拂 によ 

つ て 一 切の 延滞利子 は皆濟 された。 一九 一一 年の 湖廣鐵 道減债 基金 金貨 借款から 生す る支拂 は、 一 九 1 一九 ハ やに 十三 萬 一 

千 八 百 九十 九磅、 一九 三 〇 年に 十三 萬 一千 六 百 九十 磅と 見た。 一 九 二 九 年の 支拂 は、 アメリカ、 イギリス、 フランスの 

分の 第三 十一 利札と ドイツの 分の 第三 十 利札に 對 する もの、 一 九 三 〇 年の は アメリカ、 イギリス、 フランスの 分の 第三 

第九章外國の投資と國際^^借  一八 五 
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十一 ！ 利札 及び ドイツの 分の 第三 十 一 利札に する 支拂 であった。 

〔一 133110】 本 害、 十七^ 支那に 於け る：：： 本の 投食、 g: の 參 gi。 

0 料 

〇 一八 九 五 年、 一 八 九 六 年 及び 一 八九八年の賠償借^^^の受取分に關しては、 ^方正 i 一； r 『日本に 於け る 金本位の 採用 r 

〇 各 ゾ 借款 契約に 關 して は、 MacAIurray,  John  V.  A.,  Treaties  and  J-g 臺 i.i 豪 or  C 膽 rniuQ  OF  18-41.191.9,  2 

vols, に arne;" ク e  Endcwiuellt  for  Intcrlmtional  Peace,  Washington, 

〇大『： 分の 借 * ぶの 償還 表に 就て は、 waylin,  J.  R.,  Fordsl  Lmu  ObU!;aUoHs  of  OF  Tistsiu,  1925. 

〇例へば滔寧鐵逍借^^^の如き初期の鐵道借款の收入受取リ の 時日に 關 して は、 Kent, づ ercy  11,.  K  一  dfy さ i§  i,.  Ch ざ-, 

Lolldsl,  1907. 

oopsl  res-  nook. 特に 一九 三 一 年發 行の 分に 收 むる ICanii &  Baylhi 『支那の 外 阈借ま iyo 

0 團匪 賠償金と 初期の 政 时 借款に 關 して は、 Wright,  Stanley  F.,  cion  cmd  Dfd  of  Mar ヨ… c  and  Na ま io£ 

】ぎ囊 SFCC  t】5 Iflutisl  of  liUl,  shan^llai,  19137. 

〇 種々 の鐵^3借^^^かに關しては、 一 九 ニコー 3f の 交通 部記錄 o 

〇 不 l..!:; 擔保惜 1  小に 關 して は、 一 九 二 五 年の 財政 整理 委員 會 報告。 . 

。リ ^銀行 C ミー §e  Goveru-ii,  Lsm  p. 囊 き I  obug(aiom. 

〇 その他 報： Jja を 供給 さわた wH: は、 支那 政府の 財政 部 及び 鎖 道 部、 ジ H  —。ビ .i モルゲン 商 涵譽： 銀！. 了、 ナ シ m ナ レ • シ チイ 

• パンク、 巾^ 銀行、 日本 S ^化 行、 華義 銀行 * その他で ある。 


第 十 章 華僑 よ りの 送金 

一、 華 僑 

一般に、 束洋 人は自 II 內 に-! W つて 國 外に 出る ことがない と- * ムふ點 で、 東洋 は 西洋と 異 つて ゐる。 た -、 支那の： Si 南 沿 

岸の 支那 人 は 別で、 彼らの 太平洋 領域に， I" ねい 移住 は、 阈際關 係の あらゆる 分野に 於け る權 要なる 事 實を爲 して ゐる。 

この 移住 は 世界 を 動かす 々の 政治的 變 化の 表： 加 下に かくれて 行 はれて 來 たの だが、 その 意義た る や 世界 地 11 の 色 を變 

へる 幾多の 轉變 よりも 大きい。 支那 人の 海外 發展の 經濟的 諸 影響 を 十二分に 取极 ふこと は、 シャム、 フィリッピ ン 及び 

蘭領柬 印度 等の 國々、 もしくは、 シン ガボ ー ル 及び サン フラン シス コ 等の 諸 都市に 於け る：： g 近數 世紀の 經濟史 の 大きな 

部分 を 誓く ことに 歸着す る だら う。 

吾々 のへ r 問題に して ゐる 所の もの は、 橋から 支那に 送られる 資金の 流人で あるが、 それ は 『移 1- の 送金』 とい ふや 

うな 題目 を以 つて は 充分 その 概念 を 一： 小す ことができない。 支那に 仕 送られる 金のう ち 幾ら ，.i は- 支那 人勞働 者から 出て 

ゐる こと は事實 である。 例へば 二三の 場所 を 舉げて も、 マ レイ 半島の ゴム 園 や、 蘭領 1^ 印度 諸島の 錫錄山 や、 ス マトラ 

の 束 海岸の： If 草 農場に 支那 人が 使 川され てゐ る。 これらの 支那 人 は 個 入と して は 小額ながら も、 全體 として 兑る とき 相 

當の 額に 達する 金 を 支那に dd 送りして ゐる。 

第 十 章華喬 よりの 送金  1 八 七 


第一 篇總論  一八 八 

然し、 多額の 送金 は 賃銀よりも むしろ 財産からの 事業 利潤 もしくは 牧人 11 むろん、 この 兩者 を嚴密 に- R 別す る こと 

は- 个 可能の 事 だけれ ど ！ の 送金 だと 私 は 信す る. - 1 二の 例を擧 げたら、 私の 者へ てゐる やうた 送金の 性^ を 明に する 

ことができよう。 

厦 1： 近くの 約百戶 よりなる 一 支那 人 村落で、 私 は 一 地方 舉 校の 校長 及び この 擧 校の 理事長と 會談 した. - 該 校の 资金は 

フィリッピ ン から 來 たもので、 理事の 半數は フィリッピ ン 在住者から なって ゐた。 この 村落の ニ戶を 除いた 各戶 は、 私 

の 訪問した 當時、 少く とも その 家族の 一 人 を フィリッピ ンに 送って ゐた。 家族から その 家族へ の 仕送り は、 各戶 にっき 

か 十に 約 六 百 支那 弗と 見 積ら れてゐ た。 この 村 は、 フィリッピ ンの 或る 軍： 要な 都市に ー聯の 繁昌した 事業 を 持って ゐ る、. 

1 群の 支那 人家 族の 故鄕 なので ある。 

その^い 親戚の ものに よって 物語られた、 池 頭 近くの 一村 落に 於け る 或 男の 傳記を 思 ふて 見よ。 約 十七 歲 にして 彼 は 

彼れ の 叔父と 共に 一 家 の 事業 を 監督し てゐた シャムの 父の 所に 引取られた のであった。 二 年 問 シャムに 滞在した のち 彼 

は！^ 頭. に 送り 歸 された， - そ Q 後 彼 は 結婚して、 約 二十 ニ歲 にして 再び シャムに 歸 つた。 この 時 以来 五十 歳に 至る 迄、 彼 

は！^ 頭に 一年 * シャムに 三 乃至 四 年と 云った 割合で 住んで ゐた。 私が この 話し を 聞いた ST 彼 は 事業から 引退して、 そ 

の 子が 傳統 を引繼 いで 彼れ の後替 りと なって ゐた。 吾々 はこの 汕 頭の 一 家族に 於いて、 シャムに 所有して ゐる 事業 財產 

が 支那に 故鄕を もつ 一族の 人々 によって 經營 されて ねる 例 を 見る ので ある。 この場合、 シャムから 支那に 金され る 金 

を 何と 呼んだら よい か？ それ は 支那 人家 庭に よって 所有され てゐる 事業からの 事業 利潤で ある。 こ の 送金額 は、 何時に 

せよ 偶々 シャムに 滯 在して ゐる 人數の 如何によりも、 むしろ、 一 家の 財ャ Hi の 大きさ 如何に 大きな 關 係が あるので ある。 


支那 人 は 海外に 家族の 一 部 を投资 し、 家族に よって 海外に 事業 財産 を 築き上げた、 そして 家族 を 通じて この 財産から 

牧人 を 受取って ゐる、 と 云 ふこと がで きょう。 前の 3& 章に 於いて * 吾々 は 支那に 於け る 『居留民』 に 就いて 多く を 述べ た。 

令 度 は、 海外に 於け る 支那 人の 『居留民』 と、 か- 1 る 居留民から 支那に 仕 送られる 年々 の 額に ついて 論じなければ なら 

ない。 支那 人 は、 事實上 支那から 一文 も 金 を 持 出さす に、 海外で 事業 投資 を 築き上げ たので あるが、 この 投资 は、 支那 

の國際 貸借に 於け る 最も 重要な 支拂 を、 支那に 齎らして ゐ るので ある。 

二、 華僑の 經濟的 地位  ， 

華 備の數 は相當 多くの 著者た ちに よって 見 積ら れてゐ る。 一九 〇 二 年 以後 0 數字 は、 通例、 七 百 萬から 一千一 はの で 

あった。 #の發 見した 一番 低い 兒 積り 數は、 Wu  Cheng  Chiao の それで、 一 九 二 六 年頃の 總數五 百 七十ず Z と 云 ふので 

ある。 

公表され た數 字で はない らしい が、 種々 の 文書に は S 々約 九 百 萬と いふ 總數が 引用され てゐ る。 

S 一 〕 次の^^著者の見镜リ額は、 そ の ml 所と 共に、 拙 書 The  Forcf  Trade  of  PI  Shanghai,  1922,  p.  219  (邦 譯、 朝； w 

害！：^ 版、 小 林 幾 太郞諍 『近代 支那 通商 史論』 二 九 五 I 二 九 4 ハ頁. ) に揭 載され てゐ る。 

(調 査 .s  百 r=! 人 

乇 ー ス Qls-se)  一九 〇 三年， 七。 三 

ゴット ワルト (bcmvalt)  一九 〇 三 3^  七丄ハ - 

リ チヤ. 'ド (L.  RidiarcO  一  九 〇 八. 5^  九 •〇 
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第一 篇總  論  1 九 〇 

マック ネ， ァ (MacNailo  一九二 一： キ  八丄ハ 

Clii 二〕  一く C  Cheng  Chiao  c^^^0\  Chinese  Imm に l-aticn  in  JPacific  Area,"  cf/ll-HCSG  social  &  political  sciGn.ce  Beuiew,  -vol. 

12,  no.  4,  pp.  M;".lr-o. 支那 政府 外交〕 い， い-の， 1 査の 逸行 は、 Far  き S  Bevies,  vol.  p  p.  4C0. に 九 千 六 百 萬の 見積總 を以 

つて 示されて ゐる。 Chlmi  rsr  Book  15)23,  p. 143 は 八 百 五十 萬と 云 ふ 『官廳 見 精 数』 を揭 げてゐ るが、 支那 沿岸の 諸 新聞 

紙に は 最近 九 百 萬なる 『官鱸 镜數』 を 引用して ゐた。 of  The  China  Society,  New  York,  April,  1927,  vol. 3.  no.  2. 

華 倚 入口 數は 送金の 見積りの 結 Ei^ をチ ェ ック する に は 有用で あるが、 然し 直接の 證據を 提供す る もので ない。 例へば、 

華僑 人口 數 中には 約 四百 萬の 臺灣に 居る 支那 人 を 含んで ゐ るが、 彼ら は そこに 家庭 を 持って ゐ るので あって、 吾々 の 問 

題と するどの 總數 中に も 入れるべき もので はない。 他方、 算入 さるべき 支那 人であって、 而も 總數 中から 除外され てゐ 

る 支那 人 も ある こと は 確か だ。 シャムに 居る 支那 人數 は、 通例、 四十 萬から 五十 萬と されて ゐる。 而 かも 私 はバ ンコク 

の 一 銀行家から 報吿を 受けた ところに よると、 彼れ の 意見で は —— そして シャム では 一 般 にそう 信ぜられて ゐ るの だが 

11 シャムに 居る 支那. -; 數は百 五十 萬から 二百 萬の 間で あると 云 ふ。 又、 佛領 印度支那の 公の 數字 は、 支那 人 數を約 二 

十三 萬と して ゐ るが、 實際は 約 五十 萬と iiir せられて ゐ る。 フィリッピ ンの 支那 人數 は、 普通、 約 五 萬と されて ゐ るが、 

支那の 節 事 is の  一，： ^：吏 はフィ リツ ビンに 居る 『支那 系の 人間 J 數は、 百 二十 萬から 百 五十 萬 だと 述べて ゐる。 これらの 

數 字から、 吾々 は 本國と 接觸を 失って 一文 も 送金し ない 支那 人數を 控除せ ねばならない。 これ は 華 倚の 居る どこ Qi: で 

も、 一定 人數に 就いて 云 はれる ことで ある。 

〔！ iJS 三〕 Q~~.、§  一 yf  B3f  Dec.lFeb.,  1927—1923,  vol. さ, p.  2. 

諸 村 料の 檢 討の のちに、 私 は 支那に 送金して ゐる やうな 支那 人數 は、 何時も 三百 萬から 百 萬の^ だと 云 ふ 意見に 達 


した。 而 して、 海外に 於け る 支那 人 居留民 集圑の 最大な もの は、 英領 マ レイ 聯合 州、 蘭領柬 印度、 シャム、 佛領 印度 支 

那、 フィリッピ ン 及び アメリカ 八：： 衆 國( ハ ワイ を 含めて) に 於け る ものである。 

支那 人 は 出先の 國々 で、 非常な 經濟的 成功 を牧 めた。 英領 マ レイで は 彼ら は 最も 宮裕な 群を爲 して ゐて、 商工業の 指 

導 者と なって ゐる。 東南アジア 中 到る ところ、 支那 人 は外國 貿易に 於け る大 仲介者で ある。 輸 人品 は 彼らの 手 を 經て土 

人 消費者の 手に 渡る。 輸出品 は先づ 支那 人が 買 取って、 今度 は 彼らが それ を實 際の 輸出 商に 寶渡 すので ある。 フィ リツ 

ピ ン の小賫 商業の 九 〇％ 及び 卸寶 商の 大きな 部分 を 支配して ゐる もの はま 那人 だと 見なされて ゐる。 アメリカ 合 衆！： で 

は、 彼ら は レスト ラントの 持主、 農園 主 及び 洗濯屋で ある。 ハワイで は 國內の 最も 富める 商人の 中に 數 へられて ゐる。 

彼ら は 亦 朝鮮の 貿 a, めに 於いて 重要な 役割 を 演じて ゐる。 シベリア では 彼ら は 長い 內 重要な 地位 を 占めて ゐる、 そして 支 

那 人の 族 制度の 力 は、 ソヴェ ー ト 政-ほ-が 支那 人に シベリアから 本國に 送金 を 許す 特別の 處置 をと つたことの 中に も 窺 

はれて ゐ る。 

〔！ saCTlJ  siller,  Hugo.,  Ecmomic  ChndUlons  i さ さ e  Philippines,  Ginn  and  Co.,  woston,  1920,  p-p.  419121. 支那 人よ 『, 入 .c^* 

卸賈 商、 仲介 業 及び 購買 業より なる 廣大な 商業. 说 織と、 これらの 各部 門 間に 癀 がった 信用 制度と を^き 上げた』 と。 

【一-ぼ 五】 これらの 送金 は 十六 ケ H: 問に 約 一 百 萬 支那 弗に 及んだ。 本書 第 十八 章、 支那に 於け る ロシアの 投资、 四 の 6。 

三、 香港の 調 查 

華僑に よる. 送金額の 私の 評價 は、 香港 ( 一 九 三 一 年 一 月 及び 一 一月) 及び 南支の 他の 都市に 於け る、 一 九 一 一八 年、 一 九 一 1 
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九 年 及び 一 九 三 〇 年中に 海外から 受取った 金額 を 見出さう とした 試みの 結果で ある。 私の 調査結果に 對 する 檢證 として 

私 は 支那と 關 係の ある 事實上 あらゆる アメリカ 銀行から、 一 九 三 〇 年中に 支那 人に よって 支那に 送金され た 額 を 示す 數 

字 を 受取った。 他の 送金 國 からの 報吿も あるが、 さう 完全で はない。 

在番 港の 十六 銀行 は、 事實上 送金 業務の 全部 を 取扱って ゐる. - この 中には 各外國 銀行 及び 一 群の 近代的な 支那 銀行が 

入って ゐる。 私 は これらの 銀行 中の 十 一 から、 一 九 一 一八 年、 一 九 一 一九 及び 一 九 三 〇 年に 百 一った 數字を 得る ことができた。 

書面に よる 報告 を 提供し なかった；^; 行中、 j 一行 は 送金 業務の 僅か 小額の み を 取扱 ふに すぎす、 考察から 省略して しまつ 

た。 他の 三 行の 支配人 は 書面に よらぬ 限りに 於いて、 喜んで 私に 報告 を 提供され、 S 部との 會見を 許可され た j 

谷 港 fl 查に 於け る 主要な 困難 は、 支那から 輸出され た 商品の 代價 としての 送金 を 切 離して- 總 額から それ を 控除して * 

家族 及び 投資の 爲の 送金額 だけ を殘す ことであった。 銀行家 自身が その 切 離し を爲し 得なかった、 一 一三の 場合に 於いて 

は、 私 は 南洋からの 送金の 二 五 y ハ、 アメリカ 合 衆國， C らの 送金の 六 〇％ を以 つて、 家族 若く は 投資の 爲の 送金と 見なし 

た。 この 百分率 は、 支那 及び 外國 銀行の 支配人た ちの 意見 を徵 したの ちに、 私の 到達した ものである。 その 結 架 は 左表 

に 示す 如くで ある。 數字は 送金 者の 家族の 爲に 送られた 金額、 もしくは、 支那に 投資の 爲に 送金され 金額の 香港で 受取 

られた 部分で ある。 それ は 商品 貿易と 獨 立して、 海外から 支那 經濟 に拂 込まれた 金額 を 現 はして ゐる。 

塞 種から 香港への 送金額 

百お^ 港 弗  百 萬 支那 弗 

一九二 八 年  ニー  七 丄 二  ニニ 八 •  二 

一九二 九 年  二 四 了 五  二 五三 丄ハ 


一九 三 〇 年  二 七亍七  二八 六 • 三 

次に 他の 重要な 諸 中心地からの 報告に 轉ぜ ねばならない。 直接 廣 東に 送金され る 額 は、 事實 上^ 無と 云って よろしい 

だら う。 廣 東の 重要な 銀行 は 香港に 事務所 を 有して ゐて、 爲替 業務 は これらの 諸 銀行 を 經て爲 されて ゐる。 ^^の 銀行 

家た ち は、 廣 東への 直接 送金 は 無視して 差 支ない と 確信して ゐた。 

油 頭に 就いては、 當 市に 於け る 最大の 『信 局』 (Letter  hong) たる 廣益 銀行 (Kw§g  Yak  Bank) の 支配人と 數次 意見の 

交換 を 重ねた 後、 海外から 受取った 送金額 總 額の 評 價が爲 された。 然して、 この 評惯は その他の 銀行 及び 役人との 意兑 

交換に よって 確かめられた。 『信 局』 (福 建 者に て は 信 局、 汕頭 にて は批 館、 廣東 にて は洒梵 局と 稱す 11 譯者註 一は、 國 

内の 支 拂の爲 に 海外から 金 を 受取る 業務に 從事 する ものと 說 明し えよう。 この 名 は 南支 沿？ の 諸 港で は 普通の もので あ 

る。 支那 名 は 外 國爲巷 手形 取扱 館の 意味で ある。 信 局 を 通す る 送金に は 手紙が 添加され てゐ て、 信 局 はたと へその 名. 

人が 代理人の 派遣 を 必要と する 程の 遠隔の 地に 住んで ゐる 場合で も、 この 手紙と 支那：^ による 金額 を 名前 人に 引渡す こ 

とに 同意す る。 受取 證を 入れる 封筒が 手紙に 添 へられて ゐて、 取引 全體は 詐欺 や 誤り を 防ぐ やうに 巧妙に 考案され てゐ 

る。 

汕 頭て 受取ら れ た華提 からの 送金 

百 萬 支那 弗 


一九二 八 年  二 七 

一丸 二 九 年  二 七 

1 九 三 〇 年  三 〇 
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！^; S は 杏 港に 近く、 從 つて 信 局 は 香港の 銀行 を 彼らの 外國 取引の 爲に 利用す る。 從 つて、 吾々 は 以上の 額 は 一文 も： a 

接汕 頭に 來た もので は， ない と 云って 間違な からう. - 換言すれば、 香港に 送金され る 額 中の 一 一千 七 百 萬から 三千 萬 支那 弗 

に 至る 金額 は、 事實 は、 汕 頭に 向けられ たもの なので ある。 

【一 _K0 私は汕 頭で は、 商品の 代價 としての や』 金 を 切 離す と 云 ふ 問題 は 起らない こと を 確信した。 信 局 を 介す る ものが 家族へ の 送 

金で 商品 代金の 方 は 全然 違った 取扱 を うけてる る。 

【！ M 七〕 シャム か、 りの 五 支那 一 弗の 送金 料 は、 一 九 三 一 年 二月に 於て 都 稅ニ角 及び 『支 拂を爲 す』 爲 の 費用 二 角 五分であった。 

度 門の 場合 は、 條 件が 多少 違って ゐる。 銀行家 及び 役人た ちの 評 額 は、 送金額の 半分 は 香港 を 通じ、 その他の 半分が 

直接に 送金され ると 云 ふ點に 於いて 一 致して ゐる。 總額は アメリカ 總 領事の 要求に 應 じて、 地方銀行 家 組合が 作成した 

評 債から とった ものである" 而し てこの 評 價は數 人の 銀行家と 共に 詳細に 考察され たもので ある。 尙、 和豐 銀行の 支配 

人に よって 爲 された 獨 立の 評 額 は、 一 九 1 1 八 il 1 九 三 〇 年の 三年 間に、 投資と しての みに 厦門で 受 取られた 送金 總額 

を 四千 萬 支那 弗と 算定した。  . 

羼 門で 受 坂ら れた德 華 送金額 

百 萬 支那 弗  百 萬 支那 弗 

1 九 二 七 年  五 一 人  一九二 八 年  四 人 

一九二 九 年  五 四 丄一  1 九 三 〇 年  六 〇•〇 

吾々 は 支那 全體の 送金 受取 額 を 算出す る爲 に、 香港 受取 額に 厦門で 受取った 半額 を 加へ たらよ ろしい。 厦門の 他の 半 

分 は、 最初 香港で 受 取られた 額の 分配 を 示す ものと して 役立つ。 


九 九 九 

〇 九 八 

4}1 ,Lp 年 


A  ^  K 

，ビ- • ~" - 


o 七三 


香港 及び その他の 重要な 中心地に 於け る 調査に 基いて >  支那への 送金 總額は 次の 如くで ある ことが 示された。 


華 僧の.！ 史那 へ の 送金^ 額 (單位 百^ 支那 弗) 

香 港  厦門 (i^ 接〕 

： n 


0 


i 計 

1 一八 七 

5V 一一  1 


四、 アメリカの 調查 

以上の 總額は 私に は餘り 多額に 思へ たが、 この 問題に 關 する 他の 諸勞 作の 結 架と して、 それ を 採用すべく 餘儀 なくさ 

れた 3 ァ メリ 力 合 衆 國 で 行 はれた 調査 を先づ 考察して 見よう。 

香港 銀行家に よって 提供され た數字 は、 若干の 評價を 加へ て、 香港へ 送金した 華 儒の 在留 國に關 して， 次の 如き 結論に 

逹 する こと を 可能なら しめた。 私 は 便宜上 香港 弗を以 つて 現 はした。 

一九 一一 一 0 年末に 香港に 金され た 金額の 華 情 在留 國别額 (單位 百 萬 香港 弗) 


カナダ 

南  米 

アメリカ 合衆國 

海峡 破 民 地 

蘭領束 印度 

シャム 


1 七 • 五 

四 主 

一 九 • 三 

四 二  •〇 

二 九 

二 〇•〇 
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フィリッピ ン  1 1 丁 五 

ォ —ス トラ リア  五 

佛 領 印度支那  五 •◦ 

インド  E 丄ニ 

その他  ー〇*〇 


合  計  二 七 二  • 七 


一 九 三 〇 年中に 支那への 送金 業務に 關 係して ゐる ことが 知られて ゐる アメリカの 銀行から 報吿を 得ようと する 試み 

が ほされた。 回答 は 十一 銀行から 受取った が、 この 方面で 重要な 銀行と して 知られて ゐるー 銀行から は 數字を 得る こと 

がで きなかった。 各 銀行へ の照會 は、 一 さ 一 九 年 もしくは 一 九 一 一八 年に 支那ん の 得意先の 爲に、 支那に 送金した 總額を 

最も 便宜な 通貨 を以 つて 報 吿を乞 ふたものであった 0 大部分の 銀行 は 香港 弗を以 つて 報告した 0 そして 事實上 かれらの 

全部 は、 一九二 八 年分 を 報告した。 

多くの 銀行 は、 銀の 下落の 爲に 一九 三 〇 年中 は 送金が 多かった と 述べた。 『吾々 の 顧客の 多く は _『 と 一 銀行 は 報告し 

て 言 ふ、 『現在 (即ち 一九 三 〇 年 七月)、 我 國で十 年から 四十 年間 蓄積され た 資金 を 支那に 移しつ. t ある」 一 とつ 

アメリカ 合 衆 國の柬 部 地方から 送られた 資金の 八 〇％ は、 支那に 居る 家族の 爲 もしくは 投資の 爲 であると いふ こと、 

この 百分率 は 太平洋 岸で はもつ と 低くな つて ゐ ると いふ ことに は 皆 一 致して ゐ た。 銀行家の 指摘す る 所に よれば、 貿 ：；^ 

の 目的の 爲には 信用 狀の 利用が 發 達しつ.. ありと 云 ふが、 その 事から して、 送金のより 大きな 割合が 家族の 爲と 投資の 

爲の 送金で ある ことが わかる。 


支那から 商品 を 買 入れる 爲の 送金 を 除いた 十 一 銀行の 送金 總額、 即ち、 一 九 一 一八 年中に 家族と 投资 の爲に 支那に 送.^ 

された 總額 は、 八 千 四百 三十 六 萬 六 千 弗 香港であった。 當時 香港 弗 は 殆んど 正確に 米 弗の 半分であった から、 これ を 米 

弗に 換算 すれば 四千 一 一 百 1 1 十六 萬 米 弗になる。  . 

〔一！ S 八〕 私 は、 ナショナル • シティ • バンクの i| 東部の 故 カリ-氏 (M.  D.  curr-ie;} 及び 廣東 銀行の 一一 ュ，' ョ I ク 支店の 口一氏 

(G.  B.  Lau) の 助力に 謝意 を 表する ものである。 

【一！ 九〕 香港 弗の 對米弗 相場 は 次の 如くであった I 一九二 八 年 〇• 五 〇〇 七 米 弗、 一九二 九 年？ 1： 七 一七、 一九 三 〇 年 〇• 三 三 八 

五 米 弗〕 Commerce  rsr  Book,  1931,  vol, 2,  p.  sts. 

かくて、 こ、 に 吾々 は、 その 總 額に 關 する 限りに 於て、 香港の 調査の 結 鬼 を 裏書す ると ころの 獨 立に 某^され たァメ 

リカ 合衆國 側の 報吿を 有する ので ある。 一 九 一 一八 年の 八 千 四百 四十 萬 香港 弗なる 數字 は、 一 九 三 〇 年の 一 億 一 一千 萬^ 港 

弗なる 數 字と 一 致して ゐる こと は 疑 ひない。 蓋し、 一 九 一 一八 年の 米 弗で 現した 總額を 一 九 三 〇 年の 爲替 相場で 換算して 

見る と、 一億 二 千 五 百 萬 香港 弗と なる からで ある。 正に アメリカの 調査 は、 香港の 調査 を 支持して ゐる ものと 云 ふべき 

である。 

五、 最近 年に 於け る 厦門 

厦門 は 以上の 評 慎の 妥當性 を 吟味すべき 他の 機會を 提供して ゐる。 厦門 は 輸出 貿易の 少ない 港で ある。 地方の 稅關か 

ら 私の 得た 報告に よれば、 一九二 九 年に 厦門から 輸出され た 總 額 は 七 百 十 萬 支那 弗であった。 然るに 同年 巾の 商品 輸入 
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は 四千 六 百 七十 萬 支那 弗で、 それに 加 ふるに 四百 萬 支那 弗に 達する 銀の 純 輸入が あった。 厦門で 意見交換 を 行った 際に 

銀の 純 輸入 は 全 商品 輸出 額に 匹敵して ねる とい ふこと、 而も それ を かなり 超過して ゐる ことが 知られて ゐる とい ふこと 

は、 屢々 語られた ことであった。 

S  一  0〕 地方 生 度 物で 外國に 輸出され たも Q 三百 四十 二 萬 五 千 三百 二十 四海 關雨、 支那 諸 港に 輸出され たもの 百 三十 三 萬 二 千 

二百 六十 七 泡 關兩。 

【一 Ml 一〕 外 H 及び 香港からの^ 入 千 八 百 七十 七 ハ千五 百 六十 沲關兩 及び 『國度 品 純 輸入 總 額』。 

S  -  3 一九 三 〇 たや 5 銀の 純 輸入額 は、 約 一千 萬 支那 弗であった。 

Eg 近に 至る 迄、 厦門の 近傍 及び そこから 若干 遠隔で さへ ある 村落の 土地に 投資す るの が、 華 橋の 習慣であった。 最近 

に 至って、 社會 事情の 混亂と 共産主義の 蔓延 は士地 投資 を 不確實 で 望まし からぬ ものたら しめた。 然るに これらの 諸事 

淸が 支配して ゐた 最中 銀の 下落 は 異常な 大 送金 を 惹起した。 而も その 多くの もの は 投資 目的の 爲 であった。 その 結 は 

厦門に 於け る 不動産 景氣 であって、 一九 三 一年に はこの 景氣が 一般の 批評の 題目であった。 土地 は その 持主 を 取換え る 

毎に 原 10 の 三倍 • 四 倍した。 發展 計畫は 簇出し、 銀行 及び 事業家の 側に は 價格釣 上げの 眞 劍な關 心が 存在して ゐた。 

この 商業の 活況の 說明は 送金に 關 する 報告の 中に 求む 可く、 他に 說明 は發 見し えられない。 土地 景氣は 投資の 爲の異 

常な 送金 報齿と 一 致して ゐる。 旣述の 厦門 附近の 一 村落に フィリッピ ン から 送金して ゐる 例に 關 する 報 吿ゃ、 シ ン ガボ 

，ルで 財産 を 造った 一人に よって 支持され てゐる 厦門 大攀の 存在な ど は、 すべて この 說明を 裏書して ゐる。 吾 々は 厦門 

なる 一 都 布に 於いて、 その 經濟 生活が 華 倚の 送金に よって 支配され てゐる 一 都市 を 見出す ので ある。 

^東 近くの 新 寧 縣臺山 市 は、 廣柬 及び 香港で 得た 報告に 從 へば、 矢 張 同 一 種類の 都市で ある。 廣 1^ が 過去 十五 年間 繰 


返し 示し 来った 所の 經濟的 勢力 は、 海外からの 不斷の 資金 流入に 俟 つたこと が 決して 少々 ではなかった。 南支 沿岸の 諸 

都市の 生活 は、 華 倚が 彼らの 故國の 經濟的 生活に 及ぼす 強大な 影響の 證明 者と なって ゐる。 

〔一 ui  一  一二〕 廣 東の 同様な 土地 景氣 に關 する 批評に 就いては ？ さ Qdm  DaUy  April 9, 1931 を 見よ。 

六、 最後 的な 評價 

H•B•モー スは、 一九 〇 三年の 華僑の 支那への 送金 を 一億 一千 萬 支那 弗と 見積り、 そして 一 九 〇 六 年に は 彼れ の 見 積 

め 

り を 一億 五 千 萬 支那 弗に 高めた。 彼 自身 フィリッピ ンに 於け る 支那 居留民の 一員た るシ ー (C,  S,  see) は、 一 九 一 三年 

に その 總額を 一 億 一 千 五 百 萬 支那 弗と 算定した。 私 は 一 八 九九 11 1 九 一 三年 問の 年 平均 送金額 を 一 億 五 百 萬 支那 弗と 

評價 した ことがある。 現在の 調査 は、 一 九 〇ー 一年 -11 1 九 一 三年 平均 送金額と して、 一 億 五 百 萬 支那 弗なる 評 惯を正 

しとす る やうに 思 はれる 0 

〔-}M 一  四〕 Morse,  H.  B.,  Jrn  Inquiry  into  the  Commercial  LkibUitka  ami  Assets  of  China  in  IMCrmuonal  Trade,  Chinese 

Maritime  Customs,  Shiangliai,  "9<M. 其の 他の 仗箅に ついては China  and  the  Jpcw-  East, 匚 ark  University  Lectures,  New- 

York,  191P  p.  107. を 見よ。 

〔一 M 一  五〕 See,  C.  S.,  The  Foreiyn  Trudc  of  Qduu,  New  York,  1919,  pp.  334—6. 

〔3S 一  六〕 こ の 見積りと 一 九  一 gl 年— 一九二 一  年間の 平均 送金額 評價に 就て は 拙著 The  Foref  Trade  of  OF  Shanghai, 

192C,  p.  221. (邦 譯、 朝日 書房 版、 小 林 幾 次郞譯 『近代 支那 通 商^ 論』 二 九九 頁) 

香港 調査の 結 は、 一 九 一 四 11 一  九 三 〇 ハ 牛の 時期の 終の 三ケ 年に 於け る 數宇を 提供して ゐる。 即ち、 その 三ケ 年の 
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平均 數はニ 億 八 千 二百 五十 萬 弗 支那で あるが、 偶々 その 第一 年 目 は アメリカに 於け る好景 氣の 時期で あり、 第二、 第三 

3fn は 銀の 金價 格の 大 下落した 年であった。 從 つて、 送金額が 異常に 多かった と 信すべき 理由が ある. - 然し、 大戰 中に 

於け る 銀惯の 昂騰 は、 この 時期の 初期に 於け る 送金額 を 減らした こと も事實 である. - 

他の 人々 は 一 九 一 四 年 11 1 九 三 〇 年の 時期の 初期に 於け る经 金額の 評價 を、 現在の 調査から 推測せられ る やうな 結 

より は 低く 見镜 つて ゐる。 上海に 於け る 日本の 一 銀行家に よる 非 公表の 見積りに よれば、 一九二 六 年の 總額は 一億 五 

千 萬 支那 弗であった。 ク ー ンズは 一 九 一 1〇 年 11 一  九 一 一三 年 の 年 平均 額と して、 一 億 五 千 萬 支那 弗の 評價 が妥當 だと 

7 

して それ を 採用した。 

【_-!;13 一  七】 cco-ls,  A.  G.,  The  Ford.ipl  r~lhuc  Debt  of  QF  Philadelphia,  1930,  p.  0. 

もっと 最近に なって からの 評 額 は 香港 調査の 結果 を 支持す るに 傾いて ねる。 劉大鈞 は、 一 九 1 一九 年の 總 額の 評價 とし 

て 三 億 四千 五； 白 萬 支那？， なる 額 を 得た 一 香港 銀行家の 調査 を 私の 利用に 供して くれた。 ヮ シ ン ト ン の 商務省の 公文 緩 込 

の 中から 發兑 された 支那からの 通信 は、 アメリカの 觀察 者に よる 評價 として、 一 九 二八 年分と して 九 千 萬 米 弗、 一 火 二 

九 年分と して 一 億 米 弗 及び 一 九 一 一八 年分と して 三 億 支那 弗なる 評 價を與 へて ゐる。 アメリカの 或る 銀 商人の 爲に 上海の 

1 アメリカ人 ブ ni 1 力 ー の 行った 調査 は、 最近 一 年間の 評價 として 一 一 s-f^ 千 萬 支那 弗と いふ 結果に 到達した。 最後に 吾 

々は 今迄の 評價 のうち 最高の 評價 として、 『官 廳』 筋の 數字 として 一 支那 通信社の 報告に か X る 四 惊 支那：^ なる 評價を 

Co 

有して ゐる。 

S 一  八〕 『^民 通信. r 1 九 三 〇 年 八月 一 日。 


これらの 評價は 十た 牛 前 だったら 不合理に 思 はれた つたら う。 然し、 錫鎮 山ゃゴ ム 農園の 賤 しいい 乂那勞 働お の 送金 も そ 

うだが、 大事 業 財産からの 利潤の 送金 も あるの だとい ふこと が， 從 前より は 一般的に 现 解し 始められつ- - ある。 香港の 

調査に よって 明かに された 諸事 實 から 見て、 私 は 一九 一 四 年 —— 一 九 三 〇 年の 年： 牛 均 送金額 を 三 億 支那^と 見る こと を 

提案す る。 

私 は 華僑から 支那への 送金に 關 する 题 目を數 回 1  「味す る機會 があった。 その 度 毎に、 私 は 調査の 結 5^ さう 兑 える 程 5^ 

して その 額が そんなに 大きな もの かどう か、 實は 甚だ 疑 はしい と考 へた ものである。 然し、 1^ 港、 腹 門 及び 池 頭に 於け 

る 令 回の 調査の 結果、 私 は 前揭の 一九二 八 年、 一 九 二 九， 年 及び 一 九 三 〇 年の 數宇 は、 眞 相に 極めて 近よ つて ゐる もの だ 

との 最後 的 結論 を 下さざる をえない こと を發 見した。 
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第 十 一 章 貿易 及び 正貨 移動 

一、 一 般 的事實 

支那の 國際 勘定の 顯著 にして 最も^ く 認識され てゐる 問題 は、 阈際貿 に 於け る 輸入超過の 事實 によって 提起され て 

ゐる それで ある。 _| ^關 統計 は それ を 利用し うる 最初の 年の 一 八 六 四 年 を 除いて、 I 母年價 格に 於て 輸入超過 を 示して ゐる。 

成程、 一八 七 一年 以前の 統計 は 殆んど 信頼し 難く、 一  九 〇 三年 以前に 稅關當 局 自身 さへ その 改正 を 必要と 考へ たこと は 

事賁 である。 が もっと 重要な こと は、 輸入超過 それ 自身よりも、 この r 逆 調- 1 が增 加す る 傾向 を 示して 來 たこと である。 

勿論 この 上向 的 傾向に 中斷 のあった こと も事實 で、 世界 貿易が 一 般に 制約され てゐ て、 銀の 金 債 格が 高かった 歐 洲大, r 

中に 於いて、 その 事實は 最も 古であった。 それでも、 一 九 〇一 一年 11 1 九 一 三年 間の 年 平均 輸入超過 額 は 一 億 八 千 八 

百 二十 萬 支那 弗、 一 九  一 m ハ牛 —— 一 九 三 〇 年 の 大戰を 含めた 期 il に 於け る 半 平均 額 は 二 億 七 千 二百 萬 支那 弗であった 

し、 一 九 三 〇 に 至って は 六 億 一 一千 一 一 百 四十 萬 支那 弗、 一 九 三 一 年に は少 くも 八 億 三千 三百 八十 萬 元 支那 弗に 達した ので 

ある。 商品 貿易に 關 する この 一般的 事實 そのもの は、 たと へそれ が どんな 困難 を 提起す る もので あらう と、 充分に 明白 

である 0 

si 一】 本^！-の附錄として、 1 九 〇 二 年以來 の 支那 弗に よる 商品 § れ易表 と、  < -欽 の紳- 移動 表 を 接げて おいた C 金銀に 就いては そ 


の 純^ 動の み を 示した。 總 移動の 多くの 部分 は 香港との 間 を 季節的に 往來 して ゐる。 

金の 移動 は 商品 貿 "勿の 一部と して 見て 差 支の ない 小 項目で ある。 支那 人 は 銀の 金 價格を 金の 銀價 格と して 兑てゐ る。 

そして、 金の 銀價 格が 高い 時には (銀慣 が 低い 時には) 金 は 支那から 流出す る 傾向が ある. - 頂 度 金の 銀價 格が 低い 時に 

(銀價 が 高い 時に)、 金が 流人す る 傾向が あるのと 反對 である。 金の 移動 は屢々 貿易の 變動を 明す る 一助と はなる が、 

、如何なる 時 も 重要な 役割 を 演じた こと はない。 一九 〇 ニ华 11- 一九 一三 年間に 金の 純 輸出が あつたが、 その 年 平均 額 は 

百 萬 支那 弗 以下であった。 一 九 一 四 年 11 1 九 三 〇 年の 第二の 時期に 於け る 金の 輸出超過 は、 年 平均 三百 三十 萬 支那 弗 

であった が、 一 一億 七 千 一 一 百 萬 支那 弗に も 達する 人 超 を 僅に その  一 ％ とちよ つと しか 減少せ しむる に 役立って ゐな い。 

商品 貿易の E 大 にして 增加 しつ、 ある 輸入超過と 並んで、 支那 は 銀 を 輸入し 來 つた。 この こと は、 『貴 金 屬』 の 移動 を 

示す 所の 稅關 統計が II 始 された 一 八 九九 年 以來の 全 時期 中 概して 事實 であった。 一 九 0 一 一年 —— 一 九， 一 三ハ牛 の 銀の 純 

輸入額 は、 年 平均 二百 四十 萬 支那 弗の 割合であった。 もっと 後に は、 一年に 六 千 二百 九十 萬 支那 弗の 割合だった。 商品 

の 輸入超過の 最大 量に 達した 一 九 一 一八 年、 一 九 一 一九 年 及 一 丸 三 〇 年の 最近 三ケ 年の 銀の 純 輸入 は、 未だせ つてない 大き 

な 割合に 達した。 

1 一時期の 一 般的觀 察 は、 これらの 事實を 明かなら しめる。 一 九 〇 三年 11 一  九 一 三年 間、 商品の 平均 輸入超過 は 一 億 

八 千 八 百 一 一十 萬 支那 弗、 金の 純輸人 は 十 萬 支那 弗、 銀 が 一 一 百 四十 萬 支那 弗、 支拂額 合計 一 億 九 千 六十 萬 支那 弗 であつ 

た。 一九 一 叫 半 ill 一  九 三 〇 年 問に は， 商品 及び 金 合計して 一 一億 六 千 八 百 七十 萬 支那 弗、 之に 銀の 六 千 一 一 百 九十 ！€= ^が 

加 はって、 この 三 項目 總計三 億 三千 百 六十 萬 支那 弗の 支那からの 支拂 を必耍 ならしめ た。 
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第一 篇總  論  二 〇 四 

一九二 八 11 一九 三 〇 年の 三ケ 年の 數字 は、 この 三 項目 合計の 支拂 として、 夫々 七 億 七 千 五 百 六十 萬 支那 弗、 五 億 三 

千 八十 萬 支那 弗 及び 六 愆九千 八 百 萬 支那 弗 を 示して ゐる" 一 九 一 一八 年に は 商品と 銀の 輸人 超過の 增 加が 平行 的に 行 はれ 

ると 共に、 金の 純 輸入が それに 伴った。 一九 三 〇 年 は、 一九二 0 年 以来 かなりの 額に 達する 金の 純 輸出が あった 唯一の 

年であった。 

これらが 一般的な 事實 である。 私 は 以下に， これらの 數 字が どの 程度 迄、 實情を 示す ものと して 受取って い.. -か を檢 

討しょう と 思 ふ。  * 

二、 海關 統計 

1 九 〇 三年と 一 九 〇 四 年に、 ま 那海關 統計に 當時銃 計 書記であった モ ー ス (rl,  IVIOrse) によって、 改良が 加 へられ 

た。 この 時 以來、 その 數字は 支那の 外國 貿易の 全體を 示す ものと して、 及び 輸出入の 眞實額 を できるだけ 正確に 示す も 

のとして 信ぜられ るに 至った。 

〔註 二】 Chinese  Maritime  customs  ：  iieport  SI  the  Trade  of  Qdm,,  1904.  pp.  iiiliv. これらの 變更 及び その後の 變更 の簡單 

な應 史的 記述に ついては otte,  Fr,  rdcmmercial  Statistics  in  China-,  Chi 画 Ecsuymic  Mihly,  vol *%  no.  0,  Sept. 192 ュ, 

稅關 によって 採用され た評愤 方法 は、 一 九 〇 二 年 11 一九 三 〇 年間の 全部 を 通じて、 事實 上不變 のま、 だった と 云つ 

てよ ろしい。 K 的 は，！：？ に 支那の 國 境に 於け る 輸出入 品の、 而 かも 船 積 もしくは 陸 揚の瞬 に 於け る 惯額を 銀で 示す にあ 


つた， ひ 追加 的な 稅關の 開設に よって、 滿洲备 (V の 陸境貿 《 ^の 取扱 上に、 小 改良が 加 へられた ひ 

税關 報告の 數字を 訂正 もしくは 修正しょう とする 試み は、 それが 全 易貿を 包含して ゐ ないか、 もしくは、. 評惯が 疑^ 

であるとの 證據に 基かねば ならない。 

支那の 國定秘 則 委員 會 からの 通信に 於いて、 ；； I は 從量稅 の 課せら るべき 輸入品の 課稅^ 格 は *  -c.i.f.  invoice- 價格を 

用 ふる 旨 を 告げられ てんる。 從價稅 の 課せら るる 輸入品に つ いて は、 『輸入 稅則哲 行 車 程^ 一條の 公式に 從 つて、 卸 寶市惯 より 

課税額及び課挽慣格の 七，。\を；^^;.除したる』 もの を以 つて その 課税 慣格 とする。 出品に 就いては、 『税關 は^ 定上 常に 地方 市場 

ぬ 卸 貿巿 償と 想像され る 所の 額を按 除な しに 採用して 來た』 と。 

ニー、 記錄 されぬ 貿易 —— ロシア 

記錄 されぬ 貿易が ある こと は、 旣に 一九 〇 四 年に モ ー スの 認めた 所であった。 一九 〇 三年 度の 國際 貸借 表 を 作成す る 

に當 つて、 彼 は 北西の 國境を 超えて 行 はれる 口 シァ との 貿易に 輸出超過の ある こと を 示した  一 を 記 人した。 彼 はこ 

の a シァ 貿易 を 六 百 萬 支那 弗と 評愤 したが、 &シァ の 貿易 統計の 一層の 研究 は、 彼 をして この 貿易 は 彼が 想像して ゐた 

より は 多い との 結論に 到達せ しめた。 而 して 彼れ Q 一  九 〇 六 年の 評 價は 三千 萬 支那 弗であった。 モ ー スの據 り 所と した 

證據 は、 口 シァの 銃 計 は 支那の 數 字よりも 遙 かに 大きな 支那からの 貨物の 移動 を 示して ゐ ると 云 ふ事赏 であった。 

〔一 IJi 四〕 Tnglury  into  the  obmmerci.ai  Liabilities  ami  Asse に of  Qd 爹 lii  rutcmnthual  Trade,  Shangliai,  1904, 及 ひ Chim 

. and  the  Fs*  East,  Clark  university  :Lectures,  New  York,  1910  p.  107. 

モ I スの 提起した 訂正 は、 & シァ 革命 前の 時期に 於け る 他の 諸 著者に よって 受繼 がれた やうで ある。 ク ー ンズ はもつ 
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第一 篇總  0  二 0 六 

と 後年の 事情 を檢 おして、 一 九 〇1 一年 —— 一 九 一 一三 年間の 平均 輸出超過 を 一 千 萬 支那 弗と 見 積った。 支那 弗の 外阈貿 

に關 する  一 a シァ人 著者 は、 一 九 一 一 五 年の 詳細な 評 憤 を 作成して 、一 「稅^ 報吿 中に 記錄 される こと を 免れた 貿易の 量 は、 

合計して 六 千 萬 支那 弗 前後に 達する J との 給 論に 達し だ。 事實上 この 貿易の 全部 は、 新彊と 蒙古の 國境を 超へ て 行 はれ 

る ものと 彼 は 信じた。 

【一 SJ 五〕 W さ 一 P  】 一、 S  Foreign,  Trade  of  CM-m,  Studies  in  History,  Economies  and  IPublic  Law,  Columbia  University, 

vol.  ILXXXXVII,  No,  19(J,  1919,  p.  334- 及び Wagel, S.  n..  Finance  in  China,  Shanghai,  1014.  p.  0. 

【一 JJU.1 八〕 Coons,  A.  G.,  The  Foreign  PubUc  Debt  of  China,  Philadelplin,  192G,  p.  182. 

【ーぽ 七〕 Marakueff,  A.  v.,  "Cliina*s  Share  in  World  Trade"  ci-d  ,1  Trade,  Shanghai,  August 12, 1927,  p.  163. 

バ l、、 ン ガム 調査 局の 測定に か. -るロ シァ貿 2^ の 数字 は、 一 さ 一六 年 11 1 九 三 〇 年間の 支那の 貿易 統計と 比較され 

た。 比較の 結果 は、 支那から ロシアへの 貨物の 純 移動 は、 通常 ロシアの 統計に よるよりも 支那の 統計に よった 方が 多 か 

つた。 一九 三 〇 年に ついては、 吾々 は 支那の 銃 計 は ロシアへ 貨物の 純 移動 を 示し、 „1 シァの 統計 は 支那への 純 移動 を 示 

して ゐ るの を發見 する。 

ハ 】 な isminwham  ttc„«pc  of  ^^rt^rep^  oy  on  nussias  Economic  ronditions,  Mclmrandu-I,  No. が wirmin^tlam,  1931. 

この やうに 數 字の 瞹眯な 事實に 鑑みて、 私 は 一九 一 四 11 一  九 三 〇 年の 問に 陸 境 を 超えて 行 はれた 記錄 されぬ 輸. e 超 

過 はこれ を 一 切 無視し、 一 九 0 一 一年 —— 一九 一 三年の 年 平均 額と して 二 千 萬 支那 弗の 數字を 採用 せんこと を 提案する。 

最近に 於け る 蒙古と n シァの 密接な 關 係 は、 かくの 如く 吾人の 注意から 免れて ゐる幾 ばくかの 貿《 ^が 支那に 對 して 持つ 

てゐる 意義の 大部分 を 奪 ひ 去って ゐ る。 


四、 記錄 されぬ 貿易 11 香港 

香港 は 支那 貿易 統計 を 汲 ふに 當 つて、 長い間 困難の 源泉であった。 然し、 記錄 されぬ^ 易の 問題 は、 一八 八 九 か 十から 

一九 一 一九 年に 於け る 支那 最初の 自主 關稅 率の 實 施に 至る 迄 は、 重要な 問題ではなかった。 一 九 三 一 年に は 一 九， 1 一九 年よ 

り も 高度の 關稅 率が 實 施された。 然し、 一 九 二 九 年の 稅率は • 旣 に， 若干の 密貿易 を 生ぜし むる に 足る 程 高率であった。 

私 は 一九 三 一年 二月に 汕 頭で、 この 密貿易が 合法的な 營 業の 上に 影響を及ぼ すに 足る 程、 重要で 且つ 多額な ものである 

ことの 證 據を發 見した。 この 密貿易の 量に 就いては 何らの 見積り も爲 しえない が、 一九 三 〇 年 迄に 何百 萬 支那 弗 を以っ 

て數 へざる をえない 程の 額に 達した こと は、 間遠な しに 言 ひえられる。 

香港への 記錄 されぬ 輸出品の 中には、 評價し えられる 一項 目 を 含んで ゐる。 卽ち、 支那からの 金の 密輸入が それで あ 

る。 支那 政府 は 一 九 三 〇 年の 五月に 金の 輸出 禁止 を 行った。 これ は 銀の 下落し つ \ あった 時期に 爲 された ものである。 

支那 貿易の 歷史 は、 銀の 著しい 下落 もしくは 支那 人の 所謂 金の 昂騰が ある 毎に、 金 輸出の 迅 遠な 增加を 件 つたこと を 示 

して ゐる。 支那 稅關 統計 は、 金 輸出 禁止 前に 約 二 千 五 百 萬 支那 弗の 金の 輸出が あった こと を 示して ゐる。 港 統計 は、 

一九 三 〇 年 四月から 十二月 迄の 期間に、 支那 以外の 諸國に 四千 五 百 萬 支那 弗の 金の 純 流出が あった こと、 及び 同期 il 屮 

に 支那の 諸 港から 僅かに 五 萬 支那 弗の 輸人 があった こと を 示して ゐる。 この 金の どの 程度の 額が 支那から 出て ゐる のか 

は發 見出 来ない が、 少く とも その 半分だった と 想像して 不合理で はない。 汕頭 及び 厦 e: で 人手した 報 は、 總 額が 決し 

て 小額ではなかった こと を 確かめて ゐる。 私 は 一 九 三 〇 年に 於け る記錄 されない 金の 輸出 額と して、 一 一千 一 一巧 五十 萬 支 
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那 弗の 數字を 採用 せんこと を 提案す る。  . 

〔註 九〕 さ,. t  §  tjs  Forclyu  Trade  of  Qdm,  1930,  p.  7P 

五、 一九二 八 年 11 一九 三 〇 年間の 輸出の 評價 

次の 問題 は、 銀を以 つて 玄那 の外阈 貿易 額 を 示して ゐる稅 關の數 字 は、 その ま X 採用して 差 支ない かどう かで ある。 

私 は 支那の 輸出 額 は 恐らく 低く 見 積ら れてゐ るとの 結論に 到達した ので あるが、 これ は 一 丸一 一八 11 1 九 三 〇 年の 研究 

によって 始めて 明かに された 諸事 實の說 明から して 得られる 結論で ある。 勿論、 この 說明は 推測 的な もので、 修正 は 免 

れ まいが、 もし それが 間遠って ゐる とすれば、 これらの 事實は それ 以外に 如何に 說明 さるべき であるか？ 

これら 最近 三ケ 年の 輸出 額 評價の 研究 を 試みた 所以 は、 バラ/. -な統 一 のない 性質の もので は あるが、 輸出が 低く 見 

積ら れてゐ るとの 證據 があった からで ある。 一九 一三 年に 私が 靑 島で 調査 を 行って ゐた 間に、 私 は 唯 一 つの 商社の 報吿 

にか、 る 一九二 一年に 於け る靑 島からの 麥稃眞 田の 輸出 額が、 同 港での 全貿 關 して 稅關の 報告せ る總 額より は 多い 

こと を發兒 した。 又 一 九 三 一 年の 一 一月 汕 頭で、 私は稅 關報吿 にか. -るォ レ ンヂ の： g 出總 額が、 華 倚との 取引に 於いて 最 

も 重要な 地位 を^め て ゐるニ 支那 人 商社の 報告と 一致し ない こと を發兒 した。 双方の 場合と も、 稅關 の數字 は遙に 小額 

である こと， そして そのこと は 商人の 間で は 常識と なって ゐる こと を、 私は吿 げられ た。 天津 及び 奉 天で は、 毛皮が 明 

に 低く 評價 されて ゐ るか もしくは 記 錄 されて ゐ ない。 或は その 双方で ある。 

この 様た 報道に 基いて、 私 は 上海の 支那 國定稅 則 委員 會 との 間に 數次 意見の 交換 を 行った。 その 結 EST 地方 市場の 價 


格との. 可ら かの 總體 的な 比較に よって、 稅關の 評 債. 55^ 吟味す る こと は 不可能で ある ことが 分った。 惯格 統計 は 利用で き 

ぬし、 數 多の 技術的 困難が ある。 市場 は稅關 報告の 中には 見出されぬ 品質の 1^ 別 をして ゐる。 測定の 單 位が 數 多の 困難 

を 提供して ゐる。 然し、 從量稅 を 支拂ふ 貨物 は、 從憤稅 を支拂 つて ゐる ものより は、 不正に 評價 されて ゐる — そのこ 

と は 通 5， 吊 低く 評憒 されて ゐる こと を 意味す る 11 やう だ、 との 點に 於いて は 一般に 一致して ゐた。 そして 輸入品よりも 


0 


輸出品 の より 大きな 部分が 稅量稅 を支拂 つて ゐ る ことが わかった。 

〔； H 一  0〕 轎 ffi 入 品の 1 九 二 九 年に 於け る 分布 は 次の 如し。 


輸入 C1 九 二 九 年の 輸入 稅率) 

免税 貨物 

從甭； 稅を 課せられる 貨物 

從價稅 を 課せられる 貨物 

輸出 (一 八 五八 年の 輸出税 率) 

免稅 貨物 

從量稅 を 課せられる 貨物 

從價税 を 課せられる 貨物 


八 ％ 

六 四 ％ 

二八 ％ 

二  ％ 

八  一 ％ 

一 七 ％ 


そこで、 この 問題に 色々 な 方法で 當 つて 見た。 支那 稅關 の報吿 にか X る 支那の 國際 貿易に 含まれる 货 物の 雜愤 額と、 

支那と 交お ^ して ゐる 主要な 外阈の 正式の 貿易 統計に 報告され てゐる それとの 比較 を 試みて 兑た。 一 九 一 一八 —— 一 九 一一 ：〇 
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第一 篇總論  ニー 〇 

年の ものに この 方法 を 適 w した 結 2^ は、 支那の 稅關 統計 は訂 *正 を 要する と 信す る 最も 强 固な 理ぬを 見出した。 

先づ、 支那から 外國に 輸出され る 貨物に 應 W して 兑 たこの 比 if の 結 から 考察して 見よう。 主だった 外國に 支那から 

直接 輸出され た 數字は 支那の 稅關 報告から 採り、 支那 弗で 現 はした" 諸 外國が 支那から 輸 人した 數字 は外國 貨幣で 現 は 

された 各國の 公式 貨物 統計から とって、 それ を 支那 弗に 換算した。 香港からの 輸入 はでき る 限り 削除した。 但し、 ドィ 

ッ、 フランス、 ィ タリ ー について は それが できなかった、 支那から 輸出され る 貨物に ついては、 支那 側の 數字を 一 〇〇 

として 外！： 側の 數字は それに 對 する 比較的 指 數を以 つて 表現した。 さて、 三ケ 年に 對 する 結果 は 左表の 如くで ある。 

第一 一十一 一 表 一 九 二八 年 1 1 九 三 0 年間に 於け る- W 要 諸 園への 錄 出額 指數 

(支那からの 直接 輸出 支那 弗 額 を 1 〇〇 とす) 


總 
計 

ベ 
,レ 

ギ 
1 

佛 

印 
度 
支 
那 

ィ 
タ 

1 

七 

六 

-ts 

七 

ノ  V 

ん 

八 

七 

七 

3i> 

ギ 1 九 三 〇 年の 詳細 は 本章の 附錄の 表に 揭载。 

0^ 使用され た爲替 相場 は、 稅關 によって 報告され てゐ ると ころの、 諸 外 國通货 で 表 はした 泡關兩 の等惯 である。 一雨 は 

支那の 1 • 五 〇 弗と 見做した。 

卽ち、 支那の 統計に よる 輸出 貨物の 备百 支那 弗に つき、 外國 側の 統計で は 一 九 1 一八 年に 百 三十 七 支那 弗、 一 九 三 〇 年 

に は 百 七十 五 ニー 支那 弗の 受取りに なって ゐる。 一九二 八 年の 數字は 高い、 これが 第一 點。 外國 側の 债 額が 支那 側の 額 

を 超 加した 百分率 は、 一 九 一 一八 年と 一 九 三 〇 年の 間に 約 一 一倍した。 これが 第一 ー點 である。 第 一 點に關 して は、 ^岡 を經 

て 乙圈に 渡る 所謂 仲繼 貿易の 不明 額が 含まれて ゐ ると 云へ よう。 ドイツの 場合 は 明かに そうで ある。 然し、 三ケ 年の 期 

間に 一旦る 指數の 一 般的 上向に 就いては、 簡 單に說 明が つかない。 

支那に 向けて 輸出され る 貨物の 研究 は、 遮般の 事情に 一 曆の光 を 投げ かけて ゐる。 同一 外 國諸國 の數字 は、 支那 行き 

の 貨物の 價額を 一 〇〇 とした 外、 前と 同 一 處 置が 採られた。 三年 問の 一 般 輸入額 指數は 左の 如くで ある。 

一 九 二八 年  一 〇四* 七 

1 九 二 九 年  1〇三丄ハ 

1 九 三 〇 年  九 七 丄1 
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これ は外國 統計に よる 一 九 三 〇 年に 支那へ 輸出され た 貨物の 各 百 支那 弗 毎に、 支那 側の 報告で は 九 七 • 一 一 支那 弗の 輸 

入に なって ねる こと を 意味して ゐる。 卽ち 一九二 八 年よりも 比較的小 額で ある。 輸入 指數は 低く 且つ 減退した。 

•  い 出 指^の 增大と 云 ふこと は、 三ケ 年の 期間に 亘 つて、 支那-の 評價 額が 外國の それに 比して 減退した 事 を 意味す る こ 

とに 注意すべき である。 亦、 輸人 指數の 低落 は、 外國の 評價に 比して 支那の それの 減退 を 意味す る ことに 注意す べきで 

ある. - 輸出の 場合に ついて 云へば、 減退 は 約 二倍に も 達した が、 方向 そのもの は 同一 である。 

この 期 問の 顕著な 一般的 變 化と 云へば、 銀價の 下落で ある" もしも 支那の 稅關 によって 報告され る銀價 額が、 何 かの 

由で 銀の 下落した だけ 變更 される ことがなかった としたら * 吾々 の發 見した やうな 結 《^ になら う。 その 時 は、 支那から 

の1抓.？^は、 事實上 アメリカ 合 衆國の 貿易 統計に は、 米弗慣 格に 對 する 銀 建 等 債の 昂騰 を 考慮に 人れ て， 年々 ヨリ 高い 價額 

2 

が 記入され る 時に、 支那 稅關 では 相 變らす 例へば 一 單位 にっき 三 支那 弗の 割合で、 評價 しつ ビ けられる ことにな らう。 支 

那へ の 輸入 は、 實際は その 金憒 格が 銀で はもつ と 高い 評價を 必要と する 時に、 依然として 例へば 百 支那 弗を以 つて 評價し 

つ けられる だら う。 正にこう した 支那 稅關の 評價の 遲滯の 中に こそ， 吾々 は 一 つの 有りうべき 說明を 見出す ので ある。 

輸出 指数のより^ 速な 上向 は、 この 說 明と 一致して ゐる、 支那 輸出 商品の 稅 關評價 は、 輸入品の 評價 よりも ー歷 習慣 

の 惰性に 拘束され 易い。 尙、 輸出品の 大きな 部分が 稅量稅 を 支拂ふ ものであると 云 ふ 事實も ある。 

【は 一 一一】 支那の 三 弗 は 偶々、 アメリカ 合 衆國へ の輸 品た る モシ モット 皮の 價 格に 略々 相赏 して ゐる。 然るに 支那 税關の 評お と 

アメリカ 側の 評價 額の 支那 弗 換算 額との 相違 は 左の通り であった。 

支那 側の 評價  アメリカ 側の 評價 

一九二 八 年  二  • 六 七  三 • 八 六 


一九二 九 年  17八 二  四 • 四 五 

1.1^三〇年  ニニ 六  三 丄ニ九 

加 ふるに、 アメリカの 報せ して ゐる 一九二 九 年の 支那からの モルモット 皮の 輸入 は、 支那の 仝 外國に 封す る 輸出 報 以上 に 

なって ゐた。 アメリカからの 支那へ の 轍 出品 中、 支那 稅關 による 一 單位赏 りの 評價の 昂騰が、 アメリカの 評價 額の 銀 換算 額の 

昂騰に 追つ かな か つた 商品と して は 葉 煙草 を 舉げる ことができよう。 

六、 一九 〇 二 年 11 一九 三 〇 年間の 輸出の 評價 

1 九 一 一八 11 一  九 三 〇 年の 三ケ 年に ついて、 吾々 は 輸出 指數が 一 三 八から 一 七 五に 達し、 輸入 指數が 一 〇〇 を 前後し 

てゐる 事を發 見した が、 今度 は 日本、 アメリカ 合衆國 及び イギリスの 三 國に對 する 支那 貿 23^ に關 する、 同ー性！！ひの^^^數 

で、 一九 〇 二 年から 一九 三 〇 年に 至る 全 時期に 亘る もの を 計算して 見た。 この 三國 はこの 期 中、 支那の 外！： 貿„^ ^の 約 

半分 を ト：： めて 來た ものである。 輸出 指數 はこの 長期 間に 直って、 それに 對 する 輸入 指 救よりも 終始、 高い ことが 兑 出さ 

れる。 卽ち、 全 期間 中 輸出 指數は 一 三  一 • 五で 輸入 指數は 一 〇四* 四であった。 支那の 稅關 統計 は、 他の 諸 外阈が 支那に 

輸出した と 報告して ゐる 貨物の 毎 百 支那 弗 毎に、 百 四 支那 弗 を 報告して ゐ ると 見て 不合理で はない。 百 支那 弗の 支那 側 

輸出が、 それ を 受取った 側で 百 三十 一 支那 弗の 輸入と して 報告され て ゐる事 « ；は說 明 を 要する。 それ は 支那 側の 救 字が 

外國へ の 輸出 を 低く 評價 して ゐ ると 想像して、 最も 手っ取り早く 說明 がっく。 

外國 側の 評價 によって 支那の 評價を 吟味す る この 方法の 不確實 性 ど 誤謬の 可能性と は 明かに 大 である。 然し、 一九二 

八 年 11 三 〇 年間の 諸事 實は 支那 側の 數 字に、 訂正の 要 ある こと を 極めて 明かに 指摘して ゐ るので、 この 方法 を 試み ざ 

第 十一 章 貧 易 及び 正貨 移動  ニー  三 


第一 篇總論  ニー  四 

る をえなかった。 輸出の 稅關 評價と 支郑の 市場 評 價とを 直接 比 if できれば 一番よ かった ので あらう が、 それ は 不可能の 

ことであった。 

そこで、 支那と 外國の 評價の 比較 を 一九 〇 二 年 迄 遡って 試みて 見た。 その 結 EiT 支那の 輸出 額 は 低く 見 積ら れてゐ る 

との 結論と 一致す る； 吏に 一層の 證據を 吾々 は 得た。 而 して、 こ Q 結論 は 他の 分野からの 證據 によって、 及び、 むしろ 一 

般に 支那の 商人た ちに 懐かれて ゐる 意見に よって 支持され てゐ るので ある。 

これらの 事實 から 考 へて、 私 は 一 九 〇 二 11 一九二 八 年の 全 期間の 輸出 報吿 額に、 その 五 ％ を附 加す る ことによって 

支那 稅關の 輸出 數字を 訂正 せんこと を 提案す る。 但し 一 九 一 一八 年 11 一  九 三 〇 年の 三ケ 年の 研究に よって 明かに された 

事態から 兑て、 五，^ とい ふこの 一般的な 訂正 率 は 一九二 八 年に は 適用し えられる が、 一九二 九 年に は その 率が 七 • 五 ％、 

一九 三 〇 年に は 一 〇％ に 高まった と 私 は 見る。 私 は、 この， 訂正に よって、 支那 稅關 の數 字よりも 眞 相に 近い、 支那から 

の 商品 輸出 額 を 示す ことができ ると 信す る。 

七、 輸出 價 額と 銀の 下落に 就いて 

本章の 目的 は 支那の 國際 貸借 表 を 作成す るに 當 つて、 支那の 貿易 銃 計 は その ま \ 信用で きる かと 云 ふ觀點 から その 統 

計 を 1  マ 味す るに 在って、 私 は その 範圍を 超える ことはなかった ので あるが、 一 九 一 一八 年 ！ 一 九 三 〇 年の 研究の 結 菜 は、 

支那 輸出品の 低い 評憒 はこの 期間に 於け る 銀の 下落と 關聯 して ゐ るとの 結論に 導いた。 もし その 事が 眞實 ならば 吾々 は 

大戰中 銀價の 高かった 時期の 輸出 指數を 一 九 一 一 五 年 以来の 價の 下落 時期の それと 比較す る ことによって、 同 一 性質の 


據を 見出す はすで あらう。 周知の 如く、 銀の 金 價格は 一 九 一 六 11 一  九 一 九 年間に 急速に 口が 騰 した。 而 して 同期 il に 於 

ける 日本、 アメリカ、 イギリスの 三ケ 國に對 する 支那の 輸出 指數 は、 次の 如くであった。 (何れも 支那 側の 數字を 一 〇 

〇 として) 


九 

プ 


六 年 

七 ， 平 

八 年 

九 年 


一 子 五 

一 九き 四 

1 六丄 一 

〇五* 六. 


1 九 一 1 五 年から 一 九 三 〇 年 迄、 銀 憤 格の 下落が 繼 緩し、 相當 急速だった。 一 九 一 一 五 たやに 一 ォ ンス にっき 〇 丄ハ九 米 弗 
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につ.^ て 支那の 數 字の 示す ところの ものよりも 一 暦 急速に 增 加して ゐる 害で ある。 この 事 は 銀の 下落が 支那の 外國貿 

易に 及ぼした 影響の 或る ものが、 支那の 稅關 統計に よって 隱蔽 されて 來 たこと を 意味す る。 
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の 問題の 解決 は、 支那に 於け る 輸出 商品の 現實 の銀價 格と 稅關評 價の關 係の 充分な 吟味に か，， つて ゐ る。 私の 勞作 は單 

に 次の 主張 を 可能なら しむる ものにす ぎない。 曰く、 支那の 數字 は、 現實に 支那の 輸出 貿易 を 促進した 一 要素 を、 猿蔽 

する もので ありうる と 0 
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第二 十五 表 一 九 一二 0 年に 於け る 諸外國 への 支那 貸 物の 支那 及び 外 國 貨幣 を以 つて 現 は 

した 錄 出額 (單位 百 萬 X 各 II の官 廳 貿易 統計 及び アメリカ 商業 年^によ る) 
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第 十一 一章 支那の 國際 貸借 

主要 項目に 關 する 前 諸 章に 於け る 議論に よって.' 支那の 國際 貸借の 總體 的な 記述の 途が拓 かれた からして、 へ r 度 は そ 

の 一 般 的な 記述に 移らう。 この 課題 は 必すゃ 多少 複雜 する に 相違ない から、 先 づ大體 の 筋道 を 述べて おかう。 第一 に、 

1 九 01 一年 -—— 一 九 一 三年、 及び 一 九 一 四 年 11 1 九 三 〇 年の 1 一時期に 於け る 各 代表 年の 狀態を 示す 爲に、 支那の！： 際 

貸借に 於け る大 項目 を まとめて おいた。 これ は 現 世紀 間の 狀 態に 對 する 全 體的觀 察 を 提供す る。 次いで 小 >祖 目に 關 する 

報告の 提示が 續く。 その 詳細 は 一 九 一 一八 年 11 1 九 三 〇 年 の三ケ 年に 關 してし か 知られて ゐな いが、 吾々 の 有する 報 

吿の すべて は、 小 項目の 合計 は 今世紀 中 重要で あつたとの 結論 を 指示して ゐる 。その 次に は、 一九二 八 年、 I 九 二 九 年 

及び 一 九 一二 〇 年の 三ケ 年に 關 して、 利用し うる 一 切の 報吿を 提示す る。 もし、 支那の 國際 金融 的 地位 を 知らん とせば、 

吾々 は 注意 深く 編纂した 年次 的數 字を缺 いて は滿 足す る ことができない。 この 第三の 研究に 於いて はか.. る 數字を 提供 

する 試みが 爲 された。 一 九 〇〇 年 以来の 二 時期に 於け る 詳細な 表 は 本章 末尾の 附錄の 中に 揭 載して おいた から、 本文に 

於け る 一般的な 數 字の 背後に ある もの を 知りたい 人 は、 宜しく それ を參 照され たい。 もし、 本 研究が 支那の！： 際 貸借に 

關 する 吾々 の 知識 を 高めた と 主張す る ことができる とすれば、 それ は 主として 事業 投資に 從來 よりも それの 正當な 地位 

に  一 Ei? 近いと ころの もの を 振り 當て たこと、 及び 資本 項目 (capital  item) を 流動 項目 (current  item) から 分離す る 試 

みを爲 した 事 實 に^く もの で ある。 

第 十二 章 支那の 國際貧 借  ニニ 1 


第一 篇總  論  ニニ 二 

一、 一九 〇 二— 一九二 二 年の 時期 (第二 十七 表) 

吾々 の 扱った 大項 E は、 華僑の 送金、 政府 負 俊 及び 事業 投資に 基く 支 拂と受 取、 及び 最後に、 商品 貿易 及び 正貨 移動 

より 生す る牧 支で ある。 吾々 は 先づ、 差當 り、 資本 項目と 流動 項目と を I^i; 別せ すに、 一九 〇 二  ！ 一九 一三 年の 時期の 

代表 年 もしくは 平均 年に 於け る これら 諸 項目 を 考察して 見よう。 平均して 支那 は、 華僑の 送金に 基く 受取と して 年に 一 

億 五 千 萬 支那 弗の 割合で 受取った。 反對に 支那 は 政^ 負 度 及び 事業 投資の 結果と して、 貿易 及び 正貨 移動に よる 一億 四 

千 八 百 六十 萬 支那 弗の 外に，^ に 四千 四百 七十 萬 支那と いふ 額の 純 支拂を 必要と した。 この 最初の 時期に 於け る支拂 は， 

從 つて、 年に 一 億 九 千 三百 三十 萬 支那 弗、 受取 は 一 億 五 千 萬 支那 弗の 割合であった。 その 結果、 支拂の 側に 四千 三百 三 

十 萬 支那 弗と 云 ふ IS はば 說 明ので きない 差額が 殘る。 どうして この 額が 支拂 はれた かに ついては、 何等 はっきりし たこ 

と は 言へ ない が、 小 項 冃に關 する 報告 は、 それ 等が 受取 超過で あつたの だとい ふ 結論に 導く。 

日露 戰爭 に關聯 して 日本 及び。 シァ から 支那に 金され た 或る 金額 は、 勘定から 除外して おいた。 この場合の 支那の 

受取 は相當 多額であった ことに 疑 ひない が、 それ は 特殊な 事情の 下に 起った 事であって、 一般的な 事情の 描寫の 試みに 

於いて は 無視して 差 支ない 項目で ある。 

尙 亦た、 この 時期 は 額 こそ 極めて 小額だった が、 銀の 流人の あった 時代で ある こと を 注意すべき である。 成程、 支那 

から 銀が 流出した 一 --〇一  一 11 一  九 〇 八 年と いふ 可な りの 期 問が あった (第一 一十 四 表 )o が、 然し、 後年に 於け る 純輸人 

は 1 1 百 W 十 萬 支那 弗 i:^ 平均 純 輸入と なった 程 多かった ので ある。 
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第一 篇 總  諭  ニニ 四 

次に この^ 一  期に 於け る大 項目に 目を轉 じて、 資本 項目の 地位と 重要性と を 明かなら しむる やうに それ を 提示して 見 

よう。 支那 は 一 九 01  一 ！ 一  九 一 三年 中、 華僑の 送金に 基いて、 一 億 五 千 萬 支那 弗の 流動的 受取 を もって ゐ たと 言って 

ぃ&。 と 同時に、 支那 は 借款 利子 及び 事業 利潤と して、 吾々 が 年に 一億 五 千 八 百 五十 萬 支那 弗と 計算した 流動的 支拂を 

せねば ならなかった。 加 ふるに、 年に 一億 四千 八 百 六十 萬 支那 弗の 割合で、 商品 貿易 及び 正貨 移動の 純 輸入 を決濟 する 

爲の 流動的 支拂を 必要と した。 これらの 收支を 差 引いて、 吾-^ は 流動 項目と して 年に 一億 五 千 七 百 十 萬 支那 弗の 純支拂 

額に 到達す る。 

かくて、 支那の 經濟は 一九 〇 二  11 一九 一 三年 間 を 代表す る 一年に 於いて、 この 一億 五 千 七 百 十 萬 支那 弗なる 純支拂 

を爲 さねば ならなかった。 この 額 は 支那 經濟 が外國 から 借金し、 もしくは 新 事業 投資に 基いて 外國 から 受取りつ.^ あつ 

た 割合 を 示す ものと 想像し えられる。 吾々 が资本 項目に 目を轉 する 時、 吾々 は 年 平均 一 億 一 千 三百 八十 萬 支那 弗の 割合 

で 純 受取が あった こと を 見出す。 卽ち、 上記の 流動的 支拂 はこの 割合で 資本 輸入 を 伴った 譯 である。 だが、 まだ 說 明の 

つかぬ 四千 三百 三十 萬 支那 弗なる 〈in 額が 殘 つて ゐて、 それ は 毎年 支拂を 必要と し、 而も 資本 輸入 乃至 は 知られて ゐる他 

の 何 かの 受取りに よって カヴァ ー されなかった ものである。 この 說明 できぬ 差額 も、 もし 吾々 が、 國 際 貸借に 於け る 小 

項目に 關 する 充分な 報吿を 持って ゐ たら、 相當 減少され る だら うこと は 疑 ひない。 乇 ー スは 一九 〇 三年 度に 關 して、 小 

項目が 純 受取 を もたらし たと 評價 した。 後出の 一 九 一 一八 11 一  九 三 〇 年の 三ケ 年の 評慣 も、 同 一 結論に 導いた。 

二、 一九 一四 I 一九 三 〇 年の 時期 (第二 十八 表) 


第二の 時期に なると 吾々 に は 次の やうな 狀態を 見出す。 但し、 差當 つて は资本 項目と 流動 項目 を 15i ^別し ないから その 

點 記憶 を 願 ひ 度い。 支那 は 華 倚の 送金と して 年に、 二 億 支那 弗 を 受取った。 それに 對 して 純支拂 は、 政府 負^ 及び 事業 

投資に 基く 一億 一千一 一 百 三十 萬 支那 弗、 及び 商品 貿易と 正貨 移動に 基く 一 一億 八 千 三十 萬 支那 弗の 割合で 必要と された。 

かくて、 說明 のっかぬ 差額 は 一 年に 少 くも 一 億 九 千 一 一 百 六十 萬 支那 弗に 及んで ゐる。 

注意すべき は、 前期に 比して 多額の この 說明 のっかぬ 差額 は、 何ら 銀の 喪失 を 伴はなかった ことで ある。 銀 は 支那に 

流人し つ \ あった -而 かも 前期よりも ヨリ 急速な 割合 を以 つて。 年 平均の 銀 純 輸入額 は 六 千 一 一 百 九十 萬 支那 弗であった。 

それ 以上に 重要な 事 は、 貿易 及び 正貨の 移動 を 示す 諸 表に よれば (第一 一十三 表 及び 第一 一十 四 表)、 まさに 商品 貿易の 輸入 

超過が 大きかった 諸 年に 於いて こそ、 屢々 銀の 流人が 異常に 多かった こと を 明かに して ゐ るので ある。 從 つて、 銀の 移 

動 は 支那の 阈際 貸借に よって 提示され た 困難 を、 容易に 解決し うる 望み を與 へない。 先に 行って 指 適する であらう やう 

に、 一 九 三 〇 年と 一 九 三 一年 は それ 以前の 狀 態と 違った 變化を 示して ゐ ると 信すべき 理. W が ある。 

【註 I〕 支那の 輸入超過に 關 する 興味 ある 二つの 註釋 が、 拙著.？？ き iizs  -i. さ. に CS /or  Shanghai, 19〔6,  pp.  as9l 

90 に集錄 されて ゐる。 一 八 三 三年の 一 支那 人 官吏 は、 『夷狄の 貪慾 を滿 す』 爲に 『國 土の 蜜』 が 流出し つ、 ある 寧 を こぼした。 

改革者 譚嗣问 は、 次の 如く 述べた と傳 へられて ゐる。 曰く 『貸 易の バ ラ ン ス が 支那に とつ て 逆で あるに しても、 K 易 を 綾け て 

ゆく 事 は 依然として 支那に とって 有利で ある。 蓋し、 そ の 場合に は 西洋人 は滿 さねば ならない 吾々 の 經濟的 需耍を 供：^ してく 

れ るが、 彼らの 受取る もの は それだけ では 飢谒 を醫す ことので きな い 金ば かりだら うから』 と。 事 K として は、 支那 は！？： 洋人 

から 货物 の みならず 亦 銀 を も 受取 つて ゐ るので ある。 

次に、 流動 項 E と 資本 項目の 一 £1； 別 を 適用して、 一 九 一 三年 ！ 一  九 三 〇 年間の 狀 態の 再吟味 を 試みよう。 大 の 第 
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一 たる 華僑の 送金 は、 年に 二 億 支那 弗に 達する 流動的 受取 を 示して ねる。 政府 e ぉ務と 事業 投资は 二 億 九 百 七十 萬 支^ =^ 

の 流動的 支拂を 必要なら しめた. - 商品 貿易 と 正貨 移動に ついては、 平均 一 年 一 一億 八 千 三十 萬 支那 弗 の 流動的 支 拂がぁ 

つた。 吾々 は これらの 數 字から、 ま那 からの 純支拂 はこの 期 問 中、 一年に 二 億 九 千 萬 支那 弗の 割合であった こと を 見出 

资本 項目 を 見る に、 その 平均 受取 は 前期より 少 かった こと を 見出す。 多く も 年に 九 千 七 百 四十 萬 支那：^ にし か 達しな 

かった。 かくて、 吾々 は搏 びかの 說 明ので きない、 年に 一億 九 千 二百 六十 萬 支那 弗なる 差額に 到達す るので ある。 

1 九 一 一八 11 一  九 三 〇 年の 三ケ华 の評惯 から 見て、 前の 時期に 就いても 言 はれた 通り 小 項目が この說 明の つかぬ 差額 

を大に 減少 させて ゐ ると 言 ふこと がで きる。 三ケ 年間の これらの 小 項目に ついては、 以下の 別 節に 扱 はれて ゐる。 而し 

て、 これらの 小 項目の 評價 をす ませ、 この 三ケ 年の もっと 詳細な！： 際 貸借 を 提示して から、 もう 一度 この 支那の 輸入 超 

過に よって 提起され た 一 般的 問題に 立歸 つて 論じて おいた。 

三、 小 項目 

小 項目の 第一 は 軍事的 目的の 爲の 受取、 卽ち、 支那 國 土に 在留す る外國 軍隊 及び 支那 領海に 於け る 外^ 軍艦の 維持 费 

の爲の それで ある。 私の^ 出した この 項目の 總額 は、 他の 研究者の それより は 一 求る しく 大きい。 ^の數 字 は獨自 的な 評 

價の 結^で あり、 且つ 私の 数字が 餘り 多すぎる こと を發 nl^ した 0 ちに 注意 深く チ H ック した ものである。 一 九 三 一 年舂 

に 支那に 滯 在して ゐ た外陣 軍隊 は、 日本が 一 萬 二 千 六 百 名、 イギリスが 七 千 百 五十 名 (香港 を 含めて)、 アメリカが 二 千 


八 百 名、 フランスが 千 九 百 五十 名、 ボルト ガルが 千 五 百 名、 ィ タリ ー が 四百 五十 名であった。 一九二 七 年から 一九 三 一 

年の 秋の 間に は、 略々 平常に 變らぬ 兵數が 居った。 た^、 それ を 一九二 七 年 前と 較べる と 相當增 加して ゐた。 加 ふるに 

一 九 一 一八 年の 五月と 十 I 一月の 間に は 一 萬 五 千 名の 日本 兵が 山 東に 滯 在して ゐて、 そのうち 六 千 五 H« 名 だけ は 一 九！ 一九 年 

五月 迄 支那に 留 つて ゐた。 これら 軍事的 目的の 支出に 關 する 評 價に 就いては、 かなり 多數の 報告が ある。 在滿 日本 锁道 

守備兵の 費用と して 年に 日本 政府の 支出した 額 は、 六 百萬圓 から 千 百萬圓 と報吿 されて ゐる。 在 支 イギリス 軍の 費 川 は 

約 百 三十 萬磅 であった。 アメリカ 政府の 同じ 支出 は 二百 五十 萬 米 弗 以下であった 答 はない。 その他 諸國の 軍隊 は 恐らく 

アメリカ 以上の 支出 はしなかった らう リ 從 つて、 總計は 一 九 三 〇 年分と して 四千 五 百 萬 支那 弗に 近かった に 相 遠ない。 

但し、 一 九 一 一八 年と 一 九 一 一九 年に は 日本 兵が 增 加して ゐ たの だから この 總額 はもつ と增 さねば ならない。 

モ. -ス はこの 項目 を 一 九 〇 三年に 三千 三百 七十 萬 支那 弗と、 ヮ I ゲルと シ— は 一九二 一年と 一九 一 三：^ に 四千 三百 五十 

萬 支那 弗と 見 積った。 ク I ンズは 前に 參 照して おいた 研究 中で 一 九 二 〇1 一 九 二三 年 2 平均 を 五 千 三百 萬 支那：^ と 計！：？^ した。 

〔一 IS 一一 一〕 本書 第 十七 章、 支那に 於け る 日本の 投资、 四の 3-。 

【！ IS 四〕 き h  China  Dally  N. 籠， April ノ 俸給 は 五十 萬に 達す ると 云 はれて ゐる。 そのうち 若干 は 差 引 かねば ならぬ。 

【__Ki 五〕 フー マ ン ス 兵の 半數は 佛領 印度支那の 土民で、 。ホ か トガ^ 兵の 一 定数 は アフリカ 土 K であった." 

支那 領海に 滞在す る 凡ゆる 種類の 外國 軍艦 は， 一 九 三 一年 春に、 イギリスの 四十 叫隻 (約 その 半數 はぶ H 港に 滞在して ゐ 

る) 日本の 二十 隻、 その他 十五 壟であった。 軍艦の 維持費に ついては、 イギリス 及び アメリカの 軍艦 屮 から 選んで その 

維持費の 注意深い 評價を 行った。 夏 中 は 通常 支那 領海に 滞在す る 軍艦が 增 える こと も 考慮に 加へ て、 一 九 三 〇 ハゃ 分と し 

て 六 千 萬 支那 弗の 評惯 が妥當 である ことが 發 見され た。 陸海 軍費 を 合計した 私の 評價額 は、 一 九 二八 年に 一 億 三千 九 百 
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七十 萬 支那 弗、 一九二 九 年に 一億 二 千 百 萬 支那 弗、 一九 三 〇 年に は 一億 支那 弗で ある。 

第二の 項目 は、 布敎團 によって、 及び 慈善 並びに 敎育 目的の 爲に 年々 送金され る 額で ある。 種々 の團體 が、 支那に 送 

. 金した ものと して 私に 報告した 額 は、 一九二 八 年に 七 百 六十. 九 萬 六 千 二百 七十 七 米 弗であった J アメリカ 諸 團體の 直接 

の 送金 以外に カトリック 圑體 及び r 布敎 協會- 一.： (1 ざ ppgi ョ dii  Fidci) によって 支那に 送金され た 額 は、 最近 數 年のと ころ 

四 kn 萬 支那 弗で あつたと 私 は 見 積って ゐス ふ." イギリス 及び ョ， I  n ツバ 大陸の 新敎團 US による それ は、 少く とも 七 百 萬 支 

那 弗に 達して ゐる。 行政、 慈善 的 目的の 爲に 日本からの 送金額 は 最近 數年 では 六 百 萬 圓と評 慎され てゐ るが、 そのうち 

の 四百 萬 圓は關 東廳の 用途に 當 てられた ものであるから、 外交 及び 領事 事務の 爲の途 金 中に 包含 させて あるつ 文化、 慈 

蒂的 目的の 爲め、 日本からの 送金 を、 私 は 鼓 近 数年のと ころ 二 乃至 三百 萬 圓と兑 る. - 加 ふるに 中 園 華 洋義賑 救 災總會 が 

私に 報告す ると ころに よれば、 一 九 一 一八 年に 三十 三 萬 六 千 支那 弗、 一 九 一 一九 年に 百 四十 萬 支那 弗 一 九 三 〇 年に 百 四十 三 

萬 支那 弗の 海外からの 寄附が あった。 銀の 下落、 布敎 目的の 支那への 送金 は 一 九 一 一七 年の 混 亂後は 平常 以下であった こ 

と 及び 世界 不況 等々 の 事實を 考慮に 入れて、 私 は布敎 及び 慈善 的 目的の 爲の 支那 へ の 送金 は、 一 九 一 一八 年に 一 一千 五 百 萬 

ま那 弗、 一 九 一 一九 年に 三千 萬 支那 弗、 一 九 三 〇 年に 四千 萬 支那 弗なる 評慣 額に 到達した。 

【一！； S 六〕 本書、 第 十五 章 支那に 於け る アメリカの 投資、 四の 3。 

【一 jj^ 七】 カトリック 布 K 纹問體 は、 かれらの 在 支所 有 財^から、 ； 1^ の 見 積に よると かれらの 支那へ の 送金額の 二倍に 達する 收 入が 

ある こと を 附言して おかねば ならない。 Propaganda  Fidci の 外 主な 送金 は Society  of  retel.  the  Apostle 及び Society  of 

tlie  Blessed  Infancy を 通じて ほされる。 

【ほ 八】 本書 第 十七 章、 支那に 於け る B 本の 拔安、 四の？ 


外國 旅行者の 爲に 支那に 送金され る 金額の 評價 は、 上海で 調査の 結 及び アメリカと 日本の 宫 吏の 意見 を 訊した 結 

得られた ものである。 ； 1^ はこれ に、 遠洋航路 商船の 乘組 員た ちが 支那で 使 ふ 金額と か. -る 船舶の 修絡费 の 見 り を加箄 

した" その 三ケ年 (一九二 八、 一九二 九、 一九 三 〇 年) の 總額は それぞれ 二 千 五 百 萬 支那 弗、 二 千 五 百 萬 支那 = ^及び 三千. 

五 百 萬 支那 弗であった。 最後に、 數 人の 消息通が 獨 立に 私の 爲 に評惯 して くれた 支那に 於け る 外交官 及び^ 事 館員の 爲 

の 項目が ある。 この 項目の 私の 最後 的な 見 積 は 同じく 各三ケ 年に つき、 夫々 三千 萬 支那 弗、 三千 二百 萬 支那 弗 及び. 三千 

八 百 萬 支那 弗であった。  ，  ♦ 

【註 九〕 ；？^ は 支那に 於け る 事業 投資の 下に 報告され た 一 切の 船舶に 關聯 した 支出 を 除外した。 

次に 支拂 について は、 小 項目 中の 最大の 項目 は保險 料の 純支拂 である。 上海の 保險 業， S の評惯 によれば、 三年 間の 純 

支拂額 は、 一 九 三 〇 年に は 二 千 萬 支那 弗、 前の 二 年に は 千 五 百 萬 支那 弗づ つであった。 海外 支那 留學生 及び 旅行者への 

送金 は、 かなり 精確に 算定し うると 云って い.^。 支那 留擧 生の 平均 數は 恐らく 四千から 四千 五 KII 人の であった。 その 

うち 約 千 人が ョ ー 口 ツバ、 千 二百 人が アメリカ そして 二 千 人が 日本に 居つ だ。 私 は 彼らの 使用の 爲の 送金額 を、 同じく 

三年 間夫々 六 百 萬 支那 弗、 六 百 萬 支那 弗 及び 八 百 萬 支那 弗と 見 積る。 支那 外交 部が 私に 報吿 したと ころに よると、 支那 

の 領事館 員 及び 外交官の 海外 支出 は、 一 九 一 一九 年に 四百 四十 萬 支那 弗であった。 私 は 一 九 一 一八 年の 額 を それと 同額と 兑、 

一九 三 〇 年の 分 は 五 百 萬 支那 弗に！？ してお いた。 支那に 滯在 する 辨護 士、 醫者 その他の 自由業 者の 海外 送金に 就いて 

は、 夫々 一 九 一 一八 年に 五十 萬 支那 弗、 一 九 一 一九 年 同額、 一 九 三 〇 年 百 萬 支那 弗と 見 精る ことができた。 zi^. 後に、 映！？ ^ の 

使用お として 支那から 送金され る 額と して、 消息通の 評價 にか X る 額が 一 九 三 〇 年に 八百萬 支那 弗あった。 
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以上の 小 項目 を 合計す ると. ^の 如くなる 0 


受 

支 
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一 九 二八 年 

ニニ 四 • 七 
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一九 八 • 八， 


1 九 二 九 年 

二 一 六 •〇 

二 五 • 九 

一 九 〇 "一； 


(單 位 百 萬 支那 弗) 

一 九 三 〇 年 

二 一  八 •〇 

四 二  •〇 

一 七 六 •〇 


超 加支拂 

かくて、 吾々 は 以上の 小 項目の 評價を 得た 以上、 最近 三ケ 年の 支那 阈際收 支の 吟味に 移らう。 前に 二 時期の 總 額を算 

出す る 場合に は、 この やうな 小 項目の 評價は 利用で きなかった ので あるつ 

5*  I  0〕 支那 政府 敎育 部の 報告 Qdwl  Daily  Ncm,  Shanghai,  April 12. 1931) 在 上海 世界 支那 §£學 生 聯盟 報告 及び 

二 ュ I ョ ー ク の阔 際？；；？： 育 協 命： の 報告に よる。 

【一！ ii 一 一〕 詳細 は 本章 附錄の 三 ケハヰ 分の 表 中に 示されて ある。 

四、 一 九 二八 年— 一 九 一 一九 年 及び 一 九 三む 年に 於け る國際 貸借 

1 九 一 一八 年 1—- 一  九 三 〇 年の 三ケ年 は、 八 「日 支那の 直面して をる 諸問題の 或る もの を はっきりと 浮 出させ、 そして 支 

那の滿 足すべき！： 際 貸借に 到達しょう とする どんな 努力で もが 遭遇して ゐる ところの 諸 困難 を^み に 出して ゐる。 詳細 

は 本章 末尾の 附錄の 中に 揭げ ると して、 便 {f^ 上 私 は 左に 簡約した 表 を揭げ てお かう。 
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これ は 吾々 が 前に 八 r 世紀 以来の 全 期に M つて 喪き 出す ことができた 所の ものよりも 完全な 圖；！ と 爲 つて ゐる。 然し、 

太い 輪 職 は 伎 然として 同 一 である。 、王だった 流動的 純 受取 は、 一九 〇 二 年以來 依然として、 華 倚からの 送金で ある。 純 

受取 を 示して ゐる その他の 各お ハ0 は、 それに 比較す ると 小額で ある。 その中の最大.SEIは在支外國軍隊及びft^:E:■のハ；：^の 

送金で ある。 外國 軍隊 は 旣述の 如く、 一 九 一 一七 年以來 多數の ものが 支那に 常置され てゐ る。 華^^の送金は多額でぁる許 

りで なく、 香港 調査の 示す 如く この 三ケ 年に 增 大した。 一 九 三 〇 年に は 支那の 海外 勞働 者の 送金 は 減退した かも 知れな 

い が 、 事業 收入 の 送金 及び 投資 の爲の 送金 は 加し たので ある。 
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第二 十六 表 一九 一 I 八 11 一九 一一 一 0 年の 支那 國際 貸借 (單位 百 支那^) 


支那の 流動的 受取 

華 倚の 送金 

小 項目 

流動的 支拂 

政府 負債 及び 事 藥投. 资 

資易 及び 正貨 

流動^ 目の 支拂 超過 

资本 項目の 受取 

政. sfl, 債 及び 事業 投資 

說 明の つかぬ 差額 


110  一一，  0 

一一 一 
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【一 }jn  二〕  力 ^者 は 一 九 三 〇 年に シン ガボ ー ル から 送り 屍され た。 そして シャ ム 及び 印度支那に 働 口 を 採しても 容易に 見つから 

なかった。 だル ネオの.；. 乂那勞 働 者 は 支那 政府に 援助 を 乞 ひつ、 あると 報ぜられた。 支那 稅 闘の 移民に 關 する 畳甞、 Ift 

nil  f.hc  Forif  Tr (一 dc  of  China,  1930,  pp.  75—6.  4^ 一照。 

轍 入超 過は增 加した" 稅關の 報告に よれば， 支那 へ の 商品の 入超 は 一 九 三 〇 年に 六 億 一 一千 一 一 百 四十 萬 支那 弗であった。 

これ は 支那 貿易 始まって 以来の 最高 額だった。 然し、 一 九 三 一 年に は 八 億 千 一 一十 萬 支那と 云 ふ 驚く ベ き 額に 達した。 

もっと 完全な 知識が 〔ねられたなら、 前章で 試みられた 以上に この 項目の 整理が つくで あらう が、 何れにせよ か.^ る 多額 

な 数字の 一 部の 理由 は 支那からの 輸出の 過小 評價に 在る と 私 は 思って ゐる。 

が、 尙言ふ 可き 事が ある。 目下 吾々 の 問題と して ゐる この 最近 三年 間に 於け る 銀の 純 流入 は、 過去に 於け る どの 時期 

よりも 多かった。 卽ち、 一 九 一 一八 年と 一 九 一 一九 年に は 年に 一 億 五 千 萬 支那 弗 を 超えて ゐた. - 商品の 人 超 は 銀の 益々 增大 

する 流人 を 俘って ゐた。 この 點で 吾々 は 益々 說 明の しがたい 困難に 直面して ゐる やうに 思 はれる。 然し、 もっと 最近の 

報告で は、 この 傾向 は持續 しなかった との 結論に 導いて ゐる. - 銀の 純 流入 は 一 九 三 〇 年に 一 億 五十 萬 支那 弗に、 一 九 三 

一 年に は 更に 六 千 七 百 七十 萬 支那 弗に 減退した。 一 九 三 一 一年の 最初の 五ケ 月間に 於け る 銀の 純 流入 は、 金の 純 流出 を以 

つて^ はれた。 支那 は 金銀 共に その 流入の 增 大を來 さなくな つた。 

支那 政府の 度務 利子 支 拂額は 疑 ひもな く增 加し つ i ある。 この 點の 報吿は 全く 正確の ものと して 受容れ ねばならない。 

事業 投资に 基く 流動的 支拂は 銀で は 多少 增 加した が、 それ は 金 建で は 減少で ある。 この 支拂 は、 この 項目の 下に 日本に 

支拂 はれた 額の 日本側の 評價と 一 致して ゐる ことが 見出され たこと を 記憶すべき である。 
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各種の 小 項目の 純 受取 は 多額で あつたが、 この 三ケ年 問に 一旦って 減退して ゐる ことが 分った。 もっと 完全な 知識 を 得 

る ことができたら、 多少 この 額は增 加す るか も 知れない が、 全體 としての は 大きな ものである 箸がない。 

第二 十六 表 を 見る に 流動 項目の 收支 は、 三ケ 年に I 旦 つて 不足 額め 增加を 示して ゐる。 この 不足 額 に^して、 吾々 は 支 

那 への 资本 輸入に 基く 受取 を對 置す る ことができる。 後者 は三ケ 年に 亘 つて 增大 しつ 丄 めって、 一 九 一 一八 年に は 流動 項 

目の 不足 額の 半分 以上 を、 一 九 一 一九 年に は その 四 分ノ三 以上 を 償った。 

小- i5 目 を 含めて 三 ケギの 調査 をして 見 ると、 『說 明の つかない 差額』 は 一 九 一 一八 年と 一 九 一 一九 年に は あまり 多くな く 

なって ゐる。 然るに 一九 三 〇 年に は 貿易 及び }i=: 貨 移動に よる 支拂 の大增 加、 その 結果た る 流動 項目の 純 支拂の 增大、 及 

び 資本 _堪 目に 於け る 受取の 比較的小 額の 增加を 示して ゐる。 これ は 一 九 三 〇 年分の 說 明の つかぬ t:: 額が 一 九 一 一九 年より 

も增 加した こと を 意味して ゐる。 銀の 移動 は 事態が 一 九 三 〇 年に 變化 したと 信ぜし むべき 现. S を與へ てゐ る。 そして 一 

九 三 一年の すべての 數字 は、 輸入超過が 銀の 流人 を 制限す る 程に 大きかった との 結論に 導く。 疑 ひもな く、 この 變 化の 

一 般的說 明 は 世界 不況の 影響 中に 求めら るべき である。 

食料品 及び 原料 品の 惯格は 不況 中に、 完成品の 價 格よりも 急速に 下落した。 この 事 は 貿易の 條 件が 原料 生產 II にと つ 

て 不利に 頃いて 來 たこと を 意味す る， ，0 支那 も その^ 外た る こと はでき なかった。 支那が 外 EE より 受取る 同一 量の 商品に 

對 して、 支那 製品の 益々 增大 する 量を以 つて 充てねば ならなかった こと は 殆んど 疑 ひない。 贸 3^ の條 件に 於け る この種 

の變化 は、 支那が 最近 數 年に ヨリ 多 额の支 拂を爲 さねば ならなかった 事 實を說 明す る 一 助と なる。 然し 吾々 目下の 問題 

たる 如何にして か \ る 多額の 支拂を 決算 濟し たかの 說 明の 资とは ならない。 


資本 項目の 受取が 餘 りに 小額に 見 積ら れてゐ ると 云 ふこと は 有りうる ことで ある。 一 九 一 一九 年 及び 一 九 三 〇ハ 牛の 日本 

の 滿洲に 於け る 投資 は、 評價 額よりも つと 大きかった かも 知れない。 然し、 誤差が 大きかった と は 信じ 難い。 大部分の 

研究者 は、 受取の 中で 在 支外國 商館の 損失に よって 示されて ゐる 可な りの 額の 項目 を兑 落して ゐ ると は、 在 支 外阈實 業 

家の 意兒 である。 この 項目が 若干の 重要性 を 有して をる ことに 疑 ひ はない。 だが、 その 額 は 測定し がた く、 又 一九 三 〇 

年と 一 九 三 一年中に 於け る 情 態を說 明すべき 助けと はならない。 

S  I  一二〕 ォ， I リ ン (ohlin) 敎授が cse  cvnd  Phases  of  UIG  World  itjcs き 2.c  Dcpsshlh  G ひ nev.?  1931, で. 82. に 指 *w せる が 

如し。 價格變 動 を 示した 數 字に 就いては 同上 七 五— 八 〇 頁 を 見よ。 

SS  一  EI〕 何廉： Professor  Franklin  Kco 敎授は rrobkms  of  the  radfic  1929. 中に 公表した 彼れ の 計^ を、 南 開大舉 終； め 研究 

- 所の 1 公刊 物 中に 於いて 其の後^ 迄 及ぼした。 コンド "フ (J.  B.  conaliffe) は 彼れ の China ： き §omv.,  Boston,19r,2, 

p. 185 に 於いて ホラン ド (W.  L.  Hcllallco による 同 一 の 計算 を <t 照して ゐる。 

この 說明 を、 むしろ、 最近の 輸入超過に 隨 伴した 銀の 下落と 直接に 關聯の ある 何 かの 要因の 中に 求めた 方が、 より 合 

理的 である。 支那 及び 海外に 事務所 を 有して ゐ る外國 商社 は、 銀の 下落し つ- M める 時に 商品 を 支那に 輸入し、 而も その 

支拂は 銀の 昂騰 を 期待して 延期す る、 と 云 ふこと が唔 示された が、 これ を もっと 押し進めて 考 へる ことができよう。 銀 

下落の 期 問 中 一 般 に支拂 は、 銀の 上騰 を 期待して 延期され る 傾向が ある。 私 は 色々 の 場合に ついて その 證據 を發 見した。 

この やうな 延期 は 現實に は、 投機的 理由に よる 短期 務の 設定で ある。 この こと は、 『短期 债務" もしくは 『延期され 

た 金 通貨 债務』 なる 項 ほ の 下に、 何もの か を 一九 三 〇 伍-の 受取に 附 加すべき である こと を 意味して ゐる。 か.^ る 目が 

多額な ものと は 信じ 難いが、 銀の下落の直接的な結5^として成立した^^務は、 ^が 報 吿を得 やうと して 若干 試みた 結^ 
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豫 想した 所の 額よりか 多額で あるか も 知れない。 然し * これ は 一 九 三 〇 年 及び 一 九 三 一 年に 於け る 事物の 推移に よって、 

吾々 が これ を どう 說 明して い  > か面喻 はせられ てゐる 年々 の 情 態の、 有りうべき 一 つの 說 明に 關 する 暗示に すぎない。 

無論、 私が 爲し 得た ところよりも もっと 野心 的な 規模に 立った 研究に よる こと 無しに、 か 様な 短期間の 事物の 推移に 就 

いて 十一 一分な 說 明を爲 しうる と 云 ふこと は 不可能で ある。 その やうな 充分な 研究な くして は、 現 Fid は 解らない ので ある。 

吾々 が 年々 の 變化を 吟味す る 際に どんな 困難に 出 遭う にしても、 一 九 一 一八 11 1 九 三 〇 年の 三ケ 年の 研究 は 一 般の情 

況 をより 了解し 易から しめて ゐる こと は事實 である。 小 項目と して まとめられた 項目が かなり 多額の 流動的 純 受取 を も 

たらして ゐて、 支那の 固 際 貸惜の 問題の 解決に 相當 吾々 を 接近 させて ゐる こと は 疑 ひない。 一 九 二 九 年に ついて 示され 

た 如き 收支關 係の 研究に 倣って、 もっと 以前の 諸 年を觀 察するならば、 吾々 は滿 足すべき 解答 から 遠 く 離れて ゐ ない 

様に 思 はれる。 畫而 の眞の 輪廊は 示されて ゐる。 支那 は その 商品 及び 銀の 純 輸入 を決濟 する 爲に、 海外からの 送金に、 

外國 人の 新 投資に、 及び 小 項目の 一 群に 依據 して 來 たので ある。 

一 九 三 〇 年 及び 疑 ひもな く 一  九 三 一 年 も 同様、 新しい 困難 を 示して ゐる。 部分的に はこの 困難 は 輸出品の 低 評 價に歸 

因す る ものと 說 明し えられよう。 然し それ は、 銀の 流人 を 減退 させた ところの 1 つの 眞の變 化 を 示して ゐる ものの やう 

に 思 はれる。 そして 疑 ひもた A く、 この 年に 世界 不 5^ がま 那に 影響 を 現 はした 證據 である。  . 
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支那の 國際 貸借 を 示す 諸 表 
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第二 十八 表  一 4^ 一  西—  I 九 三 0 年の 時期の 國際 貸. 惜に 於け る. K 項目 C 單位百 萬 支那^〕 
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第 十三 章 支那の 國際的 經濟的 地位 

一、 支那 人の 海外 保有 財產と 支那に 於け る外國 人の 投資 

今や 支那の 園 際 的 經濟的 地位 は、 一 一組の 關 聯 して は ゐ るが 異 つた 統計に 現 はされ た 如き ものと して、 ^觀 察されうる。 

本書の 第 1 ー篇の 全部と 第 一 篇の 最初の 諸 章 は、 支那 政府の 對外 務と 支那に 於け る外國 事業 投資の 評價 に專ら 充てられ 

たもので あるが、 この政府負^^及び事業投资の總額を得る爲には、 支那から 年々 支 拂を齎 すと ころの 保有 財産と 然らざ 

る ものとの 15!: 別 を 不可能なら しめたと ころの 方法に よらざる をえなかった。 然るに 今や 支那からの 年々 の 支拂が 吟味 さ 

れ たからに は、 それらの 財產を 多少 連った 風に、 そして 支那の！： 際 的 地位 を眞に 理解 せんとせば どうしてもそう あら ざ 

る をえぬ やうな 見方に 一 & 5 接近して、 觀 察する ことが 可能で ある。 

前述した 通り、 支那に 於け る 外 國の 投资は 一 九 〇一 一年、 一九 一 四 年 及び 一 九 三 一 年に 一 定總 額に 達した。 今日に 於け る 

額 は 約 三十 三 億 米 弗で、 事業 投資 は その 中 約 一 一十 五 億 米 弗を數 へて ゐる。 事業 投資 は、 この 總 額が 正確で ある 限りで は、 

正當に その 項目の 下に 歸屬 せしめ えられる あらゆる 外國 人の 保有 財産の 評價を 含んで ゐる。 事業 投資の 總額を 得る に當 

つて、 吾々 は 外！： 人の 所有 關係 を德準 にした。 今や 吾々 に はこれ から 外國 人の 保有 財産 を、 支那からの 流動的 支 拂に反 

映された 所の ものと して 觀 察する ことができた。 如何に 外國 人が 支那に 多くの 財產を 所有して ゐる にせよ、 彼らの 有効 


な 保有 財產は 支那の！： 際 的， f 位の 觀點 から は、 一 九 〇 一 一 11 一  九 一 三年の 年 平均に 於いて 一 億 四千 八 百 五十 萬 支那 €- の 

支拂 を、 一 九 一 四 if 一  九 三 〇 年の 時期に 於け る 年 平均に 於いて は 一 一億 九 百 七十 萬 支那 弗の 割合で 支拂を 裔らす 底の も 

のであった。 

支那に 於け る外國 投資 を この 角度から 觀 察する とき、 吾々 は 支那の 受取 中 終始い ilil.3s せる 地位 をい ：！ めて ゐた 一項 目、 卽 

ち 華僑の 送金との 比較 を 試みる ことが 可能と なる。 華 橋の 送金に 關 して は、 その 大部分が 支那 人家 族に よって 海外に 所 

有されて ゐる 事業 財産に 基く 送金で ある こと を 記憶すべき である。 海外の 支那 勞働 者の 送金 も 若干 重要な 役割 を^ じて 

ゐる こと は眞實 であるが、 一般的に 云って、 華僑の 支那への 送金 は財產 牧人 及び 事業 利潤な ので ある。 

. 疑 ひもな く、 支那 人の 海外 保有 財産の 完全な 總額は 未だ 算出され たこと がない。 たと へその 算出が 可能 だとしても、 

外國 人の 在 支 保有 財産より は 支那の 國際牧 支との 關 係が 稀薄で あらう。 支那から 一 文 も 支拂を 齎らさない 外！： 人の 財產 

が i ロ爾濱 及び 上海に あるが、 サンフランシスコ 又は 蘭 貢に ある 支那 人財產 中支那に 送金して ゐる 割合 は 恐らく それより 

小さいで あらう。 私 は 種々 の 中心地から、 故國に 送金して ゐる 支那 人數の 割合 を 知らう と 企てた。 旣に 指摘した 如く、 

臺灣 在住の 支那 人 は 家庭 を そこに 持って ゐて、 事實上 支那へ は 送金して ゐ ない。 アメリカ 合衆國 在住の 支那 人の 多數 は， 

最早 故國に 送金す る 程の 深い 交涉を 支那に もって ゐ ない。 他方、 私 は シン ガボ ー ルのー 銀行から、 その 地方の 五 〇％ も 

が 送金す るとの 報告 を 得た。 フィリッピ ンの 一 銀行 は、 支那 人の 六 〇％ が 送金す ると 報告して ゐる。 或 小 中心地の 一 銀 

行の 報吿 によれば、 その 割合 は 九五ズ 程に 高い。 吾々 は 海外に 於け る 支那 人 保有 財産の 總 額が 如何程な るか を 知らない 

が、 吾々 は、 それが 支那 人勞働 者の 送金 を も 含めて， 一 九 〇 一 一 11 1 九 一 三年 中年に 約 一 億 五 千 萬 支那 =^、 一  九 一 四 —— 
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1 九 三 〇 年中に 年に 約 1 ー愆 支那 弗の 送金 を 支那に 裔 した 程 多額の ものであった こと を 知って ゐる。 

支那が 支那に 於け る 外 阈の投 资に對 して 支拂 つた 額 は、 支那が 華 倚の 送金と して 受取った 額に 均しかった。 第二 卜 七 

表の 示す 所に よれば、 支那 は 一 九 〇一 一 ，—— 一 九 一 三年 中、 支那に 於け る 外國の 事業 投资に 基いて、 年に 六 千 九 百 三十 萬 

支那 弗の 流動的 支 拂を爲 さねば ならなかった。 戮道 及び 通信事業の 爲の 政府 負 度の 側で は、 約 三千 三百 萬 支那 弗の 支拂 

を おつ さねば ならなかった。 二者 合計して、 々は 支那が、 事業 投資 及び 鐵道 债務に 基く 一億 二百 萬 支那 弗の 支 拂を爲 さ 

ねばならなかった こと を兑 出す。 同期 ii 中、 他方、 支那 は 一 億 五 千 萬 支那 弗の 送金 を 華僑から 受けて ゐる。 そのうち 三 

分の 二 は 外 國 に 於け る 財" 隨 及び 事業所 有からの 牧人だった と は、 1 つの 推測で は あるが、 若干の 根據を もった 推測で あ 

る. - かくして、 吾々 は 次の 結論に 逑 する。 即ち、 双方と も 受取り 及び 支 拂を窗 らした 保有 財産の み を 勘定に 人れ ると * 

支那 人の 在外 保有 財産と 外國 人の 在 支 保有 財産 は 略 々同一 額の もので あつたと。 

第二の 時期 中に 於け る 情 態 を 考察す るに、 吾々 は 華 橋の 送金が 年に 二 億 支那 弗であった こと を 見出す。 一 方 支那に 於 

ける 外國 事業 投資が 支那から 受取った 金額 は、 一億 三千 八 百 八十 萬 支那 弗 (第二 十八 表) であった。 又鐵道 匱務に 基く 支 

拂は 平均 一 一千 六 百 萬 支那 弗であって、 兩者 合計して 約 一 億 六 千 五 百 萬 支那 弗で ある。 吾 々 はもう 一 度、 在外 支那 人の 事 

業 財^からの 送金 は、 少く とも 一 億 三千 三百 萬 支那 弗だった と 推測して ぃ&だ らう。 この 比較が 喑示 する 様に この 送金 

を资 本に 還元す る こと はで きないが、 萬 一 それが できる とせば、 吾々 は 支那の 在外 保有 財産の 額 は 支那からの 送金 を惹 

起した 在 支外國 保有 財產 位の 大きさで ある こと を發 見す る だら う。 大戰 前の 時期に 於いて 支那 は國際 貸借の 上で、 俊^ 

國 であった と は、 有りえない ことで はない。 又、 支那 は 今日に 於いても 三十 三 億 米 弗の 外國總 投資 額の 示す 全 範圍に 及 


ぶ 债務國 であるな どと 云 ふことの 凡そ ありえな いこと は確實 である。 

傳統的 支那 は 家庭と 云ふ强 力なる 單位を 有して ゐた。 そして この 家庭 を 通じ 支那 人 は、 在外 世 簡財產 を 築き上げて 来 

た 0 それ は 吾々 に、 支那に 於け る外國 人の 保有 財産の 研究から 得た 支那の 固 際 的 經濟的 地位 0 畫面を 根本的に 賓き 改め 

る こと を 要求す る。 支那 人の 海外 居留民 を 吾々 の 一 般的靈 面から 逸脫 する こと は 許されない。 それ は 幾多の 與 味と m, 要 

性 を 有して ゐる。 それ は經濟 問題の 外に 人種的 社會的 問題 を 提供して ゐる。 支那 及び 東洋の 何處 かに 於け る l:K、H^,ii の 

勃興と 共に、 それ は 將來の 政治的 問題と なる かも 知れぬ. - 然し、 現在の 經濟 的事實 はこうで ある。 门 く、 支那 人の 外 

居留民 は その 投資 を以 つて、 支那に 於け る 外國人 居留民が 支那から 拂 出させる 金額に 均しい 額 を 支那に 仕 送って ゐ ると。 

二、 南支、 満洲、 及び 揚子江 流域 

支那の 純投资 的 地位の 單 なる 記述の みで は、 複雜 せる 事實に 適合す ベ く 餘り單 純で ある。 世界 貿 及び 世界 經濟關 係 

と接觸 して ゐる 支那の 地域 は、 これ を投资 及び 華僑の 送金に 關 する 報告に 基いて、 三分す る ことができよう。 この. R 分 

は 三 地方の 貿 2^ 統計に よって 支持され、 確かめられて ゐる。 

第一 は 债權者 地方た る 南支で ある。 南支 は、 その 地域 內に 外國 人が 保有して ゐる 以上に 大きな 收人 財源 を 海外に 有し 

てゐ る。 南支 は實際 イギリス 同様に 在外 保有 財産からの 牧 入で 食って ゐる。 もし 利子 生活 者なる 言葉が 世界の どこかの 

地方に 適 ^ できる とすれば、 それ は 福 州 及び 厦門 以南の 支那 沿岸に 妥當 する。 貿易 統計 は、 南支の 主要 諸 港が 外！： との や d 

接貿 S 勿で 最近 約 五 千 萬 支那 弗の 輸入超過 を 有して ゐる こと を 示して ゐる。 內外兩 貿易 合せて、 約 一億 五 千 萬 支那 弗の 楡 

第 十三 章 支那の 國際的 經濟的 地位  二 四 五 


第一 篇總  論.  二 四 六 

人 超過で ある。 華 倚の 送金が、 これら 諸 港 をして 5:!- 國 及び 國內 から 輸入した 商品に 支拂 ふこと をえ させて 来たので ある。 

その 反對の 端に 位して ゐる のが、 かなり 大規模の 债務者 地域た る滿洲 である。 こ- -には シァと 日本から 投資が 流れ 

込んで 來た。 そして 最近に は、 南方の 大 平原から 支那 人の 移住 が 流れ込んだ。 滿洲は 『新』 しい 國 である。 然し その 

發展は 最近 增大 しつ k ある 轍 出超 過 を 示す 程に、 今では 進んで 來てゐ る。 この 貿易 差額 は 約 一億 支那 弗で ある。 然るに 

支那の 他 地方との 貿 を も 含めて 計算した 満洲の 全 貿易の 輸出超過 も、 略 それと 同額で ある。 換言すれば、 滿洲の 輸出 

超過 は 海： に 向けられ たもの なので ある。 それ はこの 地方に 於け る 大きな 外國 投資と 直接に 關聯 して ゐる。 

滿洲と 南支と の^に 位する 地方 は、 貿易の 領域に 於いても、 投資の 分野に 於いても 中間 的の 地位 を 占めて ゐる。 揚子 

江 流域が 即ち それで、 卓絶した 重要性 を もって ゐる。 外國 投資 は 支那の どこよりも 上海が 大きい。 然し 揚子江 流域の 資 

源と 發達 は、 滿洲の 持たない 收 入の 源を與 へて ゐ るので ある。 揚子江 流域 は 最近、 外國 との 直接 貿 に 於いて 多額の 輸 

人 超過であって、 主要 諸 港に 就いて 云へば、 年に 三 億 支那 弗 程に も 上った。 これら 諸 港の 全 貿易 統計 は、 他の 地方の も 

のよりも 吾々 の 目的に とって 暗示す る 所が 少ない が、 その 輸入超過 は 三 億 支那 弗から 一 億 支那 弗 以下への 減少 を 示して 

ゐる。 然し、 揚子、 江 流域 は 南 支那 諸 港との 問の-貿易 では 輸出超過 となって ゐ るので あって、 ま那內 部に 於け るか &る貿 

易の 諸 流に よって、 南支の 諸 港に 送られた 金額 は 揚子江 流域に 達し、 以 つて 海外からの 多額の 輸入超過の 支拂に 充てら 

れ るので ある。 

【一！ a  一〕  ？ 5^ は 支^ 海關の 報告 を 用ゐ、 撰擇 した 諸 港に つ いて、 『各 港 G 直接 外國貿 n 切 額』 を 『各 港の 仝 貸 易 額』 と 比較した。 恐ら 

く、 他の 地方よりも 揚子江 流域に 於いて は 港 II の 易が 盛んで あらう。 


貿易 統計 は 華僑に よる 送金の 見積りが 不合理な もので ない ことの 證據を 俘って ゐる。 そして ま 那の國 際 的 一 

影響 は、 支那 Q 主要な 地理 的 諸 地域に 於け る 貿易 差額の 中に 跡 づける ことができる こと を 示して ゐる。 
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第 十四 章 結 論 

支那に 於け る 外 國投资 を、 吾々 は 以上に 於いて、 色々 た 角度から 呤 味した。 一般に 言 ひなされ てゐる 概括 はたし かめ 

られ、 餘り 世人の 口にせぬ やうな 若干の 事柄 も 明かに された. - 支那に 於け る外國 投資が、 最近の もの だと はよ く 知られ 

てゐる 事柄で ある。 然し、 最近 年に 於け るよりも、 大 戰 前に 於いて その 速度が Y かった こと は、 餘り 知られて ゐな い。 

初期の 時代に 於いて イギリスが 第 一 位の 重要性 を 持って ゐ たこと は、 #£1 人の よく 知る ところ だが、 一 九 一 四 年に 同！； が 

他の 一切の 諸國の 先！？ に 立って ゐ たこと、 及び 今日に 於いても、 尙ほ、 日本より 若干 多い 投资の 保有者た る ことに 就い 

て は それ 程よ く 知られて ゐ ない。 上海と 滿洲の 重要性 は廣く 認められて ゐた。 然し、 上海の 投資が 日本の 投 rK と ふ點 

から 兑てさ へ も、 最近 数年に 滿洲 以上の 速度で 增加 しつ \ ある こと は 知られて ゐ ない。 

吾々 は 華 儒に よる 送金の 重要性 を强 調し、 その 大部分の ものが 海外に 於け る 支那 人の 事業 財產 から Q 牧入 である こと 

を 示した。 吾々 は、 支那に 事業 投資 を 所有して ゐる 若干の 大食 社に 對 する 外國 政府の 支配に ついて ：1 ベた。 滿洲 の諸鐵 

道 は その 顯 著な 例で ある。 尙ほ、 日本と a シァの 場合で は、 支那に 投資した 資金 はもと、 第三 國 から 借人れ たもので あ 

る 0 

近代の 各！： に 於け る 中心的な 經濟 問題 は、 その 國 民の 生活 程度で ある。 もし その 事が 西洋の 諸國 について 腐實 たらば 


支那に とって は 二 赏にぼ (實 である。 現在に 於け る 世界の 最も 重要な 經濟 問題 は、 支那 國民 大衆の 貧困の 中に 横 はって， Q 

ると 云っても、 決して 過言で ない と 私に は 思 はれる。 それが 支那の 主要 問題で ある こと は、 何人も 疑 はない。 その 影響 

は 支那の 國內 問題に 許りでなく > その 國際關 係に も 現 はれて ゐる。 吾々 は 相互 關聯 した 困難に ぶっかった 時 は、 いつで 

も、 循還 論法の 計略 を 採用して い.^。 支那に 關 して、 その 政治的 安定 は 經濟的 安定な くして 不可能で あり、 反對 に、 そ 

の 經濟的 は 政治的 安定に 依存して ゐる、 とこう 吾々 は 云って 差 支ない だら う。 

支那 人民 大衆の 生活 程度の 何ら かの 向上 は、 資本のより よき そしてより 充分な 設備 を 伴 ひ、 それに 支持され ねばなら 

ない。 支那の 鐵道 組織の 不完全 は顯 著で あり、 支那の 經濟 的發展 は微； ^おで ある。 近代 産業が 生活 程度 を卽 刻に 引上げる 

と 云 ふので はない。 支那の 人民 は 所與の 經濟狀 態に 極めて 完全に 順應 してし まって ゐる結 それの 何ら かの 變化は 反 

つて、 かなり 多數の 人々 にと つて 損失と 苦痛と を 意味す る ことになる かも 知れぬ。 亦、 私は资 本 設備が 他の 分野に 於け 

る變 化を俾 はすに —— その 最も 重要な もの は 人口の 調節と 農業へ の 科舉の 採用で ある ！ 生活 程度 を 高める だら うな ど 

と は 想像し ない。 だが、 支那に 於け る 生活 程度の 向上と 云 ふこと は、 それ を 支持すべき 近代的 资本 設備 を缺 いて は、 殆 

んど 不可能に 均しい ので ある。 

而 して、 資本 設備 は 支那 自らが 之 を 供給す る こと はでき ない。 疑 ひもな く、 利用し うる 资本は 一九 一 一年 以前に は 小 

充分であった。 一九 一 一年 以後の 諸事 件 は 資本 設備 を 破壞し 去り、 支那 國 民の 處理 しうる 何ら かの 剩餘を 減少せ しめて 

しまった。 これに は； 冉び 必要な 力 を 具備させる 必要が ある。 尤も 支那 人民 自身 も 今 は 役に立た なくなって ゐ るが、 资本 

を #3 つた。 好條 件の 下にあって は鐵道 は、 その 延長と 新設の 爲 の相當 多額の 资金を 供給した。 然し、 近代的 工業 設備の 
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爲の 資本 は 大部分 海外から 迎 がねば ならな. SQ 

大戰屮 の 期^ を 除いて、 今世紀 中 を 通じて、 西洋の 資本 輸出 國には 利用し えられる 資本が 存在して ゐた。 而 かも、 支 

那で行 はれて ゐた 利率より かなり 低率 を以 つてで ある。 それ だのに， 何故 資本 は 支那に 向って 流れなかった か？ 何故、 

支那 經濟 はもつ と 急速に 支那 民衆に とっての 適當な 生計 手段に 變ら なかった のか？ もしくは 變 りつ 么 あらぬ のか？ 

一、 受容 能力 

この 問題に 對 する 一般的な 解答 は、 受容 能力の 原則の 中に 横 はって ゐる。 支那の 如き 國 への 資本の 流入 は， か.^ る國 

が资 本を受 入れて それ を 利^し うる 能力に か.^ つて ゐる。 資本 流人の 制限と 故障 は、 資本 輸出 國 によりも むしろ 支那に 

ある。 實際 的の 制^ は资 本の 供給者 側よりも むしろ 需要 者 側に ある。 忘れて ならない こと は、 吾々 は 貧乏な 將軍 や、 薄 

弱に して 不人氣 な 政-;;^ を 助ける 爲の 資金 を 問題に して ゐる のでなくて、 支那 それ 自身の 經 濟的發 達の 爲の 資本 を考へ て 

ゐ ると 云 >4 ことで ある，" 

ft 

支那への 資本 輸入に 對 する 竟極 的な 制限 は、 支那に 於け る 自然 的 資源の 缺 如に 在る かも 知れない。 旣述の 如く、 支那 

の 資源 は 過去に 想像され て ゐた程 多く はない。 と は 云へ、 相 當の發 達 を 支持す るに 足る 程に は 大きい。 支那の 運輸の 便 

が * 小 充分な 理由 は、 例へば、 自然 的の 資源の 缺 如に あるので はない。 

支那への 资 本の 移動 を 妨げる 制限 中、 支那 人民の 社會的 構成と 傳統 に由來 する ものが、 より 以上に 直接的な 重要性 を 

もって ゐる. - 支那 は 外！： 贸： r 外！： 思想 及び 外！： 资 本の 浸潤に 消極的な 抵抗 をいた した" か \ る资本 流入の^ 抑 は、 本 


書の 緒言に 示した やうな 支那の 傳統的 構成の 性質に 由來 する ものである。 {冰 族 制度の 應カ は、 それ 以外の 服從舰 念の 创 

造 を 困難なら しむる 底の ものであった. - 同業組合 は產 業の 上に 局限 的 • 排他的な 影響を及ぼした" 銀行 は】 ほ業活 勤に 资 

本 を 供給す る ことに は殆ん ど關與 しなかった 3 支那 は、 その 富 を 土地と 消費 的肘產 との 多少 を 以 つて 測った ところの、 

農村の 集合であった。 か、 る 社會に 資本が 侵 人し 來る こと は， 非常な 困難で なければ ならない。 

, 二、 事業 投資と 政府の 借 入 

支那に 存在した 諸狀 態の 下に、 外國 投資の 主要 形式 は、 外國 商社に よる 直接 投資であった。 この 投资 形式 は、 通常、 

全然 治 外法 權と在 支外國 人が その 下に 生活して ゐる全 法^制度 とに 依存して ゐる ものと 想像され てね る。 私 は ！：！： じく も 

れが 支那の 經濟 生活と 構成に 於け る 一 定 の事實 にも 依存して ゐる こと を 示さう と 試みた。 この 投资 形態に よって 提出 さ 

れてゐ る 問題 は 治 外法 橫の それと は 分離し うる。 政策の 領域に 於いて は ご.^ に 別ケの 1 1 紐の 問題が ある こと を 認識す ベ 

きで ある。 

直接 事業 投資 は 支那に 於け る外國 『居留民』 によって、 及び、 ■ それ を 通じて 爲 される 所の 投资 であ-る。 從っ てこの 23 

留民を 取 卷く諸 制限 を 1^ 負って 來た。 それ は條約 港の みに 制限され て來 た。 『內 地」： へ 入る の はた ビ 支那 政府の 特許に よ 

つての み 可能であった。 この 形態の 有する 諸 制限に も拘ら す、 それ は 外資 を 支那に 輸人 する 主要な 手段であった。 實に 

事業 投资は 今日の 支那に 於け る 外國资 本の 約 四 分 ノ三 を. めて ゐ るので ある。 

外资 獲得の 第二の 手段 は、 支那 政府 を 通じてであった。 支那 政府の 借 入れ は、 短い 時期 を 除いて、 決して 新 事業 投資 
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程 多くはなかった。 加 ふるに 一 九 一 四 年 以後 は 低下して、 最近で は 少しも 外資の 流入 を來 たして ゐ ない。 

最近に 於け る 支那 政府の 外资 借人れ の 減退 は、 一部 は 支那 政府の 政策に、 一部 は 海外に 於け る支郑 政府の 信用の 減退 

に 基いて ゐる。 ^款 利子の 支拂は 延滞し、 政府 は 一 九 一 八 年以來 出現した 無擔 保债務 群の 整理の 必要に 直面して をる。 

三、 過去に 於け る 外資 輸入の 失敗 

從來に 於いて、 支那への 外資の 流入が 小額であった こと、 一層 精密に 云 ふなら ば、 基礎的な 經濟 上の 變化を 惹起す 程 

に资 本の 流人が 多くはなかった 事實 は、 支那の 傳統的 構成に 歸 せねば ならぬ。 然し、 その他に 尙ほ 支那の 外资 受容 能力 

を發逹 させえなかった に 就いて 與 つて 力あった、 數ケの 特殊事情が あつたの である。 

その 第一 の もの は、 列強の 野心と 嫉視に よって 惹起され た 政治的 葛藤に ある。 これらに ついては、 支那 政 麻の 借 入れ 

を 論じた 際に 充分 觸れ ておいた。 これらの 葛藤 は 直接 投資の 場合に も その 姿 を 現 はした。 a シァ の帝國 主義 的 政策 遂行 

の 手段と しての 東支鐵 道の 利用が その 一 例で ある。 一 八 九 四 11 1 九 〇〇 年間の 諸事 件の 進行に よって 喚起され た 支那 

國 民の 恐怖と 不信 は、 今日に 於いても 依然 强く、 最近の 諸事 件に よって ー歴强 めら れた。 一 九 〇〇 年 以来、 支那 國民は 

外ならぬ 直接 事業 投资が 最も 大きかった 地方 を 喪失す る 最大の 危機に 立って 来た。 滿洲の 經濟的 開發が 進められ たと 云 

ふ 指摘 はこの 問題の 辯 明と ならない。 蓋し、 支那 國民 自らが 自己の 主 權に對 する 脅威と 見做して ゐる 事柄に 對 して、 如 

何なる 重要性 を與 ふべき であるか とい ふこと を、 彼れ らに 代って 外國 人が 決めて やる こと はでき ないから である。 

第二の 事情 は、 經濟的 方面に 於け る 支那 政府の 無力と 云 ふ點に 在る。 これ は 傳統的 支那からの 相 續財產 である。 支那 


政府 は 過去に 於いて、 指導 的 地位に 立つ ことに も， 進歩の 不可 缺 的な 條件を 提供す る ことに も 失敗した。 實^ 社会： に對す 

る 支那 宫 人の 物の 見方 は、 今日 強烈な、 經濟的 分野に 於け る 政府 的 活動に 對 する 頑^な、 不信 を 招いて 來 たので ある。 

第三の そして 重要な 事情 は、 支那の 經濟的 社會的 構成が、 種々 な 領域に 於いて、 外资の 輸入と その；？： 効な 利 川の 爲に 

必要な 諸 概念 を發達 せし むる こと をえなかった ことで ある。 必要な 諸 概念と は、 近代的 資本 設備 の 取极 卜： の 技術的 能力 

を 高め、 事業 法の 非 個人的な 實施 を保證 し、 効榮 的な 簿記に よる 事業 操作の 統制 を 進める 如き ものである。 - 

支那 國 民に 就いては、 彼ら は 經濟的 分野に 於いて は 家族 を 通じて やりうる もの は 何んでも やる、 それが できぬ もの は 

餘り やらぬ、 と 言 ひうる。 家族制度の 上に 立って ゐ る社會 構成 は强 靱で强 力で あるが、 近代的 經 濟發展 によって 設定 さ 

れ た諸條 件に は 容易に 順應 せしめが たい。 

事業 會社は 支那で は 新しい ものである。 會 社が 外國 から 資本 を 獲得し なかった の も事實 であるが、 他方、 現 貰の もの 

にせよ 潜在的の ものにせよ、 他の 手段に よる 投資に 對 する 拘束の 强大 である こと も事實 である。 支那 人が^ 社 組織 もし 

く は それに 類似した 私的 圑體 乃至 事業 單位を 通じて 海外から 借 入が できるようになる 迄 は、 決して 多額の 資本の 流入 は 

支那に 起ら す、 大きな 經濟的 發達は 支那に 起らない と 主張すべき 充分の 根據が ある。 

支那 人 は 幾多の 分野に 於いて 說 明され てゐ る圑體 個人主義 (Group  individualism) を もって ゐる。 支那 人 をして 太平洋 

をめ ぐる 贺 に產 業に 成功せ しめた 所以の もの は、 彼らの 私的な 創意と 支那 人家 族の 圑體 的聯帶 心と である。 彼ら をし 

て 滿洲に 於け る 成功 的な 移住者たら しめて ゐる 所の もの も、 その 同じ 特質に よる ものである。 もし この種の 阐體が 支那 

の經濟 生活 中に 於いて 有力 化された 曉に は、 近代的 支那 銀行 は 海外から 资本を 輸入す る 手段 を 手近に 持つ ことにな らう。 
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もしも 支那の 實業社 會が政 ti^ の 意^ は その 政策の 基礎 を 私的 企業に 置き、 それ を獎勵 する に 在る こと を 完全に 確信す 

るに 至った とすれば、 支那の 經濟的 發展と 外資の 利用と へ 向って 重要な 一歩が 踏 出される わけで あらう" 然し、 その 事 

は、 政府の 安定 及び 資金に 餓えた る 軍閥の 超 法律 的な 誅 求からの 解放 以上の もの を 意味して ゐ る.^ それに は、 安定した 

政府が、 私的 企 葉の 範圍と 政府 活動の 範圍を 明確に せねば ならない。 政府 は、 もし そんな 廣汎な 領域 を 制限と 云 ひう ベ 

くんば、 その 活動 を徵 道、 通信、 河川 改修 等の 如き 產業的 及び 事業 的 活動の 計畫と 選撵、 及び 一般的 條 件の 設定に 制限 

すべきで ある。 尙ほ 亦、 安定した 政府 は 事業に 對 して、 西洋の 實業 家が 憲法 もしくは その他 一般に 認められて ゐる 官吏 

セ 4 'ユリ ティ 

の 行動に 關 する 制限の 中に 見出して ゐる やうな 保 證を 提供せ ねばならない。 私 は 如何にして それが なされう るか を 主 

張しょう と 思 はない。 それ は 支那 國 民の 傳統に 合致せ ねばならない。 然し、 人民と 政府 宫 吏の 兩方を 拘束す ると ころの 

1 般 的に 承認され た 法律制度の 下に 保證 がなければ ならな い。 

【は 一 】 仝 國經濟 委員 會の 創設に 關 する 一 九 三 一 年 叫 月 十九 日の 國民 通信の 發 表と、 PLHf ヌ 」•■  F  9,  Tod4.  ^.§11, 

1932,  p.  Ul に 7^ 用され た宣首 中に 論ぜられて ゐる、 一 九 三 一 年 六月の 國際 聯盟 理事 會 によって 承認され た 諸 取 極め を參照 

せよ 0 

支那の 經濟 的發展 の爲に 必要な 資本 は、 疑 ひもな く、 大部分 西洋の 高度に 發 達した 園から 来る だら う。 一 九  一 W 年以 

前 は、 必す しも 直接に ではない にしろ、 西ョ ー ツバから 來た。 若干の もの は、 東支鐵 道の 建設の 爲に フランスから 借 

入れた a シァ 政府の 手を經 て、 他の 若干の もの は， 南滿洲 錢道會 社の 再建の 爲に イギリスから 借人れ た 日本の 手 を經て 

やって来た。 大戰中 及び 大戰 後日 本は獨 力で 亥那 への 資本 輸出 國 であった。 大戰 後に は 考慮に 値する 程の 規模に 於け る 


借 入れ を， 何ら 支那 政府 は 行はなかった。 將來に 於け る 支那の 借主と 西洋の 投資 者の 間の 關係 は、 恐らく 支那の 經濟的 

政治的 發展に 於け る 基本的な 重要性 を帶 びて ゐる。 日本の 地位 は、 資本が 高度に 發 達した 西洋から 支那へ 移動す るに inl 

つて、 m 本が 演 する 役割に か- - つて 来る だら う。 日本が 若干の 投資 資本 を 有する に 至る だら うこと は 可能で ある。 又, 

シァの 成功が 支那 人に 別な 道 を 提供す るで あらう こと も 忘れて ならない。 

直接の 情勢 は 國際的 政治に よって 支配され てゐ る。 そして 經濟的 及び 財政 的 分野の 事件の 進行 は 隠蔽され 易い 傾向が 

ある。 國際的 借款 圑の 復活 は 想像し がたい。 もし それが 爲 される とせば、 むしろ 國際 聯盟 を 通じた 新たな 協力の 試みが 

爲 される かも 知れない。 

支那 は 外國の 政治的 支配 もしくは 經濟的 捧 取 を 蒙む る ことなしに、 外資 を 必要と する、 且つ それ をうべき であると 云 

ふ 宣言 以上に、 ま那で 屡々 聞かされる もの はない。 これに 對 して 關係者 一同が それ は 尤もの 事で あると して、 よし 眞摯 

に 同意 を 表 r:^ うるに しても、 然し、 依然として 困難な 問題が 殘る だら う。 外國 資本と 關聯 する 政治的 問題 はどう 處 置す 

るか？ 支那に 於け る外國 資本が、 支那 人民の 生活 程度 を 高める 爲に 最大の 効力 を發 揮す る爲に は、 それ を どう 統制し、 

どう 振 向けたら いんか？ 嚴肅な 主張 や 善き 意圖 だけで は 不充分で ある。 實際 的な 研究に 基き、 常識と 善意 を以 つて 施行 

される ところの 具體 的な ブ a グラム こそが 必要な ので ある。 . 
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第一 ー篇 各國篇 

第 十五 章 支那に 於け る ァ メリ 力の 投資 

一、 序論 アメリカの 投資 額の 概算 

アメリカの 支那に 於け る 投資の 概算 は、 現在 約 二 億 米 弗に 及んで ゐる。 もっと 精密に 云 ふなら ば、 私の 鬼 集し、 そし 

て 利用し えた 諸 報吿を 基礎に、 私 は 一九 三 一年 一月 一日 現在の アメリカ 對支 投資 總額 を、 一億 九 千 六 百 六十 萬 六 千 四百 

米 弗と 評價 しうる と 思って ゐる。 支那に 於け る外國 投資 一般 を 扱った 諸 章で は、 總 計が 必要だった ので、 これらの 概數 

に 止めて おいた が、 以下の 諸 章で はすつ と 詳細に 論す る ことにする。 支那の 國際 的な 經濟關 係に 於いて 占める アメリカ 

の 局面に 對 して 特に 興味 を 持つ 人々 のために、 以下 私 は 私の 報告が 許す 限りの 完全な 描寫を 試みようと 思 ふ。 私の 總計 

に 疑義 を 抱く 人々 は ——- 私自身に も それが あるので あるが —— 私が それに 到達した 方法 を 調べ 、 果して 私が 遭遇した 幾 

多の！； 雞を 適當に 且つ 合理的に 處理 した かどう か を 自身 吟味して 頂きたい。 

支那に 於け る外國 投資 は 11 從 つて アメリカの 投資 も 11 便利 且つ 重要な 區 分で ある 次の 一 一つの 項目の 下に 示した。 
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笫ニ篇 各國篇  二 五八 

即ち この 二 項目と は， (ィ) アメリカの 保有す る 支那 政府 公債 及び 支那 政府 或は 政府 諸營造 物の その他の 債務、 (口) ァメ 

リカの 支那に 於け る 事業 投資 これで ある。 支那に 於け る 一切の 投資 はこの 二 項目の 下に 屬し、 その 1^ 分 も 比較的 容易で 

ある。 在 支那の アメリカ 會 社が 政府 或は 鎖 道の 如き 政府 營造 物に 物資 を賣 渡して、 その 支拂を 受けぬ やうな 場合、 もし 

く は アメリカ 會 社が 政府に 對 して その他の 债權を 有する 場合に は、 重複が 起る が、 かふる 債權は 支那 政府 借款の ァ メリ 

力 保有 分の 内に 包含 させ、 事業 投資と は 見做さなかった。 

アメリカ 全 保有 高の 總數を 得る 爲に、 支那に 於け る アメリカの 布敎 及び 慈善 圑體の 財産なる 第三の 項目が 用 ゐられ た 0 

私 はこの 項目の 下に、 一定の 敎育的 及び 科擧的 諸營造 物の 財 產をも 包含 させた。 この 項目に 屬 する すべての 財産 は、 一 

定の 共通した 特徵を 持って ゐて、 その 所有者 側で 牧人 又は 何ら かの 金錢的 利益 を 目的に 創設され たもので なく、 又 それ 

らの 代表す る 基金 を 何時か 支那から 回牧 する 豫定の 下に 維持され て をる ので もない。 これらの 特徵 が、 この 項目 下の も 

の を 事業 投資と 全然 區別 させて ゐる ものであると 私に は 思 はれる. - だから、 支那に 於け る 布敎的 活動に 關 して 書いて ゐ 

る 人々 が、 もし 布敎 r 投資』 と 云 ふ 名稱を 使用す るの を 止めたら、 思想の 明瞭 性と いふ 點 でも 大きな 助けと なり、 叉 或 程 

度 迄 謬見 を 阻止す る ことができる だら う 0 

かく、 私 は 支那に 於け る 布 敎財產 を 何等 營業的 もしくは 經濟的 意味に 於け る 投資と は 見做さなかった が、 それ だから 

と 云って この やうな 財產を 無視して い \ と いふ ことに はならない。 これら は 支那に 於け る アメリカの 古くして 强大 且つ 

重要な 利益 を 反映して ゐる ものであって、 それ を 無視す る こと は、 必然的に 歪んだ 描 寫を與 へる ことにな らう。 

力 ほ、 嚴密 にして 完全な 區別は 爲し雞 いこと を、 こ- -で斷 つてお かなければ ならぬ。 蓋し、 支那， 9 布敎 fflsE によって 


所有され てゐる 財産であって、 それから 利益が 期待され、 牧受 されて ゐる 財産が あるから である。 か \ る 財產は 私に は 

眞實の 投資で ある やうに 思 はれる、 事實私 はさう 見做した。 然し、 アメリカの 布敎 及び 慈善 員體 は、 實 際に は 何等 收入 

を 生む 財產を 所有して ゐ ないから、 吾々 はこ- f では この 問題に 拘 すらう 必要 はない。 

支那の 國際 勘定と いふ 見地から すれば、 布敎 活動の 重要性 は、 かれらの 寶らす 資金の 流入に よって 測られる。 支那に 

於け る 土地の 購入、 布敎 及び 敎育用 建築の 設立 及び 設備、 及び 支那に 於いて か \ る 活動に 從事 せる 人員の 維持 は、 海外 

から 相當 多額の 送金 を 必要と する。 從 つて その 送金額 を 計る 試みが 爲 された。 

布敎財 產に關 する 報吿を 包含 させた 最後の 理由 は、 私が 探し出す ことに 成功した 古い 時代の アメリカの 財産に 關 する 

報吿 中で は、 それが 滅多に 他の 財産と tM 別され てゐ ないた めで ある。 布敎 及び 慈善 圑體を 包含させる こと は、 支那に 於 

ける あらゆる 種類の アメリカ 財 產の價 値 を評價 せしめうる 所以で ある。 然して、 後者の 總額 は、 現在 二 億 五 千 萬 米 弗 を 

下る ことたし かに さう 多く はない ので ある。 

支那に 於け る アメリカ 投資の 古い 時代の 評價 について は、 I は 南京 條約 及び 五 港 開港 以前、 今から 百年 前の 廣東迄 遡 

つた。 次いで まだ 支那 海上に 於いて アメリカ 船舶 顿ハ數 が 激減 を 見せなかった 一 八 七 〇 年代の 評 價が爲 された。 次いで 一 

九 〇〇 年頃 及び 世界 大戰 直前の 諸 年に 於け る 評 價が爲 され、 最後に、 一 九 三 〇 年の 評價 として、 私 は アメリカの 對支投 

資の 新しい 研究の 結果 を 提示した。 この 新 研究 は、 本書に 編 人され た對 支外國 投資の 一 般的 研究に 際して 採られた 所の 

1： 際 的 協同 工作に 於け る 私の 課題で あつたので ある。 
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1 百年 前の 廣東 

一八 TOn 一年 以前の 支那 貿易 は事實 上、 廣 東に 限られて ゐて、 そして ® ベ 常な 諸^ 限の 下に 外！： 人に よって 營 まれて ゐた 

こと は、 よく 知られて ゐる。 この 時代の か \ る貿 0^ 上の 制限 を こ. -に： 1 する 必要 はない が、 それが 支那に 於け る 外國投 

資の 可能性 を 著しく 制限した こと は 明かで ある。 

一 世紀 以前に 於け る 貿易 額 は 少なかった。 そして 大部 は イギリス 東印度 會社 によって 支那に 代表され て ゐたィ ギリ ス 

の 手中に 在った。 モ ー スは 一 八 三 三年に 終る 十六 年間に 於け る 英米 合計の 貿 年 平均 額 は、 約 四千 八 百 萬 米 弗、 その 內 

アメリカの 分 は 約 千 二百 五十 萬 米 弗だった と 述べて ゐる。 この 千 二百 五十 萬 米 弗と いふ 額 は、 米 支 間の 直接 貿易 額より 

はかなり 多くな つて ゐる。 蓋し、 それに は アメリカ 船舶に よって 運ばれた 非 アメリカ 貨物 を も 包含され てゐ るからで あ 

る。 早期の 貿易 を 通じて 及び 七十 年代に 至る 迄、 アメリカ 船舶の 重要性 は、 アメリカの 支那 貿易への 參 加の 顯 著な 特質 

を爲 して をり、 その他の アメリカの 諸 利益に 比較して 圖拔 けた 地位 を 占めて ゐた。 モ ー スは 同じ 十六 年間に 廣東を 出入 

した アメリカ 船舶の 平均 數を 三十 七隻、 英！： 船の それ を 五十六 隻 として ゐる。 私 は アメリカの 船舶 を；？^ の アメリカ 投資 

の 中に 勘定に 人れ なかった。 大洋 航海 船 は 世界 貿易 遂行の 爲の 投資であって、 支那に 於け る 投資で ないから である。 

S 一  】 Morse.  H.  K.,  The  Tnterm ま I  nejatiom  of  the  Qhlmse  Empire,  1918,  vol.  I,  pp.  S9I92. 

〔挂 二〕 アメリカから 出て ゐる 統計 は、 p£l, S.  L. (潘序 倫. },  The  Trade  of  the  U,  S.  ih  OF-  New  York,  1924,  p. 15. の 

便利な 表に まとめられて ゐる。 


一八 三 六 年の 外國人 及び 外國 商社の 現勢 調査 は、 商館 (Factory) 時代の 廣 東に 關 する 或る 度の 報 a! を 提供して ね 

る。 この 現勢 調査に よると、 廣 東の 總 外！： 人人 口 は 三百 七 人、 商社 數は 五十 五であった。 以上の 內四 十四 人の 人口と 九 

の 商社と が アメリカの ものであった。 アメリカの 九 商社のう ち、 ォ リイ ファント 會社 (oly で hiint  and  ccmpanyy ラッ 

セ ル會社 (Russel  and  colTlpany)、 ウエット モ ー ァ會社 (wetmore  and  company) の 三會社 は、 多年の 間 支那 貿 3^ でよ 

く 名の 知れて ゐた 商館であった。 

この 時代に 事實上 アメリカ人が 所有して ゐた 財産 額 を評價 する こと は容 nl^ でない。 外國 商社 は 彼らの 土地 や 建物 を 所 

有する ことが 許されなかった。 彼ら は廉ぃ 地代で 支那の 行商 (Hong  merchant) から 建物 を 借りて ゐ.^ 。Q 不動 產の 所有な 

どと 云 ふこと は、 その 頃 問題外であった。 今日 吾々 の 利用し うる 諸記錄 中に 偶々 言及され てゐる もの は、 それ 以外の 財 

產 であった。 一時 廣 東の ラッセル 會 社の パ ー トナ ー だった 若い 一 アメリカ 青年 は、 一八 三 五 年に 故國の 母の 許に 手紙 を 

書いて、 商館 を 脅した 火災の こと を 報告して ゐる。 彼れ は會 社の 貨物 をボ ー トに 載せて 避難させる ことの 必要な こと を 

見出した。 r 吾々 は 約 三十 萬 弗 を 金庫の 中に、 そして 約 五 萬 弗の 貨物 を 屋內に 持って ゐ ました』 と 彼れ は 言って ゐ^< そ 

の 後、 別の 火事が 吾々 に附加 的な 報 吿を與 へて ゐる。 『ァ ：！ ー』 戰爭を 来たした 事件の 間に、 廣 東の 商館 は 一八 五六 年 

十二月に 完全に 破壞 された。 アメリカ 商社の 損害賠償 要求 は、 アメリカ 政府の 記錄 中に 見られる 箸で あ； 0。 承認され た 

最大 要求 額はパ ー ドン 會社 (purdon  and  company) の 十 一 萬 一 千 米 弗であった。 も 一 つの 會社は 九 萬 八 千 米： を 承認 さ 

れた。 ラッセル 會社は その 會社 財産が 約 十 萬 米 弗と 評價 された こと を 示して ゐる 種々 の 供述 を 提出した。 支拂 はれた 損 

害 賠償 總額は 五十 萬兩 (七十 三 萬 五 千 二百 三十 九 米 弗) であって、 その 一部 は 後に 支那 政府に 返却され お。 この 償金 は廣 
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東の 火災に よって 惹き 起された 損害 以外に 對 する もので あつたが、 然し 個々 の 商館に 關 する 報告 は 彼らの 手許に あった 

貨物の 憤 格に つ いて、 若干の 概念 を與 へて ゐる. - 火災が 起った 時、 銀 は 建物から 移された ものの やうで ある" 

【！！ SA 【二】 Chi 讓 お CIS, ：1337,  vol. V, ョ). 42C132. 

【一！ ii 四〕 人口の 1 四 ％、 商 1^ の 一 六 が アメリカの ものであった こと を 注意すべき である。 

，王 Ihn  MacNair,  II.  F.,  Modem  Chinese  nistorylsclal  Headings,  W^PB^^  1923,  p.  27. マック ネ ー ァは Hunter,  W.  C., 

mts  of  Old  China, から 商館に 關す る說明 を再錄 した ものである。 

【-王 六〕 llllrrhes,  sal.ah  Forbes,  Lcfs  and  KecolkcUom  of  John  M~5dy  Forf.  New  York,  1899,  PI). "fr  二 ュ ー インク 

ラ ンド 人た るフォ I ブ スが、 その 營業 上の 生涯 を 支那 貿易に 開始し、 ミク ドル ゥ ェ ストに 於け る アメリカ 鐵道 局の 議長と して 

つたこ と は 意義 あ る ことで ある。 

【一! ii+n  Mbsms!  of  rrcsfdcnt  of  tlv&  ufl  St き Ifuve  to  Beam  of  the  Treaty  with  plm  for  iJui  oj  Qams. 

40th  Cong.,  3rd  Sess.,  MX.  ceo.  No.  29, Washington,  1SG9. 要求の 總括 的な 記述 は 1 五八 11 カー 頁に 出て ゐる。 

【I!JJ 八〕 Foster-  T.  w:  Amcrkfrn  mph-li  in  the  Orient,  woston,  1903,  p.  244. 一  八 八 五 年に 支那 政府に 支拂 はれ た^は 利 

子 を 4 口 計して 四十 五 萬 三千 四百 米 弗に 達した。 

〔註 九】 このま！ n>? ま Morse,  H. 13.,  The  nional  Jidat【ms  of  the  Qd 垂 .thf.  vol.  I.  I),  4;{5 によ つて 支持され てゐ る。 

彼らの 手許に 如何なる 時に でも 存在して ゐた銀 は 大きかった。 特に 一 八 一 一七 年 以前 は然 りであった。 私 は何處 かで、 

1 八 〇〇 年から 一 八 三 四 年 迄の 間に アメリカ人 によって 支那に 窗 された 貨物 總價 額の 六 〇％ は 銀の 形體 にあった と評價 

した ことがある。 吾々 の 有する 證據 から 見て、 一八 三 五 年に ラッセル 會 社の 保有して ゐた 多額の 銀 は、 廣 東に 於け る そ 

の當 時の アメリカ 商社の、 及び 外阈 商社 一 般の 特徴で あつたと 想像して 不合理で はない。 

【一 US  一  3  Keulcr,  C.  F.,  The  Farcf  Tic  of  nf  Shanghai,  1G2{;,  p.  24. 广 邦譯、 朝日 書房 版、 小 林 幾 太 郎譚、 『近代 支那 


通商*„^綱』ニニ 一 頁)。 銀 輸入の 減 返 は 阿片 輸入の 增 加と 密接に 關 係して ゐた。 pp.  25—6. (同邦 譯、 一 ニニ 11 一二 二 頁。〕 

然し 乍ら、 アメリカ 入 は その 初期の 貿易 時代に 相當な 金を廣 東の 支那 行商から 借りた こと を 示す 報告が ある。 ァ メリ 

力 人 はナボ レ ォ ン戰爭 後に は 自己の 資本で 貿易 を營 んでゐ たと は 云へ、 若干 か- 1 る 事の あった こと は 認めねば なるまい。 

〔一 Ills  一  I  〕  Dennet  Tyler.  Americsl  in  Eastern.  Aski,  New  Yorlc,  1922.  p>. ひ 2. 

か&る 初期の 關 係の 考察 を 加 へられぬ 一 局面が、 ジ オン *マ レイ • フォ ー ブス (John  Murray  Forbes) の 通信 中に 明かに 

されて ゐる。 彼れ は、 彼れ が アメリカに 歸 つて 以後、 『私の 友人の 伍 浩官の 金で ある 約 五十 萬』 を アメリカで 化：： 现 した 

と 述べて ゐる。 この 金 を 彼れ は アメリカの 株式に 投資した とい ふ。 疑 ひもな く、 これ は廣 東の アメリカ 货 物が 支那 內部 

に 於け る 及び 支那の 經濟 的發展 への 投資 を 構成した よ" も、 遙 に眞實 に、 アメリカ 內 部に 於け る 及び アメリカの 經濟的 

發展 への 投資 を 構成した。 伍 浩宫が アメリカに 投資す る爲に は、 彼れ の 金 を 送金す る 方法 を 見出す 以外に 何事 も 必要と 

はしなかった。 然るに、 フォ I ブスが 彼れ の 金 を 支那 內 部の 經 濟的發 達に 投資す る爲に は、 どうしても 一 つの 新 支那 を 

必要と したので あった。 

【一 註  一 二〕  Hughes,  Sarah  Forbes,  op  cit,  p, 101. 伍浩官 (Kouqua) は 行商の 最大 富豪の 名と して、 外商 商人に 知られて ゐた。 

駐日大使 カメ  口 ン*フ す， ブ ス (w.  Cameron  Forbes) 氏 は、 一 九 三 〇 年 九 K 三十日に ジォ マ レイ • フォ 1- ブ スに 就いて 語 

りながら、 『私 は 伍 浩官が アメリカに 投資す る やうに、 ； ？！ の視 父に 送った 三十 弗の 署名した 切手と、 事業 上に 於け る代现 委任 

狀とを 最近 發 見した』 と 述べた 由傳 へられて ゐ る。 

アメリカ人 は廣 東の 水 邊の閉 された 一 局地に 於け る 貿易に、 アメリカの 銀と 貨物と を 齎らした。 吾々 は 彼らが 一 八 三 

〇 年に 續く數 年の 間、 何時でも 手許に 約 五十 萬 米 弗の 貨物と 約 二百 五十 萬 米 弗 許りの 銀と、 合計 三百 萬 弗 許り を 所持し 
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てゐ たと 推測し えよう。 後年の 報告に 使用され てゐる 言葉 を 用 ふるなら ば、 當 時の アメリカの 投資 は廣東 一 港に 於け る. 

及び 輸出入 貿易に 於け る 直接 事業 投資に 外なら なかった。 

【一 sai  一二〕 私の 信ずる 所に よれば、 アメリカの 布敎圑 は、 五 港の 開港 後 迄 は 何等 財產を 所有して ゐ たかった。 最初の アメリカの 

め 敎 w は、 一八 二 九 年に 支那に 到来した と 云 はれて ゐる。 

2 『古き 繁榮 時代』 の 末期た る 七十 年代 

一 八 三 〇 年代に 廣 東に 於け る アメリカの 財產 は、 世界 貿易に 於け る アメリカ 船舶と アメリカ 商人の 重要性 を 反映して 

ゐた。 七十 年代の 終り 迄に、 アメリカの 船舶 は 減退 を來 し、 アメリカの 貿易業 者 11 彼ら は屢- 一一 ュ ー イングランド 人 

だった —— の 支那の 沿岸に 於け る 活動 はより 不活潑 となった。 然し、 七十 年代の 始めに は、 アメリカ人 は 未だ 最大 重要 

の 位置 を 占めて ゐた。 だから この 時代 は 後年 屡々 『古き 繁榮の 時代』 の晚 年と して 指摘され た。 それ故に、 私 は アメリカ 

の對支 投資の 第二の 評 憤の 爲に、 この 七十 年代の 初期 を 選ぶ ことにした。 

略々 同時代に、 對支 貿易の 一般 條 件に 重要な 變化 があった。 即ち、 七十 年代 迄に ス H ズ蓮河 は 開通され て をり、 蒸汽 

と 鋼 鐵とは 世界の 航 業の 上に 根本的な 變革を 来しつ- - あつたし、 又 支那と 西洋との 間に 電信が 通せられ た。 

七十 年代に 於け る 支那の 貿易 は、 初期の 廣東 貿易に 比して 遙に 大規模であった。 支那 人 は綿絲 及び 燈用 石油の 如き 若 

干の 新 商品 を 輸入し 始めて ゐた。 輸出入 合計の 總 貿易 額 は、 I 八 七 一 年から 一 八 七 五 年に 至る 間、 年に 約 一 億 四千 萬 海 

關兩 であった  1。 そのうち アメリカの 分 は 約七ズ であった。 當 時の 爲巷 相場で 概算して、 アメリカとの 間の 貿易 額 は 約 一 


千 五 百 萬 米 弗であった。 アメリカ 政府の 數 字に 從 へば、 一八 七 五 年に 於け る アメリカの 對支贾 = ^は 一千 五 百 萬 米 弗で、 

一 八 八 〇 年 迄 一 一千 萬 弗に は 達しなかった。 

【！ SSI 四〕 海關兩 は， 支那 貿易 統計に 用 ゐられ る 税關の 計算 單位 であって、 支那の 銀 通貨 略 一 *五〇 弗に 赏る。 本書に は 通例 支那 

銀^^を用ゐたが、 賈易 統計に は 海 關兩の 方が 便利で ある。 

〔往ー 五〕 -兩單 位の 統計 は 支那 海 翻 報告に、 米弗單 位の 統計 は StoMstical  Abstract  of  the  IMted  Stai き による。 

七十 年代 初期に 於け る 在 支外國 商社 數は約 三百 五十で、 外 國人數 は 約 三千 五 百であった。 この 商社 數中約 五十が 米闽 

の もの， 又 以上の 人口 中 約 五 百が アメリカ人であった。 即ち、 貿易 額の 七 ％ を 占めて ゐた アメリカ人 は、 商社 及び 人口 

數の 十四 ％ 以上 を も 占めて ゐた。 アメリカ 人口の 多かった こと は 極めて 簡 單に說 明が つく、 即ち、 それ は 多 數のァ メリ 

力 宣教師の 在住に よる ものである。 彼等 は 三十 年代に は 事實上 皆無であった のが、 一 八 七 五 年 迄に は 一 一 百 人 を 超えて ゐ 

た 0 

〔__!s 一六】 アメリカ 人口 數は U.  S.  isepoTK  upon,  the  commerce ミ Belati 菌 of  the  u.  s. 187 ひ, pp.  45213 による。 

商社 数が 多かった 理由 は、 當 時に 於け る アメリカ 航 業の 重要性に 基く ものである。 この 年代の 十 年間に、 支那 海關の 

檢査 を經た 船舶 總噸數 は 八 百 乃至 千 二百 萬噸 であった。 これ は 河川、 沿岸、 及び 大洋 航路の 諸 船舶 を 含んだ もので あつ 

たが、 一 八 七 一 年に は、 この 總噸數 中 四十 三 ゲルより 少く はない ものが アメリカの ものだった。 『同 一 型に 造られた 汽船で 

彼らと 對抗 する 以外に、 彼らの 汽船と 競爭 する こと は 不可能 だ』 と は、 一八 六 一年に 或る フランスの 支那 海關 官^が ァ 

メリ 力 人に 就いて 云った 言 であった。 九雙の 揚子江 航路の 汽船 中、 七隻 迄が アメリカ 船だった。 アメリカ 船 『サ ゥ才 
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の 

ナダ』 (suwollada) は- 『その ^at 航路の 敏速な 點 で卓絕 して』 ゐた。 或る アメリカの 宫吏 は、 七十 年代に 書いて、 『微弱 

な阈際 貿易に も拘ら す』 終始 不變の アメリカ 航 業の i 要 性に 就いて 說 明した。 彼れ の說 明に よれば、 それ は 『一 部分 は、 

例へば 河川 航路の 如き 或る 貿易 部門に 於け る 吾が 船舶の 型の 優秀なる に 基き、 一 部分 は 吾が 小數の 市民 達の 事業と その 

幸運に 基く ものである』 と。 

〔註 一 セ〕 Gretu  Britain  ：  Reports  from  the  Foreign  comnsomrs  at  the  Varkm  Ports  in  China  for  the  Fear 1 観 一 London, 

1S67,  p.  137. 

【！ M 一  八〕 U.  S.  obmimw  matirna,  1876.  p.  137. 

以上の 如きが 七十 年代 初期の 狀 態であった。 然るに、 一 八 七 六 年 迄に アメリカ 船舶 噸數の 百分率 は 一 一四 ％ に 落ち、 一 八 

七 七 年 迄に は 五，^ に 落ちた。 二百 五十 萬噸 から 五十 萬噸 への この 急激な 減少 は、 旗昌 洋行 (Shanghai  Steam  Navigation 

company) の 全 船舶が、 此頃 設立され た 招 商 局 (China  JVIerchants  Steam  Navigation  company) に寶 却され たこと こ 基 

因す る。 ラッセル 會社 は旗昌 洋行の 主要 株主であった 0 船舶 賣却 代金と して 受取った 額 は 二百 萬兩 であった。 然し、 會 

社 は その外 積立金 を 保留した ので、 實際 上の 價格は 二百 四十 萬兩 となった。 即ち 當 時の 三百 萬 米 弗で あ。； 0。 吾々 はこの 

金額 を アメリカの 航業 投資の、 否、 今 問題に して ゐる この 時代の アメリカの 對支 投資の 大部分と 見做して い \ だら ，i;-o 

【〔ほ 一 九〕 招 商 局の 設立に 就い て は Pott,  F.  L.  H.,  >  short  sstory  of  skmghfi  Shanghai,  ,192s,  p.  99 及び 拙著 Fordo さ 

。f  Q,  pp.coll. に a はれて ゐる。 この 會 社の 歴史 は 支那の 官憲 的 指導 下に 於け る 進化 的 工業 發展の 幾多の 闲難を 

說 明して ゐる。 

【； 二 c】 づ. Foreign  sip  1877.  pp.  37,  90 及び pnmcrcE.  Rdnti，  p.  219. 

〔註 二 一〕 更に アメリカ 船舶 數は、 同じ 頃 (1 八 七 五 年. I 譯者 註〕 太平洋 汽船 會社 (pacific  JVIail  Steamship  ccmpally) 船の 日 


本 (日本 郵船 會社 1 諍 者 註〕 へ の讓 渡に よって 一層 減少 を來す ことにな つた。 支那 海關の ずき。 n  Tic,  1S7S.  p.  99. 

アメリカの 在 支 財産に 關 する その他の 報吿 は、 上海に 關 する ものが 利用し えられる。 吾々 は 一 八 五六 年の 或る 記録の 

中で、 『百 萬 米 弗に 相當 する 財産が、 上海に 於け る 米 人に よって 所有 せられて ゐる』 こと を 告げられて ゐる。 疑 ひもな く 

これ は 事業 及び 布 敎財產 の 双方 を 含んだ ものである。 當時 アメリカの 財產 は、 大部分、 蘇 州 河の 北部なる 虹 口に 存在し 

て ゐた。 虹 口の 土地 財產 だけで も、 一 八 八 〇 年に 殆んど 正確に 一 千 一 一 百 萬 雨と 評價 されて ゐた。 吾々 は 又 上海の 或る 商 

業 會議听 が 一 八 八 二 年に、 共同 租界 及び フランス 租界の 土地 財 產をニ 千 四百 萬 雨と 評 偵し、 在 上海の 商品 ストック を 三 

千 二百 萬 雨と 評惯し たこと を 知って ゐる。 この 一八 八 二 年の 評價は 信頼し うると は、 上海 事業家の 意見で ある。 

2Ji  二  II〕 U.  S.  goverment.  Report  OS  the  oo§^i.  BelaUons  of  the  u.  S.  34th  Cong.  1st  Sess.,  Ex.  Doc.  :N0.47.  Wa- 

shington, 1S5C,  vol. 1, p.  257. 

，-ぼ ニー 二〕  Chronicle  and  siovv  for  China.  J.apcm, き, for  tls IVir  1S99,  The  Daily  Press,  Hongkong,  1899,  p.  138. 

r_s  二 四〕 Chronicle  and  Directory ::: for  the  Year,  JS99,  p.  ISS. 正確な 数字 は、 土地 二 千 四百 三十 三 萬 五 千兩、 商品 ストック 

三千 二百 六十 四 萬 五千兩 である。 尙 次の 文句が 附加 へられて ゐる。 曰く 『居 §2 地の 土地 は 原 所有者から 約 一 畝に つき 五十 卯の 

頃で 買 られ た。 それ は當 時の 地 價の少 くと も 二倍であった。 その後 幾らかの 土地が 1 畝當リ 一 萬 乃至 一 萬 六 千 弗で 賈 却され 

た』 (P. 139〕 と。 

この 報吿を 基礎に して、 私 は 一 八 七 五 年に 於け る 在 上海の アメリカ人の 土地 所有 を、 約 一 一 百 萬 米 弗、 然して この 土地 

0 約半分 は 布 敎圑體 の財產 であり、 又 アメリカ人 は 約 百 萬 米 弗の 商品 ストック を 擁して ゐ たと 評 慣 する。 

私の 信す る 所に 從 へば、 一八 七 五 年 迄 は、 外國 からの 送金 を 齎らした やうな 支那 政府 借款はなかった。 何れにしても 
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アメリカからの 借人れ はなかった こと は確實 である。 支那 政府の その他の！^ 務は 考察に 値しない。 

かくして、 私が 利用し えらる る 諸 報告 を 基礎に 作成した 諸 評價を 示せば 次の 如くで ある。  - 

第 I 表 一八 七 五 年に 於け る アメリカの 財産 保有 高 

事業 投資  七 百 萬 米 弗 

證券 及び 政府 債務  〇，  , 

布 敎財產  百 萬 米 弗 

合  計  八 百 萬 米 弗 

七 4. 年代 初期の アメリカの 事業 投資 は、 七 百 萬 米 弗と 評價 されて ゐる。 若干の 自信 を以 つて、 この 總 額の 約半分 即ち 

三百 五十 萬 米 弗 は、 航棄 投資だった と 云 ひうる だら う。 他の 半分 は 大部分 輸出 人 業 若く は、 一般 商業に、 及び 上海に 於 

ける 土地 財産に 投下され てゐ る。 注目すべき は、 船舶 こそ は 支那に 到着した 最初の 動力 機關應 用の 近代的 產 物だった こ 

とで ある。 一 八 七 五 年に は、 事實上 支那 海上に 於け る 近代 船 は、 全部 外國 人の 手中に 在った。 また 一 八 七 五 年に 於け る 

アメリカ 事業 投資の 半分 を 幾分 か 出た もの は 上海に 在り、 その 殘りは 主要な 開港 場に 散在して ゐ たと 見て 差 支ない だら 

う。 要するに、 七十 年代に 於け る アメリカの 事業 投資の 大部分 は、 上海 を 重要なる 中心として 航 業に 投下され てゐ た。 

【註 二 五】 支那 政府 は 一 八 七 六 年に 一 英國 銀行 (涯豊 銀行 譯者 註) を 通じて 海外から、 囘敎徒 叛亂征 佚の 軍費 を 借 入れた。 

Alorse,  H.  B.,  and  MacNair,  H.  F.,  Fes-  Kastevrt  noml  Bdati 裏, Shanghai  192S,  p.  500. 

二、 一 九 〇〇 年に 於け る アメリカの 諸 利 盆 I 投資に あらず して 貿易 


一九 〇〇 年の 團匪 事件の あった 年 は、 次の 時期、 即ち 日 淸戰爭 から 日露 戰爭に 至る 全 時期の 中間に 位する。 この 時期 

の 支那に 於け る アメリカの 財產 保有 高の 評價は 以下の やうで あるが、 この 一九 〇〇 年 以後 は、 諸 外 國の對 支經^ 關係は 

日本の 增大 せる 重要性に よって、 根本的な 變更を 蒙った と 云 ふこと をえ よう。  - 

七十 年代と 世紀末との 間に 貿易 は增大 し、 支那の 經濟發 展に對 する 外國 資金の 投資の 道が 開けて 來た。 然し、 實際上 

の 投資 は 極く 小規模な もの を 除き、 未だ 發 生して ゐ なかった。 支那の 常例と して、 政治が 1 九 〇〇 年に 至る 次の 四分ノ 

1 世紀の 間、 鐵 道の 發 達の 一 切 を 阻止して ゐ たので ある。 

支那の 外國 貿易 は、 一八 九九 年に 七十 年代 初期の 約 三倍の 總 額に 達した。 圑匪 事件の 年 を 除いて、 貿易 額 は 再び 四 億 

六 千 萬 海關兩 以下に 下る ことはなかった。 この 內 アメリカの 分 は 一 八 九 八 年に 六 丄  一 ％ で、 一 八 九九 年に は 九 *五％ を 下 

る ことなく、 一八 七 一年 以來 のどの 年よりも 高率であった。 アメリカの 統計 は、 この 兩 年間に 於け る 貿易が 約 三千 萬 米 

弗であった こと を 示して ゐる。 注意すべき こと は、 アメリカからの 輸人 は同國 への 輸出に 比例して 增 加した ことで あ 

る。 アメリカ は 支那の 增 大した 貿易の 上に、 充分 大きな 分 前 を 持って ゐ たので ある。 そして 或る 種の 輸入品、 特に 燈用 

石油 は、 今日の 支那に 於け る アメリカ人の 地位の 特徵を 示して ゐる 諸事 業 投資 を 伴った のであった。 

1 人口と 商社 

海關 統計 は當 時の アメリカ 人口の 百分率が、 七十 年代に 於け る それと —— そして 三十 年代に 於け る それと、 と附 一一 C す 

る こと をえ よう 11 同 一 であった こと を 示して ゐる。 即ち、 その 百分率 は 次の 如くであった。 
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アメリカの 商社 は 一 八 九九 年に 七十に、 一 九 〇〇 年に は 八十 一 に增 加した。 然し、 全外國 商社に 對 する アメリカの 百 

分 率 は、 七十 年代の 一 五 ダ0 と 云 ふ 高い 率から 約 八 ％ へと いふ 顯 著な 減退 振り を 示した。 これに は 幾多の 理由が ある。 大 

to. 

きな アメリカ 航業諸 會社は 消失して ゐた。 支那 沿岸に 於け る 幾多の 小 商社 も、 それと 一 緖に 消滅した。 新來 者の 一 群 は 

ス タンダ ード • オイル 會 社の やうな 大 商社であった。 か、 る變 化の 結 は、 一九 〇〇 年に 於け る 在 支 アメリカ 商社 數の 

百分率 を、 その外 國 貿易に 對 する アメリカの 百分率と 略 同 一 たらしめ る ことで * ^つた。 

外國 人口に 對 する アメリカ 人口の 百分率 は 依然として 高く 留まって ゐた。 これ は 疑 ひもな く、 新敎派 布敎圑 によって 

派遣され た アメリカ 宣 敎師數 の不斷 にして 急速な 增加 によって 說 明せられ る。 か \ る 團體數 は 一 八 七 五 年の 十五から 一 

九 〇〇 年の 三十 一 に、 そして 宣敎師 の數は 一 一 百から 約 一 千に 增 加した。 

【一 11£ 一一 穴〕 ^?|は Dennet,  Tyler,  A 鐘 ま m  in.  Eastern  tF  S22.  f>,  529 から 引用す る、 曰く 『  一 ti-- 七 八 年 十二  an の オリ 

X ファント 會社 (olyphant  and  company) の 失敗と、 一八 九 一 年 六月に 於け るラッ セ < ^會社 (Hussel  and  company) の失欧 

と は、 最も 有名な 二 つの 古い アメリカ 商社 を 除去し、 英國 と. 獨 逸の 競 競 者の 手に、 支那に 於け る 威信と 商業 上の地位 を 委ねて 

しまって、 アメリカ は 二度と それ を 回復す る ことがなかった』 と C 

2 船舶 

ま那ひ 海に 於け る アメリカ 船舶 は、 七十 年代の 末に 落ち込んだ 低い 水準から、 更に 減 返し 續 けて ゐた。 支 郑海關 によ 


つて 記錄 された アメリカ 船舶 噸數の 百分率 は、 この 時代 中 及び 世界 大戰に 至る 迄、 全 體の約 一 ％ 以上に 出る ことが なか 

つた。 

【註 一一 七〕 一 八 八 四 年 及び 一 八 八 五 年の 百分率 は、 淸佛戰 爭の間 招 商 局の 船舶が ラッ セ ル會社 (I^ussel  and  company) の 手に 

在った 結果と して、 高かった。 ァメ リカ 船舶 の 減少に 就いては Dennet,  Tyler,  A 灣 ieana  in.  Eastern  Asia,  1922,  p.  5SG を 

見よ。 

3 事業 投資 

上記の 諸 數字は 支那の 貿易 及び 經濟 生活に 於け る アメリカ人の 地位の、 一 指標に 過ぎない。 アメリカの 事業 投 资に關 

する 直接の 報吿 は、 散漫で 不完全で ある。 吾々 は 七十 乃至 八十の アメリカ 商社 中に、 若干の 重要な ものが 包含され てゐ 

たこと を 知って ゐる。 ス タンダ ード • オイル 會社 は、 かなりの 投資 を 持って ゐ たに 相違ない。 一八 九 八 年 は 一億 ガロン 

の燈用 石油が 支那に 輸入され たが、 その 半分 は アメリカから 來 たもので あった。 地方 人名 錄を兑 ると 上海に は、 石油 タ 

ンクと 石油 を罐に 詰める 工場と を 持った 一 一つの 商館が 載って ゐる。 その 一 つ は アメリカ人の 財産であった。 又、 或る ァ 

メ リ 力の 貿易 會社 は、 上海 精米 會社 (Shanghai  Rice  Mill  company) ァ メ リ カ卷 煙草 會社 (American  Cigarette  company) 

及び 上海 パ ルプ 製紙 會社 (Shanghai  Pulp  and  Paper  company) を 統制して ゐる ものと 見られた。 然し、 少 くと も是等 

の會 社の 中二つ は 大部分 支那 人の 出資に なって ゐ たと 信すべき 理由が ある。 アメリカ人 は 又、 支那の 繊維工業の 初期の 

發、 建に も 若干の 役割 を 演じた。 下關條 約の 結果と して、 外 國人は 支那に 工場 を 設定し 經營 する 權利を 獲得した ので ある 
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が、 その 結 rar 一  八 九 六 年と 一 九 〇〇 年の 間に、 相當 急速な 發 達が 窗ら された。 それ は 次の 一 一三 ケ年 問に 一 度なら ぬ 失 

敗と 再組織と を 伴った が、 ^？^は 一 九 〇〇 年に 上海で 操業して ゐ た九俩 の綿絲 工場 中、 二つが アメリカ # 社 によって 建該 

された ものである こと を 示して ゐる記 錄を發 見した。 この ニ會 社の 總 資本 は、 恐らく 約 百 二十 萬 米 弗で、 その 若干 分 は 

疑 ひもな く イギリス 及び 支那 系の ものであった。 丁兀 一 一年 迄に この 工場の 一は 失敗して しまった ，o 

【一 M 二八〕 ("hrmf  Sid  Directory ：… .for  tlic  Fmr  1). 147  一  for  the  1900,  pp.  lr-8—l>. 

【一！ Ji  二 九】 即ち、 茂 生 洋行 (American  Tl.adillf,"  Co ョ pally) 及び 協隆 洋行 (マ e;ll.ou  】)allicl ；ョ d  company) によって である。 

Chronide  sul  iHredory  for  the  ycYS  Jt 纖, p.  1G8. 後者に チヤ ，シス • ベレス フ す. 'ド卿 (Lord  C Imrlcs  Beresforoo 

によれば、 『牛 英』 的で あ つた。 (、ミミ 二  rc  二  h  一. P  of  Od  一,  New  Y ョ k, IW ミ. p.  s 

【一 一二 o〕 〇hillese  Maritime  CJllst- ヨ is,  Jldwl.v-X  of  T.rMk  (ml  Tmde  acpst 乂, liKU- 1). iK9. 

この 初期の 工業 的發 達と 關聯の ある 或る 出來事 は、 この 時代の アメリカ 官吏の 態度 を 示して ゐる。 上海の 一群の 綿絲 

工場 所有者た ち は 一 八 九 七 年に、 その 中で 彼ら は 支^の 幼稚な 綿絲 工業の 免稅が 好ましい こと を 指摘した 報告書 を 作成 

して、 そして ぁリ來 りの 保護 主義 的 議論 を 進めながら こ 產.^ に對 する その他の 援助 を 提案した。 この 報告の 寫し は、 

上海の 關係 米人實 紫家逹 によって、 公使 は 彼等 を 支持して くれる だら うとの 期待の 下に、 北京の アメリカ 公使の 許に 送 

られ た。 この 報 吿はヮ シ ン トンに 送付され た or 私 はどうして 吾が 國の 利益が、 支那に 於け る-純 絲 工業 を 助成す る ことに 

よって 增進 せしめられる ことになる のか を 理解し えません， 一一 と は、 同封せ る 公使の 手^の 文句だった： 國務 長官 は 彼 を 

支持した。 曰く 一一-委員 食の 報告 は、 低廉な 勞働を 基礎に して 外國の 輸入品と 競爭 する 目的で、 V 支那 資本に よって 設 

立され たると 外國 資本に よって 設立た ると を 問 はす) 地方 的に 製造す る を 可な りと して ゐる。 然し、 吾が 國の 利ハ 4- は 


フ 

外國 市場 を 吾が 國 製造業の 爲に 開放せ しめてお くこと である』 と。 

【一 lil  一一  一  一〕  U.  S.  Forci,  IMatkss,  】S97,  p.  92. 

これ は 明白な 返答だった。 もしも 人あって アメリカ 公使 を、 一方で は 支那 鐵 道への アメリカ 投資 を (やがて 後で 見る 

やうに) 最も 熱心に 支持しながら 他方で は綿絲 工業への 投資の 『助成』 を 担んだ の は 矛盾 だとい つて 非難す る ものが あ 

つたら、 彼れ は 容易に それに 返答し えたら う。 蓋し、 鐵 道の 場合に は、 彼れ は アメリカ のま 道 材料 を資 込む ことに 援助 

し、 從 つて、 アメリカ 製品の 爲 に外國 市場 を 開拓し つ.^ あつたから である。 然るに 綿絲 工業への 方になる と、 アメリカ 

人に よると その他に よるとに 拘ら す、 支那の 內 部に それが 發 達する こと は、 アメリカ 商品の 市場 を閉. 1 する の 結 5^ を來 

たしたら う。 つまり アメリカ 官吏 は當 時、 貿易の 見地から 物を觀 察して ゐ たので、 未だ 投資と いふ 見地から 物 を 見て ゐ 

なかった ので ある。 

アメリカ 官吏の か \ る 態度の 背後に は、 種々 なる 問題が 橫 はって ゐる。 もし、 績 機械 を賫込 むと 云 ふ 事 だったら ど 

うであった らう。 公的 援助 を 合理化す るた めに は、 アメリカの 輸出に 對 する 支那の 經 濟的發 達の 好 結 栗が、 どれ 程 接 

的な もので なければ ならぬ か？ 資本の 輸出 或は 投資の 機會 は、 商品の 輸出と 均しく アメリカ の 利益 を 意味せ ぬたら う 

力？ 

然し、 この 觀點 から 見て 尙ー曆 答 ふるに 困難な 問題が 存在して ゐた。 支那に 於け る 治 外法 權の 存在と 外國 人の 地位と 

は、 上海に 於け る アメリカ 市民に 合法的な どんな 事業で も 支持す る こと をうる 權利樣 の もの を附與 して ゐた。 上海に 於 

ける アメリカ 綿絲 工場 主 を、 一一 ュ ー ィ ングラ ンドの アメリカ 綿絲 工場の 持主と 同程度に 考慮すべき でなかったら うか？ 
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上海の アメリカ 綿絲 工場 主た ち は、 また、 かう 指摘した かも 知れない。 卽ち 支那 人 は これらの 問題に は 通常 人種的 並 

びに 政治的 見解 を 採って、 治 外法 權下 にある 外國 人の 支那 內 部に 於け る 營業的 乃至 工業 的企圔 を獎勵 する の を 担 絶して 

來 たの だから、 彼らから 支持 を 受ける と 云 ふこと は 有りそう もない と。 

何れにせよ、 吾々 は 上記の アメリカ 官吏の 返答に 際して、 か \ る相對 立せ る 諸 原則に 若干の 考察 も 加 へられなかった 

ことに 驚く。 アメリカの 資本 を 一 方で は 熱心に 支持し 他方で は それ を 冷淡 視 した アメリカ 官吏の 胸中に 疑念の 湧かな か 

つたら しい 所以の もの は、 た^ アメリカ 輸出の 直接的 增 進と いふ 單 純な 方式が、 綿絲 工場と 鐵 道に は 簡單 に當て 嵌った 

からに 外なら ない。 

扱て、 私 は 今世紀 初頭に 於け る アメリカの 對支 投資 評價の 基礎たり うべき 他の 報告に 目を轉 じょう。 上海の 土地 財産 

2 

は、 一 九 〇〇 年に 約 五 千 萬 上海 兩と稱 せられ、 又、 外國 人の 手に 在る 商品 ストック は 六 千 萬 兩と稱 せられた。 私の 評價 

では 土地の 總價額 は、 それより 幾らか 多い。 共同 租界に 於け る徵稅 地の 地價 算定 は、 上海 ェ 部局の 報告に 從 へば、 一 九 

o〇 年に 四千 四百 萬兩、 一九 〇 三年に 六 千萬兩 であった。 算定 人に 對 する 不變の 訓令 は、 一九 〇 七 年 迄、 土地 を 市價の 

七十 五 ％ に 算定す 可し と 云 ふに 在った。 故に、 共同 租界 內の 土地 價額 は、 一 九 〇〇 年に 略々 六 千 萬 雨に 近かった こと は 

確かで あらう。 當 時の フランス 和界の 土地 價額 として、 千 五 百 萬兩を それに 加へ たら 安全で ある。 また、 租界の 境界 外 

の 道路に 沿った 多くの 土地が、 色々 な國 民の 名で 色々 な外國 領事館に 登錄 されて ゐ たこと は 良く 知られて ゐる こと だが、 

私 は 別にそう 云 ふ 土地の 評價は 試みなかった。 上海の 共同 租界、 越界 道路 區域 及び フランス 租界の 土地で、 支那 人 所有 

として 知られて ゐる もの を 除いた 總地價 は、 一 九 〇〇 年に 七 千 五 百 萬 もしくは 八 千萬兩 であった と 云 へ ば 間違な からう。 


I 九 〇一 一年 もしくは 一 九 〇 三年 迄に、 この 總 額が 一 億 雨に 上った こと は、 殆んど 疑 ひない。 何れにせよ、 私 は 以下の 評 

債に 於いて 八 千萬兩 とい ふ 數字を 採用す る ことにする。 

【き 一三】 。一 雲き and  Directory  1900,  p.  16G. 

00s この 數字は Fcdhwii  B,t,  vol.  I,  p.  0 に集錄 されて ゐる。 (邦 譯、 滿鐡 調査 課 『フィ ー タム 報 =$1』 中編、 一 四 〇 

頁 以下 〕 算定 人へ の 訓令に 付いて は P.  338. を 見よ。 (邦 譯、 同上、 一 四 三 I 四 頁 〕 

扨て、 支那 人 名義の もの を 除いた 以上の 土地 總額八 千 萬 兩の內 から、 相當の 部分 を 除去せ ねばならぬ。 蓋し、 外人 名 

義 で登錄 されて、 實は 支那 人の 財產 である ものが あるから である。 更に、 ー歷 面倒な 事に は、 外！： 人の 商社で は あるが 

その 株の 多數 を、 甚 しきに 至って は 全部 を 支那 人が 持って ゐる やうな 商社が 土地 を 所有して ゐる ことで ある。 然し、 こ 

れら 一切の 困難 を 考慮に 入れて、 私 は、 上海で 得られた 諸報吿 及び フィ ー タム 報吿を 基礎に、 ；？^ の總 計に 含まれた 土地 

の 三分 ノ 一は、 言葉の 如何なる 意味に 於いても 外國 人の 土地と して 計算に 人れ る 可き でない 土地で あつたと 見る。 これ 

を 削除して、 私 は 一 九 〇〇 年頃 上海で 事 實外國 人に よって 所有され てゐた 土地の 價格 として、 五 千 五 百 萬 兩の總 額 を 得 

る。 アメリカ人 はこの 一 〇％、 卽ち、 當 時の 爲替 相場で 三百 五十 萬 乃至 四百 萬 米：^ に相當 する 五 百 五十 萬 乃至 六 百萬兩 

の 土地 を 所有して ゐ たと 見る のが 相當 であらう。 

【一！ JS 三 四〕 この 題目 及び 私の 評 價の甚 礎と なって ゐる 報告に 付いて は、 Fedham  Bi,  vol. 1, Pt.  III.  Chap.  5, (邦 譯、 前 

揭、 中編、 一 1 〇 頁 以下〕 及び vol. 2,  p. 170  (邦 譯、 同上、 下 編、 一 八 六 頁 附表) を 見よ。 

以上の 評價 迄のと ころ は、 かなり 確實と 見て い そこで 私 は、 一九 三 〇 年の 調査から 算出され た 上海に 於け るァメ 

リカの 土地 投资 額の 上海に 於け る總 投資 額に 對 する 百分率- 及び 上海に 於け る アメリカ 投資 額の 支那に 於け る 總投资 額 
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に對 する 百分率 を 適用で きる ものと して、 採用 せんこと を 提案す る。 か、 る 算定の 下に、 私 は 今 問題に して ゐる この 時 

代の 上海に 於け る アメリカ 事業 財產 額の 安當 なる 推測と して 一 千 萬 米 弗の 額 を、 そして 支那に 於け る アメリカ 全 事業 投 

資 として 一 千 七 百 五十 萬 米 弗の 額 を 提出す る。 

4 支那 政府の 債務 

アメリカの 支那 政 符俊務 保有 高 は、 一 つの 取引 を 除いて、 無視し えられる ほど 小額であった。 而し てこの 一 取引と は、 

ァ メ リカ 人が 短時日の 間 取 結んだ 鐵道 契約 だ つ た。 

1 八 九 五 年から 一 九 〇〇 年 迄の 期間 は、 支那に 於け る錢 道計畫 促進の、 幾らか 無効 栗で は あるが 熱病 的な 活動の 時期 

であった。 吾々 はこ \ では アメリカの 努力の みに 觸れ て、 他國の それに は 觸 れぬ ことにする。 京 漢鐵道 建設の 最初の ァ 

メリ 力の 提案 は、 國際 政治と 關聯 した 諸 理由の ために 物に ならなかった。 それ は アメリカ 公使 デンビ ィ (Charles,  Dcn- 

by) の 側に 於け る關 心の 缺除 によって 失敗した もので は 決してな く、 むしろ、 デンビ ィは 北京の 總理衙 門 を 訪！： して、 

上海の 支那 側交涉 員に 向け て 當該線 建設 方 を アメリカ の會 社と 契約す ベ き 3in を 電訓す るよう に 要求 さへ した 程 であつ 

た。 彼れ の 關心は 頗る 强烈 に、 彼れ の 活動 は頗. る活 澄で. るった ため、 彼れ には說 明の 必要が あると 思 はれた。 r 私 は 契約 

の實際 上の 締結に は參 加し ません が J 11 と 彼れ は ワシントンへの 手紙の 一 つの 中で 云った ——— 『古い 法雜 家と して 私 は 

依賴 人に 對 して 採る 可き 處置を 內密に 助言いた しました』 と。 

〔註 三 五〕 U.  S.  Fovcf  mcuions 一  1897. で？  ^718, 


この 事件 は、 アメリカ 政府の 態度 を 代表せ る ものと 見ら るべき デンビ ィ への 訓令の 作成 を 齎らした。 彼 は國務 長宫か 

ら、 『何れの 商社の 計畫 なりと も 他社 を 排除して それ を 擁護す る こと を愼み 乍ら も 支那に 於け る アメリカ 2g 業 的 利益 
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の 仲 張の 爲 にあら ゆる 適當 なる 手段 を 用 ふ』 可き こと を 命ぜられた。 注目す 可き こと は、 この 訓令 は投资 よりも 寧ろお 

易 上の 諸 考察に 基いた ものであった ことで ある。 然し 乍ら、 國務 長官に は、 支那に 於け る鐵道 契約の 一般的 利益が、 線 

路及 びその 諸 設備に 對 する 注文 を 確保 するとい ふ 願望 以上の もの を 意味す る ものである こと は、 よく 解って ゐ たに 相 遠 

ない。 最近の 歷史 は、 一 九 〇〇 年 直前の 數年 間に 於け る 支那の 鐵道 契約 程に、 經濟 的な 契約が 政治的 目的の 爲に 利用 さ 

れた 適切の 例 を 知らない。 

【！ S3 1 一一 六】 癒.， P.  56. 

利權 獲得 鬪爭が 暴れ狂つ たの は、 た^に 鐵道 契約 を 中心として 許りではなかった。 また、 その他に 港灣の 和惜、 不割 

壤條約 及び 『勢力 範圍』 等々 があった。 ジョン • ヘイの 一 九 〇〇 年に 於け る門戶 開放の W 主張 は、 その 當時、 支那 分割 

の 可能性が 著しく 濃厚で、 その 時期が 遠く はない と 思 はれた やうな 事情に よって 惹き 起された のであった。 アメリカ人 

は、 たと へ 支那 は 分割 さる.^ とも 貿易の 權利は 尊重 さる 可し との 條約 を各國 との 問に 締結す る こと を 望んで ゐた。 嚴密 

な 解釋家 は、 一 九 〇〇 年の この 主義に は それ以上の 意味 は 含まれて ゐ なかった と 主張す るか も 知れぬ。 然し、 事赏 はこ 

れ 以上の 强烈な 意味が その 中に 含まれて ゐ たとい ふこと、 そして その 含む 所の 意味 は それが 支那の 分割へ の現實 的な 移 

行に 對 する 警告の 身 振であった とい ふこと に 殆んど 疑 ひ はない。 ヘイが 經濟 的な 考慮 を 致した 限りに 於いて、 彼れ は貿 

易の こと を 胸中に 描いた。 然し、 彼れ の 主要 目的 は 政治 上の！^ お※ を 確保す るに 在った ので ある。 投資に 對 する 門戶 開放 
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の 問題 は 取り上げられなかった やうで ある。 疑 ひもな く、 その 理由 は、 一 九 〇〇 年代に アメリカ人 は外國 投資に 殆んど 

關心を 持って ゐ なかった からで ある。 

【一 Ml 一一 七〕 デ ンネク トの云 ふやう に 『 …… 鐵道 建設の 優先 權に 就いて 爭 論したり、 或は 旣に 他の 國に與 へられた 鑛山を 探 掘した 

りする 甲斐が ある 程の 充分な ァメ  "カ资 本が、 未だ 投資 を 求めて ゐ なか つた。』 A-lcrkam  in  13  ks-^  1922,  p.  C48. 

アメリカ人が 京 漢鐵道 契約 を 逸した 時、 彼等 は 粤漢鐵 道 契約 は 彼等に 委ねられる だら うとの 了解 を與 へられた。 この 

契約 は 一 八 九 八 年 四月 十四日に 調印され た。 長期の 努力と 幾多の 申込との 最初の 具體 的な 結果であった。 然し、 これ も 

結局 は 物に ならす にし まう 運命 を もって ゐた。 最後の 協定が もう 數 日と いふと きに 米 西戰爭 が勃發 して、 交涉は 延期 さ 

れた。 遂に、 線路の 準備 的な 測量が 行 はれ、 その 結 Bi- として 一 九 〇〇 年 七月に 追加 協定が 調印され、 建設費 用と して 支 

拂 はるべき 金額の 增 額が 行 はれた。 この 追加 協定の 中には、 その 第 十七 項と して 『アメリカ人 は これらの 協定 上の 權利 

を他國 人に 譲渡す る こと を 得す』 との 條 項が 含まれて ゐた。 この 條項 を揷 入した の は、 支那 鐵 道の 外國 管理から 来る 政 

治 的 影響 を 支那 側が 恐れた ことに 歸因 する。 彼等 は 特に 粤漢 線が 京漢 線の 契約 當事 者た る 一 團、 もしくは 同 一 國民卽 ち 

ベ ルギ ー 人の 一 圑の 管理に 歸 する こと を 恐れて ゐ たので ある。 

だから、 ベ ルギ ー 人の 一 圑が珠 の 買 占に よって 華美 啓 輿 公司 (Ameriran  China  Development  company) の 支配 權を 

獲得した 時. 支那 側 は 前記 協定の 廢棄を 要求した。 その 背後に は 地方の 反對 などと 云 ふ 他の 理由 もあった けれども 、主要 

な 理由 はべ ルギ ー 人に よる 該會 社の 支配に あった。 そこで 米國の モルガン 會社 (J.  P.  Morgan  and  company) は 早速、 

この 會 社の 支配的な 株 數の買 入れに 掛 つて、 支那 側に は 最早 會 社の 財產は 一 切 アメリカの もの だと 報吿 された。 然し、 


支那 側 は その 要求 を 固執して、 遂に 支那に 於け る この 會 社の 一切の 財産と 利益 を 六 百 七十 五 萬 米 弗の 額で 買 取った。 ァ 

メリ 力 政府 は 一九 〇 五 年 八月 二十 九日に、 ワシントンの 駐米 支那 公使に 向って、 米國は 此の 契約の 取消に 對 する 一切の 

抗議 を 撒 回した 旨を吿 げた。 かくて 鐵 道に 對 する アメリカの 利益 は、 終り を吿 げた。 アメリカ人に 支拂 はれた 金額 は、 

旣に 華美 啓 興 公司に よって 發 行され た 證券 額 一 一 百 一 一十一 一 萬 一 一千 米 弗 を、 上記の 六 百 七十 五 萬 米 弗から 差 引いた 額で あつ 

た。 この 證券 は、 湖 廣鐵道 借款の 規定 從 つて 一九 一 一 年 アメリカが 手 を 返く 迄、 アメリカ人が 保有して ゐた 支那 政府 

0 

證券 をな して ゐた。 

三  <〕 正文 I  K.oclitlill, W.  w.,  Tilea  and  convions,  wasllin^ton,  1904,  ^^-  ^ひ 2,  ^ひ 9. 契約 破棄の 協定 は IsladMul 

rray.  Jolin  V.  A.,  Ties  ami  Agreements  With 雲 I  Cone き dng  Chinn,  1S94I1919,  vol. 1, p. ひ 19. 

r_w  一二  *s  J 本 の 全 部に 宜 つて U.  S.  Foreign  Bdatiom,  1905,  pp.  124—35. 中に 扠 はれて ゐ る。 支那 側が 外人 所有 を 恐れた 

ことに 就いては、 一八 九 七 年 一月 十日の デンビ ィの 手紙 を 見よ。 U.  S.  Foreign  Bchtf  1897,  pp-  5617, 

【_王 四 o】 JVIacMurray,  Jolin  <.  K.,  TrecUiea  and  k^lssl  With  。一 lis  and  Cmcernhig  Gf,,  1864——i(J19,  vol.  1,5}.  SC6. 

第二 項 を 見よ。 

5 布 敎財產 

1 九 〇〇 年初 期に 於け る アメリカ 宣教師の 支那に 於け る 活動に 關 して は、 吾々 は 約 三十の 圑體を 代表す る 約 千 人の 宜 

敎師が 居った こと を 知って ゐる。 これ を 一八 七 五 年の 十五 團體を 代表せ る 約 二百 十 人の 宣教師と 比 鞍すべき である。 ァ 

メリ 力 布教 圑經營 の 病院 は 約 六十あって、 全数の 半ば を 占めて ゐた。 恐らく、 ミッション 經 營の敎 育？. _1 備の 約牛數 も、 
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叉 アメリカ人.. の ものであった。 一-クリスチャン • スク， ー ルの擧 生」 一 0 全数 は 一八 九九 年に 一 萬 人、 一 九 〇 五 年に は 三 萬 人 

と稱 せられた，" アメリカの 布 敎團體 は、 團匪 事件の 解決に よって、 五十 七 萬 九 百 八十 三 弗ち 十五 仙の 賠償 を 受けた が、 

『アメリカ 布敎 財産の 僅かの 部分の みが、 破壞 又は 損害 を 蒙った に 過ない こと は 周知の ことで あ 私の 一 九 三 〇 年の 

調査から 利用で きる 直接の 報吿 は、 恐らく 總數 三十に 達する 團體中 僅か 六圑體 のみに 關 する も Q である。 この 六 團體は 

六十 六 萬 百 七十 四 米 弗に 達する 財産 を 有して ゐた。 私 は 十三 圑體 から、 達 金に 關 して、 アメリカ 新教徒から 合計 六十 三 

萬 八 千 九 百 八十 九 米 弗 を 示して ゐる 報告 を 得て ゐる。 私が 報告 を 得た 六 圑體の 中には、 大きな 財産 を 有して ゐる 布敎圑 

の 或る ものが 入って ゐ ない。 利用し うる 一切の 報告 を 基礎に して、 できるだけ 完全な 評惯を 試みた 結果、 私 は アメリカ 

の 布 敎團は 一 九 〇〇 年頃 約 五 百 萬 米 弗の 財產を 所有して ゐ たと 見る. - 

【！ M 四 一」 、？  。hrmiAln  C3-It.  of  Sh;iii 乞 lai,  1922,  p.  n き. 私の 評價 はこ の 本と Beach,  il.  P.,  "Chhm  as  p  Mif 

sl(m  Field,  -  Mi ま f-ry  7 つき.、； ミ of  the  1 二-一)， ISi ミ. vol. 12-  N.O. お pp. ま 198 及び n.  93. の 表 及び IXMlnis,  J.  S. 

r:vusslolls  in  Chitin,  "  Jicvicw  of  .Re2\:m,  New  York,  Sep.,  li)oo と を 基礎に した もので ちる。 

四 二〕  Lato ョ vitc,  K.  S.,  yl J l-iMory  of  chvlstkm  Mlssiom  in  Qdml,  N.  Y., 1929,  p.  253. 決定 さ t た賠 _s 頃よ、 こ ら布 

敎圑の 要求 額の 一倍 半 以上であった。 

この 時代の 評價を 次表に 示せば 次の 如くで ある。 

第二 表 一九 00 年に 於け る アメリカの 支那に 於け る 財産 保有 高 (百 萬 米 弗) 

事業 投資  一七 *五 

證券 及び 政" 朴债務  17  二 

布 敎财產  五 •〇 


合  計  二 四 • 七 

事業^に よる 事業 投資 額 評價の 試み は 成功し なかった. - 然し、 航 業の 重要性に 於け る 大きな 衰退が あった。 一 九 〇〇 

年に は、 支那の 河川 及び 沿岸 貿易に 一艘の アメリカ 船も從 事して ゐる ものがなかった と 見る の は、 恐らく 妥當 だら う。 

更に、 これらの 事業 投資の 地理 的 分布 も當 時の 報告から は 明に しがたい。 一千 萬 米 弗が 上海に、 七 百 五十 萬 米 弗が その 

他に 在った と評價 しえ よう。 布敎圑 財產を 別と して、 アメリカ 投資 は 一八 七 五 年の 七 百 萬 米 弗から、 一 九 〇〇ハ ヰの 二 千 

萬 米 弗に 增加 したと 言 ふこと をえ よう。 

三、 一九 一四 年に 於け る アメリカの 諸 利益 —— 貿易の 增加、 

財政の 分野に 於け る 努力 

1- 背  景 

一九 〇〇 年と 一九 一四 年との 間に、 重大なる 變 化が 支那に 起った。 北方に 於け る U シァの 進出 は 阻止され、 日本が 日 

露 戰爭後 南 滿洲に 於け る 口 シァの 後 を 襲 ふた。 兩國 ともこの 時代の 支 弗の 國際的 經濟關 係に、 重大な 役割 を 演じた。 ァ 

メリ 力 及び イギリスの 政策 はこの 變化 によって 補整お 蒙った。 支那 國內の 政治的 變革は 急速であった。 支那 革命 は 一 九 

1 四 年 迄に 勃發 して ゐ たが、 未だ 後年の 如き 混亂. V 惹起して はゐ なかった。 從 つて、 一九 一 三年 及 一九 一四 年の 支那 は 
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世界 大戰 前の 世界が さう であった やうに、 革命 以前の 支那で あつたと 云 ふても 差 支ない 0 

^界 大戰 前. 夜に 於け る 支那の 外國 貿易 は、 今世紀 初頭の 二倍に 達して ゐた。 卽ち、 四 億 海關兩 から 九 億 海關兩 以上に 

增 大して ゐた。 この 增 加した 貿易に 對 する アメリカの 分 前 は、 略々 一九 〇〇 年の それに 均しかった。 事實、 一八 七 一年 

から 一九 一 五 年に 至る 全 期 問 を 通じての 支那 外國 貿易に 對 する アメリカの 百分率 は、 一 九 〇 五 年 前後 を 除いて 五 ％ から 

一 〇％ の 間 を 上下して ゐた。  ♦ 

〔一！： a 四 三】 一 九 〇 五 年に は 一 五 ％、 一  九 1 五 年に は 一 1 ，四％ だった。 計算 は 支那 海關 統計に 基く。 

支那から アメリカへの 貨物の 動き は、 やはり、 アメリカから 支那への 動きよりも 多少 多かった。 吾々 が 米 弗で 計算し 

た アメリカ 政府の 數字 をと つて、 それに 香港との 間の アメリカ 貿易 を 考慮に 入れて 見る とき、 一八 九 七 年と 云 ふ 年はァ 

メリ 力の 對支 貿易の 上に 一 變化を 刻した 年で ある ことが 明かで ある。 卽ち、 一八 九 七 年、 及び その 年 以來、 アメリカの 

支那 及び 香港への 輸出 は、 支那、 1^ 港からの アメリカの 輸出と 略 均しくな つた。 アメリカの 對支 輸出の 重要性に 於け る 

この 增大 は、 一 部分 は、 支那に 於け る アメリカ 商品の 販賣 及び 分配 組織の 一 曆の發 達に 基因す る ものであった。 支那へ 

の 輸出 增加 は、 同じく 支那に 於け る アメリカの 事業 投資の、 それよりも 大きく さへ ある 比例 的な 增大を 意味して ゐ たと 

見て 差 支ない だら う。 

2 人口 及び 商社 

アメリカの 在 支 人口 は、 その 商社 數と 同様 增 加し ti けた。 今や 商社 百 三十 以上に 達し、 アメリカ人 人口 は 五 千 人前 後 


に 及んだ。 一 九 〇〇 年の 狀 態と 非常な 相違 を發 見す るの は、 吾々 がその Kn 分 率を撿 するとき である。 卽ち、 一 八 九九 年 

に は アメリカ人 は 在 支 外國人 總數の 一 三丄ハ ％ を 占めて ゐ たのが、 一 九 一 三年に はやつ と三丄  ー％ だった。 アメリカ 商社 

の 方 は、 一八 九九 年の 七 ズに對 する、 一九二 二 年の 三 *四％ であった。 この 原因 は、 日本人 及び ロシア 人の 增加 による 

ので ある。 西ョ ー D ツバ 人との 關 係に 於け る アメリカ人の 地位に は、 何等の 變化 もなかった。  - 

【！ a 四 四〕 比較 數を 示した 表 は、 本章 末尾に 揭 げられ てゐ る。 

一 九 〇〇 年から 一 九 一 八 年に 至る 各 年 を 通じて、 アメリカ 船舶 は 支那の 外國 及び 內國 貿易に 從事 せる 船舶 總噸數 の 約 

一 ％ にやつ と屆 いた 位だった。 貿易の 場合と 同じく、 日露 戰爭中 は 例外 を爲 して ゐ たが、 それ もやつ と 二 ％ であった。 

4 事業 投資 

上海に 於け る アメリカの 地位 は、 支那に 於け る アメリカの 事業 投資 額 を評價 する に當 つて、 最も 重要な 報吿を 提供す 

る。 共同 租界に 於け る外國 人人 口 は 一 九 一 五 年に、 殆んど 一 九 〇〇 年の 三倍に 達して ゐた。 然して、 それに 對 する ァメ 

リカ 人人 口の 百分率 は、 殆んど 正確に 同一 で 卽ち七 ％ だった。 アメリカ人の 人口 は、 五 百 六十 二人から 千 三百 七 人に 增 

加した。 これに フランス 租界に 於け る アメリカ人 數を 加算しても、 在 上海の 全 アメリカ人の 百分率 を 何ら 實 質的に この 

七 ％ と いふ 數字 以上に 高める ものではなかった。 
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共同 租界に 於け る？ i 稅 地の 地 憤 は、 一九 一 一年に 一億 四千 二百 萬 上海 雨、 一九 一六 年に は 一億 六 千 三百 萬 上海 兩と箅 

定 された。 私 は 一九 一 四 年に 一 億 五 千 五 百 萬 上海 兩だ つたと 評價 して ゐる。 フラ ン ス和界 は 一 九 一 四 年に 擴大 されて、 

尙 一 萬 五 千 百 五十！ tio 一千 百 六十 七ェ ー 力 ー) の 土地 を 包含す るに 至った。 フラン ス^ 界に 於け る 土地 價額 を、 私 は 共同 

租界に 於け る それの 三分 ノ 一、 即ち、 約 五 千 五 百 萬 上海 兩 であつ たと 見る。 越界 道路 區 域の 土地で 當 時各國 領事館に 登 

錄 されて ゐた 土地 價額 は、 少 くも 二 千 萬 上海 雨であった。 共、 同 租界 內の 徵稅 土地 價 額が 恐らく 二 千 萬 上海 兩は 低く 評價 

されて ゐる ものと 見て、 それ を 加へ ると、 一九 一四 年に 上海 全體に 於いて 外國人 又は 外國 商社の 名に よって 所有され て 

ゐた 土地の 總價 額と して、 一 一億 五 千 萬 上海 雨と いふ 總 計が 出て 來る。 

【一！ i3 四 五〕 I 寡 SI  Jf  VOL 1, p.  34P  (邦 譯、 中編、 一四 一 頁) 

この 總 計から、 私 は、 名義 は外國 人に なって ゐ るが、 實際は 支那 人に 導して ゐる 土地の 價額 として 恐らく 八 千 萬 上海 

兩 許りの もの を 差 引く と、 實際 上外國 人の 所有に 屬 する 土地 憒額 として 一億 七 千 萬 上海 兩が殘 る。 で、 このうち ァ メリ 

力の 分 は、 前年 及び 後年の 百分率 を アメリカの 割合 を 示す 何ら かの 指標と して 採用して 差 支ない とせば、 一千 七 百 萬 上 

海 兩と云 ふこと になら う。 

そ. こで、 一九 一 叫 3f の アメリカ 土地 保有 額 を 一千 萬 米 弗 (丁儿 一四の 平均 爲替 相場 を 採って) とすれば、 上海に 於け る 

アメリカの 投資 は、 一九 〇〇 年の 米國 投資 額 評價の 際に 川 ゐられ た 同じ 方法、 即ち、 アメリカの 上海に 於け る 土地 所有 

額の 外國 人全體 所有 額に 對 する 百分率 一 〇％ を、 アメリカの 上海に 於け る 全 事業 投資、 及び 支那に 於け る總 事業 投資に 

適用し うると 見る ことによって、 吾々 は 一 九 一 四 年の 上海に 於け る アメリカの 全 事業 投資 三千 萬泶 弗、 及び、 支那に 於 


ける アメリカの 全 事業 投資 約 五 千 萬 米 弗と 云 ふ 數字を 推測す る ことができよう。 私と して は、 この 數字は 想像し えられ 

る アメリカ 全 投資 額の 最大限度 を 示す ものの やうに 思 はれる。 利用し えられる 直接的な 報吿 は、 五 千 萬 米 弗より 低い 數 

字 を 示す やうで ある。  . 

一九 一 五 年に、 三十 二 商社の 加盟す る アメリカ人の 一 商業 會議 所が、 上海に 組織され た。 一九 一四 年に は 上海に 事務 

所 を 置き、 全 國に四 支店 を 有する 一 アメリカ 銀行た る 花 旗 銀行 (Intenatioral  Banking  corporation) が 支那に あった。 

この 銀行が 一 九 一 六 年に 二 ュ ー ョ ー クの ナショナル • シティ. バ ンク (National  City  Bank) によって 引繼 がれた 時 ^八 

百 萬 米 弗の 資本金、 剩餘金 及び 未配當 利益 金 を 有して ゐた。 然し、 この 銀行 は 極東 許りでなく、 又ョ Itl ツバ 及び 南米 

にも 支店 を もって ゐ たこと を 記憶すべき である。 ナショナル • シティ たハ ンク は、 國立 銀行に 對 する ボ^カ 準 令 

及び その 追加 條 令の ある ものに よって 撤廢 された 後に、 支那に 營業を 開始した 最初の 銀行であった。 

「一王 四 六〕 -Annual  neport  of  the  President,"  MUlards  (現在 は 。FP  wtlo ま-謹, J§e 19, 19S0,  vol.  XIU,  No.  3, 

p.  119. 當時、 これ は アメリカ 合 衆國國 外に 於け る アメリカ 最初の 商業 食議 所で あると 云 はれた。 

【一. Ki 四 セ〕 M.ee,  Frederic  K,  prrcnoy,  BanFg  and  Fimux  iv,  cf,  Washington,  1926, で. 94.  Bennet,  C.  "Ameri- 

cans Taking  Their  Place  in  China, 》》 Malard、s  (現在 は Ghiim  woekhy)  Bet,  June 19, 1920,  vol.  xli『, N?  3,  p. 11ゃ 

私 は 調査の 結果、 百 三十の アメリカ 商社から、 彼らが 支那で 創業した 日 附に關 する 回答 を 得た。 私 は これらの 商社 中 

二十 二 は 一九 一 四 年 前に、 及び 二十 五 は 一 九 一 五 年 前に 存在して ゐ たこと を 知った。 而し てこの 二十 二の 中には、 今日 

支那に 於け る 最大の アメリカ 會 社中の 五つの ものが 包含され てゐ る。 所で、 殆んど 何の 場合に も、 私の 得た 報吿は 一 九 
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ニニ 年に 於け る會 社の 投資 は 今日 不明で あるか、 もしくは、 非常な 困難なくて は 計算 不可能で ある こと を 示して ゐた。 

然し、 私 は これらの 商社 中の 若干から、 或は 曾って それに 關 係して ゐた 人々 から、 それに 關 する 見積り 數を 得る ことが 

できた。 それに よれば、 商社 中の 最大の 八つ は、 一 九 一 四 年に 三千 五十 萬 米 弗に 達する 額 を 支那に 投資して ゐた" 支那 

に 於け る アメリカ 商社 數は、 精密に は 解らない。 海關 統計 は 各 港に ある 各 支店 全部 を數へ 入れて ゐ るので、 その 總數は 

多すぎる。 私の 見積りで は、 支那 海關 報告の 百 三十 商瓧 は、 約 七十 五の 各獨 立した アメリカの 事業 を 代表して ゐる。 私 

は これらの 商社 中の 袋大の ものの 投資 額が、 私の 上記の 三千 萬 弗と いふ 評價の 中に 包含され てゐる こと を 知って ゐる。 

然して その他の もの- - 投資 額が、 一 千 萬 もしくは 千 二百 萬 米 弗 以上に 出る こと は 恐らく あるまい。 

かくて、 私 は 一 つの 方法に よって、 アメリカの 事業 投資の 評價 額と して 五 千 萬 弗なる 數字を 得る と共に、 又、 他の 方 

法に よって 四千 萬 乃至 四千 二 萬 千 弗なる 數字を 得た。 後の方の 方法 は  一 n 曰 直接的な ものであって、 相 當の數 の 個々 商社 

に關 する 報告に 基く ものである。 私と して は、 第 一 一の 方法に よって 獲られた 總數を 採用して、 一九 一四 年の アメリカ 事 

業 投資 を 約 四千 一 一 百 萬 米 弗と 見る のが 合理的で あると 思 はれる。 

5 支那 政府の 債務 

1 九 一 四 年に 於け る アメリカの 支那 政府 證券の 所有 高 は、 かなり 正確に 評價 しうる。 然しながら、 單に 一 九 〇〇 年の 

數 字と 一 九 一 四 年の それと を 比較す る だけで は、 支那 政府 財政に 對 する この 時代の アメリカの 關 係に 就いての 重要なる 

諸事 實を、 明らかにする こと はでき まい。 蓋し、 當 時に 於け る狀勢 は、 滿洲に 於け る アメリカの 關 心に 出發 して、 一九 


一 一年に は アメリカの 支那 財政の 本舞臺 への 劇的な 登場と なり、 遂に、 一 九 ニニ 年に は、 かの 善後 借款 調印 c> 興 的 前 

奏曲 吹奏 裡に アメリカ の 劇的な 返 場と な つたので ある。 

吾々 は、 一九 〇〇 年から 世界 大戰の 開始 迄の 時期に は、 アメリカ人の 關係 せる 幾多の 企圖が 失敗に 歸 したの を见 る。 

粤漢鐵 道 計 翥 に 就いては 上述した。 その他の 計 11 で、 もし それが 成功したならば アメリカ人と アメリカ 資本 を 誘致した 

であった らう 計 騫は、 支那 人の 所謂 東 三省と 稱 する 地域、 卽ち滿 洲に關 係せ る ものであった。 滿洲に アメリカが 關心を 

持つ 理由 は、 資本 は 商業に 從 ふとの 單 純なる 原理の みに よって は說 明で きない。 事實、 現存せ る 如何なる アメリカの 經 

濟的 利益 も、 アメリカの 満洲に 關 する 提案 を說 明す るに 足りない。 疑 ひもな く、 その 說明 は、 滿洲に 於け る ロシアの 野 

心が アメリカの 注意 を この 地方に 向けた と 云 ふこと、 及び、 持續 的に 滿洲の 上に 集中した 極東に 於け る國際 政治が、 ァ 

メリ 力の 注意 を 不斷に そこに 集中 させて ゐた、 とい ふ 事實に 求めら るべき であらう。 他の 幾多の 處 置と 並んで アメリカ 

の 財政 的な 處置を 要求した もの は、 經濟 的なら ぬ 政治的な 問題だった ので ある。 この 事 は、 a シァと 日本の 滿洲に 於け 

る 利益 はこの 程度 迄經濟 的に 說 明され るかと 云 ふ 問題と 切 離して、 言 ひえられる ことで ある。 

一 八 九九 年の アメリカの 門戶 開放に 關 する 通告への B シァの 返答 は、 他の どの 國 よりも 明瞭でなかった。 圑匪 平定 後 

引鑌 いて 支那 及び 滿洲に 駐屯せ る ロシアの 軍隊、 一九 〇 二 年の 日英 同盟の 締結、 及び、 日露 戰爭に 導いた 狀勢等 はァメ 

9 

リカ 合衆國 の滿洲 への 關心 を持績 させて ゐた。 更に、 これらの 諸 要因の 影響 は、 ル ー ズヴ- ルト大 頭領が 日露 戰爭を 終結 

せし むる に當 つて 演じた 役割に よって、 一層 强 化された C アメリカの 注意 は、 一九 一九 年に 上海に 注がれた と 同じ様に 

1 九 〇 五 年に は 滿洲に 注がれた。 
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Bra\^  IMacMurtly,  John  v..  A..,  Hi^s  and?  With  I  oo^^s£  Chvm,  1W44——1919,  vol. 1, で p.  234——CT. 

0 シ ァの 返答 は、 アメリカの 通告の 中に 揭 げられ た 『三 原則』 の 何れに も 直接 且つ 完 仝に は觸 れてゐ なかった。 

【ssi 四 九】 『一九 〇 五 年後の どの 時期で も、 一九 〇 五 年 前の ロシア 時代の 終焉 期 中に 於け る ほど、 霜洲が 事實上 併呑の 危險に 臨 

んだ ことはなかった。』 Young,  C.  W  ,  T/S  lonnl  JRdatiom  of  Mailtrin,  Chicago,  1029, つ. 7. 

滿洲に 於け る アメリカ 投資の 可能性 を 包蔵す る 最初の 提案 は、 滿洲鐵 道 もしくは その 使用 を、 世界一周 交通路の 一部 

として 獲得しょう とする ハ リ マ ン (E.  H.  Karri ョ an) 氏の 計霱 であった。 もし、 これが 實 現した 曉に は、 かなりの 事業 投 

资を 伴った ことだった らうが、 成功せ すに 終った。 これに 續 いたのが、 部分的に は ウイラ. -ド • ス トレ ー ト (willard 

sfraight) の 野心と 精力に 基き、 新 民 屯から 授琿に 至る 英米 合同の 鐵道布 設計 翥 であった。 抑々 新 民 屯から 法 庫 門に 至る 

線の 布 契約 は、 ，一 九 〇 七 年に 英支 間に 調印され たもので あるが、 それ は 一 八 九九 年に 英露 間に 交換され た 通告に 追加 

された 手紙 中に、 特に 英國 の計畫 として 掲げられて ゐ たもの、 實 現に 外なら なかった。 然るに も拘ら す、 日本 は 支那が 

ボ ー ツマ ス條 約に 承諾 を與 へた 一九 〇 五 年の 日支條 約に 關聯 せる 或る 『秘密 議定書 J を楣に 取って、 この 契約の 遂行 を 

妨害した。 英 政府 は その 主張 を 押切ら うと はしなかった。 而 して、 外ならぬ この 同じに 新 民 屯から 法 庫 門 迄の 短い 線路 

が、 錦 州から 璦琿に 至る 鐵道 布設 提案に、 一役 を 演じた のであった。 

【J}JJ 五 0】 MacM-rray,  John  V.  A.,  Trass  and さ、 rcsi き With  and  9~sdf  chf 189411919,  vol. 1, pp.  204115. 

SSAS 一〕 『謂う ところの 密議 定書』 なる もの は、 MadSlurray,  John  V.  A.,  Tits  and  」5Te§§&  With  ami  Coneermng 

China,  1894——1S19.  vol. 1, J)p,  sflCT. に 載って ゐる o  Young,  w.  C.,  T!l»  nhuol  Jldati 塞 of  Jlfa さ c/mna,  Ap>l)enl 

dix.  B に は- これらの 議定書の 存在に 關 する 證據の 検討が 見られる。 

扨て、 錦 州から 璦渾に 至る この 鐵道 は、 一 九 〇 九 年に アメリカ 國務 長官に よって 提案され、 『ノックス • ブラン』 とし 


て 有名な 全 滿洲鐵 道の プ ー ル化 及び r 中立 化』 に、 アメリカと イギリス とが 寄與 する ために 計 龕され たのであった。 この 

ノックス • プランと は、 支那 政府に 資本 を 貸付け て、 支那 政府 をして 東 支鐵道 及び 南 滿洲鐵 道 を 含む 滿洲の 全 鐡道を 買 

牧 せしめん とする 計 11 であった。 然し、 もし これが 實 現したならば、 支那 政府に 對 する かなりの 资 本の 贷 付を來 たした 

であった らう 此の 計畫 も、 日露 双方の 反對に 遭って 頓挫した。 この 兩國 政府 はこの 計盡 をば、 彼らの 政治的 及び 經濟的 

利益 を 侵害す る ものと 見做した。 兩國 政府 は 共同して、 若し 滿洲に 於け る鐵 道を發 達せし める 爲に资 本 を 必要と する 場 

合に は、 先 づ兩國 に 諮る 可き 旨の 通吿を 支那 政府に 送った。 この 通吿 は、 ノックス • プランと 同性 質の 將來の 如何なる 

提案に 對 しても、 兩國の 反 を 表明した 兩國の 共同 聲 明と 見做された -11 恐らく 正當 に。 さきに、 # 漢鐡道 は 主と し 

て、 當時 アメリカ 內 にこれ に 必要な 資本が 求め えられなかった が爲に 失敗した。 その 失敗の 若干の 理由 は、 當時ァ メリ 

力 人 は、 如何なる 場合に も、 單 なる 事業 乃至 經濟的 考慮の みを以 つて は 合理化し ないやうな 大きな 重要性 を 支那の 鐡道 

計 翥に附 與し來 つた、 かの 政治的 考慮 を 理解し なかった か、 もしくは、 それ を 無視す る 方 を 選んだ からで もあった。 然 

るに、 ノックス • プランと それに 結び付いた 諸 提案の 失敗 は、 何と 見ても、 利用し うる 资 本の 缺 如に 歸 する わけに は ゆ 

かない。 むしろ、 その 失敗の 理由 は、 當時 アメリカが それに 反對 せんとして ゐた 日露の 政治的 野心に よる ものであった 

ので ある。 アメリカの 反對は 成功し なかった。 當 時の 國際的 政治 狀勢 は、 日本と 口 シァ とに 英佛 側の 支持 を 齎らした。 

アメリカ を 支持 せんとして ゐ たもの は、 獨り ドイツ 政府の みに すぎなかった。 『當 時諸國 間に 存在して ゐた 協定に 關 して 

今日 解って ゐる 所の もの- - 光に 照して 見て、 この 計 書が 決して 成功の 見込 を 持って ゐ なかった こと は 明白で ある』 と は 

事情に 通じた 一 米 人の 言葉であった。 
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【一 M 五 二〕 兩者 共に 一 九 〇 九 年 十 一 月の 英國 政府に 對 する 阔務 長官 ノックス の 書簡 中に 取扱 はれて，^ る。 U,  S.  Fovdgn  II 

tiom,  191P  p.  ^,34. 

〔一 SJHll 一一】 S.  Foreign  Beiathm,  1910, で. wi.)7.  MacMurray,  John  V.  A.,  Tmdks  i  ^S.Bifi  vol. 1, で ji S03I4.  ^ 

Ilornbeck,  S.  H.,  Contemporary  Politics  in  ihe  Far  East,  N.  Y., 191G,  pp.  2591160 を も 見よ * 仝 章が ノック ス 提案の 檢討 

に當ら れてゐ る。 

【一 Ki 五 四〕 MacMurray,  John  V,  A.,  <*Prot>lems  of  Foreign  capital  in  China,"  Foreign  Affairs,  N.  Y.,  vol.  IIT,  No.  3. 

Arnold,  Julean,  China,  >.  cb-ss!rciv~/  (md  rnd-UMrial  Ha さ dlsok,  Washington,  19^6,  p.  woo 中に 再錄。 ホ.. 'ン ベック はこの 

失收の 原因 を 次の やうに 表現して ゐる。 曰く 『吾々 は關係 地域に 充分な 經濟的 足場 を 持って ゐ なかった。 吾々 は 武力行使 もし 

く は 武力行使の 威嚇の 意志 を 有して ゐ なかった。 吾々 は元來 吾々 が 支持 を 期待せ しめられて ゐた 方面に 於いて、 外交的に 見離 

されて しまった』 と 0  process? さ 9  of  tJie  Acf  一 of  romcol  Science,  N.  Y.,  July,  1917,  vcl. Vn,  p.  89. 

アメリカ 合 衆 國の滿 洲に對 する 努力 は、 一方に 於いて、 湖廣鐵 道に 利益 關係を もって ゐた英 獨佛の 三 國財團 への ァメ 

リカの 參加を 来たさし め、 他方に 於いて、 支那の 幣制 改革 及び 或 種の 産業 振興 を 目的と する 借款の 豫備 協定に 調印す る 

に 至らし めた。 この 後の方の 借款 は 遂に 一九 一 一年 五月 末 調印 を 了した、 所謂 幣制 實業 借款と して 知られて ゐる ところ 

の、 英獨佛 米の 四 國財圑 借款で あるつ かくて、 今や、 アメリカ は 後に 借款 團 (consortium) として 知らる X に 至った 國 

家 的 銀行 團に參 加す るに 至った ので ある。 

湖 廣鐵道 は廣東 = ^漢ロ 線. の 湖南 省 內を撗 ぎる 部分 及び 漢ロ  ={1 且昌 線の 湖北 省を橫 ぎる 部分 を 包含して ねた。 是 らの鐵 

道 契約の 交涉 中に、 大統領 タフト は 私電を 支那の 支配者 (攝 政醇 親王 11 譯者 註) に 寄せて r 目下の 鐵道 借款に 於け るァ 

メリ 力 資本の 平等なる 參加』 を耍 求した。 大銃領 タフトの 強硬なる 手段に よって アメリカ 財圑を その 中に 加へ しめた こ 


の 借款 は、 一九 一 一年 五月 廿日に 調印され た。 これ は アメリカが 直接 それに 參 加した 支那 政府 借款で、 一九 一四 年に ァ 

メリ 力が 保有して ゐた 唯一 の 借款であった。 

【一 Ki 五 五】 こ の 常 報 は Willou ヒ iby,  W.  W,,  Foreign  Rights  and  ns  in  Cfdm,  Baltimore,  1920,  p.  551. に 出て ゐる。 

一九 一 一年の 出來 事、 就中、 滿洲 の產業 振興の 目的 を も 含んだ 四 國財圑 による 幣制 及び 實業 借款の 調印 は、 日本 及び 
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口 シァ 側の この 國際 借款 圑に參 加 せんとす る 成功 的な 努力 を惹き 起した。 卽ち、 六 國財圑 が 四 國財團 に 代った。 かくて 

善後 借款 契約 はこの 六ケ 國財圑 によって 進められる ことにな つた。 然し、 アメリカに 於け る 大統領の 更迭 (ウィルソン 

の 就任) は、 一九 一 三年 四月の 本契約 調印 以前に アメリカ 銀行 圑の脫 退を寶 らした。 

〔一 六〕 一 九  一 二 年 六月 十八 日の 協定、 AlacMurray,  John  V.  A.,  Treaties  and  Agreemmts,  vol. II,  ？ 1021. 

こ \ に、 アメリカ 銀行 圑 がかく も 短期 日の 間に、 何故 國際 借款 圑に參 加したり 脫 退したり した かの 理由 を、 簡 舉に考 

慮して 見る だけの 價 値が ある。 大統領 タフトの 電報に 關 して、 國務 長官 は 新聞へ 聲明書 を 送った が、 その 中で 彼れ は、 

何故 アメリカ は その 主張 を 固執す るかの 一 理由と して、 湖 廣鐵道 借款が 支那 中央政府の 一 般牧入 を 捲き 込んで ゐる點 に 

付いて、 從來の 借款と 異る こと を擧 げた。 アメリカが 參加 する こと は 1! 彼れ は 主張した 11 擔 保に 供され た諸收 入の 

性質の 結 茶と して 重大な 一般的 問題が 發生 する であらう 故に、 重大で あると。 これが 參 加の 理由であった。 次に 六！ i 肘 

團 からの アメリカの 脫退 は、 アメリカ 銀行 團の 支持 繼續 要求に 對 して、 アメリカ 政府が 與 へた 担絕囘 答に 縯 いて 行 はれ 

たので あるが、 アメリカ 政府 はこの 一 九 一 三年 三月 十八 日の 回答 中で、 支那の 一 般收 入の 或る 種の ものが、 r 支那の 行 

政的獨 立を甚 しく 害 ふ』 如き 諸條 件の 下に、 檐 保に 人って ゐる こと を 指摘した のであった。 つまり、 この 借款 は 支那 
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の 一 般 牧人 を 害する もので あり、 一 般 的な 政 沿 的 問題 を 捲き 起す 可能性が あると 云 ふ 事 實に對 する 同 一 の 結論が、 ァメ 

リカの 對支 政策に 關 する 全く 相反した 二つの 結論 を 導いた ので ある" タフト 政 にと つて は、 この 結論 は、 アメリカ は 

國際 借款 圑へ參 加 を 固執すべき である 事 を 意味した。 ウィルソンの 政府に とって は、 それ は アメリカ は脫 退すべき であ 

る こと を 意味した。 こ \ に、 アメリカの 對支 政策に 關 して、 及び その 實行 手段に 關 して、 意見の 相違に 基く ところの 乖 

離が あった。 然し 乍ら、 この 意見の 乖離 は 基本的な ものではなかった。 と 云 ふの は、 數 年なら すして、 外ならぬ ァ メリ 

力が 所謂 新 借款 圑 (Now  consortium) の 成立に ィ 一一 シァ ティ フを 採った からで ある。 

〔ssis 七〕 この ft 明 書 は willoughby,  W.  W.,  Foreign  nights  and  r-dcr08t3  hi  China,  1920,  pp.  55112 に再錄 されて ゐ る。 

【_IKis へ J  ！？^文は MacMurray,  John  V.  A.,  Treaties  and  Agreements,  vol.  IT, で. 102P 尙 U.  S.  Foreign,  J^elatioTl お, 1913, 

p. 171 を も 見よ。 

アメリカ を驅 つて、 所謂 舊 借款 圑 (old  consortium) への 完全なる 參 加に 至ら しめたと ころの アメリカの 滿洲 に對す 

る關心 は、 アメリカの 觀點に 立って 眺める とき、 所謂 門戶 開放の 原則 を 支那 政府に よる 支郵 への 外資 輸入の 場合に も 適 

用 せんとす る アメリカの 努力と して、 最もよ く 理解す る ことができる。 なるほど、 當 時の 記錄は 未だに 『投資でなくて 

貿易 J なる 古い 法式 を 繰返して はゐ た。 然し、 投資の 爲 の門戶 開放の 問題が それと 別箇の 問題と して 表面に 現 はれ 出し 

てゐ たので ある。 

アメリカが 舊 借款 圑を 通じて この 問題に 近づかう とした 試み は、 この 借款 圑は それが 爲の 有効な 手段 を 提供し なかつ 

たと 云 ふ 簡單な 理由に よって、 失敗 を 運命 づ けられて ゐた。 投資の！： 戶 開放が 政治的な 問題で ある 限り は それ は、 恰か 


も 政治問題 は 介在せ ざる ものと して、 もしくは、 政治問題 は 行政 借款に のみ 存在して 鐵道 借款に は 存在せ ざる ものと し 

て 行動し ようとい ふ、 銀行 圑の 申し 合せの みに よって は 解決し えぬ 問題で あつたので ある。 . 

事態の 推移 を 考察して 見よ。 舊 借款 圑は アメリカ、 日本 及び a シァを 包含す る ことによって、 その 存在 はたぐ 政 冶 的 

の 理由に よっての み說 明し えられる 圑體 となって しまった。 日本と ロシア は 兩者共 資本 輸入 國で あつたし、 アメリカと 

て も 比 絞 的 重要なら ぬ 資本 輸出 國 であった にすぎない。 六國 借款 圑の 背後に は、 かくて、 政治的な 理由が 潜んで ゐた。 

その 加盟 國が增 加し つ. - あった この 同じ 期間に、 結局、 借款 團は 行政 借款の みに 干與 し、 實業 借款に は關與 せぬ 11 0 

道 借款 は實業 借款 中に 包含され て —— との 政策 を 採用す るに 至った。 

然るに、 日露 戰爭 から 一九 一三 年 迄の 全 期間 を 通じて、 アメリカの 關心は 全く 正當に 滿洲の 上に 集中され てゐた 。投 

資に對 する 門戶 開放の 試 石 金 は、 滿洲 及び 滿洲鐵 道に 横 はって ゐた。 この 問題 を 進 渉させる 手段 は、 だから、 この 借款 

圑に東 三省の 鐵道 契約 を も 扱 はせ る ことができさへ したならば、 この 六國 借款 圑の 手中に 在った ので ある。 然しながら 

反對 にこの 鐵道 契約が 借款 圑の 活動 範圍 から 除外され る やうに 見えた とき、 借款 圑の 可能なる 効 架 は 著る しく 破壞 せら 

る \ に 至った ので ある。 

貿易に 對 する 門戶 開放 は、 アメリカ人 によって、 政治的 論爭を 避けた 協定に よって 克ち 獲られた ものと 見做されて ゐ 

た。 然るに、 投資に 對 する 門戶 開放の 原則 は、 政治と 切り離して 經濟 問題と しての み 論す る こと は 不可能で ある やうに 

見えた。 何れにせよ、 滿洲鐵 道に よって 提起され た 問題 を 取上げる ことに 失敗した 限り、 日本と a シァを 含めた 借款 i! 

によって、 この 原則が 經濟 問題と しての み 取扱 はれる こと は 不可能の ことであった。 
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1 九 一 三年 四月の 善後 借款 は、 一九 一一 年の 四國 幣制 借款の 前渡金 及び 本 善後 借款 交涉 中に 六國 借款 團 によって 爲さ 

れた 前渡金の 返還に 關 する 條項を 規定した。 アメリカ も これらの 前渡金に 參 加して ゐた。 その外、 アメリカ は 上海 道臺 

への 三百 萬 上海 兩の 借款、 及び 湖北 省 政府への 二百 萬 漢ロ兩 の 借款に も參 加して ゐた。 これらの 債務 は、 善後 借款に よ 

る牧 入に よって 全部 償却され、 アメリカの 投資と して 殘 つたと ころの もの は、 湖廣鐵 道惜款 以外に はなくな つ .^。o ーヒ 

一 三年の 殘 りの 期間 中、 何らの 借款 も 生じなかった。 蓋し、 この 問題に 關 する 支那の 一 研究者が 云って ゐる やうに、 ァ 

メリ 力の 金融 は 借款 圏からの 脫退 以来 ； 「全く 停滞の 時期』 に 達した からで あつ.^。 

【！ ss 九】 償還 債務 は 借款 契約の 附屬書 A 號 及びお 號に揭 げられ てゐ る。 AlacMurray,  John  V.  A.,  Tiks  and  tslfi 

vol. ir,  p.  lOlS. アメリカ 财阐の 債 權表は u.  s.  F。rd<JU  matisl?  1913.  p. 172 中に S? 載 さ， 丄てゐ る」 

LilS 六 0】 トビ 1, ？  Ir  mphmacl/  of  A~~~cnym  r- 一画 iments  in  。/dm. シカゴ 大學 圖書舘 にある 一 九 二 七 年の 發 表されな， 

つた 論文。 

湖 廣鐡道 の總 g は 六 百 萬 It で、 S 國 間に 平等に 分配され た。 それ は 華美 啓與 公司 (American  China  Development 

company) の 契約 を 支那 政府が 破棄した 後に アメリカ人の 手に 殘 つて ゐた！ 一 百 二士 一 萬 一 一千 米 弗に 達する 證券の 回牧 

に關 する 規定 を 包含して ゐた。 一九 一四 年に 於け る アメリカの 支那 政府 證券の 保有 高 は、 この 湖 廣鐵道 借款の アメリカ 

分であって、 現存 高 は 七 百 二十 九 萬 九 千 米 弗であった。 その他に、 ョ ー 口 ツバで 發行 された 支那 政府 證券 中 アメリカ人 

の 所有に 歸 した 小額の もの もあった らうが、 私が アメリカ 銀行業 者から 告げられた 所に よれば、 さう 云った 額 は 一 火 一 

九 年 以前 は 無視して ぃ&取 るに 足らぬ 額であった。 

〔«1 六 I  J  MacMurray,  Jehu  V.  A.,  Treatiea  I  Agreements ,  vol.  I,  p.  8C6. 


6 布 敎財逢 

アメリカの 布敎 及び 慈善 圑の在 支財產 は、 公刊され た 報告 及び 私の 調査 中 入手した 報告書に よって 評價 する ことが で 

きる。 支那に 於け る アメリカ人 宣敎 師數は 一 九 一 四 年に 約 一 一千 五 百 人で、 在 支 アメリカ人 總數の 約 四 〇％ であった。 一 

九 〇〇 年の 二倍 半に 相當 する。 アメリカ 新教徒に よって 經營 されて ゐる 病院 數は、 約 六十から 百 四十に 增 加した。 學校 

數は 恐らく 一  九 〇〇 年の 三倍であった。 高等教育 を 目的と する 五の 重要な 營造 物の 一 九 一 四 年の 設備の 價侦 は、 百 五十 

}  -,  ノ 

萬 米 弗であった。 略々 同時代に 於け る アメリカ 基督 敎靑 年會 の財產 は、 百 萬 米 弗と 報告され た。 圑體總 數はー 九 〇〇 年 

の 約 三十に 比して、 一 九 一 四 年に は 約 四十 五あった。 私 は 十九 團體 から、 これらの 十九 團體が 一 九 一 三年に 四百 七十 萬 

米 弗の 財產を 所有して ゐ たこと を 示す 報吿を 得た。 基督 敎靑 年會の 如き 若干の 重要な 圑體 は、 私に 一九 一 三年に 於け る 

彼らの 財 產額を 報告して くれなかった。 一九 一三 年の 報告 を 私 は 受けなかった が、 一九 三 〇 年に は 百 萬 米 弗 以上 を 有し 

てゐた 諸圑體 で、 私の 知識に よれば、 一 九 一 三 以前に 支那で 設立され たもの は、 五圑 體を數 へる。 尙又、 敎育 上の in 的 

の爲に 所有され てゐる 若干の 財 產の價 格が、 包含され なかった かも 知れない とい ふこと を擧 ぐべき である。 かくて、 

は アメリカの 布敎 及び 慈善 圑體 の財產 は、 少 くも 八 百 萬 米 弗で はあった が、 千 二百 萬 米 弗 以上たり えなかった らうと 評 

價 する。 私 は 千 百 萬 米 弗が 合理的な 評價 と判斷 する。 布敎 及び 慈善 的 目的の アメリカからの 送金額 は、 私 の^た 二十 五 

圑體の 報告に 示されて ゐ るが、 一 九 一 三年の 報 吿總額 は 二百 萬 米 弗であった。 全布敎 圑に對 する 送金 總額は 三百 萬 乃至 

三百 五十 萬 米弗邊 りだつた らう。 一九 一四 年後す ぐに 爲 された 評價額 は、 全 布敎團 への 送金 三百 五十 萬 米 弗 及び 四 大圑 
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體 への 送金 百 八十 萬 米 弗 を 含んで ゐ る。 布敎 及び 慈善 團財產 の 私の 評價額 は、 大戰の 前年に 於け る アメリカの 在 支 財産 

保有 高に 對 する 私の 評價 摘要 を 示した 左表 中に 示して ある。 

第三 表 一九 f 四 年に 於け るァ の 支那に 於け る 財産 保有 高 

事業 投資  四 二 •〇〇〇•〇〇〇 米 弗 

證券 及び 政府 債務  セ丄 I 九九 •〇〇 ク 

布 敎財產  一 〇•〇〇〇•〇〇〇 ク 

合  計  五 九 •  二 九九 •〇〇〇 ク 

大戰 直前に 於け る 時期の これらの 評價の 結果 は、 支那に 於け る アメリカの 投資 總額 四千 九 百 二十 九 萬 九 千 米 弗、 卽ち 

殆んど 五 千 萬 米 弗であって、 これ を 今世紀の 初頭に 於け る 約 二 千 萬 米 弗の 總 額と 比較すべき である 0 

〔一 S さ 一〕 一 九 一 五 年 及び 一 九 一 六 年の 推算、 夫々 二 千 三百 九 人 及び 二 千 八 百 五十八 人なる 數字 は、 Arnold,  Julef  91? 

s 一  Handbook  of  Qdn?  wasllington,  1919.  vol. 1, で. B  and づ ol. 2, で. 288 に 見られる o 

【_-M1 バ三〕 Arnold,  Julean,  is,,  vcl. 2,  p,  429. 

【一 M 穴凹〕 rbkr  vol. 1, p.  2S3 

〔一!Ji 六 五〕 。F  Mssist  Fes-  Book,  1919.  p.  297. 。。画 rcial  Irmdlxsk  of  。F 1919,  vol. 1, p.  287,  vol. 2,  p.  423. 最 

後に 口， 'リン ソン 博士  (Dr.  Frank  R-awlinson) の 一九 一 六 年に 關 する、 三百 五十 七 萬 二 千 七 百 八十 弗なる 見積り を參！ r す 可 

きで ある。 この 評價は 上海に 於け る 調 杏 を 某 礎に した ものである。 ，w  Sammons,  Thomas,  "American  Missions  iu  China," 

sfis  If  IV  (後の Qdml  wiy  ifw),  July  7th,  1917,  vol. 1, ISTO.  5, で p.  12011 を も 見よ。 

四、 一 九 三 〇 年に 於け る アメリカの 諸 利益 I アメリカの 投資の 新 評 K 


支那に 於け る アメリカ 財產 保有 高の 新なる 研究の 結果が、 以 F の 諸 頁に 示されて ゐる。 忘れて はならぬ こと は、 この 

アメリカの 調査 は 重要な 各國 市民の 支那に 於け る 投資 額の 評慣を 含む ところの、 支那 國際關 係の 一 般的 調査の 一 部を爲 

して ゐ ると 云 ふこと である。 これに は 多くの 國が 含まれて ゐ るので、 できるだけ、 各 國の結 菜 を 比較し うる やうな 計^ 

を樹 てること が 必要であった。 特殊な 國々 に對 する 或る 調査が、 當該國 家に 輿 味 を 持って ゐる讀 者の 望む やうな 程度 迄 

推し 進められなかった 事實 は、 それによ つて 說 明され る * たらう。 從 つて、 アメリカの 概觀 はこ ム では 他國の 調査と 獨立 

して 提示され てはゐ るが、 元來 それ は獨 立に 計 書され たもので はなく、 また その やうに 判斷 されても ならない。 

むろん、 アメリカの 對支 投資に 關し、 支那に 於け る アメリカ 財產 保有 額の 評 債と 分析の 範圍 外に 屬 する 所の 重要な 諸 

事實が ある。 そのうち、 支那 貿易 條令 (China  Trade  Act) の 制定と 所謂 新 借款 圑の 設立に 際して アメリカが とった ィ 二 

シァテ ー フは、 一九 一四 11 一九 三 〇 年の 期間 中に 屬 する 出来事 である。 かムる 事件に 關 して は、 數字を 提示した 後 

に、 扱って おいた。 私の 直接の 課題 は、 支那に 於け る アメリカ 財產 保有 高の 總額 とその 數 字の 分析 を 提供す るに ある。 

1 事業 投資  . 

先づ、 支那に 於け る アメリカの 事業 投資から 考察しょう 。私 は アメリカの 事業 投資の 總 額が、 一 億 五 千 五 百 十一 萬 

二 千 七 百 七十 八 米 弗で ある こと を 見出した。 これ は事實 として 存在し えない 程度の 正確さ を 含んで ゐる。 然し、 これ は 

綿密に 築き上げられた、 充分に 根據の ある 數字を 現 はした ものである。 私 は、 如何にし てこの 數 字に 到達し たかを 最善 

を盡 して 說 明して 見よう。 それ をしながら、 總額 中には 包含され てゐ るが、 それ以上の 分析 を爲 しえなかった 若干の 數 
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字に ついて 觸れる だら う。 これらの 數 字が 處理 された 後に、 分析が 提出され る だら う。 

何時たり とも、 私の 報告の 大部分 は營業 商社 自身から、 及び 分析の 可能性 を 制限す る諸條 件の 下に、 獲られた もので 

ある こと を 忘れて ならない。 また、 報 吿は厦 々、 恰も 私自身の 知識に 基く もので あるかの やうに 私の 敍述 を爲 すか、 さ 

うでなければ、 どの 研究者に も ぐ氣が 付く 匿名の 文句 を 使用す るの を 必要と する やうな 方法で、 提 拱され たも 0 であ 

る こと を 記憶す 可き である。 私は讀 者に 向って； fl^ のどの 特殊な 敍述 も、 直接的な 知識、 もしくは 銀行家、 法律家 及び 官 

吏の 所有す る 類の かの 間接的な 知識の 所有者 達に よって、 私に 供給され た 報告に 基いて 爲し たもので ある こと を、 信ぜ 

られる やうに 願 はねば ならない。 但し、 私 は 私の 調査 中、 如何なる 政府と も 又は 如何なる 事業 圑體 とも 何等の 關係を も 

持たなかった。 

私の 調査の 結 は 幾多の 點に 於いて 不滿 足で あり、 不完全で ある。 蓋し、.' 直接 事業 投資 は 容易に 發 見し、 又は 測定し 

難いから である。 例へば、 或る 場合に、 二十 五 萬 米 弗の 財產が アメリカに 住んで ゐ る米國 人の 爲に 信託され てゐ て、 年 

年 規則的に その 收 入が 彼らに 送付され てゐ るの を發 見した。 然るに、 偶々、 この 財產は 地方の アメリカ 官吏に は 知られ 

てゐ なかった。 同じ やうな 種類の もので、 私が 總額 中に 包含し 損った ものが この 外に も 在る に 違ない。 然し、 財 產が解 

つたと しても、 その 評價の 問題が 殘 つて ゐる。 

拉て、 事 樂財產 は、 1： 際 的な 經濟 諸關 係が 考慮され つ- - あるときに は、 それ 等が 惹起す ところの 資金の 移動と 關聯し 

て評價 さるべき である。 アメリカの 對支 事業 投資 は、 それ を 獲得す るに アメリカからの 支那への 幾何の 送金 を 要した か 

に從 つて か、 或は、 それが 支那から アメリカに 支拂ふ 金額の 資本 還元. によって 評價 せらるべき である。 例へば、 支 HI- に 


於け る アメリカ人 所有の 工場に は、 如何なる 評價が 適用 せらるべき であるか？ それが アメリカからの $^金 幾何 を 要した 

かによ つても、 或は、 それが アメリカに 支拂ふ 金額の 合理的な 資本 還元に よっても 評 おしえられる。 阈 際的經 的關係 

の觀點 から は、 その 評 價は米 支兩國 間の 國際 勘定 もしくは 國 際 貸借に 於け る 一 項目 乃至 ー聯の 項目と、 或る 關係を 持つ 

てゐ なければ ならない ので ある。 

然しながら、 支那に 於け る アメリカの 事業 投資の この 困難なる 領域に 於いて は、 調査 者 は 自らが か&る 高遠な 现 論の 

上に 立って かれこれ 選り好み する こと なぞの 許されない、 一個の 物 貰 ひに 過ない こと を 見出す。 從 つて、 私の 要求した 

もの は、 (ィ) 在 支 商社の 物的 財產 額、 (Co 在 支 商社に よって 所有され てゐる その他の 財産の 額に 關 する 報告であった。 

物的 財産の 價格 は、 實際上 あらゆる 場合に、 土地 財產、 設備 及び 商品 ストックの 近似 的な 市愤 であった。 『その他の 財 

產』 は愼 重に 觀 察され、 た^ 營業純 牧人 を產 むこと が 正當に 期待し えらる 如き 財產 のみが 包含され た。 得意 は 包含 さ 

れ なかった。 支那 政府に 對 する 債 權は、 一切 包含され なかった。 私 は、 物的 財産の 價額 として 二百 十三 商社に よって 私 

に 報告され た總 額が 一 億 六 百 七十 三 萬 六 千 八 百 五十 五 米 弗で、 その他の 財產 額が 四千 三百 五十 九 萬 千 百 一 一十三 米 弗で あ 

る こと を 見出した。 

私の 得た 總額 は、 かくて、 得意先 を 除いた 支那に 於け る 積極的 營業 財産の 總價額 である。 この 事業 投資 を 築き 上ぐ る 

に 要した アメリカから 支那への 送金、 及び、 それが アメリカに 齎らす 送金の 問題に 就いては、 目下のと ころ t: く 措いて 

後の 考察に 讓る。 

これらの 事業 投資 額 を 私 は 米 弗で 評價 したが、 實際は それら は 銀 を 使用して ゐる國 に 存在して ゐ るので ある。 では、 
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如何にして 米 弗に よる 評價を 得る ことができ たか？ 方法 は當該 時期の 平均 爲替 相場 を 採り、 且つ それ を 事業家に も 要求 

する ことであった。 調査の 結果、 支那に 於け る 事業 財産に 二種 ある こと を 明に した。 卽ち、 1 つ は その 基礎 價 値が 銀で 

ある もの、 他 は その 基礎 價 値が 金で あるか、 然ら すん ば 著しく 金 相場の 變動 によって 影響され る ものである。 例へば 條 

約 港に 於け る 一筆の 土地 所有者 は， その 所有と して 銀 牧人の 源泉 を 有して ゐる、 從 つて 土地の 基礎 價値 を銀價 値と して 

考 へなければ ならぬ。 だから、 銀價 値の 下落 は、 他の 條 件に 變 りがない として、 地價の 低落 を 意味す る。 然し 乍ら、 例 

へ ば、 貨物自動車 とか ァ メリ 力 煙草と か の 如き 輸入せ ねばならない 商品 ストックの 所有者の 場合 を考 へ て 見よ。 銀の 

下落 は 彼れ の ストック 商品 價 値の 一 定の 上騰に 反映され る だら う。 蓋し、 この場合 この 商品 ストックの 基礎 價値 は金價 

值と 見做しう るからで ある。 ？. 1# への 報告者 は 私の 氣の ついた 多くの場合に 於いて、 この こと を 考慮に 入れて ゐた。 かく 

て、 アメリカの 投資 評價は 事業家 自身の 手に よって、 もしくは 基礎 評價が 或る 場合に は 金 弗に より 或 時 は 銀 弗に よる こ 

と を 斟酌し つ- -、 爲替 相場に 換算す る ことによって、 金價 値を以 つて 表 はすこと がで きたので ある。 

穴 六〕 この 問題の 重大性 は、 一九二 八 年に 關 して 銀で 報告され た價額 を、 一九 三 〇 年の 分に 引 直して 金價 値に よって 再 計算 

せねば ならなかった と 云 ふ事赏 によって 一層^ 大 された。 重要な ものに つ いて は、 在 支 事業家に 諮った 後で 再評價 をした。 若 

干の 場合に は 一九二 八 年の 價額を 採用せ ねばならなかった。 

事業 投資の 總額は 前述した やうに、 それ 以上 分析 不可能な 若干の 項目 を 含んで ゐた。 これらの 項目 中の 第一 の もの は 

俱樂部 やそれ に 類似す る 組織の 財產價 格、 及び 色々 な 山岳 ゃ海濱 地方の 遊 覽 • 保養地に 存在す る アメリカ人の 財 產價額 

である。 これら Q 財產は 個人に よって 所有 *寶 買され、 そして 時々 は そ； e から^ 入が 資される こと も あるので、 事業 財 


產の 如くで も ある。 反對 に、 その 大部分 は 消費者 自身に よって 所有され てゐ る永續 的消费 財から なり 立って ゐ るので、 

事業 財産の やうで もない。 か X る 財産 は 在 支 米 人の 遊覽 及び 保養の 爲の ものである。 私 は、 事業 牧入を 正規に 生む」 と 

のない この やうな 財産の 總價 額が、 百 五十 九 萬 米 弗で ある こと を 見出した。 この 總額 中、 約 五十 萬 米 „ ^は 上海に 於け る 

アメリカ人 俱樂 部の 財産で あり、 百 萬 米 弗 は 北 戴 河、 牯嶺、 鶴 公山、 莫干 山、 靑島 等々 にある アメリカ人の 所有 財産 中 

から アメリカ 兒童 用の 擧校、 もしくは、 在 支 アメリカ人 その他の 外人 圑 ffl の 敎會を 除いた 部分の 價額 である。 

【註 穴セ〕 ？ 5! は 在 支 アメリカ人の 爲の學 校、 敎會は 事業 投資の 中に 包 合させなかった。 これら は布敎 及び 慈善 財産の 頃 目下に 扱 

はれて ゐる 0 

分析から 除外され た 次の 項目 は、 支那に 於け る 種々 の 自由 職業に 從事 せる アメリカ人の 財産で ある。 私 はこの 項 nil の 

下に 醫者、 辯 護士、 齒 科醫、 建築家、 ブ a 1 力 ー 等 を 包含 させた。 私 は 種々 なる 自由 職業に 從事 せる 十八 人の アメリカ 

人から 報吿を 受けた が、 この 報 吿は私 をして この 項目 下に ある 全 財 產を百 十九 萬 四千 八 百 米 弗と 評價 する をえ せしめた。 

又 この 報告 は 私 をして 彼らの 職業的 活動に 關係 せる 十三 萬 三千 百 米 弗の 投資 を、 かれらの 支那に 於け る その他の 投资百 

S 

六 萬 一千 七 百 米 „ ^と til 別す る こと をえ させた。 これらの 自由 職業 者に よって 支那から 送金され る 額 も、 一九二 九 年に 六 

萬 九 千 四百 米 弗 以上に 達した こと も 注目すべき であらう。 その 大部分 は保險 料の 狒込 であった。 かくて、 それ以上の 分 

祈から 除外され た 以上 一 一項 目の 合計 は、 一 一 百 七十 八 萬 四千 八 百 米 弗であった。 

〔註 六 八〕 この 額 を この^ 目 中に 包含 させた こと は 若干の 赏 複を來 すか も 知れない。 蓋し、 『その他の 投资』 の 若干の ものが、 以 

下に 論ぜられて ゐる アメリカ 會 社に 投ぜら れてゐ るからで ある。 然し、 この 額 はさう 多く はない。 『その他の投1!^^』の多くは、 

住宅より 成つ てゐ る。 
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第二 篇各 國 篇  三 〇 二 

扱て、 私 は 調査と 關聯 して 私の 發 した 照 會の 結果 を 簡單に 述べる としょう。 それ は、 就中、 尙ほ 比轉的 小さな 額 を 削 

除した 理由 を 明に する だら う。 支那に 於け る アメリカの 事業 投資の 調査 は. 六 百 十 一 ケ 所に 照 會を發 する こと を 要した。 

六十 七 商社 は r 支那に 於いて 何等の 事業 を營 ます』、 もしくは、 何等 投資 を 必要と せぬ やうな 仕方で 事業 を經營 して ゐ 

る ぼ を 報告した。 百 三十 二の 商社に 就いては、 それらの 商社に は 何等 アメリカ人が 關 係して ゐ ないか、 もしくは、 より 

屡々 それらの 商社が 最早 支那に 存在し ない ことが 判明した つ 以上の 百 九十 九の 商社に て は、 だから もし 事情が 豫め 解つ 

てゐ たら 照會は 出さなかった 害で ある。 然し 乍ら、 支那 貿易 條令 (China  Trade  Act) の 下に 設立され たどんな 商社 中に 

も、 何等 アメリカ人が 關 係して ゐな いこと を發 見した の は、 些か 意： ^だった。 

更に 除外した 他の 商社 群 は、 フィリッピ ンの 支那 人に よって 所有され て ゐる十 I の 商社より 成立って ゐる。 これら を 

除外した の は、 蓋し、 和蘭領 東印度 及び 南洋の その他の 場所に 於け る、 これと 同一 地位に ある、 數 多の そして 重要な 支 

那人 商社の 投資 を 測定す る こと は 不可能な ことに 屬 したから である。 この 問題 は 海外の 支郑 人から 支那への 送金に 關聯 

して、 他の 場所で 考察され てゐ る。 所で この 十 一 商社 中、 他より 著しく 大きな 一 一社 は 支那と フィリッピ ンに、 何れも 厦 

門に 於い て 獲た 報 吿に從 へば、 夫々 百 萬 米 弗 以上の 總財產 を 有し てゐ る。 

以上の 商社 を 差 引いて、 支那に 何ら かの 投資 を 有する 四百 一 の アメリカ 商社が 淺 つた。 これらから 報吿を 獲ようと す 

る 努力 は 次の 如き 結 菜を麝 らした。 四の 商社で は 報告が 担 否され た、 そして、 私 は その 評價を 可能なら しめる やうな 報 

吿を 他の 場所から も 得る ことができなかった。 百 四十の 商社の 場合 は、 支那で 事業 を やって ゐる こと は事實 だが、 餘り 

小規模で 分析 を 行 ふに 足る 充分な 報吿を 獲る だけの 努力に 値しない こと を發 見した。 か. -る 商社の 財産 所有 高 を 私 は、 


何れも 地方 商業 會議 所の 役員 及び 支那に 於け る アメリカの 事業 社會に 通じて ゐる 他の 人々 の 意見 を 諮った 結 rar 各々 一 

萬 五 千 米 弗、 合計 二百 十 萬 米 弗と 評價 した。 次に 四十 四の 特種な 場合が ある ことが 判明した。 私の 最後 的に 決定した 商 

社總數 中には、 これら を 含ませて ゐ ない。 蓋し、 この 四十 四の 商社 中には、 その 支那に ある 財産が 單に 過去に 於いて 支 

那 政府に 供給した 物資、 設備に 對 する 權 利から 成立って ゐ るに 過ぎない 五 商社が 含まれて ゐ るので ある。 又 これらの 特 

種な もの X 中には、 總數 中に 算へ 入れられた 他の 商社と 密接に 結合され てゐ るか 或は、 その 附屬 事業で ある 爲に、 ^简 

に 切 離して 取扱 ふこと をし なかった かなりの 數の 商社が 含まれて ゐ るので あるので ある。 

かくて、 殘る ところ は 二百 十三 社であって、 そして それらに ついては 滿 足な 回答が 得られた と 言 ひえよう。 多くの 場 

合、 報吿は 商社 自ら を 介して 得られた。 但し、 小數の 場合に は、 事實を 直接 知って ゐる 人々 を 通じて 得られた の も ある。 

この 最後 的な 二百 十三 社中に は、 支那に 存在す る、 もしくは 支那に 財產を 有して ゐる、 あらゆる 重要な アメリカ 商社が 

包含され てゐる ものと、 私 は 充分 確信して ゐる。 私の 照 會の結 菜 を 示せば 左表の 如くで ある。 

第 四 表 發 せられた 照會數 とその 結果 

ィ、 發 せられた 照 會總數  六 一 一 

口、 前記の 理由に よって 削除した もの  ニー  1 

支那に 投資 を 有する アメリカ 商社 (ィ より 口 を 控除せ る數〕 四 〇 1 

ハ、 報告 を 拒否せ る もの (評 價の爲 されざる もの ：}  四 

二、 規模の 餘リに 小なる もの (投資の 評價 された る もの〕  1 四 〇 

ホ、 特種の もの  四 四 

第 十五 章 支那に 於け る アメリカの 投養  三 〇 一二 


第二 篇各 國 篇  三 03T 

へ、 滿 足なる 報告の 得られた る も の  ニニ 二 

ハ、 -1、 ホ、 へ、 の 合計  ^57 

拉て、 アメリカの 事業 投資の 研究 を 進める 前に^ 除す る こと を 要する 最後の 項目 は、 上述の 百 四十の 小 商社の 二百 十 

萬 米 弗に 達する 投資で ある。 そこで、 以上の 事 實を綜 括して 表に 示せば 次の 如くで ある。 

第五 表 分析 せらるべき 事業 投資 

總 事業 投資  1 五 五、 一 一 二、 七 七 八 米 弗 

その 內ょリ 削除す ベ きもの — 

その 事業 收 入が 正常 的なら ざる 財產  一 、五 九 〇、〇〇〇 ク 

自由 職業 者の 投資  1、一 九 四、 〇〇〇 ク 

1 四 〇 の 小 商社の 投資  二、 一 〇〇、〇〇〇 ク 

殘り 

ニニ 二 商社の 投資  1 五 〇、 一二 一七、 九 八七ク 

商； a の. K.r 别 による 投資 . II これらの 商社の 大小 別によ る 分類に は、 この場合に 限り 前記の 小規模 商社 を も 含めて ある。 

商社の 大 バに關 する 顯 著な 事 實は、 大きな 財產を 有する 小数の 商社が 存在す る ことで ある。 事實、 各々 百 萬 米 弗 以上の 

投資 を 有する 十七の 商社が あって、 而 かも これら 商社の 全 投資 額に 對 する 百分率 は 八 二 ％ より 低くない。 これらの 多く 

は 銀行で あるが、 又 その 中には ス タンダ，. 'ド 石油 會社 及び 愼昌 洋行 (Andersen  IVieyer  ^  company) の樣 な、 支那で 長 

い 歷史を 持って ゐる 若干の 大 貿易 會社も 入って ゐ る。 然し、 それらの 或る もの は 最近の もので、 製造業 及び 公益事業の 

分野に 屬 して ゐる。 


第 穴 表 大小 别 によって 分類せられ たる 支 アメリカ 商 ig 
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一 一 百 十三 商社の 分析 は、 日本 及び ィ ギリ ス の 事業 投資に 關 する 報告と 或 程度の 比較 を 可能なら しむる やうな 仕方で 示 

す ことにした。 又 報告 を 提供して くれる ほどの 充分な 關心を この 研究に 寄せて くれた 商社 名 を、 全然 現 はさない やうな 

總計を 示す 爲に 若干の 注意が II はれた。 


地理 的 分布に よる 分類 1— I 一 百 十三 社の 地理 的 分布 は、 左表に 示す 如くで ある。 

第. P 表 アメリカ 事業 投資の 地理 的 分. 1^ 

米 弗  総額に 對 する ％ 

上 海  九 七、 四 九 五、 九 一 七  六 四 • 九 

上海 以外  五 〇、 五六 七、 八 〇 三  三 ー亍七 

香 港  二、 一六 四、 九 七 八  了 四 

合計  一 五 〇、 ニニ 七、 九 七 八，  500O 

この 總計は 支那に 於け る 事業 投资の 約 六 五 ％ が 上 港 一 港に のみ 存在し、 そして 殘 りの 三 五 ％ が 香港 を 含んだ その他の 

第 十五 章 アメリカの 支那に 於け る 投資  一一 一 0 五 
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支那に 存在して ねる こと を 一： 小して ゐ る。 

重要な 他の 報吿 は、 商社の 分布に 關 する 報告で ある。 この 報吿は アメリカの 事業 活動の 獨 立な 中心地と しての 上海 そ 

の 他の 諸 港 市の 重要性 を 明白に 反映して ゐる。 二百 十三 商社 中 百 四十 六 社 は 事務所 を 上海に 持って ゐる。 實 際どれ も 上 

海に 本店 を 置いて ゐ るので あるが、 その 中 上海の みに 事務所 を 有する ものが 百 五 商社 ある。 換言すれば、 事業 商社に よ 

つて 投資され てゐる 資本の 六 五 が 上海に 存在し、 又 商社 數の六 八 • 五 ％ が 事務所 を そこに 持って ゐる。 その他の 中心 

地で は 天 律が 最も 重耍 である。 その他 は、 支那に 一 事務所の み を 有する アメリカ 商社に 關 する 報告 を 示して ゐる 次表に 

明かで ある。 天津 は その 重要性に 於いて 上海に 次ぐ 許りでなく、 上海と 何等かの 程度の 獨立性 を 保つ 唯一 の 中心で ある 

ことが、 それによ つて 兒られ る だら う。 

第 八 表 アメリカの 事業 投資.—  ！ 辜務 所の み を 有する 商； M の 事務所 所ー仕 地に よる 地理 的 分布 

；  1 二 

他の 六 々所  八 


この 一一お は 一 事務所の み を 有する 商社の、 三重 要 中心地に 於け る 投資 を 示す 次の 報告に よって、 補完す る ことができ 

よう。 その 數字は 次の 如くで ある。 


h  海 

天  津 

香港 及び 廣 東. 


五 九、 八 二 一 、九 七 五 米 弗 

二、 六 四 四、 六 〇〇ク 

六 〇 六、 九 七八ク 


これらの 數字は 調査され た 商社の 約 五 〇％ が、 一 事務所の み を 而も それ を 上海に 有して ゐる 商社で あると いふ 事赏を 

明に して ゐる。 か. -る 商社 は、 支那に 於け る アメリカ 商社の 投资總 額の 約 四 〇％ より 多く は 持って ゐ ない。 一 事務所の 

み を 有する 商社の 上海に 於け る この やうな 集中の 事實 は、 後段に 取扱 はれて ゐる 貿易 もしくは 事業の 性質 別によ る资木 

の 分布と 關聯 して 考察され る こと を 要する。 

商社の 創立 時期に よる 區别 11 商社が 支那で 事業 を經營 して ゐる 年數に 就い て は、 一 一 百 十 一 商社 中 百 三十 商社に ついて 

のみ 報告され てゐ る。 さて、 か- -る 商社 は 種々 な 方法で 分類し えられる。 先づ、 吾々 は 次の やうに 分 額し うる だら う。 

一 九 〇〇 年 以前に 創立され た 商社  四 

. 一九 〇〇 年から 一九二 一一 年末迄に 創立され たもの  一八 

一 九 一 四 年から 一 九 三 〇 年末迄に 創立され たもの  一 〇 八 


又、 次の 如くに も 分類し うる だら う。 

大戰 前に 創立され た 商社 

大戰ゥ に 創立され たもの 

大戰 後に 創立され たもの 
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こ、 に は 示さなかった が 支那で 事業 を經營 して ゐる 年數 による iHii 別 は、 一九 三 〇 年末に、 十八の 最大 商社 群 は 僅々 一 

年 を. 次位の 十 商社 は 十 一 年の 年 數を經 てゐる こと を 明に した。 卽ち、 支那に 於け る アメリカ 商社の 間に は、 高度の 幼 

年 死亡率が 存 して ゐる。 それに も拘ら す、 一九 一九 年 創立の 十 商社 及び 一九二 〇 年 創立の 九 商社 は、 一九 三 〇 年 迄 生き 

延びて 來た。 この結果 を 来たす ために は、 この 數の何 倍 もの ものが 支那に 創立され たに 違ない。 後に 示されて ゐ る海關 

の 數字を 考慮す るなら ば、 約 百 五十 を數 へる アメリカの 會 社が、 一 九 一 九 年と 一 九 一 1〇 年の 間に 創業され たと 想像して 

不合理で はない。 又、 どの 特殊な 時期 をと つて 見ても、 支那に 於け る アメリカ 商社の 大部分の もの は、 創業 以来 十年以 

下の 年月し か閱 して ゐな いこと は確實 であると 云って 間違 あるまい。 

辜 業の 性質に よる 分類 II 次に 私 は、 在 支 アメリカ 事業 投資の 事業 性質に よる 分類に 轉 じょう。 分類 は他國 との 比較 を 

容易なら しむる やうな 方法で * 又 それに 支那 政府の 借 入れに よる 投資 を 加へ うる やうな 方法で 爲 された。 次表 は 殆んど 

說明を 必要と しない。 分數は 若干の 商社が、 この 分類の 目的の 爲に 分割され た 事實に 基く。 つまり、 一 商社に して 例へ 

ば航業 及び 輸出 人 業に 關 係して ゐる ものが ありうる、 然し、 その 投資 額を兩 者の 間に 分割し うる 爲に は、 充分な 報告 を 

必要と した。 か X る 分割が 行 はれた の は 唯 この場合に 過ぎなかった。 

第 九 表 窠 業の 性質 別によ つて 分類され た アメリカの 支那に 於け る禀業 投資 
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第 十 表 支 都に 一 事務所の み を 而も 上海に のみ 有する アメリカ 商社の 蓽業 性質に よる 分類 
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输 出入 業 11 以上の 表から、 輸出 人 業が 第一 の 重要性 を 有 てること が 見られる。 約 百の 商社が それに 從 事し、 全ァメ 

リカ 商社の 投资 額の 約 三 二 ％ を 所有して ゐる。 この 事と 關聯 して、 第 十 表に 現 はれた 事實を 考察され よ。 輸出入 業に 從 

事す る 百の アメリカ 商社の 中、 四十 八より 少 くない ものが 支那に 唯一 ケの、 而 かも 上海の みに 事務所 を 置いて ゐる 商社 

なので ある。 卽ち、 調査され た アメリカ 商社の 約 四分ノ 一 が 輸出入 業に 從 事し、 而 かも 上海 以外の 地で 代理され てゐな 


いこと が 見出された。 然し、 吾々 はもつ と 先 を 見なければ ならぬ。 この 四十 八 商社 は アメリカの 總投资 額 約 一億 五 千 萬 

米 弗 中、 約 四百 萬 米 弗より は 多く を 占めて ゐ ない。 即ち 調査され た 二百 十三 商社の、 ニニ ％ 以上に 相 當 しながら、 ァメ 

リカの 全 事業 投資 額の 三 ％ 以下し か 有して ゐな いので ある。 又雜の 部に 組 入れられた 大部分の 商社 は、 上海の みに 事務 

所の ある 小 商社で ある こと も 注意すべき である。 更に、 分析から 除外した 百 四十 商社 は 全部 小 商社であって、 その 多く 

は 上海の みに 事務所 を 有する ものなる こと を 思 ふとき、 次の やうな 推測 を敢 てして 差 支ない ので はなから うか。 卽ち. 支 

那に 於け る アメリカ 商社の 約 半數は 上海の みに 一 事務所 を 有する もので、 その 大部 Q もの は 輸出入 業に 從蔡 して ゐる、 

そして、 その 支配す る 資本 額た る や、 在 支 アメリカ 事業 投資 總 額の 五 ％ 以上に は 出て ゐ ない 程の 小 商社な ので ある。 輸 

出入 業に 從 事して ゐる 小數 のより 大きな 商社 こそが、 この 領域の 全 投資 額 を 約 三 一  ー％ にまで 高めて ゐ るので あると。 

公甚 事業 11 重要性に 於いて 第一 一位 をお む もの は 公益事業 である。 二つの 商社が 輸出入 貿易に 從 ie せる 商社との 對照 

を 提供して ゐる。 これら は 何れも 上海に のみ 本店 を 有する 商社で は あるが、 投資の 點 から 云 ふと 最大の 部に 歸 する もの 

である。 兩 商社と も 一九二 九 年の 始め 以後に 支那で 事業 を 創めた もので、 アメリカの 對支 事業 投資への 最近の 最大な 附 

加 を 構成して ゐる。 何れの 場合 も、 アメリカの 會 社が、 支那にぁる財產もしくは支那にぁる財產の支配的な^^分を獲得 

した ものである。 何れの 場合 も、 事業の 管理 權は アメリカ \ の 手に 移った。 卽ち、 直接 事業 投資の 特質で ある やうに 管 

理が资 本と 共に 輸入され たので あ る。 

この 二つの 公益事業 會 社中のより 重要な ものが、 上海 電力 公司 (Shanghai  flower  company) である。 この 會社 はもと 

上海の 共同 租界 ェ 部局の 所有に か \ る 發電所 を 所有し 經營 する 爲に 組織され たもので ある。 抑 もこの 發雷 所はェ 部お が 
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一 八 九 三年に 地方の 一 電燈 電力 會 社から 買牧 したので あつたが、 最初の 頃 はう まく 行かなくて、 1 八 九九 年に はこれ を 

私營會 社に 寶却 する つもりで 入札 を廣吿 した 位であった。 賫 却に 失敗した 結果、 ェ 部局 は 設備の 改善 を 計って 相 |€ の 成 

、ノ 

功を牧 めた。 一九二 八 年の 末に は、 この 發電 所の 帳簿 上の 價格は 三 九、 四 一 〇• 四 ニニ  • 一六 上海 雨と 登錄 されて ゐ .^,。 

この 事業の 資本 支出 は、 土地への 支出 を 除いて 三千 四百 九十 萬 五 千 九 百 六十 一 雨で あつたと， 吾々 は 告げられて ゐ る。 

【一！ SS 六 九】 prorucle  and  Directory  1900,  p.  166. 

〔一 七 £  Sfumghnl  Municipal  Gsfi  August 10, 1929;  J&arch  28、 1929. 

この 設備 を 一 九 一 一丸 年に、 ァ，^ リカ 及び 外國 電力 會社 (American  and  Foreign  Power  company) に賣 却した 裏面 理 

.s は、 財政 的 困難ではなかった。 思 ふに ェ 部局が 進んで それ を賫 却しょう としたに 就いては、 將來 起り うべき 政治的 困 

難と 云 ふ 要因が そこに 働いて ゐ たこと だら う。 又 三 圑體が 進んで 賣 買に應 じょうと したに 就いては、 支那て 於け る 投機 

的 事業の 一居の 活潑な 可能性と いふ 要因が 働いて ゐ たこと だら う。 何れにせよ、 申込が 爲 されて、 一九二 九 年 四月 卜 七 

日に 上海の 納稅 人會議 は、 該 設備 を その 申出 價格 たる 八 千 百 萬 上海 兩で賫 却す る こと を 承認す る 決議 を 通過 させ だ .0 そ 

こで、 この 會社は 四十 年間 共同 租界に 於け る 獨占權 を 認める 特權 付きで、 該 設備 を 買 入れた。 十 割 以上の 配 當はー 一分す る 

こと を 要し、 その 一 部 は 料金の 値 下の 爲に 宛てねば ならぬ。 ェ 部局 は 四十 年の 經過 後に 於け る 買 戾權を 保有して ゐる 。そ 

の 他の 諸條件 中には、 就中、 地方の 商社 及び 住人に は當會 社への 投資の 機會を 提供すべき こと を 規定した ものが あった。 

〔一 KJ セ I  〕  skint  fdcipcti  G,uc,  April 17, 1929. 

【一 1JS+- 一一】 こ の 特許 狀は Shanyhd  Mmlclpd  GazcUe,  JVIarch  2iJ,  1929. ：谒 載され てゐ る。 

この 發電所 は 寅 際に は、 一九二 九 年 八月 九日に 上海 電力 公司に 引繼 がれ；^。 會社は 一九 三 〇 年の 末 迄に、 買 牧愤格 Q 


支拂を 了した。 拂 込まれた 資金 中、 千 七 百 五十 萬 上海 兩は 地方で 調達し、 殘額は アメリカから 送金され た。 又 會社は 同 

1 時期 迄に、 五 百 萬 上海 雨に 達する 增設 及び 改良 を 行った。 

〔一 IS セミ〕 Shanghat  Jfidpal  Gazelle,  Augusl; 16, 1929. 

上海 電力 公司 は國籍 別によ る 直接 投資の 分類の 困難 さを說 明して ゐる。 買收は 上海 電力 公司 及び 『英國 の 組 八：： 會社』 に 

よって 爲 された ことが、 吾々 に 告げられて ゐる。 この 會 社の 株 は、 支配 權を 握って ゐる アメリカ人 はもと よりの こと、 

イギリス 人、 日本人、 支那 人に よっても 所有され てゐ る。 法律 的に はこの 會社は アメリカ人の ものである。 前表に 報吿 

されて ゐる その他の 公益事業 會社 たる 上海 華 洋得カ 風 公司 (Shanghai  Telephone  company) も、 同様な 問題 を 提供して 

ゐる。 多くの 國 籍に屬 する 小數の 株主が ゐ るが、 然し、 會社は 法律 的に は アメリカ人の もので、 而も アメリカ人 がその 

支配 權を 握って ゐる。 何れの 場合 も、 投資 全體が アメリカ人の ものと 見做されて 来た。 會 社の 法律上の 身分の 背面に 11 

つて、 國籍 別によ る 株式 保有者の 分類 を 行う こと は 不可能 事で ある ことが 解った。 然し、 上記の 二つの 場合 は、 资 金の 

源が 分って ゐ るので、 全 投資 を アメリカの ものと して 分類す る こと は 誤謬 を 起す ことになる。 

〔1133 セ四〕 Shanghai  Munidpal  Gazette,  IMarrh  28, 1929. 

公益事業の 分野に 於け る アメリカ 會 社の 登場 は、 上海の みに 事務所 を 有し、 大 資本の 所有者た る この ニ會 社を附 加す 

る ことによって、 支那に 於け る 他の 投資と 比較して、 在 上海の アメリカ 投資の 割合 を增 加せ しめた。 アメリカの 場合に 

就いては、 支那の 不安と 支那 國民 主義の 勃興との 一般的 結果であった ところの 上海の 比較的な 重要性の 增 加に、 この 特 

殊な 理由が あつたの である。 
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讓行業 及び 金融業 -— 總 投資 額 百分率の 第三 位に 位する もの は、 銀行業 及び 金融業で ある。 この 項目 下の 主要な 內譯 

は、 支那に 於け るァ メリ 力 四 銀行の 投資で ある。 ナショナル： ン ティた、 ハンク (事務所 九)、 美 國運通 銀行 A 三 elir" ョ 

KxprcNs  Co ョ IKSy  (事務所 四)、 美 國大通 銀行 Equitable  Eastern  ； Banking  corpcraticll (事務所 二)、 及び 美豐 銀行 

Amcria ョ Oriental  wanking  Corporation  (本店 上海 その他 支店 一 一) が これで ある。 銀行からの 投资 評價の 問題 は、 困難 

を 提供した が、 ナショ ナル. シティ っハ ンク の故ェ ム- ディ I* 力 リイ 氏 (M.  D.  curric) に 諮って 解決され た。 銀行の 物 

的 財産と 支那 人への 貸付 現在 總額 とが、 銀行の 投资 であると 解釋 された。 ナ饮 支 アメリカ人 及び その他の 外國 人への 貸付 

は 除外され た" 蓋し、 それ は 例へば 楡入會 社が それ を檐 保に 供して 貸 出 を 得た 商品 ストックの 如き、 旣に 事業 商社に よ 

つて 報告され てゐる 項目の 重複 を 招く 惧れが あるから である. - 上記の 方法に よって 獲られた 總計 は、 在 支 銀行の 業務 活 

動からの 純 牧人 を、 銀行家に 諮った 上で、 資本 還元した ものと 對 照して 手心 を 加へ た。 

製造業 —- 事業 投資の 一 三 • 七 ％ に當る 製造業 は、 纖 維 工業 を 引離して 示す やうに 分割され た。 事實 上、 この 投資の 

全部 は 天津 及び 北京に 於け る 支那 絨鍛の 製造に 投ぜら れてゐ る。 その他の 製造 工場 は、 電氣 器具、 木工 製品、 船舶 附屬 

品、 卵 製造品、 紙卷 煙草 その他の 製品 を 製造して ゐる。 上海の みに 事務所 を 有する ものと して 第 十 表に 報告され てゐる 

5 

十六 商社 は、 纖 維の 項に 報告され てゐる 工場の どれ を も 所有して ゐ ない。 

【註. P 五〕 アメリカ 合衆國 商務省の 最近の _調 查 G、lsm-C§  Da  ruimcuts  in.  Forciyii  cmnfrk?  Washington,  1030,  p.  W5 

は、 支那で 製造業に 從 事して ゐる 十五 會 社が 一 千 二 十二 萬 1 千 米 弗の 投資 を 有して ゐる こと を 示して ゐる。 この 數 字の 小額た 

こと は、 在支ァメリカ人の保有財^^^及ひ支那貿易倏令の下に設立されたァメリカ の會 社の 保有 財產が 除外され て&る ことによ 

って說 明で きる。 アメリカ 務省 は、 海外に 存在し、 アメリカ 在住の 米 人に よって 所有 せられる 財 產の價 額に 關心を 有して ，9 


たので ある。 この こと は、 その 直接 投資の 定義が 說 明して ゐる。 私の 總計は その 住居の 場所 を 問 はず、 アメリカ 市民 及び.^ 社 

によって 所有され て rQ る 財產を 示した ものである。 

その他の 唯一 の 重要な 分野 は、 自動車の 輸入、 組立 及び 運轉の 分野で ある. - これらの 諸 活動 は T 自動車 及び その 附 

事業』 なる 項目 下に 一 括され てゐ る。 

自動車 事業 は、 人々 が 運輸 事業 一般の 數 字から 判斷 する であらう 以上に、 上海に 集中され てゐ る。 自動車に 關係 する 

十九 商社 中、 上海に のみ 事務所 を 有する もの 九、 而 かも それら は 總額百 六十 萬 二 千 七 百 五十 米 弗の 投資 を 有して ゐる。 

他の 十 商社 も 同じく 上海に 事務所 を 置いて ゐる。 

アメリカの 會社は 不動 產 所有で は、 最 重要な 地位 を 占めて ゐ る。 特に 上海に 於いて さう である。 鎮業 では、 アメリカ 

の 資本 は 無視して 差 支ない 程度に 少額で ある。 

支那からの 送金 及び 支那への 送金 ——ァ メリ 力の 事業 投資と 關聯 して 支那 へ 及び 支那から 送金され る 金額 を 評 12 す るに 當 

つて、 先づ 投資 額に 關 する 若干の 追加 的 報 吿を附 加しょう。 先づ、 二百 十三 商社の 持 分に 支那 人 側が どの 程度 迄參 加し 

てゐ るか を 調べて 見る。 支那 人の 參 加に ついては 一 一十 一 一 商社 以上の 報告はなかった。 

二十 二のう ちの 四つ は、 吾々 の 考察から 除外して 差 支ない 特殊の 場合で ある。 四つのう ち 三 は 支那の 參 加が 五 〇％ 以 

上で、 一は 五 〇. ^一寸 缺 けて ゐる ことが 報吿 された。 何れの 場合 も、 私が 私の アメリカ 事業 投資 總額屮 に 含めた もの は 

この 合辦 事業の アメリカの 參加 部分の みで ある。 この 内 二つ は、 支那 政府 若く は 政府 機關が 事業 を 起した ものであるが 

アメリカの 會 社と 一定の 協定 を 結んで ゐる。 この場合に は、 私 は アメリカの 會社 のみ を 取扱って、 その 投資の み を， お 入 
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した。 私 は 他の 二つ も 同様に 扱った。 尤も それ は 政^の 事業でなくて、 支那の 私人の 事業で は あるが。 かくて 以上の 四 

つの 場合に は、 私 は アメリカ人が 現に 投資した 額の み を 算入した ので あるが、 別に 補正 乃至 訂正の 必要 を 認めない。 

他の 十八の 場合 は、 支那 人が アメリカの 會 社に 若干の 參與を 有して ゐる 場合で、 私の 數 字の 中には か &る會 社の 全 所 

有 額が お 人され てゐ る。 これらに 在って は、 利潤の 若干の 部分 は 在 支 支那 人に 拂 渡されて、 支那から 送金され る 利潤の 

評價 中には 人らない。 この 十八の 事例に 於いて は 支那 側の 參加は 二  • 八％ から 五 〇％ の 問 を 上下して ゐた。 平均 は殆ん 

ど 正確に 二 〇％ であった。 換言すれば、 二 一  三 商社 中、 支 郑人は アメリカの 十八 商社の 所有 に 若干の 持 分 を 有して を 

6 

り、 そして 彼らの 所有の 平均 百分率 は 一 一 〇％ である ことが 發 見され た。 

七 六〕 無論、 支那に 於け る 支那 人に 支拂 はれない 利潤 は 必ずしも 外に 送金され ると 云 ふので はない。 そのうちの 若干 は 支 

那に 居る アメリカ人 或は その他の 外國 人に 支拂 はれる かも 知れぬ。 

以上の 二 〇％ と 云 ふ 數字は 意外に 小額で、 支那 人の 參 加の 問題に 關 して 支那の 幾多の 都市で 私が 聞かされた 說 明と は 

一致して ゐ ないやう に 私に は 思 はれた。 私 はこの 問題に ついて アメリカの 實業家 達と 若干の 時間 話し合って 見た。 そし 

て秘は 支那に 於け る アメリカの 事業に 支那 人の 參 加して ゐる眞 の 總額を 知る ことができ たと は 想像 しないが、 然し それ 

にも 拘ら す、 それ は 一般に 想像され てゐ るよりも 遙に 普遍的な もので なく、 又す つと 小額な ものである こと を 確信す る 

に 至った。 例へば、 私 は厦々 上海 華 洋得カ 風 公司 (Shanghai  Telephone  Co.) の 支那 人の 持 分 は 五 〇％ 以上で あると 聞 

かされて ゐた。 私 は 過去の 事 は 知らぬ、 然し、 支郑 人の 持 分 は 現に 二三 ニーズで ある こと を發 見した" 可成 多数の 成功 

的な アメリカ 會 社に 於いて、 私 は 支那 人の 持 分 は 全くない か 若く は 無視し うる 程度の ものである こと を發 見した。 

第二の それに 關 して 少し 許りの 報告が 利用し えらる.^ 事柄 は、 現に アメリカ 商社の 所有に か X る 投資 を 築き 上ぐ るに 


當 つて アメリカから 支那に 送金され た 額で ある。 それに ついては、 事業 0 性質が 直耍な 問題 を爲 して ゐる。 輸出入 業 商 

社 は >  通例、 全部 アメリカからの 送金に よって 支拂 はれた 營業 財産 を 所有して ゐ るので ある。 だから、 支那に 在る 商社 

は アメリカ にある 商社の 支店で あり、 又 アメリカの 會 社が 支那に 在る 一切の 營業 財産の 所有者で あるか も 知れない。 然 

し、 汕 頭から 刺繡を 輸出して ゐる 多數の 商社 及び 天津から 毛皮 を 輸出して ゐる 多くの もの は、 か \ る 輸出 は 全然 自己の 

計算で やって ゐ るの だと 報告して ゐる。 これらの 財產 所有の 他の 様相に ついては、 後に 述べよう。 こ- -で はか. T る时產 

は 普通 全然 アメリカからの 送金に よって 支拂 はれた ものであると いふ 事實 を、 私は强 調して 置きたい。 

反對に 他の 極端に は、 全然 アメリカからの 送金 を 待たないで、 支那で 得た 財產を 持って ゐる 商社が ある。 若干の 商社 

は、 現在 相當の 額に 達する 彼等の 財產は 『無から 築き上げられた J もの、 もしくは 『鼻纖 程の 金から 出發 した J もので 

あると、 私に 報告した。 然し、 支那に 少しし か 若く は 全然 送金し ない もの は、 さう 云った 商社の みに 限らない。 何百ず！： 弗 

に價 する 財産の 持主で、 その 金融が 一 切地 方 的に 行 はれ 來 つたこと を 私に 報告した 重要な 會 社が 上海に 在る。 支那に 於 

ける か X る 商社 は、 地域的 原則 及び 國際的 支拂の 見地から 見て、 毫も 『外 國』 商社で はなく、 むしろ 內國 商社で ある。 

然し、 治 外法 權 及び 支那 人に よる 人種的 乃至 は 家族 主義 的 原則の 固執の 結娱 として、 それらの もの は 支那 人から も 又 在 

支 アメリカ人に よっても、 『外 國』 商社と 見做されて ゐ る。 卽ち、 全然 支那 內 部で その 財政 を贿 つて をり、 配 $5 を 支那 

から 外に 送る ことのない 商社 も、 もし それが 偶々 支那 人 以外の 外國 人に よって 所有され る 限り、 rgn 十 ：2：1： 商社でなくて 

『外 國』 商社で あると 云 ふの が、 支那の 現狀 なので ある。 それに 反して、 その 资金を 全部 外 1： に 仰ぎ、 その 利益 を！： 外 

に配當 して ゐる 商社 も、 例へば 厦門に 於け る フィリッピ ン系 支那 人の 商社の 場合の やうに、 若し その 所有者が 支那 系統 
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の ものである 限り、 『支那， f 商社と 見做され てね るので ある。 若し 私が 植民地と 云 ふ 言葉 を 純然たる 叙述 語と して m なる 

ならば、 以上の 事情 は， 支那 經濟 の眞 中に 外國の 政治的 植民地が 存在し、 又 支那 外部の 幾多の 場所に、 支那 人種の 植民 

地が 特殊なる 外國經 濟の眞 中に 存在して ゐる、 と 云った. なら 明かになる かも 知れない。 

支那 內 部に 於け る アメリカ 財産の 建設の 爲の アメリカからの 送金額に 關 する 報告 は、 困難 を 充分に 承知の 上で 提供 さ 

れてゐ る。 か X る 送金が 私に 報吿 された 商社に 就いて、 私 は 總額千 三百 三十 九 萬 五 千 米 弗の 金額が、 一九 三 〇 年末に 支 

那に 三千 七： 由 十五 萬 一 千 米 弗の 投資 額 を 有して ゐた 商社に よって 送金され たこと を 見出した" これ は 事業 財產の 時價の 

約 三 六 ％ の 送金が あった こと を 示す ものである。 か.. -る 割合が どの 程度 迄 一 般に 適用し えらる >5V は、 支那の 國際牧 支 

と 關聯し て 考察 さ る ベ き 判斷の 問題 である。 

利潤 及び 配 當の支 拂に關 する 報告 は、 或る 形式で 二百 十三 商社 中 約 五十からの ものが 利用し えられる。 報告書の 研究 

は、 輸出 人 業 商社 群と その他の 商社と を iHil 別せ ねばならぬ こと を 示して ゐ るつ 私 はこの 輸出 人 業 商社 群の 內、 報告 投資 

額の 零 ％ から 三 〇〇％ 以上までの 利潤 を 示して ゐる約 二十 商社から 報吿を 得て ゐる。 この 領域の 報吿 は、 私が 他の 根據 

からして 到達した ところの 論、 卽ち、 支那に 於け る 轍 出 人 業 商社の 財產は 他の 投資と 別個に 見做すべき であるとの 結 

論 を强 める。 彼等 は 通例 國際 的な 1— 或る 場合に は四國 乃至 五 國に百 一って ゐる —— 貿易への 投資で ある。 その 範圍は 

原料の 所在、 地方 化された 熟練 及び 市場の 性質に 依存して ゐる。 アメリカの 都市の 大 百貨店が 支お に 代理人 を 置き、 そ 

の 代理人 は アイ ル ラ ン ドで賈 人れ. たリ ン ネル を 受取り、 支那に 於け る その 處理 を管督 し、 そして その 完成 リ ン ネル 製品 

を 船で アメリカに 送る 場合 を考 へて 見られよ。 製品 は アメリカ 都市で 小 賣で賣 出される ので あるが、 か.^ る 場合の 利潤 


は 支那で 行 はれる かの 仕事の 部分に 偶々 含まれて ゐる在 支 投資と は殆 んど關 係がない ので ある。 更に 蒙古から 持って 來 

られた 皮 を、 自己の 計算で 經營 して ゐるー 商社が、 支那で 買 取る 場合 を考 へて 見よ。 毛皮 は 加工され、 船で 一一 ュ ー ョ ー 

クに 送られ、 其 所で 衣服に 調製され、 卸寶 若く は小賣 として アメリカ 市場に 寶 出される。 f でも、 偶々 支那に 存在す 

る 投資 部分と 利潤と を關係 させよう としても できない ことで ある。 その他 剛毛と か獸 皮と か 桐油の 様な 生産物の 名を擧 

げる こと もで きる。 まだし も 輸入 商の 方 は 輸出 商の 方より は、 彼が 支那の 事業で 儲けた か 儲けない のか を 答へ る ことが 

容易 かも 知れぬ。 然し、 この場合 にも 困難が ある。 間接 稅は S 々アメリカで 支拂 はれて、 支那に 於け る 事業に 對 して は 

課せられない、 他所の 見込が 有望 だと 支那から ストックの 積 出しが 行 はれる かも 知れない、 資本の 回 轉は緩 没 又は々 千み 速 

でありうる、 斯 くして 事業の 規模に 比して 保有 高 を 或は 大きく 或は 小さく して ゐる。 これらの 理由から して、 私に はァ 

メリ 力 資本 利潤の 支那からの 送金の 計算に は、 輸出入 業 商社 を 全然 除外す るの が 最善で ある やうに 思 はれた。 

かくて、 ii 出 人 業 商社 を 除いて、 私 は 約 三十 商社からの 報吿を 調査した 結 架、 かなりの 損失 を來 して ゐる ものから 始 

めて 投資の 五 〇％ にも 達する 利潤 を牧 めて ゐる もの 迄 ある こと を發 見した。 いくらか 利潤が ある 場合に は、 通常 投资額 

の 一 〇％ と 二 五 ％ の 間にある。 大部分の 報告 は 一 九 二 四 年から 一 九 一 一八 年 迄の もので、 若干の もの は 一 九 ニ四ハ 巾から 一 

九 三 〇 年 迄の ものであった。 一般的に、 一九二 八 年 及び それ 以前の 年に 於け る 利潤 は、 一八 二八 年 以後よりも 多かった 

と 言 ひうる。 この こと は 普通の 景氣の 時には、 支那に 於け る アメリカの 投資 は、 一 〇> がから 二 〇％ の利ハ i を 裔らす こと 

を 示して ゐる やうで ある。 だから、 支那に 於いて 投資 を 起す 爲には 一 〇％ 以上の 利潤の 見込がなければ ならぬ と 云 ふこ 

と は- 有り さうな ことで ある。 輸出入 業 を 除いた アメリカの 事業 投資 總額は • 一  九 三 〇 年に 一 億 二百 五十 萬 米 弗で あつ 
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た。 これ は 平年 度に 於け る少 くと も 一 千 萬 米 弗の 利潤 を 意味す る。 好 景氣の 年に は 恐らく それ は 一 千 五 百 萬 乃至 二 千 萬 

米 弗に も 達する こと だら う。 略 ミこの やうな 額が、 利潤と して アメリカへ 達 金され る 額の 最高 限度 を爲 して ゐる やうに 

私に は 思 はれる。 然し、 あらゆる 事實の 示す 所に よれば、 支那で 瘦られ た 利潤 もしくは 支那に 於け る アメリカの 會 社に 

よって 支拂 はれる 配當で アメリカに 送金され る 額 は、 決して そんな 大額 ではない やうで ある。 一 九 二 九 年 及び 一 九 三 〇 

年の 利潤 は 一 九 二八 年の それよりも 小額であった 事實を 考慮に 入れるならば、 今 問題に して ゐる財 產の牧 益から ァ メリ 

力に 送られた 金額 は、 一 九 二八 年に は 一 千 萬 米 弗 以上た る こと をえ す、 又 一 九 三 〇 年に は 恐らく その 半額より 多い こと 

は 決してなかった と 言って 或は 大差な からう か。 

尙ほ、 私 は アメリカの 映畫會 社に 支拂 はれる 使用料に 關 する、 或る 消息通の 評 價を附 け 加へ なければ ならぬ。 彼れ の 

意見に よれば、 支那で か \ る映畫 の觀覽 から 上る 全牧 入は少 くも 一 九 三 〇 年に 二 千 萬 銀 弗に 達し、 そして 使用料と して 

アメリカに 送金され た 額 は 同年 中に 二百 萬 米 弗で あつたと。 更に、 自由 職業に 從事 せる 人々 によって 支那から 送金され 

る 金額 は、 一九二 九 年に 六 萬 九 千 四百 米 弗に 達した こと を 記憶す る 必要が ある。 かくて、 あらゆる 種類の アメリカの 事 

業收 益と 關聯 して 支那から 经 金され た 金額 は、 一 九 二 九 年に 約 一 千 五 百 萬 米 弗 以上たり えなかった。 そして 一 九 三 〇 年 

に は 恐らく 七 百 萬 乃至 八 百 萬 米 弗 を 超えなかった らう。  、 

2 支那 政府の 證券 及び 債務 

アメリカ人 は 支那に 於け る 事業 投資に 加へ て、 若干の 債務 11 最も 正確に 云へば 支那 政府 證券 及び 支那 政府 並びに 政 


府諸 機關の 務を 所有して ゐる。 この 項目 は 一 九 一 四 年に 一 つだった のに 比して、 今 はもつ と多數 になって ゐる。 

支那 政府 證券で アメリカで 發 行され た 唯 一 の もの は、 やはり 一九 一一 年の 湖廣鐡 道の 借款の 四分ノ 一  の發 行で ある。 

これ は 六 百 萬磅の 五分 利 借款であった。 これ は 普通 鹽稅 を擔 保と せる 借款と して 記錄 されて ゐ るが、 支那の 財政 部 は 中 

央 政府の 鹽稅 牧人に 對 する 負 擔 として 毎年 一 一枚の 利札の 中の 唯 一 枚の 支拂 のみ を 承認して ゐる。 この 借款の 一 九 三 一 年 

V  ノ 

一 月の 元金 現在高 は、 五 百 六十 四 萬 五 千 二百 五十八 薛 であった，。 利子の 延滯額 は 一 九 三 一年 一 月の 現在高が、 百 三 萬 二 

百 七十 八磅 であった。 然し、 これに は ドイツ 發行 分に 對 する 債務 額 を 決定す る 際にの み 考慮す る こと を 要する 延滞利子 

が 人って ゐる。 それ を 除いて 四國 銀行 圑に 分配され た延滯 利子 額 は 九十 一 萬 四千 五 百 十四 磅 であった。 ドイツ 發行 公^ 

分の みに 對 する 分 を 控除した 以上の 債務 合計 は、 三千 百 九十 七 萬 六 千 六 百 六十 二 米 弗と なる。 從 つて、 その 四分ノ 一た 

る アメリカ 分 は、 七 百 九十 九 萬 四千 百 六十 五 米 弗で ある。 

【！！ a 七 七〕 一 九 二 四 年 六月の 獨支 協約に よつ て 支那 政府に 引渡された 額面 高 三十 八 萬 一 千 六 百 四十 砖の 公債 は、 支那の 外で 虚分 

された ものと 推定され てゐ る。 

通常 シカゴ 銀行 借款 (Chicago  wanlc  Loan) 及び 大平 洋拓植 公司 借款 (pacific  Development  Loan) として 知られて ゐ 

る 二 借款 は、 名目 上 支那 政府の 煙草 及び 酒稅 牧人 を檐 保と して ゐる。 然し、 事賈 として は、 これらの 借款 は兩 者と も、 

一 九 二 五 年に 財政 整理 委員 會 によって 作成され た 『財政 部不確 實擔保 借款』 表 中に 記載され てゐ る。 

〔註 七 八〕 同 委員 會 によって 同年 十 一 月 北京に 於いて 印行 さる。 

このうち の 始めの 借款 は、 もと 一九 一 六 年 十 一 月 十六 日 支那 政府と シカゴ 大陸. 商業 信託 • 貯蓄 銀行 (continental  and 
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の 

Co ョ mercial  Trust  and  Svaings  wank  of  Chicago) の 間に 調印され た 五 百 萬 米 弗の 借款であった。 この 契約 は 利率 六 分、 

手 取 九 一 、 期限 三年で、 擔保は 『烟 酒公賫 牧人』 を 以て 當 つる ものと された。 更に 一九 一 七 年 五月の 追加 協定で T 之れ 

と抵觸 する 如何なる 性質の 如何なる 要求から も 完全に 解放され たる』 檐保を 提供す るた めに、 若干の 地方 貨物 稅- 河南、 

安徵、 福 建、 狹西 省の 貨物 稅 —— 譯者 註) が檐 保に 加 へられた。 この 借款 は 一 九 一 九 年 十月に 調印され、 前 借款と 同 一 

の 擔保を 有する 五 百 五十 萬 米 弗の 新 借款に よって、 その 年に 償還され た。 それ以来 この 新 借款の 元利 は 一切 支拂 はれて 

ゐ ない。 一九 三 〇 年末の この 借款の 現在高 は、 九 百 十三 萬 米 弗であった。 

【一 M 七 九〕 本契約 は Mac  Murray,  John  V.  A.,  Tie3  a さに 』 ぬ retl,  vol. 2,  p. 137 に、 その 追加 協定 は p.  1343 に 褐載さ 

れてゐ る。 

【一！ il 八 0〕  "ist  of  pa  of  Asericcm  Naiiomd.s,  washingtcu,  1925 の附錄 第五と して 揭載 されて ゐる。 本書 は 軍縮 會 譲の 第 

十 一 決議に 從っ て 提出され たもの である-又 ，トー reatks  and  A  green 囊 Wiih  and  Q§cer さ isto-  China  1§I192 ヌ Washington, 

1929.  p. 1 にも 載つ て ゐる。 

〔一！： IJ 八 I〕 もし 財政 整理 委 n 會の數 字 を 一 九 二 五 年 十二 三十 一 日の 數字 として 採用 すれば、 1 九 三 〇 年 十二月 三十 1 日の 數字 

は 九 百 十二 萬 五 千 七 百 三十 八 米 弗 〇 三 仙と なる。 

第二の 借款 は 一 九 一 九 年 十 一 月 一 一十 六 曰に 大平 洋拓植 公司 (pacific  Development  corporation) によって 調印され 

た 五 百 五十 萬 米 弗の 借款であった。 利率 は 六 分- 手 取 九 一 で、 國庙 證券が 發行 さるべく、  二 年後に 惯 還され る ことにな 

つて ゐた。 擔保は 烟酒牧 入で、 併せて 米 人 一名 を 烟酒局 次長に 任命すべき ことが 提案され た. - 是は實 現しなかった。 一 


九 1 一 一 年の 返濟 期が 到来した 時には、 一 文の 元利 も支拂 はれなかった 。それ以来 追加 協定に よつ て 利率が 八 分に 引上げら 

れ たが、 一 切 償還が 爲 されて ゐ ない。 一 九 三 〇 年末の この 借款の 現在高 は 九 百 九十 六 萬 九 千 六 百 六十 六 米 弗であった。 

【註 八 二〕  List  of  ciris  of  American  Nationals,  waslline^ton, s き の附錄 第五と して 印刷され てゐ る。 TrBies 碧 I  Ayrcc. 

vis  Wiih  and  concdng  China,  1919—1929.  Washington,  1929,  p. 11. にも 載され て ゐる。 追加 協定 も 同 頁に 出て ゐ る" 

【一 M 八 三〕 一 九 二 五 年 十二  一一 一十 1 日の 財政 整理 委員 會の 数字 を 現在 額に 直した もの。 

不確 實擔保 借款 中の 第三の もの は、 大 運河の 改修 土木 事業 契約と 關聯 して 一 アメリカ 會社 によって 爲 された 借款で あ 

る。 それ は 普通 『大 運河 改修 借款』 と 呼ばれて ゐる。 一 九 一 八 年 五月から 一九二 一  年 六月に 至る 迄の 問 種々 なる 時期に 

總計 九十 萬 五 千 米 弗の 五 回の 前渡金が 爲 された。 この 支那 政府の 俊 務額は 一 九 二 五 年の 財政 整理 委員 會 によって 報告 さ 

れた總 額に、 一 九 三 〇 年末迄の 利子 を 加算す る ことによって 算定され た。 かくして 得られた 一 九 三 〇 年末 現在の この 借 

款 現在高 は、 百 六十 五 萬 六 千 米 弗なる ことが 判明した。 

〔一! Si 八 四〕 List  of  csumcts  of  」7i.l.ca さ NcitimsIS,  Washington,  1925 の 附錄第 四。 

特別の 檐保 のない 若干の 附加的 借款が 一 九 1 一 五 年末の 財政 整理 委員 會 の報吿 中、 及び 財政 部に よって 一 九 二 七 年の 狀 

態 を 示すべく 作成され た對米 債務 一 覽表 中に 記載され てゐ る。 これらの 借款 は アメリカに 於け る 支那 學 生に 關 係せ る獎 

用と して、 アメリカ 諸 銀行に よって 爲 された 借款で ある。 その 一 火 三 〇 年末の 現在高 は 私の 計算に よれば 十 叫 萬 六 千 五 

百 九十 三 米 弗であった。  - 

最後に、 アメリカ 會 社に 對 する 支那 政府の 債務が ある。 か i る 債務 表 は 支那 關稅會 謹 (一九二 五 年 十月 11 1 九 二 六 
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第二 篇各 國 篇  一一 二 一 四 

年 四月) の 準備 工作と 關聯 して 作成され た。 當時 のこの 表 は.^ として は 最早 時代 遲れ である。 例へば 上海 造幣 廠の 原料 

及び 設備の 供給 代金と して 支那 政府が アメリカ 貿易 會 社に 負うて ゐ る债務 は、 一 九 二 五 年に 約 七十 六 萬 五 千 米 弗と 報告 

されて ゐ るが、 最近の 交渉の 結 3^ として 整理され たもので ある。 支郛 政府 は 最近 「內 外债務 整理 委員 會. 一： を 任命した が、 

當 委員 舎 は 上述の 一 九 二 五 年の 財政 整理 委員 會の後 身で ある。 この 委員 會の 仕事 は 無檐保 もしくは 不 確實檐 保の 總^ 務 

額の 新なる 評價 を裔ら すで あらう。 と 同時に 幾多の 外國 政府 は、 一 九 三 〇 年 十 一 月 十五 日に 南京に 招集され た外國 外交 

代表者の 會議の 席上で 提出され た 提案の 結果と して、 新しい 評價を 得べ く 準備 を 進めて ゐる。 この 新しい 债務表 は 未だ 

出來 上って ゐな いが、 それが 出来 上った 際に は 私が 以下に 報告す る總 計に 變改の 必要 を來 すか も 知れない。 私が ァ メリ 

力の場 合に 就いて 爲 したと ころの もの は、 物資 供給の 結 鬼と して 支那 政府に 對 して 有して ゐる 債權、 及び 沒牧 若く は 破 

壞 された 商品 及び 財産に 對 する 支那 政府 へ の 賠償 請求 權 として、 種々 なる アメリカ の 商社に よ つ て 私に 報告され た 額 を 

變更 する ことなしに その ま& 採用す る ことであった。 债務の 大部 は、 支那 政府 鐵 道への 設備 及び 材料 供給 代金と して、 

ァ メリ 力 商社に 負う 負债 である。 

私の 表 は 決して 完全な もので はない。 それに は {ー 且敎師 もしくは 布 敎圑體 の 一 切の 債權を 含んで ゐ ない。 商社 は 交涉が 

進行 中 だとなる と、 アメリカ 政府 以外に は それ を 報告す るの を 好まなかった ため、 それに 載せられて ゐ ない 何十 萬 米 弗 

にも 達する 債權の ある こと を 私 は 知って ゐる。 一 般に、 重要な 在 支 アメリカ 商社 は 事實上 何れも、 又 重要なら ぬ 幾多の 商 

社 も、 支那 政府の 未濟の 债務を 有して ゐ ると 言へ る だら う。 過去 十 年 もしくは それ以上の に 於け る 若干の アメリカ 商 

； y の 財政 的 困難 は、 この 支那 政府の 務不拂 に 基因す ると は 支那で 周知の ことで ある。 私 は 先に 五つの アメリカ 商社が. 


彼等は支那政府に對する！！！^權以外に、 支那に 何等の 財 產をも 所有して ゐな いと 私に 報告した こと を 指摘した。 この 內四 

つ は、 過去に 於いて 支那に 現實に 代表者 を 置いて ゐ たが、 後に 引 揚げる に 至った ものである。 

後揭の 私の 總 計に 含めた もので、 從來 他の 項目の 债務表 中に 報告され てゐた 唯一 の 額 は、 一九 一六 年 五月に アメリカ 

の裕中 公司 (siems  aiid  Carey) の 手に よって 結ばれた、 湖南 省 株 州から 廣 柬省欽 州に 至る 鐵道 建設 契約の 前渡金 を现 

はして ゐる それで ある。 アメリカの 廣签 公司 (American  International  corporation) は、 裕中 公司の 權利義 ，^？ K，e 

ある。 さて、 この 額 は アメリカ 商 會に對 して 負って ゐる 支那 政府の 他の 债務 なみに 私に 報告され たので、 私 は それ 等と 

同一 項目に 含めて おいた ので ある。 尙又、 この 項目 卽ち、 支那 政府 及び 政府 諸 機關の 負债額 合計 は、 そのうちの ある も 

のに ついては 一 九 一 一八 年末の ものが、 他の ものに 就いては 一 九 一  一 .fs- と 一 九 三 〇 年分の ものが 報吿 されて ゐ ると 一 W ふこ 

とがで きる。 私 は 一 九 三 〇 年末の 總 計が、 千 百 八十 一 萬 四千 九 百 一 一十 一 一 米 弗で ある こと を 見出した。 

以上の 各項 目を總 計す ると 四千 七十 一 萬 一 千 三百 四十 六 米 弗になる。 この 總數 は發行 場所の 原則に 從 つて 計^された 

アメリカの 支那 政府 债務 保有 高の 合計で ある。 下に 揭げ たもの はか X る 證券の 現實 保有 高に 基く 總計 であって、 その 總 

數を 得る ために は 支那 證券の アメリカから 及び アメリカへ の 移動 を評價 する ことが 必要であった。 アメリカから 流出し 

たか も 知れぬ 唯一 の 證券 は、 湖 廣鐵道 公俊の アメリカ 分 だけで ある。 アメリカに 於け る 本 公債の 取扱 者た る モルガン 商 

會 (J.  P.  IVIorgan  and  company) は、 親切に も アメリカ 發 行の 公債 利札で 外國 から その 支拂 請求の 爲 に送附 された も 

の、 及び ョ ー 口 ッパ發 行の 證券 利札で その 支 拂の爲 に 一一 ュ I ョ，' クに 提出され たもの の數 字に 關 する、 一 覽表を 川 意し 

て くれた。 この ー覽 表に よれば、 アメリカ 發 行の 湖 廣鐵道 公俊 證 書で 外國で 所有され てゐる ものの 數は、 ：： 取 も 正確に ァ 
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メリ 力に^ 人され たョ 111 ッパ發 行の 證券 數に 均しい ことが 判る。 かくて、 結論 は、 發行 場所の 原則に 基いて 到達され 

た總計 は、 現實的 所有 場所の 原則に 基いて 得られた 正確な 總數 と、 實 質的に 均しい と 云う ことになる。 

然し、 アメリカが 參加 しなかった 借款の 證券で、 アメリカに 輸入され た 若干の ものが ある。 これらの 公債 證 書の 大部 

分 は 英貨 公俊で、 大戰 直後の 時代に 他の 英貨 公債と 一緒に アメリカに 流入した ものである。 從 つて、 か.^ る 證券の 輸入 

は 支那 證券の 輸入と 云 ふよりも、 むしろ、 偶々 そのうちの 若干が 支那 公債 證券であった ところの 英貨 證券の 輸入 を爲し 

てゐ たので ある。 これ 等の 支那 公俊 證 書の 多く は、 一八 九 五 年の 支那 帝國 政府の 金貨 借款の ものであった。 この 借款 は 

英貨 を 以てする 元利 支 拂に對 して は 一定の 爲替 相場 を 定め、 フランスの 法で 發 行され たもので あった。 この 證券の 主要 

なる 輸入 者の 代表者た る 一一 ュ ー ョ ー クのー 仲買 店 は、 私に、 この 證券の アメリカ人の 所有 高が 一 九 一 一 五 年に は 約 一 一 百 萬 

米 弗に 達した こと、 及び 一 九 三 〇 年に は 約 二十 五 萬 米 弗 以上 を 超える ことがなかった こと を評價 しうる やうな 報 吿を提 

供して くれた。 一九 三 〇 年に この 證券が 激減した 主な 原因 は その 回牧に 基く。 それによ つて 利用 可能と なって 資金 は、 

新に 支那 證券に 投資され る ことがなかった。 

支那 政府 證券で ョ ー II ツバ の發 行に か.^ る その他の 證券に 關 する 報告に 從 つて、 私 は アメリカ 合 衆 園に 於け るか i る 

證券の 所有 高が 約 七十 五 萬 米 弗で あつたと 評價 しうる。 この 中にはべ ル リン、 口 ン ドン 及び パリで 發 行され た 一九 一三 

年の 善後 借款の 小額 を 含んで ゐる。 かくて、 私 は アメリカで 發 行され す 而も アメリカ人が 所有して ゐる 支那 政府 證券 總 

額 を 一 九 三 〇 年に 約 百 萬 米 弗で あつたと 評價 する。 

【！ S 八 五〕 アメリカに は、 額面 約 二百 五十 萬 米 弗に 達する 一 九 一 三年の 善後 借款の Q シァ發 行 證券が 存在して ゐる こと を 寧げ て 


i  c?, まラ ノス 入であった a シァ s の 公債の I 者 は、 その 拂込 と fsil 取った 如 

おかねば ならぬ。 その 多：： は：""〕 戰； 勃；；" C  、公 I 書 は ァ S 加 銀行の 手許に 留めて おく ことが 許さ 

4ぁる；^^響"：^^^は^^ぉ"ヒ^1^^ロンドンでの寶却が許可された。現在ァづ 

"rhur"  htr 千 rt。  新 i  f 發 行して、 i と 引"！" 

r^^i^h^r て 一 Frili 私の f 中 I な I。  ；；：：.！；^ は III 

is をまない からで ある 。S これに 關 する 法律 的 及び 8 上の 問題 を寶 じょうと する 者て は ひ  、 

及び ii 政府 嫌 アメリカ i 高の II ば I  く；；：；； ouiH 平 

次表 は 證券の 響に 所有され てゐる 場所の 原則に 基く 評價 である こと を 記憶すべき であ 尤 發£ ぎに 基く 言 

お 只との 相違 は、 アメリカの 場合 は 百 萬 米 弗 を 出る ことがない。  • 


第 十一 表 

湖 廣鐵道 借款 

シカゴ 銀行 借款 

大平 洋拓植 借款 

大 運河 借款 

その他の 無擔保 借款 

支那 政府の アメリカ 諸 商社へ の 債務 


支那 政府 證券 及び 債務の アメリカ 两有高 

七、 九九 四、 一 六 五 米 弗 

九、 1 三 〇、〇〇〇 

九、 九 六 九、 六 六 六 

1、 六 五六、 〇〇〇 

1 四 六、 五 九 三 

. 二、 八 一 四、 九 ニニ 


他國に て發行 さ れ た 支那 公債 證書 のァメ 

合  き S 


力 人に よる 買 人れ 


、〇〇〇、〇〇〇 クー 


四 1、 七 一 一 、三 四 六 ク 
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3 アメリカの 布敎 及び 慈善 團體の 財産 

在 支 アメリカ 布敎 及び 慈善 圑體の 財 產に關 する 報吿 並びに これら 諸圑の 支那への 年々 の 送金に 關 する 報告 は、 私の 調 

査の 進行 中に 私に 報告され たま- - にこ.^ に 提供され てゐ る。 他人の 行った 調査 及び 評價 は差當 つて 考慮され てゐ ない。 

又、 私が 必す しも あらゆる アメリカ 團體 から 報吿を 得た わけで はない とい ふ 事實を 斟酌して、 それに 手加減 を 加へ よう 

とする 何等の 試み もな されて ゐ ない。 私 は布敎 及び 慈善 財産に ついて、 事業 投資 を 扱った と 同じ 樣に极 ふ。 目的 は對照 

の 便宜の 爲に 一 九 三 〇 年の 調査に よって 明に された 一 切の 事實を 綜合す るに 在る。 

；?^ の 提供す る 第一 の 額 は、 主として もしくは 專ら在 支 アメリカ人 圑の 使用に 供せられ てゐる アメリカ人 學校 及び 敎會 

の 如き ものの 財產 額で ある。 この やうな 財產は 確かに 事業 投資で はない。 それ はまた、 本節に 扱 はれて ゐる 他の 財產と 

も 相違して ゐる。 何と なれば それ は 支那 人の 使用に 供され てゐ ないから である。 支那に 在る か.. -る財 產の額 は 百 十六 萬 

六 千 三百 米 弗で ある こと を 私 は 見出した。 その 中には 上海に 在る アメリカ人 學 校と 敎會 及び 北京、 嶺、 鶴 公山に 在る 

アメリカ人 舉 校が 含まれて ゐる。 それに はまた、 在 支 外 國人團 の 使用に 宛てられて ゐる在 支 基督 敎靑 年會の 財產も 含ま 

れてゐ る。 か \ る 財産と 關聯 して 年々 アメリカから 送金され る 金額に 就いては、 私に 報告され なかった。 恐らく か. -る 

施設の 維持費と して は、 極く 小額の 金し か 直接 アメリカから 送られて ゐな いので あらう。 これらの 財產は 全部 自發 的な 

寄附に よって 得られた ものである こと を 明かに して 置いたなら、 誤解 を 防ぐ 一助と もなら う。 アメリカ 政府 は 支那に 於 

ける アメリカ人 學 校の 建立 乃至 支持に、 金錢 を充當 した ことはなかった ので ある。 


私に 報吿 された 在 支 アメリカ 布敎 及び 慈善 圑體 で、 主として もしくは 專ら 支那 人の 用に 供せられ てゐる ものの 財產 は、 

四千 百 九十 萬 四千 八 百 八十 九 米 弗と 評價 されて ゐ る。 私 は 四十の 新敎 團體、 九の 加特 カ圑體 もしくは 敎團 及び 十の 敎育 

治療 • 慈善 施設から 報吿を 受けた。 新 敎圑體 の 總數は 六十で あるら しい。 私が 報吿を 受けなかった 二十 圑體 は、 一 つも 

しく は 精々 二つの 場合 を 除いて 小團體 である。 報吿を 提供し なかった 一 一 乃至 三の 加特カ 圑體が あるが、 その 數は 多くな 

い。 敎育 その他の 施設に ついては、 得られる 限りの 完全な 報告 を 得た ことに、 ？ 5^ は滿 足して ゐる。 尤も 若干の 施設の^ 

產は それに 關 係して ゐる布 敎圑體 の 一 般 財産の 一 部を爲 して ゐて、 はっきり それから 區別 する こと はで きないの では あ 

るが。 以上の 註釋は 私の 報告 中に 包含され；.^ かった 所の 財産の 範 圍に關 して 若干の 觀 念を與 へる ものである。 

拉て、 前段に 示した 區^ に從 つて 在 支 アメリカ 布敎團 及び 慈善 圑の 財産 を 示せば、 左表の 如くで ある。 

第 十二 表 在 支 アメリカ 布教 團 及び 慈善 園の 財産— 一 九 11 九 年 及 一 九 n 一  0 年の 財産 額 

新 敎圑體  二 七、 三 五 五、 七 二 0 米 弗 

舊 敎圑體  1、〇 一三、 四 三 一 グ 

慈善 及び 敎育 設備  ニー 一、 五一 一六、 七 四 七 グ 

合  計  四 一、 九 〇 四、 八 八 九 ク 

新敎圑 體に關 する 報告 は、 吾々 をして より 立 人った 分析 を 可能なら しめる。 一九二 九 年分 及び 一 九 三 〇 年分 を 報告し 

た 四十 圑體 中、 十八 圑體は 一 九 一 三年の 財産 保有 額と して、 四百 四十 1 1 萬 五 千 九 百 八十 一 米 弗と いふ 數字を 報告した。 

更に この 十八 圑體 中、 僅かに 六圑體 だけが 一丸 〇〇 年の 財產 を報吿 したが、 その 報 吿額は 六十 六 萬 百 七十 四 米 弗で あつ 
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た J これらの 額 はもち ろん 比較し 合 ふこと はでき. ない が、 然し、 これらの 事實を 多少 違った 方面から 眺めて 見る だけの 

值打は あらう。 一 九 〇o 年度 分 を 報告した 六團體 は、 上記の 如く 當時 六十 六 萬 百 七十 四 米 弗の 財産 を 所有して ゐた. - 然 

るに、 この 同じ 六 團體は 一九 一三 年に は 百 九十 七 萬 七 千 四百 三十 米 弗の 財産 を、 一九二 九 年に は 七 百 七十 一 萬 五 千 六 百 

七十 一 米 弗の 財産 を 所有して ゐた。 又 一九 一 三年 度 分 を 報告した 十八 圑體 は、 當時 上述の 如く 四百 四十 1 1 萬 九 百 八十 一 

米 弗の 財產を 所有して ゐた。 然るに、 その 同じ 十八 圑體の 一九二 九 年の 財産 は、 千 五 百 四十 三 萬 九 千 七 百 二十 九 米 弗で 

あった。 かれら は 凡て 奮い そして 大きい 圑體 であって、 支那に 於け る 彼等の 財產の 不斷な そして 目覺 しい 增加を 示して 

ゐ るので ある。  . 

私 は 布 敎圑體 の 所有に か，^ る もので、 牧人 を 目的と して ゐて 直接 布教の 目的に 充當 されて ゐ ない 財産の 額を發 見し よ 

うと 試みて 見た。 その やうな 財 產で全 アメリカ 布敎 及び 慈善 圑中、 僅かに 報告の あつたの は 三團體 だけだった。 その 價 

額 は 十五 萬 六 千 七十 八 米 弗であった. - 大部分の もの は 先に 買 入れた 土地 財產の 利用 計畫の 變更の 結果と して、 か. -る圑 

體の 手中に 在る ものであった。 一般的に 云って、 アメリカの 團體は 牧人 獲得の 目的 を以 つてす る 財產は 少しも 所有して 

ゐな いと 云へ よう。 基金 は、 通常、 海外に 置かれて ゐる。 

また、 諸 圑體に 向って は、 『無償 もしくは 名目 上の 代償 を 得て… 支那の 宗敎 的、 敎 育的團 體に讓 渡された J 財 產の價 額 

に 就いても 照 會を發 した。 一 一 團體は 百 四十 三 萬 一 一千 百 米 弗に 達する 財 產を讓 渡した 旨 を報吿 したが、 他の 三 圑體は 過去 

に 於いて 幾多の 場合に 財產を その 様に 讓渡 したが、 その 額 は報吿 できない と 報告して 來た。 現在 全然 アメリカの 布敎圑 

體の手 を 離れて 支那 圑體の 手に入った 土地 及び 建築中、 どの位が アメリカの 寄與 になる もので あるか を 示す ものと して 


は、 以上の 報吿 だけで は 全く 不適 當 である。 

熟知の 如く、 宣敎師 は 條約港 以外の 土地で も、 事業 商社の 享有し えぬ 不動産 所有 權を 享有して ゐ るので ある。 私が 得 

た 報告に 基いて 作成した アメリカ 新敎徒 圑體の 財産の 地现的 分布 は 左表の 如くで ある。 その 總額は 千 六 百 七 萬 A 百 十九 

米 弗に 達する。 

新 ss!^ 圜體 の財產 保有 高の 地理 的 分布 


第 十三 表 


上  海 

その他の 條約港 

條約港 以外の 土地 


米  弗  總 額に 對 する お 

三、 五 九 六、 九 八 三  ニニ 丄 二 

三、 五 ニニ、 六 二 五  ニニ  •〇 

八、 九 五 一 、ニー  一  五 や 七 


ァメ 


力の 事業 投資の 場合の 六 五 ％ と 云 ふ數) ナと 比較して、 アメリカ 新 敎圑體 財産の 一  一二 • 三 ％ しかが 上海に ない こ 

とに 注意すべき である。 また、 南支の 有する 布 敎財產 の 百分率 は、 その 事業 投資 財産の 百分率 を遙 かに 越えて ゐる こと 

も 指摘し えよう。 布教 活動 は その 最初の 出發 地で 發 達する 傾向 を 示して 來た。 また その 圑體の 持 績性も 事業 商社より は 

遙 かに 大きかった。 そのこと は 次の 事實 によって 示される。 卽ち、 事業 商社 中 一 九 一四 年 前から 存 31 して ゐ たもの は 約 

三 〇％ であるに 對し、 調査され た 布 敎圑體 中 五 〇>ル がー 九 一四 年 前から 在る ものであった。 むろん、 以上の 如き 布敎財 

產の 地理 的 分布に は それ 以外の 理由 も ある。 

私 は、 又 千 九 百 五 萬 二 千 百 四十 九 米 弗に 及ぶ 布 敎財產 の 事業 別 分布 を も 提供す る ことができる、 次表 はたぐ 新 敎圑體 

の財產 のみ を 示す ものである。 もし それに 慈善 團體 及び 敎育團 體の財 產をも 加へ たら、 百分率 は 1? しく 變 つて 來る だら 
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う。 今醫^^及び敎育事業を 一 括するならば、 次表の 示す 如く それに 充當 されて ゐる布 敎財產 の 百分率 は 五 二  *九％ であ 

る。 これに 醫^ 的で も敎育 的で も ある 支那 醫療局 (China  IVtcdical  Beard) の 財產を 加へ ると、 醫療 及び 敎育 事業に 宛 

てられて ゐる 財産の 百分率 は 約 七 〇，^ になる 3 もし 一切の 事實が 判明した としても、 この 領域に 於け る 全 財産の 百分率 

はこれ とさう 大した 差違 はなから う。 

第 十四 表 塞 業の 性賛别 による 布教 財 flis! の 分類 

米  弗  總 額に 對 する ％ 

6  療  二、 七 八 六、 八 三 六  一 四 • 七 

敎  育  七、 二 七 七、 五 〇 四  三八丄 1 

福音 傳道 及び 組緣 的な 宗敎 事業  八、 九 八 七、 八 〇 九  四 七 丄 

私 は アメリカの 事業 活動と 布敎 活動の 比較 を不相 當に强 調しょう と は 思 はぬ。 然し、 もう 一 つ 註釋を 試る こと を 許さ 

れ たい。 地理 的 分布と その 活動 もしくは 事業の 性質 別に 關 する 諸事 實 から、 次の ことが 言へ ると 思 ふ。 卽ち、 布敎 もし 

く は 慈善 的 活動の 分野に 從事 せる r 典型』 的な アメリカ人 は、 條約 港から 離れた 土地に 住んで ゐ る醫師 か敎師 であるに 反 

し、 r 典型』 的な アメリカ 事業家 は 上海に 於いて 輸出 人 業に 從 事して ゐ るので ある。 この こと は、 屢々 この 二 群の 態度、 

見解の 上に 現 はれる ところの 相違 を說 明す る 助けと なる。 

布敎 及び 慈善事業に 從 事して ゐる 人々 の 數に關 して は、 若干の 團體 から は 報告がなかった ために、 私の 調査 は 完全な 

數字を 提供す る こと はでき ない。 報吿 された 人 數はニ 千 二百 人で ある。 また、 同じ 事業に 從事 する アメリカ人 總數の 一 

九 二 五 年 十二月 三十 一 日 現在 數に關 する 照會 をも發 したと ころ、 新 敎圑體 の 人員 數は 一 九 二 五 年に 二 千 五 百 四十 八 人、 


そして 一 九 一 一八 年末に は 二 千 二十 四 人で 約 二十 ％の 減退であった。 

次に 私 はこの 布敎 及び 慈善事業の 維持の 目的で、 支那に 送金され る 毎年の 金額に 目を轉 じょう。 一九二 八 年の 數字は 

左表に 揭 ぐる 如くで ある。  一 

第 十 S 表 布教 及び 慈善 圑體の 一九二 八 年に 於け る 支那への 送金額 

新 敎圑體  五、 六 〇 七 、三 一 九 米 弗 

舊 敎圑體  ニニ 一、 五六 四々 

慈善 及び 敎育 施設  一、 八 六 七、 三 九四ク 

合  計  七、 六 九 六、 二 七七ク 

新 敎圑體 に 就いては、 報告 は 四十 ニ圑體 からあった。 卽ち、 財 產髙を 報告して 來 たもの の 外 ニ圑體 である。 他の 二 "項 

目に 就いては、 送金 高 を 報告した 圑體數 は 財 產高を 報告した 圑體數 と同數 だった。 尙 この 合計 は 支那に 仕 送られた 金額 

として 現實に 私に 報吿 された 額で ある こと を、 もう 一度 指摘して おく 必要が ある。 勿論、 送金額の 全 體 となると もっと 

多額であった 害で ある。 とまれ、 上記の 合計 は 支那の 國際 勘定に 於け る 若干の 重要性 を 有する 要因で ある。 蓋し、 それ 

は具體 的な 形に 現 はされ たと ころの、 支那に 於け る 最も 普遍的な 利益の 一指 檩を爲 して ゐ るからで ある。 

1 九 〇〇 年 以来の 財產 保有 額に 對 する 送金の 比率の 變化 は、 注目 を 要する 一 事項で ある。 私 は 財産 所有 及び 送金 高の 

双方に 就いて 報吿を 得た ところの 六圑體 について， この 比率 を 計算して 見た。 その 結 ET 私 は これらの 團體の 財産 百 弗 

每に對 して、 支那への 送金額 は 一 九 〇〇 年に 四十 六 弗、 一 九 一 三年に 二十 九 弗 及び 一 九 二 九. 华に十 1;::=^^ である こと を發 

見した。 一九二 九 年の 私の 合計 は アメリカの 諸團 體全體 として 財 產百弗 毎に、 二十 弗の 送金 をした こと を 示して ゐ る。 
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財產 所有 高に 對 する 送金額の 比率 は 過去の 方が 大きくて、 一 九 〇〇 年に は 約 一 一倍 以上であった らうと 云 ふこと に 殆んど 

疑問の 餘 地がない。 疑 ひもな く、 その 主要 原因 は 現在 この 事業に 必要と されて ゐる 設備が、 昔より は高價 且つ 廣汎 であ 

る ことと、 奉仕 を 受ける 支那 人が より 多數 であるから である。 布敎阁 の經營 にか.^ る 近代的な 病院 は、 一 九 〇〇 年 時代 

の 病院に 比して 遙 かに 費用の か么る 設備で ある。 今日の 高等教育の 施設 は 一 九 〇〇 年に 於け るよりも 多額の 支出 を 必要 

とする。 だから、 過去に 於いて 財產 所有 額に 對 する 送金の 比率が 大きかった こと は、 アメリカの 場合に は 疑ない。 ァメ 

リカ 以外の 他國の 比率 はどう かと 云 ふに、 それよりも 高い こと は 殆んど 疑ない と 私 は 信す るつ 何れにせよ、 計 的な 報 

吿は 過去 一 一十 五 年 問に 於け る 布教 及び 慈善事業の 顯 著な 變化を 物語って ねる やうに 私に は 思 はれる。 而か もこの 變化 

は、 疑 ひもな く、 尙ほ 進行 中な ので ある。 

以上の 調査の 總計 として、 アメリカの 布 敎團體 及び 慈善 圑體の 在 支 財産 額 を 示せば 左表の 如くで ある 0 

第 十六 表 アメリカ 布敎 及び 慈善 園 體の在 ま 財産 額 

在 支 アメリカ人^ 用の 宗敎 的、 敎育的 財産  一 、 一 六 六、 三 〇〇 米 弗 

新舊 敎圑體  二八、 三 七 八、 一 四ニク 

慈 善 及び 敎育施 設  1 三、 五 二 六、 七 四七ク 

合  計  四 三、 〇 七 一、一 八 九 ZZ 

4 一  九 三 〇 年に 於け る アメリカ 財產 保有 高の 評價 

1 九 三 〇 年に 於け る アメリカ 財產 保有 高 調査， の 結 某 は、 左表に 示す 如くで ある 0 布敎 及び 慈善 團體の 財産 は、 事業 投 


資と 見做しえない こと を 記憶すべき である。 種々 なる 商社 及び 團體 によって 私に 提供され た報吿 は， 支那に 於け る ァス 

リカの 財產 保有 高の 總計ニ 億 三千 九 否 八十 九 萬 五 千 三百 十三 米 弗、 及び 支那に 於け る アメリカの 事業 投資の 合計 一 億 九 

千 六 百 八十 一 一 萬 四千 百 一 一十 四 米 弗なる 數字を 齎らした。 

第 十七 表 一 九 一二 0 年に 於け る アメリカ 財産 保有 高 

事業 投資  1 五 五、 一 1 二、 七 七 八 米 弗  . 

支那 政府の 證券 及び 債務  四 一、 七 一 1 、三 四六ク 

アメリカ 布敎 及び 慈善 團體 の財產  w 三、 〇 七 一 、 一 八九ク 

總  計  二三 九、 八 九 五、 三 二 1ーク 

5 最近に 行 はれた 他の 評 價の撿 討 

上記 第 十七 表に 揭 げた 私の 總計 を、 他の 在 支 アメリカ 財産の 最近の 調査の 結果と 比較して 見よう。 か X る 調 杏の 數は 

そう 多く はない。 私 は その 四つ を擧げ よう。 然し、 その 何れも 私の 表 中に 示した 三つの 區 分の 全部 を" 澄うて はゐ ない。 

海外に 於け る アメリカの 『直接』 投資の 評價は 一 九 二 九 年に 關 する ものが、 アメリカ 政府の 商務省の ボウル っテ1* ディ 

ッ ケンス 博士  (Dr.  D.  Dickens:) によって 行 はれた。 『直接』 投資と 云 ふ 言葉に よって ディケ ンス 博士 は、 『海外に 存在す 

る 商工業 財産で、 アメリカ 合衆國 及び その 領土の 住民に 所屬 し、 それから 牧人が 正規 的に 期待 せられる』 もの を 意味し 

_。  め 

た。 從 つて、 彼れ は 特に 『外國 に 在住して ゐる アメリカ 市民の アメリカ 合衆國 外に 於け る 投資』 を 除外して ゐる C それに 

關聯 する 一切の 問題 を こ X に 論す る こと は 中止して、 私 は 私の 支那に 於け る 事業 投資の 評價 中には、 その 在住の 場所 如 
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何 を 問 はす、 支那に 於いて アメリカ 事業家 若く は 事業 社團の 所^して ゐる 一 切の 財産が 包含され てゐる こと を 言 ふに 止 

めて おかう コた とへ 不可能ではなかった にしろ、 もし 私の 調査 を ディツゲン ス 博士の 原理に 從 つて 試みたならば、 それ 

は 頗る 不便な ことであった らう. - 彼 は 彼れ の 指摘して ゐる やうに、 支那 貿易 條 令の 下に 設立され た 社團、 卽ち 特に 支那 

の爲に 設立され そして 支那に 於け る アメリカ 事業 投資 總額 中の 顯 著な 部分 を 所有して ゐる アメリカ 社團 を、 彼れ の評價 

から 除外して ゐ るので ある。 彼 は 亦 種々 なる 州 法律の 下に 設立され、 その 全 事業 を 支那に 有して ゐる その他の アメリカ 

社 團をも 除外せ ねばならなかった ので ある。 

【一! S 八. I"  i  yl77sri2. さ Jyrcd  rrmstmeru-s  in  fhrcl- ョ i  chlmtl-m,  U. ひ •  Dept.  oi  rommerce,  Iracl ひ Iniormation i 芏 lletin.  No. 

7G7,  Washington,  li. 

【一！ Ji 八 七〕 op.  dt. 彼 は 『直接』 投資 を 『紙 抉』 投資 C さ) rtMio"  investment) と區 別して ゐる。 卽ち、 證券の 國際的 運動の みを惹 

起す 投資 を 彼れ は 『紙 抉』 投資と 呼ん e ゐ るので ある。 (P. 1.〕 

【一 Si 八 八】 。p.  CF 彼れ の 研究 は 亦 布 及び 慈善 財 產をも 除外して ゐる。 (P.  3) 

商務省が 關心を 持って ゐ たもの は、 疑 ひもな く、 年々 海外から アメリカに 入って 來る牧 入に 關 して 若干の 指標 を 示す 

やうな アメリカの 對外 投資 0 總 額であった。 私 は 支那に 於け る アメリカの 事業 投資 財產 について、 か &る牧 入 を 評價す 

る爲に 最善の 努力 を盡 した C それ を評價 する 爲に は、 私 は 別個の 評 價を行 ふことの 必要な こと を發 見した。 アメリカへ 

の 年々 の 送金額に 關 する この 評價 から 私 は、 か- -る 送金 を 年々 アメリカに 齎らす とい ふ點に 於いて 意義の ある アメリカ 

の 在 支 投資 額の 總 計に 關 して、 或る 推測に 到達す る ことができる。 私 は、 もし この 重要な 總 計に 關 する 評價を 直接に 試 

みると したら、 眞の 所有者の 在住 地と いふ ことが 最大の 重要性 を 持つ だら うとい ふこと に 殆んど 疑 を揷む もので はない 


けれども、 支那の 場合 直接 さう いふ 總計を 得る ことが 可能だった らうと は 信じない 01 

扭て、 ディツゲン ス 博士が 得られた 數字は 次の 如くで ある。  ^ 

第 十八 表 亥那に 於け る 『直接 投资』 

(一九二 九 年に 對 する 米 國 商務省の 数字) j 

數  價 額 (米 弗) 


製 


造 

寶 


石 


業 

油 


一 五 

二 五 

二 九 


1〇、 ニニ 一 、〇〇〇 

六、 九 七三、 〇〇〇 

四 二、 八 三 九、 〇〇〇 

五三、 七 二 一、〇〇〇 一 


合 


き. i 


七 五 


1 1 三、 七 五 四、 〇〇〇 

前述した 理由に よって この 合計 を 私の 合計と 直接比較 する わけに ゆかない。 それに、 ディツゲン ス 氏の 勞 作の 結 と 

して、 利用し えられる 後年の 數 字が あるので あるから、 それ を 比較して 見る 必要 もない。 卽ち、 一 九 三 〇 年末に 於け る 

アメリカの 海外投資の 評 憤に 於いて、 彼れ は、 一億 二 千 九 百 八十 萬 弗の 總 額に 達する 對支 直接 投資の 數字を 內譯を 示さ 

すに 與 へて ゐ るので ある。 彼れ の 言 ふ 如く ディ ッケ ンス 博士 は、 支那 貿易 條令 によって 設立され たもので、 その 總 資本 

が 『二 千 萬 米 弗から 三千 萬 米 弗の 間にあって、 大部分 在 支 アメリカ人 によって 所有され てゐる J ところの 會社を 除外し 

たこと を 思 ひ 浮べるならば、 彼れ の評價 と^の 評價 との 間の 和 遠が 小額で ある こと は 明かで ある。 

.olclcens,  p-aul D.,  N.,  Estimate  OJ.  .4m6ri.s さ Investments  Abroad,  Tryde  Information  wulletin.  No.  7C7,  wasM- 

ngton,  19W1, で. 20. 
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第 十八 表に 示された 諸 項 s を 私の 數 字と 比較し つ- -、 私は兩 者の 相違 は 大部分、 容易に 說 明され ると ころの 商務省の 

評價 中からの 控除 分に 基因す る こと を 見出す。 例へば、 石油 を 扱って ゐる會 社の 場合で は 吾々 は實 質的に 一致して ゐる 

の を 見る。 これら は 全部 その 本店 を アメリカに 置く 大會 社な ので ある。 製造業の 領域で は、 私の 數字は 商務省の 報吿中 

に 示されて ゐる 商社の 殆んど 二倍に 達する 商社 數を、 又 商務省の 千 一 一十 萬 米 弗に 對 して 二 千 五十 萬 米 弗の 投資 額 を 示し 

てゐ る。 これらの 商社の 多數は 支那に 本店 を 置く ものであって、 その 中の 若干 は 支那 貿易 條 令に 則った 會社 であり、 又 

小さい 商社が 多數 である。 かく * 是らの 事實は ディケ ン ス 氏と 私の 調査の 間の 一 般的 相逮と 全く 一  致して ゐ るので ある。 

よって、 私の 結論 はかう である。 卽ち ディ ッケ ン ス 氏の 數字は 私 自分の 數 字の 妥當性 を 支持して ゐ ると。 彼が ァ メリ 

力の 全世界に 於け る 直接 投資 を^ 定し、 分類す る爲に 設定した 定義 は、 支那の 場合に は適當 しない。 私の 研究 は 支那に 

對 して は 恐らく ヨリ 完全な ものである だら う。 蓋し、 私の 注意 は 支那の みに 限られた からで ある。 これらの 事情が 上に 

示された 諸 項目 中に 於け る 相違の 一 般 的な 理由で ある。 一 九 三 〇 年末の ディ ッケ ン ス 氏の 總計を 取って 見る とその 問の 

相 遠 は 大部分 消失して しまう。 ディツゲン ス 氏が 纏めた 商務省の 諸數字 は、 支那に 於け る アメリカの 事業 投資に 關 する 數 

字と して、 他の どの 調査の 數 字よりも 正確に 近いと 私 は 信す る。 それ は、 ヂ イツ ケンス 氏の 評價は 彼れ の 所謂 一 「直接』 

投資の みに 限られて ゐて、 それが 兩者 間の 相違の 根本 理由で あると 云う、 私の 強調の 當 つて ゐる獨 立 的な 證據 である。 

支那に 於け る アメリカ 投資 額の 最近の 四評價 中の 第二の もの は、 支那の 通貨 及び 銀行業 研究の 目的 を以 つて 國務 省の 

委囑を 受けて、 一九二 一 年 及び 一九二 一 一年中 支那 を 訪問した フレデリック •Yl- *リー (Frederic  K.  L.) によって 爲さ 

れ たもので ある。 彼れ の 報告 は 一 九 二 六 年^ 商務省の 刊行物と して 發 表された。 支那に 於け る アメリカの 總投资 額 は、 


この 研究 中に 六 千 九 百 三十 萬 米 弗と 評價 されて ゐる。 アメリカの 布教 及び 慈善 團體の 財産 は 全然 除外され た" 包含され 

た アメリカ 投資の 四 項目 は 次表に 示す 如くで ある。 

第 十九 表 支那に 於け る アメリカの 投資 

(1 九 二 四 年に 關 する フ レ デリック *ィ-*"1 の 評價) 

第一 類 公債 その他の 政府 證券  二 〇、〇〇〇、〇〇〇 米 弗 

...  第二 類 鐡道 公債 及び その 前渡金  九、 一一； 〇〇、〇〇〇 ク 

第三 類 アメリカ 商社に よる 長期 信用  1 〇、〇〇〇、〇〇〇 ク 

第 四 類 土地、 建物 等への 投資  三 〇、〇〇〇、〇〇〇 ク 

合  計  六 九、 三 〇〇、〇〇〇 ク 

約 七 千萬來 弗の この 總計 を、 私の 約 一 一億 米 弗に 達する アメリカの 事業 投资 及び 支那 政府の 證券 その他の 務の 保有 高 

の 評價總 計と 比較して 見るべき である。 私 は、 恐らく、 アメリカの 投資 は 一 九 二八 年 以來は 急速に 增加 せす、 增 加の 割 

合 は 大戰中 及び その 直後に 續く數 年に 於いて 急速であった こと を 前に 指摘した。 從 つて、 兩者 間の この 大 さな 懸隔の 僅 

かな 部分 だけが、 一 九 二 四 年 以後に 於け る 投資の 增 加と 云 ふこと によって 說明 しうる に過ぎないの である。 

【一! Ji 九 0」 Lee  Frederic  K,  Curren き B き iJcin ぬ, and  Financ  in.  China- 一  wasMtjgton, 19 に p 支那に 於け る アメリカの 投资の 評 

價は 一 ニニ —— 三 頁 を 見よ。 

サ ー の 評價の 第一、 第二、 及び 第三 類に 示された 支那 政府の アメリカ人に 負 ふ债務 の總額 は、 三千 九 百 三十 萬 米 弗で 

ある。 これ を 私の 合計 四千 百 七十 萬 米 弗と 比較すべき である。 この 問 Q 相違 は 極めて 小額で ある。 私の 分に は 一九二 四 

年 以後の 六ケ 年分の 利子 を 加算した こと を考 へる と、 この 相 遠が 僅か だとい ふこと その 事に 說明 がいる。 その 說明 はョ 
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1 口 ツバで 發 行され た 支那 證券の アメリカ人の 保有 額 算定 上の 相違に 見出される。 一 九 二 四 年の リ ー の評價 した この 總 

額 は 九 百 萬 米 弗であった。 私の 一 九 三 〇 年の 評 價は百 萬 米 弗であった。 彼 は 一九 一三 年の 善後 借款の ロシア 發行分 二百 

五十 萬 米 弗 を 含めて ゐる。 私 はこの 項目 下の 一文 も 算入し なかった。 他の 相違 は 前の 數 頁に 述べた 私の 註釋 によって 說 

明され る。 リ ー 氏 は 態々 私と 彼れ の 評 價に關 して 討論す る 好意 を 寄せられた。 そして 私 は 彼が 報吿を 得た アメリカの 諸 

投资 商館の 意兑を 問いて 見た。 この 項目 下の アメリカ 投資 は、 一九二 四 年に 於け るよりも すっと 少 いこと に 殆んど 疑 ひ 

はない。 その他の 支那 政府 債務に 關 する リ ー の 評價と 私のと の 相違 は、 私の 包含した 延滞利子の 附 加と いふ 事實 によつ 

て說 明が つくだら う。 乃至 は 說明を 必要と しない 迄に 小額で ある。 

アメリカの 事業 投資 額はリ ー の 第 四 類に 見られる。 その 總額は 三千 萬 米 弗で ある。 然るに、 私の 總額は 一億 五 千 五 百 

萬 米 弗であった こと を 記憶すべき である。 この間 說明を 要する 顯 著な 差違が ある。 先づ 第一に、 リ ー は 彼れ の評價 から 

在 支 アメリカ 商社の 手中に ある 商品 ストック を 全然 除外した こと を 指摘せ ねばならない。 彼 は 土地、 建築 及び その他の 

ifa^ 設備の 賈！^ のみ を評價 した。 過去に 於け る 手 持 商品 ストックの 評價と 私自身の アメリカ 事業 投資の W 究は 商品 ス 

トツ クの賈 額 は 土 池、 建築 及び 設備の 價 額の 七 五 11 一 〇〇％ に 値する とい ふ 合理的な 推測 を 可能なら しめる。 この ナ 

きい 方の 百分率 を 取って、 即ち 彼れ の 除外した もの を 斟酌して 彼れ の 評價を 二倍す ると、 六 千 萬米サ かとい ふ 評價を 得る。 

これ を 私の 一億 五 千 五 百 萬 米 弗と 比 絞して 見られよ。 一九二 四 年以來 若干の 重要な 投資が、 例へば 上海の 公益事業に、 

爲 された ことが 指摘し えらる るに しても、 尙 ほその 間に かなりの 隔 りが ある。 

t の i り は、 結局、 私の 研究が アメリカ 投資 額をリ ー の 一 九 二 四 年の 評價 よりも 著る しく 多く 見て ゐ てと.^ ふ 事實に 


基いて ゐる。 大きい 私の 方の 數 字が 妥當 である こと は、 以下に 揭 げた 國務 省の 最近の 調査に よって 支持され てゐ る。 忘 

れ てなら ぬ こと は、 リ ー の 一 九 二 四 年の 研究 は 支那の 通貨 及び 銀行業に 關 する 調査の 副産物であって、 直接 調査の 結 衆 

ではない と 云 ふこと である。 

アメリカの 投資の 領 城に 於け る 第三の 研究 は、 一 九 一 一七 年と 一 九 二八 年に 國務将 によって 爲 された ものである。 1: 務 

省の 調査 は 私の 扱った 三つの 方面 中の 二つ を 扱って ゐる。 この 國務 省の 調査 結 ra^ は、 それが 公表され た 限りに 於いて、 

次表に 示す が 如くで ある。 國務省 公表の 標題 を その ま- -用 ふること にす る。 

第二 十 表 一九二 八 年 九月 廿 五日に 至る 迄の 米 國領專 館員の 翱告に 基いて 作成され た 

番港 及び 大連を 含めた 支那に 於け る アメリカの 金融 的 投資 額 * 

九 五、 三 五 二、 八 三 六 米 弗 

五 二、 10 九、 〇 七三 ク 

二 六、 九 0 二、 八 六 一 米^ 

二 五、 二 〇 六、 ニニ 一  ク 


事業 投資 

布敎 及び 慈善  Sac  A 

開港 場 


內譯， — 

I 內 


總  計  一四 七、 四 六 一、 九 〇 九ク 

* 事業 投 1^ 二 は、 支那 政』.^ 义は その 各部 もしくは 支那 個人の アメリカ 入に 負う ところの 債務、 及び アメリカ 市民 乂は商 

社の 支那 政. 1^ に對 する 損害 もしくは 損失 賠償 耍求權 を 合まない。 非 アメリカ人の 名義の 企業に 對 する アメリカ人の 投资 

額 も 包含され てゐ ない。 

布敎 及び 慈善 投 に は その 某-金の 1 部 又は 仝 部が アメリカから 來た ところの 支那 人の 财産を 含まな い。 

國務省 は、 支那 政府が アメリカ人に 負う ところの 债務 の評價 をし なかった。 從っ てこの 方面の 比較 はでき ない。 九 千 

五 百 四十 萬 米 弗と いふ 事業 投資 額 を、 私の 一 億 五 千 五 百 十 萬 米 弗と いふ 評價 額と 比較すべき である。 但し 豫め 若干 斷っ 
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てお く 必要が ある。 國務省 は アメリカの 保護 請求、 おく は、 損失の 場合に は 損害賠償 請求 を 伴 ふところの、 物的 肘 逢の 

總價額 を 得る ことに^ 心して ゐ たので ある" 從 つて、 國務 省の 評價 中には、 土^、 建築 及び 諸 設備 はもと よりの こと、 

全 商品 ストック も 含まれて ゐ る。 だが、 私が 『その他の 財產』 として 報告した 非 物的 財產は 人って ゐ ない。 私の 調査し 

た 一 一 百 十三 商社に 於いて、 私 はか. -る 財産が 四千 三百 六十 萬 米 弗と 評價 さるべき こと を 見た。 か、 る r その他の 財產 J 中 

のかな りの 部分 は、 支那に 於け る アメリカの 銀行 資本から 成って ゐる。 私の 評價に 含まれた 『その他の 財產』 中で 若 千 

の 東-要 性 を もった 他の 項目 は、 支那 商社が アメリカ 商社に 負う 所の 額 11 屢々 工業 設備 代金 11 よりな つて ゐる。 私自 

身の 二百 十三 商社の 物的 財産の 評惯は 一 億 六 百 七十 萬 米 弗で ある。 この 數 字に 報告 を 寄こさなかった 商社に 關 する 若干 

額 を 加へ た 額 こそ、 上記の 國務 (NP の總 計と 比較すべき 數字 なので ある。 さう すると、 說明を 必要と する 程の 大した 相 遠 

はない ので ある。 と は 云へ、 私 は 私の 一億 五 千 五 百 十 萬 米 弗と いふ 數字 は、 それから アメリカ人が 牧入を 期待して ゐる 

事業 投資 額と して、 アメリカ 國務 省の 九 千 五 百 四十 萬 米 弗なる 總 額よりも 遙に 事實に 近いと 信す る。 

注意 を 促したい 第 四の 評價 は、 H 1 H ル. ヮ ー ンシュ イス (A.  L.  warnshuis) によって 爲 された アメリカの 布教 及び 

慈善 阁體肘 産の 評惯 である。 ？ 5^ がそれ を こ&に 紹介す る 所以 は、 それと アメリカ 商務お の 同じ 分野に 於け る 評惯を 私の 

と 比較して 見たい からで ある。 ヮ ー ンシュ イスの 評價は 一 九 二 七 年に 發 表された が、 彼 自ら 近似 的數字 だとい つて ゐる 

その 總額 は、 約 八 千 萬 米 弗で ある。 

〔-w.^ 一  】 Wanishuis,  A.  L.,  "Christian  IVlissions  and  the  Situation  in  China 一一,  Aus 一 h  oj  tne  Alisrkml  Academy  of  S7 

t  PI  Social  Sci 籠, July,  1927,  vol.  CXXXII,  July,  1927,  p.  81. 


私 はもし この 評價が 若干の 調査の のちに 爲 された もの だとい ふこと を 聞かされなかったならば、 離 駁な評 憤と して 片 

附 けて しまった かも 知れない。 これ を 五 千 1 1 百 十 萬 米 弗なる 國務贫 の總計 及び 四千 三百 萬 米 弗なる 私の 數 字と 比 絞して 

見られたい。 八 千 萬 米 弗なる 評 價は餘 りに 大きす ぎる と 私 は 思 ふ。 もし、 一切の 財産が 含まれた と假定 しても、 よも や 

さう は 大きく はないだ らう。 私 はこの 多額な 評價の 原因 を、 それが 爲 された 時の 銀の 高い 價 格に 基く ものと 見る。 更に 

は 大戰中 及び その 直後の 數 年間に 於け る 銀價の ー曆 高い 影響が、 若干 そこに 作用して ゐた爲 と 見る。 若し、 以上の 三つ 

の 評價の 背後に 存 して ゐ た支邠 弗の 總 額が 知れたら、 恐らく その 間に 存 する 差違 は、 ^面 現 はれて ゐる ところの ものよ 

り も 小さ いこと * たらう。 

布敎 及び 慈善 財産に 關 する 國務 省と 私との 評價の 間に は、 尙ほ約 一 千 萬 米 弗の 相 遠が 殘 つて ゐる。 私 は 前に、 私の 報 

吿は、 恐らく 六十に 達する 新 敎團體 中の 四十 だけに 關 する もので、 また 舊敎 圑體 中には 報吿を 寄こさなかった 小さな 二 

乃至 三の 圑體が ある こと を擧げ ておいた。 報吿を 寄こさなかった 一 一十の 新 敎團體 は 大概 小團體 である. - 私の 總 計から； g 

れ たか \ る 諸團體 の 財産の 妥當な 評價額 は、 多くと も 殆んど 五 千 萬 米 弗に は逮 しなかった らう。 こ、 でも 亦、 恐らく 支 

那 弗の 米 弗へ の 換算が この 兩者 間の 差額の 大部分 を說 明して ゐる ものと 思 ふ。 

以上に 考察した 諸 評價を まとめるならば、 次表の 如くで ある。 而 して それ を 理解す る 爲には 前述した 諸註釋 を擗 酌す 

べきで ある。 
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第二 十一 表 支那に 於け る アメリカの 財産 保有 高の 最近の 評價 (單位 百 萬 米弗ソ 
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6 支 re 賀！： J?;^ 令 (China  Trade  Act) 


對支 投，. ^の 領域に 於け る 最近の アメリカの 政策 は、 支那 貿易 條令、 及び 所謂 新 借款 圑 (New  consortium) の 設立に 當 

つて アメリカ 政府が 採った ィ 一一 シァテ ー ヴの 中に 現 はされ てゐ る。 兩 方の 場合に 於いて、 アメリカ 政府の 政策 はァ メリ 

力 投資の 直接的な 獎勵 策と して、 最も 容易に 說明 できる。 支那 貿易 條令は 事業 投资の 直接的 刺戟 策に、 新 借款 圑は 支那 

政府 借款への 投資の 直接 刺戟 策に 見える。 然し 乍ら、 兩 方の 場合と も * その 當時 公表され た 理由 は、 投資よりも むしろ 

貿易 及び 政治的 政策 を 強調して ゐた。 私 は 未だ 責任 ある アメリカの 政治的 指導者で、 アメリカの 對支 投資 は それ 自身の 

經濟的 理由の ために 望ましい と 云 ふ 根據に 立って、 その 獎勵 を唱 へて ゐる樣 な 人 を 見ない。 輸出 貿易の 獎勵 及び 政治的 

政策の 支持と いふ ことが、 公職に 在る アメリカ 人士に とって は 一層 自然 的な ものの やうに 見える。 けれども、 貿易 及び 

阔際的 政策の 領域に 於け る 所期の 目的 を 達する 手段と して、 增大 しつ X ある 重要な 地位が 投資に 附與 される に 至った こ 


と は 意義 ある ことで ある.^ 

1 九 一 一 五 年に 改正され た 一 九 二 一 一年の 支那 貿 《^ 條令 は、 支那 內 地に 於いて 營 業に 從 事す る アメリカ 會 社の 聯邦 法に よ 

る 設立 及び 聯邦 課稅 からの 若干の 免除 を 規定して ゐる。 私の 信す る 所に よれば、 聯邦 法に よる 會社 設立 は、 國 立 銀行 を 

除く 他の 私設 企業に は 認められて ゐな いと 思 ふ。 聯邦 課稅の 免除の 方 は 珍ら しくない。 扱て、 支那 貿易 條 令の 意義 を 了 

解す るた めに は、 その 歴史的 沿革に、 遡って 觀 察せねば ならない。 

1 八 六 八 年と いふ 遙か 以前の 昔に、 或る 支那に 居る アメリカの 一 官吏が 、『支那 及び 日本で 株式 企業 を 起す 爲に 結社し 

ようと 思 ふ 人々 が、 現地で 必要な 社團を 形成す る途が 全然ない ために 惱 んでゐ る』 こと を 指摘した ことがある。 かくの 

如く、 在 支 アメリカ 實業家 圑體に 役立ちうる 會 社の 設立の 地方 的 手段に 對 する 要望と いふ こと は、 やっと 支那^ 條令 

によって 滿 された 最も 古 い 要求 に屬す る の で あ る。 

〔一 Si 九 |匸 J^。l  OS  tJie  commcrckll  sati 蒲 of  the  U き d  States  wUh  Foreiyu  。霧 tl-ics  for  the  Fsr 18 ヌ Govermeut  prin- 

tlins-  Office,  washinslon,  ^. は {57. 

『現地』 に 於け る會社 設立の 方法の 缺 除に 伴 ふ 不便 は、 聯 帶の傳 銃が 未だ 強かった 當 時に 於いて、 在 支 外人 實業 家圑體 

の 11 に 一般に 痛感され てゐ た。 この 不便 は 自由なる 英國 直轄植民地 立法の 下に、 香港で 社圑を 設立 するとい ふ 一般的な 

習慣の 發生 によって 大部分 除去され た。 英國 人で はない 在 支 實業家 達 は、 さした 疑問 もな く、 香港 條令 による 社图 設立 

を 採用した し、 また 英國 官憲の 方 とても、 國籍の 相違と いふ こと を现. E に 少しも それに 制限 を 加 へ ると いふ こと はしな 

かった。 かくて、 一九 一四 年後 迄 は、 在 支 アメリカ人に とって 社圑 設立の 地方 的 便宜と いふ こと は關 心事ではなかった 
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ので ある。 

【fr 九  一二】 銀行 clligkong  a-d  Shanghai  Ba-ki-f-  col.poratiolo は、 1 八 六 六 年に 香港 條 令の 下に 設立され たもので あ 

る G  KurychvarAh.n  Siuica,  Shanghai,  1917,  d.  ^u. 

然るに 一 九 一 五 年に、 一 英國 勅令が 發 布され て、 地方 的狀 況に變 化を裔 らした。 而 かも それ は  一 liTI の變化 への 第一歩 

であるに 過ぎなかった。 法律の 改正 點は 次の 如くであった。 卽ち、 支那 會 社の 重役の 過半 數は 英國 臣民た るべき こと、 

監査役 は 英國ほ 民た るべき こと、 及び 英國 臣民 以外 その 淸算 人と して 住 命され えざる ことであった。 加 ふるに、 駐支 英國 

大使に よる 著しく 強められた 會社 監督 權の 規定が 設けられた。 一 九 一 九 年に は 更に 他の 制限が 加 へられた。 今や、 英國 

臣民 以外の ものが 支配人た る こと をえ す、 もしくは 一般的 乃至實 質的 支配 權を板 ふこと をえ すと 規定され るに 至った。 

【一 M 九 四〕 The  chiua(c()mpanies〕order  in  Cm ョ dl, 1915  Chlm  Fmr  Book, 19 さ, p.  G47I51 に再錄 されて ゐる。 

〔一 ほ 九 五】 例へば、 『有限 责任ノ 支那 會社ハ 一 切 大使 ノ 許可 ナ クシ テ 支那 內地 一一 於 テ事 業チ 管ム コトチ 得ズ。 コノ 許可 ノ條件 トシ 

テ 大使 パ， 英國 臣民 以外 ノ 如何 ナ ル 人民 モ赏侖 ： 杜ノ 成員 タ . ^コト ナ カルべ キコ 卜チ 請求 ス ル コ ト有〃 ベ シ。』 p.ml  }，mr  Boob 

195,  p.  C5P 

【一一 力. u」 Mounsey,  K.  w..  Guide  to  fjus  o.riummce  ias  oj  Qdwt  Companies  cviid  Onlcrs  -irt  Cmncil  Bdaiivo  Thereto,  Tientsin 

192 じ， p. 19. 現行 規定に 就いては Chim  ：  Order  in  CouncU  of  Mirch, 17, 1925,  H.  M.  Stationary  Office,  London,  192G, 

p-p.  5116. を 見よ。 法律 的 見地から 見た 简單な 歷史に 就いては Th<5ry,  Francois,  jLcs き ct.d^s  (ze  owisrs  9  Chim, 

Tientsin,  139. づ p. き 5—25 を 見よ。 

英國 政策の か.^ る變 化の 理由 は 明瞭であった。 『大 戰勃發 と共に』、 と 吾々 は 告げられて ゐ る- 『英國 の會 社と して 支那 

で 事 衆を營 んでゐ る非英 國 人會 社の 不統 一 は 頗る 顯著 となって 來 たため、 ，AJ の 問題に 片を附 ける ことが-必要 となって 來 


た .1 と。 新 條令は 直接 アメリカ人 を目當 にした ものではなかった が、 その アメリカ人に 對 する 影響 は アメリカ 在 支實業 

團の 抗議 を 招き、 また 上海の 一 アメリカ 雜 誌に 『新 英國會 社條令 上海に セ ンセ ー ショ ンを捲 起す J なる 標題で 報告され 

た 程 大きかった。 藍し、 英國の 新政 策 は、 地方 的に 設立され た會 社の 支配 權を 保留 せんと 欲する アメリカ人から、 支那 

內 地で 地方 的 會社を 設立 せんとす る 可能性 を 奪って しまったから である。 

〔一 Si 九 七】 OFP  Fear  Book,  1919,  p.  647. 

【一 Ki 九 八〕 まに lis  (後の Chlmi  weeks  Baf  Dec.  27, 1919,  p.  191. 抗議に 關 する， 說 明に 就いては 同 Bef  Feb.  7, 

1920,  p.  462. を 見よ。 1 九 二 〇 ギー 月 三日の 同紙 一 九八贾 の 社^に 曰く、 『アメリカの 參 加せ る會 社で この 條令 によって 影響 

を 蒙む る 在 上海の 主 耍な會 社 は 次の 系統に 屬 する ものである。 卽ち坐 命 保險、 不動 度、 旅館、 船舶、 製造 及び 木材。 その 数 は 

多く はない が、 その 支那に 於け る 事業 は廣汎 で、 若干の もの は 支那に 於いて 最も 廣汎な ものである』 と。 

然し、 新 英國條 令が 實施 されて 間もなく、 アメリカ 法の 下に 社圑を 設立す る 地方 的な 手段が 利用 さるる に 至った。 か 

かる アメリカの 政策が、 何ら かの 方法で、 英國の 政策に 對 する 返報であった かどう か は 解らない。 何れにせよ、 一 九 一 

七 年 三月に、 支那に 在る アメリカ 官吏 は アラスカ 法典の 下に 地方 會 社に 認可 を與 へた。 そして この 法典の 支那への 適用 

性 は 一九 一七 年 六月に、 アメリカ 合衆國 支那 管轄 裁判所に よって 確認され た。 この アラスカ 法典に よる 會社 設立の 方法 

は、 一九二 四 年 七月 五日 迄、 卽ち アメリカ 合衆國 支那 管轄 裁判所の 命令に よって その 効力 を 消滅せ しめられる 迄 利用 さ 

れた。 ァ ラ ス 力 法典の 下に 百 六十 三 社圑が 設立され、 在支ァ メリ カ實業 家團は 地方 的會社 設立 の 有効な 手段 を 擁して ゐ 

たわけで ある。 

【一！ S 九九〕 U.  S.  Ex  rel.  Haven 對 Paul  MCB-ae 事件、 Mllarsd  (後の China  weeks  Bevies,  vol. 1, No. 】, June  9, 1&17, 
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で. 7. 尙 Smith,  Viola,  incorporation  of  American  Firms  in  dhina"  in  Arnold,  Julean,  csumefcifl/  h,u>02c  oj 

ohf  wasllinwton,  192C,  F-r-. 14ひ ！ 4 を も 見よ o 

〔！ M  一  oo】 一 九 二 五 年 二月の 支那 易條 令の 改正 は、 本倏 令を以 つて 在 支 アメリカ人の 利用し うる 唯 一 の 1*^ 圑 設立の 手段たら 

しめた。 Smith,  Viola,  op.  c.d.,  P. ； 1ム4. 

會 社の 地方 的 設立 はァラ ス 力 法典の 利 ffl によって 可能と なった にも 拘ら や、 聯邦 法に よる 會社 設立の 要望が 支那に 髙 

まって 來た。 聯邦 法に よる^ 社 設立 は、 地方 的 便宜 以上の ま 要な 利 ハま， を 提供す る ことが 感ぜられて 来た。 支那で 事業 を 

營ん でゐた 大部分の アメリカ 會社 は、 地方 的な <SH 社で はなく、 アメリカ 諸 州の 法律の 下に 設立され た會 社であった。 も 

し アメリカ 會 社が 合 衆 園 政. の 法 雜 の 下に 設立され たもので あるなら、 特に 支那 人の 目に はより 大きな 尊 嚴の念 を 起さ 

せる ことができる だら うとの 議論が 連り に喧傳 された。 治 外法 權の 下で ま那 人が 一 群の アメリカ 會 社に 訴訟 を 起した 場 

合に、 支那 人 原告 は 彼らが アメリカの 法律 的 不統一 の 中に 捲き 込まれて ゐ るの を發兑 する だら うと 指摘され た。 これら 

の 聲明は 通常 訴訟事件 等の 具體 例によって 實證 される ことはなかった けれど、 然し、 尊嚴 とい ふ 根據に 立つ 議論に は、 

若干の 重みが あった。 

運動に 火の手 を 加へ て、 遂に 支那 貿《 ^條 令の 制定 を 見る に 至ら しめたと ころの もの は、 課稅の 問題であった。 熟知の 

やうに、 アメリカ 聯邦 課稅は 大戰中 及び 大戰 直後に 重 加され たコ 一九 一七 年に 超過 利潤に 對 する 課稅が 創始され、 一九 

1 八 年に は、 法人 收ハ 化稅が 二おから  一 二 ％ に 引上げられた。 他國政 特によ る課稅 はさう 新しい もので はなく、 特に 英國 

の 支那 會 社の 場合に は 比較的 僅かな $^稅 があった のみであった。 かくて 今や アメリカの 實業家 は、 彼らが アメリカの 商 

工業に 泰 仕し っ& あるとの 理由で、 また 彼等 は 彼らの 競爭 者た る 外國人 以上に 高い 稅を 課せら るべき ではない との 理由 


で、 この 課稅の 一部 もしくは 全部の 免除 を 要望した。 而 して、 これらの 事柄 は 議會の 承 1^ を經 すして は殆 んど實 現し 難 

いこと であった 許りでなく、 彼等 實業 家の 意中で は旣に 聯邦 法に よる 會社 設立と 結びつけられて ゐた。 食 社 設立の 地方 

的 手段に 對 する 要望と して 始 つた ものが、 大戰の 末年に 至って 免稅を 伴う アメリカ 聯邦 立法に よる 會社 設立へ の 願望と 

變 つて 来たので あった。 

か. -る經 過 をた どって、 最初の 法案 は 一 九 一 八 年 十一 一月に 上院に 提出され た。 第二の 法案 は 一 九 一 九 年 六月に 代議士 

ダイヤ ー(L.  C.  Dyer) に. よって 提出され た。 この 法案 は 一九二 〇 年 十二月に 上院に 提出され た 同一 の 法案 同様、 委員 

會で 握り 潢 されて しまった。 一九二 一年 四月に ダイヤ ー 氏が 一法 案 を 提出し、 上院で 根本的に 變更を 加 へられ 乍ら も、 

遂に 兩院を 通過し 一九二 二 年 九月 十九 日に 裁可 を 受けて、 支那 貿易 條令 となった の は、 その後な ほ 四 度 も 同様な 努力が 

しく 繰 返された 後であった。 

支那 貿易 條令は 失敗に 歸 した 前の 諸 法案と ニ點に 於て 相違して ゐた。 第一 に、 本條令 は持鑌 的な アメリカ人の 管理に 

關 する 規定が ヨリ 寬 かだった。 必要と せられた 點は、 重役の 過半 及び 三人の 主要 役員 中の 一 一人が アメリカ 市民た る 可き 

ことであった。 初期の 法案の やうに、 株式の 過半 數が アメリカ 市民に よって 所有 せらる る こと を 必要と しなかった。 第 

二に、 支那 貿易 條令 は課稅 免除の 點に 於いて 初期の 法案に 比し、 關係 事業家に とって 不滿 なと ころが 多かった。 事赏、 

その 點に關 する 諸 規定が 頗る 不滿 足であった ため、 もし 本條 令の 成功 を それに 基く 會社 設立 數 によって 判斷 しうる とす 

れば、 正に 本 法 は その 趣旨に 於いて 失敗した ものであった。 一九二 二 年、 一九二 三年 及び 一九二 四 年中 僅かに 十會 社が 

認可され たのみであった。 ， 
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♦ 第二 篇各 國 篇  三 五 〇 

5110 一〕 例へば、 一九 一八 年 十二月 十四 ョに 上院議員 フレッチャ ー (Fletcheo によって 提出され た 法案 (S.  £24)、 一九 一 

九 年 七月 十 一 日 ダイヤ，' 氏に よって 提案され た 法案 (H.  R.  7504〕 等。 前者 は Bulletin  of  tjs  Andean  Asiatic  toiF 

Feb. 15, 1919 に再錄 されて ゐる。 

初期の 法案の 免稅 規定が 原形の ま &に殘 る こと をえなかった 理由 は、 上院に 接き 起った 反 對の爲 めであった。 一九二 

二 年 四月に 上院に 提出され た 協議 會 報告に は、 最初に 支那 貿易 條 令の 免 稅 規定が 載って ゐる。 かくて、 協議 委員 會の前 

に は、 アメリカ 合 衆 國>2： の 財源から 總 牧人の 五 ％ 又は それ 以上 を 得る もので ない 限り、 問題の 會 社から 法人 牧益稅 及び 

過剩 利潤 稅を 一切 免除す る こと を 規定した 下院の 法案と、 聯邦 課稅の 免除 を 一 切 規定せ ぬ 上院 法案と が橫 はって ゐた。 

一致 を 見た 課稅 規定 は、 支那で 營 まれる 事業に 對 する 法人 牧益稅 の 外、 免除 を 認めなかった。 而 して その 免稅を 決定 

する 本質的な 標準 は、 株式 所有者の 住所であった。 ァ メリメ 合衆國 内に 住所 を 有する アメリカ人 もしくは アメリカ 會社 

によって、 在 支 事業に 投ぜ られた 資本に 對 して は、 免除が 認められなかった。 その 結果 は アメリカの 會社 にして、 もし 

支那 貿易 條 令の 下に 支那で 營 業を營 ましむ ベ くその 補助 會社を 起さん とせば、 事實に 於いて^ せられる に 均しかった。 

蓋し、 支那 貿：： 條 令に 基く 會 社の 純 牧人に は 聯邦 牧益稅 がか X つて 來 るし、 また 母 會社は その 支那 貿 條 令に よる 補助 

會 社の 牧人 を 含めた 純收 人に 對 して、 聯邦 牧ハ <^稅 を 納めなければ ならなかった からで ある。 

【一 Si  一  0  二〕 ヴ オ^ス テツ ド氏 (Mr.  Volstead.} の 協議 余" 報 吿に闕 する 註釋、 CSKJnmumd  B6C3.<F  G7th  C2】g.,  2-d  Sess.,  一)  p. 

59G2I: 一  を 見よ。 

〔一- »i  一  olll〕  sllcol).  Max,  frhe  Clhiiia  Tl.ilcle  ArtnA  stelipi-lg  slclle  culy, -、  Qdlut  wty  Eevics,  Ncvrtlubrtl  liJ, ly にじ, 

p-  402 記載の 註釋を 見よ。  . 


〔一！ SI  o 四〕 こ の 事 は 支那 貿易 條令 改正 法案に 關 する 一九二 四 年 一 月の 聽 取に 於いて、 多くの 人々 によって 指摘され た oi^snvlp 

Before  CommiUoe  m  the  JucUcary,  House  。f  Bepreseniauws,  6S<A  さや, .lat  sess- .  §-  7.1.  J-.  K^. 149,  f-? 12,13, 

1819. 

最後の 草案に なされた 變更 は、 支那に 於け る アメリカ 『居留民』 11 私の 使った やうな 意味の 11 に、 支那で 資本 を 進 

得し 事業 を營 まむ こと を獎勵 するとい ふ 原則に 基いた ものの 如くで ある。 株式 所有に 關す るより S 出な 规定、 及び 免稅 

決定に 際しての 株式 所有者の 住所 關 係の 强調 は、 そのこと によって 說 明され る だら う。 ま那貿 2^.^ 條令 はもし その 目的が 

アメリカ 政府の 認可の 下に 支那に 在る アメリカの 事業 r 居留民』 をして、 ま那內 部の 事業の 爲に 地方 的お 本 を 利用させる 

と 云 ふに 在った のなら、 確かに 巧妙に 起草され た 法律であった。 私が 前述した アメリカ 會 社に 於け る 支那 人參 加に 關す 

る事實 は、 その 様な 參 加が 比較的に 僅少な こと を 示して ゐる。 その 限りに 於て、 改正 以前の 支那 貿《 ^條令 は 適用 せらる 

べき 領域が 狭かった と は 云へ、 その 領域 を 覆う やうに 論理的に 作成され たもので あった。 

本條 令の 背後に 潜む 趣旨が、 アメリカ 聯邦 課稅の 免除 もしくは 支那に 於け る他國 民との 課稅の 平等 化を認 むる ことに 

よって、 アメリカ の 對ま那 貿易 及び ァ メリ 力 合 衆 國內に 在る 資本 を以っ てす る對支 投資 を獎歸 する に 在つ た 限りに 於い 

て は、 本 條令は 失敗であった。 而し てこの 點に 於け る 失敗 は 直ちに その 改正 運動 を 呼び 起した。 

本條 令の 改正 は 一 九 二三 年 二月、 早く もヴォ ルス テッド 氏 (Mr.  Volstead) によって 提出され た 法案 中に 提案され た。 

然し その 法案 は 反響がなかった。 最後に 通過した 法案 は 一 九 一 一四 年 一 一月 廿 一 日に ダイヤ ー 氏に よって 5^ 案され、 一 九 一 一 

五 年 二月 廿 六日に 裁可 を經 た。 改正 支那 貿易 條令は 上に 述べた 二つの 點に 於いて、 改正 を 加へ たもので ある。 
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第 二  ^ 各 國 篇  三 五 二 

【il  一 3 五】 改正法は商^^-行にょ つて 承認され た 細則と 共に Arnold,  Julean,  co-limvl?  Insole  of  Chim,,  Washington, 

1926,  pp.  7S3I92 に再錄 されて ゐる。 

アメリカ人の 管理に 關 する 事項で は、 改正 法 は 社長と 會計 役が 支那 在住の アメリカ 市民た るべき 事 を 規定して ゐる。 

聯邦 課 稅に關 する 改正 は  ー&? 重大で ある。 免稅 決定の 重要な 標準 は 最早、 支那 在住の 有無で はなく、 その 國籍 がァ メリ 

力 人 もしくは 支那 人で あるか どうかに 在る。 免稅は 支那、 合衆國 或は その 屬領內 に 住所 を 有する 法人に よって、 所有 さ 

れる 株式 額 及び その 住所の 如何 を 問 はす 合衆國 或は 支那の 個人 市民に よって 所有され る 株式 額に 比例して 爲 される. - 支 

那貿 條 令に 基く 今 I 社の 業務 を經營 する 爲に 自己 自身の 資本 を 提供す るか 乃至 は 支那 資本 を 獲得す る 限りに 於いて 免稅 

を 受ける の は、 もはや 支那に 於け る アメリカの 事業： 「居留民』 ではない。 今や アメリカ人 は 何處に 住居して ゐ ようと、 支 

那貿 條 令に 基く 會 社に 投資し、 もしくは 支那 人と 共同 しうべく、 而 かも その 際 彼れ の 投資す る 會社は アメリカ 聯邦 課 

稅を 蒙む る ことなくて 濟 むので ある. - かくて アメリカ人 及び 支那 人に、 支那 貿易 條 令に 基く 食 社 設立の 機 會が與 へられ、 

而 かも それら 0 會 社に は 事實上 アメリカの 課稅が 免除され てゐ るので ある。 この 點に 於け る 平等 は、 アメリカの 立法 

に 於いて 保證 されうる 限りに 於いて、 今や 保證 されて ゐ る。 今や 免除 を 提供され てゐる もの は、 支那に 於け る アメリカ 

C 

『居留民』 であるより は、 むしろ アメリカ 資本で あるので ある。 

【一 SA  一  0 穴〕 ァ メ リカ 財務 省 は staustls  。f  rllcorrn  for  00  (I^reli ョ inary  neport.}  p. IG に、 支那 貿易 條令 によ つ て 設立 され 

た 六十 一 會 社に 關 する 報告 を 掲げて ゐ るが、 それ 等の 總純 入 は 九十 萬 八 千 四百 八十 七 米 弗に 達し 而 かも 一 文 も 法人 牧益校 を 

支拂 つて ゐ ない。 

以上が、 支那に 於け る會社 設立 手段の 初期の 要望に 始まって， アメリカ 法に よる 會社 設立の 願望から、 聯邦 法に よる 


九九 九九 九九 九九 九 
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設立 中の もので 公稱 資本 六十 四 萬 九 千 五 百 米 弗に 達する 八會 社が あった。  _ 

もし、 治 外法 權が 存在して ゐ なかったなら、 ま那 貿易 條令 は、 恐らく 提案され はしなかった に 相 遠 あるまい。 その 事 
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會社 設立へ、 そして 遂に 最後に は 聯邦 課稅 免除 を 伴 ふ 聯邦 法に 據 るき 社 設立に 至った 支那 贸：： ^條 令の 沿革で ある。 本 法 

によって 提供され た 便宜が 如何に 利用され たかは、 次表に 示す 如くで ある。 尙ほ、 改正 法が 施行され たの は 一 九 二 五 年 

の 初頭で あり、 一 九 三 〇 年の 數字は 最初 0 五ケ 月 分の みのもの であるに 過ない こと を 注意すべき である。  ♦ 

第二 十一 表 一 九 so 年 五月 一 曰 現在の 支那 貿易 條令 による 酋社 狀況 


認 可 會社数 


公稱 資本 額 (米 #) 


解 散 


六 

11 

ま 

一八 
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1:、 崎 0C0 

1 、画、 § 

一 30。 

51 二、 ISO 

rls、ooo 
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第二 篇备 國 篇  三 五 四 

が眞赏 である 限りに 於いて、 支那貿u^w條令は實に治外法權に依存してゐるものと云 へ る。 と 同時に、 課稅 方面に 於け る 

同 法 Q 規定 は、 治 外法 權撤廢 後の 諸條件 下に 支那 政府が 採用す るで あらう 課稅 政策と の前以 つ て の 安 協で ある こと を 指 

摘し えよう。 卽ち、 治 外法 權撤廢 後に 於け る 二重 課稅の 防止と いふ ことが、 現在 支那 貿易 條 令に 見られる 免稅 規定 を必 

要と したので ある。 この 點に 於いて 支那 貿易 條 令の 將來 は、 若干の 施行 的 規則 は 別と して、 治 外法 權の 將來に 束縛され 

てはゐ ない ので ある。 

アメリカ 合衆國 外に 『直接』 投資 を 有して ゐる あらゆる アメリカ 會 社に 對 して、 聯邦 法に よる 設立、 否な 強制的な それ 

さへの 必要が、 多々 主張し えられる だら う。 アメリカ人が 支那に 有して ゐる 如き 種 類の 事業 投資が 考慮 せられる 場合、 

アメリカ 政府に よる 保護の 必要、 及び 同じ 程度に アメリカ 政府に よる 監督の 必要 上、 關係會 社 をして 總て アメリカ 聯邦 

法に よる 會 社たら しめる こと は 不合理で はない。 支那 貿易 條 令の 將來 は、 『直接』 對外 投資の 領域に 於け る アメリカ 政策 

によって 決定され る だら う。 

支那 貿易 條令 及び 同 一 種類の 立法に 對 する 支那 政府の 態度 は、 一 部分 治 外法 權に對 する 態度に 基いて ゐる。 藍し、 前 

者に 對 する 態度 は、 後者に 對 する 態度の 一 つの 現 はれで あるから である。 治 外法 權 一般に 關 する 理由 以外の 理由で 支那 

貿易 條 令が 不評で ある 限りに 於いて は、 それ は 免 稅に關 する 規定に 基かねば ならない。 然るに、 それらの 規定が 支那に 

於け る アメリカ 資本に 適用す る 場合、 前述した やうに、 それ は 重複 課稅を 避ける 豫防 手段と 見做しうる のであって、 支 

那の 利益 を 何等 侵害す る ものと は 殆ど 見られない。 然し、 實際 もしも 支那が 支那 法律の 下に、 アメリカ人 所有の 資本 を 

支那 人 所有の 資本と 結合せ しめようと 望んで ゐ るの だったら、 支那 貿易 條令は 支那の 政策に とって 妨害と 見做される だ 


らうが。 支那 政府の 政策 は 最近の 數 年間、 以上の 如き 政策に 好意 を 寄せて 來 なかった。 然し、 この 點に關 するどん な 支 

那の 政策の 變化 も、 支那 貿《 ^條 令が 支那に 利害 關係を 有する アメリカ 實業 家に 與 へて ゐる 便益の 上に、 卽刻 影響を及ぼ 

さすに はおくまい。 

ま那 貿易 條 令が 本 法の 下に 設立され た アメリカ 會 社の 支那 人 資本に 適用 せらる る 限りに 於いて、 支那 政府 は 立 人った 

吟味 を 要する 所の 苦情の 種 を 持って ゐ ると 云へ よう。 この 點に關 する 支那 人の 觀點 からの 議論 は、 潘序倫 (S.  L.  pan) 

によって 巧みに 提出され た。 議論 は 二 筋で ある。 第一 に、 支那 貿^ 條令 は、 支那から 『自 國內に 於け る自阈 の^ 本に 課 

稅 する J 權利を 奪う 點に 於いて、 支那に 害を與 へる ものであると 主張され てゐ る。 第二に、 それ は 支那 人の fp; 本 をァメ 

リカ 人の 手に 移す ことによって、 か&る アメリカ人 及び 支那 人 資本 をして、 今 尙ま那 人の 手中に 留 つて ゐる 事業との 不 

公平な 競爭を 可能なら しめる、 と 主張され てゐ る。 

【一 Ki  一  0 七〕 S.  L  (潘序 倫) The  Tmde  of  the  Udied  States  it  Qdna,  New  York,  1924,  pp.  296—7 

第一 の 非難に 關 して は、 議論の 迫力 は、 治 外法 權 なる ものが 現實 に、 どの 程度 迄 支那 政府に よる 課稅 免除 を 伴 ふ もの 

か、 また 支那 政府が その他の 方法に よって 牧人 又は 財産に 手 を 觸れる こと は どの位 迄 困難 かの 回答 如何に か」 つて ゐる。 

簡單に 私の 結論 を 述べるならば、 課稅 防止 手段と しての 治 外法 權の 意義 は、 從 前に 比して 最近の 數 年に 低まって 来たと 

言 ふこと がで きょう。 また、 地方 官憲の 側の 不法 誅 求に 對 して は、 治 外法 權には 殆んど 防止 策がない と 言 ふ ことができ 

よう。 支那 政府 は、 支那 貿易 條令 による 會 社からの 支那 人の 牧人に 課稅 する 權利 も、 もしくは 他の 方法で 支那 人の 肘產 

に 近づく 權利も 持って ゐ るので ある。 然し、 それより 重要な こと は、 前に 示した やうに アメリカ 商社に 於け る 支那 人參 
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加 0 割合 は、 約 一 一 〇％ 以上 を 出て ゐな いこと、 及び 若干の 場合に は 支那 政府 自ら 參 加して ゐる ことで ある。 法律上の 理屈 

から 言へば 存在して なると も 言へ る 支那への 不公平 も、 かくて、 實 際に は 比較的 大した もので はない ので ある。 それ は 

诒 外法 横の 一 般題 m に關 する 一 側面に すぎす、 而 かも アメリカの 場合に とって は 重要なら ぬ 一 側面に すぎない ので ある。 

第二の 非難 は、 免稅は 支那 貿易 條令 による 會 社に、 競爭 上の 不公平な 便宜 を與 へる と 云 ふに 在る。 私 はこの 非難 を 現 

地に 就いて 調査した が、 支那の 實業家 は 滅多に その 非難 をせ ぬ こと を發兒 した。 輸出 向 支那 絨緞 製造業の 相當 部分 はァ 

メリ 力 人の 手に 在る ので あるが、 私 は 天津 その他 北 支那の 到る 處に 於いて 支那 絨緞 製造業 者と 會 見して 見た。 その 結 ra^ 

は、 治 外法 權が アメリカ人に 不公平な 便宜 を與 へる とい ふ 非難 は 一 つも 聞かされなかった。 そして 最大に 屬 する 支那 人 

製造業で さへ 特に その 非難 を 否認した 程であった。 アメリカの 資本と 經營 は、 紙卷 煙草 製造業で、 若干の 重要性 を 有し 

てゐ る。 こ& では §1 々非難が 爲 された が、 こ X での 外國 製造業 者の 便宜と いふの は、 むしろ 治 外法 權 もしくは 支 貿易 

條 令の 規定に よって 附與 されて ゐる ものと は 別個の 便宜に 基く ものである ことが 發 見され た。 もう 一度 言 ふなら ば、 こ 

こでの 問題の 重要な 側面 は、 屠々 超 法律 的な 地方 的誅 求の 防止と いふ 方面に 在る ことが 見出された。 そして、 この 關係 

に 於いて は 治 外法 權 よりもむ しろ、 共 管 居^地 もしくは 專管 居留地 內に 地位 を 占める と 云 ふこと が、 一 匱 重大な 事柄な 

ので あると、 附言す る ことができよう。 かくて、 調査の 結 架、 この 第二の 非難 も 事實を 調査した 事の ない 人々 が 想像す 

る ほど、 實際 的な 意義 を 持つ もので ない ことが 判明した。 

支那 貿易 條令 による 會 社の 將來 は、 一部分" 治 外法 權の將 来と 結びついて ゐる。 私 は本條 令が、 外國 事業に 從事 せる 

會 社の 聯邦 法に よる 設立の 模範と なる ので はない かとい ふ 意見 を敢て 試みた。 たと へ 治 外法 權は廢 止されても、 本條令 


を 布す る ことに 若干の 便益 は あらう。 考慮すべき 一層 重大な 事柄 は、 外國 人が その 株式の 全部 もしくは 支配的な 所有者 

である 會社 を、 支那 法律の 下に 設立 せんとす る 支那 政府の 態度で ある。 支那 政府の 現在の 政策 は それ を 阻んで ゐる。 こ 

の 點に關 する 政策の 變化は 11 卽ち 自由 政策の 開始 は、 疑 ひもな く、 支那 法に よる 會社 設立 を 在 支 アメリカ 實業 家圑の 

普通の 手段たら しめる に 至る だら う。 將來 はどう あらう と、 現 時に 於け る 確た る 事實は 現在 アメリカ 法に よる 會社 設立 

の 手段が 存し、 その 法律の 下に 旣に約 二 千 四百 萬 米 弗の 公稱 資本 を 有する 約 七十 五の 會 社が 存在して をり、 而も 在支ァ 

メリ 力 人實業 家に よって 公平に して 有益な 手段と して 見做されて ゐる とい ふこと である。 

7 新 借毂圑 

舊 借款 圑 への アメリカの 參加 及び 脫退 は旣に 述べた。 記憶すべき は、 その 際 その 先導 を 勤めた もの は アメリカ 銀行 圑 

でなくて、 むしろ アメリカ 政府であった ことで ある。 一九 一 七 年 六月に はま だ 國務省 は アメリカ 銀行 團の再 加入の 提案 

に 殆んど 關心を もって ゐ なかった。 然るに 六 ヶ月 立って、 アメリカ 國務省 は 駐支 アメリカ 公使に 電報 を 送って、 政府 は 

アメリカ の 借款 圑 へ の 參加を 好意 を以っ て 考慮して ゐる、 直ちに ァ メ リ 力 新 銀行 團の 組織が 着手され る だら うと 述べ て 

ゐ るので ある。 かくて 一九 一八 年 七月 迄に は、 新 アメリカ 銀行 圑 はもし 國際 間の 協力が 得られ、 且つ アメリカ 政府が 公 

憒の發 行に 際して、 その 發 行が 政府の 獎慂に 基く ものである こと を聲 明す る こ とに 同意す るなら ば、 支那への 借款 を考 

慮しょう と氣 構へ てゐ たので あつ.^。 フランス、 イギリス 及び 日本 政府の 意嚮が 探られ、 長い 交 涉の結 架 遂に  一. 二 〇 

1 

年 十月に 至って、 對支 借款 圑 規約の 調印 を 見る に 至つ お。 
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【！ 0 八〕 づ. -  sif  Un7,  p.  1.14. 國務 長官 ラン シ ングは 支那の 混亂 せる 狀 態の 故に、 『明白な 聲明 をす る こと 

は 不可能』 である こと ゃ發 見した。 銀行 團の 手紙に 關 して は P. 120 を 見よ。 

【1MI  0 九】 U.  Forci ビ U  ミ、 .is ノ  ：1<J17,  p.  Is. 

【一.! il  一 一 0】 The  Conaortium,  rarllegie  Endowment,  waslliugton,  f>p.  31P 

【一 M 一一 一】 正文に 就いては The  Coi 寒 Umi.  pp  .  C7—72 參照。 

これらの 事件 を アメリカの 觀點 より 見る とき、 第 一 に 起る 疑問 は； 「何故に アメリカ 政府の 態度 は變 つた か？』 である。 

その 主要 原因 は、 大戰の 初年 以後に 於け る 日本の 極東に 於け る 新な 地位に 見出さるべき である。 政治的 領域に 在って は、 

かの 二十 一 ケ條の 要求が、 日本の 新しい 地位の 最初の 證據 であった。 財政 的 領域に 於いて は、 所謂 西 原 借款が 有名で あ 

る。 西 原の^ 款は それ 自身に 於いて、 舊 借款 團が もはや 力 を 持たない とい ふことの 指標であった。 一九 一七 年 八月に、 

支那 政府 は 新な 追加 的 借款 を 起す 準備に とり か \ つた。 もし 支那が その 意志 を 突 張ったなら、 借款 は事實 及び 實際的 結 

果に 於いて s 本の ものと なったら う。 アメリカ 政府 は アメリカ 銀行家の 獨立 的な 對支 借款 か、 然ら すん ば アメリカの 舊 

もしくは 新 借款 圑へ の 參加を 必要と する 狀 勢に 直面した。 この ことが アメリカの 政策に 變 更を來 たした 直接の 原因で あ 

つたこと に 先づ疑 ひなから う。 卽ち、 アメリカの 政策の これ 及び その他の 變 化の 一般的 原因 は、 極東に 於け る 及び 世界 

に 於け る 日本の 新なる 地位で あつたので ある。 

S  一一  二】 U.  S.  Foreign  m(tti,  1917,  p.  142. 國務 長官 は 1 九 一 七 年 九月 廿日 次の 如く  釋を加 へて ゐる。 『目下 アメリカ 

政府が 考愿 中の 對支 惜款 は、 目下 北京に 於いて 考慮され てゐる 借款 阐 引受の 借款に 代 はる ものと して 意圖 されて ゐる。 ：：： 萬 

1、 借款 圑 による 倍款が 成立す るに 至ったなら、 日本 は その 貸 手と なり、 聯合 國 側の 支持 を 得る であらう。 それ は 望ましくな 

いこと である J と。 


新 借款 團の 成立 を來 すに いたった 交涉が 開始され たのち、 この アメリカ 政府の 積極的な 態度 を說 明す る 追加 的な 諧事 

情が 現 はれた" ヴ ^1 ルサィ ュ條約に先行した討議中パリに起った事件の推移、 並びに、 世界 金融に 於け る アメリカの 新 

3 

地位が それで ある。 政治的 領域に 於いて 一九二  一  11 一九二 一 一年の ヮシ ン トン 會議 を來 たした 事件の 推移 は、 また 金融 

的 分野に 於いて は 新 借款 圑の 成立 を來 たした ので ある。 兩 方の 場合と も、 アメリカの 新しい 地位が アメリカ人に ィ 一一 シ 

ァテ ー ヴを 握らせた ので ある。 そして 又兩 方の 場合と も、 日本の 新しい 地位が 大きな 問題 を 構成して ゐ たので ある。 

- 一三】 新 借款 阒 成立の 詳細に 關 して は Field,  Frederick  V.,  American  partidp§l  in  Chlm  Co 腸， Uvrn,  American 

Cotincil  Institute  of  Pacifie  R-elations,  1931,  Chap.  X 參照。 

新 借款 圑 成立に 當 つて 重要な 困難が 二つあった。 その 一は 各 政府の 自國 銀行 圑に對 する 關 係であった。 この 困難 は 主 

として 英 國に關 する ものだった が、 然し、 より 少ない 程度で、 また フランスの 困難で もあった。 アメリカの 場合に は そ 

れは 無かった。 蓋し、 この 方面に 於け る アメリカ 新參 者た る 地位と その 政治的 局面の 重大 さと は、 アメリカ 政府 をして、 

その 先導者たら しめたが 爲 である。 

第二の 困難 は、 滿洲を も 含めた 全 支那 を 覆う 借款 圑 協定に、 日本の 同意 を 獲得す る ことだった。 この 困難 は數 月に 直 

る 交 涉を經 すして は 解決され なかった。 その 間 アメリカ 財圑を 代表す る 一 アメリカ 銀行家の 訪日 さへ あった。 結局、 滿 

洲に 於け る 若干の 鐵 道計畫 はこれ を 借款 團 活動の 範圍 外に 置く ことにし、 また 日本の 經濟 生活 及び 國 防の 安全 を 脅す 如 

き 一切の 企業 は、 關係諸 政府 之が 認可 を 担 絡す る こと を 日 本 政府に 保證 した 後、 日本 政府の 承 f おを^る ことができた。 

この 第二の 困難の 重要性 は、 新 借款 團が舊 借款 圏に 比較して、 その 包含す る 諸問題に 向って ヨリ 現赏 的な 接近 を 現 は 
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して ゐ たこと を 語る ものである。 新 借款 團は その 活動 範圍內 に、 最初から 行政 借款 並びに 產業 借款 を 包含して ゐた。 借 

款圑の 成立に 關 する 限り、 產業 借款 は 1^ 道 借款 を 意味して ゐた。 そして 鐵道 借款 は滿洲 の鐵道 借款 を 意味して ねた。 日 

本 政府 及び その他の 諸 政府が 調印す る ことができた 協定 は、 少く とも 當 分の 間、 經濟 的、 金融 的 問題の 爲に 政治的 問題 

が 差 措かれた との 希望 を 懐かしむ る 如く 見えた。 こ の 希望 はヮシ ン トン 會議 後に は 一 層尤 らしく 見えた。 

然るに、 支那 政府 もしくは 支那の 政治的 指導者 達 は、 新 借款 團を 承認し なかった。 彼ら は それ を以 つて 支那 財政の 國 

際的管现なる^#:威を伴ふものと兑做した。 そして 屢々 議論に H ヂ ブトの 例を擧 げてゐ る。 新 借款 圑は 支那 政府の 海外 借 

人れ に對 する 獨 い：： もしくは 獨 占の 企圖 であるとの 理由 を以 つて、 反對 された。 ま 那人は 借款 圑に 就いて 議論す る 場合に、 

漠然たる 恐怖と 政府 は 一 切 それに 關與 すべきで ない との 確信 を 述べる のが 通例な ので ある。 

1 九 1 一 五 年 以来、 國民 運動の 成功と 共に、 支那の 財政 的關 係の 政治的 意義 を 重大視す る 一 群の 人士が、 政權を 握る に 

至った。 國民 運動 は、 支那の 信用が 低まって ゐた 時に 政權を 獲た。 それに 加 ふるに、 國民 運動 は 内債に 頼る ことに 慣れ 

てゐ た。 結 は、 支那 政府 を 新 借款 圑に頓 るな どと 云 ふこと から 一層 遠ざけて しまう ことであった。 

惜款圑 中に 於け る アメリカ 銀行 圑の 態度 は、 もし 支那 政府の 方から 先に 切 出して くれば、 借款 圑は 何時でも 支那と 交 

涉に應 するとい ふ 態度で あつお。 要するに 借款 團とは 一切 關係 しないと 云 ふ 支那 人に 對 して、 その 義務 を果 すため の 有 

効な 處置を 採らぬ 限り は、 支那 政府に 貸付ない と 云 ふの が、 借款 圑の 返答であった。 かくて、 支那 政府 證券の アメリカ 

保有 高 を增加 さす ものと 期待され た 新 借款 圑も， 一向 その やうな 効 栗 を寶ら さなかった。 借款 團は或 種の 借款 を 阻止し 

た 以外に 何事 をも爲 さなかった。 それ は將來 支那の 貸 手と なりうべき 可能性の ある 諸國 間に 若干の 聯帶的 精神 を 維持し 


た ひ それ は 過去に 於け る 支那 政府の 借 入れに よって 提出され た 困難なる 問題に 對 する、 外國の 金融 的 及び 政治的 指導者 

達の 返答であった。 アメリカ 政府 は 1 九 一 三年に 借款 圑の 原則 を 排斥して それ を脫 退した のが、 IW び 一九 一 八 年に その 

原則に 立戾 つて 来たので ある。 借款 圑の 存在理由 は、 支那に 於け る 現實の 情勢と、 外國 金融 圈の 支那に 對 する 經驗、 相 

互 間の 經驗 及び 極東に 於け る 國際的 政治 情勢の 經驗の 中に 横 はって ゐ るので ある。 

〔一 Si 一 一  四〕 一 九 二八 年 十 一 ほ 九日の 支那 協會の 年次 午餐 會に 於け る、 及び 一 九 二 九 年 七月 十日の 國^ 商業 會議 所の アム ステ^ 

ダ 厶 會議 に&、 ける ト ー マ ス* ダヴ リウ *ラモ ント (Thomas  W.  Lamont ) の 演說。 


五、 結 


び 


上來、 過去 一 世紀に 一旦る アメリカの 支那に 於け る財產 保有 高の 評價を 試み、 その 結 栗 を處々 に 示し 來 つた。 今 それら 

を 纏めるならば 次表の 如くで ある。 

第二 十一 一 表 自 一 八 lllo 年 至 一 九 一一 一 0 年 支那に 於け る アメリカの 財産 保有 高 

(單位 百 萬 米 弗) 
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布 X ね 及び 慈善 圑體 による 財產 保有 高 は、 間斷 なき アメリカの 利害 を顯 はして ゐ る。 そして それらの 財 產高暂 加の 率 は 

一 部分、 近代の 教育 及び 醫 術に 必要な 增加 せる 設備に 原因す る ものである。 

事業 投資と 支那 政府 へ の 借款と が、 合して ま那に 於け るァ メリ 力 の 投資 を 構成し て ゐる 。支那 事業 會社 證券 の アメリカ 

人の 保有に 屬 する ものがない こと は、 注目に 値する。 支那 はこの 方法に よる 外資 獲得の 途を 開拓し えなかった ので ある。 
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1 八 三 五 年と 一 八 七 五 年の 條件は 一 九 〇〇 年 以後の それと は餘 りに 相違して ゐ るので、 極く 大ざっぱな 比 tf. しかで き 

ない。 然し、 一 九 〇〇 年以來 は 報吿も 充分な のがあって、 事業 投資、 支那 政府 證券 及び 债務 -布敎 及び 慈善 圑體 財産の 三 

項目 下の 總額を 提供す る ことができた。 今 それらの 各項 目の 數字を 一 九 一 四 年 を 一 〇〇 とする 比較 指數 と共に 示せば、 

次表の 如くで ある。 尙 一 九 三 〇 年の 數字 は、 支那に 於いて 完成され た 新しい そして 直接な 調査の 結 菜で ある こと を 記憶 

すべきで ある 0 

第二 十一 一一 表 一 九 0O 年より 一 九 一一 一 0 年に 至る 支那に 於け る アメリカ 財産 保有 高 並に 

一九 一四 年 を  一 00 とする その 增滅 の指數 (單位 百 萬 米 弗) 
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アメリカ 投資の この 一 j 形態の 各 時期に 於け る 比 絞 的な 重要 さ を 示せば 次表の 如くで ある。 

• 第一 一十 四 表 一九 O01 一九 一二  0 年の 支那に 於け る アメリカの 事業 投資と その ns 分 率 


顯 著なる 事實は 事業 投資の 壓倒 的な 優越と 云 ふこと である。 この 點に關 する 若干の 結論 は、 アメリカの 政府 務 保有 

高に 考察 を 加へ たのち に陳 ベる としょう。 

第二 十三 表 及び 第二 十四 表の 示す 如く、 アメリカの 支那 政府 證券 保有 高 は、 一九 〇〇 年 以来、 事業 投資 以上の 速度で 

增 加した。 初期に 於け る その 額 は 少なかった。 一 九 三 〇 年の 支那 政府 を 通じての アメリカの 投資が 一 九 〇〇 年の 十九 倍 

より 少 くなかった とい ふこと は、 一方 事業 投資が 同期 間中 約 九 倍し か增 加し なかった ことと 比較して、 アメリカ 合衆國 

がその 領域に 進出す る ことの 遲 かった こと を 意味す るに 外なら ない。 否な、 アメリカ人 はこの 領域に 進出す る ことが 遲 

かった 許りで ない、 彼ら はまた その 點に 不成功で あるか 不運であった、 もしくは その 兩方 であった と 云 ひえよう。 第 十 

一 表は總 政府 债務 中の 大きな 部分が、 通常 鐵. 道 材料 代金と して アメリカ 商社に 負う 債務で ある こと を 示して ゐる。 而か 

も これらの 債務 は 全然 無擔 保で ある。 事實、 アメリカ人 は擔保 借款と 見做しうる 唯 だ 一 つの 借款し か 所有して ゐ ない (^ 
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ち、 湖 廣錢道 借款の 一部) 。しかも、 この 借款 は不拂 になって ゐる こと を 注意せ ねばならぬ。 に、 アメリカ人 は 直接 鍵 

た 支那 政府の 债權 中、 その 金額が 滿 足に 支 拂 はれて ゐる やうな いささかの 債務 も 所 して ゐな いので ある。 この 事實 は、 

だが、 アメリカの 設券 所有者に 對 する 何ら かの 差別 的 待遇と いふ ことよりも、 むしろ、 支那 政府の 財政 的 困難 を 示す も 

のとして 理解せ ねばならぬ"  . 

また、 支那 政府 證券に 對 する アメリカの 投資 は、 支那の 經 濟的發 達に 關聯 する！： 際 的な 政治的 問題と 離れて 爲 された 

ことが 無かった とも 一 K ひうる であらう。 この 分野に 於け る 幾多の 事件 を說 明す る もの は、 その 政治的 局面の 重要性で あ 

る。 支那に 於け る アメリカの 財政 的 進出に アメリカの 國 務^が ィ 一一 シァテ ー ヴ をと つたの も > それによ つて 理解 出來 る。 

他の 方： g では、 アメリカ 政府が ィ 一一 シァテ ー ヴを 採る とい ふ はこと は、 そう 通常の ことで はない と 言っても 差 支へ ない 

と 私 は 信す る。 政治的 局面の 重要性 は 亦、 起った 政策 上の 諸變化 をも說 明す る。 アメリカ 合 衆國は 財政 的 もしくは 經濟 

的 理由の ためにで はなく、 政治的の 理. S から、 舊 借款 圑に 無理やりに 割込み、 それ を脫 退し、 更に 新 借款 圑の 創設に 取 

りか、 つたので ある。 アメリカの 財政 的關 心の中 心地 は滿洲 であった。 アメリカの 滿洲に 於け る 投货は 少ない。 ァ メリ 

力の どんな 經濟的 利益 も、 借款 交涉 中に アメリカが 再三 その 注意 を 滿洲に 向けた 事 實を說 明す る こと はでき ない. - それ 

は 政治的 根據に 立って 始めて 適 當に說 明で きる ことで ある。 滿洲は 日 淸戰爭 の 終り 以來、 極東に 於け る 主要な 闽際的 問 

題の 對象 となって 來た。 アメリカ は鐵道 問題の 解決 は 政治問題の 解決の 鍵で あると して、 滿洲鐵 道に 强ぃ關 心 を 示して 

來た。 この 事 は 日本 もしくは ロシアの 滿洲に 於け る 活動 は經濟 的に 說明 しうる かどう かの 問題と は 離して、 別箇に 云 ひ 

うる ことで ある。 この 滿洲 では、 吾々 は 財政問題から 政治問題に 移り、 そして 政治問題から その 底に 横 はる 經濟的 問題 


に 移った やうに 思 はれる。 

アメリカの 政治的、 財政 的關 心の中 心地が 滿洲 だった とすれば、 その 事業 投資の 中心地 は 上海であった 。第 七 表 及び 

第 八 表に よれば、 アメリカの 支那に 於け る 事業 投資の 六 五ズは 上海に 在り、 そして 調査され た アメリカ 商社の 約 半數は 

上海の みに その 事務所 を 有する ものである。 事業 投資 は 種々 雜 多な 方面に 直って ゐる。 その 中の 最も 重 要なる もの は輸 

出入 業であって、 上海 は その 重要な 部分 を 占めて ゐる。 第二の 重要な 領域 は 公益事業の 領域であって、 アメリカの 支那 

に 於け る 事業 投資の 1 1〇％ 以上 は、 上海の 共同 租界に 於け る 二の 公益事業に 投ぜら れてゐ るので ある。 

アメリカ 事業 投資の 重要性 は、 支那 貿易 條令を 設定させる に當 つて 大きな 役割 を 演じた。 本條 令の 普通と 變 つた 二 特 

徵は、 第一 に私營 事業の 爲に 聯邦 法に よる 法人 設立の 規定 を 設けた こと、 第二に 本 法に よって 設立され た 法人に 實際上 

アメリカ 聯邦 課稅の 免除 を 認めた ことで ある。 これ は 支那に 於け る r 直接』 事業の 獎勵と 見做す ことができる。 

アメリカの 事業 投資 は 他國の 同様な 投資と 並んで、 私の 使用す る 言葉の 意味に 於いて、 卽ち 支那 人に 非ざる 社 園 及び 

私人の 支那に 於いて 所有す る營業 財産と 云 ふ 意味で、 直接的で ある。 これらの 投資 は 治 外法 權の 存在と いふ 现. H によつ 

て、 現在の 如き 形態 を 採って ゐ るので あるが、 然し 治 外法 權と云 ふこと を 別にしても、 支那と 西洋の 經濟 的に 發 した 

諸國 との 間に は、 幾多の 相違が 存 して ゐる。 これらの 相違が 顯著 である 限り、 支那に 於け る 事業 投資 は、 今日 鹿 接 投^ 

が 持って ゐる 特徵の 多くの もの を 將來も 持ち 續 ける であらう。 

アメリカの 事業 投資に よって 惹起され る 資金の、 支那へ 及び 支那からの 移動 を評價 する 爲に諸 努力が 試みられた。 も 

し 利用し うる 報告に 基いて、 槪括 できる ものと せば、 過去に 於いて アメリカ 事業 投資の 毎 百 米 弗 は、 支那へ 三十 乃至 四 
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十 米 弗の 送金 を窗 らした、 そして それ は、 好景氣 時代に は 十 乃至 十五 米 弗の 送金 を アメリカに 齎 して ゐ ると 評慣 できよ 

う。 政府 借款の 利拂 として アメリカに 送金され る 金額の 評 價は爲 されなかった。 

大戰は アメリカ 及び 日本の！： 際 的 經濟關 係に 於いて、 重要なる 意義 を 有する 變化を 支那に 齎らした。 日本の 支那に 於 

ける 利益に ついては、 この 變 化の 證 據は豐 富で ある。 その 事 は 新 借款 團と 關聯 して 述べた 通りで ある。 アメリカの 場合 

になる と、 その 證據 は發 見し がたい 。大戰 以来 アメリカからの 資本の 流出 は、 一時 年に 十億 米 弗に 達した 割合 を以 つて 

行 はれた が、 同じ 期間に アメリカの 支那に 於け る 事業 投資 は 約 六 千 萬 米 弗 以上 は增 加して ゐ ない、 又 アメリカの 支那 借 

款も約 千 五 百 萬 米 弗 位し か增 加して ゐな い。 一九二 八 年 以来 アメリカの 上海に 於け る 投資 は顯 著な もので あつたが、 然 

し アメリカの 新なる 國際的 地位 は 支那に 於け る アメリカの 投資 を 目立つ 程に 增加 させなかった。 支那に 爲 された 投資の 

大部分 は 日本に よる ものであった。 かくて、 アメリカの 支那に 於け る 投資 は全體 として 小額であった。 もしも それが 大 

きな もので あったら、 疑 ひもな く アメリカ はもつ と 重要な 役割 を 演じた ことで あったらう。 

最近の 對 支外國 投資の 小額な 原因の 深 因 は、 疑 ひもな く 外資 を 引 入れて それ を 有効に 使用す る 支那の 能力の 乏し さに 

在る。 より 直接的な 原因 は 支那に 於け る增大 しつ X ある 騷亂と 不安、 及び 國民 運動の 成功に 在る。 

一九二 五 年 以来の 支那に 於け る國民 運動の 成功 は、 ま 那の經 濟的關 係に 活 澄な 關心を 呼 起した。 孫 逸 仙 博士 は 彼れ の 

晚 年に 於いて、 支那に 於け る外國 人の 地位、 ま那の 貿易 上の 差額の 意義、 外 國の共 管 居留地 及び 專管 居留地の 意昧 及び 

外國投 の 問題に 就いて 多くの こと を 論じた。 これらの 諸 局面 は、 例の ソヴェ ー ト 式の 諸 敎義を 生じさせた 國民 主義者 

のかの a シァ人 忠言 者 達に よって 强 調され た。 從 つて、 アメリカが 支那の 大きな 貸 主と なった 時に、 圖らす も、 社會主 
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義 的な 分析が、 國民 主義者の 支那に 於け る外國 人への 疑惑に 經濟 的な 方向 を與 へたので あった ひ 

支那の 經濟的 再建が 外資 を 必要と する ことに 殆んど 疑 ひ はない。 支那の 實業的 指導者 や 政治的 指 者 は そのこと を 確 

信して ゐ る。 アメリカ は その 資本の 重要なる 源泉で あらねば ならぬ 如く 思 はれる。 日本 及び U シァの 重要性に 適當な 

酌 を 加へ た 上で、 支那の 經濟的 發展の 次の 將來 は、 支那 國民 主義者と アメリカの 投資家 間の 關係 にか &る ものと 云 ひえ 

られ まい か？ 

次表 は 一九 〇〇 年 以来の 支那の 國際的 經濟關 係の 諸 分野に 於け る、 アメリカ 合 衆國の 地位 を 示した ものである。 要 

な 六 國に關 する 同様の 表 は、 國家 別に 扱った 各 章の 末尾に 褐 載され てゐ る。 

第 II 十五 表 支那の 國際的 經濟關 係に 於け る アメリカ 合 衆 園の 地位 (投資 額 以外 は海關 統計) 
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第 十六 章 支那に 於け る イギリスの 投資 

1 、序論 

1 支那に 於け る イギリスの 諳 利益の 初期の 重要性 

十九 世紀 を 通じて、 イギリス は 支那に 於け る最 重要な 外國 勢力であった。 支那の 國際的 經濟關 係に 於いて 各國の 占む 

る重耍 性の 割合 を 示す 何れの 指數 も、 イギリスの 優越 的 地位 を 示して ゐる。 而し てこの 優勢 的 地位 は 一 九 〇〇 年 以降に 

於いて は、 大抵の 分野に 於いて 最早 持續 して ゐな かった。 然し、 イギリスの 對支 貿易 及び 支那 沿海に 於け る英國 の航業 

及び その他の イギリスの 經濟的 活動の 證據 が、 今日に 近づく に從 つて 現實に 減退して 來 たと 想像して はならぬ。 然らす 

して、 全 體に對 する イギリスの 割合が 減退した 許リ なので ある。 イギリスが 生長し つ- r ある 支那の 貿易 及び 工業の 上に、 

益々 大きな 割合 を 占め 續 けて 行く こと は 殆んど 期待で きなかった ことだった ので ある。 が、 イギリス は それが 可能な 限 

"、 そのこと に 成功して 來 たこと は 注目に 値する. - 

支那に 於け る イギリスの 投資 は、 一九 〇〇 年 迄 は 評價 された ことがない やうで ある。 從 つて、 イギリス 保有 高の 直接 

な 證據を 提供す る こと はでき ぬが、 然し 最近の 發達を 理解 せんが 爲に は、 どうしても イギリス 及び イギリス 帝 國の麼 倒 
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的な 重要性 を 知らなければ ならぬ。 

東印度 會社 時代の 廣東 貿易 は、 重に イギリス 商人の 手中に 在った。 そして 船荷 は イギリス 船に よって 運ばれ、 支那 商 

品の ョ I  SI ツバの 市場 は ri ン ドンであった。 一 八 三 六 年、 東印度 會 社が イギリス 貿易の 獨專權 を 喪失した 直後に 行 はれ 

た廣束 商館の 現勢 調査 は、 居住者の 半數 以上 は イギリス 人で、 印度 商社 を 除いた 外國人 商社の 四 分 ノ三は イギリス 人の 

ものである こと を 示した。 一 八 一 八 11 一八 三 三年の 間に 廣東を 訪れた 船舶の 恐らく 半數 は、 イギリス 國 旗の 下に 在つ 

て、 貿易の 半分 以上 は イギリスとの 間の 貿易であった。 

S 一  】 Qd 讓 JieposUovy,  1S37.  VC1. V,  PI).  42CI32. 

Alorse.  ffi.  w.  The  SB&oi  Belaiisls  o/  tfs  Chinese  Ei 一 ipire,  ^o-. 1, 89119^. 

吾々 の 利用し うる 證據 によれば、 五 港の 開港と ィ ギリ ス の 香港 獲得 後に、 ィ ギリ ス の 優越 は增 大した。 イギリス 人の 在 

支 人口 は 支那 海關の 報告の 示す 如く、 一  八 八 〇 年後 迄 在 支 外人 數の五 〇，^ 以上 を 占めて ゐた。 一 八 九九 年 迄に イギリス 人 

の 百分率 はコニ 1% 迄 落ち、 且つ その 減退 は櫞績 した。 一 八 六 五 年に 上海の イギリス 人口 は總 外人 數の六 0,^、 一  九 〇〇 年 

に は 四 〇％ であった。 こ、 でも、 減退 は それに 續く數 年 を 通じて 相 當繼績 的な もので あつたと 云 ひうる。 もし これに 香 

港の 數字を 加へ うると しても、 大した 變 化は來 すまい。 支那 在住の 外人の 半數 以上が 一 八 七 五 年頃 迄 は イギリス 人で あ 

つたこと は、 先. づ確實 な ことで ある。 この 年 以来、 B シァと 日本が 滿洲に 進出して 来る 迄、 變化は 漸進的であった。 

【！ a 三〕 實 際の 數は 1 八 六 五 年の 千 三百 七十 二人、 一九 〇o 年の 二 千 六 百 九十 1 人であった 0 これらの 數字は 上海 ェ都 局の 數字 

である。 Feetksl  Mi,  vol. 1, pp.  5112. (邦 譯、 上 編、 七 1 11 七 四 頁〕 


貿易 統計の 示す 所に よれば、 ま那 の對英 直接 貿易 は、 記錄が 開始され た 前世紀の 六十 年代から 一 八 七 五 年 迄 は、 支 .1 

貿易 總 額の 四 〇％ 以上、 一八 七 七 年 迄 は 三 〇％ 以上、 一八 八 九 年 迄 は 二 〇％ 以上、 及び 前世紀 末に 於いて 約 ニーズで S 

つた。 然し 乍ら、 か.^ る 數字は 不適 當 である。 吾々 は 支那と イギリス 帝國 間の 外闽 貿易 を、 もしくはより 適切に は、 ィ 

ギリス 國 旗の 下に 在った 二つの 大 集散地た る ロンドン 及び 香港との、 及び 兩地を 通じての、 支那の 外國 貿易 を 見な けれ 

ばなら ない ので ある。 前世紀の 七十 年代に 於いて、 支那の 輸入の 九 〇％ ょリ少 からぬ ものが、 香港、 印度 及び イギリス 

から 來た。 そして これらの 土地 は 支那の 輸出の 約 七 〇％ を 受取った。 

集散地と しての 寄港の 重要性 は 一 九 〇〇 年の 以後 迄も增 大した。 初期の 香港 間の 貿易に 關 する 統計的 報告 は不滿 足な 

ものであるが、 然し 一 八 八 七 11 1 九 〇 二 年間に、 支那の 總 貿易の 四 〇％ 以上 はこの イギリスの 港 を 通過した。 一 九 〇 

二 年後に は、 香港との 貿易 は 上海の、 そして 後に は大 連の 重要性の 增大 につれ て 減退した。 

siB〕  I 八 八 七 年の 支那 海關 報告 の變 化に 關 して は お ier,  0.  The  Foref  Trade  of  China,  P,  75. (邦譯 一 〇 一 頁 ：} 參 

ィ ギリ ス 人 は 支那の 外國 貿易 及び 沿岸 • 國內赏 の 双方に わたって、 航 業に 於け る 指導 的外國 人と しての 1:^ い 記錄ど 

もって ゐる。 もし 吾々 が 諸外國 との 及び 支那の 條約港 間の それ を も 含んだ、 支那 貿易の 全體に 直った 總噸數 をお 慮す る 

ならば、 イギリスの 噸數は 一 八 九九 年 迄 六 〇％ 以上であって、 一八 九九 年 以後 は どの 年 も 六 〇，^ 以上に 上った ことが な 

いこと を發 見す る。 もし 吾々 が外國 貿易 を 除去して、 支那 沿岸 及び 河川に 於け る航 業の みを考 へるならば、 吾々 はィギ 

リス 船舶の 優越性が より 顯 著な こと を發 見す る。 支那に 於け る 大きな 外國航 業會社 は、 七十 年代の アメリカの 利益の 減 

返から 一 九 〇〇 年後の 日本の 利益の 勃與に 至る 迄、 すべて イギリス 會 社であった。 
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一 八 六 五 年に は 一 英國會 社が、 香港、 廣東 及び 澳門 間の 航路 を 開始した。 一 八 七三 年に は 支那 航業會 社 (Q」g  Navi- 

gation company)  が、 支那の 沿岸 及び 河川 航行 を 開始した。 一八 八 一 年に は 印度支那 航業會 社 (Illdo-china  Steim 

Navigation  company) が、 イギリスの 最大の 貿易商 會の 一 たる 怡和 洋行 (Jardine,  Matheson  and  conpllny) の汽： i 

を受繼 いで、 重要な 航路 を發展 させた。 以上 は 重要な 諸 例に すぎない。 されば、 イギリス 官吏 は 一 八 九 七 年に 、『ィ ギリ 

ス船は 外國國 旗の 下に 行 はれて ゐる總 貿易 額の 八 一  一 ％ を 運び、 貿易に 對 して 徵 集され る 諸 公課の 七 六 ％ を支拂 つて ゐ 

る』 と 報告した ほどであった。 

【IKS 五 U  Board  of  Trade  Jbsm ミ, vol.  24,  Jan.ljune,  1898,  p.  150. 

イギリスの 利益の 優越性 及び 香港の 商業 上の 重要性と いふ こと を考 へる とき、 金融の 方面に 於いても イギリス 人が 最 

大の 重要な 地位 を 占めて ゐ たとい ふこと、 そして イギリス 銀行た る應豐 銀行 (ャ I§gk§g  ^  Shanghai  wanking  cor- 

poration) が對支 借款に 着手した 最初の 銀行であった こと を 知っても 敢て 驚く に 足りない。 香港 政府の 下に 一 八 六 六 年 

に 設立され たこの 銀行 は、 拂込 資本 二百 五十 萬 銀 弗を以 つて 事業 を 開始した。 然るに 前世紀の 未に は、 その 拂込 資本の 

額 は旣に 一千 萬 銀 弗に 及んだ ので ある。 一 八 九 八 年に この 銀行 は怡 和洋 行と 共に、 支那の 鐵 道布設 及び 產業發 達の 目的 

の爲 に、 中英 公司 (writish  and  Chinese  corporation) を 設立した。 

初期に 於け る 支那 政府の 借 入れ は、 香港 植民地の 『非公式の 造幣局 長- 1 と稱 せられた 本 銀行より 爲 された もので あ 

る"^ 一八 七 五 年に、 百 七十 ニ萬兩 (五十 四 萬磅) の 借款が 福 州の 官憲に 對 して 爲 され.^,。 約 百 六十 萬薛の 第二の 借款 は、 

I 八 七 七 年に 同じく 本 銀行に よって 引受けられた。 發行價 額 は 九 八、 利率 は 八 歩であった。 本 借款の 目的 は 西部 支 却に 


於け る回敎 徒の 叛亂鎭 壓費支 辨の爲 であって、 外債と 戰爭と を 結 付けた 最初 0 ものである。 日淸戰 に 至る 數华の ST 

洒豐 銀行 は 指導 的な 地位 を持辏 し、 日 淸戰爭 中には 一 八 九 五 11 1 八 九 八 年の 如き 大規模の ものではなかった が、 若 千 

の 惜款を 引受けた。 その 現在高が 殘 つて ゐた 限りに 於いて、 それらの 借款 は 後出の、 一九 0 1 年 未に 於け る 支那 政府 偾 

務のィ ギリ ス 保有 高 中に 加算され てゐ る。 

支那に 於け る 前世紀 未の イギリス 投資 額 は 以上の 事實に 照して 之を考 へる とき、 支那に 於け る 他の 何れの！： の投 よ 

り も 大きかった こと は 明かで ある。 從 つて、 たと へ 報吿は 幾多の 點で 不充分で はあって も、 その 近似 的な 總計 を^ 出し 

て 見る こと はどう あっても 必要な ので、 以下 その 評 價を敢 へ て 試みて 見た ので ある。 

【！ £.10  Hinton,  \V.  J.,  (<A  No け e  on  Some  Anomali な s  ia け n ひ Currency  of  Honglion や、、 FiuUan  Journai  oj  Ecswmics,  vol. 

2,  p.  3,  Dec.  1918. 

【SS.CJ  "History  of  tlie  Honglton^  antl  Sltanghai  Banking  corf>oration/、  Esclopaedia  Sinica, ひ nangliai,  1917. で p. 

II 7.  B-emer.  C.  F.,  Bsdinos  in.  Economics  for  China,  pp.  W71 1- 7. 中に 再錄。 

〔！ KS へ J  S.  c^overment,  Dep-artment  of  State,  JRepori.  i  th»  Commercial  Edatiom  of  che  U.  S.  ivith  Jb  oreign  cowss 

/or  the  Fear  I87S,  washiugton,  1879,  ^.  ひ. 

2 一九 〇 二 年 現在の 支那 政府の 借款 

前世紀 末に 於け る イギリスの 支那に 於け る 投資 は、 一般に 用 ゐられ て ゐるニ 項目、 即ち 事業 投資と 支那 政府 債務と に 

分って 評價 した。 そのうち 政府 債務の 評價 は、 かなり 適切な 公表 報告に 基いて 爲 された ものである。 
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減 銀行に よる 初期の 借款に 就いては、 上述の 如くで ある。 これらの 初期の 借款 は 一九 〇 二 年の 評 價を爲 すに 當 つて 

無視した 方が 最善の やうに 思 はれた。 その 理由 は、 それら はこの 時 迄に 返濟 されて しまった ものと 見て 差 支ない やう だ 

からで ある。 而 かも、 これらの 借款 は 大部分、 よし 支那の 政治的 境界 內 ではない にしても、 その 經濟的 境界 內に 在る 一 . 

銀行からの 資金の 前渡しで あり， そして、 多 小 はあった にしても、 大英國 からの 資金の 達 金と いふ こと は 僅かし か 必要 

としなかった こと は、 殆んど 疑 ひの 餘地 はない ので ある。 

51 九】 但し 元 來が百 萬 上海 兩に滿 たなかった 一 ス八六 年の 所謂 七 分利 銀款を 除く。  Wright,  S.  F.,  The  CollecUoii  and  b/.f 

pospl  oj  the  cmloms.  JielHinls,  sllan^llal,  19^7.  j>.  Cl. L-leu,  .0.  K -,、  ，l>r さ to, さ Investmetds  in.  Ohma,  shang^llai,  19539. でで 

12—15 をも參 照。 

考察 を 要する 最初の 借款 は、 髓豐 銀行 引受に か&る 一 八 九 四 年の 千 九十 萬 上海 雨の 借款で ある。 一 九 〇 一年 十二月^ 

1 日に 於け る 本 借款の 現在高 は、 當 時の 爲替 相場で 六 百 五十 四 萬 米 弗であった。 これに 績 いて 爲 された 一 八 九 五 年の 借 

款は、 額面 三百 萬磅、 利率 六 分の 同 銀行 引受に か \ る 金貨 借款であった。 この 第二の 借款の 同じく 一九 〇 一年 未 現在高 

は、 千 二百 六十 五 萬 二 千 九 百 米 弗であった。  ， 

【註  一 o〕 1 千 萬 庫平 雨。 

以上の 一 一 借款 は 日 淸戰爭 に關聯 した 諸 費用に 充 つる 目的 を以 つて 爲 された もので、 支那の 關稅 牧人 を擔 保と した もの 

であった。 そのうち 前者 は 特定 財產擔 保の 方向に さ へ 進んだ ものであった。 蓋し 辨濟 不履行の 場合に は、 それに 必要な だ 

け を 銀行 もしくは そめ 代理人が、 ぶめ 條約 港からで も徵牧 しえ たからであった o> こめ 借款に 關 する 金融 的 協定 は 發行銀 


行に 對 して 寛大で はあった が、 先づ不 八， 2- とは言 ひ えまい。 

一 百 萬&ぉ 第三 借款 は 一 八 九 五 年に、 麥加利 銀行 (chartered  wank  of  India,  Australia  and  chi-a) 引受に か、 る も 

ので あ J5。 期限 は 二十 年、 利子 は 六 歩、 擔保は 海關牧 入であった。 支那 政府の 實牧は 丸 五 • 五であった が、 事實 として、 

この 公債 は イギリスの 市場で は 一 〇 六の 價 格で 賣 出された。 銀行に とって は 異例な 利益であった わけで ある。 木^；：^；^の 

„ め 

一 九 〇 一 $K に 於け る 現在高 は、 四百 五十一 一 萬 四千 三百 九十 一 米 弗であった。 

【一 IJS 一 一〕 通例 イギリスの 調印 者の 名に 因んで 克薩 借款 (cassel  Loan〕 と 呼ばれて ゐる ものである。 

【一 一 一 一」 wrl^llt, ひ. R,  The  cmlectsn  and  Disposed-  of  the  CVMSns  .Rewswc,  Shang;liai,  19^7, で. ^0. 

US 一  三】 借款 契約に ついては JVlacMurray,  Joh?  V.  A.,  Treaties  id にも reeiw ヌ vol. 1, pp. 11, 15,  35 を參 ra,:。 

右に 考察した 三 借款 は、 これ を 日 淸戰爭 の 終に 支那 をして 對日 賠償金の 支拂を 可能なら しめる 爲に行 はれた 借款と 比 

較 するとき は 小額であった。 賠償 借款の 最初の ものに は、 英國 はむしろ その 妨害 を 試みた こと を 除いて、 別に 關係 がな 

かった。 實際 支那に 於け る イギリスの 地位 を 脅した もの は、 a シァの 政治的 勢力の 證 跡であった。 一八 九 五 年の 露佛借 

款に續 いて、 一 八 九 六 年と 一 八 九 八 年に、 英佛 シン ヂケ ー ト 引受の 二つの 借款が 起された。 そのうち イギリスの 代^者 

は應豐 銀行であった。 借款 額は兩 方と も 一 千 六 百萬谤 で、 擔保は 海關牧 入であった。 兩 借款 契約と も、 本契約 中に 規定 

せる 方法に よる 外 は、 一切の 換算 もしくは 辩濟を 認めざる 3 曰の 條項を 含ん i でゐ た、 而 して、 この 條項 は、 『帝 國海瘌 の 

管理 は』 本 借款の 存鑌 中、 『現在の ま X たるべし』 との 規定と 併せて 理解すべき である。 第二の 借款が 調印され る 前に、 

支那 政府 はィ ギリ ス の 貿易が 優越 的 地位 を 占めて ゐる 限り、 イギリス 臣民 を海關 總稅務 司に 任命す べしと 宣言した こと 
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の 

に 注意すべき である。 

【3S1 一四】 イギリス 政府と ドイツ 政府 は 力 を 併せて、 英獨 シン ヂケ 》 -ト から 借款 を 受ける やうに 支那 政府 を說 得した。 British 

D03s§ua  §  the  Orl{jins  ihe li^sr,  vol. 1, で. 328,  Memorandum  of  J..  A.  C.  Tilley. 

【sa 一  五〕 一 八 九 六 年の 借 契約 第 七 項 及び 一 八 九 八 年の 借 致 契約 第 六 項。 MacMurrayJchn  V.  A:  Ir  I  Ais, 

vol. 1, pp.  57. 109. 

c!«4 一  六】 面， P, 101 

一 八 九 六 年の 借款 は 期限 三十 六 年、 年利 五 歩であった。 そして 一 八 九 六 年の 三月と 一 八 九 六 年の 九月の 二度に 分って 

前者 は 發行價 格 九 八 四分ノ 三で 一 千磅、 後者 は 發行價 格 九九で 六 百 萬 jS が發 行され た。 借款 シ レン ヂケ ー ト への 寶出價 

格 は 九 四であった。 本 借款の 一 九 〇 一 年 十一 一月 三十 一 日 現在の 殘有高 は 七 千 三百 三十 七 萬 四千 六 百 五十 四 米 弗で、 その 

うち ィ ギリ ス分は その 半分、 卽ち 三千 六 百 六十 八 萬 七 千 三百 二十 七 米 弗であった。 

1 八 九 八 年の 借款 は 年利 四 分 五 厘、 期限 四十 五 年であった。 寶出價 格 は 九 〇 で、 支那 政府の 手 取 は 八 三であった。 加 

ふるに、 本 借款の 取极 銀行に は 年に 一 一 厘 五毛の 手數 料が 支拂 はれる 規定であった ひ 本 借款の 一 九 〇 一 年 未に 於け る 現在 

高 は 七 千 六 百 十 萬 四千 八 百 八十 二 米 弗で、 そのうち ィ ギリ ス分は その 半分の 三千 八 百 五 萬 一 一千 四百 四十 一 米 弗であった。 

【！ M 一  七】 借款 契約に ついては MacMurray.  John  V.  A.,  Trcatis  and  vol. 1, pp.  55. 107 參照。 より 詳細に つ い 

て は Wright,  S.  F.,  scctist  ami  Bisposal  of  th^  cfm  nrni 震, i>p.  6719. 參照。 償還 表に ついては Baylip  J.  1广 

.FOrcitofT*  Hoi  cbii に atiom  of  China,  Tientsin,  1925, でで. 8, 10 を Da よ。 

イギリスの 支那に 於け る鐵 道への 闢心 は、 早い 時代の 諸 提案に 發 して ゐる。 支那の 最初の 鎮道 たる 上海 吳^ 間の SS 道 


は、 一 イギリス 會社 (抬 和洋 行 Jardine,  Matheson  and  Co.— 譯者 註) の 直接 投資であった。 然し、 支那の 鐵道 建設が 露 

劍に 着手され るに 至った の は、 天津の 北に 位する 開平 炭坑の 石炭 を 海濱に 輸送す る 問題が その 解決 を 必要す るに 至って 

からの 事で ある。 支那 政府 は それが 爲に 外資の 必要 を感 する 至って、 外國 から 借人れ を 行 ふこと になった。 關內 外鐡道 

五分 利金 借款が それで、 總額は 二百 三十 萬谤、 返濟 期限 は 四十 五 年、 檐 保は鐵 道財產 及び その 收 入であった。 他の 契約と 

は 相違して、 及び 友誼 的關 係の 證左 として 、『本 借款の 元利 金が 正規 的に 支拂 はれる 限り は』 該鐡道 は 支那 人の 管理 下に あ 

る ことが 規定され た。 本 借款の 一 九 〇 一 年 十 一 一月 卅 一 日 現在高 は、 全額、 即ち 一 千 百 十九 萬 一 一千 九 百 五十 米 弗であった。 

【siu  一  -^〕  MacMurrav,  Jolin  V.  A.,  Treatiea  and  Aoreemmts,  vol. 1, 175. 

この 鐵道 借款の 外に、 鐵道 以外の 交通 機 關布設 の爲の 二つの 借款が あった。 何れも 上海から 芝 罘を經 て大沾 (天津の 

海港) に 至る 海底 電線 布 設の爲 であった。 そのうち 最初の 方 は、 一九 〇〇 年 八月 四日の 契約に か \ る もの (鬆焖 沽正水 

線 借款— 譯者 註) 後者 は 一 九 〇〇 年 十二 年廿 一の 契約に か \ る もの (烟沽 副 水線 借款— 譯者 註) である。 双方と も ハ牛利 

五分で、 一 九 三 〇 年 九 H: 卅日を 償還 期日と する ものであった。 借款の 引受 會社は デンマ ー クの大 北 電報 公司 (Grea- 

？ -.^^^-^3  ^Telegraph  company) と イギリスの 大東 電報 公司 (Eastern  Extension  .Telegraph  company) とであって， 

各々 その 半 數はィ ギリ ス の 引受であった。 一 九 〇〇 年 八月の 滬烟沾 正 水線 借款の 一 九 〇 一 年 十 一 一日 卅 一 日に 於け る 現在 

高 は 百 萬 六 千 七 百 四十 七 米 弗， 同 十 一 1 月の 烟沾副 水線 借款の 現在高 は 1 一十三 萬 三千 五 百 九十 一 1 米 弗であった。 そのうち、 

イギリス 分 は 五十 萬 三千 三百 七十 三 米 弗 及び 十 一 萬 六 千 七 百 九十 六 米 弗であった。 

扨て、 以上に 褐 げた 支那 政府 債務の 一九 〇 一 年 未に 於け る 總額を 示せば、 次表の 如くで ある。 
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第一 表 一九 0 1 年 十二月 一  B現在の支那政^w傣務のィギリス保有高 
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3 今世紀 初頭に 於け る 事業 投資 

前述の 如く イギリスの 支那 政府に 對 する 借款に ついては、 報告が かなり 完全して ゐる。 ところが それが 事業 投資と な 

ると、 報告 は 完全で も 正確で もない。 精.^ 全 事業 投资 額の 合理 釣な 推測が できるだけ である。 と は 云へ、 この 推測 を 試 


みる 必要が ある、 I し、 この 項目 下の 投資 は、 たしかに 支那に 於け る イギリス 人の 全 投資の、 及び 支那に 於け る あら ゆ 

る外闽 人の 總 投資の 大部 を 占めて ゐ たからで ある。 私 は先づ この 投資の、 下の 限界と 上の 限界 を 決定し、 次で 探索し え 

られる 報告に 基いて この 兩 限界 內の 相當な 評價を 試みて 見る ことにしよう。 

1 九 〇 七 年 七月の クオ ー タ ー リイ • レヴュ (Quarterly  Review) 紙に、 一 匿名 氏が 同年 度の イギリス 海外 投资 の評價 

ヽノ 

を褐 げた。 彼 は 比較の 便宜の 爲に 一 八 九 七 年の 分の 評價も 掲げて ゐる。 彼が 土臺 にした の は：！ ン ドン 及び その他の 英^ 

株式取引所の 刊行物であった。 彼 は 『英 聯合 王國の 何れ かの 株式取引所に 於て その 株式が 取引され ると ころの 國 内 • 1： 

外の 一 切の 會社』 について、 報吿を まとめた。 而 して、 この クオ ー タ，. 'リ ！•  • レヴュ による 一 八 丸 七た やの イギリスの 支 

那に 於け る 事業 投資 總額 は、 千 四百 三十 萬薛 即ち 六 千 九 百 六十 萬 米 弗で ある。 一 九 七 〇 年の 分 は 一 一千 二百 五十 萬磅、 即ち 

六 千 九 百 六十 萬 米で ある。 一九 〇 二 年の 數字は 約 九 千 萬 米 弗見當 であった と 想像して よから う。 むろん、 イギリスの 事 

業 投資 は、 英 聯合 王 國內で 取引され る 證券 を 基礎に して 調べた どの 額よりも 多かった こと は 解り 切って ゐる。 だから、 

この 九 千 萬 米 弗 を 最低限と 見る の が妥當 だら う。 

【！ M 一  九〕 "Britisli  Investments  A.t>road,  一、  fijz  .Hsf づ ol. 207,  no.  Tuly,  1907,  pp.  W^CTI72. 

次に 上の 限界 を 定める ために、 先づ 上海に 在る イギリス 人の 土地 所有 價格 を評價 して 見る 必要が ある。 アメリカの 章 

で 一九 〇 二 年の アメリカ人の 所有 財 產高を 論じた 際に、 外人 名義で 上海に 登錄 されて ゐる 土地 總額 は、 一九 〇 二 年 迄に 

ほぼ 一 億 上海 雨であった ことが 示された。 外人 名義に はなって ゐる ものの、 實際は 支那 人の 所有して ゐた 土地 は 旣述の 

如く、 その 三分 ノ 一  と 見られよう。 而 して、 事實 上外國 人に よって 所有され てゐる 土地の 少 くも ヒ八 ％ が、 一 九 三 〇 年 
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に は イギリス 人の ものであった とすれば、 一九 〇 一 年 及び 一九 〇 二 年に は少 くも その 九 〇％ が、 イギリス 人の 所有で あ 

つたと 見て 先づ 大差な からう。 かくて、 吾々 が 今 問題に して ゐる 一 九 〇 一 一年 前後の ィ ギリ ス の 土地 所有 高 は 六 千 萬 上海 

兩、 それ を當 時の 爲替 相場で 換算して 七 百 萬磅， 即ち 三千 三百 六十 萬 米 弗と 評價 する ことができる。 

【lallo〕 こ の 数字 は ？ i!， If,  vol. 1, p.  323. (邦 譯、 中編、 一 j 九— 二 〇 頁) vol 2,  p. 170  (邦 譯、 下 編、 j 八 六 一 

七、 第 十三 號表) 及び 上海で 得た 報告に 基く ものである。 

アメリカの 場合に は、 上海に 於け る アメリカ人 所有 財產は 土地 財産の 約 三倍で ある ことが 判明した。 そのこと は 上海 

商業 會議 所の 或る 評價 によっても 證據 立ら れてゐ る。 即ち、 それによ ると 商品 及び 設備の 評 價は約 土地 價 格の それに 相 

當し、 土地に 加 へられた 諸 改良 費の 價額も 亦 略々 その 土地 價 額に 匹敵して ゐ るので ある。 もし これ を イギリスの 場合に 

適用 するとせば、 上海に 於け る イギリスの 投資 額と して、 吾々 は 一億 米 弗なる 數字を 得る。 むろん、 この 額 はたと へ 香 

港の 分 を 人れ るに しても、 支那に 於け る イギリスの 總 投資 額の 半分に すぎなかった こと は 確かで ある。 そこで、 吾- は 

支那に 於け る イギリスの 事業 投資の si^ 高 限度と して、 一 一億 米 弗なる 數字を 得る。 

【一. S1I 一】 Qhrmidc  and  Directory  fs,  China  J 899,  Hongkong,  J き, j>.l,38. 

次に、 最低 九 千 萬 米 弗と 最高 二 億 米 弗との 間に 最後 的な 數字を 見出す 爲に、 私 はま づ種々 の 領域に 於いて 得られる 實 

際の 報 吿を簡 單に當 つて 見よう。 

運輸 業の 領域に 於け る イギリスの 直接 投資 は ほ. とん ど 全部が 航 業であった。 香港に 本店 を 置く 重要な 諸 イギリス 航路 

があった。 『上海 を 中心とせる 沿岸 貿易 は 殆んど 全く、 三會 社の 手中にあった』 と 吾々 は 告げられて ゐ る。 而 して そのう 


ちの 二 社、 即ち 印度支那 航業會 社 (1550-china  Steam  Navigation  company) と 支那 航業會 社 (China  Navigation  co- 

mpany) は、 イギリス 會 社であって、 その 總 船舶 數は 遠洋航路 汽船、 河川 航路 汽船 合計 七十 ©I 以上であった。 又當 時の 

人名 錄は 沿岸 及び 河川 航路 汽船 名 を 載せて ゐ るが、 ィギリ ス人は普段支那の近海に商業に雜事せる八十^^乂から八十五隻 

の 船舶 を 所有して ゐ たと、 若干の 自信の 以 つて 言 ふこと がで きる。 これらの 船舶の 平均 噸數は 約 1 千 五百噸 であった。 

そして その 價格は 一 噸 にっき 約 五十 米 弗と 見 積る ことが きる から、 イギリスの 沿岸 及び 河川 航路 汽船の 總額は 約 六 千 五 

百 萬 米 弗で あつたと 云 ふこと になる。 これに 汽船 會 社の 所有に か- f る 波止場、 倉庫、 ドック 等の 陸上の 諸 設備 及び 事務 

所 等 を 加へ るなら ば、 イギリスの 航 業への 投资總 額の 合理的な 數字は 一 千 萬 米 弗と 兒 積る ことができよう。 

【註 ニー 一」 writish  Government,  IHplomatic  and  ronsular  neDorts,  l^epori  JPor  Ihs  Fear  1900  §  the  Trade  of  sflmtghaii.vL 

【一 M 二三】 外國 貿易に 從事 せる 船舶 は 他の 場合 同樣 にこ に は 除外され て ある。 

上海で 設立され た イギリスの 華 洋得カ 風 公司 (Shanghai  Mutual  Telephone  company) は 一 八 九九 年に 市の 電話 を 

糧 承して、 一 九 〇〇 年 八月 迄に 重要な 新 建設 を 完成した。 略 同じ 頃に 共同 租界の 當事者 は 市街 電車 運轉の 認可 を 下した 

が、 然し フランス 租界 も 共同 租界 も 一九 〇 二 年 以後に いたる 迄 市街 電車 を もって ゐ なかった。 水道、 瓦斯 及び 電氣は 私 

營會 社に よって 供給され てゐ た。 香港と 天津に は イギリス は 公益事業に 投資して ゐた。 その 評價 はで きないが、 二百 离 

米 弗の 見當と 見て 不合理で あるまい。 

〔ま 。一一 四〕 一 八 九 三年に ェ 部局が 六 萬 六 千 百 上海 兩を 支拂 つて、 〈1= 社の 設備 を買敉 する に 至った 迄。 Pott,  F.  L.  n, に. Short 

History  oj  Shartghai,  sltangllal, 19 に S,  j5. Ill* 
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後に 重要な 意義 を 持つ に 至った 鑛業は 一 九 〇〇 年に 週る。 然しながら、 一 九 〇 一 年に 圑匪 事件の 最後 的の 決定が 行 は 

れる迄 は、 この 領域に 於け る イギリスの 投資 は 僅かし かなかった。 製造業で は イギリス 人 は 始めから 重要な 役割 を 演じ 

た。 一九 〇〇 年 前に 香港に は三大 製糖 工場、 二 乃至 三の 機械工 場、 ー製繩 工場、 諸蒸汽 製材所 及び ガラス、 マッチ、 石驗， 

氷 等の 製造 場が 存在して ゐ たが、 これら は 皆 イギリス 人の 所有 もしくは 支配に 屬 して t? た。 下 關條約 後、 イギリスの 會 

社 又は 私人 は 上海で 綿舫績 工業の 建設、 絹製絲 工場、 及び かなり 雜 多な 工場、 製造所 等の 建設 又は 買 入に 着手した。 ィ 

ギリス 商社た る：^ 和洋 行 (Jardine,  Mathcson  &  company) は、 直接に また 補助 會社を 通じて、 一 綿 紡績工場、 一 大繙 

製絲 工場 及び 一 組 紡織 染 工場の 所有者であった。 同 洋行 はまた 公和 祥碼頭 (Shgghai-Hongkona:  Wharf  company) 及 

び 香港の 法律の 下に 設立され た 若干の 保險會 社の 株 を 可な り 所有して ゐた。 これ はィ ギリ ス の 利益が 大きかった こと を 

示す 若干の 例に すぎない つ 製造業に 於け る イギリス 投資の 評價 として 利用し えられる もの は 一 つもない が、 少く とも 二 

千 百 萬 米 弗見當 であった に 違 ひない。 

銀行業の 方面で は、 拂込資 本 五 百 萬 米 弗 を 有する 重要な 滙豐 銀行 (songkollg  and  Thanking  corporation) 

があった。 その他で は 麥加利 銀行 (chartered  Bank  of  India,  Australia  and  China) 及び 有利 銀行 (Mercantile  Banlc 

of  India) の 一 一 銀行が、 いくらかの 重要な 財產を 有して ゐた。 

輸出 人 業に 於け る イギリス 諸 商社の 投資 は、 他の どの 領域よりも 遙 かに 大きかった。 茶、 絹、 麥椁眞 田 及び 豆の 大部 

分 は、 イギリス 商社に よって 購入され、 輸出され た。 綿織物の 輸入 は、 アメリカと 日本の 競爭が 起る 迄 は 殆んど 全く ィ 

ギリス 人の 手中にあった. - 支那 海 關の毎 十 年毎の 報告 は、 二十 九條約 港の 外國 人人 口の 銃 計を褐 げてゐ るが、 イギリス 


人 は 上海、 漢ロ" 天津、 福 州" 汕頭 及び 鎭江を 含めた その 內 十七 港 中に 於いて、 他の 何れの 國 人よりも 多かった。 ィギ 

リスの 輸出 人 業に 於け る 投資 は 約 四千 萬 米 弗で あつたと 推測して 決して 不合理で はない。 

もし 以上に 不動産の 相當な 評價を 加へ、 且つ この 簡單な 考察から 逸した 財産 をも掛 酌す るなら ば、 イギリスの 事 f 來投 

资を 一億 米 弗 以上に 數 へる こと は 困難な ことで はない。 この 財產 中の 多くの ものが、 イギリス 聯合 王國の 株式取引所で 

寶 却され た 證券に よって 代表され なかった こと は 確か だら う。 私 は 一九 〇 一 年末 前後に 於け る、 イギリスの 支那に 於け 

る 事業 財産 を 一 億 五 千 萬 米 弗見當 に評價 したい。 何れにしても 一 億 米 弗から 一 一億 米 弗の 問だった こと は 確か だと 思 ふ 0 

【漏- 二 五」 Chinese  ISIaritime  rustoms.  Decennial  aeportt  J き 2 1 1901  一 vol. 11, pp.  xiTf. 

4 一九 〇 二 年に 於け る イギリスの 投資の 總括 

今世紀 初頭に 於け る イギリスの 投資 を總括 すれば 次表の 如くで ある。 繰返して 云 はねば ならぬ が、 事業 投资總 額 は 推 

測に よる ものである。 但し 相當な 報告に 基いた 推測で は ある。 

第二 表 一九 o= 年の 支那に 於け る イギリス 投資 (單位 百 萬 米 弗) 

事業 投資  1 五 〇•〇 

支那 政府 債務  一 1 〇丄 一一 

計  二 六 〇丄11 

支那 政府 債務 は總 額の 四 二 *四％ を爲 して ゐる、 それに 反して 事業 投資 は 五 七丄ハ ％ より 多く はない。 これ はィ ギリ 
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スの 事業 投资 が.：： 十 越した 優勢 的 地位 を 占めて ゐた 時代の 數字 である こと を 忘れて はならない。 

二、 一九 一四 年に 於け る イギリスの 諸 利益 

次に 提供すべき 評 債 は、 大戰 前夜に 於いて イギリスが 支那に 有して ゐた 投資 額で ある。 この 時代の 投資に 關 する 報告 

も 初期のと 同じく、 イギリスの 對 支那 政府 惜款を 評 債す る こと は 至って 容易で あるが、 事業 投資の 評價は 非常に 困難で 

ある。 と は- おへ、 この場合 も イギリスの 草 越した 事業 投資の 重要性に 鑑み、 どうしても その 評價を 試みる 必要が ある。 

支那に 於け る イギリスの 利益の 重要性の 指標た る 若干の もの を、 先づ 最初に 掲げる。 卽ち、 私 は 簡單に 支那に 於け る 

イギリス 人口、 貿易 及び 船舶に ついて 述べる ことにしよう。 

1 人口 及び 商社 

條約 港に 於け る イギリス 人口 は、 一九 一 三年に 八 千 九 百 六十 六 人と 海關 によって 報告され てゐ る。 これ は 一八 九九 年 

)  ， 

の 五 千 五 百 六十 一 一人に 比 して かなりの 增加 である。 但し これに は 約 五 千 人見當 だった に 違 ひない 香港 在住の ィ ギリ ス 

人 を 含まない から、 香港の 分 を 合する と 約 1 萬 四千の 總數 となる。 上海 在住の イギリス 人の 數も、 一 九 〇〇 年の 二 千 六 

百 九十 一 人から 一 九 一 五 年の 四千 八 百 一 一十 1 1 人に 增 加した。 

〔！H 一一 六〕 一九 一 三年の 支那 人 以外の 香港 在住の 市民 は 1 萬 二 千 七十 五 人であった。 その 約 牛數は ポルトガル 人、 インド 人 及び 


支 人 以外の アジア 人であった o  British  Gov ひ rnmen け Colonial  Reports—Annual,  no.  814,  Hongkong,  sp で. 27. 

次に 外 國人總 數に對 する イギリス 人口の 百分率 如何と 云 ふに、 今世紀の 初頭と は しい 相逮を 兌る。 一 八 九九 年に は 

イギリス 人 は 海 關報吿 による 總 外人 數の三 一 丁 四 ％ を 占めて ゐた。 然るに 一 九 一 三年に は 五 *四％ 以上 は 占めて ゐな いの 

である。 この 減退 は 滿洲に 於け る 日本人と 口 シァ 人の 增加を 反映した ものである。 從 つて、 例へば 上海で は その 或 返 は 

すっと 少く、 一  九 〇〇 年の 三 九 • 七％ から 一 九 一 五 年の 一 一六 ％ になって ゐる。 更に イギリス 人口が 他の どこの 人民より 

も 多數を 占めて ゐた條 約 港の 數に關 する 報告が あるが、 一九 〇 一年に は海關 の報吿 せる 二十 九 港のう ち、 十七 港に 於い 

て は イギリス 人口が 筆頭 を..：： めて ゐた。 而し てこの 十七 港の 中には、 上海、 天津、 漢ロ、 及び 福 州 等、 事實 上い ：： 十 越した 

重要性 を 持つ 一切の 港が 含まれて ゐた。 一九 一 一年の 海關の 報告 は 四十 五 港に 及んで ゐ るが、 そのうち イギリス 人口が 

筆頭であった もの は 僅に 十四 港に すぎなかった。 而 かも そのうち では 廣柬 だけが 重要な 唯一 の 都市で あつたに すぎな 

い。 一般的に、 支那の 貿易 中心地に 於け る イギリスの 人口 はかなり の增 加と、 その 比較的 重要性に 於いて、 驚く 程で も 

ない 减 退と を 來 したと 云へ る だら う。 然し 乍ら、 支那 全體 について 云へば、 ロシアと 日本の 滿洲 への 逸出に よって 基本 

的な 變 化が 齎らされた。 

【_<l!li 一 I セ〕 これらの 數字は becswwv に Reports  of  the  Chinese  Maritime  Customs  for  189211901  and  190211911 による。 

イギリスの 商社に 關 する 報 吿は、 人口に 關 する ものに 較べて 信賴 しがたい。 海關 によって 報告され た イギリス 商社 数 

は、 一八 九九 年に 四百 一、 一 九 ニニ 年に 五 百 九十だった。 海關 統計に 示された 總計を 取って 見る と、 一八 九九 年に は 外 

人 商社の 四 三 ％ が、 一 九 一 三年に は その 一 五 ％ が イギリス 人の ものだった ことが 判る。 
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2 貿易 

聯合 王 國の對 支 直接 貿易に 於け る參加 割合 は、 一八 九九 年のと 一九二 二 年の が 殆ど 正確に 同一であった。 卽ち、 一八 

九九 年の 割合 は 一 一 .八％ (五 千 四百 萬 海關兩 )、 一 九 一 三年の は 一 1 丄ハ ％( 一 億 一 干 三百 萬 海 關兩) であった。 と は 云 へ 

支那 貿易に 於け る イギリス 帝 國の比 絞 的 重要性に は 減退が あった。 香港 を 含んだ ィ ギリ ス帝國 の 支那 貿總 額に 對 する 分 

け 前 は、 七十 年初 期の 八 〇％ 以上の ものから、 前世紀 未の 約 六 〇％ に 落ちた こと を 記憶すべき である。 この 滅返 は持續 

し 、一九 一 三年 迄に イギリスの 分け前 は 半分 以下に なった。 

イギリスの 植民地 香港 は、 九十 代 末年に 於いて 少 くも 支那 外國 貿易の 四 〇％ は 占めて ゐた。 一 九 ニニ 年 迄に それ も 三 

〇％ に 下った。 上海の 重要 さが 次第に 增大 する につれ、 そして 一九 〇 七 年に は又大 連が 加 はると 共に、 香港 は 最早 支那 

の 主要な 門戶 及び 倉庫た る こと を 止めて しまったの である。 

聯合 王國は 一 八 九九 11 1 九 一 三年の 時期 を 通じて、 支那の 輸出 貿易よりも その 輸入 貿易の 方に 重要な 地位 を 占めて 

ゐた。 一 八 八 九 年の 支那 輸入品の 一 五ズは イギリスより 来た もので あり、 一九二 二 年に は 一七 ズ がさう だった。 他方、 

1 八 九九 年の 支那 輸出品の 僅か 七 ％ のみが イリ ギスに 向 ひ、 一 九 一 三年に は 四 ％ に すぎなかった。 吾々 は 香港 貿易に 關 

して 充分に 知る ところがな いため、 以上の 數 字の 意味 を 確かめる こと はでき ない。 香港 は イギリスから 支那へ 送られた 

商品の 取扱の 方面よりも、 支那から 大英國 に 送られる 商品の 取扱の 方に 大きな 役割 を 演じて ゐ たので あらう。 然し、 ィ 

ギリスから 出て ゐる數 字 は、 聯合 王國 から 支那と 香港への 輸出が 輸入の 數倍 多い こと を 示して、 支那 側の 數字を 裏齊し 


てゐ る。 聯合 王國は 一 九 一 三年に は 支那 向の 商品、 就中、 綿織物の 大 製造 國 であった。 然るに 一 九 一 三年の a ンド ンは 

初期の 頃に さう であった 程に 大きな 支那 商品の 市場ではなかった。 

尙、 一八 九九 年の 支那と 聯合 王國 間の 直接 貿易 は、 略 日本との 間の 直接 赏 易に 均しかった ことに 注目すべき である。 

1 九 一 三年 迄に、 この 貿易の 日本の 參加 割合 は 一九，^ で、 イギリスの 割合 は事實 上不變 だった。 日本の 勃興 は 一 九 〇 七 

年 及び その後の 滿洲に 於け る大連 及び その他の 諸 港の 開港に 始 つて ゐ る。 

1 九 〇〇 から 一 九 一 三年の 間に 於いて、 支那 貿易に 於いて 占む る 聯合 王國の 地位に 起った 變化 は、 後年に 於け る變化 

を前徵 する 如き ものであった。 この 主要な 例外 は アメリカの 地位で、 アメリカが 一九 一三 年に 於いて 占めて ゐた 地位に 

は、 後年に 於け る その 重要性の 增加を 示す 殆んど 何等の 徵候 もなかった。 大戰の 開始 當時、 イギリス は 支那 貿易に 於い 

て、， 恐らく 依然として 日本に 均しい 重要な 地位 を 占めて ゐた。 イギリス 帝國は 支那 全 貿易の 約半分 をい ：！ めて ゐ た。 

3 船  舶 

船舶に 關 する 唯一 の滿 足な 全般的な 數字 は、 支那の 外國 貿易 及び 開港 場 間に 於け る 貿易の 總噸數 を 示した 數字 であ 

る。 この 噸數の イギリスの 分け前 は 一八 九九 年 迄 約 六 〇％ で、 その 年に 至って 五 九 ％に_！^ ちた。 一九二 一一 ハキに は 四  一 ％ 

だった。 換言すれば、 一 九 一 三年に 支那の 全 貿易に 從 事して ゐた 近代的な 支那 及び 外國 船の 唧數の 五分 ノー 一 は、 ィ ギリ 

スの國 旗の 下に 在った。 

次に 支那の 沿岸 貿易と 稱 せらる る ものに ついて 見る に、 一 八 一 三年に は 支那 船舶 噸數を 除いた ものの 五 〇％ 以上が ィ 
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ギリ ス に屬 し、 又 イギリス 船 は 船荷 總價 額の 六 〇％ 以上 を 運送した ことが 判る。 

以上の 說明を 完全なら しめる 爲に、 吾々 は 『內河 航行 章 程 J の 下に 在る 船舶 を 加へ なければ たらない。 これ は 條約港 

から 非條約 港に 至る 船舶で ある。 海關 によって 編輯され たこの 船舶に 關 する 報告 は、 本 規則の 下に 種々 な 港に 登錄 され 

た外國 船の 全數 は、 一 九 一 三年に 百 九十 四隻、 全 登 錄數の 一七 • 1 1% であった こと を 示して ゐる。 他方、 種々 の 條約港 

への 入港 出港 數が、 外國 船が 總數の 三  一 ％ であった こと を 示して ゐる。 もし、 こ X でも 支那 船の 噸數を 差 引くならば 吾 

吾はィ ギリ ス の 船舶 は、 外國 船舶 總噸數 の 一 二子 九 ズに當 つて ゐ たこと を 見る。 

船舶 噸數 に關 する 報吿を 簡單に まとめる と 次の 如くで ある。 外國 —— 及び 沿岸 貿易に 於け るィ ギリ ス 船の 分 前 は 四 一 

ズ であった。 沿岸 貿易 だけの イギリス 船の 占む る 割合 は 五 〇％ 以上で、 國內 河川 航行に 於け る イギリス 船の 割合 は 約 二 

五 ％ であった。 支那 領海に 於け るィ ギリ ス 船舶の 價 格の 評 價は 後述す る 如くで ある。 

4 支那 政府の 債務 

支那 政府の イギリス 人に 對 する 債務 は 次表に 示す 如くで ある。 本 表の 分類 は 本書に 於いて 一 般 に用ゐ たと ころの 支那 

政府 债務の 分類に 從 つた。 それに 別に 獨 立した 债 務を爲 して ゐる ところの 圑匪 賠償金の 現存 高が 加 へられて ゐる. - 但し 

この 項目 は 一九 三 一年の 評價 中には 加へ てない。 各 借款に 對 して 簡單な 名 稱を附 してお いたが、 又 どれに も その 發 行年 

度 を 添 へて おいた。 各 借款 總 額に 對 する ィ ギリ ス の 割合が 示され、 何れも 一 磅は四 • 八 六 六 五 米 弗の 割合で 米貨に 換算 

されて ある。 一 九 一 三年 士 一月 卅 一 曰 現在高の 計算 は、 ベ ー リン (Baylin) 、ライト (wrijlt)、 マック マ レイ (MacMU, 


tray) 及び 劉 (Lieu) の 諸 著に 見られる 償還 表に 從 つて 爲 された。 參 照の 便宜上、 各項 目に は^ 號を附 してお いた。 尙 

評 價に當 つて 證券 發行 場所の 原則が 用 ゐられ たこと を强 調して おく 必要が ある。 即ち、 a ン ドンに 於け る 公 债の發 行 は 

ィ ギリ ス の 所有に 屬 する 债務 として 見做されて ゐる。 現に 所有され てゐる 場所の 原則に 從 つて、 評價 する 試み は爲 され 

なかった。 イギリス 人中に は イギリス 以外で 發 行され た 公債 を 所有して ゐる もの も あらう。 然し、 今一 九 一四 年に その 

やうな 公 债 が どの位 あつたか 確め るの は 不可能で ある、 又 そんな 公债が 多く あつたと は 思 はれない。 
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【主 二  \〕  waylin,  T. IR.,  Forei. ま Locvn  OMigations  of  chvm. 一  MacMurray,  John,  V.  A.,  Treaties  a さ I  Ji ミ eensts;  WrigM, 

stanlf-v  F.,  The"  CollecUm  and  Disposal  of  .Ms.l7t.?n<s  and  Native  oustons  Beoe 霞 Since  the  JRSlmlm  of 191 1, ILiew  D.  Ri 

Foret-grt  In. vestments,  in  czli,  1929., 

5 事業 投資 

支那に 於け る イギリスの 投資 は、 前記の クオ ー タリ ィ* リヴ H の 匿名 論文の 記者に よって、 その 一 九 〇 七 年の ものが、 

1 億 九 百 五十 萬 米 弗と 評價 されて ゐる。 大戰 前の 時代に 關 する その 追加 的な 評價は 見當ら ない。 從 つて、 イギリス 內で 

取引され た 證券に 基いて その 最低限 を 定める こと は、 この場合 不可能で ある。 

CIS 二 力 J サ ！！-ヂ ョ ージ* ベ ー シュ (sir  George  r-aislo が、 Journal  of  the  Boyal  Sodetg,  January,  1911,  vol. 74.  Rait  2 に 

『梳民 地 及び 外國に 於け るィ ギリ ス の 投資』 の 評 價を發 表して ゐ るが、 本來ケ I ンズ (J  M.  Keynes) も (1 九 五 頁 ：} 言って 

ゐる やうに、 この 評價は ロンド ンに 於いて 應 募され た 資本の 評價と 呼ぶべき 性質の ものであって、 政府 債務 を 除いた 對支投 

の 額 を 四百 三十 三 萬 二 千磅、 卽ち約 二 千 百 萬 米 弗と いふ 信ずべ からざる 小額に 評價 して ゐる。 

最高 限に 關 する 何 かの 指標 を 求める 爲に、 吾々 は 上海の 土地 價 額に 目 を轉 じて 見よう。 外人 名義で 登錄 された 上海に 

ある 總 土地 價額 は、 前章で 二 億 五 千 萬 上海 兩、 事實 上外國 人に よって 所有され てゐる それ は 一億 七 千 萬 上海 雨と 評價さ 

れた。 而 して、 實 際外國 人の 所有して ゐた 土地の 八 〇％ は、 イギリス 臣民の もので あつたと 評價し えよう。 即ち、 ィギ 

リス 人の 總 所有 高 は 一億 三千 六 百 萬 上海 兩、 米貨で 約 八 千 七 百 萬 弗だった と 云 ふこと になる (上海 兩を 米貨 六十 四 仙と 

見て)。 もし 吾々 が 上海に 於け る イギリスの 全 投資 を この 土 所 債 額の 三倍と 見れば、 一 一億 六 千 百 萬 米 弗なる 數字を 5:- る。 
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港 を 含めた 全 支那に 於け る 一 九 一 四 年の イギリスの 投資 は， 上海に 於け る總 額の 二倍 迄に 達して ゐ たと は 先づ考 へら 

れ ない。 然し、 この 數字を 固執 するとせば、 吾々 は 支那に 於け る 可能なる イギリス 投資 額と して 五 億 二 千 二百 萬 米 弗な 

る 數字を 得る。 

この 總額を 少なからぬ 投資 領域に 關 する 報 吿と對 照して， 訂正 修補 するとい ふこと は 不可能 事に 屬 する。 單に、 私 は 

私の 入手す る ことので きた 若干の 報吿を 提供す るに 止めよう。 

第一 に、 運輸の 領域で は 香港 政廳 によって 建設され た 廣九鐵 道の イギリス 區 間が 在る。 イギリス 區 問の 建設に 支出 さ 

れた總 費用 は 一 九 一 三年 末に、 一 千 三百 五十一 一 萬 一 千 一 一 百 三十 一 香港 弗、 即ち 約 六 百 七十 萬 米 弗であった。 

〔llililllo】  writish  <J3vernment:  Colonial  neportslAnnual,  No.  814,  Hslglcmg,  1913, で. ^ 

第二に、 同じ 領域に 屬 する ものと して、 支那の 沿岸 及び 河川 貿易に 於け る航業 投資が ある。 イギリス 船舶 數は約 百で 

噸數は 約 十七 萬噸 であった。 船舶 は 一 九 〇〇 年よりも 大きく、 噸當 りの 價格も 多少 大きかった。 加 ふるに、 造船業 及び 

修結 業の 方面に かなりの 發展を 見せた。 香港の 『ョ ー 口 ツバ 人の 管理 下』 にある 造船所に よって、 一 九  一 二 一 年中に 賣却 

された 船舶 總數は 五十 九隻、 總噸數 は 一 萬 ニ千顿 であった。 この 產業 部分に 從事 せる 重要な 三 會社は 大部分 イギリス 人 

の 所有であった。 上海で 意見 を徵 したの ちに 私の 到達した 評 價に從 へば、 香港よりも 遠く 行く 貿易 船 を 除いて、 ィ ギリ 

スの航 業に 於け る總 投資 額 は、 約 四千 萬 米 弗であった。 

【！ Ms  一  〕  Is,  p. 14. 

公益事業の 投資 は 拂込资 本と 剩餘 金に 關 する 報告に 基いて、 二 千 萬 米 弗と 評價 する ことができる。 上海 自來火 公司 


(Shanghai  Gas  company). 上海 華 洋得カ 風 公司 (Shanghai  Mutual  Telephone  company)、 上海 製造 電；^ 電 js;. 公司 

(sllanghai  wlectric  construction  comp-any)、 香港 電車 公司 (Hon£;kong  ^Tramway  companv) 及び w 港煤氣 公司 

(Hop^kon^  and  chir-a  Gas  company) がその 中に 含まれて ゐ る。  _ 

鑌山 業に 於け る 投資 は、 たしかに 一千 五 百 萬 米 弗より 低くない。 開 灤礦務 局への イギリス 參加 人の 投資 額 は、 二百 二 

十萬磅 であった。 福 公司 (Peking  syndicate) は、 その 評價は 困難で あるが 五十 萬磅の 投資 を吸收 したに 相違ない 事業 

を 河南に 有して ゐた。 その外に、 北京 を 去る 約 十六 哩の門 頭 溝に 在る 炭坑 を 所有して ゐた 通與煤 公司 (Tung  Hsii お 

Sino-Foreign  Cool  Mining  Company,  Ltd.) が 在って、 イギリス ひ 投資 部分 は 五十 萬兩 であった。 

S 一一 三〕 開 灤礦務 局の 創設に 關聯 する 金融の 記事に 就いては、 T!s  Ksmmist  (London)，  June  S, 1912,  p.  132214 を參 照" 

【註 一一 一一 二〕  113"  Book,  1919,  p-  69. 

ィ ギリ ス の 製造業に 於け る 投資 は、 上海の 三 紡績工場 (十 萬 七 千 錘) と 香港の 一 訪績 工場 (四 萬 五 千 錘)， 香港の 三 精 

溏 工場 及び 汕 頭の 一 精糖 工場、 漢ロ、 牛莊、 奉 天、 上海に 於け る 英美烟 公司 (British  American  Tabacco  company). 上 

海に 於け る 絹製絲 工場、 香港の 一 セメント 工場 等、 及び その他のより 少 さな 非常に 雜 多な 工場 を 含んで ゐた。 この 領域 

に 於け る 投資 を 一 億 米 弗 兒當と 見做して 不合理な こと は あるまい。 

上海に 於け る 不動 產は 前記の 如く、 八 千 七 百 萬 米 弗と 評價 された が、 これに 他の 場所に 於け る もの を 加へ ねばならな 

い J もっとも 不動産の 一部分 は 產業上 及び 營業 上の 目的に 當 てられて ゐ るので、 その 限りで は それぞれの 項目 下に 含ま 

れてゐ る。 
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輸出入 業 及び 一 般 商業の 分野に 於いて は、 總額 一 億 米 弗に 達する 額 を 算出す る こと は 困難で ない。 一 九 一 七 年に 作成 

された 支那に 於け る イギリス 商業 佘： 議 所の 表に は、 支那の 十五 港の 商業 會議所 をのせ てゐ た. - 大部分の 支那 諸 港に 於け 

る 主要な 貿易商 は イギリス 商社で あり、 また 滿洲 以外の 殆んど 各 港に 於け る 外人 土地 所有者 は イギリス 臣民だった。 

QJJ  一二 四〕 IJM  of  the  Prindpal  Fonijii 藝 I  Chiuoae  nw き Is  Enterprises  s  cflrna  and  Hon-gkoylg 一  K-elley  and  Walsh, 

Shanghai,  1918. 本 表はィ ギリ ス 商務官の 編纂に か >f る ものである- レ 

以上の 諸數 字に 加へ て、 銀行 及び 金融の 分野に 於け る 投资額 を 考慮 するとき、 イギリスの 事業 投資と して w 億 米 弗 見 

當の數 字 は 相當控 目な 數 字と 言 ふこと がで きる が、 私 は大戰 開始 當 時に 於け る イギリス 事業 投資の 評價 として この 數字 

を 採用す る。 

勿論、 一九 一四 年の 四 億 米 弗なる 評價は 推測であって、 これ を 一 聯の 新しい 調査の 結 菜に 基く 一 九 三 一年の 評 價と比 

絞す るに 當 つて は、 その 事實を 忘れて はならない。 然し、 推測と はいへ 廣汎な 報告に 基いた ものである 許りでなく、 支 

那に 在る 相當多 數のィ ギリ ス實業 家 や 官吏の 意見 を徵 して 得た 推測で ある こと を斷 つてお く。 

6 一九 一 四 年の イギリス 投資の 總括 

上來の 諸評價 によって 到達され た 支那に 於け る イギリスの 投資 總計 は、 次表に 示す 如くで ある。 

第 四 表 一九 一四 年の 支那に 於け る イギリスの 投資 

百 萬 米 弗  ％ 

事業 投資  四 00〇  犬 五 人 


支那 政府の 債務  |1.〇七， 五  11 一四 ニ1 

計  六 〇卞 五  109〇 

最近 年の 數 字が 提供 さるる に 至る 迄、 比較 は 中止して おく。 けれども、 ま那 政府 債務の 百分率が、 一九 〇 二 年の それ 

よりも 著る しく 少なくな つて ゐる こと を 指摘して おくだけの 價値は ある。 圑匪 賠償金 はこの 中に 人って ゐな いが、 たと 

へそれ を 含めても、 支那 政府 債務の 割合 は、 一 九 〇一 年末の 四 二 *四％ に 比較して、 三 七 *七％ 以上ではなかった こと を 

忘れて はならない。 

ィ ギリ ス の 投資と ィ ギリ ス の 支那の 國際的 經濟關 係に 於いて 占める 比較的 重要性との 上來の 記述 は、 極めて 明かな や 

うに、 至って 不完全な ものである。 その 一 の 理由 は、 事業 投資の 場合に 於け るが 如く、 適 當な報 吿が缺 除して ゐる こと 

である。 にも か.. r はらす、 私が 事業 投資の 評價の 試み を 必要と 見做した 理由 は、 それ を爲 さすば 他國 との 比較が 誤った 

結 菜に 導 くだらう 惧れが あるのと、 全 體の總 計 を 得る ことが 困難で あるから である。 

第二の 理由 は、 一九 〇〇 年 以前に 於け る イギリスの 各 分野に 於け る壓倒 的な 重要性に 在る。 十九 世紀に 於け る 支那の 

國際的 經濟關 係の 一般的 記述 は、 大部分 イギリスとの 關 係の 記述で ある。 或る 方面に 於け る イギリスの 地位の 比較的 重 

要さの 減退 は、 a シァと 日本の 満洲への 進出と 共に 始 つた。 十九 世紀の 末年 及び 現 世紀の 初年 は、 支那に 關係を 有する 

大部分の 國を棬 込んだ ところの 國際的 競爭の 一般的 增大を 見た 年であった こと も事實 である。 何れにせよ 最近の 局面に 

近づく につれ て、 ィ ギリ ス の 初期に 於け る 重要性 を 忘れて はならない ので ある。 
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ニー、 一九 三 一年に 於け る イギリスの 諸 利益 

1 人口 

現在に 於け る イギリスの 支那に 於け る 利益の 性質と 範圍 は、 以前と は 遠って， 的確な そして 測定し うる 底の もので あ 

る。 先づ簡 isf に 人口、 貿易、 船舶に 就いて 當 つたの ちに、 新しい 資料に 基づいた イギリスの 投資の 評價を 提供して 見 

よう 0 

支那に 於け る イギリス 人口 を 示した ものに 二種 類 ある。 一 つ は 早い 時代の 人口と 比！ 1$ し えられる 數 字で、 他 は 香港 を 

含んだ 全ま那 領域に 實際 住居して ゐる イギリス 人口 を 示した 新しい 數字 である。 

前者 は海關 報告の 數 字で、 一九 三 〇 年末に 於け る イギリス 臣民の 數は、 一 萬 三千 十五 人と 報告され た。 一九二 二 年の 

ものに 比 して、 約 四 五 ％ の增 加で ある。 イギリスの 比較 數の方 は 矢 張 減少し 鑌 けて ゐて、 一九 三 〇 年に は 支那の 外人 

總數の 三 • 六.^ 以上 は 占めて ゐ なかった。 

上海 ェ 部局の 數字 によれば、 一 九 三 〇 年に 上海の 共同 租界に 住って ゐた イギリス 人口 は 六 千 二百 二十 一 人であった。 

上海 外人 總數 に對 する イギリス 人の 百分率 は、 一九 一九 年の 二 六 ％ から 一 九 三 〇 年の 一七 ズに 落ちた。 一九 三 〇 年末に 

イギリス 人が そこの 過半 數を 占めて ゐる やうな 開港 場 は， おそらく 一  つもな く、 大きな 港 市の 中には 勿論 無かった。 

もし 吾々 が海關 報告の 數字を もっと 綿密に 觀 察するならば、 ィ ギリ スの 人口 は 大戰中 幾分 か 減少した のを發 見す る だ 


らう。 卽ち 一九 一八 年に は 七 千 九 百 三十 五 人と いふ 最低 點に 達して ゐる。 然し、 大戰 後に は-舟び 增加 して、 一九二  If:. 年 

に は 一 萬 五 千 人 を 越える 最高 點を 示して ゐる。 一 九 二 だ 年 以来 は 支那に 於け る 外 國人數 の 一 般的 減退が 起り、 そのこと 

は イギリス 人口 數字 にも 反映した。 一九 三 〇 年末に 於け る イギリス 人口 は、 依然として 一九二 五 年より 若干 少な かつ 

た 0 

簡單に 云へば、 海關 報告の 數 字に 從 へば、 支那 在住の イギリス 人口 は、 一九 〇〇 年から 一九 三 〇 年 迄の 實際數 の t に 

相 當持績 的な 增加を 示した が、 その 比較 數に 於いて は 減少 を 示した。 その 原因 は、 就中、 満洲に 於け る 日本人と n シァ 

人の 增加 による ものである。 . 

在 支 イギリス 商社 數は、 海關 報告に 從 へば、 一九二 九 年に 六 百 四十 五、 一九 三 〇 年に 一千 二十 七を數 へた。 この やう 

な 變化は 不可解であって、 吾々 をして 海關 報告の 信頼性 を ー曆疑 はしむ る ものである。 然し、 イギリス 商社の 數 はィギ 

リス 人口と 共に 變 化した が、 イギリス 商社の 比較的 重要性 は 人口 程の 低い 百分率に 低下し なかった こと は、 かなり 確か 

な ことで ある。 一 九 三 〇 年に は外國 商社 中の ニー • 四，^ が、 一 九 二 九 年に は その 七 • 八，^  (疑 ひもな く 大きい 方の 數 字よ 

り もこの 方が より 正確で ある) が イギリス 商社だった。 この イギリス 商社の 百分率 は、 人口の それよりも 三倍 も 大きい。 

吾ケ はこの 同じ 事が 人口と 比較した ィ ギリ ス の 貿易 や 船舶の 場合に も 云 へ る こと を發 する だら う。 

次に 一 丸 三〇 年末に 於け る 在 支 イギリス 臣民の 實際數 を 知る 爲に は、 海 關報吿 の 範圍を 出る ことが 必要で ある。 この 

海 關報吿 によれば 一 萬 三千 十五 人であった。 上海 ェ 部局の 現勢 調亮 は、 共同 租界 及び それに 隣接せ る越界 道路 一 R 域の ィ 

ギリス 人口 は、 六 千 二百 二十 一 人と 報告して ゐる。 上海の フランス 租界に 於け る イギリス 人口 は、 一 九 三 〇 年に 一 一千 一 1 
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百 十九 人であった。 大 上海の 市當 局に よれば >  上海の 諸 所に 全然 支那の 政治的 支配 下に 在る 八 百 九十 一人の イギリス 人 

が をった。 以上の 材料から して、 私 は 全 上海 地方に 於け る 九 千 三百 三十 一人と いふ イギリス 人口 數を 得た。 

【註 一二 五】 a 一-； If  一  VC1. 1, P.  51. (邦 譯、 上 編、 七 1 11 四 頁， 第五 號表〕 

【一 ほ =1 六〕 1 九 三 〇 年 四月の 現勢 調査 Q/",g  ^  Book,  Igl,  I).  694 上海 市 政府の 數字は 同 頁に 再錄 されて ゐる。 

香港に 於け る 支那 人 以外の 市民 は、 一 九 三 〇 年に 一 萬 八 千 百 五十人であった。 この 三分 ノ 一 、 卽ち約 六 千 人が、 アジ 

ァ人 以外の イギリス 國籍を 有する 人々 よりな つて ゐ たと 見て い 、だら う。 

上海 以外の イギリス 人口に 關 する 海 關報吿 をと つて、 それに 上記の 上海と 香港の 數字を 加へ るなら ば、 吾々 は 二十 萬 

なる 總數を 得る， - こ の 數字を 一 九 三 〇 年に 於け る n シァ 人口の 十四 萬 及び 日本人 口 の 多くと も 一 一十 八 萬なる 數 字と 比較 

すべきで ある。 

2 賀易 

イギリスの 對支 貿易に 關 する 最も 比較し 易い 指數 は、 支那 海 關報吿 中に 見出される。 で 私 は先づ この 數 字に 向 はう。 

それが 濟ん だら、 1^ 港 を 含む 全 支那との 間の イギリス 貿易の 評價を 提供しょう。 

聯合 王 國の對 支 直接 貿易 (香港 を 除く) は、 海 關報吿 によれば、 一 九 一 三年に 支那の 總 外國貿 の 一  一 *四％ に 達し 

てゐ た。 イギリス のこの 分 前 は 今世紀の 初頭 以來、 略 この 水準に 止って ゐ たもので ある。 然るに 一九. 三 〇 年に は 僅に 

七 • A ズに すぎなく なった。 ィ ギリ ス の 貿易 額 は 一 九 一 三年に 一 億 一 千 三百 萬 海 關兩、 一 九 三 〇 年に は 一 億 七 千 百 萬 海 


關兩 であった o 全 期間 中の 最低 位 は、 豫 期され そうな ことで はあった が、 大戰の 末年 頃であった。 即ち 一 九 一 .<ネ ひ 

數字は 七 千 五 百 萬 海關兩 以上に 出なかった。 支那の 總 貿易の 七 •  二 である。 顯 著な 事 實は、 全 期 を 通じて、 イギリス 

の 比較的 重要性の 減退と 云 ふこと であった。 

香港の 占む る 割合 は (支那 統計で は 外國の 取扱 をう けて ゐ る). 減退し 鑌 けて、 一 九 〇〇 年の 約 四 〇％ から 一 九 一 三年 

の 約 三 〇％ に 落ちた。 反英 的 ボイコットの 全面的 影響が 感ぜられた 一九二 六 年に は、 一 一 % と 云 ふ 低位に 迄 落ちた。 

初期の 支那 統計 中に 揭 げられ てゐ るのと 同じ ィ ギリ ス諸國 を 採って 見る とき、 吾々 は 香港 を 含めた ィ ギリ ス の^ は * 

一 九 三 〇 年に 支那の 總 貿易の 三分 ノ 一  より 少なかった と 云 ふこと がで きる。 一 九 一 三年に は 殆んど その 半分 位に すぎな 

かった。 繰返して 云 ふが、 この 低落 は 前世紀の 七十 年代 末に 於け る 約 八 五 ％ からの ものである。 

KJil 一一 七〕 これらの 數 字はィ ギリ ス • 英領 インド 及び 香港 を 含んだ 數字 である。 これらの 國々 が 過去に 於け る 支那の s:^ 統計に 

於け る英帝 國を爲 して ゐ たので ある。 香港 を 合む 全 英帝國 の 百分率 は、 1 九 二 九 年に 實に三 二  41,%- であった。 Department  of 

Overs ひ as  Trade,  Economic  Gonditioua  in  pirn,  to  August  30 一  1930,  London,  1930.  p.  72. 

次表 は 支那の 外國 貿易に 於いて 聯合 王國の 占める 重要性 及び 聯合 王國 の外國 貿易に 於いて 支那の 占める 重要性 を 示す 

ものである。 支那 及び イギリスから 出た 銃 計 を 並べて 見た もの だが、 當面、 私 は 次ぎの 二 表に 示された 相違よりも、 寧 

ろ兩 方に 示されて ゐる 一 般 的な 變 化に 與味を 持つ。 

1 九 〇〇 年と 一九 一 三年の 間に、 支那の 貿易に 於いて 占む る イギリスの 割合 は 殆んど 變化を 見せなかった が、 ィ ギリ 

ス 向きの 支那 輸出 額の 百分率に は 著しい 低落が、 そして その 輸入額の 百分率に は 些細な 上向が 起った。 支那から ィ ギリ 
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スに 向けた 輸出が 七 •  一  ％ から 四 •  一  ％ に 落ちた の は、 一 つ は 日本の 輸出が 增 加した ためで あり、 他 は 支那の ョ.' ロッパ 

大陸 行き 輸出品の 仲繼 市場と しての ン ドンの 重要性が 減退した 結 粟であった。 輸入の 些細の 上騰 は 支那 市場 向き 綿 製 

品の 供給者と して、 イギリスが 第一位 を 占めたと 云 ふ 事實を 反映した ものである。 事が 高級の 綿 貨に關 する 限り、 一 九 

3 

1 四 年 前 迄 は、 イギリスの 優越 的 地位 を 虞劍に 脅かす やうな 國はー つもなかった と 云 ひえよう。 

【一 M 三 八〕 サ， -• ケン ネス ，スチ ユア ー ト (sir  ICenneth  Stewart) の ロンド ンに 於け る 最近の 演說を 引用す るに、 『 一 九 一三 年に 

手織 機 用の 太い 綿糸 は 支那 領域 內の 紡績工場 によって 供給され、 より 粗 い 機械 織の 綿布 は 日本に よって 供給され ると いふ 戕蔥 
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第 s 表 支那の 外國貿 0^ に 於け る SI4PHi 國の重 展性 (支 lis の統 針〕. (單位 百 萬晦闢 . 
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第 六 表 聯合 王国の 外 國 貿易に 於け る 支那の 重 装 性 (イギリスの 統計) (單位 百 萬 榜) 


年 次 


支那への 輸出 


出に 劉す M  % 


支那からの 輸入 


聯合 王國 へ の總 

輸入に 對 せる ズ 


聯合 王 國の對 

支總 貿易 額 


聯合 王國 の總貿 

易 額に 對 する 0\§ 


が 起って ゐた。 然して その 殘 りの 品質の もの を 供給して ゐ たの は イギリス である。 事 寅 インドに 次いで、 支那 は 世界に 於け 

る 吾が 最も 重大な 市場 だ つ た。 然し、 インドに は 遙に 及ばな か つたこと は 事赏で あ る。』 (Brliish  Chnmber  of  P0is 

一九 一 三年と 一九 三 〇 年との 間で は、 支那の 外國 貿易に 於け る イギリスの 重要性の 減 返が 目立つ。 f でも， 輸人貿 

易と 輸出 貿易が コントラスト を爲 して をって、 イギリス 行の 支那 輸出品の 百分率 は 殆んど 二倍に なって ゐる。 この 加 

9 

が 戰時中 及び その 直後に 起った こと は 驚く に 足らない。 食料品と 原料が その 當時は 非常に 需要され てゐ たからで ある。 

イギリス は 戰後も 支那から、 1 九 〇 八 —— 一 九 一 三年 間に 於け るよりも 高い パ ー セン テ ー ジに當 る 輸入 を 緩け てゐ た。 

一 九 二 九 年の 數字は 戰時中 を 除いて、 一 八 九九 年 以来の 最高 記錄 であった。 鷄卵 及び 卵 製品の 增 加は顯 著な ものが あつ 

た。 一九 一三 年に 支那 は その 卵 製品の 大量 を ドイツに 送って ゐる 。そのうち イギリスに 輸出され たの は 僅か  一 • 四七ズ 

(七 萬 九 千 五 百 八十 六 海 關兩) にすぎない。 然るに 一 九 二 九 年に は、 イギリスの 分 は 四 七. 八ズ (二 千 四百 七十 四 萬 二 千 

百 六十 五 海 關兩) を 下らなかった。 大豆 及び 豆 油の 輸出の 激增 は、 二百 二十 萬 海關兩 から 一千 九 百 七十 萬 海 關兩に 及 

んだ。 獸皮 等の 如き 他 商品の 輸出 はより 少なかった。 かくて、 イギリス 貿易の 減退の 起った の は、 商品の 支那からの 輸 

人の 方面ではなかった。 

【3Jn 一一 九〕 たと へば 1 九 1 九 年に は、 支那 輸出品の 九 • 1 % は 聯合 王國に 行った。 

〔一 ほ 四 0〕 こ  >- に 一 九 二 九 年の 數字を 出した の は、 世界 不況 前の 情況 を 示す 爲 である。 

次に イギリスから 支那に 輸出され た 商品の 方 を 見る と、 その 占める 割合 は 一 九 一 三年の 一 七 ％ から 一 九 一 一九 年の 九 • 

四 ％ 及び 一九 三 〇 年の 八 丄ニ％ に 落ちた の を 見る。 f でも、 激しい 低落が 大戰 中に 行 はれた こと を 注意すべき であるつ 
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卽ち 一九 一 八 年に は 九ズ迄 下った。 然し 戰 後に は 急速な 恢復が 行 はれて、 一 九 一 九 年の 九 *九％ から 一 九 一 一 〇 年の 一 七 • 

三 ％ ょり少 からざる ものに 上った。 だが、 一九二 〇 年 以來は 絶えす 減退 を來 し、 一九 三 〇 年に は 記錄が 開始され て以來 

の 最低限 度 を 示した. 

【一 M 四  一 〕 I 九 二 七 年 を 除く。 この 年に は イギリス の 割合 は 七 四 ％ だった。 この こと は、 少 くも 一 部分 は、 國民 運動の 成功と 

緩 的な 反英 ボイ コ ット とに よって 說 明され る。 

イギリスからの 支那への 輸出の 減退 は、 イギリス 及び 在 支 イギリス 人の 間に 在って、 多くの 論議の 對 象：^ なって 来た。 

叉、 それ は 公式 的な または 非公式 的な 調査 や 報告の 對象 となって 來た" 『かりに イギリスから 支那への 輸入の 一九二 九 

^の數 字が、 一 九 一 三年の 價額を 基礎と して 換算され たと しても 11 と 最近の 或る 報告 は 述べて ねる I 支那 市場への 

9- 

イギリス 貿易の 數 量の 減少 度合 は顯 著と なる。 それ は 三 〇％ 以上に 達する J と 

「-111 四 二〕  Conclusions  and  Recommendations  of  the  British  Economic  Mission  to  the  I 人.. ar  Ki-st,  1^0  -rd  o/ Inidc  .、owrl. 

May 14, 1931,  p.  627. 

この 減退 は 大部分 支那に 輸出され る イギリスの 綿織物の 減少に 基く と は、 一般の 一致せ る 見解で ある。 イギリスの 綿 

工業の 他 II と異 ると ころ は、 それが 輸出に 依存して ゐる ことで ある。 綿布の 世界 生 i^ii 額の 約 五分 ノ 一  は國際 貿易に 參加 

するとい ふ 計算で あつたが、 一九二 四 年に イギリス 製品の 約 八 0,^ が 輸出され た。 勿論、 インドが その 最大 市場で あつ 

て、 その 第二の 市場た る 支那の 五倍 乃至 十倍の 品物 を吸收 して ゐる。 然るによ く 知られて ゐる やうに、 この イギリスの 

輸出 貿易 は大戰 以來振 はす， 輸出 額 は 一 九 二 五 年から 一九 三 〇 年 迄 かなり 急速に 減退し 來 つたので ある。 本来 この 產業 

は 特殊な^ 點を 持って ゐる。 即ち、 第一 に それ は末發 達な 國に 最初に 起される 產 業の 一 に 葛し、 その 製品 は 競 爭を容 あ 


に 防止し えない。 そして、 頗る ボイコット を 受け 易い ので ある G 

【一！ S 四 三〕 極ま 派遣の 綿 業 使節の 報告の 最後の 節に 引用され てゐる 一 九 二 四 年の 生 康に關 する ィ ギリ ス 現勢 調査. b2rd  of 

Trade  Jour さ户 April 16, 1931,  p.  4S2. 

【註 四 四〕 インド は 一九 〇 九 —— 一九 一 三年に、 聯合 王國 から 輸出され た 綿；^ の 約 四 〇％ を 占め、 一九二 九 年と 一九 三 〇 年に は 

その 約 三 〇％ を 占めた。 一九 三 一年に マン チェス タ ー の Cotton  Trade  Statiscal  Bureau か らプ ラ ィ ゲ ェ ー ト な回，；|！^ 供す 

る 爲に發 行され た The  cotton  T さ dus:rg  Since  the  War を參 照せ よ。 

日本の 競爭の 重大性と いふ 事が、 イギリス 綿製品の 減退に 關 して、 衆 見の 一致した 第二の 原因で ある。 『一九 〇 九 年 か 

ら 一九 一 三年の 時期に、 イギリス は 世界 總 輸出 貿易の 六 〇 ー! 六 五 ％ の 間 を 占めて ゐ たが、 日本 は 僅かに 三 ％ にも 滿た 

なかった。 然るに、 イギリスの 割合 は 一 九 二 九 年 迄に 四 五，^々 に 落ち、 日本の それ は 一 七 ％ に 上った。 イギリス は 一 九 〇 

九 年から 一 九 一 三年の 間に、 平均 年に 五 億 八 千 七 百萬ャ ー ルを 支那と 香港に 楡 出した が、 一 九 二 九 年に は 二 億 一 千萬ャ 

1 ル、 一九 三 〇 华には 僅に 六 千 八 百萬ャ ー ルに すぎなかった。 一九 一三 年に は イギリスの 支那 及び 杳 港への 輸出 は、 日 

本の 價 額の 四 倍だった が、 一 九 三 〇 年に は 僅に その 六分ノ 一  にす ぎなかった. >  1 九  一 ニー  年に は 支那に 輸入され た 『生シ 

ャ ー チン グ』 の 八 五 ％ ょり少 くない ものが イギリスから 來 たもので あつたが、 一九 三 〇 年に は 『生 シャ I チン グ 及び、 ン 

1 チン グ』 の 七三 ％は 日本製であった。 捺染 及び 高級 綿 貸に 於いて は、 依然として イギリス は、 一九二 九 年 及び 一九 三 

〇 年に 重要な 地位 を 占めて ゐ たが、 こ- - でも 日本 品が その 半 以上 を 供給して ゐた。 

sss^  <<ConcIusioiis  aud  Recommendations  of  the  cotton  Missions 一-  Board  of  Trade  Jmrmf,  AI)ril  If-,  p.  482. 

支那が イギリス 及び 日本から 綿布 を輸 人す る 比例 は、 繼鑌 せる 支那の ボイコットの 影響 下に 高低が あった。 一九二 五 
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年 11 一  九 一 一七 年の 反英 ボイ コ ッ トは、 イギリスからの 輸入 を 一 九 二 七 年の 低い 數 字に 引下げて しまった。 然し、 その 

翌年 所謂 濟南 事件の 後に 核いて 反日 ボイコットが 起つ た^に、 急速な 上騰が 起った。 疑 ひもな く、 一九 三 一年と 一九 三 

二 年の 數字 は、 イギリスから 來る 綿布の 比例の 增加を 示して ゐる。 然し、 ボイコット がかく 或る 重要な 役割 を 演じ 來た 

つたと はいへ、 その 底に は 支那の ii 入綿 布 中に 占む イギリスの 分 前の 不斷の 下向 的 傾向が、 根強い 潮流と なって 流れて 

ゐ るので ある 0 

イギリスの 實業家 及び 官吏 は、 決して か、 る 原因の 說 明に 一致して ゐる わけで はない。 事實、 それが 種々 なる 原因に 

基いて ゐる こと は 疑 ひない。 そのうちの 若干の 理由 は、 ラン 力 シャと ロンドン にも 横 はって ゐる。 この 產 業に は 過剩資 

本が 存在して ゐる。 そして 各生產 者が 協力す る こと を 困難なら しむる やうに 組織され てゐ る， と 云 はれて ゐる。 最近の 

綿 業 使節 は、 『吾が 國の ラン 力、 ンャ 製品の 輸出 及び 取引 方法に 於け る 根本的な 改革』 の 必要 を强 調して ゐる。 とはい へ、 

通常 は、 他の 要素に 4 ^犬の 重要性が 附與 されて ゐて、 特に そのうちの 二つが 特別 強調され てゐ る。 そのうちの 一 つと 云 

ふの が、 有効 的な 結合と 低廉な 勞 銀に 基く 競爭 上の R 本の 優位と いふ ことで ある。 第二の 方 は、 色んな 風に 述べられて 

ゐる。 吾々 は吿 げらる。 支那 は 本質的に 價格巿 場 だ。 支那 人 は 品質が 高級で、 値段の 髙 いもの は 買う ことができない 

と。 この やうな 說 明の 分析 は、 通常、 生産と 取引の 分野に 吾々 と 連れ戻す。 日本と 支那の 工場 は 低廉な 製品の 方面で よ 

り 成功 的であった。 そして そのこと は、 ィ ギリ ス の 製品が なほ 愤 格と 品質に 於いて 高級で あると いふ こと を 意味す る。 

-、. 

協同 を缺く イギリスの 取引 方法 は、 とかく、 品質の 標準に 誇大な 重要性 を附與 する。 然るに、 この やうな 取引 方法の 成 

功 は 一 に、 取引 當事 者の 誓約 か、 又は 法廷に よる 契約の 嚴 重な^ 制 かに 依存して ゐる。 だから、 支那の やうな 不 秩序な 


國 家で は， 英美烟 公司 (British  American  Tbacco  company) や 亞細亞 火 油 公司 (Asiatic  petroleum. company) の やう 

に、 高度に 組織的な 取引 制度 を もった 輸入 商に 利益 を 占められ てし まひ、 公開 市場で 取 結ばれた 契約の 強制力に 頼って 

ゐる やうな 輸入 商 は 不利益な 地位に 置かれて 來 たので ある。 

【註 四 六〕 Board  of  Trade  Journal,  April 16, 1931,  p.  4S4. 

【sa 四 七】 一九 三 一年の イギリス の： 派遣の 綿 業 使節と 一 九 二 九 年に 日本 を 訪れた H-i エスた 〈ー ス (A.  S.  PearsO  (The 

coitst  Industry  of  Japan  and  Manchester,  1929) とが、 他の 觀察 者と 均しく、  nu 本に 於け る 低 銀の 効 sl^ は その 

能率 低下に よって 帳 消に される こと はない と 云ふ點 で、 意見が 一 致して ゐ るの は 意義深き ことで ある。 綿 業 使節 は あからさま 

に 次の やうに 述べ てゐる 。『日本の 紡績 業者 は 決して ラ ンカ シャの 同一 工場が 使用す る だら う 程の 人数 以上に 勞働者 を 使用して 

ゐる譯 ではない。 而も 一人前の 賞 銀はラ ン カシャ よりも 低 簾で、 勞働 時間 は それよりも 長い。 それで ゐて 1 人前の 一 時 問 あた 

りの 生 產高は 吾國と 同等で ある やう だ』 と。 (Board  of  Trade  Js.ml,  April 16, 1931,  p.  483. 

【一！ a 四 八〕 イギリス の 綿 業 使節の 主席 サ ー ひァ ー ネスト * ト ム ソン (sir  Ernest  Thompson) は、 一 九 三 〇 年 十二月 八日の 上海に 於 

ける 晚餐會 に 於 いて 述べ て 曰く、 『私 は 頂 度 日本から 戻って 參 つたと ころであります  そして；？^ は 極めて はっきりと 次の 如く 

申し上げる ことができます。 卽ち、 私が 日本で 織られて ゐ るの を 見た 綿布の 多く は、 そして 私が 荷 造され てゐ るの を 見た 品物 

の少 くと も 半分 は、 マン チェス タ ー でなら 支那に 向けて 船積みす る も のとして は、 不適 赏 として 斥けて 仕舞 はれる やうな 品で 

ありました。 更に 私 は * 斷 言いた す ことができます。 よしんば、 吾々 が イギリスから そんな 品 を 送った としても、 ？ぉ 地の 諸君 

は それ を 排斥して しま はれた ことで せう。 ：：： 私が 諸君に 御 願いた したいの は ：：： もしも 競爭 者が、 現在 吾々 が强 いられて を 

ります やうに、 注文に は 分 も 違 はぬ やうに 正確に 應 ずると いふ 必耍 から 彼 を 開放いた す 制度の 下に 取引 をいた しますならば、 

彼に とって 非常 な る 便宜 であると いふ 事實 を 悟られたい ことであります』 と。 British  C 一一 mf  of  Com 看 ce  Jourmi, 

(Shanghai),  Dec.,  1930,  p.  :M.5. 

ラン カシ ャの傳 銃、 綿貨 貿易に 於け る 取引 方法、 日本の 競爭、 支那の 舫繽 工業の 勃與、 綿製品に ついて ボイコットが 
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頗る 行 はれ nj^ いこと 等、 これらすべてが支那の：ii貨貿=^刀及び輸入貿易 一 般に 於け る イギリスの 分け前 を 減退 さすのに 一 

役 演じて 來 たので ある. - 例へば、 機械 類 等の 如く 依然 イギリスが 自己の 地位 を 維持して ゐる 方面 も あるが * 一九 一 ニー 年 

と 一 九 三 〇 年との 問の 製品の 分野に 於け る 相違 は 頗る 顯著 である。 

次に 私 は 一 九 三 0 ハ ヰの イギリスと-^ 港 を 含んだ 支那との 問の 總 貿易の 評價に 目を轉 じょう。 ィ ギリ ス の 香港 を险 いた 

支那との貿：：^卢總額は 一 億 七 千 百 萬 海 關-刚 で、 支那 貿易の 七 • 八％ であった. - 香港 政 狩 は 一 九 三 〇 年 四月に 貿 報告の 公 

表 を 始めた が、 一 九 三 〇 年の 九ケ n 間の 香港の 數 字に 基いて、 私 は 香港 を 含めた 全 ま 那の總 貿易 を 計算した。 その 結 si- 

1 一十三 億 一 一千 十 萬 海 關兩が 支那 總 貿易 額、 そのうちの ィ ギリ ス の. HI める 割合 は 第五 表の 如く 一  億 七 千 百 萬 海 關兩、 (七， 

八 ％) ではなくて、 二 億 一千 六 百 三十 萬 海 關兩、 (九 丄ニ％ で) ある こと を發 見した。 香港 を 含め. ると、 支那 總 貿易の 姿が 

より はっきり する。 そして、 それが イギリスの 百分率 を かなり 高い ものにさせて ゐる こと は、 意義深い ことで ある。 

第セ表 イギリスと 支那 間 及び 支那 • 香港 圚の 貿易 
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C!M 四 九】 Irort,。  Trade 養 I  s^i%g  Edurm,  December,  1930. 1 九 三 〇 年の 海關兩 へ の 換^率 は 1 海 關兩一 一 三 六 香 

港 弗と した。 

3 航  業 

一 九 一 三年に 支那の 外 同 貿易 及び 開港 場 間に 於け る 貿易に 從事 せる、 支那 船 及び 外國 船の 總噸數 を 示せる 一 般 数字に 

よれば、 イギリス 國 旗を揭 げた 船舶 顿數の 百分率 は 四  一，^ であった。 一九 三 〇 年に は イギリス 船舶 噸數の 百分率 は 約 三 

七 ％ であった。 イギリス は 支那 全 貿易に 從事 せる 近代的 船舶の 他の どこの 國 よりも 大きい 百分率 を 保有して ゐた。 (日 

本 は 二 九 ，三> ^であった)。 

もし 所謂 沿岸 貿易、 卽ち、 開港 場 間の 貿易に 目を轉 じて 見るならば、 吾々 は 支那 船舶 を も 含めた 總噸數 の 三 八 ％ をィ 

ギリ ス船が.^めてゐたことを發見する。 もし、 支那 船の 噸數を 除去す るなら ば、 イギリスの 割合 は 沿岸 貿易に 從事 せる 

外國 船舶 噸數の 五 〇％ に 及ぶ の を 見る ので ある。 

『內河 航行 章 程』 下に ある、 屢々 河川 航路 船と 呼ばれて ゐる 船舶 は、 開港 場と 非 開港 場 間の 貿易に 從事 する 一 切の 船 

舶を 含む ものであるが、 この 規則の 下に 登錄 された 外國 船舶 數は、 一九 三 〇 年末に 五 百 四十 四 隻で全 體のニ 〇丄ニ％ で 

あった。 海 關報吿 はこの やうに 登錄 された 船舶の 國 籍に關 して 何等 報告す る 所がない。 然し、 種々 な 條約港 を 出 人した 

國旗 別の 船舶 顿數 に關 して は 報吿を 提供して ゐる。 それによ つて、 吾々 は 河川 航路に 從事 せる 船舶 中外！： 船の 占める 

喷數 は、 その 船舶 數の 場合の 二 〇 上 11% でなくて • 1 1 *七％ である こと を 見る。 然して、 支那 船舶 噸數を 含む 總 1^ 數に 
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對 する イギリスの 百分率 は 了 八 ％、 外國 船の みの 噸數の 一 五 *八％ であった 。內河 航行 章 程 下の 支那 船舶の 增加 は、 ゴ 

九 三 〇 年 迄に * ィ ギリ ス のこれら の 百分率から 多くの 重要性 を 奪 去って しまう 程 大きかった のであった。 

これらの 數 字から" 2： 國 貿易 卽 ちま 那の 沿岸 及び 河川 貿易に 從事 せる 汽船の 約 五分 ノ 一  は、 一 九 三 〇 年末に イギリス 國 

旗の 下に 在り、 また 外國 船舶の 五分 ノ 二が イギリス 船であった ことが 計算で きょう。 この 決 論 は 上海で 提供され た報吿 

によって 支持され てゐ る。 私が その 出 所 を 述べる 自由 を 有して ゐな いこの 報吿數 字に よれば、 イギリス 會社 は、 沿岸 貿 

易と して 支那 香港 間の 貿易 を 含む 支那の 沿岸、 河川 貿易に 於け る 船荷の 四 二，^ と、 略 同一 パ ー セン テ ー ジの 旅客と を 運 

んだ。 この 事から して、 私が 二 〇％ と評價 した イギリスの 噸數 が、 それよりも かなり 大きい 船荷 船客の 割合 を 運送した 

と 見做して 問 違 はない。 支那の 內國航 業に 占める 日本 船の 割合 は 一 九 一 三年 以來增 大したが、 然し 1 九 三 〇 年末に はィ 

ギリスが この 方面に 於け る 指導 的な 外國 であった ので ある。 ， 

4 投資 11 三つの 評價 

支那に 於け る イギリス 投資 額の 竟極 的な 數字を 得る に當 つて、 私が 基礎と した もの は 三つの 發 表されない 評價 であつ 

た。 この 三つの 評價 だけが 事業 投資の 領域の 大部分 を 覆 ふた 報告と して 利用し うる ものである。 私 は これら を、 支那 政 

府の外 固に 負う 債務に 關 する 公表され た 資料 を 補ふ爲 にも 利用した。 

第 一 の評價 は、 ロンドンの 王立 阈際 問題 研究所 (Royal  Institute  of  International  Affliirs  of  London) の委： 員： 會の作 

成にか^るものでぁ^^.^ 此の 委員 會は 大平洋 問題 調査 會の 京都 會議に 提出され た 所の 一報 吿を 作成した。 王立 國際 問題 


研究所 は、 一九 三 I 年 七月 迄に 受理され た 一切の 報 吿を總 計に 含ませた 上で、 その 研究 を 私の 利用に 供 さるる の 好意 を 

示された。 日本 及び アメリカの 評價を 研究して 見た 後に、 最上の ものである ことの 判った 事業 投資の 分類 は、 始め ィギ 

リス 委員 會 によって 採用され た 分類と は 遠って ゐた。 エッチ •  H I. ウィンダム (H.  A.  wyndham) 閣下 及び 王立 研究 

所の 幹部の 諸氏 は、 報告の 全體 にあたって 見て、 それ を 他國の 調査と 比較し うる 如き 形態に まとめる 事に 私 を 援助 さる 

るの 勞を とられた。 王立 國際 問題 研究所に よる この 調査の 結 ra^ として 到達され た 種々 な數字 は、 以下の諸"^3;に褐げるだ 

らうが、 差當 つて、 こ \ では、 イギリス 委員 會の 報吿は 得意 を 除く イギリスの 支那に 於け る 利益の 數字 として、 彼等 

の 言 ふ 如くん ば 略々 二 億 六 千萬磅 (十一 一億 六 千 萬 米 弗) と 見做しうる 數 字に 到達した こと を 指 適する だけで 充分で ある。 

【註 五 0】 一九二 九 年の 早くに、 支那に 财產を もって ゐる イギリス 諸 商社に 送られた 書簡の 署名 者 は 0,  S.  Addis,  K.  D. 

Stewart,  A.  Brools  smith,  Tli.  Gregory, 及び Dennis  Rob>ertson であった。 

〔lss 一〕 特に 私 は圃書 及び 刊行物 係り 書記 マ ー ガレット *ィ1* タリ ー ヴ孃 〔g~iss  Margaret  E.  cleeve) に 負う ところが 多い。 

第二の 評價は 支那に 於け る 四百 十四 商社からの 報告に 基く 劉大釣 氏の 評價 である。 私 はこれ に、 支那 政府 立法 院 統計 

處の孫 極 氏の 評價 にか.^ る 一 九 二 九 年 十一 一月 卅 一 日 現在の ィ ギリ ス の 保有す る 支那 政府 債務 額 を 合算しょう。 この 二つ 

を 合した もの を、 私 は 支那 人の 評價 にか \ る イギリスの 支那に 於け る 投資 額と して 指す ことにしよう。 劉 氏の 報吿 はも 

と 一 九 二 九 年に、 彼れ の 『支那に 於け る外國 投資』 (Foreign  Investments  in  China) に發 表された ものである。 然し 一 

九 三 一 年 四月 迄に 受理され た 報告 を 含む もっと 最近の が 編纂され てゐ る.。 劉 氏の 得た 報吿は 彼に 十五 億 支那 以上の 數 

字を與 へたが、 然し、 彼 は イギリスの 事業 投資 を 十億 支那 弗と 評價 する のが 適當 だら うとの 結論に 到達した。 彼が 彼れ 

の 計算に 當 つて 用. ゐた 換算率 は、 一 mi 一  〇• 七 〇 支那 弗であった。 大略 一 一 支那 弗 を 一 米 弗に 均しと 見て、 劉 氏の ィギ 
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リス 專紫 投资の 評價を 米貨に 換 1^ して 五 億 米 弗になる。 これに 孫 氏の 計算に よる イギリス 政府 債務 額 を 加へ るなら ば、 

イギリス の 支那に 於け る 投資の 支那 人 側の 評 價は六 億 八 千 四百 萬 米 弗 を 超えない とい ふこと になる。 

【一 五 二〕 本處は 現在 は國民 政府 主席の 直接的 監督 下に 在る ものと 信ずる" 

第三の 評價. ほ 上海に 於け る イギリス 商業 #議 所の 作成に か.. -る ものであって、 1 丸一 一六 年から 始まって 一 一年間に 亘る 

勞 作の 結 3^ として 得られた ものである。 直接に 照會 して 得た 實 際の 報吿 結果 は、 事業 投資 及び 布 敎財產 の 頃 目下に 總額 

一 億 八 千 五 百 四 十五 萬 三千 四百 八十 五 it を 示した。 以上の 諸 報告の 編輯が 完成した の は 一 九 一 一七 年で あるが、 その 時に 

は、 種々 の 商社に よって 供給され た數字 は、 旣に控 目な ものと 見做された。 そこで 商業.^ I 議所 書記 は、 一九二 七 年以來 

の牧益 率、 財産の 增加 及び その 價 格の 增大 等に 關 する 彼れ の 知識に 基いて、 支那 政府 債務の イギリス 保有 分 を 含めた 支 

那に 於け る イギリスの 利益の 總 額の 推測に 掛 つた。 その 結 ST 彼 は 香港 を も 含めた 支那に 於け る イギリスの 利益 總 額の 

推測と して、 三 億 五 千 萬 磅と四 億薛の 間の 見當 をつ けた。 その 低い 方の 額 をと る ことにして、 吾々 は 上海の イギリス 商 

業き 議 所の 評 價が三 億 五 千 萬磅、 即ち、 十七 億 米 弗で ある こと を 見出す ので ある。 

以上 は、 竟極 的な 評價の 基礎と して 利用され ねばならぬ 三の 評 價に關 する 重要な 事項で ある。 但し、 これら 三の 評價 

の 备總額 を 上に 揭 げたから とて、 その ま&で 互に それが 比較し 合へ るの だとい ふやうな 印象 を讀 者に 與へ るつ もり は 決 

してなかった こと を斷 つてお かねば ならない。 三者 間の 相違の 一部分 は、 違った 項目の ものが 含まれて ゐ たり、 同一 名 

稱が異 つた 意味 を 持って ゐ たりす る事實 に. B 來 して ゐる。 この 三者 を 批判的に 吟味した 上で、 私 は 私 獨自の 評價を 提供 

しょう。 私 は その 評 價に對 して賓 任 を 負う も Q では あるが、 然し、 實際は その 三のう ちの 何れから か 借用し なかった や 


うな 數字 はすこし も その 中に 含んで ゐな いので ある。 

5 政府 债務の 保有 高 I！ 三つの 評 債 

王立 1: 際 問題 研究所の 評價 は、 この 項目の 下に 次の 如き 細目 を 含んで ゐる. - その イギリス 分の み を 示せば 次の 如くで 

ある。 

镥保 借款 (圃匪 賠償金 を 含む)  三 一 、五 〇〇*〇〇〇 磅 

無 擔保借 二、 il〇〇、〇〇〇 ク 

イギリスの 單獨に 所有す る鐵道  I 1、 五 〇〇、〇〇〇 ク 

合 辦鐵道  七、 五 〇〇、〇〇〇 ク 

支那 政府の イギリス 商社に 負 ふ 債務  一、七一八、〇〇〇ク 

支那に 於け る外國 租界 當局發 行の 債券  四、 〇〇〇、〇〇〇 ク 


* 


計  五八、 六 I 八、 〇〇〇々* 

アメリカ 貨幣に 換算 すれば イギリス 委 If 會の 評價は 二八 五、 二 六 四、 四 九 七 米 になる。 

次に 支那 人 側の 評價 は、 一 九 一 一九 年 十一 一月 卅 一 日 現在の 支那 政府 債務の 評價に 限られて ゐる ( 

計 を 得る に當 つて 採用した 方法 を 示す ものである。 

財政 部の 債務  二三、 九 二 六、 六 一 九錢 

擔保 借款  一 七、 七 七 六、 11 一九 七磅 

無 擔保 借款  六、 一 五 〇、 ニニ ニク 

交通 部の 信務 
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分類 は 孫 氏が 彼れ の總 


四 


二    CD  五 
CD    CD  C3 


八 八 
九 九 
八 六 

年 年 
の 

の 
四 一 
分 五 
+ 分 

利 禾 IJ 

金 金 


擔保 及び 無 保 債務 

計 


三、 八 六 六、 二 九 四 


三 七、 七 九 ir 九 1 三ク * 

* 米货換 I- 額 は 一八 三、 九 一九、 ニー  一 米 弗で ある。 

上海の イギリス 商業 會議 所の 評價は 1 支那 政府 務を 別に 取扱って ゐな いので、 こ、 に 描げ る わけに ゆかない。 

支那 政府の I 般的 目的の 爲 にす る借欵 —— ィ ギリ ス 投資の 最後 的 評價に 到達す る 第 一 歩 は、 鐵道 借款 を 除く 支那 政府の 有 

擔保 借款の、 一 九 三 〇 年 十一 一月 卅 一 日 現在高 を 提示す るに 在る。 上記の 數字は 證券 發行 場所の 原則に 從 つて 到達され た 

数字であって、 他 國で發 行され たもので 現在 イギリス 人の 所有に か- -る もの を 含んで ゐ ない。 而 して か \ る發行 場所の 

原則に よる 支那 政府 擔保 證券の イギリス 人 保有 高 表 は、 公表され た 諸 報告から 作成す る ことができる。 それ は 二つの 例 

外 を 別にして、 上記 第三 表に 示された ものと 同一 である。 

第 八 表 支那 政府の 一 殺 的 目的の 爲に發 行され た 借 の 一 九 三 0 年 十二月 末に 於 

ける イギリス 保有 高 


九 三 〇 年 T. 二月 5- lis 在 高 

 (. 米 弗) 


ィ ギリ ス保有 


金 


額 (米 弗) 


八、 七 S 九、 七 一一 S 

111.20四、八八^1 

1 三、 Is 八、 八 QQ 

二 1、 九 Im 七 一； 


mi  、八 六 一一 

一ん、 カ五 二、  SETl 一一 

さ ー、一ーー0 八、 八 00 

晝，1 一一 一一 八、 九 八 五 

七ん、 m^uro さ 


一九  一二 年の 五分 利金 款 (克 利斯浦 借款) 

1 九 1 三年の 五分 利 善後 借 

An  計 


私 は 一 九 三 〇 年末に 於け る これらの 借款の 總 計が、 七 千 九 百 五十 七 萬 五 千 九十 米 弗 即ち 約 千 六 百 三十 K 萬磅 である こ 

と を 見出す。 これに 包含され て ゐる諸 借款 は、 上記の 支那 委員 會の 作成に か X る 總額千 七 百 七十 七 萬 六 千 三 ほ 九十 七薛 

の 財政 部の 檐保 借款と 同 一 借款で ある。 その 間の 差違 は 全部 一 九 三 〇 年中の 償還 支拂 による ものと 說明 しうる。 從 つて， 

私の 統計と 支那 側の それと は 全然 一 致す る。 

【1M 五三】 克利 浦 借款に 對 して は、 一九 三 〇 年に 償還 支拂 はなされなかった。 

然し、 王立 國際 問題 研究所 は、 三千 百 五十 萬磅、 即ち 一億 五 千 三百 三十 萬 米 弗の 總計を 出して ゐる。 尤も、 これに は 私 

の 含ませなかった 團匪 賠償金が 人って ゐ るので あるから、 その 中から 一 一千 百 八十 八 萬 米 弗 を 差 引いた 殘 りの 一 惊 三千 百 

四十 二 萬 米 弗 を、 私の 約 八 千 萬 米 弗と 比 絞すべき である。 而し てこの 雨 者 間の 差額の 說明は イギリス 委員 會の 評價 中に 

は、 イギリス 人の 所有に か.^ る 他 國 で發 行され た 支那 公债分 迄が 人って ゐ ると 云 ふ事實 にある ので はない。 一 部分の 理 

由 は、 イギリス 委員 會は 元金の 支拂 があった もの を檢討 • 整理す る ことなしに、 すっと 早い 時代の 總額を その ま- - 採用 

したと 信すべき 充分な 理由が あるので ある。 他の 一部の 理由 は、 私が 他の 項目に 編 人した 借款 を、 イギリス 委員 會 はこ 

こに 人れ てゐる 事に よる もの だら う。 私 はこの 項目 下の 私の 數字 をば、 得られる 限りの 最上の ものと して 推蓝 する。 

支那に 於け る外國 租界 市 自治 體の 債券 11 この 項目に 屬 する ものと して、 ィ ギリ ス 委員 會の揭 げた 額 は 四百 萬磅 である。 

支那 側の 評價は 全然 これ を 省略して ゐる。 イギリス 商業 會議所 は 別に それだけ を 離して 評價を 試みて ゐ ない。 この 細目 

は 支那 g 於け るィ ギリ ス 投資 總額 中に 包含 さるべき である こと は 疑 ひない。 これらの 债 券が ィ ギリ ス に 於いて 所 荷され 

てゐる 限り、 その 利拂は 支那からの 支拂を 構成して ねる。 又 それが 支那 在住の イギリス 市民に よって 保 if されて ゐる限 
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り は， 支那. s の イギリス 『居留民 J の財產 保有 高の 一 部 を 構成して ゐ るので ある。 

か.、 る 債務の 額 は、 容易に 決定し がたい。 イギリス 委員 會は、 上海の 共同 租界の 度務 として 四百 萬 磅の額 を 報告して 

ゐる。 これらの 愤務は 一九二 九 年 八月 八日 日附の 協定の もとに、 上海 ェ 部局の 電燈處 を受繼 いだ アメリカ 會社 上海 電力 

公司 (Shanghai  Power  company) からの 支拂 によって、 すっと 減少した。 從 つて、 共同 租界の 一 九 三 〇 年の 借款 現在 

高總額 は、 三千 八 百 二十 四 萬 二 千 三百 上海 兩と 報吿 された。 これ は 十二 上海 兩 = 一 磅 として、 三百 十八 萬 六 千 八 百 五十 

八 碌 の 計算になる。 イギリス 委員 會は疑 ひもな く、 ェ 部局の 電燈 處が賫 却され ない 以前の、 現在 借款 高が 約 六 百 萬 で 

あった 顷の狀 態 を 念頭に 人れ て をった ので ある。 イギリス 委員 會も疑 ひなく そう 見た ので あるが、 以上の 憒務 中の 三分 

ノ 二が イギリス 人の 手中に 在った と 見做して 妥當 であらう。 かくて、 一 九三〇年末に於ける上海ェ部局の！^3務中、 y ギ 

リス 人の 所^に か X る 分の 合理的な 評價は 一 一 百 萬 である。 

〔一!；! J 五 四 J  Asm 二/  Bcpod  of  11 ら xf-t.  Muuldpol  Co 賺 一.l  For  the  Fs,r  1930,  r-al.t  2,  一 )}).  ：J72,  0. 

【！！ Si 五 五〕 o.  K.  .Lieu,  F。rd<Jn  pnx  -.71  chf 1929,  Slia 一  ighai,  1929,  A,pp.  A,  p.  125. 『上海 ェ 部局の 年次報告 は、 1 九 

二 九 年に 倩 券の 一 〇％ を 超えない ものが、 支那 人の 手中に 在った を 示して ゐる J 

恐らく は イギリス 人の 所有して ゐた 香港 政 II の公债 は、 同市に 於け る 銀行業 者に よって 約 八十 萬 接と 評價 された。 こ. 

れは 滅^ 基金 を 差 引き 及び 一 九 一 一七 ハ+の 六 分利 公共事業 借款が 一 九 三 1 一年に 支拂 はれる こと を 考慮に 人れ ての 計算で あ 

る。 次に 天：^ に 於け る イギリス 和界發 行の 債券の 一九， 二 九ハ牛 十二月 三十 一 日 現在高 は 二百 二十 七 萬 八 千 八 百： 大津兩 であ 

つた。 而 して これらの^ 券 は 上海の 共同 租界の 债翁 以上に、 ま那 人の 所有に か \ つて ゐる ものが 頗る 多い。 イギリス 人 

の 手中に ある 天津の イギリス 积界當 局の 發行债 券の 現在高 は、 一 九 三 一 年に 約 十 一 1 萬 五 千 と評價 された。 その他の 外 


國^^界自治體の债券中、 イギリス 人の 所有す る 額 は、 考慮に 値せぬ 程 至って 小額であった。 尙、 支那 都市の 地方 當 ni^ は 

海外から、 もしくは、 支那 內 部の 外人 金融 機關 から 借人 を爲 した ことがない こと を 附記すべき であらう。 

【！! JS 五六〕 writish  Government  ltcl()nial  Reports,  tiorsjkon- ぬ, Report  for  ltJ2S,  p. ひ. 

以上の 諸 評價を 合算す ると 二百 九十 二 萬 五千錢 となる。 私 はこの 數 字を以 つて、 外國 人が 或 程度の 政治的 管理 權を^ 

して ゐる 支那に 於け る 地方 政府の 長期 債務 中、 イギリスの 保有に か X る 額の 妥當 な評價 であると 見做す。 これ を 米 弗に 

換算 すれば、 千 四百 二十 三 萬 五 千 弗で ある。 

支那 政府 鐵道 11 王立 國際 問題 研究所の 評價 は、 この 項目に 屬 する 統計 を、 最近の 责任 ある どの 評價 よりも 高く 揭げて 

ゐる。 即ち、 鐵道 投資 は 千 九 百 萬薛、 米 弗で 九 千 二百 五十 萬 弗と 示されて ゐる。 この 額に、 支拂 政府が イギリス 諸會 

社に 負う 負債と して 揭 げられ て ゐる百 七十 一 萬 八 千磅の 一部分 を 加へ ねばならない。 蓋し、 その 中には、 疑 ひもな く、 

私の 表で は鐵道 以外の 交通 機 關の爲 の 借款と して 揭 げられ て ある ものが 含まって ゐ るからで ある。 王立 阈際 問题 研究所 

の數 字が 大きい 主な 理由 は、 疑 ひもな く、 以下に 述べる 他の 評憒の 場合と 違って、 より 古い 時期の ものであるから であ 

る 0 

イギリス 商業 〈1: 議所 は、 刖に鐵 道 借款の 數字を 取 出して 扱って ゐ ない。 よって、 吾々 の 考慮から 除外して 差 支ない。 

支那 側の 評 價は孫 氏の 作成した 鐵道债 務の表 を 含んで ゐる。 それ は 愼审： な 測定の 結 si- であって、 私 は それ を 私の ィギ 

リス 鐵道 投資の 最後 的な 評價 として 採用す る こと を 提議す る。 而し てこの 評 憤 を 他の 二つの 評 價と比 ia- - きで ある。 

その 一 つ は 最近の もの、 他の 一つ は 一 九 一 一三 年度の ものである。 一 九 一 一三 年の 評價 は、 當 時の 支那 政府の 交通 部に よつ 
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て 作成され た記錄 中に 見られる が、 それに よれば、 イギリスへの 债務は 一億 六 千 七 百 五十 三 萬 七 千 五 百 三十 八 支那 弗 * 

即ち (當時 採用され た 一 米 弗 iH 一 支那 弗の 換算率 を以 つて) 八 千 三百 七十 六 萬 八 千 七 百 六十 九 米 弗であった。 

「!MS セ J 交 P 部 印行に か、 る Tabks  Showing  F§,i.ows  Obligations  of  fjs  Ministrg  oj  cs さ mw さ 1.3 た cai.cuklled  up  to  January 

31. i". 

最近の もの は、 一九 三 一年に 支那 政府 鐵道 部が 私の 爲に 作成して くれた ものであって、 一九二 九 年 十二月 三十 一日 現 

在に 於け る、 國^ によって 分類した 鐵道 債務 を 示して ゐる。 今 それ を 左表に 示せば 次の 如くで ある。 
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(材料の 出 所 は 支那 政府 鐵道 部) 
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扨て、 孫 氏の 評 價に戾 らう。 孫 氏の 勞作は 劉 氏の 勞 作と 協同して 遂行され たもので、 彼 は 上記の 鐵道 部が 一 九 一 一九 年 

の 表 をお 成す るに 當 つて 利用した 村 料に 接近す る 機會を もった。 私の 採用した の はこの 彼れ の 評 憤で、 即ち、 私の ィギ 

リス 投資 總額 中に 包含され た 額 は 六 千 七 百 九十 四 萬 八 千 六 百 十三 米 弗で ある。 もし、 これよりも 新しい 評價が 利用し え 

られ るに しても、 その 相違 は 上記の 額に その後の 延滞利子と 內外债 整理 委員 食の 活動に よって 或は 明み に 出される かも 

知れぬ やうな 物資 供給 債務 を附 加した ものに 過ない だら う。 從 つて、 イギリスの 鐵道投 资總額 を 六 千 八 百 萬 米 弗と 見て 

差 支な からう。 今 その 詳細 を 示せば 左表の 如くで ある。 
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五八 J  Baylin,  J.  R.,  Foreign  CHflu<ym  。f  China,  p.  78. 及び QdncL  Fear  Book,  1931,  p.  365. 


第 十 I 表 鐵道 以外の 交通 機 關の爲 の 支那 政 麻 債務 中 イギリスの 分 
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大東 電報 公司 (Eastern  wxtention  Telegraph  company) の 手 を經て イギリスの 參 加した 最初の 海底 電線 契約 は、 一 

九 三 〇 年 十二月 三十 一 日に 滿期 となる 害であった。 支拂は その 期日 迄に 完了され る 害であった ので あるから、 上表に 示 

したやう に未濟 全額が 延滞して ゐ ると 見做して い. t だら う。 支那 政府^ 當 借款 契約の 調印 者た る イギリス 會 社と デン マ 

-' ク會社 (大北 電報 公司 Great  Northern  Telegraph  company) と 結んだ 新 契約 は、 協定が 絶望的に 兑 えた 後に やつ 
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と交涉 された もので、 私の 報道 を 受けた ところでは、 前表に 示した 海底 電線 債務 を 減少させる やうな、 支那 政府に よる 

何らの 支拂も 含む もので はない。 

〔一 IJi 五 九】 協約の 公表され た條 項に ついては Qdrm  Fear  Boo,  Igl,  p.  0. を參 照。 財政 的な 決定 は 公表され てゐ ない。 

前表 中の 最後の 借款 を 除いた 他の 全部 は、 通常 『檐保 J 借款と 見做されて ゐる。 然し 乍ら、 この 最後の マル コ -1 1 無 

線 電信 借款 前渡金 は、 一九二 五 年の 財政 整理 委員 會 によって 考慮され た 俊務表 中に も 含まれて ゐ ないし、 また、 一九二 

七 年の 財政 部の 作成に か&る 所謂 無擔保 借款 表の 中に も 載せられて ゐ ない。 然し、 明白な 協定の 存在 及び 債務 成立 沿革 

史は、 一九二 五 年 以来 無擔保 債務なる 名稱が 特種なる 考慮の 爲に 保留され てゐる 際、 それに 含めす にこ X に 擧げる こと 

を 合理的な らしめ るので ある。 

無^保 借欵 11 以下に 考察 さるべき 一 組の 債務 は、 無檐 保な りと 見做されうる 支那 政府の 借款 全部 を 含む わけで はな 

い。 蓋し • 第 九 表の 鐵道 债務 中には 無擔保 債務と 稱 しうべき もの を 含んで ゐ るからで ある。 即ち， 以下に 褐げ る债務 は、 

一般に、 財政 部の 無擔保 借款 及び 不確 實擔保 借款で あるが、 私 は 他の 項目 下に 掲げられなかった 他の 不確 實檐保 借款 を 

も 含める ことにする。 

支那 政府 は これらの 債務の 總額を 得る 爲に、 た，、 1 度 だけ 眞劍な 試み を爲 した ことがある。 卽ち、 一 九 一 一 五 年 十二  ET 

册 一日に その 最後 的な 報 吿を爲 した、 かの 財政 整理 委員 會の K 力作が それで ある。 同 委員 會は 支那 政府 側の 記錄 から はむ 

ろん のこと、 债權者 側から も 數字を 得た ので あるが、 イギリスの 場合、 兩 者の 總 額の 差違 は 二百 萬 支那 弗 以上の もので 

なかった。 で、 イギリスに 對 する 債務 額の 同 委員 會の數 字 は、 四千 六十 八 萬 四千 五 百 四 支那 弗であった。 財政 審理 委 


員會 のこの 數字 は、 一九二 八 年 北京で 財政 部に よって 作成され た 一報 吿の 中に、 一 九ニ七年末迄の分が附加されて發^^^ 

されて ゐる。 この 支那の 報 吿を私 は 以下に 一九二 七 年の 記錄 として 指稱 する ことにする。 イギリスの 場合に ついて 言へ 

ば、 その 中には 第 十 表に 揭 げた 鐵道 借款が 一 つ 入って ゐ るから、 その 分 を 控除す ると イギリスの 總額は 二 千九离 三千 五 

百 十五 米 弗で ある ことが、 この 一九 一 一七 年の 記錄 から 判明す る。 

〔_ISIH 八 o〕  Lieu,  D.  K.,  Eol-elm  Investments  m  China,  Sliangliai,  ;19^9,  jx  37. 

支那の 無擔保 債務の 新しい 調査 は、 一 九 三 〇 年 十一 月 十五 日に 支那 政府 側と 主要 諸 債權國 側との 問に 行 はれた 會議の 

後に その 仕事 を 開始した 內 外債 整理 委員 會 によって 着手され た。 その 事業の 結果 は、 まだ 何ら 利用し うる ものがない。 

從 つて、 吾々 はこの 新 委員 會は 一九二 七 年の 記 錄の數 字より は、 幾らか 多い 數 字に 到達す るで あらう と 推測す る 以上の 

こと を爲 しえない。 これらの 諸 債務 をめ ぐる 諸事 情 はかくの 如くで あるから、 イギリスの 總額を 約 二 千 萬 米 弗 見當に 兑 

てゐる 一 九 二 七 年の 記 錄の數 字 を 採る ことが、 最善と 思 はれる。 

扨て、 この 表 中の 最大の 項目 は、 飛行機 購入の 爲のヴ イツ 力 ー ス會社 (vickers  Company,  Ltd.) に對 する 債務 及び 

前記の マルコ 11 1- 無電 公司に 對 する 無電 設備の 爲の 債務で ある。 ヴ イツ 力 ー ス舎 社に 對 する 愤務 は、 元來、 名 SI 上 は 百 

八十 萬 三千 二百 磅の 額で あつたの だが、 實 際に 受取った の， は 百 六十 五萬磅 であった。 その 使途 は 飛行機 購 人の 爲で、 支 

那に 於け る 航空 業發達 計畫の 一部 を爲す ものであった。 吾々 の 告げられる 所に よれば、 本 計畫は ハンドレイ • ベ ー ヂ 

(Handley-page) 旅客機 六臺、 ヴ イツ 力 ーっゥ イミ ー (vicker-vimy) 商業 機 四十 臺、 ヴ イミ ー 練習機 四十 臺 及び ァヴロ 

2 

式 六十 五 臺の購 人 を 含む ものであった。 商業 航 發 達の 爲の 念入りの ブランが 立てられ、 設備 は 軍事的 目的に は 利^し 
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ない と 云 ふ 保 證が與 へられた。 これらの 飛行機の 大部 は、 然し、 一 九 二 〇 年中に 軍部 指導者ら によって、 沒牧 されて， 

全 計 畫は頓 坐を來 してし まった。 一 九 二 七 年の 記錄 は、 この 一 つの 債務の 額 を， 一 九 二 七 年末 現在 二百 六十 三 萬 二 千 五 百 

七十 三磅と 述べて ゐる。 兩當事 者 間に、 當 設備 は 恐らく 軍事的 目的の 爲に 利用 せられる だら うとの 非公式の 諒解な くし 

て、 か. -る 取引が 行 はれた と は 信じが たい。 これ は、 日本の 場合に はもつ と 立 入って 吟味した。 所謂 無擔保 債務なる も 

のの 性質の 僅かに 一 例に すぎない。 但し、 イギリスに 對 する 無擔保 債務の 全部が この種の もので あつたと 想像して はな 

ら ない。 例へば、 その 中には、 大英國 に 於け る 支那 舉 生の 爲 にゥェ スト ミンスク ー 銀行 (Westminster  Bank) が 前貸し 

た 小額、 及び、 イギリスの 船會 社に 對 する 賠償金が 人って ゐ るので ある。 

【一 iKl 六  一〕 0-  0. ひ. and  ffi.  K.  I-.,  Notes  §  the  fwuleauatdy  Secured  .Loans  of  Chhm,  P ひ Idngf,  1§6, で. 16* 

〔Isi 六 二〕  。Fl  yes.  i;s.、J,  192911930,  p.  484. 

6 一  九 三 一 年に 於け る 支那 政府 債務の イギリス 保有 高の 槪括 

以上の 諸 頁に 示し 来った イギリス 投資の 概括 を 示せば 次表の 如くで ある。 

第 十二 表 一 九 一一 一 一 年に 於け る 支那 政府 債務の イギリス 保有 高 (百 位 は 千 位に 四捨五入、 單位米^§;) 


七 九、 五 七 五、 〇〇〇 

六 七、 九 四 九、 〇〇〇 

1 、九 六 一 、o〇o 

二 〇、〇 九 四、 oo〇 
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7 他國に 於いて 發 行され た 支那 公債の 買 入れ 

私 は 通例の 如く 以上の 總額 を、 證券 發行 地の 原則に 從 つて 得た。 即ち、 それ は イギリスで 發 行され た 證券が その ま. - 

イギリス 內に留 つて をり、 他方、 他 國で發 行され たもの が イギリス 人に よって 買 入れられなかった ものと しての 總 額に 

相當 する。 然しながら、 よく 知られて ゐる やうに、 他 國の發 行に か X る ものが、 イギリスに 流入して ゐ るので ある。 例 

へば、 一八 九 六 年の 五分 利金 款の ドイツ 發行 にか- -る 公愤の 利子 支拂 が、 德華 銀行 (Deutsch-Asiatische  Bank) との 紛 

爭に 基いて 中止され た 時、 a ン ドン • タイム ス紙は 述べて 曰く、 『ドイツ 發 行の、 大量で はない にしても 多くの 公 が、 

最近 年ィ ギリ ス の 投資家に 賫 却され た J と。 

〔一！ M.1 八 I 一一〕  Hit  Times,  April 6, 1927. 

ロンドン に 於け る 銀行業 者に よって 私の 利用に 供せられ た數字 は、 ドイツ 及び u シァ發 行 證券に して ィ ギリ ス の 保有 

にか \ る ものと して、 一 九 三 〇 年 十一 一月 三十 一 日の 次の 如き 現在高 を 示して ゐる。 

1 八 九 六 年の 五分 利金！^ 

ドイツ 發 行の もの  1 六 五、 〇0〇磅„» 八 〇 二、 九 七 二 米^ 

1 八 九 八年發 行の 四 分 牛 利金 款 
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1 六 九、 五 七 九、 〇〇〇 

1 四、 二三 五、 〇〇〇 

1 八 111、 八 一 四、 〇〇〇 
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ドイツ 發 行の もの  五 九 〇、〇〇〇 榜 h  二、 八 七 P  二三 五 米 弗 

I 九 一 三年の 五分 利 善後 金款 

ドイツ 發 行の もの  八 七 〇、〇〇〇.^= 四、 1 1 三 三、 八 五 五 米 弗 

口 シァ發 行の もの  六 五 〇、〇〇〇榜= 三、 1 六 三、 ニニ 五 米 弗 


合  計  二、 二 七 五、 〇〇〇.^= 1 1 、〇 七 一 、 二八 七 米 弗 

卽ち、 合計 二百 二十 七 萬 五 千薛、 米 弗に 換算して 約 千 百 萬 弗で ある。 尤も、 これに 包含され てゐ るの は、 イギリス 國 

. 内 に 在る ものと して 銀行業 者に 明白に 知られて ゐる ものにすぎ ない。 從 つて、 疑 ひもな く 全 保有 高 はもつ とかな り 大き 

かった 害で ある。 恐らく その 二倍 はあった らう。 私 は イギリスの 保有 高と して 二 千 萬 米 弗と 評價 する ことの 不合理で な 

いこと を 信す る。 

フランスで 發 行され た 公債の イギリス 人に よる 買 人れ に關 して は、 やはり 明白な 報告が ある。 卽ち、 銀行業 者 は 次の 

やうな 報告 を 提供して くれた。 

1 九 〇 八 年の (英佛 ) 五分 利金 款 

フランス 發 行の もの  五 〇〇、〇〇〇榜= 二、 四 三 一 一一、 二 五 〇 米 弗 

1 九 一 三年の 五分 利 善後 金款 

フラン ス發 行の もの  三、 六 〇〇、〇〇〇磅= I 七、 五 一 九、 四 〇〇 米 弗 


合  計  四、 一 〇〇、〇〇〇 磅 = 1 九、 九 五 二、 六 五 〇 米 弗 

^ち、 一 九 三 一年に イギリス 人 は 四百 十 萬磅、 米 弗で 約 二 千 萬 弗の フラン ス 公債 を 所有して ゐた。 銀行家 は フランス 


公俊の 總 保有 額 は、 この 額より さう 多く は あるまい と 信じて ゐる。 以上の 二つの 額 を 合算して、 吾々 は 四千 萬 米 弗なる 

總額を 得る。 そして、 もし 一切の 事實が 判明す ると すれば、 それ は 四千 五 百 萬 米 弗に 達した かも 知れぬ。 私 は 四千 二百 

萬 米 弗 を、 合理的な 評價 として 採用 せんこと を 提案す る。 

前に、 發行 地の 原則に 從 つて 得られた 支那 政府 債務 總額 は、 一億 六 千 九 百 九十 七 萬 九 千 米 弗であった。 現實 保お の 原 

則と も稱 すべき ものに 基いて、 新な 總額を 得る に は、 それに 四千 二百 萬 米 弗を附 加す る を 要する。 さう すると 二 億 一千 

百 五十 七 萬 九 千 米 弗と なる。 この 額に、 更に、 外國 租界 自治 體の债 務額を 加算せ ねばならぬ。 かくて、 吾々 は 支那に 於 

ける 政府 組織 體の 債務 中、 イギリスの 保有す る 分と して 二 億 一 一千 五 百 八十 一 萬 四千 米 弗なる 最後 的な 總 額に 達する。 

支那 政府 證券の 全 イギリス 保有 高に 關 する 他の 手懸り は、 內國收 人 調査 委員 (commissioner  of  Inland  Revenue) の 

年次報告 中に 發 見され る。 卽ち、 牧人 稅 C 號 表の 下に 於け る 支那 政府 證券の 報 吿收入 は 一 九 一 一七 年 11 一  九 一 一八 年度に 

1 一 百 一 萬 七 千 一 一 百 四十 五薛、 一 九 一 一八 年 —— 一 九 一 一九 年度に 百 八十 二 萬 七 千 六 百 三十 九碟に 達した。 ギ 五分と して、 報 

吿 された 牧 入の 資本 還元 を 行 ふなら ば、 前の 方 は 一 億 九 千 六 百 萬 米 弗、 後者 は 一 億 七 千 八 百 萬 米 弗の 財産 額と なる。 

所で、 例へば、 克利斯 浦 借款 及び 湖 廣鐵道 借款の やうに、 若干の 借款 は 一九二 八 年中 支拂 がなかった こと、 並びに、 

例へば、 英怫 借款の やうに 一部分し か支拂 のない ものが あった こと を 忘れて はならない。 また、 無擔保 借款 は これらの 

年度 中支 拂 がなかった こと も 記憶せ ねばならぬ。 これち の 事 實を考 ふる 時、 この 報 吿收入 は 私の 到達した よりも 多い 評 

價を 支持す る ものであると、 若干の 自信 を以 つて 主張し えよう。 

〔一！ Si 六 □】 C 號表は 『その 收入 源に 對 する 推定に より 課稅 される、 イギリス 領土 及び 外國 政府 證券からの 收入』 を 包含して ゐる。 
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第二 翁 各 國 篇  SI 二八 

上記の 數字は 72nd  .B6.por~  of  commtassmrs  of  His  Majesty 一 s  sand  for  tha  Fear  mdina  March  31, 192 ヌ ？  81 

及び l3rd  RepoH,  p.  75 に 見出される。 

【一 SH 八 五】 國務 次せ 口 バ |ト*ァ ント -I ィ*ィー デ ン氏 (Mr  nobert  Anthony  Eden,  Under-Secretary  of  ^^^s は、 一 九 三 一 

年 十 一 月 二十 三日 下院に 於いて 次の 如く 述べた。 『イギリス 臣民が 最も 多く 關 係して をり、 且つ 一 九 三 〇 年 十二月 箭 一 日 現在 

に 於いて 減債基金 又は 利子 或は その 双方に 亘 つて 種々 な 程度で 不拂 になって ゐる 支那 政府 證券の 額面 は、 私の 確め られる 限り 

では、 その 《：s 時 大體千 八 百萬磅 でありました。 で、 問題の 借款 全部が 技術的 意味に 於いて 口 ン ドン 市場で 賈 出された もの かど 

うか は、 一 層の 調査 を またねば 明言し えません』 と。 Parlla 画 tary  Debi,  Official  neport, ひ th  Series,  vol.  go,  col. 12. 

8 事業 投 資 ，—— 三 つの 評價 

この 項目の 下に 於け る 第一 の 課題 は、 できるだけ 簡單 明瞭に 上記の 三 評價の 結娱を 提示す る ことで ある。 イギリス 委 

員會 は、 兩者を 合して 彼等の イギリス 事業 投資 評 價額を 示す ところの 二つの 額 を 提出した。 即ち、 第一に、 彼ら は 彼ら 

が發 した 照 會に對 する 回答から 得た ところの 七 千 百 三十 七 萬 七 千 七百薛 なる 額 を 報告して ゐる。 而 して、 彼ら はこの 額 

を 次の やうに 報告して ゐる。 

香  港  一四、 五 二 〇、三〇〇磅 

上  海  .11 一八、 四 九 七、 四 〇〇ク 

その他、 ノ  一  1 一 I 、六 九 〇、〇〇〇 ク 

»  0i  四、 六 七 〇、〇〇〇々 


計 


七 1 、三 七 七、 七 00 ク 


〔註 六 六〕 これ は 他の 項目の 下に 報告され なかった 沿岸 及び 河川 航 業の 附加を 現す ものである C 


次に、 第二の 額 は 照 會に對 する 回答 中に 含まれて ゐ なかった 若干の 項目で あるが、 n ン ドンで 爲 された 評價 の：^,^ そ 

れを附 加すべき であると された ものの 評價 額で ある。 即ち、 その 內譯を 示せば 左の 如くで ある。 

1、 土地 (上記の ものに 報告され て をらぬ 土地〕  四 七、 五 〇〇、〇〇〇 嫁 

二、 私的 抵當權 (上海の み〕  三、 五 〇〇、〇〇〇 グ 

三、 イギリス 商社の 引受けた 最近の 借款  二、 五 〇〇、〇〇〇 ク 

四、 鑛山 (上記の ものに 合 まれぬ 鑛山)  二、 一 〇〇、〇〇〇 ク 

計  五 五、 六 〇0、〇09 

かくて、 この 二つの 額 を 合せる と、 イギリス 委員に よって 報吿 された 額 は 一億 二 千 六 百 九十 七 萬 七 千 七 百 礎で ある。 

記憶すべき は、 約 六 〇％ の 商社が 照 會に應 じた ことで ある。 同 委員 會は その他の 報告され なかった 銀行 投資 を 含む もの 

として 一 千 萬 乃至 二 千 萬 磅を附 加すべき ことと、 彼らの 受領した 報告から は 除外され た 住宅 價額 として 四百 萬磅を 追加 

すべき こと を 提案して ゐる。 從 つて、 イギリス 委員 會の 報告 は 一億 二 千 七 百 萬磅と はなって ゐ るが、 支那 及び^ 港に 於 

ける イギリスの 事業 投資の 眞の總 額 は、 少く とも 一億 四千 萬磅 であった と、 彼らが 信じて ゐる こと は 明かで ある。 

, 劉 大釣氏 はかれの 最近の 結 粟 を、 大平洋 問題 調 查會の 一 九 三 一 年度 會議 の爲に 準備され た 一 パ ン フレット 中に 描げ て 

7 

ゐる。 彼れ の 報吿は 四百 十四の イギリス 商社から 得た もので あり、 又、 彼 は 支那に 於け る イギリス 實業 家の 協同に 對し 

て 負う 所 ある を 感謝して ゐる。 私 は 劉 氏の 原の 總 額から ゴム 栽培 地に 對 する 報告 を 省く ことにする。 蓋し、 この 投资は 

全然 支那 外に 存在す るからで ある。 さう すると、 彼れ の 總額は 一 九 二八 年末 現在高と して、 十五 億 百 三十 九 七 千 七 百 

五十 ま那 弗になる。 彼れ の 使用した 換算率 (一 〇*七〇 支那 弗 = 英貨 ー磅) によって 英貨に 換算 すれば、 一億 四千 三十 一 
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萬 七 千 五 百 四十 六磅 である。 これ は 上記の イギリス 委員 會の數 字に 著しく 接近して ゐる。 然し、 劉 はこの 數字を 全然 多 

すぎる と 信じて ゐる こと を 附言せ ねばならぬ。 彼れ の 意見 は 次の 考慮に 基いて ゐ るので ある. - 彼れ の總 額なる もの は 彼 

に 報告した 商社の 拂込资 本 を 示して ゐ るが、 彼 は 英貨で 報告され た 保險會 社の 拂込资 本が、 三千 萬磅 以上 を 含んで ゐる 

こと を發 兌した。 彼れ の 信す ると ころに よれば、 これ は 殆んど 全部 支那 外に 於け る 保有 高 を 現 はした ものである。 更に 

彼 は 製造業の 下に、 二 千 九 百 九十 萬磅の 額が、 英貨で 報告され てゐ るの を發 見した。 彼 は 云 ふ 、『吾々 は 香港に、 その 事 

業の 範圍 がその 本 國內に 在り、 その 資本が 磅で 示されて ゐる 非常に 澤 山の イギリス 製造、 菜 商社が 存在す る こと を發 見す 

る。 而 かも、 かれら は その 生産物の 支那に 於け る贩賣 を增 進させる 特殊の 目的の 爲に、 香港 政廳の 下に 登錄 されて ゐる 

、-ノ 

ので ある』 と。 私 は 以上の 二分 野に 於け る 限り 彼れ の 主張が 正し こと を 承認 せざるをえない。 然し、 私 は 彼が 結論して 

ゐる やうに 磅貨で 示されて ゐる 事業 投資 は 全部 支那 外に 在る と 迄 は 信じない。 彼 は 第 一 に 五 億 九 千 五 百 八十 萬 支那 弗な 

る 支那 貨で 報告され た 全額 を、 次に、 支那 貨 以外の 貨幣 及び 英貨に よって 報告され た 全額の 四分ノ 一  を以 つて、 ィ ギリ 

ス 事業 投資 額と 見做す ことによって、 彼れ の 最後 的な 評價に 到達して ねる。 卽ち、 支那 貸で 八 億 七 千 萬 支那 弗なる 評 僧 

を與 へて ゐ るので ある。 追加 的な 報告の 結果と して、 彼は尙 ほこれに 若干 額 を 加 へんと して ゐ るから、 結局、 彼れ の最 

後 的な 總額は 十億 支那 弗、 約 一 億薛 になる。 イギリス 委員 會の總 額と 比較せ ねばなら ぬの は、 卽ち この 額で ある。 

【一 1JH"4.-  k  .Fcresr*  rnveBt 一 rwrits  B  Qh-ut 一  1931"  sllan^hai,  iy31. 

【SJ 六 八】 にさ- o.  K.,  Foreign  f 籠 stmis  l.Tl  Qhim,  1931,  p. 10. 

次に、 上海に 於け る イギリス 商業 食議 所の 報吿 は、 彼らが 特に 實 際の 報告に 基く もの だと 斷 つて ゐ ると ころの 事業 投 
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資の數 字 を 包含して ゐる。 而 して * それらの 報 吿は布 敎圑體 の 分 を も 含み、 その上、 例へば 上海 ェ 部局の 俊 券の 如き * 

私が 支那 政府 債務の イギリス 保有 高の 項目の 下に 揭 げたやう 若干の 額 を 含ん でゐ る。 これらの 旣 知の a^EI を 控除す る 

と、 イギリス 商業 會議 所の 報告 は 次の 如くなる。 


海  1 六 四、 二 七 二、 五 〇 四磅 

津  八、 〇〇〇、〇〇〇 ク 

口  三、 七三 四、 1 四五ク 

東  lll、〇oo、〇〇〇 ク 

卒  五 〇〇、〇〇〇 ク， 


計  1 七 九、 五 〇 六、 六 四九ク 


上海の イギリス 商業 會議 所の 書記 は、 この 額を餘 りに 少な 過ぎる と 信じて ゐる。 そして 彼 はこの 中には 香港の 投资を 

含まない こと を 指摘して ゐ るので ある。 彼れ の 意見で は、 一 九 一 一七 年の 總額 は少 くと も 一 一億 萬&, でなければ ならな かつ 

た。 その上、 一 九 三 一年 三月 末の 狀態を 示す 爲に は、 更に 追加 を爲 さねば ならない と 彼 は 信じて ゐ るので ある" 

かくて、 吾々 は 一億 磅 から 二 億薛に 至る イギリス 投資の 三つの 評價を 得た。 次の 問題 は、 この 三つの 評憒 をば 合理的 

な 1 つの 額に まとめる ことで ある。 

9 ィギ タス 事業 投資の 最後 的な 評價 

イギリス 投資の 最後 的な 總 額に 到達す るに 當 つて、 私 は 上 揭の三 評價が 各々 獨自 の照會 によって 得た 赏 際の 報告に 基 
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いて ゐ ると いふ 事實 に依賴 する 所 頗る 多い ので ある。 いづれ もこれ ら實 際の 報 吿數が 報告され てゐる わけで ある。 

先づ、 香港に 於け る イギリス 投資 を 考察しょう。 イギリス 委員 會は 私に 千 匹 百 五十二 萬 三百 磅 なる 總額を 報告して ゐ 

る。 私 はこれ に、 イギリス 委員 會 によって 他の どこに も 報告され てゐ ない 沿岸 • 河川 航業 投資 額 四百 六十 七萬磅 なる 額 

の 半分 を、 香港 分に 附け 加へ る。 更に、 私 は 廣九鐵 道の イギリス 區 間に 對 する 香港 政廳の 投資 を 現 はす ものと して 百 六 

十萬磅 なる 額を附 加す る。 蓋し、 本鐵 道の 投資 は 香港 政廳 の財產 であると は 云へ、 ちゃう ど 南 滿鐵道 もしくは 東 支鐵道 

の やうに、 イギリスの 事業 投資 も 現 はす ものであるから である。 以上の 數字を 合算して、 私 は 香港に 對 する 投資 總 額が 

千 八 百 四十 五 萬 五 千 三百 磅 である こと を 見出す。 

〔一 _ljt 六 九】 本鐵 道へ の 投資 は 香港 政 廬 の 債券へ の イギリス 投資と して 前に 報告され た 額 中に も 含まれて ゐ ない。 

次に、 上海 以外の 殘り のま 那全體 に 於け る イギリス 投資 を 見よう。 イギリス 委員 會は 彼らの 得た 報告からの 總額 とし 

て、 千 三百 六十 九萬谤 なる 數字を 報告して ゐる。 彼らの 述 ぶる 所に 從 へば、 彼等 か 照 會を發 して その 回答 を 得た 割合 は 

六 四 V ひ， である。 イギリス 委員 會は、 上海 以外の 支那に 於け る イギリスの 土地 保有 額 は、 千 五 百 萬 接に 達する との 意見で 

ある。 この 千 五 百萬薛 のうち、 二百 八十 一 萬 一千 磅 だけが 回答 中に 報吿 された。 よって この 土地 總額を 含有させる 爲に、 

吾々 は 照會の 回答 中に 報告され た 上記の 額に 千 一 一 百 八十 七 萬 九 千 錢を附 加せ ねばならぬ。 鑌 業に ついては イギリス 委員 

會は、 イギリスの 總投资 額 を 三百 三十 萬磅 に評價 して ゐる。 このうち、 百 二十 萬^ は 回答 中に 包含され てゐ る。 從 つて 

吾々 は それに 含まれぬ 二百 十萬谤 とい ふ 額 を、 鑛業 投資と して 附加 する 必要が ある。 以上の 細目の 合計 、卽ち 上海 以外 

の 支那に 於け る イギリス 事業 投資 總額 は、 二 千 七 百 九十 七 萬 九千薛 になる。 私 はこの 額 を 利用し 能 ふ 報告から 得られる 


最善の 評價 として 採用す る。 イギリス 商業 會議 所の 報吿 にか- -る 上海 以外の 支那に 對 する 總計は 約 千 五 百 二十 萬碟 で、 

それで は 全く 少額に 失して ゐる やうに 私に は 思 はれる。 

最後に、 吾々 は 最も 困難な 問題、 即ち 上海に 於け る イギリス 事業 投資 評 價に來 たわけで あるが、 王立！！ 際 問題 研究所 

の イギリス 委員 會と イギリス 商業 會議 所との 報告の 間に 最大の 差額が 出た の はこ こで ある。 イギリス 委員 會の 評惯 では 

三千 八 百 四十 九 萬 七 千 四百 磅で、 これに 別項 目の 航業 投資 額 四百 六十 七 萬薛の 半分 を 加 へれば、 吾々 は 四千 八十 三 萬 1 j 

千 四百 磅 なる 數 字に 達する。 

イギリス 委員 會は千 六 百 三十 三 萬 七千磅 なる 上海の 土地 保有 額 を 報告して ゐる。 かれら は 他の 場所で、 上海の 土地 保 

有 高 總額を 五 千 五 百萬錢 に評價 して ゐる。 私自身の 評價 は、 上海 ェ 部局の 公表に か.^ る 報告から 推定した ものである。 

即ち、 私 は イギリス 人 名義で 登錄 されて ゐる 土地の 一 九 一 一九 年に 於け る 課 稅評價 額が、 三 億 十九 萬 五 千 百 1 一十 五上 海兩で 

あった こと を 見出した。 所で、 一 九 二 六 年に は イギリス 臣民の 名義で イギリス 領事館に 登錄 されて ゐ る外國 租界に 於け 

る 土地 總額 は、 二 億 八 千 二百 九十 萬 上海 雨で、 そのうち 一億 三百 三十 萬 上海 兩は イギリス 人 名義に なって ゐる とはいへ 

事實は イギリス 人の 所有でなかった と、 吾々 に は iS へられて ゐる。 この 事から して、 私 は イギリス 人 名義の 登錄 土地の 

三分 ノーが、 支那 人 所有の もので あつたと 評價 する。 この 割合 を 一九二 九 年の 數 字に 適用す る ことによって、 私 は 共同 

租界に 於いて イギリス 臣民に よって 現實に 所有され てゐる 土地 價額 として、 一 一億 上海 雨なる 數を 得る。 

5i 七 0〕 地 價の八 厘に 相當 する 地租 總額 二百 四十 萬 千 五 百 六十 一 雨 を 基礎に した 數 である。 F6dh,  M^i.  Vol. 2,  p.  170. 

(邦 譯、 下 編、 一 八 六 1 七 頁 第 十三 表) 
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【113 七  一 〕 R,t,  vcl. 1, p.  323. (邦 譯、 中編、 一 一 九 1 二 0 頁) 

吾々 はこれ に、 課稅 算定 人に よる 低 評 價に對 して 若干 を 加算せ ねばならす、 更に 共同 租界 以外 主として フラン ス 租界に 

在る イギリス 人 所有に か \ る 土地 財產を 加算せ ねばならない。 かくて、 上海に ある イギリス 人 所有の 價格 は、 一九二 九 

年に 三 億 上海 兩の總 額に 達して ゐ たとい ふの が、 極めて 事實に 近い 評價 であらう。 卽ち、 1 接 == 八丄ハ 上海 兩の 割合で、 

約 三千 五 百 萬磅の 額で ある。 從 つて、 私 は 上海に 於け る イギリス 人の 土地 所有 高 は 四千 萬磅 程であった らう ことに は 進 

んで 賛意 を 示す ものであるが、 五 千 五 百 萬 接と いふ イギリス 委員 會の報 吿は餘 りに 多き に 失する こと を 認めざる をえ な 

いので ある。 

tsit 七 一一】 1 九 三 一 年の時價にょれば恐らく五億上海兩に近かったら，^。 

もし、 イギリス 委員 會の總 額が 四千 萬磅の 土地 保有 額 を 含む やうに 變更 される とすれば、 吾々 は 上海に 於け るィ ギリ 

スの 事業 投資 額と して、 六 千 四百 四十 九 萬 五 千 四百 碌なる 新しい 總計を 得る ので ある。 

然し、 イギリス 商業 會議 所の 方の 報吿 では、 それが 一億 六 千 四百 二十 七 萬 二 千 五 百四磅 とい ふ 非常に 相違した 數 にな 

つて ゐる。 この 總 額に 關し、 私 は その 中に 上海 以外の 地の 分が 人って ゐる こと を 知って ゐる。 例へば、 若干の 大きい 會 

社 はかれら の 總財產 を 上海の 事務所 を 通じて 報告して 來、 そのため、 私 は それら は 皆 上海の 分に してし ま はれた の だと 

吿 げられ てゐ る。 更に、 イギリス 商業 會議 所の その他の 支那に 對 する 數字 は、 その 全部に 直る 一般 總 計が 遙か大 である 

のに 拘ら す、 王立 研究所の 數 字よりも すっと 少 いのは 不合理で ある。 だと すれば、 吾々 に 必要な の は それによ つて、 上 

梅の イギリス 商業 會議 所の 評憒を 修正 するとろ の 方法な ので ある。  „ 


そ 香 上 

の 

他 

の 

支 
那 
各 

地 港 海 


合 


き 2 


一九 r 九. 一 ハー、 八 Gls= 九 さ OKCrcOQ 米 卯 


零 Q 


〔ー註七三】 ； 1^ 自身の 推測 は 左の 如くで ある- 

上  海 

第 十六 章 支那に 於け る イギリスの 投資 


1 三 〇、〇〇〇、〇〇〇 榜 


四 三 五 


爲し えられる 一 つの 修正 は、 たしかに >  上海に 關 する 商業 會議 所の 總 計から、 その他の 支那に 關 する イギリス 委員 會 

のー 一 千 七 百 九十 七 萬 九 千 碌とィ ギリ ス 商業 會議 所の 千 五 百】 一十三 萬 四千 磅 との 差、 即ち、 千 I 一 百 七十 四 萬 五 千 碟を差 引く 

ことで あらう。 即ち、 この 控除に よって 吾々 は、 一億 五 千 百 五十二 萬 七 千 五百磅 なる 修正され た 數字を 得る ので ある。 

私 は、 かくて、 上海に 關 する 修正され た 王立 國際 問題 研究所の 總 額と、 同じく 修正され た 商業 會議 所の 總 額と を 得 

た。 前者 は 六 千 四百 萬磅 であり、 後者 は 一億 五 千百磅 である。 このうち 前者が 餘 りに 少額に 失して ゐる事 は 明かで あ 

る。 從 つて、 私 は 後の 大きい 數 字の 方 を 採らざる をえない。 と は 云へ、 この 數字は 上海 外の 合計 を もっと 大きく し、 同 

時に 上海 內の 合計 を もっと 少なく する ことによって、 更に 修正の 耍 ありと 私 は 確信して ゐる。 然しながら、 その 修正 を 

果 しうべき 報吿 がない ので、 私 は 次の もの を以 つて 以上の 三つの 利用し うべき 評 慎に 基く、 支那に 於け る イギリスの 事 

業 投資の 總額 として 採用す る ことにする。 

第 十三 表 1 九 二 九 年に 於け る イギリスの 支郝に 於け る蓽業 投資  . 


總 額に 對 する ％ 
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香  港  三 五、 〇〇〇•〇〇〇„ - 

その他の 地  三 〇、〇〇〇、〇〇〇 ク 

^ イギリスの 投資の 分野 

イギリスの 事業 投資の 地理 的 分布 は、 報告の 利用し えらる & 限りに 於いて、 前表に 示した 通りで ある。 これら 投資の 

場面と しての 上海の 優越性 及び その 增大し 行く 優越性に 就いては、 疑 ふ 餘地は ほとんどない。 私に 疑問に 思 はれる の は 

前に 私の 指示した 如くに、 上海の 優越性 は 前表に 示す ほど それ 程 大きい かどう かと 云 ふこと である。 Z 

事業の 性質 別によ る 事業 投資の 分布に 就いては 次表の 示す 如くで ある。 


第 十四 表 事業の 性質 别 による 支那に 於け る イギリスの 事業 投資の 分布 
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上記の 表 は、 イギリス 委員 會の 受取った 報告と 支那 側の 調査の 結 3^ に 共 土く ものである。 イギリス 委員 會の 受取った 報 

吿 について は、 一般に 採用され た プランに 基いて、 その 結果 を 分類す るの 努力が 爲 された。 略々 七 千 一 に 及ぶ 百 十一 

商社の 報告され た 投資 は、 その やうに して 分類され た。 所が、 航 業の 分 だけで も 約 三分 ノ 一 を、 また 輸出 人 業が やはり 

三分 ノ 一  近く を 占める ことが 判明した。 この 事 實が眞 實とは 受け とれない。 これらの 項目が 過當に 重く 視られ たの は、 

この 調査が 口 ン ドンで 行 はれた ものである ことから、 容易に 說 明が つく。 

支那 側の 調査に ついては、 その 報告 は 刊行され てゐ る。 但し、 これらの 報吿は 劉の 註釋に 基いて、 保險 業と 製造業の 

場合と に 於いて 先づ 訂正 を 蒙った。 然るに、 一般に 用 ゐられ た 分類に 從 つて 分布され たこの 訂正 總額 は、 製造業に つい 

て 約 四 五 ％ と いふ 優越 さ を 示し、 それに 反して、 輸出 人 業のに ついては 約 一 〇％ とい ふ 信じられぬ やうな 貧弱な 百分率 

を 示した ものである。 この場合 も、 製造業 を 過 重視した 理由 を說 明す る こと は 容易だった。 即ち、 それ は 一般に 製造業 

が、 かなり 多額の 設備の 存在 を 必要と すると ころから 來 たものに 外なら ない。 

【一 I;!; 一-七 四〕 Lies,  D.  Foreign  F 震 stments  in  CMna,  193J, ひ iiangliai,  1931,  p. 

【一 l!i 七 五】 若干の 香港の 會社は 支那 及び 香港 以外に 企業 設備 を 所有す る、 との 劉の 叙述 を 記憶すべき である。 

そこで 最後に 採用され た イギリスの 投資の 分類に 關 する 方法 は、 ィ ギリ ス の 調査と 支那の 調査との 兩方を 基礎に して 

各項 目 別の 平均 百分率 を iS ると 云 ふ 遣 方だった。 次で、 この 百分率 別 を イギリス 事業 投資 總 額に 適用して、 その 各 目 

の 金額 を 得た のが 上記の 第 十四 表で ある。  • 

拨て、 本 表に 於け る 個々 の 項目に 關 して は、 私の 到達した 評價を 裏書す るに 足る かなり 多數の 散在した 報吿が 存在し 
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てゐ る。 

運輸 業の 領域に 於いて は、 航 業が 飛拔 けた 重要性 を 占めて ねる。 沿岸 • 河川 貿易に 從事 せる イギリス 船舶の 最近の 記 

錄は、 船舶 百 四十 八隻、 噸數 二十 八 萬 四千 九 百 九 if と稱 せられて ゐる。 支那に 於け る 最大の 英國 商社であって、 太古 

洋行 (Butterfield  and  Swire) と關係 ある 支那 航業會 社 (China  Navigation  company) 一  會社 だけで も、 以上のう ち 十 

六 萬 一 千 四百 四十 唢へ 八十 七 隻の船 を 所有して ゐだ。 劉 は 船舶に 對 する 總 投資 を 一 億 六 千 萬 支那 弗、 私が 航 業の 中に 一 

切が 包含 させた 船渠、 機關、 造船に 對 する 投資 を 二 千 九 百 萬 支那 弗と 報告した。 イギリス 委員 會は 船舶の 投資 だけで 一 

億 三千 萬 米 弗と 報告した が、 然し、 それに はま 那に 於け る 投資と して 考 ふることの できない 若干の 大洋 汽船が 含まれて 

ゐ たので ある。 

【一 UJ セ六〕 China  B8k,  1931,  Chap.  5,  pp.  95—118 

鐵 道の 下に 在って は、 廣九鐵 道の イギリスの 分 だけの 一項 目 在る のみ。 この 鐵道 建設の 爲に 香港 政 廳 の 提供した 全額 

は 二 千 四百 萬 香港 弗で、 その 建設費 は 一九二 八 年末迄に 二 千 八 百 五十 萬 香港 弗と 傳 へられて ゐる。 政廳の 投資に 對 する 

利子 は 同年 分が 四十 九 is?: 八 千 五 百 七十 一香 港 弗であって、 約 五分で ある。 よって 私 は 一千 六 百 萬 ボンド を以 つて、 英國 

の本鐵 道への 投資 額と 見た。 

鑛 業に 於け る イギリスの 投資 は、 主として 三 會社を 通じて 行 はれて ゐる。 開 灤礦務 局への イギリス 側の 參加 者た る 支 

那 製造 鑌業會 社 (Chinese  Engineering  and  Mining  Co.) は、 百 萬錢の 株式 資本と 一 九 三 〇 年の 現在高 七十 九 萬 一 一千 磅 

の 六 分利 社懷を 有って ゐた。 一 さ 一八 年と 一 九 一 一九 年 は 一 1 割 五分と 二割の 配當 が、 一 九 三 〇 年に は 九分の 配 當が行 はれ . 


た。 j 九 三 一 年 六月 三十日に 終る 年度に 對 する 配 當はー 一分 五 厘であった。 河南 省に 鑛山を 所有して ゐる福 公司 (Peking 

syndicate) は、 百 二十 四 萬 1 一千 八 百 一 一十一 一 磅の拂 込 資本 を 有し、 又 * 福 中 公司 (FU  Chung  corporation) (資本 百 萬ま那 

弗) として 知られて ゐる 一 阪賫食 社の 半數の 株式 を 所有して ゐる。 本 公司 は 最近 年の 財產 保有 高 を 八十 六 萬 五 千 八 百 九 

十九 磅と 報告した。 最近 數年來 一 切配當 をし てゐ ない。 一九 一 一九 年に 鑛業財 產が媽 玉祥將 軍に よって 沒收 されて しま 

つたので ある。 而も この 將軍 はこの 鑛 山の 操業に よって、 相 當の收 入 を 確保した と 云 はれて ゐる。 門 頭 溝 炭坑の 所有 會 

せた る 通 輿某礦 公司 (T§g  using  Sino-Foreign  Coal  Mining  Co.) に 就いては、 利用し えらる、 何ら 最近の 報吿 もな 

い。 當 # 社の 半數の 株式すな はち 五十 萬兩は イギリス 人の 所有に 屬 して ゐ るので あるが。 尙、 劉の 報告で は鑛 山に 於け 

るィ ギリ ス 投資 額 を、 一 一千 七 百 萬 支那 弗と して ゐる ことに 注目すべき であらう。 

【_ 王 4141〕  Maguire,  C.  R.,  The  China  Stock  i  Share  Hd,,  1930,  Shangliai,  1930, で.^ 70. 

〔__l:li 七 八〕 ^^coswus  (London),  December  20, 1930,  p.  1196. 財 產報吿 は 百 八十 三 萬 六 千 百 六十 三榜と 報告され た。 North 

Qdua  &i  (shangllao,  Dec ひ mb<er  31, 1931, で. 4^CT. 

【5SJ 七 Maguire,  C,  BJ,  <M-na  Stock  I  Shave  Handbook,  1930,  p.l98.  SkmghM  £,«6g>ltof  Poat,  Jan.  IS,  1931. 

イギリス 人の 投資して ゐる大 公益事業 はよ く 知られて ゐる。 上海 自來火 公司 (Shanghai  Gas  company) 上海. E! 來水 

公司 (Shanghai  Waterworks  company) 中國 公共 汽車 公司 (China  General  Omnibus  company,) 香港 電燈^ 限 公司 

r Hongkong  sectric  company), 英商 電車 公司 (Shanghai  Electric  Construction  company), 香港 電車 公司 (Hong- 

kong Tramway  company)， ピ， -ク 電車 公司 (peak  tramways  company)， 及び 北京、 鎭ロ、 漢ロ、 九 籠、 鼓浪 魄 (厦 門) 

各地の 電氣會 社が それに 屬 する。 重要な 公益事業 會 社の 配 當は、 一 九 二 五 11 1 九 二 九 年に 七 分から 二割 五分の と 報 
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吿 された。 然し、 最近に なつてから は 減少 を來 して ゐる。 例へば、 上海 自來水 公司 は磅貨 による 諸 費用 支弁の 爲 及び 設備 

の 海外 購入の 爲に、 銀 支出の 增大 せる こと を 理由と して、 一 九 三 一 年に 料金の 値上に 着手した。 尙、 劉の この 項目に 對す 

る 總計は 一 一千 五 百 八十 萬 支那 弗で、 それに 彼 は 回答 を 寄せなかった 公益 會 社の 分と して、 千 五 百 萬 香港 弗 を 加へ てゐ る。 

【一!： Ii\OJ にさ、 PK.,  Fwet さ Tnwstnsts  in.  Ohlua,  1929,  "p.  71—2. 

製造業で は、 上海に 在る 三の イギリス 工場 (綿 紡績、 絹 製絲、 耦紡 .織. 染 工場) の 所有 主たる 恰 和紗廠 (ま 0  cotton 

Mills,  Ltd.) が ある。 一九二 九 年に は 五 百 四十 萬 上海 兩の拂 込 資本 を 有し、 又、 五 百 二十 萬 兩の價 値 ある 土地 及び 建物 

を 有して ゐた。 尙 その他 最近の 數 年に は 平均 四百 萬 雨の 商品 ストック を 擁して ゐた。 一九二 八 11 一九 三 〇 年に 於け る 

普通株への 配當 は、 一割 二分、 四 割 及び 一割 五分だった。 この 會社 は、 吾々 が外國 投資 を 扱 ふに 當 つて 遭遇す る 一 つの 

共通な 困難 を說 明して ゐる。 本會 社は恬 和洋 行 (Jardine,  Matheson  and  company) の子會 社であって、 イギリス 人 

がその 支配 權を 握って ゐる。 だが、 同時に、 會 社の 所謂 『諮問 委員 會』 (consulting  committee) に は、 三人の 支那 委員 

が 入って ゐ るので ある。 支那 人が 株 を 持って ゐる 場合に は その 配當は 支那 內で 支拂 はれる。 イギリス 人が もって ゐる場 

合に は、 支那 もしくは イギリスで 支拂 はれる。 その 營 業の 結 鬼と して 生じた 牧人 は、 親 會社を 通じて 英國に 達する と 見 

るの が、 恐らく 眞に 近いだら う。 

製造業の 領域に 於け る 重要な イギリスの (及び 若干 は アメリカの) 投資 は、 英美烟 公司 srilish  American  robacs 

company) を 通じて 爲 されて ゐるコ 本會社 及び その子 會社 たる 大英烟 公司 (】iritish  Cigarette  Co.) は， 上海、 漢ロ、 天 

津、 奉 天、 哈爾賓 に 工場 を 所有して ゐる。 本會 社への 支那 人の 參加 は、 上海の 英美烟 股 票 有限 公司 British  American 


Tabacco  Securities  Company,  Ltd.) を 通じてであって、 こ の會 社に 投資され た 資本 は、 英美烟 公司の 株へ 投资 され 

てゐ るので ある。 而 して、 一九 三 〇 年 一月の 股 票 公司の 報告に よれば、 支那 人の 投資 は 僅に 九 百 八十 萬 支那 弗に すぎな 

かった。 從 つて、 親會 社の 大所 有 財産への 支那 人の 參加 は、 小額な ものに 違 ひない。。  . 

〔一! S/  I  〕  Lieu,  D.K.,  Fordgn  Investment  irt  China,  1929.  pp.  sl—2. 

以上の 外 イギリスの 製造業 は、 種々 雜 多な 分野に 擴 つて ゐる。 即ち、 セメント、 化舉 製品、 豆 油、 小麥 粉、 製 水、 印 

刷、 a 1 プ， 木 村、 石鹼 及び 蠟燭を 含んで ゐる。 更に、 皮革、 毛皮、 剛毛 及び 羊毛の 如き 輸出品 を 調製す る 工場 も 在る。 

銀行業と 金融業 は、 ィ ギリ ス の 投資 を 一 千 萬から 一 一千 萬碟と 推測しょう とか \ つた イギリス 委員 會 にと つて-種々 な 困 

難 を 提供した。 銀行 * 金融 シ ンジケ ー ト 及び 保 險業 (保險 業に 在 つて は旣述 した 理由に よつ て 碟貨で 現 はされ た 分 を 控除 

して) に 於け る 投資と して、 劉に 報告され た 全額 は 約 九 千 萬 支那 弗であった。 これ は 疑 ひもな く餘り 小額す ぎる。 私に は 

個々 の 銀行業 及び 保 險業會 社に 關 する 報告 は、 私の 總額 (一 一千 三百 七十 萬磅) の 正しい こと を立證 して ゐる やうに 思 はれ 

る。 應豐 銀行 は 一 さ 二 〇 年 十 一 一月 三十 一 日に 約 八 百 萬磅と 報告され た拂込 資本 及び 準備金 を 有して ゐぉ。 そして s;^ 近激 

年 は 一 株 七 磅卽ち 八 分の 配當を 行って 來た。 又 その 株券 (十六 萬 株) の 額面 價格は 百 二十 五香 港 弗で あるが * 一九 三 一年 

中 は 上海で 二 千 三百 支那 弗に も 達する 高價で 取引され た。 この やうな 外國 銀行 は 支那 人から 預金 を 受け、 そして 外！： 證 

, 券に 投資し、 準備金 は 海外に 保管して おくと は、 屢々 指摘され てゐる 事柄で ある。 かれら は、 そこ を： 迪 じて 支那の 

金が 海外に 投資され る 所の 媒介 者 だと、 主張され てゐ る。 それ は その 通りに 違ない。 だが、 その 事 は、 か&る 銀行が ィ 

ギリス 會 社の、 及び それが イギリス 食 社で ある 限りに 於いて イギリス 株主の 法律上の 所有に か. r る牧 益財產 である 事實 
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を變 へる もので はない。 または か \ る 銀行が、 一部分の 牧人と して、 支那 (及び 香港) から イギリスに 支拂 はれる 所の 收 

入 を 生み出す とい ふ享 實を變 へる もので もない。 所で、 應豐 銀行 は 劉の 表 中に 掲げられた 六 銀行 中の 僅か 一行に すぎな 

い。 彼 はまた 三 金融 シ ンヂケ ー ト 及び 一 群の 保 險會社 をも褐 げてゐ るので ある。 

【一 八 二〕  J-"C3§M  (London) は、 その 『銀行業 年次 附錄』 (Annual  Banking  supplement) に 於いて、 本 銀行の 年次報告の 

解剖 を 公表して ゐる。 一九 三 一年 十月 十日 號 五八 頁を參 照。 

不動 產會 社中に は、 一 九 三 〇 年に 拂込 資本 及び 社債 合せて 千 八 百 萬 支那 弗 及び 一 一千一 一 百 萬 支那 弗の 不動 產を 有して ゐ 

た 業 廣 公司 (Shanghai  Land  Investment  company) を 含んで ゐる。 これ は 上海に 於け る 一 聯の イギリス 會 社中の 最大 

の ものにすぎ す、 天津 及び 香港に も 同じ 領域に 屬 する イギリス 會 社が 在る ので ある。 香港 及 上海 大酒 店 公司 (Hong- 

>iong  and  Shanghai  Hotels,  Ltd.) は、 この 領域に 於け る 最も 重要な 外國會 社で、 その 所有す る 財產は 一 九 三 〇 年に 約 一 一 

千 五 百 萬 支那 弗と 評價 された。 本 公司 は 香港 その他 主要な 條約 港に 十ケの ホテル を經營 して ゐる。 不動 產會社 は 最近の 

數 年に 異常な 利益 を 得た。 卽ち、 一割 五分から 一 割 八 分 迄の 配當が 通常の ことであった。 こ.. - でも 外 國 人の もので あれ 

支那 人の もので あれ、 地方 的 所有と いふ ことが、 相當 重要な 因子 を爲 して ゐる こと を 指摘す る ことができよう。 

輸出入 業 及び 一 般 商業に 關 して は、 ィ ギリ ス 委員 會の 報告； 略々 I 一千 五 百 萬薛、 劉の 報告 は 一 億 八 百 萬 支那 弗で あつ 

た。 イギリス 人 所有の r デバ-トメ ント ストア』 及び 商店 は、 最近 數年 有利でなかった と 云 ひえよう。 支那 人の 競爭は 

激烈で、 爲に 上海の 古い 住民 達に 永い £^ お馴染みだった 一群の 商店 は、 姿 を かくして しまった 程で ある。 この 成 切 的な 

競争者 は、 屡. k、 香港に 登錄 した 支那 人 所有の 會 社であった こと は事實 である。 輸出 人 業の 分野に 於け る變化 は、 大き 


な 地方 的に 銃 制された 企業から、 製造業 者の 代理人と しての 方向に 向って ゐる。 

〔一！ SS 八 一二】 拙 書 Foref  Trsk  of  chf,  pp, 13011, (邦 譯、 『近代 支那 通商 史論』 一 七 二， I 三 頁.) に 摘 摘せ る 如し) 

以上 私が 種々 なる 分野に ついて 提供し えた 二三の 註釋 は、 私の ィ ギリ ス * 業 投資 額 評價の 基礎 を爲す もので はない。 

むしろ、 その 基礎 は 私が 厦々 引用した かの 三 個の 獨 立した 評價 中に 横って ゐ るので ある。 然ら すして、 私が それらの 註 

釋を 試みた 所以 は、 繪圜の 若干の 細 描を與 へようと したため であり、 また、 投資の 牧益 率の 模様 を 明かに しょうと した 

からで ある。 

n 國際收 支 及び イギリスの 事業 投資 

アメリカの 投資 を 論じた 際に、 私 は 次の やうな 意見 を 試みた。 即ち、 支那に 事業 投資 を 起す 爲には 一割の 利益の 見込 

みが 必要 だと。 また、 日本の 投資の 研究の 結 娱は， 次の 如き 事實の 推測 を 正しと して ゐる やうに 思 はれる。 卽ち、 或る 

額の 事業 投資 は、 過去に 於いて その 額の 半分の 送金 を 伴った と。 私 は これらの 結論 を、 支那に 於け る イギリスの 事業に 

通ぜる 人々 の 前に 提出して 意見 を 問 ふた。 彼らの 一般的 意見で は、 私の 提案した 一割と いふ 牧益率 は、 恐らく、 一九 三 

〇 年に とって は當 つて ゐ よう。 然し 初期の 貿易 時代から、 まあ 一九 一 〇 年頃 迄 は、 もっと 大きな 牧 益が 期待 もされ、 事 

實牧受 もされた ものである。 現在の 事業 投資 を 築 上ぐ るに 必要と した 海外からの 送金 は、 日本と アメリカの 場合 はさう 

であった かも 知れぬ が、 イギリスの 場合で は 恐らく 現在の 價 値の 半分と 迄 大きな ものではなかった らうと" 長い間の 經 

驗を 有する 一 銀行家 は、 早い 時代に 於け る素晴 しい 利益に 就いて や. - 暫く 物語る ところが あり、 現在 イギリス 人の 保 
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第二 篇各 國 篇  四 四 四 

して ゐる 財産 額の 半分より すっと 多い 部分 は、 利益の 再投資され たもの 及び 地惯の 騰貴した ものである こと は 確か だと 

述べた。 

次に 利潤 及び 配 當の爲 に、 支那 及び 香港から イギリスに 送られる 年々 の 支 拂額は 如何と 云 ふに、 色々 それ を 知らう と 

思 ふと 種々 な 困難に 打つ かる。 もし、 牧益 率が 一割 だとして、 そして、 それが アメリカの 場合の やうに 輸出入 業 を 除く 

全 投資に 適用し うる ものと しても、 それでも 吾々 は 矢 張餘り 大きす ぎる 數字を 得る。 吾々 は 支那 人の 參加 部分 を 控除せ 

ねばならな いので ある。 また イギリスの 支那に 於け る 『居留民』 は、 他の どこの 國の それよりも 古く、 且つより 永久 的 

な ものであった こと を 承認せ ねばならな いので ある。 すな はち、 多くの 營業 財産から 生す るかな りの 牧入 部分 は、 在 支 

ィ ギリ ス 市民に 支拂 はれ 國際的 支拂の 中には 入らぬ ので ある。 

更に、 考慮すべき 一 事が ある。 それ は 一 九 一 一八 年 は 平常 的な 最後の 年で あつたと 云 ふこと である。 一 九 1 1 九 年に は 利 

潤 はより 少く なった。 そして 一 九 三 〇 年に は 殆んど 全面に 百 一 つて 一 曆少 かった。 

かくて、 九 億 六 千 三百 四十 萬 米 弗の 事業 投資 は、 約 四 億 米 弗の 支那への 送金 を 必要と した、 と淮 測して い \ たらう。 

今 はもう 消失して しまって ゐる 損失 を 考慮に 人れ ると その 額 はもつ と 多くなる だら うが、 この 損失 高に つい て 意見 を 試 

みょうと する もの は 誰もなかった ので ある。 同様 か \ る 事業 財産に 基いて 支那から イギリスに 送金され た 利益 は 一 九 二 

. A 年に は 五 千 萬 米 弗. そして 一九 三 〇 年に は 恐らく 僅か 二 千 五 百 萬 米 弗 を 出なかった、 と 推測して 差まない だら う。 

^ 一  九 三 一 年に 於け る イギリスの 投資の 槪括 


次表 は、 最近 年に 於け る イギリスの 事業 投資と 支那 政府 債務の 評價を まとめた ものである。 政府 債務の 場合に ついて 

云 へ ば、 數 字の 大部分 は 一 九 三 〇 年末の もの、 事業 投資の 場合で は 一 九 1 1 七 年から 一 九 三 〇 年の §^ の 違った 年の もので 

ある. - 

第 十五 表 一 九 三 一 年に 於け る イギリス 投資の 概括 

事業 投資  一 九 七、 九 六 一、 八 00錢= 九 六 三、 三 八 〇、〇〇〇 米 弗 

政府 債務  四 六、 四 〇〇、〇〇〇ク= ニニ 五、 八 一四、 000 ク 

詐  二 四 四、 三 六 一、 八 〇〇ク= 1 、一八 九、 一 九 四、 〇〇〇 ク 

布 敎圑體 の財產 

支那に 於け る イギリスの 保有 財産に 關 する 報告の 性質 は、 それから 何らの 牧人 も 期待され てゐ ない 財產 を、 別箇に 評 

價 する こと を 可能なら しめなかった。 在 支 イギリス 人圑體 もしくは 在 支 外人 圑體 一般の 爲に 利用 せられる 諸 クラブ、 

團體、 及び 宗敎諸 組織 體の 財産が それに 入る。 その外に、 ま那の 山岳 及び 海濱の 避暑地に 在る イギリス 人 所有の 財產も 

それに 入る。 g 嶺 地所 (Kuung  wstate) の 秘書 は 態々 イギリス 人 所有の 財 產を見 積って くれたが、 彼れ の 數字は 一 九 三 

〇 年末に 百 萬 支那 弗であった。 これ は 支那の どこの 避暑地に 於け るよりも 大きな イギリス 財產 である。 

イギリス 布 敎圑體 の 財産 を評價 する こと は 困難で ある。 王立 國際 問題 研究所の 委員 會 及び 上海の イギリス 商業 會議所 

は、 何れも その 報告 を 得ようと 努力した。 前者 は 特に 舊敎 團體の 財産 を 除く 布 敎團體 の 財 產を百 五十 萬 磅と兒 積った。 
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イギリス 商業 會議所 も 同額の 數字を 提供した。 イギリス 商業 會議 所に 實際 報告され た 財産 は 七十 四 萬 六 千 八 百 三十 六薛 

の總 額に 達した ので あるが、 然し これらの 報吿は 香港、 天津、 上海、 漢ロ、 廣 東の 全部に 一旦った ものでなかった。 然し 

乍ら、 これらの 諸 中心に 於け る 布 敎團體 の 土地 財産 は、 恐らく、 一般的な 數 字の 中に 人り こんだ ものと 見られる。 私 は 

布 敎團體 の財產 として 百 五十 萬磅を 認め、 それに 加 ふるに、 布 敎團體 によって 所有され てゐ ない 慈善 及び 敎育施 S はとし 

て 五十 萬 薛 を 加へ る こと を 提案す る。 これ は餘り 小額な 見積りで あると は 自分 も 信す るが、 イギリスの 二つの 調査に 報 

吿 された 數字 以上の 額 を 揭げる こと は躊 する。 かくて、 イギリス 布 敎* 慈善， 圑體の 財 產總額 は、 二百 萬磅 すな はち 約 

九 百 七十 萬 米 弗で ある。 

四、 結 び 

以上、 支那に 於け る イギリスの 投資 を 示し 来った。 私 は 支那 政府 債務の イギリス 保有 高に 關 する 報告 は、 信賴 して 差 

支ない ものである こと を滿 足と する。 より 重要な 事業 投資の 領域に 於いて は、 一 九 〇 一 一年と 一 九 一 四 年との 分 は、 私 は 

私の 爲 しうる 最上の 評 債に 依賴 せねば ならなかった。 一九 三 〇 年の 分に ついては、 私 は、 私の イギリス 及び 支那の 協同 

者た ちの 勞 作と、 上海の イギリス 商 i 議 所の 勞 作に 賴 つて 來た。 私 は繪圖 の眞の 輪廓が スケッチされ たこと を滿 足に 

思 ふ。 然し、 畢竟 それ は 一 つの スケッチに すぎない ので ある。 

顯 著な 事 實は何 か？ イギリスの 投資 は 早くから 始まった。 それ は 一九 〇 二 年と いふ 早い 時期に、 统に約 二 億 五 千 萬 米 

弗の 總 額に 達し、 今日で は 十億 米 弗 を 超えて ゐる。 ィ ギリ ス の 投資 は 一 九 〇一 一年から 一 九 一 四 年の 間に 一 一倍し、 一 九 一 
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次に 事業 投資 は 常に 政府 债務の 保有 高より 多かった。 而も， 事業 投資の 割合 は 着々 と增 大し來 つた。 その 裹は 次表に 揭 

げた 百分率に よって 明で ある。 私 は、 こ、 で、 他國 との 比較 を 試み 乃至 は 說明を 提供し ようと は 思 はぬ が、 然し、 isl 接 

事業 投資が 一 九 〇 二 年よりも 一 九 三 〇 年に 於いて、 遙 かに 大きな 部分 を 占めて ゐる事 實は疑 ふこと がで きない。 

もし、 日 淸戰爭 終結 以前の どの 年 かの 評價を 示す ことができたならば、 疑 ひもな く、 事業 投資 は 一九 〇 二 年よりも 大 

きな 百分率 を 占めて ゐ たこと であった らう。 蓋し、 事物の 進行 は 正に その 方向に 進んで ゐ たからで ある。 十九 世紀 中、 

イギリスの 投資 は 多く は 直接 投資であった。 世紀の 末に 至って、 支那 政府が 海外より 借 入れに 着手し 始める や、 ィ ギリ 

スの 投資 は 殆んど 二形 態の 間に 等分され るに 至った。 一 九 〇 二 年頃から 事業 投資 は 再び その 重要性 を增大 し、 今日に 於 
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四 年から 一九 三 0 年の 間に 更に 殆んど 倍 化. した。 事業 投資と 支那 政" 肘 的 諸 機關へ 0 借款の 增大率 を 見る に、 戰 前と 戰後 

は 鋭い 對照 を爲 して ゐる。 即ち、 戰 前の 時代に は 双方 共と も增 大した。 戰 後に 至って は、 車 業 投資 は增 加し、 それに 反 

し 借款の 方は殆 んど增 加し なかった。 今、 以上の 事實を 表に 示せば 次の 如くで ある。 

第 十六 表 一 九 00 1 I 九 一二 0 年に 於け る イギリスの 支那に 於け る 投資 

(主要 項目と その 比較 指数. 單位 百^ 米^〕 
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.S て は イギリスの 投資の 約 八十 ％ は、 イギリス 私人、 商社 及び 會 社の 財産に 屬 する 事業 財 產を爲 して ゐ るので ある。 

第 十七 表 I 九 00 11 一 九 一一 一 0 年に 於け る イギリスの 支那に 於け る 投資 

(主要 項目と その 百分率、 單位百 萬 米 弗) 


特に 初期の 頃に 於け る、 イギリス 投資の 壓倒 的な 重要性 は、 私の 最後の 觀察、 卽ち、 支那に 於け る イギリス 投資の 歷 

史は 支那の 資本 輸入 史 である こと を 物語って ゐる。 支那の 國際的 經濟關 係の 研究 は、 僅か 昨日 迄 は、 支那に 於け るィギ 

リス 貿易、 イギリス 航業、 イギリス 事業 社會、 及び イギリス 投資の 研究 を 意味した ので ある。 

第 十八 表 支那の 國際的 經濟關 係に 於け る イギリスの 地位 (投資 を 除く 他 は海關 統計に よる) 
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イギリス 投資 額 (單位 百 萬 米 弗) 
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m 十七 章 支那に 於け る 日本の 投 K 

一 、 0  0 

1 日本の 研究 

以下の！； SK に 示された 支那に 於け る 日本の 投资の 推 は、 一 九 二八 年に 太平洋！^ 題 蘭 六な. お 日本 现 によって 任命 さ 

れ た-姿 員. _ ^"によって なされた ものである。 此の 委員 食の 仕事 は 一 九 三 〇 华の の^に 完成され た。 それ は 八月 中^ 京に 

於け る 多 數の弁 謹に 於け る 討論の 题 cz であった。 日 木 語 及び 英語の が 支那に 携行され、 椎 は 一 九 三 〇 11 一九 三 

1 年の 冬 の^に 多數の 日本の 銀行家 及び 事業家に よって 批判的に 檢 討され た。 これ 等の 淮 S が 3g 後の 形態 を 採った と 言 

はれうる の は、 一 九 三 一 年 六 巧 滿洲に 於け る 評議の 後であった。 

數ギは 日本の 委員 會の それに 僅かの 變： 史を加 へ たもので あるが、 順序 及び 配 S1 は 改められ、 附加的 村 料が 追加され 

た。 私 は 編！： に す. C 資任 を、 從っ てまた それ 等が 現 はす やうな^ 5^ に對 して 資は を负 はう と m い〕 ふが、 一 方 それと 同時 

に、 ？： _{.S:H 本 现事會 の >；: 六 員：：：： の-永い EI 難な 仕事に 信顿 すハ吆 此の 委員 の 原 が 日本の^^；に^；する私の全報^^の 

^礎で ある。 

l?u 一〕 そして^に、 東京に 於いて 私と 共に. 5- 報告 を 調べ、 それ を說 明し、 赏耍な 追加 的 報^ を 加へ た此 S 委：： 會の平 井鎮夫 氏に。 
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利 川し うべき： n,; 小委 員會の 成ぶ は、 一 九 一 一九 年 京都の 太平洋， ffl に 於いて 小 田 切 滿涛之 助 氏に よって 示され、 そし 

て Jap 霞 e  Li さ is  in  CJhhia とい ふ in ^題で、 日本 理事，^:: の 文：：； 2 の 一 として 印刷され た。 最終的 報吿は 以下の islo; 

の 中に 兌 出される 0 

2  口 本の cf^ の 分類 

支 に 於け る 口 本の 投ま は^々 雜多 である。 それ は ら かに 無^の 分 枝 を 持てる 南 滿洲錢 道. 社の それから、 上海に 

於け る 小 trs 人 及び 所有お の それに 至る まで 列んで ねる。 それ 等 は 分類に して 最大の 困難 を與 へ、 そして 日本 

の i? 合に は、 此，の硏究に於ける協カ^^5-にょって 一 般に採 川され た 分； i の 若干の 變更 が必耍 であると いふ ことが 發 見さ 

れた。 

川され た 分類に 於け る 犬なる S^Inl は、 (一 ) 事紫投 资、 或は  一 精確に は 直接 事業 投资、 即ち 日本の 會社、 商社 又は 

個人の 支那に 於け る 肘 11 及び 资産、 及び (一 1) 日本の 支那 政」 に對 する 款、 及び 支那 政府 又は 政府-^ 立 物の 債務の 有 

である。 此の 分類 は、 日本の^ 合の 究 によって 喏 示された ものであるが、 日本の 投資の 非常に 大きな 割合 を 包. おして 

ゐる ものであると いふ ことが されねば ならぬ。 加 へ る こと を 要する 變. 史は 大して m: 要な もので ない。 

また， IT 本の 慈善事業 及び 文化 事業 阁體 のま 那に 於け る 財産と いふ sen! の 下に 若干の 報 吿を利 化しうる。 此の ^01 は， 

アメリカの IF 合に 於け る 類似の ものと は 異なる が、 然し： S の 場合に 於け る 如く， それから 收 入が 得られ または 期待され 

ない ところの、 支那に 於け る 外！； 人 所有 財産 を 含めん とする ものであるつ 日本 を 取扱 ふに 《€ つて は、 吾え が 行政 的 及び 


類似の 目的に 供せられ た 財產^ 含めない 限り * 重要な 財産が 除外され る ことになる。 それ故に 分類 項目 は、 慈善 的 及び 

文化的 目的に^ ゐら る. -財產 と共に 行政 的 財 產をも 含める やうに 變史 された。 これ は 多くの W 難 を 示す il^ の. 滿；： えす 

ベ き 一 解決で あると 思 はれる。 行政 的 財産 は 通常 全部 政府の 手中に 在る が、 日本の 場合 は }E 滿洲！ gmlcc^ れが 行政 的：：： 的 

に 用 ゐら る- -財魔 を 所有して ゐる。 慈善 的 目的に 供せられ る 財產は 通常 商事 會 社に 所有され ない が、 十£ 滿洲^ ^4; 針 は 

擧校、 病院 及び 博物館の 所有者で ある。 諸 政府 は 通常 支那に 於いて 重要な 事業 投資 を 所 しないが. ：= 本 政府 は 此の^ 

道に 半分の 持 分 を 所有して ゐる。 此の 鐵 道の、 行政 的 目的に 供 せらる- - 財産、 及び 慈善 的 及び 文化的 目的の ための それ 

を 事業 投資から 分離し、 それ を 今 考察され てゐる 項目の 下に 人れ るに 就いて、 困難に 遭遇した 3 

一般に 此の 研究に 於いて、 外！： 政府の 支那に 於け る 行政 的 財産 は 閑却し うると いふ ことが 發兑 された。 然るに 日本の 

場合 は 政府が、 その 南滿洲 鐵道會 社への 持 分の 外に、 滿洲に 於け る關東 州と 稱 せられる 和 借地の 内に 公有財産 を 所有し 

てゐ る。 此の 公有 財 魔の 價！ S は 知られて ゐす、 そして それ を 推^せん とする 企 みはなされなかった。 厦々 二 億 三千 四百 

萬圓 とい ふ數 字が 見られる が、 これ は 公共 的 目的の 爲 めの 凡ての 支出の 累計で ある。 

【一 l!hl〕  espgsse  Jlt.v6st3is 顏 t  Lxpendu.urcs  i. さ Manchuria,  ^oc^-^  IVIancliuria  JRaihva づ comf-auv.  New  Yol.li, 19 い p  PI).  3,3. 

投资 とい ふ 語は收 入が 得られ 又は 期 5： される 財產 又は 資產を 指す ので あるから、 今 考察され つ ある 項 21、 支那に 於 

ける R 本の 行政 的 及び 慈 的时產 は、 全く投资でなぃ財^^：^をも含むことになる。 それに も か-^ はらす 此の 项 n の 下に 於 

け ス< 報吿は si! ましい， I とい. ふの は、 それ は 支那^ 內に， 於け る外阈 財- M の 計箅を 一 暦 完全なら しめる こと を 助け、 そし 

. て 支那の 阈 Ik 貸^ 泰を 作成す るの， に 軍： 要な ところの、 外國 から 支那への 拂 込みの 推算 を提 俳す るからで ある。 R 本の 場 
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合に 此の 項目が 公有 S 魔 を. ォむ やうに 變. 见 されに こと は、 支那に 於け る n 本の 牧人 を 生まざる 时產は 大部分 nz 本 政」 おの 

所^で あると いふ こと を 示す。 アメリカの 5;^ 八！： は、 かくの如*-肘ー^^は大部分布敎協會及び敎育團體の所|^なのでぁる0 

採 川され た 分類の  一 重 な變： 兇が ほ考 お-されねば ならぬ。 それ は實 際、 それに 支那 會 社への 日本の 投 fs- とい ふ刖 

個の -e^ 目が 與 へられた 程に 直耍 である。 此の 項 y は 下の 表 及び 論述に 於いて 第三 位が 與ら れてゐ る。 然し、 日本 及び 共 

他の 合に 於いて、 此の 項目の 下に 入る 如く 兑ぇ るが 實際は 入らぬ ところの 投资が あると いふ ことが 指摘され ねばたら 

例へば 支那 會 社への 外！： からの 貸付 は、 虞々 工業 機械 及び 装備の 購入と 結合して なされる。 支那の 綿 工場 は I® 々年賦 

計畿 による 機械 ii 人の 51 定を なす。 是 等の 協 〔： え は 通お 機械 製^者の 支那に 於け る 地方 的 代理人との il になされ、 そして 

支 柳が なされて しま ふまで 機械の 法^ 的 所 幅 は 外！： 人の もとに 在る。 一 九 一 一九 年に 於け る 支那； S 綿 工場の 日本に 對す 

る 債務 は 七： ：！ 九十 八 萬 八 千圓に 上って ゐた。 此の、 及び これと 類似の 場合 は、 かくの 如き 貸付 は 外國人 側に 於け る 直接 

事業 投資と して 分類す るの が 最善で ある。 それ 等 は 首 一 架が 兹に川 ゐられ た 意咏に 於け る 支那 會 社への 投资 ではない。 

もう 一 つの 明らかに 並" 通な 場合 は、 それに 對 して 支那 政-;^ 又は その 一 つの 部が 重. §ケ な 又は 支配的な 持 分 を 持てる 社 

へ 外！： 人が 參加 せる：？ 合で ある。 外！： 會 社と 支， 郯 政-肘と は 一種の 組合 關 係に 人り、 そして 外 EZ 人の 參加は 通. V： 政 への 

貸付と 等しい 形態 を 取る。 これ は、 それまで： 小 明だった にしても、 財政 的 困難が 起る 場合に は ら かになる。 此の 河. 類 

の投 fsffr 通：.？ 支那 政 の IS 務 として 分類され てゐ る。 事 が 知れて ゐる 或る 場合に は、 それ は 外！：. 社の Id:;.; 投 fi- と 

して述べ.1^れてゐる。 一 般的に， 支那政府が或る種の關與を持ってゐなぃ支那^ls:社で、 外國 人から^ 人れ をた すに 充分 


な 程 重要な もの は殆ん どない と 見られる と 首 ふこと がで きる。 

日本人 は 支那 人との 種々 の 形態の 合 辧企戴 を 試みた。 それ § の 中には、 可な りの 數の、 日本の 商法の 規定に 從 つて^ 

立され たもの が ある。 是 等の 場合に は、 日 支 人の 投资の 割合 は 定款に よって m め 定めら れゐる。 口 本人の 持 分 はい 肚接事 

業投资 として 分類され てゐ る。 1； 業 及び 採 木 戴 企業の 中には、 或る 特別の 協定に よって その 紐- S が 決定され てゐる もの 

が ある。 それ は、 通常 投资 及び 管理の 等分 を 原則と する。 これ 等の 場合の 多くに 於いて * 日本人の 投资は 知られて をり， 

そ れ は 直接 事業 投資 と 認められて ゐ る。 

實情を 知らう と 努力した あげく、 若干の 支那 會 社への 日本の 投资で 接投资 とも 或は 支那 政府への 贷付 とも 分 51 し 難 

いものが ある ことが 見出された。 此の ことが 新ら しい 項目 を必； S ならしめ たので ある。 

3 支那 會 社への 日本の 投资 

此の 項目の 下に、 日本の 金融 # 社の 支那 合 社への so; 付、 日本人の 所有せ る 支那 會 社の！ 券、 及び 一 般にョリ流=^通の直 

接 事業 投資と 對 m はされ うる やうな 投資が 包含され る。 支那に 於け る 此の 種の 投資 は 通常で はない が、 然し 日本人 は それ 

を 用 ゐんと 努力した。 如何なる 形態の 底 接 投資の 發達 も將來 にと つて 非常に 重 要で あるから、 日本人のぉカは^^^察に^ 

する ものである。 

事情に 通曉 せる 或る日 本の 銀行家 は、 此の 分野に 於け る 彼 n: 身の^ 社の 經驗 について、 稍詳細に赵に}^-1った。 ひもれ の 

會社は E 本で 借 入れて 支那の 諸 合 社に 资金を 貸付け た。 これ 等の 取引 は 村 料の 勝お とも、 また 支那 政府が 與 せる 
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社と も 結合され てゐ なかった。 それ 等 は 純然たる 金融 的 又は 鈸行的 取引であって、 本質に 於いて は アメリカの 會 社の^ 

券への イギリスの 投資に 類似せ る ものであった。 此の 事 戴 は 成功ではなかった。 そして 彼れ の意兑 によれば、 若し それ 

が 支那に 於け る 通常の 種類の S 接 投资に 用 ゐられ たなら、 彼れ の會社 はもつ とう まくい つたら うと。 彼 はかくの 如き 借 

款の 現在 額の 評 憤 を 引受ける こと を 欲しなかった し、 また かくの 如き 報吿を 得る こと は 不可能で あると 信じて ねた。 彼 

自身の 會 社の 諧 取引のう ち、 諸電燈 電力 會 社への 借款 及び：！ 工場 を 所有せ る 諸 社への 借款に 貢 及した。 

投资の 此の 分野に 於け る 彼等の 失敗 は、 次の 諸 原因の 一 つ 又は 幾つかに SI る ものであると 日本人 は說 明して ゐる。 第 

一 に- 支那 人 は 工場 經營に 成功す る 能力 を缺 いて ゐ ると 彼等 は 主張す る。 第一 一の、 そして これと 密接に 關聯 せる 理由 は > 

支那 # 社の！ & 部が、 會 社の 成功して ねる^ は 殆んど 借款 をし ない、 そして 通常の場合、 財政 的 困難が 期待され て 後に の 

みこれ をな すと いふ ことで ある。 第三の、 そして 重要な 點は、 支那の 裁判所に 持ち出される 如何なる 事件 も 處理が 困難 

な ことで ある T 外國 人に 對 する 負 が 取 立てられる 場合に は、 支那の 裁判所 は 信^で きない- —— 或る 場合に 日本の 會社 

が、 此の 手段に よって 支那の 電燈會 社から 百 一 一十 五 萬 圓の辨 ^を 得る ことに 成功した こと は 認めなければ ならない が』 

と 或る 銀 ーれ" バ i は 首った。 

支那 會 社へ の 日本の 投資の 推算 は！； 難で そして 不確實 である。 かくの 如き 投資 を 他の 形態の 日本の 投资 から. R 別す る 

こと は！： 難で ある。 これに ついては 旣に 充分 說 明され た。 幾何の 此の 種の 投資が 除外され たかと いふ こと を 語る のは不 

可能で ある。 支那に 於け るかく の 如き 投资を 照査す る こと は 困難で あると いふ ことが 發兑 された。 過去 十七 年 支那に 

於け る 流行 的 感情 は、 支那の 事業家 達 をして、 日本の 金主から 貸付 を 受けた とい ふこと を 容認す る を 欲せし めない やう 


な ものであった。 かくの 如き 貸付 を 受けた ことに 對 する 攻擊 が、 時として 事業の 競 爭者を 傷つけ るた めに 支那 人に よつ 

てな された とい ふこと は * ありさうな ことで ある。 日本の 會社は 借款が なされた と；)」 "ひ、 そして借りたと想像される^^ 

は それ を强く 否認す る 場合に は 何う したら い、 のか？ 吾々 の 困難に もか& はらす、 かくの 如き 投資の 推 葬が 試みられ、 

それ 等 は 以下の に 示されて ゐ る。 

4 一八 九 七 11 一九 〇〇 年に 於け る 日本の 登場 

支那に 於け る 日本の 領事 達 は、 一八 九 七 年 現在の 支那に 於け る 日本の 利益に 就いて 外務省に 報告した。 これ 等の 報吿 

の 集 編され たもの は、 一 九 一 コ 一年 現在の 報吿 と共に、 『在 支那 本邦 人 進 勢 概覽』 とい ふ 表^の 下に 印行され た。 此の 一 八 

九 七 年に 對 する 報告 は、 日本の 资 料から 得らるべき 最も 初期の 報 吿を與 へる。 

【一！ a 三〕 第二 回報吿 は 一 九 一九 年に 發 表された。 

一 八 九 七 年 以前 は 支那に 於け る 日本の 投資 は 事實上 零に 等しかった。 支那 海 關報吿 は、 支那に 於け る 日本 商社 は 五十 

社 以下で、 在留 日本人 人口 は 一 千 以下であった こと を 示して ゐる。 一 八 九 七 年 支那の 貿易に 於け る總述 a- の 二 ％ 以下が 

日本 船であって、 それと 同時に 日本の 船舶 噸數は 九十 年代の 初期に 於け るより は 可な り 大きくな つて ゐた。 それ故に 一 

八 九 七 年に 對 する 外務省の 報告の 中に、 支那に 於け る 日本の 利益の 僅かの 形跡し か 見出されな いとい ふこと は 驚く に 足 

ら ない 0 

曰 本の 委員 會は、 一 八 九 七 年の 文書に 據 つて、 農業、 鑛業、 動力 業、 及び 保險 業の 項目の 下に 於け る 事 紫^ 资は 報告 
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して ゐ ない。 運輸 業の H 〈目の 下に は、 支那の 六 港に 寄航せ る 八十 萬噸 の^ 舶が 報告され てゐ る" 製造業の 項目の 下に 於 

ける 唯一 の 企業 は、 上海に 於け る 支那 人と の繰棉 工場、 價格十 四^元の ものであった。 商業の 分^に は！ K 津に 於い 

て 十 名の R 本人が 從 iil- して をり、 それ 等 は 凡て 小さな 小 費 商で あつたと 報 *： されて ゐる 3 上海 領事 4i は、 日本の 商人が 

約 五 百 萬 冗の 對 n 輸出 を 取扱った と 推算した。 支那に 於け る 唯一 の 日本 Q 銀行、 撗濱 正金銀行 は 上海 及び 香港に 支店 を 

持って ゐた。 一八 九 七 年に は 支那 政-肘 又は 政府？，；！ 立 物への 日本の 惜款 はなかった。 文化 事業の 項目の 下に は、 日本 委員 

. ^は、 上海に 於け る怫教 團體の 下に ある 一 舉校 (生徒 五 〇 名) 及び 一 九 〇〇 年に 南京から 上海に 移された 同文 書院 (生徒 

八 〇 名) を 報告して ゐる。 

一 八 九 七 —— 一 九 〇〇 ^の M に 日本の 投资の 增加は 可な りで あつたに 相^ない。 海^の 數字 は、 これ 等 ss¥ 間に 支那 

に 於け る 外 國の 貿易 及び 事業が 全く 急速に 進した こと を 示して をり、 そして 日本の 分け前 は 殆んど 凡ての 場合に 著し 

い 割合に^ 進した こと を-五 ：！ 々は發 兌す る。 船舶に 於いて は m 本の 割合 は 一 八 九 七 年に 於け る 二 ％ から 一 九 (3〇 年に 於け 

る 九 ％ に增 進した。 支那に 於け る 日本の 商社 及び 人口に 就いては、 日本がその中に位1^^を占めてゐなかった支那から、 

占めて ゐる 支那への 推移 を記號 すべき 變化 は、 次の 表に 示されて ゐる。 

第一 表 一 八 九 七 —— I 九 0 一  年の 支^に 於け る B 本 入 
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これ 等の 諸. 平^に 於け る 日本の 産業 的發達 が、 支那に於ける日本の利ハ化の此の！？逃の^^：京をなしてゐた。 

後の 諸 年に 於いて、 一 八 六八ハ やの 維新 を以 つて^ 始 された と 言 はれうる 經濟政 の 最初の 成^が られ た。 外^^ 3^ の 

犬なる 增進 及び 日本の 都市 人口の 著しい 增 加が あった。 日本の 海運業 は 支那との i? ハサの 直接の： として 一 八 九 四 11 

一 八 九 六 年の に 二倍し、 そして 尙ほ 急速なる 增 進が これに 續 いた。 日本に 於け る 動力 を以 つて 述轉 される 綿！ g 錘の 数 

は 一 八 九 八 年顷に 總數百 萬に 達し、 そして 一八 九 五 年 以後 は 急速なる 率を以 つて "加した。 日本から 支那への 綿絲 の： i 

人 は、 一 八 九九 年に は 一 八 九 六 年の 八. 倍 を 下らなかった。 事 實上產 業 及び^ 際經^ 關 係の あらゆる 分野に 於いて、 n 本 

は 支那との 戰爭に 績く諸 年 問に、 新ら しい そして 一層 高い 水準に 達した ので ある。 

【一 If 四〕 ogpwa ハ 小川 鄕 太郎〕 cfripusl  System  in  ./clpi.  New  York,  1921. 力- ネギ ー 资金 の 日本 の IE! 行 論文 の 一。 著者 は 小 

川敎授 自身が 序文の 中に 指示して ゐる やうに 高 W 保 馬 氏で ある。 一 七 五 頁の 表 は 都市 (人口 一  萬 以上の〕 人口 の 前：^ に對 する 年 

の^ 加 を 示して ゐる。 新ら しい そして ヨリ 急速な 率に 於け る^ 加の 初の 年 は 一八 九 八 年であった。 これ を 著者 は 外國？ ^易の^ 

進 と^びつ けて ゐる。 

〔一 UJ 五〕 w-emer,  0.  F.,  Th&  F3 さ Trade  。f  chf  Shanghai,  1928；  p.  93. 广 邦譯、 一 二 七 頁) 

i 右し 吾々 が 支那の 償金 支 拂を资 本の 移動と 肴 做しうる とすれば、 これ 等の 變 化に 件 ふ资 本の 移動 は 日本の 方へ であつ 

た。 これ 等の 諸 年に 於いて 日本への 大 なる 輸入超過が あつたが、 然し 此の 勘定 及び それ 程 重 女で ない 其 他の 勘 {儿 に 於け 

iSS; 十七 f 斗 支那に 於け る 日本の 投资  . 四 五 九 


第二 篇各 國篇  四 六 〇 

る： 小足 は， 支那からで なく a ン ドンから 日本に 5； 迗 金され た 支那の 賠僙 金が これ を 償って 餘 りあった。 日本 は 一八 九 八 年 

に、 阔 際 借 及び 投 ffa; の 分野に 於いて 『外部の 世界との 均衡』 に 到達した とい ふの がモ ー ル トン 氏の意見 である。 

六〕 Moulton,  IT.  G.,  .Thprm  &: ommfc  and  Finandal き praisal,  washing^ton,  1931,  pp. さ 7.19 によつ て 指 滴され て， i3 

る や IT に 0 

s£  Moulton,  H.  p, き d,  p.  500. 

玆に 吾々 は、 疑 ひもな く 相關聯 せる 一 連の 現象 を 見る 11 戰爭、 外國 貿易の 昂揚、 海運の 急激な 增進、 産業 特に 綿 工業 

の 俄景： -3r そして 負 の增 加な しに 貿易 平衡の 逆轉。 相關關 係の 性質の 如何、 此の ことの 事實的 及び 論理的 結 の 如何 

を 言 ふこと は 不可能で ある。 人 は R 本 政府の 方針 及び 活動に 可な り 重要性 を 置く 様に、 そして 戰 Is- が是等 一 速の 出來事 

の^ 接の 原 WI であった と 信す る 様に 誘 はれる。 何れにせよ、 是 等の 出夾 事の 多くが 支那と 直接に 關聯 して ゐる とい ふこ 

と は 意味 深い ことで ある。 戰& はま 那に對 してで あり、 增進 せる 貿易 は 可な りの 範圍に 於いて 支那に 對 してに あり、 綿 

工場の 販路 は增 進せ る 支那 貿！ 《 ^のた めで あり、 そして 新ら しい！： 際 的 债權は 支那の 賠償金に よる ものであった。 日本 は 

その 對支關 に 於け る极太 的に 贯 耍な變 化な しに は、 その！： 際 的經ー £關 係を發 達せし める こと をえなかった ので ある。 

支那に於ける日本の投..^3;は依然として將來に在った。 日本 委員 會は 一 八 九 七 年に 於け る 日本人 所お 財 產の價 額の 何ら 

の 推算 を も 試み. なかった。 此の 委員 會の平 井 鎭夫氏 は、 一 九 三 〇 年 八月 東京に 於け る數 回の 會議に 於いて 評憒の 可能性 

を 考察し、 事業 投資と して 約 十五 萬 米 弗と いふ 推測 を 試みた。 

1 f^〇〇 年に 就いても 吾々 の 報吿は それより あまり 滿 足すべき ものではなかった。 日本の 事業 投資の 發達 も、 日本の 


商社、 人口、 海運、 及び 貿易に 關 して 述べられ たやうな 證據 によって 推算され なければ ならぬ。 日本の 委 M 含 は、 横濱 

正金銀行の 支店 は 一八 九 七 —— 一 九 〇〇 年の^に 天涂 及び 牛莊に 開かれ、 此の 銀 射 は 其の後 支那に 四つの 支" を^いた 

と 報告して ゐる？ 臺灣釵 行 は 同期^に 厦門に 支店 を 開いた。 日本の 航 業の 增 進せ る 東 要 性が 3^ 摘され た。 日本の 大 今-社 

の 中、 R 本 郵船 會社は その 船隊 呶數 一 八 九 五 年に 於け る 十三 萬 五千噸 から ( 一 八 九 三年に 於け る 六 萬 四千 噸 から) 一 九 〇 

〇 年に 於け る 二十 萬 五 千 顿に增 加した。 その 主要 航路 は 何れも 支那の 港の 一 つ 又は それ 以上 を 寄港地と した。 大阪 商船 

食 社 は 一八 九 八 年に 創立され、 政府の 補助に よって 扱 子 江 航路の 運航 を閒始 した。 一 八 九九 年に は臺灣 總督府 の 柳 助に 

よって 南支 航路 を いた。 

利用し えられる 報告に よって、 支那に 於け る 日本人の 所有 財 塵 は 一 九 〇〇 年に は 五十 萬 乃至 百 isS: 米 弗と 推测 されうる。 

1 九 〇 一 年に 關 する 支那 海關 報告に 示された 支那に 於け る 日本の 商社 及び 在留民 は 左の 表に 纏められて ゐる。 

第二 表 I 九 0 一  おの 支那に 於け る B 本 商社 及び 人口の 地 Sf 的 分布 

_ 二八 九 二  11 一九 〇 一 年支那沲關十年問^^吿) 

商社  人口 

牛莊  八  九 二 

天  津  八.  . 一、 ニー  〇 

芝  f 不  一〇  一 二八 

漢  口  . ... .  •  ■ 六ノ  .  七 3: 

上  海  七 八  1、E: 七 七 

福  州  四 二  .一 二 七 
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第二 篇， 芥國篇  四 六 二 

疆  鬥  ニー 六  九 二 〇 

其 他の 港  11  1 s:  二 

計  二八 九  四 、一七 〇 

上海が 重要な 地位 を. £ めて ゐ たこと は、 此の 初期に 於け る 日本の 事業 投资 が， ィ ギリ ス 及び 合 衆！： の 事業 投资と 非常に 

似た お^に 分布され てゐ たと 想像す る こと を妥當 ならしめ る。 厦！： の 軍； 要 性 は、 恐らく 日本の 臺灣に 於け る 政治的 支配 

によって； 明 さるべき であらう。 此 所では、 其の後の 場合に 於け る 如く、  H 本の 事業 投資 は それと 俘へ る 政治的 變 化に 

緩いた のであって、 それに 先立った のではなかった。 

一般に、 H 本 は 一八 九 四 11 一八 九 五 年の 日 淸戰- .3- の 直後に、 支那の 阔 際的經 関係の 中に 入 込んだ とい はれうる。 

然し、 一八 九 七 年に は： =1 本の 事業 投資 は 事實上 零に 等しかった。 一八 九 七 ，-—— 一九 〇〇 年の^に、 廣汎に 稀： i の 異なつ 

た 分野に 於け る 日本の 利益の 强カな る發展 があった。 日本 自身に 於いて は、 同じ年 問に、 新ら しい 商業 的 及び 库業的 時 

代が g 始 された とい ふ 強い 跡が あった。 これ は 對支關 係の 多くの 様相に 反映した のであって、 そして 直接の 原因 はま 

づ日 戰爭 であった らう。 支那に 於け る投资 は、 一 八 九 七 年 以後 可な り^ 進 はした が、 一九 〇〇 年に は^ほ 閑却し うる 

程に 小額だった。 事 案 投資の 總額は 百 萬 米：^ 位で もあった らう. - 支那 政府の 日本 又は 日本人に 對 する 款の結 早へ たる 債 

務 はなかった。 日本人の 慈善 的 及び 文化的^ 動 は殆ん どなかった。 日本 政府の 公有財産 は 考慮に 價 しない S£ に 小さ かつ 

た。 支那 會 社への 日本の 投资 はそんな に 早い frs- に は 企てられなかった。 一 九 〇〇 年 支那に 於け る 日本の 投 资に關 して 

^られ る 僅かの 報告に 基く 一 つの 表が 便利な 參 おとして される。 ，  . 


せお H 表 一九 oo 年の 支那に 於け る s 本の 投资 

事業 投资  一 、〇0〇>〇〇〇 术^ 

政府 お  無シ  . 

計  一 、〇〇〇、〇o〇 ダぃ^ 

二、 一九 一四 华に 於け る n 本の 拉^ 

支那に 於け る n 本の 投资 及び 其の 他の 利益 は、 一 九 〇〇 年に は悶 却し うる もので あつたが、 一 九 一 叫 ハ 牛に は 3H 實靈耍 

な ものであった。 此の 變化は 事業 投 资の强 力なる？ i バ违 及び 一 九 〇^ ハ牛 以後 滿洲に 於け る 日本の 利益の. si なる 勃興に よ 

って惹 .3 された のであった。 一 九 一四 华に 於け る 日本の 投. K の 一 S や S は 以下の sin に 示されて をり、 一九 〇〇 半から 一 

九 一四た 牛に 至る の變： f に 若干の 注意が 與 へられて ゐる。 然し、 此の 研究の ために 一 13 に 採 川され た 方法 は、 その^の 

Si ハ 牛に 於け る 變化を 跡 づける ことより は 寧ろ 特定の 點に對 する 推算 を 要求 するとい ふこと が 記憶され ねばならぬ。 

一九 一 四 年の 推算 は 勿論、 主として 大： 午 洋^ 题 調査 會 n 本 现事會 の 委員会： の 報告に 持った ものである。 日本の 委員 會 

はまた、 彼等の 一 八 九 七 ハ+の 推 S> と じ 文 寄に 據 つた。 《: だれ は、 繰返して 言 ふが、 1 九 一 五ハ やに 發 ii:^ された 日本の 外務 

，おの 報告であって， 此の 報齿は 一 八 九 七：， 牛の 調査の 結^ 及び その. S ^漸く 完成され た 一 九 一 四ハ 牛に 關 する 浙ら しい？ の 

結 を 含む ものである。 信^すべき 日本の 當 IS によって S: び 調 木 2- がな された の は 一九二 叫ギ になって であった。 口木の 

委員 會 によって 編 S 、された ところ を 迫 拙した 報^ は 種々 の资 料からで あるが、 その 主要な もの は 支那 海關 報^で ある。 

^十七 章 支那に 於け る 日本の 投资  gl 六 三 


^ニ篇 各 國 ハ 四 

1 . 人  口 

一 九 〇〇 たやから， 一 九 一 u 年に 至る ハキ i§ の 支那に 於け る 日本の 利益の 變遷の S 準 一 の桁^^として、 日本人 人口の Is ナに 

IS る もの はない。 日本人 數の a ^おは 一 一 • 三千から 十 萬に なった。 一 九 〇〇 年に は 日 本人 は 在 支外國 人の 五分 ノ 一 以下で 

あつたが、 一 九 一 四 ハ 牛に は 日本人 は 支那に 於け る 他の 凡ての 外 國人を 一 緒に した 數と 等しくな つた。 支那の 最近の 11: 史 

に 於いて、 束 支錢^ 建；，； -期 叫に 於け る 口 シァ 人の それ を 除いて これと 比 されうべき 增 加はなかった。 これ 等兩 者の 場 

に 於いて ^？柷明は滿洲 の^,バ_：^ の 中に ある。 

四 表に 示された 在 支 日本人の <5.1 速なる^ 加 は、 一 九 〇 四 年に 始まった 日- S 戰&、 及び 一 九 〇 七ハ 牛に 行 はれた 大連及 

び 其の 他の 南 滿洲の あまり 重要で ない 都市の 外！； 貿易への M 放と、 明らかに 關聯 して わる。 支那 海 關絲計 は 更に 報吿 

を 提^す る。 一九 〇 一 年に は 在 支 日本人の 僅か 二  ％ が滿洲 に 居た が、 一九 一 一年に は 六八ズ になつ お。 一九 一四 年に 就 

いて は、 同じ 资 料からの それと 比： If. しうべき 數字 は^られなかった。 一九 一 三年 末に 於け る 在 支 日本人 數は十 萬で あつ 

た。 その 八 〇％ が 滿洲に 居た とい ふこと が^ 實 であると して 容認され うる。 在 支 日本人 数の 增 加に 於け る顯 著なる Iffi 貰 

はサ I 洲の门 放で ある。 
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ん五五 四 

一. 一- O 一 
S 八 ニニ 七 

プ しも O 


* 香港 及び 澳門 を舍む o 

*  *, 朝鮮人 を 含み、 ^港 及び 澳門を 含む。 商社に 關 する 数字 は 個人に 關 する 数字 程信賴 できな い。 例 へ ば大 速に 於け る 商社 は 含ま 

れてゐ な つ 

【11:12 八〕 Qd 惑 e  Maritime  Cvstcms  ：  Decennial  report  1902—1911,  vol. 2,  pp-  35 11.5. これが 一九 一 一 年に 關 する 數 字の 出 所 

である〕 

(41 究は 更らに 推し 進められ， ケる。 また，. r 九  一 ra: 年に 滿洲に 於け る 日本人の 約 九 五 ％ は、 關^ 州 机 借地 及び 南 滿洲錢 道 

附屬地 內 に 在った とい ふこと は 確かで ある。 滿洲に 於け る 日本人の 職業 別 分布に 關 する 報告が 得られ、 そして これが 南 

第 十七 章 支那に 於け る 日本の 投^  四 六 五 


3: 一一 ル 

5 「六 

八、 ル n 

八. さ 八 

一 

一一 七， さ 

一 1  一二、 ん ハ 

HQ, 一ん 

お. 二 六 

七 r 山 ハ丄八 

ml 、七ん 

ん七 3 

一 七；： 一 1 


一 r んー 0 

E. 『ム -0 

m ん、 101 

六 チ3 

七 八、 s:; 

七 ：2  0 

八。 、ニーん 

八 r ル I 八 


第二  f J 各 阈 ^  四 六 六 

滿洲^迸及び關.5^1^の使川入數を示す數字と比ぼされるときは， 一九 一 四 年に 滿洲に 於け る 日 本人の 約 五 〇％ は、 かく 

の 如く @ はれた るか 叉 はかくの 如き 被 一： f 人の 從屬 きであった とい ふ f ま I は 避け 難い 一九 一四へ 牛に 於いて、 そして 在 支 

日本人の 最^の 可な りな^ 加 以來、 日本人の 大多數 は滿洲 に、 日本の 行政 的 ま 1^ 下の 地域に 在り、 そして 彼等の 多數は 

日本 政.；：： P の 下の ニ大機 11 に 直接に 依據 して ゐ たので ある。 

〔ほ 九〕 發表 さ れた 数字 は こ れ等 の 叙述 を 支持す る。 Hsiao,  Chu,  **Manchuria  ：  A  Statistical  Survey"  in  Pr06/6i  of  the  Paeifk, 

i.05o,  pp.  413.  416  and  417.  Roysna,  M. (腿 山 政道) "Japans  Position  in  Manchuria."  n 藤 of  thi  Pacific,  B9, で p. 

5, ひ 74. 

滿洲 が- M.il- 性 を 持った とい ふこと を以 つて、 該期 11 に 於いて 他の 中心地の 日本人 人口が 大いに 墦 加した とい ふ 事情 

を輕： S して はならぬ。 若し 吾々 が 滿洲を 盧 外に m はくならば、 日本人の 分布 は 支那に 於け る 他の 外！ I 人の それの 如くで 

ぁったことを發兌する。 上^^は第 一 位の軍；：§^性を持っ都^でぁった。 一 九 一 五 ハ+に 上 に は、 一九 〇〇ハ牛 に 於け るの 十 

倍の 日本人が ぼり、 そして 一 九 一 五た 牛に は：： g 大 の！：：^ 的 集團を 形成して ゐた。 一九 〇〇 年に は $M< の 集團は イギリス 人 

であった。 一 九  一一 ¥に日本人が千以上に^^してゐた他の^^都布は天7.^(一 一、 九 七 〇)、 厦 E-( 一 、一 一三 一 )、 及び 漢ロ ( 一 、 

ニニ 七) であった。 SI: に 於いて は R 本人 は 他の 凡ての 外！： 人 を 合せた より 多かった。 上： 一 g 及び 其の 他の 諸 港に 於け る 

^おは 3 著で あつたが、 然し 一 九 〇〇 ハ 牛と 一 九 一 四ハ 牛との の 根本的 相違 は 滿洲に 於いてであった。 

*!.s 表 I 九 00 11 1 九 I 五 年の 上海に 1 ける B 本 入、 上. I ぬ Hll^ 局の 人口 調齊 によ リ共 

同 界 ひ 路區！ K つ を <10 み 佛粗界 を <s まず ハ ril 養 BepoH,  vol. 1, pp.  5112.〕 

人 口  外國 人人 ロ總 数に 對 する ％ 

1 九 〇〇 年  七三 六  一 1 


2 

M 
易 
及 

船 
舶 


九 〇〇. 


九 一 叫 华の 問に 於け る 在 支 日本人の 增加は 非 t;^ に顯^ でお つたので、 多少 詳しく述べた。 增進 しつ 


ある 日本の 默-婴 性の 他の 指數 は、 支那の 外！： 赏易 及び 外闽 船舶の 中に：：； される。 日本の投资の？l查のis:^?ぉが5^bれ 

るを以 つて、 貿= ^及び 船舶 は 只 最も 簡§ 举な說 を 要する だけで ある。 

支那の 貿：： ^は、 一 九 一 三ハ やに は 一 八 九九 年の 約 一 一倍であった。 此の 貿 總 額の 中の 日本の 分 前 は、 一 八 九， 九 ハ卟に は 一 

了艽>^ 一九二 二 年に は 二 〇• 九 々であった。 日本の $F 進し つ \ ある 耍性は 5$ 六 表に 示されて ゐる。 


n 六 表 一 八 九九 


八 

九 


九九 年 

1 三 年 

九九 年 

一 三 年 


一 九 一 三年の 支^の 貿 2?^ に 於け る B 本の 重1§8 性 

(支那 税 統計、 價ー职 の單位 wis? ^悶. 柳) 


e: 六 〇• 五 

九 七三. 五 

输 出 

1 九 五 人 

§:〇 三丄 一一 


日本と の S 易 

五三 * 1 

一 八 九 

日本 へ の 輸，£ 

1 七 * 三 

六 五 • 五 


日本との お：： ^のお 

1 1 • 五 

1 九 •〇 

日本へ の 輪 出の ズ 

八 人 

一 六丄 一 


t) 十七窣 支 に 於け る B 本の^ 資 


e: ふ ハセ 


1 九 〇 五パゃ  ニニ、 一 五 七  1九 

1 九 一〇 年  三、 一 二 六  一  二 五. 

一九 一 五 年  七 、一六 九  三 九 


^ニ篇 各. 國 篇  四 六 八 

0 入  日本からの lis 入  日本からの^ 入の ％ 

一八 九九 年  二 六 i£- 七  三 五 • 九  一 三 i 

一九 一 三年  五 七 911  1 1 九丄 一一  二 〇。 九 

支那 は その 大豆 及び 大豆 I お" r れ花、 及び 穀物の ハ 俭 々犬なる 及び I- 額、 並びに 益 々犬なる 割合 を n 本に わ 出した。 日 

本への 輸出い^ 逃 は、 部分的に は滿洲 放の ise^ であった。 一 九 〇 八ハキ 以後 異常な 發逹 を 示した 輸出品なる 大豆の 約 九 

〇％ は滿洲 おから 來た。 支那 は 日本から、 種々 の比_^又，的_3^耍でなぃ商品の、 益 々犬なる 量 及び n お  1 を 輸入した。 顕著 

なる 增加 をな したの は 綿- S 物 及び 綿絲 であった。 日本から支那に£^^された無地，il布は左の如くでぁった 11 1 九 〇 九 

ギに百 四ノ 十 i:I 匹、 一 九 一 〇 ハ 牛に 二百 四十 萬 一九 一 1 年に 二 -ru 八十お 匹、 一九二 一年に 三百 ！：山 匹、 一九 一三 年に 五 百 

七十^5^匹1。 一 九 〇〇 年以， S に 於いて 大 なる 加 をな した もの は れ 絲 であり、 一 九 〇〇 年以 後に 於いて は^ 布であった。 

目 本 は滿洲 の^ 場に 於いて 大いに 合衆国に 取って 代り、 そして その 支那に 於け る 綿布の 贩寶ー „M は、 イギリスの 商品の 販 

一 5 よりも 速 かに 增 加した。 

〔_!alo】 これい〉 > の 年 は、 國： ぼ 事件 及び 世界 il- 爭の 影！！ Is を 避ける ために 選ばれた。 

〔！！ に 一 一 〕 支那 海關 ト-、 t  §  the  Foreign  Trade  of  chin?  1913,  p. 10. 

支那の^ 3^ に 於け る 日本の^ 進し っ& ある 重 性 は、 該 期^に 於いて、 日本の^::, ^ に 於け る 支那の 重要性の 右と 類似 

の 44 おによ つて^^され なかった。 これ は 一部分 は、 日本の 貿易が 支那の. お 易より 速 かに a- 進した とい ふこと によって 

說 明 さるべき である。 日本の 貿易のより 小なる 割合 は 支那の 貿易に 對 して はより 犬なる 割合 を 形成した。 

第 七 表 1 八 九九 11 一九二 二 年の 曰 本の 貿 1« に 於け る 支那の 重 M 性 


九 

八 

九 

八 

九 

八 

九 

九 

九 

九 

九 

九 

年 

年 

年 

年 

年 

年 

し s;^ 味 深き 點は 日本の 若干 の^の 諸圃 との 貿易が、 その 支那との 貿 よりも 速 かに 增進 したと いふ ことで ある。 

これ 等の 他の^^の 中には、 蘭 S 、印度、 ォ ー ス トラ リア、 英 g 、印度、 及び 合衆國 があった 11 合 衆 瞬の 場合 は 增進は 支 

那の 場合に 於け るより 只 僅かに 高率であった にすぎないが。 一 八 九九 年 及び 一 九 一 三年に 於いて、 日 本の 對支貿 あは、 

その 合衆國 との 50: 易と 略々 等しく、 そして 兩者を 合せて 日本の 外！； 貿易の 約半分 を 占めて ゐた。 彼等の 對支 貿易 は 此の 

期 問 を： 通じて 日本人に とって 大 なる 重要性の もので あつたが、 增進 しつ める 重要性 を 持てる ものではなかった。 日本 

はこれ 等の 諸 ハ 牛の^に 世界 貿易の 中に その 地位 を 築きつ & あり、 その 貿易の 發展は 支那との 增 進し つ.. ある 貿易 を 含ん 

でゐ たが、 然し それ は、 支那 を 越えて 太平洋 及び 束洋の 多くの 地方に 彼れ を 到ら しめたの であった。 

支 に 於け る 船舶の 統計 は、 此の 國の 外^ 及び 內^ S おに 於いて 支那 稅關の 監視 下に 來た總 顺數を 示す。 これ 等の 數 
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(B 本の 統計、 價 額の 單位百 萬 画、 支那 は 關東州 及び^ 港 を 含む) 


貿易 總額 

四 三 1 • 九 

「三 六 1* 九 

輸 出 

ニニ  i 

六 三 二  • 五 

輸 入 

ニニ 〇" 四 

七 二 九 • 四，. 


支那との^ 易； 

1 1〇 丄ハ， 

一一； 二  • 五- 

支那へ の 輸出 一 

ニー  八 •  二 

支那からの 輸入 一 

三 六 •〇， 

九 三 ，四 一 


支那との S 凤 易の ズ 

二 五 • 六 

ニニ  *九 

支那へ の 輸出の ％ 

三 五 •  二 

支那からの 輸入の ％ 

1 山ハ， 三 

1 子 八 


第二 篇各 國篇  四 七 〇 

字は實 際に， 遠洋， 沿-:;4及び河川^^舶を合せて， 支那 各 港に 寄港せ る總 汽船 顿數を 示す。 諸 表 は 支那！： 旅の 下に 於け る 

及び 外^^ 雄の 下に 於け る 噸數を 示す。 總^ 數の數 字 は あまり 意味 を 持たない が、 百分率 分布の 變化は 意味が 深い。 一 

八 九九 ハ やに は、 日本の 顿 は總 計の 七 ％ であった が、 一 九一 三年にはニ五ゲ^^下らなかった。 稅關統計はまた、 ま那の 

港， の 運 遭に 於いて 各！： 籍 船 舶 によって い：： めら れた分 前 を 示す。 これ は、 未 M 港の 地位の ために、 支那の 內！： 航業 

に 於け る 外 國の持 分の 全く！ i: えす ベ *JJ 指數 ではない 。此の^ 易に 於いて、 一 八 九九 年に は 嚷數の 五ズ、 一九 一 三年に は 

1 一四 • 六 ％ が 日本の！： 旅の 下にあった。 

〔sn  二〕 これ 等の 數字は 出港^ 數 のみに 基いて &る。 

人口、 贾易 及び 船舶に 關し利 川し うべき 數字 が檢时 された。 支那に 於け る 日本の 利 (使の 大なる 增進は 貿易 及び 船舶の 

數字 によって 12 示される。 人口に 關 する 數 字は顯 著な IF 進を兑 せて ゐる。 年 述べん とする 一 九 一 三年 或は 一 九 一 四 年に 

支那に 於け る 日本の 投資の 推算 は、 前の 論述の 光の 中に 觀ら るべき も Q である。 

3 直接 事業 投資 

支那に於ける日本の^^接事業投资は 一 九 一 四 年に は 一 億 九 千 萬 米 = ^に 達した。 一 九  一 g: 年に 於け る總額 は、 かくの 如 

き 投資が 百 萬 米：^ に 過ぎなかった 一 九 0〇ハ 牛の 總額、 そして 凡ての 秫 類の 日本の 投資が 富實上 零に 等しかった 一 八 九 七 

年の 總， 油と 比較 さるべき である。 一九 一 s: 年に は- 支那に 於け る 日本の 事業 投资 は- イギリス 及び ロシアに. K いで 第三 

位. を 日本に 與 へ る に 充分な だけ 大き か つ た。 


s 接 事業 投資 は それ 等の 性質 上 支那に 於け る外國 居留民と 密接に 關聯 して ゐる。 一 九 一 四 年に、 支那に 於け る 日本人 

の 八 〇％ は 滿洲に 居た とい ふこと を 吾々 は 見た。 今 察されん とする 数字 は、 事業 投资の 殆んど 七 〇％ が 滿洲に 在った 

こと を 示して ゐる 0 

第 八 表 一九 一 四年の支那に於ける3ぉ-の|8^業投資の地理的分布* 


單位 百お 米 弗  總 額に 對 する ％ 

0  洲  二 111 マ 六  六 八 • 九 

其 他の 支那  五 九 * 九  三 了1 

一九二  ，五  1〇〇*〇 


* 上海に 於け る 投資 は 三千 米 弗と 推算され てゐ る。 

投資の 地现的 分布 は、 一般に、 豫期 こるべき であ 一った 通りで ある。 若し 何等か 說 を 要する こと ありと すれば、 それ 

は滿洲 以外に 於け る 日本人 人口が、 か.. \ の 如き 犬なる 割合の 投資 を 持って ゐ たとい ふこと である。 此の こと は 上海の 場 

合に は 目立つ のであって、 其 所に は 日本人 人口の 約 七 と、 日本の 投資の 一 五 ％ 以上が あつたの である。 上海と 滿洲と 

の^の 差違の 說明 は、 上海の 特性 的 日本人 は 事業家 及び 銀行家で あつたが、 南 滿洲の 特性 的 日本人 は 宵 吏 及び +m 滿洲錢 

道 食 社の 使^人であった とい ふ 事實の 中に 在る。 

吾々 が滿洲 以外に 於け る 狀態を 考察 するとき は、 吾々 は 五 千 九 百 九十 萬泶 弗の 車 業投资 を 1^ 扱 はねば ならぬ とい ふこ 

とを發 見す る。 これ 等の 投资の 略々 正確に 半分 は 上海に 在った。 上海 以外の 主要なる 中心地 は 天 f^、 漢ロ 及び 11 ^門で あ 

つた。 一九 一四 年に 於け る 日本の 投資の 分布に ついて 吾々 が 知れる こと は、 滿洲 以外に 於いて は、 此の 分布 は 支那 全 K 
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第二 篇各 國 篇  四 七 一 一 

に 於け る アメリカ 义は イギリスの それに 類似して ゐ ると いふ！ ^論 に 91： く。 これと 類似の 叙述 は、 人口の 分布に ついても 

なされた。 

更に 南 滿洲鐵 道 <r- 社 は、 滿洲の 重要性の、 及び 其 所と 其の 他の 支那に 於け る 日本の 利 (俊の 差異の 徵設を 提供す る。 一 

九 〇 六 年に 於け る 此の 鐵道會 社の 紐 織 以來、 日本 政府 は その 株の 半分の 所有者であった。 此の 會社 は、 滿洲に 於け る 事 

業 投资總 額 一 億 三千 一 一 百 六十 萬 米 弗の 中、 一 億 五 百 萬 米 弗 (七 九 • 1 1%) を 下らぬ 額 を 持って ゐた。 實際、 支那に 於け る 

日本の 事業 投資 總 額の 約 五 五 ％ は" 南滿洲 鐵道會 社の 所有 財産から 成って ゐた。 のみなら す、 後に 明かに される やうに、 

此の 錢道會 社 は、 滿洲に 於け る 1^ 道 ョ のために 支那 政府に 百 萬 米 弗 以上 を 貸付け てゐ た。 更に また、 それ は 行政 的 及 

び 文化的 目的に 供せられ たる 日本の 財産の 大部分の 所冇 者であった。 一 九 一 四 年に 支那に 於け る 日本の ^5 利益の 中に 於 

ける 南 滿洲鐵 道の 重要：^ は强 調し 過ぐ る こと はない。 

南滿洲 鐵道會 社の 地位 は、 以下に 一 九 三 〇 年に 於け る 投資が 考察され る 場合に、 一 歷 充分に 取扱 はれる。 然し、 なほ 

此 所に 記さるべき 事實が ある。 一九 〇 七 11 一九 一 一年の 問に 此の 鐵道會 社 は ロンドンに 於いて 總額 一千 四百 萬 磅を借 

入れた。 此の 額の 中、 一 九 〇 八 年に 三年の 期限で 借人れ た 一 一 百 萬磅は 一 九 一 1 年に 償還され たが、 然しな ほ 一九 一四 年 

に は 一 千 一 一 百 萬 踪( 一一 七 • 一 五六、 〇〇〇〇 圓) の 债務が あつ，^。 次の 表に はこれ は 度外視 されて ゐ るが， 然し 一九 一 

四 年 現在の 南 滿洲鐵 道 及び その 財產 は、 ィ ギリ ス 資本の 可な りな 投資 を 表現して ゐ ると いふ ことが 念頭に 置かる べきで 

ある。 また、 此の 1^ 道 は元來 ロシア 人に よって、 フランスの 资 本を以 つて された ものであると いふ ことが 念頭に 置 

かるべき である。 
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最後の 三 項ィ目 合計 三千 八 百 三十 萬阊は 左の 如く 分類され た。 

事業 投資  一 千 七 百 一お 圓 

行政 的 及び 文化的  二 千 百 三十 萬 圆 

『行政 的 及 文化的』 の 項目の 下に は學校 及び 病院 へ の 六 百 萬圆が 含まれて ゐる。 

【！ S 一  三〕 これ 等の 借款の 細 ほに ついては Economic  Hiss  of  Manchuria,  wanlc  of  Chosen,  Seoul,  1920, で p.  を 见ょ。 

利率 五ズ。 期限 二十 五 年の 借款が 二 口、  g> 五 /%、  二十 九 年の ものが 1 口あった。 發行價 ，0 は 九 七 及び 九 八であった。 

^接 事業 投资は 次の 表に、 事業の 性質に 從 つて 分類して 示されて ゐる。 かくの 如き 細目が 旣に 一 九 一 四 年に 於いて ゆむ 
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第 九 表 一九 一 四 年の 南満 溯 鐡道會 の 投資 

第一 欄 は、 余： 社の 組織に 當 つて B 本 政^から 讓 渡された 财虔の 評 價額を 示す。 第二 欄 は. 一 九 一 HI 年 三月 

三十 一 B に 『資本 勘定』 に 記載され た 額 を 示す。 位圓〕 
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られ たの は 日本の 場合 だけで ある。 それ は 日本 委員 會の 仕事 及び 一 九 一 四 年の 外務省の 報 苦に よって 可能なら しめられ 

たので ある 0 

輸出 人 業に 於け る投资 のず： 耍 性は顯 著で ある。 それ は 一 九 一 四 年の 總 額の 一 一 一  一 ％ 以上 を 形成して ゐた。 然し これ は、 

輸 7、 業が 日本の 投^の 一 〇〇％ を 占めて ゐた 一 九 〇〇 年から 兑れば 減退 を 示して ゐる。 此の 減退 は、 支那に 於け る H 本 

の！^ 濟 活動の 發述 及び 分化 を 標示して ゐる。 一九 〇〇 ！ 一九 一四 年の に、 日本 は 新しい 分野に 人った。 これ 等の 最 

も篾 要な もの は 運輸 業であって、 一九 一 g; 年に 於け る 總投资 額の 三 五 • 五 ルを おめて ゐた。 戮 道の 外、 これ は 河川 及び 

沿岸 航業を 含んで ゐろ。 ii 、業 は 第二 位の 重要性 を 持ち、 一 五 •  一  をい：： めて をり、 全 投資が 南 滿洲鐵 道， rr 社の 手中に 在 

る。 また、 錢驟 山、 精煉 所、 及び 製鋼所 を 持てる 支那 社、 漢治萍 公司への 日本の 投資が あり、 それ は 支那 會 社への 日 

本の 投資の 項目の 下に 報告され てゐ る。 製 f3 業 は それ 程 重要で ない が、 然し、 一 九 一 四 年に 日本人 は 上海に 於いて 三つ 

の^ 工場、 價額七 百 八十 萬圓を 持って ゐ たとい ふこと が 記さるべき である。 彼等の 滿洲に 於け る 新しい 地位 及び 國内 

に 於け る 現代 産業の 成功に よって 道が 開かれる と、 日本人 はま 那に 於いて 種々 の產 業に 入り込んだ。 

第 十 表 事業の 性質 別 日本の 事業 投資 


單 位千圓  總 額に 對 する ％ 

一、 蓮 輪 業  ニニ 六、 六 六 四  一二 五 • 五 

二、 公ハ橡 事業  六， 八 £〇  一 A 

三 、接  業  五八、 二 六 一  1 五 二 

S  、製 造 業  二 1 、一七 五  五 • 五 


五、 銀行業 及び 金融業  ニー、 六 五 〇  三 丄 一 1 

六、 不 動 產  1 六、 九六セ  四 • 四 

七、 输 出入 業  八 五 、一六 二  ニニ 丄 

八、 雜  四 七 J 二 〇〇  1 二 • 三 


計  三 八 五、 〇 一九  - 00.0 


次の、 此の 項の 下に 於け る 最後の 表 は、 一九 一四 年に 於け る 事業 投資に 關 する 一般的 叙述の 中に 人れ られた 總額を 一： 小 

す。 投資の 地理 的 位地 は、 日本 委員 會の 報告に 示された 通り 提示され てゐ る。 地域の 151： 分 は 大略 左の 如くで ある I！ 北 

支那 は靑島 及び 山 東 以北の 凡ての 港 を 含み、 中部 支那 は 揚子江 流域 を 意味し、 南 支那 は 福 州 及び それ 以南の 凡ての 港 を 

含む。 工場、 商店、 又は 商社の 數が 知られる 場合に は それ か II 示されて ゐる。 此の 表 全體 は、 一九 一 g: 年の 支那に 於け 

る 日本の 直接 事業 投資に 就いて 知られた 主要な 諸事 業 を 要約して ゐる。  - 


第 十一 表 一九 I 四 年の 支那に 於け る 131 本の 直接 事業 投资 

表 は 事 築の 性質 及び 投資の 地理 的 位地に 關 する 細目 を 示す。 括弧 內の數 字 は 工場 又は 商社の 數を 示す。 
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a* 滿洲 

B 本人の 銀行 

日 支合辨 銀行に 於け る 日本の 持 分 

b、 其の 他の 支那 

日本に 本店 を 有する 銀行 
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七、 輸出入 業 
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知られた る 二十 111 商社の 投資 及び 其の 他に 

對 する 推算 

b, 其の 他の 支那に 於け る 

知られた る 及び 推算され たる 投資 

八、 雜 

a、 滿洲 

滿鐡の 項目の 下に 報告され たる もの 
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4 支那 政府の 債務 

下に 列擧 されて ゐる 支那 政 1:^ の 日本人に 封す る e 位務 は、 支那 政府への n 本の 借款の み を 含んで ゐる。 其の後の 種々 の 

複雜な 權は、 一 九  一 M 年に は 存在し なかった。 然し、 借款が 考察され る 前に、 別個に 說明を 要する 若干の 債務が ある？ 

これ 等の 第 一 は、 團匪 賠償金の 日本 分で ある。 日本に 對 する 圑匪 賠償金 倚 務の 元金 は、 償還^ 始前、 一 九 〇ー 一年 一 月 

一 日に 二 千 四百 五十 is! 米 弗であった。 それ は 一 九 〇 二 年から 一 九 一 〇 年 迄、 年々 約 百 萬 米 弗の 日本への 支 拂を俾 ふ もの 

4 

であった。 一九 一 一年から 一九二 二 年 迄 は、 支拂 はこれ より 稍 多かった。 一九 一 四 年 一月 一日 現在の 元金 は 二 千 三百 九 

十 iss: 米 = ^であった。 圑匪賠 惯金は 勿論、 支那への 當 初の 支 拂 から 生じた ものではなかった。 そして 一 九 一 七 年 以後 は、 

支那からの 3 れ. 實の純 ま狒が 考慮され る を 要しない やうな 風に 變更 された。 一九二 二 年に 於いて は、 それ は 支那 政府への 

日 木の 借款の 總 額よりも 大きな^ 務 として 注意され ねばならぬ。 

【！ M 一  四〕 それ は 一 九 〇 六 年の 始めに 英 货债務 とたされ た。 Wright,  S.  E.,  ThG  CoUectiou  (I  Dfll  of  ihe  mriti,-e  i 


^1  QHis  Rcveme,  Shatighai,  1927,  p.  218. 一  九 一 三年に 支拂 ふべ き 額 は、 ニニ 一、 七 11  一二 碌 であった。 

^側の、 比 明 を 要する 第二の ほ 務は， 一 九 一 三年 i: 月 # 後^ 款 契約 調印の 結^と して 生じた ところの ものである。 横： m 

正金銀行が 日本の 代表者であって、 そして 借款 は イギリス、 ドイツ 、フラン ス 及び n シァの 代表 を 今：： める 所謂 五 岡財阒 

からであった。 借款 契約の 第 十八 條には 五 銀行 は 本 借款 を ri: 額 宛 分 擔 す。 仍し 相互 擔 保の^ 任な し』 と {ル めて ゐる. - 

これ は 第 十條に 於いて 更に 强 調され、 其 所で 支那 政府 は 『！s 銀行に 等分に』 元利 金の 支拂を なすこと に 同意して ゐる。 

^款の 额而は 二 千 五 百萬磅 であって、 日本の 分 は 五 百 萬磅、 即ち 約 五 千 萬 副であった。 此の 額、 又は これに 近い 額が、 ■ 

通$$支那政府へ の日本の^^款-.ぶの中に現はれてゐる. I それ故に- 此 所に それが 除外され た理. H を 述べる 必要が ある。 

〔-! JS 一  五〕 sacMurry,  John  V.  A.,  き and  Agre6nli.i  "vith  2.  Concerning  China,  1S94I1919.  Sliangliai,  vol. 11, で. 1014. 

|3演ず-金銀行に支拂をなす法^的^5^務が存在することは事實でぁるが、 待 後 款の 日本 分の 全部が 日本の 外で 行 さ 

れ たとい ふこと もまた 事實 である。 ま那の 財政の 複雜 なる 中に 於いて さへ、 全 資金が その他の 諸 闘の 投資 者 達から 來た 

のに、 或る 阔の 銀行に 支拂 ふべき^ 務が 存在 するとい ふの は 例外的で ある —— n シァは 初期の 例 を 提供す るが。 かくの 

如き 取引に 對 する 說明 は、 政 的 分野の 中に 在る。 齊後 款の 日本 分に 關 して は、 资金は イギリス、 フランス、 及び ド 

イツから 來 たのであって、 借款の 利子 は横濱 正金銀行 及び これ 等の ョ ー a ツバの 中心地の 銀行 を： S じて、 イギリス 及び 

ョ ッパ大 il の 投资者 達に 支拂 はれた とい ふの が蔡實 である。 發行 地の 原則に 據る こと、 すれば、 日本 は 此の 借款の 

分 前 を 持って ゐ ない。 一 九 一 四 年に 日本に於ける善後借款！^^翁の 現實の 所^に 關 する 報吿を 得る ために 努力して 見た 

が、 此の s- に 日本に は、 かくの 如き は 存在し なかった とい ふ 結論が 眞實 らしい。 これ 等の 事實に 鑑みて、 善後 借款 

第 十七 章 支那に 於け る ni 本の 投資  四 七 九 


第二 篇各 國 篇  四 八 〇 

は、 支那に 對 する 日本の^ 款の 表から^ 外された。 

S  I 六〕 發 行の 場所 及び 額に つ いて は I 一 ayli?  ,T.  pi  Fos さ L,  Obligatiom  of  Qdua,  Tientsin,  1925,  p. 16. を 見よ c これ 

は 私が 意 を iS いた 銀行家の 持って ゐた 償還 表と 一 致して ゐる。 

事實 上、 齊後 借款と 關聯 せる 金 .1 的 取引 は 恐らく、 日本から 支那へ より は 寧ろ、 ョ ツバから 日本への 資金の 交付 

を 意味す るので あらう。 此の 論 は、 ま邠 政府が 此の 借款の 手 取 金を以 つてな すべき 償還の 表の 中に、 若干の 省 政府 借 

7 

款 及び 交通 部 借款 總計約 一 千 萬 1^ の横濱 正金銀行への 償還が 含まれて ゐ たとい ふ 事實に 基く ものである。 

〔一- 13^ 一  七〕 MacMur ry,  J..  V.  A.,  Treaties  and  ,4 ね 7.c<ss き？,  vol. 】I,  f>. 1018. 

支那 政- への 日本の 借款で 記錄の ある 最初の もの は、 一 九 〇 九 年に なされた。 それ は 日本 政府から 購入した 新 奉鐵道 

遼 河 以東 線の 改築の ために 南 滿洲錢 道^ 社から なされた ものであった。 原 借款 は 三十 二 萬圓、 手 取 九十 三、 期^ 十八 年 

であった。 それ は 『期 附滿了 以前 …… 全部 還 淸を行 ふ を 得す』 とい ふ條 項に よって 確保され た 或る 程度の 日本の 利益 を 

伴って ゐる" 此の 錢 道の 購人 及び 吉長錢 道の 敷設に 關 する 協約 は 一 九 〇 七 年 四月 十五 日に、 續約は 一 九 〇 八 年 十 一 月 十 

1 一日に、 細目 契約 は 一 九 〇 九 年 八 巧 十八 日に 調印され た。 

〔一 SI 八〕 rbkl,  vol  I.  p.  627. 購入 價額は 1 、六. 一 ハ 〇、〇0〇 圆 であった。 

【5!SJ 一  丸〕 P  vol. L  p.  627. 

此の 線 三十 六哩は IKilii:* 奉 iKil の 道の I!^ 後の 一環であって、 支那 人 は それ を 獲得す る こと を 熱望して ゐた。 南滿洲 

^道との 運賃 戰 がその 年の 終り 頃に 報道され てゐ ると いふ 事實 から 判斷 される やうに、 一 九 〇 七 年の， 末にな つて 支那 人 


の 有效な 支配の 下に 置かれた。 

【s!:l 二  0〕  一 s-  crosier さ Bev ぎ, November,  1907.  p.  186. 

第二の 借款 もまた、 吉長 道の 敷設の ために 南 滿洲錢 道 会： 社.^ ら なされた ものであった。 此の 惜款 の豫備 協約 は、 新 

奉鐵 道に 對 する それと 結合して なされた。 南 滿洲錢 道の 北端から 柬に吉 林 省の 首府に 至る 此の 道 は、 一 九 〇一 一年の 

シァ との 協約の 對 象であった W 此の 線 は 朝鮮！： 境の 方に 向って ゐ るので、 日本人 は 特 に 此の^ 道の 敷- S を 欲して ゐた。 

惜款額 は 二百 十五 萬圓 で、 此の 全額が 一 九 一 三年 末に 殘 つて ゐた。 協約 は、 此の 線 (及び 新 奉 線) は、 ne 滿洲錢 造と 聯絡 

すべく』、 支線 又は 延長 線 を 敷^す る 場合 は 『其の^ 設 のこと は淸國 政-:^ の自 辦に歸 すべく、 若し 资 金に 不足 あるとき は 

會 社に 向て 借人 を 申込むべし』 と 規定して ゐる。 此の 線の 管理に 關 する 條項 は、 營業牧 入 を核濱 正金銀行の 支店 又は 

所に IS 人るべし とい ふ 外、 全く 支那 人の 手中に 委す 如き ものであった。 吉長線 は 一九二 一年 十月に 完成され たが、 惜款 

は 行き； Si まった。 支拂 の延滯 及び 此の 線の 朝鮮！： 境への 延長に 對 する 提案 は、 それ を 日 支 の對 立の 對 象たら しめた。 

〔！M  二 一〕 IMac  J^IUlTay,  J.  V.  A.,  Tree  alKZ  A。rre 層 i%  vol.  I,  pp.  629131. は 原 協定 支那 文の 飜譯を 載せて ゐる。 それ は； 

十 wi: 道の 一部と して 計畫 され、 そして 支那の！： 收の條 件 は 主 線に 對 する ものと 同じであった。 

Cllli  ニー 一  J  Mac  Murray,  J.  V.  A.,  Tmdies  emi  ^s.nassp  vol.  .1, 1〕. (23. 

【！に 一二 一一〕 1 九 ◦ 九 3f 九月 四日の 間 d2 に關 する 協約 第 六 條を见 よ。 MacMSTay,  J.  V.  A.,  Treaties  and  Apr 霞 is,  vol.  I, で. 

797. 一九 1 四 年 以後に 於け る 其の 他の 條約は 後に 引 川され てゐ る。 

第三に、 横濱 金銀 行から 支那 政. W 郵傳 部に 對 してな された 二つの 借款が ある。 それ 等の 一 つ は、 京漢錢 道の 回收を 

援助す るた めに、 支那 政府に 對 する 二百 二十 萬圓の 借款の 取引 をな すと いふ 條 件の 下に、 ま 那の銀 弗 內债を 購入した も 

第 十七 章 支那に 於け る 日本の 投資  四 八 1 


二  |3| 各 ^ 篇  四 八 二 

ので ある。 もう 一 つ は 郵傅部 借款と して 知られて ねる 一 千 一 お^の 借款で ある。 此の^ 款は 一九  一 I 年 三 月 になされ *  0 

近 行政に 對 する 金の 供給の 爲め であると 一 W はれて ゐた。 それ は 疑 ひもな く * 一  月に 郵傳 部尙 害と なった 盛宜懷 によつ 

て 強力に 推し 進められた 锁道 管理の^ 中 政策と 關聯 して ゐた。 盛 懐 は 精力 的で、 評判が. 惡 く、 そして 莫大な 收^ をし 

てゐ たと ー舣に 信じられて ゐるひ 彼れ の^ 近 集屮管 政策 は 一 九 一 一 ハ+の 革命 を 惹起す るのに m; 要な 役割 を： § じた。 此 

の^ 款は手 取 九^、 利率 五分、 期^ 二十 五ケ ハ牛、 そして 二百 萬 圆 の即 ST の 前 渡 を つて ゐた。 その 全額が 一九二 二 年末 

には殘 つて ゐ た。 

【-!s 二 四〕 郢傳 部と は 交通 の 支那 名で ある。 

「-,-;1 二 五〕 MacNair,  H.  F.,  China  iti  ^§KF  chicag^o,  1931,  p.  28, 及び Wagel, S.  R.,  Fi-i 賺 6  i  chiap,  Shanghai, 

1914.  pp.  4S--9. 

【1fJI 六〕 これ$1>ニ つ の借i^に^ii!;;する$I;^^契約は  Mac レ lurry,  J.  V.  A.,  7k き .cs  f§z 」5r7.lle き， vol.  I,  pp.  757,  835 にある 0 

f 九 一 一 ハ やの 革命 勃發 から 數ケ パ以內 に、 若干の 額が 日本から 借りられ たが、 それ は列擧 されて ゐ ない。 一九二 一年 

1 n に 大含糾 は^ 京 臨時 政" 肘に 三百 萬圆 の^ 款に應 じた。 週 杭 鐵 追の 一 部を抵 常と せる 此の 惜款 の擔 保に 關 する 條項 

は、 此の^ のた めの 一 九 〇 八 たや 三 =：： の 借款 協お と^ 接に 牴觸 して ゐた。 其の！ si^ 起った 紛 は、 巾英 公司 (The 

writish  and  Chinese  corporHion) からの 手 取 金を以 つて 大ぉ糾 に 俗 還す る ことによって 解決し * それに 對 する 契約 は 

一 A 一  四た 小 一 一：：： に！ I 印され た ひ 此の 借款 は 一 九 一 三た 牛 末に 反 の 的と なり • 一 九 一 四た 牛の 始めに イギリスからの 借款に 

よって 俄 還され たから •  ^外されて ゐ る。 第二の^ 款は 一 九 一 二 年 二月に 三 井物產 によって 引受けられ たと 報ぜられて 

ゐる。 此の 借款 は 百 五十 萬圓、 七 分であった。 此の 會社は 國庫設 券 を 受取った のであって、 借款の 目的 は 南京 臨時政府 
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の經費 を支辨 する ためで あつたと 言 はれて ゐる。 此の 借款 は， 一 九 三 〇^ の總額 中の 支那 政. 时無擔 保 借款の 中に ある。 

【-ぽ 一一 セ. 1 ^^Prt2c^-wp<^  J.  V.  A.,  Treaties  and  .A り resnents,  vol.  I, で. 731. 

一一 八〕 一 般に 信憑， すべき 出 所からの、 これに 關 する 說明は 以下の 如くで ある — HMM:^ 券 は元來 年利 七 分で あつたが * 1 九 

二 0 年 二月 六日から 利^が 一 割に 變更 され、 財政 部 は 複利 を支拂 ふこと に 同" 一 2- した』。 0.  0.  S.  and  EL  K.  L.,  N き 0ー1  the 

IiiaJeqmtely ひい- cs.6d  Loam  of  China.,  Peking,  1920, で. 13- 

最後に、 もと. 履々 Toa  company として 關說 される 東： 血 興業 會 社から 陝西省 政府 銅 元 局に 與 へられた 三百 萬圆の 

借款がぁる。，此の^^款の正確な日附は判らなぃが、 それ は 一 九 一 三年に は 存在して をり、 そして 一 九 二 〇 ハ 牛に 中央政府 

に引繼 がれた。 此の 借款 は 一 九 三 〇 年 現在の 無擔保 借款の 中に 見られる。 

〔ほ： 二 九】 利率 は 八 分から 1 割に 變更 された と 報ぜられて ゐる。 

次の 表 は、 知られ 且つ 承認され たもの のみ を 含めて、 一 九 一三 年末 現在の 支那に 對 する 日本の 借款の、 便利な 要約 を 

提^す る。 これ 等の 借款の 總計は 七 百 三十 五 萬 米 弗で ある。 若し 吾々 が、 一九 一 二 年の 三 井 借款 及び 陝" „s: 銅 元 局 借款 二 

百 二十 五 萬 米 弗 を 加 へれば * 支那 政府に 對 する 日本の 借款の 總額 は、 九 百 六十 萬 米 弗になる。 他の 諸 II との、 及び 後の 

時： i に 於け る ^ss の 務 との 比較の 目的の ために 採 川され うるの は、 此の 金額で ある。 

圑. 化 信金の 日本 分 は 一 九 一 三^ 末に は 一 一千 三百 九十 萬 米 弗であった。 此の 金額 を 加 へれば、 日 木 及び 日本人に 對す 

る 支那 政府の^ 務總. ま は 三千 三百 叫 十 萬 來„ ^なること を 示す だら う。 若し 吾々 が 善後 借款の 日本 分 を 含める とすれば、 

約 五 千 八 百 萬 米：^ を 下らぬ 支那 政府 は務總 額と なる であらう。 南 滿洲鐵 道"： 社から 滿洲の 二つ の^や；^ へ の 借け.^ が、 何等 

か 日本から 资 金の 交附を 要した とい ふこと はあり さう もない。 かりに 々が、 其の 他の 借款が かくの 如き 交附を つた 
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と 定 しても、 一九 一四 ギに 支那 政，：^ の 日本に 對 する！ sg^ は 五 千 八 百 萬 米 弗であって、 これ 等の 債務 を 作り出す ために 

支 It に拂 込まれた 總額は 約 八 百 萬 弗に すぎなかった とい ふ r:- ろくべき 結論に 吾々 は 到達す る。 

日本の 支那への 惜款の i 尸 W として 九 百 六十 一 米 を 採り、 賠償金と して 元金 一 一千 三百 九十 萬 米 弗が 殘 つて わると いふ 

こと を 指.：！ し、 そして 雜： 後^ 款を 全部考 ！ L デ外 に^くの が 一 層安當 であると 思 はれる。 


第 十二 表 一九 一三 年 十二月 三十 IDS 一 在、 支那 政 .1^ への の 借款 
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支那 會 社への 投资  . 

此 所に 記錄 さるべき 諸 投資に 鑑みて、 外！： から 借 入れ をな すに 充分な 程 重要な 支那. 5: 社 は， 通常 政府 又は 官^ 违と敏 

當 密接な 關係を 持って ゐ ると いふ 記述 を 繰 返す がい.^ と 思 ふ。 日本 及び 支那に 於いて は、 公有と 私有との 會 社の ii に、 

西洋人 特に 英^法の 中に 生活せ る： € 洋 人が 馴れて ゐる やうな、 劃然たる 法^ 的 Isi: 別がない。 治 外法 權、 及び 支那に 於け 

る外國 人の 活動に 制^ を 加へ る 詣條約 は 更に 問題 を複雜 にす る。 條約 港外に 於け る 支那 工場の 上に 外國 人に よって 保持 

された 抵當權 は、 かくの 如き 取引への 支那 政府 側の 關與を 惹起す る やうな 紛糾の 可能性 を 提^す る。 不確實 では あるが 

下に 取扱 はれる 諸 借款 は、 支那 會 社への 投资 として 分類す るの が 恐らく 最〈丧 の 道なる ベく、 それ 等 は 直接 投资 でもな け 

れば、 支那 政府の 債務で もない。 

第一 の 例 は、 横濱 正金銀行から、 支那最大のま及び鋼生產者にして揚子江流域に於ける炭坑及び鐵鍍山所冇^<?なる漢 

仏 S 萍 公司に 與 へられた ー聯の 借款で ある。 此の 公司の 據 史は此 所に 取扱 ふ を 要しない。 一九 〇 二 年に 共の 財 產に對 して 

四百 萬 馬克の ドイツの^ 款が與 へられた。 ドイツの 倍款に 日本の 借款が 絞いた。 横濱 正金銀行からの ー聯の 借款が E 始 

された の は、 後に なつてから (一九 〇 八 年) であった。. これ 等の 借款 は 通常、 日本 政府の 八幡 製鐵 所に 引渡さるべき 鐵缠 

及び 銑錢に する 前拂の 形式 を 採った。 千 ニー C 萬圆の 務總額 を 包含す る 一九 一 三年 十二月 二日の 協定の 中に、 銑錢及 

び錢 鎮に對 する n: 本 政府の 支拂は 横濱： 止 金銀 行に 爲 さるべき ことが 規定され てゐ る。 銀行の 方で は、 『公司の 凡ての 新舊 

債務の 期^ 到來 せる 元利の 支拂』 に充當 し、 公司 は 只 その 貸方 殘高 だけ を隨 意に 使 川し うる ことにな つて ゐた。 縫 約に 
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於いて、 公司 は 日本人の 財政 及び 技術 顧問 を赌 S: する こと 及び 若し 支那 以外の 金主から fi^ 金が 供給 さるべき 場 含 は 此の 

銀行から^ 人れ る こと を 約した。 

【»** 三 0J  MacMurray,  f,  V.  A;  Treaties  ss.^  >^^t^^ づ oL  II,  21. 108314. 

〔_!s 三 一 〕 さ id.,  p.  1079. 附屬 r 眩 協定が； |g いて ゐる。 

此の： S の 金融 協定の 下で は、 或 一 定の 時^に 於いて 銀行に 對 する 公司の 負 债額を 決定す る こと は 容易で ない 0  .1 口に 

於いて は 全く 一 致しない 幾つかの 惜 表が 得られる。 吾々 は、 一 九 二 七 年に 支那 政府 農 纏、 部に よって 任命され た 委員き 

の 報吿を 信憑すべき ものと して 採 川す る ことができる のであって、 それ は 一 九 一 一四 年 十一 一月 三十 一 日 現在の、 漢： 公 

司の 日本," 權 者に 對 する 情 務の表 を 作成して ゐる。 此の^ は、 一 九 一 三ハ牛 末に 於いて、 二 千 九 百 七十 五 萬 四千 七 百 三 

十六 11 及び 1 1 百 五十 萬： 刚の 日本の 貸付 總額を 示して ゐる。 顧琅は 同時 期に 對 して 總額 一 一千 七 百 八十 一 萬 一 千 三百 九十 0 

及び 十二 萬兩 となして ゐる。 <n5 時の 新閱に 於いて は、 一 九 一 三年 十二  の 協定 後の 總額 は^^ 約 三千 萬 则 と 書かれて ゐ 

る 總 額に 關 する 協お に 鑑みて、 吾々 は 一 九 一 四年の始めに於ける^^：^^！：公司へ の日本の投资を、 一 千 五 百 萬 米 „ ^と看 

jl^EH- ことができる。 

【ゆ： 三 二〕 に 0.  K.-  Foreign  rioi  i さ chf  m。，  p.  95. は 顕琅の 『中國 十 大據， M 調^ 記』 (支那 文) からの 表 を 採錄し 

てゐ る。 農 i; 部の 一 九 二 g: 年の 表 は その 九 六 lex に褐 げられ てなる。 

一： 三〕 ま， th  Qdna  Hercdd,  March 14, 1914,  p.  759. 『公 司 は 永らく.1«5^困雑な狀態 に ぁ リ、 そのために 日本人 は！^ 營を ^：: け 

るた めに 月給 手形 を 支： 怫は なければ ならなかった』 此の^ 者 は、 支那 人 は 截に對 して 『惡 くない 代. m』 を i:^ てゐ たと 信じた。 

それ は 5- 板 渡し 1 iMl 十七 W であると 記されて ゐた。 。hlm  r§-  Book,  1919,  p.  357. 漢冶萍 公司へ の 日本の 借 i 舦は 『三千 百 萬 

歸 であると 言 はれて ゐ る i_o 


第二の 例 は、 厘々 南 昌== 九 江鐡道 又は 南傳鐵 道と 稱 ばれる 江 西鐵路 公司の それで ある。 此の 錢道 は、 支那に 於け る 私 

有と 公有との 會 社の 問の 15! 別の 困難 を 完全に 例示す る。 それ は；； i 西 省の 官吏 及び 商人の 一 團 によって 企てられた。 彼等 

は 一 九 〇 四华に 朝廷に 上奏して 逸行の 許可 を 得た。 資金 は 募集 及び 富 鎮の贩 喪に よって 調 される^ であった。 问 時に 

省の 鹽稅增 ，1 額 を 某. 礎 とせる 引受が あった。 此の 線の 一 部分の ggi の爲 めの 契約 は、 一 九 〇 七 年に 日 木の < 社 (大介 紐) 

との に 締結され た。 一 九 一 〇 年までに 二十 哩ば かり 建設され たが、 そのと き 公司 は 支那 人の み を 使^す る こと を 決定 

した。 一九 一 二 年までに 此の 線 は德安 (九 江から 三十 哩) に 達した。 ひき 緩け る 財政 的 困難 は 東 isl 與業會 社からの 借 

人れ に ^いた。 此の 會社は 一九二 一年に 五 百萬圓 を 貸付け、 その 一 部分 は 元の 日本との 契約から 起った 初期の r お 務に充 

てるた めに 用 ゐられ た。 此の 額が、 一 九 一 三年 末に 於け る鐡路 公司の 日本に 封す る 愤務總 額 を 表 はして ゐ たとい ふこと 

は 疑 ひ を容れ ない。 これ 等の 資金の 源が、 郵便貯金 及び 其の 他の 資金の 投資 を 統轄せ る 口 本 政府 大藏 雀； お金 部であった 

とい ふ事實 は、 日本の 側からの 政 狩の 關與 の證據 である。 此の 借款に は、 双方からの 政府の 關知 及び 或る 程度の 政府の 

關與 はあった ので あるが、 借款 は 日本の 一 金融 機關 から 支那の 一 鐵道會 社への もので あり、 そして 此 所では さう 分類 さ 

れてゐ る 0 

【註 一一 一四〕 報告 は 南滿洲 鐵道會 社に よって 發 行され た 支那 諸 厳 泣に 關 する 報 吿嘗 及び 左の 諸 書で ある —— JRhea,  Frank,  Far 

EoBteni,  Markets  for  Bnihmy  Materials,  Equipment  and  Supplies,  Washington,  1919,  pp.  122—3  ；  K;eut,  P.  IL,  Raihaay 

Kllteise  in  pf  London,  1907,  pp.  18311;  Hsu,  M.  p,  Rauvs  Problems  in  China,  New  York,  1915,  pp.  93  14. 

【註 一二 五〕 時として Oriental  enterprise  Compay と稱 ばれる。 

1 九 一 三年 末に 於いて、 兹に 包括され ねばならぬ 其 他の 諸 投资が 存在した こと は^ひ を i 谷れ ない。 それ 等 は 小 a であ 

第 十七 章 支那に 於け る 日本の 投資  TO: 八 七 


第 1 篇各 國 篇  四 八 八 

つたに 相違な く、 そして それ 等の 大部分 は 南 滿洲に 在ったら しい。 知られた 諸 投资は 一千 七 百 五十 萬 米 f かとい ふ .總 額に 

達した 3 

第 十 一 二 表 一 九 一 四 年に 於け る 支那 會社 への B 本の 投資 

横濱 正金銀行から 漢冶萍 公司 へ の借^^$  1 五、 〇〇〇、〇〇〇 米弗 

束亞 與業會 社から 江 西嶽路 公司 へ の 借款  二、 五 〇〇、〇〇〇 ク 

針  1 七、 五 〇〇、〇〇〇 ク 

6 行政 的、 文化的 及び 慈善 的 財産 

文化的、 慈善 的 及び 行， 政 的 目的に 供せられ たる 日本の 財産の 總額 は、 たと へその 或 部分に 關 して は相當 正確な 報告が 

あると はいへ、 充分に は 推算され えない。 例へば 南 滿洲鐵 道 会 〔社 は、 一九 一四 年に、 五百^ 圆の價 額の 學校 及び 病院 を 

所有して ゐ たこと、 そして 此の 鐵 道の、 一般的 行政 (鐵道 自體の 管理 を 除く) の 目的に 用 ゐられ た 財産 は 一千 五 百 二十 八 

萬 三干圓 であった とい ふこと が 推^されうる。 關東 鹿の 行政 的 財産 は 鐵道會 社の それより 大きかった に 違 ひない。 その 

1 般 行政 的 財産の 外に、 關^ 廳は 電話 及び 電信？， お f を 持って ゐた。 一 九 一 三 11 1 九 一 四 年の 會計 年度に 於いて、 公 企 

業 及び！： 有 財産からの 牧人 約 百 五十 萬圓を 報告して ゐ るが、 これ は 純 牧人であって、 經費は 決，：； えされ えない。 日本の 國 

庫から 關褒廳 への 一年の 補助金 は、 一九二 一一 11 一九  一 w 年に は 三百 十二 萬 一： 千 百 _A 十圆 で、 一 九 〇 七 11 一九 〇 八 年 

以降の 平均 は 約 三百 萬圓 であった。 


計 


南中 北滿 
部 部 部 

支 支 支 


那 那那洲 


此 所に 考察され てゐる 財産の 總慣額 は、 確かに 一 i! 犬なる 關東 11 の それ は 別にして、 約 一 一千 五 百萬圆 位であった らう。 

決定的 推算に これ 以上 近づく こと は、 利用し うべき 報吿に 基いて はなされえない。 

7 一九 一 四 年 迄の 日本 政府の 支那に 於け る费用 

當該期 問の、 日本 政府の 支那に 於け る费 は、 支那の！： 際 貸借に 於いて 或る 重要性 を 持って ねる" ：：；^ 大の 支出 は 勿論 
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【一 三 六〕 Fi ミ mcial き1 さ。ー 養 k 」？~|ニ7  0/  Jhjxrn,  1913,  Appendix,  pp.  112. 關|3^贓特別〈は$^ は安^線警懈我を含んで ゐ た0 

次の 表 は、 日本人に よって 維持され てゐる 支那に 於け る 主要 設立 物 及び その 所在 を 示せる ものである。 此の 表 は， こ 

れ 等の 設立 物の 六 三， ^がが 滿洲に 在った とい ふこと を 示して ゐる。 これ 等の 設立 物の 多く は 勿論、 それ^の 地现的 分布に 

よって 標示され る やうに、 日本人 人口に 役立った めで あつたが、 同時に その 多くが 支那 人の ために 役立って ゐ たとい ふ 

こ とも 眞 I 貝で ある。 

第 十四 表 一 九 一 四 年の 支那に 於け る B 本の 文化的 及び 慈善 的 設立 物 
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日 isis 爭 に關聯 せる それで ある。 滿洲の 省が 戰爭 の舞臺 であった。 戰爭 に參 加した 日本の^ 軍兵 力 百 八 萬 八 千 九 百 九 

7 

十六のう ち、 少数の 師團を 除いて 全部 滿洲に 行った。 費總額 11 その 或る 部分 は 滿洲に 行った であらう 11 は 十七 億 

七 千萬圓 であった。 支那に 於いて 現 富に 费 された 額に 就いては 若干の 報告が 得られる。 

【ほ 三 40 〇J?awa,  G. (小川 鄉 太郎リ rxpeiurcs  of  the  B 議 -Jap 儘 C  w(lr.  New  York,  1923 二) .  29. 此の 著者 は、 序文に 

述べられて ゐる やうに、 大山 薛氏 である〕 戰費綠 額の 数字に つ いて は 一). 107 を 見よ。 

滿洲に 於け る 多くの 地方 的 費 川の ために、 日本 政府 は その 軍部 當 局に 『軍票』 を發 行す る 横^ を與 へた。 これ 等 は 十 

面から 十錢に 至る 各種が 發 行され た。 これ 等の 償還 は 滿洲の 諸 都市、 天津 及び 芝 S 不に 於け る 日本の 銀行 を 通じて、 種々 

の 方法 を以 つて 所理 された。 一九 〇 六 年 七月 迄に 『軍票』 の 償還の ために 費され た 總額は 一億 九 千 百 十四 萬 五 千 四百 五 

十五 圆で あった。 此の 額 4- 部が 支那に 送金され たこと は 十分 確かで ある。 また 所謂 軍政 費 は、 關束 都- 噔府 の- g 費と して 

記載され たる 約 二百 萬圆の 一項 目 を 含む とい ふこと が 知られて ゐる。 最後に、 安 奉 線 及び & ー1. 線の 建設の ため、 及び a 

シ ァの錢 道の 場合 は 若 千の 改築 及び 附 J がの ための 費 川 を 包含す ると ころの、 交， S のた めの 諸 項目が ある。 これ 等 は 一 九 

〇 六 年 六月 迄に 五 千 八 百 萬圓に 達し、 尙ほ 支出 さるべき 充當 金が 一 一千 三百 萬圆 あつたと 報ぜられて ねる" に 日本 政府が 曰 

露 I； 争に 關聯 して 支那に 於いて 費した 額 は、 確かに 二 億 fi- 千 萬圓を 下らす、 そして これより 可な り 大きかった かも 知れ 

ぬと 推算して^ 逮 ひない 0 

DM  一二 八〕 さ iV ク pp.  10516. 軍-?; - ルを以 つて 發； 仃 された 總 IS は 二 〇 六、 三 九 八、 八 一三 岡であった。 軍- I ポの中 i お干 は撗濱 正金銀行の 

3^  ；^; 券の 發行 によって 償 r;^ された。 

【註 一二 九〕 95>  (. ^野 %- 1 ；) 7， ミ i 」 さ sssli  Kxmnditurcs  of  さ, New  York,  1922,  p.  87.  K 一 r  K-,} さ 


； Tune,  1906,  p*18. 

支那に 於け る 日本 政府の その他の 費 w は、 散在せ る 諸 報告から 推算され うる。 關束 の 不足に 對 する 支出 は、 前述の 

通り 一九 〇 七 —— 一 九 〇 八 年 以降 年々 約 三百 萬圓 であった。 小 野 载一 氏 は、 該 期^に 對 する 總額を 二 千 百 八十 萬 M と 記 

0 

述 して ゐる。 支那に 於け る 日本の 兵力 は 一 九 〇 三年に 一歩 兵 軍国に 增 加され た。 n: 露 印 後、 此の 阁は關 州 内に 駐 

更に、 一 九 一 三年に は、 北 支那に 約 一 千 七 百の 日本 兵が 居た。 これ は國 "fii 事件 協定 及び 一九 一 1 ハ 牛の 革命 勃發 

後の 列 M:i^ の 協定に 據る ものであった。 その外 南 滿洲に は、 南 滿洲鐵 道 沿線に 駐屯す る魏道 守備隊が あった。 かくの 如 

き 守備、 おの 丘へ 數は、 日露 戰 が 終って 日本^が 滿洲 から 撤退して 以來、 約 一 萬に 維持され てゐ た。 これ 等の 守備隊 を 維 

持す る费 W は 六 百 萬圓 乃至 千 百萬圓 であった。 これ 等の 軍隊 及び 守備隊に 對 する^ S は、 一 九 〇 七 11 一九 〇 八 年 以降 

の 期 問に 於いて、 平均 一 千 二百 萬圓 とい ふ 總 額に 達した や 2 であるつ 

nlj! 四 OU  ono,  G.,  JVar  cml 」3gtme?l~  Fxpondltwes  。f  Japan,  New  York,  1922,  I).  148. 

【一一 Si 四  一 J  o^awa,  G.,  Jh»  ConacripUou  System  in  J.ftp2?,  l\e\v  lark,  1923,  pp.  4/ 一  U4. 

【！ m 一一〕  China  Fi-  Book,  1919,  pp.  33213. 

【一 IJiSI 三〕 South  Alanchuiia  Railway,  Bep。rt  o 一 i  pr。s,ss  f  Mai-urlrt  1907 1 1928, 1). 6P 此の 费 用の 或る 部分が 關琢 腿に ft 

擔 させられ たと いふ こと は、 ありうる ことで は あるが、 ありさう もない。 

若し 報告が 信頼 さるべし とすれば、 當該全 期 に、 滿洲を 含む 支那に 於け る H 本 政府の^ S 總額 は、 恐らく 三 憶^ を 

下らなかった と 信す るに 充分の 根據が ある。 實際 上、 此の 全部 は 日露 戦ハ卡 又は 滿洲に 於け る 日本 S 利ハ i に關聯 して 费さ 

れ たもので ある 0 此の の 費^ は、 恐らく 決して 投资と 見るべからざる ものである。 此の 場 A: は 然し、 日 木の 政- 时は个 W 
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，お 洲錢 道の 支配 權 及び 錢 道の 株式. 價額 一 億圆を 取^した ので ある.^ 

〔一 Si 四 四〕 此の 財産からの 日本 政府の 收入は 一 九 〇 九 I 一  九 一 三年の 問に 約 一 千 萬 IS であった。 

8 一九 一 四 年の 支那に 於け る 日本の 投資の 約說 

世界 戰爭 及び それが 日本の 極東 及び 支那に 於け る 政治的 及び 金融 的 地位に 起した 重要な 變化 以前に、 支那に 於け る 日 

本の 投資 は 約 二 億 二 千 萬 米 弗に 達した。 一九 〇〇 u 一九 一四 年の 間の 變化は 著しく、 そして 日露 戰爭後 滿洲に 於け る 

日本の 利益の I- 進に よって 大部分^ 明 さるべき である。 事業 投資 總 額のう ち 一 億 三千 一 ー百六十萬来弗は滿洲に在.0^、 支 

那 政府への 借款のう ち 百 二十 萬 米 弗は滿 洲の鐵 道に 對 してであった。 一九 一 四 年に、 支那に 於け る 日本の 凡ての 投資の 

六 〇％ は 滿洲に 在った。 此の 滿洲に 於け る 利益の 增 進は戰 争の 結果であって、 それ は 租借地 及び 錢道附 暴 地の 政治的 ま 

配、 及び かくの 如く 支配 さるる 地域に 於け る 日本人 人口の 犬なる 增加を 伴った。 これ 等の 利益の 缝得は 日本 政府に とつ 

て 高價 であった、 そして 此の 期 の 終りに 當 つて 年々 少 くも 五 百 萬 弗の 純 經費を 要した。 

滿洲 以外に 於いて は、 日本の 資本 は貿ぁ 業、 航業、 及び 製造業に 投ぜ られ、 上海に 集中して ゐた。 支那 政府への^ 款 

は 一 火 一 四 年に は 約 一千 萬 米 弗 あり、 大部分 政府 鐵 道に 對 してであった。 日本人 は、 支那 政 i:^ への 一 般的 款の 最大な 

もの、 卽ち 一九 一 三年の 善後 借款に 參 加した が， 然し 此の 公愤の 日本 分 は 全部 ョ ー 。 ツバ に 於いて 發 行され たので ある 

から、 此の 借款に 對 する 彼れ の 關與は 政治的 考慮に よって 命ぜられた ものである。 日本人 は 二つの 重要た 場合に 於いて 

ま那會 社への 投 资 を 試みた が、 支那に 於け る外國 投資の 此の 新ら しい 分野に 於け る 努力 は、 殆んど 成功し なかった。 次 


の 表 は 支那に 於け る 日本の 投資の 要約 を 示す。 f も 一 千 一 一 百 五十 萬 米 弗に 上る ことが 前に 示された ところの、 行政 的、 

慈善 的 • 及び 文化的 目的に 用 ゐられ てね る 財產を 推算 ぜんとす る 企て はなされなかった。 

第 十五 表 一九 一四 年の 支那に 於け る GD 本の 投资  . 

直接 事業 投資  一 九 二、 五 一〇、〇〇〇 米弗 

支那 政府への 借款  九、 六 〇〇、〇〇〇 ク 

支那 會 社への 投資  一 七 • 五 〇〇>〇〇〇々 

計  ニー  九、 六 一 〇、0〇〇ク 

三、 一 九 三 〇 年に 於け る 日本の f5 利益 

1 槪  說 

支那に 於け る 日本の 投資 は、 前世紀の 九 4. 年代の その？ t お S に 於け る、 及び 支那 革命の 初期に して^ 界戰爭 以前なる 一 

九 一 四 年に 於け る その 狀 態が 示された。 日本 は 一 九 一 四 年 迄に、 對支 投資 を 持てる 諸國の il に 於いて 若干 重要な 地位に 

進んだ が、 然し 他に 一 曆 大きな 投资を 持てる 國 民 的 諸集團 があった。 然るに 一 九 三 〇 年 迄に 狀勢は 3^ 化した。 今や 日 水 

の 保有 額 は イギリス を 除いて 他の 何れの！： の それよりも 大きくな つた。 日本 は イギリス と共に、 今日い：； い «| せる 重要性 を 

持って ゐ る。 今呤 味しょう とする の は、 此の 日本の 利益の 不 斷の與 起で ある。 

現 時 及び 近年に 於け る 日本の 投資の 推算 は、 主として 太平洋 問題 調査 會 日本 现事會 の 委員 會の勞 作に 據っ たもので あ 
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る。 此の 入 1^ 員 舎 は、 それが 一 八 九 七 年 及び 一 九 一 四 年に 就いて 利 川し えた やうに 日本 政府の 報吿を 利用し えなかった。 

委員 會は それ故に、 新たな 獨 立な 調査 を 試みた のであって、 その 結 5^ が 以下の 推算の 基礎で ある。 此の 調査 は、 多くの 

闲 難に 遭 「：s したに も か、 はらす、 成功 的 給 論にまで 推し 通された。 それと 同時に 日本 委員 會は， 以下に 列擧 する やうな、 

支那に 於け る 日本の 投资の 完全な 又は 部分的た 諸 調査と 參 照 及び 比較す る ことができた。 

新しい 報告の 笫 二に 重要な 出 所 は、 支那に 於いて 劉大釣 氏に よって、 支那に 於け る 外國の 投資の 此の 全般的 研究と 協 

力して 遂行され た 調 杏で ある。 劉 氏の 調査の 結果 は、 太平洋 問題 調 1 ^食の 支那 理事 食に よって、 同調 _ ^食の 京都，^:: 議に 

Forciyti  J§3dmcmix  in,  CJhhia ハ. Foreign  LtvesiTUCTUS  in  CJhim,  1929 として 引 される) とい ふ 表題の 下に 提出 さ 

れ た報吿 中に 發表 された。 此の 村 料の 其の後の 研究 は、 一 九 三 一 年の 上海 會議 の爲に 支那 理事 會が 同じ 表題 {.Foreign 

Inviments  in  Chim,  1931 として 引用され る) の 下に 出版した もの-^ 中に 提示され た。 劉 氏の 目的 は 諸國の 投資に 

就いて 支那で" 跪ら れる 資料 を 蒐集して 提示す る ことであった。 彼れ の勞作 は、 支那 以外で 勞 作した 人達の それと 引合 は 

せて：：： <  るのに 價！ g ある ものである コ 此 所に 提示され た 新ら しい 資料 は 劉 氏の 及び 日本 委員 會の それで ある。 

2 日本の 推算 

過去 十 年 に 於いて、 日本人の 外國 保有 財 に對 する 日本人の 關心は 益々 增大 しつ. - あった。 この こと は、 一部分 は 

日 木の 政治に 於け る 支那の 大 なろ 要 性に、 一 部分 は その 際 金融 的 及び 經 的 地位の 重 性の：：： 本に 於け る 一 舣的認 

識に s: る ものである。 此の 關心は 日本の 海外 特に 支那に 於け る 投资を 推算 せんとす る 多數の 試みに 導いた。 これ 等の 推 


算 のうち m 要な もの は 以下に 列擧 する 如くで ある。 これ 等の 多く は 後に 參 されて ゐ る。 

二 第一 は 一九 一 年に 關 する 井上準之助 氏の それで ある。 これ は 一 九！ 一六 ギに束 京で 出版され た；！ 氏の 『我！： 際 金 

融の現 狀及改 稗 策』 の 中に 毘 出される。 彼れ の 一 九！ 一  1： 年末に 於け る R 本の 對外 投资總 額の 推^ は 十八 億 一 千 Kn 七十 一 

萬 九千圓 であった。 此の 中 彼 は對支 投資 を 十三 億 八 千 五 百 八十 萬圓と 推算した。 

一 「 第一 一 は 一 九 一 一七 年に 關 する 日本 商工 省の 推算で ある。 それ は 一 九 一 一九 年に 日本 文の 小冊子と して 發 表された。 

題 は 『海外に 於け る 主要 本邦 商社の 投資 事業』 である。 その 報告に は 備考と して、 ：< 十九 伶 社からの 報告が 包含され て 

ゐる こと、 借款 は 除外され てゐる こと、 そして 金融、 航業 及び 保險會 社からの 報吿 はない ことが 述べられて ゐる。 これ 

等の 會 社に 對 する 總額は 十億 三千 六 百 五十 萬圓 であった。 此の 中 九 億 一 一千 六 百 i3| 圓は 支那に、 その 中 七 億 六 千 三十 萬圆 

は滿洲 に、 そして 一億 六 千 五 百 七十 萬 圆は其 の 他の 支那に として 報告され てゐス め。 

〔_!s 四 五〕 劉 大鈎氏 は 此の 報告が その 終局の 形 を 採る 以前に これ 等の 數字を 5!S た。 それ 等 は 彼れ の Foref  [s  inohi-l, 

1929,  p.  120,  Estimate  B. の 中に  一 1^ されて ゐ る。 

三、 第三の 推算 は滿洲 のみに 關 する 南 滿洲鐡 道 翕 社の それで ある。 此の 推算 は 一九二 四 华に關 する ものから 始まった 

實に ！ 聯 の椎算 である。 これ は 該鐵、 S 會社 によって 刊行され た。 一 九 一 jg: 年に. 關 する 總； in は 十 i: 億 二百 三 m; 四千 六^ 八 

十五 M であった。 鐵^, s，r 社 は、 『借款』 の總額は右と 同額 一 億七千^：六十九^^^ 一千 百 九十 六圓 なる 他の 諸椎 を？ sl^ し 

た" ^款 以外の (大部分 は 事業) 投資の 總額は 左の 如くであった —— 

1 九 二 四 年  1、 二三 〇、 三 四 三、 四 八九^ 
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笫ニ篇 各 國 0  四 九 六 

1 九 二 六 年  •  一 、一一 一三 五、 七〇 ん 、二 六八ク 

1 九 二 九 年.  r 四 六 八、 四 C 五、 八 三 1 ク 

一 九 一 一六 华に關 する 數字 は、 .£滿！1錢道^|:社 一一 ュ ー ョ ー ク 事務所に よって Jap 賺 se  J,dmeHts  and  Jsr.p3ilduuycs 

in  Manchuria とい ふ 一お 題の 下に、 一 九 一 一九 年 一 一月に 八！： 衆！！ に 於いて 刊行され た。 

〔- iJlSl 六〕 1 九 二  m 年に 閥す る 表 は 劉 氏の Fo 一 も」 さ さ vestsscnts  f  CMm, 192 ヌ p.  122,  Estimate  D. の 中に la 出される。 

g:、 次に R 華實業 協會の 一 九 二 六た 牛に 關 する 推^が ある。 此の 推算 は 元來、 東京で 發 行され た小リ ー フレットの 中に 

バ^され たもので ある。 此の 推算 は、 一九二 八 年に 束 京で 支那 問題 研究所に よって 刊行され た 長野朗 氏の 勞作、 r 支那 

を 舞 とする 列！： 资 本戰』 の 中に、 "ー フレットの 中に 見出され るより は 詳細な 報吿 と共に 現 はれた。 此の 勞 作の 一部 

分 は、 此の 研究の ために 祌戶 ススム 氏に よって 飜譯 された。 日華 實業 協會の 推算 は 十八 億 五 千 九 百萬圓 であって、 その 

中 滿洲に 十三 億 三千 七 百 萬圓、 其の 他の 支那に 五 億 二 千 二百 萬圓 であった。 此の 描算 は、 一九 三 〇_ ヰに 私が 鬼 京で 含談 

した 多數の 事業家 及び 銀行家に よって、 今までに なされた 推算のう ち 最善の ものであると 貢 明され た。 彼等 は その 時 未 

だ 太平洋 問題 調 K え， 會の 委員 會の 推算 を 見て ゐ なかった。 

五、 最後に、 太平洋 問題 調査 会の 日本 现事會 の 書類と して 印刷され、 京都 會議に 提出され た 小 田 切 氏の 推算が ある。 

此の 推算に 對 して 日 實業協 會の村 料が 使 川され、 支那に 對 する 日本の 借款に 就いては、 横濱 正金銀行の 東京 支店で 得 

られた 村 料が 使 川され た。 事實 上、 日華 實業協 # の 推算 は 此の 銀行との 密接な 協力に よってな された ものである。 小 田 

切 氏の 主要な 総計 は、 借款 七 億 三千 四十 七 s: 七 千圓、 事業 投資 十 A 億 九 百 十五 萬 四千 圓、 合計 二十 五 億 三千 九 百 六十 三 


萬 一 千 回で ある。 此の 總計は 一 九 一 一七 年 又は 一 九 一 一八 年に 關 する ものであった ひ 小 田 切 氏に よる 此の 推 S は、 その 著者 

が 横 濱正余 銀行の 村 料 を 利 川せ るを以 つて、 そして 日本の 對支 借款の 安常なる 總額 としての 彼れ の 判斷を 含める を以っ 

て、 別 に^げた。 此の 問题に 就いては 彼より よぐ 横 威を以 つて 詰りうる 日本の 研究者 はない ので ある。 

3 人  口 

一 九 三 〇 年に は 1 1 十六 萬 乃至 一 一十 八 |JI の n! 本人が 支那に 居た。 彼等 は 支那に 於け る 最大の 外！！ 『2i-^:s» -圑』 である 

と 同時に、 日本 以外の 國に 於け る： ：！ ^犬の 日本人 集圑 である。 それ は 一 九 〇〇 年の 三千 乃至 四千から、 一 九 一 四た 牛に は 約 

十 萬、 一 九 三 〇 年に は 一 一十 七 萬に 增 加した。 海關 41 計 は、 日本人が 一 九 三 〇 年に 在 支 外 圃人數 の 七 〇vl を 下らぬ 部分 を 

占めて ゐ たこと を 示して ゐる。 此の 研究に 協力した 人達の 報告に 基いて、 海關 統計の 若干の 變：5- が爲 されうる であら 

う。 然し 一 九 三 〇 年に 於いて、 日本人が その 數に 於いて 優越して たとい ふ 事實は 動かない。 彼等の、 現實の 及び 比較的 

の 數の增 加の 重要性 は 檢討を 要する。 

【！ S 四 七〕 日本 以外に 居住せ る 日本人の 約 三 四》。， は 支那に あった。 

第一に 注意すべき 點は、 一九 一四 年から 一九 三 〇 年に 至る 增 加が、 一九 〇〇 —— 一九 一四 年の の 加の 作った やう 

な 在 支 日本人 人口の 地理 的 分布に 於け る 根本的 變化を e! はなかった とい ふこと である。 一 九 〇 一 年に は 在 支： = 木 人の 僅 

か 二，^ が 滿洲に 在った が、 一九 一 一年に は 六 八 多、 一九 一四 年に は 八 〇％ になった とい ふこと を 記憶しょう。 一九 三 〇 

年に は 百分率 は 一 九 一 四 年と 等しかった. - 滿洲の 開發が 初： 期の 諸 年に 於いて 日本人 を 誘引し 激增 させた ので ある。 一 九 
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^二 篇^  N 篇  四 九 八 

一 四 年 迄に これ は 終り を吿げ • 一  九 一 叫ハト 以後 は在滿 日本人 人口の 增加 は， 上海及び其他の支那に於ける增加ょり.^^き 

くはなかった。 一 九 一 叫 年に は， 日本人の 支那へ の 移住が 起り つ k あつたと 人 は 想れ いした かもしれ ない が、 然し 一 九 一二 

0ハ 牛 迄に それ は 無かった とい ふこと が 明かに なった. - 

第 十六 表 一 九 一 四- 一 九 一 二 0 年の 支那に おける 日本人 
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* 香港 及び 澳門を 合む" 


* や 香港 及び 澳門を 除外す。 朝鮮人 を 含まず。 商社 数 は 人口 数より は遙 かに 信憑し 難い。 大 連に 於け る： S 社 は 含まれて ゐ ない。 

日本人 は、 滿洲に 於いて 多數の 移住者に 對 する 機會を 見出す こと を 期待して ゐ たとい ふこと、 滿洲は 人口問題の^ 決 

に 價値を 有する 程の 數を 吸牧 すべき 新 日 木の 鄕土 たるべき であると いふ 意兒を 日本人が 持って ゐ たと いふ ことが、 層々 

言 はれる。 然し かくの 如き 意見が、 責任 ある そして 事情に 通ぜる 人々 によって 抱爽さ ^^」ゐ たとい ふこと は^はし ハ。 

第 一 に 法律上の 困難が あった。 日本人 は、 狭い 租^地 及び 鐵道 附屬の 外で は、 土地 を 獲得し 農業 又は 商工業に 從事 する 

權利を 持たなかった。 彼等が 持って ゐた鑌 業 及び 採 木 業に 從事 する 權利は 1 般 的の もので なく、 そして 制限 は 効 的で 

あった。 一 九 一 五 年 以前の 狀況の 下で は • 日本人の 満洲への 何等の 一 般， 的な 移住 も 問題と ならなかった。 一 九 一 五ハ 牛に- 

並 H 通に 『二十 ーケ條 要求 J として 知られて ゐる ものに 關 する 永い 商議の 後、 日本人に 附加 的諸權 利を與 へる 條 約が 調 

印され た。 然るに 支那 人 は、 日本 國 民が 土地 所有 を 許さる べしと いふ 提案 を 抗拒した。 そこで、 彼等 は 『各 稲 商工業 上 

の 建物 を 建設す る爲 又は 農業 を經營 する 爲 必要なる 土地 を商租 する こと を 得』 と 5i 定さ， ^た。 日本！：：： A はま.^、 『南滿 

洲に 於いて 自由に 居住 往來し 各種の 商工業 其の 他の 業務に 從事 する こと を 得』 る こと，. なつ だ。 これ 等の 權利 は、 支那 

. 課 稅及ぴ 警察 法令に 服す る條 件の 下に 與 へ られ た。 それ 等の 實跑期 は、 條 約と 同日 附の 往復 文喾 によって 延期され た。 

土地 商 积に關 する 細則 は 公布され なかった。 日本 委員 食の 解 fl^i は、 『此の 條 約が 締結され た E 的 は 八， 日まで 實 現されて 
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第二 篇各 國 篇  五 〇〇 

ゐ ない』 と 首って ゐる。 滿？ S への 日本人の 自由な 移住に 對 する 法律 的 障 害 は 以上の 如くで ある。 時として 人が 印 柳 物の 

中に 兑る やうな、 滿洲に 百 の 日本人 を 移住させる とい ふ、 又は 松 花 江 平野に 大 植民地 を 創 するとい ふ 計 誓 は、 日本 

人の 法愤 2 地位の 要な 變更 を必耍 としたの である 4。 

〔！ ui 四 八】 一 九 一 五 年 五月 二十 五日の 南滿洲 及び 束 部內薪 古に 關 する 條約 紫ニ條 及び 第三 條。 saclvlurray,  J.  V.  A.,  Tilea 

and  Ayrccm§t.st  vcl. IJ,  I). 12 に p 

〔一！ ssw 九〕 南 滿洲鐡 近 調査 課に よって 編 募され た 『支那の 條約 及び 協定 侵犯の 實例』 の 表 (一 九 一一 一 一 年 十月 二十日 附〕 に は、 前 

述の條 約.， ニ條に 就いて 左の 如き 記述が ある 1! 『此の 點 につ いて 細目の 協定に 到達 せんとの 要求が 5^ 返し 日本に よって 爲 され 

たに も か X はらず * 支那 は 何等の 注意 を拂ふ こと を も 拒^した』 。第三 條に 就いても また 記述が ある。 

若し 唯一 の义 は、 王 要な 障 害が 法律 的の ものであった なら、 疑 ひもな く 除去され たで あらう。 然るに 一 曆大 なる そして 

1 1^ 永^ 的な 熏要性 を 持てる 他の 障害が あった。 冬期 酷 斑なる 滿 洲の氣 候が 障壁で ある。 日本 自體に 於いて は、 北海道 

が他の何れの地域ょ.=^も大きな割合の未墾可耕地を持ってゐる。 日本人の 衣服、 家 IT 建築 及び 食物 は溫 帶の氣 候の もの 

である。 

〔一！ JS 五 0〕  ^^^su,  5.(那須哈) issi  Sl7...a&.sl  is  Jiiprm, 太平洋問題調査會日本|-事會刊、 東京、 I 九 二 九 年、 一 二八 頁。 北海 逍 

移住の 通々 たる ことの 唯 1 の說 明は氣 候で あると 想像 さるべき ではない。 

然し、 日本人の 滿洲 移住に 對 する 重要な 障害 は 經濟的 及び 社 舎 的の ものである。 日本人 農民に とって は、 支那 人と 競 

爭 する こと は 困難で ある。 これ は I 部分 は 支那 人が 低い 生活 程度に せんする ことに 因る ものであるが、 それ はまた 支那 

人が、 支那で 發 達した やうな 家族 制 _ ^の 中に、 强固 であると lEa^j に 比較的 頓應性 ある 紐櫬を 持って ゐ ると いふ 事 實に基 


くもので ある。 家族 は 個人主義の 順應 性の 若干と、 結合の 力と を 持って ねる。 滿洲に 於け る 日本人 は、 家族より 強力で 

あるが それより は順應 性の 少ぃ 組織なる 國 家に 多く 賴 つた。 その 結 は、 土地の 耕作 及び €1 象の 經營 より は、 滿洲の 政 

治 的 支配の 方が、 日本人に よって ヨリ 容易に 引受けられうる とい ふこと である。 支那 人 は、 彼等が {, ^族に 依據 する こと 

の、 經濟的 及び 社 會的强 さと 政治的 弱さと を 持って ゐる。 

人 は、 若し 日本の 農民が 滿洲に 於いて、 農業 問題の 科舉的 研究 及び 贩寶銃 制の 爲 めの 諸 機關の 設立 を、 經濟的 理由 か 

ら正當 化する 程 充分な 數に 上った 場合に、 起り うべき 狀態を 考 へて兒 る ことができる、 そのと き は、 日本人が より 高い 

生活 程度 を 維持し、 そして 同時に 支那 人と 競爭 する ことが 可能で あらう。 かくの 如き 所 § はは、 恐らく 鐵道 及び^ H 勿の 經 

營の利 (CI を少 からしめ るで あらう。 然し、 此の. 問题を これ 以上 追及す るの は 無意味な ことで ある。 た 1,-、 競爭は gj- に 生 

活 程度の 問題で あるば かりで なく、 それ は 同時に 經濟 的、 社會的 及び 政治的 組織に 依存して ゐ るので ある。 

支那 人に 勝 味が あると いふ こと は、 日本の ilJ 民が、 日露 戰爭 以來 全然 日本の 政治的 支配の 下に ある 祸滿 洲の积 借地に 

行かなかった とい ふ 一 實 によって 示されて ねる。 一 九 二 七 年に、 ilis- 州に 農業 を 本業と せる 日本人？ お-家 は 僅かに 百 九 

十五 戶 であった。 同年に 和 借地 以外の 南 滿洲に 於け るか X る 農家 は 七百戶 以下であった。 これ 等の 數字 は說明 を 要しな 

い。 狭小な 租借地から 東 三省の 廣大な 地域に 目を轉 すれば、 顯 著な 事 實は住 が懇倒 的に 支那 人 だとい ふこと を 人 は 兑 

る。 滿洲の 主要 輸出品なる 大豆 は、 日本の 义は ロシアの 鐵道 によって 輸经 され、 日本の 船に よって 運送され るが、 然し 

それ は 支那 人 農 によって 栽培され 收瘦 される ので ある。 これ は 一 八 六 四 年 牛莊の 開 港以來 その 通りで ある。 一 九 二三 

年 以来、 支那 人は從 前より 多 數滿洲 に 移住した。 最近 八 年 問に 五 百 萬 以上が 永住者と なった と 推^されて ゐズ w。  ：！取 も愼 
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lim に 推算した ャ ^ 洲の 人口統計 は、 一 九 三 〇 年に 少 くも 一 一千 五 百 萬の 支那 人人 口 を 示して ゐる。 滿洲 への 移住 は 支那 人で 

あって 日本人ではなかった。 此の 情況 は 日本の 政治的 指導者 及び 擧徒 によって 承認され てゐ た。 私が 日本 又は 支那に 於 

いて 會談 した 日本人で、 滿洲が 將來の 日本の 犬なる 移民の 鄉土 となる であらう とい ふ 意見 を 表明した ものはなかった。 

【lisi 五一〕 ャ ングの 推算 は 一 九 二 四 11 1 九 二八 华 につ いて 四百 萬であった。 此の 移民に 關 する 主要な 硏究は Young,  C.  W., 

Chinese  colonization,  and  the  lycvdopmsu-  of  Manchuria,  Honolulu,  1929. 及 ひ IIo,  l-raulilln,  popuultl.st  JkomncrU  to  fJ!c 

Nbrtheiern  Frontier  in  Qdwt,  Peipiiig,  1931, である。 南滿洲 鐵道會 社の 諸 出版物 は 同じ 問題 を-取扱って ゐる。 

【！ 二〕  Orchard,  J.  E.,  Ecmo-dc  padtf  pp.  43-  46. は 日本の 指導者 達の 發 表した 多数の 聲明 を集錄 して ゐる。 主耍 

な點 では 一 致した 結論が ォ ー チヤ ー ド によって、 及び 旣に 引用され た 最近の 研究 Moulton,  H.  P,  Jap§,  ：  >^  Ec 豪 mlc  {i 

Fi 雲 td<i/  AJ:>pral:. さ I,  ^.  394. の 中に 表明され て ゐる。 

支那への 大 移住の 可能性 を 考察した から、 私 は 現狀の 問題に 立歸 らう。 一 九 三 〇 年 (及び 一 九 一 四 年) に、 在 ま 日本人 

の 八 〇％ は 滿洲に i5 た。 卽ち約 1 一十 一 萬 五 千で ある。 此の 中 十九 萬 九 千 五 百、 即ち 九 一 一 • 八 ％ を 下らぬ 數が關 東 州 及び 

滿錢附 場 地內に 居た。 一九 一四 年に はパ ー セン テ ー ジは九 五であった。 一九 三 〇 年に は、 一九 一四 年に 於け ると 同様に 

在 支 日本人の 四 分 ノ三は 彼等 自身の 官憲の 直接支配 下の 地域 内に 居た。 これ は 恐らく、 在 支 日本人の 分布が 二つの 時期 

の 問に あまり 變ら なかった こ との 充分の 證明 であらう が、 然しな ほ 云 ふべき ことがある。 

1 九 一 四 年に 關 して は、 官廳 及び 鐵道從 業 員 及び その 扶養者 は、 在滿 日本人の 約 半數を 占めて ゐ たと 推算され た。 最 

近の 硏究 は、 在滿 日本人の 約 四 〇％ は 運輸？ r 宫 公吏 及び 生活の 爲 めの 自. S 業に 依存して ゐる とい ふこと を 示して ゐ 

3 

る。 商業に 從事 せる おの 數は總 數の約 二三 ％で あった。 事實 上、 運輸 業に 從事 せる 者の 全部 は 南 滿洲鐵 道に 腿 係せ る 者 


であり、 そして 官公吏 及び 自由業 者の 非常に 大きな 部分 は關宽 廳に關 係せ る ものであった。 一 九 三 〇 年に 關 する 數宇 

は、 此の 地域の 發展 と共に 多少 ヨリ 大きな 職業の 差違 を 示して ゐる。 然し 一 九 三 〇 年に 於け る 在 支 日本人に 就いて、 や 

はり 彼等の 大部分 は 滿洲に 於け る 日本の 支配 下の 地域に 在り、 そして 彼等の 多く は H 本 政府の ための 一 一大 機關に 直接に 

依存して ゐ たと 言 ふこと がで きた。  . 

rlH^IJ* 一一 一〕  R.oyama,  (蠘. =5 政道) ：Japatl》s  Position  in  Manchuria,"  P さ Wei  of  ih&  pacp  p>. ひ 74. 

上海に 於け る 日本人 人口 は 增 加 を 緩け た。 一 九 三 〇 年に 共同 和界 及び 越界 道路 Si 域に 一 萬 八 千 名 以上、 佛 租界に 三百 

十八 名の 日本人が 居た。 日本人 は 一九 三 〇 年に 始めて 居留地に 於け る 外 國人總 數の五 〇％ 以上に なった。 上海 全體に 於 

ける 外！： 人 總 數 gl 萬 八 千 八 百 六 を 考慮に 入れれば、 日本人 一 萬 八 千 七 百 九十 六 は 三 八 *五％ を 占めて ゐた。 

第 十七 表 一九 一 14 1 ^九 三 0 年の 上海に 於け る 日本人 (上海 ェ部： S の 人口 調 杏の 

數 字に ょリ、 共 和界 及び 越 界逍路 區域を 合み、 佛 租界 を 合まず〕 * 

人 口  外 國入總 数に 對 する ％ 

1 九 1 五 年  七、 一六 九  三 九 

1 九 二 〇 年  一〇、 二 一  五  四 四 

1 九 二 五 年  1 三、 八 〇 四  四 六 

1 九 三 〇 年  1 八、 四 七 八  五 1 

*  Fcetkm  Report,  vol.  I,  pp.  51—2. (邦 譯、 七 一 —— 四 K、 第五 號表) 

此の 期間に 於け る 淸 勢 は 多數の 日本人 をお n 島に 赴かせた。 以前の ドイツの 租借地 は 一 九 一 四 年から 一 九 ニニ 年 迄 日本 

の 手中に 在った。 支那 海關 統計 は、 膠濟鐡 道が 日本の 管理 下に あり、 以前の ドイツの 地域に 日 木の 民政が 施行され てゐ 
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た 一九二 一  年に， 靑島に 於け る 日本人 數は 一 一 萬 一 千 六 百 九であった こと を 示して ねる。 日本側の 一 九 二 五 年に 關 する 數 

字 は、 一 萬 一 千 十六と なって ゐる. - 其の後の 年に 關 する ヨリ 大きな 推算、 例へば 一 九 一 一七 年に 關 する 一 萬 三千 一 一 百 九 

一 ひ 

十四と いふの が ある。 一九 三 〇 年に 靑 島に 於け る 日本人 數は 恐らく 約 一 萬 二 千であった らう。 此の 情 態 は 満洲に 於け る 

それと 比較され うる。 多數の 日本人 を靑 島に 赴かせた もの は、 日本 政府 を 指導者と したと ころの 關 心であった。 彼等の 

數は 近年 多少 減退した。 一 九 三 〇 年に 靑島は 日本人 人口に 於いて 上海の 次ぎであった。 

【一 Ki 五 四〕 Chinese  Maritime  Customs,  f} 籠. niul  J や, I,  1912—21,  vol. 2,  pp.  450.11. 一 九 一 三年に 於け る ドイツ の 人口調査 

は 日本人 人口 を 三 1 六と した。 

5S 五 五】 J (一 FS.  Foer  Book,  1929,  p.  46. 

天津 (五、 一六 八)、 漢ロ (二、 五 〇 一)、 厦門 及び 福 州 は 何れも 一九二 一年に 一千 以上の 日本人 人口 を 持って ゐた。 一 

九 三 〇 年に 天津に 於け る 日本人 人口 は 地方 官憲に よって 約 五 千と 推算され、 そして 滿洲 以外の 左の 諸 都市に は、 各 一千 

以上の 日本人が 居住して ゐた 11 天津、 漢ロ、 北 平、 厦門、 そして 多分 福 州。 支那に 於け る 貿易 中心地で、 其 所の 日本 

人人 口が、 凡ての 他の 外 國人を 合計した と 殆んど 同じ 位 多くない 所 は殆ん どない。 

若干の 一般的 記述に ついては、 私 は 支那 海關 統計から ni を轉 じて、 此の 研究と 關聯 してな された 報告に 基いて 私に は 

安 當と思 はれる ところの もの を 見よう。 私 は 香港 及び 澳門を 支那に 含める。 全地 域 を 考慮に 人れ \ ば、 一 九 三 〇 年に 於 

ける 外國 人人 口 は 約 四十 七 萬 五 千であった。 此の 外國人 總數の 中、 口 本人 は 約 六 〇.^ を^め てゐ た。 支那に 於け る外國 

人 總數の 中、 滿洲に 於け る 日本人 は 約 四 五 ％ を 占めて ゐた。 滿洲に 於け る 外國人 總數の 中、 日本人 は赂七 〇％ を 占めて 


ゐた。 滿洲 以外の 支那 (香港 を 含む) に 於け る 外 國人を 考慮に 入れれば， 殆ん ど半數 (四 五ズ) は 日本人であった と-マ：： ふこ 

とがで きる. -  ... 

1 九 00 年と 一 九 一 四 年との 情， 態の 間の 相 遠 は、 滿洲の 開放の 中に ある." 在 支 日本人の 相 對的數 及び 分布に は、 一 九 * 

00 —— 一九 一 四 年の^に 根本的の 變化 があった。 一 九 一 匹 ！ 一 九 三 〇 年の 間に 在 支 日本人 數には 犬なる 增 加が あつ 

たが、 然し 此の 增加 は、 恐らく 靑岛に 於け る增加 以外に は、 何等 重大なる 分布の 變化を 伴はなかった. - 彼等の 相對 的,^ 

要 性 は、 一 九 三 〇 年に は 一 九 一 四 年より 大きくな つた。 全 期間 を 眺めて、 日本人 は 一 九 〇〇 年に 於け る 重要で ない 地位 

から、 一九 一四 年に は 滿洲に 於いて は 優越な、 そして 他の 何 所に 於いても 重要な 地位に 進んだ と 一一 一一：： ふこと がで きる。 一 

九 三 〇 年に は、 彼等 は 滿洲に 於け る 彼等の 優越 を 保持し、 そして 香港 以外の 何 所で も その外！： 人 阁體の 首位に あった。 

扨て 此の 數に 於け る 優越が、 何の 程度に 貿易 及び 投資 を 伴つ たかを 見なければ ならぬ。 

4 賀  易 

世界 戰ゅ 直前の 諸 年の 間に、 支那の 外國 貿易に 於け る n 本の 分 前 は 支那の 總 額の 六分ノ 一  から 五分 ノ 一 に！？ 大した。 

現狀 では、 日本の 分 前 は 四分ノ 一  である。 支那の 貿 3^ は 一 九 一 四 -—— 一 九 三 〇 年の 問に 一 一倍 以上に なった ので あるから、 

日本 は增 進し つ k ある 貿易の、 更に 增進 しつ.^ ある 分 前 を 取った わけで ある。 

然し、 その 中間の 諸 年の 藤史 は、 かくの 如き 簡單な 叙述で は滿 足されない。 一 九 一 七 11 一九 一九 年の 三年^ は、 ま 

那の貿 に 於け る 日本の 分 前 は 三分 ノ 一 以上であった。 日本 は 一九 一六 、—— 一九 一 八 年の iT 支那の 總贺 額の 五 ％ を 
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下らぬ 割合 を I 母 年 その 分 前に 付け 加へ た。 次の 一九 一 九 11 一九二 一  年の 三年 間、 日本の 分 前は總 額の 四％づ k 毎年 減 

少した。 一九二 一 年に は 日本の 分 前 は 約 二 五 ％ であった。 一九二 五 年に は增 加が あつたが、 一九二 六 年 以後 は 減少し 

て、 一 九 三 〇 年に は 約 二 五 ％ になった。 一九二 五 年 及び 一九二 六 年 は、 日 支 間に 於け る 正常 的貿 《^ 關 係の；：；^ 後の 年で あ 

つた。 尙ほ 詳細に は 第 十八 表に 示されて ゐる。 

第 十八 表 一 九  一 一一 一 11 一 九 一二 0 年の 支那の 外國 貿易に 於け る 日本の 重要性 

支那 海關 統計： 價 額の 單位は 百 萬 關兩)  . 
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一 九 三 〇 年に 支那の 貿易の 四分ノ 一  が 日本と であった と 言 はれる 場合に、 總 額に は關 t 人 州が 含まれ、 香港が 除外され 

てね ると いふ こと を 念頭に 置かなければ ならぬ。 該 地域に 香港 を 包含 させよう とする 努力が なされた。 その 結 ST 一九 

三 〇 年に 於け る 支那 及び 香港の 貿 總 額の 日本の 分 前と して、 一 一六 • 四 ％ と いふ 推算 を 得た。 合衆國 及び カナダからの 

貨物が 日本 を經 由して 支那に 人り、 支那からの 輸出 は 日本 を經 出して これ 等の 國に 行く とい ふこと は S 知の ことで ある 

が、 此の 貿易に ついては 正確な 推算 を 可能なら しめる 程 充分に は 知られて ゐ ない。 此の 勘 i 儿で 最小の 合理的 刖減 をして 

も、 貿易の 日本の 分 前 を 一 一 五.^ に 低下させる こと は 明らかに 確實 である。 

【一 Isis 六】 日本の 外國货 物の 再输出 は、 最近 毎年 約 八 千萬则 であった。 支那の 統計 は 次の 如き 自動 ポの 輸入 を 示し てんる 11 一  九 

二 九 年に 日本から m 百 二十 萬海關 雨、 合衆国から 五 百 一一 一十 萬 海 關兩、 一 九 三 〇 年に は 日本から 二百 六十 萬 海 關兩、 八：： 衆 W か、 し 二 

百 九十 萬 泡 關兩。 日本で は 自動車 は 製 や；！ されず、 アメリカの ほ 動ポ がそ こで 組立 てられる ので ある" 

日本 惻の數 字に 目を轉 すれば、 支那の 貿易に 於け る 日本の 分 前の 增大 は、 何等 日本の 赏 2^ に 於け る 支那の 分 前の 增大 

を 伴はなかった とい ふこと を 吾- は 思 出す。 日本の 貿為總 額の 中、 對 支那 貿 の 割合 は 一九 一三^に ニニ  *九ダ0、 一九 

一 四 年に 二 五 • 九 そして 近年で は 一 九 二 九 年に 一 lo* 八ズ、 一 九 三 〇 年に は ニニ • 八 ％ であった. - 大戰の 初期に 於い 

第 十七 章 支那に 於け る 日本の 投资  五 〇 七 


九九 九九 九九 九九 

〇 九 八 七 六 五 四 三 
年年 年年 年年 年年 


0  — 九 六 四： F^.:^S» 
— ニニ    O    OC3 — 

3x,  .H-.  — •    :ha    >V    ノ  <  ノ" V    " • 

二  raS5s:ti30 四 


七 -ts 


^  ^ 
七 七 九 


^     -     -  ~~ " 

―, 、八 八 ~ '    :ft/  :ftd 

七：? N 三八ョ 35:0：^ 

二  o  一  <s 六： S 丑 


-ii    二    «^   ノゝ ん • 

九 CD  二  c:> 六 


35： 六 5^        二  — 

九 五 S  六 ん 

八，、 んー o 


笫 二 篇 各國篇  五 〇 八 

て <f4 激な 減退が あり、 終期に 於いて 同様に 与 6 激な增 進が あり、 一九 一九 年に は 二 六 • 七％ になった。 兩 方の數 字の 問の 

差異 は， R 本の 貿易が より 犬なる， . そしてより 廣く 分散せ る增進 をな したと いふ 事實 によって 說明 さるべき である。 例 

へば 口木の 貿：^ ^のうち 合衆國 との 貿易の 割合 は、 一 九 一 三年に 一 11 1 . 五 ％ で 支那の 數 字と 略 等しかった のが、 一九二 一 

年に は 三 三 • 八， ％z、 一 九 二 九 年に は 三 五 • 九、 一九 三 〇 年に は 三 一 • 四％ になった。 日本の 數字 は、 闩 本に とって その 對 

支 貿= ^が 一 八 九九 年 及び 今世紀の 初年に 於け ると 同様に 重要で あつたの は- 大戰 直前の 諸 年^と 一 九 一 八 年 及び 一 九 一 

九 年に 於いての みであった とい ふこと を 示して ゐる。 これ 等の 數字 は、 支那の 貿易に 於け る： n 本の 犬なる 分 前 も、 日本 

の 貿易 全般に 對 して はより 小なる 割合であった 程に 强 力な、 日本の 貿易の 發達を 反映して ゐ るので ある。 

第 十九 表 一 九 一 三 11 一  九 一二 0 年の B 本の 貿易に 於け る 支那 (關東 州 及び 香港 

を- fa むッ の 重要性  日本の 統計 (價 額の 單位は 百 萬圓〕 


支那との 

貿易 耱額 


日本の 外 阔貸易 

總 額に 對 する ズ 


支那からの 輸入 


日本へ の 輸入 總 

額に 對 する ％ 


支那へ の 輸出 


日.；. f からの 輸出 

總 額に 對 する 


一ん 

• 八 

•111 

丄ー 

-1 一一 


九九 九九 九九 七 九九 九 


〇 九 八 七 六 五 四 三 ニー 
年年 年年 年年 年年 年年 


六 九九 八： HjC> ん七七 七 
八 0    二  J 人 七 ―    3i 八 二 

六 九 五 ニニ ゴ； rao 八 八 


—七  一 


五 セ 


CD  二  O — 
八 二    1^3 プし 


六 九——： 七 ca  — 六？" < 


八 七 七 六 六 3^^ 
S  0 六 五 七 二 


六 七 六 
九九 八 


二  as;  0 


七 o 


八 一 


ち iS^iS 入 51 ち ^ 入 ョ 
八 Ui3 七—； n< 七お 八ル 


日本の 地位の 變 化の 意義 を 示す ために は、 支那の 對日 貿易に 於け る 輸入と 輸出との 各^の 吟味が なされねば ならぬ。 

顯 著な 事 實は、 支那の 輸出に 於け る 日本の 分 前が、 支那の 輸 人に 於け る 日本の 分 前よりも、 より 確實に そしてより 繼 M 

的に 增 進した ことで ある。 これ は、 日本 は その 輸出品 特に 製品に 對 する 確實な 市場 を 必要と する ので あるから、 篾耍な 

差異で ある。 此の 差異の 理由 は 二つの 分野の 中に 在る。 

第一に、 滿洲は 日本の 輸入に 於いて、 日本の 輸出に 於け るよりも 大きく そしてより 重要な 役割 を 演じて をり、 そして 

滿洲 の對日 貿易 は、 其の 他の 支那の 貿易よりも 安定であった。 例へば、 一九二 六 年に は 日本の 對支 輸出の 一九 > ^は大 連 

(關東 州) に 行き、 一九二 九 年に は 約 二 六ズが 行った。 一方に 於いて、 一九二 六 年に は その 支那からの 輸入の 約 四 〇％ は 

大 連から 來、 一九二 九 年に は 約 ra: 四 ％ が來 た。 滿洲の 貿易に 於け る ヨリ 犬なる 安定性 は、 日 木に 若干の 料 及び 食糧の 

第 十七 章 支那に 於け る 日本の 投養  五 〇 九 


第二 篇 各國篇  五一 〇 

碗實な る 供給 を 保證す るが、 その 製品に 對す る確實 な 市場 の 保 證は與 へない。 

これ は、 支那からの 輸 人が、 支那への 輸出より 安定性が 大きい ことに 對 する 第二の 理由 を 出させる。 日本の 對支貿 

易の 各 様相 は、 § 早 一 の 貨物の 群に よって 支配され てゐ る。 輸入の 方面で は、 夫れ は 大豆 及び 大豆 製品で ある。 一九 〇〇 

华以來 大豆 及び 大豆 製品 は、 日本の 支那からの 輸入の 約 三分 ノ 一 を 占めて をり、 そして 事 實上全 供給 は 滿洲諸 省から 來 

てゐ る。 日支關 係に 關 する 著述家 達に よって 厦々 指摘され てゐる やう、 満洲の 大豆と 豆 粘と はづ ぬけて 重要な もので あ 

る。 然しな ほ 云 ふべき ことがある。 日本への 大豆 輸入の 殆んど 一 〇〇％ が滿洲 から 來 るので あるが、 日本 は滿洲 の外國 

楡出總 額の 約 三分 ノニ 以上 は 取って ゐ ない。 鼓に 於いて 日本 は、 全世界に 供給す る 満洲の 開放 市場に 於いて、 彼れ が 欲 

する だけの 大互 及び 豆 舶を買 ふこと がで きる ので ある。 日本の 加せ る 支那からの 輸人 は、 その 食糧、 原料 及び 肥料に 

對 する 增大 しつ- - ある 欲求 を 反映して ゐる。 

貿易の 日本から 見て 輸出の 面 は、 あらゆる 種類の 綿製品に よって 支配され てゐ る。 綿織物 及び 綿絲を 合せて、 一九 

〇〇 年 以來の 諸 年 を 通じて 日本の 對支 輸出の 約 三分 ノ 一  を 占めて ゐた。 一 九 一 三年に 綿製品 は 日本の 對支 輸出の 三 三 • 

九ズ、 日本の 輸出 總 額の  一 一 • 七 ひ， であった。 一九二 六 年に は それぞれ 四 五 ％ 及び ニー  丄ハ ％、 一九二 九 年に は 三 七 • 

四 ％ 及び 九. 三叉であった。 織物の m 要 性 は 全く 明瞭で ある。 K= ^に 於け る 意味 深き 變化は 第二 十 表の 數 字の 中に 示 

されて ゐる。 今日 綿絲は 一 九 一 三年の 七分ノ  r 織物 は 約 六 倍の 重要性 を 持って ねる. - これ 等の 救 字 は、 日本 及び 支那 

の 工業 的發 達， 及び 支那の 綿布 市場に 於け る イギリス 人との 競 ゆに 於け る、 n 本の 成功 を 反映して ゐる 「」 支那の 工業の 

發達 は、 一部分 は 此の！： 内に 於け る 日本人 所有 工場の 1? 加に 食 ふ ものである。 


第二 十 表 B 本から 香港 をき む 支那へ の 線絲を 含む 綿 製 ag の输出 —— 關東 州と 

其 他の 支 都への 輸出 を 示す (單位 千圆) 
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前述の 如く、 日本の 支那からの 主要 輸入品 は 全部 滿洲 から 來る。 その 支那 へ の 輸出品 は 非常に 多くが， 滿洲 へ でな く • 

其の 他の 支那へ 行く。 關東 州に 關 する 數字 は、 此の 狀態を 明示す る ものと して 採用で きる。 一 九 一 三ハ牛 以後の 期 1^ を概 

して、 H 本から 關東 州へ 送られる 綿織物 及び 綿絲 のパ， 'セ ンテ ー ジは 減少した。 其の 他の 支那 は- 一 九 一 三年に は 日本の 
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i かニ篇 各國^  五一 二 

貨物の 八 七 丄  ー％、 1 九 一 一六 年に は 九 ニー 丄 11% より 少 からぬ 部分 を 取った。 滿洲は 其の 他の 支那より は遙 かに 重要で なく、 

そして 此の 軍； 要 性 も 一 九 一 1 六ハキ まで は 減退し つ、 あった。 此の 年 は^ち、 一 九 一 一七 年から 始まった 一 聯の ボイ コ ット以 

前に 於け る、 正常 的 貿易の 最後の 年だった ので ある。 

增加 率の 差違が 觀 察されねば ならぬ。 其の 他の 支那への 日本の 綿製品の 輸出 は、 一 九 二 六 年に は、 一 九 一 三年の 三倍で 

あつたが、 關東 州への 增加は 僅かに 一 千 一 一 百 五十 萬から 一 千 七 百萬圓 になった だけであった。 綿絲 輸出の 減退 は、 滿^ 

及び 共の 他の 支那に 對 して 略々 同率であった。 意味 深き 事實 は、 關東 州への 日本の 綿織物の 輸出が 一 九 一 三 一 九 三 

〇 年の 問に あまり 增加 しなかった ことで ある。 勿論、 日本の 綿布が 他の 諸 港 (主として 安東) を 通じて 滿洲に 到る とい ふ 

こと、 そして 天津への 輸入の 小 部分 は 滿洲の 市場の ためで あると いふ こと は眞實 であるが、 然し、 與 へられた 數字 は、 

支那の 統計に よっても 確かめられ るので あるが、 支那に 於け る 日本 綿布の 消費の 犬なる 增加 は、 滿洲に 於いてで なく 其 

他の 支那に 於い てであった とい ふ laH 貰 を！^ 示す る。 

五 七〕 日本から 支那 へ の 輸入 總額 は、 支那の 統計 に^へば、 一九二 六 年に は 一九 一 三年の 二  • 八 倍であった とい ふこと、 そし 

て 日本から 満洲へ の 輸入 は 给んど 五倍だった とい ふこと が 念 一鋭に 置かれねば ならぬ。 明確な 數字は 四* 八 倍で ある。 I. づ. and 

A.  p.,  ThG  Fnrcl<jn  Trade  of  Mslchia,  Mcvnchurian  Alonitor,  1931,  no.  5,  p.  32  ff.  Ilarbiii,  1931. (露語 ソ 參照。 

これ は、 一部分 は 上海、 靑島 及び 天津で 生 廢 される 綿製品の 增進 せる 輸入に よって 說 さるべき である。 大 連への 輸 

入の 約 三分 ノ 一  は 支那 內 地から 來、 そして 營 口にあって は その 割合 は  一 I 大きく さ へ ある。 滿洲の 諸 工場の 生産高 もま 

た 考慮され なければ ならない。 それの みならす、 中部 支那の 日本人 所有 諸 工場 は 一 丸 二 七 年以來 その 生産高の 一 署大な 


る 部分 を 滿洲に 送って ねる と 信すべき 理. s が ある。 說明は 如何様に もせよ、 滿洲 以外の 支那が 日本の 綿製品に とって 大 

なる 市場で あると いふ 事 實は存 する。， 一 九 三 一年 九月に 至る までの 滿 洲に 於け る 政治 情 態の 比 的の 安定性 は、 此の 理 

由の ために は、 -糾 織物の 楡 入の 上に 何等 大 なる 効 5^ を 持たなかった ので ある。 

CSS 五八〕 支那 及び 満洲に 於け る 綿織物の 使用の^ 加に 對 する 說 明に ついては、 一九二 八 年度 支那 海關 報告、 五 — 六 K 參照。 

支那への 日本からの 輸入の 變 動に ついては、 尙ほ 其の 他の 理由が ある。 支那 市場に 於いて、 イギリス 品が 最近に なつ 

てはじめて 日本 品に よって 地位 を 奪 はれた とい ふ事實 は、 再び これにと つて 代 はるべ き 供給源が 手近かに ィ ギリ ス に 在 

る こと を 意味し、 そして 急速なる 變 化が 急速に 反轉 されうる とい ふこと を 暗示して ゐる。 その上、 綿布 は完 製品で あつ 

て、 變更 する ことの 困難な 工業 的 過程の 中に 入り込まない。 それ故に それ 等 は、 多くの 商品より は 容易に ボイコット さ 

れる。 前世紀の 七十 年代から 綿製品 は 支那への 輸入の 變 動に 於け る 一 つの 大きな 要因であった。 それ 等 は、 銀の 金 似 格 

及び 支那に 於け る 一般 經濟狀 態の 變 化に 敏感で ある。 更ら に、 支那に 於いて 綿ェ梁 が發 達しつ. - あると いふ 事 赏がぁ 

る。 これ 等の 考察 を總 合すれば、 R 本から 支那への 綿製品 輸入の、 またそれにょって 一 般に輸人の變動を^？说明するに役 

立つ。 それ 等 は 綿製品の ために 支那 市場への 日本の 依 據の不 確 實さを 示して ゐる。 

〔__1^5五九〕 Remer,  C.  The  Fore€l  Trade  of  Qf  pp.  153,  196. (邦 譯、 二 〇 七、 二 六 一 頁) 

大豆 生産物と 綿製品との 間、 日本の 支那からの 主要 輸入品と その 支那への 主要 輸出品との 間、 滿洲 からの 原料と 揚子 

江 流域に 費る ための 完 製品との の對照 は、 支那に 於け る 日本の 經濟的 及び 政治的 政策の 上に iii 明を投 する。 

日本の 支那からの 輸入 は 其 他の 軍： 耍な 原料 を 含んで ゐる。 近年 支那 は 四千 萬 乃至 五 千 萬 園の 棉花、 一九二 九 年に 於い 
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て は 日本の 棉花 楡人 總 額の 六 ％ を 日本に 輸；： -Z してなる， - 支那 は 更に、 日本に 八 百 萬 乃至 一 千 萬 M の K 丁蔽 等の 如き 植物 纖 

維 を 輸出して ゐる j これ 等の 何れも 滿洲 から は來 ない" 

支那の 鐵鶊 及び 銑魏 は、 日本の 消費 總 額が 考慮され る 場合に は、 日本に とって はより 小さい 直 耍性を 持つ ものである 

ことが 兑られ る。 支那の 要 性の 變 化が 注意 さるべき である。 支那からの 轍 人 は、 日本の 初期の 鐵 工業に 於いて は 多少 

重耍な 役割 を： おじた。 戰時中 in 本の 支那への 依存 はより 犬と なった。 例へば 二 九 一 八 年に は 九 百 六十 萬圆 (外國 からの 

輸入 總 額の 九九 ％) の鐵孃 及び 五 千 一 一十 萬圓 (輸入 總 額の 七 八ズ) の鐵 鋼が 生の 形態で 支那から 來た。 一九 一 ヒー 年に は、 

これ 等の 生產 物の 何れも 滿洲 から 來 なかった が、 一 九 一 八 年に は生鐵 及び 鋼の 一 三 ％ が關東 州から 輸入され た，、 大戰 以来 

n 本 は、 これ 等の 生産物の 他の 源 を 開拓した。 これ は 日本の 關係 者が、 支那に 於け る 投資から 豫 期した 結 架 を 獲る こと 

がで きなかった こと、 マ レイ 諸 邦の 鐵鑌、 及び印度の銑鐵のょり安一!?な供給が得られることに因るものでぁ^s>o 

〔一！ 六 0〕 戰時 中の 数字 は l^ordyn  Trade  oj  Japan,  U.  S.  Tariff  csumissioll,  Washington.  1922,  PI).  157-67 に 纏められて 

ゐる。 一 九 一 八 年に は 加工され た鐵 銅の 九 五お が 合衆國 から 來た。 戰 前に 於 はる 主要 源泉 はョ ー 口 ツバであった。 

tiM 六  一〕 Or  二 Iprfl,  J.  E.,  Japsg-  Economic  PosUim,  pp.  332—7 は、 マ レイ 聯合 州の ブ キット •  メダ ン (Bukit  Medals 续 山 及 

び 其の 他の！？^ 東諸阔 からの 益々 多くの 输入 につ いて 述べて ゐる。 

これ は 貿易 統計の 中に 明かに 示されて ねる。 一 九 一 一九 年 及び 一 九 三 〇 年に， 日本 は^ 鑛 及び 銑錢を 合せて • それぞれ 五 

千 S: 百 三十 萬圓 及び 三千， 九 百 八十 萬圓を 輸入した。 鑌鑛の 約 十分 ノ 一 及び 銑 錢の約 三分 ノ 一  が 支那から 來た。 鐵 鑛は揚 

子、 江流续 から、 銑 鐵 は 大部分 滿洲 からであって、 其 所に は 日本の 闢係 者が 鞍 山 及び 本溪 湖に 製截 所を特 つて ゐる。 同時に 


en 本の 印度からの 銑 魏の輸 人 は、 その 支那からの 輸入より 大きく、 一九， 二 九 年に は その 二倍であった。 日本 は饿鑛 及び 

生戮を 求めて 極 束を拽 索した と 首 ふこと がで きる。 その 初期に 於け る 頼み は 支那で あつたが、 その 欲求が 增大 する に從 

つて 其の 供給 を 求めて 他に 赴いた。 

R 本 は 石炭の 輸 人お 輸出 者の ：1 方で ある。 一九 一三 年に は、 その 楡出 は输 入の 約 五倍で あ ◊ た 。大戰 中に 輸入が 加 

し、 一九二 七 半に 始めて 石炭の 純 輸入 者と なり、 それから やっと 純 輸入 者と なって ゐるひ 一 九 三 0 年に は、 日本 は 支那 

に 一千 二百 五十 萬圓 (彼れ の 輸出の 牛 以上) の 石炭 を这 り、 支那から 二 千 六 百 六十 萬圓 (彼れ の楡 人の 四 分ノ三 以上) 

の 石炭 を輸 人した。 その 說明 は、 彼れ の 輸入 は滿洲 から 來、 そして 彼れ の輸屮 Z は 上海 及び 支那 南部の 諸 港に 行く とい ふ 

事實の 中に 在る。 

羊毛 は、 その 中に 支那が 分 前 を 持てる 他の 唯一 の R 本への 大輸 人品で あるが、 然し 此の 分 前 は • 考察に 價 しない 程 小さ 

い。 支那から 日本への： S 他の 輸入品 は、 種々 雜 多な 原料 及び 食料 I . 木 村， 梓 證. 剛毛、 皮革. 落花生 及び： ii.: 卵 等で ある。 

近 -if 支那からの 輸 品のう ち 支那の 工場 生 物に 對 して、 支那 海 關當局 は 特別の 地位 を與 へた。 繊維ェ業生^^物は、 

これ 等の 支那の 輸出品 中 第一 の 重要性 を 持てる もので あり、 そして 綿絲が 小量で は あるが 益々 多量に 支那から 日本へ 動 

いて ゐる とい ふこと を 33- るの は M 味 ある ことで ある 11 たと へ總額 は、 一 4^  ニ九ハ 牛に は 約 五 百 is.1 圆を 超えなかった と は 

いへ。 n 本から 支那に 行く 綿 製：： i 以外の 貨物 は 最も 多 多様で ある。 それ 等のう ちに 精^が あり、 それ は 一九 三 0 ハ 牛に 

は 二 千^ fn 二十ず：： 圓 であった。 支那の 此の 商品の 輸入の 三分 ノニは 日本から 來る。 それ 等 はまた 「水^物 r 主として 海 

^^^〈灶料品がぁり、 それ は 約 一 千萬圓 である。 製： ：2 の 中には 紙、 電氣 材料、 亞 纷引鐵 板、 衣服、 ゴム 靴、 化舉ロ r 藥品、 
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セメント、 及び 種々 の 機械が ある。 

約 1 一一 〔すれば、 日本 は その 織. 新ェ樂 生^物.^ び 非. おに 多様な 製造品 を 支那に 轍 出す る。 これ 等の もの は 支那 各地に 赍ら 

れる。 日本 は 支那から、 大豆、 大豆 製" i 及び 多 多様た 原料 及び 食料 生産物 を 輸入す る。 原料の 源泉と して 滿洲 は、 完 

製品の 市場と してより は 大切で ある。 日本の 支那への 輸出 は、 日本の 支那からの 輸入よりも 變 動が 多い。 日本 は、 纖維 

輸 W 品に 賴る こと は 不安定で あると いふ 一般的 八 叩 題の 一例 を 提供し うるで あらう。 日本の、 その 必要な 鑛 及び 銑 鐵供 

給の 何等か 犬なる 部分 を 支那から 瘦ん とする 努力 は 多くの 成功 を酬 ゐられ なかった が、 然し 今では •， 炭 も鐵も 過去に 於 

ける より は 大量に 滿洲 から 來る。 日本 は 一 九 一 三ハ 牛以來 支那の 貿：； ^に 於いて ヨリ 犬なる 重 耍性を 持つ ものと なった が、 

1 方 支那 は 日本の 貿：： ^に 於いて 一 九 一 三年、 否な 此の 點 について は 一 九 〇〇 年に 於け るより 軍； 要で はない。 

CE 本と 支那と の^に 兩 方の 方向に 動いて ゐる 貨物の 價 額を觀 察して、 吾々 は、 日本の 支那への 輸出 は 一 九 〇〇 11 一 

九  一 ^：ハ牛の！^に ョリ^!|1^速に|?加し、 支那の n 本への 輸屮 Z は 一 九 一四 11 1 九 一 一六 年の 問に ヨリ 急速に 增 加した こと を昆 

出す。 支那 は 日本の 纖維生 物 及び 其 他 gi 々の 製造品に 對 する 主要 場で あると いふ ことが 念頭に はかれねば ならぬ。 
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若干の！： 際 比較が なされうる。 R: 本の 貿易に 於け る 主要 諸 國は合 衆 國、 支那 及び 印度で ある。 日本の 合衆^との 貿 

易 は 一九 一 三 11 一  九 三 〇 年に 於いて、 R 本の 支那との 貿易よりも 急速に 增 加した。 B 本に とっての その 輸出の 重要性 

は 前に 指摘され た。 そして 合衆國 及び 印度の 双方に 對 する 日本の 輸出 は、 一九 一三 11 一九 三 〇 年の M に R 本の 支那へ 

の楡 出よりも 急速に 增 加した。 支那 及び 印度 は 日本の 綿織物に 對 する 主要 市場で ある。 一 九 一 三年 以來 n: 本 は その 印^ 

へ の 綿製品の 輸屮 I を • ま那 へ よりも 急速に 增加 させた。 日本 はま. みから よりも 多くの 銑鐵を 印度から 輸入し、 そして 此の 

貿；： ^は 急速に 成長した。 tr 本の 對支 貿易が 大いに 增 進した こム ほ眞實 であるが、 然し それ は 日本の 總 貿易 程に 急速に は 

增進 しなかった。 過去 百年 に 於け る 對支貿 ：：sw は、 その 發 達から 犬なる もの を 期待した 多くの 人達 を 失望 させた。 大戰 

以來 日本 は 支那の 貿：： ^に 於いて 第一位 を 維持して ゐ たが， 一 九 三 〇 年に は その 對支 貿！ の 多くの 様： i が不滿 足であった。 
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支那の 水上の 運漕に 於け る 日本の 分 前 は、 一 九 〇〇" キ以來 確實な そして 明らかに 繼續 的な a 達 を 示した。 la も 一 ^的 

な數： 子 は、 ； 「支那 港 If と 諸 外 國 との？ 1 の 輸送 貿：^ J に 於け る總 船舶 噸數を 示す 支那 海關の それで ある。 これ 等の 數字 

は、 支那の 外！； 貿 との 關聯に 於いて 適 當に考 察される。 一 細目に わたった 報告 は、 以下に 於いて 投資と 關聯 して 取 

扱 はれる。 支那海關の檢^^>を經た支那及び外1:の總船舶噸數を勘定に入れれば、日本の百分率は 一 九 一 三年に は 1 一 五 ％、 

一 九 一 八 年に は 三 一 %、 そして 一 九 三 〇 年に は 一 一九 ズ であった こと を 吾々 は 見出す。 常該期 の 初年に 於いて は、 CT 本 

船と 玄那 船との 噸數は 略 等しかった が、 近ギに 於いて は 日本 船の 顿數の 方が 大きかった。 英 1: 旗の 下の 船舶 は、 報告が 

得られる 全 期 を 通じて 第一位であった。 然し 一九 三 〇 年に は、 此の 外^ 及び 內國を 合せた 貿 n 勿に 於け る 日本の^ 數は、 

世界 戰-印 中の 短期 を 除く 過去の 如 ：！： なる 時に 於け るよりも イギリスの 噸數に 近かった。 二 九 ％ と いふ 子が、 支； S の 

貿易 全體に 於け る 現代 水運 中の H 本の 分 前 を 表 はす ものと 看做す ことができる。 

6 一  九三〇年に於ける直接事業？；^0； 

支那に於ける日本の^d:.s事業投i^^は、 一九 三 GK や 末に 十七 位 N 千 八 K:li:.nl であった と される。 これ は • 一九 三 1 

年の 秋に 日本軍が 日本の 支配 地域から 滿洲 地に 進んだ 時に 於け る^^ を 示す ものと して 1^ 川され うるで あらう。 繰 返 

して 言 ふが、 直接 投資 は 日本の 會社 及び 日本人 個人の 支那に 於け る 事業 財康 で、 それから 牧人が 得られ 又は 期待され る 


ところの ものである。 これ 等の 投資 は R 本人の 支配 及び 管理の 下に ある 財產 から 成って をり、 そして それ 等 は 事 賁上か 

くの 如き 財産の 全部 を 包括して ゐる。 

重要な 諸 事實 は、 先づ 一 九 三 〇 ギに於 ける 狀態を 取扱 ふこと によって 最も 明かに 確^され るで あらう と 信ぜられる。 

簡 單に顯 著な 概括 を 述べん とする 企てが なされる であらう。 それに 細目の 說 W が. き、 その 中で 一 九 一四 年と 一九 三 〇 

年との 問に 於け る 差異に 特別の 注意が 與 へられて ゐる。 觀察者 は 1 九 三 〇 半を 一 見して、 過去 十五 年 の發述 及び 變化 

を 一 瞥せ すに は 理解され えない 事柄 ある こと を 看取す る。 

顯， # なる 概括の 第 一 は、 直接 寨業 投資 は 一 九 三 〇 年に 支那に 於け る R 本の 投资總 額の 約 四 分ノ三 (七 六 • 九ズ) であつ 

たとい ふこと である。 換ー すれば、 支那に 於け る 日本人の 法律 的 支配 及び 管理の 下に ある 財産 は、 日本の 投资 總， おの 非 

常に 大きな 部分 を 成して ゐ たので ある。 

著しく 第； 要な 第二の 事實 は、 滿洲に 在った 日本の^ 接 投资の 割合で ある。 十七億四千八百萬圆の^^接投资總額の分布 

は 次の 如くであった ことが 見出される —— 

百萬阓  ^ 

滞  洲  一、一〇〇*il  六 IT 九 

其の 他の 支那  六 四 七 * 八  三 七 丄 

一 九 三 〇 半 末に 於いて、 接 募 業 投資の 六 〇％ 以上が 滿洲に 在った。 

第一 一： の 點は南 滿洲鐵 道 含 社の 犬なる 重要性で ある。 此の 鐵道會 社 Q 身の 事業 財 t; 總額は 六 億 三千 七 百 八十 萬 11 である 

ことが 見出された。 これに、 此の 會 社の Si 子 今 r 社の 投资、 及び 此の 社が 立した 「s.r- 社への 持 分が 加 へられなければ 
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ならぬ。 此の 額は少 くも 五 千 六 百萬圓 である。 兩者を 合せて、 一九 三 0 年に は 滿洲に 於け る 日本の 直接 投資の 六 〇％ 以 

上が +m 滿洲 鐵道會 社の それであった とい ふこと を 吾々 は る。 此の 一 會 社の 財 產が、 全 支那に 於け る 日本の 總 ての 事業 

投資の 約 四 を 占めて ゐた。 

〔一 M 六 二】 一 九 一 三年 三月 三十 一 日の 此の 社の， 1 货借對 照 表 は、 『出 资會 社の 株 及び 其の 他の 社債 及び 株 其の 他』 として 八 千 八 百 

萬阔を 報告して ゐる。 總数： 九十 四 社の 傍系 會 社の 表が！ 氏に よって Problems  of さ c  Padfi.c, 墨， pp.  571—2. に 掲げられて 

んる。 これ 等の 會社 へ の 南 滿洲鐡 道^ 社の 投資 は 五 千 二百 八十 萬阊 であると 述べられて ゐる。 

, ^ぎに、 南 滿洲鐵 道- & 社の 株の 一半 は 日本 政椅 の財產 であると いふ ことが 指摘され なければ ならぬ。 日本 政府 は 此の 

會 社の 支配的 持 分の 所有 T ズ であり、 此の 會社 はまた H 本人の 直接 事業 投資の 五分 ノニを 所^して ゐた。 

これ 等の 概 說の设 後の もの は、 上海の 軍； 要 性に 關 する ものである。 滿洲 以外の 支那に 於け る id 接 投資 は、 六 億 W 千 七 

百 八十 萬圓 なること が 見出された。 此の 總 額の 中 四 億 三千 十 萬圓、 卽ち 三分 ノニは 上海に 在った。 全 支那に 於け る id 接 

投资總 額の 中 約 四分ノ 一 (一 一四 丄ハ％) は 上海に 在った。 

以下の 如きが、 一九 三 〇 年の 調査に よって 明らかにされた 一般的 綺圖 である。 卽ち、 直接 投資 は壓 倒的赏 要 性 を 持つ 

もので あり、 これ 等の 投資の 大部分 は 滿洲に 在り、 南 滿洲鐵 道 會社獨 りで 滿洲に 於け ろ 投資の 半 以上 を 保持し、 此の 投 

資 はかくて 日本 政府の id 接 的 支配の 下に あり、 そして 投资の 約 W 分ノ 一は 上海に 在った ので ある。 

7 一九 一 四 年 及び 一 九 三 〇 年に 於け る 直接 投資 

直接 投資 は 一 九 三 一 年に は 十七 億 四千 八 百萬圓 なること が 見出され、 そして 此の 額 は 日本の 凡ての 種類の 投資の 七 六 ♦ 


九 ゲルであった。 一九 一四 年に は それ は 三 億 八 千 五 百 萬圓、 總 額の 殆んど 九 八 ％ であった。 一九 〇〇 年に は 直接 投 资 は總 

額の 一 〇〇％ だった。 投資の 此の 形態が 顯 著な 熏要性 を 持てる こと は 支那の 狀 態の 特徴であって、 日本の 投资は 此の 點 

. に 於いて 他の 諸國め 投資と 異ならない。 然し 此の 形態の 相對的 重要性が、 一 九 一 四 11 一  九 三 〇 年の^ V 可な り 減 返し 

たとい ふこと は 注意 さるべき である。 

日本人の 直接 投資 は 一 九 三 一 年に は、 一 九 一 四 年の 約 叫 倍 半であった。 他の 只 一 つ. 0 場合、 ち アメリカの 場合に の 

み、 增加率 はこれ と 比 i$ しうる 程に 大きかった。 そして アメリカの 事 紫投资 は、 一九 三 〇 ハ 牛に は 一九 一四 年の より 

稍 少なかった。 

若し 吾々 が、 支那に 於け る 日本の 經濟的 地位の 他の 諸 指數を 比較して 見れば、 事業 投资 は、 日本の 支那との 貿：^ ぺ 支 

那諸 港に 於け る 日本 船舶、 又は 支那に 於け る 日本人 人口よりも 急速な 率を以 つて 增 加した こと を兑 出す。 ！！： 時に、 日 木 

人 は 直接 投資の 分野に 於いて は、 外闽 貿易 乂は在 支外國 人人 口 總數に 於け る 如き 著しく 重要な 地位 を 保持し なかった と 

いふ ことが 看取 さるべき である。 此の 數字は 次の 第一 不一 一 表に 示されて ゐる。 日本人 は 一 九 〇 七 年に 於け る 滿洲の IE 放 

後、 問 もな く 在 支外國 人人 口.^ 第一位 を 占めた。 彼等は世界戰(^-中に支那の外阔貿0^に於ぃて第 一 位を占めた。 靠 -紫投 

资の 分野で は、 一九 三 一年に 彼等 は 第二 位 をい：： めて ゐた。 

8 満洲 及び 上海に 於け る 直接 投資 

此の 分野に 於け る滿洲 の熏耍 性 はこれ 以上 强調 する 必要 はない -11 1 九 三 一 年に は 直接 投資の 六 三， ％ が 滿洲に 在つ 
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た。 然し 此の 事に ついては なほ {it ふべき ことがある。 意味 深き 事實 が、 直接 投资の 地理 的 分布の 一 細目に わたった^ 

味に よって 明らかにされる。 先づ 一九 一 四 11 一 九 三 〇 年の^の 相 遠を考 へて 見よ。 一 九 一 四 年に は 滿洲に 於け る 直接 

投资 のパ I セ ンテ ー ジは六 八 ，九％ だった が、 一 九 三 一年に は 六 二 • 九 であった。 滿洲 以外に 於け る これ 等の 投資の 增 

加 は、 に 上海に 於いて 大きかった。 次の 表 は、 滿洲に 於け る 投资は 一 九 三 一 年に は 約 四 倍、 上海に 於け る 投資 は 七 倍 

を 下らなかった こと を 示して ゐる。 

第一 一十一 一 表 一 九 I 四： ヰ 及び 一 九 三 0 年に 於け る 直接 投資 額 及び その 指數 

四 年 一九 三 〇. 牛 

0  洲  二 六 五. 二 一〇0  一、 ー〇〇， 四 四 11? 

其の 他の 支那  二 九 人 1〇〇  六 四 七 • 八 •  五 四 1 

上  海  六 〇•〇 一〇〇  四 三 〇ニ  . 七 一 七 

吾々 は 日本人 人口の 地理 的 分布 を、 日本の^ 接 投资の それと 比較す る ことができる。 一九 一四 年に は、 支那に 於け る 

日本人 人口の 八 〇，^ 及び _a 接 投資の 六 八 .九％ が 滿洲に 在った。 一九 三 〇 年に は、 人口の 百分率 は 同じで あつたが、 投 

资の 百分率 は 六 八 • 九から 六 一  一 • 九に 落ちた。 此の こと は、 それ を滿洲 以外の 支那に ついて 言へば 一 警 はっきり する であ 

らう。 化ハ 所では 一九 一四 ハキ 及び 一九 一二 〇： 牛に 日本人 人口の 二 〇> ^が 在り、 そして 一九 一四 ハ 45- に は 投资の 三 一 •  ー％ 、一 

九 三 〇 年に は 三 七 • 一 があった。 若し 上海 を 滿洲と 比較 すれば 對 iii は 一 Si: 劃然と なる。 支那に 於け る 日本 入 人口の 約 

七 ％ が 一 九 一 四 年 及び 一 九 三 〇 ハ 牛に 上海に 居た が、 然し 日本の 事業 投資 總 額に 對 する 百分率 は 七 • 八.^ から 一 一四 丄ハ ％ に 

增 加した。 滿洲に 於け る 日本人 人口 は 一 九 三 〇 年に は 一 人 當り五 千 百圆の 投資 を 代表して ゐ たが、 上海に 於け る 日本人 


は 一 人 當りニ 萬 三千 圓の 投資 を 代表して ゐた。 一九 一 四 一 一九 三 〇 年の に、 人口の 分野に 於け る 滿洲の 重要性 は 同 

様で あつたが、 然し 日本の 事業 投資 地と しての 滿洲の 重要性 は 減退した。 上海 0 工業 及び 商業 中心地と しての 發途と 

共に、 日本の 宵 本 及び 日本人の 經 營に對 する 益々 多くの 機會 があった。 勞働^ は、 何時でも 支那 人であった。 一 方滿 

洲に 於いて は、 經濟 的發： 速 は 初年の ii 劃せられ た 率 を 維持し えなかった。 滿洲の 日本人 人口 は 明らかに 大なス 部分が、 

使用人 及び 行政 的 活動に 從事 せる 者から 成って ゐ る。 上海に 於いて は 日本人 は 商業、 銀行 紫、 及び 紡績 T: 場 其 他の 製 

造 工場の 經 營に從 事せ る ものであった。 滿洲 の壓倒 的审： 要 性 をして、 上海に 於け る 日本の 事業 投資が 一 九  一 g: 11 1 九 

三 一 年の に 滿洲に 於け る 日本の 投資より は 急速に 增 進した 事！： 莨 を、 隱蔽 せしめて はならぬ とい ふこと を 繰返して S か 

9 南滿洲 鐵道會 社の 投資 

南 滿洲鎮 道 會社は 一 九 一 四 年に 一 1 億 一 千 萬圓、 支那に 於け る 日本の 直接 投資の 約 五 五 ％、 そして 滿洲に 於け るか  る 

投資の 赂八 〇> ^の 事 菜 財産の 所^者であった。 これと 比 さるべき 一 九 三 一年の 諸數 字が 與 へられた。 それ 等 は、 此の 

鐵道會 社が 事業 財產 及び 滿洲に 於け る 他の 諸會 社への 拂込 出資、 少くも六億九千八十萬圓の所有^^-でぁったことを示し 

て ゐる。 此の 額 は、 ま那に 於け る 日本人の 直接 投資の 三 九 • 五ズ、 そして 滿洲に 於け る 投资の 六. 三 ％ を 代表して ゐ る。 

これ は 此の 會 社の 相對的 軍： 要 性の 大 なる 減退 を 示す やうに 見える 0 

此の 減少 は、 上海 及び 其の 他の 支那に 於け る 日本の 投資の 增 加の 結 3^ である 限りに 於いて は實 際であった。 全 ま那に 
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於け る 日 木の 投資の ヨリ 小さな。 ハ ！■ セン テ ー ジが 南滿洲 鐵道會 社の 支配の 下に 在った。 滿洲に 於け る 此の 錢道會 社の 支 

配下の ポ 投資の 割合に 、何の 位の ず、 際の 減退が あつたか は 容易に 決定され ない。 若し 何等かの 減退が あつたに しても * 

それ は 確かに 八 〇％ から 六 三 ％ への 低落が 示す 程に 大きく はなかった。 變 化は實 質に. 於け るより は 所 S= 及び 支配の 形態 

に 於け る ものであった" 

一九 一四 年に 南 滿洲鐵 道會社 は、 その 道 及び 修轄 工場の 外に、 非常に 多種の 事業 財産 を 所有して ゐた。 かくの 如き 

財産の 多くの 形態 は、 一九 三 一年に はも はや その 帳簿に 載って ゐ なかった. - 一 九  一 gl 年に は 舎 社 は 船舶， 電燈 電力 J れ備、 

ガス 工場 及び 旅館、 價額 一 千 一一： 百 三十 萬圓を 所有して ゐ たが、 一 九 三 一 年に は是等 の 項目の 何れも 現 はれて ゐ ない。 

現在 航業 は、 一 一千 五 百 萬 圓の资 本の 半 以上 南滿洲 鐵道會 社が 出资 して 一 九 一 五 年に 設立され た大速 汽船， 社に よって 所 

有されて ゐる" 現在 旅館 は、 一九二 八 年に 拂込资 本 三百 九十 萬圓を 滿纖が 持って 創立され、 かくて 滿鐡が 支配的 持 分 を 

持って ゐる ところの、 南滿洲 旅館 會社 によって 所有され てゐ る。 電燈 及び 電力 設備 は、 資本金 二 千 五 百 萬 圓の南 滿洲電 

氣會 社に よって 所^され てゐ る。 此の 資本金の 中 一 一千 二百 萬 圓が拂 込まれ、 拂込 資本 は 全部 錢道會 社が 所有して ゐる。 

〔！ 5S 六 三 J  .R<^port  on-  Progress  is  iv/§c/ls2-a,  1907111923.  pp.  97,  98,  99.  Second  Report  §  p.ro に rss  in  M 一 mchuvta  to トミ- 0 二). 132- 

これ の 中の 或る 場合に は、 鐵道會 社の 財産 及び 装備が、 錢道會 社の 帳簿に 載され てゐ ただけ の 財産の 價 額の 拂込 

株式と 引換へ に、 新 # 社に 移轉 された ことが 知られて ゐる。 これ は * 廣汎た 資本 装備が 包 <a されて ゐる 所では 何 所で も 

一般に 實 行され たと 認めて 問 違 はない。 これ 等の 場合に は、 變化は 只 所有の 形式に 於いてであった こと は 明かで ある。 

親會 社に よって 所有され た 一 群の 子會 社が 設立され たので ある。 
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日  式 
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前述の かくの 如き 諸會 社の 外に、 南滿洲 鐵道會 社が 一 〇〇％ から  一 . ^以下 迄の 種々 の 持 分 を 持てる ク 々數の # 社が あろ。 

五十 社の かくの 如き 會 社の リストが 蠍 山 氏に よって 提供され てゐ る。 彼等の 多く は 『助成 ^社』 とい ふ 項目の 下に^ は 

れて をり、 それ は 鐵道會 社との 關係を 充分 明かに 示して ゐる。 g: 道會 社が 半分 乂は それ以上の 持 分 を 持てる 諸 伶： ^の， 

に は 左の 如き ものが ある 3 

大連 窯業 株式 會社 

奉 天 取引所 信託 株式 <1" 社 

四卒 街電燈 株式 會社 

遼 陽 雷 燈 公 司 

鐵 嶺 雹 燈 公司 

ヒ 

社 

子會社 及び 『助成 會社』 に對する拂込资本の南滿洲鐵道會社の手中にぁる總額は五千六^^六十萬圆に上り、 そして これ 

等諸會 社の 公稱 資本 總額は 一 億 四千 六 百 三十 萬圓に 上る。 此の 外鐵 道^ 社 は、 一 九 三 一 ハ+九 まで は 支那 政. 財の 手屮に 

在った が 南 滿洲鐵 道と 密接に 關聯 せる 諸 S 道に 投資して をり、 會社は それ を 約 五 千 萬圓と 報告して ゐる。 これ 等 凡ての 

事實を 考慮に 入れて、 滿洲に 於け る 日本の 事業 投賫 に對 する 南滿洲 鐵道會 社の 1^ 效 なる 支配 は、 一九 三 〇 年末に 於いて 
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も 一九 一四 年に 於け ると 同様に 大きな、 事業 投资總 額に 對 する パ.' セン テ ー ジを 示して ゐる。 

〔一！ it! 六 四〕 PrQb! 籠 oj  tM  Pacific,  Bo,  pp.  57112. 

^ 南滿洲 鐡道會 社の 財政 史 

此の 會 社の 財政 史は、 一 九 〇 六 年に 於け る 刺 令に よる その 創立に 遡る。 此の 會 社の 公 稱资本 は 一 1 億圓 となされ た。 株 

の 一半 は、 政府が 命 f 社に 譲渡した 鐵道 線路 及び 其の 他の 財産と 引替へ に、 日本 政府に 與 へられた。 かくの 如く 讓 渡され 

た 財 產の愤 額 は、 會 社の 帳簿に は 九 千 二百 八十 萬圓と 記載され た。 此の 財產 は、 日本人に よって 戰 ($- に 於いて 獲得され 

たものと：： るの が 最も 適 常で ある。 事實 上、 戰 時中滿 洲の錢 道に 對 する 日本 政府の 出費 は 四千 萬圓に 達した であらう が、 

然し 此の 出費 は 戰ハ！ 1^ の 遂行の 费州 とさるべき ものである。 若し さう とすれば、 日本 政府 は、 ロシア 人に よって フランス 

から 借りた 資金で 支拂 はれた 錢道 線路 及び 財 產を會 社に 譲渡した ので ある。 

CIJJ 穴 五〕 saclvl array,  J.  V.  A.,  Treaties  and  Ayr 藝 き, vo】. T,  pp.  557—a 定：^ は PI).  559—63. に 在る。 

【1M 六 六〕 財 廣の獨 立の 評價 がた された とい ふこと を 私 は 知らされた。 

【一 M 六 七〕 日本 は 一 、 五 九 六 t; の鐵 道の 中 五 一 五 哩を讓 受けた。 讓 渡された 部分に 對 する a シァの 出費 は 八 千 百 萬 ル，. "ブ ル、 卽ち 

八 千 百^ 圓 であった と 評 偵され る。 讓 された 區 は、 一 部分 •  D シァ 人に よって 軍事的の 理由に よって 破捿 されて ゐた。 

他の 一億 圓の株 は， 支那 政府 叉 は 日 支 人に よって 應 募され うると いふ 條 件の 下に 發 行され た。 支那 政府 はこれ 等の 株 

を 引受けなかった。 支那 人 は、 一 著者に よれば、 『支那 人 被 藤 人に 所持され る 僅か J の 外 は、 此の 食 社の 株 を 何等 持った 

3 

ことがない。 日本の 公衆に 對 する これ 等の 株の 何等かの 最初の 提供 は、 會社 創立 後 間もなくな された。 二 千 萬圓の 株が 


應 募され， その 中 僅か 二百 萬 圆が拂 込まれた。 日本 公衆. の 投資 は • 一九  一 牛 末までに 二 千 四" 白 萬 13 にヒ つたこと は 明 

ら かに 確 實 である。 

〔51Ji 六 \〕  Kinney,  H.  W..,  Mhnchuria  Today,  Dair ひ n, 1933,  37. 

此の 鐵济 H 仪^ に 要した 资 金が、 支那 人から も 日本人から も來 なかった こと は 瞭 である。 會壯 はこれ 等の 资金 を、 口 

ン ドンに 於け る 3^ 入れに よって 調達した。 總額 一千 四百 萬 &プの 社^が 一九 〇 七 年、 一九 〇 八た t  、及び 一九 一 一 年に ロン 

ドンで 募集され た。 償還され た 分 を f 引いて、 一九 一四 3f に は 一千 二百 萬磅の 現存 額が あった。 これに 伴 ふ ほ 務は約 一 

0 一千 萬圓 であって、 社^£からの現實の純手取額は 一 億 八 百 六十 四 萬 一  一 Kn 四十 一 圆 であった。 玆に 於いて、 會社は 一 九 

一 四 年末までに、 約 一 億 三千 四百 萬圆の 新资金 を 受取った わけで ある。 一 九 一 四华 三月 三十 一 日までの 此のき 社 の 新ら 

しい 资本 支出 は 一 億 三千 八 百 六十 萬圓 であった。 南 滿洲魏 道. t: 社 は 一 九 一 四：^ 末に、 一 ^ 1 千 萬 圆 の 支那に 於け る 業 

投资を 持って ゐた。 此の 財産 中に 於け る 日本 資金の 投 *： 總額は 二 千 四 in 萬圆 であった。 

〔は 六 九〕 六 百 萬.^ は 利 串 •rp: 分、 發行愼 格 九 七で、 六 百 萬^ は 利率 四 分 五 厘. 發行 價挤九 八であった。 

「-£-セ0 一  ひ owth  3/a?ic/mrt.a  Raihoay, Origm  and  Devdopme き June,  1917, で. 12> 

南 滿洲錢 近， 5: 社に よって 日本 政" 肘に 支拂 はれる； $ハ 牛の 配 《：€は* 1 九  一 E! 年 三 n 三十  一 R を以 つて IS るハ t はに 對 して は 

一 一 百 五十 萬 回であった。 政府 以外の 株主 は 一 九 二 一年 迄 は 六 分の 配當を 受けた が、 一 九 一 叫 年 Si 配 常 率 は 八 分であった" 

故に 吾々 は、 一九 一四た 牛に 對 して •  n 本人 株、 王に 配當 として 支拂 はれた 額 を 百 九十 _5.nl と：： J^;s る ことができる 。ィギ tt- 

スで發 行され た 社債 所持 に對 する ハ t 年の 支 拂は約 五 百 七十 萬 0 であった。 
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第二 篇各 國 篇  五 二八 

1 九 一 四 11 一  九 三 〇 年の il に、 此の の时 政に 望 要な 變 化が 起った。 第 一 に、 イギリスで 發 行され た； &12 は 一 九 

二 〇 ハ 牛に 日本 政-:^ によって ins^t りされ た。 此の？！^務の肩^りと引.#へ に、 政.：^^は，^:社の株ー億ニ千萬圓を更に受取っ 

た。 玆に 於いて、 一九 三 一年に は 日本 政^ は 二  ii^  二 千 萬 回の 株 を 持って ゐた。 政府の 持 分 はや はり 半分であった、 とい 

ふの は 公- 1资 本 總額は 現在、 即ち 一 九 三 一 年に は 叫 億 四千 萬圓 だった からで ある。 

〔-ぼ 七 I〕 政」 S は 1 一七、 一 五六、 〇〇〇 圜を拂 込んだ ことにな つて をリ、 ir 八 四 四、 〇〇〇 圆の拂 込みが つて ゐる。 

上述の 如く 一  九 一 四 年 迄に 日本の 公衆 は、 叫 千萬圓 Q 株式 發行總 額に 對 して 一 一千 四百 萬 圓を拂 込んで ゐた。 一 九 I  5 

年三パ 迄に、 ！！：本の公衆は六千^^-圆の拂込濟み株を所持してゐた。 一九二 〇 ハ 牛に は、 更に 一億 二 千 萬 圓が發 行され た。 

一 九 三 一 ハキ三 = ^三十 一 日 迄に、 新株 及び 舊 株に 對 する 拂込總 額 は 一 億 七 千萬圆 で、 五 千 萬圆の 未拂込 株金が あった。 一 

九 三 一 年に 於け る^ 態 はこうであった 11 日本 政府 は 一 一億 一 一千 萬 圆の株 を 所持して ゐた。 これに 對 して 政府 は 原 財 疲 を 

讓 渡し、 そして a ン ドンに 於け る 初期の 社債 發行 による 債務 を 引受けた。 日本の 公衆 は 額-， g 一 一億 一 一千 萬 圓の株 を 所持し、 

その 中 一 億 七 千 萬 圓が現 實に拂 込まれて ゐた。 

尙ほ、 n ン ドンに 於け る 新 借 入れの 結 si- として、 約 四千 萬 0: 三 九 *〇 五 ニ、〇〇〇 圓) の 社！ S 及び 日本で 發 行し 所持 さ 

れてゐ る 二 惊五千 七 百、 五十 萬圓 § 社！ S が ある。 更ら に、 今-社の 利益 金から^ 立てられた 一億 八 千 八 百 六十 萬圓の 精 立 金 

が ある。 . -. に- • ： :.:  . 

.. 一 九 三 一年 wil ^ける 南滿 洲鐵逍 への 投资總 額 を：！ 5- れば、 一 九 一 四 年に 於け るよりも、 現實に n 本から 金され た 資金 

の. 割合が 大きい， - 上述の 諸 項 E は、 支拂を 俘はなかった ことの 知れて ねる ものと、 何う しても かくひ 如き 支拂を 伴った 


らしい ものと に 類^す る ことができる。 日本 政府の もとからの 株 及び n ン ド ン に 於け る 借 入 は 約 一 一億 六 千萬圆 になり、 

これ は 日本からの 資金の 移轉を 伴はなかった ものである。 積立金に よって 代表され てゐる 一 億 八 千 八 百 六十 萬 m の 長 W 

资は、 若干の 確信 を以 つて、 殆んど 全く ー枓 投资 された 利潤から 成る とい ふこと がで きょう。 一方に 於いて、 日本 公衆 

によって 所持され て ゐる拂 込 株式 資本、 及び 日本で 發 行され た 社 依、 總額 叫^ 四千 四百 七十 萬 回に ついては、 日 木から 

の 支拂が これに 伴った ので ある。 .  ,  ノ 

南滿洲 戮道會 社の ための 日本からの 現 貰の 支拂 額の 算定の 問題 は、 一 九 三 〇 年 八月に 此の 會社 支社 長との 會合 

に 於いて T ズ， 察された。 .rr 社が 一 九 〇 七 年 i: 月に 業務 をロ始 して 以來 かくの 如くして 送金され た 總額は 約 四 億 四千 萬圆に 

なるとい ふの が 支社 長の 推算であった。 支那に 於け る 日本の 事業 投資の 四 0.^ を 下らぬ 部分 を 代表す る 此の 含 社の？ r 合 

に は、 六 憶 九 千 八十 萬圆と 推算され た 事業 財 鹿、 一億 四百 五十 萬圓 と稚算 された 行政 的 及び 文化的 目的に^ せられた 財 

産、 及び 五 千 七十 萬圓の 支那 政府への 借款、 卽ち八 億 四千 六 百萬圓 とい ふ總額 は、 日本から 四 億 四千 萬 或は W 億 五 千 萬 

圆の 送金 を 要求した こと は 十分に 確信し えよう。 

此の 會 社の 東京 支， M 長 は、 此の 問題 を 次の やうに 述べた。 彼 は 曰く、 會社の^2^は約十億閱でぁって、 その 一半 は 日 

本から 現實 に^ 金され、 約 叫分ノ 一  は B ン ドンに 於け る 借人れ 及び 日本 政府から 受取った 本 來の財 ^によって 說 され、 

そして 約 叫 分. ノ 一 は〕利#金.^^>其.きの小5^から控除さ-ルた^8立金を代#してゐると。 ；■ .  , .、 ) 

「 日本への； のバ は，.，、 「第 一 に 日本 政廢 に支佛 はれる 配 當<^ から 成る。 これ は 一 ， 九 一 一九た 牛 及び 一 九 三 〇 华の三 バミ卜 

一 ロを以て終る年^^に於ぃては五分三厘、、ー 九 三 二 年に 對 して は 四 分 三 厘であった。 現 實の額 は 前の 雨ハ ヰに は 一 千 百 

第 十七 章 支那に 於け る 曰 本の 投資  五 二 九 


第二 篇各 ^ 篇  五三 〇 

十 萬 九 千 一 一 百 六十 八圆、 一 九 三 一 年に は 九 -白 三十 三 萬 七 千 七 ；，臼 八圆 であった。 政.：^ は その代りに、 肩替 りした 英貨 ほに 

對 して * 約 五 百 七十 萬 圓の文 拂に應 じなければ ならぬ とい ふこと を 忘れて はならない。 第二に 公衆の 所お せる 株に 對し 

て， 一九二 九ハキ 及び 一 九 三 0 年に は  一 ー％* 一九 三 一 年に は八ズ の配當 があった ひ 現 貧の 額 は、 前の 兩 年に は 一千 八 百 

七十 圆で、 一 九 三 一 年に は 一 千 三 10 六十 萬 11 であった。 日本に 於いて 所有され て ゐる社 115 に對 する 利子 は、 過去 三ケ 

^^、 一年 平均 約 一千 二百 五十 萬圓 で、 イギリスに 於いて 所有され て ゐる社 俊に 對 して は 約 二百 萬圓 であった 。此の こ 

と は 支那からの 5:^ 金が、 前の 兩 年に は 四千 四百 七十 萬圓 一九 三 一年に は 三千 七 百 四十 萬圓 とい ふ總 額に なり、 そして， 

日本に W 保され た 金 は 夫れ夫れ 三千 七 百萬圓 及び 1 1, 千 九 百 七十 萬圓 であった とい ふこと を 意味す る。 

【一-! S 七 二〕 一九 三 一 年に 於け る 現在：^ として 1 億 一 千 七 百 十五 萬 六 千鬮と いふ 額が 報告され てゐ る。 Fl.s7i.az  §d  Economic 

oj  Japan,  193】 一 ly ひ 3. 

日本への 送金 は、 一九 三 一 年に は 前の ニケ 年に 比して 可な り 少なかった。 これ は 主として 鐵道 牧人 減少の 結果と して 

說明 さるべき である。 鐵^^ からの 純 (钕 は、 一 九 三 〇 年に は 八 千 一 一 百萬圆 で、 一 九 三 一 年に は 六 千 百萬圓 であった。 舞 業 

經バ ：5 からの それ は、 一 九 二 九 ギには 一千 八 百 萬圓、 一九 三 〇 年に は 一千 五 百 八十 萬圓、 そして 一九 三 一年に は 四百 六十 

市  10 であった。 鞍 N 製 所 は 一 九 二 九： 牛に、 はじめて 純益 (Kz 六十 萬圓) を 示した が、 それ は 一 九 三 〇 年に は 少しく 減少 

し、 そして 一九 三 一 年に は事實 上：！： 等の 純 (鈦 もなかった 。全 企業の 純ハ献 は、 一九二 九 ハキに は 四千 五 百 五十 萬圓- 1 九 三 

〇ハ やに は 四千 1 1KrA 十 萬圆、 そして 一 九 三 一 年に は 一 一千 百 七十 萬圓に 減少した と報吿 されて ゐる。  . 

一 九 三 一 年に 於け る 世界的： 小景：！ S が、 此の 減少 を 十分に 說 する。 滿洲の 輸出品 は 原料 及び 食料、 農產 物であって、 


かくの 如き 生産物の 慣格は 工業 生産物の 價 格よりも 遙 かに 低落した。 此の 低落 は 一 部分、 一 九 三 〇 年 及び 一 九 三 一 年に 

於け る 銀の 金惯 格の 下落に 因る ものであった。 南 滿洲鐵 道會社 は、 一 九 三 〇^ に は 略々 禱貨と 平 慎だった 金通货 による 

價 格を以 つて 記帳して ゐる ところの 財產を 所有して ゐる。 此の 財 產は銀 を 使 州す る國の 中に あり、 そして それ は、 支那 

政府が所有せる銀建賃率の鐵道と競(；|^する。 此の 競爭 は、 南滿洲 鐵道會 社が 一 九 三 一 年に 銀 建 赏率を 公布した 程に 益々 
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重大性 を帶 びて 來た。 銀建賃 率に 起因す る 損失が、 滿洲に 於け る 最近の 事件の 進行に 對 する 日本の 不滿 を增大 させた と 

いふ こと は、 殆んど 疑 ひ を容れ ない。 

【一 Si 七 =1】 一 九 三 一 年 六月に 支那 新聞に 報道され た 此の 公布 は、 最近 此の 鐵逍の -1 ュ ー • ョ ー ク 事務所からの 私信に よって 確かめ 

られ た。 

南滿洲 鐵道會 社の 財政 組織 は 次の やうに 叙述す る ことができよう。 日本 政府 は 普通株と 支配 權を 持って をり、 m 本の 

公衆 は 六 分の 配當 が保證 された 事實 上の 優先株 を 持って ゐる。 社債 は 日本 及び イギリスに 於いて 所持され てゐ る。 R 本 

人 は 一九 一 四 年 迄に 於け る 此の 企業の 建設の ために、 一 一千 四百 萬圓 以上 は 日本から 送金し なかった が、 一 九 三 一 年 迄に 

日本からの 送金 は 約 四 億 四千 萬圓 になった。 此の 企業 は 相應な 財政 的 成功であった。 もし その 成功が 大きかった とした 

ら、 日本 政府 は 通常 株と 引替へ に 定率 利子 を 伴 ふ 债務は 引受けなかった であらう。 鐵道は 常に 純益の 主要：： r であった。 

鑛山は 引合った。 製 1： 所 は 引合 はす、 そして 地方 事務の ために 可な りの 純 支出が あった。 會社 は、 その 價 が 金 通貨で 

表お されて をり、 その 所得 は 銀 使用 國 中に 於いてで あると ころの 財産で あると いふ 直 實に 1 部 基因して、 一 九 三 一 年 三 

月 を 以て 終る 年度に 對 する 純益に 於いて、 可な りな 減少 を 蒙った。 

f  ^tf.vft-  ^那 に&^ る s„. 本の 投資  .  £111 ^ 


【一一 は 七 四〕 『政府 所.；： P 以外の 株の 大部分 は 小数の 日本 资 本家の 手中に 在る』。 缓山政 造 pr, き of  i  ，5 ず 霞 - 1ド 567. 

日本 は、 その 最近の 麼史の 大部分の ST 借人 國で あった。 扱て、 人 は 問 ふか もしれ ない 11 借人 國が 如何にして 南滿 

洲^+^^の如き大规校の對外投資に成功するかと。 これに 對 する 答 は、 一 九 一四 年に 於け る狀 態に ついて なされた 分析の 

中に： 出さるべき である。 日本 政府 は その 當時、 殆んど 全く イギリス 及び フラン スの资 金を以 つて 購 はれた 財産 を 所有 

して ゐた會 社に 對 する、 支配的 持 分 を 持って ゐた。 一九 三 一年までに、 日本人の 現實の 投資 は遙 かに ヨリ 犬と なった 

が、 然し 资本 装備の 可な りの 部分 は、 今 はこの 企業の 1$ 投資され た 利潤の 中から 購 はれた ので ある。 會社は 一九 三 一年 

までに、 その 资本は 南 滿洲鐵 道. 會 社から 譲 S はされ た 装備から 成って ゐる ところの、 可な りの 数の子 會社を Si 立した。 南 

滿洲 錢近會 社の 財政. は、 大戰 後に 至る まで それが、 投資 を 求めて ゐる 資金 を 輸出す る 手段た るより は 寧ろ、 資本 を 要 

求す ると ころの 企業家 的 能力 を 日本から 支那に 輸出す る 手段であった こと を 示す ので ある。 

n 南 満洲 鐡道會 社と 日本 政府 

滿洲の 政治 狀 態の 下に 於いて は、 企業家 的 能力 は經濟 問題と 同様に 政治問題に 應 じなければ ならなかった。 此の 企業 

の 主要 株主 は 常に 日本 政府であった。 それ は 初期の 危機 的 諸 年に 於いて 政治 狀態 を保證 する をえ、 それが 財政 的 成功の 

見込み を大 ならしめ、 そして 日本 以外からの 借人れ に對 する 基礎 を 作った ので ある。 

日本の 著述家 達 は 時として、 此の様 相 を 知らぬ ふり をした。 『滿 洲經 濟史』 (Rconomic  History  of  M き dmria) の 著者 
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は、 南 滿洲鐵 ^は 純然たる 經濟的 企業で あると いふ こと を立設 せんとす る 企 圖に數 頁 を 費して ゐる。 これ は、 日本 政府 


が 此の 會 社に 支配的 持 分 を 持てる こと、 その 主要 職員 は 日本 政^に よって 任命され る こと、 それが 錢道附 ® 地 内に 於け 

る徵稅 及び 市街地に 於け る 地方 政治 施行の 權限を 含む 行政 權を 持てる こと 等の 事寶を 兑れ ば、 維持し 難い 主張で ある。 

その 行政 的 及び 政治的 權カは 時として、 同じ 地域の 全部 义は 一 部に 對 して 司法 權を 持てる 他の 日本の 政治 當 局との 銜 突 

を 惹起した —— 他の 當 局と は 關柬廳 及び 南 満洲に 於け る 日本の 領事館で ある。 滿洲に 於け る その 利益の 歴史 を 通じて、 

H3 本が 當 面した 重要な 一 つの 問題 は、 その 政治的 及び 經濟的 政策 を有效 ならしめ るた めの 種々 の 手段 を 調和 的に 利用す 

る ことの それであった。 

§s 朝鮮 銀行 發行， 京 城、 一 九 二 〇 年、 九 1 11 二 頁。 

【一！； Si 七 穴〕 『此の 三 頸 政治 は、 ^^洲に於ける日本の活動を八玉體として阻害するものでぁるとして、 多くの 批難 を 招いた。 協同 的に 

行動す れぱ より 好い 結 栗 を 齎らした であらう ときに 於いても 彼等の 問で 意見 を 異にした』 。き §§ に C  History  of  Manchuria, で p. 

540  !g. 

或る 期 s?( 一  九 一 七 11 1 九 一 九 年) 南滿洲 鐵道會 社の 總 裁と 關東 都督と は 同 一 人が 觳 任して ゐた。 一 九 一 九 年まで 都 

督は 高級の 武官であった こと を 想起 するとき は、 萬 事 銃 一 された 支配の 下にあった とい ふこと が 分る であらう。 一九 一 

九 年 以來、 租借地の 長官 は 文官で あり、 主席 武官 は關 東軍 司令官で あり、 そして 主席 領事 宫卽ち 奉 天の 日本 總 領事 は 關 

萸廳の 『外事 部長』 に 住 命され た。 南滿洲 鐵道會 社の 社長 は 通常 關東 長官と 同一人ではなかった が、 長官 は 常に 南 滿洲鐵 

道會 社の 業務 を 『監督』 する 權限を 持ち、 そして 關東 軍司令官 は 兵士なる 鐵道 守備隊 を 統轄して ゐたリ 

〔一 一!!! セセ〕 行政 機構の 歴史の 明確な そして 良心的な 說明は Young,  C.  M.,  The  luiernaiioml  BelauoTS  of  3/§c7sn.a, でで. 

61—7,  ^^WIS に 見出される。 又た 蠟山 政道 *Japan、s  Position  in  ISlanchuria,"  Problems  of  ihe  Pacific,  pp.  440  150, 

^十七」 お 支那に 於け る 日本の 投 1^  .  五 111 三 
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を 見よ リ 

此の 簡單な 叙述から、 日本 政府 は 南 滿洲に 於け る 日本の 利益の 行政 的 支配に 對 して 滿 足すべき 整理 を 作り上げ るのに 

法律 的 困難に 常 面した とい ふこと は、 明らかで ある。 條 約の 範圍內 の 手段で 日本の 政策に 效 ra^ あらしめ る こと は 益々 

困難に なって 來た。 强調 さるべき 點は、 南 滿洲錢 道が 常に 日本 政府に よって、 滿洲に 於いて その 政策 を效架 あらしめ る 

手段と して 取扱 はれて 來 たとい ふこと である。 それ は 經濟的 分野に 注意 を拂 つたが、 然し それ は、 それ 自身の 事業 的 利 

ハ敬を 追及す る獨 立の 事業 會 社と は 視ら れてゐ なかった。 日本の 政策 は 分業 を 必要と し、 そして 若干の 仕事 は 南 滿洲鐵 道 

會 社に 板り 當 てられて ゐた。 アメリカ 及び 西歐 のこれ 等の 事情の 研究者に とって は、 此の 錢道會 社が、 獨 立の 法律 的存 

在と 同時に 日本 政府の 政策 へ の 完全なる 從屬を 持って ゐる とい ふこと を 理解す る ことが 肝要で ある。 

此の 鐵 道き 社の 機能 は當 初から 多方面であった。 一九二 五 年 以來、 會社 はこれ 等の 機能 を 直接的に でな く、 子 會社及 

び 補助 會社を 設立す る ことによって 途行 する 方針 を 採った。 今日、 その 直接的 活動の 分野 は 一 火 一 四 年に 於け るより 狹 

くな つて ゐ るが、 その 效 Ei^ 的 影響 は 恐らく ヨリ 廣ぃ であらう。 『それ は 產業的 企業の 全 連鎖の 統制 主體 なる のみなら す、 

S 

また 此の 地域に 於け る 中央 金融 接關 でも ある』 と 孅山氏 は 言って ゐる。 

〔一 Ki セ八〕 pirns  of  ft  r 義 c, 192 ヌ p.  570. 

私が 上海で 會 つた n 本の 事業 ま 達 は、 南滿湘 鐵道會 社の 勢力 は 滿洲に 於け る 個人の 發意を 窒息させる 傾きが あると い 

ふ 意見 を 表明した。 同じ 批難 は、 時々 日本に 於いて 發 表された、 そして それ は 確かに、 事業 的 諸 企業の 日本 政. ほ-による 

直接 獎勵の 諸 計 畫に反 して 向けられうる ものであると 私 は 信す る。 此の 政策が 賢明な り や 否やに 關 する 疑問 を 提起す 


る こと は.^ めて、 人 は、 日本 政府の 政策 又は 政策の 重要な 部分 は、 日本人の 支配の 下に 於け る滿 洲の經 ^的！^ 發 であつ 

たと 言 ふこと がで きる。 此の 政策 は、 戰時繁 榮の數 年 問 を 除く その 最近の 藤史を 通じて 资本 輸入 者であった ところの 國 

によって、 遂行され ねばならなかった。 これ は當 初に 於いて 外國 からの 可な りな 額の 借人 を必耍 とした. - それ は 可な り 

な 延長の 鐡 道が、 統一され た 管理の 下に 發 達させられる こと を必耍 とした。 それ は 早い 顷の 日本の 小 商人の 持って ゐな 

かった 見地 を 必要と した。 これ 等の 要求に 對 して、 日本の 政府 は 鐵道會 社 を 創立す る ことにより、 その n 本 及び 外國に 

於け る 借人 を保證 する ことにより、 そして 在 支 外國會 社に よって 達成され うる かぎりの 滿洲 の經濟 的^ 發の 監督 を、 口 

本の 傳統が 可能なら しめた 仕方で、 それに 委任す る ことによって、 これに 應 じた。 その 結 3^ は、 一九 三 一年に 日本 政府 

は、 支那に 於け る 日本の 事業 投資 總 額の 四 〇％ を 下らす、 滿洲に 於け る 日本の 事業 投資の 六 〇％ 以上 を 持てる ー會 社に 

對 して、 支配的 持 分 を 所有して ゐる ことにな つた。 

【一 Itl 七 九〕 日本の 觀察 者の 註釋 につ いて は き §iic  mss  of  Minlria,  p.  122. を 見よ。 『小 商人、 小賈 is、  000. 飮食店 

及び 寫 腐 師 等の 聚合は 決して 滿洲 をして 今日 あらしめ なかった であらう』 と。 公平な 外國 人の 觀察 者の 許釋 につ いて は Christie, 

Dugald,  Thirty  ； Fears  in.  houMert,  London,  1914,  p で. 194— ひ • を 見よ o 

s 日本 政府 財政に 於け る 満洲 

1 九 一 四 年 以前の 期 ，問 についての 計算に よれば、 日本政府は日露戰(？|^勃發以來滿洲に於ぃて約1 一億 一 一千 五 百 萬 回の 純 

總額を 費した。 一 九 一 四 年 以後の 期間に 關 する 推算 は 以下の 諸款に 於いて 爲 されて ゐる。 
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南 滿洲錢 迸 \t 社の 政 將の持 株 は、 その 滿洲に 於け る 唯 一 の收入 源で ある。 それに 對 して、 各 その 年の 三月 三十 一日 を 

以て 終る 年度に 支拂 はれた 配當は 11 


九 一 五 ijf  二、 五 〇〇、〇〇〇 圓 

九 一六 年  二、 五 〇〇、〇〇〇 ク 

九 一七 年  二、 五 〇〇、〇〇〇 ク 

九 一八 年  三、 五 〇〇、〇〇〇 ク 

九 一九 年  三、 五 〇〇、〇〇〇 ク 

九 二 〇 年  三、 五 〇〇、〇〇〇 ク 

九 二 1 年  九 、一二三 七、 七 〇 八々 

九 ニニ 年  九、 三 三 七、 七 〇 八々 

九 二三 年  九、 三 三 七、 七 〇 八ク 


九 二 四 年 

九 二 五 年 

九 一一 六 年 

九 二 七 年 

九 二八 年 

九 二 九 年 

九 三 〇 年 

九 三 一年 


九 、一二三 七、 七 〇 八圓 

九 J  二三 七、 七 〇 八ク 

九、 三 三 七、 七 〇 八々 

九、 三 三 七、 七 〇 八々 

九、 三 三 七、 七 〇 八々 

一 、五 〇 九、 二 六八ク 

一 、五 〇 九、 二 六九ク 

九、 三 三 七、 七 〇 八々 


全 期間に 對 する 總額は 一 億 一 一千 五 百萬圓 であった。 一九二 一  年に 於け る 急激. なる 增加 は、 會 社の 株の 政 倚 所有 額の 增 

加に よる ものであった。 然し それ は玆に 示されて ゐ るより 遙 かに 少ぃ 政府 純 牧人の 增加を 伴った、 とい ふの は、 今度 は 

政府 は 初期に 於け る C1 ン ドンでの 借 入に 對 する 利子 支拂の 責任 を 負 ふこと になった からで ある。 これ 等の 支拂の 額は每 

年 五 百 七十 萬 圓、 即ち 總 額 六 千 一 一 百 七十 萬圆 であった。 政」，^ の 受取の 約 半額 は實 際はィ ギリ み、 の 偾 券 所持者に 向けられ 

た 額から 成って ゐた。 

關東 廳 の會 計に は 年々 不足が 繼錢 し、 それ は 母！： 政府に よって 墳 補され た。 母國 政府からの 補助金 は、 やはり 三月 三 

十 一 日 を 以て 終る 年度に ついて、 各 左の 如くであった 11 


1 九 一 五 年  二、 二三 三、 〇〇〇 圓 

一九二 ハ年  一 、九 三 七、 〇〇〇 ク 

. 1 九 一七 年  ニ、〇〇 七、 〇〇〇 ク 

一九 一八 年  二、 〇〇 七、 〇〇〇 ク 

1 九 一九 年  二、 一  〇 三、 〇〇〇 ク 

1 九 二 〇 年  三、 〇〇〇、〇〇〇 ク 

一九二 一年  三、 二 五 〇、〇〇〇々 

1 九 ニニ 年  四、 〇〇〇、〇〇〇 ク 

1 九 二三 年  四、 三 〇〇、o〇〇 ク 

これ 等の 額の 總計は 約 五 千 六 百萬圓 になる。 偶々、 これ 等の 補助金と 英 债に對 する 利 拂とを 合せて、 鑠道會 社からの 

配當金 としての 受取と 略 等し ぃ支拂 額になる。 

これ によって、 日本 政府から 滿洲 への 純 送金と して は、 滿洲に 於け る 領事館 及び 軍隊の 維持に 要する 額 だけが f る こ 

とになる。 軍隊 卽ち關 東軍 及び 獨立 守備隊に 對 する 總額 は、 一 九 一 五 II 一  九 三 〇 年 平均 毎ハ牛 一 千 百萬圆 になる。 此 

の 勘定に 於け る 總經費 は、 一九 一 五 11 一  九 三 〇 年間に 約 一億 九 千萬圓 であった。 完全なる 報吿 はこの 外な ほ 諸 金額 を 

含む であらう。 何故ならば 吾々 は、 『滿洲 に 於け る 平和 及び 秩序が、 大規模の 内亂 又は 其 他の 事件に よって # かされた 

とき は、 軍部 當局は 多額の 追加 出費 を 蒙った』 と、 そして また、 『滿洲 に 於け る 租借 f 及び 鐵道附 場 地. 2： に 於いて 平和 及 

び 秩序 を 佳 持す る こと は、 實際 日本に とって 高價 である』 LJ 語られて ゐ るからで ある。 かくの 如き 迫 加經费 及び 领事館 

員の 給 與に對 する 詳細 を 提示 せんとす る 試み はなさす に • それ は 全 期間に 對 する 總額を 一 一億- A 千 萬圓に 達せし める とい 
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一九二 四 年  四、 〇〇〇、〇〇〇§ 

一九二 五 年  四、 〇◦〇、〇〇〇 ク 

一九二 六 年  三、 〇〇〇、〇〇0 ク 

一九二 七 年  三、 〇〇〇、o〇CH 

一九二 八 年  il、〇〇〇、〇〇〇 ク 

1 九 二 九 年  gl、〇〇〇、〇〇〇 ク 

1 九 三 〇 年  EI 、五 五 〇、〇〇〇々 

1 九 三 一 年  五、 〇：：〇、〇〇〇 ク 
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ふ 推測 を 提供す る ことができる。 今まで 述べた 事實に 鑑みて、 此の 總額 は該期 問に 日本 政府に よる 滿洲 への 純 送金 総額 

として 承認され えよう。 

〔一！ JJ 八 0〕 『li 立 守備隊の 維持の た. めに、 母國 政府の 陸軍^ は 年々 六 百萬關 乃至 一千 百 萬 闘を费 した』。 お,； on  Progress ウ i 

M< 一き huria,  1S7  —  192S,  p.  60. 『關！ a- 州の 保全 及び 鐡道 守備の ために、 母國 政府の 陸軍省 は 最近 年に 於いて は 年々 七 百 萬 乃至 一 

千 六 百 萬 M を 費した JIO  sec。nd  JReport  op  p/.0,_7r5s  m  Mslchurla  ix> 1950,  ？  92. 

【一 M\  I  〕  .wajsw,~  §  Prosress  i さ Manchmi,a,  1907 — J192S, で. 60. 

^ 運輸 業 へ の 直接 投資 —— 一 九 三 〇 年 現在 

日本の 事棄 投資 は、 項目 別に 以下の 諸 頁に 於いて 考察され、 そして 報吿は 後揭の 第二 十四 表、 第二 十五 表、 第二 十六 

表 及び 第二 十九 表の 中に 纏められて ゐる。 第一 に^12祭さるべき項目は運輸業でぁる。 

鐵 造への 投資 は 二 億 八 千 五 百 三十 二 萬 四千 圓と 推算され る。 此の 總 額の 中、 南滿洲 鐵道會 社の 投資 は 一九 三 〇 年末に 

於いて 一 一億 七 千 六 百 六十 九 萬 六 千 回であった。 鐵 道への 其の 他の 直接 投资は 左の 如き もの を 含んで ゐた 11 ( 一 ) 日 支 

合 辦の天 圖 輕便錢 道に 對 する 四百 四十 开， 萬 八千圓 の 日本の 持 分。 此の 線 は 天 寶山鏔 山から 圖們、 江まで 延長 約 九 〇 哩で s、 

1 九 一 九 年に 起工され、 若干の 遲延の 後 一 九 一 一六 年に 完成され た。 (一 一) 金 州 H 貌子窝 (又は 城 子晴) 錢 道に 對 する 四百 萬 

圓の 投資。 此の 六 三 • 四 哩の鐵 道 は 全く 關東州 租借地 內 にある。 此の 會社は 日 支合辦 であると 報告され てね るが、 知り 

3 

うるの はた 『若干の 支那 人 株主』 が あると いふ ことで ある。 それ は 日本人の 企業と 認められ えよう。 (三) 未だ 完成 さ 

れ たことの たい ー錢 道に 對 する 十七 萬圓の 投資。 此の 額の 中 七 〇％ は 南滿洲 鐵道會 社から、 三 〇％ は本溪 湖煤鐵 公司 か 


ら であった。 此の 鐵 道の 中 奉 天 雀. T の本溪 湖から 牛 心臺に 至る 一 四哩は 完成され た。 以上が 錢 道への } 吐 接投资 の 全部で 

ある。 滿洲 以外の 支那に 於いて はかくの 如き 投资 はなかった。 

【51^^八ニ】 蕭 (Hsiaco は 延長 六 九哩と 報告して ゐる。 Prob へさ IS  of  the  Pacific, 192ヌ Table  opposite  p.  406.  . 

KJS 八 三】 p ぎ 5.§r  Bsh 1928,  p.  357. 

〔一 Ki 八 E〕 日 支合辦 のー會 社の 所有せ る廟兒 溝から 南 に 至る 五 哩の輕 便 鐵道は 除外され た- 詳細 は 知りえない。 

運輸 業の 下に 於け る 第二の 項目 は航 業で ある。 沿岸 又は 河川 蓮 漕に 從. 事し、 全く 支那 内部に ある 如き 航業 のみが 包含 

されて ゐる。 その 第一 は大速 汽船 會 社の 投資で ある。 此の 會社は 一九 一 三年に 南洲 鐵道會 社の 航 業の 或る もの を引繼 

ぎ、 一 九 一 一八 年に は同會 社の 南支 航路 を引繼 いだ。 それ は 現在 g: 十夔十 一 萬 一 一千 噸の 完全なる 所有 を 含む 諸種の 船舶 を 

持って ゐる。 此の 八 rr 社の 投資 は 二 千 萬圓と 認められる。 第二の 重要な 會社 は、 一九 〇七 年に 揚子江 航路の 四 幹 社の 航業 

を引繼 いだ 日淸 汽船 會社 である。 此の 會社は 一 九 三 〇 年に 二十 七隻、 約 五 萬顺の 船舶 を 所有し、 その 拂込资 本 總額は 一 

千 十一 一 萬 五千圓 であった。 其の 他航 業への 小額の 諸 投資が あり、 その 總額は 一 千 萬 圓と見 積ら れる。 

運輸 業の 下に 包含され て、 南滿洲 鐵道會 社の 港灣 及び 掉 頭への 投資が ある。 これ は 一 九 三 一 年 三 3： 末 現在 八 千 三百 一 一 

十萬圓 であると 食 社 は 報告して ゐ る。 

3 公益事業への 直接 投資 i- 一  九 三 0 年 現在 

かくの 如き 投資 は 全部 滿洲 にある。 支那の 其の 他の 地に も 公ハ叠 事業への 日本の 投资は あるが、 それ 等 は 支那. 社 を 通 
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じて であって、 その 項目の 下に 報吿 されて ゐる。 此 所では 吾々 は 日本の 會社、 そして 主として 二つの かくの 如き 會社、 

卽ち南 滿洲電 氣會社 及び 南滿洲 瓦斯 會社を 取扱 ふ。 南 滿洲電 氣會社 は、 以前 南滿洲 錢道會 社が 所有して ゐた諸 設備の 多 

くの もの を 引 li いだ ものである。 十二 個所の か. -る 設備が、 一九 一 四 年から 一九二 六 年に 於け る 南滿洲 電氣會 社の 創立 

までの 問に 建設され てゐ ると 報吿 された。 南滿洲 瓦斯 會社は 現在 大連、 鞍 山、 奉 天、 及び 安東に、 以前 南 滿洲錢 道會社 

の 財産だった？ 一れ 備を 所有して ゐる。 撫 順に 於け る 設備 は 依然として 鐵道會 社の 財產 で、 さう 報告 さ.^ てゐ る。 公益事業 

へ の 投資 總額は 三千 百 三十 萬圓 なること が 見出された。 

S 鑛業 へ の 直接 投資 ！ 一  九 三 〇 年 現在 

此の 分野に 於いて 最大の 投資 は 南滿洲 鐵道會 社の それで ある。 鐵道食 社 は撫順 及び 煙臺に 炭坑 を 有って ゐる。 煙臺炭 

坑は 一 九 三 〇 年に は 約 十五 萬噸の 石炭 を 生産した。 屢々 世界最大の 露 fK 堀と して 關說 される： i 順 炭坑 は 一 九 三 〇 年に 七 

百 四十 萬噸 を生產 した。 鐵道會 社の 諸 炭坑に 對 する 投資 は、 一九 三 一 年に は 一億 一千 七 百 八十 二 萬 ニ千圓 であった。 

撫順 炭坑 は大 連から 日本に 輸出され る 石炭の 大部分 を生產 し、 そして これ 等 諸 炭坑 は 全 期間 を 通じて 利潤 を 見せて ゐ 

た。 

道會 社の 財產 なる 鞍 山の 熔鑌爐 及び 製鐵所 は、 二 千 七 百 七十 一 萬 七 千 圓を以 つて 此の 項目の 下に 入る。 此の 設備 は 

異常な 重 耍性を 持つ ものである。 とい ふの は、 それ は 日本に 於いて 非常に 必要と せられる 一 つの 原料 を 滿洲に 於いて 獲 

得せん とする 努力 を 代表して ゐ るからで ある。 此の 設備に 對 する 資本 支出 は 一 九 一 七 年 五月の 起工 以來五 千萬圓 以上で 
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あった。 それ は 技術的 困難 を 示し、 それに 就いて 一九二 二 年に アメリカの 鑛業 技師の 委員が 相談 を 受けた。 鎖 石 は 含有 

率 を 高められる 必要が あり、 そして 技師 達の 意見に よれば、 此の 操作 を 要しない 鑛 石が 獲られる かぎり、 か、 る鐡石 は 

通常 使用され ないだら うとの ことであった。 南 満洲に 於いて ヨリ 好い 鏔石 が發兒 される こと はあり さう もない。 技術的- 

問題に も かか はらす 設備 は擴 張され、 一 九 三 〇 年 三月 九日の 最新の 熔鑛爐 の 開始と 共に、 その 生産 能力 は 一 九 一 一九 11 

一 九 三 〇 年に 生產 された 銑鐵 一 一十 一 萬噸 をす つと 超過す るに 至った" 最近^ 益々 多量の 銑鐵が 日本に 行った。 然し 製鐡 

所の 經營は 財政 的に は 成功でなかった。 此の 設備 は 一九二 九 年に 始めて <P 社の 帳簿の 上に 純益 を 兌せ たのであって、 最 

近 三年 間の 數字は 左の 如くであった。 

1 九 二八 —— 一 九 二 九 年  1 、六 四 九、 〇〇〇 圓 

1 九 二 九 11 1 九 三 〇 年  1 、二 一 三、 〇〇〇 ク 

一九 三 〇 11 一九 一 一二 年  七 六、 〇〇〇 ク 

これ 等の 數字 は減價 銷却 をな して ゐな いのであって、 それ は 最近 年に 於いて は 八十 萬 九千圆 であった。 

【一 15S 八 五〕 K.  F.,  Ores  and  Indlti  in  ih&  .Far  East,  ?  89. 『一九二  二 年に、 アップ レビ ィ (w.  II.  AJlp_let-y)、 ミ. -ド 

(W.  J.  Jsead.)、 ク レイ ゴ (W.  H.  crago.x 及び ハッチ ンソ ン (Fran に fiutchinsolo 諸氏から 成る 鑛山 技師 及び 地 K 學^ の 委員 

食が、 鞍 山製鐵 所の 鐡鑛 問題 を 研究した …… 報 吿は發 表されなかった が、 彼等 は >  製錢 所に 供給す るた めに 高率の^ 石が 充分に 

發 見され る 期待 を以 つて 試掘すべき 地域 を 指摘した と 一 般に 了解され てゐ る』。 

錢道會 社の 他の 一 つの」 は资が こ&に 含まれて ゐる、 それ は 九 百 萬 圓の建 費で 一 九 二 九 年 十 一 巧に 完成され た 一 A5 一お 油 

工場に 對 する 八 百 八十 二 萬 四千 圓の 投資で ある。 此の 設備 は、 多年の 試 驗の結 架 採用され たもので あって、 <p« の 報告 
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は、 一 九 三 一 ： 牛 三月 三十 一 日 を 以て 終る 年度に 對 して 小額の 純益 を 示して ゐる" 日本の 海 }3 "は 此の 計 畫に當 初から 關係 

して ゐた。 燃料 油年產 七萬噸 とい ふ 工場の 能力 は、 日本の 輸 人の 十分 ノ 一  以上 を 供給す るに 充分な ほど 大きくない。 尙 

ほ、 此の ェ 51 が 財政 的に 成功す べしと 確信す ベ き 輝^出 はない とい ふこと が 附言され るで あらう。 油 母 頁岩の 蒸溜 は 通常 

油井からの 燃料^より は 高價な 生産物 を 生産して ゐる。 

〔一 八 六」 「§-ミ1  tlcport  oil  r-rnljn  in  Mallehurl.c  to  lp,io,  Jp. 122. 

KJl 八 七〕 Orchard,  J.  H.,  ./opsins  Economic  rosuion.  New  york,  1931,  P.81P ォ， I チヤ ー ドは. ス n ット ランド に 於け る 頁岩 油 

は 石油が 騰赏 したと きに だけ 蒸溜 さ れる こと を 指摘 して ゐ る。 

南滿. 洲 道お 社の 手中にない 鑛業 企業の 最大な もの は、 安 奉 線 上の 奉 1K から 約 五十 哩の 本溪？ g にある ものである。 そ 

れは、 地方 省 當局を 通じて 支那 政府と 日本の 大 八：^ 組との 問の 契約に よって 創設され、 本溪 湖煤鐵 公司と して 知られて ゐ 

る 日 支 合辦の 一食 社に よる 採炭 業を以 つて 開始され た。 此の 契約に よって、 公司の 资本は 二百 萬 支那 となされ た。 支 

那 政府の 出 资は篛 山 自身 及び 現金 六十 五 萬 支那 弗であって、 大倉 組の 出 ff- は、 百 萬 支那 弗の 價 額の 設備 及び 建物で あつ 

た。 一九 一 一年に、 廟兒 溝の！^ 鎖 山が 同 公司に よって 經營 さるべき ことに 協定され、 そして 公司の 資本 は 二百 萬 支那 弗 

を增 加され た。 一 九 一 四 年に 本 は： 史に 三百 萬 支那 弗を增 加され て 現在の 七 百 萬支郛 弗に なった T 本溪 湖製鐵 所に 對す 

る 奉： 大 (V の 全 持 株 J は、 一九 一 六 年の 大 倉 組からの 借款に 對 する 擔 保の 一 部と なった T 本溪湖 炭坑 食 社に 對 する 奉 天 省 

ヽノ 

の 全 持 株 J は、 一 九 一 八 年の 朝鮮 銀行からの 借款に 對 する 擔 保と なった。 この ことから、 全 企業が 日本人の 手に 渡った 

と iiil して 恐らく 誤りな かるべく、 そして 總投资 は 七 百 萬圜と 見當 をつ けて い. - たらう。 石 出 高 は， 最近 諸 年に は 


毎年 四十 萬 乃至 五十 萬噸 で、 一 九 一 一九 年に は 五十一 一 萬 一 千噸 であった。 銑 鐵の產 出 高 は 約 六萬噸 であった。 本溪 湖の 企 

業 は、 世界 戰爭中 は 財政 的に 成功で あつたが、 一 九 ニー 年以來 困難 を 持って ゐ ると 報 吿 されて ゐる。 困難と は價 格の そ 

れ であると、 滿洲に 於いて 私は說 明され た。 それ は 勿論、 最も 容易に 獲得し うる 鑛 石の 貧弱な 品質、 高價な is^ 一 輸送 を 

必要と する 本溪 湖から 海までの 距離、 それ を高價 ならしめ るコ ー タス 生產 方法 等の 如き、 他の 諸事に 歸 s する。 石炭 及 

ぴ鐵に 特^の 注意 を拂 つた 最近の ドイツの 遣 ま 委員 會は、 本溪 湖の 企業 を 有望で ない と兑 た。 此の 企業が、 一 九 二 九た 泳 

以來 その 所有者に とつ て、 引合った と いふ こと はどうしても ありさう もない。 

IVTacMAlrrv,  J..  V.  A.,  Tre ミ； .cs  and  Agrcenumts,  vol. 1, で7  /93—；5. 

〔一 IS 八 九〕 劉 氏 は その 著 Foreign  rnvesiments  in  China, 賺， p.  65 に 言って ゐる、 『一 九 〇 九 年に 於け る 注意深い 調 恋 及び 評價 は、 

日本の 此の 鎖 山へ の 投资は それまでで 僅かに 四 五 四、 八 四三兩 にすぎない こと を 示した が、 しかし 日本の 合 C 社は遙 かに 多 W- を； #^ 

求し、 そして 妥協と して それ は 百 萬 支那 弗と 決定され た』 と。 

【一 iSi 九 OJ  MacMurray,  J.  V.  A.,  Treaties  cvnd  Agreements,  vol. II,  pp.  1336,  ^s. 

【一! 31 九 一〕 諸 困懇は Tegengren,  F.  n..  The.  r-ron  Or お and  Irm  rndfy  of  China,  p.  390. に 示されて ゐる。 ；？？ ほ Bericht  t 

CJhlnalstudienJcommlsshn  de?  Jicichsverbandes  der  devtschm  Industrie,  Berlhi, で で. 17617 を も见 よ。 

満洲に 於け る 其の 他の 鑛山 企業 は、 一 九 一 一九 年に 三百 八十 萬圓の 投資 を 代表して ゐ たと 日本 委員に よって 推^されて 

ゐる。 これ は 奉 天 省內諸 所の 炭坑、 吉林 省天寶 山の 銀銅鑛 山、 及び 奉 天 省 内の 諸^ 紛鑛山 を 含んで ゐ. る。 劉 氏 は 上述の 

これ 等に 加へ て 十】 一 の鑛山 企業 を列擧 して ゐる。 

CIS 九 二〕  For 骨 r さ inis  i-a  。hf 192ヌ pp.  6718. 隨山氏 は、 南滿洲 鐵道會 社の ものの 外、 十九の 鎖 山 終營が あり、 その 

拂込资 本 fl 額 は 一 一 百 三 十 萬圓で あ る と 述べ てゐ る。 Problems  of  the  radf ヌ lop  p. ひ 77. 
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滿洲 以外に 於け る投资 は、 第一に、 以前 ドイツ 系の 資本に よって 經營 されて ゐた山 東 省內の 若干の 鑌山を 含んで ゐ 

る。 これ 等 諸鑛山 は、 一九 一四 年に 日本人が ドイツ 租借地 を 取った とき、 彼等に よって 占領され た。 一九二  一 11 一九 

ニニ^の ワシントン 命議に 於いて、 これ 等の 鎮業利 (数 は 討議され、 そして それ 等 は 日 ま 合辦の ー會 社に 引 波 さるべく、 

その 會 社に 對 する U 本人の 持 分 は 支那 人の 持 分より 犬なら ざるべき ことに 協定され た。 此の 協定の 結 3^ として 一 九 二三 

年 四月に 魯大 公司が 組織され、 八月に 坊子、 淄川 及び 金嶺鎭 に 於け る 財產を 取得した。 劉 は、 魯大 公司 組織 以前に 於け 

る 設備への 日本の 投资は 五 百萬圆 であった と 報告して をり、 そして 此の 額が 一 九 三 〇 年末に 於け る 日本の 投资 として 承 

認 されうる。 此の 會 社の 石炭 生 產高は 最近 年 平均 七十 萬噸 であった が、 金 嶺鎭に 於け る鐵鑛 生産高 を 示す 數字は 獲られ 

ヽノ 
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なかった。 

【一！ a 九 三〕 一 九 一 三年まで は 山 is, へ 磺山食 社 (schantung  Bergbau  Gesellschaft.)、 一  九  一 一二 年 以後 は 山 束 鐵道會 社 (schantung 

Eiscnbahn  Geseuschafo であった。 

【一- lis 九 四〕 Willougliby,  W.  W.,  Chi ミ i  at  lis  Conference,  waltimore,  1922,  p.  308. 

【一！ fi 九 五〕 鐵鑛生 產高は 一 九 一 九 年の 十七 萬 九 千 Ig! から 一 九 二 四 年に は 八 千 1^ に 減 返した。 Conrnerdal  nat  of  China,  1926, 

p.  740、  chinp  yes-  Book,  1929-11930,  p.  54. 

日本人が 參與 せる 第二の 企業 は、 安 徵省桃 沖の 鐵山 である。 此の 鑛山は 中日 實棄食 社から 資金 を 借 入れた 裕繁 公司の 

財產 である。 日本の 投资は 一九二 六 年末に 四百 十四 萬 七千圓 であった と 日本 委員 會 によって S ー算 され、 そして これが 一 

九 三 〇 年に 對 して 採用され た。 第三の 日本の 參與 は、 熱 河 省に 於け る 諸 炭坑で ある。 獲られる 細目の 報吿 は、 日本の 投 

資が 五十 七萬圓 なること を晤 示す る。 疑 ひもな く、 其 他の 企業 も 存在す るが、 然し 日本の 投資 は、 上述の 總額卽 ち 一億 


七 千 四百 九十 三 萬圓を 超える こと 多くない と 信ぜられて ゐ る。 日本人の 又は 日 支 合辦の 炭坑と 稱 せられる もの は、 最近 

年に、 支那に 於け る 現代的 設備 を 持てる 諸 炭坑の 生産高の 半 以上 を 生産した。 鐵鍍 採掘 及び 銑鐵 生産の 領域に 於いて は， 

下に 取扱 はれて ゐる 漢冶萍 公司 を 勘定に 入れれば、 四分ノ 三に 達する。 

〔一 Si 九 穴〕 或る 企業 は 勿論 失敗した。 その 一例 は 揚子江 流域の 益 華鐵鑛 公司で ある。 Q2g§ さ VI；  Hemic  of  OF  1926, で. 

710.  . 

S 製造業への 直接 投資 11 紡績 業 

綿紡 織 業 へ の 一 億 九 千 五 百 六十 五 萬 三千 圓は、 支那に 於け る 製造業 へ の 日本の 投资總 額の 殆んど 三分 ノ 一  を 代表して 

ゐる。 一億 九 千 五 百 七十 萬圓 とい ふ 推算 は、 日本 委員 會 によって 報告され た總 額より 可な り 小さい。 小さい 方の 數字を 

採用した 现. H は、 一 錘當り 二百 圓に 達した 曰 本 委員 會の原 數字は 大き 過ぎる とい ふ、 上海に 於け る 日本の 事業家 達の 一 

致せる 證言 による ものである。 小 田 切 氏に よって 採用され た 推算 は、 一 錘 當り約 百 五十 圓に 達した。 來 興業，^ 社 束 京 
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事務所の 內田勝 司 氏 はこれ 等兩 者の 推算 を 批判し、 そして 彼れ の 意 として、 百圓 とい ふの がより 正 tl に 近いと 言った。 

8 

最近 此の 問題に 注意 を 向けた 猪 谷 善 一 敎授 は、 一 錘當り 六十 五圓、 織機 一 臺當り 四 fa 五十 圓を 採用した。 上海に 於け る 

評議の 後、 私が 到達した 推算 は 一 錘當り 約百圓 になった。 

〔R 九 七】 一 九 三 〇 年 八月 二十 七日の 會 見に 於いて。 

【！ぽ 九 八〕 The  Expert  of  Capital  to  chim-,  Tokyo,  1931.  p. 13. 

支那に 於け る 紡績 業への 日本の 投資 は 大部分 滿洲 以外に 在る。 滿 洲に對 する 總額は 一 千 1 一 百 三士 一一 萬 一 千；！ で、 北ハ他 
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の 支那に 對 して は 一 億 八 千 三百 三十 一 一 萬 一 一千 圓 である。 これ は 上海が 此の 工業の 中心で ある こと を 意味す るので あつ 

て、 その 一 港に 對 する 總額は 一 億 四千 四百 萬で ある。 妨績業 は、 日本の 事 葉 投資 一 般の 地理 的 分布と 鋭い 對立 をな して 

ゐる。 こ \ に 吾々 は、 一 九 一四 年以來 上海に 於け る 日本の 投資の 相 對的增 大に對 する 犬なる 要因 を 持つ。 投資の 四分ノ 

三 (七三 丄ハ ％) を 持てる、 上海の 壓倒的 重要性と いふ ことが、 舫績 業に 關 する 第一 の概說 である。 

第一 一は、 支那に 於け る 此の 工業への 日本の 參與の 全部 は T 日本に 於け る該 工業の 分派であって、 正確に 日本に 於け る 

其の 工業の 狀態を 反映して ゐる』 とい ふ、 日本 委員 會 によって 指摘され た事實 である。 内外 棉、 上海 紡織. 大日 本！ S 鑌 

及び ia- 洋： S 績等は 凡て、 日本 及び 支那の 双方に 工場 を 持てる 大會 社で ある。 此の 工業 は、 日本人が 效 を收 めた 日本に 

於け る 發展の 一 例であって、 それ は、 支那に 溢れ出し たの だと 吾々 は 言 ふこと がで きる。 日本の 紡績 業 は、 一九 一六 年 

9 

から 一九二 一  ギの 問に、 そして 更に 一 九 一 一四 年から 一 九 一 一九 年の 間に 顯 著なる 成長 をな した。 一 般に、 支那に 於け る 日 

本人 所有 錘 數の大 なる 增 加が 起った の は、 これ 等の 諸 年 問に 於いてであった。 然し 支那に 於け る增進 は、 日本に 於いて 

さう であった 如く 見える やうに 一九二 一 年から 一 九 一 一四 年に 至る 停止し なかった と いふ ことが、 注意 さるべき であ 

る。 實際、 一 九 一 八 年から 一 九 一 一三 年に 至る 問に 於いて 最も 急速な 成長 を 見た。 これ は 一 部分 は、 彼等 をして 戰 後の 不 

況の^ 逆境に あった 若干の 支那 人 及び 外 國人會 社の 工場 を 引受ける こと をえ せしめた ところの、 日本人の 效艰的 財政に 

よって 說明 さるべき である。 一部分 は それ は、 一九 一八 年の 上海 關稅 會議に 於け る 綿絲の 各種 番手に 對 する 等差 稅 率の 

0 

採^に 因る も or である。 次の 表 は、 支那に 於け る 錘數の 日本の 分 前 は、 戰 前の 諸 年 問、 そして 恐らく 一  九 一 八 年に 至る 

まで、 約 一 六お 又は 一 七ズ であった こと を 示して ゐる。 一 九 一 九 年 又は 一 九 一 一 〇 年までに、 日本の 百分率 は 二 一  ー％ に 上 
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出 所 ( 一 〕 2er た、 6  ManMfadwi  Ilamusok  cmd  Directory,  Shanghai,  1920  (支那 文) (二)  Ncmhai  Weekly  Statistical 

Service,  Feb.  23, 1931. ニニ〕  Ita-i  (猪 谷 善 一 リ Export  。J  Jispswes  capitad  to  China,  p.  4. (四〕 British  chamber  of 

Commerce  Journal,  May,  1928. (五〕 ICing  and  Lieu,  Problems  of  the  Pacific,  1929,  p.  272. (六) Nagano  0 一一 ズ野^ リ, 

Eordgn  rnvcstmmt  i. さ OFf  ； 戶ス、 ム譯。 (七) NorlhlcMna  ITcrdd,  March  7, 1914,  p.  692. (八リ Chi 舊 e  Kwio ミ/ c 

Jos.gt?,  Dec.,  1931,  p.  1289. 

此の 工業に 於いて 日本人の 實カ ある こと は、 支那 人の 工場 所有者 達 及び 司 配 人達に よって 承認され てゐ る。 吾々 は 南 
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り、 そして 一 九 一 一九 年 又は 一 九 三 〇 年までに、 それ は 約 四 〇％ になった。 

〔一! S 九九〕 Mnulto 一  1, II.  G.,  ,J apan  ：  、m.  rJconomic  and  .pma/s ？、  ylp§,a{sfl、,  f- つ. ^^T^. の 表 を 見よ。 

0  一  oo〕  §d  Lieu,  "c-hincvs.  Cotton  Industry,"  pi 霞 of  the  pi マ, 1929,  ？  264. 

第一 一十三 表 支那に 於け る 線 紡 綾鍾敦 及び 日本人 所有の 百分率 
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第二 篇各 國 篇  五 四 八 

開 週報に よって、 在 支 日本人 工場 は 支那の 紡績工 業勞働 者の 三 〇 丄ハ ％ を 雇傭し、 綿 絲の三 五ズを 生産し、 そして 綿布 

の 五 五 • 二 ％ を 織って ゐ ると いふ ことが 報告され てゐ る。 『若し 吾々 が、 第一 に 日本人 工場 は 支那 人工 場より 多くの 綿布 

を 織り そして それ故により 多くの 勞働者 を 要求す る こと、 第一 一に 日本人 工場に よって 紡がれる 綿糸 は 支那 人工 場の もの 

より 遙 かに 高^ 手の ものなる こと を 想起 すれば、 吾々 は 支那 人工 場に 俄く 日本人 工場に 高い 勞働 能率の、 非常に 强ぃ對 

照 を 見る ので ある』。 

【；註  一 0  一  〕  Weekly  StaUssUccd  Service,  t.et>.  23, 1^31  . 

支那に 於け る 日本の 工業の 法的 基礎 は、 日本人 11 そして 凡ての 外國人 11 が 支那に 於いて 工場 を 所有し 經營 する 權 

利 を 獲得した 下 ノ關條 約に 遡る。 これ は 若干の 紡績工場 を 上海に 齎らした が、 それ 等 は 殆んど 日本人 以外の 手中に あつ 

た。 一 九 一 八 年に 國際 協定に よって 採用され た 關稅率 は 上に 述べた。 然し 支那が 協定 稅 率の 下にあった 間 は、 根本的な 

變化は 起り えなかった。 一九二 九 年 二月 一日から 實 施された 所謂 國定稅 率 は、 綿製品に 對 して 從價約 七 • 五％ の 稅率を 

課し、 そして、 一 九 三 一年 一月 一 日から 實 施された 新稅則 は、 此の 稅率を 約 二  丁 五 ％ に 引上げた。 これ 等の 關稅 率の 

變更 は、 最近 二 年間に 於け る 支那の 日本人 所有 錘 數の增 加に 或る 役割 を 演じた。 織機 臺數 もまた 增 加し、 そして 多くの 

在 支 日本人 會社 は、 一 九 三 一 年に 於いて 織機の 增設 を計畫 して ゐた。 最近 一 一年間に 於け る增加 は、 恐らく 銀の 金價 格の 

急激なる 下落に よって 刺激され たので あらう。 それ は 何等 • 日本に 於け る 此の 工業の 異常な 繁榮 と關聯 して ゐ なかった。 

〔一！ 一  CI 一」 I け ani, Z ひ nicIii,  .Rcpor れ of  .Japanese  Co/pital  io  uhlna,  JTOkyo, で. 10. 

支那 人の 觀點に 於け る 政治的 及び 民族的 考慮の 重要性 は、 此の 日本の 錘數の 最近の 增 加に 就いて 上海で 厦々 私に 爲さ 


れた說 明の 中に、 例示され てゐ る。 日本 は、 支那に 工場 を 設ける ことによって、 正に 關稅の 目的 を無效 ならしめ てゐた 

ので あると 言 はれた。 かくの 如き 發達 は、 工業 設備が 支那 人 以外に よって 所有され ると き は、 そして それ 等が 治 外法 權 

が外國 人に 與 へ る 政治的 支配の 下に あるとき は、 支那 人に よってむ しろ 一 般に 好ましから ぬと 思 はれて ゐる。 

結論と して、 支那に 於け る 日本人 所有 紡績 業 は、 支那に 於け る 直接 投資の 或る 特徴の 例 を 提供す ると fiH ふ ことができ 

る。 それ は 條約港 治 外法 權 制度の 下に 發 達した。 それ は、 日本に 於いて 成長し つ ふあった ところの、 そして 日本人が 效 

果 的に 經營 する こと を舉ん だと ころの 工業で ある。 日本人 は 支那に 企業家 及び 司 配 人の 技術 を 持って来た。 日本に 於け 

る その 工業の 繁榮 が、 支那に 於け る 日本人 工場に 資本 を 供給した の は、 やっと 世界 戰爭の 終期に なつてから であった。 

此の 資本 は 容易に 跡 づけ えられない、 とい ふの は、 在 支 日本人 工場の 大部分 は、 兩國に 工場 を 有て る會 社に 屬 して ゐる 

からで ある 。紡績工場への 投資の 利潤 及び 配 當に關 する 報吿を 獲ん とする 努力 は、 あまり 成功し なかった。 一九二 七 年 

に關 する 日本 商工 省の 推算 は、 一 億 五 千 三百 六十 萬圓 の 投資に 對 して 八 百 四十 萬圓、 即ち 五 • 五 ％ の 利潤 を 示して ゐ 

3 

る。 利潤 は 一 九 一 七 11 一九 一 一 〇 年の 間に ヨリ 大きかった。 然し、 此の 工業 は 期待に 添はなかった。 長 野 氏 は 曰く  T 日 

本の 紡績 投資 も、 今までの やうな 發達 は當分 期せられ ないだら うし、 在 支 工場の 將來 も餘程 問題で ある』 ん。 

Ksno 一二〕 報告 は 八十 九會 社から だけであった。 

【一！ aio 四〕 長野朗 『支那 を舞臺 とする 列國 資本 戰』 神 戶譯。 

グ 
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^ 製造業への 直接 投資 (鑌 き) 

製油 業、 卽ち 植物油の 捧 出 及び その 販賫 への 投資 は、 一 千 九 百 十八 萬 三千 圓と 推算され る。 大豆油 は、 すっと 以前 か 

ら滿洲 で 家內的 設備に よって 搾 出されて ゐた。 此の 工業に 對 する 第一 の 刺激 は、 日本に 於け る 肥料の 爲 めの 豆 賴に對 す 

る 需要 增加 によって 與 へられた。 其 後 豆 油 は 益々 多量に 輸出され る やうに なった。 日本の 投資 は 一 九 〇 九年營 口に 於け 

る 工場 を以 つて 始まった。 此の 工業の 中心地 は 今は大 連で ある。 主な 日本の 會社は 小 寺 油 房、 日淸油 房、 三 泰油房 及び 

鈴 木 油 房 等であって、 この 最後の もの は從來 南滿洲 鐡道會 社が 經營 して ゐた 工場 を 一九 一 五 年に 引受けた ものである。 

滿洲に 於け る 約 七十 五 工場が 日本人に よって 所有され てゐ る。 其の 他靑 島に 七の 落花生 搾油 工場が ある。 

製粉業 は 三百 五十六 萬 五 千圓の 投資 をお めて ゐる。 支那に 於け る 最古の 製粉 工場 は、 恐らく 上海の 三 井 工場で あら 

う。 此の 工業 は 現在 は 主として 滿洲 にあり、 そして その 發達は ロシア 人に 負 ふところが 非常に 多い ので ある。 日本人の 

參與 は、 一九 〇 六 年鐵嶺 製粉 會 社の 創立 を以 つて 始まった。 現在で は 重要な 諸 中心地の 若干に 日本人の 工場が ある。 

S  一  os】 。f  Fear  Bsfc,  1931,  p.  133. 

煙草 製造業に 於いて は、 日本の 投資 は 八 百 十七 萬圓 である。 此の 大部分 は、 日本 煙草 專賫 局の 許可 を 得て 關東 州內で 

經營 して ゐる 東亞 煙草 會社 である。 此の 會社 だけで 公稱 資本 一 千萬圓 である。 

製紙業への 日本の 投資 は 三百 三十 萬 九千圓 であって、 それ は 滿洲、 主として 鴨綠江 岸に 限られて ゐる。 

製材業 は 全部 滿洲 にあり， 投資 六 百 四十 九 萬 七千圃 である。 憐寸 業への 投資 は 五 百 十九 萬 二 千圓で 大部分 滿洲 にある。 


其の 他、 都合よ く 分類で きない 種々 雜 多な 製造業が ある。 此 所に は、 奉 天に ある 資本金 一千 寓 圓 の滿蒙 毛織 會 社から， 

種々 雜 多な 活動に 從事 せる 上海の 小 企業に 至る まで、 凡てが 含まれる。 此の 雜 多な 菜 團の總 計 は、 多少 住 意 的に 滿洲及 

び 其 他の 支那に 分類され たが、 然し これ は、 日本の 在 支 專業家 及び 官吏との 相談な しに 爲 された ので はない。 

銀行業 及び 金融業  • 

此の 項目の 下の 總額 は、 一億 四千 七 百 六十 一 萬 四千 圓と 推算され る。 これ は保險 業への 八十 二 萬 五 千 圆の投 お を 含ん 

でゐ る。 南 滿洲鐵 道會社 は、 保險 薬に 十八 萬 四千 圓の 參與 をな して ゐる。 

銀行業への 日本の 投資 は 推算が 困難であった 。支那に 於け る 銀行業 は、 主として 横濱 正金銀行、 臺灣 銀行 及び 朝 Si 銀 

行 等の 所謂 『特殊 銀行』 によって 營 まれて ゐる。 これ 等の 銀行 は、 主として 支那に 利害 關係を 持って ゐ るので はなく、 

そして 日本の 投資の 或る 推算 は、 これ 等の 銀行の 全 資本 を 包含させる ことによって 謬って ゐる。 

次の 推算 をな すに 當 つて、 或は 上海に 居る 或る日 本の 銀行家 達の 援助 を 得た。 日本 委員 會の、 決定的に 支那 內 にある 

諸 銀行の 拂込 資本 三千 六 百 七十 八 萬 九千圓 とい ふ 推算が 採用され た。 支那 人への 貸付 現在 額の 推算 は、 満洲に 對 して 六 

千 萬圆、 其の 他の 支那に 對 して 五 千萬圓 であった。 満洲と 其の 他の 支那との 問の 投資の 分布の 推算 をな すに 當 つて、 在 

支 日本人 銀行の 百 二十 二の 箇 別の 事務所 又は 支店 を 示す 表が 作製され た。 これ 等の 六 〇％ は滿洲 にあり、 四 〇％ がその 

他の 支那に 在った。 上海に 於け る 日本人 銀行 數は約 一 〇 なること が 見出された。 

支那に 本店 を 有する 諸 銀行に 關 する 報告が 得られ、 そして 最後 的 推算に 到達す るに 當 つて 勘定に 入れられた。 これ は， 
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第二 篇各 國 篇  五 五 二 

支那に かくの 如き 銀行の 本店 及び 支店が、 1 九 一六 年に は 二十 七、 一九二 五 年に は 五十 五あった こと を 示して ゐる。 こ 

れ 等の 銀行の 资本金 は 一 九 一 六 年に 五 百 八十 萬圓， 一 九 一 一 五 年に 七 千 七 百 五十 萬圓、 預金 は 一 九 一 六 年に 一 千 九十 萬圓、 

1 九 一 一 五 年に 七 千 三百 五十 萬圓、 そして 貸付 は 一 九 一 六 年に 一 千 1 1 百 五十 萬圓、 一 九 一 一 五 年に 一 億 四千 八 百 七十 萬圓で 

あった。 これ 等の 銀行、 即ち 支那に 本店 を 有する 諸 銀行に よって 報告され た 純益 は 左の 如くであった (單位 百 萬圓) 11 

1 九 一六 年 〇• 六  一九 一 九 年 子 七  一 九 ニニ 年 五 • 七  一九二 五 年 1丄一 

一九 一七 年 〇• 六  一九二  0 年 二人  一 九 二三 年 五 二 

一九 一 八 年 了 七  1 九 ニー  年 五， 四  一 九 二 四 年 三 •〇 

これ 等の 支那に 本店 を 有する 銀行 は、 此の 國に 於け る 日本人 銀行の 約半數 を^め てゐ ると 推算され るを以 つて、 こ k 

に 吾々 は、 それ 等に 含まれる 總 額に 對 する 或る 指標 を 得る ので あるが、 それ は 最も 概略 的な 指標に すぎない。 

6 

0 

保險 業に 關 して は、 利用し えられる 報告が、 滿洲に 於いて 日本人 諸會 社に よって 徵收 された 保險 料の 左の 如き 指數を 

提示す る こと を 可能なら しめる とい ふこと が 附言され うる —— 

1 九 一四 年 一 〇〇  1 九 ニー  年 五 五 〇  1 九 二三 年 六 五 〇 

一九二 〇 年 六 〇〇  一 九 ニニ 年 七 〇〇  一九二 四 年 六 〇〇 

〔！ Hi  10 六〕 關東廳 施政 二十 年 史に據 る。 

銀行業 及び 保險 業への 日本の 投資 總額 は、 満洲に 八 千 二百 五十六 萬 八 千圓、 其の 他の 支那に 六 千 五 百 四 萬 六 千 圓と推 

算 されて ゐる。 

S 不動 產、 農業 及び 林業 


此の 項目 下の 總額、 一億 四千 五 百 九十 九 萬圓は 全部 滿洲に 在る。 故に、 それ は 支那に 於け る 日本の 全土 地所 有の 好い 

指標で はない。 諸條約 港に 於け る 日本人 所有 不動産 は、 長 野 氏に よって 一 億圓と 推算ら れてゐ る。 これ 等の 所有 財產 を、 

種々 の 分野に 於け る 他の 諸 投資から 區別 する ことの 不可能な ことが 見出された。 此の 總額 は、 滿洲に 於け る 若干の 辨^ 

しうる 土地 所有 及び その 中で 土地 所有が 大いに 重要な 役割 を演 する 産業への 投資 を 示す ものと 認めら るべき である。 

【註  一 0 セ〕 長 野朗、 『支那 を舞臺 とする 列國 資本 戰』、 神 戶譯、 一 九 頁。 

此の 項目 下に 報告され た 南滿洲 鐵道會 社の 所有 は、 事務所 建物 四百 一 一十 六 萬 一 一千 圓、 社宅 三千 七 百 五十 四 萬 七 千圓、 

及び 土地 四千 六 百 四十 五 萬 八千圓 である。 此の 他、 一九二 八 年に 南滿洲 旅館 會 社に 讓 渡された ホテルへの 投资が 含ま， 

てゐ る。 これ 等の ホテル は、 鐵道會 社に よって 三百 八十 八萬圓 と評價 されて ゐ た。 

【一! 33  一  0 八】 ず。 rt  on,  progrss  t. さ Manchuria,  1907—1928,  p.  ^9. 

農業への 投資と して 日本 委員 會 によって 報吿 された 總額 は、 二 千 百 萬 五千圆 であった。 關東廳 の 統計 は、 租借地 內の 

農業 投資が 七 百 九十 二 萬 八千圓 なること を 示して ゐる。 此の 銃 計 はまた、 農業 を 主なる 職業と する 日本人 家族が、 近年 

に 百 九十 五戸なる こと を 示して ゐる。 租借地 外の 滿洲に はかくの 如き 家族が 六 百 六十 六 戸あった。 日本の 支配 下の 地域 

に 日本 農業 者の 移住 を獎勵 せんとす る 關東廳 及び 南滿洲 鐵道會 社の 努力 は、 あまり 成功し なかった と 吾々 は聽 いた。 

林業への 投資 總額は 三千 百 三十 三 萬 八 千圓と 推算され てゐ る。 日 支 合 辦の鴨 綠江採 木 公司の 創立が、 一 九 〇 八 年 五月 

の 日 支 協定の 主題であった。 此の 協定 は 特許 を 設定し、 日 支 半々 の 出資に よって 資本金 三百 萬 支那 弗の 一 會社を 創立し 

た。 推算の 困難な こと は、 最大の 會 社の 一なる 資本金 六 百 萬 圓の札 免 公司が、 日露 支合辦 事業で あると いふ 事實 によつ 

て 例示され てゐ る。 
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「一! S  一  0 九〕 MacMurrav,  J.  V.  A.,  Treaties  and  ^^i^^fi  vol.  I., で. 731. 

尙ほ 附言 さるべき こと は、 大 連に 本 據を 置く 漁 葉への 小額の 日本の 投資が ある ことで ある。 

§ 輸出入 業 及び 一般 商業 

これ は、 製造業 を 除いて は、 總 投資 額 (三 億 六 千 五 百 九十 二 萬 七 千圓) の 半 以上が 滿洲 以外の 支那に ある 唯一 の 分野で 

ある。 滿洲に 於け る 投資 は 一 億 一 千 七 百 七十 五 萬 八千圓 である。 これ は 前に 日本の 第 四の 推算と して 擧 げた 日華 實業協 

會の 一億 一 千五百萬圓とぃふ^^算と近似してゐる。 

其の 他の 支那に 對 する 總額は 二 億 四千 八 百 十六 萬 九 千 圓と見 積ら れてゐ る。 此 所で 私 は、 最後に 探 ffl された 推算と 日 

本 委員 會 によって 到達され た 推算との 間の、 もう 一 つの 差違 を 記さねば ならぬ。 日本 委員 會の 此の 項目 下の 總額は 一億 

六 千 六 百萬圓 であった。 同時に 委員 會は、 滿洲 だけに 對 して 一億 一 千 八 百萬圓 とい ふ總額 を妥當 であると して 採用し、 

其の 他の 支那に 對 する 推^ を 約 四千 八 百萬圓 として ゐる。 一般 商業への 投資が、 滿洲に 於いて 其の 他の 支那に 於け るよ 

り 大きい とい ふこと、 そして 後者が 五 千萬圓 より 少 いとい ふこと は 信す る ことが 困難で ある。 上海に 於いて は、 地方 的 

日本人 商業 會議 所の 委員 會が、 一 九 二 六 年に 日本人 所有 財産の 推算 を 企て、 輪 出入 業に 従事せ る諸會 社に 對 して、 其の 

港 だけで 五 億 一千 九 百萬圓 とい ふ數 字に 到達した。 此の 日本人 商業 會議 所の 數字 は、 一見して 其の 他の 日本の 推算と 差 

違 ある こと は 明白で あり、 そして 採用され た 分類から 見て、 輸出 人 業の 項目に 當然 含めら るべき ものより 以上に 包含 さ 

れてゐ ると いふ こと を 確信せ しめられる。 上海に 於け る 日本の 諸 銀行家、 諸 事業家 及び 諸 官吏の 意見 を 叩いた 後、 滿足 


であると して 一 般に 承認され た總 額に 到達した。 

輸出 人 業 及び 一般 商業に 對 する、 上海で 到達され た總額 は、 全 支那に 街して 三 億 六 千 五 百 九十 二 萬 七千圆 で、 その 中 

一億 一千 七 百 七十 五 萬 八千圓 は滿洲 に、 二 億 四千 八 百 十六 萬 九 千圓は 其の 他の 支那に 對 してであった。 滿洲 以外に 於け 

る 投資 は、 上海に 對 する 總額は 一億 四千 八 百 九十 萬 一千 圓、 そして 滿洲 及び 上海 以外の 諸 中心地に 對 して 九 千 九 百 二十 

六 萬 八千圓 となる 如く 分布され てゐ ると 推算され た。 上海に 對 する 總額 は、 商業に 供せられ た 土地 及び 建物と 同じく 日 

本人の 輸入業者 及び 輸出 業者の 法律 的 所有に 屬 する 貨物 貯藏を も 包含して ゐる。 此の 項目と 製造業との 問の 151! 別 は、 時 

として 劃す る ことが 困難で ある。 一般に、 若し その 事業が、 輸出の ための 貨物の 組立て 及び 準備の み を 必要と する 場合 

に は、 その 投資 は此 所に 記載され た。 一方に 於いて、 若し 貨物が 工業 的 過程 を 通され、 工場が 建設され、 そして 分類 及 

び 荷造り 以外の 仕事の ために 勞働 者が 藤 はれねば ならぬ 場合に は、 その 投資 は 製造業と して 記載され た。 

こ. -に 提示され て ゐる數 字 は、 勿論 推算で は あるが、 然し それ 等 は、 若干の 注意 を以 つて、 そして獲られた諸^^^及び 

諸總 額の 間の 不 一 致に 對 する 理由の 檢 討を以 つて、 作り上げられた 推算で ある。 

最後に 雜と いふ 項目が あり、 總額 一 億 四千】 一 百 五十 五萬圓 で、 滿洲と 其の 他の 支那との 間に 略々 均等に 分布され てゐ 

る。 滿洲 の總額 は、 南滿洲 鐵道會 社の 左の 如き 財産 を 含んで ゐる 11 該會 社に よって この 項目の 下に 報告され た 三千 五 

百 十九 萬 七 千圓、 及 ぴ該會 社に よって その 所有せ る 肥料 工場の 價額 として 報告され た 五 萬 一千 圓 を 包含して ゐる。 r 雜」 

の 項目の 下に 於け る 其の 他の 項目 は、 一般 商業の 下に 移した もの を 除いて、 日本 委員 會 によって 報告され たと ころの も 

ので ある 0 
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第二 ャセ表 一 九 三 0 年に 於け る 直接 M; 業 投资—— 地理 的 分布 


第二 十六 表 各顛の 直接 寨業 投資の KS 分 率 分布 


滿洲 に 於け る ％ 


其の 他の 支那に 於け る ゲ\ 
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^ 支那 會 社への 日本の 投資 • 

支那 # 社への 日本の 投資 は、 一 九 一 四 年に 對 して 三千 五 百 萬圓と 推算され た。 唯 二つの 支那 商社の みが、 日本の 金主 

から 惜 りて ゐ たと 報 ifc された。 これ 等の 商社の 第 一 の 漢冶萍 公司 は、 一 九 三 〇 年末に 於いても 筆頭であった、 此の 會社 

の 日本からの 借款 は 一 九 一 四 年に 三千 萬圓に 達した と 推算され てゐ る。 當 時有效 だった 協定に よって、 會社は 日本人に 

可な りな^ 度の 支配 權を與 へる やうな 義務 を 負って をり、 その 支配 權は 横濱 正金銀行 を 通じて 行使され てゐ た。 

日本人の 漢冶萍 公司に 對 する 關係は ni 十一 筒條 要求』 の 中に 扱 はれて ゐる。 日本人の 原耍求 は、 彼等が 懷 いて ゐた 

^れを 露 はして ゐる。 會社は 『兩國 民の 合 辯と し』、 これ は 『適當 な 時期が 到來 せる とき』 に爲 さるべき こと、 此の 會 

社の 如何なる 權利 又は 財産 も 日本 政府の 同意な くして 所 分す る を 許され ざるべき こと、 此の 會 社の 鑛 山の 近傍に 於け る 

如何なる 黐 山も會 社の 同意な くして 稼 行す る を 許され ざるべき こと、 そして、 『該會 社の 利益 を 直接 又は 間接に 害す』 ベ 

き 其の 他の 如何なる 手段 を も、 その 同意な くして 採らるべからざる こと 等が 提案され お。 これ 等の 要求の 總俊ひ 的な 性 

おは、 交涉の 過程に 於いて 多少 和らげられた。 最終的 覺 書の 交換に 於いて 支那 政府 は、 若し 漢冶萍 公司と 日本 國 資本：々 A 

との 問に 合 辦の議 成りた ると き は 之れ を 承認すべき こと、 同 公司 を 沒牧し 又は それ を阈 有と する ことな かるべく、 又た 

日本 國 以外より 外 资を同 公司に 入れし めざる ことに 同意し，^。 

【一 M  一一  o〕  Mac  Murray,  J.  V,  A,,  Titea  I  Ayr 霞き, vol. II,  pp.  123213. 

〔！»n  一  I  〕  p  vol. II,  pp.  1229130. 


I 九 一 三年の 協定に 於いて 漢冶萍 公司 は、 同日 附の 借款 契約に よって 設定され た 債務に 應 する ために 爲 される 鐵鏔及 

び 銑 鐵の寶 却の 外に、 四十 年間に 一 千 七 百 萬 噸の鑛 石と 八 百 萬 噸の銑 鐵とを 日本 政府の 製鐵 所に 供給す る こと を 引受け 

た。 これ は、 或る 推算， による 鑌 石埋藏 量の 半分 以ム、 他の 推^に よる 埋蔵量の 全部に 當る。 公司 は、 大戰中 及び 一九二  j 

年の 不況に 至る まで、 遞 增的數 量の 鐵鑛石 及び 銑： S を 供給した。 これ 等の 供給 價格 は、 これ 等の 諸 年の 問に 々日 支 W 

の 論爭の 的と なり、 支那 人 は 若干の 引上げ をしても らふ ことに 成功し お。 一九二 一年 以來漢 冶 萍企棄 は 衰運に 向った。 

一九二 二 年に 製鋼所 は 閉鎖され た。 此の 工場の もの は 生産費 高く、 設備 は舊 式であった。 それ は、 戰 後の 不況の 影響 を 

第 一 に 感じた 部門であって、 それ は 再び 開かれる ことがなかった。 銑鐵の 生産 は 一 九 一 一三 年に、 一 般的 不況の ため、 特に 

日本に 於け る 不況の 影響の ために 衰退した。 銑鐡の 生産 は、 一 九 一 四 年から 一 九 一 二 一年の 十三 萬噸 から 十六 萬 六千噸 

の 間 を 上下して ゐた。 それ は 一 九 一 1 三年に は 七 萬 三千 噸に、 そして 一九 一 1 七 年までに は 事實上 零に 下った。 一 九 一 一八 年 

以来 製鐵 所は漢 陽の も大 冶の も 休業して をり、 そして 公司 は 殆ど 全く 瓦解して ゐる。 操業して ゐる 唯一 の 部門 は 大冶鑛 

山の みで ある。 此の 鑛山は 日本への 供給の ために 鑌石 採掘 を續 けた。 鐵鑛 生産 は 一 九 一 四 年に 約 五十 萬噸 であった が、 

1 九 一 1〇 年 迄に 約 八十 一 一 萬 五 千噸に 達した。 それから 一 九 一 一六 年 迄繼續 的に 減退し、 その 年の 生 產は七 iE£ 噸に 過ぎな か 

つた。 これ 等の 變動 は、 一部分 は 日本に 於け る 事業 活動の 狀態 による ものである。 それ 等 はまた、 支那 內部 そして 特に 

揚子江 流域に 於け る 事業 狀態を 反映す る ものである。 日 支關係 もまた 一役 を 演じた こと は 疑 ひ を容れ ない。 一九二 六 年 

以來鐵 鑛石生 產は增 加した。 一 九 二八 年に は 四十 萬噸 以上、 一丸 三 〇 年に は それより 稍 少なかった。 此の 生産 は 全部 日 

本に 行った。 
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S  -  一二〕  Bain.  II.  F.,  0ョ ,1  rntry  F き Far  Ei,  pp.  9415.  Qdnfl  rsr  B8k,  1919, 1). 74. ベ イン は 多数の 推算 

を舉 げてゐ るが、 その 中テ ー ゲン グ レン (TCJJen ョ cn) の は 海面 上總量 三千 二百 萬 is、 純量 一千 九 百 三十 萬嚷 である。 リ ー ド 

CT.  T.  Read) の 五 千 萬 とい ふ 推算 は 。一 dwi  Ymr  B8k の 中に 見出される。 

一 一 一一 こ I に eu,  D.  K.,  Fordgu  Tnvestntcnts  is  China,  1929,  p.  98. 

1 九 一 四 —— 一 九 三 〇 年の 間に、 漢冶萍 公司 は 更に 日本から 借 入れた。 一 九 一 一四 年に 爲 された 八 百 五十 萬圓の 借款が 

一九二 七 年に 國民 政府 農鑛 部に よって 作製され た 債務 表の 中に 見出され、 そして 脚註に 於いて、 一九二 六 年に もう 一つ 

二百 萬圓 ものが あった ことが 語られて ゐる。 此の 借款 は、 公司の 事業の 上に 日本の ー曆大 なる 支配 を窗 らした と 言 はれ 

てゐ る。 公司の 債務 總額 は、 劉 氏 は 五 千萬圓 であると 言って ゐる。 元來 日本 政府 預金 部 及び 日本銀行から 融通され たこ 

れ 等の 借款 は、 一九 三 〇 年 六月 一 日に 日本 政府 製鐵所 特^ 會 計に 肩替 りされ た。 これに 包含され た 額 は 確かに 三千 七 百 

萬圓 以上であって、 四千 九 百 萬圓に 上って ゐた かも 知れな i> 

〔一 K3 一 一  四」 l」en.  L>.  K., 1- s.clyn  frsost-nents  i さ oil. さ a,  1929, づ. 

【一-!！! S  一  I 五」 (」()、  Toshi,  l-lw 敏) >. Brief  History  of  Jap 置 se  rni 一  lis  in.  Qdwl, で. 7. は 此の 額 を 三千 七 百萬圓 であった と述 

ベ てゐ る。 Orchard,  Jolm  R,  Jupam  Economic  r"。sition は、 當 時の 日本 新聞が 此の 額 を 四千 九 百萬圓 として ゐ たの を 見出した。 

日本 委員 會の 報吿 は、 一 九 二 六 年末に 於け る 漢冶萍 公司への 日本の 投資 總額 三千 五 百 十五 萬 三千 百 八十 五圓を 示して 

ゐる。 支那 側の 資料 は、 一 九 一 四 1— 一 九 三 〇 年の 期間に 對 して 其の 他に 尙ほ 一 千 五十 萬圓の 債務 を 示して ゐる。 これ 

を 前に 報告され た 一九 一四 年に 於け る 投資に 加算して、 吾々 は 四千 五十 萬圓 とい ふ總 額に 到達す る。 一九 三 〇 年末に 於 

ける 日本の 漢冶萍 公司へ の 投資 は 四千 萬圓 であった と 結論す るの が安當 であると 思 はれる。 當初は 支那 人が 支配 權を握 


つて ゐた 企業だった ものが、 一歩 一 歩事赏 上 日本人の 企業に なった ので ある。 此の 變 化の 背後に は、 錢鎖石 及び 銑 の 

供給 を 確保 せんとす る 日本人の 意 圖が横 はって ゐる。 n 1 十 一 箇條 要求』 に對 する 支那 人の 態度、 戰 後の 不況、 支那の 內 

亂、 及び 近年に 於け る 連鑌的 ボイコットの 間接の 影響の 結果と して、 漢冶萍 公司 は 次第に 崩壊の 道 を 迆 つた。 一九 三 一 

年に は、 その 唯一 の 活動 は 日本への 輸出の ための 鐵鑛石 を 用意す る ことであった。 此の 場合 は、 公平に 見て 支那 <t 社 を 

通じての 投資の 試金石と はならなかった、 とい ふの は兩國 政府が 參與 して ゐ たからで ある。 然し、 それが 試金石で あつ 

た 限りに 於いて は、 それ は 失敗で あつたと 認められ ねばならぬ。 

一 九 一 四 年に 於け る 支那 會 社への 日本の 投資の 第二の 例 は、 當時五 百 萬圓の 借款 を 持って ゐた 南潯鐵 道への 投資で あ 

つた。 南 潯鐵路 公司 は 東 ：51 與業會 社から、 一 九 一 四 年に 一 一 百 五十 萬圓、 一 九 一 八 年に 六十 七 萬 九 千 六 百 五十 圆、 そして 

1 九 1 二 一年に 一 一 百 五十 萬 圓を借 入れた。 其の 他 一 九 一 五 年に 三 井 物産から 車輛 購入の ための 八 萬 七 百 六十 八圓の 借款が 

あった。 此の 中 約 六 萬 圓は尙 ほ 存在して ゐ ると 報告され てゐ る。 此の 期間に 於け る 總額は 五 百 七十 三 萬 九 千 六 百 五十 圓 

になえ そして これ は、 現在まで 存在して ゐる I 九 一 四 年の 額と 合せて、 此の 鐵路 公司へ の 日本の 投資 は 一 千 七十 三 萬 

九 千 六 百 五十 圓 になる。 此の 鐵道 は、 一九 三 一年 四月に 鐵道 部に よって 提供され た報吿 によれば、 現在 支那 政府の 監督 

の 下に あるが、 然し、 それ は 私的 企業と 認められて ゐ るから 公司の 債務 は 政府 債務と して は 承認され てゐ ない。 此の 會 

社への 投資 は 成功の 例と は 認め難い。 日本 委員 會は、 コ 一 井 物産への 小額の 外 何等の 支拂 もな されて ゐな いと 報告して ゐ 

る。 尙ほ、 現存 額 七 百 五十 萬圓が 日本 政府 預金 部から 貸付 けられて ゐ ると いふ ことが 注意 さるべき である。 此の 企業に 

於いて は、 漢冶萍 公司の 場合の 如く、 兩國 政府の 利益が 一 と 皮下に 横 はって ゐ るので ある。 
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此の 項目の 下に 於け る 其の 他の 諸 投資 は、 支那に 於け る 地方 的 公益事業への 日本の 金主からの 借款で ある。 特質 的な 

例 は大倉 組から 閘 北水電 公司 (chppei  Electric  and  Water  company) へ の惜款 及び 東亜 舆業會 社から 漢ロ旣 濟水電 公 

司 (Hankow  Electric  company) への 借款で ある。 かくの 如 さ 諸惜款 の 長い 表が 作製され うる。 劉 氏 はかくの 如き 表 を 

提供して をり、 そして 一 九 ニニ 年に 支那 政府 經濟 訪問 局に よって 作製され たもの を 引用して ゐる。 これに 包含され る 額 

の 正確なる 總 計に は 到達され えない。 私 は 劉 氏に よって 報告され た、 及び 日本 委員 會 によって 報告され た 主要 項目 を 採 

つた。 私 はこれ 等の 總 額が 一 千 八 百 七十 萬圓 なること を 見出した、 そして これが、 一 九 三 〇 年末 現在の 此の 目の 下に 

6 

於け る 借款と して 採用され えよう。 支那の 諸 公益事業の 債務が 若干の 正確さ を以 つて 支拂 はれた とい ふこと は、 此の 財 

政に 關與 せる 支那 人 及び 日本人の 間に 於け る 一 般的 意見で ある。 東京に 於け る 東亞 與業會 社の 事務所で は 此の 言に 同意 

して ゐ たが、 それと 同時に、 支那 會社を 財政す る 政策 は 成功でなかった と 言って ゐた。 

【！ M 一 一六】 Lis  D.  K.,  Fordgn  ruimmu  in  chbf さ. 39,  pp.  98  - 18. 劉 氏 は經濟 訪？！ 局に よって 到達され た 四千 四百 三十 

萬 支那 弗と いふ 總額 を與へ てゐ る、 然し これ は 南潯鐵 道へ の 借款 を 包含して ゐる。 

此の 見出しの 下に 於け る 最後の 項目 は、 綿紡 織 業に 從事 せる 支那 會 社への 借款で ある。 此の 事項 は 日本 委員 會の平 井 

鎭夫 氏に よって 特別の 調査が 與 へられた。 彼 は 一九 三 〇 年 現在 額 七 百 九十 八 萬 八千圓 であった と 報告して ゐる。 これ 等 

は 設備の 購人 のために なされた 借款で はない。 それ 等 は 支那 會 社への 長期 貸付で あるか 又は 事業への 參加 である。 

一般に 此の 種の 投資に 關 して、 事情に 精通せ る 日本人の 銀行家 及び 事業家の 意見 を參 照し なければ ならぬ。 彼が 言 ふ 

忙は、 彼れ の會社 は、 若し 支那 會 社に 資金 を 貸付け すに 支那に 於け る 直接 事業 投資に 從 事したら-もっと うまく 行ったら 


うと。 彼 は 言った、 直接 投資が 支那 會社を 通じての 投資より 成功 的で ある 限り、 治 外法 權は 存績 する であらう し、 まヒ 

存績 せし むべき であると。 彼 は、 治 外法 權の 下に 於け る 直接 投資が 限られた 可能性 を 持てる のみなる こと を 承認した。 

支那 會社を 通じての 投資が、 將來は 支那への 主要な 資本の 動き を 齎らす であらう。 彼 は 一一 一一 口った、 吾々 は 支那 人が ェ棄及 

ぴ會 社の 操作 を發 達させる の を 待たねば ならぬ と。 若し 治 外法 權が 政治的 理由の ために 卽 時撤廢 されたならば、 その 撤 

廢は 日本の 支那 會社 へ の 參加を 刺激す るで あらう。 

此の 項目の 下に 於け る 諸 推算 は 次の 表の 中に 摘要され て ゐる。 

第一 一十 八 表 一 九 一二 0 年に 於け る 支那 會 社へ の 日本の 投資 

漢冶萍 公司  四 〇、〇〇〇、〇〇〇 圓 

南 潯鐵路 公司  10、七三九、六五〇ク 

地方 的 諸 公益事業  一 八、 七 〇〇、〇〇〇 ク 

諸 紡績 會 社へ の 借款  七、 九 八 八、 〇〇〇 ク 

一 ま  七 七、 四 二 七、 六 五 〇 ク 

他の 諸國の 投資との 比較 を 容易なら しめんが ために、 日本人の 直接 事業 投資 及び 彼等の 支那き 社への 投資 を 事 梁 性質 

別に 示す ところの、 次の 表が 提示され てゐ る。 次の 表 中の 諸 項目 は、 第二 十四 表に 示された 額に 前 揭の表 中に 示された 

額 を 加へ る ことによって 到達され た。 此の 表 は 支那に 於け る 日本人の 如何なる 種類の 事業 投資 を も 全部 包含して ゐ る。 
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業 業 業 

業 業 

計  , 一、 八 一一 5; 八 七  一   10>0 

S 支那 政府への 日本の 借款 i 若干の 除外 

支那 政府へ の 日本の 借款の 外に、 此 所に は 支那 政府の 又は 支那 政府 各部 及び 設立 物の 债務の 保持が 包含され て ゐる。 

此の 項目の 下に 於け る總 計に 到逮 する に は、 非常に 還々 判 斷カを 働かせる こと を 要した のであって、 それ故に、 色々 な 

人達に よって 到達され た 様々 の 總額は 充分 辯 護され うる ものである. - 私の 任務 は、 私の 提供す る總 額が 如何にして 到達 

され たかを 示す にある。 

第一に、 若干の 項目が 除外され た。 これ 等 は團匪 賠償金の 日本 分、 及び 山 東 問題の 最終的 決定に よって 設定され た 諸 
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第二 十九 表 專 業 1« 質别、 直接 事業 投資 及び 支那 會 社への 投資 
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11ーカ 五、 空 七 

S  二、  nils 


總 額に 對 する ％ 


1手0 

二人 

一八 • 六 

八 丄 

八 .0 

七 人 


債務 を 包含して ゐる。 山 東 協定 は、 靑 島に 於け る 公有 財產 及び 製鹽 業に 對 して 一 千 四百 萬 圓の價 額の 國庫 證券、 及び 膠 

濟鐵道 支那 還 附に對 する 代償と して 四千 萬 圓の價 額の 國庫 證券 を 日本 政府に 交附 する こと を 含んで ゐる。 これ 等の 债務 

8 

は 一九二 一 一年 末に 發生 しお。 圑匪 賠償金 支拂 は、 支那の 對 獨宣戰 決意の 結果と して、 一 九 一 七 年 十一 一月 一 日から 五 年 ♦ 

9 

延期され た。 かくの 如く 支拂 延期 をな すに 當 つて 日本 は 他の 聯合 諸 國に參 加し、 そして 日本の 場合に は 延期 は支拂 はる 

べき 全額に 對 してな された。 五ケ 年の 期限の 末 頃に、 支那 は 更に ニケ 年の 延期 を 申出た。 これ は 同意され ないで、 日本 

へ の 支拂は 一 九 一 一一 一年 十一 一月 一 日から 再び 開始され た。 

【一! ts  一  一  4fc」 さ Ue8  omd  A^ements  Wit/t  and  concermna  uhlna,  1919 1 1929,  pjp.  80 1 8. 

【一 一 一  八」 Baylin,  J.  R.,  Foreign  Loa/n  0bhgat57ls  nf  China,  3P.  Zh  68. 

一 lis 一 一  九」 "Wriglit,  S.  F.,  Collection  and  Disposed  of  Cudoms  Revenue, で. 111. 

一 九 ニニ 年末に 開始され る こと \な つたこれ 等の 支拂金 は、 一 九 一 一三 年 三月 三十日に 公布され た 文化 事業 特別 會計法 

として 知られて ゐる 一 法律に 於いて 處理 されて ゐる。 支 拂金は 文化的 及び 教育的 諸 目的の ために 保留され た 一 會 計の 中 

に 繰 入れられる こと- - された。 これ 等の 目的の 事業 は文擧 及び 社 會科擧 の 研究の ための 一 研究所、 自然 科舉 研究の ため 

の 一 研究所， 日本に 於け る勉擧 のた めの 支那 擧 生への 補給、 諸敎育 機關、 及び 支那に 於いて 日本人に よって 經營 されて 

9- 

ゐる諸 病院 を 包含して ゐる。 

〔SA  一  1 1 o〕  Wriglit,  S.  F.,  Colledion  and  Disposal  of  CVM。m8  Jievents,  pp>. 117 1 8. 

圑匪 及び 山 東兩债 務に對 して 支那から 日本に 支拂 はれる 年額 は、 一九 三 〇 年度 は 約 四百 萬圓 になる。 一九二 八 年度と， 

第 十七 章 支那に 於け る 日本の 投資  五六 五 


笫ニ篇 各 國 篇  五六 六 

して 日本 委員 會 によって 報告され たと ころの、 文化 事業に 對 する 支出 總額 —— 日本に よって 支那に 支拂 はれた 金額 11 

は 三百 十四 萬 三千 八 百 五十 四圓 であった。 受取と 支拂 とが 略々 等しい ことから 見て、 これ 等の 债務 は、 その 法律 的 形式 

は 何う であらう とも 經濟的 見地から は、 それ 等が 俊然 存在して ゐる やうに は 認められえない こと は 明かで あると S 《はれ 

る。 それ 等 は、 事實上 抹殺され たもので あって、 これ 等 を 支那 政府 度務の 日本の 保有の 如何なる 表から も 控除す る こと 

によって、 此の 事實を 承認す るの が 最善の 道で ある。 これ をな すに 當 つて、 私 は 小 田 切 滿壽之 助 氏 及び 太平洋 問題 調査 

會 地方 理事 會の 日本 委員 會に從 ふ。 

もう 一 つの 除外 は、 一九 一 三年の 善後 借款の H 本分で ある。 これ をな すに ついては、 私 は 日本の 協力者 達 及び 日本に 

對する支那の^1^務の表を作製せんと企11した他の人達と意見を異にする。 除外の 理由 は 日本の 借款の 一 九 一 四 年に 於け 

る狀 態の 檢 討のと きに 示された。 此の 場合 日本の 銀行に 支拂 ふべき 法律 的 债務は 存在す るが、 然し 眞實の 支拂は 日本に 

居ない 證券 所持者に なされる ので ある。 

.  一般 有擔保 借款の 日本 分 

次の 節に 於いて、 日本に 振當 てられた 金額の 到達され た 方法が 提示され てゐ る。 これ は、 支那 政府 债務の 左の 如き 分 

類 を 含んで ゐる 11 1 般有擔 保 借款、 鐵道 債務、 鐵道 以外の 交通 機關 のた めの 愤務、 及び 所謂 無擔保 借款。 第 一 に 答へ 

ら るべき 問題 は、 一 九 三 〇 年末に 於け る 一 般擔保 借款の 日本 分 は 如何なる ものであった かとい ふこと である。 

pi 本人 は、 支那 革命 及^ 世界 戰爭 以前 は、 支 の 一 殺 目的め ための *； 金^ $ お、 iesrs 上 參與 しなかった。 曄 


命の 初年に 於いて は、 袁世 凱の 下に > 資金 は ョ ー 口 ツバから 獲得され た。 日本人 は 一九 一 三年の 善後 惜款 に參與 したが ト 

然し 上に 指摘され たやう に、 日本から は 何等の 資金 も來 なかった。 一九 一 六 年に 袁世 凱が 死んで から は、 政府 は！： 内の 

金主 及び あらゆる 利用し うる 外國 金主からの 短期 借款に たよった。 一九二 〇 年 及び 一九二 一年に、 これ 等の 短. 1 债務の 

或る もの、 特に 善後 借款の 元利 拂 後に 殘 つた 政府 鹽-稅 牧人に 尉して 或る 請求 權を 持てる もの を、 借り 換 へんみ. する 企 11 が 

なされた。 此の 收入は 通常 鹽稅 剩餘 金と 稱 ばれて ねる。 これ 等の 短期 债務の 中には 左の 如き 日本の 金主からの 借款が あ 

つた 11 日本 與業 銀行、 臺灣 銀行、 大會 組、 東亞 與業會 社、 中華 匿 業 銀行 及び 中日 實業會 社。 それ 等 は 一 九 一 七ハ 半に な 
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された 五 百萬圓 の水災 借款 を 含んで ゐた。 借換へ は、 三千 九 百 六十 萬 八 千 七 百圆、 利率 八 分、 期限 六ケ年 半の 公債 を發行 

する ことによって 達成され た。 それ 等 は 一 般に九 六 公債 日本 分と して 知られて ゐる。 元金の 惯還は 一 九 一 一四 年 一月 一日 

以來、 利子の 支拂は 一 九 一 1 五 年 七月 三十 一 曰以 來延滯 して ゐる。 此の 借款に 對 して 一 九 一 一八 年、 一 九 一 一九 年 及び 一 九 三 

〇 年に は 一 文 も支拂 はれなかった。 一 九 三 一年 一月 一 日に 於け る 元金 現在 額 は 三千 一 一 百 四十 七 萬 八 千 四百 圓で、 利子の 

延滯額 は 一千 二百 九十 九 萬 一千 三百 六十 圓に 上った。 一 九 三 一年 一 月 一 日に 於け る 現在 總額 は、 一圓 を 〇• 五 米 弗と す 

れば、 二 千 二百 七十 三 萬 四千 八 百 八十 米 弗であった。 これが、 一般 擔保 借款 中に 於け る 唯一 の日本に對する^^務でぁる。 

〔一 Si  一二 一〕 借款 契約 及び 表に ついては、 Treaties  and  Agreem き WUh  and  CouceriUng  China,  19J9-I1929,  pp.  61169 を 

見よ。 

【註  一二  一一〕  §na  Fear  Book,  1931,  p.  354. 
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^ 支那 政府 鐡道 債務の 日本 分 

支那の 鐡 道への 日本の 投資 は、 直接 投資 11 南 滿洲鐵 道の 項目の 下に、 及び 支那 會 社への 投 *; 11 南潯鐵 道の 項目の 

下に 旣に 示された。 此 所に 考察 さるべき 鐵道 は、 その 中に 支那 政府と 日本人と が 合同せ る 利益 を 持てる もの、 換言 すれ 

ば その上に 支那 政府 は 或る 承認され た 請求 權を 持ち、 そして 同時に 日本人 は 若干の 投資 を 持てる ところの ものである。 

若干の 總額 を先づ 提示しょう。 それ 等 は 支那の 及び 日本の 資料に よる ものであって、 日本の 投資の 巨額な ことの 指： i 

を 確立す る ものである。 と 認められる これ は 重要で ある、 とい ふの は 正確な 數 字に 到達す る こと は 不可能 だからで ある， 

何と なれば *K る 項目の 總額は 判斷の 問題で あり、 そして 若干の 鐵 道の 會計は 內亂の 結果 混亂狀 態に あるから である。 

第一 の 推算 は、 一九二 五 年来の 狀態を 示す ために 日本銀行 によって 作製され た 支那 政府の 日本 又は 日本 國 民に 對 する 

債務 表から 抽き 出された ものである。 日本銀行の 表 は 一 億 一 千 七 百 七十 一 一 萬 九 千 1 1 百圓 とい ふ鐵道 債務 總額を 示して ゐ 

る。 與 へられた 報告 は、 滿 洲諸鐵 道の 债務を 七 千 八 百 六十 九， 萬 六 千 八 百 十二 圓 (總 額の 六 六 *八％)、 滿洲 以外の 諸鐵道 

の 債務 を 三千 九 百 三 萬 一 一千 三百 八十 八圓 (總 額の 三 三 丄 1%) として 示す ところの 分類 を なすこと を 可能なら しめる。 

0  一  二三 J 此の 表 は Moulton,  II.  p,  J<，2yta  ： 」 さ Economic  §ul  FimncUd  Appraisal,  pp. ひ 3417 に採錄 されて ゐる。 モ 1 ル 

トン 氏 は、 原 表の 中に 見出される 若干の 利拂 借款 を 除外して ゐる。 

【一 sn 二 四〕 此の、 及び 其の 他の 場合に、 交通 部の 一般的 愤務 なる 唯一 の 借款 (一 千 萬 圓の〕 は 『滿洲 以外』 と 認められて ゐる。 

第二の 推算 は 小 田 切 氏の それで ある。 此の 推算 は 本 調査に 協力した 日本 委員 會 によって 採用され た。 小 田 切 氏の 推算 


は、 一九二 八 年末に 於いて 一億 五 千 五 百 九十 七 萬 六 千 圓の總 額に 達した 鐵道 债務を 示して ゐる。 小 田 切 氏の 項目 をー膨 

吟味して みると、 彼れ のと 日本銀行 のとの 間に 二つの 重要な 差異の ある ことが 明かになる。 第一 に 『滿 蒙四鐵 道』 借款 

として 知られて ゐる 借款の 現存 額の 總計は 曰 本 銀行の 總 額よりも、 約 二 千 五 百萬圓 (二 千 四百 七十 四 萬 六 千 七 百， 四十 

圓) とい ふ說 明され ぬ 差額 だけ 大きい。 次ぎに、 京緩鐵 道の 日本に 對 する 債務の 彼れ の 總額は 約 九 百 萬圓の 差違 を 示し 

てゐ る。 これ は 恐らく、 日本銀行の 表から 材料 及び 供給 品に 對 する 借款が 除外され てゐる ことによって 說明 できる であ 

らう。 これ 等 及びより 小さな 差額 を酙 酌して、 ； 5! は 小 田 切 氏の 總額は 一億 二 千 四百 九十 萬圆に 削減 さるべき である こと 

を 見出す のであって、 それ は 此の 場合 二つの 日本の 總計を 大體に 於いて 一 致させる ので ある。 小 田 切 氏の 數字は 次の 如 

き 百分率 分布 を 示して ゐる —— 

滿  洲  六 四 ％ 

其の 他の 支那  三 六.^ 

二 五〕 他の 諸 借款 及び 諸 請求と 共に 彼れ の .^spawi  rniis  in  China,  p. 12. に 示されて ゐる。 

6 

第三の 總計は 劉大釣 氏に よって 示された 表から 柚き 出される。 これ 等の 表 は元來 利子の 延滯を 認めて ゐな いので あつ 

て、 比較 をな すに 當 つて は 此の 事 は 念頭に 置かれねば ならぬ。 劉 氏の 一 九 1 一八 年末に 對 する 總計は 一 億 一 千 五 百 三十 萬 

圓 である。 彼 は、 『滿 蒙四鐵 道』 借款の 現存 額に 就いて 日本銀行と 大體 一 致して ゐる。 滿洲 の諸鐵 道の 日本に 對 する 債務 

を 彼 は 七 千 七 百 十萬圓 (六 六 ，九％)、 其の 他の 支那 鐡 道の 債務 を 三千 八 百 二十 萬圓 (三 三 •  一.^) と 示して ゐる。 

〔一 IS  一二 六〕 彼れ の Foreign,  Bwe 讓 is  in.  China,  1929 に 於いて。 

第 四の 總計 は、 私の 依賴 によって 一九二 九 年 十二月 三十 一 日 現在の 政府 鐵 道の 外 债總額 を 示す ために、 支那 政府 鐵道 
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第二 篇各 國 篇  五 七 〇 

部に よって  1、 作製され た；！；^ に據る ものである。 日本に 對 する 憤 務は 次の 表に 示されて ゐる。 此の 及び 示された 他の 諸 推 

算に 於いて、 私 は 膠濟鐵 道に 關聯 した 四千 萬圆の 債務 を 除外した。 此の 除外の 理由 は 上に 說 明した 通りで ある。 


第一 二十 表 一 九 二 九 年 十二月 一二 十 I  B に 於け る 支那 政府 if 這の 日本に 對 する 債務 C. 鐵逍 部に 據る) 
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* 日本？^ 貨 では 總計 一 三 八、 四 七 一一 r〇 ニ六圓 である。 

S. -  二 七〕 それ は 一 九 二八 年に 南京に 設立され た 政府ので ある。 鐵道部 は、 鐵道 だけで 鐵道 以外の 監督 攉を 持た な ぃ點 で、 以前 

の 北京 政府の 交通 部と 異なる。 

鐵道 部の 總計 一 億 三千 八 百 五十 萬圓 は、 他の ものよ タ  一 新ら しく 一 赝 完全で ある。 それ は 他の ものが 除外して ゐる 


材料 及び 供給 品に 對 する 債務 を 含んで ゐる。 若し 吾々 が 一 九 三 〇 年分と して 其の後の 利子 延滞 額 を 総額の 七 ％ 11 確か 


に 日本の 場合に は 高す ぎる 率で はない —— と 見積り 之れ を 加算す る ことができる とすれば、 吾々 は 部の；^ を 基礎と 

せる 一 九 三 〇 年末に 於け る 支那 政府の 日本人に 對 する 鐵 道债務 の 補正せ る 現存 額と して、 一 億 四千 八 一十 萬圆 とい ふ 

最終的 推算に 到達す る。  ， 

次の 諸 頁 は 支那 鐵 道への 日本の 投资の 一 つの 新ら しい 推算 を 含んで ゐ るが、 それ は その 細目に 於いて は、 此の 新 推算 

が鐡道 部の それより は 可な り 大きな 總額を 示す であらう とい ふこと が 明に なった まで は 完成され なかった ので ある。 愤 

務の檢 討 は、 同時に、 支那 特に 滿洲に 於け る諸鐵 道に 對 する 日本の 利益の 經濟的 及び 政治的 様相に 觸れ ると ころの 報告 

を 提供す る。 

S 満洲に 於け る 支那 政府 鐡 道への 日本の 投資 

吉長鐵 道 はこれ 等の 鐵 道の 最初の ものである。 それに 對 して 一 九 一 三年 末に は 一 一 百 1 一十 五 萬圓の 現存 額が あった。 そ 

れは南 滿洲鐵 道 を 長 春に 於いて 東方の 朝鮮 國 境と 及び 朝鮮の 海港と 連結す る 計畫の 線の 第 一 段で ある。 その 政治的 及び 

戰略的 重要性 は 明瞭で ある。 『二十 一 ケ條耍 求』 に 於いて、 それが 原と 提出され た ときには、 日本 政府 は 此の 錢 造の 九十 
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九ケ 年間の 支配 及び 監理 を 要求した。 その 最後の 形態に 於いて は、 これ は 『速に 吉長鐵 道に 關 する； S 協約 並 契約の 根本 

的 改訂 を 行 ふべき』 協定と なった。 

S  I 一一 八〕 前揭第 十二 表 を 見よ。 

ョ 一一 一九〕 AlacMurray,  Jr.  V.  A  ,  Treaties  I 」toTeem§ さ VOL  II,  P.  1232. 
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これ は 一 九 一 七 年 十 ni: に實 行され た。 借款 は 南 滿洲鐵 道會 社からで あって、 額面 六 百 五十 萬圓、 期限 三十 ケ年、 利率 五 

分、 錢道 財産 及び 牧人 を檐 保と した。 とれに 加 ふるに、 純益の 中 借款 及び 支那 政府 塡補 金に 對 する 分 を 控除した 殘 りの 

二割 を會 社に 支彿 ふとい ふ 規定が あった。 此の所 置 は 原 借款の 借 換へを 包含して ゐる。 日本の 監理 及び 支配 は 日本人 三 

主任の 庄命 によって 準備され、 そして 尙ほ、 借款の 償還 は 全 期限が 經 過す るまで は 許さぬ とい ふ 規定が あった。 

交通 部の 一 九 二三 年の 文書 は、 更に 一 九 ニニ 年 十月 一 曰に 南滿洲 鐵道會 社からの、 期限 一 ーケ 年、 利率 九 *五％ 、五十 萬 

圆の 前渡し を擧 げてゐ る。 一九二 五 年に これ は 百 萬圓、 利率 九 ％ の 一 債務と なった。 一九 三 一年  一 01： 一日に 於け る 原 借 

款の 現存 額 は 五 百 五十 一 一 萬 五千圆 であって、 百 四十 萬圓の 一 債務 は 上述の 前 渡と 闢聯 して ゐる ものであると 想像し う 

材料の ための 债務は 九十 萬 七 千 六 百 九十 七 M と 報告され てゐ るが 此の 鐵 道の 日本人、 換言すれば 南 滿洲鐵 道に 對す 

る 債務 總額 は、 一 九 三 〇 年末に は 七 百 八十 三 萬 二 千 六 百 九十 七圓 であった。 

一一! y  一  一二 0】 I-icu,  i).  K.,  ,F ミ さへ/さ fhvcsfbumts  m  Chtwi, づ. 35. 

0  一一 ニー】 Kann  and  nnylin,  China.  Fmr  Book,  1931,  p.  359.  CFa  Fl-  B。p 1931,  p. に 8. 

3n 三 一一】 p,!.  f .  I.  1931,  p.  200. 『一 九 二八 年 四月 六日に、 上述の 額が 八十 封 度 鋼軌倏 購入の ために 南 滿洲鐵 道 會杜か 

ら借 入れられた』。 

1 九 一 一八 年 十月 十日に 完成され た 吉敦鐵 道 は、 長 春から 吉 林に 至る 線 を 朝鮮 國 境の 方向に 延長した。 一 九 一  年 六月 

十八 日に、 日本の 三 銀行 は 吉會線 建設の 豫備 契約 を 締結した。 契約 は T 手数料 を 控除す る ことなしに 一 千 萬 (支那) 弗 全 

額の 前 渡』 を耍 求して ゐる。 これと 類似の 諸 前 渡が 他の 諸 契約と 關聯 してな された" それ 等 は、 以下の 一 般的ー 明に 於 

いて は錢道 建設の ために 現實に 投下され た 資金から 12^ 別され てゐ る。 ゆ ゑに、 此の 前 渡 金 を 吟味す る ことが 望ましい。 


三 銀行との 契約 は その 第 一 條に 於いて、 本鐵 道の 建設に 要する 費用 を定 むる こと、 及び 必要なる ことが 確定した 金額に 相 

當 する 公債の 發行を 要求して ゐる。 これ は卽 時の 前渡しと は 全く 矛盾して ゐる やうに 思 はれる。 次に、 當 時の 支那 交通 

總長 曹汝霖 氏の 聲 明が あり、 彼 は、 六月 十九 日に 一千 萬 元が 中華 匯業 銀行の 東京 支店の 北京 政」 肘の 貸方に 拂 込まれ、 北 
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京 政府 は 『それ を無條 件に 使用す る 自由 を 持って ゐる』 と 言った と 報道され てゐ る。 彼 は 縫け て、 明らかに 此の所 超に 

於け る 差 遠 を 承認して、 鐵道 建設に 對 する 現 實の 金額 は將來 決定され る蒈 であると 言って ゐる。 この 裹は 前渡しが 一 體 

鐵道 のた めで あつたか 何う か を 疑 はしめ る。 此の 疑 ひ は 交通 部の 一 九 一 一三 年の 文書に よって 確設 され、 その 中で 此の 前 

渡しに ついて、 それ は 『それ故に 財政 部に 於いて 所理 された のであって、 我が 部 は その 關係 について は 何等 知る ところ 

がない』 と 語られて ゐる. - 一九二 五 年の 財政 整理 會 によって 作製され た 財政 部 現在 債務 表 は、 それが 一千 萬圓 であった 

と 述べて ゐる 此の 前渡し を 特に その 表から 除外し、 そして それ を 財政 部の 整理 計畫に 包含 さるべき 諸 借款の 中に 入れて 

3 

ゐる。 此の、 及び 其の 他の 類似の 前渡し を鐵 道の ために 用 ゐられ た 資金から 除外す る 根據は 充分で あると 思 はれる。 若 

しそれ 等が 現在 又は 將來に 於いて さう 解され るなら ば、 それ 等は鐵 道の 债務と 認められえ ようが、 然し 事實 として は、 

それ 等 は 支那 政府の 一 般 目的と 稱 ばれうる 所の ものの ために 提供され た 資金な ので ある。 此の 資金の 使途 は 恐らく 決し 
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て 決定され る ことがない であらう。  * 

B  I 三 一一 一】 Young,  C.W.,  T/io  Iniert  Belatii  of  Manchuria,  p.  213. 三 銀行 は 日本 興業銀行、 朝鮮 銀行、 及び .：：351！ 濟 銀行 

であった 此の 契約の 背後に は 一 九 〇 七 年 四月 十五 曰の 新 民 屯-奉 夭 及び 吉林。 長春鐡 逍に關 する 協約 及び 一 九 〇 九 年 九月 g 日の 

間 島に 關 する 協約が あった。 

S 1  一二 四〕 Maclvlurray,  J.  V.  A.,  Treaties 震 i  A ぬ rceme-fi  vol. IJ,  pp.  143012 
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〔一！：！ JI 三 五〕 s ,  P-  1.  . 

【1M 一 一一 一六〕 一- lilclal  Kea(  ljustiuciit  commiisicll. (財政 整 會， }  aBf^  behts  of  the  Minisf 二/  of  P000if や 3. 

〔！ M  一  一一  I 七〕 ャ ング氏 は 曰く、 『 一 千 萬圓の 額が、 彼等が 適當と 見た やうな 目的に 用ゐ るた めに 北京の 軍閥に 與 へられた』 と。 

Yo ョ C.  w.,  Jmrtn 一 S 勺. shd  Podtbi  in  M(mc!,urriu 一  P.248. 
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吉敦鐵 道 建設の ための 現實の 契約 は、 一九二 五 年 十月 二十四日に 南滿 鐵道會 社に よって 調印され た。 それ は 一 千 八 百 

萬圓の 前渡し を耍 求し-それ は 後に 一 一千 四百 萬 圓に增 加され た。 此の 額 は鐵 道の 建； Si に 用ゐら るべ く > そして 鐵道は 完成 

の 上 は 支那の 管理に 引渡される 0 とに なって ゐた。 若し 引渡し 後一 ケ 年以內 に完濟 されない 場合 は、 支那 政府の 债務は 

期 三十 ケ年、 利率 九分、 戮道收 入を擔 保と する 借款と. なる 箸であった。 期限 滿了 以前の 償還 は 許されて ゐ たが、 借款 存 

績期 問 中日 本人が 會計主 住 及び 次席に 採用され る ことにな つて ゐた。 一 一千 四百 萬圓 とい ふ 額が、 一 九 三 〇 年末に 於け る 

此の 鐵 道の 日本人に 對 する 愤務と 認められる。 此の 額 は、 知られて ゐる 限りで は、 以前の 一千 萬圓 (支那 弗？) の 前渡し 

を 含んで ゐ ない。 

S 一  三 八〕 Ycung,  C.W  .Jul2,mflcml ま 一 iiom  of  Mai-IH:,  213. 契約の 原文が 滿鐵會 社の 本社から 著者に 通達され た。 

吉敦 線の 完戎 以後 日本人 は會 寧の 方向へ 更に 建設す る こと を 急き たてた。 新聞 報道 は 時々 かくの 如き 建設の ための 契 

約の 風評 を傳 へ た。 一 九 三 一 年 九月、 日本軍が 滿洲に 進 人した ときに、 決定的な 協定が 存在した こと はあり さう もない。 

前に 直接 投資と して 述べた 天圖 輕便鐵 道が 朝鮮 國 境から 敦 化の 方向に 延びて ゐる こと、 そして これが 長 春から 海に 至る 

1 聯の S 道の 中に 殘 して ゐる問 隙 は 五十 哩 にすぎない ことに 注意すべき である。 此の間 隙を聯 結す る こと は 『日 支 間の 
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も 激烈な 爭鬪の 一 つ を 俘った』 と、 吾々 は 支那 人の 一 著者に よって 語られて ゐる。 


「-ま  一 一二 九 J  YoLin 叩 C.  \V.,  [  Bdntiom  of  Manohurta, づ. 215,  foo け not ひ. Lin  T.  C.,  -roltical  Aspects  of  Japanese 

Railwav  Enterprises  in  IVIancViuriti,"  chirnBe  Social  an 一  PoUtkai  Science  さ, vol. i4,  no.  2,  p.  24s. 

，王 一四 01 Lin,  T.  C..,  "political  Aspects  of  Japanese  railway  .enterprises  in  Manchuria,"  chh,  S  d-l{l さ I  politil 

cnl  sestce  BAView,  vol. 1 チ no.  2, で. 2^8. 

吉敦鐡 道 は、 新 借款 圏の 創設 及び ワシントン 會議 以後、 滿洲に 於いて 日本人に よって 財政され た 二つの 重要な 鐵 道の 

1 つで ある。 採用され た 方法 は、 兩 方の 場合と も、 正式の 借款 契約に 基かざる 建設に 對 する 前渡しであった" 正式 借款 

は 後に なされる こと、 なって ゐた。 日本人 は 吉會線 全部 を 借款 團の 範圍 から 除外す る こと を 求めた。 此の 計 害： に對 する 

特殊の 除外 は關 係列國 の容れ ると ころと ならなかった、 そして 採用され た 財政の 方法 は、 一部分 は、 現 狀のド に 於いて 

起り うべき 正式 借款の 紛議 を 避けん がた めであった とい ふの が 廣く行 はれ て ゐ る 意見 である。 

次ぎに 吾々 は、 南 滿洲鐡 道 以西の 若干の 鐵 道に 對 する 日本の 利益 を 考察し なければ ならぬ. - 便宜な til 分 は、 洮南 以南 

即ち 四 平 街 —— 鄭家屯 線、 鄭家屯 11 洮南 線、 及び 鄭家屯 —— 白 音太來 線と、 挑 南 以北の 唯一 の 線 卽ち挑 南 11 口？々 溪 

線と に 分ける ことで ある。 姚南 以南の 諸 線の 第 一 の もの、 四 鄭線は 一 九 一 五 年 十二月に 横 濱正余 銀行に よって 調印され 

た 契約の 主題であった。 此の 契約の 背後に は、 一 九 一 三年 十月 五日、 日 支 間に 通常 滿蒙 五鐵 道に 關 する 公文と 稱 せられ 

る 秘密の 公文 交換、 及び 一 九 一 五 年 五月に 『一 一十 一 筒條 要求 J の 決定と 關聯 して、 若し 滿洲 及び 束部內 蒙古に 於いて 『必 

要なる 鐵道』 を 敷設す るた めに 外資 を 要する 場合 は、 先づ 日本 國 資本家に 商議 するとい ふ 支那の 同^が 横た はって ゐ た" 

橫濱 正金銀行との 契約 は、 五 百 萬圓、 利率 五分、 期限 四十 ケ年、 鐡迸財 產を檐 保と する 借款 を 包含して ゐた。 此の 借款 
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に對 して は、 一 九 三 一年 一月 一 日に 四百 六十 九 萬 四千 圓が 現存して ゐた。 

【一 M 一四 一】 MarM ョ -rfiy,  J.  V.  A:  Tiis 碧 一 、rrce?7§l ヌ vol.  IT,  p.  1249. 

s_ 四 二】 置 J  pp.  1054,  1225.  • 

此の 線の 追加され た 諸 債務 は、 ^南 以南の 他の 諸 線に も關 係して ゐる。 一九二 五 年に 南 滿洲鐵 道 會社は 三千 二百 萬圓 

の 債務 を 保持して ゐた。 これ は 一 九 一 一一 一 年 五月の 一 千 三百 七十 萬圓の 前渡し、 一 九 一 一 I 一年 十月の 三百 萬圓の 前渡し、 及 

び 若干の 月 割 貸付 を 包括して ゐた。 劉 氏に よれば、 計畫 された 四千 五 百 萬圓、 利率 五分の 借款と 關聯 して、 一九 一九 年 

3 

に 一 千 萬圓が 前渡しされ てね る。 此の 融資 は、 一 九 一 ニニ 年 十 一 月 一 日に 現實に 開通した 四 平 街から^ 南までの 全線、 及 

び 支線と 看做されて ゐる 一 九 二 一 年 十一 月 五日に 開通した 四 平 街から 白 音 太來に 至る 線 を 包括せ る ものであると 指定 さ 

れる。 此の 支線に 對 する 融資に 關 して は 別個の 報吿は 得られない、 そして それ は 四 平 街 —— 挑 南 線の 中に 包含され てゐ 

ると 抱定 しうる。 南滿洲 錢道會 社に 負 ふ 現存 額 は 一 九 三 〇 年 十二月 三十 一 日に は 約 四千 七 百萬圓 であつ お。 此の 現存 總 

額 は、 三千 二百 萬圓の 他に 元金 額 を 含む のか も 知れない が、 それが 含んで ゐ ると いふ 證據 はない。 一九 三 〇 年 十二月 三 

十 一 日に 於け る姚南 以南の 諸 線への 日本の 投資 は 約 五 千 百 五十 一 萬 七 千圓と 推算す る ことができる。  . 

〔一一！ J1 一 四 三〕 "iell.  D.  K:.,  Fordgii  m-ts  ？: さ Chlm,  1929,  p.  28. 

〔！ M 一  四 四】 Qdwl  rsr  nsk,  1931,  p.  205. は 一 九 二 九 年 十二月 三十 一 曰 現在 i;^ として 四千 三百 九十 四 萬 二 千 六 百 六十 九 H を褐 

げてゐ る。 

北滿に 於け る 唯 一 の 線、 ！ S 南 ——. 昂々 溪線 建設に 關 てる 契約 は、 一九二 四 年 八月 三日 奉 天に 於いて 奉 天 政府と 南滿洲 

鐵道會 社との 問に 締結され た。 それ は實際 建設 請負で ある" 請負 者 は 建設費 を 前貸しし、 そして かくの 如く 前貸しされ 


た 全額 は S 道 完成し 支那 當 局に 引渡された 後 六 ヶ月 以內 に支拂 はれる こと \ なって ねた。 支拂 をな しえなかった とき 

は、 債務 は 利率 九分、 期限 三十 箇 年の 借款に 變更 される ことと されて ゐた。 日本人の 一 顧問が 借款 存綺 期間 中 傭聘され 

る 害であった。 鐵道は 一 九 一 一六 年士 一月 一 曰に 完成され、 延長 百 四十 一 ー哩 である。 此の 鐵 道に 對 する 前渡し は 一 千 二百 

九十 二 萬圓に 上って ゐる。 それ は 南 滿洲鐵 道からの 輪轉 材料の 賃借 費 を 含んで ゐる。 

【註 I 四 五〕 原文 は 鐵道會 社に よって c*w* ヤング 氏に 通告され、 そして 彼れ の Mel  Eelaiione  of  Mmtia,  pp.  2101 

1. に 摘要され てゐ る。 

その 下に 此の 線が 建設され た條件 は吉敦 線の 場合と 類似して をり、 恐らく それが 模範と なった ので あらう。 洮昂線 は 

新 借款 圑の 創設 及び ヮシ ン トン 會議 以後 日本人に よって 滿洲に 建設され た鐵 道の 第二の ものである。 それ は吉敦 線より 

は 一 曆 密接に 他の 諸國 民の 權 益に 觸 れてゐ る。 第一 に それ は、 イギリス 及び アメリカの 關係 者と 支那 政府との 豫備 契約 

によって 具體 化された 一 九 〇 九 年の 錦 州 —I 愛 "#鐵 道計畫 の豫定 線の 一 部を經 由して ゐる。 次に、 此の 錢 道の 新 借款 團 
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の範圍 からの 除外 問題 は、 ヤングが 言って ゐる やうに、 一九二 〇 年中の 借款 圑交涉 に 於け る顯 著な 論點 であった。 それ 

は 特別に 除外され なかった。 それが 實際 除外され てね たにしても ゐ なかった にしても、 借款 圑に 照會 する ことなし にか 

かる 鐵道を 正式の 借款 契約に よって 財政す る こと は、 問題 を 起した かも 知れなかった。 かくの 如き 考慮が 財政 的 所：. f はに 

影響した こと はありうべき ことであって、 一 九 三 一 年の 初めに は、 日本人に よって 新 借款 圑の 他の 成員と 相談な しに 正式 

の 借款 契約が 締結され るで あらう か 否か 依然として 未定であった。 此の 鐵道は E1 シァ によって 猛烈に 反對 された。 桃 口 叩 
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線 契約が 調印され たと き は、 支那と ソヴ H ト シァ との 條約關 係が 回復され たばかりの 所 だつ.^。 此の 契約 は、 一 九 〇 
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七 年 Q 日露 密約に よって 設立され • 一 九 一 〇 年の 密約で 再認 され、 更に 一 九 二 一年の 密約で 再認 された ところの 境界 を 越 

えて-日本の 利益 を 口 シァの 範圍に 持ち込んだ。 此の 事に 對 する ソヴ ェ ト 政府の 態度 は、 日本に よって 財政され た 戮道を 

東 支鐵道 以北に 延長し ようとい ふ 提案に よって 第一 の 試驗を 受けた。 困難 は、 口 シァ の錢道 (五 &0 は 洮昂戮 道 

八 吋 半) より 軌 が廣 いとい ふ事實 によって 一層 痛切なら しめられた。 新ら しい 戮道は そのより 狹ぃ 軌^ を以 つて 可能 

なる 軍事的に 有利な 地位 を 日本人に 與へ、 そして 大 連の 『優越』 への 更に 一歩であった。 ソヴ H ト 政府 は 此の 線に 反對 

し、 そして 其の g| 設に對 する 正式の 抗議 をな しお。 之れ が 達成した 唯一 の 成 切 は、 此の 鐵 道に 對 する 日本の 利益 を昂々 

5 

溪で喰 ひ 止める ことであった。 昂々 溪 以北への 此の 線の 延長 は、 日本の 利益 を隨 伴し ない ものと 想像され る。 

【ljjl 一  四. i へ. 1 JVIacMurrav,  J.  V.  A.,  ！ Pre 、一 iics 養 I  v&s.§22a*.  vol.  I.  p.  800. 

〔一 M 一  四. CI  Young,  C.  W.,  rnlcrnntionol  Bdnilosi  oj  Manchuria, で. 1 ひ 1. 

【sn 四 八〕 ！ 九 二 四 年 五月 三十 一 日の 協定に よって。 

【！ M 一  四 九〕 Yo ョ ig,  C.  futcruaUnnnl  sauone  o/  Mamfiat  pp.  119—23. ヤング 氏 はこれ 等の 條約 の眞 正なる こと を 承認し 

附錄 C 1 1 六 六 11 九页に そ の 證據 を擧げ てゐ る。 

【一 1JS  I 五 o】 Bhilceslee,  G ひ orfre  II.,  The  Padfie  Area, で. 101.  Young,  C.  w.,  "Economic  Bases  for  New  Ra-llways lu 

Manchuria,"  Chlneee  Economk  J 寒さ al,  April,  1927.  ロシア の 抗議 へ の 關說は p.  206 にある- 

【一 Ml 五 一〕 それ は、 一九 三 一 年 十一月 日本軍の 昂々 溪 以北への 進軍の 重大視され たこと を說 明す る。 

凡ての 債務が 知られて ゐ ると は 確信 しないが、 一 九 三 〇 年 十一 一 0: 三十 一 日に 於け る 姚昂鐵 道に 對 する 日本の 利益 は、 

少 くも 一 千 一 一 百 九十 1 ー萬圓 であった と 言 ひえよう。 此の 額 は 全部 南滿洲 鐵道會 社から 貸付 けられた。 

最後に、 一 九 一 八 年 九月 一 一十 八日に 日本 興業銀行、 臺灣 銀行 及び 朝鮮 銀行の 組合 を 代 ilK- る與棄 銀行に よって 調印され 


2 

5 

た滿 蒙に 於け る 若干の 鐵 道に 對 する 豫備 契約が ある。 此の 契約 は 通常 滿蒙 四鐵^ 契約と 稱 ばれて ゐる。 これ 等の 

3 

は 一 つも 建設され てゐ ない。 契約 は • 必要な 資金 を 調達す る こと を『認 准』 すと いふ 支那 政府の 行爲に 於いて 暖昧 である。 

それ はまた、 金融 的處 理に關 して 瞹昧 である。 此の 契約に 基いて 二 千 萬圓の 前渡しが なされた。 此の 前 波し の條件 は吉. 

會 契約の 前渡しの 場合と 同じであった。 一 九 二三 年の 交通 部の 文書 は、 借款 は 『それ故に 財政 部に 於いて^ 现 された の 

であって、 吾が 部 は その 關係 について は 何等 知る ところがない』 とい ふ 叙述 を 繰返して ゐる。 兩 方の 場合 共 所謂 『西 原』 

借款な のであって、 々は 此の 资 金が 鐵道 建設に は ffl ゐられ なかった と 信じて よから う。 

【st5 一  五 二〕  AlacMurray,  J.  V.  A.,  Treaties  and  Agreements,  vol. TT, づ. 1.448. 

5n  il〕 それ 等 は CO 開 原 11 海 龍 11 吉林鐵 道、 二 n 長 春 11 挑南鐵 近、 (三.) 洮南 11 mMM, (四〕 洮熱錢 近から 海に 至 

る 一線で ある。 

種々 の錢 道に 對 する 日本の 利 (徒 は 今や 提示され た。 それ は 一般 國際的 重要性 を 持てる 經濟 的、 政治的 及び 戰略的 SSil 

題 を 包含せ る ことが 見られる。 支那に 於け る 日本の 投资 の觀點 から、 事實は 摘要され うる。 m 木 人 は 一 九 三 ！年 一月 一 

日に 満洲の 諸鐵道 及び 諸戮 道計畫 に關聯 して 次の やうな 債務 を 保持して ゐた 11 

, 吉長鐵 道  七、 八 三 二、 六 九七圓 

吉 敦 鐵 道  二  M 、〇〇〇、〇〇〇 ク 

四 洮鐡道 及び 支線  五 一 、 五一 七、 〇〇〇 ク 

沸 昂鐵道  一 二、 九 二 〇、〇〇〇々 

吉會鐵 道  一 〇，〇〇〇、〇〇〇 ク 

四鐵道  二 〇，〇〇〇，0〇〇 ク 
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第二 篇各 國 篇  五八 0 

計  1 二 六、 二 六 九、 六 九七ク 

滿洲に 於け る錢道 建^に 現實に 捧げられた 總額は (利子 延滞 を 加へ て)、 前述の 日附に 於いて 九 千 六 百 一 一十 六 萬 九 千 六 

百 九十 七圓 であった。 3 異實の 繪圖を 提示 せんとせば、 他の 三千 萬圓は 支那 政府の  一 ^目的の 項に 加算され ねばならぬ。 

滿洲に 在る と 日本に 在る と を 間 はす 日本の 財源から 來た總 額 は、 上述の 額に 含まれて ゐる 利子 延滞 一 千 四百 八十 二 萬 

三千 圓 を 控除して、 八 千 百 四十 K 萬 七 千圓と 推算され えよう。 此の 中 七 千 六 百 七十 五 萬 二 千圓を 下らぬ 額が 南 滿洲鐵 道 

會 社から 來た。 若し 吾々 が、 これ 等の 資金の 財源が 南滿洲 への 一般 投资の それと 同じで あつたと 假定 しうる とすれば、 

吾々 は 進んで、 南 洲 鐵道會 社の 投資の 半分 は 日本からの 资 金の 移送 を 伴った とい ふ 推算 をな しうる。 鐵 道の 現 實の建 

設 のために 日本から 移送され た 資金 は 四千 三百 七 萬 一 千圓と 推算し うる。 そして こ \ に 考察され た 凡ての 取引と 關聯し 

て 日本から 移送され た 資金 は、 上述の 三千 萬圓を 加へ て、 約 七 千 三百 萬圓と 推算され うる。 

1 九 三 GX 牛 末に 於け る 滿洲の 债務 の 最終の 要約が 提示され うる。 一 億 一 一千 六 百 一 一十 七 萬 圓の中 t 南滿洲 鐵道會 社に 對 

する 債務 は. K 千 百 五十 七 萬 六 千圓、 そして 他の 日本の 债權 者に 對 する 債務 は 三千 四百 六十 九 萬 四千 圓 であった。 

^ 満洲 以外の 支那 政府 鐡 道に 對 する 日本の 利益 

.ノ， こ 、で 取扱 ふの はごく 僅かの^ 款 契約で ある，. とい， ふの は 支那 g 道に 對 する 日本の 利益 は、 ^の 諸 利益に 先んじた と 

いふより は 寧ろ これに 追 踡 したと 首 はれうる からで ある 0 それ故に、 . 滿洲 以外， に 於いて は、 日本人 は 主として 山 東 省の 

諸鐵 道に 利益 を 取得した こと を 吾々 は 見出す ので ある。 膠 濟鐵道 を 支那に 讓 渡した 现由 によって 存在す る 四千 萬 圓の債 


務は 私の 表から 除外され てゐ る、 何故ならば、 私が 指摘した やうに、 それ は鐵 道の 法律 的债務 では あるが、 それ は 何等 

日本から 支那へ の純拂 込み を も、 支那からの し を も 伴 はない からで ある。 

山 東に 於け る 二つの. 計畫 された 鐵 道が 一つの 前渡しの 基礎 をな した。 これ 等の 鐵道は 元 來、 一九 一 三年 十二月 三十 一 * 

日 ドイツと 支那との 間の 公文 交換に 於いて 取 定められ たもので あつ て、 一九 一 五 年 五月 一 一十 五日の 山 束-おに^する 條約 

によって 日本に 譲渡され たものと 解され うる ものである。 日本との 契約 は 重要な 諸點に 於いて、 吉食鐵 道 及び 滿蒙 四鐵 

道に 對 する 上述の 契約と 類似して ゐる。 それ は錢道 建設の ための 將來の 公債 發行 について 规 おし、 そして 更に その 選-: 几 

された 豫定 線路 を變更 する こと あるべき こと を 規定して ゐる。 二 千 萬圓の 前渡しが なされる こと \ なって をり、 そ. は 

『利率 八 分國庫 證券の 割引の 方法に よって 交付』 され、 六ケ 月 毎に 切換へ る こと & なって ゐた。 附屬 公文書 交換に 於いて 

此の 二 線 は (一) 濟南 • 順德 間、 (二) 高密 *徐 州 間で あると 述べられて ゐる。 此の 前渡しに 關 して、 交通 部の 一九二 三年の 

文書 は、 此の所 置 は 財政 部に 於いてな された のであって 交通 部 は 知る ところがな いとい ふ 定まり 文句 を 繰返して ゐる。 

これ も 又た 所謂 『西 原』 借款の 一 つであって、 支那 政府の 一 般 目的の ためと 看做さるべき ものである。 それ は 無擔保 借款 

の 中に 含まれて をり、 下に 取扱 はれて ゐる。 

〔は 一 五四」 MadVIurray,  J.  V.  A.,  Trees  ascz  ^s.isM  vol. II,  pp.  109411216. 日本と の 契約 ま 一 四 五 〇；G ；。 

交通 部へ の 一 千 萬圓の 一 借款が 一 九 一 三年 士 万 三十 一 曰 現在の 日本の 借款の 表に 含まれて ゐるゲ 此の^ 款の 一 九 三 

1 年 一月 一 日に 於け る 源 存額は 九 百 三十 四萬圓 であった。 これに 加 ふるに 一 九 一 1 一 一年 六月 一 日 以来の 利子 延滯額 一 一 百 五 

十五 萬 四千 五 百圓が あり、 债務總 額 は 一 千 fa 八十 九 萬 四千 五百圓 となって ゐる。 これ は 支那 錢道 部の 一 般债務 として 承 
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1 f:? 各^ 篇  五八 二 

認 されて ゐ るが、 然し その 事情から 兌て、 それ を 此の 滿洲 以外の 諸鐵 道に 對 する 借款 表に 含める のが 正 當と思 はれる" 

〔一 MIS 五〕 前 揭の第 十二 表 を 見よ。 此の 借 # ^は 其 所では 郵傳部 借款と 稱 ばれて なる。 

^. 一  五六〕 Kann  and  Baylin,  OFP  Fsr  Booh,  1931,  p.  3S8. 

r 證券 を擔 保と せる 債務 J として 報告され てゐる 日本の 諸 借款が、 現在 平綏 又は 平包鐡 道と 稱 ばれて ゐる 京緩鐵 道の 

財政に 關聯 してな された。 これ 等の 借款 は 元 來、 一 九 一 八 年に なされた 三百 萬圓、 期限 五ケ 年、 利率 九分の もの、 及び 

一九二 一 年に なされた 三百 萬圓、 期限 四ケ 年、 利率 一 割の ものであった。 擔保は 夫れ夫れ 額面 三百 五十 萬 支那 弗の 鐵道 

iu, 券から 成って ゐた。 これ 等の 债務 に對 して、 報告が 得られた 最も 新ら しい 日附、 一 九 一 一 五 年 十一 一 月 三十 一 日に は 五 百 

1 一十 萬圓 及び 利子 延滞 額 一 一 百 十 一 一 萬 七 千圓が 現存して ゐた。 これ 等の 俊務 は、 一 九 三 〇 年 十 一 一月 三十 一 日に は 約 九 百 萬 

回の 總額 になって ゐ ると 信じて よから う。 その他： 小 明の 額の 村 料 及び 供給 品に 對 する 債務が ある。 此の 鐵 道の 日本に 對 

する^ 務は、 小 田 切 氏に よって 一 九 一 一 八 年末に 一 千 七 百 八十 七 萬 一 千圓 であった と 述べられて ゐる。 

【一! S  I ョセ〕 Financial  Readjustment  commissicll, (財政 整 ii! 會〕 osanding  D&>i.s  of  tho  Ministry  of  obmii.cft き？ s. 

これ 等の 各項 目の 額 は 左の 如くで ある 11 

山爽ニ  11 造に 對 する 前渡金  1 1 〇、〇〇〇、〇〇〇 圓 

郵傳部 借款  二  、八 九 四、 五 〇〇ク 

平 綏鐵道  九、 〇〇〇、〇〇〇 ク 

計  四 〇、 八 九 四、 五 〇〇ク 

これ 等の 債務に 關 して、 二 千 八十 九 萬 四千 五 百 圓が鐵 道に 關聯 し、 そして 二 千萬圓 はこれ に關聯 せす、 支那 政 t 付の 一般 
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目的の ために 用 ねられた と 認められる とい ふこと を 指摘し うる。 また、 これ 等の 愤務は 日本から 三千 六 百 萬 回の 送金 を 

伴った とい ふこと が 指摘され うる S 
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政府 鐡 道の 日本に 對 する 債務 總額 


支那 政府の 日本に 對 する 鐵道 債務 總額 は， 滿洲と 其の 他の 支那に 區 別して 左の 表に 示されて ゐる。 その 次ぎの 表に は" 

他の 人々 の 推算と、 知られる 場合に は その 各に ついて 滿 洲に對 する 百分率が 示されて ゐる。 

第三 十一 表 支那 政麻鐵 道の 曰 本に 對 する 債務 親 額 (一九 三 〇 年 十二月 三十 一日 現在) 

滿  洲  ニニ ハ、 二 七 〇、〇〇〇 闘  七 五 *五％ 

其の 他の 支那  四 〇、 八 九 四、 五 〇〇ク  二 四 • 五々 


計  一六 七、 二ハ 四、 五 〇〇ク  一 〇〇•〇 ク 

第三 十二 表 支那 政府 鐵 道の B 本に 對 する 債務^ 額の 諸推箕 


第 十七 章 支那に 於け る 日本の 投資  五八  一二 


第二 篇各 國 篇  五八 四 

日 木に 對 する 近 務の 滿洲の 百分率が 增大- した こと は顯 著な 事實 である。 若し 總 額から 支那 政」 肘 0 一  般 目的の ため 

の〉 S 渡 金の 額 を 控除す るなら ば、 滿洲に 於け る 支那 政府 鐵 道への 投資 は總 額の 八 一 一 • 1 一お で、 その他の 支那に 於け る投 

资は 一七 • 八 ¥1 なること が 見出されろ。 これ は 一 般 的の 根據 から、 吾々 が 見出す こと を 豫 期しなければ ならぬ 所で あ 

る。 日本 は 大戰^ 後の 数年 以外 は、 資本の 輸出 者でなかった。 支那 政府の 下に 於け る鐵道 建設の ための 資金 は、 滿洲の 

諸 £道 の 1% 合 以外 は 日本の 財源から 來 なかった。 滿洲 の諸鐵 道の 建設 は、 滿洲に 於け る 日本の 直接 投資の 延長と 認めら 

るべき である。 日本人 は、 日本の 資本の ために 外國に 機會を 求めて ゐる 銀行家 及び 投資家ではなくて、 彼等の 所有 財産 

を擴 張し つ \ ある 事業.：！^ であった と 言 ふこと がで きる。 これ は 投資家でなくて 企業家で あると いふ 日本の 地位の 附加的 

例證 である。  . 

の 財政と 關聯 せる 日本からの 送金の 推算 は 次の 如く 要約され うる。 考察され た滿 洲諸鐵 道と 關聯 せる 送金 は 七 千 

三百 萬圓、 そして 滿洲 以外の 錢 道に 對 する それ は 三千 六 百萬圓 と淮算 された。 これ は總額 一 億 九 百 萬圓の 送金 を 意味す 

る。 此の 額の 中 五 千 萬 圓は鐵 道 以外の 目的の ためであった ことが 念頭に 置かれねば ならぬ。 それ故に、 満洲の 內 外に 於 

ける 錢道 建設 及び 装備の ために、 五 千 九 百^ 圓の费 金が 現實に 日本から 支那に 引渡され たと 推算され うるので ある。 

^ 鐡道 以外 の 交通 機關 に對 する 日本の 投資 

CD 本人 は 支那に 於け る 電信、 ラ ヂォ、 及び 電話の 發逹 に關與 する こと、 比較的に 少なかった。 下に 擧 げた 三つの 债務 

が、 此の 領域に 於け る 決^的に 承認され た 長期借款の 全部で ある。 日本に 對 する 推算され えない 村 料 及び 供給 品の ため 


の 諸 後務が ある。 交通 部の 一 九 一 一三 年の 文書 は、 一 千 八十 五 萬 九千圓 のかく の 如き 债務を 一： 小して ゐる。 劉大釣 氏の 表 は， 

約 一千 四百 萬圓 のかく の 如き 愤務を 示して ゐる。 ...  •  • 

比の 領域に 於いても また、 西 原 借款 群に 屬 する 借款が ある。 それ は 一 九 一 八华 四！：！： 三十日に 調印され た 協定に よる 屮- 

華匪粱 銀行からの 二 千 萬圓の 前渡し を 含んで ゐ た." 此の 借款 は 期限 五ケ 年、 利率 八 分で 、『無手 數料 にて 之 を交附 する.， 

こと.^ なって ゐた。 檐保は 特定 財産ではなかった にしろ、 『中華 民國 政府 全阈 有線電信に 關 する 財産 一切 並其收 入』 を 包 

括す る もので、 總渫ひ 的に 廣汎な ものであった 11 たと へそれ は 若干の 他の 契約 を 考慮に 人れ てゐ たにしろ。 此の 借；^ A 

は、 表 を できるだけ 完全なら しめる ために こ、 に 述べた ので ある。 それ は 今 考察され てゐ る^ 務の總 額に は 包み：： されな 

いで、 無檐保 借款と 一 所に されて ゐる。 

〔一! Si 一  五八】 J,lacIVIUrray,  J.  V.  A.,  Trc き s  gidi  ミ vol.  11,  jp. 1424:. 

9 

第一 の债務 は、 一 九 一八 年 二月 二十 一 日に 支那 海軍 部と 三 井 物產會 社との 間に 締結され た 契約の 結^で ある。 此の 契 

約 は、 日本、 アメリカ 及び ョ 111 ツバと 直接 通信 をな しうる 無線電信 局 を 支那に^ 設す るた めであった。 三 井 物 席會社 

は 三十 年間 此の 局 を 管理すべく、 その 終りに それ は無條 件で 支那 政 麻に 引渡される こと. - なって ゐた。 此の 日 木の. 社 

はまた、 大北 及び 大東兩 参 社との 間の 電信に 關 する 契約 を 尊重す る ことに 同意した。 一 九 一 八 年 三月 五 日 附の聲 明 中の 

一 項 は、 『兩當 事 者 は 相互に、 三十 ケ年 第三者 をして 類似の 無線電信 局 を 建設す る こと を 許さざる こと を： S す』 とい ふ 文 

句 を 含んで ゐ る。 此の 條項 は、 其の後に 於け る 合 衆 國のフ H デラ. ル 電信 會 社との 契約 ( 一九二 一年 一 お八 日) が 此の 協定 

の條 項の 逮反 であると いふ 日本の 主張の 根據 であった。 
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〔註 一 五 九. 1 MacMurray,  J.  V.  A.,  Tsties  I 」々rc§su ヌ vol.  II,  p.  1519. 

三 井 無電 契約に よって 創設され た 債務 は K 十三 萬 六 千 一 一 百 六十 七磅 であた。 これが 一 九 三 一年 一月 一 日に 於け る 現存 

額と 認められよう。 それ は 五 百 一 一十 一 萬 九 千 四百 八十 六圓 になる。 

兹に擧 げらるべき _ -.^  二の 借款 は 一九 一八 年 十月 二十 五日の 所謂 電話 擴充 借款で ある。 それ は 一千 萬圓、 利率 八 分、 期 

限三ケ 年で あつ.^。 此の 借款 契約の 詳細 は フレデリック £• リ ー 氏 (Frederic  K  Lec) によって 始めて 公表され た。 此 

借款に 對 する 擔保 は、 リ ー が 指摘せ る 如く、 當時 存在せ る 支那 政府 電話の 財產 及び 牧人の みならす、 それ は 將來に 於け 

る 經營權 及び 電話 擴張を 含んで ゐた。 其の上 提供され た擔保 は、 支那に 於け る 六つの 無電 局 及び 五 百 萬 圓の價 額の 國庫 

證券 を 包括して ゐた。 リ ー はまた、 此の 惜款 によって 手に入った 资 金の 使途の 記事 を 獲る ことができた。 それ 等 は 交通 

部に よる 使用 額 約 六 百 六十 萬圓 及び 財政 部に よる 使用 額 約 百 四十 萬圓を 含んで ゐる。 此の 借款 は、 少 くも 一部分 は玆に 

考察され てゐる 目的の ために 用 ねられた ものと 認められうる。 元金の 支拂は 三年の 後に なされなかった。 そして 利子 延 

滞が あり、 一 九 三 一年 一月 一 日に 於け る 現存 額 は 一 千 九 百 八十 九 萬 四千 圓と なって ゐる。 

【一！ Ji 一穴  一〕 (ノ  5-mcy, さ mking,  f，ud  Fim§:  in  Chi- ミー Washington,  1926,  pp.  216  8, 其 所で 夫 は 中 曰 電話 借款と 稱 ばれて ゐる。 

第三の 借款 は 一 九 二 〇 年 一 1 月 十日に 締結され た 所謂 有線電信 擴張 改良 費 借款で ある。 契約 は 一 千 五 百 萬圓の 借款に 對 

してであった。 此の 屮六百 萬圓が 現實に 前渡し された。 借款の 期 は 三十 ケ年、 利率 は 九分、 契約の 對手は 東 KJ^ 興業 會 

社であった。 此の- =1^ 款 契約 はリ ー によって 發 表された のであって、 彼 は、 此の 借款の 中二 百 七十 三 萬 圓は巾 華隨- 銀行 


によって 支那 弗に 兩替 され、 百 十三 萬 一 一千 九 百 五十 圓に 上った と 言って ゐる。 此の 借款に 對 する 一 九 三 一 年 1 月 一日の 

現存 額 は 一 千 三十 一 一 萬圓と 推算され る。 

【一! si  一  .U 二〕  prrcs.  Banking,  Fisve  in  C7 に 7s,  p>i).  219—20. 

兹 に考. 祭され た 諸 借款の 總額は 左の 如くで ある —— 

三 井 無 電 借 款  五、 二 一  九、 四 八六圃 

電話 擴充 借款  一九、 八 九 四、 〇0〇 ク 

電信 擴張 改良 借款  一〇、 三 二 〇、〇〇〇々 

計  三 五、 四 三 三、 四 八六ク 

此の 約 三千 五 百 四十 萬 圓の總 額 は 日本から 支那への 送金 を 必要と したが、 それ は 二 千 百 一 一十 萬圓 より 大きかった こと 

はありえ な い。 

g 支那 政府の 『無擔 保』 借款の 日本 分 

考察 さるべ き 最後の 一 組の 债務 は、 通常 支那 政府の 『無擔 保 及び 不確 實擔 保』 負 僙と稱 ばれる 全 系列の s^nH を 含む も 

ので ある。 それ 等 は內債 及び 外債の 兩者を 含んで を.^、 そして それ 等 は殆ん ど大總 統袁世 凱の 死後 發 生した ものである。 

日本人 は それ 等の 债權の 外國の 分の 最大の 所持者であって、 日本の 分の 最大 部分 は戰時 繁榮が 日本に 於いて 面 點に逑 し 

た 一 丸一 七 年 及び 一 九 一 八 年の に發 生した ものである。 此の 分纤に 於いて か. -る狀 勢 を 惹起した 要因 は、 日本に 關す 
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る^り， 世界 戰 (サ、 袁の 死後 支那 政府の ョ I 口 ツバから. の 借 入れの 不能、 戰爭の 末年の 間 日本に 於いて 利用し えた 資金、 

及び 日本 政府 特に 寺 內內， ぱ (一九 一六 I！ 一九 一八 年) の 下に 於け る對支 政策であった。 

これ 等の 愤務の I 取 初の  >そ して 最後の 充分な 總括的 調査 は • 一 九 一 一三 年 八月に 成立した 所謂 財政 整理 會 によって なされ 

たと ころの ものである。 此の 食の 仕事の 結果 は、 一 九 一 一 五 年 九月 三十 一 日 現在の 諸 項目 を 示す 諸 報告に 於いて 公表され 

た。 最後の 報吿は 一 九 一 1 五 年 十一 一月 三十 一 日の 數 字まで 採 人れ てゐ る。 無擔保 惜款の 整理 及び 借換 へに 對 する 計 畫を提 

供す る ことが 財政 整理 會の 目的であった。 整理 會は それ故に、 債權 者に よって 作成され た 表から 若干の 項目 を 削除した。 

日本の 場合に は、 例へば 福 建 省 政府に 對 する 一 一 百 萬圓の 借款が、 整理 會 によって それ は 支那 中央政府に 對 する 債務で な 

いとい ふ现. 5 で^ 除され た。 財政 整理 會 によって 列擧 された 一 九 一 一 五 年 十二月 三十 一 日 現在の 日本に 對 する 愤務總 額 は 

3 

6 

一 一億 だ 千 四百 九十 九 萬 三千 九 百 六十 圆 であった。 日本の 債權 者に よって 提示され た 數字は 三 億 三千 六十 一 萬 四千 四百 五 

6 

圓 になって ゐた。 これ 等の 數 字の 問の 差違 は、 一部分 は 上述の 如き 削除に よって、 一 部分 は 利子 延滯額 算定の 方法の 相 

遠に より、 そして 最後に 事 實に關 する 意！ 3- の 招 遠に よって 說 明され る。 各 場合に 於け る その 理由 を 付して、 除の 完全 

なる 表が 當時 財政 鉴理會 によって 作成され たが、 此の 表は發 表されなかった。 

【：M 一  穴 一二〕 整理 會 によって 元来 採用され た 換算率 は 1 圓を 〇• 七 六 支那^と して ゐた 0 其の後の 推算に 於いて は圓と 支那 弗と は 等 

價と 認められた.、 

S 一  六 四〕 "一 さ- D.  K:.,  Fore;  rni 蒙 Its  irt  Qt,  B ヌ !>.  37. 

肘 政 整理 會の勞 作 は、 發 された ケン メラ，' 委員 會 (Ke ョ merer  commission) の數 字の 背後に 在った。 疑 ひもな く、 


ケ ンメ 一， フ. '委員 會に とって、 これ 等の 債務の 新ら しい 獨 立の 調査 を なすこと は、 特に 日本の „f 合に は 不可能であった。 

財政 整理 會の， 數字 は、： T 九 一 一八 年に 於け る， 國民黨 の 勝 利の 少し 前に 北京 政府の 財政， 部に よって 作成され た ■ 1 報告に 於い 

て、 一九二 七 年末の 數 字まで 採 入れられた。 此の 報吿は 支那 文であって 『諸內 外債 及び 圏 匪 賠償金』 と 表題され てゐ， る。 

それ を 一 九 一 一七 年の 文書と 稱 ばう。 此の 一 さ 一七 年の 文書に 於け る 曰 本に 對 する 無擔保 及び 不確實 檐保负 S は 一 一億 九 千 

八 百 三十 九 萬 一 千 六 百 三十 ニ圓 (又は 支那 弗) である。 此の 總 額に 於いて 財政 整理 會の それより 增 加した 分 は、 殆んど 全 

部 利子の 記帳され たものと して； 明 さるべき である。 一 九 二 七 年の 文書の 中には、 重要な 項目で 財政 整理 舎の 報告の 中 

になかった もの は 見出されない。 それの みならす 吾々 は、 一 九 三 〇 年末まで これ 等の 借款に 對 して 事實上 何等の 支拂も 

なされなかった とい ふこと を 確信し うる。 一九二 七 年の 文書からの 總 額が、 得られる 唯一の ものと して 採 川され うる。 

S 一  穴 五〕 Q ま Booh,  1931,  p.  347.  , 

一 九 一 一七 年の 文書に 於いて 與 へられて ゐる 如き 總 額に 對 して 若干の 袖 正 を 加へ る 必要が ある。 その！；^ 一  は、 私が 私の 

支那の 外債 表から 全然 除外した 額 を 控除す る ことで ある。 これ は靑島 の 公有 財 症に 對 して！ n 本に 支拂 ふために 發行 され 

た 一 千 四百 萬圓の 一 項 HI を 意味す る。 一 九 一 一七 年の 文書に 於け る 此の 項目の 下の 額 は 一 千 五 百 六十 萬 九 千 八 西 三十 六 支 

那弗 である。 尙ほ、 鐡道 部の 債務に 記入され てゐる もので 又た 一九二 七 年の 文書に も 現 はれて ゐる Si 借款が 控除 さるべ 

きで ある。 これ 等の 項目 は吉 #鐵 道の ための 前渡金、 滿蒙 四鐵道 建設の ための 前渡金、 及び 山 柬ニ錢 道 建設の ための 前 

渡 金で ある。 これ 等の 五 千 萬圆の 前渡金に 甚： いて 控除 さるべ き 總額は 八 千 三百 九十 四 萬 五 千 八 百 七十 四 支那 弗で ある。 

この、 及び 其の 他の 若干の 小額の 袖； 止 をな した 上で、 私 は 二 億 八 萬 七 千 四百 九十 二 支那 弗と いふ 總 額に 到達す る" これ 
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等の 務は殆 んレ. 全部 闕 建であった こと を 勘定に 人れ、 そして 圓 建でなかった 僅かの ものに ついては 當 時の 爲眷 相場 を 

考慮して、 日 木に 對 する 支那 政府の 無擔保 借款 は、 一 九 一 一七 年末に 一 一 憶 八 萬 七 千 四百 九十 1 一 園に 上って ゐ たとい ふ 結論 

に 到達す る。 

一 九 三 〇^ 末の 狀態を 表現す るた めに は 此の 總 額に 如何なる 加算が なされね ばなら ぬか を兒 出す こと は、 不可能な こ 

とが 解った。 これ 等の 三年 間に 生じた 利子の 延滞に 對 して、 或る 大ざっぱな 數字を 加へ る こと は 不合理で は あるまい。 

然し、 人が これ 等の 債務の 創造 を 繞る 事情 を 考慮す ると き は、 何等かく の 如き 計算 を 試みない のが 最善と 思 はれる ので 

あって、 それ故に. 私 は 此の 約 一 1 億圓 とい ふ總 額を以 つて、 現在の 務の爲 されうべき 最善の 推算と して その 儘に して 置 

いたので ある。  ， 

一九二 七 年の 文書に 包含され た 諸 债務の 次の 表 は、 第一 に 諸 借款の 性質の 幾分 を 示す ために 作成され た。 これ は與へ 

られた 省略され た 表題に 於いて 表示され てゐ る。 第二の ifl 的 は 借款の 日附を 示す こと、 特に 一九 一 八 年中に 爲 された 數 

を 示す ことに ある。 第三 は、 これ 等の^ 務の 創設と 關聯 してな された かも 知れぬ、 そして 恐らくな された 日本からの 送 

金 を 表示す るた めに、 知りうる 限り 原 取引に 包含され た 金額 を 記載した。 


第三 十三 表 以前の 財政^の 一九二 七 年の 文 害に 據 る-王 要 無 擔 保 借款 
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額面 約 一 一億 圓の諸 借款が 殆んど 正確に 一 億 五 千萬圓 と 推算され うる 日本から 支那への 送金 を蕭 らした とい ふこと が靓 

察さるべき である。 利率 は 年に 七 ％ から 一四 • 四％ まで ある。 これ 等の 取引に よって 發 生した 债務總 額 は、 一九二 七 年 

の 文書に 於いて 約 一 一位 七 千：. I- 百 萬 支那 弗と 示されて ゐる。 

日本に 對 する 務の 私の 總 計に 含む ものと して 私が 採用した 無檐保 借款の 項目の 下の 總額 は、 約 ニ億圚 である。 これ 

は 上祸の 表に 於け る總 額より 小額で ある、 とい ふの は 其の 表 は、 I が鐵道 借款の 方に 加へ た鐵道 借款 を 包含して ゐ るか 

ら である。 單 純な 比例に よって 私 は、 小さい 方の 總額卽 ち ニ億圓 と關聯 して 日本から 送金され たらしい 額と して、 約 一 

億 一 千萬圆 とい ふ數 字に 到達す る。 

借款の 性質 は 或る 程度に、 此の 表 中に 示されて ゐ る名稱 によって 指示され て. ゐる。 額面 一 億 二 千 萬 圓の諸 借款 は 次 項 

に 於いて 刖侗に 取扱 はれて ゐる。 此 所では、 次に 取扱 はれて ゐる 以外の 無擔保 借款に よって 調達され た 資金の 主要な 用 

途は 兵器の 購入の 爲 めで あつたと 首 ふだけ で 充分で ある。 

S 西 原 借款 

上表に 舉 げられ た 諸 债務の 中 六つ は 日本の 同じ 圑體 によって 同じ年の 內に 協定され たもので ある。 その 三つ は 同日に 

成立した と 財政 蔡现會 によって 報吿 されて ゐる。 此の. 一 ハ つに 包含され た 總額は 一億 二 千萬圓 であって、 それ は 日本に 對 

する 支那 政-ぎの 當 時の 負債 額 を 二倍 以上に したので あった。 此の 取引の 巨額で 迅速で あつ. たばかりで なく、 それ 等 をし 

て對 支那 政府 金融に 於け る 顧 著な 胃險 たらしめ ると ころの、 其の 他の 異常な 諸相が あった。 


これ 等の 取引に 對 する 名稱を 見出す こと は 面 難で ある。 それ は、 その 首 薬の 通常の 如何なる 意味に 於いても 投资と は 

言 ひ 難い。 それ 等の もてる 性質 を 注意 深く そして 精確に 首 ひ 表 はさんと すれば、 人 はかう 雷 ふこと がで きる ~ それ 等 

は、 日本の 關係 者に 特に 滿洲に 於いて 或る 請求 權を與 へ、 そして それによ つて！：： 本 政府の 政策 を 進めた ところの 協定と 

引換へ に、 當時權 力 を 握れる 支那 官吏の ー圑 への、 日本の 资 金の ー聯の 支拂 であった と。 

これ 等の 借款 は、 他の 若干の ものと 一 所に、 通常 r 西 原』 借款と 稱 ばれる、 何故ならば それ 等 は、 嘗 つて 朝 Si 銀行の 

評議員 食の 一 員で あり 常時 は 支那に 於け る 日本の 總理 大臣 寺內 伯^の 私的 代表者だった 西 龜三 氏に よって 商議され た 

6 

からで ある。 彼 は、 蔡 借款 團の 日本銀行 團の 公式 代表者た る橫濱 正金銀行 及び 北京の 日本 公使館から 全く 獨 立に 行動し 

たらしい。 何れにせよ 橫濱 正金銀行 は、 他の 借款 圑諸 銀行と 共同して、 西 原 氏の 行動の 若干の 結 5^ について 抗議し、 そ 

して 日本の 公使館 は T それ 等の 商議が 協定に 到達. してし まった 後に すら (後に 解った やうに)、 幾つかの 機會に 於いて、 

8 

何等の 商議が 進行して ゐる とい ふこと を も 否定して ゐた J「 西 原 氏の 交 涉を繞 る 秘密 は、 當時 支那に 於いて 論評の 中心で 

あった。 そして 吾々 は、 彼れ の 交 涉の對 手の 支那の 官吏 曹汝霖 氏 は 『多くの場合 彼れ 自身の 部の 部下に も 知らせす に 行 

6 

動した』 と 語られて ゐる。 彼れ の 部と は 交通 部 及び 財政 部で ある。 秘密 は 新聞 檢閱 によって 勵 行され た。 アメリカの 駐 

支 公使 (ラインシュ 氏 Rein マ h) は 商議の 最中に 彼れ の 政府に、 最近 北京の 八つの 新聞が 借款 契約の 詳細 を揭 載した か 

どで 閉鎖され たと 打電した。" 

【一 Ki. 一六 六〕 その他の もの は、 】 九 1 八 年 四月 二十 二日の、 官銀號 の 準備金 整理の ためで あると 言 はれた 奉； 大^ 政府に 對 する 三百 

萬圆の 借款 を 合んで ゐた。 原文の 飜譯は Mac ノー urray,  Trst;css  and  y! め reess き, vol.  IT,  p.  1416. に 見出される， - 北京 駐在の 
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アメリカ 外： 乂官に 嫁れば、 それ は. 赏際 日^人 以外の 事業に 對 する 差別待遇であった ところの もの を 惹起した。 V, 刃， Forcf 

ReleUions, im,  p.  133. ベ イリ ンは 交通 銀行に 對 する 二 千 r=!w の 借款 を 『西-: SU 借款と して 舉 けて ゐる き f  H5,^s  0ml ions 

。/  Qhma 一  p.  84. 

r- 王 一 ュ？^七.！  Young,  C.  W.,  Jwjvm  一  s  slal  P0siti.,->1  in  Mslchwia,  p.  239.  V.  S,  Foreign  sathns,  7 ミ p.  122. ヤングの 此 

の 章 は、 これ 等の 借款、 特に 滿洲 と關聯 した それ 等の 優れた 簡單な 叙述 を 提供して ゐ る。 

【一！ Ji 一  六 \〕  一"  S.  Foreign  iitou.%  mS,  p.  122, 

【1K1 一 穴 力〕 Is.,  P.  123. 

〔llf。 一  七 o〕  Is,  P.  112. 

『西 •  原』 借款に 對 する 準備 は、 日本の 資料に よれば、 撗濱 正金銀行の 活動の 制限、 朝鮮 銀行に 新ら しい 權 限の 附與、 そ 

して その 社愤は 日本 政府に よって 保證 された 日本 舆業 銀行の 改造と いふ こと を 含んで ゐた。 それ は 又た、 新ら しい 日 支 

合辦の 中華 匯業 銀行の 設立 を 含んで ゐた。 

〔！ほ 一七 I〕 一 九 一 八 年 六月に 日本 大蔵省に よって 發 行され た 『日 支 親善 及び 經濟的 協力の 槪耍』 〔日本 文) からの 報告が、 P  W. 

Young.  Jam も S  special  Bsitim  in  Mamfia,  Jlp-  2421-4. によって 利用し うる やうに された。 

『西 原』 借款に 含まれた § 道惜款 契約 は、 その 條 項の 多くに 於いて 異常であった とい ふこと は 前述の通り である。 これ 

は鐵道 以外の 目的の ための 借款 契約に ついても さう であった。 かくの 如き 契約 中に 通常 見出さるべき 條 項が 全然 缺 けて 

ゐ るか 或は 非常に 簡 iSf であった， - 契約 中に、 資金が 表向きの 目的に 現 實に使 ffl さるべし とい ふ 何等かの 保證 のた めの 何 

等の 條項 もない。 これに 反して、 資金 は Is- 京に 於いて 何等の 割引 もな しに 支那 政府に 用立てら るべ しとい ふ 明示され た 

き 項が あった。 t  - .  - ： 


〔一 M 一七 一一】 吉會鐵 道 契約、 林鑛 契約、 及び 山 束 ニ鐵道 契約の 場合に 於いて。 

資金 は、 そのために 意 11 された と 想像され たと ころの 目的の ために は 使用され なかった と考 ふべ き 諸现. S が與 へ ら 

てゐ る。 T.*VA マクマレイ 氏 は その 當時 北京から 報告して、 資金 は 實際は 軍部の 經費耍 求に 應 する ために 使 W され た- 

と 述べて ゐる。  產 業の 分野に 於け る 種々 の計畫 について は、 彼 は、 『企圖 された 產業 的開發 は、 當初は 何等 進涉 しな かつ 

た』 と 言って ゐる。 

S 一  七  一一 一〕 a.  S,  Fordgn  Rdauom.  1918,  p.  123. 

これ 等のう ちの 一 つなる 吉黑林 If 借款 は 非常なる 憤激の 嵐 を 捲 起し、 それ は 公衆の 手に 人る と は 想像され なかった 文 

書が 支那 新聞紙 上に 現 はれた 程であった。 若し 吾々 が 北京で 出版され たかくの 如き 一 文書 を 信憑 しうべし とすれば、 曹 

汝霖氏 は 『林 鑌』 借款に 關 して 支那の 閣議に 提出した 覺 書に 於いて、 林鑛 借款が 爲 された の は 支那 政府が 資金 を必 スとし 

たからで あると いふ こと、 そして 資金 を 得る ために は 『名目 上 產業的 目的の ために 借款 をな すと いふ e: 實を用 ふること 

を餘 儀な くされた …… とい ふの は、 資金 は 政治的 目的 のた めであった と いふ 事赏を 明言す る こと は 借款 團及ぴ 關係外 画 

7 

政府との 間に 問題 を 惹起す る惧れ があった からで ある』 とい ふこと を 述べた。 

【l!s 一七 四〕 S.  Foreign  Bdai,  1918,  p.  131. 

日本 政府が 直接に 關與 して ゐ たとい ふこと は、 今まで 叙述した 事情に 鑑みて、 それ以上の 證據を 殆んど 要しない。 然 

かも、 それ以上の かくの 如き 證據が 得られる、 何故ならば、日本政府は 一 九ニ六年に-日本の債權^^？から支那政府に對す 

る 彼等の 請求 權を 肩替 りする ことに 決し、 そして^ 權 者に は 日本 政府 公債 を與 へたから である。 一 九 一 一七 年に は 八 千 1 一 
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百 九十 萬 一 一千 五 百 五十 圓、 一 九 一 一八 年に は 五 千 一 一 百 三 萬 六 千 三百 一 一十 五圓、 そして 一 九 三 〇 年に は 一 一千 百 九 萬 一 千 八 百 

五十 圓、 合計 一億 五 千 六 百 萬 七 百 二十 五 圓の價 額の 公債が 交付され た。 此の所 置 は、 一九 三 〇 年の 夏 東京に 於いて 識者 

の 注意に 上って ゐた。 日本の 債 權者達 は 約 二 億 六 千 萬圓の ni シァ の不拂 债務を 保持して ゐる。 &シァ の 債務の 保持者 側 

に 於いて、 日本 政府 公债を 獲得 せんとす る 若干の 努力が なされた が これ は 成功し なかった。 支那の 場合と a シァの 場合 

との 間の 此の 相違に ついて 爲 された 說明 は、 支那の 場合 は 政治的 考慮 を 含んで ゐ たとい ふこと であった。 

〔一 ぽ 一七 EJ 此の所 置 は Coons,  A.  p.  The  Foreign  PtMc  Debts  of  Qdna,  p.  92;  / clm^,  0.  vv:  Japsvs  Special  Position,  § 

Manchuria"  p.  256,  footnote, 及び Moulton,  H.  G.,  Japan,  ？  210,  580 に 記述され てゐ る。 

『西 原』 借款に ついて 私と 論議した 日本人 達 は 二つの 群に 分 たれる。 直接に 支那に 利害 關係を 持って ゐ ない 日本の 銀 

行家逹 及び 事業家 達 は、 戰 時繁榮 のさ 中に なされた 全 系列の 前渡金 は 損失と Is.. 做さるべき であると いふ 意見に 傾いて ゐ 

た。 私 は 一再なら す、 これ 等の 借款に 關 する 井上準之助 氏の 聲 明に 注意 を 喚起され た。 彼等の 趣意 は 次の 文句に よって 

充分に 指示され てゐる 11 『支那の 中央政府 或は 支那の 地方 政府 等に 對 する 放 資の何 億 圓と云 ふ もの は、 全部 無駄に な 

つてし まって、 今日は 利息 も 取れなければ 元金 も！ つも 取れ ませぬ。 一言に して 盡 くせば 海外 放資 は出來 なかった、 偶 

々やった 金 は皆廢 つて しまったと 斯う 言 ふこと になった のであります J と。 

【s»s 一  セ. Uj  Moulton,  H.  Co  Japan,  :  Jst  Ecmsnic  md  Fimmcial  Appraisal,  p.  284 に 引 HP されて ゐる。 

これに 反して、 事業の ためで あれ、 公務の ためで あれ 支那と 密接に 接觸 して ゐた 日本人 達 は- 『西 原』 借款 は 主張され 

ねばならぬ 支那 政府の 債務で あると いふ 見地 を 採って ゐた。 此の 態度 は、 一 九 三 〇 年 五月 六日の 日 支關稅 協定と 關 群せ 


る 往復 文書の 背後に あった ものであって、 その 往復 文書に 於いて 日本 政府 は、 日本 債權 者に 支拂 はるべき 支那 國の 無擔 

保 及び 不確 實擔保 債務の 『迅速なる 整理』 を 要求して ゐ るので ある。 支那 政府 はこれ に對 して、 一 九 三 〇 年 十月 一 日 ま 

7 

7 

でに 債權者 會議を 招集す る 意嚮 を 述べた。 一 九 三 〇 年 十一月 十五 日に、 かくの 如き 會議の 招集 及び 支那 政府 側に 於け る 

內 外債 整理の ための 委員 會の 設置に 向って 更に 一 歩が 進められた。 日本の 政策 は 一 歷 最近に >  一 九 三 一 年 三月 九日 貴族 

院に 於け る 質問に 對 する 日本 外務大臣の 答 辯に よって 指示され た。 外相 幣原男 は 、『日本 は 決して 支那の 抹殺 …… せんと 

7 

する 要求に 同意し ないで あらう』 と 言った と 報道され てゐ る。 

【lsls  I セセ〕 支那 政 1^ 外交 部、 .^greeme さ cone ひ udea  bdlo,  the  Re.pyjblic  of  China  and  the  Empire  of  Japan,  Nanking,  Mav 14、 

1930,  pp.  22,  24. 

〔一 一  七 八〕 North  China  Dally  Mm  (Shanghai),  JMarch 10, 1931. 

1 億 一 一千 萬圓の 『西 原』 借款 は、 私の 鐵道 債務の 總計 及び 無檐保 借款の 總 計に 這 入った。 これ 等 を 合せて 11 そして 疑 

ひもな く 私 は 若干の もの を 含めえなかった I これ 等の 借款 は、 一九二 五 年の 財政 整理 會の 報吿 によれば、 一億 一千 四 

百 九十 九 萬 七 千 六 百 三圓の 支那への 支 拂を資 らした。 それ 等 は、 財政 部の 一 九 二 七 年の 文書が 二 億 六 百 四十 五 萬 八 千 四 

百 七 支那 弗と 記載して ゐる 債務の 基礎で ある。 一九二 七 年の 文書の 算定 は圓と 支那 弗 を等慣 として ゐ る。 若し 吾々 が 共 

の 後の 利子 延滯、 及び 一 九 三 〇 年 及び 一 九 三 一 年中の 爲替 相場 (約 二 支那 弗 =" 一圓) を 勘定に 人れ ると すれば、 吾々 はか， - 

る 方法に よって、 此の 一 組の 取引に 基いて 一 九 三 一 年に 支拂 ふべ き 額と して、 約 十億 支那 弗と いふ 幻想 的な 額に 到達す 

るで あらう。 此の 數： 子 を 述べ る こと は、 凡ての 實際的 目的の ために は その 修正の 必要 ある こと を 指示す る ことで ある 0 
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かくの 如きが、 『 一 西 原龜三 氏の 法外な 活動』 と 呼ばれた ところの も 0 によって 殘 された 遣產 である。 

〔ぼ 一 セカ〕 Young,  0.  Japan,  一  S  Speci<d  POSH  km  in  Manchuria,  p.  239. 

S 政府 債務の 日本の 所持 額の 槪括 

次の 表 は、 支那 政府 債務の 日本の 所持 額の 吟味の 結果 を 纏めて ゐる。 日本人に よって 支那の 各省 及び 其の 他の 地方 政 

府に對 してな された かも 知れぬ やうな 諸 借款の、 總 額に 到達 せんとす る 何等の 努力 もな されなかった とい ふこと が、 念 

頭に if はかるべき である。 各省の 借款 は、 劉 氏に よって 一九二 八 年末に 五 千 九 百 六十 萬圓と 推算され.^。 日本銀行 は-その 

一 九 一 一 五 年末に 對 する 表 中に、 『其の 他の 政府 借款 J の 項目の 下に 六 千萬圆 とい ふ 額 を 含めた。 それ 等が 何の 範圍に 劉 氏 

によって 擧 げられ た 借款 を 含んで ゐ るか は 決定され えない。 日本人に よって 中央政府 へ の 借款と して 擧 げられ て ゐる諸 

借款 中の 或る もの は、 支那 人の 研究者に よって 省の 借款の 中に 置かれて ゐる。 事實、 現實 に省當 局に 對 して 爲 された 諸 

借款が 通々 中央政府 によって その 债務 として 承認され てゐ る。 ^の 借款 を 別個に 推算 せんとの 試み をな さす、 そして そ 

れ 等が 省かれて ゐる とい ふこと を 指摘す るの が 最善の策 であると 思 はれた。 第 一 一に、 一 九 一 一七 年末 以後に 發 生した 『無 

檐 保』 借款の 總 額を兑 出さん とする 努力 は 成功し なかった。 若干の 確信 を以 つて、 その 額 は 小さかった と 言 はれうる。 

第三に、 『無擔 保. I 惜 款に對 する 利子 延滯額 は、 一 九 二 七 年末 以後 推算され なかった。 支那 當局 による 最近の 利用し うる 

編^物の 數字を 採用す るの が 最善の策と 思 はれた。 

|[  .  ミ寸 0 表 *^教 府 i の B 本の g?ie:,7-:i.su2HHl 月ミ 十一 B 現在， ： …卜 ，：，，  


1 般有擔 保 借款 

鐡道 債務 

鐵道 以外 の 交通 機關 のた めの 債務 

無 擔保借 款 


四 五、 四 六 九、 七 六 〇 調 

1 六 七、 一 六 四、 五 〇〇ク 

三 五， 四 三 三、 四 八六ク 

二 〇〇、〇 八 七、 四 九 二  <s 


ニニ、 七三 四、 八 八 〇 米 弗 

八 三、 五八 二、 二 五 〇 ク 

1 七、 七 一 六、 七 四三ク 

1 〇〇、〇 四 三、 七 四六ク 


計  四 四 八、 一 五 五、 二三 八々 

〔一一 IS 一  八 c〕  Lieu  D.  K.,  Fovcig さ J} 霧 tm&nts  in,  China, 1 碧, p.  fe. 


ニニ 四、 〇 七 七、 六 一 九々 


^ 行政 的、 一 文化 事業 的 及び 慈善事業 的 財産 

日本人 S 支那に 於け る 行政 的、 文化的 及び 慈善 的 目的に 捧げられた 財 座の 一 九 三 一 年に 對 する 精確な 推^に 到達す る 

こと は、 不可能で ある。 然し 若干の 項目 はよ く 知られて ゐる。 南 滿洲鐡 道 ノ癥社 は 一 九 三 一 年 三 巧 三十 一 日に、 三千 七 百 

七十 八 萬 七 千圓と 記帳され た 諸擧校 及び 諸 病院 を 持って ゐ たと 報告した。 鐵道會 社が 地方行政の 目的に 用 ゐてゐ た 土 也 

及び 其の 他の 財 產は六 千 六 百 四十 五 萬 八 千 圓と見 積ら れてゐ る。 これ 等の 項目 は總額 一 億 四百 二十 g: 萬 五千圓 になる。 

日本 委員 會は、 重要な 財産 を 持てる 二つの 日本の 團體を 報告して ゐ る。 その 第一 の 東亞 同文 會： 5、 上海、 天渾 及び 漢 

口に 支那 人に 開放され た擧校 を經營 して ゐ た。 この 會の 基本 財產 は、 一九二 八 年に 百 三十 八 萬 ニ千圆 であった と 報吿さ 

れてゐ る。 第二の 圑體 同仁 會は、 一九 三 0 年に、 北 平、 漢ロ、 濟南 及び 靑 島の 四 ケ 所に 病院 を經 g5 して ゐた。 の 介の 

經費は 一 九 一 1 八 年に 三十 六 萬 五千圓 であった。 

〔一 IS 一八 I〕 小 田 切 氏に よって Eas-  Asia  common  ocrif>t  Association と譯さ 化て ゐる o 
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最後に、 所謂 文化 事業 特別 會計 中に、 種々 に淮算 されうる 資本 額が ある。 日本 委員， ill は 五 千 九 百 二十 七萬圓 とい ふ總 

額に 到達した。 北 平 及び 上海の 科擧 研究所 及び 圖書 館の ために 八十 萬圓の 支出が 報告され た。 

吾々 はかくの 如き 報告に 基いて、 玆に 考察され てゐる 目的に 捧げられた 財産の 所有 總 額 を、 まあ 一億 一千 五 百 萬圓と 

推 おしえよう。 これ は 關東廳 の 行政 的 所有 財產を 除外して ゐる。 

これ 等の 目的の ための 日本から 支那への 年々 の经 金額 は 容易に 到達され ない。 第一 に、 日本 政府から 關東 廳に對 する 

年々 の 補助金が ある。 これ は 前に 示した 通り 一九 三 〇 年に は 四百 五十 萬圓 になった。 文化 事業 特別 會 計の 下の 支 拂に含 

まれた 額 は、 日本の 資金の 送金でなくて 支那の 資金の 支那への 歸還 であるから、 こ& では 除外され てゐ る。 吾々 は、 一 

九 二八 ハ 牛に は 約 百萬圓 であった 上述の 二 圑體の 經費を 考慮し なければ ならぬ。 若し 吾々 が、 支那で 調達され たか も 知れ 

ぬ 額 を 勘定 外に 置けば、 約 六 百萬圓 とい ふ 總 額に 到達す る。 これ 等の 目的の ための 年々 の途 金額の これより 精密な 推算 

は爲 されえない。 

四、 槪括 及び 結 び 

支那に 於け る 日本人の 投資の 一 九 三 〇 年末の 狀 態が 示された。 其の後の 數ケ 間 考慮に 價 する 程の 狀 態の 變 化な く • 

そして， ft- の 表 中に 示された 總額 は、 一 九 三 一 年 九月に 日本軍が 租借地 及び 鐵道附 屬地を 超えて 滿洲內 に 進み 入った とき 

に 於け る 狀態を 示す ものと 認められうる。 

第一 一一 十五 表 一 九 一二 0 年末の 支那に 於け る 曰 本の 投資 


九九 九 

三 一 〇 
〇 四 〇 
年年 年 


ニニ 百 

やや 了 ま 

九 六 〇 弗 


直接 事業 投資  1 、 七 四 八、 二 五 九、 〇〇〇 圖 H 八 七 四、 一二 九、 五 〇〇 米 弗 

支那 會 社への 投资  七 七、 四 二八、 〇〇〇 ク =  三 八、 七 一 四、 〇〇〇 ク 

支那 政 麻の 債務  四 四 八、 一 五 五、 〇〇〇 ク = ニニ  ！！、〇 七 七、 五 〇〇 ク 

計  二、  二 七三、 八 四 二、 〇〇〇 ク H  一  、ニー 一六、 九 ニー、 〇〇〇ク 

これが、 日本の 投資の ー聯の 推算 を 終りに 到達せ しめる。 選擇 された 諸 年に 對 する 數 字を總 表に 纏める ことによって、 

若干の 結論が 示されうる。 これ 等の 第一 は、 三つの 年に 於け る 凡ての 種類の 日本の 投資の 總額を 示す。 一八 九 七 年に は 

事實上 何等の 投資 もなかつ たこと を 記憶して おかう。 支那に 於け る 日本の 投資 は 全部 現 世紀 問に なされた。 增 加 は、 一 

九 〇〇 年から 一 九 一 四 年までの 間に、 比較 を 無意味なら しめる 程に 大きく、 そして 一 九 三 〇 年に 於け る 小額の 投资は 全 

部 事業への 投資であった。 それ故に、 次の 表に 於いて は 一九 〇〇 年に 對 する 數字は 示されて ゐ ない。 日露 戰举 後日 本人 

の滿洲 進出 は、 それ 以前の 諸 年 は 多くの 目的に とって 無視され うる 程に 狀態 を變 化させた。 

第三 十六 表 一 九 O0 11 一  九 一 ilo 年の 支那に 於け る 日本の 投資 

指数 

〇• 五  . 

1〇9〇 

五 一 七 • 七 

大分け の 各部 門の 下に 於け る 日本の 投資の 增 加が 次に 示される。 此の 表 は 直接 事業 投資、 支那 會 社への 投资 及び 支那 

政府 债務 への 投資の 總額及 ぴ增加 率 を 示して ゐる。 顯 著な 事 實は、 政府 债務 への 日本の 投資の 注意す ベ き增 加で ある。 

此の 增 加の 非常に 犬なる 部分 は 日本に 於け る戰時 及び 戰 後の 繁榮の 間に 起った もので あり、 そして 可な りの 部分 は 政治 
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的の 理由に よって 創造され た 債務であった。 或る 部分 は、 日本からで なく 支那 内部の 南 滿洲鐵 道の 收 益から 貸付 けられ 

たもので ある。 如何なる 註 釋 及び 說 明が 必要なる にせよ、 日本人に 對 する 支那 政府の 債務 は、 一 九 三 一 年に は 一九 一四 

年の 一 一十三 倍に なった とい ふ 事實は 存在す る。 


第一 二十 七 表 一 九 一 四 11 一  九 一一 一 0 年の 大分け にした 曰 本の 投資 
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1 九 〇〇 年に は 事業 投資 は總 額の 一 〇〇％ であった。 これ は 一 九 一 四 年に 八 七丄ハ ％ に、 一 九 三 〇 年に は 七 六 ，九％ に 

落ちた。 直接 一 3f 業 投资の 壓倒的 重要性 はこれ 以上 强調を 要しない。 此の 形 a- の 投資の 相 對的ー M 要 性の 減 返 は、 若し それ 

が 支那 政府 務の增 加に あらす して 支那 會 社への 投資の 增加 によって 惹起され たもので あつたと したら、 一 ss; 总味 深き 

ものであった らう。 支那 會 社への 投資 は 新ら しい 分野で あつたが、 日本人 は その 開發に 成功し なかった。 政府 債務への 

日本の 投資 は、 日本の 場合に は 直接 事業 投資が 何等か 可な りの 額の 資金 を 支那に 寶 らした 唯一 の 形^で あると いふ こと 

を 全く 確信せ しめる 如き ものであった。 

支那に 於け る 日本人の 所有 財產を 築き上げ るのに 日本から 幾何の 現實の 送金が 伴つ たかは、 たビ 大ざっぱに 推お され 

る だけで ある。 南滿洲 鐵道會 社の 場合に 於け る 確 實な結 を 凡ての 事業 投資に 對 する 基礎と して 採用し、 これに 他の 分 

野に 於け る 明らかに よく 知られて ゐる もの を 加へ て、 吾々 は 約 六 億 米 弗と いふ 總 額に 到達す る。 支那に 於け る 投資の た 

めの 日本からの 送金 は、 此の 額より 大きくなかった こと は 殆んど 確かで ある。 

支那から 日本への 送金の 推算 を なすこと も 同様に 困難で ある。 日本に 對 する 支那 政府の 偾務 が、 實際 近年 支那からの 

何等の 支拂を も窗ら さなかつ たこと は 知られて ゐる。 南滿洲 鐵道會 社が かくの 如き 支拂 をな した こと は 知られて をり、 

それ は 一 九 三 〇 年に は 約 三千 六 百 五十 萬圓 であった。 纖維 工場に よって 日本に 支拂 はれた 利潤 は、 一 九 一 一 七 年に は 約 五 

*五> ^とい ふ 率だった。 利益 配當は 一 九 二 七 年 以後 これより あまり 大きくなかった。 その他の 譜 工業に 關 する 支那で 得 

られた 報吿を 考慮に 入れて、 支那 國內に 於け る 日本の 投資と 關聯 して 支那から 支拂 はれた 總額 は、 近年に 於いて 約 七 千 

五 百萬圓 であった と淮算 されうる。 此の方 法に よって 到達され た 數字は 日本 大藏 省の 報吿と 全く 一 致して ゐる。 これ 等 
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の 報吿は 『海外 事業 純益 J として 八 千 六十 萬圓を 示して ゐる。 一 九 二 五 11 1 九 二 九 年の 五ケ 年間 平均 は 約 七 千 五 百 萬 

4- 

3 

圓 であった。 

【一！ JJI 八 二〕 この 全部が 支那からの 純支拂 額で なく、 また 仝 部が 日本の 純 受取 額で もない。 日本の 財政に 於け る滿洲 につ いて は 前 

節 を 見よ。 

〔一 113 1 八 四〕 これ は 南洋、 シ ベリ ャ 及び 其の 他に 於け る 直接 事業 投資に 對 する 利潤 を舍 んでゐ る。 然し 支那に 於け る 直接 事業 投資 

總 額が 十七 億 八 千 八 百萬阒 なる に對 して、 これ は 二 億圓を 超えな い。 

以上の 諸 頁に 於いて > 支那に 於け る 日本の 投資の 新ら しい 研究の 結果が 記述され た。 勿論、 完全に して 精確な 計算が 不 

可能 だとい ふこと は眞赏 である。 それに も か、 はらす 數字は 或る 程度の 自信 を以 つて 提供され うる。 一九 三 一年に 於け 

る 日本の 對支投 资は約 十一 億 三千 七 百 萬 米 弗の 總 額に 達した。 これ 等 は 支那への 約 六 億 米 弗の 送金 を 起した。 それ 等 は 

近年に 於いて は 支那から 平均 約 三千 七 百 五十 萬 米弗づ X の 送金 を 齎らした。 これが この 事の 金融 的 様相の 要約で ある。 

金融の 領域の 彼方に は、 貿易 及び 經濟關 係の 領域、 更に 支那に 於け る 日本の 一般 政策の 領域が ある。 これ 等の 領域に 

於いて 滿洲の 重要性 は 勿論 顯著 である。 滿洲は 重要な 原料の 源泉で あり、 また 增進 しつ- M める 貿易の 舞臺 である。 それ 

は 日本の 投 资 の、 日本の 外部に 於け る 袋 大の單 一 なる 地域で ある。 それ は經營 及び 組織の 領域に 於け る 日本人の 能力 を 

發揮 する 機會を 提供した。 成功せ る發 展に對 する 滿足 は、 弗 及び 仙を以 つて 計る ベから す、 否、 貿易 及び 原料 を以 つて 

して すら 計るべからざる ものである。 これ を 指摘す る こと は 重要で ある、 とい ふの は、 上來 の諸賈 は 滿洲の 日本に 對す 

る經濟 的重耍 性が 買 被られ 易い こと を 示して ゐ るからで ある。 
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尙ほ、 上海に 於け る 日本の 投資 は、 一九 一 四 年 以来 滿洲に 於け る 日本人の 所有 財産よりも 急速な 率を以 つて 增 大した 

ことが 注意 さるべき である。 上海に 於け る 此の 增加 は、 日本の 貿易の 中に 吾々 が 見出した 傾向 及び 他の 諸 國の投 资の中 

に 看取 さるべき 發 達の 方向と 一 致して ゐる。 それが 何の 程度に 日本の 政策 を 修正す るで あらう か は 人 r 後に ついて 兑 なけ 

れ ばなら ぬ。 支那に 於け る 直接 投資の 所持者と しての 犬なる 重要性が 閬 明され た。 これ 等の 投資の 優に 半分 は、 日本 政 

府 又は 日本 政府が 支配的 持 分 を 保持せ る會 社の 所有 財產 から 成つ てゐ る。 支那に 於け る 事業 財産の 實際 上の 所有者と し 

ての 日本 政府の 地位 は、 此の 狀 勢の 忘れて ならぬ 一 様相で ある。 

日本人 は對外 投資の 分野に 於いて は 比較的 新參 である。 彼等 は 過去に 於いて は投资 すべき 资本を 比較的 少しし か 持た 

なかった。 戰時 繁榮の 期間が 彼等に 剩餘 資本 を與 へ、 そして 一方に は 上海に 於け る 日本人 紡績工場の 增加、 他方に は r 西 

原』 借款と いふ やうな 多方面な 發展を 起した。 日本の 政治 政策 は、 アジア 大陸に 於いて 重要な 役割 を 演ぜん とする 決意 

に 基く ものの 如く 見える。 これ は —— こ \ で 注意が それに 限定され てゐる 經濟的 領域に 於いて は 11 支那の^ 發の ため 

の资本 供給 を 意味す る 如く 見え、 そして 次の 如き 質問に 導く ので ある —— 日本 は 近い 將來に 於いて 支那に 投下すべき 自 

身の 資本 を 持つ であらう か？ 若し 然ら すと すれば 彼 は 支那へ の 資本の 移動に 於いて 如何なる 參與 をな すで あらう か？ 

第一！ 一十 九 表 支那の 國際 1-!^ 關 係に 於け る B 本の 地位 (投資 以外 は海關 統計に 據る) 
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第 十八 章 支那に 於け る ロシアの 投資.^ 

】 、 序 論 

初期の 賀易關 係 

ロシアの 支那に 對 する 貿易 關係は 十七 世紀に 始まった が、 貿易 は微々 たる ものであった。 此の 初期の^ は 陸路に よ 

つて 行 はれ 若干の 邊境 都市 を 通じて 流れた。 これ 等の 都市の 主要な もの は、 シベリアと 蒙古との 境に 位し、 廊倫 及び 支 

那 側の 貿易 中心 買賣城 を經て 到達され ると ころの、 キャフタであった。 

*  ロシアの 投資の 推算 は、 セ レブ レ II  n フ氏 (J.  J.  Serebre  口  nilsv) の勞 作であった。 そして 赏際 彼れ の睿 いた 儘に 與 へられて ゐ 

る。 重要な 附加 及び 變更は 脚註に C*F*R とい ふ 頭字 を以 て 示されて ゐる。 

十九 世紀の 中葉 支那 五 港が ョ la ツバとの 貿易に 開かれた 頃に は、 露 支 貿易 は 約 一千 萬 米 弗であった。 a シァ に對す 

る 支那の 主要 輸出品 は 茶であった。 一八 六 〇 年の 少し 後から、 キャフタ を 通じての 支那の 茶の 輸出 は 与 わ 速に 增 加し 始め 

た。 これと 略々 同時に 海路に よる a シァ への 茶の 輸送が 始まり、 これが 更に 此の 貿易に 刺激 を與 へた。 キャフタに 於け 

る茶貿 は、 地方 的 。シァ 商人に 可な リの 富の 蓄積 を 生ぜし めた。 これ 等の 貿易商の 或る 者 及び ョ ー ロッパ •  ロシア か 

らの 商人の 或る 者 は、 彼等の 活動 を 支那の I が、 域內 に移轉 した。 七十 年代に 若干の ロシア 茶 商館が 福 州に il 業し、 彼等 は 
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第二 篇各 國 篇  六 〇 八 

共 所で 二十 年 問 犬なる 成功 を以 つて その 活動 を績 けた。 八十 年代に は 四川 省に a シァの 茶 貿易商が 居り、 九十 年代の 始 

めまでに 彼等 は漢 ：！ に 居住し はじめた。 一 八 九 六 年に 0  、ンァ 政府 は、 支那に 於け る 最初の 居留地 を漢 口に 獲得した。 そ 

のうちに 漢ロは 露支貿 3^ の 中心地に なった。 

茶 貿易 は. - シァ の對支 投資の 最初の 原因であった。 口 シァの 茶 商人 は 支那に 於いて 茶 工場 を 設け 土地 財產を 獲得した。 

主として 此の 貿易に 關係 せる P シァ人 は、 茶が キャフタに 送られる 道筋に ある 天津、 張 家 口 等の 北 支那の 若干の 都市に 

現 はれ はじめた。 

一 八 六 〇 年 以後 は、 1 八 五八 年 及び 一 八 六 〇 年の 條約 によって a シ ァに讓 渡された アム ー ル 地方に 於け る 露 支 貿易の 

可な りな 增加 があった。 ロシアの 移住 地が 此の 地域に 作られ、 そして 黑寵江 及び その 支流の 沿岸に 採 金 業が 發展 する に 

從 つて、 多くの 中心地が 繁榮 した。 支那 人 は ti シァ 住民の 多くの 必要品 を 供給し、 そして 國境を 越えての 地方 的 貿易が 

發 達した。 

二、 一九 一四 年に 於け る ロシアの 諸 利益  . 

1 シァ 政府の 初期の 利益 

n シァの アジアに 於け る 領土 は 次第に ：！ シァ 政府の 注意 を 柚き はじめた。 その 主要な 結 鬼 は、 一 八 九 一 年に 開始され 


た大 シベリア 鐵 道の 敷設であった。 此の 鐵道は アジア 大陸に 於け る P シァの 地位に 根本的な 變化を 起し、 極東に 於け る 

P シァの 政治的 及び 經濟的 勢力の 犬なる 增大を 齎らした。 此の 勢力 は 一 八 九 四 11 一  八 九 五 年の 日 淸戰爭 のとき に 明ら 

かに 示顯 された。 

戰爭は 支那に とって 不幸な 結果と なり、 一 八 九 五 年 四月 十七 日の 下 ノ關條 約に 於いて 彼は遼 東半 島の 南端 を 日本に 讓 

渡す る こと を餘 儀な くされた。 n シァは フランス 及び ドイツの 支持 を 受けて 此の 條 約に 强 硬なる 抗議 をな し、 そして 日 

本 は 償金 を增加 させた 代りに 大陸に 對 する 領土 的 野心 を拋棄 する こと を餘 儀な くされた。 此の 償金 を支拂 ふために 支那 

は外國 から 借人れ なければ ならなかった。 

借款 は、 當時 シァ の大藏 大臣だった ウイ ッテ 伯の 援助に よって、 短時日の 間に 成功 的に 締結され た。 此の 借款 は 諸 

表の 中に 一 八 九 五 年の 四 分利 金 借款と して 現 はれて ゐる。 それ は 佛貨四 億 法 又は 英貨 一 千 五 百 八十 一 一 萬磅の もので あつ 

た。 借款 は關稅 牧人 を擔保 とし、 そして n シァ 政府に よって 保證 される とい ふ 異常な 特徵を 持って ゐた。 期限 は 三十 六 

年 即ち 一 九 三 一 年 迄であった。 

此の 支那の 最初の 大 借款 は、 時として 佛國 借款、 時として 露怫 借款と 稱 ばれる が、 後者の 方が 正しい、 とい ふの はフ 

ランスと 口 シァの 雨 方の 銀行が 參 加した からで ある。 參 加した a シァの 四 銀行 はべ テル ブル グ國際 商業銀行、 & シァ貿 

易 銀行、 ぺ テルブ ルグ 割引 銀行 及び ヴ オルガ • 力 マ 商業銀行であった。 借款の n シァ分 は 一 億 五 千 萬 法で、 フ ラ ン ス分 

は 一 一億 五 千 萬 法であった。 1 

【註  一 J  Wnglit,  S.  ； P.,  The  CMledkm  and  Disvmil  of  the  QuMoms  Bav&nue,  ji. ひ 6.  MacMurray,  T.  V.  A.,  Treatice  cmd 
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./t grcems き, \51.  一, p.  "9. 

ベ テル ブルダで 此の 借款が 交涉 されて ゐる とき、 最も 廣汎な 權限を 持ち a シァ 政府の 保護の 下に ある シァの 東亞の 

ための 特殊 銀行 設立の 時が 来たと 考 へられた。 これ は 借款が なされた と 同じ年に なされ、 露淸 銀行が その 結 衆で あつ 

た。 此の 銀行の 設立に は 左の 如き フランス 及び B シァの 銀行が 參 加して ゐた 11 

フランス 

オッテイン ゲ ー 會肚  (M.  ； M.  Hottinguer  &  cic) 

パリ • オラ ンダ 銀行  (La  Banque  ele  r-aris  et  des 1pays-Das〕 

クレディ • リヨネ ィ  (Le  Cr  (、； dit  :Lyonais) 

バリ 全國 手形交換所  (I.e  Comptoir  National  CTESCOmpte  dc  r-arifo 

ロシア 

ぺ テ ルブ ルグ國 際 商業 银行  C5e  International  wank  of  Commerce  of  St.  ^Petersburg) 

〔一 M  二〕  Wri さ t,  S.  F.,  Tfs  CoUcdhn  Sid  sf さ I  of  the  cfnls  Rcv。ms,  p.  66 は、 此の 銀行 は D シァ 革命 後 『バ リに 本店 

を 移す こと を餘 儀な くされた』 と 指摘して ゐる。 

新設され た露淸 銀行の 資本 は 六 百萬留 であった。 此の 額のう ち 八 分 ノ三は a シァ で、 八 分 ノ五は フランスで 寡 集され 

た。 その 比例が 理事 會 への 代表に 於いて は反對 になって ゐ たこと は 輿 味 ある ことで ある、 即ち その 五 人の 成員が a シァ 

人、 三人が フランス 人だった ので ある W 露淸 銀行 條例 はべ テル ブルダに 於いて 作成され、 一 八 九 五 年 十 一 月 二十 三日に 

パリの n シァ 大使館に 於いて フラン ス 及び 口 シァの 代表者に よって 調印され た。 口 シァ 政府の 承認 は 十二月 十日に 正式 

になされ た。 


【註 三〕 此所 及び 其 他の 箇所に 出て 來る 留 は 〇• 五 一 三 米 弗に 等しと されて ゐる 所謂 金留 である。 

KSi 四〕 ロシア は 政治的 勢力 を、 そして フランス は 資金 を寄與 したと 言 ふこと がで きる。 

【註 B,omanov,B.  A.,  Buss【a  in  Manchuria,  18921186,  L.eningrad,  1928,  p.  91 (口 シァ 题 研究所 譯、 「露西亜 帝 國滿洲 侵 

略史、 九 三 頁) 

條 例に 據れば 銀行 は 最も 廣汎 な權限 を賦與 されて ゐた。 それ は 商業 的 企業 を 財政す る こと、 銀行券の 發行、 地方 通貨 

の 鑄 造、 鐡道 及び 電信 線 建設に 對 する 特許の 獲得、 自身の 計算 を以 つてす る 貨物の 赍買、 他人の 計算 を以 つてす る 不動 

產の寶 買、 一般 保險 事業 及び 貨物の 輸送 を 包含して ゐた。 

その 多くの 特 權を以 つて、 そして B シァ 政府の 保護の 下に、 露淸 銀行 は 急速に 發展 した。 その 活動 は、 極柬 問題に 於 

いて 益々 增大 しつ- r あった n シァの 勢力の 主要な 要因であった。 一 八 九 六 年に 支那 政府 は 五 百 萬 庫平 兩を 供託して 銀行 

の 利益 配 當に與 かる ことが 許され.^。 一 八 九九 年 迄に 此の 銀行の 株式 六 萬 株が 發 行され、 その 中 シァ 政- W は 一 萬 六 千 

1 1 百 株 を 所持して ゐた。 此の 時に 於け る 銀行の 資本 は 一 一千 萬留と 推算され うる。 

【！ 1  謹 六〕 Lieu,  D.  P  Foreign  Ins  in  OF  1929,  pp.  5011 は、 此の 五 百 萬 庫平 兩を 貸付け ると いふ 協定 は、 露 銀行が 

此の：！ じ 額 を 東 淸鐵道 開通の 上 は 支那 政府に 拂渡 すと いふ 現 實の鐵 道 契約に 於け る 協定と 考へ 合せて 見る と、 支那 政府に よって 

實 際の 現金 支拂 はなされなかった こと を 意味 するとい ふ、 彼れ の 結論 を 述べて ゐる。 こ の こと は 上海の 『3t 亞 銀行 一 般へ^？^事ぉ 

所』 の Perey  Chu 氏から George  E.  Sokolsky 氏 宛の 一 九 二 九 年 八月 二十 一 日の 手紙に よって 確かめられて ゐる。 此の\^紙は 

Sokolsky,  George  w.  The  Story  of  tfic  ClUnc さ Fast,  R{luiJ,  Shanghai,  1929 に附錄 (p  66, として 錄 されて ゐ る。 

此の 手紙の 中で Chu 氏 は、 『支那 政府 は 現金 支彿の 形態で は 何物 を も支拂 はなかった』 と 述べて ゐる。 彼 はまた、 露 10- 銀行が 创 

立され た 一 九 一一 年 八月 十二 日に 支那 政府 所有の 五 百 萬 雨の 株 は 三百 五十 萬 雨に 创 減され たと いふ こと を 指摘して ゐる。 注お し 
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てお くが、 雍平兩 は 約 1* 五 支那 弗に 等しかった。 此の 協定 は J^acMur ray,  Tn. き ana  Agis,  pp.  78,  74 に採錄 されて 

【一 ！？！七〕 Romanov,  B.  A.,  。p.  dr  p.  236. (邦 譯、 二 五 七 頁) 

1 九 〇 三年に 露淸 銀行 は 支那の 左の 諸 所に 支店 を 持って ゐた —— 哈 爾賓、 吉林、 海 拉爾、 奉 天、 1>  旅 順、 營ロ、 

天 is、 北京、 上海、 漢ロ、 香港、 張 家 口、  ^^倫及び烏鉱雅蘇臺(蒙古)。 

2 東淸鐡 道に 關 する 諸 協定 

チタと ゥ ラジオ ストックとの 間の 距離 を 短縮す るた めに 滿洲 を横斷 する 鐵道 建設の 問題 は、 略ぶ 露淸 銀行が 設立され 

た！ ^ に 起った。 此の 問題 を 解決す るた めに n シァは 日 淸戰爭 後 支那と 交涉を 開始した。 支那 は II シァの 希望 を 容れ、 そ 

して a シァを 同盟 國 としてた 賴る ことに 傾いて ゐた。 交涉 は、 戴冠式に 彼れ の國を 代表す る爲 めに 差遣され た 支那の 特 

使李鴻 章の 口 シァ 到着に よって 促進され た。 一 八 九 六 年 五月 二十 二日に 露 支 間に 秘密 條 約が 調印され た。 

〔註 八〕 此の 條 約の 調印 を繞る 事情の 簡單な 記述 は Youug,  C.  W.,  The  n 謹 I  JRchUom  of  Mi<，，  App.  A.  pp.  253 

17 に與 へられて ゐる。 此の 倏 約の is-g! 倏に 於いて 支那 政府 は、 北滿洲 を横斷 して ゥ ラジオ ストックの 方向に 鐵道を 建設す る こ 

とに 同意した。 (C*F*R) 

此の 條約 によって 支那 は、 滿洲に 於いて 鐵道を 建設し 經營 する 特許 を露淸 銀行に 與 へる こと を 承認した。 此の 鐵道特 

許 は、 日本に 對 する 露 支 間の 防禦 同盟の 缺く ベから ざる 基礎で あると 見られた。 それより 以前 卽ち 一八 九 六 年 五月 十八 

日に、 n シァ 帝闕 政府と 支那との 間に、 滿洲 を横斷 する 鐵道を 建設 經營 する 權限 を與 へられた る 『柬淸 鐵道會 社』 と稱 


ばるべき 會 社の 設立に 關 する 諒解が 成った。 シァ 政府 はかくして、 此の^ 洲 を檢斷 する 鐵 道の 完全なる 支配 權を 獲得 

し、 其 所に 於いて 口 シァの 勢力 及び 威力 を 優越なら しめたの である。 

露淸 銀行 は 戮道會 社の 株式 全部 を 引受ける こと を餘 儀な くされ、 その 株式 は P シァ 政府に 譲渡され た。 その 目的 は、 

此の 鐵道は 實際は 政- 1^ 事業で あるのに それ を 私的 企業で あると 支那 人に 見せかけようと したので あった。 これ は、 李鴻 

章が 政-:^ 事業と しての 戮$3 の 存在に 反對 し、 純 私的 商業 的 企業た る こと を 望んだ ために 必要だった ので ある。 

東 支鐵道 建設の ための 支那 政府と 露 清 銀行との 間の 協定の 諸條項 は、 シァ 政府 大藏省 官房長べ ー •  H ム •  11 マノフ 

(P.  M.  Romanov) 及び 常時 駐露 及び 駐獨 公使 を 幾ね てゐた 支那の 外交 宫許景 澄に よって 作成され、 契約 は 一 八 九 六 年 

九月 八日に ベ ル リンで 調印され た。 十二月 四日に 東 淸鐵道 會社條 例が 認 町-され、 株式 申込 簿が 公開され た。 此の 募 梨 は， 

虚構であって それが 公開され た數分 後に 締 切られた。 

【一 M 九〕 Romanov,  B.  A.,  op.  cir  p.  121. (邦 譯、 一 二八 頁) 

東淸鐵 道 會社は 一 八 九 六 年 十一 一月に 成立した と 言 ひうる。 此の 會 社の 條 例の 條 項の 中に、 鐵 道の 建設 は 一 八 九 七 年 八 

月 十六 日 迄に 起工 さるべき こと を 規定した 一 項が あった。 軌間 は n シァ 國有鐵 道の 制度の 五呎 の廣軌 たるべし とされ 

た。 全線 续ェ 開： ，1) の 日より 三十 六 年を經 過した る 後 支那 政府 は會 社に 其の 支出せ し 資本金 及び 戮 道の 需要に より 生じた 

る 魚 债： g に その 利子の 全額 を 償還した る 上 此の 線路 を買收 する 權利を 有って ゐた。 八十 年の 期 問を經 過した 後 は 支那 は 

無 惯で鐡 道 及び 其の 附 歸 物 を 所有す る 權利を 持つ ことにな つて ゐた。 此の 會 社の 事務の 管理 は總裁 及び 九 名の 理事から 

成る 理事 會に 委任され る。 總裁は 支那 政府に よって 任命され、 支那 政府と 鐵道會 社との 間の 仲介者と なる。 理事 九 名 は 
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株主に よって g^l 擧 される にこと なって ねた。 事務の 直接の 管理 は 理事から 互選され る 副 HI 裁の 手中に 在った。 會 社の 本 

社 はべ テル ブルダに、 支社 は 北京に けられた。 

一 八 九 七 年 四月の 始めに、 E_ 取 初の 技師 圑が 派遣され、 彼等 はゥ ラジオ ストックに 到着して 測量 及び 鐵道 建設に 必要な 

準備 作業 を 始 した。 同年 八月 十六 日に、 南部 ウス リ ー 地域の シベリアと 滿洲の 國 境に 近い ボルタ フス 力 ャのコ ザック 

村に 於いて 形式的な 起工式が 行 はれた。 工事の 進行 は、 一 八 九 八 年に は 現在の 鐵道 線が 松 花 江 を 横ぎ つて ゐる地 點の小 

支那 部落の 位 に 哈爾賓 の 町が 創設され た 程に 速 かだった。 此の 都市 は 急速に 發 達して、 間もなく 滿洲に 於け る n シァ 

の 活動の 中心地と なった。 

【ss  一  0〕 一  九 〇〇 年 ぺ テル ブルダの 交 li^ 發行、 Guide  to  th&  Gi  Siberian  Baihoay,  p.  494. 

露 支 SI の 旅 順 • 大連灣 租借に 關 する 條約 (一 八 九 八 年 三月 二十 七日) 及び そ 0 績約 (一 八 九 八 年 七月 六日) に 於いて、 支 

那 政府 は 幹線の 一 驛 から 旅 順 口に 至る 鐵道 建設の 權利 を柬淸 鐡道會 社に 與 へた W これ 等の 諸條 約が 綠 結され たと ころで 

會社は 東淸鐵 道の 南滿洲 線の 測量 及び 建設に 着手した。 一 八 九九 年に は^ 洲に 於け る鐵道 建^ は 闘で、 數 萬の 支那 勞働 

者に 仕事 を與 へた。 略. - 此の頃に シべ リア 戮道は 開通し、 列車 は バイカル湖 を 廻る 短 1^ 間 を 除いて 全線 を 走って ゐた。 

〔s!i  一  一〕  MacMurray,  Trc き s  and  Afjrsufi  vol. I，，  pp.  119,  154. 租借され た 地域 は 一 九 三 一 年に は SIS ボ州 租借地と なつ C ゐ 

る。 大連は 口 シァ 人に よって ダル 二  —と稱 ばれて ゐた。 (C*F.R〕 

^ 東淸鐵 道の 落成 


一 九 〇〇 年の 團 匪の 叛亂は 東淸鐵 道の 建設 を 一 時 阻害した。 損害 は 莫大であった。 叛亂は 建設工事が 強力に 押し進め 

られつ-あるときに 勃發 した. - 工事 は 五つの 地點 から 同時に 進められた —— 哈雨賓 から 南、 柬、 及び 西に 向って、 滿洲 

の 東 境から 哈爾賓 に 向って、 及び 南方 旅 順 口から 哈爾賓 に 向って。 一九 〇〇 年の： 复の に は、 工事 は 二 千 三百 軒 をドら 

ぬ鐵 道の 路床の 上に 進行して ねた。 松 花 江上の 舟運 は 水路に よって 材料 を 運搬す るた めに 準備され た。 哈爾资 で 松 花 江 

を横斷 する 鐡 橋 は 同年 中に 着手され た。 戮道會 社 は 十三 整の 海 用 汽船 を 所有して をり、 大述 の港灣 及び 市街の 建設 を n 

3 

始 した。 煙臺 及び 瓦 房 店 の 炭 田に 於け る 鎮業開 發が企 てられた。 

【註  一 二〕 1 九 〇〇 年 七月 三日に、 泰 天で 宣敎師 達と その 信者 達が 殺され、 これに 續 いて 尸シァ 人達が 泰； 大 及び 其の 他の 満洲に 於 

いて 製 擎 された。 七月 末に 口 シ ァの！ i 境 都市 ブラ ゴ ウェス チ H ン スクで 支那 人の 虐殺が 行 はれた。 口 シ ァ人 は闽. 陣の叛 亂を以 つ 

て、 山海 關 e 新 民 屯 問の 鐵道を 含む 全 滿洲を 占領す る 充分な 理由と なした。 右の 錢道は 一 九 三 1 年に は 北寧鐵 造の 1 部と たって 

ゐた 0  (C  . 

〔一！ S 一三】 これ 等の 炭坑 は兩 者と も、 一 九 〇 七 年に 日本 政府から 南 満洲 鐡道會 社に 引渡された ものの 中に あった。 瓦 房 店 附近の 炭 

坑は あまり m 耍 でない。 (C*F,R) 

圑匪叛 亂鎭壓 に 助力して から、 P シァは 一 時 滿洲を 占領し 軍隊 を 山海 關 以北の 鐵道 沿線に 駐屯せ しめた。 出兵に よる 

& シァ政 麻の 出. 費 は 一 億留、 東淸鐵道の損害は七千ーぃ内留でぁったと推ー^_^されてゐる。 一 九 〇 一 年 九月の 議ぉ誓 が 調印 さ 

れた とき、 列國 によって 耍 求され た 賠償金 は 四 億 五 千萬兩 であって、 その 中 n シァの 分 は 約 一億 三千 萬兩 であった。 こ 

の 額は留 にす ると 一 億 八 千 四百 八 萬 四 千 一 一十 一 留 になる。 賠償金の & シァ分 (殆ん ど 正確に 一 一九 ％〕 は、 他の 何れの 國の 

J ひ 

分よりも 大きかった。 
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CM 一  四】 Romatlov,  B.  A.,  op.  cir  p.  262. (邦 譁、 二八 六 頁) 

〔ゆ』 一 五 一 13avli?  J.  R.,  Forciyrt  J. 3m  Obligntlom  oj  Qdna, で. 2. 

1 九 01 一年の はじめに は 全線が 未完成な 狀 態で 出来て ゐ たと は 首へ、 一 九 〇 一 年 及び 一 九 01 一年の 問 東 淸鐵道 建設に 

a? する 支出 は おいた。 一 九 〇 三年 七： n: 一  日に、 鐵道は 一 般 公衆に 對 する 貨物 及び 旅客 取扱 を 開始した。 鐵 道の 經營 は、 

建設の 任に 當 つて ゐた 人達から 會 社の 本 來の 部に 引渡された。 一九 〇 三年の 半ばの 此の 日から、 支那 及び 極東 は ロシア 

及び ョ ー 口 ッパ と鐵 道に よって 速 終され たと 言 ふこと がで きる。 

4 柬淸鐵 道と tl シァ 政府 


一 九 〇 三年に 口 シ ァ大藏 省に よってな された 宫廳 的推箅 から、 克淸鐵 道の 建設 及び 大 連の 港灣 及び 市街に 對 する 一 八 

九 七 11 1 九 〇 一 一年の 期 問の 支出が 知られる。 これ 等の 支出、 特に 鐵道會 社の 全资本 支出 は 次の 表に 示される。 

0  -  0  ロシア 大蔵省 推箕の 一八 九 七 11 一  二 年間の If 溯に 於け る 支出 *  (單位 留〕 


0 汽 


_3 


大 連港潸 


大連 市街 


11 一 叫 a 


300  0 一し 0 

1ー六、1§、000 

六 二、 七 00..P0 

き  一； 0ノ00 


1 一一 垂、 000 

111、 五 2： 七、 glo 


1rooo、GOO 

Irlsros 

If 八 1 一七、 九 さ 


1 、八 g、ooo 

1 、六 二  rsso 


一一 ri  一一 QQdg 

5  一  0Q、〔00 

せ lnll、ls 


き+ 

-fx, 
ノ  u 

〇 
年 

(？.!^^ ほ: UiOlil 

ん 
七 
五 

◦ 

^oa,o;ii[iLiii 

ミ mra ミ 

Od や, 虻 IL さ 

劇' 000 

レ 

CD 

111；；^>'11^'}^：'?|^ 

*  R-omarlov,  R  A.,  Jhissla  in,  Mmshi-Tla,-  jo.  44  、邦 譯、 四 四  五 頁〕 こ f ^る。 

これ 等の 數字は 此の 期 問に 於け る シァ 政府の 支出の 全部 を 含んで はゐ ない。 表に 示されて ゐる a シ ァ大藏 (V が負撸 

した 支出の 外に、 旅 順の 要塞の 如き 陸軍省が 負檐 した 支出が あった。  ふ 

一 九 〇 三年 七月 一 日 開通の 時までの 東淸鐡 道の 總 費用 は、 或る 發 表された 事實 によれば、 三 億 七 千 五 百萬留 であった。 

g 道 は 開通しても 建 えみ は續 けられ、 一 九 〇 三年の 後半 及び これに 繽くニ 年間に 於け る 支出 は 左の 如くであった，. I 

1 九 〇 三年 後半 .  三 一 、〇〇〇、〇〇〇 留 

1 九 〇 四 年  -  三 五、 〇〇〇、〇〇〇 ク 

一九 〇 五 年  六、 〇〇〇、〇〇〇 夕 


き 

吾々 はこれ 等の 數 字から" 


七 二、 〇〇〇、〇〇〇 ク 


九 〇 四 年 一 月 一 日卽ち 日露 戰爭 開始の 一 ヶ月 前に 於け る柬淸 S 道の 總 建設費 は、 四 億 六 百 

萬留 であった とい ふ 結論に 達する。 これ は 稍 精確な 推算で あると 認められうる。 

【一 ISi  I  .1 ハ〕 一 層 正確に は、 三 七 四、 九 五 五、 五 九 八 •  一  二 金留。 Historical  Beviav  of  the  CM 舊 Eastern  Raihmy,  1896—1923,  KP7 

Mn, 1923,  p.  123. 

【一 ISS 一  七】 Steinfeld,  N.,  Esian  Activity  in  Manchuria,  Marbin,  1910,  pp.  5413.  stkiml  Yearbook  of  the  p  R  R, 1923, 

Harbin,  1923,  p.  5. 
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【！ M 一八〕 三 億 七 千 五 百 萬お に 三千 百 萬留を 加へ たもの。 

1 九 〇 四 年までに、 大述 の港灣 及び 市街の 建？ はに 對 する 費用 は 三千 萬 留、 旅 順の 新 市街の それ は 一 千 二百 萬留に 上つ 

た。 旅順耍 塞に 對 する 費用 は 純粹に 政治 == 軍事的で あると へられう るから 除外され た。 

【！ 一!?3ー  九〕 プざ fhcru  niauch-rifl.  rmd  the  chirnisc  Ka き .11  Jiuilw-I,!/,  llarbi-l,  1922, 1). 478. 尙ほ ssuolllic  JllstonJ  of  M<mchuri:<i, 

Seoul,  1921,  pp.  46—7 をも參 照。 

圑匪 事件 後、 El シァの 軍隊 は 一時 南滿洲 及び 直諫. 翁の 北部の 鐵道 沿線に 在った つ n シァの 陸軍 當局 はこれ 等の 鎖 道の 

修理 及び 改築の ために 約 百 萬留を 支出した。 此の 額 は、 日露 戰爭 以前の 期間に 於け る 口 シァ 政府から 支那への 送金の 總 

額の 如何なる 要約に 於いても 勘定に 入れられねば ならぬ。 

【ーぽ 二 0〕  Roma ミ) V,  R.  A.,  0P.  1). 314. (邦譯 、三 三 七 頁〕 

また、 一 八 九 六年漢 口の n シァ 居留地の 獲得 及び 一 丸 〇 一 年 天津の n シァ 居留地の 獲得に 關 する 口 シァ 政" 財-のま 出 は 

約 百 萬留に 上った と 推算され る。 

束淸鐵 道に 對 する 費用 は a シァ 政府の 費用と 密接に 關聯 して ゐた。 日露 戰爭 後の 諸 年に 於いて は 寧ろ 事業 會社 らしく 

見られうる 此の 錢 道の 投资 として 記載され うる 額 は， 後に 別個の 拽算を なすこと が 必要で ある。 事業 投資の 推算 を 採り 

上げる 前に、 日露 戰& 直前の SS 年間 支那に 於け る シァ 政府の 知られた る總 支出額 を 表示す るの が 便利で あらう。 これ 

等の 數 (子 は 政治 = 軍事的 企 圖の大 さ を 示す に 役立つ。 それ 等 は 勿論、 後に 投資と して 現 はれる 若干の 支出と-その他の 然 

ら ざる ものと を 含んで ゐる。 .1^ に 表 を褐げ るが、 旅 順 要塞に 對 する！！ シァ 陸軍省の 支出 は、 その 額が 判らない から 涂外 


した ことが、 再び 指摘され なければ ならぬ- 


§ー表 一 

東淸鐵 道の 建設 一 

大 連港灣 及び 市街 

旅 順 市街 ， 

軍 费ハ園 匪 事件) ， 

鐵道 修理 (圃陣 事件) 一 


漢ロ 及び 天津の 居留地 


一 九 01 二 年末迄の n シァ 政. le の 支那に 於け る 支出 

四 〇 六、 〇〇〇、〇〇〇 留 

三 〇、〇〇〇、〇〇〇 ク 

1  一 r〇〇〇、〇〇0 -ク 

一 〇〇、〇〇〇、〇〇〇 ク 

一 、〇〇〇、〇〇〇 ク 

一 、〇〇〇、〇〇〇 ク 


五 五 〇、〇〇〇、〇〇〇 ク 


それ故に、 困難で は あるが 現在 

次の 諸 地域 を刖， ^に 考察す るの 


5 柬淸鐡 道 以外の 事業 投資 

一 九 〇 四 年 日露 戰 爭勃發 までの 期間に 對 する C1 シァの 事業 投資の 調査 は 得られない- 

纏めうる 報吿を 提示す る ことが 必要で ある。 その 結果 は 近似 的より 以上に は 出で な い- 

が 便宜で  あらう 11 支那 本部、 外蒙古 及び 新疆、 及び 滿洲。 

支那 本部 11 茶が n シァと 支那 本部との 間の 主要 貿易品であった。 C1 シァ 人の 私的 事業 投資の 大部分 は 此の 生産物の 

取引と 關聯 して をり、 漢ロを 中心として ゐた。 一九 〇 四 年に は 其 所に 八つの 大きな 口 シァ人 茶 商館が あった。 その 中の 

四つ は、 それ 等の 取扱 高 は數百 萬に 上り、 最も 重要な ものに 數 へられうる。 今世紀の 始めに、 支那から シベリア 及び ョ 
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1 口 ツバ . 口 シァ への 茶の 輸出 は 約 七 千 四百 萬 露 封 度、 蒙古へ は 約 九 百 萬 露 封 度であった。 一 八 九 二 -—- 一  九 〇一 年の 

十^ に 於け る华 平均 支那から シァへ の 茶 輸出 は 一 千 十七 萬 七 千 海關兩 即ち 一 千六百十八萬ニ千留に上っ，^^ 漢 口の 

外に 重要な 茶 §0； 易の 中心地 は 九 江 及び 福 州であった。 これ 等 三つの 都市に n シァの 茶 商人 は 土地.' 茶 工場 及び 倉 靡 を 所 

有して をり、 その 評 價額は 吾々 自身の 調査に よれば 約 四百 萬留 であった。 

【一！！ i ニー〕 四 〇 露 封 度 は 三 六英封 度に 等しい。 (常 量〕 

【一 M ニニ〕  Torgashev,  B.  P.,  <~china  as  Supplier  of  Tea  for  Raissia 、一  Manchuria  Monitor 一  Harbin,  1925,  PP.  16718. 

天 及び 張 家 口に 於いて 茶 貿易 及び 輸送に 關係 せる 口 シァの 代表者 はスタ ルツ ェ フ (stprtzev) 及び バ タ-ー エフ (Bata- 

niev) であった。 これ 等の 商人 その 牠は、 資産 を 蓄積した 後、 彼等の 富 を 土地の 隨入 及び 倉庫 及び 貸 住宅の 建築に 投資 

した。 天津に 古くから 住んで ゐる a シァ人 は、 天津、 塘沾、 及び 北 戴 河に 於け る これ 等の 商社の 巨額の 投資 をよ く 記憶 

して をり、 そして それ 等 は 百 萬留を 下らなかった と 積って ゐる。 支那 本部に 於け る & シァ 人の 事業 投資 總額は 一九 〇 

四 年の 始めに 於いて 約 五 百萬留 であった に 相違ない。 

蒙古 11 外蒙古に 於け る ロシアの 投資 は 前世紀 末から 推算され うる。 一八 九 七 年に、 露淸 銀行と 密接に 協力して、 n 

シァ金 ：1 業者の 一 圑は 支那の 鑌產 開發の 目的で 資本金 五十 萬留の 金融 シン ヂケ ー トを 組織した。 一 九 〇〇 年に 此の シン 

ヂケ ー トは 改組され、 『モ ンゴ B ル」 會社 C-Mongolor"  company) として 知られて ゐる 株式 組織の SSK 正業が 生れ、 そ 

れは 外蒙古の 若干の 地域に 於け る；！ 業に 從事 する こと.. なった。 會 社の 資本金 は 三百 萬留と 定められ、 一 萬 二 千 株に 分 

たれ、 拂込 資本 は 百 八十 萬留 であった。 此の 會社 は、 支那の 稅關に 勤めて ゐたグ n 1 ト (Grot) と 云 ふ ロシア 人に よって 


1 八 九 六 年に 獲得され た 特許に 基いて、 蒙古に 於け る 金鑛の 開發を 企てた。 一 九 〇〇 11 1 九 〇 三年 の^に モン ゴ 口 ル 

會社 は、 金坑に 機械 及び 建物 を 設備し、 鄂爾渾 河 航行 用の 小 汽船 を 購入す るた めに 約 百 萬留を 投資した。 更に 五十 萬留 

が、 外蒙古の 首府 庫 倫に 家屋 を 建築す るた めに 支出され た。 一九 〇一 年から 一九 〇 三年まで を 含めて、 乇ンゴ 》1ル<|： 社 

の 總 産金 額 は 九 千 三百 六十 七 金 量 オンス、 總價額 三十 三 萬 七千留 であった。 企業 は 不成績で、 一 九 〇 五 年に は 企業 解散 

の 問題が 考慮され てゐ た。 

， 【一 ！33ーーー 一一〕 會 社の 正式の 名稱は 『蒙古 土 謝 圜 汗 及 車 E 汗 部鑛業 株式 會社』 ("Joint-Stock  ccmpany  for  Mining  Enterprise  in  the 

Tushetu  Klhan  atid  the  Tsetsen  Ichan  Aimac  of  Mongolia" であった。 部 (Aimac) は 地域的 一品」 劃乂は 地方の 名？ w である。 

【ー【？^ー1四〕 《.omanov,  B.  A.,  op.  ci7.,  pp.  599—605  ( 邦譯 此の 部分な し〕 Lieu,  D.  K.,  Foreign  Invest 霧 is  irt  Chiim,  1929 は、 會社 

の生產 物の 1 五 ％ が 特許料と して 支那 政府に 引渡される こと. - なって ゐ たと 言って ゐる。 諸 磯山 は 1 時ァメリカの會社なる^：^倫 

の 蒙古 貿易 會社 ^Mongolia  Trading  company) に賞贷 された。 尙ほ、 モ ン ゴロ ル會 社の 北京 *モ ン ゴロ ル會社 opekinglMongolor 

Mining  company) へ の 特許に 關 する、 鑛山 技師 ミル ス CMills) 及び マ ン 一一 ング) cvranning の 報告が ある C 後者の < ^社 は ァメ 

リカ 會 社からの 賃借に よって 特許 を 得た と 言 はれて ゐる。 
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一 八 九 一 一年に 外蒙古に 於け る 口 シ ァ人數 は、 烏 梁 海 地方 を 除いて、 約 一 一 百で あつたが、 一 九 〇〇 年 迄に その 數は 四百に 

增 加した。 最初の P シァの 商社 は 一 八 六 〇 年に 庫 倫に 設立され、 これに 續 いて 他の 諸 商社が 急速に 設立され た。 一 八 八 

五 年に は 其 所 及び 其の 他の 諸 中心地に 十の 大 商社と いふべき ものが あった。 一 九 〇 三年に は 口 シァ 商社 數は、 著名な 二 

社 ココヴ イン •  ロソフ (tcolswin  and  JROSSOV) 及び スト ー クン 會社 (stoolsn  and  Com で any) を 含めて、 十五；^ に 

なった。 口 シァの 資本 は 二つの 道に よって、 卽ち柬 シベリア • 蒙古 境 上の キヤ フク を經 て、 及び 中部 西 シベリアの アル 

タイ 地方の ビ イス クを經 て 蒙古に 到来した。 
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【ほ 二 五】 此の 地域 は 現在で は タン ナ • トウ ヮ 共和 國 として n シァ 人に 知られて をリ、 それ は、 それが 西北 部 を 成して ゐる 蒙古 1 

般ょリ は 口 シァと 密接で あると 認められて ゐる。 C.C*F*R) 

； 八 九 五一一 九 〇 三年の ^ に 於け る a シァと 蒙古 及び 新疆 との 問の 貿易 額に ついては， 實際 何等 報告がない。 諸 商社 

の投资 が 推^されなければ ならない。 輸出 人 業に 若干 存在し、 そして 蒙古に ついて 上に 述べた 事實 から、 これ 等の 貿易 

商社の 投资 は、 モン ゴロ. ル. 社の それ を も 含めて、 約 三百 萬留 であった と 推定す るの が 安全で ある。 これより 正確な 數 

字 は 今日 恐らく 得られまい。 

滴 洲 ！ 束淸 g 道 建設の ための 口 シァ 政府の E 額の 支出 は、 滿洲 への 口 シァ 人の 大 流入 を 齎らした。 其 所に は鐵 道の 

熾 員 及び 勞働 者、 守備隊 員、 及び 事業 及び 商業に 從事 せる 人達が あった。 一九 〇 二 年に は u シァ人 數は約 三 萬で あつ 
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た。 哈爾賓 に は 多數の n シァ人 商社が あり、 そして：！ シァ人 は 製 村 工場、 製粉 工場、 及び 酒造場の 如き 工業 施設 を 所有 

して ゐた。 これ 等の 事業 財産の 多く は 哈爾賓 又は 滿洲で 彼等の 富 を 蓄積した 人達に よって 地方 的に 創設され、 築き上げ 

られ、 財政され たもので あった。 市街が 發展 する に從 つて、 哈爾賓 はシべ リア 及 ぴョ ー :t ッパ •  口 シァの 商人 及び 貿易 

業者の 注意 を抽 いた。 この こと は 更に 哈爾賓 及び 北滿洲 一 般 への 投資 を齋 らした。 a シァ人 は 此の 地域に 現代的 方法に 

基く 製造" 及び 機械工業 を 建設した 先驅 者であった。 要するに、 滿洲は ロシア 人に よって、 a シァ 資本 を以 つて 開かれ 

たとい ふの は 全く 正しい。 

P さ 一六〕 支那 海關十 年期 報告、 一八 九 二 11 1 九 〇 一年 は 事實を 示して ゐ ない： 海關の 報告に 據れ ば- 滿洲に 於け る 唯 一 の倐約 

港は營 口であって、 四つの 商社と 1 千 百 五十 名の 居留 者が あった。 (c 


一 九 〇〇 年に a シァ人 商社、 第  一 ^洲 製粉き 社 (First  IManchuriall  Flour  JMiu  company) によって、 哈爾贫 に 四十 萬 

留の 資本 を以 つて 一 つの 製粉 工場が 設立され た。 第二の 製粉 工場 は東淸 錢道畲 社に よって 設立され たが、 一 九 〇 二 年に 

此の 製粉 工場 は 私立 今 E 社なる 松 花 江 製粉 會社 (sungari  slls  company) に賫 却され、 此の 會社は 北滿に 於け る 最大の 

製粉 工場 所有者に なった。 一 九 〇 二 年に、 事 實上哈 雨， S の 一 部なる 支那 街、 傅 家甸に 一 つの 製粉 工場が S 立され た。 一 

九 〇 三年に 四つの 口 シァ人 製粉 工場が J 苎乂 された —— 哈爾賓 に 一 r 長 春に 一 、 そして 吏- i.;ms: 道朿部 線の 要 驛 なる 一 西 

坡に 一。 最初の 酒造場 は 東淸鐵 道の 工事が 始まった ときに 設立され た。 一 九 〇〇 ギに 一 つの 大酒 造 場が 寧 古 塔に、 もう 

1 つが 哈爾賓 に 設立され た。 それに 續く 三年 間に 二つの 酒造場が 開業した 11 哈 M 喪に 一 、 東淸鐡 道の 一 驛 なる官 拉爾 

齊に f -。 

〔一 j ^二 セ〕 Sourin,  V.  I.,  The  Mam 一. faatvrtrtg  radrnlry  of  Northern,  Jkarshurla  ,d  Harbin.,  Hart>in,  1928.  55. 

一 八 九 七 11 1 九 〇 三年の 間に 東淸鐵 道の 地帶に 於け る 製材業 開發 への 歩が 進められた。 支那 政府 は錢道 地域に 於け 

る 採 木の 特許 を與 へた。 これ 等の 特許の 最大の もの は 二つの ロシア 人 商社、 スキ デル スキ ー (skidelsky)  ^ 社 及び コヮ 

ルス キ ー (Kovalsky) 會社 によって 得られた。 口 シァの 資本 は 哈爾賓 の 不動産 及び 種々 の 商業 的 企業に 投 ぜられ た。 一 

八 九 八 年に は 口 シァ 人の 大 商事 會社チ ュ ー リン (chourin) 商會が 設立され た。 

B シァ 政府 は、 滿洲に 於いて シァ 人の ために 幾つかの 鑛業 特許 を 獲得す る ことに 關與 した。 一 九 〇 二 年に 滿洲鏺 

舎 社 (Manchllrian  Mining:  company) が 百 萬留の 資本 を以 つて 設立され、 その後 數 年間 試掘が 試みられた。 略- -问時 

に 口 シァ採 金會社 (Rusian  Gold  Mining  company) が 若干のより 小さな 口 シァ人 採 金 企業と： g んで 惠棄を 始めた。 
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南， 洲に 於いて は 一 。 、ンァ 人 商社が 著名な べゾ ブラ、、 ソフ 特許の 經營に 着手した。 此の 商社 * 卽ち P シァ木 村 <in 社 (1U1S- 

sian  Timber  colany) は 資本金 二百 萬留 であった。 それ は 鴨 綠江兩 岸の 賞 借 及び、 撫 順 炭田の^ 發、 遼 河の 汽船 航 

行、 及び 奉 天 の電氣 設備の 如き 若干の 其の 他の 特許 を 得た。 一 九 〇 一 一年に 露淸 銀行 は 奉 天 省に 於け る 二つの 支那 人 企業 

に大 なる 持 分 を P- 得した。 その 第一 の會社 (華 輿 利 公司) は撫順 炭田の 西部の 開發 のために SiS 立され たもので、 資本金 

十六 萬 雨のう ち露淸 銀行が 六 萬兩、 滿洲 鑌業會 社が 五 萬 四千 七 百兩を 持った。 第一 一の 企業 (義 勝禽 公司) は 奉 天 t§ 業會社 

として 知られて ゐた。 それ は 省內に 於け る 石炭 及び 其 他の 鑛山 開發 のために 設立され たもので、 資本金 は 四十 萬兩、 そ 

のうち 露淸 銀行が 十 萬兩を 持った。 

〔一！ JS 二八〕 omanov,  B.  A.,  op.  dr  p.  381 (邦 譯、 四 〇 五 頁) 

提示され た 報吿を 慮に 入れて、 一 九 〇 三年 末に 於け る a シァ 資本の 滿洲 への 私的 投下 は少 くも 一 千 五 百 萬 留に逹 し 

たこと は 確實と 認められよう。 

左の 如き 口 シァ 人の 私的 投資の 要約が 示される —— 

支那 本部  五、 〇〇〇、〇〇〇 留 

蒙  古  三、 〇〇〇、〇〇〇 ク 

痛  洲  1 五、 〇〇〇、〇〇〇 ク 

計  二三、 〇〇〇、〇〇〇 ク 

6 支那 政府の 債務 


1 八 九 五 年の 四 分利 金 借款 を p シァが フランス と共に 引受けた ことに ついては 前に 述べた。 此の 期 問に 於け る 他の 口 

シァの 諸 借款 は露淸 銀行の 活動の 結果であった。 一 八 九 七 年に 於け る 山海 關錢造 を 北方に 延長す るた めの 露 支 交 涉に於 
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いて、 露淸 銀行 は 六十 萬兩、 卽ち約 百 萬留を 支那 政府に 貸付け た。 

〔一 IS  二 九〕 Rosanov,  B.  A.,  op,  CF  p.  210. (邦 譁、 二三 二 頁〕。 セ レブ レ -ー コ フ 氏は此 所で、 此の 貸付 及び その 償？ 組と 關聯 せる 仝-系 

列の 交渉に 關說 して ゐ ない。 ロシア 人 を 一八 九 五 年 七月 六日の 借款から 東淸鐡 道の 建設へ、 そして遼^^半れ-？南端の支配へ驅った 

ところの 彼等の， 野心 は、 ィ ギリ ス の 資本 を以 つて ィ ギリ ス の 技師に よって 建設され、 一 八 九 五 年に は 天 及び 北京から 山海^に 達 

して をり、 そして 奉； 太まで 延長され る 善であった 一 鐵 道の 存在 を 不快と した。 1 八 九 七 年に 此の 線 を 山泡關 (又は 屮後 所) から 延 

長す る ことが 提議され たと き 口 シァ人 は 其の 建設 を 阻止 せんと 企てた。 (Kent,  P.  K.,  BOMWay  Enterprise  in  chf  pp.  53>-6.〕 

おの 線り i 艮の ための 借款 契約 中に、 若干の 借款の 償還に 關 する 條^ があった。 これ 等 は、 當時發 表された 聲明 書に よれば、 露 

淸 銀行に よって 發 行され た 二 借款、 總額 六十 萬兩を 合んで ゐ た。 此の 借款 契約に 關 する 論議 は、 1 八 九九 年 ra: 月に 鐡造 利益に 關 

する 公文 交換に 導いた。 ィ ギリ ス は長狨 以北に 於いて 鐡逍讓 與を索 求せ ざる こと、 そして 口 シァは 揚子江の 满 域に 於いて それ を 

索 求 亡ざる ことに 同意した。 (MacTvlurray,  J.  V.  A.,  Treaties  and  Agreemis,  vol.  I,  pp.  179,  181, 六十 ^雨の 债務は 

一 八 九 八 年 十月 十日の 最終 契約に よって 手に入った 資金の 中から 償還され て、 》丸〇 三年 末に は 現存して ゐ なかった と 推定され 

一九 01 一年に 四千 萬 法 (一千 六 百 萬留) の 借款が、 正定府 から 山 西 省の 首府 太 原府に 至る 鐵道 建設の ために、 支那 政府 

と露淸 銀行との 間の 契約に 於いて 取 極められた。 此の g 道 は 通常 山 西鐵道 又は 正太鐡 道と 稱 ばれる。 ^款は 一 九 〇 三年 

十一 一月 十四日に パリで 發 行され た 。露淸 銀行に 參與 せる フラ ン ス 銀行 圑が 此の 契約の 責任 を 引受け、 そして 鐵 迸の 經^ は 

後に 『中！！ 鐵路 工程 一 了 車 公司』 (rsoci6t6  Fl.an9aise  de  Construction  et  cTExploitation  de  cheinin  de  fer  en  sine") 
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に 引渡された。 此の 借款 は、 發行 場所の 原則に よって、 また それに 關 する 凡ての 報告に 基いて、 全然 フー 1^ ンスの ものと 

ひ 

認められうる。 

51  一二  0〕  Romanov,  B.  A.,  op.  cU.,  pp.  21516  (邦譯 、二三 七 11  二三 九 頁) フランス の 利 盆に 關 して は MacMiinay,  J.  V. 

A-,Tr& 一 CSS  as^ き recmcnts,  p.  369. 及び Baylin,  ,T.  R.、  Foreign  Ohl 一 -g-unm  of  Chhm, づ. 31 を よ" 

7 布 敎財產 

& シァ 正敎布 敎圑の 財產價 額に 就いては 何等の 統計 も 得られない。 勿論、 布 敎圑は 二 世紀 以上 支那に 存在し、 そして 

信者 は 多くない とい ふこと はよ く 知られて ゐる。 日露 戰爭 勃發 前、 布 敎圑は 北京、 天津、 北 戴 河、 上海、 漢ロ、 大連、 

哈 爾賓、 滿洲 里、 及び 內 地に 於け る 小數の 小都會 及び 村落に 土地 財産 及び 建物 を 所有して ゐた。 これ 等の 建築物 全部の 

價額は 百萬留 以上であった こと はありえない。 

1 

8 一九 〇 四 年に 於け る シァの 投資の 要約 

1 九 〇 三年 末に は、 a シァ はやつ と 最近 支那に 於いて 資本 輸出 を 要求す る 事業 を 企てた 資本 輸入 國 であった。 これ 等 

の 事業に 於け る 發意は 政府に 在り、 そして 政府 は 必要な 資金 を フラン スに 於いて 調達した。 主要な 企 戴 は東淸 退會社 

であった。 B シァ 政府 は 此の 鐵道を 所有し 經營 する ために 一 つの 會社を 設立す るの を 便宜と 考 へた。 吾々 は、 それ故に 

柬淸鐵 道 會社を 事業 會 社と 見て、 その 所有 財產を 支那に 於け る 直接 事業 投資と して 記載す る ことができる。 南 滿洲鐵 道 


會社 がその 設立 後 H 本 政府に よってな された に 比して、 徵道は a シァ 政府に よって 一層 完全に 所有され * そして 同 

様に 完全に 支配され てゐ た。 兩 方の 場合 共、 鐵道會 社 は 說明を 加へ た 後に のみ 事業 社と して 記載され うる。 

51  一 II 一〕 此の 項 は、 他の 研究と より 近く 比較し うる 總^ を 示す やうに、 原文から ig された。 (c*F*co 

東 淸鐵道 は 一 九 〇 四 年までに は 全部 建設され す、 そして それ は戰爭 中大 部隊の 軍隊 輸送の 耍 求を充 たしえなかった こ 

とが 記憶され ねばならぬ。 西部 線の 與安嶺 の トンネル は 完成され てゐ なかった。 それ は 一 九 〇 四 年 五 巧に 開通した。 哈 

雨 贫の鐵 道 工場 は 一部分 出来 上って ゐ たばかりだった。 一九 〇 四 年 一月に 於け る官廳 の 推 葬に よれば、 なほ 使用 さるべ 

き 金額が 五 千 七 百萬留 あった。 戰時中 四千 百 萬留が 一 般 改良 及び 新 建設に 支 出 された。 一 九 〇 六 年始め までの 全 錢道建 

設費 は、 南滿洲 線の 建設費 を も 含めて 四 億 四千 七 百 萬留に 上った。 

ris^l ニニ〕  Romanov,  B.  A.,  cir  p.  367  (邦！ 5 一一 九 〇 頁) 

若干の 理由 を 示して 事業 投資に 數 へられる 東淸鐡 道の 外に、 事業 投資と は稱し 難い 其の 他の a シァ 政府の 支出が あつ 

た。 それ 等は大 連の 港灣 及び 市街の 改良に^ ゐれた 三千 萬留 及び 旅 順 市街に 用 ゐられ た 一 千 二百 萬留を 含んで ゐる。 

支那に 於け る a シァの 投資 總額は 四 億 七 千 九 百 六十 一 萬 六千留 であった ことが 見屮 Z される。 一 九 〇 三年 末の 此の 總額 

力 中、 事業 投資 は 八 九 • 四 ％、 支那 政 狩 證券の 口 シァ 所有 は 一 〇丄ハ％ であった ことが 見出される。 

ロシアの 投资總 額の 地理 的 分布に 關 して は、 八 八 • 四％ が 決定的に 滿洲 及び 蒙古に 割當 てられ、 事業 投資に ついては 

少 くも その 九 八 *八％ が滿洲 及び 蒙古に 割當 てられる と 言 ふこと がで きる。 

次の 表 は、 東淸 道の 分が 見られる やうに、 若干の 細目と 共に 總 額 を 示して ゐる。 
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三、 一九 一四 年に 於け る ロシアの 諸 利益 

1 1 九 〇：： 年 ——• 一  九 一 四 年に 於け る 柬支鐡 道 * 

ボ ー ッ マ ス條約 (一 九 〇 五 ハ牛九 巧 三日) の 後、 東淸鐵 道の 左の 部分が 日本に 引渡された I ( 一 ) 長 春 ，大 連 の 0： 線 S 

三 七 哩、 (二) 旅 願 支線 二八 哩、 (三 x„3 口 支線 九哩、 (四) 煙臺 支線 九哩、 及び (五) 撫順 支線 二八 哩。 これ 等 は 總 計 五一 五 
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第三 表 一 九 0 一一 一年 末に 於け る ロシアの 支那に 於け る 投«! 
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八 九 五 年の 四 分利 借款 口 シァ分 現存 餌 


3 

哩 になる。 これ 等の 部分に 對 する 支出 は 八 千 百萬留 であった と 推算され てゐ る。 日本 はまた、 大速 及び 旅 順の 布 街 及び 

現在 關柬 州と し て 知られ て ゐ る遼 半島 の 租借地の 全部 を 受取 つ た。 

* 1 九 I  二 年 R 國 革命 以來 中東 鐡路 と改稱 され 日本人 はこれ を 一 瓜支鐵 道と 稱ん でゐ た」 (譯者 〕 

SB 鐵 逍に對 する 支出 は 東支鐡 道經濟 局に よって 一九 一七 年 一 月 一 日 現在の ものが 編 基され、 鐵 造の 一 九 二三 3f の SMf8, 

tical  Fsr  B§k,  Harbin,  1923 に發 表された。 

1 九 〇 六 年の 始め 東清 鐵 道の 總愤額 は、 日本に 讓 渡された 部分 を 除いて、 三 億 六 千 六 Ki:;f 留 であった。 n 露 戰爭後 及 

びそれ に總く 平和 時代の iT 即ち 一 九〇 六 III 一九 一三 年に 於いて は、 改良の ための ロシア 資本の 投下 は 少なく、 そし 

て 大ざっぱに 三百 萬留と 認められよう。 これ を以 つて、 一 九 一 四 年に 鐵 道に 對 して 記載され た 總額は 三 惊六千 九 HI 萬留 

であった ことが 見られる であらう。 一九 〇 四 11 九 一 一三 年の 全 期間に 於け る 新 投資 は 四千 四百 萬留と 認められうる。 

これ は、 此の 鐵 道と 關聯 して シァ 政府に よって 食擔 された 支出の 全部 を 含む もので ない とい ふこと が、 もう 一度 指 

摘され ねばならぬ。 政府 は鐵 道の 經營 と關聯 せる 凡ての 缺損 を支辨 する こと を餘 儀な くされた。 これ 等の 缺損は 左の 如 

くであった 11 

九 〇 111 年 (後 半 期)  四、 五 1 七、 〇〇〇 留 

九 〇 四 I - 一九 〇 六 年  八 六、 三ーニ  、〇〇〇 ク 

九 〇 七 年  二 一 、二 五 ニ、〇〇〇 グ 

九 〇 八 年  一 五、 六 〇 七、 〇〇〇 ク. 

九 〇 九 年  1 二、 六 五三、 〇〇〇 ク 

九 一 〇 年  1〇、111 二 九、 〇〇〇 ク 
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一九 一 1 年  九、 四 七 〇、o〇〇 ク 

1 九 一 二 年  七、 九 八 四、 〇〇〇ク 

1 九 1 三年  五、 九 三 四、 OCCH  一 


計  一 七 四、 〇 六 七、 〇〇〇 ク ^ 

C-I!s 三 四〕 SiatMcd  Fear  Book  of  the  p  R  R, 1922,  Harbi? は、 これ 等の 缺損を 『特別 の ^^態 の た め に錢^ の 維持及 び運轉に 

ついて <p; 擔 せる 臨時 支出に よって 生じた 缺損』 とい ふ 目の 下に 舉げ てゐ る。 

當 時の 口 シァの 私的 出版物 中に、 n シァ 政府の 此の 戮 道に 對 する 支出 は 一九 一 〇 年 迄に 六 億 六 千 二百 萬留に 達した と 

述べて ゐる。 描 S は 一 八 九 七 —— 一九 〇 九 年 に對 する もので、 左の 如く 纏められて ゐる 11 

1 八 九 八 年の 保證 されざる 株式 

一 八 九 七 —— I 九 〇四 年の 保證 社債 及び 公债 

i 九 〇 四 11 一  九 〇 六 年の 戰爭の 口 的に 割當 てられた 金額 


1 太 〇〇 年團 Si 事件 巾の 损 苦に 對 して 

； のた めの 支出 

利子 及び 還 


五、 〇〇〇、〇〇〇 留 

三 六 六、 九 七 六、 〇〇〇 ク 

九 八、 四 五 一 、〇〇0 ク 

六 五、 九 七 五、 〇〇〇 ク 

九 七， 三 五 一 、〇〇〇グ 

二八、 六 四 五、 〇〇〇 ク 


-lis 


六 六 二、 三 九 八、 〇〇〇 グ ^ 


〔ぼ 三 五〕 に 夕。 Kxch6，T  and  ihe  pise  Eastarn  Rau£,  St.  Peterstmrg,  1910, 1). 7. 

結論と して、 東支鐵 道の ロシア 政府に 對 する 負 s^ii 額 は、 一 九 一四 年の 始めに 於いて 約 九 億留を 下らなかった と 認め 

られ ると J 一！： ふこと がで きょう 0 


支那 本部 11 茶 貿：： ^は 依然 として 大 なる 直 耍性を 持って ゐた。 急速な る 發：^ はんの 表に 明 一； 小され てゐ る- 


L 

し 

九 

九 


第 四 表 

〇 一 

〇 


*  、 

七 

111 


一 九 0 四 11 一  九 I  一二 年に 於け る 支那から ロシア へ の 茶の 輸出 * 

¥  四 二 四、 一 五六 擔 

年  六 〇〇、 五 九九 ク 

¥  九 一一 一九二 八 一 ク 

¥  九 八 八、 七 一 一 ク 

年  九 六 五、 〇 三ニク 

年  九 一七、 三 1 七々 

¥  九 七 四、 二 九五ク 

年  八 二 六、 八 四 1 ダ 

年  八 三 九、 六 八九ク 

年  九 〇 五、 七 一六々 


き a 


八、 三 八 r 五三 七々 

*  Torgashev,  B.  R, ク China  as  Supplier  of  Tea  for  B-ussia,"  Mntichuria  Monitor,  1925,  p.  167. の 数字に 據 る。 

これ は 年 平均 八十 三 萬 八 千擔、 或は 三百 十萬ブ ー ド、 或は 一億 一千 百 七十 萬英封 度、 價額約 二 千 五 百 ー禺留 になる。 B 

シァ茶 商人の 或る もの は 此の 期^に 彼等の 活動 を擴 張した。 例へば、 著名な グ ー プ キン • クズネツォフ 社 (Goubkill, 

ICouznetzov  and  company) の 商館 は ジャワ 及び 印^ その他の 重要な 茶 中心地に^ を 持って ゐた。 此の 社 は 四千 萬 W 
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の赍 卜： を 持って ゐ たと 報吿 されて ゐる。 

吾々 0 身の 調査に よれば、 一 九 〇 四 —— 一 九 一 三年の 十 年^に 於いて、 漢ロ Q  シァ 人の 茶 貿易商 は、 彼等の 從來の 

投^の 上に なほ、 土地、 物 及び 工場に 約 三百 萬留を 加へ たと 推定して 大過な からう。 

1 九 ニニ 年に }Ki^ に は 約 百 四十 名の ロシア 人が 居た。 これ 等の ロシア 居留民の 多く は、 天津の ロシア 居留地 及び 其の 

他の 外國 居が W 地內に 於いて、 土地 及び 建物への 新ら しい 投資 をな した。 若干の 著名な 口 シ ァ人貿 商社 は、 一 九 一 三年 

に 至る 十： 牛 に fKiS に 開 菜した。 それ 等の 屮には ツイン デル (Tsindcl) 及び モ： T ソフ (Morozov) の 諸 商社が あった。 

此の期^に約百萬留が天^^に於ける1- シァ 人事 業 財産に 附 加され たと 認められうる。 

上述に よって、 此の 期 問に 對 して、 支那 本部に 於け る ロシア 人の 商. 業 投資に 附加 さるべき 價 として、 四百 萬留 とい ふ 

推算に 到達す る。 此の 目の 下に 於け る 總額は 一 九 〇 三年 末に は、 五 百萬留 であった、 そして 一 九 一 三年 末に 對 して は 

百 九萬留 であった と^められる。 

蒙ョ 及び！ -疆 ！. 此の 十 年 に 外蒙古に は 犬なる 諸變 化が 起った。 これ 等の 諸 變化は 一九 一 一 年の 支那の 革命に 鑌 いて 

起った。 蒙古 は 政治的に 支那から 分離して 獨立を 宣言した。 これに 續 いて、 この 地域に 於け る C1 シァの 政治 及び 經濟的 

勢力の 犬なる 增 加が 起った。 a シァの 移住者 は 蒙古、 特に キャフタから 靡 倫に 至る 途上 及び 烏 梁 海 地方に 益々 多く 定住 

しはじめた。 此の 後者の 地方に は 純 口 シァ 人の 移住 地が 發 生し、 ビ H  n ッ アル スク とい ふやうな 口 シァ 名の 都市が 成立 

した。 a シァ 人の 移住者 及び 商人が 多數 になる に從 つて、 a シァ 資本の 若干の 流入が あつたが、 これ は 期待され るか も 

知れぬ ほど 大きな も Q ではなかった。 


乇ンゴ tl ル會 社は經 營を續 けた。 その 利潤 は 主として その 金 鑛 區 を 個人 企業者に 賃貸す る ことから 生じた もので あつ 

て • これ 等の 個人 企業家の 或る 者 は 立派に 成功して ゐた。 一 九 〇 四 11 一九 一 三年の 間 に 於け る モン ゴロ ル會 社の 金螭 

區 からの 產 金高 は 二十 六 萬 六 千 五 百 七十 五 金 量 オンス、 價格九 百 六十 萬留 であった。 


I 九 0 四 —— I 九 一 三年に 於け る モン ゴ n ル含 社の 産金 高 (單位 金 量ォ ン ス) 

1 九 〇 四 11 一九 〇 五 年  四、 六 11  一二 

1 九 〇 五 11 1 九 〇 六 年  六、 四 〇 七 

1 九 〇 六 11 1 九 〇 七 年  九、 九 四 四 

1 九 〇 七 — 一 九 〇 八 年  一 〇、 三 五 二 

1 九 〇 八 一 I 一九 〇 九 年  •  三 七、 八 一〇 

一九 一〇 年  六 三、 四 六 九 

1 九 1 1 年  六 三、 三 八 1 

1 九  一二 年  四 七、 0  二 六 

1 九 一 三年  二三、 五 五 四 


計  二 六 六、 五 七 五 


一 九  一 二 年に モン ゴ II ル會 社の 資本金 は 百 八十 萬留 から 三百 萬 留に增 加され た。 同年に 他の 一つの a シァの 採 金 會：^ 

が 組織され、 そして 鐵鑛 採掘の 許可が、 蒙古 政府に よって 蒙古に 於け る 著名な 事業家 フィッチ ング ホフ SR 爵 CBaro.l 

Fittinghcfo に與 へられた。 

〔I}!Ji 一一. i ハ〕 l^^emctllnov, ひ initsin  and  comDany. 
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【一 Ml 一一 七〕 Karamisheff,  W.,  Mongolia  §dl  wester-  Qlhf  Tientsin,  1925, 1). 107. 

1 九  一 二 年に は 外蒙古に 九 千 人の 口 シァ 人が 居た と 推算され てゐ る。 此の 中 七 千 は 烏 梁 海 地方に、 二 千 は i:: ハの 他の 外 

蒙古に 居た。 a シァ人 商社 數は^ 倫に 二十 五、 烏 里 雅蘇臺 に 十 一、 科 布 多に 十三と 推算され た。 これ 等の 數字は 種々 の 

ヨリ 小さな 中心地に 於け るョ リ 小さな 商社 を 含まな い。 

〔一- lil 一二 八】 Maisky,  J.,  rrei  IMy  Mslgoun,  Irkutsk,  1921,  PI). 87,  SS,  201. 

土着 人：： 約 二百 五十 萬 を 有する 新疆に 於いて は、 岡 雨 札 伊 寧 r 烏 魯木齊 (廸化 ；}、 塔爾 巴哈臺 (塔 城) 及び 喀什 喝爾 

(疏附 ) の 如き 諸 都市に シァの 商社が あった。 a シァの 此の 地域との 貿易 關係は 一 八 六 〇 年に 遡る。 時と 共に 此の 貿易 

は 非常に 重要な ものと なった ので、 £1 シァ 政府の 注意 を抽 き、 主要 中心地に は 節 事が 任命され、 そして 郵便 及び 電信 聯 

9 

絡が 建設され た。 口 シァ と新疆 との 問の 貿易 は 一 九 〇 四 11 一  九 〇 五 年、 露領 トル キス タンに 於け る タシケント 鐵 道の 

建設に よって 大いに 刺戟され た。 此の 貿易 は 主として トル コ 系：！ シァ 人の 手中に 在った。 

〔一！ Jil 二 九】 Karamisheff.  W.,  op.  nf  p.  293. 

1 九 〇 四 11 一  九 一 三年の 間の 外蒙古 及び 新疆 への 新 投^ 額に 關 して は 何等 正確な 報告がない が、 約 五 百 萬留と 推算 

されえ よう。 此の 數字 は、 此の 地域に 入り込んだ 新ら しい P シァ の贸ぉ 商社 を 考慮 すれば、 多過ぎる と は 認め難い。 こ 

れ 等の 商社の 或る 者 は、 大 資本 を 持って ゐた。 一九 一 一年に は 資本金 百 萬 留のシ エッツ オフ (shoetzov) 商會、 ビ ー ダ ー 

マ ン(：56ュ^33211)( I 九〇九年)、 ジ ヤコ ブっセ ルガ ー ゲン (Jacob  zcrgagcn)、  ノス コフ (Noskov)、 其の 他が あった。 

1;^ ほ、 蒙古斩小隊改迭のために十萬？^の小借款が^ シァから蒙^1政府に貸付けられたことを記す^;とができる。 此の 借 


款は 無利子で 期限 十ケ 年であった。 

〔{M 四 o〕  Maisky,  J.,  op.  cir 1). 279. 

If 溯 11 一  九 〇 四 11 一  九 一 三年 は 日露 戰爭 及び その 諸 結 菜に よって 支配され てゐ た。 戰爭は 滿洲に 於け る狀 勢に 极 

本的變 化を與 へた。 吾々 は 先づ、 戰爭 準備に 歸因 する ものと して 記戟 さるべき 若干の 軍事的 支出と 共に、 戰费を 考察し 

よう。 一 九 〇 三年から 一 九 〇 六 年に 至る A シァの 支出 は 左の 如くであった 11 

1 九 〇 三年  一〇、 六 五 〇、〇〇〇ss 

1 九 〇 四 ギ  九、 〇〇〇、〇〇〇 ク 

一九 〇 四 年 (開戰 後)  六 五 七、 一九 一、 〇〇〇 ク 

1 九 〇 五 年  九 八 五、 三 四 九、 〇〇〇 ク 

一九 〇 六 年  四 一 五、 五八 七 〇〇〇グ 


計  二、 〇 七 七、 七 七 七、 〇〇〇 ふ i 

【一！ S 四 一〕 】 ぐ さヒ -50V,  W.  A.,  op.  c!r  p.  466. (邦譯 五 〇〇 頁) Apostol,  Paul N. は P き 一 m  Ft,  Fimnce  d~-1,inrj  thti  T「ar, 

New  Ilaven,  1928,  1).  235 に 次の 如き， 1 述を なして ゐる ことが 附記され うる。 『日本との 戰费は 二十 二 億 九 千 五百^お であって 

その 中二 十一 億 一 千 三百 萬留は 1 九 〇11 年から 一 九 〇 六 年に 至る 間に 使 川され、 一 億 八 千 二百 |e? 留 はこれ に く 諸 年に 使 ^ され 

た』。 

若し 吾々 が、 滿洲 は戰爭 の舞臺 であった こと、 そして 巨大なる ci シァ 軍隊の ために、 できるだけ 現地の 物資が 使^さ 

れ たこと を 考慮に 入れるならば、 吾々 は n シァ から 流入した に 遠 ひない 巨^ の资 金の 或る 概念 を 得る ことができる。 

此の 资 金の 流入 は 北滿洲 特に issts 道 地 IW. を 潤 ほした。 戰爭 中に 於け る哈爾 の 發逹は 異常であった。 それ は a シァ！ af 
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"お供 給の 主要 根據 地であった. - 數 千の a シァ 商人、 投機 者 及び 胃險者 達が 其 所に 流れ込んだ。 哈爾賓 の 市民 入口 は 驚く 

べき 速度 を以 つて 十 萬 以上に 增 加した。 これ 等の 投機 者 及び 胃險者 達の 多く は、 彼等の 金 を 儲けた 上、 戰爭の 終りに は 

滿洲 から 姿を消した. - 戰後、 古い 在住者 及び 新來 者の 居留った もの は、 哈爾賓 の  一 の 建設 及び 満洲に 於け る a シァの 

贸 易の 擴 張に 着手した。 

【！ M 四 二】 セレ ブレー 一 コフ氏 は、 日露 戰爭 のた めの 口 シァの 支出に 伴 ふ 支那へ の 送金の 推算 を 企てなかった。 それ 等 は 他の 個所で 

二 億 五 千 萬圆と 推算され た 日本の 送金より は 可な り 大き かつ た。 (C*F*R〕 

平和が 搏び 支配し， 克淸鐵 道が その Hi- 常 的 活動 を 再び 開始 せんとして ゐた 一 九 〇 六 年の 後、 北 滿洲の 商工業 は 激しい 

不況の 期間 を經 過した が、 景氣は 問 もな く 復活した。 一 九 一 〇 年までに、 哈爾賓 の 取引 は總額 三千 五 百 萬留に 達した、 

そして 錢道 沿線の その他の 商業 中心地の 分と して 一 千 七 百 萬留が これに 附 加され ねばなら. ない。 

一九 〇 四 i 一九 〇 六 年の 間に、 六つの I- シァ人 所有 製粉 工場が 鐵道 地域 內に 設立され、 シァ人 製粉 工場 は 一九 一 

〇 年 迄に 十四に なった。 其の 他 醸造所、 燒鍋、 及び 石鹼 工場 等 もあった。 一 九 〇 九 年に は 一 株式 會社 所有の 精糖 工場が 

阿 什 河に 建設され た" これ 等の 工場の 生産高 は 哈爾賓 だけで 總額約 一 千 二百 萬 留に逹 したと 推算され てゐ る。 製粉業が 

、王 要な 工業であった" 一 九 一 四 年 迄に 南 滿洲で 若干 東 要な ものと なった 油 房 業 は 起り かけて ゐ たが、 哈爾賓 地方に は 一 

4- 

九 一 三年 末に 三つの 現代 式 油 房が あつたに 過ぎなかった。 

〔一！ J3 四 三〕 阿 仆河は 哈爾资 から 東へ 鐵遨 沿線 約 二十 五哩 にある。 

〔一 四 四〕 ブー ih  Mcmchuria  §s~  the  Chinese  Eastern  Baihosjt  Harbin,  1924, で, 24S. 


日 戰爭後 哈爾贫 及び 北滿の 商業 は々 速に 發 達した。 此の 地域の 外闽貿 みは 一九 〇 八 11 一九 一 四ハ 牛の に 二倍し 

た。 此の 貿易に 於いて P シァ人 商社 は 重要な 割合 をお めた。 哈爾賓 に は 多くの 新ら しい 勿 商社 • 若干の 銀行、 保險^ 

社 及び 運送 會 社が 設立され た. - a シァ 人に よる 土地 財產の 購入が 進む と共に、 事務所 用 建物 及び 住宅の 建築が 進んだ。 

，|^ 四 五】 North  Ma-I.chur!<l  and  the  Chh 簾 i5h き m  Bauwl-y,  Hal. 一) in,  1924. つ. 271. 

此の 期^、 滿洲に 於け る シァ 人の 私的 投資の 額 を 正確に 推算す る こと は 困難. である。 大きな そして 著名な 諸 商社の 

新ら しい 投資 を 考慮に 入れ、 それによ つて 推算 を 組立 てること によって 吾々 は、 一九 0 四 年に ついて 報告され た 一千 五 

百 萬留の 投资に 追加 さるべき ものと して、 六 千萬留 とい ふ總 額に 到達す る。 

3 支那 政府の 債務 

日本との 戰爭 は露淸 銀行に 手痛い 打 擎 を 與へ、 それ は 一 九 一 〇 年に 北方 銀行 (Banque  du  Nord) と 合併して .Jc 亞 銀行 

(Russo-Asiatic  Bank) と改稱 される まで は その 打擊 から 回復し なかった。 北方 銀行 は 口 シァ 銀行で その 本店 は 口 シァに 

あるので あ るが、 そ れは 『フラン ス 商工業 助成會 社』 (：s:ci6t6  G6n6rale  pour  favoriser le  Developement  du  com- 

merce et  de  rindustrie  en  France") と 密接に 結合して ゐた。 合併のと き露淸 銀行の 资本は 二 千 三百 萬留 であった。 こ 

れは 合併の 後 三千 五 百萬留 に、 後 更に 五 千 五 百 萬 圓に增 資された。 銀行 は 商業 及び 工業 企業に 關與 して ゐ たが、 これ 等 

は 事業 投資の 總 計の 中に 勘定に 人れ られ てゐ る。 

【ほい ran ハ】 通常 Banque  R-USSOIASiatique と稱 ばれる o 
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【一 M 四 40 銀行 は 拂込资 本 二百 三十 三 萬 三千 留の黑 龍 江 汽船 及び 貿易 會此 (Amur  steasship  and  Tl.adinf,r  comp;l.-y) の 最大の 

株主であった。 此のん ガ 社は黑 龍 江 航路に よって • 換言すれば II コ ライ H フ スクを 經て松 花 江 地方から ョ ー 口 ツバへ の 火 豆 輸送に 

關與 して ゐた。 

-ぉ 一； 銀行が 設立され て il もな く- 一九 一一 年 五月に 調印され た湖廣 道 借款に-できれば 參 加しょう とい ふ與 味が 示さ 

れ た。 此の 與味は 疑 ひもな く、 一 九 一 一年 四月に 調印され た 滿洲の r 幣制 改革 及實業 開發』 のた めの 借款と 密接に 關聯 

して ゐた. - 滿洲に 於け る 口 シァの 政策 は —— そして： n 本の 政策 も 同様に —— 他からの 借款 を無關 心に 見る こと をえない 

とい ふやうな ものであった コ か k る 情勢の 下に、 口 シァは 採るべき 二つの 途 があった。 卽ち、 彼等 は 借款 團に 割込み を 

試み そして 彼等の 特殊 利益と 考 へる ところの もの を 內 部から 確保 せんこと を 期す るか、 或は 彼等 は 外部に 留まって ゐて 

借款 圑の 政策が 彼等の 利益に 反する と 感ぜられた 場合に はこれ に反對 する かであった。 ct シァは 若し 加入 させられ なか 

つたら 借款 圑の 破.：^ のために 働 くだらう とい ふ m 實は、 彼 を 加入させる の を 有利と する 考慮であった。 それと 同時に 口 

シァ (及び 日本) を 他と 平等の 條 件の 下に 加 人せ しめる こと は、 他の 關係 者の 或 者から は 借款 團に とって 勝利で あると 

觀られ た。 

【！，M 四.^〕  口 シ ァの關 心の 考. 祭 は 1  つ ield,  F.  V.,  AMlexcsl  Partic  一 p.-uou  ia  the  ccssor に ~s~s, ly 102 に、 u.  s.  Forei-yu  JRAklustaf 

ささ， PP.  183,  197,  203 を 引用して 記述され てんる。 (cf*po 

善後 借款 協定 調印に 至る までの 長い 交涉 は、 u シ了 及び 日本の 所謂 舊 借款 團 への 加入 を 含んで ゐた。 それ は、 銀行 間 

の 協定の 調印され た 一九二 一年 六月 十八 日から 一 九 一 三年 三月の アメリカの 脫 退に 至る まで は * 六國 財^であった。 湖 

廣^^惜款契約及び滿洲幣制改？si借^^^^;^約に調印した四國、 卽ち フランス、 ドイツ、 イギリス 及び 合衆^の に は、 -11 


シァ 及び H 本 を 加入させる ことが 望ましい とい ふ 一 般的 協定が あった。 此の 協定 は、 一 ァメリカせ吏が-：门^^^はしたゃぅ 

に • 支那に 對 する 融資に 於いて 『できるだけ 廣汎 な闽際 化』 を 確保 せんとの 意 11 に 基く ものであった。 一 イギリス {B^ 

の 言葉 によれば、 イギリス 政府 は 『以前の、 支那に 於け る 無益の 競爭の 政策に 復 II する こと を豫防 せんとす る 意 11 に勵 

まされ』 .^。 フランス 及び ドイツ 政府の 賛意が 同時に 表明され た。 a シァの 場合に は 借款 圑に參 加の 問題 は 二つの 事柄 

に 係って ゐた -11 その 一 つ はより 直接に ロシア 政府の 關 心事で あり、 他の 方 は 銀行家 逢の 關心 事であった。 

〔一 SS 四 九〕 新 借款 圑は、 1 九 一八 年 七月に アメリカ 政府に よって 開始され た 交涉の 結果 創設され た。 

【一 五 o〕  S.  Forcf  Behif  p.  110. 代 玴國務 卿が 北京 駐在 アメリカ 大使に 對 して。 

〔一 l!i 五一〕 S.  Forcig さ： Rd  disls, 19P  p.  no. ワシントン 駐在 イギリス 大使の 合 衆 w 代 玴画務 卿に 對 する。 

a シァ 政府 は、 若しで きれば、 その 滿洲に 於け る 地位 は 日本 以外 • の 他の？ S 政府の 地位と は 異なる とい ふ 或る 承認 を 確 

保す る ことに 關心を 持って ゐた。 此の 點に關 する 交 涉の結 ra^ は、 一九二 一 年 六月 十九 日銀 行間の 會議の 議事 錄 中の 次の 

1 節であった。 

口 シァ 又は 日本の 銀行 團が、 協定の 下に 爲す こと を 企てら るべき 何等かの 贷付 又は 惜款の 何等かの 目的に 不同意なる 場合に、 若 

しかくの 如き 貸付 又は 借款が 他の 諸 銀行 M 又は 彼等の 中の 何者かに よって 締結され、 そして ロシア 政府 又は 日本 政府が 他の 關係諸 

政府に 向って、 提案され た 事業が その 場合によって 口 シァ 又は 日本の 利益に 反する とい ふこと を 通， 古した とき は、 その 場合によつ 

て 口 シ ァ 銀行 闺 又は 日本銀行 團は 協定から 脫 退す る權利 が與 へられる であらう。 但し 脫返 する 銀行 園は脫 以"： i に 締結した すべ て 

の 金融 的 契約に 依然として 枸^され るで あらう。 B シァ 銀行 圏 又は 日本銀行 圍 の脫； ^は、 協定の 下に ある 他の 諸 銀行^の 權利 及び 

義務に 影響し ないで あらう。 

「ほ 〔五 二〕  MacM ョ Tav,  T.  V.  A.,  Treaties  i  As.6sncnfs,  vol. 11.  p.  1024. 
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a シァの 銀行家 達 は、 a シァの 代表者 即ち 露 亜 gf 仃 の、 爲 される こと あるべき 如何なる 借款に 於いても、 a シァ 引受 

分の 或 部分の 發行を 口 シァ 以外の 金融 市 5? に 於いて， そして 該 銀行 自身に よって 選ばれた 代理者に よって 爲 しうる 權 W 

を 確保し ようと 企てた。 これ は 露 IS 銀行が イギリスの 及び フランスの 金融市場に 於いて、 これ 等の 市場の 借款 團 代表者 

との 起り うべき 兢爭に 於いて、 獨 立の 活動 を なすこと を 意味した であらう。 一 つの 固の 銀行家 達が 借款 圑 代表者 を 通 

じて 他の 國に 於いて 發行 する こと を 許される とい ふ 銀行 問の 協.： 疋は、 銀行家 達に 言 は せれば、 政治的 考慮の 充分な 侵入 

であった らう。 それ は &シァ 及び 日本に、 他國に 於け る 付けうべき 資金の 存在に 基け る 政治的 勢力 を與 へる とい ふこ 

とであった。 他の 銀行家 達に よって は、 C シァ鈸 行 自身め ノ 代理者 を 通じて 他の 市場に 於いて 活動 するとい ふ ロシアの 提 

案 は 借款 團の 基礎た る 原則と 全く 一  致しない と 認められた。 

〔ほ J 五三〕 Field,  F.  V.,  yll，sm  participation  m  the  China  PISS.U 霞, p.  107. 

n シァ 及び 日本 を 加 人せ しめた 後、 一 九 一 三年 末までに 唯 一 の 借款 協定が 支那 政府と 結され た。 これ は 一 九 一 三年 

五月 一 一十 一 日に 發 行され た 所謂 善後 借款で ある. - 參 加した 五ケ 國の鈸 行 家 達 は 等分の 責任 を負擔 した。 n シァ分 五 百 萬 

碟 はべ テルブ ルグ、 プリ ュク セル、 ロンドン 及び パリで 發 行され た。 ロシアで 發 行され たの は 二百 七十 七 萬 七 千 七 百 八 

十磅 で、 これが！ 1 シァ 分と 看做された。 一九 一三 年末の 現存 額 は 英貨で 二百 七十 七 萬 七 千 七 百 八十 薛、 露貨に すれば 二 

千 六 百 三十 萬 五 千 五 百 七十 七留、 米貨に すれば 一 千 三百 四十 一 萬 六 千 六 百 七十 七 フルであった。 

二 八 九 五 年の 四 分利 金 借款への 》1 、ンァ の 參加は 上に 述べた。 一 九 一 三年 末に 於け る 此の 借款の a シァ 分の 現存 額 は 三 

千 七 百 六十 萬 一 千 五 百 1 一十 五留、 卽ち 一 千 九 百 三十 一 一 萬. 百 十 米 弗であった。 總額は 上述の SHn への 小 借款 を も 含めて 


次の 表に 纏められて ゐ る。 

第五 表 一九 I 三年 末に 於け る 支那 政府の ロシアに 對 する 債務 

• 1 九 ニー 一年の 善後 借款  二 六、 三 0 五、 五 七七留 お ニニ、 四 一六、 六 七 七 米 弗. .  . 

一八 九 五 年の 四 分利 金 借款  三 七、 六 〇1、 五 ニ五ク » 一九、 三 二 〇、 九 一〇 ク 

. 蒙古 借款  1 〇〇、〇〇〇 ク n  五一、 三 〇CH 

計  六 四、 〇〇 七、 一〇 ニク H 三 一 「七 八 八、 八 八七ク 

4 布敎 財産 

&シァ 正敎布 敎圑の 財產價 額が 報告 さるべき 主要 項目で ある。 これ は 一九 〇 四 年に 百 萬留に 上って ゐた。 これに、 一 

九 〇 四 —— 一 九 一 三年の 間に 於け る！！ シァ 正教 布 敎團の 財産に 附 加され た 分と して、 及び 其の 他 若干の 支那に 於け る „ - 

シァ 人の 宗敎的 及び 慈善 的 設立 物の 分と して 約 五十 萬留の 額が 附 加され ねばならぬ。 一 九 一 四 年に 於け る布敎 及び 慈 誇 

財 產は約 百 五十 萬 留と推 葬され うる。 

め 

5 一九 一 四 年に 於け る tl シァの 投資の 要約 

1 九 一 四 年の 支那に 於け る a シァの 投資の 要約 は 下の 表に 示されて ゐる。 此の 要約 は n  、ンァ の 支那に 於け る 支出の 全 

部 を 含んで はゐ ない。 柬淸鐵 道と 關聯 せる 支出が、 鐵 道の 項目 下に 記載され てゐる 額より は 可成り 火き いとい ふこと は 
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i 米 ニ篇各 國 ^  六 四 二 

上に 示された" それから 事業 收 益が 正常 的に 期待され る 財産の み を 含める ために 努力され た 3 

〔1f6 五 四〕 此の- は * 他の^ 研究の それ^と 1 層 近く 比較し うる 總 額 及び 百分率 を 示す やうに 變更 された。 (、し •F.K) 

前述の 筒 所と 重複す るか も 知れない が、 若干の 顯 著な 事 實を 簡單に 提示しょう。 第一に、 口 シァの 投資 地と しての 滿 

洲 及び 蒙古の m 要 性 は、 一 九 〇 四 年に 於け る 如く 一  九 一 四 年に 於いても 壓倒 的であった。 支那に 於け る シァの 投資の 

中、 決定的に 滿洲 及び 一 _ "お古に 振當 てられうる 分 は、 一九 〇 四 年に は 八 八 • 四 ％、 一九 一四 年に は 八 六 • 一 % であった。 

直接 事業 投資 を 兌れば、 換言すれば 吾々 の 推算から 支那 政府の 债務を 除外 すれば、 滿洲 及び 蒙古に 對 する 割合 は、 一 

九 〇 四 年に は 九 八 • 八 ％、 一 九 一四 年に は 九八ズ なること を 吾々 は兒 出す。 世界 戰爭 以前に 於いて は 支那に 於け るロシ 

ァの 事業 投資の 全部が これ 等 二つの 地域 内に 在った と 言 ふの が 眞實に 近い。 

第二の 顯 著な 事 實は、 束支鐵 道の 重要性で あるが、 また， 此の 重要性 は 一 九 〇 四 一 1 1 九 一 四 年の 間に 多少 減退した こ 

とに 注意し なければ ならぬ。 諸 推算 は、 柬支鐵 道 は 一九 〇 四 年に は ロシアの 事業 投資の 九 四 • 六^、 一九 一四 年に は 八 

〇％ をい ：！ めて ゐ たこと を 示ち。 柬支鐵 道の 此の 相對的 重要性の 減退 は、 主として 哈爾賓 及び 他の 小 數の北 滿洲に 於け る 

中心地の 商工業 的發 達に 因る ものである。 それ は 口 シァの 商工業の 支那の 他の 部分へ の擴 張に 因る ものではなかった。 

〔- 五〕 朿支^ 泣 は 一 九 01: 华には 口 シァの 支那に 於け る 投资. 1 額の 八 四丄ハ vr 一  九 一 四 年に は 七 〇 二 一一？ ど 占めて ゐた。 

支那 政府 務の a シァの 保有 高 は 一 丸 〇 四 年に は 口 シァの 投資の 一 〇• 六 ％、 一  九 一 四 年に は 一 1  一 *ニ％ であった。 

& シァ Q 場合に も、 支那 政-肘 借款に 對 して 直 梭事： M 投資が 犬なる 優勢 を 示して ゐる點 に 於いて、 その他の！ ：0 場合と 似 

てゐ る。 一 九 一 四 年に シァは 支那 政府に 對 する 二つの 重要な 借款に 參與 した。 兩 者の 場合と も 政治的 關 心が ロシアの 
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壬； 5:0、 八 八 七 
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參加を 刺戟した。 II シァは 正常 的に は 資本 輸人國 であって、 金融の 領域に 於いて これ 等の 結^ を 生せ しめる ために は 口 

シァ 政府の 政治的 關心 及び その 結 51^ たる 刺戟 を 必要と したので ある。 

一般に、 a シァ 政府 は、 東支鐵 道. を 通じて 働ら くこと によって a シァ の對支 事業 投資に 於け る 支配的 耍 WI であり * また 

口 シァ 政府 は、 フラン ス 系の n シァ 銀行 を 通じて 働ら くこと によって 支那 政」 肘 借款への a シ ァの參 加に 於け る 支配的 要 

因で あつたと 言 ひうる。 政府への 借款の 場合に は a シァの 資金 をフラ ン ス 及び 其の 他の 資金から 分離す る 試みが なされ 

た。 鐵 道の 場合に は、 資金 は 大部分 フラン ス から 來 たと 言 ひうる。 一 九.  一 EI 年に 於け る： t シァの 地位と： n 本の 地位との 

類似が： 忍 さるべき である。 兩 者の 場合 共、 資金 借 入れ 國の 政府が 外闽 投資の 促進に 積極的な 役割 を 演じた ので ある。 

第 六 表 一九 一四 年 二 九 一 三年 末〕 支那に 於け る ロシアの 投資 
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四、 一九 三 〇 年に 於け る ロシアの 諸 利 〈处 

1 一九 一四 年 以後の 柬支鐡 道 

今や 吾々 は、 近時に 於け る 露 支 經濟關 係の 變 化に 注意 を轉 じなければ ならぬ。 これ は 二つの 重要な 事件、 一九 一四 

！ 一九 一八 年の 世界 戰ハ 伞 及び 一 九 一 七 年の 口 シァ 革命に 特別の 注意が 與 へられねば ならぬ こと を 意味す る。 

世界. Mg- の 初年に 於いて は、 束支錢 道の 收益は 急速に 增 加した。 外！： から P シァ へ の 製造品の 輸送に 對 する 需要の ラ 

なる 4" 加が あった。 これ 等の 商品 は、 S 道 村 料 及び 軍需品と 同様に ゥ ラジオ ストック を經 由して 来た。 其の 結^ 一九 一 

五た 牛に 錢 gl は、 その 藤史に 於いて はじめて 純 (使 ( 一 千 一 一 百 七十 萬留) を擧 げた。 

一九 一 七 年 一月 一日 (革命の 一 ヶ月 前) 迄に 於け る鐵 道の 總 建設費 は 三 億 七 千 萬留に 上った。 缺損堪 補の ために ロシア 

政府に負ふ負^！^は 一 億 七 千 八 百 六十 萬留 であつ お。 此の 數字 は缺 損と して 報告され た 額に 對 する 利子 を 除外して ゐる。 

【一 Ms 六〕 これ は 一 九 一 四 年に I- シァ 政^に よって 支拂 はれた 四百 五十 一 萬 三千 留の缺 損 を 含んで ゐる。 

P シァ 革命 は、 一 九 一 七 年 十月 ボ ル シ H ヴィ ク の 勝利 後、 支那に 對 する 口 シ ァ の 經濟關 係 及び 極東に 於け る * シァ人 

の經^ 狀 態の あらゆる でお ffl を 急激に 變 化させた。 一 九 一 八 1- 一  九 一 九 年の 間 錢道は 不安定な 困難な 地位に あった。 

1 寺、 鐵道 Q 上に 舊 II シァ 政府の 官吏に よる 支配が 綾いた。 一 九 一八 年に は 支那 政府が 錢 道の 管 现 及び 瞀備を 引受け 


る ことが 提案され た。 之れ に對 して 日本の 反對が あり、 その 結 日 支軍隐 による 鐡 道の 共同 警備と いふ ことにな つた ひ 

軍事的 諸問題 は 一九 一 九 年から 一 九 ニニ 年に 至ろ 此の 線の 聯合 圃北ハ 同 監理に t 導いた。 ワシントン 會議に 於いて は 『受託』 

c*Trusteeshipd と稱 ばれた ところの 共同 監现 は、 一 時 的の ものであって 所有 權には 何等 影響し ない ものと 観られた。 

【-ls 五 七〕 1 九 一 八 年 九月 六 曰の 日 支 軍 iiS 協定に 基いて。 MacXlurray,  J.  V.  AJ  Tiks  ami 」 ぬ i ミ IV,  vol. II,  p.  1413. 

〔ほ： 五八〕 太平洋 及び 極東 問題 八 あ， 體委 a- 會の 分科 委 o: 會は、 m 支鐵 道の 所^ 機に 關 して 『鐡道 は i5J.la; 上 0 シァ 政府の 財産で ある』 

と！^ 明した。 共同 &篇 现に關 する 記述 はセ レブ レー 一 コ フ 氏に は 無い。 -R:} 

此の！： じ 期^に、 露 銀行 側から 鐵 道に 對 する 所有 關 係の 或 程度の、 王 張が あった。 銀行 は ボル シ H ヴィク 革命の 勝利 

後 パリに 於いて S: 組織され た。 露： 銀行 は鐵 道の 事務に 約 一 年間 或る 程度 參與 して ゐ たが、 その後 支那 政府 は 一 九 一 一 〇 

年に 專務现 事 ホル ワット 將 軍の 罷免 及び 理事 會に 追加 支那 人 成員 任命の 方向に 踏み出した。 これ は 露 151 銀行 及び フラ ン 

ス 政府からの 抗議の 嵐 を 捲き 起した。 その 結 ST 一  九 一 一 〇 年 十月 一 一日の 銀行と 支那 政府との の is- 支錢道 敷設 及經れ ：3 に 

關 する 續訂 契約と なった。 

【一 ぼ S 九〕 此の， ぉ定 は. 『中國 政府が 他日 正式に 承認すべき 露阈 政府と 該錢 道に 關 する 協. を遂 ぐる 迄』 の ものと してな された。 そ 

れは 『< ^社の 植限 は將來 凡ての 點に 於いて 商業の 範园 のみに 限定』 するとい ふ條. 3； を 合ん でんた。 協： 七 は China  Y§  Book, 

1923,  pp.  68—2 に採錄 されて ゐる。 

此の 協定 は、 一 九 一 1 四 年 五月 三十 一 日ソ ヴ H ト 政府が 北京 政府と 諸 懸案、 就中！ 5,^ 支鐵 道に 關 する 協定 を 蹄 結した とき 

に廢 焚され た。 紬 目 は 一 ヶ月 內に 開催 さるべき 會議に 於いて 決定す る こと.^ し、 それ迄 r 柬支錢 道の 建設 及經營 に關す 

る 一 八 九 六 年 九月 八日の 契約より 生やる 兩國 政府の 權利 にして 本 協定 及び 同鐵 道の 暫行 化：： 现協 { 足に 牴觸せ すれつ 支那^ 
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の、 王權を 侵害せ ざる もの は 之れ を 維持すべし J と 協定され.^。 

OS 六 o〕 『本 協定』 と は 『支那 共和！ 1 「ソゲ H 1 ト jr は，^: 主義 共和国 聯邦 間の 諸問題 解決の ほの 大 II に^する 協定』 である。 cf. 

year  Book.  1924,  PI).  119214. 鐵 道の 暫 行管现 協定に つ いて は pp.  119416 參 照。 尙ほ Y2lllg:,  C.  \V.,  The  II 碰. I 

BdcUions  of  Aianchuria,  AI)P>.  G. 參照。 

更に、 一 九 1 一四 年 九 H:l 一十 日に ソヴ ェ ト 政府と 奉 天 當局 (換言すれば 張 作霖將 軍の 代表者 達) との に 協定が 締結され 

た。 此の 協定 を なすこと は、 奉 1K 當 局が 五 巧 の 協定の 効力 を 承認す る こと を 担 絡した ために 必要だった ので ある。 奉 露 

協定の 一 つの 言： 要な 新ら しい 條項 は、 支那が 無償で 鐵道 を回收 しうる までの ra^gl を 八十 年から 六十 年に 短 fi した 條 項で 

あった。 其の 他の 點に 於いて は 奉 露 協定 は 五月の 北京 協定と 似た ものであった。 

〔註 六 一〕 奉 露 協定 及び 北京 協定の 原文 は Young,  C.  \V.,  The  n  szi  nf  M:mhuria,  App-  G. に 見出さ X- る。 其 

の 他に は 奉： 露 協定の 正確な 原文 を發见 する こと は 困難で ある。 & -F-RW 

一 九 二 四 年の 諸 協定の 規定 は 束支鐵 道の 露 支 共同管理 を發 生せ しめた。 理事 會 への 均等 代表 其の 他の 考案に よって 

兩者 Q 均等 を保證 せんとす る 努力が なされた。 ソヴ H ト當局 は、 錢 道の 凡て の 地位に ソヴ H ト國籍 者 を 任 川すべき こと 

を、 王 張した が、 然し. ソヴ ェ ト闽 籍に腾 せざる 口 シァ人 を. 『該 原則 を實 行す る 目的の みのた めに』 解」 おする こと は、 王 張し 

なかった。 然し 一 九 ニ四ハ 牛の 協定 は、 支配人 は 『ソヴ H 1 ト社會 主義 共和！： 聯邦！：！^』 たるべし と 規定され てゐ る。 

〔ー1^3六ニ】 1 九 二 四 年 五月 三十 1 日 北京に 於け る 支 鏜逍暫 行 管理 協定と 開 聯 せる 聲明。 Young,  C.  The  noi  Bdal 

tsns  oj  Martchuri-a,  f>.  293. 

〔一 ほ 六 I 二〕 北-; w 協定 第三 條 及び 奉：！ 新 協定 1 倏第 八. 現。 ォ スト n モフ (》oris  P  ostrounlofo は、 これ 等の 協定の 結果 j 九 二 四 年 十 


月ョ 日皆理 局長 を 免ぜられた。 彼 は 逮捕され、 そして 彼れ の 事件 は fi  ofthe  Commissim  o さ aiii  in  of  Wa- 

shington, 1926,  pp.  9517 に 簡単に 述べられて ゐる。 彼れ の 次ぎに は イワノフ (A.  N.  Ivanovy か IJSSS 長に なった o£。F:o 

一九二 四 年の 協定の 金融 的條項 は試驗 的で， 『最終的 決定まで』 で、 そして 漠然たる ものであった。 純益 は 事き によ 

つて 保管され る 規定であった。 徵 道の 買 戾し、 卽ち 六十 年 (或は 八十 年) の 期限の 經過 以前に 於け る 支那に よる しに 

關 する規 おは 、『兩 締約 國は 東支錢 道の 現實の 元價を 決定し 支那 國は該 鐵道を 正常なる 價 格を以 つて 支那 资 本に 依り 買， te- 

すべき ものと す』 となって ゐる。 一 ケ H 以内に 問 催さるべき 會議 について 北京 協定で 規定され て をり、 此の 舍議に 於い 

て 『回 牧の價 額 及び 條件』 が 決定され る ことにな つて ゐ た。 知られて ゐ る^り、 鐵 道に 關 する これ 等の 及び 其の 他の 問題 

は 其の後 決定され なかった。 この 事 は 狀勢を 悪化 させ、 終に 一 九 二 九 年の 抗爭 とい ふ結艰 になった の あ 

S 六 四〕 一 九 二 九 年の 杭-おは I 九 二 九 年 十二月 二十 二日の 所謂 ハ バロ フス ク愤定 を 成立 させた。 Ovheeler—Benuet,  D<s ミき 

§  bill  Affairs,  1929,  pp.  28114.〕 此の 協定 も 又た 試驗 的の ものであって、 『凡ての 懸案 を 整 t- する』 ために 一 九 三 〇 

年に モスクワに 於いて 會議を 開くべき こと を 規定して ゐる。 此の 會議は 開始され たが、 その 年の 末まで 何^の 成果 も"/ り， - なか 

つた。 ^支 鐵道は それ故に、 理、 收益、 及び？ 風 戾に關 する 倏 件の 下に 令： 然 n シァ 政，：^ の财. 鹿と 觀ら るべき である。 一九 三  一 ； 

六月 哈爾 喪に 於いて は- 東 支 鐵の赏 際の 支配 權は ソヴェ ート*  0 シァの 手中に あると いふ 印象が 支那 人 及び n シァ 人の 問に 一般 

的であった。 8  0F3 

ソヴ エト •  a シァの 支那に 於け る 投資 を 一お はすた めに 記載 さるべき 額 は、 一 九 三 〇 年に 就いても それ 以前の 41.01 に. 

いても 決定され うる。 官 廳 の 報告に よれば、 一九二 七 年 一月 一 日に 至る 全 錢道缝 設费は 三 億 九 千^ 六十 萬留 であつ だ，。 

其の後の 出版物に 於いて、 建設費 は それ 程 詳細で はない が、 一九 三 〇 年 一月 一日の 現在高が 示され てんる。 その 總額は 

笫 十八 章. 支那に 於け る n シァの 投^  六 g ヒ 


i?:  ニ篇各 國 篇  六 四 八 

wis 1 千 三十 萬留 である。 一 九 三 〇 年末に 於け るソヴ ェ-ト 聯邦の 支那に 於け る 投資と して 採用され たの は. 此の 額で 

ある. - 

rl£J 、五. 1 .K81l:lllic  ttm-nlu,  chilK,se  l、；lstel-n  railway,  JSta 一 idiaal ご nrhook  for  B^. 

柬支終 道の シァ 政府に 對 する 債務 總額 は、 若し 他の 諸 項目が 包含され るなら ば， 採用され た價 額の 數 倍に 達する。 

これ 等の 他の 項目の 第 一 は 缺損を M (補す るた めの 支出であって、 それ は 一 九 三 〇 年 一 月 一 日に は 一 惊七千 八 百 六十 萬留 

にト- つて ゐた。 第二 は 利拂、 償還、 及び 其の 他の 負擔を 含む 項目で ある。 利拂の 或る もの は舊ロ シァ 政府に よってな さ 

れた。 何れにせよ 此の. S= の 下に 於け る 東支鐵 道の 債務 總額は 十一 一億 一 一千 百 六十 萬留 であった と 言 はれて ねる。 若し こ 

れ 等の： i:? 項目が，〕. や 描の 四 億 一千 萬留に 加算 されれば、 十八 億 一 千萬留 とい ふ總 計に 到達す る。 此の 額の 負债 が、 以前に 

口 シァ 政府 又は 支那 政』.^ によって 3M 面目に とられて ゐ たと 想像す る こと は.' 全く 不合理で ある。 

【ーぽ 六 六〕 一 九 三 0 年 一 月 I  3 に 於け ろ 東支鐵 道の 悟 額 

(Econoluic  Biueau  of  Chinese  Eastern  K.ailway,  •ssstuxu  Ycarhook  for  1930,} 

一 八 九 八 it 1 九 〇 五 年の 期間に 負擔 せる 建設費  三 六 五、 六 四 九、 四 五 1 • 1 七 

1 九 〇 六 ！ 一 九 一 七 年の 期間に 評價 による 割 

常によ つて <：3； 擔 せる 改良 及び 新 よ  =S 費  五、 四 六 二、 一 0 四 ，七三 

1 九 一 八 11 一 九 二 九 年の 期間に 負擔 せる 改良、 

新^ 設 其の 他の 費用  三 九、 一 八 八、 六 一 七 • 八 四 

小 計  四 四、 六 五 o、 七 ニニ  • 五 七 

0 計  ，  四 一〇、一 二 〇〇 、二 六 三 * 七 四 


備考 — 、， 一 ) 東 支鐵道 經營の 期間に 於いて、 一九 0 三年から 一九 1 四 年に 至る 

-M 道 經營の 缺损場 補の ために 0 シァ 政府から 受取った 額  

(一 「鐡 道の 資本、 線路の 装備 及び 改良の ための 借款、 及び缺損^！！捕のための餘 

-J^ の 支出に 對 する 不拂 利子 及び 未 償還 額の 一 九 三 〇 年 一 月 一 日に 於け る 近似 額- 

利 子   一、 二 〇 三、 二 一  三、 五三 六 e 一  四 

償 0  一  八、 no 三、 九 〇 八 *〇一 


七 八、 五 七 丸、 六 1 七 • 九 五 


0 


、ニニ 一 、六 一 七、 wg:E> 一  五 


最後に、 鐵 道の 純益に ついて 或る 報告が なされうる。 II シァ 革命 以前に 會社 によって n シァ に、 一 千 二百 三十六^ 

三千- W の 唯 一 ひ支拂 がな された と 信ぜられて ゐる。 一 九 一 六 11 一  九 一 九 年の 間、 鐵道 は.？ ん激 なる 口 シァ留 の 下落 及び 

不安定なる 政治 狀 態に 因る 損失 を支辨 しなければ ならなかった。 これ 等の 諸 年に 於け る鐵 道の 營業收 支 を 確かめる こと 

は 事赏上 不可能で ある。 一 九 一 一 〇 11 一  九 一 一九 ン 牛に 於け る錢 道の 純益 は 左の 如くで あつたと 報吿 されて ゐる I 


九 

九 


〇 年 

1 年 

二 年 

三 年 

四 年 

五 年 

六 年 

七 年 


二、 八 二 七、 〇〇◦ 留 

二、 五 九 六、 〇〇〇 ク 

1 、二 七 五、 〇〇〇 ク 

二、 三 〇 三、 〇c〇 ク 

七、 一 六 二、 〇〇〇 ク 

五 "四 五三、 〇c〇 タ 

山ハ、 一 一 九 ，〇〇〇 ク 

五、 八 五六、 〇〇〇 ク. 
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六 四 九 


笫ニ篇 各 國 篇  六 五 〇 

1 九 二八 年 

1 九 二 九 年  五、 六 七 二、 〇〇〇 ク 

一 九 一 一四 年 以後、 錢 道の 牧益は 一 九 一 一四 年の _s 協定に 從っ て 支那 當 局と ソヴ H ト 聯邦との 問に 等分され る ことにな つ 

た。 此の 分配 は、 一 九 一 一八 年に 二 千 五 百 五十 萬 五 千 七 百 一 一十 六留が 等分され たと きに、 はじめてな された。 分配され た 

額 は 一 九 1 一八 年 一 ケ年 のみの 純益ではなかった。 それ故に 此の 額 を 純益と して 上揭の 表に 記 人す るの は 欺瞞で あらう。 

【一 IJJ 六 七〕 此 所での セ レブ レ  一一 n フ 氏の 援用 は、 收 益が 理事 會 によって 保管され ると いふ こと を 規定した 箇條 である" 私 は それが 

等分され る ことにな つて ゐ ると 知らされ たが、 等分に 關 する 此の 協定の 條. 現 を 私 は 知らな い。 (C*F*R) 

尙ほ、 一 九 二 四 年 以後 は錢 道の 營業 純益の 中から ( 一 ) 新 建設、 (二) 地方 的 運輸と 關聯 せる 同定 換算率に よる 損失、 

(三) 支那 政府 諸 設立 物へ の 補助金 を支辨 して ゐ たこと に 注意し なければ ならぬ。 支那 政府 諸 設立 物の ために 支出した 額 

は、 一九二 九 年に は 三百 二十 萬留、 一九二 四 11 一九二 九 年の 六 年 £1 の 總額は 約 二 千 百萬留 であった。 東 支 錢道は 過去 

に 於いて 敎育的 及び 慈善 的 性質の 種々 の 設立 物 を 支持して ゐ たが、 その 或る もの は 支那 人より は a シァ人 仲 問に 一般的 

に 用ゐら れてゐ た。 鐵 道の 純益の 使途に 關 する 見解の 不 一 致 は屢々 支那に 於け る 資金の 使用と いふ 問題に 立歸 つて 考へ 

る こと を 必要と した。 但し ま那 からの 送金の 問題 は 刖倘の 問題で ある。 

〔一 M 穴 八〕 一 九 二八 年に ソヴ H ト政 に 引渡された 资 金の 大部分 は、 支那から 現 實 に 送金され た. - 送金 は ロシアへ より は 寧ろ、 ィ 

ギリ ス及び其の他の ョ ー n ッパ^|§^へ であった。 

ゾヴ H ト 聯邦 政府 は、 建 ，s^p 費 約 四 億 一 千 萬留を 要した 支那に 於け る鐵道 財產の 所有者で ある。 資格 ある 技師 達なら ば， 

多分 錢近を 此の 價 格に 見 るで あらう と 出 心 はれる。 此の 財 產を创 Si する 爲 めに、 過去の シァ 政府 は 建； ぽ 費の 外に 巨額 


の 支出 をな したので あって、 その 若干 は 一億 七 千 八 百 萬 留の缺 損の 中に 報告され てゐ る。 此の 投資に 基く 支那からの 現 

實の 送金 は 約 二 千 五 百萬留 であった。 一 九 〇〇 年 以前に 口 シァの 極東 發展の 事業. 一の 一 部分と して 企てられた 此 の鐵道 

は、 一九 三 一年 末に はゾヴ H ト 聯邦の 外！： 所有 財産であった。 業 投資と して は それ は 犬なる 成功でなかった、 そして 

その 狀態は 一 九 一 七 年以來 不安の種 であり、 一 九 三 一 年の 夏まで は 最終的に 決定して ゐ なかった。 

S 穴 九 1 1 九 1 六 年に 1 千 二百 三十 六 萬 111 千留 * 1 九 二八 年に 二 千 五 百 五十 萬 留のゃ 額。 


2:1 シァの 事業 投資 

支那 本 郁 —— 吾々 は此 所で、 歐 洲戰爭 及び 一 九 f 四 年 以來の 其の 他の 蔡件 によって 露 支 貿易の 上に 起された 變 化を考 

察しなければ ならぬ。 第一 の 結 栗 は、 II シァの 外部から 來る 製造品に 對 する ロシアの 需要の 增 加であった。 かくの 如き 

商品 は、 可な りの 數 量が 支那から 再輸出 された。 

これに 綾いて、 II シァ 革命 後、 貿易 は 激減した。 例へば 茶 貿易 は 非常に 減退した。 II シァ へ輸出された茶の數，ュ=^を示 

す 次の 數字は この 事 を 明示して ゐる。 . 


九 

九 


四 年 

五 年 

六 年 

七 年 

八 年 


九 〇 二、 七 一 六 擔 

、 1 六 二、 八 1： 二 

、〇 四 九、 九 三 三 ク 

七三 三、 六. 五三 ク 

七 五、 七 〇 五 ク 
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六 五 1 


笫ニ  各 國 篇  六 五 二 

一九 一九 年  1 六 五、 三 三 四 ク 

一九二 〇 年  一 一、 五六 六 ク 

1 九 二 一 年  ニー、 一  五四ク 

1 九 ニニ 年  二 七、 五 九 四 ク 

1 九 二三 年  一 二、 〇 六 四 ク ^ 

【一 Ki セ o〕 ，ヒ orgashev,  B.  R,  :chilla,  a  Supplier  of  TTea  for  Russia.,,  Mancua  Mo: 一一 1925,  no.  517,  p.  164. 

一 九 一 五 年 は 支那の „1 シァ との 茶 貿易の 最高 記錄 であった。 11 シァ 革命 後の 口 シァ へ の 茶 輸出の 急激なる 減退 は、 漢 

口、 福 州 及び 九 江に 於け る シァ人 茶 商館の 貿易 活動の 完全なる 停止と いふ 結 si- になった。 新. しい 投資が なされた と 

推定す る こと は 不可能で あり、 そして 口 シァ 商社の 現在の 所有 財産 を評價 する こと は 困難で ある。 

〔一 S1 七 一〕 變化の<^.ん激でぁったことは、 漢ロ 稅關當 局の 次の 叙述の 中に 示されて ゐ る、) 一 九 一 五 年の 茶 季節に つ いて は、 それ は 「此 

の 港の 歴史に 於いて 最も 有利』 であった と 言 ひ、 一 九 一 八 年の その 季期 につ いて は、 それ は 『記錄 に 於いて 最も 惨澹た る もの』 

であった と 述べて ゐる J  ； Remer,  C.  F.,  The  Fordgn,  l\ad&  of  pf  p.  190. (. 邦譯、 二 五 五 頁〕 

尙ほ、 支那に 於け る a シァ 人の 地位の 變 化が 記 錄 されねば ならぬ。 一九二 一年 以前 は、 舊 ti シァ 政府-の 領事館 及び 領 

事 官逹が 活動して ゐた。 その 年 以後 それ 等 は 支那 政府に よって 閉鎖され その 職務 を罷 めた。 在 支 a シァ人 は 支那 政」 財-の 

法權の 下に 置かれ * 彼等の 治 外法 權を 喪失した。 一九二 四 年に ソヴ H ト 共和 國は 支那に よって 承認され、 ソヴ H トの外 

交官 及び 顿事官 は 支那に 現 はれた。 

〔一 la 七 二〕 一  九 二 〇 年 九月 二十 一 一一 日の 大總統 令に よってであって、 その 中で、 支那 政府の 行動 は 支那が もはや D シァの 公使 及び 領 

事 を 認めない とい ふ 事 貧に 投摅を 置いて ゐた。 正式の 治 外法 櫂拋棄 は、 P シァ によって 1 九 二 四 年の. 北京 協定 第 十二 條に 於いて 


なされた〕 "Willcuighl>y,  .Fore で m  Riuhts  (md  Biterests  in  oh, ふ vol. II,  p づ. じ /9|80. 參 (c*F*;io 

n シァ 移民の 狀態 は、 彼等が 治 外法 權， 特權 及び 保護 を 失って 以後す つと 不安定に して 困難な ものであった 3 この 事 

は 支那 人 を 鼓舞して、 彼等の 地位 を 利用して 以前の 露 支 の 諸 條約を 蹂躪す る やうな 行動に 出で しめた。 支那への シ- 

ァ 移民 は、 n シァ 革命に 基因す る 限り 一 九 一 八 年に 始まった。 それ は 特に 一 九 一 一 〇 年 以来お 速に 增 加した。 シァ 移：^. 

は 金 及ぴ贊 石、 そして 時として 共の 他の 動産の 形で 若干の 资本を 支那に 持って来た。 a シァ から 持って来られ たかくの 

如き 財産の 總價額 は、 若し 特別の 調査が なされた にしても 確かめる こと は 困難であった らう。 それ は 數百萬 金留に 上る 

であらう と 思 ふ。 そして 金に 換 へられた 資金の 一 部分が 支那に 於いて 投資され たこと は 疑 ひない。 

〔：！s 七三〕 革命 後 支那に 來 たと 一 九 1 七 年 以前から 居た とに 闘らず、 ソヴ H ト！； 民に 非る 口 シァ 人に 適 川され た 名稱" (C*F,R) 

〔S2 セ四〕 もはや 支那 政」 S によって 承認され てゐ ない D シァ 公使の 拔 つた 態度 は、 口 シァ 人の 植 利の 保護 は 此の 題に 關 する 現 

行條 約に 從 つて 存績し なければ ならぬ と いふので あった。 Q に鎮 JVxr  BSJC,  192111922,  pp.  621—59.  口 シァ 人の 取扱 ひに つ い 

て は 可な り 詳細に 書かれて ゐる d 

U シァ 移民の 主要 中心地 は 最初 哈爾賓 及び 東 支 鐵道附 纏 地で あつたが、 " シァ人 は 此の 中心から 次第に 支那 各地に 散 

り、 今では 上海、 天津、 奉 天， 大連、 靑島、 北 平 及び 漢 口に 可な りの 數が 見出される。 天 律 及び 北 平の 口 シァ 人の.^ 部分 は 蒙 

古、 新疆 及び シベリア 隣接地 方から 來 たもので ある。 在 支 口 シァ 人の 多數は 一 九 一 一一 一年に ゥ ラジオ ストックが ソヴ ェ ト 

軍に ぉ領 された とき 其 所 を 去って 朝鮮 を 經て來 たもので ある。 種々 の现. H のた め、 特に 哈爾賓 に 於け るソヴ エトの 勢力 

の增大 のために、 古い a シァ 在留民 及び 事業家 も • 新 來者も 同様に、 此の 都市から 奉 一大、 天 難 及び 上海に 移住した。 

新ら しい 情 態の 下に、 これ 等の シァ 人に よって 支那 本部に 投下され た资 本の 額 は 精確に は 推^されえない。 それが 
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第二 篇各 國篇  六 五 四 

五 百 萬^ を 下らな かつ たとい ふこ と は 確實と 認められよう。 

滿洲 及び 蒙古 以外の 支那に 於け る 種々 の 問 港 場 及び 都市に 於け る a シァ 人の 財産に 關 して 得られる 報告の 凡て を 考慮 

に 入れて、 IP::: 々は 彼等の 投資の 數字を 一九 三 〇 年に 於いて 一千 五 百 萬留と 記載す る ことができよう。 

【一 K 七 五〕 一九 一一 ー〇 年 十一月に 天津で 死んだ 一 ロシア 51 人 は、 ロシア 人 仲間で 一人 を 除いて 最も 富んで ゐ たと 報道され てゐる 。彼 

女は英 租界の 四十 三 軒の 家屋の 持主で 又た 其の 他の 諸 利益 を 持って ゐた。 私に 知らせた 人 は 此の 家の こと をよ く 知って ゐ るので 

あるが * 天 律に 於け る 彼女の 財產を 確かに iH 萬 支那 弗 を 下らな いと 見當 をつ けて ゐた。 天津に 於け る 最も .icE める ロシア 人 は 二 千 

一 支那^ を 持って ゐ ると 信ぜられて ゐる。 彼れ の 財 度 は 全部 支那に 在る が、 哈爾賓 に 最も 多く 持って ねる。 天津に 於け る B シァ 

人の 利益 は 確かに 五 百 萬 支那^ を 下らぬ と 推算され た。 (C，F,R:} 

蒙古 —— 外蒙古に 於け る 新ら しい 政治 狀態 は、 n シァ 革命の 前 及び 後の 双方に 於いて、 其 所に 於け る。 シァの 勢力の 

增 大を窗 らした。 一 九 一 一年に 外蒙古 は 新ら しい 支那 共和 國 から 獨 立を官 一言した。 支那の 宗主 權の 下に 於け る P シァの 

保護！： が、 一 九 一 五 年 六月 七日 キャフタの 露 .蒙. 支三國 協定に よって 建設され た。 口 シァ 政府 は 經濟的 領域に 於いて 援 

助 せんと 欲して、 一 九 一 四 年に 二百 萬留 及び 三百 萬留の 二つの 借款に 應 じた。 一 九 一 五 年に は 主 府庫 倫に 蒙古 國立 銀行 

が 設立され た" 此の 銀行 は 資本金 百 萬留で その 中 八十 萬留が シベリアの 銀行に よって 拂 込まれた" 

〔一 In セ六】 Maisky.  J.,  prci  Day  Mmfzotia,  p.  210. 

1 九 一 七 il 1 九 二 一年の 問に 蒙古に は 重大な 事件が 起った. - 此の 國はロ シァ 革命の 影響 及び 反革命 派の 活動に 惱ん 
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だ。 一 九 ニー  年に 隱然 たる ソヴ H トの 保護の 下に 所謂 蒙古 人民 共和 園が 建設され た。 これに 繽く諸 年間 ソヴ エトの 影響 

S 

は 蒙古の 上に 擴 大して、 此の 地： g は事實 上ソヴ H ト 聯邦に 合併され たと 認められ えよう。 蒙古 は 隣接せ るソヴ ュ ト 共和 


國と 同列に 持ち 來 たす ために 經濟 的に 改造され た。 個人 商業 は壓 迫され、 此の 及び 其の 他の 方策の 結 蒙古と ゾヴ エト 

聯邦との 貿„ ^が增 加し、 蒙古と 支那との 貿= ^は 減少 し た。 

nft 七 iTI  j  ニー  年 二  — 七月の ゥンゲ ルン * フォン • シュテ ルンべ ルヒ 男爵 (warron  Ungern  von  Sternberg,) の 統治 は 幻想 的 

な 慘虐な 最高 點 であった。 

C-S 七 八〕 外 蒙 十 W は 一 九 三 〇 年 五月 南京に 開かれた 蒙古 會議に は 代表され なかった らしい。 (C*F*K〕 

nE^LJ これ i セ レブ レニ  n フ氏 によって Fordgn  Affairs,  April  1931,  p.  514. の 蒙古に 闘す る 論文の 中に 揭 げられ た 次の 数 

字に 於いて 示されて ゐる。 

1 九 二 四 

1 九 二 五 

1 九 二 六 

1 九 二 七 

1 九 一 一 四 年に は 蒙古 共和 國と ソヴ エト •  口 シァと 共同して 蒙古 貿易 銀行 (Mongolian  Trade  wank) を^ 立した。 此 

の 銀行の 资本は 五十 萬 留で兩 者の 問に 等分され た。 一九二 一  年から 一 九 一 一六 年に 至る に、 蒙古で 活動せ るソヴ H ト政 

府の諸 設立 物 は、 扉 倫に 於け る 土地 財産 及び 住宅に 一 一 百 萬留を 下らぬ 額 を投资 した。 

又た モ ンゴ 口 ル採金 會社は 一 九 一 四 11 1 九 一 九 年の 活動 を 緩け てゐ たこと が 注意され なければ ならぬ。 これ 等の 

年の 會 社の 金鑛！ Hil に 於け る產金 總額は 四 萬 三千 四百 六 金 量 オンス 愤額百 六十 萬^で あった。 一 九 二 〇 たやに モ ンゴ 口 

ル 社 は その 鎮 を 新たに 組織され た 北京 蒙古 金鎮 公司 (Peking-Mongclor  Mining  company) に贷 貸した。 此の， $: 社 
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支那との 貿易の ％ 

年  八 五 • 七 

年  七 八 • 三 

年  六 八 • 七 

年  六 三 • 六 


ソ*聯 と の 貿易の ％ 

1 W 丄ニ 

二  了 七 

111 1 丄 11 

三 六 • 四 


^ニ篇 各 國 篇  六 五六 

れ 株主 は 支那 人、 イギリス 人 及び アメリカ人であった。 知られて ゐる りで は、 北京 蒙古 金鑌 公司 は 蒙古 政府に よって 

課された 難 かしい 條件 のために、 一 九 三 〇 ハキ 末に 於いて は 仕事に 着手して ゐ なかった。 

〔ほ 八 o〕  ン スを以 つて 示せる 年々 の 数字 は • モン ゴ n ル金^ 區に關 する 報告書 七 頁に 左の 如く 示されて ゐる。 

1 九 一 ハ牛  一 ro 二 七  一九 一 七 年  力、 £〇 八 

1 九 U パヰ  九、 八 七 九  1 九 一 八 年  三、 〇 六 四 

1 九 ニハ年  九、 九 五 七  一 九 一九 年  三、 〇 七 一 

r ュ八ー 1 Chbii  y.3r  B 。ミ c, 192111922.  p.  585. 

n シァ の投资 の 推^ を 要約しょう。 シァ 政府の 投资總 額 は 二百 二十 五 萬留と 記載す る ことができる。 それ 等 を 事業 

投资 に板當 てること は 困難で あるが、 これに 類似せ る ものと 認めうる。 一九 一 叫 年から 一九 三 〇 年に 至る 期間の 新ら し 

い 事 樂投资 は 一 1 百萬留 であった と考 へる ことができる。 此の 額 を 以前の 期お の總 額と 合算 すれば、 吾々 は 私的 事業 投資 

として 一 千 isss とい ふ總？ i に到逹 する。 玆に 於いて 事業 投资總 額 は、 若し；^^的財産のみを考盧すれば 一 千萬留 であり、 

おし ソヴ ヱ ト 政府の 財産が.：^ 含 されれば 一 千 一 一 百 一 一十 五萬留 である。 

LlKi 八 二〕 私的 财应 から 控除 さるべき 分 は、 後の 事業 投資の 要約に 於いて 考察され てゐ る。 

11  口 シァ 革命 は 11 シァ と滿洲 との， 叫の 經濟的 紐帶を 弱めた。 それが 地方 商業 及び 工業に 起った 犬なる 變 化の 主 

耍 因であった。 それ は 口 シァ资 本の 滿^ への 自 山な 流人に 終り を吿 げしめ た。 これ は 資本 を携帶 せる シァ 移民 及び 

避難 の 流入に よって 一 部分 惯 はれた。 一 九 一 八 年に は留 紙幣の 糠績 的な そして 極端な 下落 は 多くの U シァ 商社 を破產 

させ， そして 或 期間 滿洲 の經 fft 組織 は 完全なる^ 壞の 淵に 臨んで ゐた。 に 翁 手し > 取引 を 建設し * そして 新 市場 を 求 


める ことが 必要であった。 事業 は 新 通貨に 順應 しなければ ならなかった。 北 滿洲に 於け る 此の 期 の 諸 3- 化 は 他のお に 

犬なる 機 45； を 提供し、 そして 日本人が 特に それに 乘 じた。 他 國 民の 銀行 は その 在滿 支店 を 通じて 资本缺 乏に應 やる こと 

を援 けた。 輸出 人 業 商社 は 新ら しい 取引 關係 を兑 出し 此の 地方の 商工業 は 復活し 始めた。 

ロシア 革命 直後の 諸 年間に、 舊ぃ 著名な a シァ 商社の 或 者 は ffl 店し、 その 商品 ストック を 支那 人 叉 は外國 人に 齊 却し 

た。 若干の 舊 商社の 代りに、 a シァ 移民に よって 設立され 經營 される 新ら しい 請 商社が 現 はれた。 支那 當 局の 裁判 權の 

下に 人って からの 在滿 ti シァ 人の 不安定な 地位の ために， 多數の n シァ 商社 は 彼等の 塞 業 を 外！： 旗の 下に 移 棒した。 こ 

れが、 日 • 露、 露 • 佛、 及び 或 場合に は 露 • 支合辦 商社の 如き 合辦 事業の 出現 を說 明す る。 

此の 關 係に 於いて は、 北 滿洲に 於け る 支那 人の 經濟的 勢力 は 此の 期 問に I？ 大した。 , -爾賓 及び 鐵近 沿線に 多數 の^ 洋 

式に 經營 される 支那 人の 犬なる 工業 的 企業が 出現した。 赏例は 製粉業、 油 房 業 等に 擧げる ことができる。 

此の 期 に 於け る シァの 新ら しい 投資 は 五 千 萬留と 推算され た。 C シァ 人の 複雜 な變 化しつ- 4 ある 地位の 下に 於い 

て は、 完全な 調査 は爲 されえない。 五 千萬留 とい ふ 推算 を 支持す るた めに 次の 諸事 實が 考察の ために 提供され る。 

一 九 一 四 — 一 九 一 六 年。 一 九 一 四 年に チ ュ ー リン 會 社の 哈爾贫 の商會 は 煙草 工場 を 設立した。 その 翌年 束支鐵 迸お 

部 線の 阿 什 河に 新ら しい 精溏 工場が 設立され た。 一 九 一 六 年に は 露 支 合辦會 社に よって 哈爾 《ぬに 一 大 製粉 工場が？ i 坚乂さ 

れ た。 此の 三年 間に 哈爾贫 の 商人 及び 軍需品 請負人 は大 なる 利益 を 得た。 

一 九 一 七 11 一 九 一 九 年。 此の 期 ST シベリアに 於いて は 革命 及び 内亂に 因る 動搖が 最高 湖に 達した。 犬なる 数の 0 

シァ 移民 及び 避難民が 満洲に 這 人った。 全 シベリア 共同組合の 多數 がその 活動 を 滿洲に 移した。 一 九 二 〇ハ やに 移民の 流 
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l^Ml 篇 各 國 篇  六 五八 

人 は 恐らく 2_取 も 多かった らう。 彼等 は 持って来られる もの は 何でも 持って 來て、 多くの場合 商 や ^又は 工業 を 始めた。 一 

九 一 八ハ やに は、 多數の ei シァ船 今-社が 沒收を 免 かれる ために シべ リァの黑龍江6^域から北滿洲の松花江區域に彼等の汽 
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|.i を 移した。 これ 等の U シァ 汽船の 多數は 後に 支那 人に 賫却 された。 一九 一八.. 一 一九 一九 年の 間に 東支鐵 道に よって 

哈爾 (ぬ 市. 2： 及び その 周 園の 土地が 盛んに 賣 却され た。 此の 時代に 新ら しい 郊外が 形成され た。 

【一 M 八 三〕 一九二 二 年に は 松 花 江上に 八十 三隻の 汽船が あり、 その 中 三十 一一 一隻 は 0 シァ人 所有、 十二 隻は東 支. 1 造 所有であった。 

一九二 〇 11 一九二 一年。 これ 等の 年に は 哈爾贫 に 於いて 建築が 大いに 活？ S を呈 した。 ロシア 人に よって 此の 目的の 

おめに 數 百 萬留 が投资 された。 此の 盛んな 家屋 建築 は、 a シァ人 人口の 急速な 增 加の 故に 利潤の 機會を 提供す る ものと 

m わ はれた。 一九二  K やの 一 ケ 年間に、 哈爾 贫 巿含は 四百 件 を 下らぬ 建築 許可 を與 へた。 シベリアの 請 共同組合 は， シべ 

リアとの 凡ての 聯絡 を 失って 改造され た。 若干の 共同組合 は 外 國 旗の 下に 行き、 また 共同組合が 支那 國內 への 投资に 向 

つた 例 も ある。 一九二 〇 1 - 一九二 一年の ^ に、 哈爾 《负 及び 鐵道地 帶內に 左の 如き 部 e: の 新ら しい 工場が 設立され た 

11 ^皮、 羊 皮 上衣 及び フ エル ト 帽子 製造 * 罐詰、 バタ 及び チ ー ズの 製造、 印刷 及び 出版、 及び 其の 他。 束 方 露 支 運輸 

^險 及び 信； 社 (The  Eastern  E-usso.chinese  Transport,  Insurance  and  Commission  company)* ウラル ：ン ベリ 

ァ， 紅 (The  Ural-Siberian  company/ ヴォ ルガ っハ ィ カル 貿易 舍社 (The  Volga-Baikal  Tiading  company) 及び 遠柬 

^太 商業銀行 (The  Far  Fllstern  Jewish  wank  of  commerce) 等 は 凡て 此の 1^ に 設立され た。 

1 九 ニニ 一 • 一  九 二八 年。 一 九 ニニ 年に ポロ ディンと 高 田： 吶氏は 资本金 二百 萬 圓を以 つて 酒精 工場 (日露 合辦) を？ ヌ P 立 

した。 一丸 二三 年に チュ ー リン 商會は その 煙草 工場 を 摘 張、 改良した。 一九二 四 年に は 柬支鐵 道の 一 驛にー 炭酸水 工場 


が 設立され た。 同年 中に ソヴ エトの 信用 機關 なる 極東 銀行 (Dalbank)、 及び 露 佛合辦 の 都市 聯絡 電話 含 社 (Interurban 

Telephone  company) が 設立され た。 一 九 一 一 五 年に は 露 支 合 辧の穆 陵煤鑛 公司が 三百 萬 留の资 本を以 つて 設立され た。 

同年 中に 凡て B シァ人 所有の 三つの 酒精 製造 場 及び 一 つのべ 一一 ャ板 工場が 設立され た。 その他 一 九 二 七ハゃ 及び 一 九 一 1 八 

年に 設立され た 諸 製粉 工場が ある。 シァ 人が 參與 せる 乘合自 働 車線 は 一 九 一 一八 年に 增 加し、 一 九 1 一九 年に は哈雨 

車線の 延長が あった。 一九二 五 年に は、 小 工場 を 持てる ロシア 人の 諸 小 企業が 五 百 三十 名の 勞働 を 使用して ゐた。 か 

くの 如き 小 企業の 數は 一 九 一 一九 年まで 增 加を續 けた。 

〔-£ 八 四〕 Sourin,  V.  I.,  The  Mamtfacturin-g  Indus  of  NortJiern  Manchmia  and  hurbin,  Harbin,  1928,  pp.  109— 10. 

1 九 一 一九 11 一  九 三 〇 年。 一 九 一 一九 年 七月に、 北 滿洲に 於け る 支那と ソヴ H ト との 代表者の に 露 はな 抗爭 が勃發 し 

た。 一九二 九 年 十二月に 抗爭が 終った ときに、 世界的 不沉 のために 回復 は 不可能であった。 一九 三 一年の： 复、 哈爾 で 

は 約 一 萬 五 千 人の 口 シァ 人が 失業して 職 を 求めて ゐ たと 推算され てゐ る。 工業 的 發達も 商業 的 進歩 も 一 丸 三 〇 き 末まで 

は 再 開始され てゐ なかった。 

滿洲に 於け る 私的の 種類の 直接 事業 投資 は、 一 丸 三 〇 年に 於いて 總額 一億 二 千 五 百 萬留と 推算され うる。 これ は兹に 

考察され てゐる 期間に 五 千 萬 留を增 加した こと を 意味す る。 一億 二 千 五 百萬留 とい ふ總額 は、 北 滿洲に 於け る a シァ人 

の 事業 活動 の 詳細 を 知れる 何人に よっても、 過大と は考 へられない であらう。 

哈爾賓 及び 東支鐵 道附屬 地に 於け る 投資 總額は 大ざっぱに、 商工業に 五 千 萬 §H、  土地 及び 建築に 七 千 五 百 萬^と 分け 

る ことができる。 
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〔註 八 s〕 一 九 二 六 年の 爾賓に 於け る n シァ の惠業 投資の 左の 推算 は、 哈爾賓 商業 會議所 委員 會の 書記で、 一 九 二 六 年 哈爾賓 で 

出版され た cnordal  Go  一  ipnnim の 著者なる ドブ 口 ホ トフ 氏 (.N.  M.  Dobrohotov) によって なされた。 此の 推算 はセ レブ レ -I 

n フ 氏の 依赖 によって 作製され たもので ある。 


哈翻賓 に 於け る-王 要 工業と ロシア 資本の 投下- 

投下資本 


製粉 工場 

酒精 工場 

釀造場 

ウォッカ 製造 場 

油  房 

金屬 加工 工場 

ガラ ス 工場 

鞋皮 工場 

發電所 

腸 詰 工場 

パン 工場 

綴燭 工場 

乳 油 工場 

ぺ -I ャ板 工場 

材 工場 


五 


，〇〇〇 

,〇〇〇 

，二 〇〇 

，三 〇〇 

.000 

、〇〇〇 

1 〇〇 

so 

.000 

，〇〇〇 

六 〇〇 

二 五 〇 

二 五 〇 

，〇〇〇 

五 〇〇 


一九 一一 六 年 現在 (單位 一千 金 留) 


賣 渡された もの 

支那 人へ  日本人へ 

,〇〇〇 

、二 五 〇 

二 〇〇 

、〇〇〇 


1〇〇 


五 〇〇 

五 〇〇 


採木權  六、 〇〇a 

採鍍櫂  三、 〇〇〇 一 

精糖 工場  二、 〇〇〇 一 

憐寸 工場  二 五 〇 一 

バ タ 及び チ ー ズ 製造 場  五 〇〇 一 

煙草 工場  rc〇〇 一 

羊 皮 上衣 及び フ ェ ルト帽 工場  二 〇〇 一 

製靴 工場  二 〇〇； 

罐詰 工場  五 〇p 

菓子 製 造 場  二 五 〇 

石鎗 工場  1 五 〇• 

其  他  五 〇〇j 


小  計  四 五、 二 五 〇 

住宅、 倉雍、 及び 其の 

他の 逮物、 但し 東支鐵 

道の 建物 を 含まず —— 

哈爾賓  五 〇、〇〇〇 

沿  線  二、 〇〇〇 

土地 財産 广 建築 さ れてゐ ない もの) 二 五、 〇〇〇 


總  計  1 ニニ、 二 五 〇 
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3 事業 投資の 要約 

在 支 a シァ 人の 手中に ある 私的 種類の 事業 投資 總額 は、 上褐 の淮算 によれば 左の 如くで ある ！ 

支那 本部に 於け る 事業 投資  一 五、 〇〇〇、〇〇〇 留 

蒙古に 於け る 事業 投資  1 〇、〇〇〇、〇〇〇 ク 

満洲に 於け る 事業 投資  1 二 五、 〇〇〇、〇〇〇 ク 

計  一 五 〇、〇〇〇、〇〇〇 ク  ， 

此の 一 億 五 千 萬留の 額から、 支那 人の 手に 渡った 又は 其の 他の 者に 寶 渡された シァ人 企業 を 代表す る 額が 控除され 

なければ ならぬ。 此の 額 を 推算す る こと は 困難で ある、 とい ふの は、 管理 及び 法律 的 地位の 變 化に 伴 ふ 所有の 歉態を 正 

確に 知る こと は 常に 可能で はない からで ある。 上 揭のド ブロホ トフ 氏の 推算 は、 一千 四百 五十 五 萬留の 額の 支那 人 及び 

日本人への 賣 渡し を 示して ゐる。 其の後の 調査の 結娱 として、 控除 さるべき 總額は 三千 萬留と 推算され た。 玆に 於いて、 

1 九 三 〇 年の 支那に 於け る El シァ 人の 私的 事業 投資、 一 億 二 千 萬留と 推算され うる 額が 殘る ことになる。 

4 一  九 三 〇 年に 於け る 支那 政府の 債務 

此の項目の下に吾々は露：^5!銀行の最後の活動に注意を喚起しなければならぬ。 一 九 一 六 年 三月に 銀行 は 支那 政府と、 

i ロ爾 {负 から 墨爾根 を經て 愛渾に 至る 鐵道 及び 齊々 哈爾に 至る 支線 建設に 關 する 協定に 調印した" 借款 協定 は、 五 百萬磅 


2 

に對 する もので、 公^ は 世界 戰爭 後まで 發 行され ない ことにな つて ゐた。 此の 借款に 對 して 五十 萬 上海 ：1 の 前渡しが な 

された。 同年 中に 銀行 は敎育 部に 三十 萬 庫平 兩を 貸付け た。 

njli 八 六〕 MacMurray,  J.  V.  A., Treaties  and  Agreements,  vol.  11,  p.  1276. 

1 九 一 八 年に 露 亜 銀行 はソヴ H ト 政府に よって 國有 化され、 その 口 シァ 國內の 支店 は！：， 冢の 所有と なった。 外 國の代 

现人逹 は 國有化 を 承認せ す、 そして 銀行 はパ リ に 本店 を 置いて 存立 を けた。 銀行が 一 九 1 一 〇 から 一 九 一 一四 年に 至る 間 

東 支戮道 の 問題 に 重要な 役割 を演 じた こと は 前に 指摘し た。 

一 九 一 八 年から 一 九 1 二 一年 迄の 問に 銀行 は 支那 政府に 一 聯の 借款 を與 へた。 これ 等の 及び 前節に 述べた 一 九 一 六 年の 

諸 借款 を留に 換算して、 吾々 は 露 亜 銀行の 借款 總額は 四百 五 萬 四千 留 であった こと を兒 出す。 一 九 二 六 ハト九 バニ 十五 日 

に、 露 ：si 銀行 は 支那 政府に よって 閉鎖 を 命ぜられ、 淸算に 着手され た。 上海、 天" tr 芝 I 不、 及び 漢 口に 於け る 銀行の 不 

動 產は資 却され 約 三百 萬留 に換價 された。 支那に 於け る その 全 財 產は五 百 萬留に 達した であらう。 此の 銀行の 淸 S は該 

銀行に 負うて ゐる 债務を 支那 政府の 债務 表から 抹消す る。 

若し 吾々 が、 その他の 諸 借款 卽ち 一 八 九 五 年の 四 分利 借款 及び 一 九 一 三年の 善後 惜款 を振當 てるのに、 發行地 を I お 準 

として 採用し うると すれば、 一 九 三 P 年 十 一 一月 三十日 現在の a シ ァに對 する 務 として • 一  千 三百 八十 七 萬 八 千 八百ト 一 

米 弗と いふ 總額を 示す ことができる。 然るに、 露 支雨國 政府 はこれ 等の 麼務 を、 棒引きに された もの、 又は 何れにせよ 1 子 

在し ない ものと 看做して ゐる こと を 吾々 は發 見す る。 前述の 蒙古 借款 を 勘定に 入れて、 もはや 現存して ゐ ると 認められ 

てゐ ない 债務は 約 五 千 七 百 萬留に 達する。 發行 地の 原則に 基いて 吾々 が 現存 額 を 如何なる 額に 見 積る にせよ、 。シァ に 
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對 する 支那 政府の 借款 債務が 一 掃され たこと は事實 として 承認され えよう。 

1： 一！ Ji 八 七】 一 八 九 五 年の 四 分利 借款の 口 シァ分 百 四十 五 萬 六 千 百 六十 米 弗、 及び 善後 借款の Q シァ分 一 千 二百 四十 二 萬 二 千.！ ハ百五 

十 一 米 弗" 

〔ー！^5八八〕 一 八 九 五 年の 四 分利 借款に 關 して は、 此の 公債 證 書の 大部分が 1 九 三 〇 年末に はフラ ンス 及び イギリスに あつたと いふ 

こと はあり さ うな ことで ある。 善後 借款 公債 證 書に 就いては、 II ン ドンに 於け る それ 等の 賣 却が、 それに 代 はるべき 『綠 色』 證券の 

發行を 起した と 言 はれうる。 『綠 色』 證券 は 一 九 一 七 年 以後 口 シァ國 外に 於いて 所有され て ゐる原 0 シァ發 行の 證券の 代りに パリ 

で發 行され たもので ある。 此の 二つ の 借款の 證券 發 行の 結果 存在し うる 債務 は n シ ァに對 する 債務で はな い。 (C，F*R:} 

この 事 は、 一 九 二 四 年の 北京 協定 を以 つて 終り を吿 げた 圑匪 賠償金 債務に ついても やはり 眞 である。 露 ：5! 銀行、 支那 

公債 證 書の 口 シァ 國內の 所持者 達、 及び 圑匪 事件 協定の 下に 於け る a シァ 政府に 對 する 支那 政府の 諸债務 を 片付けて し 

まって、 共の 他の 考慮 さる ベ き 支那 政府の 债務は 何も 殘 つて ゐな い。 

〔註 八 九〕 大綱に 關 する 協定 第 十二 條  Young,  C.  ノ NJ  The  Jfioml  BdaUom  of  M 震 hurla,  p.  286. 同じ 曰附の 萆 明 書 は、 

支那に 於け る效育 振興の ために 基金 を 設定し、 それ は 三人より 成る 委員 會を以 つて 管理し、 委員の 一 名 はソヴ H ト 政府に よって 

任命され ると いふ 條項を 含んで ゐた。 此の所 置 は 知られて ゐ るかぎ りで は、 なされなかった。 事實 上、 支那 政府 は 一 九 二 〇 年七 

月 三十 一 日 以後、 園 匪 賠償金に 基く  口 シァ へ の 凡ての 支拂を 停止した。 簡單 なる 叙 il^ として は wordelongue,  J;  The  EmsUm 

povt§l  oj  the  Boxer  Ifnniiy,  Bureau  of  Industrial  and  cosmercial  Information,  sllang^llai,  192^.  or  1930. を 見よ o 

5 一  九 三 〇 年に 於け る U シァの 投資の 要約 

支那に 於け る ロシアの 投資 は 次の 表に 要約され て ゐる。 支那 政府の 債務 は、 前述の 理由に よって 削除され たこと が 念 


米 


私 東 
的 支 
投 鐵 
資 道 


滿 


洲 


〔一 九 0〕  ロシアの 正敎派 布敎圑 及び その他の 宗敎團 體の狀 態は佥 く 明らかで はない。 これ 等に 包含され る jt5 逢 は、 一 九 三 〇 年に 

於いて 二百 五十 萬 留の價 額 を 持って ゐ たと 考 へ られ うる。 

右の 表 は、 五 億 三千 二百 五十 五 萬 留卽ち 二 億 七 千 三百 十九 萬 八 千 百 五十 米 弗の a シァ 事業 投資 を 示す。 これ 等の 投资 

の 地理 的 分布 は、 滿洲に 九 五 • 八ズ、 蒙古に 1* 九 ％、 そして 其の 他の 支那に 二 • 三％ なること を 示す。 a シァの 投资に 

關 する 其の 他の 一 般的 叙述 は 下の 結びの 節に ある。 
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頭に 置かれねば ならぬ。 それ故に 此の 要約 は， 支那に 於け る n シァの 事業 投資 總額 であると 同時に、 凡ての 投資の 總額 

でも ある.^  . 

第 七 表 一九 II  一  0 年の 支那に 於け る a シァの 投資 
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6 近年に 於け る 支那からの 及び 支那への 送金 

a シァ 人の 私的 投資と 稱 ばれた 投資 は、 一九 三 〇 年に 對 して 總額 一 億 二 千 萬留と 推算され た。 これ 等の 投資 は 革命 以 

ホ、 支那に 在った か 又は 革命の 結 a シァ から 逃亡した 口 シァ 人の 手中に 全く 在った。 口 シァ 避難民に よって 金 及び 寶石 

の 形態で シァ から 携蒂 された 財產 は、 口 シァ 革命 直後の 諸 年に 於いて 少 くも 五 百萬留 であった と、 上に 推. 算 された。 

此の 財產は 永久 的投资 のために 支那に 來 たと 推定され うる。 支那に 於け る 事業 財産の E1 シァ人 所有者 達が 或る 將來の 時 

期に n シ ァに歸 るか 又は 他所に 行く こと を 企てる とい ふ 或る 遠い 可能性 は あるが、 これ はあり さう もない ことで ある。 

【- Lii 九 I〕 セ レブ レ -ー コ フ氏は此の.攻又は以下の^{5項にっ いて は 責任がない。 (C*F.R) 

また、 此の 事業 財產は a シァ への 何等の 利潤 又は 配當 金の 送金 を も 俘 はない とい ふこと が 指摘され うる。 財産の 所有 

者 S は 支那、 換言すれば 北滿洲 に 居り、 そして：^ 等 は 其 所に 居住し 績 ける こと を 期待して ゐる。 屢々 無國 者と 呼ばれる 

1 圑の 人達が ある。 これ は 政治的 見地から は眞實 であらう が、 經濟的 見地から は 彼等の 國 はま 那 である。 

支那に 於け る 口 シァ 政府の 財產は 支那からの 1 1 千 五 百 萬留の 送金 を 生ぜし め、 此の 額の 一 半 は 一九 一 五 年に 舊 tl シァ 

政- に られ、 他の 一半 は 一九二 八 年に ソヴ H ト 政府の 命令に よって 送られた。 

シベリアに 居る 支那 人から 支那の 彼等の 故鄕 への 送金 は 可な りの 額に 達する。 中 固 銀行の 哈爾賓 支店に よって 作製 さ 

れた 記載の 中には、 一 九 一 一九 年 九月から 一 九 三 〇 年末に 至る 期間に 於け るか X る 送金が 示されて ゐる。 送金 は 極東 銀行 

及び 中！： 銀行 を 經て來 た。 一 九 一 一九 年の 最後の 四半期の 間に、 それ 等 は 五 萬 六 千 七 百 九圓と 他に 一 千 四百 四十 八 支那 弗 


に 上った。 一 九 三 〇 年に は 1 1 十 一 萬 五 千 五 百 六十 八圓と 他に 五十 四 萬 四千 六 百 六十 三 支那 弗であった。 十六 ヶ月 の總 

計 は 殆んど 百 萬 支那 弗であった。 

これ 等の 額 は a シァに 居る 支那 人勞働 者からで あった。 ソヴ ヱ ト當 局に よって 實 施されて ゐる 外國爲 替に對 する？ 敗 格 

な 管理に 鑑みて、 これ 等の 支拂は 支那の 家族 的 紐帶の 力の 證跡 である。 シベリアに 居る 契約 勞働 者の みが 支那に 送金す 

る こと を 許されて ねる とい ふの はあり さうな ことで ある。 然し、 中國 銀行の 哈雨贫 支店の 支配人 は、 シベリアに 居る 凡 

ての 支那 人 ：& 此の 特權 を與 へられて ゐ ると いふ 意見だった。 

北 滿洲に 居る 口 シァ 人から nt シァ へ の 送金 は、 無視して い i 程 小額で あると 地方の 銀行家 達に よって 兒られ て ゐた。 

かくの 如き 送金の 困難に 對 する 不平 は 哈雨賓 に 於いて 毎日 聞かれた〕 

顯 著なる 事實 は、 投資の 價額を 考慮 すれば 口 シァの 投資と 關聯 せる 支那の 受取 及び 支那からの 支拂が 小額な ことで あ 

る。 同時に シベリアの 支那 人から 彼等の 故鄕 への 送金 はソヴ H ト政府 によって 許されて をり、 その 額 は 重要性 を 持つ に 

足る ものである。 

7 支那に 於け る &シァ 人人 口 

在 支 a シァ 人人 口の 滿 足すべき 數 字に 到達す る こと は 不可能で ある。 他の 國 民に 對 する かくの 如き 銃 計 は 通^ 支那 海 

關 統計に 據 つて ゐる。 然るに これ 等の 報告 を 研究して みると、 それ 等が I- シァの 場合に 役立つ か 何う か 疑問になる。 

先 づ在支 n シァ人 商社 ii^ を 示す 數を 考察して みょう。 此 所に 吾々 は說 明の 困難な 變化を 見出す。 かくの 如き 商社 數は 
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一 九 一 一六 年に 九 百 六十 四、 一 九 一 一七 年に 五 百 九十 五、 そして 一 九 一 一八 年に 一 千百士 一と 報吿 されて ゐる。 更に Q シァ商 

社數は 一 九 二 一年に 三百 一 一十三、 一 九 一 三年に 一 千 一 一 百 一 一十 九と 報告され てゐ る。 かくの 如き 變 化が 現 實に 起った こと 

は 最も ありさう もない。 かくの 如き 警告と 共に、 ロシアの 投資の 推算の ために 選ばれた 各 年の 在 支 商社 數を 揭げ うる。 

1 九 〇 三年  二 四 

1 九 一 三年  一 、ニニ 九 

1 九 三 〇 年  一、 〇 七三 

在 支 n シァ 人人 口 を 示す 海 關の數 字 は、 商社 數を 示す それより は、 恐らく 多少 信頼で きる であらう。 此の 場合 吾々 は 

在 支 & シァ人 數の現 赏の變 化 を 反映して ゐ ると 認め難い 變 化を數 字の 中に 見出す が、 然し 數 字の 變化は 通常 說明 できる。 

例へば、 在 支 ti シァ 人人 口 は 一 九 〇 七 年に 四百 七十 九、 一 九 〇 八 年に 九 千 五 百 一 一十と 報吿 されて ゐる。 その 說明 として、 

海關 統計 は 開港 場に 於け る外國 人人 口の み を 示して をり、 そして 大連 及び 滿洲 里が 一九 〇 七 年中に 外國 貿易に 開かれた 

ことが 指摘され うる。 更に、 ロシア 人人 口 は 一九 〇 九 年に 九 千 九 百 五十二、 一九 一 〇 年に 四 萬 九 千 三百 九十 五と 報吿さ 

れてゐ る。 突然の 變 化に 對 する 說明は 恐らく， 哈爾賓 が 一 九 〇 九 年に 開港 場に なり そして 一 九 一 〇 年に 始めて 報告され 

たとい ふ 事霄の 中に 在る。 一九 〇 四 年の 在 支 a シァ 人總數 が、 一九 〇 四 年の 海關 報告に 見出される 三百 八と いふ 數 より 

は、 一九 一 〇 年に ついて 報告され た 五 萬の 方に 近かった こと は 疑 ひない。 

更に 他の 一 例 を とれば、 El シァ 革命 直後の 諸 年の ！1 シァ 人人 口 は 左の 如く 報告され てゐ る。 

一九 一八 年  五 九、 七 一 九 

1 九 一 九 年  一四 八、 一 七 〇 


T 九 二 〇 年 

一九二 一 年 


四 四、 四 1 三 

六 八、 二 五 〇 


勿論、 これ 等の 諸 年間に ロシア 避難民が 多數 支那に 來 たこと はよ く 知られて ゐる。 又た 北 滿洲に 於け る 混亂狀 態が ti 

シァ 人人 口の 推算に 到達す る こと を 困難なら しめた こと も眞實 である。 それに も か- r はらす、 一九二 一  年に 於け る 急激 

な 減少 は 問題と されねば ならない。 

一 九 三 〇 年に ついては、 海 關の數 字 は 六 萬 五 千 三百 六十 一 とい ふ 口 シァ 人人 口 を 示して ゐる。 此の 場合 セ レブ レ 一一 コ 

フ氏 によって 作成され た 推算が 比較の ために 利用され うる。 此の 推算 は 種々 の 資料に 據る もので、 ロシアの 官吏 達 及び 

事情に 通ぜる 他の 人々 から 新ら しい 推算 を 得る こと を 含んで ゐた。 此の 一 九 三 〇 年に 對 する 推算の 總數は 約 十四 萬で あ 

つて、 その 細目 は 次の 表に 示されて ゐる。 

第 八 表 一九 lllO 年の 支那に 於け る ロシア 人人 口 


哈爾賓 - 


- 移民 

ソゲ H ト 國籍者 

支那 國籍者 


東 支鐵道 附屬地 

バルガ、 附屬地 外 
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三 〇、〇 四 四 

二 七、 六 三 三 

六、 七 九 三 


山ハ 四、 四 七 〇 

1 二八、 一 一 四 

七、 〇〇o 


六 六 九 
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其の 他の 7^ 洲 


が汎計  > 

蒙  古 

外蒙古  一 

烏 梁 海 (タ ン ヌ. 卜 ゥヮ〕 

新  0  一 

蒙古 計  一 

支那 本部 

上海 I— 佛 租界 

共同 租界 j 


天 

其 


举 

の 他 一 


支那 本部 計 

合  計 


三、 八 七 九 

三、 三 八 七 


二、 o〇〇 


八、 〇〇〇 

七， 〇〇〇 

二、 六 I 三 


七、 二 六 六 

三、 〇〇〇 

二、 〇〇〇 


七、 六  一 111 


二、 二 六 六 


六 七 〇 


、五八 四 七 八 ，九％ 


二 ま 


八 ふ％ 


1 九 三つ tei,--  ,n ト g- コ  一四 一、 四 六 三 1〇？〇％ 

1 1〇 年に f する 十 g とい ふ總計 は. 確 I ハ萬五 千，？ 

。 、i 人口の 半分 以丄 If 逸した こと！ 味す I 譽 るべき でない.， ；: S は fill 

だけ を 包括す る もめで、 バルガ 地方 、まさ，.？. i 一 、  〈一  カレ ^にし 言 ふ 力 稅關の 數字は 條約港 

W マ ノノカ 却 蒙古 及 ひ 新疆に 於け る ロシア 人人 口 をき ひこと よ 月.,, ；し 

/  . '口 を チ もこと は 期待され えない。 若し j 丸 三 


〇 年に 於け る 在 支 ロシア 人人 口と して 十四 萬が 承認され うると すれば、 一九 〇 四 年 及び 一九 一四 年に ついて、 これと 比 

較 しうる 數に 到達す る ことが 可能で あるか？ 報吿は 甚だ 不充分で あるが、 若干の 事實は 見出されうる. - 

上海 ェ 部局の 數字 は、 數 字が 欲しい と 思 ふ 諸 年に 最も 近い 諸 年に 於け る、 上海 共同 租界の シァ 人人 口 は 左の 如くで 

あった こと を 示して ゐる —— 

一九 〇 五 年，  三 五 四 

一九 一 五 年  三 六 1 

一 九 三 〇 年  三、 四 八 七 ？ 

また 天津の シァ 人人 口 は 一 九 一 五 年に 百 四十、 一 九 三 〇 年に は 約 三千であった ことが 知られて ゐる。 吾々 は 前述の 

如く 哈爾賓 の a シァ 人人 口 は 一 九 〇一 一年に 約 三 萬であった こと を 知って ゐる。 一 九 〇 三年の 一 報 吿は旅 順に 於け る 車 人 

以外の 人口 一  九 〇 三年に 四千 一 一十三と 記載して ゐる 

【！M 九 二〕  Fedham  Report,  vol.  I,  p.  51. (邦 譯、 七  一 11 四 頁、 第五 號 表) 

【一 SI 九 三〕 wank  of  Chosen,  Economic  History  。f  Manohwria,  p.  47. 同時に 一 三、 五八 三 名の 口 シァ 軍人 及び 海員が 旅 順に W た。 

得られる 報告に 基いて、 在 支 口 シァ 人數は 一 九 〇 四 年に は 約 四 萬、 一 九 一 四 年に は 約 六 萬 五 千、 そして 一 九 三 〇 年に 

は 約 十 匹 萬で あつたと 推定す るの は 安 當 であると 認められうる。 また、 ロシア 革命 直後の 諸 年間に 最も 犬なる 增 加が 起 

つたと いふ こと は 疑 ひもな く眞實 である。 天津 及び 上海から 得らる 數字 は、 滿洲 及び 蒙古 以外の 支那に 於け る 口 シァ人 

數が、 一 九 一 八 年以來 大いに 增 加した こと を 明らかに 確認せ しめる。 それ は 充分 十倍した であらう. - 換首 サれば ^命 後 

支那に 來たロ シァ人 は 先づ滿 洲に來 て、 近年に 支那の 他の 諸 港 市に 散った ので ある。 

^十 章 支那に 於け る？ ゾァ の投鰲  六 七 1 


第二 篇各 國 篇  六 七 11 

一般に、 支那の n シァ 人人 口の 增加 は、 舊 u シァ 政府の 政策なる n シァ 人の 東方 發展 及び 口 シァ 革命の 影響 を 反映す 

と 言 ふこと がで きる。 ロシア 人人 口の 九 一 % を 下らぬ 數 が滿洲 及び 蒙 古 に 在り、 そして ロシアの 投資の 殆んど 丸 八 ％ が 

同じ 地域に 在る。 

五、 結 び 

選擇 された 諸 年の 支那に 於け る シァの 投資 總額は 左の 表に 示されて ゐる。 

第 九 表 一 九 0 四 11 一  九 一一 IO 年の 支那に 於け る ロシアの 投資 

百 萬 米 弗  指 数 

1 九 〇 四 年  二 四 六 •〇  九 了 三 

1 九 一四 年  二 六 九 丄ニ  506 

1 九 三 〇 年  二 七？ 二  10了 四 

顯 著なる 事 實はロ シァの 投資の 增 加の 遲 いこと である。 增加率 は 一 九 一 四 年 以前に は 以後よりも 大きかった が、 然し 

東淸鐵 道の 建設 以來 支那に 於け る 口 シァの 投資の 犬なる 增 加はなかった。 若し 日 淸戰爭 の 終りに 於け る a シァの 投資 を 

示す 數字を 示す ことができる としても、 総額 は 閑却して い \ 位の もので あらう。 ロシアの 投資の 犬なる 增加 は、 東淸鐵 

道 及び 鐵道 がその 證 跡であった ところの 口 シァ 政府の 政策と 結びついて ゐた。 支那に 於け る n シァの 投資 は 此の 點 では 

日本の 投資と 似て ゐる。 何れの 場合に も 滿洲に 於け る 利 ハ„ ^は顯 著な 增進 をな した 11 P シァの 場合 は 日露 戰争 直前に、 
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支那に 於け る a シァ 人人 口と a シァの 投資 は 東 淸鐵道 建設 以來 滿洲に 禁中して ゐる。 満洲に 於け る a シァの 投資の 百 
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此の 表 は 支那 政府 債務の 完全なる 削除 を 示して ゐる。 支那 政府 借款 は 一 九 〇 四 年から 一 九 一 四 年 迄の 間に 察 業 投資よ 

り は 速 かに 增加 したが、 夫 等 は 大きかった こと はない。 此の 事實は 投資の 大分け の 百分率 分配に よって 明かに される。 

第 十 一 表 a シァの 事業 投資の 大分け の KB 分 率 分鼦 


日本の 場合 は その 直後に。  _ 

大分け にした & シァの 投資 は 左の 表に 示されて ゐる 11  ^ 

第 十 表 大分け にせる I 九 0 四 11 一  九 三 0 年の ロシアの 投資 一 


第二 篇各 國 篇  六 七 四 

分 率 は、 一九 〇 四 年に は 八 七 • 八ズ、 一九 一 四 年に は 八 四丄ハ ％  、そして 一九 三 〇 年に は 九 五 *八％ であった。 然し、 これ 

等の 百分率 は 重要な 變化. V 顯 はさない。 これ は、 滿洲 及び 蒙古に 於け る 投資 を、 支那に 於け る 11 シァ 人の 投资總 額に 對 

する 百分比に とる ことによって 示される。 数字 は 左の 如くで ある —— 

1 九 〇 四 年  九 八 *八％ 

一九 一四 年  九 八 •〇％  . 

1 九 一 一一 〇 年  •  九 七 ，七％ 

n シァ 人の 事業の 支那 本部への 擴 張の 輕微な 傾向が ある。 

Q シァ 人の 投资の 上海に ある もの-百分率 は、 恐らく 他の 何れの 外國人 集圑の 場合に 於け るよりも 小さい。 C1 シァ人 

は、 最近 多數 上海に 來て、 一 九 三 〇 年に は 一 九 一 四 年の 約 十倍の 數が 居た。 然し 彼等 は 資本 を 持た すに、 そして 多くの 

場合 あまり 事業の 經驗を 持た すに 来たので ある。 彼等 は 非常な 困難の 下に 上海の 事業 生活の 中に 彼等 自身の 地位 を 作つ 

た。 新来 者の 事業 財産と 上海に 居た もの i 投資 を 一 緒に して、 恐らく 一 九 一 八 年に は 三 乃至 四百 萬 米 弗 以上に は 上らな 

かったら う。 支那に 於け る n シァ 人の 投資の  一 *五％ 以上 は 上海に 無かった こと は 明かに 確實 である。 

支那に 於け る &シァ の 投資の 事業 性質 別 分布 は 左の 表に 示されて ゐる。 投資の 中、 支那 政府の 一般 目的の ための もの 

がなかった こと は 明瞭で ある。 


第 十二 表 1 九  一一 一 0 年に 於け る 辜 業 性質 别 ロシアの 投資 
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口 シァ 國內で 所持され てゐる 支那 證券に 對 する ソヴ H ト 政府の 態度 は、 直接 事業 投資 を、 何時でも 重要で はあった が， 

一 九 三 〇 年に は 口 シァの 投資の 唯一 の 形態たら しめた。 若し 同時に ソヴ H ト 政府が、 一 時意圖 したら しく 見えた やうに- 

その 東支鐵 道の 所有 權を 槻棄 したと すれば、 その 結 菜 は n シァの 投資の 大部分、 ソヴ H ト 政府が 支配し うる 投资の 全部 

を 一掃して しま ふこと になった であらう。 これが 爲 されなかった 爲 めに、 ゾ ヴヱト 政府 は 一九 三 一年に 於いて 支那に 於 

ける 事業 投資の 最大の 0 シァの 所有者であって、 總 額の 七 七 • 五％ を 持って をり、 其の 殘 りが 在 支 ロシアん 商人の 手 巾 

にあった。 

【一 九 四〕 此の 意圖は il*M  。カラハン 大使に よって 一九 一九 年 七月 二十 五 曰に 支那 國 民に 表明され た。 曰く、 『ソヴ エト 政. M は 支 

那國 民に 何等の 種類の 代償 をも耍 求す る ことなしに、 東支鐵 道と 同じく 凡ての 鑛業 權." 林 森、 金坑、 及び 其 他 帝制 政府、 ケ レン 

スキ I、 及び 匪賊 ホル ヮ ー ト等々 によつ て 彼等より 牧 奪され たる 凡ての もの を 返 P 一す』 と。 Qitua  ysr  Book,  1924,  p.  869. 然 
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i がニ篇 各國篇  六 七 六 

るに、 『^支 迸に 於け るソグ ェ ト 政府の 植益は 四、 五 年後に は 多- ゲ變 化せる 光りの 下に 現 はれた』。 Young,  C.  \V., [ 

He 一 (luons  oj  Mcuichuria,  f>.  222. 

1 九 ニー 一  年 六月に モ ス コゥ で會談 した ソヴ H ト當局 は、 何物 を も 支那に 於け る a シァの 投資と して 記載す る こと は 誤 

りで あると い ふ 意見であった。 政府 借款 は、 彼等が 言 ふに は、 n シァ が關與 せる 限り 一 掃され た。 在 支 口 シァ人 事業家 

逹 の財產 は、 所有者 達が 實際 ソヴ H ト 政府の 政治的 仇敵で あるから 11 シァの 投資と して 數 へらるべき でない。 東 支鐵道 

は、 彼等が 言 ふに は、 資本主義 國に 於いて その 語が 用 ゐられ る 如何なる 意味に 於いても シァの 投資と 見ら るべき でな 

い。 此の 鐵道 は、 彼等が 主張す るに は、 露 支 共同管理の 下に ある 共同 主權 ([3 である。 

ソヴ H ト當 局の 論點は • 支那 政府の 債務に 關 する 限り 容認され た。 然し それ は 東支鐵 道に 關 する 限り 容認され えない、 

とい ふの は、 東支鐵 道の 所有 權が 如何なる 部分で もソヴ H ト政府 によって 拋棄 された、 又は 一九 三 一 年末に 於いて 拋棄 

されて ゐ たとい ふこと を 示す 何等の 書類 又は 證據も 得られなかった からで ある。 一 九 二 四 年の 協定 及び 附屬諸 協定 は經 

營 及び 收益を 取扱って ゐ るので あって、 所有 權を 取扱って はゐ ない。 

支那 在住の 口 シァ 人達の 投資 は シァの 投資で ない とい ふ 議論 は 呤味を 要する。 例へば、 シァ 革命が 始まった とき 

に は 支那に 居り、 その後 支那に 留まって ゐた a シァの 事業家の 財産、 又は 革命 及び その 影響から 逃れる ために 支那に 來 

た n シァ 人の 財 產を考 へて 見よ。 後者の 場合に は、 彼 は 事業 を 起す に 充分な 價 額の 金、 毛皮 及び 寳石を 持って 來た かも 

知れす、 或は 何も 持た すに 来て それから 小 財產を 築き上げた かも 知れない。 かくの 如き！ 1 シァ 人の 財産 は 支那に 於け る 

外國の 投資と 認めら るべき か？ 


ソヴ エト 當局は 彼等の 結論 を 政治的 根據の 上に 置いて、 それ は外國 投資で ない とい ふ 見解 を 採って ゐる。 ま那 人の 兑 

解 は 此の 財産 は外國 投資 だとい ふに あり、 そして 彼等 は、 或る 場合に は II シァ人 所有者が 支那！： となった 場合に 於い 

て すら、 此の 見地 を 採って ゐる。 かくの 如き 口 シァ 人に ついては、 彼等 は國を 持たない とい ふこと がで きる。 彼等 は、 

若し 彼等と 支那 人との 間に 人種の 差違がなかったならば、 旣に 彼等の 新ら しい 母 國に受 入れられて ゐ たらう とい ふこと 

はあり さうな ことで ある。 が 然し また、 彼等 は 彼等の 政治的 對立を 持って 來てゐ る こと も事實 であって、 これが、 彼等 

に對 する 支那 人の 態度 を說 明す るに 役立つ ので ある。 

『白 系. b シァ 人の 場合 は與 味が ある。 とい ふの は 支那に 於け る 多くの 外國 人集團 を記號 づけて ゐる 若干の 特質 を 持つ 

てゐ ないから である。 人 は 支那に 於いて、 外國人 又は 外國 人團體 による 彼等の 國の 經濟的 發展を 好ましい ものと して 容 

認 する ことから 支那 人 を 妨げる もの は、 治 外法 權 であると いふ こと を屢々 聞かされる。 然るに 口 シァ人 は 一 九 ニニ 年以 

來治 外法 權を 持って ゐ ない。 人 はまた、 外國 人集團 の母國 政府からの 政治的 支配の 危險 であると. S ふこと を 問 かされる。 

然るに &シァ 人 は 彼等の 母國 政府と 衝突して をり、 その 政府に よって 非認 されて ゐる。 私 は- 治 外法 權の 中に 投 はる ま 

那 人から 見ての 危險- 又は 外國 人の 經濟 的發！ ^が 外國の 政治的 支配に 導きうる とい ふ 明らかな 事實 を、 最小に 兑積 らう 

とい ふ 意圖は 持たない。 然し、 治 外法 權の缺 除と いふ ことが、 『白 系』 C1 シァ 人に よる 經濟的 發展を 好ましき ものと して 

容認され るに 至らし めなかった ことに 注意す る こと は 肝要で ある。 法律 的 及び 政治的 所 置 は 根本的な 困難で はない とい 

ふ 結論 は 避けえない やうで ある。 

支那に 永久 的に 居住した やうに 見える a シァ 人の 財產 は， 種々 の 理由に よって a シァの 投資に 含めら，^ た。 第 一 に • 
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例へば ソヴ H トの 機關 なる 極東 銀行と 他 の シァ 人の 事業 財産との 區別 をな す こ とが 實際 上不 可能 で あった (〕 第二の 理 

由 は、 支那に 於け る 何れの 外 園 人集團 でも その 財產の 或る 部分 は 支郑に 永久 的に 居住せ る 者に よって 所有され てゐ ると 

いふ 事實の 中に 在る。 口 シァの 場合に 差別 をな すべき 充分の 根據 はなかった。 

提示され た總額 は、 正常 的に 牧人 を 生む ことが 期待され、 そして a シァ 人の 法律上の 所有の 下に ある 財 產の總 額で あ 

る。 此の 財産の 口 シァ 人の 所有 權が 必然的に 支那から 年々 利益 配當 又は 利潤の 支 拂を伴 ふ ものであると 想像 さるべき で 

はない。 これに 伴 ふ 國際牧 支の 問題 は 別個の ものである。 ロシアの 支那に 於け る 投資が 生ぜし めた 見出しうる 支那から 

の支拂 は、 一 九 一 四 年 以来 一 千 一 一 百 五十 萬 米 弗 以上に はならなかった こと は 前述の通り である。 外國人 所有 財產 の評價 

は 年々 の 國際收 支を發 見す るた めの 第一歩で は あるが、 それ は 第一歩 以上の もので はない。 其の 他 >  外國 所有 財 產總額 

を 推算す る 附加的 理由が ある。 卽ち、 北 滿洲の 産業 的 開發の 非常に 犬なる 部分が a シァ 人の 手中に ある こと は 重要な 事 

實 である。 

繰返して 言 ふが、 東 支 鐵道は 一九 〇〇 年 以來づ つと 支那に 於け る ロシアの 主要な 投資であった。 此の 鐵道は 還 々口シ 

ァの 著者に よって、 シベリアの 兩 部分 を 連絡す る 橋と 稱 せられる。 モス コゥ で會談 した ソヴ H トの 支那 問題 研究者 達 は 

此の 比 論 を 用ゐ、 そして ソヴ H ト •  シァは 此の 鐵 道に 關 して： F 等の 政治的 野心 を も 持たない と斷言 したつ ソヴ H ト政 

府は、 彼等の 言 ふに は、 た^ 橋 を 開設し 使用し うる やうに 維持 せんと 欲する にすぎない。 此の 橋梁 を 閉鎖し 又は その 有 

用 性 を破壞 せんとす る 圃 が あれば、 ソヴ H ト政椅 は 看過し ないだら うとい ふ聲 明が 附 加され た。 ロシアの 利益が 採る 形 

^又は それが 表明され る 方法が 如何なるに もせよ、 根 抵に橫 はる 經濟的 及び 地理 的條 件が 支那に 於け る El シァの 經濟政 
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策の 目檩を 決定 するとい ふ 結論 は 免 かれえない やうで ある 

帝制 政府の 下に 於いて は、 フランスからの 借 入れが、 ロシア 人 をして 支那に 於け る その 經濟 政策 を 進める に 必要な 资 

本 を 調達す る こと を 可能なら しめた。 かくの 如くして 資本 輸入 國ロ シァ は， 一 八 九 五 年から 一 九 一 四 年に 至る まで 支那 

に 於いて 重要な 役割 を演 する ことができ たので ある。 吾し 吾 々が， 外國 資本 は 依然として 要求され てゐ ると いふ こと を 

旣定 の事實 として 承認 するならば * 次に 吾々 は ソヴヱ ト • a シ ァに關 して、 彼が 近い 將來に 於いて 重要な 役割 を演 する 

手段 を 見出す であらう か を 尋ねる ことができよう。 

第 十一 一 1 表 支那の 國際 經濟關 係に 於け る B シァの 地位 

(海關 統計 は^ にの み 用 ゐられ た) 
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第 十九 章 支那に 於け る フランスの 投資 

一 、 一 九 〇 二 年に 於け る 投資 *  \ 

今世紀 初頭の 支那に 於け るフラ ン ス の 投資に 關 する 報告 は 見出す ことが 困難で あり、 そして 通常 吾々 の 目的に とって 

は あまりに 一般的の ものである。 例へば ルヴィ ー (R.G.Levy) は 一 八 九 七 年に フランスの 諸 利益 を 五 億 法と 兒 積つ 

た。 詳細な 報告 は、 一 九 〇一 一年に フラ ン ス 外務大臣 によって 海外に 於け るフラ ン スの 富と いふ 題目の 下に 組織され た 一 

調査の 結 E ポの 中に 於いての み 得られる。 質問 票 を 用 ゐて大 ほ は 共和 國 の 世界中の 外交官 及び 領事 宫 から 可な りな 景" の 

經， S 的 事實の 報告 を 得ん ゲ フランスの 報吿 によれば、 一九 〇 二 年に 支那に 六 億 五 千 萬 法の 額が 投資され てゐ た。 此の 總 

額 は 左の 諸 項目 を 含んで ゐた 11 『商業』 六 千 萬 法 、『フランス 人の 不動産』 四千 七 百 萬 法 T 鑛山』 五 百 萬 法、 『借款』 冗 

億 三千 九 百 萬 法。 『商業』 資本 六 千 萬 法 は 上海、 天 及び 漢 口の 六十の 商社に 分配され てゐ る。 『フランス 人の 不動 產』 

の 中、 三千 七 百 萬 法 は 諸 布 敎圑體 の 所有と 報告され、 殘餘の 一 部分 は 一 つの 汽船 會社 (十一 一 萬 五 千 法) 及び 上海 並びに 

漢 口に 在る 紡績 會社 及び 煙草 會社 (五十 萬 法) の 所有で ある。 若し 吾々 が フランスの 報告から 直接 投資の 推 葬に 到達せ 

んと 欲すれば、 吾々 は 『商業』 の 六 千 萬 法 及び 鑛 山の 五 百 萬 法の みならす、 尙ほ布 敎圑體 への 三千 七 百 萬 法 を 引 去った 

殘 りの 不動 產 一千 萬 法 及び、 これ は 最も 重要な ものであるが、 雲南鐵 道の 全 資本 を も 含めなければ ならぬ。 此の 錢 道 は 
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フランス 人に よって 所有 も經營 もされて ゐ るので あるから、 フランスの 報告に 於いて 此の 最後の 額 を 『借款』 の 項に 含 

めて ゐ るの は 誤謬に 導く ものである。 雲南鐵 道の 資本 七 千 八 百 萬 法 を 加へ て、 フラン スの 事業 投資 は 一 億 五 千 三百 萬 法 

とい ふ 額に 達した。 同じ 計算に よって、 吾々 は 支那に 對 する フランスの 借款の 數字を 五 億 三千 九 百 萬 法から 四 億 六 千 百 

萬 法に 減じた が、 然し 此の 數字も 多過ぎる。 吾々 は、 何れの 記錄 された フランスの 發 行に も歸 する ことので きない 『雜 

五 千 萬』 とい ふ 不思議な 項目 を 控除す る こと をうる。 かくの 如くして 吾々 は、 事業 投資と して は 一億 五 千 三百 萬 法、 政 

府 債務と して は 四 億 一 千 百 萬 法と いふ 總 額に 到達す る。 

♦ これ 以前の 諸 年に ついては、 支那に 於け る外國 投資の I 般的 研究と 關聯 して French  (l~ui  German,  fs  in  China  (no 

nohilu,  1929) とい ふ 報告 を 書いた ミシガン 大學 經濟學 部の ハヮ ー ド リス 敎授 (Howard  S.  Ellis) によって 中間 的勞 作が 

なされた。 

【一! Si  一  〕  Levy,  G.,  -Tol.tune  IVIobili や re  de  la  France  k  rEtrangel.,"  Be 謹 dcs  Jkiix  Mondcs,  March 15, 1897,  p.  439. 

〔一！ S 二〕 報告 は Journal  offit  de  la  ii"pumque  FrGste,  34th  Year,  n?  261,  p.  6386,  September,  1902. に褐 載され た。 

その 耍約は Jollsd  of  tfs  Bi.  StatlsUccd  Society  December,  1903,  p.  730 に揭 載され た。 此の 報告の 信頼し うる 程度 は 問題と 

された。 Feis,  H.,  Eur,  tha  wis  Banker,  187011914,  New  Ilavcn,  1930,  p.  50 脚註 を 見よ。 然し、 支那に 對 する 推算 は 

恐らく 此の 報告の 他の 部分より は信賴 できる と いふ こと をえ よう。 何故ならば、 治 外法 權の 下に 於いて 在 支フラ ン ス 領事 官は明 

ら かに 信 親す ベ き 報吿を 得た にちがいないから である。 

〔一 M 一一 一】 支那 海關 報告 は、 1 九 〇 二 年に 於け る 在 支 商社 数 を 七十 一 、 フランス 人數を I 千 二百 十三と 記載して ゐる 、し 

他の 諸 図の 借款の 計算に 用 ゐられ た 方法に よって 私が 到達す る數字 は、 六 千 百 五十 一 萬 九 千 七 百 二十 六 米 弗 (約 三 億 

1 千 八 百 萬 法) とい ふ總 額になる。 ， ^の 表に 擧 げられ た 第二の 借款に 於いて は、 フランスで 發 行され た 分の 割合につ い 


て 不確かで あり、 そして 何れの 場合に も フラン ス の現實 保有 額 は 知られて ゐ ない。 三 億 一 千 八 百 萬 法と いふ 總 額の 方が、 

フ ラ ン ス の 報告の 四 億 一 千 百 萬 法よりも 尙ほ眞 に 近いと 私 は 信す る。 

〔一! SS 四〕 さク I ノ  R-ty  EntcrpHsc  in  CFl,  p.  102. は それ を 八 〇％ であると 言 つて ゐる。 エミル • ガランド (Emile  GallancO 

の 一 論文の 中で は それが 六 〇％ であった と 述べ ら れてゐ る。 此 論文の 拔粹は Boord  of  Trade  Journal ,  December 19, 1901, 

vol. 35,  pp.  54-56 に揭 載され てゐ る。  • 


第一 表 一丸 0 一  年 十二月 一！ 一十  一 B 現在の フランスに 對 する 支那の 借款 
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事業 投資に 關 する フランスの 報告の 總額 及び 右の 借款の 總額を 採用 すれば、 吾々 は 九 千 百 十 萬 米 弗、 卽ち四 億 七 千 百 

萬 法と いふ 總 額に 到達す る。 凡て CI 1 マ舊敎 派の 圑體 なる 布 敎圑體 の 財產は 三千 七 百 萬 法 卽ち約 五 百 四十 萬 米 弗に 上つ 

た。 若し 吾々 が 現 狀に對 する 吾々 の 知識から 判斷 しうるならば、 これ 等の 布敎 財産の 可な りの 部分が 牧人 を はるた めで 

あり、 それ故に 直接 投資の 下に 包含 さるべき である こと は 明らかに 確實 であるが、 充分な 報告がない ので これ は その 內 

に 含められ なかった。 
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J^Ml 篇各 國 篇  六 八 四 

第二 表 一 九 0 ニ车の 支那に 於け る フランスの 投資 

事業 投資  二 九、 六 〇〇、〇〇〇 米 弗 

政府 債務  六 一、 五 ll〇、c〇〇 

計  九 一、一 二 〇、〇〇〇 

二、 一九 一 四 年に 於け る 投資 

支那 政 倚 憒務の フランス の 保有 額 は、 一 九 一 三年 末までに 約 一 億 一 千 百 萬 米 弗の 總 額に 達した。 これ は 一 九 〇一 一年に 

於け る 六 千 萬 弗 少し 餘の總 額と 比 i$ さるべき である。 然るに 若し 圑匪 賠償金が 加算 されれば、 總額は 約 一 億 六 千 萬 米 弗 

になる であらう 0 

1 九 〇1  一 11 1 九 一 三年の 間に フ ラ ン ス人 は、 支那 政府に 對 する 此の 期間の 終りに 現存して ゐた唯 一 の 一 般的 借款、 

卽ち 一九 一 三年の 善後 借款に 參 加し.^。。 

〔一！ は 五〕 フラン ス 人が 參 加した 若干の 小 借款 は 善後 借？ の 手 取 金から 償還され た。 これ 等の 借款 は MacMurray,  J.  V.  A.,  Trea- 

ties avd  Agreevis,  Vol. II,  f-p.  1017-8, に列舉 されて ゐる。 

道發 達へ の フラン スの 參與は C1 シァ 及びべ ルギ ー の 利益との 協同に 於いてであった。 東淸鐵 道の 場合に は、 資金 は 

支那に 於け る 何等の 現實の 所有 權を も、 そして 支那に 於け る 財 產に對 する 何等の 法律 的 請求 權を もフラ ン ス 人に 與 へな 

> やうに して 供給され た。 フラン ス 人が 特 つて ゐた 請求 權は 或る E1 シァ の會社 及び P シァ 政府に 對 する もので あつたが， 


支那に 於け る 投資 は 全然 a シァの ものであった。 然し、 フランス 人 は 種々 の條 件で、 山 西 省の 主府太 原府と 京漢鐵 道と 

を 聯絡す る 山 西 (正 太) 鐵道 契約に 據る 融資に 參 加した。 此の 契約に 俾 ふ债務 は、 それに 關與 せる フランスの 會社 によ 

つて 肩替 りされ、 そして 借款 は 全然 フラン スの ものと 見られて ゐた。 

【_-l;!i 六〕 MacMurrayJ. く. A.,  Tr き tics 函1  ylto^rsmes ヌ vol. T, で. 356, お BaylinJ.R-.,  FSC 、： si  Loa-  oh!l<J:l.5m  of  C/dm,, づ. 31. 

フランスと ベル ギ ー の 利益 は、 現在 隴海鐵 道と して 知られて ゐる鐵 道 建設の ための 二つの 借款に 於いて 協同した。 此 

の名稱 は、 甘肅 省の 首府 蘭 州から、 江 蘇 省の 北部 海 州に 於いて 海に 至る 害の 全豫定 線に 與 へられて ゐる ものである。 第一 

の 協定 は 開封から 河南 府に 至る、 沐洛鐵 道と して 知られて ゐる 線に 對 する もので、 その 額 は 四千 百 萬 法に 封す る もので 

あった。 第二の もの は沐洛 鐵道を 双方に 延長す るた めで 四百 萬薛の 公債の 發 行が 含まれて ゐた。 兩 方の 契約 共べ ルギ ー 

の會 社との 間に 締結され たもので、 その 會 社の 持 分の 一半 は フランスに 於いて 發 行され た。 沐洛錢 道 公偾は フランス 及 

びべ ルギ- "で發 行され、 隴海鐵 道 公 潰 はべ ルギ ー だけで 發 行され たが、 此の 後者 は フランス 官吏に よって 作成され たフ 

ランスに 對 する 債務 表の 中に 見出される のであって、 一 部分 は フランスの ものと 見られねば ならぬ。 フランスと ベル ギ 

1 の 利 ハ^ はこれ 等の 利益に 於いて は 非常に 密接に 結合して ゐて、 人 は それ を兩 者の 間に 等分す るの 外ない。 同様の こと 

が、 佛領 印度支那と 北京と を鐵 道に よって 聯絡し ようとい ふ 野心 的な 計畫の 一部なる 同成鐵 道に 對 する 前渡金と して 私 

の 表の 中に 現 はれて ゐる 債務に ついても、 言 はれうる 0 

右に ^扱 はれた 諸 借款 は 左に 表示され てゐ る。 
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第三 表 一 九 一 四 年 現在の 支那 政椅 債務の フランス 分. - 
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* 鬨匪 賠償金 フラ ン ス分は 五 千 百 萬 米 弗 

一丸 一 四 年の 支那に 於け る フランスの 事業 投資 は、 第 一 に 雲南鐵 道の 價額を 含んで ゐる。 幸に 吾. < は、 此の 鐵 道の 建 


設 費に 關 する 一 九 〇 八 年 四月 十三 日の 佛支 協定 を 利用し うる。 總 建設費 は 一 億 六 千 五 百 四十 六 萬 六 千 八 百 八十 八 法と tn>^ 

込まれ、 そして 資金 は 左の 如き 財源から であると 報吿 された I . 

株式 資本  一 四、 九  一一 5、 四 四 1 法 

、 社  債  八 六、 四 九 四、 九 六ニク 

植民地 政府の 補助金  .一 ハ四、 〇 四 1 、 四 八五ク 

鼓に 於いて 吾々 は 一 九 一 四 年に 於け る 雲 南 鐵 道への フラ ン スの 投資 は 約 三千 一 一 百 萬 米 弗で あつたと へ てよ からう。 

SCS 鐡道 借款 契約の 第三 十四 倏の 规定 と關聯 してな された。 JVIacMurray,  J.  V.  A.,  Treaties  and  ,45rl-e 气 s,  vol.  I,  p.  461. 

【一 lilJ 八】 右の 額 は 私の 依賴 によって 鐵逍の 一 職 o; によって 作成され た 報告に 據る ものである。 

鐵 道へ の もの 以外の フラン ス の事業投資は只^^測しぅるだけでぁる。 かくの 如き 投資 は 一 九 〇 二 年に 一 千 五 百 萬 米 „^ 

で、 その 時に 鐵道 について 報告され たのと 略よ 等 額であった。 若し 此の 比率が 持續 して ゐる とすれば、 今 考察され てゐ 

る 事業 投資 は 一 九 一 四 年に 約 三千 萬 米 弗になる であらう。 支那 海關 によって 報告され た フラン ス 商社 數は 一 九 〇一 ー华の 

七十 一から 一九 一 四 年に は 百 十三に 增 加した こと を 吾々 は 知る。 若し これ 等の 諸 商社の 規模が 變化を 受けなかった とす 

れば、 それ 等の 事業 投資 は 一 九 〇 二 年の 一 千 五 百 萬 米 弗から 一 九 一 四 年に は 約 一 一千 五 百 萬 米 弗に 增 加した と 推定す る こ 

とがで きる 。玆に 於いて 吾々 は、 一九 一四 年に 於け る フランスの 事業 投資 總額を 約 六 千 萬 米 弗、 その 中 三千 二百 萬 米： g: 

は鐵 道に、 そして 一 一千 八 百 萬 米 弗 は 商業 的 及び 事業 的 企業に と 推算す る ことができる。 

若し 吾々 が、 事業 投資に 關 する 知識から 假定 しうる やうに、 直接 事業 投資と 政府 借款との 間の 比率が 一 九 〇 二 I 一  九 一 

四 年の に 大して 變ら なかった と假定 すれば、 右の 大 さの 總 額に 對 する 一層の 支持が 見出されうる であらう。 直接 投资 
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は 一 九 〇 二 年に は 借款の 半額に 等しかった のであって、 一 九 一 四 年に 於け る 政府 借款の 半分 は 五 千 五 百 萬 米 弗になる。 

フ ラ ン ス諸布 敎围體 の 手中に ある 牧人 を 生む 財産と して、 如何なる 額 を 加算すべき か を 言 ふこと は 不可能で ある。 やお 

し 此の 額が 知られた とすれば、 それ は フランスの 財產を 多少 增 加させる かも 知れない が、 然し 凡ての もの を 勘定に 入れ 

て も， それ は 一 億 八 千 五 百 萬 米 弗 以上になる ことはなかった であらう。 一九 一四 年に 對 する 要約 は 次の 表に 示される。 

第 四 表 一九 一 四 年の 支那に 於け る フランスの 投資 

. 事業 投資  六 〇、〇〇〇、〇d〇 米 弗 

政府 債務  111 、三 七 四、 〇〇〇 グ 

計  1 七 1 、三 七 四、 〇〇〇 ク 

OS 九〕 モ —ルト ン 及び ルゥ イス は、 『支那に 於け るフラ ン ス の 投資 總額は 1 九 1 四 年に 恐らく 十億 法 以上であった』 と いふ 推測 を 

下して ゐ る。 The  French  Debt  Problem,  p.  339.  ^の 愤算は 十億 去より 稍少 くなる。 

三、 一 九 三 一 年に 於け る 投資 

1 九 三 〇 11 1 九 三 一 年に 於け る 支那 政府の フラ ン ス 人に 對 する 债務を 推算す る こと は、 困難な 地域に 踏 込む ことで 

ある。 最後 的數字 は、 他の 何れの 國の 場合に 於け るよりも 多くの 疑問と 不確實 性と を 含んで ゐ る。 私 は 他の 場合に 於け 

る 如く、 第一に 支那 政府 一般 目的の ための 債務、 第二に 鐵道 债務、 そして 最後に r 無擔 保』 借款の フランス 分 を 考察し 

て 行かう。 然るに、 一 般的說 明が なされうる 二つの 事 がらが ある。 

これ 等の 第 一 は 中 法 實業齦 行 (liallque  IndL&rieue  de  dliluo と關聯 せる 全 系列 Q 債務で ある。 若し 人が、 一 九 一 一 


五 年の 財政 蔡理會 によって 作成され た 支那の 無擔保 借款の 数字に 眼を轉 するならば、 整理 食 は フラン ス分 として 百 二十 

三 萬 支那 弗と いふ 總 額に 到達した こと を發 見す る。 フランス 债權 者の 數字は 七 千 三百 五十 四 萬 九 千 支那 弗に なった。 此 

の 差違 は 俊權者 達が、 中 法實業 銀行に 對 する 债務を 包含 させた に 因る ものである。 財政 部の 一 九 二 七 年の 文書 は、 中 法 

實業 銀行に 對 する 『無擔 保』 債務と して 二十 を 下らぬ 項目、 總計約 二 億 法を擧 げてゐ る。 此の 額 は 此の 文書の 最後 的數 

字の 中には 現 はれて ゐ ない。 他方に 於いて、 後述の フランス 外務省への 一 九 一 一七 年 七月の 官廳 報告 は、 中 法實業 銀行に 

對 する 支那 政府の 二 億 六 千 萬 金 法に 上る 债務を 有効で あると して 擧げ てゐ る。 私 は 中 法實業 銀行に 關聯 せる 如何なる 俊 

務を も、 その 債務が 一九二 五 年の フランス 圑匪 賠償金 協定に よって さう 認められない 限り、 全部 除外した。 中 法 實業銀 

行の 排除に ついては 一 言 說明を 要する。 

D1S  一  0】 Lieu.  D.  K;.,  Forefgn.  rnvestments  in  Qhma,  1929, で. 37. 

一九 一 三年に 此の フランスの 銀行 は 支那 金融に 於いて 積極的な、 多彩な、 そして 短 かい 行程 を 開始した。 それ は その 

生命 を 延べん とする 無益. な 努力の 後に、 一九二 一 年 六月に その 店 を閉ぢ た。 此の 事件 決定 は 長い 複雜な 物語り を 構成す 

るので あって、 私 は それ を できるだけ 要約して 述べよう。 此の 銀行が 破產 したと き >  その 極東の 諸 支店 は多數 の！ 115 務を 

持って をり、 それ は 勿論 支那 人に 對 する 多數の もの を 含んで ゐた。 同時に 銀行 は その 採 式に 對 する 未 拂込採 金の ため 及 

び 時々 なされた 多數の 貸付のに めに 支那 政府に 對 する 債權 者であった。 一 つの 計畫が 作成され、 それによ つて、 圑匪賠 

償金に 基く 支那からの 支拂 が、 それが 金 法 紛議の 後に 決定的に 再開され たと きに、 四千 三百 八十 九 萬 三千 九 百 米 弗の 米貨 

公債 發 行の 基礎と なった。 此の 公債 は 中 法實業 銀行に 對 する 極東の 債權 者への 支拂に 用うる こと.^ し、 債 權者達 は 彼等 
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が 所有せ る 銀行の 彼等に 對 する 债務の 承認なる 所謂 分配 證券 (Bons き Jis を、 支那 政府に 引渡す こと、 され 

た。 これ 等の 分配 證券 は、 最後 的に 中 法實業 銀行の 資産から 換價 された 資金に よって 決算され る 害であって、 そこで 此 

の 資金 は敎育 及び 慈善の 目的 のために 佛 • 支 委員 會 に 引渡される こと X なった。 

0 一一〕 1 九 ニニ 年 十二月に 圑匪 賠償金の 支拂が 再開され たと きに、 支那 側の 議論 は、 支那 は 『紙幣』 法を以 つてすべき である 

とい ふに あった。 フラン ス側 は、 支拂は 『金』 法 卽ち戰 前の 平價に 於いてすべき であると 論爭 した。 フラン スの 議論が 勝った 此 

の 紛爭は 政治的 關係 及び 中 法實業 銀行の 破産が 無かった ならば、 決して 尖銳に はならなかった であらう と 信ずべき 理由が ある。 

此の 事件の 全貌 は Wright,  S.  F.,  The  。。一 Jcdlon  and  Disposal  of  th?.c 一, ms  Bsnue,  J)p.  118,-24. に 明示され てゐ る。 

私 は 中 法實業 銀行の 後繼 者なる 中 法ェ商 銀行 (Banque  Franco-Chinoise  pour le  Commerce  et  rindustrie) から、 

公債 證書 (各 五十 米 弗の) は 一九 三 一年 三月 末に 於いて 左の 如く 所 分され てゐ たとい ふ 報告 を 受けた。 

證書数 

中 法實業 銀行の 1^ 東の 債權 者へ  七 〇 五、 六 〇o  , 

敎育 及び 慈善事業 佛支 委員 曾へ  六 三、 二 五 〇 

中 法實業 銀行 株に 對 する 支那 政府 債務の 決濟に  三 七、 三 七 八 

中 法實業 銀行に 對 する 支那 政府の 其の 他の 債務の 決濟に  七 1 、五六 三 

俘  止  八 七 


計  八 七 七、 八 七 八 

これ 等の 所理 が、 中 法實業 銀行と 關聯 せる 凡ての 匱 務の淸 算を隨 伴せ る こと を 疑 ふ 理由 はない。 フランス 政府 は團匪 

賠償金の 最終的 免除の ために 規定した コ その 間 支那 政府の 賡務 は存績 して、 通常 一九二 五 年の 五分 利金 借款と 稱 ばれる 


此の 賠償金 借款の 公倚證 書に 對 する 元利 拂の 義務と いふ 形態 を 取って ゐる。 私 は 此の 借款 を 私の 表に 含ませ、 そして 支 

那政 1:^ の 中 法實業 銀行に 對する 5£ 務を 除外した。 此の 借款の 多くの S ^書 は 支那 E1 內に 於いて 保持され てゐ ると いふ こと 

を 附 曾す る ことができる。 

一般的 說 明の 第二の 事 がら は、 若干の 怫貨 1;!^ 務に關 する ものである。 此の 通貨が 惜款 契約 及び fsl に 特^に 記^され 

て ゐ ると き は、 私 は 元金 額 は 流通 法を以 つて 計算され うると いふ こと を 承認され た事實 とした。 これ は 支那 政. 肘錢造 部 

によって 一九二 九 年の 表 を 作成す るに 當 つてな された ところであって、 私の 總額は 一部分 この 表に 據 つて ゐ るので あ 

る。 正 太 及び 沐洛錢 道に 對 する 如き 諸 務は、 かくの 如くして 以前の 來弗價 額の 約 四分ノ 一  に 減少した。 フランス 及び 

ベ ルギ ー の 双方の 場合に 流通 法を以 つてす る 支拂が 異議の 下に 承認され たとい ふこと を 知らされた。 凡ての 事赏に gS み 

て 私 は 支那の 數字を 採^した。 

1 支那 政府の 債務. 

偾， S の 第一 の 表 は 支那 政府の 一般 目的に 對 する それであって、 次表の 通りで ある。 

支那の 鐵道 借款の フラ ン ス分 について 私 は、 支那 政^ 纖道 部に よって 作成され たと ころの、 一 九 一 一九 年 十一 一！：：： 三十 一 

R 現在の 政-:^ 鐵 道の 外債 國^ 表に 據 る。 此の表はフラン スの場合^檐保3:款はニ百六十*H:^萬ニ千六百六十^、 一  千 八 百 

八 萬 九 千 九 百 三十 法、 及び 十七 萬 四千 九 百 八十 七 支那 弗で、 無擔保 借款 は 四十 四 萬 七 百 九十 冗 支那： e なること を 示して 

ゐる。 これは有擔保借款ー 千三百六十八萬八千五百七十^：米：^及び無擔保^^款十七寓六千三百十八米：^になり、 一 九 三 
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5? 

o 
年 

不 


◦ 
◦ 

7C  二 
七 ま 

米 

弗 

一- 

^ 六 

額 

a2 

！  ^  二 

〔ほ 一二〕 私は完 仝なる 報吿を 得る ことの 困難に 鑑みて、 これ を 採用す る こと を餘 儀な くされた。 然し、 ベル ギ ー が參 加し なかつ 

た 二つの 借 ^^卽 ち 一 九 〇 八 年の 英佛 借款 及び 一九 一 1 年の 湖 廣鐵道 借款の フラ ン ス 分が、 一 九 三 〇 年 十二月 三十 1 日に 於いて 1 

千 三； 十六 萬 八 千 九 百 六十 五 米 卵になる と いふ ことが 注意 さるべき である。 フラン ス 及びべ ルギ ー の 利益が 參與 した 同、：^^ 道 

の 前渡金の 現存 額 は 同日 附に五 百 五十 s: 萬 六 千 五 百 五十 四 米 弗であった。 此の 半分 を フランスの ものと 見る ことができよう。^ 

洛 及び^ 海錢 道に 對 する 現存 額 は、 關 係せ るべ ルギ の 上海 事務所に よって * 同日 附に五 千 二百 八十 一 萬 九 千 四十 米 弗で あ 

ると 私に 報告され た。 此の 一部分 は 確かに フラン スに 於いて 保持され てゐ る。 若し、 支那 t: 道に 於け るフラ ン ス の 利益 を 現實の 

保持の 則に 基いて 計^す る 企てが 成功し うると すれば、 支那 鎖逍 部に よって 示された 1 千 三百 九十 萬 米 弗より 少 くも 1 千 萬 米 

弗 は 多くた るで あらう。 

支那 政府の 『無擔 保』 借款の フランス 分 は、 中法買キ架銀；仃に對する^^務を除ぃて、 財政 部の 一九二 七 年の 文書の 中に 

八十 四 萬 八 千 八 百 八十 支那 弗で あると 示されて ねる。 これ 等 を、 それ 等が 計算され た換 一?*^ 率 即ち 二 支那 弗 = 1 米 弗に よ 
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0 年の 始めに 於け る錢道 債務 總額を 一 千 三百 八十 六 萬 四千 八 百 九十 一 一 米 弗と する。 


現存 額 (單位 米 弗) 


1 八 九 五 年の 叫 分利 金 借款  一ー一、< 八 一一 一 0 九 二 

一 九 一  一二 年の 善 伐 五分 利金 借款  二 一、.- 一 气七 七ーハ 

1 九 二 五 年の 五分 利金 借款 (闕匪 賠償金 擔保)  E0 、六 QlrsDS 

計 


つて 換算 すれば、 總額は 四十 二 萬 四千 四： 白 四十 米 弗で ある。 

上述の 諸 愤務は 左の 表に 纏められる。 

第五 表 一九 一一 一一 年に 於け る 支那 政府 債務の フランス 保有 高 

支那 政府の 一般 目的  七 六、 二 六 八、 三 六 七 米 弗 

鐡逍 債務 ■  ニニ、 八 六 四、 八 九 二々 

無 擔保 借款  四 二 四、 四 四 〇 ク 

計  九 〇、 五 五 七、 六 九九々 

右の 總額は 支那 政府 愤務の フラン ス 保有 高 を發行 地の 原則に 基いて 示して ゐる。 吾々 をして フ ラ ン スに 於け る 現赏の 

保有 高の 正確な 總 額に 一 層 近付かし める 若干の 補正が なされう るが、 然し フラ ンス とべ ルギ- とが 協 M した 發 行の 現せ 

の 分布 は、 關係 せる 銀行家 達に よっても 推算され えない とい ふこと が 念頭に！ f はかるべき である。 此の 場合に は 補正 は 企 

てられす、 均等の 分配が その ま \ に 置かれた。 イギリスの 銀行家 逮は、 フランスで 發 行され た 公俊^ 窨の イギリスに 於 

ける 所有 額 一 千 九 百 九十 五 萬 二 千 六 百 五十 米^ を 報告した。 此の 額 は 前に 示された 額から 控除 さるべき である。 これと 

反 對に附 加 さるべき 若干の 額が ある。 

第一に、 一八 九 五 年の 四 分利 金 借款の a シァ 分の 全部が ある。 此の 借款の 歷史 は、 私 をして、 フランスが 全 借款 を 保 

して ゐ ると いふ パリで なされた 聲明 を無條 件に 承認させる。 これ は 百 四十 五 萬 六 千 百 六十 米^の 加 竹 ^ を 生ぜし める。 

第二に 吾々 は、 善後 借款の n シァ發 行 分の 現在の 所在地 を 考慮し なければ ならぬ。 a シァ發 行 總額は 一千 三百 五十 一 

第 十九 章 支那に 於け る フランスの 投資  六 九 三 


第二 篇各 國 篇  六.， ：- 四 

萬 八 千 六十 六 米 弗であった。 此の 中 イギリス 人 は 三百 十六 萬 三千 二百 二十 五 米 弗の 所有 を 報告して ゐ るつ a シァ發 行 分 

は 一 部分 パリで I おられた こと 及び 原 n シァ發 行 分の 代りに 發 行され た 所謂 『綠 色』 證券 は 大部分 パリで 保有され てゐる 

こと は 好く 知られて ゐる。 イギリスで 保有され てゐ ない C1 シァ發 行 分の 全部 をフラ ン ス に振當 てること は妥當 であ^。 

善後 借款の u シァ發 行 分 は 一 千 三十 五 萬 四千 八 百 四十 一 米 弗の 加算 を 生ぜし める。 

〔_-!^i I 三〕 私 は アメリカ人に 賈られ たと 報告され てゐる 二百 五十 萬 米 弗の 原 ロシア 發 行の 公債 證書を 度外視す る 。 

元來ド イツで 發 行され た 公 债設書 の 現在の 所在地に ついて は 充分な 報告 を 得 る こと 困難で ある。 フランス の 銀行家 ま 

は、 フラン ス 人が 此の 公 を 可な り 買った と 私に 知らして くれた。 私 は元來 ドイツで 發 行され た 公愤證 書の フラン スに 

於け る 保；^ 高 を 多くて 一 千 五 百 萬 米 弗と 推算す るので あって、 これ も 亦た 加算され ねばならない。 これ 等の 加減の I,- 菜 

は、 引 六 百 八十 五 萬 八 千 三百 五十一 米 弗の 加算と なる。 これ を以 つて 私 は、 支那 1^ 府の 證券 及び 愤券 Q フランス 人に 

よる 現實の 保有 高 を、 一 九 三 一 年に は 九 千 七 百 四十 一 萬 六 千 五十 米： ft であった と 推算す る。 

2 事業 投資 

ISS 道 11 1 九 三 〇 年末に 於け るフ ラ ン ス の 事業 投資 推算の 第 一 歩 は、 雲 南鐵道 へ の投资 として 三千 I 一 百 萬 米 弗と 

いふ 額 * ゲ 承認す る ことで ある。 これ は 印度支那 is-i^ 地 政 鹿からの 補助金 を もってせる、 フラン ス會 社の なせる 直接 投資 

であって、 これに 含まれて ゐる財 一成 はフラ ン ス. 社の 法雜的 所有で ある。 フランス のおの 減價 によって フラ ン ス，^|^:1^と 

その 樣 者との 關係は 何う であらう とも、 此の 減 憤が 支那に 於け る 財産の 債 値を變 化させた と考 へる こと はでき ない。 


4 

私 は それ故に、 法 を その 戰 前の 價 値に とって、 一 億 六 千 五 百 萬 法と いふ 數字を 採用した。 

「- £ 一四】 4 ま-、 公司の 1 職員にょっ て私に送られた報吿中に首っ て&る 1 九ニ九年ー.^^ー月三十 .ー HI の？ 麟 越錢路 公司 (compagnie 

des  Cheniins  de  Fer  de  nndochine  et  du  Yutrnalo の 百 七十 五 萬 法の 增資を 度外視す る。 

上海に 於け る 財産 —— 上海に 於け る フランス 人の 財産の 價額 は、 其 所の事情に 通 ぜるー フランス 人 i5f 業 家に よって 綿密 

に 推算され た。 ^は 支那に 居る 二人の フランス 官吏から、 此の 事業家の 推算の 方が、 私の 旣に參 照した 一九二 七 年 七月 

の フランスの 文書より 勝れて ゐ ると いふ 保- を 锝てゐ る。 此の フラン ス 事業家の 推算 は、 私 をして 先づ 上海に 於け るフ 

ランス 人の 土地 所有の 總 額に 到達す る こと をえ せしめる。 彼 は 全 上海に 於いて 事業，^ I 社 及び 個人に よって 所有され てゐ 

る 土地が、 四千 二百 八十 六 萬 五 千 上海 兩の憤 額 を 持てる こと を 見出した。 彼 は、 フランス 人ので ない 財産に 對 する フラ 

ン ス 人の 抵當權 は 九 百 萬 上海 兩、 そして フラン ス のでない 地方 的諸會 社へ の フラン ス 人の 持 分 は 六 百 五十 萬 上海 兩 なる 

こと を 見出した。 これで 總額五 千 八 百 三十 六 萬 五 千 上海 雨になる。 これから、 フランス 今-社に 對 する フランス 人 以外の 

持 分 を 代表す る 百 萬 上海 兩が 控除され ねばならない。 これで、 上海の 土地に 對 する フランス 人の 利益の 最後 的 總額は 五 

千 七 百 三十 六 萬 五 千 上海 雨になる。 

土地 財産の 外に、 上海に 於け る フランス 人の 事業 財產は 四千 萬 上海 雨と 推算され て をり、 それ は 事-? 5 投资の 上海の 總 

額 を 九 千 七 百 三十 六 萬 五 千 上海 雨に する。 此の 推算 は 一 九 三 一 年の 始めにな された ものである。 私が 一 九 三 〇 年に 對し 

て 採 W した 換算率、 二  • 五 上海 兩 = 一 米 弗と して、 上海に 於け る フランスの 事業 投資 は 三千 八 百 九十 萬 米 弗になる。 

上海：：，、 外に 於. ける 財産 11 事業 投資 は 個人的 會見 及び フランスの 一 九 一 一七 年の 文書に 基いて 左の 如く 推算され た 11 
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天  津  一、 二 〇〇、〇〇〇 米 弗 

漢  口  六 〇〇、〇〇〇々 

其の 他の 場所  六 〇〇、〇〇〇 ク 

計  二、 四 〇〇、〇〇〇 ク 

これで、 雲 南 鐵道を 除いて 全 支那に 對 する フランスの 事業 投資 總額は 四千 百 三十 萬 米 弗になる。 

布教 財産 11 吾々 は 次に、 支那に 於け る フランス 布 敎團體 の 所有す る 土地 を 考察し なければ ならぬ。 これ は、 前述の 

フランス 人 事業家に よって 上海 だけにつ いて 五 千 八 百 萬 上海 雨と 報吿 されて ゐる。 此の 額 は 更に、 直接に 布教の 目的に 

用 ゐられ てなる 八 百 五十 三 萬 二 千 上海 兩と、 土地 財産 四千 九 百 四十 六 萬 八 千 上海" m とに 分 たれて ゐ るので あって、 此の 

土地 財産からの 牧人 は、 勿論 教育的 及び 科 墓-的 事業 を 含めて、 支那に 於け る布敎 活動の 經 費に 充てられて ゐる。 例へば 

上海に 大學、 及び 上海 市外の 徐家 酒に 著名な 天文 臺を 維持して ゐる。 布 敎團體 によって 牧人の ために 所有され てね る 土 

地 は 分類に 困難で ある。 ^は、 かくの 如き 牧人 を產む 財産 は、 直接 事業 投資と 認める のが 最善で あると 信す る。 玆に於 

いて、 支那に 於け る フランス 舊 V 攻布 敎圑體 の 財產の 分と して 左の 額が 加算され る ことにな る —— 


上  海  一九、 七 八 七、 二 〇〇 米 弗 

天  津  一、 二 〇〇、〇〇〇 ク 

漢  口  五 〇〇、〇〇〇 ク 

廣  東  二 〇〇、〇〇0ク 

針  二 1、 七 〇 七、 二 〇0 -ク 


の 計算から 若干の 重要な 項目が 除外され てゐ ると いふ こと を 附言す る ことができる。 これ は 重要な ベ ルギ ー の 商社、 

義 品放款 銀行 (credit  Fo::cier  CTKXtr い me  oriea) の 財產の フ ラ ン ス分 である。 フランス の 諸 布 敎圑體 の 不動 產が、 彼等 

の 財産が フランス 政 麻に よって 沒收 される かも 知れない とい ふ、 或る 敎圑の 懸念の 結 此のべ ルギ ー 會 社に 讓 渡され 

た 0 此の 財産 は その ま V 保持され てゐ る。 此の 財産の 推算 は 得られな いが、 それが 上海に 於け る フランス 人の 牧人 を 生 

む 布敎財 產を增 加させる こと は 恐らく 一  以下で あらう。 

フランス の 事業 投資の 要約 は 左の 表の 中に 示されて ゐる — I 

第 六 表 一九 三 一 年の 支那に 於け る フランスの 事業 投資 


雲 南鐵道 

上海に 於け る 事業 投資 

上海 以外に 於け る 事業 投資 

上海に 於け る 收人を 生む 布 敎財產 

上海 以外に 於け る 收入を 生む 布 敎財產 
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一 九 1ー1 1 年の 支那に 於け る フランスの 投資 


政 


資 

務 


三 二、 〇〇〇、〇〇〇 米 弗 

三 八、 九 〇〇、〇〇〇 ク 

二、 s:〇〇、〇〇〇 ク 

】 九、 七 八 七、 二 〇〇 ク 

1、 九 二 〇、〇〇〇 ク 

九 五、 〇〇 七、 二 〇〇 ク 


九 五、 〇0 七、 二 〇〇 米 弗 

九 七、 四 一六、 〇 五 〇 ク 

九 二、 四 三 二、 二 五 〇 ク 

六 九 七 
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二    CD  二 

數 

比較的 急速な 增加 にも か、 はらす、 事業 投ネ： ^は 一九 三 〇 年に は フランスの 總 額の 半分 を 超えなかった。 それ 等 は 一九 

0  二 年に は 三分 ノ 一 少し 以下， 一 九 一 四 年に は 三分 ノ 一 少し 以上であった。 此の 二つの. 5^類 への 分布 は 左の Jfi^ に 示され 


第二 篇各 國 篇  六 九 八 

. 四 、結 び 

支那に 於け る フランスの 投資の 此の 槪見 は、 簡單 では あるが、 若干の 一 般的 叙述 を なすこと を 可能なら しめる。 フラ 

ンス の投资 は、 一九 一四 年 以前の 諸 年に 於いて 明らかに 急速に 增 加し、 そして 二つの 形態の 投資が 並んで 成長した。 一 

九 一 四 年 以後 は顯 著な 差違が あり、 支那 政府 债務の フランス 所有 高 は 減退した が 事業 投資 は 成長 を績 けた。 フランス 人 

は 永く 商工業 的 企業の 投資より は 政府 債務の 方 を 選ぶ とい ふこと が 知られて ゐた、 そして それ故に、 一九 〇〇 年 以來フ 

ランスの 場合に 於いて すら 事業 投資が 借款よりも 急速に 增 加した とい ふこと は 意味 深い ことで ある。 

第 八 表 一九 00 11 一九 I 一二 年の 支那に 於け る フランスの 投資 (主耍 分類に よる 金額 及び 指数〕 
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尙ほ なされうる 一 般的 叙述が ある。 支那に 於け る フラン スの 投資 は、 戰 前に 於いて は C1 シァ 及びべ ルギ ー との 密接な 

協同に よって 爲 され、 そして 歐洲の 政情 を 反映して ゐた。 戰 爭以來 フランスの 支那に 對 する：^ 務は 減退し、 そして 此の 

事 は 多分、 近年 ョ， I n ツバから 見られた 國際 經濟關 係に 於け る 支那の 重要性の 減退 を 反映す る もの かも 知れない。 

フラン ス 人の 事業 投資の 一 大部分 は、 支那 南 境 をな せる フラ ン ス 植民地 を横斷 する 鐵 道の 支那！： 內へ の 延長なる 一 鐵 

道と いふ 形態 を 採って ゐる。 此の 鐡道 は、 法律上 は フランスの 一食 社の 所有で あるが、 印度支那 政廳 から 袖 助 を 受けて 

をり、 そして 或 程度に フランス 政府の 支配の 下に ある。 その 地位 は 南 滿洲鐵 道 及び 東支鐵 道の それと 比較す る ことが で 

きる。 

フランスの 場合に 於け る 異常な 様相 は、 事業 投資の 第二の 大 なる 部分が、 11 1 マ • カトリック 派 布敎團 によって、 フ 

ランス 政府の 保護の 下に、 牧人 を 得る ために 所有され てね る 財産から 成つ てること である。 これ 等の 投^ は 布教の ほ 的 
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てゐ る。 これ 等 二つの 一 般的 表の 研究 は 此の 推移 を 示して くれる C 

第 九 表 I 九 00 11 - 九 ill 1 年の 支那に 於け る フランスの 投资， 主要 分類に よる 百分率 分布) 


第二 篇各 國 篤  七 〇〇 

に 棒 げられ たものと 考 へらるべき でない、 たと へ それ 等からの 牧人 は 布敎の 目的に 用 ゐられ てゐる こと は？？ らか である 

とはいへ。 カトリック 派の 財 yl^ 總額は 前述の 二 千 萬 米 弗より は 可な り 大きく、 そして それ 等 は カトリック 敎 圑に對 する 

財政に 於いて m- 耍な 役割 を 演じて ゐる。 これ は 一 般に布 敎圑體 0 ための 支那へ の 送金の 椎 算に當 つて 軍： 耍 である。 

商工業 的 企業への フランスの 可な りな 直接 投資 は * フランスの 企業が 獎勵 されて ゐる 印度支那との 近接に よって、 支 

那に 於いて 增加 させられ たとい ふこと は 最も ありさうな ことで ある。 最後に、 フランス 人 は 他の 諸國 民と 同じく、 彼等 

の 投資の！ 5- なりな 部分 を 上海の 土地に 對 して 持って ゐる。 一 九 一 一九 年 及び 一 九 三 〇 年に 異常に であった その 都市に 

於け る 地價の 騰貴 は、 九 千 五 百 萬 米 弗と 推算され た フランスの 事業 投資と 關聯 せる 支那への 送金が、 比較的 少なかった 

こと を 標示して ゐ る。 

支那からの 送金 を 推算す るた めに は、 吾々 は 勿論、 何等 支那からの 支 拂を俾 はない 布 敎團の 所有地 を 除外し なければ 

ならぬ。 雲南鐵 道への 投資 は 計算 困難な 支那からの 支 拂を窗 らした が、 それ は 小額であった に 遠 ひない。 殘 りの 四千 萬 

米 弗 は その 所有者 達に ヨリ 犬なる 收 签を寶 らした が、 然し 此の 牧人 は 一部 は 支那に 於け る フランス 『居留民』 の 內に保 

5 出される か、 又は 支那 人に 支拂 はれた。 送金に 關 する これ 等の 推測の 價値は 何う であらう とも、 國際 政治的 考慮 及び フ 

ラン ス布 敎圑の 財産が、 フランス の 支那に 對 する 經濟關 係に 於いて 重要な 役割 を 演じた とい ふ 事 實は殘 るので ある。 


第 十 表 支那の 國際 經 濟闢 係に 於け る フランスの 地位 (投资 以外 は稅關 t!f 計.^ 
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第二 十 章 支那に 於け る ドイツの 投資 

一 、 一 九 〇 五 年に 於け る 投資 

支那に 於け る ドイツ の 投資に 對 する 吾 々 の 最も 早い 時期の 官廳 的記錄 は、 一 九 〇 一 一年に フランス の 外務省に よって 作 

られた 例に ならって ドイツ人が 行った 政府 調査から 出て ゐる。 此の 報吿 以前に ついては、 二人の アメリカ 領事の 手紙 か 

ら拾ひ 集められる。 ヒュ ー ズの 報告の 中には 僅かに 處々 に 一寸と した 知識が 見出される だけで あるが、 明らかに 或る 種 

類の 官鹿 推算 を 利 川す る 便宜 を 持って ゐた ハリス は、 一 九 〇〇 年に 於け る 支那 及び 日本に 於け る ドイツの 投資 總額を 九 

千 萬 米 弗と 記して ゐる。 彼 は 上海に ある 價額百 萬 米 弗の ドイツの 綿 及び 絹 工場， 香港、 汕頭、 厦門； i 州、 天津 及び 上海 

にある 價額 三千 萬 米 弗の 倉庫、 山 東鐵道 及び 資本金 三百 萬 米 弗の 德華 銀行 (Ueutsch-Asia チ chc  Bank) を擧 げてゐ る。 

〔一 M 一〕 さ，. 匚 Lld.mdillng  der  actdschen  ssil きき m  im  Icl  J-lh-ist,  lleichsmnrineamt.  Be ュ in,  1905. 支那の 部分 I)p. 

155  6. 

〔ー！^sニ〕  Oliver  J.  D.  Hughes,  (  n  ，プ ャ グの總 領事) cszfr  J!is,  v:l. 72,  p.  90 以下 參照。 Ernest  L.  H ヒ ris. (アイべ ン 

シュ トツ ク の 領事 代理〕 Consular  Ee.Jport?  vol. 63,  pp.  461—2 參照。 

1 九〇五年に公^^Kされたドィッ海^省の調査は、 支那への ドイツの 借款 を擧 げてゐ す、 また 布 敎財產 に 特別の 場所 を 

與 へても ゐ ない。 然し 直接 事業 投資 は 若 千 詳細に 取扱 はれて をり、 そして それ は、 山 東 省の ドイツ 和 借地 膨州灣 外に 


於いて 約 三 億 五 千 萬 馬克に 上った とい ふ 結論に 到達して ゐる。 ドイツ 商社 數は百 五十と 記され、 これ 等の 商社の 资木は 

1 億 一 一千 五 百 萬 馬克と 見當 をつ けられて ゐる。 吾々 は 更に • 一  九 〇〇 年末に 香港に 於いて 二十の ドイツ 卸 費 店 及び 八の 

小寶 店が 營 業して ゐ たとい ふ 記述 を 見出す。 上海に 於け る 工業 設備へ の ドイツの 投 は 二 千 萬 馬克と 兑當 をつ けられて 

ゐた。 山 東 鐵道會 社 は 五 千 四百 萬 馬克、 山 東 麟山會 社 は 一 千 二百 萬- 克と 報告され て をり、 その他の g 業 は 六 百 萬 lil 克 

と 記載され てゐ た。 

〔ei 一二〕 支那 海關は 一 九 〇 五 iif につ いて、 百 九十 七と いふ ドイツ 商社！；^ 及び 一 千 八 百 五十 名と いふ 支那 在住-ドイツ人 數を 報告して 

ゐ る 0 

此の 三 億 五 千 萬 馬克と いふ 推算 を それによ つて 檢 すべき 報吿は 手に入らない。 例へば 香港に 於け る 工業 設 倫に 對す 

るニ千萬馬克は；^^には大き過ぎると思はれる。 然し、 最大の 困難 は靑島 及び 其の 他の 膨州灣 ^ 借地に 於け る ドイツの 投 

资を 椎^す る ことで ある。 ドイツ 海軍省の 報告 は、 三 億 五 千 萬 馬克と いふ 總計に 到達す るに 當 つて 膨州灣 は 除外され た 

と 述べて ゐ る。 それと 同時に、 山束鐵 道.^ 社 及び 山 東 礦山會 社 は 包含され て をり、 これ 等の 會社は 膠州灣 地域 に 可な 

りな 價 額の 財產を 所有して ゐた。 それの みならす、 一九 〇 五 年の 報吿 中に 香港 以外に 於け る 所 1^ 地に 對 して 與 へられた 

額 は、 若し 膠州灣 地域が 含まれて ゐる とすれば 安當 であるが • 若し 含ま れゐない とすれば 不 <:£ に 大きい と 私 は 確信す る， - 

それ故に 私 は、 膠州灣 地域に 於け る ドイツ人 財産の 一 大部分が 三 億 *A 千 萬 馬克の 推 S の 中に 含まれて ゐ ると いふ Si 論に 

達せざる をえない。 私 は ドイツの 事業 投資 總額 として 三 億 五 千 萬 馬克 即ち 八 千 三百 三十 萬 米 弗 を 採 川し、 これに 他に 報 

吿 されて ゐ ない 膝 州灣 地域に 在る 財 一成の 分 を 加へ て 八 千 五 百 萬 米 弗と する こと を 案する。 
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CO  3Gu  35u 
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九 〇 一 一年の 總額は 左の 表に 示されて ゐる。 

第一 表 一 九 0  一一 11 一  九 0 四 年の 支那に 於け るド ST ッの 投資 

事業 投資，  八 五、 〇〇0、〇〇〇 米 弗 

政府^ 務  七 九、 二八 二、 〇〇〇 ク 

—— 計  1 六 四、 二八 二、 〇〇〇 ク 
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〔註 四〕 前述の ヒ ュ ー ズ總 領事 は 彼れ の 報告 中に、 ドイツ 政府に よってな された 永久 的 改良の 價額 として 一 千 四百 九十 萬 米 弗と い 

ふ數 字を舉 げてゐ る。 

支那 政-;^ 債務の ドイツの 所持 高に ついては、 他の ssi: の 所持 高と 比 絞し うる 數 字に 到達す るた めに、 一九 〇 一年 末 ま 

で 溯る こと を 私は投 する。 種々 の 借款に 對 する ドイツ の 持 分 は、 凡て 支那 政， 肘の 一 般 目的の ための ものであって、 左 

の に 示されて ゐる 11 


九 〇 一 年 十二月 一 二十 

日 現存 額 (單位 来 弗ソ 
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ィ 


ク 
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米 
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八九六年の：九分利金惜？^^ 

八 九 八 年の 四 分 牛 利金 借款 

八九：.^^年六分利金借款：：瑞il^2」 

計 


七 r Is 、八 八 一一 


II 一六、. 1 ハ八七 一-: 七 

一一 一 八、 S11 sm 

七ん、 1;八 一、 八； 〔八 


二、 一九 一 四 年に 於け る投资 

一九 一 四 华 迄に 支那 政府-!^ 務の ドイツの 所持 高 は總額 一 億 一 一千 七 百 五十 九 萬 六 千 米 弗に 述 した。 稷々 の 借款の ドイツ 

分 は 次の 第二 表に 示されて ゐる。 

支那 政」.^ に對 する ドイツの 借款 は 早く 始まり、 そして 一 九 一 四 年 E 戰の ときには 比較的 大きな 總 額に 達して ゐた。 门十 

く 始まった とい ふこと は 一 部分 は、 ドイツ人が 十九 世紀末 以前に 支那の 貿易 及び 海運に 於いて 可な りな 重要性 を 持って 

ゐ たとい ふ事實 によって 說 明され うる。 例へば、 一 八 九 五 年の 六 分利 金 借款 は 支那 海岸の 最大の ドイツ 商社の 一 つに よ 

つて 引受けられた。 事業 投資 は 政-肘への 融資 を 容易に した。 ー歷 主要な 要因 はョ la ッパ 及び 極東に 於け る 政^で あつ 

て、 それによ つて ドイツ は 一 八 九 五 年の 露佛 金融 計畫 から S: し 出され、 そして これと 同時に イギリスと 密 投な關 係に 入 

ると いふ ことが 起った ので ある。 德華 銀行と 涯豐 銀行との 協同 は、 日 淸戰爭 の t, ぬ 金 支 拂の爲 めの 支那の ニ大 借款の 牛 分 

が ドイツに 於いて 發 行され ると いふ 結艰を 生ぜし めた。 

一九 一四 年の 總 計の 說 明に はもう 一 つの 要因が 這 人る。 一 八 九 八 年に 於け る ドイツの 膠州灣 獲得 は、 山 東 省の 發 達に 

對 する ドイツの 益々 犬なる 關與を 伴った。 揚子江 下流から： 大津に 至る 鐡道計 畫に對 する 初期の 商議の 問、 ドイツ は、 そ 

の錢 ..；^- の 山 束 省 内の 部分 を 財. g しそして 建： 一." する 權利 又は か \ る權 利に 基いて 契約に 參 加す 15^ 横 利 を 主張した。 約-: す 

れば、 一 九 一 叫 年 及び 一 九 〇1 一年に 於いて ドイツが 巨額の 支那 政府 證券 を 所有せ る こと を說 する もの は、 支那の 商工 
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業に 對 する ドイツ人の チ：！ 澄な 參與 より は 寧ろ • 阈際 政治の 領域 及び 支那 內 部に 於け る ドイツの 政策で あつたの である。 
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* 園 匪 賠償金 現存 額の ドイツ 分 は 六 千 四百 八十 五 萬 九 千 米 弗。 


1 九 一四 年の 支那に 於け る ドイツ人の 事業 投資 は、 若し 吾々 が 直接の 證據 にた 頼らねば ならぬ とすれば、 知られす に 

：殘 されなければ ならぬ。 ドィ. ッ. の 支那に 關 する 著述家 も、 ドイツの 海外 所有 財 tl に關 する ーポ述 も、 ドイツ人の 車 

投资を 推 して ゐ ない。 若し 吾々 が • 此の 章の 終りの 表の 中に； 見出される 支那に、 於け る ドイツの 地位の！： a 々の 指 に 

服 を^す るなら ば、 其 所に は强 力な 發 達の $g 據が ある。 一 九 〇 五 年 及び 一 九 一 三 ギに關 する 數 字が 各々 の 現在の 目的に 

とって 必要で ある。 吾々 は それが、 ドイツの 商社の 七 一 ％ の 加 及び ドイツ人 人口の 五八 ズの墦 加 を 示す のを兑 出す。 

若し 事業 投資が 六 〇 ゲパ だけ 增 加した とすれば、 一 九 一 四 年の 總額は 一 億 三千 六 百萬來 弗で あらう。 吾々 は、 ドイツの 借 

款と 事-業と が、 一 九 一 三年に も 一 九 〇 五 年に 於け ると 同じ 比例 を 示した と假定 する ことによって、 此の 事 がらに 他の 方 

向から 近づきうる。 イギリスの 數字 はかくの 如き 概括 を 支持す るに 傾いて ゐる。 かくの 如き 計 S は ドイツの 窜 業投资 が 

1 億 四千 四百 萬 米 = ^であった こと を 示す。 何れも 戰前 支那に 居た 一 ドイツ 事業家、 一 ドイツ 銀行 〔c 及び 一 ドイツ.^ 吏 

が、 一九 一 四 年 現在の 支那に 於け る ドイツ人の 財産 及び 事業所 有 額の を 試みた とい ふこと は M ハ^ ある 惠赏 である。 

三つの 推測 は 一 億 三千 萬 米：^ と 一 億 五 千 萬 米 弗との に 在った。 私に は、 布敎 財産に 對 して 何等の 袖 正 を も 試みす に 一 

伊？ 三千 六 百 萬 米.^ とい ふ 總額を 採 川す るの が 安 當と思 はれる。 支那に 於け る ドイツ人 財産の 若干の 様相に 關す るれ 在せ 

る 報吿は 得られる が、 それ は 椎^され た總 額の 安 當性を 1： 斷 する 助けと はなら な i。 

〔一 N 五〕 サル トリ ウス • フォン • ヮルタ 1 ス ハウゼン (sartorius  von  waltershausen,} はドィ ッ植： 大ほデ ルンペル ヒ (Dernb-erg〕 

の覺 書に * 膠州灣 以外の ドイツ 植民地に 於け る 投^ は 一 九 〇 八 3f に 11; 位 七 千^ "ij^ 克 であった が、 一 九 1 1： 华には 五 億 .ii^ 克に^ 加 

したと 記して ゐ るの を 例に 攀げ てゐ る。 し ナノ、 那に 於け る ドイツ の 投资が 1 九 〇 五 —— 一 九 1 四^^ の 期 を 通じて これと ：！： じ 率 

で^ 加した とすれば、 吾々 は 1 億 二 千 五 百 萬 米 卯と いふ 数字に 到達す るで あらう。 A. さ rtorius  von  Waltershausen,  JDetdsche 

^^ニ十章 支那に 於け る >• イツの^ 資  .0^ 
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Whischafts geschichUi,  1S15-1914,  Jena,  2nd  ed.,  1023. 

次の 表 は 一 九 一 四 年に 於け る^ 態 を 示す 一 I 


Fir 

政 


第三 表 I 九 一 四 年の 支那に 於け る ドイツの 投資 

業 投資  I 三 六、 〇〇〇、〇〇〇 米 弗 

府 債務  1 二 七、 K 九 六、 〇〇〇 ク 


0  二 六 三、 五 九 六、 〇〇〇 ク 

三、 一 九 三 一 年に 於け る投？ » 

1 事業 投資 

1 九 一四 年から 一 九 三 一 年に 至る 期^ を .R 分し、 先 づ戰爭 の 始めから、 支那 政府が 差 押へ た 財産 を その ドイツ人 所有 

に 解除し 始めた 一九二 一 年に 至る に 於け る ドイツの 事業 投資の 減退 を 考察す るの が 便利で ある。 聯合 國の 政治的 支 

配ドの 支那の 积界 及び 租借地 內に 在る ドイツ人 肘 産 は、 一 九 一 四 年^ 戰 後^も なく これ 等諸國 によって 引繼 がれた。 此 

の 財^の 多く は イギリス 及び フラン ス 租界 5： に 在り、 上海の フラ ン ス和界 内の ドイツ人 財產は 特に 大きかった。 此の 財 

産乂は その 資上 金はヴ H ル サイ ュ條 約に よって 設けられた 淸算所 組織に 繰 入れられ、 そして 以前の ドイツ人 所有から は 

完全に 失 はれた。 


tSS 六〕 Temperley,  H-  W.  V.,  J-  History  of  tM  Peace  conference  oj  London,  1920、  vcl.  IIJ,  pp.  25.i  if. 

膠州灣 域 即ち 靑岛 及び 隣接地 域に 於け る ドイツの 財産 は、 日本の 軍^ 占領が 有効に なり、 そして 此の 地域の 占領に 

參與 した イギリス 軍が 撤退した 後、 日本 當局 によって 引繼 がれ ii。 ドイツ 所有の 鐵道 及び 鑛山 は、 © 借地 外の もの も 同 

様に. HI 領 された。 公有財産 並びに 錢道 及び 鑛 山に 對 する ドイツの 利益の 所 分はヴ ヱ ル サイ ュ條約 第 百 五十六 I 八 條に於 

いて 決定され た。 此の 財產 は、 ドイツの 會社 又は 個人が 持って ゐた かも 知れぬ 鐵道 及び 鑛 山に 對 する 利益に ついては 何 

等の 規定 もな しに、 日本に 譲渡され た。 膠州灣 地域 内に 在る 私有財産 は 日本 當局 によって 引繼 がれた。 ドイツ人 各個 人 

の 不動 產は寶 却され、 賫上金 は 所有者に 交附 された。 平均して 受 取られた 額 は 財產が 一 九 一 四ギに 所有され てゐ たと き 

の價 格の 約 四 〇％ であった やうに 見える。 小數の ドイツ人 は 彼等 自身の 財產を 買った が、 然し 靑 島に 於け る ドイツ人の 

財產 所有 は 一 九 三 一 年に は 小額であった。 

〔ー«1 七〕 日本の 軍政に 關 する 倏例は 一 九 一 四 年 十 1 月 十九 日に 發 布され た。 Mac  Murray,  J.  V.  A.,  Tm,  i  A，,ns,  vol. 

11.  p.  1159. 

〔13 八〕 鐵道 及び 公有 財產 は、 日本の 投賓の 論述の 中に 取扱 はれて ゐる取 極めの 下に、 支那に 還付され た" 

【一 Si 九〕 所^者 達 は 一 萬阅ま では 仝 額、 それ以上の 分 は その 七 〇％ を 受取った。 此の 報告 は、 上海の 一 ドイツ人 辨護士 から 得た も 

のであって、 彼 は 私が 觅 出しえなかった 一 九 二 31 年の 日 獨淸算 協定 を 引用して ゐる。 

支那 は 一 九 一 七 年 八月 十四日に ドイツ 及び ォ ー スト リアに 宣戰 した。 この 結 S^IK 津 及び 漢 口に 於け る ドイツ 和 界は支 

那 政府に よって 引 繼 がれ、 そして 聯合 國の 租界 外の 支那に 在る ドイツ人の 財 席 は沒牧 された。 此の 財産の 或る もの は 費 

0  い 

却され、 賫上金 は 抑留され た。 ドイツとの 戰爭狀 態 は 一九 一九 年 九月 十五 日の 大總銃 令に よって 終結した。 一九二 一た や 

第二 十 章 支那に 於け る ドイツの 投資  七 〇 九 


第二 爲各 國篇  七 一 〇 

五月 二十日に 獨支^ に豫 g 的 協約が 締れ Ml され、 その 中で ドイツ 政府 は、 治 外法 權が もはや ドイツ 阈 民に とって は 存在せ 

ざる 事 S を 承認した。 支那 外交 總長顔 惠慶の 說明的 公文に 於いて 吾々 は 左の 如く 語られる —— 『戰爭 の 損害賠償に 就い 

て は、 淸， 封， せる ドイツ人 財" 所よりの 費 上 金の 一半 及び 差 押 へられて 未だ 淸算 されざる ドイツ人 財產價 額の 一半に 等しき 

額 を 代表す る 纏まれる 額 を支拂 ふこと を 約し、 その 額 は 最後に 協定 さるべく、 そして 現金 四百 萬 支那 弗 及び 律 浦 及び 湖 

廣錢道 公. S を以 つて 構成 さるべし』 と。 支那 は ドイツ人 財產の 淸算を 中止し、 寶上金 及び 未だ 抑留され て ゐる財 產を凡 

て ドイツ人 所有者に 返 t〕 する ことに 同意した。 德華 銀行の 件は刖 個の 協定に よって 決定す る こと. - された。 一九二 四 年 

六月に 最後 的 決定に 關 する 往復 文 寄が發 表された。 此の 往復 文 誓から 吾々 は、 一 九 二 一年から 一 九 二 四 年 迄の 間に ドィ 

ヽノ 

ッ人に|!:除された及び新協定の下に解除さるべき財產の價額は六千九百萬乃至七千萬支那弗でぁったことを發兑す^$。 

〔一！ Si  一  0〕  ^1人財>^^に關して支那政，5に よ つ て發 布され た 條例は MacMurray,  Tree  and  A, q 舊 SIS,  vol. II,  pp.  137819. 

c-lji  I 一〕 支那 は 主として、 山 ま 問題の 決定が その 巾に 含まれて ゐ るが 故に ヴ エル サイ ュ條 約に 調印し なかった ので ある。 

〔一 一一 一」 Q ，一  nose  Social  and  poutkol  Sdence  Jisl.ct  一一,  October,  1924,  vol. 8,  no.  4, づ p.  183—9. 

s  I 三〕 rhl-r  pp 190-4. 

右の 額、 首って 兌れば 三千 &百 萬^ 弗 は、 一 九 二 一年に 於け る ドイツ人 所有 財産の 最低^ を 示す もので なければ なら 

ぬ やうに 見える。 然るに 私 は、 ドイツ人 財 yl^ の 喪 却からの 賣上 金の 或る もの は 支那から 全然 引れ 力 げられ たとい ふこと を 

知った。 例へば 山 さ 人- 1 山 會社は 受取った 小額の 幾何 かの 額 を 南米に 投資した と 言 はれて ゐる。 直 SI 省の 井 &灰坑 に對す 

る ドイツの 持 分 は 半分から 三分 ノ 一  に 減ぜられた。 一方に 於いて 德華 銀行 は、 北京 及び 漢 口に 於け る その 土地 並びに 建 

物、 及び 津沛 SI 道 及び 糊廣 道 公 を以 つて 九十 七 萬 五 千泶： ^を 取り 戾 した。 


〔一 IS 一  四〕 Lieu,  r>.  IC,  F03n  luvestmeiits  in  Chlmi,  1929,  p.  【65. 

1 九 一 二 一年 以來 ドイツの 貿易 は增 進し、 そして 一 九 三 〇 ハ 牛に 於け る 在 支 ドイツ人 商社 數は 一 九 一  一二 年に 於け ると 殆ん 

ど 精確に 等しかった。 これ 等の 商社の 中 五十 三 社 は 上海に あり、 そして十社はェ-業設倫又は个：地肘產の現赏の所^^<;で 

ある ことが InJ- 出される。 金肥の 寶 行き は 近年 大に增 加し、 そして 此の 事業 及び 染料 je_? 業に 於け る大. 社 は 英大 商 ス 

トツ クを 持って ゐる。 天津に 於け る ドイツ人の 諸 利益 は 小さい が、 近年 若干の 復 おがあった。 支那に 於け る ドイツの js^ 

投资總 額の 一 九 三 一 年に なされた 推 一 4 は、 約七千五百萬米^^とぃふ總額の正しぃことを立^する。 

私は兹 に、 ドイツの 布敎 財産の 推算 を 得る ことができなかった とい ふこと を 附言しょう。 それ 等 は 非常に 小額で ある 

と 官吏 達 は 言って ゐた。 一 ドイツ 官吏の 首 を 借れば. 『布敎 の 目的の 爲の ドイツからの 送金 は 數萬弗 以上に は 上らない』。 

2 支那 政府の 債務 

問題 は、 一九 三 一 年に 就いて、 ドイツ人 による 又は ドイツ！： 内に 於け る、 支那 政府の 證券 及び 務の 保有. を 決 {： 儿す 

る ことで ある。 私 は先づ ドイツの 總額 を發行 地の 原則に 據 つて 提示し、 次に現在公^£證書が何所に在るかに關して^ら 

れ る報吿 と共に、 可能なる 總額を 現實の 保有 地の 原則に 據 つて 提示す る ことによって- 此の 問题の 解決 を 企 II する こと 

を 提案す る。 

先づ、 支那 政府 證券の ドイツ 發行 分の 現存 額 を 考察され よ。 支那 政府の 一般 目的の 爲 めの^ 借款、 即ち 舊ぃ諸 有擔保 

借款 を 採つ て晃 ると 吾 々 は 左の 如き 狀態 を兑る II 

镔 二十 章 支那に 於け る ドイツの 投資  七 11 
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諸戮道 借款 は、 支那 政府 鐵道 部に よって 作成され た 一九二 九 年 十二月 三十 一 日に 對 する 表から 採った。 此の 表 は發行 

地の 原則に 據 つて 作成され て をり、 それ故に 吾々 の 現在の 目的に 使用す るに 適して ゐる。 鐵道 部の 表 は 次の 諸 債務 をド 

イツに 對 する ものと して 示して ゐる —— 

有擔保 債務  三 一、〇 二 一、 六 七 〇 米 弗 

無擔保 債務  六ーーー 、一二三 六 ク 

計  三 1、〇 八 五、 〇〇 六 ク 

一九二 五 年の 財政 整理 會 によって は、 ドイツの 何等の 『無檐 保』 借款 も擧 げられ なかった。 財政 部の 一九二 七 年の 文 

書の 中に も 何等 示されて ゐ ない。 この 事 は、 双方からの 請求 權が 一 九 二 四 年の 協定に よって 決定され たとい ふ聲 明と 符 

合する。 最近 任命され た 内外 整理 委員 會 によって 纏められつ.^ ある 新 推算の 中には、 ドイツの 請求 權が現 はれる であ 

らうと いふ こと を 知らされた 0 


八 九 六 年の 五分 利 借， ぶ 

八 九 八 年の S 分 半 利金 借^ 

九 一 ー1 一年の 善後 五分 利 借款 

計 


一九 三 〇 年 十二月 三 

十 一 日 現存 總 額 (米 弗) 


八、 七 JI  、七-一 S 

mrllm  、八 <m 

二 一、.- 一 气七七 六 


へパ 

31 お、 <  六 11 

U  、ま rsl 

g  、八 八 ro さ 


sp  -  s それが 1 九 二 1 年 七月 一 曰 以前に 發 生した ものである 限りに 於いて。 Gd 雜 s。d-d 霧1  Political  Sck 一 ICC  Bevf, 

October,  1924,  vol. 8,  no.  4,  p.  194. 

團匪 賠償金の ドイツ 分 は、 ヴュ ル サイ ュ條約 第 百 二十 八條の 双方の 承認 を 伴った ところの、 一 九 二 一年 五：^  二十日の 

協定で 棒引きに された。 それ は 一 九 三 一 年の 如何なる 總 額に 對 しても 考 へられる を 要しない。 

^0 一  ムひ 】 C 一二. VS ゥ Social  §d  roHticol  Sc 震 ce  Re-kw,  October,  1924,  vol. 8,  no.  4, で- 185- 

前節に 示された 諸 金額から 吾々 は、 八 千 百 九十 七 萬 二 千 九十 六 米 弗、 卽ち 大ざっぱに 八 千 二百 萬 米^と いふ 總 額に 到 

達する。 此の 額 は， 若し ドイツで 發 行され た 證券が 凡て 阈內に 留まって ゐた とすれば 一 九 三 一年 一月 一 日に ドイツ 國.？ ： 

に 在った であらう ところの、 支那 政府 證券の 正常の 價額を 代表す る ものである。 

然し、 それ 等の 證券が ドイツ 國 内に 留まって ゐ なかった こと はよ く 知られて ゐ る。 私が 一 九 三 〇 11 一  九 三 一 年の^ 

に 支那 及び ドイツに 於いて 會談 した 凡ての ドイツ人 銀行家 は、 全然 これ を 確信して ゐた。 例へば、 德華 銀行 取締役 <| ：議 

長 フランツ • ウル ビッヒ 氏 (Franz  urbig) は、 ドイツ 政府の 一九 一 九 年 及び 一九二 〇 年に 於け る 外！ ：| ほ 券を瘦 得せん 

とする 努力が 可な りの 數の 支那 設 券の 所有の 引渡 を 惹起し、 それ 等 は 今 は ドイツ！： 内に 無い とい ふこと を 指摘した。 彼 

は、 德華 銀行 及び ドイツ 銀行 割引 會社 (Deutsche  Rlnkbisc つ nto  Gesellschaft) の 所； ^総額 を、 それ 等の 銀行の^ 勁の 

凡てと 聯絡 をと つて 推算す る勞を とってくれ、 そして その 額 は あまり 重. 要で ない こと を兑 出した。 ベルリンの 株式 取引 

所に は 支那 政府 證券の 相場がない が、 若し ドイツに 何等か 相當の 額の かくの 如き 證券が あつたと すれば こんな こと は あ 

るまい。 彼 は 可能なる ドイツ 保有 高と して 一 千 萬 米 弗と考 へんと 欲して ゐ たが、 此の 額 も 大きす ぎる と觀る 方に 傾いて 

^二十. 章 支那に 於け る ドイツの 投資  七 二 11 


なた. - 上海の 或る ドイツ人 銀行家 及び 或る 仲 Sb; 人 は 私の 爲 めに 推算 を 試みて くれ、 そして 彼等 は 夫れ夫れ 獨 立に、 一千 

二百 萬 米 弗 及び 一 千 萬 米 弗と いふ 推測に 到達した。 私 は 此の 極の 或る 數 字が、 吾， k の 近付きうる 限りの 眞實に 近い もの 

であると いふ こと を 全く 確信す るので あって、 それ故に 私 は、 一 九 三 一 年に 於け るま那 政府 债務 のドィ ッ の 可^なる 保 

有 高と して 一 千 一 一 百 萬 米 弗 を 採用す る 0 

支那 政府 證券が ドイツから 輸出され たとい ふこと は、 更に 他の 報吿 によって 立證 される。 支那の 對獨 { ー且戰 以前に 聯合 

國 又は 中立 國の II 民の 所有だった ものと して 有効と された ドイツ 發行分 は、 一 九 一 一三 年义は 一 九 一 一四 年に 約 一 千 萬磅と 

7 

いふ 總 額に 達した とい ふこと が 知られて ゐる T 無効』 と 認められた 公 债證書 も 殆んど 同額に 達した が、 これ 等の 公債？？^ 

書は必 すし もドィ ッ國內 に 在った わけで はない。 

【一 1J4 一七〕 1 つの 表が Qdna  Fear  Book,  1924,  p.  817 に採錄 されて をり、 そして それ は Londsl  If,  February 18,  S24,  p. 

19b. によって 支持され てゐ る。 

ドイツで 發 行され、 そして 今 は 他所に 保有され て ゐる約 七 千 萬 米 弗の I お 1 の 公债證 書の 分布が 淮算 されえ よう。 吾々 

は、 一 九 三 〇 年に 七 百 九十 萬 八 千 六十 一 1 米 弗の ドイツ 發行 公債 證 書が イギリスに あつたと、 イギリス 銀行家 達が 報告し 

てゐ るの を 知って ゐる。 これ は 恐らく 現實に イギリス 國 おの 所有せ る 公債 證 書の 半分に 過ぎまい。 イギリス 人は少 くも 

一千 六 百 萬 米 弗 を 所有して ゐた。 フランス 銀行家 逹は 可な りの 保有 高 を 報告して をり、 私 は それ を 一 千 五 百 萬 米 弗と 推 

算 する。 

これ に^する 一 九 二 四 年の 獨 支^の 取 極め は、 若干 額の 津浦 及び 湖 廣鐵道 公愤證 書の 支那へ の 引渡し を 含んで ゐた。 


かくの 如く 引渡された 公債 證 書の 額面 價額 は、 計算の 結 55^ 1 百 七十 三 萬 一千 磅 である ことが 見出された。 それの みなら 

す 若干の 公债證 書が 德華 銀行に 引渡された。 これ 等 を 私 は、 三十 四 萬 の 額面 價額を 持って ゐ たものと 推算す る。 その 

他 引渡された 負 债の證 書 は、 此 所では 無視し うる 抽籤 俊 券 及び 不拂 利札であった。 一九二 四ハ 牛の 収 極め は、 三百 七 萬 一 

千磅 即ち 一 千 四百 九十 四 萬 五 千 一 一十一 一 米 弗の 惯 額の ドイツ 發行 公侦證 書の 支那への 引渡し を 伴った。 

【一 Si  I 八〕 一 九 〇 八 年 津浦鐵 道 公債 百 四十 萬磅、 一 九 一 〇 年の 浦鐵道 公債 九十 五 萬榜、 湖廣鐵 遨公偾 三十 八ず r 1 千膀。 chisc 

Social  and  PolHcd  SLfe  :R6f  October.  19b,  vol. 8,  no.  4,  p.  192. を 見よ。 第 1 の 項目に 對 して 報 ijH されで ゐる M 十 ザ s?^ 

とい ふ 額 は 明らかに 誤植であって、 百 1： 十萬磅 なるべき である リ 德華 銀行との 取 秘めに つ いて は pp.  190-1 を！^ よ。 

〔一一 一九〕 これ 等の 公債 誇 書の 多くが、 赏時 支那 政府に よって 支那 以外に 於いて 處 分され たと 信ずべき * 充分の 现. £ が ある。 然し、 

I 九 二 四 年から 一 九 三 〇ハ 牛の 閒に在 支 銀行家 達に よる 外國で の 購入が、 四千 萬 米 弗の 純增 加を裔 らした と 確信す る。 ； r か 今 取扱 

つて ゐ るの は • ドイツから 支那への 純 移動で ある" 

他所で 發 行され た 支那 政府 公債の 支那 國內に 於け る 保有 高 は， 約 四千 萬 米 弗と 支那に 於いて 推 された。 若し 吾々 が、 

支那へ の 一 千 五 百 萬 米 弗の 純 移動が 一 九 一 一四 年の 取 極に 由る ものと 假定 すれば、 吾々 はな ほ說 明され なければ ならぬ 二 

千 五 百 萬 米 弗 を 見出す。 若し 吾 々が、 支那 國內に 於け る總 保有 高が 一 九 三 一年に 三千 九 百 萬 米 弗で あつたと 假 { 儿 すれば， 

吾々 の 推算 は、 ドィ ッ發行 公債の 全 分布が 左の 如くであった こと を 示す 11 

1 六 百 萬 米 弗 
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フ ラ ン ス 

支那 11 一九二 四 年取 極 

支那 11 銀行家の 購入 

i& 二十^ 支那に 於け る ドイツの 投姿 


計  七 〇 百 萬 米 弗 

ヒ揭の 推算 は 支那 公債 is* の 純 移動に 關 する 決 論で ある。 例へば、 支那の 購入が ドイツ 發行 公債 證 のみで あつたと は 

想像 さ V？ べきで はない -i たと へ事實 上、 支那に 輸入され た 公债證 書の 多くが ドイツ 發 行の もので あつたと は 首へ。 尙 

ほ、 フランス 發行 の公瀵 書 が イギリスに 移動す ると 共に、 ドイツ 發 行の 公債 證 書が フランスに 移動した とい ふこと が 

念頭に 置かるべき である。 一 九 三 一年に 於け る狀態 は、 恰も ドイツ 發行 公度證 書が 私の 指示せ る やうに 移動せ る 如くで 

ある 0  . 

若し 吾々 が、 彼等の 國と 支那との 金融 關係を 最もよ く 知れる ドイツ人 達 を信頓 しうる とすれば、 吾々 は、 支那 政府 債 

務の ドイツ 保^ 高 は 一 九 三 一 年に 約 一 千 一 一 百 萬 米 弗に 上った とい ふ 結論 を妥當 であると して 承認し うる。 吾々 は 推算 さ 

れた ドイツの 投資 を 左の 如く 要約す る ことができる 11 

第 四 表 一九 三 一年の 支那に 於け る ドイツの 投資 

事業 投資  七 五、 〇〇〇、〇〇〇 米 弗 ， 

政^ 債務  一 二  、〇〇〇、〇〇〇 ク 

計  八 七、 〇〇〇、〇〇〇 ^ 

四、 結 び 

1 九 〇〇 年 以来の 支那に 於け る ドイツの 投資の 概括 表の 中に 現 はれた 顯 著な 事 實は、 ドイツの 地位に 對 する 世界 戰 (命 
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ま那へ の ドイツの 借款 は 一 九 〇 二 年に 比較的 多額だった こと、 そして 一九 一 四 年まで それ 等が 事業 投资と 同じく ク i 速 

に增 加した ことが 注意 さるべき である。 これ は、 前述の通り、 ョ ー!1 ツバに 於け る 政治 狀 勢と 山 東， せに 於け る ドイツの 

野心に 因る ものであった。 i? 後に 於け る 證券 保有 高の 減少 は、 ドイツの 外國 證券 保有の 一般的 減少 を 反映す る もので あ 

る。 支那の 場合に は その上に、 支那 政府への 直接的 支拂が 若干の 支那 债務の ドイツ 發行债 翁を以 つてな された とい ふ 事 

實 があった。 

1 九 〇 四 年 及び 一 九 一 四 年に ドイツ の投资 總 額のう ち 政府 情務の 占める 割合が 比較的 高率であった こと は、 第二の M 

笫 二十 章 支那に 於け る * ト イツの 投資  七 1 七 


の 影響で ある。 一 九 〇 四 11 一九 一四 年の？ r ドイツの 投資 は 正常 的と 言 はるべき 增進を 示して ゐた。 一九 三 一年に は 

ドイツの 投資 は 一 九 一 四 年に 於け る その 價 額の 約 三分 ノ 一 であり、 そして 此の 狀態 は、 凡ての 種 類の ドイツ人 おが 

恐らく 四千 萬 米 弗 以下であった 一九二 一 年に 於け る 最低 點 からの 回復 を 反映して ゐ るので ある。 換貢 すれば、 ドイツの 

場合に 於け る戰 後の 回復 は、 一 九 一 四 年の 總 額の 六分ノ 一 以下の 所有 額を以 つて 始まった ので ある。 

第五 表 一 九 O0 1— 一  九 111 一 年の 支那に 於け る ドイツの 投資 C 大分 類 項目 別) 
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【一！ a  二  0〕 此の 契約の 耍約は 一九 三 〇 年 八月 二十日に 國 K 通信に よって 發 表され、 そして 種々 の 新聞に 現 はれた。 それ は Q き g 

IVir  Book  1931.  p.  253 に採錄 されて ゐる。 

支那に 於け る ドイツの 貿^ 及び ドイツの 事業 投资 は、 一九二 一 年 以後 急速に 增. P した。 支那で 人が 聞く やうな これに 

關 する 議論に 於いて、 ドイツの 投資 は戰 前に 於け るより は遙 かに 少ない とい ふこと が、 屡々 忘却され てゐ る。 最近の 狀 

勢に 注意が 向けられ、 そして、 貿 の 增加は 治 外法 權の缺 除と 密接な 關係を 持つ とい ふ 意見が、 1§| 々或る 確信 を以 つて 

^明され てゐ る。 ドイツの 商人 及び 官吏 達 は 他の 多くの 者 程獨斷 的で ない が、 彼等 は 寧ろ 一般的に、 彼等の 變 化せる 地 

位 は 彼等に 若干の 好意 を窗 らし はする が、 その 重要性 は 測定で きないと 信じて ゐる。 
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括 表の 中に 示されて ゐる。 一九 一四 年 以後の 狀勢 は、 支那 は外國 から 借らす、 そして ドイツ は ijai すべき 金 を 持た なかつ 

た 時期 こ 於け る 貿易の 增進を 反映して ゐる。 商品の ス トツ クが 現在の ドイツ 所有 高のう ちで 重要な 役割 を 演じて をリ、 

そして- 支那と ョ ー 。ツバの ii の { や： 輸 と關聯 せる もの- - 如き、 貸付 を 含む 少數の 契約 は貿 2,^ と 密接に 結合して ゐる。 

第 六 表 一 九 O0 11 一 九 一二 一  年の 支那に 於け る ドイツの 投資 (大分 類 項目に よる 分布) 


九 八 

一 九 
三 九 
年 年 


:/ し 一 


O  Z3. 
o 八 


ャ 二 


商 


社 


九九 九 八 
ニニ一 九 

〇 一 三 九 

年年 年年 


人 


P 


九九 九九 

三 ニー  〇 
〇 一 三 五 

年年 年年 


指 


指 


指 


數 


0 四 0 

~~ "二    C3 八 


数 


CD    IZ3  • 

四 0 


ドイツ の地位は左の^^に示されてゐる。 一九二 一  年の 事實は 船舶 以外 包含され てゐ る。 一 九 一 一三 ijf まで ドイツの 船舶 

は 却し うる もので あり * 一 九 三 〇 年に 沿岸 航路に 對 する ドイツの 分 前 は微々 たる ものであった。 一九二 一 华の^£^實を 

示した の は • んマ日 の ドイツの 地位 は、 一九 一四 年の 數 字と 比- i$ すると 同時に これ 等の 數 とも 比 if する ことによって 1： 斷 

さるべき だからで ある 0  , 

第 七 表 支那の 國際 經濟關 係に 於け る ドイツ の 地位： 投資 以外 は稅關 統計) 


二十 章 支那に 於け る ドイツの 投資 
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直接 13- 易 (百 萬海關 •€) 

二  oil 
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在 支 r イツ 人人 口 

l、i 

二、 ん Z ル 

1ーー.〔0 六 

ドイツ 商社 数 


支那の 貿易 總 額に 對 する ズ 

Is 

四 • 七 

在 支外國 人数に 對 する お 

六丄ハ 

一人 

Is 

0 人 

在 支外國 商社 總 数に 對 する お 


八 六 二 
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O 六 3i 


与 O 六 
S:    <_3  二 


六 5 

七 


指 


数 


六 0 ュ 
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投 


九九 八 

ニー  九 

〇 三 九 

年年 年 


^ニ篇 各 國 篇 


七 二 〇 


1 九 二 一 年 

1 九 111 〇 年 


さ 一 


ドイツ 船噸 ^^百萬！^.) 


一 Gf 一 


旨 

+1 


数 


一 iH; 


支那 及び 外阈 4- 總 噸数に 對 する ズ 


1 九 〇 二- -1 九 OS 年 

1 九 一四 年 

一九 三 1 年 


は丄； 

六 All 

外國の 投資 總 額に 對 する ％ 


一人 

や 一 11 

ドイツ の投 資 (百 萬 米 弗) 


t5  二十  一^ 支那に 於け るべ ルギ ー、 オランダ、 タリ I 

及び ス カン ディナ ヴィァ 諸國の 投資 

若 千の ョ 1 11 ツバ 諸 画の 投資 は、 一 九 三 〇 年 又は 一 九 三 一 年に ついては 可な り 精密に 推算す る ことが 可能で あるが * 

ょり以^1の^?^年、 卽ち 一九 〇〇 年 及び 一九 一四 年に 就いては 何等の 推算 も 提供され えない。 これ 等の 諸國 は、 ベル ギ ー、 

オランダ、 ィ タリ ー 及び ス カン ディナ ヴィァ の 三國、 即ち デンマ ー ク、 ノ ー ル ウェイ 及び ス ^i- デン である。 

一、 一九 三 一年に 於け るべ ルギ ー の 投資 

支那 こ 於け るべ ルギ ー の 利益 は、 一 八 九 五 —— 一八 九 八 年の 間 m 仃 された 京漢鐵 道の 原 契約に 對 する 商議 以来、 可な 

り^ 耍な ものであった。 それ故に、 ー九〇ニ年及びー九一四年に於けるべルギーの投资の推算に|^逹せんとする努カが 

なさ. -た が、 然し それ は、 かくの 如き 推算 は 不可能なる ことが 明らかに. なった 後に、 斷 念され た。 

I〕 支那 政 務 のべ ルギ ー の 保有 ハ" i: に S; する 吾々 の 推算 は、 一 九 〇 二 年に は S 百 三十 七 萬 九 千 W 百 米 卯、 そして 一九 一 四ギ 

に は 二 千 二百 八十 八 萬 二 千 百 七十 二 米^であった とい ふ事賀 は記錄 する 價 値が あらう。 これ は フランス の投 おの 檢？^ の 中に 示さ 

れた諸 借款の 振赏 てに 基く ものである。 

二十 1 章 支那に 於け る ベルキ ー、 オランダ、 ィ タリ一及び ス カン ディナ グイ ァ諸國 の投资 七 二  I 


ニ篇 各國篇  七 ニニ 

一 九 三 〇 ハ牛 末の ベ ルギ ー に S する 支那 政府の 務は、 他の 1L の 場合に 川 ゐられ た 項目の 下に 於け る總 額を椎 おする こ 

とに よって 到達され うる。 

その 中で ベ ルギ ー 人が  一 ？仅 を ig じたと ころの、 支那 政-:^ の 1 1^:= 的の ための よく 知れて ゐる 有擔保 借款 は •  f か 一 に • 

1 九 一 三年の 五分 利 ti 後 借款の 百 三十 三 萬 八 千 八 百 八十 の 發行を 含んで ゐる。 ベ ルギ ー は^ 款を 引受けた 五！： 財 M に 

は 代 9^ 者 を 出して ゐ なかった が、！！ シァ阔 外で 發 行され た 口 シァ 分の 一 大部分に 等しい 或る 部分が、 ベ ルギ ー の 諸 銀行に 

割當 てられた。 一 九 三 一 华 十一 一月 三十 一 日に 於け る これ 等の 公愤の 現存 額 は 六 百 十五 萬 五 千 三百 六十 九^:^ であった。 

第二の 項目 は、 一九二 八 年の ベル ギ ー の 賠惯金 借款の 現存 額 四百 二十 四 萬 八 千 四百 米：^ である。 此の は、 一九二 

五 年 九： 五日 及び 一 九 一 一七 年 十一 一月 八日の 團匪 賠償 #: 協定に よって 要求され た支拂 をな すべき 支那 政- の 債務に 基く も 

ので ある。 『金』 法 紛議の 終結した ときの ベ ルギ ー の 立場 は、 ベ ルギ I は 紛議に 於いて は 勝利 を 得た が、 それに 乘 する こ 

と はしない とい ふに あった。 政府 は 華 比 銀行 (Banque  WCIge  Pour  rEtranger) から 一. 紙 法で 受取った、 そして 支那 

政府 は 銀行に 『金』 法で 支拂 ふこと を 約した。 銀行が そのべ ルギ I 政府への 立替 金の 額 を 受取った 後、 支那から 年々 受取 

るべき 額 を^ 礎と して 五 百 萬 米 = ^の 公 t£ が發 行され た。 そして 一九二 七 年 十二月 八日の 協定に 於いて、 手 取 金の 七 五 ％ 

はべ ルギ I に 於いて 錢逍村 料の ために、 そして 二 五 ％ は 教育的 及び 慈蕃的 動 を 監督すべき 任務 を 有する 委員 會の 所理 

に 委せる とい ふこと が汄定 された。 私に は、 圑 ii&w 愤金債 はも はや 存在せ ざる ものと 認め、 その. 代りに 此の 新ら しい 

借款の 現存 額 を 記載す るの が 最善で ある やうに 2 わ はれる。 

〔s 狂 一一〕 Wright,  S.  Th&  cosim  and  Disposal,  of  the  cmisas  Bevems,  pp.  114,  12415. 


支那政^^錢道部にょって 一 九 二 九 年末 現在と して 報告され たべ ルギ I に對 する 鐵 道愤務 は、 三千 七 百 三十 五 萬 三千 九 

百 八十 二 米^であった。 此の 總 額が、 得られる 最良の ものと して 採 川された。 债權者 側からの 數字は 此の 總 額と 大體 一 

致して ゐる。 汴洛 及び 賵海 道に ついては、 受取るべき 額が ベル ギ I の^ 社に よって 私に 報齿 された が". それ は 事貿上 

貸付金の 全額に 《M3 つてね た。 一 九 ニ七ハ ヰ以來 これ 等の 借款に して 何等の 支拂 もな されて ゐな いとい ふこと が 私に 語ら 

れた。 一 九 三 一年 一月 一 日に、 元金 及び 利子 1^. 滞 額 を 含めて、 現在 額 は 左の 如くであった 11 

二 九 0 七た ヰ ， 


汴^, 

薦、 

隴 レゅ、 


九 〇 三— 

九 一  一二 年 

九 二 〇 年 

九 二 〇 年 

九 二  s: 年 

九 二 五 ひや 


フラ A 


前 渡 11 


さ 10 


二八、 二 〇〇、〇〇〇 フラ ン ス法 

五、 一 〇〇、〇〇〇 磅 

1 九 八、 四四 九、 九 二 〇 ベ ルギ ー 法 

四 四、 二八 〇、〇〇〇 ギルダ- 

1 、 一 一 二、 〇〇〇 支那 弗 

三 〇、 六 〇〇、〇〇〇 佛法 

五 七、 六 八 五、 〇〇〇.□ 法 

一 一、 ニニ m 

1 、〇〇〇、〇o〇 ギルダ. I 


1 、 一 〇 五、 四 四 〇 米^ 

二  W  、八 一 九、 一 五 〇ク 

五、 五 I 六、 九 〇〇ク 

一 七、 八 〇〇， 五六 〇 ク 

三 一 七、 七 〇〇ク 

1 、 1 九九、 五 二 〇 ク 

1 、六 0  一二、 六 四〇 ク 

五 四、 一 三 〇 グ 

^〇 二 ，〇〇〇 ク 


五 二、 八 一 九、 〇 叫 〇 グ 


ギルダ..' で オランダに 丈拂 ふべき 額 を 控除 すれば、 沐洛 及び 隴海 道に おして 總額 三千 四；. n 六十 一 i 禺六千 百 八十 米 

=^ の 一!^ 務が ある、、 これに 同 成 Sil 道 前渡金の ベ ルギ ー 分 (二百 七十 七 萬 三千 二 八十 米： g:) を 加 へれば、 總額 三千 七； a 三 

十八；^ I 九 千 七 百 六十^^になる。 村 料 及び 供給 品に する 現存. 額が あるか も 知れ & いが、 それ 等の 額 を^ 酌しても、 ^ 

二十 1 章 支那に 於け るべ ルギ— 、ォ ランタ、 ィ タリ ー 及び スカ ン ディナ ゲイ ァ諸國 の投资 七 二三 


第二！ s 各 國 篇  七 二 四 

道 部の 救 字と ベ ルギ 權 者の それと は、 前述の 如く 殆んど 一 致して なるとい ふこと はや はり 眞實 である。 

約 三千 七 百 萬 米 弗と いふべ ルギ I の總額 は發行 地の 原則に 基く ものである。 若し 凡ての 事實が 知られ、 そして 吾々 が 

ぺ ルギ ー 及び フ 1 フン スに 於け る これ 等の 公愤證 書の 現實の 保有 高 を 推算す る ことができたならば、 その 時 は、 ベ ルギ ー 

の投资 者が ま 那鐵^ 務の 中に 持てる 額 は 一二 千 七 百 萬 米 fi^- より 少ない ことが 明らかになる であらう。 フランス の 投資 を 

检 討す るに 當 つて、 ベ ルギ ー の ものと して 報告され てゐ る屮少 くも 一 千 萬 米 弗が 現實 にフラ ン スに 保有され てゐ ると 描 

算 された。 詳.！ の 報告が 無い ので、 ベ ルギ ー の 額 は 三千 七 百 萬 米 弗と して S いたので ある。 

ベ ルギ ー 人に 對 して は、 §:道以外の交；ォ3機關のための^£務は無かった。 そして r 無擔 保』 の 額に ついて は^は 財政 

部の 一九二 七 年の 文 害に 據る。 それ は 二十 八 萬 五 千 六 百 五十 五來： になる。 總額は 左の 表に 示されて ゐる—— 

第一 表 一 九 II 一 一  年に 於け るべ ルギ^-の支那政^w倚，t保有額 

政府 一 般 目的の ための 借款  1 〇、£〇 三 、七 六 九 米 卵 

鐵逍 债務  .  11 一七、 三 五三、 九 八 ニク 

. 『無 擔保』 債務  二八 五、 六 五五ク 

針  四 八、 〇 四 三、 E:〇i パク 

べルギーの察業5^资は、 Ics^ に 通ぜる 上海の 或るべ ルギ ー 人 事業家に よって 最近に 綿密に 推算され た。 推算 は、 極東 

に 於け るべ ルギ ー の 諸 利益の 一 般的 問題に 關 する プリ ュッ セル の會議 のために 爲 された ものである。 一 九 三 一 年の 始め 

に對 する 總額は 十五 億べ ルギ ー 法 少し 以下、 卽ち 四千 百 萬 米 弗に なった。 此の 額と 政府 债務と を 合せれば、 ベ ルギ 1Q 


は 殆んど 九 千 萬 米 弗になる。 

第二 表 一九 一一 二 年 Q 支那に 於け るべ ルギ I の 投資 

事業 投资  四 一、〇〇〇、〇0〇 米 弗  四 六 ％ 

政 府 債. 務  1： 八 .〇四 三、 〇〇〇 ク  五四ク 

計  八 九、 〇 四 三、 〇〇〇 ク  1〇〇 ク 

二、 一九 三 一年に 於け る オランダの 投资 

オラ ンダの 支那 政府 債務 保 I？： は 二つの 項目から 成って ゐる 11. 隴海鐵 道に 對 する 借款 及び 支那 政府の 「無 IS 保 J 借款 

の 分 前で ある。 

團^賠償金のォランダに對する分はもはゃ^„?慮されるを要しなぃ。 ライトが 指摘して ゐる やうに、 オラ ンダ 政府 は 他 

の 例に 做 ふ 意 11 を聲 明し * そして 賠^金 支 拂の殘 額 を 黄河の 硏究 及び その 永久 的 改良 計靈の 作成に 捧げる 協定 をな した。 

资金を管现するための蘭支委員會を創設せんとする提^！^が支那政府にょって承認された。 资金は 一 九 二 六 年の 始め 以來 

支那に 於いて 精 立てられて ねる。 政治的 動搖が 此の 事業の 實 際に^ 始 される こと を 妨げて ゐ るが、 團！： 賠 お金に 几 ほいて 

支那から オラ ンダへ 何等の 金 も. 送られて ゐな いこと、 そして 將來も 送られない であらう とい ふこと は確實 である。 

r-£l 二〕  wl.i 丄 it,  S.  The.  CJ >!udl。n  and  Disposal  of  the  >SIars.i-/H<J  GaMoms  Ka«?me, で. 126. 

〔一 jJl 四〕 alhisl  rl-  Book,  192911930,  p.  669. 
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iifg 鐵 道に 對 する オランダの^ r> ^は， アムステルダムに 於け る 或る 支那 政 $1:^ 證券の 發 行と いふ 形式 を 採った。 一 

九 1 1〇 年に 一 千 六 百 六十 六 萬 七 千 ギルダ ー、 一 九 二三 年に 一 千 四百 八 萬 三千 ギルダ ー、 合計 三千 七十 五 萬 ギルダ ー が發 

行され た。 此の 外に、 其の後に 於け る 百 萬 ギルダ ー の 前 ：4： 金が 日附 なしにべ ルギ ー の會 社に よって 報告され て をり、 そ 

してべ ルギ ー の報吿 は、 1 九 三 一年 一 月 一 日に 於け る 利子 延滞 額 は 一 千 三百 五十 三 萬 ギルダ I であると 述べて ゐる。 茲 

に 於いて、 愦權者 側に よって 報告され た 债務總 額 は 四千 五 百 二十 八 萬 ギルダ I 即ち 一 千 八 百 一 一十 萬 一 1 千 五 百 六十 米：^ で 

ある。 支那 鐵道部 は、 ォ ラ ン ダに對 する 務を 三千 百 七十 五 萬 一 一千一 一十 五 ギルダ ー 卽ち 一 千 一 一 百 七十 六 萬 四千 三百 十四 

米 弗と 報告して ゐる。 私の 得た 報告 は、 利子 は 一 九 二 五 年 七月 一 日以米 延滞して ゐ ると いふ カン (K;lnn) 及び ベイリン 

(Baflin) の 報告と 一致して ゐる C オランダの 場合 は、 只 一 の 務を 含んで ゐる のみで、 非常に 明瞭で あるから、 私 は 

大きい 方の 額 を 承認して、 オラ ンダ に支拂 ふべき 額 を 一 千 八 百 一 一十 萬 一 一千 五 百 六十 米 弗と 記載す る こと を 提案す る。 

〔ほ 五〕 Gdim  FS7-  J£c,  1931,  p.  359. 

オランダに 對 する 務は 1 九 二 五 年の 財政 盤现會 によって 報告され た。 財政 部の 一 九 二 七 年の 文書の r 無擔 保』 借款の 

中に 報吿 されて ゐる額 は 五十 萬 三千 九 百 一 一十 八 米 弗になる。 此の 額と 上述の ものと を 合せば オラ ン ダに對 する 総額 は 一 

千 八 百 七十 isZ 六 千 四百 八 + 八 米 弗になる。 

支^に 於け る オラ ンダ 人の 事業 投资 は、 オラ ンダ人 銀行家 及び 上海の オランダ 商業. &議 所の 書記の 意见を 聞いた 上で 

椎 された。 支那に は 干 戴. な 二つの オランダ^ 行が ある- ！ 和 蘭 銀行 (Nederlancjsche  ffiandcl  Maatsdlappij) と 

安 迷 銀行 (Nederlandsch  Indische  Handelsbank) と。 一 つ の ォ ラ ン ダ，5:社が葫5|1^^^^ の改良を請^ つ てをり、 そして 


他の 場 5- に 於いて 同様の 事業に 從 事して ゐる。 それ は 支那に 可な りの^ 備を 所有して ゐる。 ^|が到達した撤.ぁょ事業投 

资 として 一千 萬 米 弗で ある。 これ は 支那と ジャワとの il の關 係の 問題 を 勘定に 人れ てゐ ない。 オランダの 顾籍 を；^ する 

支那人が支那に居住してォランダ植民地に財產を所^^せる者、 及び 蘭領印 俊に 居住せ る 支那 人で 支那に 財 V ば を 所お せる 

者の ある こと はよ く 知られて ゐ るが、 茲 では、 蘭領 印度に 居る 支那 人から 支那への 送金 を 推算す るより 以上の こと は爲 

しえない 0 

第！ 一 1 表 一 九 三 一 年の 支那に 於け る オランダの 投资 

事業 投資  一〇、〇〇o、〇〇o 米 弗  11 一四 *八％ 

支那 政 の僙務  一 八、 七 〇 六、 〇〇〇 ク  六 五 ，ニク 

計  二八-七 〇 六、 〇〇〇 ク  一〇〇<D ク 

〔s!i 六〕 通常 英語で Netherlands  Trade  wank 及び Netherlands  India  Bank と $ ばれる。 

三、 一九 三 一年に 於け るィ タリ， 》 の投齊 

ィ タリ I の 場合に は、 支那 政府の 愤務 は、 此の 領域に 於いて 採用され た 推算に 對 する 通常の 出 所なる 支那 財政 部の 一 

九 二 七 年の 文書 中に 八 は 六十 四 萬 八 千 六 百 三十 三磅、 卽ち約 四千 一 一 百 萬 米 弗と 報告され てゐ ると ころの、 『無^保』^ 款 

中の 一 項目から 成って ゐる。 此の 債務 は、 軍需品、 水雷艇 及び 驅遂 艦に 對 する 契， 5 を 今：： む 一九二 一年、 一九 一 三年 及び 

1 A 一  四 年の 通常 r 澳 ！□ 借款と 稱ばれ る 借款と して 始まった。 これ 等の 契約 は 戰ハ ザに よって 中斷 された。 一 九 1 一 一 一た や 

第二 十 1 章 支那に 於け るべ ルギ- 、オランダ、 ィ タリ I 及び ス カン ディナ ヴィァ 諸國の 皮,^ 七 二 七 


i ，ル 二  t,l 各國篇  七 二八 

に、 これ 等の 襖 國借. 欤の證 書 所持 人 を 代 せる イタ リ ー の 一 銀行に よって、 額面 五 百 七十 七 萬 七 千 百 九十 磅 であった 凡 

ての^ 務を單 一 の 協 £ん に 纏めん とする 努力が なされた。 此の 一 九 ニニ 年の 協定 中の イギリス 所得 稅支 拂に關 する 條項 は、 

これ 等の 證 書の 若干が ィ ギリ ス に 保有 さ. れてゐ ると いふ 結論 を 尤もらしく する。 ^は、 フランス の 金が 含まれて ゐ たと 

いふ こと を パリで 知らされた。 財政 部の 一 九 二 七 年の 文書 は、 原 借款 額と して それが 擧げて ゐる六 百 八十 六 萬 六 千 四十 

六 it とい ふ 額に 對 する 典據 として、 一 九 二 五 年 九月 三十日の 協定 を 引用して ゐる。 此の 偾務は 縫れ 合った 國際 取引で あ 

つて、 その 完全な 歷史は 恐らく 知られる ことがない であらう。 私 は 一 九 二 七 年の 文書に 示された 總額を 採用した。 

【一! S 七〕 原 契約の 或る ものに つ いて は AlacMurray,  J.  V.  A.,  Treaties  ,1  A  ，雲, vol. II,  pp.  100417. を 見よ。 一九二  二 年 

の 協へ e に關 す. る悄. q3 につ いて は Bavlin,  J.  K-.,  Ihrdcm  Loon  OMigcitisIS  oj  pma, づ. 22. を 見よ。 

上海に 於け るィ タリ， 'の 事業 投資 は 上海の ィ タリ ー 商業 會議 所に よって、 一 九 一 一七 年末に ついて、 綿密に 推算され た。 

報吿は 三十 一 の 商社から 一 父 取られた。 これ 等の 商社のう ち 六 社 は、 十 萬 上海 兩 又は それ以上の 投資 を 報告した。 何れの 

場合に も 支那 資本 は 除外され た。 上述の 一 九 I 11 一年の 協定に 參 加した 華義 銀行 (Sino-Italig  Bank) は 一 九 一 一 五 年 

に 終焉 を吿 げた。 その後 を華義 銀行 (Italian  Bank  for  China) が繼 承し、 該 銀行 は 一九 三 〇 年末に 拂込 資本 百 萬 米 弗 

及び t3 立 金 十七 萬 一 千 一 ー百士 一 米 弗 を 持って ゐた。 一 九 三 一 年に は、 恐らく 天津の 大理石 を 扱って ゐ る.^ I 社の もの 以外 

に は、 ィ タリ ー 人 所有の 工業 設備 は 支那の 何 所に もなかった。 上海に 於け る 事業 投资總 額 は、 商業 會議 所の 報吿 によれ 

ば ニー 百 六十 一 萬 一千一 一 百 米 弗であった。 一 九 一 一七 年末 以来の 變 化に 基いて、 商業 會議 所の 書記 は、 これに 五十 萬 米 弗 を 

加算して 總額 三百 十 一 萬 一千 一 1 百 米 弗と すべ きで あると いふ 意見であった。 彼れ の 研究 は、 上海に 於け る 投資 は 支那に 


於け るィ タリ ー の 投資 總 額の 七 〇％ を 占めて ゐ ると いふ 結論に 導き、 そして これに 基いて、 1 九 三 〇 ハ牛末 支那 八 上體に i? 

して 四百 四十 四 萬 五 千 米 „ ^とい ふ 推算に 到達した。 

支那の、 世界 戰爭 以来 急速に 增 加した 人造 親の 輸入 は、 大部分 ィ タリ，.' から そして 在支ィ タリ 1<1:： 社 を 通じてな され 

てゐ る.' 一九二 九 年の 輸人總 額 一千 六 百 萬 海 1 兩の 中、 ィ タリ I は 一千 百 萬 海 關_刚 を 供給し、 そして 一九 三 〇 ハ 牛に は輸 

人 額 一 千 五 百 萬 海 關兩の 約 六 〇％ を 供給した。 これ 等兩 年に ついて、 人 紹の輸 人はィ タリ-からの 輸人總 額の 約 分ノ 

三であった a 

圑-^ 賠償金の ィ タリ ー 分 は、 フランス 及びべ ルギ ー に對 すると 略 同様に 處现 された。 五ケ 年の 延期の 後に、 支那 政府 

は 一 丸一 一二 年 十二月に 『紙幣』 による 支拂を 申込んだ が、 これ は 拒絶され た。 『金 J 法 紛議の 終りに 協定が 成立した。 一 

九 一 一 五年士 万 三十 一 曰 迄の 支拂は 支那 政府に 引渡された。 一 さ 一六 年 一 月 一 曰から は 米：^ で華義 打に 支拂 はれた。 

ィ タリ ー 政府 は、 華義 銀行からの 『紙幣』 を以 つてす る總 現存 額の 支拂を 承認し、 そして 一 九 三 一 年末までに ィ タリ ー 

政府に 支拂 ふべき 額 は 全部 支彿 はれた。 米 弗を以 つてす る 支 拂は今 もな ほ 支那 政府から 華義 銀行に なされて ゐる" 一 九 

三 一 年末に 於いて は、 尙 ほ支拂 はるべき 年賦 金が 一 借款の 基礎と なる であらう とい ふこと が豫 期されて ゐた。 手 取 金 は 

敎育、 慈善 及び 土木 事業、 ィ タリ ー で 購入 さるべき 土木 事業 村 料に 捧げられる ことと なって ゐる。 ィ タリ ー への 支拂は 

1 九 一一； 二 年 迄に 終了し、 そんて 公債 は 未だ 發行 されて ゐ ない。 これ 等の 事赏 は、 左の 表に 示されて ゐる 政府 1:2, おから 圑 

匪 賠償金 を 除外す る こと を理. S づける やうに 思 はれる。 

第二 十一 章 支那に 於け るべ ルギ ー、 オラ ンダ、 ィ タタ ー 及び ス カン ディナ ヴィァ 諸 IS の 投資 七 二 九 
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一 九 三 I 年の 支 に 於け るィ タリ I の 投資 

四、 四 四 五、 〇〇〇 米 弗 

四 二、 〇〇〇，〇〇〇 ク ■ 


四 六、 四 四 五、 〇〇〇ク 
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九？ 四グ 
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四、 一九 三 一年に 於け るス カン ディナ ヴィァ JiSlI の 投f» 

デン マ ー クに對 する 支那 政府の 債務 は 若干の 重要性 を 持って ねる。 それ 等 は、 イギリスの 場合に 鐵 道 以外の 交通 接關 

のた め 0 ものと して 報告され た 三つの 借款の デン マ ー ク分 (五 〇％) である。 その 項 目 は 左の 如くで ある il . 

渥 烟沾正 水線 借款  三 〇 二、 一 三 九 米 弗 


烟沾副水線借|^1- 

整 也 報 電話 借款 


七 〇、〇 八七ク 

二 五 〇、〇 四 三ク 


計  . 六 ニニ、 二 六九ク 

此の 額の 他に、 財政 部の 一 九 二 七 年の 文書 は、 二十 萬 五 千 五 百 五十 七 米 弗の 『無 $S 保』 ：£款 を 示して ゐる。 これで デ 

ン マ ー クに對 する 總額は 八十 二 萬 七 千 八 百 一 一十 六 萬 米 c.^ になる。 

ノ ー ルゥ H ィは、 一 的の ために も 交通.！： 關 のために も、 支那 政府に 對 する 借款の 分 前 を 持って ねない。 財政 部の 

一 九 二 七 年の 文書に 何等の 額 も 現 はれて ゐ ない。 然し、 1 九 二 五 —— 一 九 二 六 年の 關稅會 議にノ ー ルゥ H ィを 代表した 


ジ ョ ァ t 一  シ H レ ー (Johan  Michelet) 氏が、 特別の 僙 券で 彼れ の同國 人に 寶られ た 五 千 萬 海 關兩の 1 項 ほに 特^の 注 

意 を 喚起した ことが 注意 さるべき である。 私 は 此の E 額の 項目 を 探求して みた 結 は、 それ を 五 萬兩に 減らさね ばなら 

ぬ ことにな つた 0 私 はこれ を 二 萬 五 千 米 弗と して 『無擔 保』 借款に 加算す る こと を 提議す る。 此の fi 求^ は 支那の 『無 

擔保』 借款 表の 中には 見出されな いが、 それ は 此の 場合、 それが 財政 整 现 會 によって 雍 却され たこと を 意味す るに 非す 

して、 單に それが 提示され なかった こと を 意味す るので あると 私 は 信す る。 

【一 ui 九 1 The  Special  oonference  o?i  the  Chinese  Customs  Tarlfj,  Peking,  1928,  f>.  -woo. 

ス Ml デ ンに對 する 支那 政府の 債務 は、 財政 部の 一九二 七 年の 文書に 『無檐 保』 として 舉 げられ てゐる 三千 九 百 二十 

四 米 弗の 只 一 つの 項目 を 含んで ゐる。 

扨て 私はス カン ディナ ヴィァ 諸國の 事業 投资に 眼を轉 じょう。 デ ン マ ー クは 支那に 於いて 四十 社 を 下らぬ 商社に よつ 

て 代表され て をり， その 中 十九 社 は 上海に 店 を 持って ゐる。 デ ン マ，. 'クの 事業 投資の 安當な 推算 は 百 萬 米 弗で ある， -ノ  ！ 

0 

ルゥ H ィは、 一 九 三 〇 年末に 約 十 萬 米 弗であった 蔡 業投资 によって 代表され てゐ る。 ス ュ ー デ ンの 事業 投 s^、 は少 くも 五 

十 萬 米 弗で ある。 此の 額 は、 滿洲に 於け る燐寸 製造業への ス H 1 デンの 投資に 關 する 正確な 報告 を 川 5 る ことの 不可能な 

ことが 發 された 故に、 多少 不確實 である。 

S 10〕 ユー ーォ ン麥洒 醸造所が 一 九 一 一  一 0 年に 香港 法の 下の 一 會 社に 移：； i された こと は、 此の 額 を 可な り 小さく した。 

一 九 〇 一 年の 圑匪 事件 議定書 は、 ス H 1 デン 及び ノ ー ルゥ エイに 支拂 ふべき 六 萬 一 一千 八 百 二十 兩の額 を 含んで ゐぉ。 

此の 債務 は戰 時の 變化 の 影響 を 受けない で、 ボルト ガ ル 及び スペインの 分と 共に、 賠^金 の 現存 部分 を 構成し てゐ る。 

第二 十 一 章 支那に 於け るべ ルギ ー、.^ ランダ、 ィ タリ一及び ス カン ディナ ヴィ ァ諸國 の投资 七三 1 


0  二 篇 各 0  0  七三 二 

尙 ほ支拂 ふべき 年賦 金 は、 一 九 三 〇 年末に 於け る 支那 政府の ス H 1 デ ン 及び ノ， 'ルゥ ヱイに 對 する 債務と して 約 三 萬 米 

= ^の 元金 額 を 含める こと を现. H づける。 

【- Ml 一〕 111H9 七 §： 二 米.^ とい ふ 協定 換算率 を以 つて リ 

諸布敎團體及び諸國の在支宫^からの報吿が；^#をして、 布敎の 目的の 爲の 財產總 所有 額 を 九十 二 萬 五 千 米 弗、 これ 等 

の團 IS から 支那への 送金額 を 一 九 二 九 年に 七十 一 萬 米 弗と 堆算 する こと を 可能なら しめる。 ノ ー ルゥ H ィの 場合に は、 

近た ち、 此の 國 から 布教の 目的で 金され る總額 三百 十四 萬 クラウ ンの 半分 を 下らぬ 額が 支那に 行った。 デン マ ー クの布 

敎團體 は、 一 九 二 九 年に 支那に 六十 九 名 を 下らぬ 宣教師が 居り、 約 三十 五 萬 クラウ ン の 純 送金が あった こと を 報告した。 

【一 M  一二〕  Norw さ hn  yl-  Book,  Oslo,  1931,  p.  115. 

左に ス カン デ イナ ヴィ ァ：！^^國の投资を示す表を揭げょぅ 11 
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總投費 額の 中 事業 投資 は 六九丄 11%、 政府 債務 は 三 〇• 七ズを 占めて ゐる 
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Hsu,  M.P    s 

滅^ 製造 幾  ，六 

シェッッォフ^^<^   0 

ジェ ンクス •  • し  ニー 

シカゴ 銀行 借款  Klfl-Ml 

シ 力 ゴ 大陸 商業 • 信：.^  • 貯蓄 銀行   一一 一 I 一一 

四^ 财 圆  三 や lis 

10^   二 九 0 

—に-ロシアと 曰 本との 加入…  一一 一一 T 二ん 一 

シ一 ムス • カレ ー 商會  IIP? 

^^業件質別.れ接投^  八 七 

事業^ 資  一一 一： 一一 

—及：： 政^ 倚款 I 近年に 於る… 六 九- V0 

—と 政府の 借 入  一一 Is 

—と 政」 れ愤務 との 區別  六. 五 

！と 政府 债務へ の 分類  一； 四 


—に 某： く 受取  

—に 某： く 時期 別收支 

I に 某く 支拂  

—の 意義  

1 の 一 般的 諸事 實… 

1 の 持 ，4? 的^ 進 ……- 

—の^ 加 率  

—の 卓越せ る重耍 性- 

—の 六^ へ の 配分 


及び 一 九 三 一 年の 比較  一 soil- 

I 及び^ 樂投 おに iL. 聯 せる 

純支拂  一七ん 

l に 1* く收支 表の 說明的 

=== 科  ァニ丄ハ 

—の イギリス 保有 高 の 槪括 1 

一 九 三 一 年に 於け る ：：： SIS 

—の 各！： 分類  m 一一 一 

—の ドイツ 所持 高  七 さ m 

I の ドイツ 分 —一九 一 w …… 

年に 於け る  七 C 六 

I の 日本 保お 高 —一ん S 年… 

1 1 九 三 〇 末 五ん 九 

—の 日本の 所持 額の 槪括… W 九 八ん 

1 のフラ ン ス 保有 高  六 八 3 

—一九  一 TO: 年 六 八 六 

—一 九 三 一年 六化づー 

. I のべ ルギ ー の 保有 高  七： 一一 

f の 利子 支拂 W,  1ー11  一二 

I へ の 日本の 投丧の 注意 

すべき $5 "加  六 01 

—  ロシアに 對 する 1 1 九 

二  M¥  一つ 一： 卞 21 

支那政^?^^券のドィッからの|、出  ii-m 

—の ドイツ 發行 分の 現存 額… 七 二 

I の フラ ン ス人 による 现 

おの 保有』 お  六 九 j 

支那 政府 鐵 道.. _ 位務  一 


l の ィ ギリ ス 保有 高— 

一 九 二 九 年 十二月 

世 一 日 末 現在… S 六 *四一 七 

支那 政府 鐵道 の ドイツへ の 债務  一 一一 一七 

—の 曰 本へ の债務 …… ま； 八—！；？ 七 丁 八" 

—の 諸 推算 …… S 

—の^^正現存額 五 七 1 

支那 政^ 鐵道 部に よって 作成され た 

0  1 二 七 ，乂六 ん 

支那 政府の 特別法に よって 創立され 

た會社  10七 

—の日本に劉する借^^^  HS 丄ハ 

—一九 一 三年… I； 八 s 

—の フランス に對 する 债務 六へ 八-力ん 一 Is 

—の. 措 保 借款の 日^ 分  五八 七 

—の 無力  gl 

—の n シ ァに對 する 债務 

II 九 一 三年… 六 31 

II 九 三 〇 年 六 さ TSI 

—のれ 債  ニニ 二 

—のれ 債 及び 事樂投 =ぉ に 基く 收支 フ七 

I のれ 債に 基く 支拂  Ru! 

1 又は その 一 つの 部が 赏耍 な义は 

支 「阢 的な 持 分 を 持てる 會社 へ 

外 人が #加 せる 場合  ls』 

支那 帝^ 政， 财 五分 利金 款  一一： 六 


—四^ 利金； f 借款  二 H ハ 

支那鐵*^1  E  二 

—おに 於け る 一 變革  R 七 

！ 組織の 不完 令：   一 H 九 

—に 於け る 外^ 資本  ：11. ャさ 

—の？^ 貧  二 H 

支那と 合衆國 との 差異  10 上 

支那 土木 戴 業 <r 社  ls_ 

支那お の 使用  lltU 

支那 内地  IS 

支那に 在る ドイツ人の 财產  さん 

支那に 於る 外 國投紫 ー 一 九  一 年  Itl 七 

1 1 九 一 四 年 及び 

一 九 一二 一年  七 一 

I- 一  九 0  二 年、 1 

九 ー£ 年、 ー九！1ー一 年… お 

—外^ 投資と c シァに 於け 

る 外^ 投^  六 Q 

—：^ 國投 资投ー 者  八 一 

—外 zi^ 資に 支： f: つた： g   二 EE 

i 外 國 投资の 一 九 〇 二 ギの總 額… If! 七 

—外^ 投資の  一 的描寫  .0丄 

.1 外^れ 资" 小額な お闪  Is ハ 

I 外^ 投资 の地现 的證，  さ 五 

1 初期の 投^  一； 一；— 七 

I 船： ^の 統計  四 六ん 

i 內亂の 純^ 的 影 I 一：   一二 ハ 

支那に 順1^ せる资 本 主義  一一 一九 


I に 進行し つ >f ある 革命  二ハ 

I に 滞在して ゐた 外阈： 來隊  一一 二 六 

！に 在す る自 m 業者の 泡 外 送金 ：… ニニ 九 

—に 本店 を 有する B 本の 諸 銀行 …… MT 一一 

支那の 受取り！ g 定と 政. S 借 入れ  一六 丁  m 

I の 銀行 シン ヂケ -ト を 通じ て 外 

资 導入  ニー 一 

1 の經： • め 的； W 建 は 外 资を必  一一 一  •： ハ？ 

—の 經濟的 發逮の 三つ の 方針  一一 一八 

—の 社お" 的 構成  一一 g 

I の 現代的 銀行 組織  ニー 一一 

—の鐡 工業  ル八 

—の 工場 生產物  unw 

I の 1 際 的 I- 濟關 係に 於け る 

1 イギリスの 地位 01 八ん 

—アメリカの 地位… 一 や； ハ； - 

—ドイツ の 地位 …… 七； 九 

1 日本の 地位  六 S 

—フランス の 地位… 七 QJ 

—  ロシア の 地位… K 七 九— 八 Q 

支那の n 際 貸借 …： -  ニー 二 

I 一九 〇 二 年— 一 九 

一 三年  … ニー 三- n 

！ 一九  一 M^— 一  九 

三 〇 年の， む 期 …… iKSK 

丄ち 一八 年上 九 二 九 年 


及び 一 九 三 〇 年上 lis し M 

—一九二 八 11 九 三 〇 年 ニー  1 二 


—の 小 項目  き や 一 3 

I の^しい 姿  ilf? ーハ 

の 表. 小 方法  一 Hi 八：： ハー 

f によって^ 示された 困難 一一.； 五 

支那の 資源  一ー11 

1 の 人口  二  0>ー 一一 

—のん 口. こん： 衆^の 人 n  一三 

—の 事業 組織の 計现 方法  ニー 一一 

I の 事^ 投资 の 利益の 見込  nil:! 一 

、 ーの资本^-容.ぉ，カ  二 §  —1 

—の 商業 關ィ の： is;; の紛 n  g 

—の 商品 易  ニー 六 

—の 水力へ 食 源  一八 

—の 石炭 规藏量  IS 

I の 石油 资源  一八 

—  0-^ 關 統計が 訂正 を耍 する 理由 …… ニー 0 

—の^；英^^^^易  一一 一七 一 

I の 對獨. K 戰  七し 九 

.— の 對日資 易に 於け る輸 人と 出 

との 差違  きん 

—の 地理  九 

—の 土地  三 

1 の 土地 養 源  一 s 

！ の^ 業  き II 

j の 廣さ及 ひ 位地  九 

1 の T.:; い W 習の 仝赏壓  一一 n 

I の 文明と WI 洋と 遭遇  Is 

—のお 易  5 八- la 


I に 於け るィ ギリ ス の m- 要 

件の 減？？」  01 

I 'に 於け る 日本の 甫耍 性— 

一八 九九 II 九 一 三 〔キ… は ハヤ 八 

.1 に 於け る H 本の 市-要件— 

1 九 一 11 丁 一 九 三 〇 年… き や 七 

1 の 日本の 分 前  Tf-llf! 
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I の 方，： 1： の！ 1- 化  1- 一 
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—の.；^、 利 川 地  一四 

支那 賠俊金 使 川條令  一 一 
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い  110 
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—と 諸 法案との 相， へ； 比  一一 一 IT 

I に對 する 支^.^ の 非戰…  一一： 5丄； 

—に對 する 支： 北 政 一 W の 態： isJ  二 Is-m 

1 による < ^社- 狀況  一一 vul 

1 による 會 社の 將來  二 や：； 

—の 將來  SI 

1 の 免^ 规定  ：1s 

！の 免^ 決お の^  1^ な 準… -oil. 一 

卜义那 本部に 於け る a シァ の：；^-業投ん；^ 

…… パ 1 九 六 ニ丄； .ム1 

支那 I 未發 遠な 取洋 の！； としての  

支那 领海に 滞.. a する 外 l.i^l^  1 一一. 七 

支那 ^ij^f せ 及び 外力 人せ の 海外い え 出  ニニん 


い 3 
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—の 数字  

上海 自來火 公司  一 一一ん 

上^, H 來水 公司  Is 

上^ 製造 "宽； お 車 公司  

上 海 靑 及 び 灭 で ゅー 産 さ れ る -糾 製 

品の^ 洲へ の： i 入  ItH 一一 

 1 一七 一 

上海の 相對的 赏耍性  八 一 

—の^ 加— 一 九 〇 

二 年 以後  七. 3 

上海 造幣 廠  Kin 

上 泡 電力 公司  八 八  ー--ーニ，ー 一一 三丄(一 一一 一- S13 

上：？^ 道 ..f へ の 借款  1: ん 3 

上海と^ 洲 との 日本人の 間の 差 違  四ち 

上海に 於け るィ ギリ ス. あ 業投资  EM 一一 

—イギリス 商 業 會 1 所 の 報告 S 一： -0 

I ィギリ ス人の土地所有！^額 一一 一七 九 

—ィ タリ ー の投资  き 八 

—土地财^1£  1 さ 一 

—日本人  Is 一一 

—一 九 〇〇ー 一 五 年 E や； ハム 

II 九 一 五— 一二 〇 年… 12 

I 日本の 投资   一； S 

—に 貯蔵され た 銀の 急速な^ 加  Is 

—の アメリカ人の 一 商業， $".1 所  二八 五 

—の イギリス 人 土地 保有 額  0 一一 一一 

1 の 外^！ 留地  ES 

—の m- 耍性  10  丁 一  0チニ五 


シべ リア 錢迸  一； s 

—の5|^設  六 C 九 

シべ リアに る 支那 人から 支那へ の 

送金  ：… 六 六 力 

1 に 於け る 革命 及び 內亂に 因 

る動搖  六^ 

资本 勘..：^ の 受；^  一七 A 

资. 4 項！： 3  ll パー 丄1 三 

资本. ま  おぶ 

资、 si  I  E 凡 

支 本 装備  

13  九 

—的 支拂  一な ハ 

下/ 倐約  一 s.la 八 六 G 九 
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I の 存在 现由  

沙 M  (幾 造  

ジ ヤコフ • ゼ ルガ— ゲ ン 

ジャミ ー ソ ン • し  一 3 


ジャワと の 間の 關保  七： 七 

上海 1 大^ iE の鐵^  lilV: ハ 

上海 以外に 於け る イギリス 财 Hi^   § 

—フラ ン ス财 .ii::  六 九 五 

ヒ 海 举^  IS 力 風 公司  八 八 •： 一一  一:::,ー£ 

上お 共同 讯界の 称  U 一八 四 IS 

上海 ェ部； 5^:;:^ 所  八 八 

上海 ェ部： ：5 の 現勢-刹 査  一一 一九？ 


i 日本の 投齊に 於け る… 

I の 土地 惯額  

— つ ^  ^  

I の 土地 財 Ml 一  九 〇〇 年  

—の 一 八 八 二 年の 評價 

I の綿絲 工場 所有者た ちの 報 il:! 

0  

—の ロシア 人人 口  

上海 パ ルグ 製紙 <r- 社  

上^ 楓涇！  

ほ. E 主義  

0ぉ 職業  

ま^ 主  

シュ. |。フ •  M  •  


松 花 江上の 舟運  

松 花 江 平野に 大，： g 民 地 を S 刖 f  くに… 

S  

償金 支拂  

消：^ 的 抵抗  

證券 を擔 保と せる 債務  

招 商 ：5   一 (？ • 八ん 
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倏約 港に 於け る 日本人 所有 不動 ..K  1^ き 

1 の^ 的發逮  二 六 

—の數  s 

倐 約！^ 地域  EH 

徐家 滙灭文  一 マーハ 

初期の 易  SQ- 一一 

械 物 文明  四 

植物油  g 

食料品  M 

助成 <|:社  

ジ ヨセフ   一一. E 丄ニハ 

シラ ス G  •  F  1^ 八 

シヮ， I  r'w  eH  七 

whi" ジ T.  一九 

？?^ 越ま路 公司  一 ハル 15! 

シ ン ガ. ホ. I ル 及び 印度 を！^. H する 對 

英お易  塁 

新 ,税  ニー 一一 

S  ^ 

—に 於け る ロシア の 商社  さ 一四 

 一き 一 

人口 一  常り 易  S 八 

人口 過-.^  ョ>1  一 3 

人口の-調節  1 一 II 一 

sm,m  一： 兰 S  sf^^rsi 

J. 成立に 常っての 困難  一 一一 九九 

1 屮に 於け る アメリカ 銀行 圑 

の 態度  一一 一 1 パ 0 


I に對 する フラ ン スの 困難  一一 一ん 九 

I に對 する ィギり ス の W 難.  ュぷ 

I に對 する 支那の 態度  一 や； お 

愼曰 H 洋行  1(LS 

醇^ 王  二ん 0 

人 化？ 紹の 輸入  七； 一九 

佛戰  1: さ 

新泰 鋭^   I； 八 0 

津 浦鐵逍  一 【や 1Z 八 

I 契約  IS 七 

1 及び 湖 廣鐡近 公債  ち？ さ S 

新 民 屯から に 至る 纖道布 設計 簧 …… 二八 八 

—法 化 門に 至る 線  二八 八 

心 的背贵  至 

〔ス 之 部〕 

ス 1 リ ン。 VJ  カチ" 

水災 W 款   一一； 3  S 

ス ェ —デ ン に對 する 支那 政府の 債務 …… 七， 一二 

I の事粱 投資  七；； 一一 

ス ェ ズ 運河の 開通  n 七 上；カ11 

スカ ン ディナ ヴィァ 諸^の 投資 1 1 

九 三 一年に 於け る  さ 10 丄 一一 

スキ デル スキ I 侖： 社  さ 一一 一一 

ス タイン フユ ルド ON  一  ハー 七 

ス タ ンダ I に 石油, ぜ社  ニゼ 三： 一 11 

スタンプ •  L  •  D  一  Q 

スト ー ク ン會社  さ 一一 


TTf Itt   h  VJ  I 

I に 於け る 日本人  Is  - 

f の 公有 财 J^: ……  ..：- S 

I の 公お 财^ 及び 製 i ^業  -  S 

—の 公有 财』 m 並びに 錢 及び 缠山 …… 七 ん 

勢力 範園  二 七 七 


ス トレ一 ト •)   一一 一一  0< 八 八 

ステ ゥァ. -ト  四」 C 

ステ ゥァ— ト •  K  •  D   rali 凡 

ス ミス •  V  ぶハ 一一 11 八 

Mm  三丄^丄ーー八ニ 

I で 受；^ られた i^l^ からの 送  一九二 

—近くの 一 村济  一八 八 

—— に 於け るレ ー ス 及び ドロ  — ンヮ  

1 ク 工業  九ん 

〔セ 之 部〕 

税關の評！^方法  rs 


井 I- 炭坑  

製 付 業へ のョ 本の 投々  

所糾織  

製紙業へ の 日本の 投^  

SB  

製造業  凡ん 

—に 於け るィ ギリ ス の投资  

I に 於け る^ 接 投^  

正 太鐵造 契約  さ 一 ！！；• 
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政^ 勘お の敉^ 表  K0- 一一 

—のト 乂拂. 超過額  一。 - 七し 

政. 政の 給 染 として 支那へ の资金 

の 流入  1 ニニ 

製粉 柴へ の 日 ^力投  si じ 

西洋人の 创造 せる 支那  一 

世界 戰 〈せ  S や IK*^*a (八- S 兰丄、 jii 

—前後に 於け る 支那の 外國貸 易… 1: 八 一一 

I 巾に 於け る銀價 の.^ 膨  K 六 

世界的 不&: K 氣  ISO 

^界 の输^ を 作る 仕事  一一 一 
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